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序 文

熊本県教育委員会では、 国土交通省九州地方建設局熊本工事事務所(当時)の

計画した一般国道208号玉名バイパス改良事業にともない、 玉名市大字河崎に所

在する柳町遺跡の発掘調査を実施しました。

その調査成果のうち平成6�8年度までについては平成12年度に『柳町遺跡

I .]として刊行しました。 今回はその続編として、 平成9�1l年度までの柳町遺

跡の発掘調査成果を本発掘調査報告書として刊行します。

本文にあるように、 縄文時代、 弥生時代、 古墳時代、 平安時代、 中世、 近世へ

と連綿としてつづく集落跡の一部を確認できました。特に、 古墳時代初頭の時期

と古墳時代末期から古代の初頭の時期にかけて生活痕跡を竪穴住居跡・井戸跡、

掘立柱建物跡などから窺うことができました。 また、 古墳時代初頭の集落を囲む

ように掘られた大きな溝状遺構を3本確認し、 当時の集落景観復元に資料を提供

しました。

この報告書が、 埋蔵文化財の保護に対する認識と理解を深め、 さらには学術研

究の進展にいささかでも寄与できれば、 喜びに堪えません。

なお、 本調査を実施するにあたり、多大の御協力をいただいた国土交通省九州

地方整備局熊本河川国道事務所ならぴに貴重なご指導ご助言を賜りました現地指

導の諸先生方及び玉名市河崎地区の皆様方に厚く御礼申し上げます。

平成16年3月31日

熊本県教育長 田 中 力 男



仔l 仁コ

l 本書は熊本県教育委員会が国土交通省九 州 地方建設局熊本工事事務所 ( 現九 州 地方整備局熊本河川 国 道

事務所) の 委託を 受け て 実施 し た 、 熊本県玉名市河崎字 フ ケ 、 田 中 、 尾畑 に所在す る 柳 町遺跡の調査 VII
. VJ[ . X 区 の 調査報告書で あ る 。

2 柳 町遺 跡、の 調査 四 区 は平成 9 年 7 月か ら 平成10年 4 月 ま で、 調査四 区 は平成10年 5 月 か ら 平成1 1年 4 月

ま で 、 調査 X 区 は平成1 1年 7 月か ら 平成12年 4 月 ま での期 間 、 現地 に お い て 熊本県教育庁文化課 と 玉名

市教育委員会社会教育課 (調査羽 . IX 区 を 実施) が発掘調査 を 実施 し た 。

3 発掘調査 に と も な う 遺構の 実測 な ら びに現地の 写真撮影は、 調査四 区 を 高谷和生 ・ 坂田和弘 ・ 岡本真也

・ 前川 真 由 美 ・ 北原美和子が、 調査四 区 を 坂田 ・ 岡本 ・ 漬田教靖 ・ 隈部香織が、 調査 X 区 を 坂田 ・ 出 田

久斉 ・ 漬田 ・ 石橋和久が行 っ た 。 地形測量 ・ 遺構実測 の 一部は株式会社埋蔵文化財サ ポー ト シス テム熊

本支庖に 委託 し た 。

4 調査区全体 の 4 級基準点測量 、 各 区 の 地形測量、 取 り 上 げ遺物 デ ー タ 化作業等は 株式会社埋蔵文化財サ

ポー ト シス テム熊本支庖で実施 し た 。

5 各調査 区 の 全体写真は写測 エ ン ジニ ア リ ン グ 株式会社 ( VII区) ・ 九 州 航空 ( 珊 ・ X 区) が撮影 し た 。

6 整理作業は現地調査完了後の平成12年 4 月か ら 平成 15年 3 月 ま で の 3 カ 年 を 費や し 、 多 く を 熊本県文化

財収蔵庫渡鹿分庫で実施 し た 。 た だ し 、 木製品等 に つ い て の作業の 一部は柳 町遺跡調査事務所内 で実施

し た 。

7 土器 ・ 向磁器の 実測 は竹 田 知美 ・ 横 田 愛 ・ 隈田章代 ・ 中 林 由 紀 ・ 西村和美 ・ 岩下恵美子 ・ 川 井 田 久子
- 平木智子 ・ 益田久子 ・ 古 閑 知子 ・ 藤江 望が、 そ の他の土器は ダ イ チ プ ラ ン ・ 株式会社埋蔵文化財サ

ポー ト シス テム熊本支庖に 委託 し た 。 木器の 実測は上野員由美 ・ 藤本久美 ・ 小 山 奈美 ・ 財部久美子 ・ 一

柳朱里 ・ 藤井 ゆ き ・ 村上桂子が、 石器は平川 恵里子が、 鉄器 ・ 青銅器等は戸由紀美子 ・ 藤江が行 っ た 。

8 遺構、 遺物 の 製図 は西村 ・ 戸田 ・ 境 美恵子 ・ 陶 山 千鶴子 ・ 平川 が行 っ た 。 ま た 写真図 版掲載の遺物 の

写真撮影は池 田 朋生 ・ 村 田 百合子 ・ 坂田が行 っ た 。

9 自 然科学的分析は古環境研究所 、 パ リ ノ ・ サ ー ヴェイ 株式会社、 株式会社パ レ オ ・ ラ ボが行 っ た 。

10 出 土 し た 木製 品 等 の 保存処理及 び、そ の樹種同定は株式会社吉田生物研究所が行 っ た 。

1 1  本書の執筆は、 第 W 章 自 然科学的分析 を 除 き 、 坂田 が行 っ た 。

12 本書の 編集は、 坂田 が行 い 、 横 田 、 西村、 隈田 が補佐 し た 。

凡 仔』
l 柳 町遺跡調査 I 区 よ り X 区 ま で の 全調査区位置 関係 図は2， 500分の l と し た 。

2 現地で の 実測作業では遺構配置 図 を 調査区毎に 100分の l で作成 す る こ と と し 、 本書へ の 掲載は四 区 ・

VJ[区 . X区とも200分の l とし図中に縮尺を示した。

3 現地で の各遺構の 実測 縮尺は20分の l 、 10分の l で、行 っ た 。 本書への掲載縮尺は基本的 に40分の l 、 20

分の l で行い 、 図 中 に 縮尺を 示 し た 。

4 遺構内 よ り 一括 し て 出 土 し て い る 遺物 出 土状況図 に は、 重要度 に応 じ て 平面 図 中 に遺物番号 を 記 し そ の

位置 を 実線で示 し た 。

5 出 土遺物は全 て 通 し 番号 と し た 。 縮尺は土器では 4 分の l を 基本 と し 、 小 型 品 を 2 分の l 、 大型品 を 8

分の l と し た 。 石器では 4 分の 3 、 木器では10分の l 、 5 分の l 、 2 分の l と し た 。 縮尺は図 中 に 表示



し た 。

出土遺物 の 解説は本 文 中 に 記 し た 。 種別 ・ 形式 ・ 法量出土層位等 に つ い て は、 別途一覧表 を 作成 し 、 巻

末 に掲載 し た 。

6 

出土木製品は『柳町遺跡 I H以下「柳町1J と い う 。 ) と 同様 に本書の 遺物番号 と と も に 柳 町遺跡木製品7 

を 表 中 に併記 し た 。 ま た 、 図化分類 と 処理分類 に つ い て は「柳 町 I J に 習 う 。番号 (町)

遺構名 称は「調査次数 十略記号 + 遺構番号」 で表す こ と と し た 。 略記号は以下 の と お り で あ る 。

竪穴住居跡 (81) ・ 井戸跡 (8E) ・ 土坑跡 (8K) ・ 溝跡 (8D) ・

杭列 (8M) ・ 不 明遺構及 び f - 状遺構J (8X) 

柳町遺跡 出 土 木製 品 に つ い て は、 「柳 町1J ( 第 5 章 3 節) に 一覧表 と し て ま と め て い る が、 そ の 後名 称

な どが変更 に な っ た も の に つ い て はそ の 都度記載 し て い る 。 そ の 他 主 な 木 製 品 の 計測 部 位 な ど は「柳 町

8 

9 

I Jに 準 じ る 。 土器 ・ 石器 に つ い て の計測部位は左記の模式図 の と お り と し 、 そ の他 の 器種はそ れ に 順 ず る 。

出土石器の 図化 に あ た っ て は下記の注記 を 図 中 に 記 し た 。10 

研磨痕蔽打痕
ャーーーーザャ一一寸

図 中 に 表示 し で あ る ス ク リ ー ン ト ー ン に つ い て は以下 の 凡例 に よ る 。
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第 l 節 調査体制 ・ 調査組織 ・ 関係者など

第I章 調査の概要

第1節 調査体制・調査組織・関係者など

平成 9 年度か ら 11年度 ま で の発掘調査 に 関 わ る 調査体制、 お よ び平成12年度 か ら 14年度 ま で の 整理作業 ・

報告書作成 に 関 わ る 組織 は 次の と お り で あ る 。
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調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者

調査担 当 者

豊田 貞二 (文化課長 平成 9 �1O年度、 首席教育審議員 平成11年度)

丸 山 秀人 (教育審議員 平成 9 年度)

川上 康治 (課長補佐 平成10�1 1年度)

島津 義昭 (課長補佐 平成1 1年度)

高谷 和生 (文化財保護主事 平成 9 年度)

坂田 和弘 (文化財保護主事 平成 9 �11年度)

岡本 真也 (文化財保護主事 平成 9 �10年度)

出 田 久斉 (文化財保護主事 平成 11年度)

北原美和子 (嘱託 平成 9 年度)

前川真 由 美 (嘱託 平成 9 年度)

戴富士 寛 (嘱託 平成10年度 ・ 現福岡市教育委員会)
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( 3 )専門 調 査員、 調 査協力者等

平成 9 年度か ら 11年 度 ま で の 発掘調査 に 関 わ る 指 導助言者 な ら びに平成 12年 度 か ら 14年度 ま で の 整理作業

・ 報告書作成 に 関 わ る 指 導助言者及 び調査全般へ協力 頂 い た 先生方 は次の と お り で あ る 。 記 し て 感謝の 意 を

表し た い 。

- 1 -



第 I 章 調査の概要

発掘調査及 び整理報告書作成作業 に 関 わ る 指 導助言者

(平成 9 年 度 か ら 14年度 ま で、 敬称略)

国立奈良文化財研究所埋蔵文化財セ ン タ ー 長 平成 9 ・ 1 1年 度

福 岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課第 2 係長 平成1 1年 度

岡山 大学文学部教授 平成 9 年度

国立歴史民俗学博物館助教授 平成 9 年度

国立奈良文化財研究所埋蔵文化財セ ン タ 一 部長 平成 9 年度

熊本大学文学部教授 平成 9 ・ 1 1年度

熊本大学文学部名誉教授 平成 9 � 1 1  . 13年度

玉名 市立歴史博物館長 平成 9 � 1 1年度

肥後考古学会長 平成 9 � 10年度

合志町立歴史資料館専門員 平成1 1 . 13年度

別 府大学文学部助教授 平成10 ・ 1 1年度

九州 ル ー テ ル学院大学人文学部講師 平成10 ・ 1 1 . 13年度

佐賀県立博物館学芸課資料係長 平成1 1年度

九州大学文学部助手 平成11年度

鳥栖市教育委員会社会教育課主査 平成 1 1年度

熊本大学文学部助教授 平成10 ・ 1 1 年度

熊本大学文学部助教授 平成 9 ・ 10年度

熊本大学文学部助教授 平成 1 1 ・ 12 ・ 13年度

山鹿市博物館長 平成13年度

太宰府市教育委員会 平成13年度

愛媛大学法文学部助教授 平成 1 1年度

佐賀県立九州 陶磁文化館資料係長 平成12年度

工楽 普通

山 口 譲治

狩野 久

永嶋 正春

沢 田 正昭

甲元 真 之

白 木原 和美

故田 遺 哲夫

三島 格

平岡 勝昭

下村 智

板楠 和子

蒲原 宏行

西 健一郎

石 橋 新次

杉井 健

木下 尚子

小畑 弘己

隈 昭志

山村 信柴

田 崎 博之

家 田 淳一

(50音順、 所属 職名 及 び敬称略)

綱田 龍 生 (熊本市文化財謀)

国武 慶旭 ( 歴史玉名研究会)

西 国 道苦 ・ 末永 崇 ・ 田 中 康雄 ・ 中尾 健照 (玉名 市社会教育課)

兵谷 有利 (玉名 市立歴史博物館) 山 下 平重 (現愛媛県立 博物館)

山 田 昌久 ( 東京都立大学) 山 崎 純男 (福 岡市教育委員会)

調査協力者

池本 利 直 (熊本県立荒尾養護学校)

第2節 調査の経過

( 1 ) 調査前協議

平成 6 年度 か ら 平成 8 年度 ま で の 3 年 間 で第 l 次調査か ら 第 3 次調査 ま で行 っ た 。 そ の成 果 は 『柳 町遺跡

nの記載に 詳 し い の で割愛す る が、 平成 8 年度 に は平成 9 年度調査区 の調査方針が決ま っ て い た 。

平成 9 年度 に 入 っ て 建設省 か ら 調査地に 近接す る 宅地に影響の 及ぶ可能性があ る た め 、 矢板 を 従来 どお り

に打つ こ と がで き ず、 調査が不可能 に な る 部分が発生す る と の こ と で協議を も っ た 。 結果的 に は影響の可能

性が否定で き な い の で やむを 得ず調査範囲 を 狭め る こ と に な っ た 。 そ の 後 は 調査 中 に 排土場の変更 な ど に つ

い て そ の 都度建設省 と 協議 し た 。 平成 10年度調査の 事前協議で は 、 建設省 の工事工程の 都合 で 、 こ れ ま で の

つ白
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予定調査区割 を 大幅 に 変更 し 、 調査面積が柳町遺跡全調査 中 で最 も 広 く な っ た 。 ま た 、 そ の た め 調査 開 始 時

期 を 前倒 し す る こ と に な っ た が、 矢板設置が間 に合わ な い の で 、 矢板 な し で も 調査可能 な 地形的 に 高 い部分

から調査 を 開始す る こ と に し た 。 宅地 に 近接す る 部分の調査は 前年度 と 同様で あ っ た 。 調査面積 の 多 さ から

調査 を 平成 1 1年度 ま で延長す る 必要が生 じ 、 4 月半 ば ま での調査 と し た 。

平成11年度調査で は 、 玉 名市教育委員会 と 熊本県が別 地点 を 調査す る こ と と し た 。 玉 名市教委 は平成 7 年

度 に調査が不可能 だ、っ た 地 点 を III - 2 区 と し て行 う こ と と な っ た 。 熊本県教委 は前 年 度 の続 き で X 区 を 行 う

こ と と し た 。 た だ、 現況 の 道路部分は調査 を 行 わ な い こ と と し た た め調査範 囲 が狭 ま る こ と と 調査 X -1 区

と 調査 X - 2 区 に 2 分割す る 必要 も 生 じ た 。 協議で は X - 2 区 に 走 る 水路 の付替 え と 矢板 を 2 箇 所 に 分割 し

て設置す る よ う に 建設省 に 要望 し た 。 範 囲 の 設定でやや難があ っ た がほ ぼ要望どお り に な っ た 。

調査は最終的 に は平成 12年 度 の 4 月 ま で続 い た 。

( 2 )調査日記抄

平成 9 年 度 から平成 1 1年度 ま で の 本遺跡 の調査の流れ と 平成12年度から平成 14年度 ま で の 整理作業 ・ 報告

書作成 の 流れ を 年度 ご と に 記す 。

①平成9年度

平成 9 年 7 月

平成 9 年 8 月前半

平成 9 年 8 月下旬

平成 9 年 9 月

平成 9 年10月初旬

平成 9 年10月

平成 9 年1 1月

調査準備。 側 溝 を 掘 り な がら、 土層観察 し標準土層決定。 表土剥 ぎ ま で の 深 さ も 確認。

側 溝 と で土層 断面観察 し 、 標準土層 を 決め る 。 ま た 、 調査区 の 平板測量 も 平行 し て 行 う 。

側 溝切 り に 併 せ て 表土剥 ぎ作業、 四 隅 に 釜場設置。 釜場 に 4 イ ン チ 水中ポ ン プ設置 。

調査機材 ( ベ ル ト コ ン ベ ヤ 一 、 ロ ー リ ン グ タ ワ ー ) の 設置。 熊本県 と 玉 名市 の境界設定。

掘 立柱建物 跡 を 確認。 古代の遺物多量に 出 土。 鉄製鋤先刃 が出土。

調査指 導会議 現場指 導 : 狩野 久 (岡大教授) 、 工楽善通 (奈文研埋文 セ ン タ ー 長) 、

沢 田 正昭 (奈文研埋文 セ ン タ 一 部長) 、 永嶋 正 春 ( 国 立歴民博助教授) の 各氏 に 調査現

場 と 出 土遺物の検討 を し て い た だ く 。

多 く の 遺構 を 確認 し た 。 掘立柱建物跡や井戸跡 を 検出 し 掘 り 下 げ を 進 め る 。 ま た 、 井

戸 からは 木製品が出 土す る O

Y - 29 ・ Z - 29 グ リ ッ ド で古墳時代末から古代 の遺物が多量 に 出土す る 溝状遺構 を 確認。

4SI012の東北部の壁際から円 面硯の破片が出 土。

平成 9 年1 1月末 � 12月初旬 4SE0l7 は 井桁 を 組み に 中 に井戸枠 を も っ井戸跡で あ る こ と を 確認。

平成 9 年12月 玉稜中 生徒遺跡見学。 4SE005から頚部 に縄 を 巻 き つ け た 蓋片 が出 土。

平成10年 1 月

平成10年 2 月

平成10年 2 月19 日

平成10年 2 月28 日

� 3 月 l 日

平成 10年 3 月

平成10年 3 月27 日

溝状遺構 の4SX038 よ り 木製 品 が 出 土 し 始 め る 。 古代 の 青銅 製 耳環が 出 土。 こ の 遺構

で の 出 土遺物 は完形が多 く 特殊 な 意味合 い を 持つ 遺構 の 可能性強 ま る 。

4SE0l7の 井戸枠内 で墨書土器が出 土。 古墳 時代 の4SI013から炭化 し た 網 寵 の 一部 が

出 土 。

4SE017は 、 井戸枠板外 を 外 し 、 ー 木割 り 貫 き の 井戸側 が姿 を 顕す 。 遺構 を さら に 検 出 。

玉 名 市 内 の 小 中 学校校長会現場視察 ( 17名 ) 。

現 地説 明 会。 取材各社 : 朝日新聞社 、 熊目、 読売、 RKK、 NHK 熊本放送局、 TKU、

KKT、 KAB。 入場者数 1 日目 181 名、 2 日目 223名、 2 日間 で404名。

4SE043で木簡片 2 片 が発見。 文字 は な い 。 4SX038内 に さらに 井戸跡 を 確認。 4SE0l7

の 周 囲 に 井戸 の 覆屋確認。 4SX049で は底 に 長方形の掘 り 込み確認。

本日 で外 勤 は 終了 。 調査機材返却 。 土層 の 注記、 図 面 の補正。
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平成10年 3 月31 日 平成 9 年度 の 最終 日 。 出 土木製品 の全体数量の確認。

②平成1 0年度

平成10年 4 月 事務所移転作業。

平成10年 5 月 中旬 矢板打 ち 込み作業 に 関係 し な い部分の 第 1 次表土剥 ぎ。

� 6 月初旬 調査区 及 びそ の 周辺測量 ( S = 1 /400) 。 調査機材 の 設置。

平成10年 6 月 � 7 月初旬 撹乱部分の掘 り 下 げ及 び第一包含層 (褐色下層 ) 上面 ま で の掘 り 下 げ。

平成10年 7 月

平成10年 8 月

平成10年 9 月

第一包含層 掘 り 下 げ、 遺構検出作業。 遺物 は 古代 が 中 心。

残 り 部分の 第 2 次表土剥 ぎ。 並行 し て調査 は 進 め る 。

玉 名市 と の 協議で調査区分割決定。

V 層 上面 ま での掘 り 下 げ。 W層 (砂層 ) の掘 り 下 げ。 古代 の 遺構の確認 を 再度 、 竪穴

遺構 は ま だ輪郭 を 確定で き な い 。

平成10年 10月 中旬 台風接近。

平成10年 10月下旬 中 世 の 池状遺構の調査 に か か る 。 l 区 で縄文晩期黒色磨研系土器片が出土。

平成10年1 1月 古代 の4S031確認。 4SX049の続 き を 検 出 。 井戸跡 な ど他の遺構 を 検出 。

平 成10年12月 5SX022 ・ 5SX023の 平板 図 と コ ン タ 入 れ終了。 4SX049掘 り 下 げ。 5SX040掘 り 下 げ 開

始。 e . f - 32 ・ 33 グ リ ッ ド に大 溝 状遺構5SX051 を 検 出 。

平成1 1年 1 月 4SX049の 矢板側 は重機で掘 り 下 げる 。 5SX040の 一 部 に 礁 群 が 出 土 。 ま た 、 多 く の 土

平成1 1年 2 月

平成1 1年 3 月

器類 に 混 じ り 木 製 品 が 出 土 し 始 め る 。 底 に は4SX049 と 同 じ く 長方形の 浅 い 落 ち 込 み

が確認で き た 。

5SX040の 掘 り 下 げ。 竪穴遺構 と し て5SK032、 5S1031 ・ 033、 5SK052掘 削 。 住居跡 だ

け で な く 土坑混 じ る 。 4SX049の底面から青銅鏡 ( 内行花文鏡) 出 土。

調査指 導 : 白 木原熊大名誉 教授、 三島肥後考古学会長 、 板楠ル ー テル学院大講師、 田

遺玉 名市博館長 、 木下熊大助教授、 下村別 大助教授。

来跡 : 山鹿市前 田氏 。 橿考研清水氏 ほ か。

残 っ た 遺構の調査 を 進 め る 。

平成1 1年 3 月13 日 ・ 14 日 発掘調査説明 会。 両 日 で160名の見学者。

平成 1 1年 3 月後半 4SX049 よ り 赤色顔料 を 入 れて い た と 思わ れ る 小型査 出 土。 5SE059 は ー 木割 り 貫 き 井

戸側 を 持つ 井戸跡が分か つ た 。 調査 は 終了 し て い な い の で 翌月 ま で延長す る こ と と な

っ た 。

③平成1 1 年度

平成1 1年 4 月 前年度の調査の残 り を 行 う 。 調査員の増員で発掘 ・ 実測 と も に 進 め る 。 大 溝 状遺構 ・

井戸跡5SE019か ら 墨 出 土。 中旬に は終了 。

平成1 1年 7 月上旬 調査 X 区 の調査 を 開始。 調査区 は 2 箇所 に 分 け て 行 う 。 X - 2 区石垣等 の 除去 から表

土剥 ぎ に かか る 。

平成1 1年 7 月下旬 � 8 月前半 X - 1 区表土剥 ぎ作業。 調査機材準備。

平成1 1年 8 月後半 現場作業 開始。 X - 1 区表面精査作業。 周辺地形測量 (平板) 。

X - 1 区で多数の 溝 状遺構、 h . i - 37 グ リ ッ ド付近 の ピ ッ ト 群 確認。 X - 1 区 . X

- 2 区掘 り 下 げ。
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平成1 1年 9 月初旬 X ー 2 区 ( L ー 01層 ) 溝掘 り 下 げ、 遺構確認。 X - 1 区 グ リ ッ ド掘 り 下 げ、 平面実測 図 。

平成1 1年 9 月 9 日- 10 日 帯 山 中 ナ イ ス ト ラ イ 授業 で作業体験。

専門 調査委員 : 西九 大助手、 石橋福岡市職員、 蒲原佐賀県職員来跡。

平成11年9 月後半 X - 1 区 ( g. h - 39 ・ 40 グ リ ッ ド) 0 X - 2 区 ( f - 42、 f . g - 43 グ リ ッ ド ) 掘 り 下 げ。

平成1 1年 9 月末 台風18号直撃。 現場事務所及 び周 囲 に 影響大。 後片付 け 。

X - 1 区 。 X - 2 区掘 り 下 げ。

平成11年10月前半 X - 1 区 ( j - 40、 i -40 グ リ ッ ド) 、 X - 2 区 (6SX501 ) 掘 り 下 げ。

X - 1 区。 g- 39 グ リ ッ ド 、 j -40 グ リ ッ ド掘 り 下 げ清掃。 X - 2 区 。 f - 43 グ

リ ッ ド掘 り 下 げ。

平成11年10月後半 X - 1 区掘 り 下 げ。 f . g -43 グ リ ッ ド掘 り 下 げ。 X - 2 区掘 り 下 げ。

平成11年1 1月 X - 1 区溝状遺構掘 り 下 げ。 実測。 X - 2 区 、 土手状遺構 ・ 溝状遺構検出 。

X - 1 区 は グ リ ッ ド を 中 心 に掘 り 下 げる 。

平成1 1年12月上旬 X - 1 区 の グ リ ッ ド掘 り 下 げ は 、 vn 層 目 。 ピ ッ ト 群実測 (土層 断面) 。

平成1 1 年12月後半 X - 1 区溝状遺構 を 確認 (6SX049) 。 そ の ト レ ン チ の 遺構地 山 か ら 突帯文 と 丹塗磨研

土器検 出 。

平成12年 1 月 6SX049の 各地点 に ト レ ン チ を 開 け て土層 を 確認。 6SX049 に 弥生前期土器出 土。

X - 2 区 の 遺構検出層 (文化層 ) は 2 層 に 分かれ る 事判 明 。 溝状遺構検 出 (6SX503、

504、 505) 。

平成12年 2 月前半 X - 1 区 で有董磨製石銀 出 土。 夜臼期 か ら 弥生前期 に 伴 う も の 。 6SX049 を 渡 す 杭列

検 出 。

X - 2 区 で溝状遺構 を さ ら に検出 。

平 成12年 2 月後半 X - 1 区h - 40 グ リ ッ ド で 石 包丁 出 土。 i ー39、 h - 40 グ リ ッ ド 旧 地 形 掘 り 下 げ。

6SE053 を 井戸跡 と 確認。

X - 2 区溝状遺構掘 り 下 げ。

平成12年 3 月 X ー l 区 、 h - i - 37、 38 グ リ ッ ド掘 り 下 げ。 グ リ ッ ド ご と に 弥生前期層 ま で掘 り 下

げ進 め る 。

平成12年 3 月18日

平成12年 3 月22日

平成12年 3 月末

④平成1 2年度

平成12年 4 月

平成12年 5 月

X - 2 区 は 、 6SX504、 506、 507の掘 り 下 げ。

現地説明会。

専門調査員 (熊本大学甲元教授、 杉井助教授) 指 導。

丹塗磨研の小型査片 は松菊里型の も の で あ る と い う 。 ( 甲元教授)

古墳前期 の 井戸跡内 出土 の 聾型土器は古墳時代前期 中 葉 か 。 ( 杉井助教授)

X - 1 区6SX054、 6SX055、 杭列 出 土。 j - 40 グ リ ッ ド で層 中 よ り 木製鋤。 6SX054側

か ら 網 代 出 土 。

調査は ま だ終了 し な い た め 、 平成12年 度初 め ま で調査 を 延長。

前年度末 に 残 っ た 現場作業 を 開始す る 。 遺構の 実測作業 と 遺物 の回収作業 で あ る 。 こ

の 作業 を ほ ぼ 2週間 で、行 っ た 。

本年度 よ り 3 年 間 を 予定 と し て柳町遺跡調査四 ・ vm. X 区 の 調査報告書作成 に坂田 が

着手する。 昨年度後半から一部手がけてい る vn . vm・ X区の木製品 については、 渡鹿
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第 I 章 調査の概要

平成12年 7月

平成12年 8月

平成12年 10月

文化財収蔵庫で の収蔵施設がな い た め 、 柳町遺跡発掘調査事務所 で の 整理 ・ 管理 を 半

年 間 行 う こ と と し た 。 木製品 に つ い て は木製品実測 班 を 編 成 し そ の作業 に あ た る こ と

と し た 。 遺物 の水洗作業は 一部渡鹿で平成11年 度途 中 か ら 行 っ て い た が、 本格的 に 行

う の は 今年 度か ら で あ る 。 坂田 は玉名 の事務所 と 渡鹿の事務所 を 往復 し な が ら 作業 を

進 め る こ と と な っ た 。 渡鹿収蔵庫で は調査W 区 の 水洗 ・ 接合作業 を 急 ピ ッ チ で行 う 。

木製品 の 保存処理 を 委託へ出 す準備 を 行 う 。

木製品 の保存処理委託発送。

玉 名 市 の整理事務所 を 撤収。 機材 ・ 遺物 な ど を 文化財資料室へ運ぶ 。

平成13年 2月18日 ・ 19日 平成12年 度 ( 第 5 回) 柳町遺跡発掘調査説明会 「 こ こ ま で見 え た古代 の ム ラ J を

平成13年 3月

⑤平成13年度

平成13年 5月

平成13年 7月

テ ー マ に 調査現地で実施 し た 。 遺物 の展示や調査現場内 に 多 く の 見学者 を 迎え た 。

当 初予 定 し て い た 四 区 の 整理作業 は全体的 に は 遅れ気味で あ る 。

年 度末か ら 年 度始め の 聞 に 中 断 し て い た 、 調査四 区 の 土器類 の接合 ・ 復元作業 を 再 開

す る 。 遺物 の 実測 も 前年 度か ら の続 き で調査四 区 か ら 開始 し た 。

調査団 区 の遺物 の 整理状況 に応 じ て 、 実測対象遺物 を 選別 し た 。

平成13年 8月 調査四 区 の 遺物実測 に徐々 に 入 っ て い く 。 部分的 vn 区分の 石器が残 る 。

平成13年 9月~平成14年 2月 調査四 区 の 遺物実測 は順調 に 進 む が、 次年 度 ま で伸 びる 。 遺構 ト レ ー ス は 進 む 。

平成14年 3月上旬 専門 調査員 : 九 州jレー テ ル 学院大学の板楠和子氏に は 墨書土器 に つ い て 、 熊本大学埋

⑥平成1 4年度

平成14年 5月

蔵文化財調査室の小畑弘己助教授に調査四 ・ VlII. X 区 か ら 出 土 し た打製石器 ・ 剥片 に

つ い て調査 を 依頼す る 。 ま た 、 白 木原熊大名 誉教授、 隈山 鹿博物館長、 平岡勝昭合志

町歴史資料館長 に 遺跡 に つ い て 意見 を い た だ く 。

本格的 に作業員を い れて本年 度の整理作業 と 報告書作成作業 を 開始 し た 。 3 年 目 で あ

る 今年 が報告書の た め の作業は最後で あ る 。 予定 よ り か な り 遅れ て き て い る の で今後

作業方法の効率化が必要であ る 。

平成14年 6月~平成15年 2月 調査 X 区 の 遺物抽出 と 実測 ・ 遺物 ト レ ー ス ・ 文章執筆 を 進め る 。

平成15年 3月 報告書作成作業が一応終了 し た 。 た だ 、 文章な どが若干次年 度 に必要作業 と し て 残 っ た 。

第3節 調査成果の普及・広報活動

建設省一般国道208号玉名 バ イ パ ス 建設予定地内 の埋蔵文化財発掘調査 と し て 、 平成 9 年 度以 降 の発掘調

査 に お い て も 、 そ の調査期 間 中 に 調査成果の普及 と 広報の た め に 、 発掘現場説明会 の 開 催、 報道機関等への

情報提供等 の 活動 を 実施 し た 。

( 1 )発掘調査説明会(現地説明会)

発掘調査説明会 (現地説明 会) は 国道バ イ パ ス 建設 に 先行 し て文化財保護部局が実施す る 、 事前 の 記録保

存 の た め の発掘調査で あ る こ と を 地元 に 十分 ご理解い た だ き 、 文化財保護 の 意識向上 を 目 的 と し て 年 l 回で

年 度終盤時期 に 実施 し た 。 あ わせ て 県 内 初 の 資料が多数出土 し 、 重要 な 資料の公開 と い う 視点 か ら も 地域住

民、 玉名 市民及 び関係機関 ・ 研究者 を 対象 と し て 成果の普及 を 行 っ た 。
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第 4 回 柳町遺跡調査説明 会『木器が語る 古代 の村』

実施日時 : 平成 10年 2 月28日 (土) ・ 3月 1 日 (日) 10時 - 16時 ま で

開 催場所 : 調査現場

参観者数 : 345名 (玉名市内 は53. 6% )

主 な 内容 : 初 め て調査現場

調査の様子 ・ 出 土遺構や遺物 のパ ネ ル展示

発掘調査の様子 ・ 成果の ス ラ イ ド に よ る 説明

出 土遺物 の展示 弥生土器 ・ 土師器 (華、 章、 高杯、 小型査 な ど) 石器 (台石 、 浮

き ) 木製品 (短甲、 弓 、 鼠返、 横槌、 杓子形木製 品 、 直柄横鍬、

建築材等)

同 時期 玉 名 市市民会館で 「柳町遺跡発掘調査の あ ゆ みJ と 題 し 、 パ ネ ル や 遺物 の 展示 を 行 っ た 。

第 5 回 柳町遺跡調査説明会『こ こ ま で見 え た古代 の ム ラ 』

実施日時 : 平成 1 1年 3月 13日 (土) ・ 14日 (日) 9 時 - 5 時 ま で

開 催場所 : 調査現場

参観者数 : 166名 (玉名市内 は46. 4% )

主 な 内容 : 調査の様子 ・ 出 土遺構や遺物 のパ ネ ル展示

発掘調査で 出 土 し た遺構 ・ 遺物

出 土遺物 の展示 古墳時代土師器 (費、 壷 、 高杯、 小型壷 な ど) 、 古代土 師器 ・ 須恵

器、 木製品 (井戸枠、 横槌、 建築材等)

第 6 回 「柳 町遺跡発掘調査現地説明会J

実施日時 : 平成 12年 3 月18日 (土) 10時 - 16時 ま で

開 催場所 : 調査現場

参観者数 : 80名 程 度 ( ア ン ケ ー ト 等 を 集約 し な か っ た の で不 明 )

主 な 内容 : 調査現場の 見学

出 土遺物 の展示 弥生土器、 土師器 (費、 査 な ど) 、 石器 (磨製石鍛、 石底丁) 、 木製

品等、 陶磁器等

( 2 )資料公開と貸出・遺跡の発表・資料の貸出

①資料公開

ア ) 企画タ イ ト ル : 菊池川 ・八女地方の古代 を 考 え る 交流講演会

『弥生 時代 の 交流』 一 最近の発掘調査か ら ー

開催期日 : 平成12年 2月20日 (日)

開 催場所 : 熊本県立装飾古墳館

イ ) 企画の タ イ ト ル ・ 内容 r肥後の 至宝展I 一 新発見 ・再発見 菊池川 の 古代遺跡」

貸 出 期 間 : 平成 15年 1月 15日- 3月 16日ま で

貸 出 先 : 熊本県立装飾古墳館

貸 出 資料 : 井戸枠 ・ 槽 ・ 横槌 ・ 天秤棒 ・ 糸 車形木製品 ・駒形木製品 ・ 横櫛 ・紡錘車等 の 木製品

第4節 調査区の設定(r柳町遺跡1 j 第9図全調査区位置関係図参照)

調査区の 設定の概要 は 『柳町遺跡I.I に述べ ら れて い る の で 、 簡略 し て 記す に 留 め る 。
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第 5 節 調査の方法

要調査地 区 の 全域 を 網羅す る グ リ ッ ド座標網 を 設定す る た め の起点 と し て 、 日本 国土地理座標系 第 E系 に
よ る x= - 7020. 000、 y = - 39990. 000 (調査時 に は こ の 点 を x=o、 y=o と し た ) を 使用 し た 。 グ リ ッ
ド は 調査区全体 を 網羅で き る よ う に 、 Y 軸は起点 か ら 東方向へ10mご と に 区切 り 、 ロ ー マ 字 (A� hま で)
を 付 し 、 X軸は南方 向へ10mで、グ リ ッ ド で の ロ ー マ 数字 (01 �44 ま で) を 付 し た 。

平成 9 年 度 の 基準点 と し て TY- 15 (X= 一 7309. 083、 y = - 39760. 788) 、 TY一 日 (x = 一 7326 . 239、 Y
= - 39731 .  026) を 、 平成 10年 の 基準点 と し て は TY- 20 (X= 一 7355. 000、 y = - 39729. 919) 、 TY- 25 (X 
= 一 7309. 877、 Y = - 39702 . 130) 、 TY- 26 (X= 一 7346. 259、 Y = - 39740. 808) を 、 平 成1 1年 度 の 基 準 点
と し て は 、 TY- 32 (X= 一 7385. 530、 Y ニー39647. 808) 、 TY- 31 (X= 一 7423. 071 、 Y = - 39612 . 725) 、
TY - 34 ( X  = - 7446. 150、 Y = - 39639 . 975) 、 TY- 35 (X= 一 7465. 939、 Y = - 39659. 009) を そ れ ぞ れ
設定 し た 。

ま た 調査 に 際 し て は 、 調査次数は柳町遺跡の 実質 的 に 調査の 始 ま っ た 平成 6 年度 を 起点 に 第 l 次調査 と し 、
調査区 は ロ ー マ 数字 を 用 い て併記 し た 。 す な わち 平成 9 年度の調査は 「第 4 次調査 : 調査 四 区 」 の よ う に よ
ぶ こ と と な る 。

年度 ご と の 具体的 な 調査区 の 設定 は熊本県教育庁文化課 と 玉名 市教育委員会社会教育課 と の 協議で決め る

こ と と し た 。 実際 の 担 当 調査区 は こ れ ま での調査地点 の連続性や事業割合等 を 勘案 し 協議の う え そ れぞれ に

分割 し た 。

こ の分割 に よ っ て 、 各調査 区 の 年 間調査計 画等 を と り ま と め 、 そ の計 画に そ っ て 発掘調査 を 実施 し た 。 ま

た熊本県 と 玉名 市で の 調査協議は 随時行 い 、 調査が円滑 に進捗す る よ う 計 画 し た 。

第5節 調査の方法

調査は こ れ ま で の調査方法 を 踏襲 し 、 建設省側 に 前 年 度中 の 協議に 基づ き 「止水鋼矢板j を 設置 し て も ら

い 、 表土剥 ぎ ・ 釜場の 設置 と 側溝掘削 を 行 っ た 。 年 度 ご と の 具体的 な調査区 の 設定 は 、 熊本県 と 玉 名 市 の 状

況 に 応 じ て 分割 し 、 担 当 地 区 が交差 し な い よ う に し た 。

調査 に 際 し て は 湧 水の 多 い 遺跡の調査であ る こ と か ら 、 調査効率の 向 上 、 作業安全面 か ら 次の 4 点 に 留 意

し た 。 ①大型水中 ポ ン プ に よ る 恒常的排水→、法面か ら の 浸透水 を 排水す る た め の 排水溝 (側溝) と 釜場設置

②小型水 中 ポ ン プ に よ る 臨時 的 排水→調査面下 に あ る 浸透層 か ら の 浸透水の 排水用③ベ ル ト コ ン ベ ヤ ー の 多

用 →強粘性で含水率 の 高 い 重量土の排土用 ④運搬用 建設機械の 活用 →調査時 に 発生す る 排土 の 仮置 き 場へ の

効率的搬出 用 ダ ン プ等 の 利 用 な どで あ る 。

調査で 出 土 し た 遺構 に つ い て は 、 熊本県収蔵シ ス テ ム に 則 り 、 確認 し た 時点 で 随時通 し番号 を 振 り 、 調査

終了後 に遺構の性格 ご と に 記号化す る こ と を 方針 と し た 。 た だ、 平成 9 年 度の み は 従 来 の 遺構 の 分類記号で

遺構の 性格 を あ ら わ し た 。 た と え ば、 SB (掘立柱建物跡) 、 SI ( 竪穴住居跡) 、 SK (土坑) 、 SE (井戸 跡) 、

SX ( そ の他の遺構、 ~ 状遺構 も 含 む ) な どであ る 。

ま た 調査現場 レ ベ ル に お い て は 、 こ の調査区分割 に よ り 溝 ・ 自 然流路等 の 単純 な 遺構 は グ リ ッ ド軸で分割

し て の調査 と な る が、 住居跡 ・ 土坑等 の 遺構での分割 は好 ま し く な い こ と か ら 、 両者で協議 し て そ の 帰属 を

決め る こ と と し た 。

多量 に 出 土す る こ と が予想で き る 土器類や 脆弱 な 木製品 を 効率的 ・ 迅速 に 取 り 上 げ る た め に 光波側距儀の

活用 を 進 め た 。 取 り 上 げ に 際 し て は 、 調査年次の西暦下二桁の 冒頭表示 、 遺構名 称の 略記号化 、 層 位 の 入力 を

行 い 、 全調査区 デー タ で共有化が図 れ る こ と を 主眼 と し た 。 た だ し 、 玉名市 と の 共通処理 に は 至 ら な か っ た 。

さ ら に 民 間 業者の積極的活用 に よ る 調査の効率化 に 取 り 組み、 ①広域 と な る 調査 区 の 全 て の 取 り 上 げデー

タ 集積 に よ る 一元 的 管理 と デー タ 処理、 ②調査完了時の調査区の 地形測量 図作成等 を 行 っ た 。
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第 2 図 平成 9 年度�1 1 年度柳町遺跡調査区位置関係国
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第 I 節 遺跡の層位について

第E章 遺跡の概要

第1節 遺跡の層位について

こ こ で は今回の本調査で確認 し た 遺跡の層 序を ま と め る 。 先 に 『柳 町遺跡1.1 (以下 「柳 町 1 J と い う ) に
お い て 、 報告者が記 し て い る 基本層 序があ る の で 、 そ れ と 今回の層 序を 比較す る こ と か ら 始め る 。

「柳 町 1 J で は 現 況 の 標 高 が約5. 5�6 . 0m か ら 下へ第I層 ~ 第XIII層 ま で を 通 し の 基本層 序 と し て 設 定 し
て い る 。 報告さ れ た 土 地 は い ず れ も 現況 は 水 田 で あ っ た 。 そ の た め 第I層 は 現耕作土 と さ れ て い る 。 さ ら に
そ の 下位 の 第 E層 ~ 第 W 層 が近現代 の 開 田 整地 に よ る 堆積層 と 判 断 し て い る 。 こ の層 は 土 地 が現況の よ う に
平準化す る 要 因 で あ る 。 第 V 層 と 第 X 層 と さ れ る 、 こ の 面が古墳期 の遺構検 出 面 と し て い る 。 ま た 古代期 の
杭列 を 確認 し て い る 。 調査区 に よ る が第 V 層 ~ 医層 は 自 然流路の堆積層 で包含層 と し て扱 つ で あ る 。 大凡で

は 第 V . VI 層 が古代期 、 第 四 . Vß! ' !X層 が古墳期 と さ れ る が、 明確 な 層 に よ る 時期特定 は 困 難 と し て い る 。

こ の よ う な 一般的 な 層 序 を 想定 し で あ る が、 調査区 ご と の 層 が そ の ま ま で現れ て い る 訳で は な い 。 調査地 は

いわゆ る 沖積平野で あ り 、 そ の層 は平野全体で密に地形 を と ら え な け れば本 当 の 対応関係 は 分か ら な い よ う

であ る 。

次 に 柳 町遺跡調査 四 区 . Vß!区 ・ X 区 で層 序を 調査時 に ど う と ら え た か を 、 各調査区 や 地 点 の土層 対比図 を

示 し 、 今回の 調査 区 の 標準土層 を 考 え て み た い 。

調査VI � X 区 の 調査時 ま で の 土 地利用状況 を み て み る と 、 水 田 部分 と 宅地部分 と に 大 き く 分か れ る 。 す な

わち 、 水 田 と し て 現在 は 一様 に 見 え る 地形 と 宅地の立地す る そ れ よ り 一段高 い 地形 で あ る 。 宅地があ っ た の

は調査四 区 で は Y�a - 32 � 38 グ リ ッ ド付近、h�j- 36 �38 グ リ ッ ド付近、 e - 42�43 グ リ ッ ド付近 で 、 調査

時 に は す で に 建物 は な か っ た が、 そ の 痕跡 は み ら れ ら た 。 こ れ ら の 土 地 の 一 部 は 畑地 と し て も 利 用 さ れ て も

い る 。 こ の土地利用 の 違 い が どの 時期 ま で さ か の ぼ る か、 ま た そ の 違 い は 士層 に ど う 反映 し て い る の か を こ

こ で見 て い く こ と に す る 。

今回報告す る 調査四 区 ・ 四 区 . x区 で は 、 そ の 調査区全て に 共通す る 基本層 序を 設定す る こ と は 困 難で あ

っ た 。 た だ、 出 土す る 遺物 に は 共通す る 時期 の も の があ り 、 あ る 層 の 関 係 は 想定で き る 。

各調査 区 で の 土層 を 記録 し た も の が第 3 図 ~ 第 8 図 であ る 。 第 3 図 に は 調査 VII 区 の も の を 、 第 4 図 ~ 第 6

図 に は調査四 区 の も の を 、 第 7 図 ~ 第 8 図 に は 調査 X 区 の も の を そ れぞれ図化 し て い る 。 ま ず、 こ れ ら の 図

を も と に調査四 区 、 田区 、 X 区 の 土層 関係 を み て み る 。

調査VII 区 の 土層 図 ( 第 3 図 ) で は 、 A-A'、 B - B'が調査開始時の も の で 、 I層 か ら V 層 上面 ま で し か と ら

え て い な い 。 C - C'は I層 か ら V 層 ま で を と ら え た も の であ る 。 一方調 査 開 始 前 に は 側 溝 の 断面 と A - A'、 B

- B'の 断面 を も と に 基本層 序を 咽層 ま で設定 し て い る 。

ま ず、 表土 は O 層 と し た 。 現在 の 水 田 耕作面で あ る 。 I層 は 、 i炎黄褐色 を 呈す る 旧 水 田 面 で あ る 。 E層 は 、

淡黄褐色土層 で あ る 。 さ ら に 、 分割可能 な 部分 も あ る 。 E 層 は 2 つ に 分層 し 、 皿a 層 は 黄褐 色 の 砂 質 層 で 、

摩耗 し た 時期 不 明 の遺物 を 多少含 む。 皿b 層 は 、 暗灰褐色 の砂質層 で 、 中 世 の 遺物 (土器 ・ 銭 な ど) を 含 む

が、 中 世 よ り も 後の層 で あ る 。 W層 は洪水な ど に よ り 生成 し た層 で 、 層 の 状況 か ら 2 つ に 分層 し た 。 Na 層

は 暗灰褐色 を 呈す る 砂層 で や や腐食物が混 じ り 、 土壌化の 進 ん だ層 で あ る 。 Nb 層 は 、 灰 色 を 呈す る 砂層 で 、

遺物 を わず か に 含 む 。 本来の流水に よ り 運ばれ た砂が堆積 し た 層 で あ る 。 こ の N層 は 調査区 の 全体 に ま んべ

ん な く は な い 。 V 層 は調査区全体か ら 3 つ に 分層 し た 。 V a 層 は 、 暗灰 色 の 粘 質 土 層 で 、 砂粒含 む こ と か ら

Nb 層 か ら の 漸移層 で あ る 。 遺物 と し て は 中 世 ・ 古代 を 主 と し て 含 む 。 V b 層 は 調 査 区 の 北側 に 集 中 し 玉 名

市側 の調査区 に も 延 びる 層 で 、 黒褐色 を 呈す る 粘質土層 で あ る 。 古代 を 中 心 と す る 遺物 を 多 く 含 む 。 こ の層

は 一部 に 限ら れ る 。 V c 層 は 暗灰 色 を 呈す る 粘質土層 で 、 上部 に 古代 の 遺 物 、 全体的 に は 古墳時代前期遺物

唱Eム唱E4
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第6図 調査唖区土層断固実測図

を 含む。 VI a 層 は 、 灰色の 粘質土層 で 、 調査区 の 西側 に あ る 。 VI b 層 は 、 暗灰色 の 粘 質 土層 で 、 調査区 の 西

側 に あ る 。 vn 層 は 、 暗灰色 の 粘 質土層 で、 調査区の 西側 に あ る 。 四層 は 、 暗褐色 を 呈す る 層 で 、 調査区 の 西

側 に あ る 。 羽層 、 vn 層 は 水 田 層 で あ る 。

調査四 区 の 土層 図 は 第 4 図 ~ 第 6 図 で あ る 。 第 5 図 C - C' . 第 6 図 A- C は調査四 区 の 層 序 と 整合す る が、

第 4 図 ・ 第 5 図E- F ' A- B に 示 す 西側 の 一段上 が っ た 畑地 や 宅地 に な っ た 高 地 上 で は そ の 堆積状況 は vn

区 と 異 な る 部分が多 い 。 特 に 四 区 の W層 に 相 当 す る 層 が な く 中 世 ~ 近世 の 遺物 を 含 む シ ル ト 層 が厚 く V 層 の

上 に 乗っ て い る 。 こ の シ ル ト 層 は厚 い と こ ろ で は 1 m ほ どあ っ た 。 こ の 層 は 四 区 と の 対 比 で み る と 一応I

層 � N層 に 相 当 す る が、 厳密 に 層 の 対比 は 困 難で あ る 。 こ の層 は 菊池川 の 氾濫 な ど に よ っ て 形成 さ れ た 自 然

堤防 と 推定 し て い る 。 古代 と 中 世 の 遺物 を 下位 にわずか に 含 む こ と か ら こ の 自 然堤 防 の 形成時期 は 中 世以 降

であ る が、 近世 ま で に は形成 し 終わっ て い た と 考 え ら れ る 。 こ れ は 、 vn 区 か ら 四 区 の 間 に あ る 4 SX049 ・ 4

SX038付近を 中 心 に北西 一 南東方 向 で 大 き な 洪水 に よ る と 考 え ら れ る 四 区 で W層 と 呼ん だ砂層 の堆積があ り 、

こ れ は 河 川 の 氾濫 に よ っ て 形成 さ れ た 層 と し 、 形成時期 を 中 世 に 想定 し た こ と と 関係 し て い る 。 調査地点 に

よ る 層 の状態 の 違 い は そ れ以前 の土地の起伏に よ り 水の流 れが変化 し た た め に 堆積物 の 違 い が生 じ た た め で

あ ろ う 。

こ の シ ル ト 層 を 除去す る と 堆積の 良好 な 部分で は古代 の 遺物 を 含 む層 が出 現 し 、 そ の 途 中 か ら 竪穴住居跡、

掘立柱建物跡 な ど を 検出 し た 。 こ の層 は vn 区 と の対応で い え ば V a 層 で あ る 。 た だ 、 こ の 層 の ど の 部 分 に 遺

構が形成 さ れ る 時期 があ る の か は つ か め て い な い 。 さ ら に そ の 層 を 20�30cm ほ ど掘 り 下 げて い く と 四 区 の

V c 層 相 当 層 で あ る 古墳時代前期 の 層 に 至 る 。 こ の 層 は 残 り の 良好 な 部分で は 少 な く と も 50cm 近 く あ っ た 。

深い遺構 は 羽層 以下 の 層 に 到達 し て い る 。 井戸跡や土坑の底部 は そ の層 に 至 る 。 残念 な が ら こ の 四 区 の微高

地の調査で は 十 分 に 全体 を 掘 り 切 る こ と がで き て い な い 。 こ の層 の 下 に は 5 SB0l8の堀 り 方 で確認 し た VI層
. vn 層 があ り 、 特 に vn 層 は縄文時代晩期 の 包含層 の 可能性があ る 。 た だ 、 層 と し て 普遍 的 に 存在す る か ど う

か は こ の調査範 囲 で の 調査 を 行 っ て い な い の で不 明 で あ る 。

一方、 同 じ 四 区 で も 低地 の 方 は 先 に述べた よ う に vn 区 の堆積状況 に よ く 似 て い る 。 た だ 、 微高地 の 土 層 堆

積か ら 判 断す る と N層 ま で は 共通す る 層 で あ る がそ の 下 の V 層 と 考 え た層 は V 層 で も 純粋 の 層 で は な く 、 洪

水 に よ り か な り撹乱 さ れ た層 で あ る 可能性が強 い 。 そ の 証拠 に vn 区 . vm区 と も に砂層 の 下位 と V 層 の 上面 は

民U咽Eム
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か な り 遺物 の 混 じ り が大 き く 、 層 の 薄 い と こ ろ で は V 層 の 上位 に 中 世遺物 が混入 し て い る 場合 も あ っ た 。

さ ら に古墳時代 の 遺物 が混入 し て い る 場合 も あ っ た 。 し た がっ て 、 四 区 . VD! 区 の低地の う ち 遺物包含層 が薄

く 砂層 が厚 い 部分は層 の 撹乱があ り 遺物 の 出 土層位が疑わ し い場合があ る 。

5 SX054付近の 土層 の 注記 を 以下 に 記す。

O 層 は 、 に ぶ い 茶褐 土 ( 1OYR4/3) で 、 耕作土 で あ る 。 や わ ら か く 空 隙 が多 い 。 I 層 は 、 に ぶ い 茶 褐 色 ( 10

YR4/3) を 呈 し 、 締 ま り が な く や は り 空 隙が多 い 。 砂粒 を 多 く 含み 、 特 に 金雲母片 が多 い 。 2 - 3 mm の マ

ン ガ ン 粒 を 所 々 に 含 む 。 E層 は 、 褐色 ( 10YR4/4) 土層 で 、 し ま り が な く 空 隙 が多 い 。 2 - 3 mm の マ ン ガ

ン 粒 を 所 々 に 含 む 。 I 層 よ り 砂粒 が多 い 。 E層 は 、 暗灰 黄色 (2. 5YR4/2) 砂層 で 、 全体的 に 少量 の 粘土 も

含 ん で い る が、 明 ら か に砂層 で あ る 。 粒子が細 か く ロ ー リ ン グ を 受 け た 遺物 を 所 々 に 含 む 。 又 、 明黄褐の 酸

化鉄 を 含 む砂が多 く 全体的 に 明 る い 。 2- 3 mm の マ ン ガ ン 粒 も 所 々 に 含 む 。 N層 は 、 黄灰色 (2 . 5YR4/1)

砂層 で 、 皿層 よ り マ ン ガ ン 粒 ( 2 - 5 mm) が多 く 色調 も 少 し 暗 い 。 所 々 に 明黄褐色 の 酸化鉄 を 多 く 含 む 砂

層 が ブ ロ ッ ク 状 に 入 る 。 皿層 と 同様 に 全体的 に 少量 の 粘土 を 含 む。 V a 層 は 、 オ リ ー プ褐 色 (2. 5YR4/3)

を 呈 し 、 N層 (砂層 ) と V 層 (粘土層 ) と の 漸位層 。 砂質土層 で 、 砂 の 粒子が細か く 固 く し ま る 。 所々に マ

ン ガ ン 粒 ( 2 - 5 mm) や 帯状 の 酸化鉄 (幅 2 - 5 mm、 長 さ 5 mm- 4 cm) が縦 に 入 る 。 V c 相 当 層 は 、

黄灰色 (2. 5Y5/1 ) 粘土層 で 、 乾燥す る と 固 く し ま る が、 水分 を 帯 びる と 粘性が高 く な る 。 帯状の 酸化鉄 ( 幅

2 - 5 mm、 長 さ 5 mm- 4 cm) が縦 に 入 る 。 マ ン ガ ン 粒 ( 2 - 5 mm) も 所 々 に 含 ま れ る 。 遺物 包含層 で

あ る 。 出 土す る 遺物 (古墳 ・ 古代) と W層 (砂層 ) の 下 と い う と こ ろ か ら 昨年 度の V c 層 相 当 層 と 考 え た 。

V d 層 は 、 に ぶ い黄褐色 ( 10YR4/3) 粘土層 で 、 V c 相 当 層 よ り 固 く 締 ま る 。 つ ぶ す と ぼ ろ ぼ ろ に つ ぶ れ る 。

帯状の 酸化鉄 ( 幅 2 - 5 mm、 長 さ 1 - 8 cm) が特 に 多 い 。 マ ン ガン 粒 ( 2 - 5 mm) も 所 々 に 含 ま れ る が、

。。唱i



第 1 節 遺跡の層位について

酸化鉄 ほ どで は な い 。 遺物包含層 だが古墳時代前半の遺物が多 い 。 田区 で設定 し た 層 で あ る 。
X 区 は 、 調査 X - l 区 と X - 2 区 に 分か れ る 。 第 7 図 ~ 第 8 図 に み る よ う に X - l 区 は 四 区 の 東側部分 (水

田 部分) と の 共通性があ る o VJH区 の東側 に は 古墳時代前期 の 大溝状遺構があ り 、 そ の す ぐ東側縁部分 に は 大
畦畔 も し く は 道路 の よ う な 幅 5 m 近い帯状の 無遺構の 部分が伸 び、る 。 そ の 東側 に 小溝が走 り 、 さ ら に 水 田
状の堆積層 が始 ま る 。 そ れが X - l 区 ま で伸 びて い る 。 こ の調査区 で は こ れ ま で の 古墳時代前期 を さ ら に 遡
り 、 弥生前期 も し く は縄文晩期終末期 の 遺物 を 含む層 ま で確認 し た 。 第 7 図 ・ 第 8 図 に は こ れ ま で の 層 に 加
え て X V 層 ま で の 層 を 確認 し た 。 VI 層 以 下 は W 区 や 田区で確認 し た 同 名 の層 と 同 じ で は な い と 考 え る 。 微高
地 と 低地 で は 堆積の状況が異 な る た め 同 じ よ う に分層 で き た と し て も 同 じ 層 に は な ら な い し 、 同 じ 時 期 の 層
と い う こ と は 難 し い た め で あ る 。 特 に わずかで も 層 の 繋が り が と ぎ れ る と 沖積平野で は 同 じ 層 に 見 え て も 異
な る 場合が多 い 。 X - l 区 で も 同 様 に 層 を 追 い かけて い て も 途 中 で と ぎ れ る 場合が多 か っ た 。 そ こ で 明 ら か
な 違 い を も と に お お ざ っ ぱな 分け方 を す る に と どめ た 。 X - 2 区 は 近世 の 遺構 と そ の 上 の 堆積土が多 か っ た 。
出 土遺物が発生 し た原因 で あ る 生活跡 自 体 は確認 し て い な い が、 廃棄 し な が ら 土地 を 造成 し た 工程 は埋土の

層序か ら 推定す る と 、 ほ ぽ西側 方 向 に あ っ た の で あ ろ う 。 溝 自 体 は 近世以降の も の が主 で あ っ た が、 そ の掘

り 込 ま れた層 に は 古代 ・ 弥生時代 の遺物 を 含 ん で い た 。 さ ら に最下層 で は X - l 区 で確認 し た 弥生 時代早期

の溝状遺構の続 き を 確認 し て い る の で層 的 に は こ こ に 続 き があ る 。

こ れ ら の こ と を 踏 ま え 、 層 的 に ま と め た の が第 9 図 であ る 。

全調査区 の 標 高 は 約5. 5�6 . 0m 程 度で あ る が、 こ れ ま で、の 水 田 部 が ほ と ん ど と い う 状況 と 異 な り 、 今 回

の調査地 に は 宅地や畑地部分があ り 、 や や起伏の あ る 状況 と な っ て い る 。 こ れ ま で の 調査 で 、 現在 ほ ほ平坦

と な っ て い る 水 田 で も 調査 を 進 め る と か な り の起伏 を 確認 し 、 埋 も れ た微高地が存在す る こ と が分か っ て い

る 。 今回 は現況で見 え る 微高 地 が遺跡 と どの よ う に 関わる かが問題 で あ る 。 一般的 に 上位 か ら 遺跡 ま で の 層

は 、 現耕作土 も し く は 宅 地 の 地表面 を O 層 と し 、 そ の 下位 に は水田 部 で は 近現代 の 開 田 整地 に よ る 堆積層 が、

微高地で は シ ル ト 層 で あ る I � rn層 が堆積す る と ま と め ら れ る 。

現在み ら れ る 地表面、 特 に 耕作地が現在の よ う に 整地 さ れ た 時期 は 明確 で は な い が、 周 辺 で の 聞 き 取 り か

ら 昭和初期 ま で を 含め た 近世 ~ 現代 に 整地 さ れ た と 推定で き 、 起伏の あ っ た 地形 を 徐 々 に 開 削 し 、 平坦化 し

て き た と 考 え ら れ る 。 明 治35年 頃 の 玉名郡村図 や 地籍固 な ど を み る と 、 ほ ほ現在 み る よ う な 字堺や 地割が読

み取れ、 現在 の状況 に 近い状態があ っ た こ と が分か る 。 た だ 、 表土剥 ぎ の 途 中 で は 、 現在 の 地割 と 異 な る 方

向 の 地割が現れ る 。 ほ と ん ど近世 の こ ろ の層 で あ る 。 し た がっ て 、 現在 の 土 地 の 状況 は 近世 の う ち に 作 ら れ

た と 考 え ら れ る 。

次 に 、 W層 で あ る が、 水 田 部 と 微高地 (宅地、 畑地部分) を 一様 に は ま と め ら れ な い 。 調査VIl区 、 VJH区 の

水 田 部分で は N層 が場所 に よ っ て 大 き く 異 な る 部分があ り 、 そ れ を 一概 に ま と め る こ と は厳 し い 。 調査時 に

は 、 ま と め て Na 層 、 Nb 層 と し 、 砂層 と 砂質粘土層 に 分けた 。 た だ、 全体 を 通 じ て み る と こ れ は 局所 的 な

様相 で あ る 。 た ぶ ん こ の層 は洪水な ど に 上流の砂が運ばれ、 砂が主 に 堆積 し た 部分 と シ ル ト が混 じ る 部分、

さ ら に 粘土 も 混 じ る 部分が場所で変わっ て 現れて い る に 過 ぎ な い 。 こ の砂質土 に 含 ま れ る の は 主 に 中 世 の 遺

物 で あ る 。 古代 の 土器や古墳時代 の 土器 も 混 じ る が、 ロ ー リ ン グ を 受けた も の が多 く 、 こ の砂 質 土層 に 近い

の は 中 世 の 時期 で あ ろ う 。 N層 は微高 地 の 上 で は ど う か と い う と 、 四 区 の 現在 の 宅地や畑地部分で は シ ル ト

層 と な っ て い る 。 そ の 一部 に 中 世 の 遺構 と 考 え ら れ る も の も 出 土 し て い る の で 、 こ こ で も 中 世 で よ い よ う で

あ る 。 し た が っ て 、 W層 は 地点 ご と に 異 な る 様相 は 示す も の の 大 き く は 中 世時期 の 形成層 、 も し く は そ の 包

含層 と し て 考 え る 。

次 に 第 V 層 に つ い て 述べ る 。 V 層 は 基本的 に 黒褐色 を 呈す る 層 で あ る 。 こ の 層 も 場所 に よ り 様相 が異 な る 。

調査成果か ら 、 こ の 層 の 上面付近が古墳時代末~ 古代 ( 7 世紀末� 9 世紀) 頃 の確認面 と 考 え て い る 。 層 は

nwu
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第 E 章 遺跡の概要

調査時 に は V a、 V b、 V c 層 の 3 つ に 大 き く 分 け て い た 。 V a 層 は 町層 か ら の 漸移層 で 、 砂質気味で あ る 。

V b 層 は 古代 の 遺物 を 主 に 含 み 、 限 ら れ た 範 囲 に の み現 れ る 。 こ の 層 の 下 位 で は や や 遺物 が少 な く な る 。 V c

層 は古墳時代 の 遺物 を 含む層 で あ る 。 さ ら に場所 に よ っ て は V c 層 類似 で 、 性質 の 異 な る V d 層 も 設 け た 。

こ の う ち V 層 上面で遺構 を 確認で き た の は 、 vn 区 の玉名市調査区 の 羽区 と 境付近 で あ る 。 こ こ は 掘立柱建物

跡が多 く 出 土 し た と こ ろ で 、 玉名市側 の調査で V 層 の 上位部分か ら 柱跡の掘 り 込み があ る こ と を 捉 え て い る 。

そ れ に 習 っ て 県側 の調査区で も 確認 し た 。 ま た 、 掘 り 下 げ を 進 め る 中 で古代 の 竪穴住居跡 も 確認 し て い る 。

V 層 の 下位付近 は古墳時代前期 の 包含層 も し く は遺構確認面が存在す る と 考 え て い る 。 V 層 を 掘 り 進め る 中

で こ れ ま で の古代 の遺物 を 中 心 と す る 層 か ら 、 古墳時代前期 の遺物 を 中心 と す る 層 に 変 わ っ て い く 。 色調 自

体 の 変化 は 乏 し い の で い つ の 聞 に か変 わ っ て し ま っ て い る 。 比較的 V 層 が厚 く 堆積 し て い る 調査羽区 ・ vn 区

の境や 四 区 . 1X 区 の微高地上での境付近 の ベ ル ト で確認 し た が、 わずか な 違 い し か な く 、 層 自 体が薄 い と こ

ろ で は ほ ぼ同一面 に 近 い と こ ろ で両時期 の遺物が混在す る 状況で あ っ た 。 古墳時代前 期 の 遺構 は こ の 下 の 羽

層 上面 で の確認で き る 場合が多 か っ た 。 V 層 中 で遺構確認 し よ う と し て 田区 の微高地で精査 を 繰 り 返 し た が、

か な り 困 難 を 極 め た 。 特 に こ こ は 、 自 然堤防であ っ た よ う で 、 何重 に も シ ル ト や細砂の堆積が進 み 、 遺構 自

体 の ラ イ ン を 不 明 確 な も の と し て い る 。

羽層 以下 は 、 主 に調査 X 区 に お い て 、 J:V層 ま で確認 し て い る 。

羽層 は古墳時代前期 の確認層 で あ る 。 ま た 、 調査四 区 の 東側 か ら X - l 区 に か け て は 水 田 跡 と 考 え る 層 が

広 が っ て い る 。 明確 に水 田 の検出 は で き な か っ た 。 た だ遺物量の少な さ と 部分的 に 見 え る 畦畔 の存在がそ れ

を 示 し て い る 。 こ の う ち E層 、 XII層 に お い て 弥生時代前期の層 と 考 え ら れ る 。 調査 X 区 の E層 の上面で 自 然

流路 と そ れ に堰状の杭列遺構 を 造 っ て い る 状況 を 確認 し た 。 そ れ に伴 う 遺物 と し て 弥生前期 を 中 心 と し た 突

帯文土器等が出 土 し て い る 。 流路の た め流れ込み と い う こ と も 考 え ら れ る が、 層 的 に は順 に 堆積 し て い っ た

状況が確認で き て い る の で 、 こ の 層 上 に 弥生時代前期 も し く は 早期 の 生活面があ る も の と 考 え る 。

こ の 下 のE層 、 xm層 と あ る が、 粘質土 も し く は シ ル ト 層 の堆積で あ る 。 こ の 中 か ら 縄文時代晩期 の 土器類 を

検出 し た が、 湧水の た め 十分確認で き て い な い 。 こ こ に土器、 石器な どが流れ込み 、 包含層 的 な 状況 を 呈す

る 。

こ の よ う な 土層 状 況 は 調査 X 区 で の 確認であ る た め 、 四 区 の微高地部分 と は 若干異 な る 様相 が あ る 。 田区

に お い て はE層 と 捉 え た層 か ら 縄文時代晩期 の土器類 を 検出 し 、 遺構 ら し き 落 ち 込み も 確認 し て い る 。 し た

が っ て 、 微高地上のXII層 が低地のXII層 以 下 に 対応 し て い る の で あ ろ う 。 そ の 下層 に は縄文土器が含 ま れ る 湧

水面が見 ら れ る 。

こ こ ま で を 大 ま か に 各時期 の 遺物 ・ 遺構の 出 土状況 と 土層 の 関係 を ま と め る と 、 次の よ う に な る 。

現在の層 で あ る O 層 は表土層 と し て 、 宅地 ・ 畑地 ・ 水固 な ど様 々 な 利 用 が な さ れて い る 。 I 層 か ら E層 は 、

近代 ~ 近世 の 時期 の層 で 、 水 田 利 用 や 宅地 と し て利用 があ っ た 。 lV層 は 、 中 世 の 時期 に 形成 さ れ、 遺構 は 明

確で な い が、 洪水跡 や 包含層 と な っ て い る 。 V a 層 は古代 の 包含層 も し く は 遺 構 の 形成 さ れ た 層 で あ る 。 V b

層 も 包含層 で 、 遺構の 形成 さ れ た 層 で あ る 。 V c 層 の上面で古代 の 層 が終わ り 、 古墳時代前期 の 遺物包含層

で あ る 。 羽 層 がそ の遺構確認面 で あ る 。 VI層 - XI層 が弥生時代 の 層 で包含層 や遺構の形成 さ れ た 層 で あ る 。

XII層 以下 に 縄文時代 の層 があ る と 考 え る 。

こ れ は あ く ま で も こ の 調査四 区 、 四 区 、 X 区 に お い て県の調査 に よ っ て想 定 し た層 序 で あ る 。 現実的 に は

さ ま ざ ま な 地形的要素が絡み 、 複雑 な 層 の 変遷があ る 。 ま た 、 分層 作業 自 体の 困 難 さ があ り 、 厳密 に は押 さ

え て い な い部分 も あ る 。
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第2節 各区調査内容の概要

こ こ で は 、 調査四 区 . VJ[ 区 . x区 の調査内容の概要 を ま と め る 。

( 1 ) 第4 次調査 (調査羽区 . VJ[区) の 概要

調査地 : 玉名 市河崎字 フ ケ

調査期 間 : 平成 9 年 7 月14日か ら 平成 10年 3 月31日ま で

調査面積 : 調査全体 の 面積 : 約5， 000m'

熊本県 : 調査 w 区 (3， 372m' ) 

玉名市 : 調査官 区 (2 ， 128m' ) 

第 2 節 各区調査内容の概要

調査手111買 : 調査手順 の 関係 よ り 2 度の 重機 に よ る 表土剥 ぎ を 経 て 、 ま ず、 調査区 の 内 側 に 側 溝 を 掘 り 、 そ

こ で土層 の 堆積状況 を 確認 し た 。 そ の 結果、 8層 ま で確認 し た 。 ま た 、 玉名 市 と の 境 を X = 260

と し て 、 北側 を 玉名 市 がVI 区 と し て 調査 し 、 そ の南側 を 熊本県 がw 区 と し て 調査す る こ と に な

っ た 。 調 査 は 土層 観察の 結果か ら 、 Na 層 の 上面 ま で表土剥 ぎ を 行 い 、 掘 り 下 げ な が ら 遺構 の

確認 を 行 っ て い っ た 。 最終的 に V c 層 の 上面 に 至 り 、 こ こ で 一 応 の 遺構検出 面 と し て 遺構の検

出 作業 を 行 っ た 。

出土遺構 ・ 遺物 : 本調査 区 内 の 主 要 な 遺構及 び遺物 は次の と お り で あ る 。

0弥生時代 末 ~ 古墳時代前期

遺構 : 水 田 跡 (玉名市側 が中 心、 一部県側 に か か る )

竪穴住居跡 5 基、 土坑 8 基、 溝遺構 l 本、 井戸跡 2 基、 掘立柱建物遺構 l 基、 水路

遺物 : 土 師器、 木製品 (木杭、 鋤 な ど)

0奈 良時代末期 ~ 平安時代初頭

遺構 : 竪穴住居跡 l 基、 掘立柱建物 7 基、 井戸跡 (素掘 り ) 1 基、 溝 I 基、 蒸篭型朝 貫枠井戸跡 l 基

遺物 : 土 師器、 須恵器、 円 面硯 、 鉄器 (鋤先、 鉄鉱) 、 木製品 (井戸枠、 板材 、 木杭) 、

耳環、 墨書土器 な ど

( 2 ) 第5 次調査 (調査唖区) の 概要

所在地 : 玉名 市大字河崎字 フ ケ

調査期 間 : 平成 10年 5 月12日~ 平成11年 4 月17 日

調査面積 : 約6， 100m' 

熊本県 : 調査四 区 (約3， 300m' ) 

玉名市 : 調査 区 区 (約2， 800m' )

調査手}II貢 : 2 度の重機 に よ る 表土剥 ぎ を 経て 、 手掘 り に よ る 遺構検出 及 び遺構掘 り 下 げ作業 を 行 い 、 主 に

古墳時代前期 、 奈良時代 の 調査 を 行 っ た 。

出土遺構 ・ 遺物 : 本調査区 内 の 主 要 な 遺構及 び遺物 は次の と お り で あ る 。

O縄文時代晩期 ~ 弥生時代前期

遺構 : 土坑?

遺物 : 刻 目 突帯文土器、 丹塗土器

O古墳時代前期

遺構 : 竪穴住居跡 6 基、 土坑 8 基、 井戸跡 2 基、 大溝遺構 3 本、 溝状遺構 l 本以 上

遺物 : 土 師器、 須恵器、 木製品 (木杭、 農具、 板材) 、 手握土器、 ミ ニ チ ュ ア 土器、 青銅鏡破片 な ど
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第E章 遺跡の概要

0古代

遺構 : 竪穴住居跡 l 基、 掘立柱建物跡 1 棟、 井戸跡 3 基、 土坑 1 基

遺物 : 土 師器、 須恵器、 獣骨 、 鉄器 (釘、 万子) 、 木製品 (杭、 糸 車) 、 墨 な ど

O そ の他 の 時代

遺構 : 池状遺構 2 基 、 掘 立柱建物跡 1 棟 (?) な ど ( 中 世)

遺物 : 中 世 の 青磁 、 白 磁片 、 渡来銭、 近世陶磁器、 近世木器 な ど

( 3 ) 第6 次調 査 (X区) の 概要

所在地 : 玉名市河崎字 国 中 ・ 尾畑

調査期 間 : 平成 1 1年 7 月12日~ 平 成12年 4 月14日

調査面積 : 熊本県 : 調査 X 区 (面積約2， 700m2)

玉名市 : 調査 III - 2 区

調査手JII買 : 調査区 を 設定上 2 分割せ ざる を 得ず、 X - 1 区 と X - 2 区 と し て 各 々 調査 を 実施。

重機 に よ る 表土剥 ぎ を 経て 、 手掘 り に よ る 遺構検出 及 び遺構掘 り 下 げ作業 を 行 い 、 主 に縄文時代

晩期 、 弥生時代前期、 古墳時代前期 、 古代 、 近世の調査 を 行 っ た 。

出 土遺構 ・ 遺物 : 本調査区 内 の 主 要 な 遺構及 び遺物 は次の と お り で あ る 。

0縄文時代晩期

遺物 : 縄文時代晩期土器 (夜臼相 当 期 ) の壷形 ・ 聾形土器、 丹塗磨研査形土器 (松菊里型) 等

O弥生時代前期

遺構 : 流路状遺構、 杭列 、 堰

遺物 : 弥生時代前期土器 (少量) 、 木製品、 石器 (石庖丁、 大陸系磨製石鍛)

O古墳時代前期

遺構 : 井戸跡 l 基、 水 田 跡

遺物 : 土 師器 (少量) 、 須恵器 (少量) な ど

O古代 (平安時代)

遺構 : 道路状遺構 3 本

遺物 : 土 師器、 須恵器 な ど

O近世

遺構 : 溝10本 、 ピ ッ ト 、 土坑

遺物 : 陶磁器 ( 17世紀前半 � 18世紀) 、 瓦質土器、 近世木器 (椀、 下駄) な ど
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第 I 節 縄文時代 ~ 弥生時代 中期 の 遺構 と 遺物

第E章 調査の成果

第 1 節 縄文時代~弥生時代中 期の遺構 と 遺物

( 1 ) 縄文時代の遺物 [第1 0図 ・ 第1 1図 ]

縄文時代 の 遺物 の う ち 後期 ・ 晩期 の 土器 は 、 調査四 区 . VIH 区 ・ X 区 の 各調査区 で そ れぞれ出土 し て い る 。
出土層 は 一様 で は な く 、 古墳時代や古代 の 包含層 中 に も 混 じ っ て い た 。 国 区 と X 区 で は縄文時代晩期 の み の
包含層 を 確認 し た 。 た だ遺物 の 出 土数は 多 く は な く 、 遺構 も 確認で き な か っ た 。 r柳 町遺跡I.! の 記述 に よ
れば、 調査範囲 に あ っ た 自 然流路 中 か ら 良好 な 資料が出 土 し て い る 。

調査四 区 の 南西側 は 菊 池川 の 自 然堤 防 と み る こ と がで き 、 今回の 調査で は縄文時代 の 遺構 だ‘ け で な く 、 古
墳前期 の住居跡、 井戸跡、 古代 の掘立柱建物 、 住居跡 、 井戸跡な どが存在 し 、 良 好 な 生活の場 を 形成 し て い

た こ と を う かがわせ る 。 縄文後晩期 ~ 弥生前期 の時期、 こ の付近は調査結果か ら み る と か な り 起伏 に 富 ん だ

地形 を し て お り 近 く に の水 田 農耕の証拠が存在す る 可能性 も あ る 。 当 時 は 自 然科学的 な 調査か ら 汽水産 の 生

物が生息 し て い た こ と がわか っ て お り 海 に 近い河川 の縁 に形成 さ れ た 自 然、堤防状の 高 ま り が若 干 あ っ た も の

と 思われ る 。

出 土 し た 遺物 は 大部分破片 で あ る 。 出 土 し た 場所 は 咽区 の 自 然堤防、 流路の 中 、 X 区 の 自 然流路の 中 で あ

る 。 ま と ま っ て 出 土 し た場所 は 少 な い が、 縄文時代晩期前半か ら 末 ま で 出 土 し て い る 。

1 � 5 は 、 天城式、 古 閑 式 に あ た る 深鉢 も し く は 浅鉢の 口 縁部 で あ る 。 l は VIH 区 c - 31 グ リ ッ ド 出 土 の 深

鉢で 口縁部 に 沈線 を 二条 め ぐ ら す。 2 は 四 区 Z ' a -31 グ リ ッ ド一括 出 土 の 浅鉢 で 内 外面 に ミ ガキ が施 さ れ、

口縁部 に 沈線 を 薄 く 入 れ る 。 3 は 咽区 b - 31 グ リ ッ ド V c 層 一括 出 土 の 深鉢で 口 縁部 に 沈線 を 巡 ら す 。 4 は 田

区 c - 31 グ リ ッ ド 出 土 の深鉢で 口 縁部 に 細 い 沈線 を 6 条 め ぐ ら す 。 5 は 田区 f- 34 グ リ ッ ド 出 土 の 深鉢で外器

面 に 員 殻条痕で調整 し て い る 。 7は 深鉢の 胴部で、 外器面 は 員 殻条痕で調整 さ れ て い る 。 8 は 咽区 e - 35 グ リ

ッ ド V c 層 出 土 の 深鉢で あ る 。 9 は Z . a - 31 グ リ ッ ド 出 土 の 浅鉢 で 内 外器面 と も 横方 向 の ミ ガキ 調 整 が な さ

れて い る 。 古 閑 式の範曙であ る 。

こ れ以 降 は縄文時代終末 も し れま 、 弥生時代早期 と 呼ばれ る 段階の も の で あ る 。 1O� 18 は 黒色磨研系土器

の系列 に 連 な る も の で あ る 。 器形 は い ずれ も 浅鉢で 、 大 き さ の 違 い か ら 2 類 、 口縁部の特徴か ら 2 類 に 分 け

ら れ る 。 大 き さ を 基準 に す る と 10 と そ の他、 口縁部 で は 、 外へ反 り 返 っ て 終わる も の (1O� 12) と 外へ反 り

な が ら 内側へ返 し の つ く も の ( 13 � 18) に 分類 で き る 。 こ れ ら の 土器は そ の 形態 的 な 特徴か ら 晩期 の 末 の 方

に 入 る 。 10は 四 区5SX040出 土 の 浅鉢で あ る 。 1 1 は 四 区 c -34 グ リ ッ ド 出 土 の 浅鉢 で あ る 。 12 は 四 区 e - 35 グ

リ ッ ド V 層 一括 出 土 の 浅鉢 で 内 外器面 と も ナ デ調整 さ れ る 。 13 は 、 四 区5SX040の E 層 出 土 の 浅鉢 で あ る 。

14 も VIH 区5SX040の D 層 出 土 の 浅鉢 で 、 内 外器面 と も ナ デ調整 さ れ る 。 15 は 、 VIH 区5SX040の E 層 出 土 の 浅

鉢で あ る 。 16 は 四 区 f- 35 グ リ ッ ド 出 土 の 浅鉢で 内外器面 と も ナ デ調整 さ れ る 。 17は 珊 区5SB0l8の 半裁 ト レ

ン チ か ら 出 土 の 浅鉢で内外器面 と も ナ デ調整 さ れ る 。 18 は 田区砂層 出 土 の 浅鉢で あ る 。

19�30 ま で が突帯文土 器 で あ る 。 19 は 、 田区5SX023の最 下層 出 土 の 聾 で 、 調 整 は 摩 耗 の た め 不 明 で あ る 。

20�22 は 二 条 の 刻 目 文 を 口 唇部 と 胴部の屈 曲 部 に 施す も の で あ る 。 い ずれの 文様 も 突帯 を 付 け ず に 直接刻 目

を 付 け る も の で 、 厳密に は突帯文 に は な ら な い も の で あ る が こ こ で取 り 上 げ た 。 20 は 四 区 c - 31 グ リ ッ ド V c

層 出 土 の 聾形土器 で あ る 。 21 は X 区6SX506床 直 上層 出 土 の 聾形土器 で あ る 。 22 は VIH 区 b - 33 グ リ ッ ド 出 土

の聾型土器であ る 。 23 ・ 24 は 口 唇部付近に突帯 を め ぐ ら し 、 そ れ に 刻 目 文 を 施す も の で 、 胴 部 に は な い が、

屈 曲 部 に 突帯 を 付 け ず に 刻 目 文 を 施す も の で あ る 。 23 は VIH 区 b - 33 グ リ ッ ド か ら 出 土 し た 刻 目 突帯文土器で

あ る 。 25 は vn 区4SX049の 2 層 出 土 の 翠形土器 で あ る 。 26 は 四 区 b - 31 グ リ ッ ド か ら 出 土 し て い る 。 胴 部 の

屈 曲 部 に 突帯 を 巡 ら し 、 そ れ に 刺 突 に よ る 刻 目 文 を 施 し た も の で あ る 。 こ れ ら の 土 器 に は 器面調整 と し て 条
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第1 1図 縄文晩期土器実測図

痕が使用 さ れ る も の が多 い 。

28 は 四 区 c - 33、 34 グ リ ッ ド V 層 出 土 の 聾 で 内外器面 と も ナ デ調整 さ れ る 刻 目 突帯 文 で あ る 。 29 は 珊 区 c

- 34 グ リ ッ ド V 層 出 土 の 小 型 聾 で あ る 。 30は 四 区5SK032 出 土 の 聾 内外器面 と も ナ デ調 整 さ れ る 刻 目 突帯文

土器で あ る 。 31 は 、 四 区 a - 32 グ リ ッ ド 出 土 の無紋 の 浅鉢形土器で あ る 。

32 -41 は 深鉢 と 浅鉢の 底 部 で 、 い ず れ も 平底 で い く ら かや や 上 げ底 と な る 。 32 は 、 X 区 の6SX049出 土 の

組織痕土 器 で 、 浅鉢で あ ろ う 。 33 は 四 区5SK036 出 土 の 聾形土器 の 底 部 で あ る 。 内外器面 と も ナ デが ほ と ん

ど で あ る 。 34 は 四 区 b - 32 ・ 33 グ リ ッ ド W層 出 土 の 浅鉢形土器 で あ る 。 35は VßI 区5SX040の E 層 出 土 し た 聾

形土器で 内 器面 に ナ デ調整がみ ら れ る 。 36 は 珊 区 b - 32 ， 33 グ リ ッ ド W層 出 土 で外器面 に ミ ガキ 、 内 器面 は

ナ デ調整 さ れ る 。 37は 四 区 a - 32、 b - 33 グ リ ッ ド 出 土 の 浅鉢で 内 外器面 と も ナ デ調 整 さ れ る 。 38 は 四 区5SX

023で深鉢 で あ る 。 内外器面 と も ナ デ調 整 で あ る 。 39 は 、 四 区 d - 34 グ リ ッ ド 出 土 の 深鉢で外器面 は 員 殻条

痕 と 底面 に は 組織痕が残 る 。 内 器面 は ナ デ調 整 で あ る 。 内 器面 に は煤が付着 し て い る 。 40 は 四 区5SX023の

最下層 と 2 層 の接合資料で、 探鉢形土器で あ る 。 内外器面 と も ナ デ調 整 が な さ れ る 。 41 は 班 区5SX023の 2

戸同υ円〆臼



第E章 調査の成果
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第1 2図 5SK067実測図

層 出 土 の 整形土器で外器面 は 横 ナ デ、 内 器面 も ナ デ調整 さ れ る 。 外底面 に 木 の 葉 の 圧痕があ る 。

45は X 区 g-40 ク、 リ ッ ド刃II層 出 土 の 大型 の 浅鉢71�土器で 、 内外諜面 と も 横方 向 の ミ ガ キ 調 整が な さ れ る 。

49 は X 区 j - 40 グ リ ッ ドXII層 出 土 の 聾 で 、 口 唇部 に 突帯 を 持 た ず、 外器面 は 貝 殻条痕調整 さ れ 内 器面 は横 ナ

デ調整 さ れ る 。 貝 殻 に よ る 刻 日 文土 器 で あ る 。

50 は X 区 g - 40 グ リ ッ ドXIll層 出土 の査 で 内外器面 と も ミ ガ キ 調整 さ れ る 。 こ の 土 器 は 頚部 の く びれが明確

で な い小型 の壷で外器面 に は 赤色顔料 が塗布 さ れ て い た 。 内 器面 は 黒色 を 呈 し 、 一 部 に 赤色顔料が残存 し て

お り 、 顔料が入 れ て あ っ た 可 能性があ る 。 残存高 カ'lOcm 弱 で全体像 は つ かみ に く い が、 頚部がす ぼ ま り 、

底部が丸 く な り 、 ヒ ョ ウ タ ン の よ う な 形 に な る も の と 推定 し た 。 胎土 は よ く 精製 さ れ 、 ま た よ く 焼成 さ れ て

い る 。 こ の土 器 に つ い て は 、 韓 国 の松菊 里 出 土 の土器 と の類似が指摘 さ れ る 。

56 57 
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59 
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。 20cm 

第1 3図 弥生前期土器実測図
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第 l 節 縄文時代 ~ 弥生 時代 中期 の 遺構 と 遺物
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第田章 調査の成果
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第1 5図 調査 X - 1 区 内6SX049実測図

( 2  ) 竪穴遺構 と 出土遺物

05SK067 [第1 2図]

調査第四 区 b - 33 グ リ ッ ド か ら c - 33 グ リ ッ ド に か け て 確認 し た も の で 、 古墳時代前期 の 遺物 が多 く 溜 ま

っ て い た土 坑 (5SK037) か ら 土器 を 取 り 除 き 若干掘 り 下 げ た と こ ろ か ら 突帯文土器が出 土 し た 。 そ こ で さ

ら に 周 囲 を 精査 し た と こ ろ 、 長径5. 0m、 短径2. 7m を 測 る 、 や や 不整JI� な 楕 円 形状 を 呈 す る 土坑 を 確認 し た 。

深 さ は 遺構確認、面 か ら 14cm を 測 る 。 遺構内 に は 弥生時代 初 期 の 突帯文土器や 査 な どが ま と ま っ て 出 土 し た 。

埋土 は 、 l層 が赤灰色 ( lOR6/1 ) を 呈 し 、 粘質土 に や や砂粒が混 じ っ た 土 層 で 、 造物 を 若 干 含 み 、 5SK037

の 池 山 の 層 で あ る 。 2層 が暗赤灰色 (2. 5YR3/1 ) を 呈 し 、 火 を 受 け て 炭 化 し た 木材 片 ( 1 �3cm 程) や焼土

片 が層 中 の 約 4 割 に 含 ま れ 、 粘性が強 く 締 ま り があ る 。 ま た 、 こ の 層 中 に 含 ま れ て い る の は ほ と ん ど刻 目 笑

帯文土器 に 伴 う 造物 が大部分で あ る 。

[ 出土遺物] [第1 3図]

多 く の 刻 目 突帯文土器があ る が、 小破片が多 か っ た た め 図化で き た の は僅かで、 あ っ た 。 55は 大型 の 整形土

器 の 口 縁部で 2 条 の 刻 目 突帯文 を 持 ち 、 上部の突帯 は 口 唇部 に つ な がる 。 内外器面 は横方向 に ナ デ調整 さ れ

口δつ白
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る 。 56 は 深鉢形土器で 1 条 の 突帯 を 持 ち 、 口縁が最大径 を 測 り 、 そ の ま ま 底部へす ほ ま っ て い く 。 内外器面

と も ナ デ調整 さ れ る 。 58 は最大径が胴部の屈 曲 部 に く る 小型無紋 の 聾形土器で あ る 。 調 整 は ナ デで あ る 。

57 は童形土器の 頭部付近 で 、 頚部下 の胴部 に 薄 く 弧状 に な る 二重沈線が施文 さ れ て い る 。 内外器面 と も ミ

ガキ調整 さ れ る 。 59 は壷形土器の底部 で 、 小型の も の で あ ろ う 。 内外器面 と も ミ ガ キ 後 ナ デ調 整 で あ る 。 60

は平底の 聾形土器底 部 で 、 底部 と 胴部の境近 く に指押 え が残 る 。

( 3 ) 自 然流路関係遺構と 出土遺物

Q6SX049 (溝状遺構 ・ 自 然流路)[第14図~第21図]

こ の 遺構 は 調査で調査 X - l区 、 X- 2 区 に か け て確認 し た も の で あ る 。 た だ 、 両調査 区全体で こ の 遺構

を 確認 し た 弥生時代初期 の 面 ま で掘 り 下 げ る に は 至 っ て い な い た め 全体像 を つ か む こ と は で き て い な い 。 出

土 し た 遺構 を つ な ぎ 合 わ せ た 結果、 調査 X- l区 か ら 調査 X- 2 区 に か け て 繋 が る も の と 判 断 し た 。 こ れ は

い わ ゆ る 「 自 然流路」 と し て 流水が一定期 間 あ っ た も の で、 人工的 に掘 削 さ れ た も の と は考 え て い な い 。 た

だ 、 そ の 流路 を 当 時一 つ の 水路 と 認識 し 、 利用 し て い た と 推測 し た た め 遺構 と し た 。

部分的 な 調 査 に と ど ま っ た が、 X - 1 区 の 北側 か ら 東西 に 蛇行 し な が ら X - 2 区 ま で 流 れ て い る こ と が予

想で き た 。 全体の 推定 長 は 100m 程 度で あ ろ う 。 流路の幅 は 限 ら れ た 範 囲 で し か計測 で き な か っ た が、 5m

程 で あ る 。

29 -
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第 1 節 縄文時代 ~ 弥生時代 中 期 の 遺構 と 遺物

調査四 区 . VlII区 で は こ の 流路 を 確認 し た層 ま で と も に掘 り 下 げ を 行 っ て い な い が、 こ れ に 類 す る も の がそ
れ ら の調査区 に も あ っ た 可能性 は 十分あ る 。 柳町 l で も こ の 時期 に 近い調査E区 の l 号 自 然流路 な ど の 例 が
あ る 。

こ の 遺構 に 伴 う 遺構 と し て6SX054 (堰状矢板列) [ 第19図 ] 、 6SX055 (杭 列 ) [ 第20図 ] な どが あ り 、 人 が
こ の 「 自 然流路」 に働 き か け た 証 し で あ る 。

[層序] [第16図 ・ 第1 7図 ]

こ の遺構が時 間 的 に 制 限 さ れ た 中 で調査 を せ ざる を 得 な か っ た た め 十分調査がで き た と は い え な い 。 た だ、
そ の い く つ か の ト レ ン チ を 設定 し 、 層 序を 確認す る こ と で こ の遺構の状況 を つ か む こ と と し た 。

第16図 、 第17図 で は 、 X- 1 区 内 の e - 37 グ リ ッ ド 、 i - 38 グ リ ッ ド 、 i - 39 グ リ ッ ド 、 f- 37 グ リ ッ ド の 各
ト レ ン チ の そ れ ぞれ に 設 け た A-A'、 B - B'、 C - C'、 D - D'、 E - E'の 各土層 断面 で あ る 。 こ の 土層 断面 の 記録

に は 、 こ の 遺構 と 関係す る 部分があ る 。 こ こ で は 、 そ れぞれの土層 の 注記 を 以下 に 記す 。 な お 、 注記 を 記す

場合に使用 し た層 番号 は 必ず し も 同 じ も の を 意味 し な い こ と を 付記 し て お く 。
. A-A' (i - 38 グ リ ッ ド ・ ト レ ン チ 7 ) 断面

① - 1 層 は灰色粘土 で 、 や や 青味がか り 、 鉄分の集積が縦縞状 に かす か に み ら れ る 。 ② - 1 層 は 、 暗灰色

(N310) 粘土で あ る 。 ② - 2 層 は 、 暗灰色 (N310) 粘土 で、 ② - 1 層 よ り 暗 く 、 5mm � lcm 大の 白灰色粘

土粒が多量 に 混入 し 、 炭化物 を 極 く わず か含む。 ②- 3 層 は 、 暗灰色 (N310) 粘土 で 、 ② - 2 層 よ り や や

暗 く 、 炭化物 を わずか に 含 む 。 ③ - 1 層 は 、 暗青灰色粘土で、 炭化物 を 少量含む。 ③ 一 2 層 は 、 暗青灰色粘

土 で 、 ③ - 1 層 よ り や や 暗 く 、 ア シ 等 の 植物遺体 を わずか に含み 、 炭化物 も 微量混入す る 。

. B - B' (i - 39 グ リ ッ ド ・ ト レ ン チ (TR) 6 ) 

①- 1 層 は 、 灰色粘土で あ る 。 ① - 2 層 は 、 灰色粘土で、 ① - 1 層 よ り や や 暗 い 。 ② l 層 は 、 暗灰色 (N

310) 粘土 で 、 ア シ 等 の 植物遺体が少量残存す る 。 ②- 2 層 は 、 暗灰色 (N310) 粘 土 で 、 ② - 1 層 よ り や や

青味がか る 。 ② - 3 層 は 、 暗灰 色 (N310) 粘土 で 、 ② 1 層 、 ② - 2 層 よ り や や 明 る い 。 ③ - 1 層 は 、 暗

青灰色粘土で 、 植物遺体が微量残存す る 。 ③ - 2 層 は 、 暗青灰色粘土 で 、 ③ 一 l 層 よ り や や 暗 い 。 ③ - 3 層

は 、 暗青灰色粘土 で 、 ③ - 1 層 、 ③- 2 層 よ り し ま り がな く 、 や や 明 る い 。 ④層 は 、 暗青灰色強粘土 で 、 上

層 の②③層 よ り も 植物遺体が少 な い 。 ①層 は 、 明青灰色強粘土 で ブ ロ ッ ク 状 に は い る 。

' D - D'断面

a 層 は 、 暗黄褐色粘質土 で あ る 。 b 層 は 、 暗褐色 粘 質 土 で あ る 。 c 層 は 、 暗褐色 粘 質 士 で あ る 。 d 層 は 、

暗褐色砂質土で あ る 。 e 層 は 、 暗褐色粘質土 に や や 青灰色土が混入す る 。 f� g 層 は 、 他 の 地点 で はXII層 と し

て い る も の と 同 じ か も し れ な い 。 や や し ま り 具合に 違 い があ り 分 け た 。h層 は 、 暗褐色粘 質 土 に 青灰色砂質

土が混入 し て い る 。 ④層 は 、 暗褐色粘質土 で あ る 。 'JfV層 は 、 淡黄褐色 ~ 青灰色 を 呈す る o XlV層 は 青灰色 ~ 暗

褐色粘質土 と 砂質土の 互層 で あ る 。 縄文晩期遺物 を 含 む層 で あ る 。

' E - E'断面

①層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/2) を 呈 し 、 粘 り があ り し ま っ て い る (砂質10% 、 粘 質90% ) 。 炭化物 が ま ば ら に

み ら れ、 と こ ろ ど こ ろ に 木片 を 含 む 。 ②層 は オ リ ー プ灰色 (2. 5GY5/1 ) を 呈 し 、 微 量 の 酸化鉄 の 集積がみ

ら れ、 粘 質 は 非常 に 強 い 。 黒褐色 の 粘 質 土 が混入 し て い る (砂質 10% 、 粘 質90% ) 。③層 は 、 黄灰色 (2 . 5Y4

11) を 呈 し 、 白 っ ぽい粒状の 粘質土が混入 し て お り 、 非常 に し ま っ て い る (砂質 5 % 、 粘 質95% ) 。 ④層 は 、

黒褐色 (2 . 5Y3/1 ) を 呈 し 、 全体的 に 炭化物 、 茶色系 の粘土塊が混 じ り 、 木片 も み ら れ る (砂質 5 % 、 粘 質

95% ) 。⑤層 は 、 灰色 (7. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 @層 よ り も や や 黒 っ ぽい 。 粘 質 土 (砂質 5 % 、 粘 質95% ) 。⑥層 は 、

灰色 (7. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 炭化物 ・ 木片 を 含 む 。 土 質 は 粘性が非常 に 強 く べ と べ と し て い る (砂質 5 % 、 粘

質95% ) 。⑦層 は 、 オ リ ー ブ黒色 (5Y3/l) を 呈 し 、 木片 を 含み 、 炭化物 は み ら れ な い 。 粘 質 は 非常 に 強 い (砂

司自ム円〈d
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質 5 % 、 粘 質95% ) 。 ③層 は 、 灰色 (5Y4/1 ) を 呈 し 、 ⑤層 よ り も や や 明 る い 層 で 、 青 っ ぽい オ リ ー ブ灰 色

土 が ま だ ら に 混 じ る (砂質 5 % 、 粘 質95% ) 。 ⑨層 は 、 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 微量 の 炭化物 が み ら れ

る 。 粘 質 は 非常 に 強 い (粘質100% ) 。 ⑩層 は 、 緑灰色 (5G5/1 ) を 呈す る 地 山 層 で あ る 。 弱 い 酸化 鉄 の 集積

がみ ら れ る (粘質100% ) 。

[出土遺物]

こ の 遺構 に伴 う 遺物 は 、 縄文晩期土器、 弥生時代早期土器、 網 代や 木 製 品 、 そ の 未 製品 、 木材、 石器、 石

器製作 に 伴 う 破片等 な どがあ る 。

こ の 遺構 に 伴 う 土 器 は 第 10図 6 ・ 27 ・ 32、 第1 1 図42 �48、 51 � 54 な どで 聾形土器 ・ 壷形土 器 が ほ と ん どで

あ る 。 6 は 深鉢で、 外器面 は 条痕 と ナ デ調整、 内 器面 は ヘ ラ 工具 に よ る ナ デ調整 さ れ る 。 口 縁部 に 弱 い 沈線

を 数本ヲ | く 。 27は外器面 が貝 殻条痕、 内器面が貝 殻条痕後ヘ ラ 工具 に よ る ナ デ調 整 さ れ る 聾形 の 刻 目 突帯文

土器であ る O 胴部 に 突帯 を 巡 ら す 。 42 ・ 43 は 口 唇部 に 文様帯があ り 、 そ こ に不規則 な 沈親が入 る 。 頚部がす

ぼ ま り 、 口縁部が大 き く 反 り 返 っ て い る 。 いずれ も 深鉢で あ る 。 44は 浅鉢の 口 縁部で あ る 。 46 は 内外器面 と

も 横方 向 に よ く 磨 か れて い る 浅鉢形土器で あ る 。 口縁部が外反 し 、 体部 は 器壁が薄 い 。 47 ・ 48は 口 唇部 に 突

帯 を も ち 、 そ れ に 刻 目 文 を 施 し た 童形土器で あ る 。 51 は胴部の屈 曲 し た 下位部分で突帯が屈 曲 部 に あ り 、 そ

こ に刺 突 に よ る 連点 が施 さ れ る 。

52 は 、 や は り 胴部 の 屈 曲 部 で 、 突

。 2m 

帯 に 刺 突 に よ る 刻 み 目 が施 さ れ て

い る 。 53 ・ 54 は底部で蓋形土器 と

浅鉢形土器の も の で あ る 。 53 は 、

平底 も し く は や や上 げ底 の も の で 、

縄文晩期 の も の で あ ろ う 。 54 は 組

織痕土器で、 側 面 に ア ン ギヌ の 痕

跡が残 る 。 平底 で あ る 。

こ の 遺構か ら 出 土 し た 木製品 と

し て はh- 37グ リ ッ ド か らh- 38

グ リ ッ ド に か け て掘削 し た ト レ ン

チ か ら 出 土 し た 第22図66の 有孔板

状木製 品 があ る 。 こ の 木製品 は 長

さ が58. 1cm、 幅が16. 2cm を 測 り 、

や や 長 め の 半 月 型 を 呈 し て い る 。

腐食が進行 し て い た た め 、 厚 さ は

1 . 4cm と 薄 く 、 取 り 上 げ に 苦 労

し た 。 樹干重 は ブ ナ科 シ イ 属 で あ っ

た 。 こ の他 に は 、 第22図61 ・ 65の

割材があ る 。 61 は割材で樹種 は ブ

ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガシ 亜属 で あ る 。

長 さ が50cm、 幅20cm を 測 る 。 65

は 素材 と し て こ れか ら 製品 を 作 る

前 に水漬 け し て い た と 推測 し て い

る 。 樹種は 同 じ く ブ ナ 科 コ ナ ラ 属

1 

第18図 hー38グ リ ッ ド6SX049実測図
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第1 9図 6SX054堰状遺構実測図

ア カ ガ、 シ 亜属 で あ る 。 長 さ が50cm、 Illlìiが25cm を ìl!IJ る 。 厚 さ は厚 く 、 lOcm を il!JJ る 。 材 は 柾 目 取 り で あ る 。 こ

れ ら は 同 ー の 木 か ら 取 ら れ た 可 能性があ る 。

石器類 の う ち 主 な も の は 、 第31 図 に 記載 し た 。

1 1 5 は 、 大 き さ 4cm 前 後 の 石 核 で あ る 。 石材 は 黒 曜 石 で あ る 。 多方面 か ら 力 を 加 え 、 小 剥 片 を 剥 ぎ取 っ て

い る 。 縄文時代晩期 の 石 刃 を 得 る た め の も の と 思 わ れ る 。 1 16 も 石核 で 、 石 材 は 黒 H程 石 で あ る 。 平坦面 を 作

り 出 し た 石片 に 対 し て 、 垂 直方 向 に 蔽打 を 加 え 、 短い剥 片 を 作 り 出 し て い る O こ れ も 縄文時代晩期 の も の で

あ ろ う 。 1 1 7 は 、 縦長剥 片 で 、 長 さ 3 . 9cm ほ ど で あ る 。 石材 は 黒 曜石 で あ る 。 一打 点 で 縦長 に 剥 い で い る 。
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第20図 6SM055杭列実測図

使用 痕 な ど は 特 に 認 め ら れ な か っ た 。 1 18は 径3cm ほ どの小型磨石で あ る 。 自 然 の 円礁 を 利 用 し た も の で 、

一面 に研磨面がみ ら れ る 。 石材 は安山岩で あ る 。

06SX054 (堰状矢板列)【第19図 ]

こ の 矢板列 は 流路6SX049の 流 れ る 方 向 に対 し て ほ ほ垂直 に 造作 さ れ て い た 。 こ の 遺構 は 、 間 隔 が約50cm

を 測 る 2 列 の 矢板状の板材 と 杭 の 列 の 聞 に 土 を 盛 り 、 そ の 上 に板状の も の が置か れ て い た 。 確認 し た 長 さ は 、

5m ほ ど を 測 る 。 そ の う ち の半分 ま でがは っ き り と 残 る 。 当 時 の水流 を 想定で き な い の で遺構の 残存状況 と

し て 、 北側 方向 か ら み て 右岸部分か ら 流路の 中 ほ ど ま で は し っ か り 残 り 、 矢板列 だ け で い え ばほ ぽ流路幅 い

- 34 -
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第 E 章 調査の成果

っ ぱい に 渡 し た よ う に な っ て い る 。 左岸か ら は径3cm の 細 長 い ー 木材を 矢板列 の 中 程 ま で 下 流側 に 渡 し て

い た 。 こ れ ら を 一連 の 遺構 と す る と 両岸い っ ぱい に 渡 さ れ た こ と に な る 。 し た が っ て 、 こ の 遺構の右岸基部

か ら 中 央 ま で 、 矢板列 に よ っ て 流路 を 堰 き 止め る 状況 と な り 、 全体 を 堰 き 止 め る 場合 も あ っ た と 思われ る 。

通常 は 、 矢板列 部分か ら 水流 を 引 き 込む施設が想定で き る が、 こ こ で は 、 そ の よ う な 施設 は確認で き な か っ

た 。 こ の よ う な こ と か ら 堰 と い う よ り も 、 桟橋上の も の で あ っ た 可能性があ る 。

[部材] [第23図 ~第29図]

6SX054の 部材 と し て 50本余 り を 固化 し た 。 そ れぞれ材を 示す た め [ 第 四図 】 に対応番号 を 振 っ て い る 。

部材を 仔細 に 観察す る と 、 材の選択 と 加工 な どか ら 、 大 き く 4 種類 に 分類 で き る 。 ( 1 ) 細 い 一 木 を 利 用

し 、 下端 は 特 に 加工せず、 伐採時の ま ま の も の 、 ( 2 ) 半裁丸材で下端 は伐採時 の ま ま か 、 や や と が ら せ気

味 に し た も の 、 ( 3 ) ミ カ ン 割 り 材を 利 用 し 、 下端は伐採時の ま ま で加工 を 特 に お こ な っ て い な い も の 、 ( 4 ) 

板状 に 割 っ た ミ カ ン 割材 を 利 用 し た も の で 、 縦方向 の 下端 を 尖 ら せ て打 ち 込み ゃ す い よ う に 加工 し て い る も

の な どで あ る 。

( 1 ) に 当 た る も の と し て は 、 70 ・ 71 ・ 90 ・ 93 ・ 94 ・ 97 ・ 98 ・ 100 ・ 107 ・ 109 な ど で あ る 。 長 さ は 上 部 が

腐植 し て い る こ と と 、 も と も と 長 さ の 異 な る も の があ る 。 た だ 、 長 さ と し て は 、 42cm�86cm ほ どで 、 か な

り ぱ ら つ き があ る 。

( 2 ) に あ た る も の と し て は 、 73 . 79 ・ 84 ・ 89 ・ 96 ・ 101 な ど で あ る 。 長 さ と し て は 、 ま ち ま ち で統一性

カ宝な い 。

( 3 ) に あ た る も の と し て は 、 67 ・ 68 ・ 69 . 72 ・ 74 ・ 75 ・ 76 ・ 77 ・ 80 ・ 81 ・ 82 ・ 83 ・ 85 ・ 86 ・ 87 ・ 99 ・ 104

・ 106 ・ 108 ・ 1 10 ・ 1 1 1 な どで あ る 。 こ れ も 長 さ が さ ま ざ ま で統一性 は な い 。

( 4 ) に 当 た る も の と し て は 、 78 ・ 91 ・ 92 ・ 95であ る 。 板材は ミ カ ン 割材な が ら 、 か な り 幅広 い も の を 利

用 し 、 下端 は 金属器 に よ る か と 思われ る 加工がな さ れ て い る 。

こ の ほ か に も 、 105の よ う に 柾 目 材を 利 用 し た板材 も あ る 。 102 は板 目 取 り に 取 ら れた板材 で 、 表面 に は 加

工痕が残 る 。 杭列 の 一部 で は な く 、 2列 の杭列 の 上 に 置 か れ た 薄 い板材の 上 に あ っ た も の で あ る 。 杭列 と の

関係 は は っ き り し な い 。 こ の他 に も 小 さ な 木材が利用 さ れ て い る 。

伐採時 の状態 を 残す端部 は 、 石器 に よ る も の であ ろ う が、 ( 4  ) の よ う な 加工痕 は 果 た し て 石器の み で お

こ な っ た か疑問で あ る 。

樹種 に つ い て は 、 い く つ か の 部材 を 保存処理 に か け た 際 に 同定 し て い る 。 そ れ に よ る と 、 ブ ナ 科や ニ レ 科

の も の で あ っ た 。 選択 し た 際 に そ の 見 か け で 同 じ も の を 選ばな い よ う に し た の で 、 だ い た い他の部材 も こ の

中 に 含 ま れ る も の と 考 え ら れ る 。

[網代] [第30図]

6SX054の 北側付近 で 網 代 1 14が出 土 し た 。 調査期 限が迫 り 6SX054の 掘 削 完 了 を 急 ぐ あ ま り 、 ス コ ッ プ を

使 つ て の掘削 し て い た 中 で こ の 網 代が出土 し た た め 、 一部 を ス コ ッ プで削 っ て し ま っ た 。 こ の た め本来の大

き さ は つ か め て い な い 。 ま た 、 出 土時の記録 も 出土状況写真の み で 、 図化 は で き て い な い な ど不十分で あ る 。

た だ形状 を 保つ た め に は 下 の土 ご と 取り 上 げ、 そ の 後保存処理 を 行 っ た 。 保存処理後 に 改 め て実測 を 行 っ た 。

そ の た め 出 土時 よ り も 多少歪み の あ る 可能性があ る 。 現在 の残存長40cm、 残存幅45cm を 測 る 。 網 代 の材料

は 、 一本一本 を 観察す る と 断面が半円状 を 呈 し 中 心 に は髄がみ ら れ る こ と か ら 、 ツ ル性の植物 を 半分 に 裂 い

て 利 用 し て い る 。 こ の 網 代 の 編 み 方 を み る と 、 基本的 に は f 1 本越 え ・ l 本潜 り ・ l 本送 り 」 で あ る が、 縦

方 向 でlOcm 間 隔 ほ どの と こ ろ に ツ ル を 斜め に か け て 通 し つ な ぎ合わせ た よ う に し 、 網 代 自 体の 強化 を 図 っ

た の で あ ろ う 。 こ の 網 代が何 に利用 さ れ た か不明 で あ る が、 堰状の矢板列 と の 関係があ る と す る と 梁 的 な 利

用 や さ ら し場的 な 利 用 が考 え ら れ る 。

Fhu
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第30図 6SX049内出土網代実測図

06SM055 (杭列) [第20図 ]

こ の杭列 は6SM049の k - 39 グ リ ッ ド で確認 し た も の で 、 杭 は 5 本 あ る 。 い ず れ も 上 部 は 腐食 が進 み 当 時

の長 さ は わ か ら な い 。 流路 に 対 し て 直行す る 方 向 で打 ち 込 ま れて い る 。 流 れ に 対す る 何 ら か の 行為 を 行 う た

め の杭列 で あ る が、 役割 は 不 明 で あ る 。

[部材] [第20図 ]

5 本 の 杭材 は い ず れ も 径5cm 弱 の 自 然、ー 木 の 一端 を 切 り そ ろ え 利 用 し た も の で あ る 。 こ の 時期 の 水 田 跡

は確認で き な い の が流路 を せ き 止め 、 水流 を 利 用 し た の か 、 魚、等の水産資源 を 利 用 す る 目 的 で利 用 し た の か

は 不 明 で あ る 。 た だ 、 こ の 流路の 下 限 は 弥生時代前期 と 考 え ら れ る の で 、 そ の 時期 に こ の 遺構 を 設 け る よ う

な 人 々 の 活動があ っ た の は 確 か で、 あ る 。

( 4 ) 包含層 中の遺物 [第32図~第38図]

こ こ で は 、 遺構 に は伴わな か っ た 遺物 と 古墳時代以降の遺構内 に 含 ま れ て い た も の で 、 弥生時代早期 か ら

弥生時代 中 期 に か け て の 遺物 を 包含層 中 の 遺物 と し て 述べ る 。

戸HU4
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第31図 6SX049出土石器類実測図

ー事 - ( � 
c::..ー

。

1 1 7 
5 c m  

聾形土器29点 、 査形土器15点 、 高坪 2 点 、 塊形土器 1 点 、 鉢形土器 3 点 、 器台 l 点 、 脚付鉢 l 点他 を 図化

し た 。

1 19- 126、 128 ・ 129 は 突帯文土器で あ る 。 1 19は 口 唇部 に 刻 目 文 を 一 条施 し 、 胴 部 は ほ ぼ直 に 立 ち 上 が る

聾形土器で あ る 。 四 区 e ー 34 グ リ ッ ド か ら 出 土 し て い る 。 器面調 整 は ナ デで あ る 。 120 は 、 四 区5SB018半裁

ト レ ン チ 出 土 の 聾形土器で 、 胴部で く の字 に屈 曲 し 、 口 唇部 と 胴部 の 屈 曲 部 に 断面 三 角 形の 小 さ い突帯 を 貼

り 付 け 、 そ れ に 刻 目 が施 さ れ て い る 。 器壁 は 内面貼 り 付 け で あ る 。 121 は 四 区5SX023の l 層 か ら の 出 土 で 、

口 縁部 に 小ぷ り の刻 目 突帯文 を 施 し た 聾形土器であ る 。 122 は5SX040の 出 土 で 、 大 き 目 の 断面 三 角 形 の 突 帯

を 口 唇部近 く に 貼 り 付 け 、 そ の 上 に刻 目 文が施 さ れた 聾形土器であ る 。 胴 部 は 外貼 り 付 け で あ る 。 123 は5SX

040C の層 の 出 土 で 、 口 唇部 か ら 突 き 出 た 断面三 角 形の刻 目 突帯文 を も っ 聾形土器 で あ る 。 刻 目 は 浅 い 刺 突

状で ほ ん の 少 し の 窪み と な っ て い る 。 124 は 、 二 条 の 突 帯文 を 口 唇部 と 胴部屈 曲 部 に 突 帯文 を 貼 り 付 け た 聾

形土器 で あ る 。 125 は VßI 区5SX040の E 層 出 土 で 、 口 唇部 に つ ま み 出 し た 部 分 に 刻 み 目 、 屈 曲 部 の 突帯 に 細

か い 刺突 に よ る 刻 み 目 が施 さ れ た 、 二条突帯の 聾形土器で あ る 。 126 は5SX050の 2 層 出 土 の 聾形土器で 、 口

唇部下 に 貼 り 付 け た突帯 に 刻 み 目 が施 さ れ る 。 127は 、 突帯 を 持 た ず、 胴 部が く の 字 に 屈 曲 し た 聾形土器で

あ る 。 128は X 区 g- 43 グ リ ッ ド L05層 出 土 で 、 二条 の微隆起 の 突帯 を 貼 り 付 け た 聾形 土 器 で 、 突 帯 部 分 に

わずか な 刻 み 目 が見 ら れ る 。 内外器面 と も 横 ナ デ調整 さ れ る 。 129 は 四 区5SX023出 土 の 聾形土器で、 上記 の

突 帯文 と は 異 な り 、 肥厚 し た 口 縁部の 口 唇部 と 4cm ほ ど下位 の や や 隆起 し た 部分 に 細 か く 不 ぞ ろ い の 刻 み

目 を 施 さ れ た 土器で、 鉢形 に 近い形態 を 呈す る よ う で あ る 。

130は 四 区5SK036出 土 の 童形土器で、 頚部か ら 口 唇部近 く ま で伸 びる 。 口 唇部 は や や肥厚す る 。 外器面 に

は全体的 に 煤が付着 し て い る 。

131 か ら 137 ま で は 聾形土器の 底 部 で あ る 。 131 は 四 区 a - 31 グ リ ッ ド W層 出 土 で 、 調 整 は 摩耗 に よ り 不 明

で あ る 。 132 は 、 四 区5SX040の E 層 ・ DE 層 出 土で、 内外器面 と も ナ デ調整 さ れ る 。 底径が狭 く 、 粘土盤 を

作 り そ の 上 に胴部 を 積み 上 げて い っ た よ う で あ る 。 133 は 珊 区 Z - 32 グ リ ッ ド 、 a - 33 グ リ ッ ド 出 土 で 、 内外

器面 と も ナ デ調整で あ る 。 桐部最下部 に 指押 え 痕が残 る 。 134 は 珊 区5SX023の l 層 出 土 で 、 外器面 は横 ナ デ、

内 器面 は ナ デ と 横 ナ デ調整で あ る 。 や や 上 げ底 と な っ て い る 。 他の底部片 に比べ、 底部形 は大 き く 、 縄文時

代 後期 ~ 晩期 の 土器 で あ る 可 能性が高 い。 135は 珊 区 b - 30 グ リ ッ ド 出 土 で 、 外器面 は ナ デ、 指頭圧痕があ
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る 。 内器面 は 下 か ら 上への ナ デ調整があ る 。 底 部 に 外側 か ら 内側へ穿孔があ る 。 胴部最下位 に は指押 え 痕 が
あ る 。 136 は 田区 c- 30 グ リ ッ ド 出 土 で 、 外器面 は横 ナ デ、 指頭圧痕が施 さ れ る 。 内 器面 は ナ デ調 整 で あ る 。
底部 に 意 図 的 な 穿孔があ る 。 胴部最下位 に は 指押 え 痕 があ る 。 137は 田区 f- 34 グ リ ッ ド 出 土 で 、 外器面 は

ナ デ調整 さ れ、 内 器面 も ナ デ調整で あ る 。 底部 に 穿孔があ る 。 こ の う ち 、 133 ・ 135 ・ 136 ・ 137 は底部径が狭

〈 、 底部接地面近 く に 指押 さ え が は い る も の で あ る 。 さ ら に 135 ・ 136 ・ 137 は焼成後 に 内外器面 か ら 穿孔 さ

れ て い る 。

第33図 ・ 第34図 の 138� 170 は 弥生時代前期 か ら 中 期 に か け て の土器であ る 。

138は X 区 g- 39 グ リ ッ ド 四層 出 土 の 鉢形土器で 内外器面 と も 条痕 に よ る 調整 が な さ れ る 。 139 は X 区 i -

40 グ リ ッ ド W層 出 土 の 鉢形土器 で 、 外器面 は横 ナ デ、 内器面は左上 り 方 向 ナ デ調整が施 さ れ る 刺突列点文土

器 で あ る 。 140は X 区j- 40 グ リ ッ ド 町層 出 土 の 聾形土器で 内外器面 と も 横 ナ デ さ れ 内 器面 に は 指頭 圧 痕 も

あ る 。 刻 目 突帯文土器で あ る 。 141 は X 区 k -40 グ リ ッ ド 羽 層 出 土 の 聾形土器で あ る 。 外器面 は 横 ナ デ、 ナ

デで、 内器面 は ナ デの調整が さ れ る 。 外器面 に は煤が付着 し て い る 。 頚部が縮 ま り 始め る 所 に 、 断面三 角 形

で や や 大 き め の 刻 目 突帯文が貼 り 付 け ら れ る 。 刻 目 は小工具 で の 押 さ え を 連続 さ せ て い る 。 142 は X 区6SX

054②層 出 土 の 聾形土器で あ る 。 口 唇部 と 胴部上位 の 屈 曲 部 に 貼 り 付 け ら れ た 刻 目 突帯文 を 持つ 土 器 で あ る 。

口唇部 で は小 さ く 水平 に 貼 り 付 け ら れ、 屈 曲 部で も 摘 み あ げた よ う な 作 り と な っ て い る 。 刻 み 目 自 体 は小 さ

く 浅 く 、 し か も 密に 押 さ え ら れ て い る 。 外器面 は横 ナ デ、 内器面 に は 指頭圧痕 と ナ デ に よ る 調整が施 さ れ る 。

煤が内外器面 に付着 し て い る 。 143 は X 区 i - 38 グ リ ッ ド E 層 出 土 の境形土 器 で 、 内 外 器面 と も 横 ナ デ調 整

さ れ る 。 外器面 に は 丹塗 り が施 さ れ て い る 。 144 は i - 39 グ リ ッ ド X 層 出 土 の 壷 形土 器 で 、 外 器面 は 横 ナ デ

調整 さ れ、 内 器面 は ナ デ調 整 で あ る 。 外器面 に は 2 重半 円 の弧線が描 か れ る 。 145 は X 区h- 39 グ リ ッ ド " g

-40 グ リ ッ ド の VI 層 及 び祖層 で 出 土 し た 聾形土器で あ る 。 外器面 は横 ナ デ、 内 器面 は ナ デが施 さ れ て い る 。

146 は X 区j- 40 グ リ ッ ドXII層 出 土 の 査形土器で、 外器面 は ハ ケ 後 ナ デ、 指頭圧痕、 内 器面 は ナ デ調 整 で あ

る 。 内器面 に煤が付着 し て い る 。 胴 張 り が大 き く 胴部最下位 に は 指押痕が残 る 。 断面観察 で は 、 底部が盤状

粘土で作 ら れ て い た こ と が分か る 。 147 は X 区h-42 グ リ ッ ド 第 5 ト レ ン チ 出 土 の 壷形土器 で 、 外器面 は ハ

ケ 後 ナ デ、 内 器面 は ナ デ調整が施 さ れ る 。 外器面 に櫛描波状文が施 さ れ る 。 148 は X 区6SX049出 土 の 聾形土

器の底部で あ る 。 外器面 は ケ ズ リ 後 ナ デ調 整 を 施 さ れ る 。 底部の接地面 に は ア ン ギ ヌ 状 の 圧 痕 が残 る 。 150

は vn 区 W- 27 グ リ ッ ド V a 層 出 土 の 聾形土器で内外器面 と も 横 ナ デ さ れ る 。

149� 153 、 156 は 蓋形土器で あ る 。 いずれ も 小片 の た め わ か る 範囲 で特徴 を 記す 。

149 は 四 区 V ー27 グ リ ッ J-" V c 層 、 N � V b 層 で 出 土 し た聾形土器で 、 内外器面 と も ナ デ調 整 で あ る 。 口 縁

部が内傾 し 、 さ ら に 上方 に 向 か つ て 断面 三 角 形 を 呈す る も の で 、 上面 は ほ ぼ平 ら で 幅 が14mm と 広 い 。 150

は 四 区 V- 27 グ リ ッ ド V a 層 出 土 で 、 口 縁部が内傾 し 、 149 に 似 る が、 口 唇部 の 断面形態 が異 な る 。 先 端 が

丸 く 短 く 突 き 出 て い る 。 151 は 四 区 Z - 33 グ リ ッ ド 出 土 で あ る 。 破片 が小 さ く 摩耗 し て い る た め 調 整 は 不 明

であ る 。 口 縁 は 大 き く 内傾 し 、 内 面 の 突 出 が顕著で、 上面 は ほ ぼ平 ら で 、 端部がや や膨 ら む 。 152 は 四 区4SX

049の A 層 出 土 で 、 内外器面 と も 横 ナ デ調整 さ れ る 。 内面の突 出 は 欠 け て い る た め 不 明 で あ る が、 そ の 傾 向

があ る 。 上面 は ほ ぼ平 ら で 、 151 に 比べ 短 い 。 153 は X 区6SX506 出 土 で あ る 。 内外器面 の 調 整 は 横 ナ デで あ

る 。 内面への 突 出 が顕 れ、 口 唇部がや や外へ膨 ら み始め て い る 。

1日 ・ 155 ・ 157は査形土 器 で あ る 。 154 ・ 155 は 袋状 口 縁 を な す も の で あ る 。 154が155 に 比べ頭部が短 い 。

と も に外器面 に 赤色顔料塗布 の 痕跡 があ る 。 と も に5SX040の 出 土 で あ る 。 157は 羽� 区 e - 32、 33 グ リ ッ ド の

出土で、 口 唇部 で 内 側 に屈 曲 す る も の の 袋状 を 呈 し て は い な し 、 。 外器面 に 赤色顔料が塗布 さ れ る 。

159� 164 は 聾形土器 の 底 部 で あ る 。 159 は 四 区 V-27 グ リ ッ ド V c 層 出 土 の 底 部 で あ る 。 中 実 の 脚 台状 で 、

接地面 は や や 平 ら に な る 。 160 も 159 に 類似 し た 器形で あ る 。 5SX023の l 層 に 紛 れ て 出 土 し た も の で 、 中 央
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第33図 弥生前期~ 中期土器実測図

部が上 げ底 と な る 。 外器商 は横 ナ デ、 内 器面 は ナ デ に よ る 調整 が施 さ れ る 。 161 は d - 34 グ リ ッ ド か ら 出 土

し た も の で 、 復元底径が5. 7cm を 測 り 、 外器面 は ハ ケ 日 の 後検 ナ デが施 さ れ る 。 162 は 四 区 b 、 c - 31 グ リ ッ

ド 出 土 の も の で 、 jま径が6. 6cm を ì!l1J る 。 外器面 は 、 横 ナ デ、 外底面 は 指 ナ デ に よ る 調 整 が施 さ れ る 。 163 は

Z - 29 グ リ ッ ド V b 層 出 土 で 、 復元底径が6. 8cm を 測 る 。 外器面 は横 ナ デ、 外底面 も 横 ナ デが施 さ れ る 。 164

は Y- 28 グ リ ッ ド V . VI J習 で 出 土 し 、 底 径 は6. 4cm を 測 り 、 外器商がハ ケ 目 の 後 ナ デ、 外 底 面 は ナ デ調 整

が施 さ れ る 。

158 ・ 165 は 高 杯で あ る 。 1 58 は 田 区5SX055内 出 土 で 、 土不音1\ は 口縁断面が鋤先状 を 呈 し 、 上 面 が ほ ぼ平 坦 に

な っ て い る 。 JJf:ì 土 は か な り 精製 さ れ 、 や や ji� 色 み を 帯 びて い る 。 165 は 珊 区 c - 33 グ リ ッ ド 出 土 で 、 土不部 下

位 か ら !州l 部上位 ま で の 破片 で あ る 。 杯音1\ と 脚音1\ の境 に は 断面三 角 を 呈す る 突帯 が巡 る 。
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166 は 四 区4SX049の 出 土 で 、 鉢形土器で あ る 。 口縁部 は 不 明 で あ る が、 頚部か ら 底部近 く ま で残 る 。 内 器
面 に は ヘ ラ ミ ガキ 痕が残 る 。

167は X 区6SX504の 出 土 で 、 器台であ る 。 外器面 に は ハ ケ 目 、 内 器面上位 は ハ ケ 目 、 中 位 以 下 は ヘ ラ 削 り
ら し き 痕跡が残 る 。 器壁 は か な り 厚 い 。

168は X 区6SX507の 出 土 で 、 査形土器の底部であ る 。 底部は平底で安定 さ せ て い る 。 外器面 は 縦方 向 の ハ
ケ 目 調整が、 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 169は VJ[ 区 c - 34 グ リ ッ ド 出 土 の 査形土器 の 胴 部付 近 の 破
片 で あ る 。 外器面 は ハ ケ 目 調整が、 内器面で左上向 き の ヘ ラ ナ デ調整が施 さ れ て い る 。 外器面 に は黒斑があ
る 。

170は 四 区 出 土 の 脚付鉢で あ る 。 脚 は ほ ぼ扇 平 に 近 く 広 が り 、 安定 し て い る 。 内 器面 や 外器面 に は 縦方 向
の ハ ケ 目 で調整 さ れ る 。

・ 石器 [第35図~第37図 ]

171 � 185、 188 � 191 は 石鍛であ る 。 大部分が剥片鍛で あ る 。 出土層位 は V 層 が中 心 で あ る 。 こ れ ら が縄文

時代 の石鍛 と 考 え ら れ る の で 、 混入 し た も の で あ ろ う 。 石材 は 黒 曜石 が多 い が、 171 ・ 173 の 安山 岩、 189の

サ ヌ カ イ ト も 使用 さ れ る 。 ま た 、 造 り も 丁寧 に 仕上 げて い る 一方 で 、 未製品 の も の も 多 い 。 い ず れ の も の も

無茎織で 、 基部 に扶入の は い る 凹 基無茎鍛 と 、 基部が直線的 な も の で あ る 平基無茎 鍛 に 分か れ る 。 凹 基無茎

鍛 と し て は 、 171 � 173、 176 ・ 177， 179、 189、 190、 191が あ り 、 平 基 無 茎 鍛 に は 174 、 175、 178、 180� 184 

があ る 。 そ れぞれバ リ エ ー シ ョ ン や破損があ る の で厳密な 分類で は な い 。

171 は 、 a - 31 グ リ ッ ド V d 層 出 土 で 、 安山 岩製の も の で あ る 。 基部 の 先端 を 折 り 取 っ た よ う に 作 る 。 縦 に

長 い 二等辺三角 形 を 呈す る 。 基部の扶 り は 浅 い 。 造 り は両面か ら の剥離が丁寧 に 入 る 。 172 は 、 e - 34 グ リ ッ

ド L03層 出 土 で 、 縦横比 が小 さ い 二等辺三角形の も の であ る 。 片 面 に 主 要剥 離面が残 る 。 造 り は や や 不 整形

であ る 。 基部 の扶 り は 浅 い 。 173 は 、 b -31 グ リ ッ ド V a 層 出 土 で 、 や や小型 の 縦長 の も の で あ る 。 基部 の 扶

り は 浅 い 。 片面 に 主要剥離面が残 る 。 基部 一部 は 欠損す る 。 174 は 、 e - 34 グ リ ッ ド V c 層 出 土 で 、 三 角 鍛 で

基部の 一部が欠ける 。 片面 に 主要剥離面が残 る 。 175は 、 f- 33 グ リ ッ ド 町層 出 土 の 完形 品 で 、 早 く に 剥 片 と

な っ て い た石材 を 使用 し て い る 。 片面 に 主要剥離面が残 る が、 作 り は丁寧で、あ る 。 基部 の扶 り は ほ と ん ど な

い。 176 は 、 e - 34 グ リ ッ ド V c 層 出 土 で 、 い わ ゆ る 鍬形畿で あ る 。 177は 、 a - 31 グ リ ッ ド 出 土 で 、 基部一部

欠損 し て い る 。 片面 に 主要剥離面 を 残 し 、 横広 で扶 り が深 く 入 る 。 178 は 、 f- 34 グ リ ッ ド L03層 で 出 土 し た

三角 鎌で あ る 。 両面 と も 丁寧 は 剥 離 に よ り 仕上 げ ら れ て い る 。 179 は 、 b - 32 グ リ ッ ド V c 層 出 土 で 、 小 型 の

縦長 の 二等三角形鍛 で あ る 。 基部の扶 り は 浅 い 。 180は 、 b - 30 グ リ ッ ド Nb 層 � V a 層 出 土 で 、 片 面 に 主 要

剥離面 を 残 し 、 辛 う じ て 石鍛 の 形態 を 取 る 。 基部の扶 り は 浅 い 。 181 は c - 30 グ リ ッ ド V a 層 出 土 で 、 二等辺

三 角 形鍛であ る 。 先端部 と 基部 の 一部が欠損 し て い る 。 両面 と も 丁寧 な 剥離が施 さ れ る 。 基部 の 扶 り は 浅 い 。

182 は 、 Y- 32 グ リ ッ ド W 層 出 土 し た 三角銑で あ る 。 基部 の扶 り は な い 。 183 は 、 c - 30 グ リ ッ ド N � V b 層 出

土 で 、 片面 に 主要剥離面 を 残す 二等辺三角形織で あ る 。 先端部 が欠損 し て い る 。 184 は 、 f- 34 グ リ ッ ド L03

層 出 土 で 、 基部 の み残存す る 石鑑 と 思 わ れ る 。 185 は 、 f- 34 グ リ ッ ド V Y 層 出 土 で 、 先端部 の み残存 し て い

る 。 188 は 、 W 区 V- 26 グ リ ッ ド V c 下層 出 土 で 、 片面 に 主 要剥離面 を 一 部 残 す 三 角 鯨 で あ る 。 造 り は 丁寧

で あ る 。 基部 の 扶 り は 浅 い 。 基部 の 尖 り は 鋭 い 。 189 は 、 VIl 区 W- 28 グ リ ッ ド V c 層 出 土 で 、 サ ヌ カ イ ト 製

の扶 り の 大 き い 三 角 鎌で あ る 。 基部が一部欠損 し て い る 。 190 は 、 四 区 Y- 27 グ リ ッ ド N層 出 土 の 三 角 鍛で

あ る 。 両面 と も 丁寧 な 剥 離 に よ る 調 整 が な さ れ る 。 基部 の 先端 は 尖 り 、 扶 り は 浅 い 。 191 は 、 vll 区 X- 29 ・

28 グ リ ッ ド V 層 出 土 の 二等辺三角 形鍛で あ る 。 サ ヌ カ イ ト 製で 、 丁寧 な 造 り で あ る 。 基部の 扶 り は 浅 い 。

186 は 当 初 石搬の未製品 、 も し く は 欠損品 と み て い た が、 片 方 の 側 片 か ら 下 部 へ か け て の 加工痕 は み ら れ

る が、 一方の側 片部分へ の 加工痕がほ と ん どみ ら れず、 特 に 下位部分の加工 に 中 心がお か れ て い る と 考 え 、
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第 l 節 縄文時代 ~ 弥生時代 中 期 の 遺構 と 遺物

こ こ で は 石錐 ( ド リ ル) と し て お く 。 た だ し 、 使用痕 は確認で き な い 。 石材は 黒曜石 で あ る 。 187、 192 は ス

ク レ イ パ ー 、 193 は 不 明 磨 製 品 。 194 ・ 195 は 磨 製 品 。 196 ・ 197は 凹 石。 表裏両面 が よ く 研磨 さ れ、 ど ち ら も

中 央付近 に 融打痕があ り 、 や や 窪 ん で、 い る 。 198 ・ 200 ・ 201 1ま使用 痕 の あ る 石材で あ る 。 ス ク レ イ パ ー 的 な

使用 で あ ろ う か。

199 ・ 206 は 石庖 丁 で あ る 。 弥生時代前期 の層 で層 的 に は E層 で確認 し た 。

202 ・ 203 ・ 207は 磨 製石斧 で あ る 。 202 は VHI 区 e - 34 グ リ ッ ド V a 層 の 出 土 で あ る 。 刃 部 を 欠損 し て お り 、

全長 は 不 明 で、 あ る 。 幅 は2 . 25cm、 厚 み が1 . 35cm を 測 る 。 石材は 石英片 岩 で あ る 。 203 は 四 区 [- 35 グ リ ッ ド

の L03層 出 土 で あ る 。 小 型 の ノ ミ 状の も の で 、 刃 部 を 欠損 し て い る 。 石材は 頁 岩 で あ る 。 207 は 四 区 a - 30

グ リ ッ ド V c 層 出 土 で あ る 。 長 さ が5. 60cm、 幅が3. 60cm、 厚 み がO. 95cm、 重 さ 32 . 70g を 測 る 小型磨製石斧

で あ る 。 石材は 粘板岩 で あ る 。

204 は 四 区 b - 33 グ リ ッ ド 四 層 の 出 土 で あ る 。 側片 に 敵打痕があ り 、 摩耗 し て い る 。 敵打器 も し く は 石錘

と し て お く 。 長 さ が1 1 . 1cm、 幅が4. 4cm、 厚みが2. 7cm、 重 さ が158. 16g を 測 る 。 石材は砂岩 で あ る 。

205は X - 1 区j- 40 グ リ ッ ド 医層 の 出 土 で 、 朝鮮的要素 を 持 つ 磨 製 凸 基有 茎 鍛 で あ る 。 石材は 頁 岩 で あ

る 。 長 さ 7. 65cm、 幅 1 . 7cm、 厚 み0. 3cm、 重 さ 4. 9g を 測 る 。 か な り 風化 し て い る 。 6SX054 に 近接 し た 位 置

で 出 土 し た 。 208 は縄文晩期 の 剥 片 か。 こ の 他 に も 多量 の 剥 片 や 石核が 出 土 し て い る 。 特 に こ の 時期 の 石 器

及 び石器 に使用 さ れた 石核や砕片が多 く 出 土 し て い る こ と は こ の 調査区 の 中 で縄文 時代 か ら 弥生 時代 に か け

て利用 さ れ た 石器 の 利 用 と 制作がな さ れた 可能性は 大 き い 。 こ の こ と は 海 に 近 い こ の 地 で の使用 は 川 か ら 海

産物 に い た る 資源利用 を 措定す る こ と が重要であ る 。 特 に 製 品 は 調査 に お い て 出 土 量 は 大 き く な く 、 利 用 方

法 が こ の付近以外で あ っ た 可能性があ る 。 な お 、 未製品 、 剥片 な ど に 関 す る 情報 は 巻 末 に 付 し た 観察表 に 記

し た 。

・ 包含層 中 出 土木製品 [第38図 ]

209は 、 j- 40 グ リ ッ ド で ト レ ン チ を 掘削 中 に 出 土 し た 鋤先で、 層 的 に はXII層 に 縦 に 刺 さ っ た よ う な 状 態 で

出 土 し た 。 こ れ ま で鋤 は 古墳時代 の も の し か確認 し て い な か っ た 。 そ こ で 当 初 は 古墳時代 の も の と 考 え た が、

古墳時代前期 の層 は こ の 鋤 の 出 土層 よ り 50cm ほ ど上 に な り 、 穴 を 掘 っ た よ う な 痕 跡 も 確認で き な か っ た 。

そ こ で 、 こ の遺物 は 弥生 時代 の あ る 時期 (少 な く と も 中期以降) に 、 折 れ た た め こ こ に 放置 さ れ た も の と 判

断 し 、 こ こ で取 り 上 げる こ と と し た 。

残存長 は21 . 8cm、 最大幅が1 1 . 7cm を 測 る 。 厚み は最大で2. 7cm を 測 る 。 上部 に 表面が欠損 し た 部分があ

り 、 穴等 も 確認で き な か っ た の で 、 こ こ に 柄があ っ た も の と 推定 し た 。 柄 と 刃 部 が一体 と な っ た 一 木鋤 と 認

定 し た 。 木取 り は板 目 取 り で あ る 。 表面 と 背面 と を 比較す る と 表面 に や や 盛 り 上が り 、 柄 も そ の 面 の 方 に 欠

損が多 く 見 ら れ る こ と か ら 、 表面 の 方 に 柄が伸 びて い た よ う で あ る 。 使用 方 法 は 表面 の 方です く っ て 作業す

る も の と 考 え ら れ る 。 樹種 は ア ワ ブキ 科 ア ワ ブ キ 属 で あ っ た 。
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第 2 節 弥生時代終末 ~ 古墳時代前期 ・ 中期 の 遺構 と 遺物

第2節 弥生時代終末~古墳時代前期 ・ 中期の遺構 と 遺物

( 1 )遺構の 分布状況 [第39図 ・ 第40図]

こ の 時期 の 遺構 は 調査 四 区 ・ 調査市 区 ・ 調査 X - 1 区 か ら 出 土 し て い る 。 遺構 と し て は 竪穴住居跡が 9 棟、

掘立柱建物跡 1 � 2 棟、 井戸跡が 6 基、 土坑が21基、 不明遺構の 大溝状遺構遺構が 3 条 、 溝状遺構 5 条 、 水

田 跡 な どであ る 。

竪穴住居跡 は調査 四 区 か ら 田区 に か け て 東西 に 走 る 大溝状遺構 を 境 に 南北 に 2 箇所 に 大 き く 分 か れ て 分布

す る 。 特 に 四 区 の 方が分布 数 は 多 く 、 他の 2 条 の 大溝状遺構 と と も に 固 ま れ て い る よ う に み え る 。 住居跡の

切 り 合い 関係 に な る も の が ほ と ん ど な い た め 、 そ れ ぞれの遺構の共時関係 と 通時 関 係 を 十分確認 し て い な い 。

住居跡 に 関係す る も の と し て 井戸跡があ る O 特 に 大型 の も の は 四 区 で 出 土 し 、 関係す る 溝 や 土 坑 な どが出土

し て い る 。 井戸跡 は い ずれ も 素掘 り の も の で 、 外部施設な ど は確認 し て い な い 。 土坑の 中 に 井戸跡 に 類似 し

た も の があ り 、 井戸 と の 関係が想定で き る 。 こ れ ら 住居跡群 と 関 連す る 遺構群 を ま と め て 一応 こ の 一帯 を 集

落跡 と し て お く 。

大溝状遺構 は 、 集落跡 の 境界 を 示す可能性があ る 。 ま た 、 調査 四 区 の北及 び北西側 水 田 跡 、 調査団 区 の 東

側水田跡 と 想定 し た 空 間 が集落の境 を 形成 し て い る と い え る 。 特 に柳町遺跡調査I区 で確認 し た ほ ほ同 時期
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の 集落跡の 聞 に は か な り 大 き く 広 が る 水 田 跡 に よ っ て 隔 て ら れ て い る と 考 え ら れ る 。

水 田跡 は 四 区、 四 区 、 X - 1 区 に広 が っ て い る 。 X - 1 区 に は水 田 跡 に 1 箇所の 井戸跡が出 土 し て い る 。

た だ、 水 田 跡 の 畦畔 な ど を 明確 に は確認 し て い な い が、 部分的 に 見 ら れ る 酸化鉄や マ ン ガ ン の 集積 は乾 田 の

可能性 を 想定で き る 。

な お 、 集落跡 は こ の 調査 四 区 ・ 調査四 区以外の調査W 区 ・ 調査 区 区 に も 広 が っ て お り 、 そ れ に つ い て は 玉

名 市教育委員会か ら の 報告がな さ れ る 予定であ る 。

( 2 ) 竪穴住居 跡 と出土遺物

0481007 [第41図】

W- 26 グ リ ッ ド か ら X- 26 グ リ ッ ド に か け て検出 し た 。 W層 を 除去 し 、 V 層 に か か る と す ぐ に 遺物が多量

に 出 土す る 地点 を 確認 し た 。 こ の地点が何 ら かの遺構 と 想定 し 、 徐 々 に掘 り 下 げつ つ 遺構の輪郭 を 確認 し て

い っ た 。 最終的 に は 、 平面形が北壁及 ひ京壁辺でや や長 く な る 長方形 を 呈 し 、 そ の 規模 が長軸6. 03m、 短軸

5. 33m、 床面積約32. 1 m2 を 測 る 遺構 を 確認 し た 。 長軸方位 は N - 290 - W で あ っ た 。

壁高 は 西壁で最高15cm を 測 っ た が大部分は壁 を 確認で き ず、 床面近 く ま で掘 り 下 げて し ま っ た 。 炉跡 と
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考 え ら れ る 落込 み は 、 中 心 よ り 北西 の 壁 に 近 い 位置 に あ り 、 長径65cm、 短径60cm の や や不整形 な 長楕 円 形

を 呈 し 、 内 部 の一部 に 焼土 が堆積 し て い た 。 深 さ は 浅 く 、 8cm ほ どで 、 ス リ パチ状 を 呈す る 。

床面の南部隅 に は 貯蔵穴状の落 ち 込 み を 確認 し た 。

床 面 に は 4 個 の 主柱 穴 を 検 出 し た 。 掘 り 方 は30cm 前 後 で 、 い ず れ に も 明 確 な 柱 痕跡 を 認 め た 。 お お む ね

柱跡か ら 想定 さ れ る 柱 の 直 径 は 1 5cm 前後 で あ る 。 いずれの柱穴 も 床面 よ り 約30cm 掘 り 込 ま れ て い た 。 P l

に は 木質が残 っ て い た 。 い ず れ の 柱穴 に も 焼土 ・ 炭化物が入 る 。 構 造 的 に は 壁 は 低 い も の の 、 4柱 の 竪穴 住

居跡 を 想定で き る 。
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第 田 章 調査の成果

壁 際 に は 幅21 � 73cm、 深 さ 24 �41cm の溝が確認 さ れ、 西壁 の 一部が途切 れ て い る 。 こ の 溝 に つ い て は 、

こ の遺構 に 伴 い 、 壁 に め ぐ ら す壁溝遺構 と し て掘 り 進め て い た 。 と こ ろ が、 北側 の 溝 の 中 に 古代 の 遺物 が入

り 込ん で い た た め 、 こ の 溝状遺構が古代 の も の で あ る 可能性 も あ っ た が、 古代 の遺物 自 体 の 分布 が一部 に 限

ら れ、 481007か ら は ず れ た 位 置 で も 出 土 し て い た の で 、 古代 の 時期 の掘 り 込み も し く は 層 の 撹 乱 が古 墳 時

代 の 遺構 に た ま た ま 重 な っ た た め 、 同 一面 に遺物が紛れ込ん だ と 判 断 し た 。 し か し 、 調査の 際 に 古代 の 掘 り

込み等 を 確認 し て い な い の で 、 判 断 と し て は 弱 い 。

埋土 は 3 層 に 分層 で き 、 注記 は 以 下 の と お り で あ る 。

1 層 は 、 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 粘 質土 で vb 層 と 同 じ 層 で あ る 。 遺物 を 多 く 含 み 、 焼土粒 ・ 炭 化物 も 多 く

含 み硬 く し ま っ て い る 。 2層 は 、 黒褐色 (7. 5YR2/ 2 ) 粘 質 土 で 、 焼士粒 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 や わ ら か く

溝の部分で の み検出 し た 。 3層 は 、 黒褐色 (7. 5YR3/2) の よ く 締 ま っ た 土 で あ る 。 細 か い焼土粒 ・ 炭化物 を

含 む 。

[出土遺物] [第42図 ~第46図 ]

先 に も 述べ た が、 遺物 は床面か ら 30cm 近 く 上面 か ら す で に 多量 に 出 土 し て い た 。 大部分 は I 層 中 で あ る 。

こ の こ と は こ の 遺構が廃棄 さ れ た 後 に 土器捨て場 と し て利用 さ れ た と 考 え ら れ る 。

図化 し た 出 土遺物 は古墳時代 の 遺物 と し て 、 聾が25点、 査が 5 点 、 高杯が 2 点 、 器台が 2 点 、 鉢が10点 、

小型の査が 2 点 、 小型聾が 2 点 、 杯が 1 点 で あ る 。 落 ち 込み に 入 る も の と し て 古代 の 須恵器があ る 。 坪蓋が

l 点、 短頚査が l 点 、 長頚壷が I 点 、 査の底部が 1 点、 大童片が l 点 で あ る 。

ま ず古墳時代 の 遺物 か ら で あ る 。 聾 は 大 き さ に よ り 大 ・ 中 ・ 小 の 3 種類 に 、 口縁の特徴 に よ り 3 種類 に 分

け ら れ る 。 口縁部が角 張 る も の と あ ま い も の 、 折衷様の も の で あ る 。 21O�213 は 完形品 で あ る 。

212 . 213 ・ 215 は 口 唇部が水平 で、角 張 っ た 形態 の 口 縁 で あ る 。 口 縁 は 全体 と し て 外へ強 く 聞 く が 中 位 で や

や 張 り 出 し を 持つ 胴 部 の 最大径 は 中 間 よ り や や 上部 に あ る 。 228�230 も 同様 の 形態 で あ る 。 214 は 近 い がや

や 口 唇部が甘 い 。 216 も 近 い 形態 で あ る が胴部 の 最 大径が下 に 下 が る 。 た だ 、 外器面 に 波状文的 な 沈線が l

本巡る と こ ろ を み る と 他の様相 を 想定で き る 。 210 ・ 21 1 は 先 の も の と 全体的 な プ ロ ポー シ ョ ン は 同 じ で あ る

が、 口縁部 の 特徴が明 ら か に 異 な る 。 頚部 か ら 口 唇部 に 向 け て 直線的 で 口 唇部 は と が り 気味で丸 く な っ て い

る 。

217 ・ 220 ・ 221 ・ 222 ・ 225 は 口 径が胴部 に 対 し て 広 い た め 、 全体的 な 印象 が ほ っ そ り し た 感 じ を 受 け る も

の で あ る 。 胴 部 の 最大径 は 上 に あ る も の と 中位 に 落 ち る も の に 分 け ら れ る 。

223 は212の 口縁 を 持 ち な が ら 、 胴部の 最大径が中位 よ り も し く は そ れ よ り も や や 下 に な る よ う で あ る 。

227は 口径 の 広 い も の で胴部 の 最大径 よ り も 若干広 い も の であ る 。

228 は 口 唇部 が角 張 る も の で胴 部 の 最 大径 は 中位 よ り 上部 に あ る と 予想 で き る 。 229 ・ 230 は 口 唇部 が角 張

り 、 胴部の 最大径がや や低位 に あ る も の で あ る 。 232 は 口 唇部がつ ま み 上 げ ら れ て お り 弱 い 稜線が内側 に 入

る 。

233 ・ 235 は 査 の よ う に 口縁部が器形全体か ら み る と 長 く 、 立 ち 上が り や や 外側 に 聞 き 直線的 で あ る 。 口 唇

部端部 は 尖 り 気味であ る 。 235か ら 見 る と 胴部 の最大径 は 胴 部 の 上位 に あ り 、 口 縁部 よ り や や 広 い 。 内 器面

底部 に は指頭圧痕が見 ら れ る 。

査 は231 ・ 234 ・ 236 ・ 237 ・ 238で あ る 。 231 は 口 唇部が丸 く 、 口縁部 は や や外反気味 に ほ ぼ直 で立 ち 上が る 。

胴部の最大径 は ほ ぼ中位 に あ る 。 外器面の調整は ハ ケ 目 の み で あ る 。 内器面 は 右斜 め へ の ヘ ラ 削 り で あ る 。

236 も 破片 で あ る が同 様 の 形態 で あ る 。 234 ・ 237 ・ 238 は 二 重 口 縁査 で あ る 。 234 は 、 口 縁部 は や や外反 し 口

唇部 は 丸 ま っ て い る 。 頚部 は 直 に 立 ち 上がる 。 胴部 は 中位 に 最大径があ る 。 外器面 は ハ ケ 目 調整 の の ち ナ デ

調整 を 行 っ て い る 。 頚部内器面 は小単位 の ハ ケ 目 、 胴部内器面 は ヘ ラ 削 り が行 わ れて い る 。 238 は234 と ほ ぼ
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同一形態で あ る が、 口 唇部 は 角 張 る 。 237は 口 縁部がや や外反 し な が ら 直 に 立 ち 上 が る 。 口 唇部 は や や つ ま

ん だ よ う な 形で あ る 。

239 . 240 は高杯の脚部 で あ る 。 239 は底径 に 比 し て脚部長が長 く 、 直 に 伸 びる も の で あ る 。 240 は 脚 部 長 が

短い も の で あ る 。 杯部 と の結合付近の状況 は や や異 な る 。

241 ・ 242 は 器台 と し た 。 241 は 底径 も 脚 の 高 さ も 高 い。 外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 調 整 で 、 受 け 部 は 小 さ い 。

接合部 は ヘ ラ ナ デであ る 。 242 は 畿 内 系 の 器台で脚部 に穿孔があ る 。 直線的 に 聞 き 、 脚 端部 は 尖 る 。

鉢 は243 �251 で あ る 。 大 き さ や形態か ら 243 ・ 244 は 同 じ形態の鉢で あ る 。 口 径 は い ず れ も 復元 で は あ る が

や や違 い があ り 、 別個体で あ る 。 ど ち ら も 手担 的 な 作 り で 口唇部は不揃い で器壁 の 厚 み も 一定 で は な い 。 外

器面 は縦方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は斜め方向 の ケ ズ リ が施 さ れ て い る 。 口 唇部 は 指押 さ え に よ る 調整が

な さ れ て い る 。

245 �249 は 口縁部が屈 曲 す る 鉢で大 き さ ・ 高 さ と 器面調 整の違い か ら い く つ か に 分類で き そ う で あ る 。 こ

の 中 で248が一番大 き な も の で 、 器壁 は厚 く 、 聾 か鍋 に 近い。 251 も 鉢 と し た が、 頭部 よ り 上部 の 口縁部が よ

り 聞 く 査の形態 に似 る 。 245 ・ 246 は 同 ー の 形態 であ る 。 口縁が頚部か ら 急激 に 開 く も の で や や 内 湾気味の も

の で 、 器壁 は 薄 い 。 249 ・ 250 は や や 器形が異 な る が、 口縁部が立 ち 気味 の も の で あ る 。 247は 器壁が薄 く 、

頚部の屈 曲 があ ま り 明確 で な い 。 253 は小 型 の 鉢 と し た 内 器面底部 に は 指押 さ え に よ る 成形痕が残 る 。 外器

面 は ハ ケ 目 が残 り 丁寧 な 調整が施 さ れ る o 247 ・ 250 はハ ケ 目 に よ る 調整が施 さ れ る 。 252 ・ 256 ・ 254 ・ 255 は

小型査 で あ る 。 252 ・ 256 は 頭部 よ り も 口縁部の 聞 き が大 き く 直線的 に 伸 びる 。 頚部の し ま り 方や や 異 な る 。

254 は複合 口 縁 を 持つ も の で饗状の 形態 を 持つ。 255は頚部か ら ほ ぼ直 に 立 ち 上 が る も の で あ る 。 257 は 口 径

が広 く 浅い 高 さ を 持つ杯で あ る 。 器壁 は 全体 に 薄 い 。

258�263 は 、 溝の付近で 出 土 し た 古代 の 遺物 で あ る 。 258 は須恵器の蓋で輪状 ツ マ ミ を 持つ 。 天井部表面

Fhd

 

ハhu
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は ヘ ラ 削 り で調整 し た 後 に ツ マ ミ を 貼 り 付 け て い る 。 口縁端部 は 軽 く つ ま み だ し 、 内 器面 に 明 瞭 な へ こ み を

持 た な い 。 器高 は 高 い 。 259 は 短頚査 の 口縁部 で あ る 。 口縁部 は 胴部 か ら 1cm ほ ど直 に 立 ち 上が る 。 口 唇部

は や や 角 張 る 。 260 は長頚査 の 頚部 で 、 す ぽ ま っ た胴部か ら 直 に 立 ち 上が る 。 上 部 で や や 外反す る 。 261 は 大

聾 の 破片 で あ る 。 内器面 に は 平行線の 入 る 当 て 具痕、 外器面 に は擬格子 タ タ キ が入 る 。 大聾の底部近 く と し

た 。 262 は 長頚 も し く は短頚の壷の底部で、 高台 を 持つ も の で あ る 。 高 台 は か な り 端部 で 聞 く も の で あ る 。 263

は須恵器の塊であ る 。 高台がや や 長 く 直 に 伸 び る 。 杯部 は底が丸味 を お びる 。

045101 1 [第47図】

Y- 27 グ リ ッ ド に 位 置 し 、 4SX010、 4SB034 と 重複

し て い る 。 住 居跡 の 規模 は 、 長 軸4. 65m、 短軸4. 17

m、 床 面 積19. 4m2で 東 西 に わ ず か に 長 い 長方形 を 呈

し て い る 。 長 軸 方 位 は 、 N - 540 - w で あ っ た 。 確

認面がか な り 削 平 さ れ た 状況 で あ っ た た め 、 壁高 は

3 -7cm を 残 し て い る 。 床 面 に は Pit 1 -Pit 4 の 4

個 の柱穴 を 検 出 し 、 こ の 配列 か ら 4 本柱の 竪穴住居

を 想定で き る 。 中 央部 か ら や や 南 西部 よ り に 不 整 な
264 鍾量b長楕 円 形 の 焼土 の 集 中域があ り 炉跡 と 考 え た 。 明確

な 掘 り こ み は確認で き な か っ た 。
20cm 

45101 1 出土石器実測図

。

第48図

確認 し た 面が遺構の 床面 か ら す ぐ の と こ ろ で あ っ

た た め 、 埋土 は 3 層 の み を 確認 し て い る 。 1層 は 、 黒
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褐色 ( 10YR3/2) を 呈す る 粒子 の 粗 い 、 し ま り がな い 。 2層 は黒褐色 (7. 5YR3/1 ) を 呈 す る 1 層 よ り や や 組

く 、 締 ま っ て い な い 。 炭化物 、 褐色土 も 混 ざっ て い る 。 3層 は褐灰色 (7. 5YR4/1 ) を 呈 し 、 炭化物 が混 ざ り 、

酸化鉄 を 多 く 含む 。 粒子は粗 〈 、 し ま り は 強 い 。

[出土遺物] 【第48図 ]

出土遺物 は 、 削平が進 ん で い た た め か非常 に 少 な い 。 図化で き た の は264の 石器一点 で あ る 。 4面 と も 良 く

使 わ れた タ タ キ 石 で あ る 。 石材 は 安 山 岩 で あ る 。

そ の他 に 図化で き な か っ た が、 遺構図 中 に あ る も の と し て 、 土 師器聾 の 口縁や ミ ニ チ ュ ア の壷 、 鉢等があ

っ た 。 ま た 、 洪水 に よ る 撹乱 を 受 け た た め か一括遺物 の 中 に は古代 の 聾 、 杯の破片 も 含 ま れ る 。

0451013 (第49図 ]

Y-26 グ リ ッ ド か ら Z - 26 グ リ ッ ド に か け て 位置 し 、 4SI012 と 重複 し て い る 。 住居跡 の 規模 は 、 長軸5. 45

m、 短軸5. 1 1m、 床面積27. 9m'で平面形 は 、 南辺がや や短い も の の ほ ぼ長方形で あ る 。 長軸方位 は N ー 500

- E で あ る 。 壁高 は 、 4 - 13cm を 残 し て い る 。 床面 の南東部 に は貯蔵穴状の 落 ち 込みがみ ら れ、 床面 に は Pit

1 -Pit 4 の 4 個 の柱穴 を 検 出 し た 。 い ず れ に も 柱痕跡 を 確認 し た 。 こ の 配列 か ら 4 本柱 の 竪穴住居が想定

で き る 。 炉 は 、 中 央部 か ら や や 北西部 よ り に 設 け ら れ、 平面形 は 、 長楕 円 形で炉内 部 に は焼土 が堆積 し て い

司tnhu
 



第 E 章 調査の成果

た 。

ま た 、 481012 と 重複 し て い な い 部分 に は こ の住居跡の 建築部材が炭化 し た と 見 ら れ る 炭化物 が あ っ た 。

焼失家屋 の 可能性があ る 。 こ の 炭化部材 は壁の方か ら 中 心へ向 か っ て い く よ う な 配置 で 出 土 し た 。 屋根構造

は寄棟の可能性があ る 。

床 面 の北東部分 に は網代 が炭化 し た と 推定で き る も の が出 土 し た 。 遺構実測 図 に 図化 し た が、 ほ と ん ど痕

跡 の み で取 り 上 げは し た が、 単 に 炭化物 と し て 回収で き た の み で あ る 。

埋土 は l 層 の み を 確認 し 、 暗黒褐色 (7. 5YR3/2) を 呈 し 、 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 み 、 よ く し ま っ て い る 。

炉跡の埋土 は 上 か ら 2 層 と 3 層 で あ る 。 2層 は褐色 (7. 5YR4/4) を 呈 し 、 多量の焼土 ・ 炭化物 を 含 む や や や

わ ら か い 土 で あ る 。 3層 は灰褐色 を 呈す る 炉 の底面層 で あ る 。 4層 は 地 山 の 層 で 、 黒褐色 (7. 5Y百2/2) を 呈

す る 。

[出土遺物] 【第50図 ・ 第51図 1

出 土遺物 は 少 な く 、 破片 が多 い 。 焼失家屋 と 考 え れば、 出土遺物 は こ の 遺構 の 時期 に使用 さ れ た 可 能性が

高 い 。 遺物 の 少 な さ は屋 内 に あ ま り 品物がな か っ た か、 焼失後使 え る も の を 持 ち 去 っ た も の と 考 え ら れ る 。

出 土遺 物 の う ち 土器 は 費 7 点 、 壷 1 点 、 高杯 3 点、 器台 2 点 、 小型壷 4 点 、 土製模造品 4 点 、 甑 l 点 、 石

器 は 3 点 を 図化 し た 。

265-269 は 重 で あ る が破片 が ほ と ん どであ る 。 口 唇部の特徴か ら 2 種類 に 分 け る こ と がで き る 。 角 張 る も

の (265 ・ 266) と 丸 く な る も の か や や尖 る も の (267 -269) で あ る 。 復元 口 径 は 14 . 4CD1- 17. 9CD1 を 測 る 。

調 整 は ハ ケ 目 と 内器面の ヘ ラ 削 り で あ る 。 270は 聾 に し た が口 縁部 が頚部 か ら 外半 し な が ら 伸 ぴ、 口 唇 部 は

や や 角 張 る 。 全体の 器形 は 査 に 近い様で も あ る 。 271 は 口 縁部が1CD1 ほ ど し か な い 非常 に 短 い も の で 、 古代

の 遺物 の 混入 し た 可 能性があ る 。 復元 口 径が12. 0CD1、 最大胴部径が14. 8CD1 を 測 る 。 外器面 は 縦方 向 の 広 め

幅 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。

274 は 査 で 、 完形で あ る 。 丸 み を 帯 びた胴部 と 頭部か ら 直 に 伸 び る 口 縁部 を 持つ 。 査 と し て は 小 型 の 部類

に属 す る 。 口 縁部 は頭部か ら や や外反 し な が ら 直 に 伸 びる 。 口 唇部 は丸 ま る 。 胴 部 は 球形 を 呈す る 。 外器面

は や や 目 の粗い ハ ケ 目 が斜め 、 横 、 斜 め 方 向 の 順 に 施 さ れ る 。 内器面 白 縁 に は横方 向 の ハ ケ 目 、 胴部内 は ヘ

ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 器壁 は さ ほ ど薄 く は な い 。 口 径 は 13. 4CD1、 器高 は20. 5CD1、 最 大 胴 部 径 は 19. 4CD1

を 測 る 。

272 . 273 . 275 は高杯であ る 。 脚部 は 聞 く も の と ま っ す ぐ に 伸 び る も の があ る 。 272 は 、 脚部付け根か ら 杯

部 の 破片 で あ る 。 杯部 は 大 き く 聞 き 、 口 径 は21 . 6cD1 を 測 る 。 調 整 は 磨 耗 し て 不 明 で あ る 。 273 は 杯部 下 部

か ら 脚部 で あ る 。 脚部 は径が大 き く 短 い 。 中 空 の脚柱 に屈 曲 し た 裾部がつ く 。 裾部復元径 は 12. 2CD1 を 測 る 。

外器面 に は ハ ケ 目 、 横 ナ デが、 内器面 も ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 275 は 杯部 と の接合部 か ら 裾部 ま で い た る 脚 部

で あ る 。 中 空の 脚柱部 に ほ ぼ平 た く な っ た 裾部がつ く 。 外器面 は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 脚柱内器面

は ヘ ラ 削 り 、 裾部 は ナ デ調整が施 さ れ る 。

276 ・ 277は器台で あ る 。 276 は 脚 が 聞 き 円 形の穴 を 4 箇所穿 つ も の で あ る 。 内 器面 は ヘ ラ 削 り 後 ナ デ、 外

器面 は ナ デ調 整 で あ る 。 277は 脚 の扶 り が浅 く し っ か り と し た 中 実 の も の と な っ て い る 。 復元底径 は8. 8CD1

を 測 る 。

278 ・ 279 ・ 284 ・ 285 は小型査で あ る が、 作 り か ら 2 種類 に 分 け ら れ る 。 胴 部 が張 っ て 頚 部 が し ま る も の

(278 ・ 279) と 頭部 は し ま る も の の そ れ以上 に 口縁が広 く 聞 く も の (284 . 285) で あ る 。 278 は 口 縁部 が短

く と が る 。 胴部 は球形 で あ る 。 外器面 は ハ ケ 目 調整、 内器面 は横 ナ デが施 さ れ る 。 口径が7. 8CD1、 器高が7. 7CD1、

最大胴部径が7. 9CD1 を 測 る 。 279 は 口縁部が直 に 伸 び、 端部 は 丸 ま る 。 内 器面 は横方 向 の ヘ ラ 削 り の 調 整が

施 さ れ る 。 284 は 手 担 で 、 外器面がハ ケ 目 と ナ デ、 内器面 は 指押 さ え と ナ デが施 さ れ る 。 口 径 が9. 3CD1、 器
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高が9. 0cm を 測 る 。 285 は 、 頭部か ら 直 に 伸 びて 広 が る 手担で あ る 。 外器面 は ナ デ、 内 器面 は ハ ケ 目 後 ナ デ

の 調 整 で あ る 。 口縁部径 は 1 1 . 3cm、 復元器高 は9. 5cm を 測 る 。

280�283 は土 製模造 品 で鉢形 と 整形があ る 。 280 ・ 281 ・ 283 は 鉢形の 土 製模 造 品 で、 口 径 が4cm 前 後 、 器 高

が3cm ほ どで あ る 。 282 は 整形 の 土製模造品 で あ る 。 復元口 径が5. 5cm、 器高が5. 8cm を 測 る 。

286 は 甑 の 底 部 で あ ろ う 。 外器面 は ハ ケ 目 調 整が、 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 器壁 は 厚 く 、 底 部 に 径

1 . 4cm ほ どの 穴が聞 け ら れ て い る 。

石器 と し て は 、 第51 図 に 示 し て い る 。 287 は住居跡 の 中 に座 っ て い た も の で 台 石 と 考 え た 。 縦 が30cm、 11屈

が33. 8cm ほ ど を 測 る 。 大 き く す わ り が よ く 、 表面 は や や 磨耗 し て い る 。 石 材 は 一応 安 山 岩 と す る 。 288 は

磨石の一種 と し た 。 表面は使用 に よ っ て か な り 磨耗 し て い る 。 長 さ 9cm、 Illfií7. 25cm、 厚 さ 5. 12cm を 測 る 。

石材 は 角 閃 石 安 山 岩で あ る 。 289 は 表面の磨耗の状況 か ら 砥石 と し て 利 用 さ れ て い た も の と 想定 し た 。 3面が

利 用 さ れ て い る 。 長 さ 9. 7cm、 Illfií8. 2cm、 !享 さ 4. 1cm を 測 る 。 石材 は 石英安 山 岩 で あ る 。

04SI029 [ 第52図 ]

こ の遺構 は 、 Y - 28 グ リ ッ ド の 北東部 に 位 置 し 、 一部 Z - 28 グ リ ッ ド に かか る 。 ま た 、 4SB002 と 重複 し て
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第 E 章 調査の成呆

い る 。 ち ょ う ど住居跡 の 炉 跡 に か か る 場所 に4SB002の柱痕跡が当 た っ て い る た め 、 炉跡 は や や 不 正確 で あ

る 。

住居跡 の 規模 は 長軸2. 9m、 短軸2. 82m、 床面積約8. 2m2で ほ ぼ正方形 に 近 い平面形 を 呈 し て い る 。 長軸方

位 は N - 300 - w で あ る 。 壁高 は 16-2. 5cm を 残 し て い る 。 床 面 中 央部北西側 に 焼土 の 集 中 個 所 が 1 ヶ 所

検 出 さ れ、 中 央部 に 炉 穴 と 思 わ れ る 窪 み が あ り 深 さ 6cm 程で あ る 。 炉穴 に は 暗赤褐色 (2 . 5YR3/3) を 呈す

る 焼土 を 確認 し 、 焼土塊がい く つ かあ る 。 部分的 に炭化物 や灰が入 る 。 ま た 、 埋土 と 床面 に は焼土 、 炭化物 、

灰 な どが多量 に 出 土 し 、 焼失家屋 と 思 わ れ る 。 壁上部か ら 中 に 落込 む よ う に 炭化材がみ ら れ、 残 さ れ た 炭化

材 の 並 び方 か ら 寄棟造 り の 上部構造 で あ っ た よ う で あ る 。 柱跡や硬化面 は確認で き な か っ た 。 壁面 の 一部 が

張 り 出 し た よ う に な っ て い る が、 内 部 の純粋の埋土 よ り 薄 く な っ て い る の で構築時 の 掘 り 過 ぎ か 、 外部へ向

け て の施設の可能性があ る 。

竪穴住居跡 と す る に は や や小型で は あ る が、 一応竪穴住居跡 と し て お く 。

出 土 し た 炭化材 を 年代測定 に 出 し た 。 R 線法 に よ る 分析で、 補正の結果、 暦年代 は ほ ぼ 5 世紀 の 半 ば に 比

定 さ れ た 。

埋土 は 焼失後徐 々 に 埋 ま っ て い っ た と 推定 し た 。 l層 は 黒褐色 (7. 5YR. 3/1 ) を 呈 し 、 1 -2mm 大 の 焼土

粒子 を か な り 含み 、 炭化物 も 多 い 。 あ ま り し ま っ て い な し 、 。 2層 は 、 黒褐色 (7. 5YR. 3/2) を 呈 し 、 1層 よ り

も 明 る く 、 や や し ま る 。 V c 層 と 同 じ も の で あ る 。 3層 は 、 黒褐色 ( l0YR3/2) を 呈 し 、 や や 締 ま り の あ る

土 で あ る 。 4層 は 、 黒色 ( 10古田2/1 ) を 呈 し 、 炭化物 ・ 灰 ・ 焼土 な ど を 多量 に 含 み 、 締 ま り は な い 。 下 面 が

焼 け た よ う で硬 く な っ て い る 。 5層 は 、 褐灰色 ( lOY百4/1 ) を 呈 し 、 粘性が強 い 。 南側 の 掘 り 方 ラ イ ン の 部

分 に あ り 、 遺構か ら つ き で た 部分の み に 出 土す る 。 焼土 は 暗赤褐色 (2 . 5YR3/3) を 呈 し 、 焼土塊 がい く つ

か あ る 。 地 山 の 灰 白 色土が焼 け た も の と 思 わ れ る 。 部分的 に 炭化物や灰が入 る 。

[出土遺物] [第53図 ]

出 土遺物 は小片が多 く 、 図化 で き る も の は 少 な か っ た 。 こ こ で は 聾 4 点 、 査 3 点 、 小型査 3 点 、 鍋 l 点 、

鉢形模造品 l 点 、 粘土塊 1 点 を 図 示 し た 。 大部分が破片 で あ る が、 遺構 に 伴 う 可 能性が大 き い の は300の 鍋 、

298の 査 、 そ し て 中 型 聾 の290であ る 。 小型壷の299 も 可能性があ る 。

290 は小 型 の 費 の 完形品 で 口縁部 は や や厚 く 外面 に 盛 り 上が り を 受 け 口 唇部 は や や 角 張 っ た 丸 で あ る 。 器

壁が 3 - 5mm と や や厚 く 、 重量 も あ り や や 重 い 。 外器面 は斜め か ら 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 は

ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 縁部 内 面 に ハ ケ 目 と ミ ガ キ が施 さ れ る 。 若干畿内 的 な 要素 を 持つ も の の ほ と ん ど在

地系 の も の で あ ろ う 。 復 元 口 縁径 は 12. 5cm、 器高17. 3cm、 最 大 胴 部 径 が15. 2cm を 測 る 。 291 ・ 292 は 蓋 で

290 よ り 大型 の も の で あ る 。 291 は 口 唇部がや や薄手で尖 り 気味、 口 縁部 は 直線的 に 伸 び る と い っ た 在 地 的 な

特徴 を 持つ 。 復元 口径が17. 6cm を 測 る 。 292 は290 と 同様の 口 唇部 ・ 口 縁部 を 持つ こ と か ら 類似製があ る 畿

内 系 の 特徴 を 持つ も の と 思 え る 。 復元 口 径 は 16. 6cm を 測 る 。 293 は 頚部 か ら 胴 部 上 位 の 破片 で あ る 。 外器

面 に は 斜め 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は 頭部 に指押 さ え があ り 、 胴 部 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

296- 298 は 査 で あ る 。 296 は 口縁部 の み の 破片 で直 に伸 びた 口 縁 が 口 唇部近 く で わ ず か に 聞 き 、 外器面 に

屈 曲 部 が見 え る 。 復元 口 径 は 17. 2cm を 測 る 。 297は頭部 か ら 胴部上位 ま で の 破片 で あ る 。 外器面 は 縦 ハ ケ

か ら 斜め 方 向 の ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 内 器面 は横 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 298 は 口 縁 か ら 胴部上位 ま

で残 る 破片 で あ る 。 口 縁部 は 内 湾 し な が ら 直 に 立つ。 口 唇部 は 丸 ま る 。 胴部 は頭部か ら 大 き く 開 く 。 口 縁部

内 部 に は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 胴部外器面 は横方 向 の ハ ケ 目 の 後 ナ デが施 さ れ る 。 内 器面 は ヘ ラ 削

り の後指 ナ デが施 さ れ る 。 復元 日 縁径が13. 6cm、 復元最大胴部径が22. 0cm を 測 る 。

294 ・ 295 ・ 299 は 小 型査 と し た 。 294 ・ 295は 丈 の 低 い も の 、 299は 口 縁が直 に た つ も の で丈 も 高 い 。 294 は

外器面 の 下位 に ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 に は 指 ナ デが残 る 。 復 元 口 径 が8. 4cm、 復元最大胴部径が8. 8cm、 器
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高 は7. 8cm ほ ど を 測 る 。 295 は 胴 部 だ け の 破 片 で 、 外器面 は ハ ケ 目 が残 り 、 内 器商 は ハ ケ 目 が わ ず か に 残 る 。

最大胴部径が8. 6cm を 測 る 。 299 は ほ ぼ完形の も の で頚 部 の 屈 折 が余 り 強 く な く 、 頭 部 か ら 直 に 口 縁音1\ は 立

ち 上が る 。 )]同部 は あ ま り 張 り 出 さ な い 。 器壁 は厚い。 外器面 の調整 は ナ デで 、 内器面 は 指押 さ え に よ る 。 復

元 口 径 は7. 1cm、 器高 は 1O. 3cm、 最大胴部径が8. 6cm を 測 る 。

300は 一応鍋 と し た 。 復 元 口 径33. 6cm、 )]阿部径29. 0cm を iJliJ り 、 仁l 径 が よ り 広 く 丈 も 低 い よ う で あ る 。 外

器面 は ハ ケ 目 、 ナ デが見 ら れ 、 内 器 面 は ケ ズ リ 後 ナ デが施 さ れ る 。

301 は 破 片 な が ら 鉢形 の 土 製模造 品 で あ る 。

302 は 粘土塊で 、 他 に も 同様 の も の があ っ た が図 化 し て い な い 。 大 き さ は 固 化 し た も の と 大 同 小 異 で、 あ る 。

凹 凸 が不規則 に 入 り J旨跡 は ほ と ん ど見 ら れ な い 。 こ れ ら の 土 塊 は 家屋焼失 に 関 係 す る 可能性 を 指摘 し て お く 。
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0551029 [第54図 ・ 第55図]

こ の遺構 は 、 完形 に 近 い土器が集 中 し て い る と こ ろ か ら 何 ら かの 遺構が存在す る も の と 考 え 、 遺物集 中 出

土範 囲 か ら 確認作業 を 進め た 。 そ の 結果 、 そ の周 囲 に あ っ た掘 り 込み の 輪郭 を 確認 で き た 。

b - 34 グ リ ッ ド � c - 34 グ リ ッ ド に ま た が っ た 地 点 に位置 し 、 5SX021 と も 重複 し て い る 。 ま た 同 時期 の 井

戸遺構の5SE064 も 切 っ て い る 。 住居跡 の 規模 は 、 長軸3. 54m、 短軸2. 72m、 床面積9. 6m2 で 平 面形 は 整 っ た

長方形 を 呈 し て い る 。 長軸方位 は N - 5S0 -w で あ る 。 壁高 は 、 9 � lOcm を 残 し て い る 。 床 面 西 側 に は 柱

穴 l 個 を 検出 し 、 東側 隅 に は 貯蔵穴状の 落 ち 込み を 検出 し た 。

で あ る 。 あ ま り 締 ま り は な い が粘 質 土 で 少埋土 は 明確 な 分層 は で き な か っ た 。 土色 は褐色 (7. 5YR4/3)

量 だ け砂粒子が混 じ る 。

[出土遺物] [第56図~第59図 ]

遺物が多 く 、 特徴 も さ ま ざ ま で あ る 。 図化 し た の は 、 聾が17点 、 査が 7 点 、 二 重 口 縁塞 が 1 点 、 脚付鉢が

rD
 
司t

l 点 、 鉢が12点 、 杯が 2 点 で あ る 。

聾 は大 き く 3 種類 に 分 け ら れ る 。
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. 
第 1 の も の と し て は 、 303 ・ 304 ・ 306があ る 。 303 は 口縁部がほ ぼ直 に 伸 び広 が る 。 胴 部 は倒卵形 を 呈す る 。

外器面 に は斜め 方 向 の ハ ケ 目 に よ る 調整がな さ れ、 内器面 に も ハ ケ 目 に よ る 調整 の後ヘ ラ 削 り が部分的 に 入

る 。 口 径13. 1cm、 器高 16. 7cm、 最大胴径は 15. 1cm を 測 る 。 304 は 口 縁部がや や 内傾 し て い る 。 外器面 に は

縦方 向 の ハ ケ 目 が残 り 、 内 器面 は 下位 が斜め 方 向 、 上位 は横方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径 が12. 8cm、

器高 が17. 3cm、 最大胴部径が16cm を 測 る 。 306 は 、 口縁部が広 く 聞 き 内 湾 し 短 く 終 わ る 。 胴 部 は つ ぶ れ た

楕 円体 を 呈 し 、 外器面 に は 丁寧 な ハ ケ 目 調整が施 さ れ、 内器面 に は 下位 に へ ラ 削 り 、 上位 に横方 向 の ハ ケ 目

が施 さ れ る 。 内 器面底部 に は 指押 さ え の 跡 が残 る 。 口 径 が12. 8cm、 器高 が17. 3cm、 最大 綱 径 が16cm を 測

る 。

第 2 の も の と し て は 、 305 ・ 307�314 . 317があ る 。 305 . 307�314 は ほ ぼ同規模 の 聾 で あ る 。 305 は 頭 部 か

ら 急激 に 聞 き 外反 し な が ら 口 唇部 に 至 る 。 口 唇部 は 丸 ま る 。 外器面 は斜 め 方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 中位 で 方 向

が異 な る ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径が15. 5cm、 復元最大胴径が19. 1cm を 測 る 。 307 は 頚部が短 く や や
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厚 く な り 、 口唇部は つ ま み上 げ ら れ気味で角 張 る 。 外器面 は斜め ハ ケ 目 がわ ず か に 残 り 、 内器面 は胴部がヘ

ラ 削 り さ れ て い る 。 口 縁部 内 に横方 向 の ハ ケ 目 状痕跡が残 る 。 復元 口 径 が16. 2cm を 測 る 。 外器面 に 黒 斑 が

あ る 。 308 は 、 口縁部が短 く 、 頭部か ら 外反 し て 口 唇部 に 至 る 。 頭部外面 に は 弱 い 高 ま り が巡 る 。 胴 部 は卵

形 を 呈す る 。 外器面 は縦方向 の や や ハ ケ 聞 の広 い ハ ケ 目 が残 る 。 内器面 は 縦方 向 の へ ラ 削 り が残 る 。 復元 口

径 が16. 4cm を 呈す る 。 309 は 頚 部 が締 ま り 、 口縁部 は 縦 に 直 に 立 ち 上が り 途 中 か ら 屈 曲 が大 き く な り 外反

し な が ら 端部 に 至 る 。 口 唇部 は 丸 く な る 。 内器面 の 口 唇部近 く に 弱 い 溝状の へ こ み が巡 る 。 外器面 に は横 に

平行 の タ タ キ が縦方向 の ハ ケ 目 の 聞 に 見 え る 。 内器面 は斜め 上方への ヘ ラ 削 り を 施 し て い る 。 器形 は や や ひ

ずみがあ り 、 胴 部 は 大 き く 卵 形 で あ る がや や ゆ がむ。 口縁径 は 16. 3cm、 最大胴部径 は20. 8cm を 測 る 。 外器

面 に は黒斑があ り 、 煤が付着 し て い る 。 粘土巻上げ痕 ら し き 跡が表面 に 残 る 。 31mま 口縁部 が頭部 か ら 急 に

聞 き 、 ほ ほ直 に 伸 びて 口 唇部 に い た る 。 口 唇部 は 角 張 り 、 内器面 に 弱 い 沈線が巡 る 。 胴 部 は 頚部 か ら 張 り 出

す。 口 縁部径 は 17. 4cm を 測 る 。 311 は 口 縁部が頚部 か ら 急激 に 外反 し な が ら 伸 び 口 唇部 に い た る 。 口 唇部

は や や 角 張 る 。 胴部は倒卵形であ る 。 復元 口 径 は 19. 8cm を 測 る 。 外器面 の 調 整 は 不 明 で あ る が、 内 器面 に

は ヘ ラ 削 り が残 り 、 頭部 に 指押 さ え 痕 が残 る 。 312の 口 縁部 は頚部か ら や や 内 湾 し な が ら 端部 に 至 る 。 口 唇

部 は 尖 り 気味 に す ぽ ま る 。 胴部 は倒卵形 を 呈す る 。 外器面 は縦方 向 の ハ ケ 目 が部分的 に 残 る 。 内 器面 は 低位

か ら 中位 ま で と そ の 上位 と は ヘ ラ 削 り が異 な る 。 ま た 内器面 に は土器の 成形の粘土巻上 げの接合痕が残 る 。

復元 口 径 は 17. 6cm、 復元最大胴 部 は21 . 6cm を 測 る 。 313 は 口 唇部が頭部 か ら 直 に伸 び端部 に 至 る 。 口 唇 部

を つ ま み上 げて い る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 内器面 は ヘ ラ 削 り が主 で あ る が上部 に わ ずか に ハ ケ 目 が残

る 。 口縁径 は 16. 2cm、 最大胴部径 は 19. 9cm を 測 る 。 314 は 作 り が丁寧で 口縁部 は 頚 部 か ら 内 湾 し な が ら 広

く 聞 く 。 口 唇部 は 尖 り 気味 で あ る 。 口縁内面 に は横方 向 の ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 胴 部 は 卵 形 を 呈 し 、 外器

面 は 斜 め 方 向 に 細 か い ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 復元 口径が17. 2cm、 復元最大胴部径が22. 3cm を 測 る 。 317

は 口縁部 が頚部か ら や や外反 し な が ら 直気味 に 伸 び、 口唇部 に い た っ て 断面が尖 り 気味 に な っ て 終わ る 。 胴

部 は卵 型 に 近 い 。 外器面 は 上部 に タ タ キ に よ る 調整が施 さ れ、 下位 に は ハ ケ 目 で調整 さ れ る 。 内 器面 は わ ず

か に ヘ ラ 削 り 痕 が残 る が大部分 は ナ デ消 さ れ て い る 。 粘土紐 の痕跡が見 え る 。 復元最大胴部径21 . 0cm、 復

元 口 径15. 0cm を 測 る 。 318の 口 縁部 は 頚 部 か ら 直 に 聞 き 、 口 唇部 は 角 張 り 端部 を つ ま み 上 げて い る 。 口 縁

途 中 がや や ふ く ら む 。 胴 部 は 最大径が中位 に あ る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が斜 め 方 向 に 施 さ れ、 内 器面 に は 同 じ

方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 頭部 に 指頭圧痕があ る 。 内外器面 に黒斑があ る 。 口 径 は 14 . 9cm、 最大胴部径

は21 . 0cm を 測 る 。

第 3 は そ の他の も の で 、 や や胴長の315 . 316 ・ 319があ る 。 315の 口縁部 は頚部か ら 縦 に 直気味 に伸 び、 口

唇部 は 尖 る 。 胴 部 は あ ま り 張 り 出 さ ず、 不整形で あ る 。 外器面 は粗 く 幅広 い ハ ケ 目 が、 内 器面 は細 身 の ヘ ラ

削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径14. 8cm を 測 る 。 外器面 に黒斑が有 る 。 316 は 口 縁部 が頚 部 か ら 聞 き 途 中 か ら さ

ら に外反 し 、 胴部の最大径 は 下位 で あ る 。 外器面 は組いハ ケ 目 が薄 く 残 る 。 内 器面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

口 径 は 14. 4cm を 測 る 。 319 は 胴部 の み で頚部 よ り 上部 は 欠損 し て い る 。 胴 部 が頭部 に 向 か つ て 締 ま っ て い

く の で壷か と も 考 え た が、 外底面 に煤が付着 し て い る こ と か ら 聾 と し て扱 う 。 胴部 は 中 部付近で強 く 張 り 出

し 、 底部は平底 を 呈す る 。 外器面 に は斜め方向のハ ケ 目 調整が、 内器面 に は斜め方向 の ハ ケ 目 調整が上位 に

残 り 、 中位以下 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元最大胴部径 は24 . 2cm、 底部径 は5. 9cm を 測 る 。

費形土器で も 326 は 二 重 口 縁 を 持つ大型聾 で あ る 。 口縁部 は 欠損す る 。 胴 部 は 丈の 低 い 楕 円 体 を 呈 す る 。

底 部 がや や細 く な る 。 全器高 は 不 明 で あ る が、 頭部 か ら 27. 0cm ほ ど で あ る 。 最 大 胴 部 径 は33. 7cm で あ る 。

外器面 は 斜 め 方 向 の ハ ケ 目 調整、 内 器面 は 薄 く ハ ケ 目 が残 り 大部分は ヘ ラ 削 り で あ る 。 内外器面 に節合痕が

残 り 、 製作過程 を 示す も の で あ ろ う 。 ま た 、 内器面 に は赤彩が部分的 に 残 る 。 顔料 を 入 れ て い た 可能性があ

る 。

- 80 一
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童形土器は320 -325 で あ る 。 口 縁形態 と 胴部の 張 り 方 、 全体の プ ロ ポ ー シ ョ ン か ら い く つ か に 分類可 能 で

あ る 。 た だ 、 完形の も の は 少 な い の で や や厳密で な い 。

320 は 、 胴部上位 か ら 口縁部 ま で の 破 片 で 、 口 縁 は 頚部 か ら 外反 し な が ら 口 唇部 に 至 る 。 口 唇部 は 角 張 る 。

内外器面 は ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 胴部 は卵形で あ ま り 張 り 出 さ な い も の で あ る 。 内器面 は横方向 の ハ ケ 目

を 主 と し て 回 線状 の 調 整痕 も 残 る 。 ま た 、 粘 土 の 接 合面が残 る 。 口 径 が16. 4cm を 測 る 。 321 . 323 ・ 325の

口縁部 は ほ ぼ同 じ 形態 に 属 す る 同系統の も の と 判 断 し た 。 口縁部が欠損 し た も の も あ る が、 外反 し な が ら 口

唇部へ伸 びて い く も の で あ る 。 口 唇部 は 角 張 る 。 胴部形 は 球形 に 近い 。 321 は 口 縁部 が や や 外 反 し 、 頚 部 か

ら 胴部が広 が っ て い る 。 外器面 に ハ ケ 目 の 上 に ミ ガ キ が施 さ れ る 。 内器面 に は ヘ ラ 削 り の 他頭部下位 に 指押

さ え が見 ら れ る 。 ま た 、 接合部が見 え る 。 口 径 は 14 . 3cm を 測 る 。 323 は 胴 部 の み で 倒 卵 形 で あ る 。 外器面 は

ハ ケ 目 調整、 内器面 は ヘ ラ 削 り が全面 に 施 さ れ、 頭部下位 に や は り 指押 さ え が見 ら れ る 。 最大胴部径 は29. 1

cm を 測 る 。 325 は ほ ぼ完形で器高 は33. 2cm を 測 る 。 外器面 に 斜め 方 向 の 交E の ハ ケ 目 、 内 器面 に は 下位 の

斜め 方 向 の へ ラ 削 り と 上位の横方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径 は 18. 5cm、 胴部最大径が28. 9cm を 測 る 。

322 は 上記の も の に似 る が口 縁部が頚部か ら 直気味 に 伸 び、 上位で外反 し 口 唇部 に 至 る 。 口 縁部全体の 長 さ

も 長 く 伸 びる 。 口 唇部 は や や 丸 ま る 。 外器面 は 斜め方向の ハ ケ 目 を 主 と し た 調整が施 さ れ る 。 内器面 は 口 縁

部で横 方 向 の ハ ケ 目 、 頚部下位 に 指押 さ え 、 そ の 下 に ハ ケ 目 、 ヘ ラ 削 り な ど調整が施 さ れ る 。 胴 部 の 最大径

は 上位 に あ る 。 口 径 は 17. 9cm を 測 る 。

324 は 二 重 口縁の査で あ る 。 口 縁部 は 頚部か ら く の 字 に2cm ほ ど伸 び、 屈 曲 し で ほ ぼ直 に 立 ち 上 が る 。 外

器面 は調整が不 明 で あ る が、 内器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 胴部の最大径は 中 位 に あ り 最大胴部径 は33. 8cm

で あ る 。 口 径 は 15. 8cm で あ る 。

鉢形土器 と し て 、 327があ る 。 胴部か ら 口 縁へ向 け て 大 き く 聞 く 器形の た め 鉢 と し た 。 口 縁部 は 欠損 し 不

明 で あ る 。 器面調整 は あ ま り 明確で は な い が、 外器面 に ハ ケ 目 が少 し 、 内器面 に ナ デ と ヘ ラ 削 り がわずか に

み え る 。 底部 は や や 平底 に な り 、 径が4. 1cm を 測 る 。 内外器面 と も に 黒斑があ る 。

杯形土器は 、 330 ・ 331 で あ る 。 330 は体部か ら 口 縁部が直 に な る も の で 内 外器面 と も ナ デ調 整 に よ り な る 。

口 径 は 1 1 . 7cm、 器高 は3. 2cm、 底径が6. 2cm を 測 る 。 331 は 口 縁部で外側 に 外 反 す る も の で あ る 。 外器面 に

ナ デ、 ハ ケ 目 調整が残 る 。 復元 口径が1O. 7cm、 器高が3. 4cm、 復元底径 は7. 2cm を 測 る 。

328 は短 い 脚 の付 い た 鉢 で あ る 。 鉢部 は外側 に 直 に 聞 く 。 脚 は そ れ を 支 え る た め 急激 に 聞 く 。 調 整 は ナ デ

に よ る 。 口径が13cm、 器高 が7. 4cm、 脚部底径6. 2cm を 測 る 。

329 ・ 332 -340 は 鉢形土器で あ る 。 大 き く 329の よ う に頭部が強 く 締 ま り 聾 に似 た 形態 の も の と 、 そ の 他 の

頭部 か ら 聞 き 口 径 が最大径 に な る も の に 分 け ら れ る 。 332 は復元 口 径 が19. 8cm と 他 の も の に 比べ 大 き い 。

外器面 に は ハ ケ 目 、 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に は 煤が付着 し て い る 。 333 ・ 334 ・ 338 は 器高 が

7. 1cm、 5. 9cm、 7. 5cm と 差があ る も の の 、 口径は 16. 0cm、 15. 6cm、 15. 5cm と ほ ぼ同 じ 径 で器形 は よ く 似

る 。 頚基部 の 屈 折 は 強 く 、 中 で も 333 ・ 334 は 特 に 強 い 。 こ れ ら は外器面 がハ ケ 目 調整 を 施 さ れ る 。 頚基部 の

屈折が大 き く 口 縁が長 い も の は335 ・ 336で あ る 。 335 は胴部が頚基部 か ら 大 き く 広 が る 。 復元 口 径 が15. 6cm、

器高が8. 0cm で復元胴部径が13. 1cm を 測 る 。 336の 胴 部 は 頚基部か ら ほ と ん どふ く ら ま な い 。 復 元 口 径 が

13. 4cm、 胴部径が1O. 6cm を 測 る 。 337 ・ 339 ・ 340は頭部か ら 口 唇部 ま で が短 い も の で あ る 。 337は 頚 部 か ら

内 湾 し て 立 ち上が る 。 外器面 に ヘ ラ 削 り が残 る 。 口径が15. 1cm、 器高 が7. 4cm を 測 る 。 339 は 頚部 が ほ と ん

ど屈折 し な い 。 復元 口径が14 . 7cm、 器高が6. 4cm を 測 る 。 340 は頚部か ら 口 唇部 ま で は さ ら に 短 い 。 屈 折 は

は っ き り し て い る 。 外器面 に は ヘ ラ 削 り 、 内 器面 も へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径 が13 . 4cm、 器 高 が6. 4cm を

測 る 。
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05SI033 [第60図]

こ の 遺構 は a - 34 ク申 リ ッ ド に 位 置 し て い る 。 住居跡 の 規模 は 、 長期h6. 17m、 短期115 . 45m 、 床 面 積約33. 6 m'

で 、 平面形は東西 に 長 い 長方 形 を 呈 し て い る 。 長軸方位 は N - 520 - E で あ る 。 壁 高 は 9 � 26cm を 残 し て

い る 。 床 面 に は 、 柱 穴 ・ 炉等 の 施 設 は 認 め ら れ な か っ た 。

遺構内 の 覆 土 は 一層 で 、 黄褐色 (lOYR5/6) を 呈 し 、 砂 を ほ と ん ど含 ま な い 粘質土 で あ っ た 。

[ 出土遺物] [ 第61 図 ]

小 片 が多 く 図化 で き る も の が少 な か っ た 。 図化 で き た の は 聾 4 点 、 壷 が 4 点 、 小型壷 3 点 、 鉢 2 点 、 杯形

土製模造日l が 1 点 で あ る 。

341 ・ 343 � 345 は 聾で あ る 。 341 は 口縁部がや や 内 湾 し な が ら 口唇部 に い た る 。 口 唇部 は 尖 り 気味 に な る 。

胴 部 は 倒 卵 形で あ る 。 外器面 は 主 に縦方向 の ハ ケ 目 が部分的 に 見 ら れ る 。 内 器面 は 縦方 向 の へ ラ 削 り を 中 心

と す る 。 口 径 は 16. 2cm、 器高 は24. 2cm ほ ど、 最大胴部径 は21 . 5cm を 測 る 。 343 は 口縁部 を 主 と す る 破片 で

あ る 。 口 唇 部 に 弱 い 凹線部が周 り 端部 は 丸 ま る 。 内器面 の へ ラ 自Ij り が わ ずか に 見 え る 。 復 元 口 径 が16. 4cm

を 測 る 。 344 は 口 縁部が広 く 外反 し な が ら 開 き 、 口 唇部付 近 で や や 内 湾気 味 で あ る 。 口 唇 部 自 体 は 丸 ま る 。

外器面 に は右上が り の タ タ キ を 施 し た 後 に 縦方向 の ハ ケ 目 が施 さ れ て い る 。 内 器面 に は縦方 向 か ら 横方 向 の

へ ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 外器面 に は 煤が付着 す る 。 復 元 口 径が15. 6cm を 測 る 。 345 は 頭部 に 稜 を 持 ち 、

口縁部は外反 し な が ら 端部 に 至 る 。 口 唇部 は 丸 ま る 。 外器面 は横方 向 か ら 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器

面 は左上が り の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径が16. 0cm を 測 る 。

342 ・ 346 ・ 347 ・ 351 は 査 で あ る 。 342 は 口 唇部が細 く 丸 ま り 、 口 縁部 は 外反 し 、 そ れ 自 体 は 長 い。 胴 部 は

胴 部 の 中 位 を 最大径 と す る 。 外器面 は ハ ケ 目 調整の ち ナ デ に よ る 。 器壁 は 内 器面 に 施 さ れ た 横 方 向 の へ ラ 削
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第 四 章 調査の成果

り に よ り 薄 く な る 。 復元 口 径 は 17. 6cm、 復元最大胴部径 は25. 8cm を 測 る 。 ま た 、 346 ・ 347の よ う に 二 重 口

縁の査形土器で あ る 。 346 は破片 の た め全体像 は 不 明 で あ る が、 残存部か ら 判 断す る と か な り 大型 の も の と

思 わ れ る 。 頚部 は 数 cm 直 に 伸 び、 ほ ほ真横 に広 が り さ ら に屈 曲 す る も の で あ る 。 外器面 は 中 位 か ら 下 は 不

定方 向 の へ ラ ナ デ、 上 は ハ ケ 目 の後 に縦方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 内器面 は横方 向 の ナ デ と へ ラ 削 り が施

さ れ る 。 復元最大胴 部 は25. 6cm を 測 る 。 351 は 胴 部 中 位 か ら 下位近 く ま で の 破片 で あ る 。 中 位 で 明 瞭 な 屈

曲 を 持つ。 外器面 は 斜 め 方 向 の ハ ケ 目 がわずか に 残 る 。 内器面 は 丁寧 な ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 胴部 の復元

最大径 は 16. 4cm を 測 る 。

348-350 は小型壷で あ る 。 348 は 口縁部が直 に 立 ち 、 査 に 近 い 。 外器面 は 中 位 よ り 下位 に横 方 向 に ハ ケ 目

が施 さ れ る 。 内器面 は ヘ ラ 状工具に よ る ケ ズ リ や圧痕が施 さ れ る 。 復元 口 径 が9. 4cm、 器高が8. 2cm、 最大

胴部径が10. 4cm を 測 る 。 349 は 頚 部 か ら 口 縁端部 ま で緩 や か に 聞 く 。 胴 部 の 最 大径 は 頚部 よ り 狭 い 。 器高

も 高 い 。 外器面 は ナ デ、 内器面 も ナ デ調整が施 さ れ る 。 内器面底部 に は細 か い指頭圧痕が残 る 。 口 径 は 10. 9

cm、 器高が9. 7cm を 測 る 。 350は349 よ り も 頭部の屈折が強 く 、 器高が低 い 。 器壁 は や や厚 い 。 口 径が10. 1cm、

器高が9. 5cm、 最大胴部径が1 1 . 5cm を 測 る 。

352 と 353 は 脚付鉢で あ る 。 352 は 杯部が浅 く 、 緩や か に 伸 びて 口 唇部 に 至 る 。 外器面 ・ 内 器面 と も に ハ ケ

目 調整が施 さ れ る 。 脚 部 は そ れ よ り や や長 く 底位付近で急激 に 聞 く 。 外器面 は ハ ケ 目 調整 、 内 器面 は横方向

の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 白縁部 に煤が付着す る 。 内底面 に は使用 に よ り 摩耗 し て い る 。 口 径 は 18. 6cm、

器高 は 12 . 0cm を 視団 。 353 は 脚部が接合部か ら 急激に 開 く 。 復元底径 は 1O. 6cm を 測 る 。

354 は 杯形 の 土 製模造 品 で あ る 。 手担 に よ る 成形で指頭圧痕 も 残 る 。 口 縁部径が8. 5cm、 器高 が3. 4cm を

測 る 。

0581035 [第62図】

こ の遺構は Z - 34 グ リ ッ ド に位置 し 、 調査区 際 に 出 土 し て い る 。 住居跡 の 規模 は 、 長軸3. 58m、 短軸3. 22

m、 床面積約 1 1 . 5m2で 、 平面形 は 北東 に わずか に 長 い 長 方形 を 呈 し て い る 。 長 軸 方位 は N - 330 - w で あ

る 。 壁高 は 18-37cm を 残 し て い る 。 床面 に は 、 2個 の 柱穴 を 検 出 し た が、 配列 は 不規則 で あ っ た 。 ま た 、

西側 に 周 溝状の溝が認め ら れ た 。 炉 は 、 中 央部か ら や や西部 よ り に 設 け ら れ、 平面形 は長楕円形で あ っ た 。

当 初 遺構が見分け に く か っ た が、 壁際 を 精査 し て輪郭 を 出 し掘 り 下 げ た 。 埋土 は 流 れ込 ん で い っ た状況で

深 さ があ る た め 数層 が確認で き た 。 埋土 は大 き く は 5 層 に 分割 で き た 。 以下 の と お り で あ る 。

l 層 は 暗褐色土 ( 1OYR3/3) で粒子が細 か い 。 2層 は 暗褐色土 ( 町田3/4) で粒子が細 か く 、 マ ン ガ ン 集

積があ り 、 粘土粒 も わ ず か に 含 む 。 3層 は黒褐色土 ( lOYR2/3) で 、 黄斑、 黒斑が入 り 、 粒子 は 細 か い 。 4層

は 黒褐色土 ( 10YR2/3) で 、 粘性が強 く 、 よ く し ま る 。 5層 は 黒 色 土 (1OYR2/1) で粒 子 が細 か く 、 よ く 締

ま り 、 遺物 を わ ず か に 含 む 。 6層 は褐色土 ( 10YR3/4) で粘性が強 く よ く し ま る 。 遺物 は あ ま り 含 ま な い 。 7

層 は 暗褐色土 ( 10YR3/3) を 呈す る 壁際付近 の埋土で、 よ く し ま り 、 地 山 と の 差 を 見 わ け に く い 。 わ ず か に

灰色粘性土 を 含み 、 や や 暗 い こ と で見 わ け た 。 8層 は 黒褐色土 (10Y百2/2) で 、 焼土粒子や 炭化物粒子 を 含

む部分的 な 土 で 、 焼土 と 関係があ る 。

[出土遺物] [第63図 ]

出 土 し た遺物は小片が多 く 、 図化で き た の は 、 費が 3 点 、 鉢が I 点 、 鉢形の土製模造 品 l 点 、 摩石が l 点

で あ る 。 聾 で は 、 355 . 356 ・ 358があ り 、 そ れぞれ特徴がこ と な る 。 355 は 立 ち 気味 の 直線口縁で胴部 の 張 り

が上部の ほ う に あ る 。 外器面 は 縦方 向 及 び斜め方向の ハ ケ 目 、 内 器面 は横方 向 の ヘ ラ 削 り に よ る 調整が施 さ

れ る 。 口 縁部径が14. 3cm を 測 る 。 356は 口 縁部がやや外反 し な が ら 直 気味 に 伸 び る 。 口 唇部 は 尖 り 気味 で

あ る 。 胴部 は そ れ ほ ど張 ら ず最大径 は 中位 よ り 下 に あ る 。 外器面 は縦方 向 の ハ ケ 目 後 ナ デて い る 。 内器面 は
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へ ラ 状工具痕が残 り 、 斜 め 方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ

る 。 復 元 口 径 は 1 1 . 6cm を 測 る 。 口 縁 部 は 直線 的 で

や や 広 が る 傾 向 が あ る 。 358 は 翠 の 口 縁部 内 側 に カ

聞 キ メ 状の横 ナ デが施 さ れ て い る 。 口 縁部外器面 に は

@ 赤彩が見 ら れ る 。 復元 口 径が15. 4cm を 測 る 。

359は 鉢71� の 土 製模 造 品 で 、 手狸 に よ る も の で 指

ナ デ調 整 さ れ指頭圧痕 も 残 る 。 口 径 が3. 2cm 、 器高

が3. 1cm を む11] る 。

360は 典 型 的 な 磨 石 で あ る 。 よ く 使 い こ ま れ て 水

平面が 3 面形成 さ れ 、 表而 も な め ら かで あ る 。 長 さ

が10. 45cm 、 IIJ�9. 2cm 、 厚 み が6. 4cm を 測 る 。 石 材

は石英安山 岩 で あ る 。

- A '  I IN 

4 m  
05SI039 [第64図 ]

Z - 32 グ リ ッ ド �Z - 33 グ リ ッ ド に か け て t食 出 し 、

構状遺構 に 切 ら れ て い る 。 住居跡の規模 は 長制12 . 04

m 、 短ll!iI! l . 55m 、 床 面積3. 16m2 で 、 東北方 向 に 長 い 控 美 な 長方 形 を 呈 し て い る 。 長IIIIJj 方位 は N - 0 0  - 8 で

あ る 。 壁 高 は 4 �9cm を 残 し て い る 。 床面 に は 3 個 の 柱穴 を 検 出 し た が、 推定で P 4 が あ る と 思 わ れ 、 4本

柱 の 竪穴住居が想定 さ れ る 。 床 面 中 央部北側 に焼土 の 集 中個所が l ヶ 所検出 さ れ た 。 な お 、 情状逃構 の 下 を 、

幅22 �26cm 、 深 さ lOcm の小構が通 っ て お り 、 住居跡、 と ほ ぼ同 時 期 の も の と 思 わ れ る 。

回
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O 20cm 
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埋土 は 、 A - B 聞 で は 、 l層 は 黒 褐色 ( 1OYR3/2) 粘土 を 呈 し 、 固 く し ま る 粘土層 で 、 所 々 に 2 -3mm 程

度 の マ ン ガ ン 粒 子 、 3 - 5mm 程度の酸化鉄 の 固 ま り を 含む 。 2層 は 赤褐色 (5YR4/6) 粘土層 で 、 い わ ゆ る 焼

さ ら さ ら し て い る 。土層 で あ る 。 締 ま り は な く 、

で 、 聞 く し ま る 粘 土 層 。 所 々 に 2 - 3mm 程D - C 間 の土層 断面 に よ る と 、 l層 が黒褐色粘土 ( 1OYR3/2)

で 、 固 く し ま

こ の 住 居 跡 の

度 の マ ン ガ ン 粒子 、 3 - 5mm 程 度 の 酸化鉄の 固 ま り を 含 む。 2層 は 、 黒褐色粘土 ( l0YR3/2)

で 、つ ま む と 簡単 に 崩 れ る 。 3層 は 、 黒褐色粘土 (lOYR3/l)

pnv

 

nむ

っ て お り 、 粘性 カfあ ま り な く 、
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埋土 よ り や や 黒 っ ぽい粘土層 で あ る 。 固 く し ま っ て お り 、 粘性があ ま り な く 、 つ ま む と 簡単 に 崩 れ る 。 2 �

3mm 程度 の マ ン ガ ン 粒子 、 3 � 5mm 程度の酸化鉄の 固 ま り を 含 む 。

[ 出土遺物] [第65図]

図化 し た の は 、 聾 が 2 点 、 査 2 点 、 小型査 1 点 、 鉢形土製模造品 l 点 で あ る 。

362 ・ 364 は 聾 で あ る 。 362 は 古墳時代前期 の も の で 口縁部 の 破片 で あ る 。 頚 部 か ら 口 唇部 へ か け て 内 湾 し

な が ら 伸 び る 。 口 唇部 で や や 上 に つ ま ん だ よ う に な っ て い る 。 復元 口 径 は 16 . 2cm を 測 る 。 364 は 頚 部 か ら

口 唇部 ま で の 口縁 が ご く 短 く 、 胴 部 の 張 り が弱 く 直線的 で あ り 、 こ の遺構 自 体の 残存率が低 く 他の 時期 の も

の も 混 じ っ て お り 、 こ れ も 古代 の も の が紛れ込ん だ可能性があ る 。 外器面 は 斜 め 方 向 の ハ ケ 目 がナ デ消 さ れ

て い る 。 内 器面 は斜 め 上 方 向 へ の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径 は23. 0cm を 測 る 。

361 と 363 は 壷 で胴 部 の 張 り と 口縁端部の 聞 き が同 じ く ら い で や や 頭 が重 い よ う な 感 じ を 受 け る 。 口縁部は

二重口縁の よ う な 屈 曲 を 持つ 。 361 は完形で、 外器面 に 斜 め 方 向 の ハ ケ 目 が部 分的 に 残 り 大部分 は ナ デで あ

る 。 内 器面 は ヘ ラ 削 り で あ る 。 口 縁径が12. 6cm、 器高が16. 5cm、 最大胴部径 は 14. 6cm を 測 る 。 363 は 口 縁

部の屈折が緩や か で、 あ る o 外器面 の 調 整 は不明瞭で、 、 内器面 は 斜め 方 向 の へ ラ 削 り を 施す 。 復元 口 径 は 1 1 . 2 

cm を 測 る 。

365 は小型査 に 分類 し て お く が、 形態 的 に は 聾 の 方 に よ り 近 い の で小 型聾 と し て も よ い の か も し れ な い 。

口縁部 は 短 く 、 尖 っ て 終わ る 。 器面調整 は 外器面がナ デ と ケ ズ リ を 、 内 器面がヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 器形 自

体 は 手担で あ る 。 口 径 が7. 6cm、 器高が7. 6cm、 最大胴部径が7. 7cm を 視IJ る 。

366は 破損 し て 形が崩 れ て い る が、 鉢形の 土製模造 品 で あ る 。 指 ナ デ に よ る 手担 で あ る 。 器高 は3. 2cm を

測 る 。

円i口δ
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( 3 ) 掘 立柱建物 跡

0488008 [第66図]

遺構 は 調 査 四 区 の W- 27 グ リ ッ ド で検 出 し た 。

柱跡の 重 な り か ら 2 棟の切 り あ い と 考 え た 。 本来遺

構番号 を 分け て 付 け る べ き で あ っ た が、 完全 に 2 棟

が別 の も の で は な く 、 同 一地点 に 建 て 替 え た も の と

考 え 、 建物 の 性格 も 同 ー の も の と 考 え ーっ の番号 と

し た 。 た だ、 図 で は A と B の 建物 を 想 定 し 、 柱 の

切 り 合 い か ら B を A が切 っ て い る も の と し た 。 伴

出 す る 遺物が無い の で 時期 は 明確で な い が、 出 土状

況や他の古代の掘立柱建物跡 と は 時期差があ り 、 こ

こ で扱 う こ と と し た 。 し た が っ て 必ず し も 古墳時代

前期 の遺構 と は 限 ら な い こ と を 付記 し て お く 。

そ れぞれの ピ ッ ト の 埋土 は 基本 的 に 掘 り 方 の 埋土

と 柱痕が腐食 し た 後 に 入 り 込 ん だ土 で あ る 。 た だ切

り 合い も あ る よ う に そ れぞれの ピ ッ ト の 埋土 に は 若

干 の 違 い があ る 。

確認 し た面がか な り 削平 さ れ た状況で あ る た め 、

埋土 は少 な い 。

P l の掘 り 方埋土 は 灰黄 褐 色 ( lOYR4/2) を 呈 し 、

多量の酸化鉄 を 含み 、 や や締 ま る 。 柱痕 の 埋土 は 黒

褐色 (2. 5Y3/1 ) を 呈 し 、 締 ま り は 弱 く 、 粘 土 質 の

ブ ロ ッ ク ・ 微量 の 炭化物 を 含 む 。

P 2 の掘 り 方埋土 は 灰黄 褐 色 ( 10YR4/2) を 呈 し 、

締 ま り 強い粘質土 で炭化物 ・ 酸化鉄 を 含む 。 柱痕 の

埋土 は灰黄褐色 ( 1OYR4/2) を 呈す る 粘性土 で 、 締

ま り は 強 く 、 ブ ロ ッ ク 単位 で ま と ま っ た 酸化鉄 を 含

む 。

P 3 の 掘 り 方埋土 は 、 黒 褐 色 (lOYR3/2) を 呈 し 、

締 ま り が有 り 、 酸化鉄 を 含 む 。 柱根の埋土 は黒褐色

(7. 5YR3/1 ) を 呈 し 、 締 ま り が あ る 。 酸化 鉄 ・ 炭

化物 を 含 む 。

P 4 の 掘 り 方埋土 は 灰黄 褐 色 ( 10可四.412) � 黒 褐

色 (町田.412) を 呈 し 、 締 ま り は ゆ る い 。 粘土 ブ ロ

ッ ク 、 酸化鉄 を 含む 。 や や粘性土部分 も あ る 。 柱痕

埋土 は褐灰色 ( lOYR4/1 ) を 呈す る 粘 質 土 で 、 締 ま

り は 強 く は な い 。 少量の酸化鉄 ・ 炭化物 を 含 む 。

P 5 の 掘 り 方埋土 は に ぶ い 黄褐 色 ( lOYR4/3) を

呈す る 粘質土で、 酸化鉄や 炭化物 の 粒子 を 含 む 。 黒

色土 も 混 じ る 。 柱痕の埋土 は オ リ ー ブ黒色 (5Y3/1 )

- 88 
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を 呈 す る 粘質土で、 締 ま り があ り 、 酸化鉄 を 含み 、 黒色粘土 も 混 じ る O

P 6 の掘 り 方埋土 は 黒褐 色 (5Y3/1 ) � オ リ ー プ黒色 (5Y3/1 ) を 呈 す る 粘 質 士 、 締 ま り があ り 、 酸化鉄

・ 炭化物 を 含 む 。 多少砂混 じ り の 部分 も あ る O 柱痕 の埋土 は オ リ ー ブ黒 (5Y3/1 ) を 呈 す る 粘 質 土 で 、 締 ま

り は 弱 く 、 酸化鉄 を 含 む 。

P 7 の掘 り 方埋土 は 黒色 (5Y2/1 ) を 呈 す る 粘質土で、 黄灰 色土が混 じ る 。 酸化鉄 も 含み 、 締 ま り は あ る

が弱 い部分 も あ る 。 柱痕の埋土 は黒褐色 (2. 5Y3/1 ) を 呈す る 粘 質 土 で 、 黒 色 土 が混 じ る 。 炭化物 ・ 酸化鉄

も 含 む。

P 8 の掘 り 方埋土 は灰黄褐色 ( lOYR4/2) を 呈 し 、 締 ま り があ る 。 多 量 の 酸化鉄 を 含 み 、 粘 質土 の ブ ロ ッ

ク と 微量 の 炭化物 を 含 む 。 柱痕 の埋土 は黒褐色 (2. 5Y3/1 ) を 呈 し 、 締 ま り は 弱 い 。 炭化物 ・ 酸化鉄 を 含 む 。

P 9 の 掘 り 方埋土 は 褐灰 色 ( lOYR4/1 ) � 黒褐色 (lOYR3/2) を 呈す る 粘 土 で締 ま り 強 い 。 炭化物 ・ 酸化

鉄 を 含 む 。 柱痕の埋土 は 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) を 呈す る 粘質土で、 強 く 締 ま る 。 炭化物 ・ 酸化鉄 を 含 む 。

PlOの掘 り 方埋土 は 黄灰 色 (2. 5Y4/1)  �黒色 (5Y2/1) を 呈 す る 粘 質 士 で 黒 褐 色 土 や 黄灰 色 土 が混 じ る 。

締 ま り があ り 、 酸化鉄 ・ 炭化物粒子 を 含 む 。 柱痕 の埋土 は 黒褐色 (2. 5Y3/1 ) を 呈す る 粘 質 土 で 、 多 少砂混

じ り で酸化鉄 を 含み 、 黒色土 も 混 じ る 。 よ く 締 ま る 。

Pl l の 掘 り 方埋土 は 黒褐色 (2 . 5Y3/1 ) を 呈 す る 粘 質 土 で 、 締 ま り は 強 く 、 酸化鉄 の ブ ロ ッ ク を 含 む。 柱

痕の埋土 は 黒褐色 (2 . 5Y3/1 ) を 呈す る 粘質土で、 締 ま り は か な り 強 い 。 酸化鉄 を 含み 、 黒色土 も 混 じ る O

( 4 ) 井戸 跡と 出土遺物

04SE005 [第67図 ]

X- 28 グ リ ッ ド に 位 置 す る 最 大 の 井戸 跡 で あ る 。 こ の 遺構か ら 南・ 西側 に4SD0l4が付 随 し た よ う に 伸 び て

い る O 掘 方 の 平面形状 は や や い びつ な 部分は あ る が、 ほ ぽ円形で南北2. 7m、 東西3. 0m を 測 る 。 遺構確認面

か ら 最下面 ま で の 深 さ は2. 5m を 測 る 。 断面形態 は 、 最下面が湧 水 に よ り 崩 れ た た め 明 確 で、は な い が、 ほ ぼ

U 字形 を 呈 し て い る 。 井桁、 井筒 、 水 た め 等の施設は な く 、 そ の 痕跡、 も 確認 で き な か っ た の で 素掘 り で あ

る と 判 断 し た 。 底 面 の 標高 は 1 . 8m で あ る 。

井戸の埋土 は 、 l層 か ら 8 層 に 分層 で き た 。 大 き く は 上層 ・ 中層 ・ 下層 で あ る 。 上層 で あ る 1 ・ 2 層 の 土

器 だ ま り 層 に は焼土が堆積 し て い た 。 上層 が l 層 ・ 2 層 、 上層 下部が 3 層 ・ 4 層 で あ る 。 中 層 が 5 層 ・ 6 層

であ る 。 ド層 は 7 層 ・ 8 層 で あ る 。

l 層 は V a 層 相 当 層 で 、 黒色土 に砂粒混 じ る 。 2層 は V b 層 に 相 当 層 で 、 黒 色 土 で そ の 下 層 に は 焼 土 が厚

く 堆積す る 。 3層 は V c 層 相 当 層 で遺物が出土す る 。 4層 は灰色粘土層 で 、 遺物 を 含 み 、 下層 に は ア シ な ど の

植物遺体が多 く 含 ま れ る 。 6層 は 5 層 に 似て お り 、 5層 よ り 青色粘土 の ブ ロ ッ ク を 多 く 含 み 、 酸化 し た 粘土 や

黄土色 の粘土 ブ ロ ッ ク を 含 む 。 そ の 他 の 粘性の 強 い灰色粘土層 で あ る o 7層 は 下層 に な る が、 か な り 細 か い

土器片がは い り 、 実測 に 時 間 を 要 し た 。 こ の 層 に は腐食の 進 ん だ貝 殻が 4 点 ほ ど出 土 し た 。 カ キ の 小 さ な 殻

様の も の 、 ま き 員 、 赤員様の も の な どで あ る 。 取 り 上げたがほ と ん どが破砕 し て原形 を と どめ な か っ た 。

8 層 上 面 に は 藁 の よ う な 植物繊維 を 編 ん だ縄状の も の が出土 し 、 そ の ド を 掘 り 下 げ る と 、 聾 が 出 土 し そ の

頭部 に は縄状の繊維が巻 き 付 け ら れ て い る 状態 で 出 土 し た [ 図 版 4 1 。 聾 は 破損 し て い た が、 最 下 層 近 く に

出 土 し た こ と と 併せ て 考 え る と 井戸 か ら 水 を く み上げる 際 に 、 水 く み桶 の よ う に 利 用 し た も の で あ ろ う 。

[出土遺物] [第68図~第71図 ]

井戸の 中 層 か ら は 鍬 の 泥 除 け の 未製品 、 木片 や 土 師器、 最下層 か ら は カ ズ ラ 製 の タ ワ シ ・ 縄付 き 土器 ・ 貝

殻 ・ 木片 ・ 土 器 な どが出 土 し て い る 。

367か ら 376 ま で は 聾 で あ る O 外器固 に は煤が強 く 付着 し て い る も の が多 い 。 367 は 、 口 縁 部 がや や 内 湾 し

- 89 -
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口 唇部 は 角 張 る 。 内 面 に は ハ ケ 目 があ る 。 胴部 は倒卵形であ る 。 外器面 は 上位が横方 向 の ハ ケ 目 、 中位以下
は縦方 向 の ハ ケ 目 の 調 整 で あ る 。 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 底 部 は 狭 い 平 面 が作 ら れ る 。 口 径 が16cm、
器高が27. 6cm、 最大胴部径が23 . 7cm、 底部径が4. 3cm を 測 る 。 368 は367 と 形態 が類似 し て い る が、 大 き さ
は 一 回 り 小 さ く な る 。 調整痕 な ど も ほ ぼ同様であ る 。 底部 も 狭い平面が作 る 。 底 部 内 面 に は 指頭圧痕が残 る 。
口 径 は 15. 5cm、 器高 は22 . 1cm、 最大胴部径が19. 8cm、 底部径が3. 4cm を 測 る 。 369 は 、 口 縁 部 の 聞 き は367
に類似す る が、 口 唇 部 は 尖 り 気味 に 丸 ま る 。 胴部 は倒卵形で あ る 。 口 縁部 内 部 は横 方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。
外器面 の 上部 は ナ デ消 さ れ て い る が、 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 の 下位 は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り 、 上位
は横方 向 の ヘ ラ 削 り で あ る 。 器壁 は や や厚 い 。 370 は胴 部 の み の 破片 で あ る 。 器形 は 倒 卵 形 で あ る 。 外器面

は上位が横方 向 の ハ ケ 目 、 中位以下が縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 は 上位 か ら 中位 は横方 向 の ヘ ラ 削

り 、 中 位 以 下 は 斜め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ、 底部 に 指頭圧痕が残 る 。 最 大胴 部 径 が22. 5cm を 測 る 。 371

は胴部 の み で あ る 。 口 縁部 を 意図 的 に打 ち 欠い た よ う で あ る 。 器形 は ほ ぼ球形 で あ る が、 や や底 部 が尖 り 気

味であ る 。 外器面 は 細 か いハ ケ 目 と 粗いハ ケ 目 が施 さ れて い る が、 そ の 下 に右上が り の タ タ キ が見 え る 。 内

器面 に は 上位 に ハ ケ 目 の 上 に 斜 め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 372 は 二 重 口 縁 の 歪 で あ る 。 4SK009か ら

出 土 し た 土 器片 と 接 合す る 。 器高 は41 . 1cm、 最大胴部径 は37cm、 口 径 は32. 5cm、 底 径 は6. 3cm を 測 る 。

外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ、 外底面 に は ナ デ調整 さ れ る 。 底面 は狭 い 平 面 が作 ら れ る 。 内 器面 に は ハ

ケ の痕跡があ る が縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 内底面 に は ナ デが施 さ れ る 。 外器面 に は煤が付着 し て い る 。

373 は367 ・ 368 と よ く 似 た 口 縁部 を 持つ も の で 、 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 4層 か ら

出 土 し て い る 。 復元 口 径 は 15. 0cm を 測 る 。 374 は 7 層 か ら の 出 土 で 、 口 縁 部 は や や 聞 き 気 味 で 口 唇 部 が丸

ま る も の で あ る 。 復元 口 径 は 15. 8cm、 最大胴部径 は21 . 4cm を 測 る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が残 り 、 内 器面 に は

へ ラ 削 り が見 ら れ る 。 外器面 に は 煤が付着 し て い る 。 375 は 胴 部 か ら 底部 ま で の 破 片 で あ る 。 4 層 ・ 7 層 ・

9 層 の そ れぞれか ら 出 土 し接合で き た 。 外器面 に は縦方向 の ハ ケ 目 が よ く 残 り 、 煤が付着 し て い る 。 内 器面

に は ヘ ラ 削 り と 底 部付近 に は 指頭圧痕が残 る 。 376 は374 と 口 縁部 は 似 る が、 や や 長 く 、 復元 口 径 は 19. 0cm

を 測 り 広 く 、 最大胴部径 は21 . Ocm を 測 り や や 細 い 。

377 ・ 378 ・ 379 は査形土器 で あ る 。 377 ・ 378 は 口縁部が ラ ッ パ状の頚部か ら 直 に 伸 び る 直 口 査 で あ る 。 377

が 9 層 、 378が10層 か ら 出 土 し て い る 。 377の復元 口径が14. 8cm、 378の復元 口 径 が15. 8cm を そ れ ぞ れ測 る 。

379 も 直 口 査 の 可 能性があ る 。 4層 か ら の 出 土 品 で あ る 。 内器面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 外器面 に は 黒斑があ る O

380 ・ 381 ・ 383 ・ 382 ・ 384 は 鉢 で あ る 。 380 ・ 381 は 同 じ 形態 の 鉢 で、 内 器面 に 明 瞭 な 稜 を 持つ も の で あ る 。

口 縁部 は 直 に 伸 び る 。 復 元 口 縁 は そ れぞれ12 . 3cm、 12. 2cm を 測 る 。 器高 は6. 1cm と 5. 6cm を 測 る 。 内 器

面 は板状工具 に よ る ナ デ調整が施 さ れ る 。 380で は外器面 に ハ ケ 目 が残 る 。 383 は 上層 の 出 土 で 、 口縁部が体

部 よ り 長 く 直 に 伸 びる 。 最大胴径 よ り 口径が広 い 。 口縁内器面 に は横方 向 の ハ ケ 目 調整 が施 さ れ る 。 内 器面

は へ ラ 削 り さ れ、 外器面 も 体部 下 部 は ヘ ラ 削 り 後 ナ デが施 さ れ る 。 復元 口 径 が14. 1cm、 器 高 が8. 5cm を 測

る 。 382 は 7 層 出 土 の脚付鉢の脚部付近 の破片 で あ る 。 内外器面 に は ハ ケ 目 が残 る 。

384 は 中 型の鉢で、 体部が内湾 し 、 口 縁部 に 至 る 。 底部 は 平底 を 呈す る 。 7 層 か ら の 出 土 で あ る 。 復元 口 径

は 14. 4cm、 器高が9. 3cm、 底径が5. 0cm を 測 る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 に も 一部 ハ ケ 目 が残 る 。

他 に は ナ デ調整が施 さ れ る 。 外底面 に 黒斑があ る 。

385 ・ 386 は 杯 で あ る 。 385は 上層 の 出 土 で 口 径が9. 4cm、 器高が2. 9cm を 測 る 。 器表面 は ナ デ調 整 が施 さ

れ る 。 386 も 上層 の 出 土 で 、 復元 口 径 は 1 1 . 0cm を 測 る 。 外底面 は ヘ ラ 削 り 後 ナ デ調 整 さ れ る 。 他 は ナ デ調

整 で あ る 。

387 は 高 坪 で あ る 。 上層 の 出 土 で 、 復元 口 径12. 4cm を 測 る 。 内外器面 と も ナ デ調 整 が施 さ れ る 。 脚 部 に

は 円形の透か し を 持つ。
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第 E 章 調査の成果

388 ・ 389 は小型鉢で 、 い ず れ も 小破片 で あ る 。 388は 上層 出 土 で 二 重 口 縁 の も の で あ る 。 内外器面 は ナ デ

調整で あ る 。 389は 3 層 出 土 で 、 内外器面 は ナ デ調整が施 さ れ る 。 口 縁部 は 狭い 。

390は 土錘 で あ る 。 断面 は 楕 円 形 を 呈 し 、 平面形は横長の も の で あ る 。 両端 に は 各ー箇所穿孔 さ れ て い る 。

長 さ が4cm、 幅が2. 8cm、 厚 み が2cm を 測 る 。

391 は 凹 石 で 、 表面 と 裏面 に 窪 ん だ箇所があ る 。 両面 を 利 用 し た の で あ ろ う 。 た だ、 こ の 石器が古墳時代

に 利 用 さ れた か ど う か は不 明 で あ る 。

木製品 と し て は 、 395の鍬の 泥 除 け の 未製 品 が あ る 。 大 き さ は 、 長 さ 29. 0cm、 幅22. 5cm、 厚 さ 5. 0cm を

測 る 。 ー木か ら ミ カ ン 割 り し て 材 を 取 り 出 し 、 長 さ 29. 0cm に切 り 取 り 、 両端 を 揃 え て い る 。 泥除 け に ま で

は 加工 し て は い な い 。

392 は植物 を 縄状 に し た も の で 、 こ の遺構の底近 く で 出土 し た 童形土器369の 頚部 に 巻 か れ て い た も の で あ

る 。 他 の 井戸 か ら も 同様の も の が出 土 し て い る 。 他の遺跡での 出土例 か ら 考 え て 、 こ の 聾形土器 を 釣瓶 と し

て 使用 す る 際 に 、 土器の頚部 に こ の縄状の紐 を 巻 き 付 け 、 さ ら に釣 り 上 げる も の と し て利 用 し た の で あ ろ う 。

393 ・ 394 は 細 かい茎状の植物 を 折 り 曲 げて丸め た も の で あ る 。 植物 は特定で き な か っ た 。 も の を 洗 う 際 に

た わ し の よ う に 利 用 し た 可能性が高 い 。 た だ、 そ れ を 井戸 内 に捨て る の か と い う 疑問 も あ る 。

396 は杭状の 木材 で あ る 。 下端部分 に斜め方向 の カ ッ ト 痕があ っ た 。 部分的 に樹皮が残 る 。

048印42 [第72図左1

a- 27グ リ ッ ド に位置す る 素掘 り の 井戸跡であ る 。 遺構 を 確認 し た の が遺構 の 北 側 が調 査区 外 の 為 全容 は

不 明 で あ る が、 掘形の平面形状 は 不 整 円形で東西1 0 6m、 遺構確認面か ら の 深 さ は 1 0 6m を 測 る 。 断面形態 は 、

緩や か な ほ ぽ V 字状 を 成 し て お り 、 最下面 は 尖 り 先細 り 形 を 呈 し て い る 。 底面の標高 は2. 45m で あ る 。

埋土 を 大 き く 4 層 に 分層 で き た 。 1層 は 、 緑黒色 (lOGY2/1 ) を 呈 し 、 粘 質 土 で 、 締 ま り が な く 、 細 か い

木 く ず を 含ん で い る 。 2層 は 、 緑黒色 (7. 5GY) を 呈 し 、 粘性が強 く 、 や わ ら か い 。 部分的 に (上層 と 下層 )

2 �3m の 炭化物 っ ぽい黒色 の 粒子 を 含 む 。 又、 全体的 に 酸化鉄の た て 帯 や か た ま り を 含 む 。 3層 は 、 緑黒

色 (7 . 5GY) を 呈 し 、 粘 質土 だ が 2 層 よ り も 粒子が多少粗 く 、 よ り 締 ま り 、 木 く ず を 含 む 。 4層 は 、 暗 オ リ

ー ブ灰色 (2 . 5GY3/1 ) を 呈す る 粘質土層 で あ る が、 3層 よ り 粒子が粗 く 、 あ ま り 締 ま っ て い な し ミ 。 酸化鉄の

集積部分があ る 。
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[ 出土遺物] [ 第73図 ]

遺 物 は 井 戸 の 上位 と 中 位 で 出 土 し て い る 。 こ の 間 に は炭化物 の 間層 があ る 。

図 化 し た の は 、 査が 3 点 、 !向l付鉢が l 点 、 器台が 1 点 で あ る 。

397は 完形で落 ち 込 み 際 に 口縁部付近が脱落 し て 出 土 し た 。 二 重 口 縁 の 丸底 蓋 で 口 縁部 は 頚部 か ら 大 き く

開 き 、 仁川 家端部 は 尖 り 気味 で あ る 。 胴 部 は横広 の 球体 で あ る 。 底部 に 5mm ほ ど の 穴 があ い て お り 、 祭間的

な 遺物 で あ る 。 口 径は 13. 0cm、 器高 は 12. 1cm、 最大胴部径 が1 1 . 9cm を 測 る 。 399 は 査 で 、 中 位 で 出 土 し 、

造物 の 出 土 で い え ば最 下層 に あ た る O た だ 、 外器面 に煤が付 着 し て い る の で聾 と し て 利 用 し て い た 可 能性が

あ る 。 仁| 縁部 は 短 く 直 に 件1 びて 口 唇 部 は 丸 ま る 。 !l阿部は ほ ぼ球�I�で 、 底 部 は 小 さ な 平坦部 を 持つ 。 外器面 は

丁寧 な へ ラ ナ デで調整 さ れ る 。 11刊号面 は ヘ ラ 削 り で あ る 。 仁l 径 は 13 . 1cm 、 器高 は25. 1cm、 最 大 胴 部径 は22. 5

cm、 底径2. 0cm を 測 る 。

398 は 鉢部 か ら 底部 ま で で 、 l肉l付鉢で あ る 。 仁| 縁端部が不明 で あ る 。 内 器面 ・ 外器 面 は ハ ケ 目 調 整 が な さ

れ る 。 底 径 は6. 8cm で あ る 。 脚 部裏側 に還元色 を 呈 す る 。 401 は 査 で あ る と 考 え ら れ 、 内外器面 と も に 11幅広

の ハ ケ 目 調整が残 る 。 内器函 に は 一部 に へ ラ ì�iJ り が見 ら れ る 。 器壁 は 厚 め で 特 に 平坦 に な る 部分で分厚 く な

る 。 最大胴音1)径 は 19. 2cm を 測 る 。

400 は 器台 で杯音1) と 脚部 よ り な る 。 脚 部 は ほ ぼ直 に 開 き 、 穴 が 4 箇 所 開 い て い る 。 器面調整 と し て 細 か い

磨 き が入 る 。 脚 部 の 内 面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 口径が1O. 5cm、 器高が9. 1cm、 脚音1)底径が10. 2cm を 測 る 。

04SE055 [ 第72図右]

Z - 29 グ リ ッ ド � Z - 30 グ リ ッ ド に か け て 位置す る こ の 遺 構 は 素掘 り の 井戸 跡 で 、 4SX049 と 重複 し て い る 。
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4SX049 を あ る 程度 掘 削 し 終 わ り 、 底面 を 精査 中 に 確認 し た も の で 、 当 初 土坑 と し た が、 半裁 し て 掘 り 下 げ

た結果、 井戸跡 と し た 。 調査期 間 の終了 間 際 で あ っ た た め 、 遺構の北側 部分 を ト レ ン チ掘 り す る こ と と な り 、

半裁 し残 り 部分だ け を 図化 し て い る 。 こ の た め平面上で の 正確 な 形態 は 不 明 で あ る が、 確認 し た 面 で は掘 り

方 の平面形状がほ ぼ円 形 を 呈 し 、 東西径0. 7m、 遺構確認面か ら の 深 さ は85cm を 測 る 。 断面形態 は 、 ほ ほ U

字状 を 成 し て い る が、 最 下 面 は 尖 っ て先細 っ た 形 を し て い る 。 最下面 に 何 の 施設 も な い の で こ の位置 で は 素

掘 り の 井戸 と 考 え る 。 井戸 の 最 下層 か ら は 、 縄が く く り つ け ら れ た土 師器の聾が出 土 し て お り 、 釣瓶の 一種

と 考 え て い る 。 底 面 の 最下部 は標高2. 1m ほ どで あ る 。

埋土 は 調査状況 か ら 十 分 な 記録がで き て い な い が、 下層 の埋土 に つ い て の み 、 オ リ ー ブ黒 色 (5Y3/ 1 ) 

を 呈 し 、 非常 に や わ ら か い 粘 質 土 で 、 淡緑色 の小粒の粘土や塊状の炭化物 、 砂粒 を わ ずか に 含 む こ と が記録

で き て い る 。

[ 出土遺物] [第74図 】

図化 し た 遺物 は 、 聾が 2 点 、 壷が l 点 、 鉢形の土製模造 品 が l 点 で あ る 。

費 は402 と 404で あ る 。 こ の う ち402 は ほ ぼ完形で、 形態上 は 中 型 の も の で 、 頚 部 か ら 口 唇部 ま で の 丈が低

く 、 口縁部 の 聞 き が大 き い 。 口 縁部断面 は わず か に 内湾傾向があ る がほ ぼ直 に 伸 び、 口 唇部 は 角 張 る 。 胴部

の最大径 は 胴部 の 中位 よ り わ ず か に 高 く 、 や や 潰れた倒卵形で あ る 。 外器面 は上位が横 方 向 の ハ ケ 目 、 中 位

以 下 は 斜め 方 向 の ハ ケ 目 で調 整 さ れ る 。 内 器面 は 斜め 方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 器壁 は 下位が薄 い が底部

に な る と や や 厚 い 。 頚部 に は縄状 に 撚 っ た植物繊維が巻 か れ て お り 、 埋土 中 の最下層 に あ っ た縄状遺物 と 併

せて こ の土器が釣瓶 と し て 利 用 さ れ て い た も の と 考 え ら れ る 。 こ の こ と は 、 同 じ よ う に4SE007の 下層 か ら

出 土 し た 聾 の 頚部 に 巻 か れ て い た状況 と 共通す る 。 外器面 に は 強 く 煤が付着 し て い る こ と か ら 実用 品 を 転用

し た 物 で あ ろ う 。 口径が13. 6cm、 器高が17. 8cm、 最大胴部径が17. 0cm を 測 る 。

聾404 は 上層 一括 出 土 で 、 口 縁部が主 で 、 頚部か ら 内 湾 し 、 口 唇端部 を 軽 く つ ま み 上 げて 口 唇部 内 側 に 明

瞭 な 細 い 沈線 を 作 る 。 口 唇部外面 は 角 張 る 。 外器面 は う す く ハ ケ 目 が残 り 、 内器面 口縁部は横方 向 の ハ ケ 目 、

胴部は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

壷403 は 下層 か ら の 出 土 で 、 頭部か ら 口 縁部 ま で で あ る 。 口 縁部 は 頚 部 か ら や や 外反 し な が ら 広 が り 、 口
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唇部 は 角 張 る 。 外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 復元 口 径 は 18. 3cm を 測 る 。

405 は 鉢形の土製模造品 で あ る 。 手提で作 ら れ仕上げ は ナ デ に よ る 調整 が施 さ れ る 。 内 器面 に 指頭圧痕が

残 る 。 口 径 は6. 0cm、 器高が3 . 7cm を 測 る 。

05SE060 [第75図 ・ 第76図]

Z - 30 グ リ ッ ド 、 a - 30 グ リ ッ ド 、 Z - 31 グ リ ッ ド 、 a- 31 グ リ ッ ド に か け て 検出 し た 井戸 跡 で あ る 。 検 出

面 の 形状 は や や不整形な 円 で 、 径が2. 5m を 測 る 。 素掘 り の 井 戸 で 断面形態 は 、 や や細 長 い ロ ー ト 状 を 呈 し 、

遺構確認面 か ら の 深 さ は2. 3m を 測 る 。 最下層 面 は標高 1 . 85m を 測 る 。 す で に 洪水 な ど に よ る 削 平 があ っ た

た め か、 上部構造 を 推定で き る も の は な か っ た 。

検出 し た 当 初 は 遺物 の 出 土 が余 り に 多 か っ た の で 、 浅い土坑 と 考 え 調査 を 進 め て い た が、 多 量 の 土器 を 除

去 し た と こ ろ さ ら に 下 の 方へ と 掘 り 込 ま れ て い る こ と を 確認 し た 。 そ こ で さ ら に掘 り 下 げた と こ ろ 、 遺構の

中位付近で完形 の 聾 を 数点検出 し た 。 さ ら に そ の 下 に掘 り 進 む と 最下層 で破損 し た 聾片 を 検出 し た 。

埋土 は 8 層 に 分層 で き た 。 層 は 以下 の と お り で あ る 。

1 層 は 、 褐灰色 ( 町田4/1 ) を 呈 し 、 粘性があ り 締 ま り も や ゃ あ る が、 酸化鉄 を 多 く 含 む た め 土 自 体 は や

わ ら か い 。 少量 の 炭化物 (黒色) を 含 む遺物混入層 で あ る 。 2層 は 、 褐灰色 ( WY百411 ) を 呈 し 、 炭化物 を

非常 に 多 く 含む層 で あ る 。 炭化物 に は黒色 と 赤色があ る 。 多量の遺物 の 大部分は こ の 2 層 に 集 中 し て 出 土す

る 。 3層 は 、 黒褐色 ( 1OYR3/2) を 呈 し 、 粘性は あ る が締 ま り は や や 弱 く 、 暗赤褐色 (5YR3/6) を 呈 す る 土

を ブ ロ ッ ク 状 に 含 む 。 4層 は 、 に ぶ い 黄褐色 (1OYR4/3) を 呈 し 、 粘性 は 少 な く 、 締 ま り は や や 強 い 。 褐 色

(7. 5Y百414) 土 を ブ ロ ッ ク 状で 多 量 に 含 む 。 そ の た め 3 層 に 比べ、 色 は 明 る く 、 水気、 粘性が少 な く 感 じ

ら れ る 。 5層 は黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 水気、 粘性があ る が、 締 ま り は 弱 い 。 4層 同様、 に ぶ い 黄褐 色 の

ブ ロ ッ ク を 少量 含 む 。 土 は や わ ら か い が重 い 。 遺物 は 少 な い 。 6層 は 、 オ リ ー ブ黒 色 (5Y3/1 ) を 呈 し 、 水

分 を 多 く 含みや わ ら か い 層 で 、 木 の 葉や小枝な どの有機物が残存 し て い る 。 有機物 の腐食 し た 部分に酸化鉄

が集 中 し て い る 。 粘性 は や や あ る があ ま り 締 ま ら な い。 7層 は 、 灰色 (5Y4/1 ) を 呈 す る 粘土層 で 、 と て も

や わ ら か く 粘性が強 い 。 部分的 に 6 層 と 同様、 わずか に植物遺体 を 含 む が量的 は わ ず か で あ る 。 ま た 、 約 1

-2cm 程 の 緑灰色 ( lOGY5/1 ) を 呈 す る 硬い 粘土塊 も 部分的 に 含 む 。 砂粒 を わ ず か に 含 む 。 8層 は 、 オ リ ー

ブ黒色 (5Y3/1 ) を 呈す る 粘土層 で 、 こ の 遺構の最下層 で あ る 。 7層 よ り や わ ら か く 粘性が強 い 。 植物遺体
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は ほ と ん ど含 ま な い。 7層 と 問機約 1 �2cm 程 の 軟 ら か い 灰 色 ( lOGY5/1 ) 粘 土 塊 を 部分 的 に 含 む 。 砂 粒 を

含 む 。

[ 出土遺物] [ 第77図 ・ 第78図 ]

多量の土器が出 土 し て い る が、 大 き く 上部 、 中 部 、 下面か ら の 出 土 に 分 け ら れ る 。 上 部 の 土器 は あ る 時期

一 気 に 廃棄 さ れ た も の と し て 一括性が高 い。 ま た 中 位 の 土器 は こ の井戸が廃棄 さ れ る 時 、 祭杷的 な 意味 で の

廃棄 と 考 え ら れ 、 こ れ も 一括 の も の と 推定で き る 。 最下層 の も の は こ の 井戸 の 廃棄前 の も の と 考 え ら れ 、 必

ず し も 一括 と は 考 え ら れ な い が 、 上部 の も の と 比較 は で き る 。 以 下 に 土器の概111各 を 記す 。

固 化 し た 土 器 は 、 整 が 6 点 、 大護が l 点 、 査が 6 点 、 鉢が 3 点 、 高士不が 2 点 、 杯形模 造 品 が l 点 で あ る 。

整 は 口 縁 部 や プ ロ ポ ー シ ョ ン か ら 3 種 に 分類 で き る 。 406 ・ 410、 409 ・ 41 1 、 407の 3 つ で あ る 。 406 ・ 410 1ま

口縁部断面形が内 湾 し 、 口 唇部 が角 張 る も の で あ る 。 頭部 か ら 口 唇部 ま で の 長 さ は 短 く 、 口縁部 は 広 く 聞 き

高 さ は 低 く な る 。 胴 部 は 両者 に や や 違 い があ る 。 406 は 胴部 が菱 形 に 近 い 形で 、 最 大 胴 部 径が 中 位 か ら 低位

に あ り 、 410は 倒 卵 形気 味 で 最 大 胴 部 径 は 19. 5cm を 測 り 上位 に あ る 。 409 ・ 41 1 は 口 唇部 断 面 が角 張 る も の
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で あ る が、 409 は胴部が倒卵形で最大胴部が上位 に あ る の に 対 し 、 41 1 は球形で最大胴部が中 位 に あ る 。 ま た

409 は外器面 に ハ ケ 目 調整 の 下 に 右上が り の タ タ キ 痕が残 り 、 内 器面 の 上位 に ハ ケ 目 、 下位 は 縦方 向 の ヘ ラ

削 り が施 さ れ る が、 411 は 斜め の ハ ケ 目 と 内器面 は 丁寧 な ヘ ラ 削 り の み で あ る 。 407は 口縁部か ら 胴部上位 ま

で の 破片 で あ る 。 口 縁部 は 先の 2 種 よ り も 長 く 、 や や立 ち 気味 で あ る 。 頚部か ら 途 中 や や 厚 み を 変 え な が ら 、

口 唇部 ま で ほ ぼ直 に 伸 びる 。 端 部 は 外側 に つ ま ん だ よ う に し て 収め る 。 口縁部 内 器面 に は横方 向 の 丁寧 な ハ

ケ 目 が施 さ れ る 。 胴 部 は外器面 に縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内器面 は 斜め横方 向 の ヘ ラ 削 り が頭部 ま で施

さ れ る 。 412 は 一応聾 と 考 え て い る 。 外器面 は ヘ ラ 削 り が な さ れ、 内 器面 に は ヘ ラ 削 り が弱 く 見 え 、 底 部 に

は 指頭圧痕が残 る 。 器壁 は 上位が薄 い も の の底部が 2 cm 近 く ま で厚 く な り 全体 的 に 粗 い 調 整 が施 さ れ て い

る 。 底部 自 体 は 平底気味 で あ る 。

413 は 二重 口 縁 を も っ 大 聾 で 、 復元 口 径50cm、 復元最大高90cm ほ ど を 測 る 。 外器面 に は 明確 な 煤 は付着

し て い な い の で 、 水聾 な ど と し て利用 さ れ た の で あ ろ う か。 こ の 半分の み が土器集 中 層 で あ る 井戸 の 上面で

出 土 し た 。 口 縁部 は 頚部が短 く 屈 曲 し た部分か ら や や 内傾 し な が ら 直 に 立 ち 上がる 。 内器面 に は指頭圧痕が

わずか に 残 る 。 頚部付 け根 と 胴部 中位 の 二箇所 に は 断面半円状の貼 り 付 け突帯が巡 る 。 突帯の表面 に は櫛状
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工具で交叉 さ せ な が ら 斜格子状 に 文様 を 付 け て い る 。 外器面 は縦方 向 の細 か い ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 内 器

面 は 部分的 に 縦方 向 の ハ ケ 目 が見 ら れ る 。 復元 し た 器形 は底部がや や す ほ ま る よ う に な っ て い る が、 も う 少

し本来 は 張 り 出 し て い た 可能性があ る 。 底部の形状は不明 で あ る 。

壷 に は 二 重 口 縁 査 の414 . 415 . 417 . 418があ る 。 二 重 口 縁査 で は 大 き さ や 形態 は そ れ ぞ れ異 な る 。 414 ・

415は 口縁の屈 曲 が弱 く 胴部 に対 し て 口 径が小 さ く 、 胴部が球形 を 呈 す る 点 で ほ ぼ同 じ 形 を し て い る 。 た だ 、

414 は外器面 に 一部横方 向 の ハ ケ 目 があ る も の の 、 縦方向 の ハ ケ 目 調 整 を 主 と し 、 内 器面 は 上位 が横 方 向 の

ヘ ラ 削 り 、 下位が縦方 向 の へ ラ 削 り な の に 対 し 、 415の 内 器面 で は 下位が縦方 向 、 中 位 に 横 方 向 の ヘ ラ 削 り 、

上位 は 縦方 向 の指 ナ デ に よ る 調整が施 さ れて お り 、 調整が若干異 な る よ う で あ る 。 417 ・ 418 は 接合 し な か っ

た が、 同 一 固 体の 可能性があ る 。 頚部が直 に2cm 立 ち 、 そ こ か ら 横 に 直 角 に 屈 曲 し 、 2cm ほ ど い き さ ら に

直角 に屈 曲 し て 直 に 立 つ 口 縁部 を も っ 二 重 口 縁壷で あ る 。 そ れぞれの屈 曲 部 に 接合痕があ る 。 調 整 は か な り

摩耗 し て 不 明 瞭 で あ る が、 外器面 に は 胴 部 の ハ ケ 目 、 口 縁 内 部 に は横方 向 の ハ ケ 目 が確 認 で き た 。 416 は 、

査 と し て い る が、 屈 曲 は不 明 瞭 で 、 聾 の 分類 に 入れ て も よ い よ う で あ る 。 た だ 、 桐部 に 比 し で か な り 締 ま っ

た 頚部 と 、 そ こ か ら 短 く 立 ち 上がる 直部分 と そ の上 の 口縁部か ら こ こ で は査 と し た 。 胴 部 は 下 ぶ く れ の 球体

で 、 最大胴部径 は 下位 に あ る O 内外器面 と も 丁寧 な ハ ケ 目 調 整が施 さ れ る 。 ま た 、 424 は や や 聞 き 気味 の ラ

ッ パ状の 口 縁 を 持つ 壷 で 、 胴部 は倒卵形 を 呈す る 。 外器面 に 薄 く タ タ キ 痕が残 り 、 内器面 に は上位 に 縦方 向

の ハ ケ 目 が調整痕 と し て 残 る 。

419 ・ 420は高杯の杯部 で あ る 。 419 は 屈 曲 が明 瞭で、 は な く 、 口 唇部近 く で外側 に 反 る 形態 の も の で、 復元

口 径17. 0cm を 測 る 。 420 は 杯状 の も の で 、 口 縁端部がや や 尖 る 。 外器面 に ハ ケ 目 が わ ず か に 残 る 。 口 径 は

13. 3cm を 測 る 。

421 は鉢で、 締 ま る 頚部 を 持つ も の で 、 口 縁部がや や 内 湾気味の も の で あ る 。 外底面 に ハ ケ 目 調 整 が施 さ

れ る 。 復元 口径15. 4cm、 器高6. 6cm を 測 る 。 423 も 鉢 と し た が、 丈の低い蓋状 の 器形の も の で 、 胴 部最大径

よ り 口径が広 い 。 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 422 は 杯形模造 品 で 、 表面 は 丁寧 な 仕上

げで あ る 。

055回64 [第79図 ]

c- 34 グ リ ッ ド で検出 し た 井戸跡 で581029 と 重複 し 、 遺構の確認状況 か ら 住居跡 を 切 っ て い る と 判 断 し た 。

長径が2. 24m、 短径1 0 8m、 確認面 か ら の 深 さ 2. 48m を 測 る 。 遺物 の 非常 に 多 い 住居跡581029か ら 遺物 を 取

り 除 い て い た と き 、 遺構の 存在 に気づい た 。 こ の 遺構が常 に581029 を 切 っ て い た 。 遺 構 の 最 下 部 の 標 高 は

3. 98m を 測 り 、 他 の 井戸遺構 と の高 さ が随分高 く 水位の高 さ が考 え ら れ る 。

埋土 は調査終了 間 際で早急 に掘 削 す る 必要があ っ た た め 分層 す る 暇が な か っ た 。 そ の た め 、 暗褐色 (7. 5

YR3/3) を 呈す る 層 の み を 確認 し て い る 。 検出 面近 く で若干、 埋土 中 に 焼土粒 (0. 5mm 程) と 炭化物粒 ( 1

mm 程) が混 じ る 。 土 質 は 粘性が強 く 締 ま り があ る 。 こ の 遺構の 時期 は 出 土 し た 遺 物 か ら 581026や581029の

時期 と 大差 な い と 思 わ れ る 。

[出土遺物] [第80図]

最下層 で 出 土 し た428以外 は 、 井戸 の 中 位 で 出 土 し て い る 。 い ず れ も 破片 が多 く 、 固 化 し た の は 高杯が 2

点 、 鉢が 6 点 、 小型査が 3 点 、 小型翠が I 点 、 査が 4 点 、 蓋が l 点 、 鉢形土製模造品 が l 点 で あ る 。

428 は 聾 で最下層 に 廃 棄 さ れ た 状態 で 出 土 し た 。 こ の 遺物の 出 土位置 か ら 中 位 の 遺物 出 土層 ま で は 1m 以

上 の 高低差があ っ た 。 そ の こ と か ら こ の 土器は こ の井戸の廃棄時 に伴 う も の と 判 断 し た 。 他 の 井戸 の例 か ら

し て こ の土器は釣瓶の 可能性があ る 。 完形の土器で、 口縁部 は や や 内 湾気味で 口 唇 部 は 簿 く な り 尖 る 。 頚部

に 2 段の稜があ る 。 胴部 は 中位 よ り や や 上部 に最大径 を 持つ 。 外器面 は や や左傾斜の縦方向 の ハ ケ 目 が施 さ
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第79図 5SE064実測図

れ る 。 煤がか な り 付 着 す る 。 |大j 器面 は 頭部付近 に横方 向 の ハ ケ 目 が入 る 。 胴 部 内 器商 は 観察 し に く い がへ ラ

削 り が施 さ れ る 。 口 径が17. 1cm 、 器高が24. 5cm を ìßlJ る 。

429 ・ 431 ・ 430 ・ 432 は 査 で あ る 。 429 ・ 43 1 は 大 き さ が異 な る が、 仁l 縁部がや や 外反 し な が ら も 直 に な る も

の で あ る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 429の復元口 径が16. 5clll 、 431 の 復 元 口 径 が2 1 . OClll を 測 る 。 430 は 二

重 口 縁 を 持つ も の で 頭部がほ ぼ縦 に 直 で 、 口縁部が段 か ら 大 き く 聞 く も の で あ る 。 大部分ナ デ調 整で あ る が、

頭 部 内 器 面 に は 横 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 復 元 口 径 は2 1 . OClll を 測 る 。 432 は 底部 の み で 誕 と の 差 は わ か り に

く い が、 胴 部 の 張 り 方 か ら 査 に し た 。 外器面 は 多方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 底 部 に わ ずか に 平坦部がみ ら れ

る 。 内 器商 は縦 方 向 の へ ラ 削 り を 中 心 と す る 。

高 杯は425 ・ 433で あ る 。 425 は 高杯の杯部で屈 曲 部 か ら 口 唇部へや や 外反 し な が ら 伸 びて い き 、 端部 は 断

面が尖 り 気味 に 収め る 。 杯部 と 脚部の接合部 で は 胸l を 聞 に は め 込 ん だ跡が観察で き る 。 口 径 は 14 . 8clll を 測

る 。 433 は 高 土不の 脚 部 で 円 形 の 4 1f1所の透か し が胸l裾 に 入 る 。 425 と の 関 係 は 近 い か も し れ な い 。

426 ・ 434 �438 は 鉢 で あ る 。 仁l 縁部が直 に 伸 び る も の と こ重 口 縁 の も の が あ る 。 426 . 436 ・ 437 ・ 438 は 口

縁 が直 に な っ た 鉢 で あ る 。 426 は 口 径が器高 に 対 し て 広 く 、 口 縁端 部 が薄 く な る 。 復 元 口 径 は 14. 0Clll を 測

り 、 ナ デ調整がほ と ん どで あ る 。 436 �438 も ほ ぼ同様の形態で、 あ る が、 わ ず、 か に 調 整 や 形 が異 な る 。 436の
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外器面 の 胴 部 は横 方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 437 ・ 438の 胴部外器面 は ハ ケ 調 整 が施 さ れ る 。 口 径 は 14cm

ほ どで あ る 。 434 ・ 435 は 二重 口 縁 の 小 型鉢で あ る 。 434は復元が正 し け れ ば、 か な り 立 ち 気味 の 口 縁部 を 持

ち 、 器高 も 高 そ う で あ る 。 435は 口 縁部 に は っ き り し た 屈 曲 を 持 ち 、 口 径 も 17. 8cm を 測 り 大 き め で あ る 。

調 整 は い ず れ も 横 ナ デ に よ る 。

440 ・ 44 1 ・ 442 は 小型丸底壷で、 lコ 縁径 に 対 し て胴部最大径が小 さ く 、 口 縁部 は 直 に 伸 び る も の で あ る 。 特

に442 は 口縁径12. 5cm に 対 し 胴部最大径が8. 1cm の 1 . 5倍 ほ ど あ る 。

439 は 小 型蓋 と し た が、 鉢 の 分類 に 含め て も よ い。 口 縁 は 直 で端部 は 尖 り 気味 で あ る 。 胴 部 は ほ ぼ球形で

あ ろ う 。

427 は 鉢形土製模造 品 で 、 平底 を 呈 し 、 器表面 に は指 ナ デの跡が残 り 、 内 器面 に は 指頭圧痕 も あ る 。

06SE053 [ 第81 図 ]

i - 39 グ リ ッ ド で検 出 し た 井戸跡であ る 。 当 初 V 層 の途 中 で遺構 と し て 認識 し 、 50cm 掘 り 下 げ、 そ こ を 底

部 と 思 い 、 た だ の 土 坑 と し て ー且処理 し た 。 さ ら に 水 困 層 を 掘 り 下 げて い っ た と こ ろ 古墳時代 の 裂が出土 し 、

そ こ が以前土坑 と し て 処理 し た 地点 と 一致 し た 。 そ こ で慎重 に掘 り 進 め 、 土坑 と 判 断 し掘 り き っ て い な か っ

た も の と 判 断 し 、 以前 の も の と あ わ せ て 井戸跡 と し た 。 た だ 、 最 下 面 の 標 高 は3. 2m で 、 他 の 湧 水の あ る 井

戸跡の底 面 に 比べ る と 高 い が、 状況的 に 井戸跡 と し て お く 。 当 初 確認 し た 面 で の 平 面 形 は 直径1m を 測 る 。

深 さ は 当 初 の確認面 か ら 底面 ま で1m を 測 る 。

当 初 の 部 分 と 最 下 層 部 分 の 土 層 を 重 ね て 一応二層 に 分層 し た 。 ま ず、 l 層 は 、 黄 灰 色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、

粘性の 強 い や わ ら か い 粘土用3 で あ る 。 酸化鉄が縦縞状 に 無数集積 し 黄褐色 ( lOYR5/6) を 呈 し 、 層 の50% 程

度 を し め た 。 2層 は灰色 (N4/ 1 ) を 呈す る 。 粘性の 強 い や わ ら かい粘土層 で 、 酸化鉄 の 集 積 がわ ずか に み ら

れ る 。 ま た 、 所 々 に青灰色 (5B5/1 ) の 粘土が混入 し て い た 。

[ 出土遺物]

出 土地物 と し て は 最下層 か ら 出 土 し た 大小 の 護 と 査の 2 点 の み で あ る 。 い ず れ も ほ ぼ完形で 出 土 し た 。

443 は 聾 で 、 口 径が13. 7cm、 器高 が16. 2cm を 測 る 。 護 と し て は 中 型 の も の で あ る 。 口 縁 部 は 外 反 し 端部

は 丸 ま り 、 全体か ら み て 短 い 。 外器商 は縦方向 の ハ ケ 目 、 内器面は横方向 の ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 J!同部 は
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球形 を 呈 し 、 底部付近 は 各方 向 の ハ ケ 目 での調整が施 さ れ る 。 内器面 は 中 位 ま で、 は 縦方 向 の へ ラ 削 り で上位

は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

444 は小型 の査形土器 で あ る 。 口 径 が8. 7cm、 器高が9. 2cm を 測 る 。 小型丸底査 の 部類 に 入 る 。 外器面 は

ナ デ調整で あ る 。 口 縁部 は 短 く つ ま み上 げ、 内 面 に 弱 い沈線が施 さ れ、 外面 に稜が走 る 。 口 縁径 と 最大胴部

径 は ほ ぼ同程度で あ る 。 内 器面 は底部が指押 さ え 跡が残 り 、 中位 よ り 上 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

( 5 ) 土坑と 出土遺物

04SK027 [第82図]

Z - 28 グ リ ッ ド で検出 し た 土坑で あ る 。 平面形 は 長軸 1 . 8m、 短軸 1 . 5m を 測 る や や不 整形 な 楕 円 形 を 呈 し 、

確認面か ら の 深 さ 72cm を 測 る 。 底 部 は 平坦 で あ る 。 確認面で 中心部 に 焼土 が堆積 し て い る の を 確認 し た 。

そ の 中 に は破片 に な っ た土器片 が出 土 し 、 蓋形の土製模造品 も l 点検出 し た 。 祭示E的 な 雰 囲気 は あ る が不 明

確であ る 。 上面 の 状況 か ら 井戸跡 の可能性があ っ た が、 最終的 に 湧 水 の 痕跡 を 認め な か っ た の で土坑 と し た 。

出土 し た土器は焼土 と 混 じ っ て お り 、 l層 の み で 出 土 し た 。 下層 に は い っ さ い 遺 物 が 出 土 し て い な い の で 、

遺物 を 破棄 し た 土坑 と も 言い 難 い 。 底面の標高 は3. 2m であ る 。

埋土 は ほ ぼ水平 に 堆積 し 、 7層 に 分層 で き た 。 注記 は以下 の と お り で あ る 。

l 層 は 、 黒褐色 (2 . 5Y3/1 ) を 呈す る 、 や わ ら か い粘質土で、 酸化鉄が部分的 に 多 く 見 ら れ る 。 や わ ら か

い茶色 の粒子 を 多 く 含 む 。 小粒の 白 っ ぽい粘土 を や や多 く 含 む。 炭化物 を や や 多 く 含み、 焼土 を 少量含む。

2 層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/2) を 呈す る 軟性粘質土層 で あ る 。 茶色粒子 を 多 く 含 む 。 酸化鉄が沈殿 し た よ う

な茶色の粒子 を や や 多 く 含 む 。 小粒 の 白 っ ぽい粘土 を や や多 く 含み 、 黒褐色 の 粘土 を 塊状 に 点 々 と 含 む 。 炭

化物 ・ 焼土 を 少量含 む 。 3層 は 黒褐色 (2. 5Y3/2) を 呈 し 、 2層 よ り や や 明 る い 。 軟性の 粘土 質 で 、 酸化鉄や

マ ン ガ ン 粒子、 小粒 の 白 色粘土 な ど を 含 む 。 炭化物 ・ 焼土 を 少量含む。 4層 は 、 暗 オ リ ー ブ褐色 (2 . 5Y3/3)

で 、 や わ ら か い粘土質。 や わ ら かい茶色 の粒子 を 少量含む。 小粒の 白 っ ぽい粘土 を 多少含む酸化鉄が沈殿 し

た よ う な 茶色 の粒子 を 3 層 よ り 多 く 含 む。 5層 は 、 黒褐色 (l0YR3/2) を 呈 し 、 2層 よ り や や灰色 がか っ た 軟

性粘土質層 で あ る 。 白 色粘土細粒、 酸化鉄粒、 炭化物 ・ 焼土等 を わ ず か に 含 む 。 6層 は 黄 褐 色 (2. 5Y5/3)

を 呈す る 軟性粘質土層 で あ る 。 地 山 の 淡黄灰色土が混 じ り 込 ん で い る 。 小粒 ( 5 層 よ り 大) の 白 色粘土、 黒

褐色粘土 を 部分的 に 含 む 。 酸化鉄、 炭化物 ・ 焼土 な ど も 微量含む。 7層 は 、 黄褐色 (2 . 5Y5/3) を 呈 し 、 6層

と 同 じ で あ る が、 地 山 の 淡黄灰色土 を 塊状 に 多 く 含む点が異 な る 。

[出土遺物] [第83図 ]

遺物 は大部分が確認面 で 出 土 し 、 l層 か ら の も の で、焼土 に 混 じ る よ う に し て 出 土 し て い る 。 こ の 土 坑 の 廃

絶過程 で か か わ っ て き た 遺物 で あ る 可能性があ る 。

大部分が破片 で あ り 、 出 土数 も 少 な か っ た の で 図化で き た の は 、 聾 が 3 点 、 高杯が 2 点 、 査形土製模造品

が l 点 で あ る 。

聾 は445 ・ 446 ・ 449で あ る 。 449 は ほ ぼ全体 を 推定で き る も の で あ る 。 部分的 な 残 り の た め 途 中 は 他 の 部分

で補い な が ら 図化 し た 。 こ の 翠 は 口 径 よ り 胴部最大径 よ り 1 . 5倍 ほ ど大 き い 。 口 縁部 は 端部付近 で や や 内 湾

し な が ら も 直 に 伸 び、 口 唇部 は や や 角 張 る 。 丈 は あ ま り 高 く な い 。 胴部外器面 は斜 め 方 向 の ハ ケ 目 が確認で

き る 。 内器面 は 中位 ま で縦方 向 の ヘ ラ 削 り 、 上位 は横方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 445 は 破片 の た め 全体 は

不 明 で あ る が、 中 型 の 歪 で あ る 。 口 縁部 は緩 や か に外反 し 、 口 唇部 の 内 側 で少 し つ ま み 上 げて い る 。 胴部 は

不 明 で あ る が、 頚部状況か ら あ ま り 胴 は 張 り 出 さ な い と 推定 し た 。 外器面 に ハ ケ 目 がみ え る 。 中 型 の も の で

あ る 。 446 は頚部の締 ま り 具合 と 胴部 の 張 り 出 し は449 と 類似 し 、 口縁部が な い の で や や不 明 確で あ る が、 449

と 同 一 固体の 可能性があ る 。 外器面 は縦方 向 の ハ ケ 目 、 内器面 は横方 向 の へ ラ 削 り で あ る 。
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第82図 4SK027実測図

447 は 壷71�土器の 口 縁 部 で 、 外部而 に は 、 径lcm ほ ど の 円 形工具 に よ る 刺 尖文が 3 点 集 仁|二l し て み ら れ る 。

450 は 高杯 の 脚 部 で 、 器壁 は 部 く 内 部 に は ケ ズ リ が見 ら れ 、 上部の付け根部分か ら 徐 々 に 広 が っ て い く 。

448 は蓋形模 造 品 でイ乍 り は わ り と 丁寧 で あ る 。

04SK060 [ 第84図 ]

4SX038の 一 角 で Y - 30 グ リ ッ ド に 位置す る 土坑で あ る 。 平 面 形 は 長 11�1 I0. 9m、 短 軸O. 8m を 測 る 楕 円 形 を

呈 し 、 確認面か ら 深 さ は66CJll ほ ど を iJ!1J る 。 底 而 は 円形で は な い が 、 ほ ほ平坦で、 あ る 。

こ の 造梢か ら の 出 土造物がな い た め 、 こ の 追梢梢zの所属 時j期り明1 が不 明 碓 で あ る が、 辿

墳11時l侍寺代 の 辿迫e構 と し て こ こ でで、j述主べ る 。

形態的 に は 井戸状の も の で あ る の で 、 4SX038 に 伴 う 遺構の 可能性 も あ る 。 他 に も 溝状遺構 の 一 角 で確認

さ れ て い る 例 も あ り 、 井戸跡の 可 能性が大 き い。 ち な み に底面の標高 は 1 . 55m で あ る 。

埋 土 は 注記 し わ す れ た た め 不 明 で、 あ る 。

05SK052 [ 第85図上]

a - 3 1 グ リ ッ ド で、 出 土 し た土坑で、 確認面で、 多量の土器が出 土 し て い る 。 平田71� は 確 認 し た 商 で は 、 長車111

1 . 7m 、 短111111 1 . 5m の 不整形 を 呈 し 、 地椛雌認面か ら の 深 さ は84cm を 泌IJ る 。 素掘 り の 井 戸 で 断而形態 は 、 ほ

ぽ U 字状 を 呈 し て い る 。 形態 的 に は4SK027 に似 る 。 埋土の堆1賀状況か ら み る と 、 一 気 に 埋 め た 後徐 々 に 陥

没 し た 穴 に再度土が堆積 し て い っ た状況が伺 え る 。 底面の標高 は3. 4m で あ る 。

;盟土 の 注 記 は 以下 の と お り で あ る 。

1 1曹 は 黒褐 色 (2. 5Y312) を 呈 す る 。 ブ ロ ッ ク 状 の 11音赤褐色 (5YR3/6) 土 を 多 量 に 含 む。 粘 性 は 弱 い 。

締 ま り が強 く 、 硬い砂粒 を 上層 に 含 む 。 2層 は 、 に ぶ い黄褐色 ( lOYR4/3) を 呈す る 。 暗赤褐色 (5YR3/6)
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土 の ブ ロ ッ ク を 所 々 に 含 む 。 粘性、 締 ま り と も に 強 く 、

黒褐色 ( l0YR3/2) 土 も 混 じ る た め で l 層 よ り も 灰色

に 見 え る 。 3層 は 、 黒 褐 色 (2. 5Y3/2) を 呈 す る 。 2層

- A' と 同 じ く 粘性 も あ る が、 水 気 を 比較 的 多 く 含 む た め 、

締 ま り は 2 層 よ り 弱 い 。 暗赤褐色土 ( 向 上 ) の ブ ロ ッ

ク も 少 な い が混 じ る 。 4層 は 、 オ リ ー ブ褐 色 (2. 5Y41

4) 土 で あ る 。 に ぶ い 黄 色 (2. 5Y6/4) や 浅黄 色 (2. 5

Y6/4) の 土 を 多 量 に 含 む 。 土 は 粘 性 、 締 ま り と も に

L=3.4m_ A' 強 い が、 水気 は 少 な い 。 黄 色 系 の 土 は よ く 締 ま っ て い

る が、 粘性 は な い 。 遺 物 が混 入 す る 。 5層 は 、 黄 灰 色

(2. 5Y4/1 ) を 呈 す る 。 黄 灰 色 (2. 5Y4/l ) の 粘 性 、

締 ま り と も に あ る が、 水 分 を 多 く 含 み 、 土 は 重 く 、 や

わ ら か い 。 造物 を 混 入 す る 。 61習 は 、 黒 褐 色 (2. 5Y31

2) を 呈す る 。 粘性、 締 ま り と も に あ る が水 分 は 少 な

く 、 5層 に 比 べ 、 か た く 黒 っ ぽ く 見 え る 。 に ぶ い 赤褐

色 (5YR4/4) と 黒 褐 色 (5YR2/2 ) の 土 が筋 状 に 所 々

混 じ り 、 土 は硬 い 。 造物混入層 で あ る 。 7層 は 灰 色 ( 5 

Y4/1 ) を 呈 し 、 粘 性 、 締 ま り 共 に 強 い が、 水 気 を 多

く 含 む た め 土 は や わ ら か い 。 暗 赤 褐 色 (5YR3/6) 土
O 
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第 2 節 弥生時代終末 ~ 古墳時代前期 ・ 中 期 の 遺構 と 遺物

性 は な い が、 締 ま り は あ る 。 水分 は 少 な く 、 土 自 体 は 硬 い 。 暗赤褐色 土 の ブ ロ ッ ク を 多 く 含 む た め 、 6層 よ

り 赤 く 見 え る 。

[出土遺物] [第86図 ]

遺物 は 大部分が 5 層 ま で の 出 土 で 、 6層 に も 一部 は い る 。 少 し 時期差があ る 可能性があ る 。

図化 し た の は 、 蓋が 3 点 、 査が l 点 、 器台が 2 点、 脚付鉢が l 点 、 土製模造品 が 1 点 で あ る 。

451 ・ 452 ・ 453 は 蓋 で あ る 。 い ず れ の 聾 に も 外器面 に煤が濃 く 付着 し て い る 。 451 は 口縁部が大 き く 外反 し

口 唇部が角 張 る 。 胴部 は 球形 を 呈 し 、 外器面 は斜め の ハ ケ 目 が入 り 、 底部近 く は ハ ケ 目 を ナ デ消 し て い る 。

胴部の 内 器面 は 大 き め の ヘ ラ 削 り がな さ れ る 。 底部付近 に は指頭圧痕が残 る 。 口 径 が18. 3cm、 器高が25. 6cm、

最大胴部径が23. 3cm を 測 る 。 452 ・ 453 は大 き さ が異 な る も の の 器形 は ど ち ら も 倒 卵 形 に 近 く 、 底 部 を 面 的

に 作 っ て い る 。 452が小 さ く 、 口 縁部 は や や 外反 し 、 端部 は や や 角 張 る 。 外器面 は ハ ケ 目 がナ デ に よ り 消 さ

れて い る 。 内 器面 は 丁寧 な へ ラ 削 り に よ る 器壁 を 薄 く し て い る 。 口 径 が14. 5cm、 器 高 が23. 6cm、 最大胴部

径が21 . 0cm、 底部径が5. 7cm を 測 る 。 453 は 、 452の 1 . 5倍 に 拡大 し た 形で あ る 。 口縁部の傾 き は よ く 似 る が、

口唇部が丸 ま り 、 外面 に 盛 り 上が り があ る 。 外器面 に は 頚部近 く に櫛状工具で弧 を 連続 し て描 き 、 櫛描波状

紋 に似せ て い る 。 そ の 下 は 縦 に ハ ケ 目 が中位付近 ま で残 る 。 そ の 下 は ナ デ消 さ れ て い る 。 内 器面 は 丁寧 な ヘ

ラ 削 り で器壁 を 薄 め て い る が、 底 部 は 分厚 く な っ て い る 。 口径が16. 9cm、 器 高 が28. 3cm、 胴 部 最 大径が25. 1

cm、 底径が5. 7cm を 測 る 。

454は査で、 口縁部がや や外反 し な が ら 直 に 伸 び、 口 唇部がや や 尖 り 気味 の も の に な る 。 胴 部外器面 は 縦

方 向 の ハ ケ 目 か ら 横方 向 の ハ ケ 目 が見 ら れ る O 内 器面 は ナ デ調 整 で あ る 。 口 径 は 13. 6cm を 測 る 。 外器面 に

黒斑があ る 。

455 ・ 456 は 器 台 で 、 455 は 受部があ り 脚 に 穴状 の 透 か し が 3 箇所入 る も の で あ る 。 調 整 は横 ナ デ、 ナ デ に

よ る も の で あ る 。 456 は 受部 と 脚 の 真 ん 中 に 穴 の 聞 く も の で あ る 。 復元底径 は 1O. 9cm を 測 る 。

457は 脚付 鉢 の 鉢部底 部 と 脚 部 の破片 で 、 脚部 は設置面が広 く 、 径 も 20. 0cm を 測 り 大 き い 。 調 整 は ほ と

ん どナ デで あ る 。 458 は 高杯形の 土製模造 品 で 、 脚 部 は し っ か り し て い る 。 調 整 は 指 ナ デ に よ る 手担 で あ る 。

05SK053 [第85図下]

b - 31 グ リ ッ ド に位置 し て い る 。 当 初井戸跡 と し て 掘 り 下 げて い た が、 さ ほ ど の 深 さ が な か っ た の で土坑

と し た も の で あ る 。 平面形 は 東西軸 1 . 8m、 南北軸1 . 7m の不整形で あ る 。 確認面 か ら の 深 さ 83cm を 測 る 。

底面 は南北方向 で段が作 ら れ て い た 。 20cm ほ どの段差があ る 。

埋土 は 自 然堆積の よ う で あ る 。 遺物 の 垂直分布 を み る と 、 4層 以 下 と 2 層 以上 の も の に 分 け ら れ る 。 間 層

と し て 3 層 がは い る 。 底面の 最下部の標高 は3. 2m で あ る O

埋土 の 注記 は 下記 の と お り で あ る 。

l 層 は 、 明 赤褐色 (2 . 5YR5/6) � 黒色 (N2/0) を 呈す る 焼土層 で あ る 。 明 赤 褐色 土 は 硬 く し ま る が、 黒

色土 は や わ ら か い 。 部分的 に 地 山 の 粘土 (褐色) や酸化鉄 を 含 む 。 2層 は 、 灰黄褐色 ( lOYR4/2) 粘土層 で 、

粒子が細 か く や わ ら かい 。 所 々 に 3 � lOmm の 炭化物 、 5mm 程 の 焼土粒 、 3 � 5cm 程 の 地 山 の褐色粘土 を 含

む 。 酸化鉄の帯がみ ら れ る 。 3層 は 、 灰黄褐色 ( 10司'iR4/2) 粘土層 で 、 2層 と 同様で粒子が細 か く や わ ら か い 。

2 層 と あ ま り 変 わ ら な い が、 全体的 に や や 明 る い 色 で 、 地 山 の褐色粘土 を ほ と ん ど含 ま な い た め 、 2層 と 区

別 し た 。 2mm ほ どの 炭化物 、 帯状の 酸化鉄 (5mm X 3 � 5mm) 分 を 含 む 。 4層 は 、 灰色 (N4/0) 粘土層 で 、

粒子が細 か く や わ ら か い 。 2mm � lcm 程 の 炭化物 、 地 山 の褐色粘土 ( 1 � 5mm) 、 帯状 の 酸化鉄 (5mm X 1 

� lOmm) 分 を 所 々 に 含 む 。 5層 は灰色 (5Y4/1 ) 粘土層 で あ る 。 粒子が細 か く や わ ら か く 、 帯状の 酸化鉄 ( 5 

mm X 2 �3mm) 分 を 含 む。 4層 と 比較す る と や や全体の色調がや や 白 っ ぽ く 最 下 層 に 斜 め に 堆 積 し て い る

句Eム句Eム



第 四 章 調査の成果

様子が伺 え る 。

[出土遺物] [第87図]

図化 し た の は 、 聾 が 5 点 、 小型査が l 点 であ る 。 出土遺物 は 多 か っ た が、 図化で き た も の は 少 な く い ず れ

も F層 の 遺物 出 土層 か ら 取 り 上 げて い る 。

聾 に は459�463があ る 。 459 は 唯一完形で形の 分か る も の で あ る 。 口縁部 は 頚 部 か ら 内 湾 し な が ら や や 立

ち 気味 に 口 唇部 に 至 る 。 口 唇部 は水平 に 切 っ た よ う に形作 ら れ る 。 胴部 は倒卵形で 、 外器面 は縦 ・ 横 の ハ ケ

目 がみ ら れ る 。 底部付近 は ナ デ消 さ れ て い る 。 頭部下 に二条の沈線で波状紋がめ ぐ っ て い る 。 内 器面 は ヘ ラ

削 り が施 さ れ て お り 、 器壁 は 薄 い 。 内 器面底部 に は 指頭圧痕が残 る 。 460 ・ 461 ・ 462 は い ず れ も 胴 部 の 中 位

以下が残 る も の で あ る 。 460は外器面全体 に 丁寧 な 縦方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は 斜 め 方 向 の ヘ ラ 削 り が

施 さ れ て い る 。 461 は外器面で は ハ ケ 目 が部分的 に 残 る 。 内 器面 は ヘ ラ 削 り が細 か く 施 さ れ て い る 。 器壁 は

底部が分厚 く な っ て い る が、 上 は 薄 く な っ て い る O 底部 は や や平 ら に な っ て い る 。 462 は 球形 を な し 、 外器

面 は 丁 寧 な ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ、 下位 に は 指頭圧痕がみ ら れ る 。 底部 は や や厚 く な る 。

463 は 頚部 ~ 胴部 で あ る 。 外器面 は ハ ケ 目 、 内器面 は ヘ ラ 削 り が残 る 。

464 は 、 小型査 の 口 縁部 で あ る 。 二 重 口 縁状の作 り で あ る 。

05SK061 [第88図上]

a- 32 グ リ ッ ド に位置 し て い る 土坑で あ る 。 こ の 遺構 も 当 初井戸跡 の 可 能性 も 考 え な が ら 掘 り 下 げた 。 結

果的 に は平面形は不定形で東西軸 1 . 7m、 南北軸 1 . 8m を 測 る 。 断面形態 は 素掘 り の U 字形で深 さ 87cm を 測

る 。 底 面 は で こ ぼ こ し て い る 。 上面か ら 床面 ま で土器片 が出土 し て い る 。 底面の標高 は3. 5m ほ どで あ る 。

埋土 の 注記 は 以 下 の と お り で あ る 。

1 層 は 、 黒褐色 ( 1OYR3/2) を 呈 し 、 粘性 は あ ま り な く さ ら さ ら し て い る 。 酸化鉄が筋状 に の び、 少量の

マ ン ガ ン 粒子 を 含 む 。 2層 は 、 黒褐色 ( 1OYR3/2) を 呈 し 、 粘性 は あ ま り な く 、 締 ま り が な い 。 酸化鉄が筋

状 に の び、 少量 の マ ン ガ ン 粒子、 極少量 の 炭化物 を 含 む。 2層 は 、 黒褐色 ( 1OYR3/2) を 呈 し 、 粘性が少 し

あ り 、 締 ま り がな い 。 多 量 の 酸化鉄マ ン ガ ン を 含む 。 極少量 の 炭化物がみ ら れ る 。 4層 は 、 暗褐色 ( 1OYR31

3) を 呈 し 、 粘性が少 し あ り 、 締 ま る 。 ま ば ら に 酸化鉄、 マ ン ガ ン の 集積 を 含 む 。 5層 は 、 暗褐色 ( l0YR3/3)

を 呈 し 、 粘性が強 く 、 締 ま る 。 酸化鉄 を 多 く 含み 、 少量の マ ン ガ ン も み ら れ る 。 6層 は 、 灰黄褐色 ( lOYR41

2) を 呈 し 、 粘性が非常 に 強 く 締 ま っ て い る 。 と こ ろ ど こ ろ 酸化鉄の 集積がみ ら れ る 。

[ 出土遺物] [第89図]

遺物 の 出 土量 は 割 と 多 か っ た が、 図化で き た も の は 査が 3 点 、 査が 4 点 、 小型査 l 点 、 鉢が 1 点 で あ る 。

費 に は465 ・ 466 ・ 467があ る 。 465 は 、 口縁部か ら 底部付近 ま で残 る 。 口縁部 は 内 湾 し 、 口 唇部 は 角 張 る 。

内 面 に 沈線がめ ぐ る 。 胴 部 は 倒 卵形 を 呈す る 。 外器面 は上位が縦方 向 の ハ ケ 目 の 後横方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ

る 。 中位以下 は ほ ぼ縦方向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内器面 は 口縁部 に横方 向 の ハ ケ 目 、 胴部上位 は ハ ケ 目 の 後

横方 向 の ヘ ラ 削 り が中 位 ま で な さ れて い る o 中位以下 は縦方 向 の へ ラ 削 り がな さ れ て い る 。 底部付近 に は指

頭圧痕が残 る 。 器壁 は頚部か ら 底部へ と 随時薄 く な っ て い る 。 466 は 、 口 縁 部 か ら 頚部付近 ま で残 る 。 口 縁

部 は外反 し 、 口 唇部 は つ ま み 上 げ内 面 に 沈線が見 ら れ る 。 頭部以下の わずか に 残 る 胴部で は外器面 は ナ デで、

内 器面 は細 か い ヘ ラ 削 り がみ ら れ る 。 467は 口縁部 か ら 胴 部 中 位付近 ま で残 る 。 口 縁部 は 内 湾 し 、 口 唇 部 は

水平 に な ら し 、 内 面 に 沈線がめ ぐ る 。 胴部は胴長形 を 呈す る 。 外器面 は上位が縦方向 の ハ ケ 目 か ら 横方 向 の

ハ ケ 目 で あ る 。 中位以下 は 斜め ハ ケ 目 が施 さ れ、 そ の 上 に櫛状の工具で ひ っ か く よ う な 調整 を 行 っ て い る 。

内器面 は 右斜め 上へへ ラ 削 り がな さ れ て い る 。

468 と 473 は 査 で あ る 。 器形 は よ く 似 て い る が、 出 土層 位 は473が底面近 く 、 468が上面 と 異 な る 。 468 は 、
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第87図 5SK053出土土器実測図
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20cm 

口 縁部がや や外反 し な が ら 口 唇部が角 張 る 。 内 面 に横 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 胴 部 は 球形 を 呈す る 。 外器面 は

上位 に 施す横方 向 の ハ ケ 目 、 下 位 は 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 は 細 身 の ヘ ラ 削 り が な さ れ る が、 中

位 よ り 下位 に 指頭圧痕が残 り 、 胴 部 の 張 り 出 し を 形成 し た も の で あ ろ う 。 473は468 よ り 高 さ が低 い が、 口縁

部 と 胴 部 の 比 は468 よ り 口 縁部が大 き く な る 。 口縁部 は ほ ぼ直 に 伸 び、 胴 部 は横 に 潰 れ た 様 な 形 を し て い る 。

胴部外器面上位 に は横 方 向 の ハ ケ 目 が残 り 、 中位以下 は 交互 に 交差 し た ハ ケ 目 が施 さ れ て い る 。 内 器面 は全

体的 に丁寧 な ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 底 部 に は細か い指頭圧痕様の痕跡が多 く 残 る 。 器壁 は 非常 に 薄 い 。

小 片 で あ る が469 は 大 型 の 査 の 一部 で 二 重 口 縁 の 浅 い も の で あ る 。 内 器 面 は 検方 向 の ハ ケ 目 、 外器面 は 縦

方 向 の ハ ケ 目 がそ れぞれ残 る 。

471 は 小型丸底査で 、 口縁部 は や や 内 湾 し な が ら ほ ぼ直 に 伸 び端 部 は と が る 。 口 径 は か な り 広 い 。 胴部径

は 口 縁部径 に 比 し で か な り 小 さ い 。 470 は 小型壷で あ る 。 内 器面底部 に 指頭圧痕が残 る 。 口 縁部 が な い の で

全体像 は つ か め な い 。

472 は 鉢 で 、 口 径 が広 く わ ず か に 頚部 を 作 る も の で あ る 。 口 縁部 は や や 内 湾 し な が ら 伸 び、 端 部 は 丸 く な

る 。 頭部 の屈 曲 は外器面で は あ ま り 明 瞭 で、 は な い が、 内 器面 で は 明 瞭 に 作 っ て い る 。 内外器面 に は ハ ケ 目 も

- 1 14 -



第 2 節 弥生時代終末~古墳時代前期 - 中期の遺構 と 造物

\ 
三Z \奇三一

VL炉llOE ヤ= 1
一一 ‘V国

5国1 
国

475 寸
11 
J 

:千台� � -A 

「→
1 1 "'" 

国 回 L = 4 30m
A ' 同

A-

三 E 5SK063 

473 

4 6 5 

4 7 1  

- A ' A -

470 L = 4.40m 
一一; A '

5SK061 

472 

。

第88図 5SK061 ・ 5SK063実測図

RU

 

司自よ唱Eよ

2 m  



第四主主 調査の成果
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O 20cm 

第90図 5SK063出土土器実測図

し く は ナ デの痕跡がみ ら れ る 。 あ ま り し っ か り し て い な い 。

05SK063 [ 第88図下]

a-31 グ リ ッ ド に 位置 し て い る 土坑 で あ る 。 当 初 井戸跡 の 可 能性 も あ る と い う こ と で慎重 に 掘 り 進 め た が、

深 さ が浅 く 、 井戸 で は な い と 判 断 し た 。 た だ 、 最下層 に 完形の識があ る こ と を 考 え る と 、 当 時 は 井戸 と し て

の 利 用 があ っ た こ と も 考 え ら れ る 。 底部 は平坦面 を 作 っ て い る 。 底部の絶対高 は3. 3m で あ る 。

平 面 形 は 長 車IJI 1 . 3m 、 短I!1111 1 . 2m の ほ ぼ 円 JI� を 呈 し 、 確認面か ら の 深 さ 85CJll を t!!ll る 。 底 面 の 標 高 は3. 3m

で あ る 。

埋土の注記 は 以 下 の と お り で あ る 。

l 層 は 、 暗褐色 ( lOYR3/l) を 呈 し 、 締 ま り があ り 硬 く 、 砂粒 と |酸化鉄 を 含 む 。 2層 は 、 灰 黄 褐 色 (lOYR

4/2) を 呈 し 、 や わ ら か 日 で は あ る が、 砂粒 を 多 く 含 む 。 若 干 多 め の酸化鉄 を 含 む 。 3層 は 、 暗 褐 色 ( lOYR3

13) を 呈 し 、 土 自 体は粒子が車III く や わ ら か い が、 砂粒 を 多 く 含 む 。 酸化鉄 も 含 む 。 4層 は 、 暗 灰 色 (N3/0)

を 呈 し 、 粘 土 質 で 、 粒 子 は 細 く な め ら か で あ る が、 や や硬 い 。 砂粒 や 酸化鉄 を 含 む 。 5層 は 、 灰 色 (5Y4/l )

を 呈 し 、 粘土質で、 あ る が、 大 き 目 の 砂粒 を 多 く 含 む 。 水分が多 く べ た べ た し て い る 。 酸化鉄 も 含 む 。

[ 出土遺物] [ 第90図 ]

出 土遺物 は 少 な く 、 最 下層 に l 点 と 、 中 位 に 2 点 ほ ど破片が出土 し た の み で あ る 。 接 合 の 結 果 、 図 化 し た

謹 2 点 と な っ た。

474 は 口縁部がや や 内 湾 し 、 長 さ は 短 く 頭部 か ら 大 き く !�日 く 。 口 唇部 は 丸 ま っ て い る 。 胴 部 は 倒 卵 形 を 呈

し 、 外器面 に は左 上が り の タ タ キ の 痕跡が縦方向 の ハ ケ 目 調整 の 下 に 見 え る 。 内 器面 は 中 位 よ り 下 は 斜 め 方

向 の へ ラ 削 り と 指頭圧痕があ り 、 中位 よ り 上 は検方 向 の へ ラ 削 り が な さ れ て い る 。

475 は 、 大 型 の きも の 胴部下位部分で、 あ る 。 内 器 面 に は ハ ケ 日 が残 る 。 外器面 に は 左上 が り の タ タ キ が か な

り 明 瞭 に 残 る 。 そ の 後 ハ ケ で調整が行 わ れ て い る O 底 部 は や や 尖 り 気味 で あ る 。

474が底面か ら は ほ一個体 と し て 出 土 し た 。 底 部 は 破損 し 、 土圧で慣 れ て い た 。 475 は �I:J 層 か ら 出 土 し た も

の で あ る 。

ウt1よ1よ
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第91図 4SK004実測図

2m 

04SK004 [第91図]

Z -27 グ リ ッ ド に位置 し て い る 。 長軸 1 . 1m、 短軸 1 . 0m の ほ ぼ円形の土坑で、 深 さ 82cm を 測 る 。

こ の 遺構 も 当 初井戸跡 と 考 え 、 慎重 に掘 り 進め た 。 結果的 に は土坑 と し て 処理 し た が、 他 の 井戸跡 と 比較

す る と 井戸跡の可 能性 も あ る 。 底面の標高 は3. 5m で あ る 。

[出土遺物] [第92図]

出 土遺物 は 少 な く 、 図化で き た遺物 は杯が l 点、

聾 が l 点 で あ る 。

476 は 土 師器 の 杯で体部 の や や 下 に 屈 曲 部 を 持 ち 、

外底面 は磨耗 し て い る がヘ ラ 削 り の跡が若干み え る 。

477 は 聾 形土器 で 、 口 縁端 部 が丸 く な り 、 胴 部 の

最大径 は や や 下位 の 方 に な っ て い る 。 器壁 は 薄 い 。

ÇQ 

04S001 4 ・ 4SK015 ・ 4SK024 [第93図]

一 連 の 遺 構4SE005か ら 伸 び る 溝 遺構 で あ る 4SD

014 と そ れ に付随す る よ う に 検 出 し た の が4SK0l5 ・

4SK024で あ る 。 2つ の 土 坑 は 重複 し て お り 、 4SK0l5

が4SK024 を 切 っ て い る 。 4SK0l5 は 、 X- 28 グ リ ッ

ド に位置す る 。 長軸 1 . 4m、 短軸1 . 2m を 測 る ほ ほ円

。

ぞー
477 

20cm 

口δ可EムーEム

第92図 4SK004出土土器実測図
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第93図 4S001 4 ・ 4SK015 ・ 4SK024実測図

形の土坑で、 深 さ は52cm を 測 る 。

4SK024 I 土 、 X - 28 グ リ ッ ド に 位置 し 、 4SK0l5 と 重複 し て い る 。 長軸1 . 4m、 短軸 1 . 1m の 楕 円 形 の 土坑 で 、

深 さ 56cm を 測 る 。

こ の 遺構 は土層 観察 を 一度 に し た た め 注記 は 下記の よ う に な っ た 。

第93図 の土層 断面 図 C - C' に つ い て 述べ る 。 l層 は4SK015の 埋 土 で 分層 がで き ず、 褐 灰 (7. 5YR4/1 ) を

呈す る 軟性の粘土で あ る 。 酸化鉄 も 入 り 赤褐色 (5YR4/8) を 呈す る 。 l ' 層 は 黒褐 色 (5YR1I3) 、 暗赤色 ( 10

R3/6) 、 糧色 (7. 5YR6/8) な ど部分的 に 様 々 な 土色 を 呈 し て い る が、 所 々 に 地 山 層 に よ く 似 た 乳 白 色粘 土

を プ ロ ッ ク 状 に 含 む 。 酸化鉄 の 混 じ る 土 も ブ ロ ッ ク 状 に含み 、 1層 よ り や や 黒 い 。 4SK015の埋土 と の 関 係 が

あ り そ う で あ る 。 2層 か ら 5 層 は4SK024の埋土 で あ る 。 2層 は 黒 褐 色 (5YR1I3) と 暗 赤 色 (10R3/6) と 赤

糧色 (7. 5YR7/8) を 呈す る 土が混 じ る 。 l ' 層 と よ く 似 る が、 酸化鉄の 入 る 土 の ブ ロ ッ ク な ど を 含 む 。 3層 は

- 1 19 -
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1 0 cm 

褐灰色 (7. 5YR4/1 ) と 暗赤 色 ( lOR3/6) と に ぶ い 黄

色 (2. 5Y4/6) を 呈 す る 土 が 混 じ り 、 2層 と 色 あ い は

よ く 似 る が、 地 山 層 と 同 じ 乳 白 色粘 土 を ブ ロ ッ ク 状 ( 2 

�3cm) に 多 く 含 む。 ま た 酸化 鉄 の 沈着 も 多 く 、 や わ

ら か く 粘性があ る 。 4層 は u音灰色 (N3/0) を 呈 す る 粘

土層 で あ る 。 3層 よ り や わ ら か い 。 5層 は灰黄褐色 (10

YR4/2) と 赤 色 (lOR4/6) と 明 黄 褐 色 ( lOYR6/8)

の 混 じ る 層 で 、 3層 と よ く 似 る が、 地 山 層 の 混 入 は な

墨戸 
‘ \ 478 

0 

第94図 4SK01 5出 土土器実測図

U 、 。

[ 出土遺物] [ 第94図 ]

い ず れ も 遺物 の 出 土量 は 少 な く 、 小片が多 い 。 そ の 中 な ら 4SK0l5か ら 出 土 し た l 点 の み を 図 化 で き た 。

478 は 査 の 口 縁 で 口 縁 の 縁 に 細 か い 刻 み 目 が入 る 。 内外面 と も に 縦 方 向 の ハ ケ 目 が は い る 。 二 重 口縁土器で

あ ろ う か。
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Q4SK006 [第95図]

W . X- 27 ・ 28 グ リ ッ ド に位置 し 、 481016 と 重複 し て い る 。 481016 は 古代 の 住居跡で あ る 。 当 初 遺 物 の 出

土量が多 く 廃絶後 に 土器捨 て場 に な っ た住居跡 と 考 え て発掘 を 進 め て い た た め 、 方形の住居跡 と い う 想定で

無理 に 形 を 造 っ た 可 能性があ る 。 た だ現況か ら 判 断 す る と 、 長軸 は 想定 で 最 大7. 5m、 短軸 が7m を 測 る 。

確認面か ら の 深 さ は5cm 程度 で あ る 。 遺物 の 出 土量 は 多 く 、 破片数が多 く ま た 、 土製模造 品 の 数量 も 多 か

っ た 。 床面 を 精査 し た が炉跡、 柱跡 な ど は確認で き な か っ た 。

残 し た 土層 観察用 ベ ル ト か ら 、 こ の 遺構の埋土 は l 層 の み で あ る こ と を 確認 し た 。 埋土 は 黒褐 色 ( 1OYR2

/1 ) を 呈す る あ ま り 締 ま り の な い土 で あ る 。 た だ 、 部分的 に そ の 土 に 混 じ っ て プ ロ ッ ク 状 に 黒 色 (lOYRl . 7 

/1 ) を 呈す る 焼土塊が入 り 込 ん で い た 。 基本的 に こ の遺構の埋土 で あ る 。

ま た 、 こ の 遺構 自 体、 壁 がほ と ん ど観察で き な い部分 も あ り 、 遺物 の分布 も 遺構外で も 出 土 し 、 そ れ ら と

接合す る も の も 多少 あ っ た 。 遺構 と し て の捉 え 方 に 問題があ っ た 可能性があ る 。

[ 出土遺物] 【第96図~第1 01図 ]

図化 し た の は 、 多 量 の 遺物 の 中 か ら 聾 9 点 、 査1 1点 、 高坪 6 点 、 脚付聾 ? の 脚 1 点 、 鉢 2 点 、 器台 1 点 、

中 型聾 3 点 、 小型査14点 、 小型鉢 2 点 、 壷形土製模造品 2 点 、 費形土製模造 品 1 点 、 鉢形土製模造 品 6 点 、

不 明 品 l 点 、 甑把手 l 点 、 古代須恵器高台付杯 l 点 、 石器 (砥石2、 石錘が1 、 敵石が l 点 ) で あ る 。 こ の う ち

石器の553、 555は 、 縄文時代 も し く は 弥生時代 の も の であ る 。 古代 の 須恵器が混 じ る の は こ の 遺構が洪水の

影響で上面が削平 を 受 け た 際 に混入 し た も の と 考 え ら れ る 。

479 �486、 488 は 聾 で あ る 。 器形 と 大 き さ お よ び細部 の 違 い か ら い く つ か に 分類 で き る 。 胴 部 が倒 卵 形 を

呈 し 、 最大径が上位 に あ る も の は479で あ る 。 緩や か に 屈 曲 し た 頭 部 か ら 口 縁部 が ほ ぼ直 に 伸 び、 口 唇部 は

薄 く し て い く 。 外器面 は ハ ケ 目 の 後 ナ デ調 整 、 内 器面 は 丁寧 な ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 480 は 最大胴部径が ほ

ぼ中位 に あ り 球形 に 近 い 。 頚部 に は 口縁部 と 胴部 と の接合状況が観察 で き る 。 口 縁部 は や や 外側 に ふ く ら み

を 持 ち 口 唇 部 は 丸 く な る 。 外器面 に は ハ ケ 目 調整が、 内器面 に は 丁寧 な ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 器壁 は 非常 に

薄 い 。 481 と 482 は 器形が よ く 似 る が口縁部の特徴 は 、 481 は 口 唇部が丸 ま り 外面がや や膨 ら み 、 482 は 口縁部

が外へ大 き く 反 っ て い る 。 胴 部 の 最大径 は 中 位 よ り も 下位 に あ る 。 485 は 口 唇部 が水平 に 角 張 り 内 面 上 部 に

浅い溝が走 る 。 口縁部内外面 と も ハ ケ 目 調整 さ れ る 。

483以 下 の 聾 は 先 の も の に比べて小型の も の であ る 。 483 は 口縁部が割 と 直 に 伸 び口 唇部 は 手担 り で あ る 。

胴 部 は 口 縁部 に比較 し て 余 り 張 り 出 さ な い も の で あ る 。 484 は 口 縁部が直 で 、 483 よ り し っ か り し た っ く り で

あ る 。 486 ・ 488 ・ 490 は 口縁部径 に 対 し て胴部の 張 り 出 し が大 き く 一見 す る と 査 の よ う な 感 じ を 受 け る も の

で あ る 。 486 ・ 488 は 口 縁部が直 に 伸 びる も の で あ る 。 490 は や や 二 重 口 縁 の 雰 囲 気 の あ る も の で 口 縁部断面

がや や膨 ら み を 持つ 。

487 ・ 489 ・ 491 �499 は 壷 で あ る 。 こ れ も い く つ か に 分類 で き る 。 489 ・ 494 ・ 495 ・ 496 ・ 499 は 二 重 口 縁査

の部類 に 入 る が、 口 縁部 の 形態がか な り 異 な り 明確 に 分け る の は 難 し い 。 大 き さ で は 大型 と 中 型 に は 分 け ら

れ る 。 499 は 、 他の も の よ り 頚部 の絞 り が大 き く 口縁部の 径が広 く な る 畿 内 系 二 重 口 縁査 で 、 査形埴輪 の 流

れ に つ な が る も の か も し れ な い 。 491 ・ 492 ・ 497 ・ 498は畿内系広 口 壷 で 、 直 口 縁 を 持つ も の で あ る 。 た だ 、

491 ・ 492 は 直 で あ る がや や 二 重 口 縁 の 雰 囲気 を 持つ。 496 は 壷 の 中 で も 特 に 口 径 が狭 く 、 他地域か ら 流 入 品

の 可能性があ る 。 全体的 な 形態 は 口縁部が締 ま る ほ か に 胴部の 最大径が胴部の 中 位 よ り 上 に あ り 、 縦長 い の

で ス マ ー ト な 印象 を 受 け る 。 頚部 内器面 に は 口縁部接合 し た 際 に 着 い た と 推定 さ れ る 指圧痕で あ る 。

500� 514 、 518 は 高杯であ る 。 坪部 の状況 と 脚部の状況か ら 数種 に 分 け ら れ る 。 杯 の 高 い も の (502 ・ 503)

杯部 の低い も の 、 脚部が底部で屈 曲 が強 い も の と 杯部か ら も の があ る 。 底 部 で の 屈 曲 も 杯部 か ら 直 に 近 い も

の と や や 聞 き 気味 の も の に 分か れ る 。 518 は特殊 な 形態の高杯で あ る 。
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鉢は脚付 と 脚 の な い も の の 2 種で517 と 516 ・ 539であ る 。 516 は遺構 の 上位 か ら 出 土 し た も の で 、 復元 口 径

が22. 0cm を 測 る 。 外器面 は 縦方向 の ハ ケ 目 、 内器面 の 口 縁部が横方 向 の ハ ケ 目 、 胴 部 内 器面 は 横方 向 の へ

ラ 削 り が施 さ れ る 。 517は 口径が13. 0cm、 器高 が12. 0cm、 復元底径が13. 0cm を 測 る 。 内外器面 と も ナ デ調

整が施 さ れ る 。

519 は 、 器台で脚部の み で あ る 。 ナ デ調整が施 さ れ る 。

520� 523 は小型聾 で あ る 。 520 は 口 縁部が頚部か ら ほ と ん ど直 に 伸 び る も の で 、 復元 口 径 が12. 5cm、 最 大

胴部径が12. 5cm を 測 る 。 外器面 は ハ ケ 目 調 整、 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に 黒斑 が あ る 。 521

は l 層 出 土 で 、 復元 口 径 が1 1 . 4cm、 復元最大胴部径が12. 5cm を 測 る 。 口 縁部 は520 よ り 短 く 頭部 か ら の 聞

き が大 き く 、 器高が低 い 。 外器面 は ハ ケ 目 が残 り 、 内器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 522 は 口 縁部が短 く 、 胴

部が倒卵形 を 呈す る 。 復元 口径が1O. 1cm、 最大胴部径が1 1 . 4cm を 測 る 。 外器面 に は 縦方 向 の ハ ケ 目 が、 内

器面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に は 黒斑があ る 。 523 は 、 先 の も の よ り 小 型 で復 元 口 径 が1O. Ocm を

測 る 。 胴部 は 口径 よ り 狭い 。 器面調 整 は 不 明 瞭 で あ る 。

小型査 は524 � 536があ る 。 口縁部 と 胴部の 長 さ の差 と 最大胴部径 と 口 径 の 差 に よ っ て 、 大 き く 3 種類 に 分

円i円L守EA



第 田 章 調査の成果

類で き る 。 頚部か ら 口 縁部 の 長 さ が比較的長 く 、 口縁部の 聞 き が小 さ く 、 口 縁部 と 胴部 の 長 さ がほ ぼ等 し い

も の (524 ・ 525 ・ 527 ・ 528 ・ 529 ・ 531 ・ 532 ・ 536) 、 最大胴部径 よ り 口 径 が明確 に 広 い も の (526 ・ 530 ・ 533

・ 535) 、 口径が最大胴部径 よ り 明確 に小 さ い も の (534) で あ る 。 こ の 中 に は 完形の も の だ け で は な い の で分

類 の 誤 り は 含 ま れ る 可 能性 は あ る 。 524 は 口 径が9. 2cm、 復元最大胴部径が8. 5cm を 測 り 、 外器面 に ハ ケ 目 、

内 器面 に は ケ ズ リ 後 ナ デが施 さ れ る 。 525は 口 径が9. 0cm、 最大胴部径が8. 8cm、 器高 が9. 9cm を 測 り 、 外

器面移ハ ケ 目 、 内 器面 に 指 ナ デが施 さ れ る 。 526 は 口 縁部が欠損 し 口 径が不 明 で あ る が、 頚部 よ り 大 き く 聞

く 。 復元最大胴部径 は8. 4cm を 測 る 。 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器面 は ナ デ調 整 さ れ る 。 527は 2 層 の 出 土 で 、 復

元 口 径が1O. Ocm、 最大胴部径が9. 2cm、 器高が9. 1cm を 測 り 、 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ

れ る 。 口 縁部がや や 二 重 口 縁気味で や や 内 湾す る 。 外器面 に黒斑があ る 。 528 は l 層 と 2 層 の 出 土 で あ る 。

復元 口 径 が8. 4cm、 復元最大胴部径7. 8cm を 測 る 。 外器面 に ハ ケ 目 、 内 器面 に横 ナ デが残 る 。 529 は 2 層 の

出 土 で、復元 口 径が8. 4cm、 復元最大胴部径が8. 1cm、 器高が9. 0cm を 測 る 。 外器面 に は 弱 い ハ ケ 目 、 内 器面

に は ハ ケ 目 の 後 ナ デ調 整が施 さ れ る 。 外底 部 に 黒斑があ る 。 530は 口 径 が1O. 8cm を 測 り 、 復 元 最 大 胴 部 径

は 口 径 よ り 小 さ く 9. 5cm ほ どで あ る 。 磨耗が進 み 、 内外器面 と も 調 整 は 不 明 で あ る o 531 は I 層 の 出 土 で 、

口 縁 部 が欠損 し て い る が頚部か ら か な り 聞 き 気味 で あ る 。 最大胴部径が8. 5cm を 測 る 。 外器面 は ハ ケ 日 が、

内 器面がナ デや指 ナ デが残 る 。 外器面 に は 赤色顔料が塗布 さ れ る 。 532 は 口 縁部 が欠損 し て い る が、 頚部か

ら の 立 ち 上が り があ ま り 聞 い て い な い 。 最大胴部径は8. 5cm を 測 る 。 外器面 に は 横 方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面

頚部 に 指押 さ え 、 胴 部 は ナ デ と 指頭圧痕が残 る 。 533 は胴部が他の も の よ り も 横 に 広 く 、 最大胴部径が8. 1cm

を 測 り 、 さ ら に 口径 は広 い と 推定で き る 。 外器面 は横ナ デ、 内器面 は ヘ ラ 削 り と 底部付近 は 指頭圧痕が施 さ

れ る 。 534 は 頚部が締 ま り 、 口縁部 は ほ ぼ直 に 立つ も の であ る 。 1層 か ら 出 土 し 、 復元最大胴部径が9. 0cm を

測 る 。 外器面 は ハ ケ 目 の 後 ナ デ調 整 さ れ、 内 器面 は ケ ズ リ が施 さ れ る 。 535 は l 層 の 出 土 で 、 最大胴部径が

9. 1cm を 測 り 、 口 径 は 胴 部径 と ほ ぼ同 じ と 推定 し た 。 外器面 は ナ デ調 整 、 内 器面 は 頚部 に 指頭 圧 痕 、 下位

は 指 ナ デ に よ る 調整 と 考 え る 。 外器面 に は 意 図 的 な 打 ち 欠 き と 考 え ら れ る 跡があ る o 536 は頭部 よ り 上位が

欠損 し て い る 。 最大胴部径が8. 3cm を 測 る 。 外器面 は ナ デ調整、 内 器面 は へ ラ 削 り 後指 ナ デが施 さ れ る 。

外器面 に 黒斑があ る 。

537 ・ 538 . 539 は小型鉢 と す る 。 537 ・ 538 は と も に 手担 に よ る も の で あ る 。 537 は復元 口 径 が1 1 . 2cm を 測

り 、 復元器高が6. 5cm ほ ど を 測 り 、 内外器面 に は 指頭圧痕 と 指 ナ デ に よ る 調 整 、 内 器面体部 に は ヘ ラ 削 り

も み ら れ る 。 外底面 に は 黒斑があ る 。 538は復元 口径が1 1 . 8cm、 器高 が6. 0cm を 測 り 、 537 よ り 平 た い 。 内

外器面 は指 ナ デ に よ る 調整が施 さ れ る 。 外器面 に は 煤が付着 す る 。 539 は 口 縁部 と 頭部 を 明 瞭 に 持つ も の で

あ る 。 口 縁 は 頭部 か ら 直 に 立 ち 上 が る 。 l層 の 出 土 で 、 復元 口 径が9. 6cm、 器高 が9. 1cm を 測 る 。 外器面 は

ハ ケ 目 の 後 ナ デ、 内 器面 も ハ ケ 目 の 後 ナ デが施 さ れ る 。

540 � 548 は土製模造 品 で 、 いずれ も 調 整 は 指 に よ る 手担 で あ る 。 537 ・ 538 は や や大型の鉢形土製模造 品 で 、

調 整 は 口 縁部が指 ナ デ、 体部 の 内外器面 も 指 ナ デ、 ナ デで あ る o 540 . 541 は査形の も の で 口縁下部がす ぽ ま

る が、 日Oが よ り す ぼ ま り 、 日1 がや や 大 き く 口 縁の 聞 き も 大 き い 。 日2 は 口 縁部 の 長 さ が短 く 、 外反 し 、 底

部が平底形 に 近 い斐形の も の で あ る 。 543 は胴部 よ り 口縁部の小 さ く な る 鉢形の も の で あ る 。 器高 は 低 い 。

544 � 548 は 口径 と 器高 の 比 が若干異 な る が、 一応すべ て鉢形の も の と し て お く 。

550は不明器の把手で 、 丁寧 な ナ デ調整で さ れ頂点部 に穴があ る 。 551 は 甑の把手で あ る 。

549 は須恵器の 高台付杯の底部で古代 の も の で あ る 。 高 台 は 貼付 に よ る も の で 、 高 台 の畳付部 に 弱 い 凹 部

がめ ぐ る 。 紛れ込み で あ ろ う 。

石 器 に は砥石 ・ 石錘 ・ 融石があ る 。 554 ・ 552 は砥石であ る 。 石材 は 不 明 で あ る 。 553 は 石錘で あ る 。 両側

片 を 打 ち 欠 き 、 扶 り 部分 を 造 り 出 し て い る 。 555 は小型の蔽石 で あ る 。 表面 と 裏面 は か な り 摩耗 し て い る 。
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下部 に は タ タ キ に使用 し た 跡がは っ き り と 残 る 。

04SK01 0 [第1 02図 】

Y- 27 グ リ ッ ド に 位 置 し 、 481011 と 重複 し て い る 。 こ の 遺構が出 土 し た 付近 は IV層 が厚 く 、 V 層 は 削 平 さ

れて い た た め 、 48KOlO . 481011 を 確認す る こ と は 非常 に 困 難 で あ っ た 。 掘 り 下 げ を 繰 り 返 し た 結果 、 両遺

構 を 確認 し 、 こ の 遺構が48101 1 に 切 ら れ て い る こ と ま で分か っ た 。 壁 面 の 残存 度 は481011 と 変 わ ら ず、 確

認面 か ら の 深 さ 4 - lOcm ほ どで あ っ た 。

柱跡 ら し き も の を 2 本 は確認で き た が、 そ れ以上の柱跡 は見つ か ら ず、 ま た焼土 な ど も 確認で き な か っ た

た め土坑の扱 い と し た 。 た だ 、 確認 し た形 は住居跡 と し て も よ い よ う で あ る 。 一角 に 浅 い掘 り 込み を 確認 し

た が、 ど う い う 性格があ る の か不 明 で あ る 。

長軸で5. 1m、 短軸 で4. 3m ほ ど を 測 り 、 長方形 を 呈す る 。

埋土 と し て は l 層 が 中 心 で 、 2層 は 掘 り 込 み の 埋 土 で あ る 。 1層 は 褐灰色 (7. 5YR4/1 ) を 呈す る 。 青灰色

の粘土が プ ロ ッ ク 状 に 混 じ る 。 締 ま り は 弱 い 。 2層 は 黒褐色 (l0YR3/2) を 呈 し 、 酸化鉄 の 沈着 を 少量含 む 。

粘土質で締 ま り が強 い 。

[ 出 土遺物]

遺物 の 出 土 量 は 少 な く 、 破片がほ と ん どで 図化で き る も の は 無か っ た 。 た だ 、 小破片 は 古墳時代 の 遺物 で

あ る こ と は確認 し て い る 。
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b - 34 グ リ ッ ド に 位 置 し 、 581031 ・ 581033 と 重複 し て い る 。 遺構東 側 が撹乱 の 為 全体 は 不 明 で あ る が、 南

北軸2. 2m、 東西軸2. 4m で あ り 、 他の遺構 に 切 ら れ て い る た め不 明確 で あ る が不 整 形 な 土坑 に な る も の と 思

わ れ る 。 確認面か ら の 深 さ 34cm を 測 る 。

埋土 は 3 層 に 分 割 で き た 。 1 層 は 明 黄褐色 (lOYR7/6) を 呈す る 、 締 ま り の あ る 粘 質 土 で あ る 。 や や き め

の 細 か な 砂粒 を 含 む 。 こ の 層 中 に 造物 は 含 ま れ な い。 2層 は黄褐色 (lOYR5/6) を 呈 す る 粘 質 土層 で あ る 。

土 質 は 基本 的 に l 層 と 大差 な い が 、 土 色 は l 層 よ り や や 暗 く な る 。 ま た こ の 層 に は 遺物 が含 ま れ る 。 3層 は 、

に ぶ い 黄 褐 色 (lOYR4/3) を 呈 し 、 1 ・ 2 層 に 比べ て締 ま り が な く 、 ホ ク ホ ク し た 感 じ の 粘 質 土 で あ る 。 土

色 は こ の層 が よ り 褐色 が強 く な り 、 造物 の大半は こ の層 か ら 出 土 し て い る 。

[ 出 土遺物] [第1 04図 ・ 第1 05図]

遺物 の 出 土量 は 多 か っ た が、 図 化で き る も の は 少 な か っ た 。 図化 し た 遺物 は 、 聾 が 5 点 、 壷片が 2 点 、 高

杯が 6 点 、 器台が l 点 、 鉢が 2 点 、 小型査が 2 点 、 石器が I 点 で あ る 。

556� 560 は 聾 で あ る 。 556 は 、 口縁部は頭部か ら 直 に 伸 び、 や や膨 ら み な が ら 口 縁端 部 は や や 丸 ま り な が

ら 外面 に つ ま み 出 さ れ て 終 わ る 。 頚部 は 締 ま り 、 胴部最大径 は 中 位 も し く は 下位 に な る 。 外器面 は 縦 方 向 の

ハ ケ 目 が残 り 、 内 器 面 は 横 方 向 の へ ラ 削 り が な さ れ る 。 557の 口 縁部 は や や 外反 し が ら 直 に 伸 び口 唇部 は 角

張 る 。 胴 部 は 最大径が中位付近 に あ る 。 外器面 は縦方向の ハ ケ 目 が施 さ れ、 内 器 面 は ま21 め 方 向 の へ ラ 削 り が

な さ れ る 。 内 器面 に は ま た 粘土紐の接合痕が残 り 、 製作技法が確認で き る 。 こ れ ら は 大 型 の 部類 に は い る 。

558 は 口縁部が途 中 で や や外部 に 張 り 出 し 、 口 唇部が尖 り 気味 に な る も の で あ る 。 外器面 に は 縦方 向 の ハ ケ

ハU円〈U可Ei
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目 が残 り 、 内器面 に は不定方 向 の ヘ ラ 削 り があ る 。 頚部

付近は横方向 に 近 い 。 559 は 頚部 が余 り 締 ま ら ず、 口 径

は胴部最大径 に 近 く 、 頭部か ら や や 内 湾 し な が ら 、 口 唇

部 は尖 り 気味 に な っ て い る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が残 り 、

内器面 は 不定方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 558 ・ 559 は 、

中 型 の も の で あ る 。 560 は 、 口 縁 部 が大 き く 、 そ れ に 比

べて 胴部が非常 に小型の も の で 、 全体的 に は小 型 の 聾 で

あ る 。 口縁部 は 途 中 や や ふ く ら み を 持 ち な が ら 口 唇部が

尖 り 気味 と な る 。 外器面 は 表面 に ハ ケ 目 は 見 ら れず、 内

器面 は ヘ ラ 削 り さ れ る 。

561 は 畿 内系広 口 壷 で あ る 。 口 縁部 が ほ ぼ直 に 伸 び、

口 唇部 は 尖 り 気味 に 終わ る 。 外器面 の 調 整痕 は 不 明 で あ

る が、 内器面の 頭部近で は指頭圧痕が残 り 、 そ の 下 は ヘ ラ 削 り が な さ れ て い る 。 ま た 、 粘土紐の接合法が断

面で観察で き る 。 562 も 査 の 口 縁部 の み で 、 直 口 の も の で外器面 に 縦方 向 の ハ ケ 目 がみ ら れ る 。 口 唇部 は 角

張 る 。

563 - 568は高杯で あ る 。 杯部の径が大 き い も の と 割 り と 小 さ く 立 ち 上が り 角 の 急 な も の があ る 。 569 は 類

例 を 確認で き な か っ た が、 一応器台 と す る 。 570 ・ 571 は頚部 を 持つ鉢で あ る 。 大 き さ の 差があ り 、 571 は 高

さ も 高 い 。 572 ・ 573 は小型査で底部 を 打 ち 欠 い た よ う な痕跡があ る 。

574 は磨製石斧 の 破片 で あ る 。 表面 に 琢調 の 跡が残 る こ と か ら 弥生時代 の も の で あ ろ う 。 石材 は 安 山 岩で

あ る 。

05SK036 [第1 06図]

b - 33 グ リ ッ ド に 位 置 し て い る 。 南北軸4. 5m、 東西軸4. 1m の 不 整 形 の 土 坑 で 、 確認面 か ら の 深 さ 40cm

ほ ど を 測 る 。 住居跡 の 可能性 を 考 え 確認作業 を 進め た が、 明確 な 炉や柱痕跡 は 見つ け ら れ な か っ た た め 、 土

坑 と し た 出 土遺物 は小破片が多 く 、 遺構外 と の接合 も あ る 。

埋土 は 2 層 が主 で l 層 は 部分的 な 層 で あ る 。 l層 は 、 灰黄褐色 ( 町田6/2) を 呈 し 、 褐色が強 い 。 土 質 は 砂

を ほ と ん ど含 ま ず粘性が強 い 。 2層 は褐灰色 (7. 5YR4/1 ) を 呈 し 、 褐色が強 い 。 砂 は ほ と ん ど含 ま な い 。

[出土遺物] [第1 07図 】

出 土 し た 遺 物 の う ち 、 図化で き た の は土師器の聾が 3 点、 査が l 点 、 境が 2 点 、 杯が 2 点 、 鉢が l 点 、 勾

玉様土 製 品 が l 点 、 砥石が l 点 で あ る 。

聾 は 575 . 576 ・ 577で あ る 。 575 は 中 型 の 聾 で 口縁部は低 く 厚みがあ り 余 り 聞 かず、 口 唇部 は 丸 く な る 。 胴

部 は 球形 を 呈 し 、 外器面 に は 縦方 向 の ハ ケ 目 調整、 内器面 に は下位で は下方か ら 、 上位で は横方向 の へ ラ 削

り が施 さ れ る 。 576 は 口径が胴部 に 比 し て狭 く 、 や や 胴張 り の 器種で あ る 。 口縁部 は 頭 部 か ら ほ ぼ直 に 立 ち

な が ら 口 唇部近 く で強 く 外反す る 。 胴部外器面 は縦方向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 577は 口

縁部がや や 直気味で あ る 。

578 は査の 口縁部で二重 口縁で は な い が口 唇部下 に刻 み 目 を い れ た 突帯がめ ぐ る 。

579 - 582 は椀であ る 。 579 ・ 580 は 器壁 の厚 さ に差 は あ る が、 口径や器高 、 器表面 の 調 整 な ど、 形態的 に 類

似す る も の で あ る 。 579 は 器壁が薄 く 、 口 唇部がやや外反す る 。 外器面 は 口 縁部 が横方 向 、 体部 中 位 以 下 が

斜 め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 580で は 口 唇部 の 外反 は な い が、 や や 外側 に 薄 く な る 。 外器面 は や は り ヘ

ラ 削 り が施 さ れ る 。 581 ・ 582 は形態がや や 異 な る が、 と も に 杯 と す る 。 581 は須恵器の 蓋 を 模倣 し た 土 師 器
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の杯で底部 は 多 方 向 の へ ラ 削 り 、 体部 中央の屈 曲 部 よ り 上位 は ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 口 唇部 は 薄 く な り 、 弱 く

外反す る 。 582 は 口 縁部が薄 な り 弱 く 外反 し 、 器壁 は 薄 い 。 外器面 の 一部 に ヘ ラ 削 り が残 る 。 椀 に 近 い 形態

を 持つが、 器高が低い 。

583 は大型の鉢の一部で あ る 。 外器面体部 に は 弱 い稜が入 札 そ の 上 下 で 調 整 が異 な る 傾 向 があ る 。 上位

で は 縦方 向 の ハ ケ 目 、 稜線付近 か ら 下位 は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 内 器面 は横方向 の ヘ ラ 削 り が施 さ

れ る 。 体部上位 で や や径が狭 く な り 、 そ こ か ら や や外反す る 。 端部 は 断面がや や 丸 く な る 。

584 は 勾 玉状の土製品 で あ る 。 頭部が欠損 し て い る の で 明確で は な い が、 胴部 の 屈 曲 か ら 勾 玉 で あ ろ う 。

585は砥石 で あ る 。 4面 と も 使用 痕 があ り 、 摩耗 し た 跡か ら こ の砥石が非常 に よ く 使用 さ れ て い た こ と が分か

る 。 石材 は 石英粗面岸で あ る 。

04SK009 [第1 08図 ]

W - 27 グ リ ッ ド に位置 し て い る 。 軸 を 南北 に 取 る 長楕 円 形の 土坑で N - 5 0  - W。 長軸3. 8m、 短軸2. 6m、

qd
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深 さ 16cm を 測 る 。 か な り 多 く の土器が出土 し て い る 。 埋土 か ら 焼土 や 炭化物がで て お り 、 炉 よ り も 大 き い

火 を た い た 跡で あ る 可能性があ る 。 場合 に よ っ て は土器の焼成坑の可能性 も あ る 。 こ の遺構の埋土 中 か ら 出

土 し た 蓋 片 が4SE005か ら 出 土 し た も の と 接合 し た こ と か ら 、 両遺構 は 同 時期 も し く は 近 接 し た 時期 に 廃棄

さ れた 可能性があ る 。

こ の 遺構 は確認 し た面 か ら 底面 ま で深 さ が浅 い の で土層 も 以下 の よ う に 2 層 に 分層 で き る の み で あ る 。 l

を 呈 し 、 粘土質で硬い。 茶色 の 堅 い粒 と 茶色 の 柔 ら か い粒 を 多 く 含 み 、 砂 を 少量 、

焼土 を 微量 に 含 む。 炭化物 を 少量 、 一部塊 で 出 土す る 。 2層 は灰黄褐色 ( 10)曳4/2) を 呈 し 、 粘土 質 で 堅 い 。

A性向〈U噌Eム
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茶色 の柔 ら か い茶色の粒 と 茶 色 の 堅 い 粒 を 多 く 砂 を 少量 、 炭化物 と 焼土 を 微量 に 含 み 、 酸 化鉄 も 多 く 筋状 に

含 ま れ て い る 。

[ 出土遺物] [第1 09図 ・ 第1 1 0図 ]

出 土遺物 は 多 く そ の 中 か ら 図化 し た の は 、 聾が 9 点 、 査が 2 点 、 高土不が 3 点 、 器台が 5 点 、 鉢が 2 点 、 小

型宣c l 点 、 大型聾 l 点 、 台石 l 点 で あ る 。

誕 に は 586 � 594があ る 。 586、 587、 589 ・ 590 ・ 588な ど に ま と め ら れ そ う で あ る 。 586 は 口縁部がほ ぼ 直 で 、

口 唇部 は 内 側 に や や つ ま み 上 げた よ う に な り 、 外部 に 稜 を 形成 し て い る 。 胴 部 は 倒 卵 形で 、 最 大 径 は 口 縁部

径 の 1 . 5倍ほ どであ る 。 外器面 の 調 整 は 磨 耗 し て 不 明 瞭 に な っ て い る が、 縦方 向 の ハ ケ 目 で あ る 。 内 器面 は

奈| め 方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 587 は 口 縁部が肥厚 し 直 に な る が、 外側 が厚 く な る 。 胴 部 は 丸形 で あ る 。

外器面は左上が り の タ タ キ を 施 し た 後 に 上部 は まュ| め 方 向 の ハ ケ 目 、 中 位 は横 方 向 の ハ ケ 調 整 が施 さ れ て い る 。

内 器面 は ハ ケ 目 が残 り 下位 は へ ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 底 部 は 尖 り 気味 で あ る 。 588は 口 縁部 が や や 内 湾気

味 で 、 口 唇部 は や や 角 張 り 気味で外面 に稜がみ ら れ る 。 胴部は卵形で あ る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 内 器

面 は 口縁部近 く に ハ ケ 目 が残 り 、 そ の 下部 は へ ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 底 部 は 尖 り 気味 で あ る 。 589 は 口 縁

部が直 で 、 口 唇 部 は 丸 ま っ て い る 。 胴部径 は 口径 よ り や や 大 き め で あ る 。 外器面 は タ テ 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。

内器商 は 縦方 向 の へ ラ FílJ り が施 さ れ て い る 。 590 は 口縁部の 聞 き が大 き く 、 ほ ほ直 に 伸 び外側 が や や 肥厚 す

巳dn〈U1よ
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る 。 口 唇部 は丸 く な り 、 内側 に 一条 の 窪 み が走 る 。 胴部 は 丸 ま り 気味 で 、 横 方 向 の タ タ キ が残 る 。 内 器面 は
斜め縦方向へヘ ラ 削 り を 施 し て い る 。 胴部最大径は 口縁径 と ほ ぼ同 じ で あ る 。 593 も ほ ぼ同 じ で あ る が、 や
や 口縁部が立 ち 上が り 直 に な る 。 591 ・ 592 は587 に 似 る o 594 は 口縁部が直 で 口 唇部 は 丸 ま り な が ら 尖 り 気味
であ る 。 内外器面 は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

大型二重 口縁聾 で あ る 372 は 、 口縁部 か ら 胴部上位が こ の 遺構か ら 出 土 し 、 胴 部 中 位 か ら 底部 が4SE005か
ら 出 土 し て お り 、 整理作業 中 に接合 し た 。 こ の土器は 「 山 陰系j の 典型 な 口縁部 を 持 ち 、 胴部 と 口縁部の 聞
の 頚部 が わ ず か に す ぼ ま る 。 た だ、 こ の 遺構 で の 出 土層 位 は 上層 で あ る の に 対 し 、 井戸跡 (4SE005) か ら

の 出 土層 位 は 下層 で あ り 、 こ の 遺構の廃棄時期の方が井戸跡の廃棄時期 よ り や や 早 い 可 能 性 は あ る 。

壷 に は595 . 596があ る O 胎土 ・ 焼成 な どが よ く 似 て い る が、 器形 の特徴か ら 別 物 で あ る と 判 断 し た 。 595

は 直 口 壷 の 口縁部 で あ る 。 こ の 手 の 査 と し て は 口径が小 さ い 。 596 は 査 の 胴 部 で あ る 。 倒 卵 形 を 呈 し 、 外器

面 に は斜め 方 向 の ハ ケ 目 に よ る 調整痕が残 る 。 内器面 は底部付近が縦方 向 、 中位 よ り 上 は横方 向 の ヘ ラ 削 り

が施 さ れて い る O

高坪 に は597 ・ 598 ・ 600があ る 。 597は 、 杯部 の 口 縁部 だ け の 破片 で あ る 。 推 定 口 縁 径 は20. 4cm を 測 る 。

一部 に 黒斑があ る 。 598は 高 杯 の 脚 部片 で あ る O 上層 の 出 土 で あ る 。 調 整 は ナ デ と 一部ハ ケ 目 で あ る 。 外底

面 に 黒斑があ る 。 600 は 下層 の 出 土 で 、 高均二の脚部で 中 実の も の で あ る 。 表面 は ナ デ調整がな さ れ る 。 601 は 、

上層 の 出 土で脚部 の み で あ る 。 か な り 聞 く も の で穿孔があ る 。 士不部 は な い が小 さ い も の で あ ろ う 。 外底面 に

は黒斑があ る 。

器台 に は599 ・ 601 � 604があ る 。 599 は 高坪の脚部の可能性 も あ る が、 一応器台 に す る 。 上層 で 出 土 し 、 ハ

の 字 に 開 く も の で 、 穿孔 さ れ て い る 。 外器面 は ハ ケ 日 が施 さ れ る 。 内 器面 は ナ デ調 整 で あ る 。 外底面 に は 黒

斑があ る 。 601 は 、 脚 部 の み で 、 脚 部 の 付 け 根 に 比べて 大 き く 広 がる 。 透 か し があ る 602 は 、 上層 出 土 で受部

か ら 脚部上部 ま で残 る 器台 で あ る 。 口 径 は9. 8cm を 測 る O 脚部 に 穿孔 さ れ る 。 603 は 中 心 に 孔 の 空 い た 器台

の受部 で あ る 。 上層 の 出 土 で あ る 。 604 は 、 器台 の脚部で穿孔があ る 。 脚 部 は 低 い 。

小型鉢 に は605 ・ 606があ る 。 605 は復元 口径1O. 0cm、 606 は復元 口 径 は 1O. 7cm を そ れぞれ測 る 。 い ず れ も

上層 の 出 土 で あ る 。

607 は小型壷 で 口 縁部 は や や 内湾 し な が ら 、 長 く 伸 びる 。 下層 の 出 土 で 、 復元 口 径 は 12. 3cm を 測 る 。

石器 と し て は608があ る 。 砥石 も し く は 台石 と し て 利用 さ れ た も の で 、 各 面 に 摩研 さ れ た 跡があ る 一 方 、

表面 と 裏面 に は 融 か れ た 痕跡が残 る 。

04SK025 [第1 1 1 図]

Y- 27 グ リ ッ ド に 位置 し 、 4SB036 と 重複 し て い る 。 軸 を 南 北 に 取 る 隅 丸 長 方 形 の 小 型 土 坑 で N - 3 0  -

W。 長軸 1 . 5m、 短軸 1 . 1m、 確認面 か ら の深 さ 27cm を 測 る 。 こ の 遺構 は 周 囲 の 住居跡 と 関 係 が あ る も の と

し て 住居跡の 一部 と の 見方 も あ っ た が、 そ の 証拠は な か っ た。

埋土 は 自 然、堆積 に よ る も の と 判 断 し て い る 。 土層 は 、 l層 が黒褐色 (lOYR3/1 ) を 呈 し 、 粘性 の あ る 土 で

あ る O や や組で、 遺物 を 多 く 含 む 。 2層 は灰黄褐色 ( 10司四，4/2) を 呈 し 、 良 く 締 ま っ た 強粘性 の 土 で あ る 。 3

層 は 暗灰褐色 (7. 5YR3/3) を 呈 し 、 軟粘性土 で あ る 。 遺物 わずか に 含 む 。

[ 出土遺物]

遺物 は 出 土 し た が、 小破片 が多 く 図化 は で き な か っ た。

04SK032 [第1 1 2図上左]

W - 28 グ リ ッ ド に 位置 し て い る 。 軸 を 南 北 に 取 り 、 中 央 が く ぼ ん だ 長 楕 円 形 の 土坑 で N - 330 - W。 長

ウi円ベU1ム
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第1 1 1図 4SK025実測図

第 2 節 弥生時代終末 ~ 古墳時代前期 ・ 中期 の 遺構 と 遺物

軸3. 6m、 短軸0. 4m、 確 認 面 か ら の 深 さ 16cm を 測

る 。 南西部 に焼土 が堆積 し て い た 。

埋土 は 大 き く 2 層 に 分 け ら れ た 。 l層 は 、 黒 褐 色

( 1 0YR31 1 ) を 呈 す る 。 炭 化 物 が集 中 す る 。 1 � 2 

粒 の 焼土 を 多 く 含 む 。 2層 は 黒 褐 色 (1OYR3/2) を

呈 し 、 や や や わ ら か い 粘 土 質層 で あ る 。 炭化物が少

量混入 し 、 や わ ら か い 茶色 の粒子 を 多 く 含 む 。 や わ

ら か い 黒 い 粒子 を や や 多 く 含 む 。 酸化鉄が沈殿 し た

よ う な 茶色 の 粒子 を や や 多 く 含 む 。 炭化物 ・ 焼土 を

含む。

[ 出土遺物] [第1 13図 ]

こ の 遺構か ら 出 土 し た 遺 物 は 、 610 ・ 61 1 ・ 614 ・

615 ・ 616 ・ 617で あ る 。

610 は 、 中 型 の 歪 で あ る 。 61 1 は 口縁部がや や そ り

気味の 直 口 査 で あ る 。 615 は 高 杯 の 脚 部 で あ る 。 裾

部が水平近 く ま で 開 く も の で あ る 。 616 は 胴部 の み

で あ る が頚部の締 ま り 具合か ら 査 と 判 断 し た 。 614 は小型の査であ る 。 617は 杓子形の土製模造 品 の 一部 で あ

ろ う か。

04SK030 [第1 1 2図上 中 ]

X- 28 グ リ ッ ド �Y- 28 グ リ ッ ド に か け て位置 し て い る 。 長軸 を N - 160 - w 方 向 に 取 る 不定形 な 土坑 で

あ る 。 長軸 1 0 9m、 短軸0. 5m、 深 さ 14cm を 測 る 。 遺物 の 中 に は 、 明 ら か に 中 世 の 瓦 器境 と 認 め ら れ る も の

が出土 し て い る 。 し か し 、 こ れ は 遺構上部の砂層 に 混 じ っ て お り 、 四 区 の 大部分で確認 し た 洪水 に よ っ て紛

れ込 ん だ も の と 判 断 し 、 こ こ で は触れ な い 。

土層 は 上部 の 砂層 を 取 り 去 る と 1 層 の 黒褐色 (l0YR3/1 ) を 呈す る 、 や わ ら か い 粘 質土 が現 れ る 。 や わ ら

か い茶色 の 粒子 を 多 く 含み 、 ま た や わ ら か い 黒 い粒子 を や や 多 く 含 む 。 炭化物 と 焼土 を ご く 微量 含 む 。 2層

は 黒褐色 (1OYR3/2) を 呈す る や わ ら かい粘質土であ る 。

[ 出土遺物] [第1 13図 ]

第1 13図 に 図化 し た う ち 、 こ の 遺構か ら 出 土 し た 土器 は 、 609の費、 612の高杯、 613の小型壷の 3 点 で あ る 。

609 は や や 口 縁部 が直線的 に伸 び ラ ッ パ状 に 聞 き 、 口 唇部端部断面 は 丸 く お さ ま る 。 頚 部 か ら 口 縁部 ま で

の破片 で あ る 。 外器面 に は 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。

612 は 、 高杯の杯部で あ る 。 口 縁部 が屈 曲 部 か ら 急激 に 外反 し て い る 。 端 部 で さ ら に 聞 く 。 屈 曲 部 は 明 瞭

な 稜 を みせ る 。 外器面 に ハ ケ 目 を 残 す 。

613 は 、 ほ ぽ完形の小型査で あ る 。 口 縁部 は 頚部 か ら 外反 し 、 端部 は 断面 が尖 り 気味 に な る 。 胴 部 は 口 縁

部 よ り も 張 り 出 す。 外器面 は 丁寧 に ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 内器面 は 細 か い ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復 元 口 径

が7. 4cm、 復元最大胴部径が8. 6cm、 復元器高 が8. 8cm を 測 る 。

04SK037 [第1 1 2図上右]

W- 26 グ リ ッ ド に位置 し て い る 。 軸 を N - 370 -W 方 向 に 取 る 不整形 な 土坑 で あ る 。 長軸2. 1m、 短軸0. 6

m、 深 さ 13cm を 測 る 。

139 -
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協生時代終末~古噴l時代前期 中期の逃m と 造物
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4SK030 ・ 4SK032出土土器実測図第1 1 3図

こ げ茶色 の 堅 い粒子 と 茶 色 の や わを 呈す る 粘土 質 で や や 堅 い 。埋土 は l 層 し か な く 、 褐灰色 ( lOYR4/1 )

ら か い粒子 を 多 く 、 焼土 を 少量 含 む 。

[出土遺物] [第1 1 4図 ]

固 化 し た の は 、 護 1 点 、 ;杯 l 点 で 、 古墳H奇代 末 の 造物で あ る 。

口 唇部 は 丸 ま っ て い る 。 内口 縁部 の 形態 は 頭部か ら 急激 に 反 り 、護の618 は 胴 部 の 最大径が上部 に あ り 、

寸/
市

巳量
三三

器面の ヘ ラ 削 り は横方 向 で か な り 削 り 込 ん で、 い る 。

619 は 杯 で あ る 。 外底面 は へ ラ 削 り が丁寧 に 施 さ れ て

口 唇部がや や 尖 る 。 外

器面 に は 黒斑があ り 、 赤彩が残 る 。

い る 。 口 縁部がや や 厚 み が あ り 、

04SK039 [第1 1 2図 下左]
6 1 8  V-27 グ リ ッ ド に 位置 し て い る 。 軸 を ほ ぼ南北方 向 の

20cm O 

4SK037出 土土器実測図第1 1 4図

N - 5 0  - w に 取 る 長楕 円 形 の 土 坑 で あ る 。 長 Ililh が1 . 7

可。ムAq

 

m 、 短 期h が1 . 2m 、 確 認 面 か ら の 泌 さ 7cm を 測 る 。 立Jl. 土



第 田 章 調査の成果
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内\

623 

624 

629 

I I I I 

20cm 

は黒褐色 を 呈 し 、 や や や わ ら かい粘土質 で あ る 。 粒状の炭化物 ・ 焼土 と 炭化物が少量混入 し て い る 。

こ の遺構の性格 は よ く 分か ら な い 。

[出土遺物] [第1 1 5図]

遺物 は 出土 し た が、 あ ま り 図化で き な か っ た 。 こ こ で は 、 聾 3 点 、 査 2 点 、 高杯 2 点 、 器台 3 点 を 図示 し

て い る 。

聾 は623 ・ 621 ・ 622で あ る 。 い ず れ も 口 縁 部 ~ 胴部 し か な い。 621 は 、 復 元 口 径 が14. 8cm を 測 る 。 622 は

復元 口 径が13. 8cm を 測 る 。 623 は 口縁部内側 に浅い沈線 を 持つ 。 復元 口 径 は 19. 4cm、 復元胴 部 は21 . 0cm を

- 142 -



第 2 節 弥生時代終末~古墳時代前期 ・ 中J1JJの遺構 と 造物
測 り 、 1阿部 の 最 大径 は 中 位 に あ る 。

620 ・ 624 は 査 で あ る 。 620 を 当 初謹 と 考 え た が こ こ で は 査 の 部類 に 入 れ る 。 こ の 土 器 は 口 縁部 が な い た め

全体は不 明 だが、 内 器面底部 に ハ ケ が残 り 、 上部 に は 指頭圧痕が見 ら れ る 。 624 は 頚部 が締 ま り 、 そ こ か ら

や や 聞 き な が ら 直 に 口 縁部が立 ち 上が る 。 }j同部の最大径 は や や 中 位 よ り も 低 い 。

625 ・ 626 は 高 杯 で あ る 。 破片 で あ る た め 全体像 は 不 明 作 で あ る が、 626 は や や l肉l の 開 き 気味 の も の で あ る 。

627は 脚 部 で穿孔 さ れ た も の で あ る 。 器 台 の 可 能性があ る 。 629 は 小 型 の 器 台 で あ る 。 628 も 中 実 の 器 台 で あ

る 。

04SK022 ・ 4SK026 [ 第1 1 2図下右]

4SK022 ・ 4SK026 は V - 27 グ リ ッ ド に 位 置 し 、 4SK026が4SK022 に 切 ら れ て い る 。 ほ ぼ両 遺構 は 、 同 じ 方

向 に j�h線が走 る 。 車UI は N - 200 - E に と り 、 や や4SK026の ほ う の傾 き が大 き い 。 4SK022 は 、 平 面 形 が 隅 丸

長方形気味で 、 長径が1 . 58m、 短径が1 . 0m 、 雌認面 か ら の 深 さ 14cm を 測 る 。 そ の 遺構 を 確認 し た 後 、 4SK

026 を 検 出 し た 。

[ 出土遺物] [第1 1 6図 ]

造物 の 出 土量 は そ れ ほ ど多 く は な か っ た が、 2つ の遺構の ど ち ら か に 分 け る こ と がで き て い な い 。 図 化 で

き た 造物 と し て 、 査 2 点 、 壷 2 点 、 甑 つ l 点 、 皿 1 点 で あ る 。

630 は 聾 で 、 口 径 に 比 較 し て 胴 部最大径が1 . 5倍 ほ ど大 き い 。 頚部か ら 口 唇部 ま で の 高 さ は さ ほ ど ま で高 く

な い 。 口 唇部 は や や 厚 く 角 張 り 気味で し っ か り し た作 り で あ る 。 631 も 聾 で 、 630 と 類似す る が口縁がや や 内

側 に そ る 雰 囲気があ る 。

632 ・ 633 は査 の 底 部 で 、 大 き さ で は633がず い ぶ ん と 大 き い 。 と も に 形態 は よ く 似 て い て 、 底 部 が狭 く }j同

音1\ か ら 突 き I':B す よ う に 降 り て お り 胴部最大 径 に 対 し て 円 換 を j!lk り 付 け た よ う な 形 で作 ら れ て い る 。 特 に633

は 内 器面 に ハ ケ を 残 し 、 l層 の 出 土 で あ る が、 時期 的 に 古 い も の で あ る 。

634 は あ ま り 類例 がな い も の で 、 須曹、器 に 似 る が、 焼 き が甘 く 色 調 は 白 い 。 柑塙 の よ う な 形態 の 鉢形 で 内

器面 は ハ ケ 状工具で横方 向 に な で た よ う に な っ て お り 、 外器面 に は タ タ キ の よ う な 痕跡があ る 。 器壁 は 厚 い 。

\よプク

630 

， 〆

633 

て三g

63 1 634 。 20cm 
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底部 に は穿孔 さ れ て い る よ う で あ る 。 こ の遺物 は 出 土層 位 は 3 層 で あ る が、 紛れ込み の 可 能性 も あ る 。 復元

口 径 は9. 7cm を 測 る 。

635 は 皿形土製模造品 で焼 き の状況か ら み る と 古墳時代 の も の で あ る が、 口 唇部 が角 張 り あ ま り 類例 の な

636 

l1: 。 20cm 

638 
第1 18図 5SK037出土土器実測図
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い も の で あ る O

05SK037 [第1 1 7図 ]

b - 33 グ リ ッ ド に 位置 し て い る 。 長軸2. 2m、 短軸1 0 2m の 不 整 形 の 土 坑 で 、 確認面 か ら の 深 さ 20cm を 測
る 。 遺構の 東側東部 に :焼土が堆積 し て い た 。 遺物 は層状に 出 土 し た の で こ の 遺構 に 直接伴 う と い う よ り そ の
後の堆積課程 で た ま っ て い た も の で あ ろ う 。 遺物 は ど ち ら か と う い う と 西側 に 傾斜 し て 出 土 し て い る 。 こ の
こ と は遺構の 出 土 地 点 が北側 に 傾斜 し て 出 土 し た状況 と は 異 な り 何 ら か の 別 の 条件 に よ る も の で あ ろ う 。 焼
土 中 に も 含 ま れ て お り 、 火 を 受 け た 状況 も あ っ た 。

埋土 は以下の と お り で あ る 。

l 層 は 、 暗褐色 ( 1OYR3/3) を 呈 し 、 あ ま り 締 ま り が な い 。 粘性が弱 く 、 極少量 の 砂粒 を 含 む 。 2層 は 、

に ぶ い黄褐 OOYR5/3) を 呈 し 、 締 ま っ て い て粘性がや や 強 し 、 。

[出土遺物] [第1 18図 ]

遺物 は わ り と 多 く 堆積 し て は い た が、 図化で き た の は 斐が l 点 、 査が l 点 、 高杯が l 点 で あ る O

636の 聾 は 、 中 型 の も の で 、 口 径が胴部最大径 と あ ま り 変 わ ら ず、 仁| 径が大 き く み え る 。 口 唇部 は 緩 や か

に伸 び と がっ て 終 わ り 、 や や 手担的 な 感 じ の 作 り で あ る 。

637の 壷 は 頚部付近が大部分であ る が、 頚部 か ら や や ラ ッ パ状 に 聞 き な が ら 直 に 近 い 形 で 伸 び る も の で あ

る 。 内器面 に接合の 際 の 指押痕が残 る 。

638 は 高杯の 脚 部 で 中 実 の も の で あ る 。

( 6 ) 大溝状遺構と 出土遺物

04SX049 [第1 19図 ・ 第1 20図 ]

調査四 区 か ら 調査四 区 に か け て 出 土 し て い る 。 ほ ほ東西 に 走 る 溝状の 遺構 で あ る 。 古代 に は 部分的 に4SX

038 と 重複 に な る よ う で あ る 。 こ の 遺構 は 、 他 に 出 土 し て い る 大溝状遺構 と と も に 今 回 報告 す る Iー1" で は 重 要

な 遺構の 一 つ で あ る 。 こ れ ら の 大溝状遺構の 全体像 は調査対象範 囲 内 で は つ か む こ と は で き な か っ た 。 ま た 、

そ れぞれ の 関係 も も う 少 し の と こ ろ で確認で き な い ま ま で あ る 。

4SX049 は 当 初古代 の 遺構 と し て い る 4SX038 を 掘 り 進 め る 中 で確認 し た 遺構で あ る 。 遺構 自 体が調査 区 を

ま た い で い る た め 、 確認作業 は調査 VII 区 ・ 四 区 の 2 カ 年 に 渡 っ て 行 っ た 。 VII 区 で確認 し た 遺構の 延長 と し て

田 区 で も 予想通 り に確認で き た 。

調査の 際 に 打 ち 痕が矢板列 を 挟 ん だ ま ま で は あ っ たが、 方 向 は ほ ぼ東西 に 走 る こ と を 確認 し た 。 調 査 区 の

限 ら れ た 範 囲 で は あ る が、 長 さ は 最 大 で48m ま で あ る こ と を 確認 し た 。 l隔 は 上 の 古代 の 遺構 と 正確 に 分離

で き て い な い た め 大 ま かで あ る が、 上端の 最大幅で、8m ほ どで あ る 。

底部 に は 、 長方形 を 呈す る 浅 い 落 ち 込み を 4 箇所ほ ど確認 し た 。 形 は 一定 し て い る と は 言 い 難 い 。 そ の掘

り 込み は 底部か ら の 深 さ 20cm ほ どで一定 し て い な い場合 も 多 い。 こ の 落 ち 込 み に 関 し て は 第 5 章 で ま と め

る 。

埋土 を 観察す る た め W 区 で は 2 箇所、 四 区 で は 2 箇所設定 し た O そ れ ぞれ上部 に は 古代 の 層 があ り 別 の 遺

構があ っ た 。 各 断面層 の 注記 は 以下の と お り で あ る O

[A-A'土層 断面注記]

こ れ は 、 4SX049の 東 側 断面 で あ る 。 1層 は 、 表土 層 で あ る 。 2層 は 、 黒 褐 色 OOYR2/2) を 呈 し 、 少 量 の

炭化物 を 含 む。 縦縞 の 酸化鉄がみ ら れ る 固 く し ま っ た 土 で、 あ る o 3A 層 は 、 黒 褐 色 (2 . 5Y3/2) を 呈 し 、 2層

よ り 炭化物 量 が多 く 、 粒が少 し 大 き く な る 。 ま た 、 2 � 3mm の 黄 色 や 赤 色 粒 子 も 含 ま れ る 。 赤 色 粒 子 は 大
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第 2 節 弥生時代終末 ~ 古墳時代前期 ・ 中期 の 遺構 と 遺物

き い も の で は 1cm 程 の も の も あ る 。 縞状の 酸化鉄粒子 も 2 層 よ り 増 え る 。 固 さ は 2 層 よ り 少 し や わ ら か い 。

3B 層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/2) を 呈す る 。 3A 層 よ り 少 し 白 っ ぽ く 、 炭化物 量 な どが減少す る 。 粒 子 は よ り 細

か く な っ て い る 。 酸化鉄の 集積 は 細 か く 短 い筋状 で全体 に ほ ぼ均 一 に 含 ま れ て い る 。 3A 層 よ り き め 細 か く

や わ ら か い 土 で あ る 。 4A 層 は 、 オ リ ー ブ黒色 (5Y312) を 呈 し 、 3B 層 よ り 酸化鉄 の 集積量が減少 し て い る 。

き め細 か い 土 で あ る 。 と こ ろ ど こ ろ に灰 白 色 の か た ま り や横帯が存在 し て い る 。 4B 層 は 、 オ リ ー ブ黒色 (7. 5

Y3/2) を 呈 し 、 4A 層 よ り 少 し 粗 い 土 で あ る 。 酸化鉄の集積 は 、 4A 層 よ り 多 く 含 ま れ て い る 。 灰 白 色粒 子

(5mm 程度) を 部分的 に 含 ん で い る が、 量 は 少 な い。 炭化物 の 量 も 減少 し て い る 。 5層 は 、 オ リ ー ブ黒 色

(2. 5Y3/2) を 呈 し 、 砂質層 で あ る 。 酸化鉄の集積 は 少 な い 。 6層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/2) を 呈 し 、 酸化鉄 の

集積 は 、 個 々 の 大 き さ が大 き く な っ て い る 。 炭化物 が、 3�4mm 大で混入 し て い る 。 5層 よ り き め 細 か い 土

で あ る が、 4B 層 よ り 粗 い 。 オ ①層 は 、 オ リ ー ブ黒色 (5YR3/l) を 呈 し 、 4A 層 よ り 少 し や わ ら か い き め 細

か い 土 で あ る 。 2 � 3mm 大 の 炭化物 が数量的 に は 多 く な い が、 点 々 と 存在 し て い る 。 酸化鉄 の 縦縞 が多 く

は い る 。 砂 の 混 じ り が多 い。 オ ②層 は 、 灰褐色 (5Y2/l ) を 呈 し 、 部分的 に オ リ ー ブ黒 色 (7. 5Y2/2) を 呈

す る と こ ろ も あ る 。 縦縞 の 酸化鉄の 集積量が増加 し 、 鮮明 に な っ て い る 。 オ ①層 に比べ、 黒 っ ぽい 土 で 、 砂

粒子 を 多 く 含 み 粗 い 。 オ ③層 は 、 暗 オ リ ー ブ灰色 (2. 5GY3/1 ) を 呈 し 、 縦縞状 の 酸化鉄 の 集積量 は 減少 し 、

色 は 鮮明 に な っ て い る 。 黄色土や青色土の塊、 青色粒子多数含 ま れ て い る 。 軟 質土 で 、 オ ②層 よ り は き め 細

か く 、 少 々 砂 っ ぽい。

[B - B'土層 断面注記]

こ れ は 、 4SX049内 の 方形落 ち 込み の 土層 断面で あ る 。 こ の 遺構独 自 の 番号 を 付 け て い る 。 l層 ・ 2 層 は 、

注記がな い の で 3 層 以下 の 注記 を 記す。

3 層 は 、 暗 オ リ ー ブ灰色 (2 . 5GY3/1 ) を 呈 し 、 酸化鉄 の縦縞の 集積量 は 減少 し 、 色 は 鮮 や か に な る 。 黄

色土や青色土の塊 を 含む 。 ま た 青色粒子 も 多数含 ま れ る 。 軟性土 で 2 層 よ り は き め 細 か く 、 少 々 砂 っ ぽい。

4層 は 、 暗 オ リ ー ブ灰色 (2. 5GY4/l) を 呈 し 、 粘性が非常 に 強 く 、 湿 り 気 も 多 い 。 白 色粒子 を わ ず か に 含 む 。

炭化物量 は 多 い 。 縦縞状の 酸化鉄の 集積がみ ら れ る 。 下位 に は砂 を 微量 含 む 。 5層 は 、 暗青灰色 (5BG4/l)

を 呈 し 、 4層 よ り も 更 に 粘性が強 く 、 湿 り 気 も 更 に 多 く な る 。 下部 に な る ほ ど締 ま り が弱 く な り 、 4層 よ り も

柔 ら か く 、 炭化物 の 量 は微量 で あ る 。 6層 は 、 暗青灰色 OOBG4/l ) を 呈 し 、 上層 よ り も 粘性 ・ 湿 り 気 と も

に 強 く な り 、 締 ま り の な い 柔 ら か い 土 で あ る 。 酸化鉄の集積 は 縦縞状で あ る 。 非常 に き め の細 か い砂 を 含 む 。

炭化物 の 量 は 多 い 。 7層 は 、 暗青灰色 (5BG3/l ) を 呈す る 。 粘性 ・ 湿 り 気 と も に 非常 に 強 く 、 柔 ら か い 。 締

ま り は上層 に比べ、 や や 強 い 。 酸化鉄 の 帯 、 白 い粒 を わずか で は あ る が含 む 。 炭化物 は 多 い 。 7層 に み ら れ

た砂 よ り も 組い砂 を 多 く 全体 に 含 み 、 上層 よ り も 粗い土であ る 。 8層 は 、 青灰色 (5BG5/l ) を 呈す る 。 粘性

・ 湿 り 気 は 最 も 強 い 。 砂 を 多 く 含み粗 く 、 締 ま り は弱 い が、 削 っ た 感触 は 硬 い 。 酸化鉄 ・ 炭化物 と も に 少量

含 む 。

[C - C'土層 断面注記]

こ の 土層 断面 は 、 a - 30 グ リ ッ ド 、 31 グ リ ッ ド に 係 る 4SX049内 の も の で あ る 。 0層 か ら V d 層 は こ の 遺構

の 上層 で 、 遺構 に 直接 に は 関 わ ら な い が、 注記 は記す。

O 層 は 、 耕作土 で 、 暗灰黄色 (2 . 5Y4/2) を 呈す る 。 3 � 5mm ほ どの 酸化鉄 の 集積 ブ ロ ッ ク が入 り 、 硬 く

締 ま る 。 I 層 は 、 オ リ ー ブ褐色 (2. 5Y4/3) を 呈す る 。 全体的 に 細 か い砂粒 を 含 む 、 よ く 締 ま っ た 士 で あ る 。

E 層 は 、 暗 オ リ ー ブ褐色 (2. 5Y3/3) を 呈す る 。 非常 に 硬 く 締 ま る O 所 々 に 2 �3mm の マ ン ガ ン 粒 を 含 む 。

E 層 は 、 暗 オ リ ー ブ褐色 (2. 5Y3/3) を 呈す る 砂質土であ る 。 非常 に 固 く 締 ま り 、 E 層 と 比較す る と 砂 が含

ま れ る 割合が高 く な る 。 マ ン ガ ン 粒子 ( 2 �3mm) も 多 く 含 ま れ る 。 磨耗 し た 遺物 を 含 む 。 4層 は 、 明 黄 褐

色 ( lOYR6/8) を 呈す る 砂層 で あ る 。 純粋 な 明黄褐色 の砂層 (粗 い砂粒) と 、 2 � 3mm の マ ン ガ ン 粒 を 含 む
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少 し 黒 っ ぽい砂層 が不規則 に 入 る 。 V a 層 は 、 灰黄褐色 ( 10司四.4/2) を 呈 す る 砂 質 土 で 、 W 層 と V c 相 当 層
と の 漸移層 で あ る 。 よ り 粘土 の 割合が高 く な り 、 2 � 3mm の マ ン ガ ン 粒 を 所 々 に 含 み 、 砂粒 も 細 か い 。 V c
相 当 層 で、 褐灰色 (lOYR4/1 ) を 呈す る 粘土層 であ る 。 2 �3mm の マ ン ガ ン 粒 、 2 � 5mm の 酸化鉄 の 集 積 ブ
ロ ッ ク を 含 む。 乾 く と 硬 く 締 ま る 。 古墳 ~ 古代時代 の遺物 を 含 む。 V d 層 は 、 赤 褐 色 (5YR4/8) を 呈 す る
粘土層 で あ る 。 褐灰色 ( 10YR4/1 ) 粘土 を 基礎 に 、 酸化鉄 の オ レ ン ジ 色 の 色 調 が全体的 に かぶ る 。 2 � 3mm
程度の マ ン ガ ン の 集 中 部 や 酸化鉄 の 集 中 部 ( 1 �3mm の ブ ロ ッ ク ) がみ ら れ る 。 古墳 ~ 古代 時代 の 遺物 を
含む。

以下が遺構の埋土 で あ る 。 B 1 層 は 、 オ リ ー ブ黒色 (5Y3/1 ) を 呈す る 、 砂 質 粘土層 で あ る 。 随所 に 幅 3

� 5mm、 長 さ 3 � lOmm の 酸化鉄 の 縦帯がみ ら れ る 。 ま れ に 2 �3mm の 炭化物粒 を 含 む o B 2 層 は 、 黒褐

色 (2 . 5Y3/1 ) 粘土層 で あ る 。 こ の 層 は 、 さ ら に a、 b に 分け ら れ る 。 B2a 層 は 、 粒 子 が細 か く 硬 く 締 ま る 。

B 1 層 に 比べ て黒 っ ぽい 。 薄 い シ ル ト 色 の ブ ロ ッ ク ( 1 �2mm) や酸化鉄 の 帯 ( 向 上) が所 々 に み ら れ る 。

B2b 層 は B2a 層 よ り 酸化鉄 の 帯 が多 く 全体的 に 赤 っ ぽ く 、 や わ ら か い。 シ ル ト 質 の ブ ロ ッ ク も 大 き い ( 3

� 5mm) o C 1 層 は 、 褐灰色 (lOYR4/1 ) を 呈す る 砂質粘土層 で あ る 。 層 の 途 中 に シ ル ト 層 の 帯 (横) 層 が

5 � lOmm の 巾 で み ら れ る 。 端 の 方 で は と ぎ れ る 。 所々 に 2 � 3mm の 炭化物粒 を 含 む 。 C 2 層 は 、 灰色 ( 5 

Y4/1 ) 砂質土 で 、 砂粒 は 細 か い 。 炭化物粒子 ( 3 � 5mm) や酸化鉄 の 縦縞集積 ( 幅 3 � 5mm、 長 さ 2 � 5

mm) がみ ら れ る 。 C 3 層 は 、 さ ら に a、 b の 2 層 に 分かれ る o C3a 層 は 、 灰色 (5Y4/1 ) を 呈す る 砂 質 土 で

あ る 。 C3b 層 は 少 々 黒 っ ぽ く 砂粒 の 割合が少 な い 。 D 1 層 は 、 オ リ ー ブ黒色 (5Y3/1 ) を 呈 す る 粘土層 で あ

る 。 細 か い砂粒 も 少 々 含 ま れ る 。 1 �3mm の 炭化物 の ブ ロ ッ ク を 含 む。 木器、 土 器 な ど の 遺物 を 多 く 含 む 。

遺物 は古墳時代前半の も の で あ る 。 青銅 鏡 は 、 こ の 層 か ら 出 土 し て い る 。 D 2 層 は 、 黒褐色 ( 1OYR3/1 ) 砂

質土 で あ る が、 粒 子 は 細 か く シ ル ト に 近 い 。 所 々 に オ リ ー ブ灰色 (2. 5GY6/1 ) を 呈 す る ブ ロ ッ ク 粒子 ( 5 

� lOmm) や 炭化物粒子 ( 3 � 5mm) 、 酸化鉄の帯 (C 2 層 と 同 じ ) がみ ら れ る 。 遺物 を 多 く 含 む 。

[D - D'土層 断面注記]

こ れ は 、 C - C'土層 断面 の 西側 に あ る 土層 断面であ る 。

5D 層 は 、 酸化鉄 の 多 い 赤色層 で あ る 。 こ れ は 基準層 で あ る 。

B1a 層 は 、 褐灰色 (7. 5YR4/1 ) 土層 で あ る 。 B1a 層 、 B1b 層 、 B1c 層 の 順 で 下層 の 方 が よ り 黒 く な る 。

ベ ル ト ①の B 1 層 と B1c 層 と 同 層 で 、 そ の 上層 を 明 る さ の 順 に 分層 し た 。 B1b 層 は 、 褐灰色 ( 10YR4/1 )

を 呈す る 。 B1c 層 は 、 同 じ く 褐灰色 を 呈す る 。 C 層 は 、 シ ル ト が帯状 に 入 る 砂 質 土 の 白 っ ぽい 層 で あ る 。 D

層 は 、 炭化物 を 含 む 黒 っ ぽい 層 で あ る 。 E 1 層 は 、 灰色 (N5/0) を 呈 す る 粘 土層 で あ る 。 粒 子 が細 か く 、

や わ ら か で 粘 質 が高 い 。 所 々 1 � 3mm の 青灰色 (10BG6/1 ) の 土塊 を 含 む。 E 2 層 は 、 部 分 的 な 層 で 北 西

側 の 矢板下 に あ る 。 黒褐色で粘質 の 強 い層 であ る 。

[ 出土遺物] [第1 21図~第139図 ]

聾22点 、 査 9 点 、 高坪18点 、 器台 4 点 、 杯12点、 鉢 4 点、 小型査22点 、 模造品 l 点 、 土製品 2 点 、 鏡片 l

点 、 木製品47点 、 石核 l 点 、 凹 石 l 点 、 台石 2 点 、 麿石 2 点、 石鍛 1 点 を 固化 し掲載 し た 。

聾 に は639 � 660があ る O い く か の 形態、が確認で き 、 時期差 を 示す可能性があ る 。 普通程度 の 大 き さ の 翠 は

639 � 643 ・ 657 � 658 ・ 660で あ る 。 こ の う ち 前者 と 660 は 明 ら か に 時期 の 差 を 示す も の で形態 的 に ず い ぶ ん 異

な る 。

639 は 、 口縁部 は 直 に 伸 び、 端部 は 丸 く な る 。 口 縁 内 器面 は ハ ケ 目 と ナ デ調 整 で あ る 。 胴 部 は 下端 が な い

も の の ほ ぼ倒卵 形 を 呈 し て い る 。 外器面 に は ハ ケ 目 調 整、 内器面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径 が16. 3cm、

最大胴部径が23. 6cm を 測 る 。 640 は 、 下層 か ら の 出 土 で 、 口縁部 は や や 途 中 肥厚 し な が ら 直 に 伸 び、 口 唇

部端部 は 丸 く な る 。 外器面 は ハ ケ 目 調 整、 内 器 面 は 斜 め 横方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径が19. 2cm
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第 田 章 調査の成果

を 測 る 。 641 は 、 下層 の 出 土 で 、 口 縁部 を 中 心 と し た 破片 で あ る 。 口 縁 は や や 肥厚 し な が ら 直 に 伸 び、 口 唇

端部が角 張 る 。 内 器面 の 胴部付近 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に は 、 煤 と は 異 な る 黒色 の付着物が確認で

き た 。 642 は 、 下層 の 出 土 で 、 口 縁部 は や や外反 し な が ら 端部へ伸 び、 口 唇端部 は 丸 く な る 。 頚部 か ら 胴 部

に か け て は 張 り が弱 く 、 最大径 は 下位 に あ る 。 胴部外器面 は ハ ケ 目 調整がみ ら れ、 内 器面 は ほ ぼ横方 向 の ヘ

ラ 削 り が施 さ れ る 。 部分的 に 粘土巻上 げ痕があ る 。 口 径 は 19. 6cm を 測 る 。 643 は 下層 の 出 土 で あ る 。 口 縁

部 は 先 の も の に比べ短 く 、 や や 立 ち 上が り 気味 に ほ ぼ直 に伸 びる 。 途 中 や や 肥厚す る 。 端部 は や や 丸 く な る 。

外器面 は ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は横方向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に は煤の付着 も 認め ら れ る 。 復元 口

径 は 14. 8cm を 測 る 。 644 は 、 口 縁部 が頭部 か ら 急激 に外反す る 。 口 唇部 端 部 は 強 く 角 張 る 。 胴 部 の 張 り は

弱 い 。 胴部外器面 に は狭い単位 の ハ ケ 日 調整がみ ら れ、 内器面 に は ヘ ラ 削 り が見 ら れ る 。 復元 口 径 は 15. 0cm

を 測 る 。 645 は 、 や や立 ち 気味で弱 く 外反 し な が ら 伸 び、 口 唇端部 は や や 尖 り 気味 に 丸 く な る 。 胴 部 は や や

上位 に 最大胴部径がみ ら れ る 。 胴部外器面 は ハ ケ 目 調整、 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径 は 14. 0cm

を 測 る 。 646 は 、 B 層 と D 層 か ら 出 土 し接合 し て い る 。 口縁部 は 頚部 か ら 直 に 立 ち 上 が り な が ら 強 く 外反す

る 。 口 唇端部 は や や 丸 ま っ て い る 。 胴部外器面 は 斜め方 向 の ハ ケ 目 後、 横方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面

は 細 か い ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径 は 15. 2cm を 測 る 。 647 は 口 縁部が頚部 か ら 強 く 外反 し 、 口 唇端 部 は ツ

マ ミ 上 げ ら れ る 。 復元 口 径 は 16. 0cm を 測 る 。 外器面 は縦方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 に は横方 向 の ハ ケ 目 、 胴 部

に は指押 さ え が施 さ れ る 。 648 は 、 2層 か ら 出 土 し て い る 。 口縁部が頚部か ら 強 く 外反 し て い る 。 口 縁部途 中

がやや外側 に膨 れ る 。 口 唇部端部 は 角 張 る 。 胴部外器面 は縦方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は横方向 の ヘ ラ 削

り が施 さ れ る 。 復元 口 径 は 、 17 . 8cm を 測 る 。 649 は 完形で 出 土 し た 。 小 型 の 聾 で 、 胴 部 は や や 砲 弾形 を 呈

し 、 口 径 が1 1 . 1cm、 最大胴部径が12 . 5cm、 器高が15. 9cm を 測 り 、 口 径 と 最大胴部径が ほ ぼ近 い 。 口 縁 部

は 短 く ほ ぼ直 に 伸 び、 端部 は 丸 ま る 。 胴部外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 が弱 く 残 る 。 全体的 に ナ デ調整が施 さ れ

る 。 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 内 器面底部 に は 指頭圧痕が見 ら れ る 。 650 は ほ ぼ完形 品 で あ る 。 口縁部

は頚部か ら や や 立 ち 気味で直 に伸 び、 口 唇端部 は 丸 く な る 。 口縁部 は 内外器面 と も ハ ケ 目 調整がみ ら れ、 そ

の 後 に ナ デ調整 さ れ る 。 胴 部 は 卵 形 を 呈す る 。 外器面 は上位 に は横方 向 の ハ ケ 目 、 下位 は 縦方 向 の ハ ケ 目 が

施 さ れ る 。 内 器面 の 中 位 に は 斜 め 方 向 の ヘ ラ 削 り 、 頭部近 く に は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径12. 7cm、

復元最大胴部径が15. 8cm、 器高が18. 6cm を 測 る 。 外器面 に は煤が付着 し て い る 。 651 は 、 口 縁 部 か ら 胴 部

下位 ま で の 破片 で あ る 。 口縁部 は 頚部 か ら 直 に伸 び、 口 唇端部 は 強 く 角 張 り 、 や やへ こ む よ う に な る O 口 縁

自 体は 途 中 で や や外側へ弱 く 湾 曲 す る 。 調 整 は 内外面 と も 横 ナ デで あ る 。 胴部外器面 は上位が縦方 向 の ハ ケ

目 の 後 に横方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 中位か ら 下位 に か け て は斜め方 向 の ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 内器面 は

斜 め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口径が14. 0cm、 胴部最大径が16. 3cm を 測 り 、 口 径 と 胴 部径 の 差 が小

さ い 。 652 は 、 B 層 か ら D 層 に か け て 出 土 し た 、 頭部か ら 口縁部の破片 で あ る 。 口 縁端 部 が摘 み 上 げ ら れ て

い る 。 復元 口 径 は 16. 8cm を 測 る 。 653 は 、 F 層 か ら 出 土 し て い る 。 口縁部 は 頚部か ら 直 に 伸 び、 端部 は つ ま

み 上 げ ら れ、 内 面 に 弱 く 沈線様のへ こ み があ る 。 口縁部 は 内外器面 に横 ナ デ調整が施 さ れ る 。 胴部外器面 は

縦方向 と 横方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は 上位 に 指押 さ え跡、 そ の 下位 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径 は

15. 0cm を 測 る 。 654 は 、 口 縁部 が直 に 伸 び、 端部 は 尖 り 気味 に な っ て 丸 く な る 。 胴部外器面 は 、 縦方 向 の

ハ ケ 目 が、 内 器 面 は 斜 め 横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に は煤が付着 し て い る O 復元 口 径 が13. 0cm、

最大胴部径が15. 2cm を 測 る 。 655 は 、 654 に似て 口 縁部 は 直 に 伸 び、 端部が尖 り 気味 で丸 く な る 。 胴部外器

面 は縦方向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は 斜 め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径 が12. 8cm、 復元最大胴部径が16. 2cm

を 測 る 。 656 は 、 口 縁 部 の み の 破片 で あ る 。 復 元 口 径 が20. 8cm を 測 る 。 口 縁部 は 頚 部 か ら 直 に 伸 び る 。 端

部 は 丸 く な る O 口縁部の 内外器面 に は ハ ケ 目 調整が丁寧 に施 さ れ る 。 頚部 内 器面 に は指押 さ え がな さ れ る 。

わずか に 残 る 胴部 に は 内外器面 と も ハ ケ 目 が見 ら れ る 。 657は 、 上層 の 出 土 で胴 部 中 位 以 上 が残 る 破片 で あ
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る 。 口縁部が直 で 、 口 縁端部が尖 り 気味で丸 ま っ て い る 。 胴部外器面 に 薄 く 残 る ハ ケ 目 は 中 位 よ り 上位 と 下
位 で は 方 向 が異 な る 。 内 器面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 頚部近 く に は 指頭圧痕がみ ら れ る 。 復元 口 径が18. 0
cm、 復元最大胴部径が22. 5cm を 測 る 。 658 は 、 遺構の上層 の 出 土 で 、 胴 部 中 位 よ り 上位が残 る 破片 で あ る 。
口縁部 は ほ ぼ直 に の びる が、 や や 内傾気味で あ る 。 端部 は や や 角 張 る 。 胴部 の復元形 は 、 倒卵形 を 呈 す る と
推定で き る 。 胴部外器面 に は ハ ケ 目 、 内器面上位 に 指頭圧痕、 そ の 下位 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 そ の 調整
の 変 わ り 目 付近 に 粘土巻上 げ痕がみ ら れ る 。 復 元 口 径 が18. 8cm、 復元最大径が26. 0cm を 測 る o 659 は 、 小
型 の 斐 で あ る 。 復元 口 径 が13. 0cm、 復元最大胴部径が15. 4cm、 器 高 が13. 7cm を 測 り 、 胴 部 は や や 球形 に
近 い 。 口縁部 は端部が尖 り 気味 で 、 胴部外器面 に は ハ ケ 目 が、 内器而 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

660 は 、 上層 の 出 土 で あ る 。 口 縁部 は 短 く 、 強 く 外反す る 。 内 器而頚部 に は 、 指頭圧痕が施 さ れ 、 内 器 面
胴部 に は右斜め 上 方 向 へ の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面胴 部 に は ハ ケ 目 が わ ず、 か に 残 る 。 口 縁部復元径が
16. 4cm、 復元最大胴部径が24 . 2cm を 測 る 。

661 か ら 669 は査 と し て い る 。 形態 も さ ま ざ ま で あ る 。

661 は 、 口縁か ら 胴部 中 位 ま で の破片 であ る 。 口 縁部 は 頭部か ら 直 に 伸 び な が ら 口 唇部 近 く で急激 に 外 反

し て い る 。 端部 は や や 角 張 る 。 外器面 に は 縦方 向 の ハ ケ 目 が見 ら れ る 。 復元 口 径 は 14 . 6cm を 測 る 。 IJ岡 部 は

外器面 に は斜め方 向 の ハ ケ 目 の 後 に ナ デが施 さ れ る O 内 器面 に は へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 662 は 、 下層 か ら 出

土 し て い る 。 口 縁部 は頚部か ら 直 に 立 ち 上が り 、 口縁端部 は膨 ら み な が ら 角 張 る 。 内 器面 は横方 向 の ハ ケ 目 、

外器面 に は縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 口 径 は 18. 0cm を 測 る O 胴 部 は 外器面 に は 縦方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面

に は へ ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 663 は 、 中 層 、 C 層 、 下層 の 出 土 で あ る 。 口 縁部 は 頭部 か ら 直 に 立 ち 上 が り

な が ら 口 唇端部で急激 に外反す る 。 長 さ は 短い。 口 縁 は や や 肥厚 し 、 端部 は 丸 く な る 。 胴部外器面 に は 斜 め

方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 に は 斜め 方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口径が14 . 9cm、 復元最大径が22 . 0cm を 測

る 。 外器面 に は 黒斑があ る 。 664 は 、 下層 の 出 土 で あ る 。 仁l 縁部 は 頭部 か ら 直 に 伸 び、 や や 肥厚 し な が ら 端

部 に 至 る 。 端部 は 尖 り 気味 に 丸 く な る 。 胴 部 は 球形 を 呈 し 、 外器面 は 上位が大 き め の ハ ケ 目 、 中 位 か ら 下位

に は 斜め 方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 は 頚部付近で指押 さ え が、 そ の 下 は 斜め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ

る 。 復元 口 径 が13. 6cm、 復元最大胴部径が17. 5cm を 測 る 。 外器面 に 一部煤が付着 し て い る 。 665 は 、 器墜

がや や 厚 い 。 口縁部 は頚部か ら 急 に外反 し て い る 。 外器面 は斜め 方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ 、 内 器面 に は横方向

の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 こ の 土 器 は 古墳 時代 の 後期j の も の で あ る 可 能性があ る 。 口 径 は 16. 5cm を 測 る 。 666

は 、 中 層 か ら の 出 土 で あ る 。 口 縁部 は 非常 に 短 く 、 頚部 と 口縁部 の 走 がは っ き り し な い 。 胴部外器面 に は は

っ き り し た 縦方 向 の ハ ケ 目 が 、 内 器而 に は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る O 口 径 が18 . 3cm 、 最 大 胴 部 径 が

25. 6cm を 測 る 。 器壁 は 厚 い 。 こ こ で査 と し て い る が、 古代 に 近 い 土 器 で、 あ る 可能性があ り 、 そ う な ら ば蓋

と し た ほ う が よ い 。 外器面 に は 黒斑があ る 。 667は 、 中 層 の 出 土で あ る 。 口 縁部 は 二 重 口 縁 で あ る 。 仁1 縁 の

内外器面 は ハ ケ 目 と な で調整が施 さ れ る 。 胴部は球形 を 呈す る 。 外部面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 が、 内 器面 は斜め

矛方 向 に ヘ ラ 削 り さ れ る 。 口 径 が13. 2cm、 胴部最 大径が22. 2cm を 測 る 。 668 は 、 や や 小 型 の 壷 で 中 層 の 出

土 で あ る 。 口 縁部 は 頚部か ら 強 く 11、 が り 、 端部 は尖 る 。 胴部は球形な が ら や や 潰 れ た 形 を し て い る O 調 整 は

か な り 磨耗 し て い る の で 、 内 器面 に へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径 が11 . Ocm、 外器面が15. 9cm を 測 る 。 669

は 、 小型の も の で 、 中 層 か ら の 出 土 で あ る 。 仁l 縁部 は頭部か ら lì買 に 立 ち 1 - が り 、 口 唇部端部 は細 く な り 丸 く

な る 。 口縁内部 は ハ ケ 目 調 整が施 さ れ る o IJ阿部外器面 は斜め縦方 向 の ハ ケ 目 が、 内 器面 は縦方向 の ヘ ラ 削 り

が施 さ れ る 。 復元 口径が1 1 . 1cm、 復元最大胴部径が13. 3cm を ìJ!JJ る 。

670 �682 は 高 杯 の 坪部分で あ る 。 670 は 、 F 層 出 土 で あ る 。 直:j :t:-F の 坪 部 の |二位部分の み の 破片 で あ る 。 口

唇部 は大 き く 外反す る 。 内 器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 、 外器面 に も ìW: く ハ ケ 目 が残 る 。 復元 口 径 は 18. 0cm を 測

る 。 671 は 、 高坪の坪部 の み で あ る 。 脚部 と の 接合面か ら 外 れ て い る 。 屈 [111 m\ が こ の 杯部 の 併 せ 部 で 、 外器
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670 

2 0 c m  

面 に接合痕跡がみ え る 。 外器面 に ハ ケ 目 が部分的 に み え る 。 ナ デ調整が全体的 に 施 さ れ る 。 復元 口径が17. 3

cm を 測 る 。 672 も 高杯の坪部 で あ る 。 接合部 は 杯の下部 に み え る 。 口 径 は 16. 6cm を 測 る 。 外器面 に ハ ケ 目

が一部残 る 。 内外器面 に は黒斑があ る 。 673 は 、 下層 の 出 土で、 高杯の杯部で あ る 。 671 と 同 じ く 脚 部 が 中 央

部で抜け落 ち て い る 。 杯部 自 体 も 体部で接合部がみ え る 。 内器面 に ハ ケ 目 がみ え る が、 大部分 は ナ デ調整 さ

れ る 。 復元 口 径 は 17. 3cm を 測 る 。 674 は 、 高坪の杯部で杯部 の 底 に 接 合部 が あ る 。 杯 部 の 下位径が小 さ く

縦長 に み え る 。 外器面 の 一部 に ハ ケ 目 が見 え る も の の 大部分は ナ デ調整で あ る 。 口 唇部がや や外反気味 と な

る 。 口 径 は 13 . 4cm を 測 る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 全体 に 赤彩 さ れ て い る 。 675は 高 杯 の ほ ぼ全体が揃 う も

の で 、 D 層 か ら の 出 土 で あ る 。 杯部の形態 は674 に似て杯部下位の径が小 さ い 。 口 径 が15. 8cm、 器高 が15. 5

cm を 測 る 。 脚部径が12 . 4cm を 測 る 。 杯部 の 外器面 は ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 脚 部 内 器面 は ヘ ラ 削 り さ れ る 。

ナ デ調整が施 さ れ る 。 676 は 杯部 の 一部 か ら 脚 部 ま で残 る 。 D 層 か ら の 出 土 で あ る 。 形態 は675 に 似 る が、

脚部の扶 り が浅 く 、 4箇所の穿孔があ る が、 不均衡 で あ る 。 裾部 の 聞 き は や や 弱 い 。 調 整 は ナ デ に よ る も の

が多 い 。 脚部底径が1 1 . 1cm を 測 る 。 677 は 、 高杯の杯部 で あ る 。 口 縁 部 は 外 反 し て い る 。 脚 部 は 坪 部 の 底

か ら 剥 げて い る 。 調整 は ハ ケ 目 後 に ナ デ調 整 が施 さ れ る 。 口 径 は 16. 8cm を 測 る 。 678 は 、 下層 か ら の 出 土

で、 杯部 の み の 破片 で あ る 。 器面調整 は ナ デで あ る 。 復 元 口 径 が18. 0cm を 測 る 。 679 は 、 杯部 分 の み で 脚

部 は 杯部 の 底 に 接合部分 を 残 し て 剥 げ て い る 。 杯部 の 聞 き は 大 き い 。 口 径 は 17. 4cm を 測 る 。 680 は 、 下 層

か ら の 出 土 で杯部 の み の 破片 で あ る 。 杯部 の 高 さ は 低 く 、 復元 口 径 は20. 5cm を 測 る 。 脚 部 の 接合部分は679

と 同 じ で外 れ か た も 同様で あ る 。 681 も 杯部 の み で あ る 。 口 唇部 は や や 反 る 。 器面調整 は 、 内 外器面 と も 横
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方 向 の ハ ケ 目 と 、 縦 方 向 の ナ デが外器面 に わ ず か に み ら れ る 。 外器面 に は 黒斑があ る 。 復元 口 径 は 19. 0cm

を 測 る 。 682 は 中層 の 出 土 で 、 681 に 似 て 口縁部 の 反 り は か な り 大 き い 。 杯部 は 二つ の部分 に 分か れ る 。 杯部

の屈 曲 部がそ の 2 部分の接合部 に な る 。 器面調整 は横 ナ デ と ハ ケ 目 が残 る 。 脚 部 は 坪部 の 底 か ら 剥 げて い る 。

口 径 は 17. 6cm を 測 る 。 外器面 に 黒斑があ る 。

683 �687は高杯の脚部 を 主 と す る も の で あ る 。 683 は 2 層 の 出 土 で 、 杯部底部 の 一部 と 裾部 の 上位部分 ま

で の 破 片 で あ る 。 こ の底部付近 も 脚部 と 一体 と み ら れ る 。 内器面 は 横 方 向 の ヘ ラ 削 り に よ り 扶 っ て い る 。 器

表面 は ナ デ調 整 で あ る 。 684 は 、 杯部底面 か ら 裾部 ま で の 破片 で あ る 。 高 さ は 低 い 。 調 整 は ナ デ に よ る 。 裾

部の復元 口 径 は9. 4cm を 測 る 。 685 は 、 杯部底面か ら 脚 部 途 中 ま で の 破片 で あ る 。 付 け根部分か ら ラ ッ パ状

に 開 く も の で あ る 。 内 器面 は ヘ ラ 削 り で が施 さ れ る 。 他 は ナ デ調 整 で あ る 。 686 は 、 付 け根部分か ら 剥 離 し

た 脚 部 で 、 徐 々 に 聞 き な が ら 、 裾部で強 く 屈 曲 し て い る 。 脚部内器面 は横方 向 の 削 り を 行 っ て い る 。 復元底

径 は 12. 5cm を 測 る 。 687は 、 中 層 出 土 の 高杯 の 脚 部 で あ る 。 付 け 根部 か ら 徐 々 に 開 く 。 裾部 の 聞 き は 少 な

い 。 外器面 に は 縦方 向 の ハ ケ 目 がわずか に 残 る 。 内器面 は ヘ ラ 削 り に よ る も の で あ る 。

688� 691 は 器 台 で あ る 。 688は 、 C 層 、 D 層 の 出 土 で

あ る 。 器形 は小型の高杯状 を 呈 し 、 上位の杯上の受け部

と 脚部 の 聞 に 穴 が開 け ら れて い る 。 脚部内器面 は ヘ ラ 削

り が施 さ れ る 。 689 は 、 脚 台部 の み の破片 で あ る 。 2層 か

ら 出 土 し て い る 。 脚 部 に は 4 箇所の穴が穿 た れて い る 。

690 は 、 小型 の も の で 明確 に 器台 と す る に は や や 難 があ

る が、 一応器台 と す る 。

691 は 、 鼓形器台 と し た 。 形態 的 に は 二重 口 縁査 の 様 ー一一一一一ー-=

で も あ る が、 他 の 二 重 口 縁査 の 作 り に 比べ し っ か り し て

お り 、 胴部 に あ た る 方向への伸 び方が異 な る の で、 器台

と し た 。 C 層 、 D 層 の 出 土 で あ る 。 磨耗が進 ん で い る の

で調整 は は っ き り し な い が、 ナ デ に よ る も の であ ろ う 。
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692 - 701 ・ 703 ・ 704 は 杯 で あ る 。 692 は 、 口 縁部がや や肥厚 し 、 端部が薄 く な る も の で あ る 。 外器面 の 口

縁部下 に 弱 い稜線が認め ら れ る 。 そ の 下位 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れて い た と 思 わ れ る が磨耗の た め は っ き り し

な い 。 693 は 、 2層 出 土 で あ る 。 口 縁部 は端部か ら や や下位で肥厚 し 、 端部 は 薄 く な る 。 外器面 に は 肥厚 し た

部分で弱 い 稜線が認 め ら れ、 そ の 下位 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径 が1 1 . 5cm、 復元器高が4. 4cm を 測 る 。

外器面底部付近 に は板状工具の痕跡が残 る 。 外器面 に は黒斑があ る 。 694 は 、 復元 口 径が1 1 . 8cm、 復元器高

が5. 0cm を 測 る 。 調整 は磨耗の た め不 明 で あ る 。 695 は 、 や や 大 型 の も の で鉢 と し て も よ い よ う で あ る 。 中

層 か ら の 出 土 で あ る 。 口 縁端部 は丸 く な る 。 外器面 は 斜め 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 底部付近 は 多 方 向 の ハ ケ 目

が施 さ れ る 。 内 器面 は ナ デ調整が施 さ れ る 。 口径が16. 0cm、 器高 が5. 9cm を 測 る 。 696 は 、 中 層 の 出 土 で あ

る 。 口 縁部 は 弱 く 外反 し て 薄 く な る 。 器壁 は や や 厚 い 。 外器面 に は 中位 に 弱 い稜が認め ら れ、 そ の 下位 は ヘ

ラ 削 り が施 さ れ る 。 上位 は ハ ケ 目 が残 る 。 内器面 は 中位 よ り 上 に は横方向 の ハ ケ 目 、 下位 に は板状工具 に よ

る 器面調整が施 さ れ る 。 復元 口径が12. 2cm、 器高が5. 0cm を 測 る 。 外器面 に は 黒斑があ る 。 697 は 2 層 の 出

土 で あ る 。 こ の土器は696 に 口縁部付近が似か よ り 、 端部付近 で弱 く 外反す る 。 器壁 は696 よ り 薄 い 。 体部付

近 で や や 強 く 屈 曲 し 、 稜 を 形成 し て い る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 内外器面 と も 煤が付着 し て い る 。 復元

口 径 は 15. 0cm を 測 る 。 698 は 、 上層 の 出 土 で あ る 。 こ の 土器 も 上 記 の も の と 似 る 。 調 整 は か な り 磨耗 し て

い る た め 不 明 瞭 で あ る 。 復元 口 径 は 14. 6cm を 測 る 。 外器面 に は 煤 が付着 し て い る 。 699は 、 上層 か ら の 出

土 で あ る 。 口 唇部 の 外 反 は 明確 で あ る 。 体部 中 位 に は稜が明確 で あ る 。 復 元 口 径 が14. 0cm を 測 る 。 700 は 、

中 層 の 出 土 で あ る 。 口 縁端部 は や や外反す る 。 外器面 に 一 部 ハ ケ 目 が残 る 。 口 径 が13. 8cm、 器 高 が5. 0cm

を 測 る 。 701 は 、 6層 出 土 の 土 師器 の 杯 で あ る 。 口 縁部 で外反す る 。 口 径 が12. 9cm、 器高 が4. 7cm を 測 る 。

器面調 整 は 外器面 に横 ナ デ、 ナ デが施 さ れ る 。 703 は 、 土 師器 の 杯で あ る 。 内 外器面 に 赤 彩 が施 さ れ る 。 復
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第 皿 章 調査の成果

元 口 径 は 13 . 9cm、 器高 は3. 3cm、 復元底 部 は6. 8cm を 測 る 。 口 縁部 は 横 ナ デ調 整 が施 さ れ る 。 704 は 、 2層

の 出 土 で 、 須恵器杯の模倣土師器で あ る 。 受 け部付近が胴部の最大径で こ の 上 に 立 ち 上が り は 低 い 。 器表面

は か な り 磨耗 し て い る が、 ヘ ラ 磨 き の痕跡が残 る 。 復元 口 径 は 12. 5cm を 測 る 。

702 ・ 705� 708は 鉢形 の 土 師器で あ る 。 702 は 、 土師器の鉢で あ る 。 口 唇部 は短 い な が ら 強 く 外反す る 。 作

り は杯の697 ・ 699 と 似 る が、 器高が高 い 。 器壁 は や や 厚 い 。 口径が12. 4cm、 器高 が5. 65cm を 測 る 。 器面調

整 は横 ナ デ と ナ デで あ る 。 外底面 に は ヘ ラ 削 り が薄 く 残 る 。 705 は 、 口 縁部 を 明確 に作 り 出 し た も の で 、 頚

部 か ら 急速 に外反 し て い る 。 口 縁部 は ナ デ調整が施 さ れ る 。 体部外器面 に は横方 向 の ハ ケ 目 が、 内 器面 に は

ヘ ラ 削 り 後 ナ デ調整が施 さ れ る 。 復元口 径が13 . 3cm、 器高 が6. 4cm を 測 る 。 706 は 下層 の 出 土 で 、 口 縁部 は

弱 い 二重 口 縁 を 呈す る 。 器面調 整 は ナ デで あ る 。 復 元 口 径 が15. 0cm を 測 る 。 707 は 下 層 の 出 土 で あ る 。 口

縁部 は頚部か ら や や 内傾 し な が ら ほ ぼ直 に 伸 びる 。 端部 は丸い。 口 縁 内 器面 は横方向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。

外器面胴部 は横方 向 の ハ ケ 目 が施 れ る 。 復元 口径が13. 0cm、 復元最大胴部径が1 1 . 9cm を 測 る 。

708 は 、 C ・ D 層 か ら 出 土 し た 甑 と 考 え る 。 底 部 の 穿孔部分 は な い が、 器形の特徴か ら 、 穿 孔 さ れ て い る

と 考 え る 。 口 唇部 は 薄 く な り 、 断面 は尖 る 。 底部か ら 口 唇部 ま で直 に 伸 びる 。 内外器面 と も ハ ケ 目 が施 さ れ

る 。 復元 口 径が20. 2cm を 測 る 。

709 は小型 の 聾 で あ る 。 口 縁部 は頚部か ら や や外反 し な が ら 伸 び、 薄 く な り 断面 が尖 る 。 胴 部 は 縦 に 長 く

伸 び、 外器面 に は 縦方 向 の ハ ケ 目 が、 内 器面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径が10. 7cm を 測 る 。

710 は 、 中層 お よ び 2 層 の 出 土 で あ る 。 小型の二重口縁壷で頚部か ら 口 縁部 ま で の 破片 で あ る 。 口 径 が10. 3

cm を 測 る 。 調 整 は横 ナ デ を 確認 し て い る 。 外器面 に 黒斑があ る 。

711 � 712 は 、 小型聾 と し た も の で あ る 。 形態 的 に713以 降 の童形の も の に 比べ、 口 縁部径が広 く 、 胴 部径

と 口縁部径 の 比 が小 さ い も の で あ る 。 711 は 、 D 層 か ら 出 土 し 、 内 器面 に は 指頭圧痕が見 ら れ る 。 口 縁部 は

短 く 直 で あ る 。 復元 口 径が1O. 6cm を 測 り 、 胴部最大径 も ほ ぼ 同 じ で あ る 。 712 は 、 711 よ り や や 胴 部 が長 い

と 推定で き る 。 口 縁部 は や や 肥厚 し 短 い 。 復元 口径が1 1 . 4cm、 最大胴部径が12. 3cm を 測 る 。 胴 部外器面 は

横方向 の ハ ケ 目 調整、 内 器面がヘ ラ 削 り さ れ る 。 内器面 に は黒斑がみ ら れ る 。

713 � 730は小型査 と し た も の で あ る 。 713 は 下層 の 出 土 で 、 口 縁部径9. 2cm、 最大胴部径8. 8cm、 器高8. 5

cm を 測 り 、 口 縁部径が胴部最大径 よ り 大 き い 。 口縁部 に 二重 口 縁 を 思 わ せ る 厚 み がみ え る 。 外器面 に 縦方

向 の ハ ケ 目 が残 る 。 口 縁部 の 内器面 に ハ ケ 目 が残 る 。 714 は 下層 の 出 土 で 、 口 縁部 は 頚部 か ら や や 内傾 し な

が ら 長 く 伸 びて 端 部 に 至 る 。 口 径 が8. 5cm、 最大胴径が10. lcm を 測 る 。 外器面 は ハ ケ 目 が残 る 。 外器面 に

黒斑があ る 。 715 は 、 口縁部がや や二重 口 縁気味 な 特長持つ も の で あ る 。 外器面体部 に は ハ ケ 目 が残 り 、 内

器面 内 に は ヘ ラ 削 り と 底 に 指頭圧痕があ る 。 復元 口 径7. 0cm、 最大胴径が8. 2cm、 器高 が8. 5cm を 測 る 。 716

は 、 口 縁部 が頚部 か ら や や外反気味 に 伸 びる の も の であ る 。 口縁部が胴部の 8 割 ほ ど も あ り 長 い 。 復元 口 径

が6. 0cm、 最大胴部径が7. 4cm を 測 る 。 717は 下層 の 出 土 で 、 胴 部 の 張 り が大 き く 、 口 縁部 は 胴 部 の 5 割 ほ

どで短い 。 外器面 は縦方 向 の ハ ケ 目 が上位 を し め 、 下位 は斜め 方 向 に ハ ケ 目 が残 る 。 口 径 が7. 9cm、 最大胴

部径9. 1cm を 測 る 。 718 は 、 頚部が締 ま り 、 胴部の 張 り が大 き い 。 復元 口径が5. 8cm、 復元最大胴部径が7. 8

cm、 器高が8. 8cm を 測 る 。 719 は 、 l層 の 出 土 で 、 口 縁径が8. 1cm、 最大胴部径が8. 5cm を 測 り 、 差 が小 さ

く 翠 の よ う な 形態 に な る 。 口 縁部 は 頚部か ら 直 に 聞 く 。 底部は平 ら な 面がみ ら れ る 。 外器面胴部 に は ハ ケ 目

調整が施 さ れ る 。 外器面 に は 黒斑があ る 。 720 は 、 頚部か ら 胴 部 ま で 残 る も の で あ る 。 胴 部 の や や 上位 に 最

大径があ り 、 8. 3cm を 測 る 。 内 器面 に は 指頭圧痕 と ヘ ラ 状工具痕が残 る 。 外器面 は ハ ケ 目 調 整 さ れ、 煤 の

付着 や 、 黒斑 も み ら れ る 。 721 は 、 胴 部 の 張 り が強 く や や ひ し ゃ げた 感 じ に な っ て い る 。 口 径 が7. 8cm、 器

高9. 6cm を 測 る 。 外器面胴 部 に は 縦方向気味 の ハ ケ 目 調整がみ ら れ る 。 内 器面胴 部 は 斜め 上方 へ の ヘ ラ 削

り 、 底部 は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 722 は 2 層 の 出 土 で 、 口縁部か ら 胴部 ま で の破片 で あ る 。 口 縁部
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は径部か ら や や 直 に 立 ち 上がる よ う に伸 びる 。 途 中 わずかの屈 曲 が見 ら れ る O 外器面 は ハ ケ 目 が わ ず か に 残
る 。 内器面 は横 方 向 の ハ ケ 目 と 指頭圧痕が見 ら れ る 。 復元 口径が7. 0cm、 復元最大胴部径が7. 4cm を 測 る 。
723 は上層 の 出 土で 、 復元 口径が10. 9cm、 最大胴部径が8. 7cm を 測 り 、 口径が胴部径 を 上 回 る も の で あ る 。
頚部か ら 直 に 口 唇部 ま で伸 びる 。 調整は磨耗 し て い る た め 分か り に く い が、 胴 部 内 器面 に は 指押 さ え の 跡が
残 る 。 724 は 中層 の 出 土 で 、 復元胴部最大径が8. 1cm、 復元口径が1O. 0cm を 測 り 、 胴部径 よ り 口 縁部径が広
い。 最大胴部径が胴 部 の 上位 に く る 。 外器面胴部 に は 縦方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 口 縁部 に は横方向 の ナ デ、 胴
部内器面 に は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 内 器面 に は 粘土巻上 げ痕 も 残 る 。 725 は 口 縁部径が胴部最大径
よ り も 大 き い も の で あ る 。 ま た 、 頭部 の 区 切 り がは っ き り し な い 。 復元 口 径 が8. 6cm、 復元最大胴部径が6. 4
cm、 器高が7. 0cm を 測 る 。 口縁部 は 器高 の 3 分 の 2 ほ ど あ り 、 口 縁部が大 き い 。 口 縁部 は ハ ケ 目 の 後 ナ デ
調整、 外器面胴 部 は ハ ケ 目 、 内 器面胴部 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 726 は 、 口 縁径が9. 0cm、 復 元 最 大胴 部
径が8. 2cm を 測 り 、 や や 口 径が胴部径 よ り も 広 い 。 外器面 は 丁 寧 な ハ ケ 目 調 整 、 口 縁部 内 器面 に 横 方 向 の

ハ ケ 目 、 内 器面胴部 に は ヘ ラ 削 り が残 る 。 内外器面 に 黒斑が残 る 。 口縁部が胴部 の 高 さ の 3 分の l ほ どで あ

る 。

727 ・ 728 は 、 器高 に 比 し て 胴 部 の 張 り が大 き く 胴部がつ ぶ れ た よ う に な っ て お り 器形が よ く 似 て い る 。 727

は 、 口 縁径が8. 4cm、 最大胴部径が9. 8cm を 測 る 。 外器面 に ハ ケ 目 が、 内 器面 胴 部 で は ナ デ痕 が残 る 。 外器

面 に 黒斑があ る 。 728 は 口縁径が9. 1cm、 最大胴部径が1 1 . 1cm を 測 る 。 729 は 、 復元 口 径が6. 5cm、 最大胴部

径が8. 4cm、 器高が7. 5cm を 測 る 。 外器面 は 斜め方向の ハ ケ 目 、 内 器面 は 胴部 に ナ デ を 調整 し て い る 。 外器

面 に 黒斑 を 持つ 。 730は復元 日 縁径が1O. 9cm、 最大胴部径が10. 1cm を 測 り 、 口 径 が胴 部径 に わ ず か に 勝 る 。

器高 は8. 1cm と か な り 低 い 。 こ の こ と か ら 土器 と し て は か な り 低 い 。 外器面 は ハ ケ 目 調 整 で 、 内 器面 口 縁

部 は ナ デ、 内 器面胴部 内 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 731 は 、 鉢形 の土製模造 品 で あ る 。 器壁 は 薄 く 、 作 り は 丁

寧であ る 。 手担製で、 口 縁部 は 少 し づっ指でつ ま み な が ら っ く り 出 し て い る 。 内 器面 は小工具 に よ り へ ラ 削

り さ れ、 外器面 は ハ ケ 目 も し く は ヘ ラ 削 り に よ り 調整 さ れ て い る 。 復元 口 径 が8. 2cm、 器 高 が4. 9cm を 測 る 。

732 は 、 異形土 製 品 で あ る 。 断面 は 三 角 な が ら 、 頂 部 は 丸み を 帯 び る 。 上面 か ら み る と 、 凹 線が頂部 を 横

断 し 、 両斜辺 の 中 位 に 穿 た れ た 2 孔 ま で伸 びて い る 。 そ の孔は底面 に ま で穿 た れ て い る 。 ま た底部 中 央部 に

は 浅 い穴が開 い て い る 。 こ の土製品 は な ん ら かの製品 の一部 と 考 え ら れ る 。

733 は 、 土玉 と 思 わ れ る 。 長 さ 4cm、 厚み2. 5cm を 測 る 。 器表面 に は丁寧 な ミ ガ キ が施 さ れ る 。

734 は 遺構の最下部で 出 土 し た 小 型 の 青銅鏡の破片で あ る 。 残存部分 は 、 全体の 3 分 の l ほ どで あ る 。 外

区 は 無紋で 、 そ の 内側 に鋸歯文帯 が巡 る 。 内 区 に は 内行花文があ り 、 花文頂部 に 珠文が配 さ れ る 。 さ ら に 内

側 に 二本の 鏡式 は 、 小型内行花文鏡 と 考 え ら れ る 。 残存部分が偏 る た め や や 不明 な 部分 も あ る 。 こ の 鏡の 残

存度が よ か っ た の は 、 粘土層 中 で空気 に触れ な か っ た た め と 考 え ら れ る 。

735 �905 は 、 こ の 遺構か ら 出 土 し た 木製品類で あ る 。 製品、 部材 な ど さ ま ざ ま で あ る 。

735 は 、 広鍬の歯先 も し く は鍬の 泥 除 け 部分 と 考 え て い る 。 厚 み が薄 く 、 木取 り は 柾 目 で あ る 。 刃 先 が両

刃 に な っ て お り 、 鍬先 と 考 え て い る が、 薄 さ を 考慮す る と 泥除け部分で あ る 可能性 も あ る 。 細 か い 加工痕が

両面 に 残 る 。 材 は ブナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 で あ る 。

736 は 、 4SX049の 最 下部 に 設 け ら れ た 方形の 落 ち 込み の 中 か ら 出 土 し た ー 木 平 鋤 (97TY- 4108) で あ る 。

落 ち 込 み か ら 水平状態 で 出 土 し て い る 。 木取 り は 柾 目 で、 柄部 は T 字型 を 呈 し て い る 。 鋤部 に 対 し て 柄 部

の付 き 方 は や や 片側 に よ っ て 、 歯 の 踏み込み部分で あ る 肩部があ る こ と か ら 、 片 踏 み 鋤 と 考 え ら れ る 。 長 さ

は93. 5cm を 測 る 。 材 は 、 ブナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 で あ る 。

737は 、 径1cm ほ どの孔が 2 箇所空け ら れ て い る た め 、 有孔板材 と し た 。 頂部 は 弧状 に 成形 さ れ て い る 。

表面 は か な り 細 か い 加工痕が残 る 。 木取 り は 板 目 で、 材 は マ ツ 科 モ ミ 属 で あ る 。 残存長が97. 6cm、 残存幅
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が18. 6cm、 厚 み が2. 5cm を 測 る 。 738 も 板材で 、 板取 り は板 目 取 り で あ る 。 樹種 は 、 ブ ナ 科 シ イ 属 で あ る 。

残存長が18. 9cm、 残存幅が6. 1cm、 厚 み が2. 0cm を 測 る 。 739 も 同 じ く 板材 で 、 板取 り は板 目 取 り で あ る 。

樹種 は ブナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 で あ る 。 残存長が33. 5cm、 残存幅が9. 0cm、 厚 み が2. 0cm を 測 る 。 740

も 同 じ く 板材 で 、 板取 り は 、 板 目 取 り で あ る 。 樹種 は マ ツ 科モ ミ 属 で あ る 。 残存長 が67. 1cm、 残存�lliが10. 0

cm、 厚みが1. 8cm を 測 る 。

741 は 二又鍬で あ る 。 板 目 に 沿 っ て 半分 に 割 れ て い る 。 板取 は柾 日 取 り で 、 材 の 樹種 は ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア

カ ガ シ 亜属 で あ る 。 残存長が49. 6cm、 厚みが1. 6cm を 測 る 。

742 は 、 容器の部材 と し た 。 正面 と し た 面 に は 四 方 に 縁 を 巡 ら し 内 部 に は 2 本 の 山 形 の 稜 を 造 り 出 し て い

る 。 縁部分の 四 方 に24個 の 細 か い 穴が空 け ら れて い る 。 裏面 は丁寧 に 面取 り が な さ れ、 別 の容器 な ど と の 組

み合わせ ら れ る かの よ う に作 り が よ い。 こ の 木製品 の 用 途 に つ い て は 、 回 る 小 さ な 穴 に紐 を 通 し 、 他 の容器

の 蓋 と し て の利 用 で き る 。 ま た こ の穴 か ら 紐 を 通 し 、 編み上げて い っ て 寵状の容器がで き る 可能性 も あ る 。

他 に は 、 細 長 い 木製容器の蓋 と い う 考 え 方 も あ る 。 他 に 類例 を 待 ち た い 。 木取 り は柾 目 取 り で、 材 の樹種は

ツ ツ ジ科ス ノ キ 属 シ ャ シ ャ ン ボで あ る 。 縦が20. 7cm、 横幅が5. 2cm、 最大の厚みが1 . 8cm を 測 る 。

743 は 容器片 と し た 。 木 の コ フ守部分 を 窃l抜い て い る 。 木取 り は 柾 目 取 り で 、 材 の樹種 は ク ス ノ キ 科 ク ス ノ

キ 属 ク ス ノ キ で あ る 。 残存長が20. 2cm、 残存幅が11 . 0cm、 厚 み が1 . 3cm を 測 る 。

744 は 、 両面共整形の板材 で 、 木取 り は 追 い柾 目 で あ る 。 樹種 は マ ツ 科モ ミ 属 で あ る 。 残存長が62. 7cm、

残存幅が1O. 2cm、 厚 み が1 . 3cm を 測 る 。

745 は 、 建築材 を 転用 し た工作台 と し た 。 器表面 に 刃 物痕が残 り 、 こ の 上 で刃 物 を 使 っ た 工作 を 行 っ て い

る 。 樹種 は ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 で あ る 。 残存長が65. 5cm、 残 存 幅 が9. 0cm、 厚 み が6. 8cm を 測 る 。

746 は板材 で 、 板 目 取 り で あ る 。 樹種 は ブ ナ 科 シ イ 属 で あ る 。 残存長が36. 4cm、 残存幅 が7. 0cm、 厚 み が

1 . 3cm を 測 る 。

747は 、 ミ カ ン 割杭 を 転用 し た 工作 台 で あ る 。 側面 を 工作台 に 利 用 し 、 刃 物 痕 が残 る 。 木取 り は 柾 目 取 り

で あ る 。 樹種は ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 で あ る 。 残存長が64. 3cm、 残存幅が16. 0cm、 厚 み が4. 4cm を

測 る 。

748 ・ 749 ・ 750 は 木錘で あ る 。 前 の 2 点 が ツ バ キ 科 の ヒ サ カ キ 属 と ツ バ キ 属 、 最後の I 点 がモ ク セ イ 科 イ

ボ タ ノ キ 属 で あ る 。 共 に 芯持 ち の丸木か ら 作 ら れ て い る 。
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第 皿 章 調査の成果

751 は 、 動物 を 模 し た形 を し て い る た め 、 一応動物偶 (97TY- 4109) と し た 。 最初 は 木 っ 端 と 考 え た が、

意 図 を 持 っ た よ う な 加工痕があ る た め 木偶 と し た 。 縦5. 3cm、 横3. 5cm、 長 さ 3. 3cm を 測 る 。 材 は 、 ニ レ 科

ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ で あ る 。

752 は 、 円 錐形の 台 と し た 。 上面 に刃 物痕が残 り 、 方形の掘 り 込み があ る よ う で あ る 。 木取 り は柾 目 取 り

で あ る 。 樹種 は ブナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 で あ る 。 高 さ が6. 5cm、 横径が6. 5cm、 厚 み が1 . 5cm を 測 る 。

753 は 、 平面形が鋤 の よ う な 格好 を し た板材で あ る 。 側片 は不規則 な 刃 物痕が入 る 。 よ く 観察す る と 、 2つ

の 長方形の 穴が聞 い て い る 。 こ こ を 指 し込み穴 と し た箱 の 一部 の 可能性があ る 。 材 は ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属

ク ス ノ キ で あ る 。

754 は 、 弓 ら し き も の で あ る 。 上部 に ユハ ズ と 考 え ら れ る 削 り だ し 部分があ る 。 側 面部 も 面取 り し て 方形

に し て い る 。 下部 は 剥 げ落 ち て折れて い る 。 材 は 芯去 り の ウ ル シ 科 ウ ル シ 属 で あ る 。

755 は 、 有孔木片 と し た 。 板材で斜め に穿孔 し た も の で あ る 。 材 は 板 目 材 で 、 ス ギ科ス ギ属 ス ギであ る 。

756 は 、 枝節 の あ る 芯持 ち 丸木材 で 、 上下端 に カ ッ ト 痕があ る 。 一応加工材 と し た が こ れ か ら 加工す る の

か も し れ な い 。 樹種 は ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属 ク ヌ ギ節 で あ る 。

757� 764 は 大部分が一部加工 さ れた材であ る 。

757 ・ 758 は 、 割 り 材で何 ら か の材 と し て使用 さ れ た も の で あ る 。 と も に 一応建築材 と し た 。 樹 種 は757 ・

756 と も ブナ 科 ク リ 属 ク リ で あ る 。

759 は 、 芯無 し 材 の 半裁材で 、 すべて の 面 に 加工 を 施 し 、 一部がや や 盛 り 上が っ た よ う に な っ て い る 。 よ

く 似 た も の と 天秤棒があ る 。 樹種 は ニ レ 科ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ で あ る 。

760 は 、 芯持 ち 丸木 の 材で あ る 。 樹種 は不明であ る 。 761 は 、 芯去 り 材の加工木片 で あ る 。 樹種 は 不 明 で あ

る 。

762 は 、 芯持 ち 丸木材の 建築材で あ る 。 樹種 は ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ で あ る 。 頂部 は 下 か ら 削 ぎ

こ み を 入 れ 、 扶 り こ み を 作 り だ し て い る 。 倶ij辺 は ほ と ん ど丸木の ま ま で あ る 。 こ の 材 は 立 っ た状態で 出 土 し

た 。 杭 と し て役割があ っ た の で あ ろ う 。 扶 り こ み が他の材 と の 組合せ に使用 さ れ た 可能性があ る 。

763 は 、 芯持ち 丸木材 の 建築材で あ る 。 樹種は ブ ナ 科 シ イ 属 で あ る 。 木表面が焼 け て い る 。 下部 に カ ッ ト

痕が見 え る 。 764 は 、 芯持 ち 丸木材 の建築材 と し た 。 途 中 か ら 屈 曲 す る 材 で 、 下部 を カ ッ ト し 尖 ら せ て い る 。

樹種 は プナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 で あ る 。

765 � 781 は 、 大部分が芯持 ち 丸木材で あ る 。 杭や建築材 と み ら れ る も の が ほ と ん どで 、 大 き さ の違 い だ け

で あ る 。 樹種は 不 明 で、 あ る 。 中 で は771 が杭 で あ る が、 か な り 造 り が よ い 。 樹種 は ム ク ロ ジ科 ム ク ロ ジ属 ム

ク ロ ジ で あ る 。 773 は柱の転用材 と 考 え ら れ、 木取 り も 柾 目 材 で あ る 。 角 が作 ら れ で も い る 。 775 は建築材 と

し た 。 芯無 し材で加工が施 さ れ下部の造 り も よ い 。 節 を 落 と し て い る 。 樹種 は ニ レ 科 ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ で

あ る 。

782 � 788は 石器類で あ る O こ の遺構の 時期 よ り も 以前の も の が大部分 で 、 縄文時代 ~ 弥生時代 の も の が主

で あ ろ う 。 782 は 安 山 岩 の 石核 で あ る 。 各面か ら の細かい剥片 を 剥 ぎ 取 っ て い る 。

783 は 、 石英安 山 岩製の 凹 石 で あ る 。 遺構の 最下層 付 近 か ら 出 土 し た 。 こ の 石 器 に つ い て は 古墳 時イfに 使

用 さ れて い た 可 能性があ る 。 長 さ が6. 8cm、 幅が6. 6cm、 厚 み が5. 1cm で 、 重 さ が329. 9g を 測 る 。

784 は 破損 し た 石皿で、 石材 は 安 山 岩 で あ る 。 5SX049の D 層 か ら 出 土 し て い る 。 785 は 同 じ く 安 山 岩製の

石皿で破損 し て い る 。 角 張 っ た細長い石材 を 利 用 し 、 砥石 の よ う に使用 し た も の か。

786 は 凹 石 で 、 石材 は石英安 山 岩 で あ る 。 正面 に研磨痕 と 敵痕、 側 辺 に も 蔽痕 が あ る 。 研磨痕は他の 面 に
も あ る 。 長 さ が12cm、 幅が9. 65cm、 厚 み が4. 8cm、 重 さ が1012g を 測 る 。

787は 台石 と し た 。 や や小振 り で は る が、 表裏面 に 琢彫 痕 が多数見 ら れ る の で 、 台石 と 判 断 し た 。 石材 は
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第 皿 章 調査の成果

石英安 山 岩 で あ る 。 5SX049の D 層 か ら 出 土 し て い る 。 長 さ が15. 35cm、 幅 が13. 5cm、 厚 み が3. 9cm と 薄 い 。

重 さ は 1329. 4g で あ る 。

788 は 、 黒曜石製の 石鍛で あ る 。 側 辺が欠損 し て い る の で他 の 用 途 に 使 っ た の か も し れ な い 。 剥 片 を 使用

し た も の で あ る 。 長 さ が3. 40cm、 幅が2. 15cm、 厚みがO. 4cm、 重 さ が2. 25g を 測 る 。

04SM053・ 4SM063・ 4SM064 [第1 40図 ]

こ れ ら の 遺構 は4SX049の 中 に 打 ち 込 ま れ た 杭 列 で あ る 。 時期 に つ い て は 上 部 が腐食で失 わ れ て い た の で 、

どの層 か ら 打 ち 込 ま れ た の か明確で は な い 。

[部材] [第1 41図 ・ 第1 42図 ]

杭列 で あ る の で部材 と し て は 杭 で あ る 。 上部は腐食の た め な く な っ て い る が辛 う じ て残 っ た 部材 を 図化 し

た の が第141 ・ 第142図 で あ る O

4SM053 は4SX049内 の Y- 30 グ リ ッ ド付近で検出 し 、 4SE055 に 近接す る 。 4SX049の 掘 り 下 げ作業 時 に 杭

列 で確認 し た 。 確認水平 レ ベ ル は L = 3. 10m で あ り 、 4SX049の底面への打 ち 込み で あ る 。

4SM063 は 1 番 か ら 2 番 ま で の 杭 2 本 の み の 出 土 で あ り 、 そ の 全長 はO. 36m、 杭列確認面 か ら の 最大深度

は42cm を 測 り 、 4SX049の底面へ打 ち 込 む。

こ の よ う な 小規模の杭列 で は あ る が、 隣接す る 4SM053 と は 主 軸 方 向 に ズ レ があ る こ と か ら 、 別 杭列 と し

fこ 。

4SM063 と 平行す る 4SM064 は 、 同 じ 遺構 と も 考 え ら れ る が、 こ こ で は 別 遺構 と し て お く 。

な お本資料の 杭 は腐食が激 し く 実測 に 耐 え ら れ な い こ と か ら 図化 は 行 わ な か っ た 。

05SX040 [第1 43図~第1 48図 ]

こ の遺構 は熊本県 と 玉名 市 の 調 査 区 で あ る 調査班 区 及 び調査 区 区 の 東側 に位置 し 、 調査区 内 で確認 し た 長

さ が100m 以上 を 測 る 大 き な 溝状遺構で あ る 。 調査範囲全体で確認 し た 状況か ら は 、 や や 蛇行 し な が ら 北 か

ら 南へ と 続 く 溝状の遺構で あ る 。 こ の 遺構の全体像 は今回 の調査範囲 で は つ かめ て い な い 。 こ の 遺構 と 他の

大溝状遺構 と の 関係 も 掴 め て い な い 。 調査時 に は 、 最後 ま で発掘 に 時 間 がか か り 、 土層 観察用 の ベ ル ト を 完

全 に 掘 り 取 る こ と は で き な か っ た 。

こ の遺構の底部 に は他 の 同様の 大溝状遺構 に見 ら れ る 「長方形の掘 り 込み」 が小 区 画 を 形成す る よ う に 、

北側 か ら 中 央部 に か け て 見 ら れ る 。 玉名 市 の調査区 に含 ま れ る 南側部分で は本来掘 り 込み が な い の か、 流水

で削 ら れ て な く な っ て い る の か確認で き な か っ た 。 調査時で は 当 初 、 大 き な 溝状遺構が ま ず掘 り 込 ま れて 、

そ の 中 に小 さ な 区 画が設 け ら れ た も の と し て い た 。 そ の 後掘 り 込み の 観察や大溝状遺構の壁面の掘 り 方 を 観

察 し た と こ ろ で は 、 数度 の掘 り 替 え が行 わ れ た形跡があ る 。

最終的 に 掘 削 の 終 わ っ た段階で は 、 場所 に よ り 形状や確認面か ら の掘削深度が異 な っ て い る 。 確認面 で の

幅が約5. 5m ほ ど、 底 面 の 幅が約4. 5m ほ ど、 確認面 か ら の 深 さ は 北側 が浅 く O. 4m、 県調査区 の 南側 で確 認

面 か ら O. 7m を 測 る 。 底面 に あ る 長方形の掘 り 込み は 、 長辺の 長 い も の で約6m ほ ど、 短 い も の で約3m ほ ど、

幅 は約 2 �4m と さ ま ざ ま で 、 掘 り 返 し も あ り 、 本来の単位 を 明確 に す る こ と は 困 難 で あ っ た 。

各土層 断面 の 注記 を 以下 に 記す 。 な お 、 注記 は そ れぞれの土層 断面 ご と に行 い 、 全体 を 通 じ て の土層 の 照

合 は し て い な い の で各箇所で統ー が と れて い な い こ と を 付記 し て お く 。

[A- A'土層 断面注記]

B 層 は 、 灰褐色 (lOYR4/2) を 呈 し 、 や や 粘性があ り 、 多量の 酸化鉄が筋状 に 入 る 。 C 層 は 、 黄灰色 (2 . 5

Y4/1 ) を 呈 し 、 粘性が強 く 、 多量の酸化鉄 を 含む。 D 1 層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/2) を 呈 し 、 粘性が強 く 、 や や
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水気 を 含 む 。 少量 の 酸化鉄 を 含 む 。 や や締 ま

っ た層 で あ る 。 D2a 層 は 、 褐灰色 ( 1OYR4/1 )

を 呈 し 、 粘性があ り 、 1mm 以 下 の 砂粒 を 多

く 含 み 、 炭 化 物 も 少 量 含 む 。 D2b 層 は 、 黒

褐色 (2 . 5Y3/2) を 呈 し 、 粘 性 が強 く 、 や や

水気 を 含 み 、 1mm 以 下 の 砂 粒 を 少 量 含 み 、

炭化物 も 少量 含 む 。 E 層 は 、 灰 色 (5Y4/1 )

を 呈 し 、 粘性が強 く 、 水気 を 多 く 含み 、 酸化

鉄 の 集積 も 少量含 む 。 D 2 層 は 、 暗褐色 ( 10

YR3/4) を 呈 し 、 や や 粘性があ り 、 多 量 の 酸

化鉄の 集積 を 含 む 。 E 1 層 は 、 暗褐色 ( 10YR

3/3) を 呈 し 、 粘 性 が強 く 、 少量 の 酸化 鉄 の

集積 を 含 む。

[B - B'土層 断面注記]

1 層 は 、 灰 色 (7. 5Y6/1 ) を 呈 し 、 や や 締

ま り がな い 。 2層 は 、 黒褐色 (5YR2/2) を 呈

し 、 締 ま っ て い る 。 酸化鉄の集積がわずか に

あ る 。 3層 は 、 黒 褐 色 (5YR2/1 ) を 呈 し 、 2

層 よ り 締 ま っ て い な し 、 。 炭化物 や酸化鉄 の 集

積 を 土 中 に 含 む 。 4層 は 、 に ぶ い 赤褐色 (5YR

4/4) を 呈 し 、 3層 よ り 締 ま っ て い な い 。 炭化5SX054 
物 や 酸化鉄 の 集 積 を 土 中 に 含 む 。 5層 は 、 に

ぶ い 赤褐色 (5YR4/4) を 呈 し 、 4層 よ り 締 ま

っ て い な し ミ 。 炭化物 は 少 な い が、 酸化鉄の 集

積 を 土 中 に 含 む 。 6層 は 、 に ぶ い 赤褐色 (5YR

4/3) を 呈 し 、 5層 よ り 締 ま り が な い 。 腐食の

進 ん だ木材 を 含 む 。 ま た 、 砂粒 も 若干 含 む 。

7 層 は 、 黒褐色 ( 1OYR3/1 ) を 呈 し 、 や や締

ま り が あ り 、 炭化物 を 含 む 。 8層 は 、 黒 褐 色

( 1OYR3/1 ) を 呈 し 、 7層 よ り 締 ま り が な い 。
1 5 m 
i 炭化物 や遺物 を 含 む 。 9層 は 、 黒褐色 ( lOYR

3/1 ) を 呈 し 、 8層 よ り 締 ま り がな い 。 土 中 に

若干 の砂粒 を 含 む 。 10層 は 、 黒色 ( lOYR2/1 )

を 呈 し 、 砂粒 を 多量 に 含み 、 締 ま り が弱 い 。 11層 は 、 黒色 ( lOYR2/l) を 呈 し 、 砂粒 を 若干 含 む 。 10層 よ り

締 ま り があ る 。 12層 は 、 青灰色 (5BG5/1 ) を 呈 し 、 締 ま り があ る 。 炭化物 や 酸化鉄 の 集積 を 土 中 に 若干含

み 、 遺物 も 含 む 。 13層 は 、 褐灰色 (lOY官5/1) を 呈 し 、 砂粒 を 若干含み 、 酸化鉄 の 集積 を 土 中 に 含 む 。 14層

は 、 青灰色 (lOBG6/1 ) を 呈 し 、 炭化物 を ほ と ん ど含 ま ず、 シ ル ト や 粘土 を 多量 に 含 む 。

[C - C'土層 断面注記]

V c 層 は 、 褐灰色 ( 10可四5/1 ) を 呈 し 、 乾 く と サ ラ サ ラ す る 。 A l 層 は 、 灰 黄 褐 色 ( 10、'iR5/2) を 呈 し 、

粘性 は 少 な く 、 少量の 酸化鉄 を 含 む 。 A 2 層 は 、 灰黄褐色 00可'iR5/2) を 呈 し 、 粘性 は 少 な く 、 少量 の 酸化
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鉄 を 含 む 。 B 層 は 、 褐灰色 ( 10可四4/1 ) を 呈 し 、 やや粘 り 気があ り 、 少量酸化鉄 を 含 む 。 C 層 は 、 黄灰色 (2 . 5

Y4/1 ) を 呈 し 、 粘性で ま んべ ん な く 多 量 の 酸化鉄 を 含 む。 D 1 層 は 、 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 粘性が強

く 、 や や水気 を 含 む 。 酸化鉄 の か た ま り を 少量含む。 D 2 層 は 、 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 粘性が強 く 、

や や水気 を 含む 。 酸化鉄 の か た ま り を 少量 含 む 。 E 層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/1 ) を 呈 し 、 粘性が強 く 、 水気 を

多 く 含む 。

[D 一 D'土層 断面注記]

I 層 は 、 褐 色 ( 町田4/4) を 呈 し 、 さ ら さ ら し て 締 ま り が な い 。 酸化鉄 を 少量 含 む 。 2層 は 暗 オ リ ー ブ褐

色 (2. 5Y3/3) を 呈 し 、 粒子が細 か く さ ら さ ら し て い る 。 ご く わ ず か な 酸化鉄 を 含 む 。 3層 は灰黄褐色 ( 10、

YR4/2) を 呈 し 、 粘性 を 有 し 締 ま っ て い る 。 酸化鉄、 マ ン ガ ン の 集積 あ り 。 4層 は に ぶ い 黄 褐 色 ( 町田4/3)

を 呈 し 、 粘性が弱 く 、 さ ら さ ら し て い る 。 こ こ ま で を他の土層 に お け る A 層 に 当 て る 。

5 層 は 、 褐灰色 ( lOYR4/1) を 呈 し 、 細砂が混 じ っ て い る が、 粘 り が強 い た め 、 土 は締 ま っ て い る 。 こ の

5 層 と 18層 を B 層 に 当 て る 。

6 層 は 、 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 細砂が少 々 見 ら れ る が粘 り が強 い た め 、 土 は 締 ま っ て い る 。 こ の 層

を C 層 に 当 て る 。

7 層 は 、 黄灰色 (2 . 5Y4/1 ) を 呈 し 、 細砂が見 ら れ る が、 粘 り は 非常 に 強 く 、 6層 よ り も か な り 粘 る 。 酸

化鉄の 集積が ほ ん の わ ずか だ け 入 る 。 8層 は 、 黒褐色 (1OYR3/2) を 呈 し 、 粘性 は な い が、 締 ま っ て い る 。

砂質が強 い 。 遺物混入層 で あ る 。 こ の 7 ・ 8 層 を D 層 に 当 て る 。

9 層 は 、 褐灰色 ( 10、ffi4/1 ) を 呈 し 、 8層 に 比べ締 ま り が強 く 、 水気 を 多 く 含 む 。 粘性の な い 砂 質 で 、 遺

物混入層 で あ る 。 炭化物 を 少量 だ が、 塊状 に 含 む 。 10層 は 、 暗灰黄色 (2 . 5Y4/2) を 呈 し 、 9層 に 比 べ 青 く

灰色 っ ぽ く 見 え る 。 粘性が強 く 、 締 ま り がや や あ る 。 遺物混入層 で あ る 。 こ の 9 ・ 10層 を E 層 に 当 て る 。

1 1層 は 、 灰黄褐色 ( 10Y4/2) を 呈 し 、 粘性 は あ る が締 ま り は 少 な く 、 多 量 に 筋状 の に ぶ い 赤褐 色 (5YR4

14) 土 を 含む 。 加 え て 砂 を 含 ん で、 い る た め 、 水気 は 少 な く 粘性 は な い 。 こ の層 を F 層 に 当 て る 。

12層 は 、 褐灰色 (10Y4/1 ) を 呈 し 、 粘性 ・ 締 ま り 共 に 強 く 、 砂 は 含 ま ず、 土 は 重 い 。 灰 オ リ ー ブ色 (5Y5

12) 土 を ブ ロ ッ ク 状 に 少量 含 む 。 遺物混入層 で あ る 。 13層 は に ぶ い 赤褐色 (5YR4/4) を 呈 し 、 粘性 は な い

が、 締 ま り は あ る 。 赤 い塊状の土が堆積 し て い る 。 黒色 の ブ ロ ッ ク 状の土 も 多 く 含 む 。 土 は か た い 。 14層 は 、

明赤褐色 (5YR5/8) を 呈 し 、 も と も と 褐灰色 (lOYR4/1 ) 土 の 中 に 明 赤褐 色 土 が混 じ っ て お り 、 多 量 で あ

る た め 、 そ の 土 の色 に 見 え る 。 1 1層 に 比べ粘性、 水気があ り 、 土 は 重 た い と 感 じ る 。 15層 は 暗灰 黄色 (2 . 5

Y5/2) を 呈 し 、 粘性、 締 ま り と も に 強 い が、 よ り 水気 を 含 む た め 、 重 た く や わ ら かい 。 16層 は褐色 (7. 5YR

4/4) を 呈 し 、 12層 と 酷似 し て い る が、 色 は 16層 の 方 が よ り 褐色が強 く 見 え る 。 加 え て 、 締 ま り 、 粘性 と も

に あ る が水気 は 12層 に 比べ少 な い 。 溝壁 を 成す土層 と 考 え ら れ る 。 17層 は 、 灰黄褐色 (lOYR4/2) を 呈 し 、

粘性、 締 ま り と も に 強 い 。 水気 を 含 む。 溝の掘 り 変 え に 際 し 、 溝壁 と な っ た 部分か も し れ な い 18層 は 、 褐灰

色 ( 町田4/1 ) を 呈 し 、 粘 り は 強 い 。 酸化鉄の 集積が多 い。

[E - E'土層 断面注記]

1 層 は 、 暗褐色 (7. 5YR3/3) を 呈 し 、 炭化物 を 含み 、 粘性 は 弱 い 。 2層 は 、 褐 色 (5YR3/3) を 呈 し 、 や

や粘性があ り 、 炭化物 を 含み 、 酸化鉄の 集積 も 多 い 。 遺物 を 若干含 む 。 3層 は 、 褐 色 (5YR2/2) を 呈 し 、 や

や粘性があ り 、 炭化物 を 若干含 む 。 4層 は 、 黒褐色 (5YR2/1 ) を 呈 し 、 粘 質 が強 く 、 締 ま っ て い る 。 炭化物

を 若 干 含 む 。 5層 は 、 黒褐色 (5YR2/1 ) を 呈 し 、 や や 粘質があ る 。 4層 に 比べ や や締 ま り が な い 。 炭化物 を

含 む 。 遺物 を 若干含む。 極微量 の 砂 を 含む 。 6層 は 、 に ぶ い赤褐色 (5YR4/4) を 呈 し 、 や や 粘性 は あ る 。 酸

化鉄 を 土 中 に 多量含む。 炭化物 多 い 。 7層 は 、 褐灰色 (5YR4/1 ) を 呈 し 、 粘性弱 い 。 酸化鉄の 集 積 を 土 中 に

含み、 炭化物 も 含 む 。 8層 は 、 に ぶ い 赤褐色 (5YR4/3) を 呈 し 、 粘 質 が あ る 。 6層 よ り 締 ま る 。 炭化物 を 若
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干 含 む 。 9層 は 、 に ぶ い 赤褐色 (5YR4/4) を 呈 し 、 粘性が強 い 。 8層 よ り 締 ま る 。 炭化物 を 含み 、 酸化鉄 の

集積がみ ら れ る 。 10層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/1 ) を 呈 し 、 や や 粘性があ る 。 6層 よ り 締 ま り が な い 。 石 を 含 み 、

酸化鉄 の 集積 を 土 中 に 若干含 む。 11層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/1 ) を 呈 し 、 粘性があ る 。 10層 よ り 締 ま る 。 酸化

鉄 の 集積 を 土 中 に 若 干 含 む 。 12層 は 、 黒色 (2 . 5Y2/1 ) を 呈 し 、 粘性があ る 。 1 1層 よ り 締 ま り が な い 。 若 干

の砂 を 含み 、 炭化物 を 含 む。 13層 は 、 黒色 (2 . 5Y2/1 ) を 呈 し 、 や や 粘性があ る 。 12層 よ り 締 ま り が な い 。

土 中 に 砂粒 を 含 み 、 炭化物 も 若干 含 む 。 14層 は 、 黒色 (2 . 5Y2/1 ) を 呈 し 、 や や 粘性があ る 。 13層 よ り 締 ま

り が な い 。 若 干 の 遺物 と 炭化物 を 含 む 。 15層 は 、 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 や や 粘性があ る 。 14層 よ り 締

ま り がな い 。 赤色粘土層 が ブ ロ ッ ク 状 に 混入す る 。 若 干 の 炭化物 を 含 む 。 16層 は 、 黒色 (2 . 5Y2/1 ) を 呈 し 、

や や 粘性があ る 。 15層 よ り 締 ま り があ る 。 若干の炭化物 を 含 む。

次 に 5SX040の東側 を ほ ぼ平行 し て 走 る 5SX054 ・ 5SX056 ・ 5SX048の 溝 の 土層 に つ い て 述べ る 。

こ れ ら の 遺構の う ち 、 中 心 を 通 る の が5SX048であ る 。 5SX054 は 北 の 方 で5SX048 に 切 ら れ た 遺構 と し て 現

わ れ、 途 中 で一緒 に な っ て し ま う 。 一方、 5SX056 は土層 確認用 に 残 し た ベ ル ト の 途 中 か ら 突然始 ま り 、 や

は り 5SX048 に 切 ら れ る よ う に 検 出 で き た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 場所 に よ っ て 多 少土層 の 注記 の 違 い は あ る

が、 大 き く 、 5SX048 を 中 心 と し て 土層 注記 を 行 う こ と と し 、 5SX054 と 5SX056は従的 な 扱い で記述す る 。

5SX048の 土層 は 大 き く 3 層 に 分け ら れ た 。 非常 に よ く 似 た 土層 で あ る 。 l層 は灰黄褐色 ( 10YR4/2) � 褐

灰色 (7. 5YR4/1 ) を 呈 し 、 粘性が強 く 、 締 ま り も 強 い層 で あ る 。 赤褐色土 (2 . 5YR4/6) や 黒 褐 色 (lOYR2

12) 土 を と こ ろ ど こ ろ に 含 む 。 遺 物 が混入す る 。 2層 は 、 同 じ く 灰黄褐色 ( 町田.412) を 呈す る 層 で、 粘性

が強 く 、 や や 締 ま り があ る 。 l層 よ り や わ ら か く 、 黒 っ ぽい。 赤褐色 (2. 5YR4/6) 土 の 量が l 層 に 比べ少 な

い。 遺物 を 混入す る 。 3層 は 褐灰色 (7. 5YR4/1 ) � 灰黄褐色 (lOYR4/2) を 呈 し 、 粘性が強 く 、 締 ま り があ

る が、 水気 を 多 く 含 む た め 、 2層 よ り さ ら に や わ ら か い。 赤褐色 (2 . 5Y百4/6) の 土塊 と l 層 よ り 大 き く ま と

ま っ た 黒褐色 ( lOYR2/2) 土 を 多 く 含 む 。 溝底部付近 (最下位層 ) に は 、 よ り 水気 を 含 ん だ 暗灰 黄 色 (2. 5

Y4/2) 土が 5 �6cm 堆積 し て い る 。

次 に5SX054の 土層 の 注記番号 は 4 層 で あ る 。 灰褐色 を 呈 し 、 粘性が強 く 、 水気 も あ る 。 比較的 や わ ら か

い赤色土 を 多 く 含 む 。

5SX056の 士層 は 5 層 と し た 。 に ぶ い 黄褐色 ( lOYR5/3) を 呈 し 、 粘性が な く 、 締 ま り は な い が、 硬 く な

っ て い る 。

[出土遺物] [第149図~第160図]

図化 し た 遺物 は 、 聾が16点 、 大型壷が l 点 、 査が10点 、 高均二が 7 点 、 器台が 2 点 、 鉢が 2 点 、 甑が l 点 、

坪が l 点 、 小型聾が 2 点 、 小型査が19点 、 小型鉢が 5 点、 土製模造 品 が16点 、 須恵器の蓋が 1 点 、 土錘が 2

点 、 土玉が 3 点 で あ る 。

811 を 除 く 、 798� 813 は 、 聾形土器で あ る 。

798 は 完形で溝の底近 く に あ っ た も の で意 図 的 に 投 げ込 ま れ た 中 型 の も の で あ る 。 口 縁端部が丸 く 、 端部

内側 に 弱 い 沈線が回 る O 胴部 は 胴部下位 に最大口径の あ る 形で あ る 。 外器面 の 調 整 は 頚部近 く の胴部 は横方

向 の ハ ケ 目 、 そ れ以下 は 方 向 を 変 え な が ら の斜め ハ ケ 目 を 施す。 内器商 の 観察で は か な り 、 丁寧 に へ ラ 削 り

を 行 っ て い る 。 内外器面 に 黒斑があ る 。 799 は C 層 か ら の 出 土 で 、 胴部上位か ら 口 縁部 ま で の 破片 で あ る 。

口縁の 聞 き は大 き く 、 口 唇部 で は 弱 く つ ま み あ げて 端部 を 尖 ら せ る 。 800 は 、 同 じ く 胴部上位 か ら 口 縁部 ま

で の 破片 で あ る 。 外器面 に横方 向 の タ タ キ が残 る 。 内器面 は横方向 の ハ ケ 目 で調 整 さ れ る 。 801 は 、 口 縁部

が頚部か ら 斜め 方 向 に や や長 く 伸 び、 口 唇部端部 を 細 く 伸 ば し て い る 。 胴部 は 中 位 ま で残 り 、 や や倒卵形 に

近 い 。 外器面 に は ハ ケ 目 が部分的 に 残 る 。 内器面 は横方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に 赤彩 さ れ た よ う

な 痕跡が見 ら れ る 。 802 は D 層 一括 で 、 形態 的 に798 に 似 て お り 、 口 縁部 は 頚 部 か ら や や 聞 き 気味 に な っ て
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第 2 節 弥生時代終末~古境時代前期 ・ 中期の遺構 と 造物

内湾 し て や や 薄 く し て 終 わ ら せ て い る 。 外器面の調整は頚部近 く に横方向 の ハ ケ 目 、 そ の 下位 は 、 横 方 向 か

ら 斜め 上 方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 に は上位の部分 ま で は横方向 の へ ラ 削 り で 、 そ の 下位 に 斜 め 上方

向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 803 は 、 E 層 と F 層 か ら の 出 土 で あ る 。 802 に 似 た 形態 で 、

口縁部 の 聞 き と 途 中 で や や 肥厚す る と こ ろ は 類似 し 、 端部が よ り 細 く な っ て 終 わ る 。 胴部形態 は 卵 形で あ ろ

う 。 た だ胴部の厚 み は か な り 厚 く 、 器面調整 も や や雑であ る 。 外器面 の 口 縁部 に煤が付着 し て い る 。 804 は E

層 出 土 で 、 頚部か ら 口 縁部 の 聞 き が大 き く 、 途 中 肥厚 さ せ、 端部 は平坦 に し 、 内側 を 弱 く つ ま み 、 沈線状の

く ぼみ を め ぐ ら す 。 胴 部 は倒卵形 に 近 い 。 外器面上位 は縦方 向 の ハ ケ 目 、 中 位 か ら は横方 向 の ハ ケ 目 が施 さ

れ る 。 内器面は横方 向 の ヘ ラ 削 り を 施 さ れ る 。 口 縁部外器面 に 指頭圧痕が残 る 。 805 は 、 頭部 の 口 縁 と 胴部

の接合痕が残 る 。 口縁 は や や外反 し な が ら 立 ち 気味 に 端部 に い た り 、 丸め て 収め る 。 胴 部 は や や 縦長 で あ る 。

外器面 に は横方向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は 下位が縦方 向 の ヘ ラ 削 り 、 上位 は横気味 の 斜 め 方 向 の へ ラ 削 り が施 さ

れ る 。 806 は や や大型の も の で 口 縁 は 頚部 か ら 直 に 伸 び、 端部 は 丸 め て 収め る 。 端部 は つ ま み 上 げ ら れ る 。

外器面 は斜め ハ ケ 目 、 内 器面 は 斜め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 807は DE 層 出 土 で 、 口 縁端 部 を 肥厚 さ せ

て 丸 く 収め る 。 胴部 は や や卵形気味 で あ る 。 外器面 は縦方向 のハ ケ 目 後 ナ デ、 内器面 は横気味 の 斜め 方 向 の

ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 内 器面頚部付近 に 指頭圧痕がみ ら れ る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 808 は 、 口 縁 部 の 短 い

も の で 、 頭部 か ら 口 唇部 ま でが短 く 、 や や外反す る 。 胴部最大径が中位 よ り や や 下 に な る 。 内外器面 と も ハ

ケ 目 調整が施 さ れ器壁 は や や厚 い 。 口 径 が13. 4cm、 器高 が18. 0cm を 測 る 。 外器面 に 黒斑 が あ る 。 809 は D

層 出 土 の 土器で 、 頚部か ら 口 唇部 ま で や や 内 湾 し な が ら 端部 に い た る 。 口 縁部 は 縦方 向 の ハ ケ 目 、 胴 部外器

面 は 下位が縦方 向 の ハ ケ 目 、 上位 は 斜め か ら 横方 向 の ハ ケ 目 へ と 移 る 。 口径が13. 1cm を 測 る 。

810 は 、 脚 台付 き 聾 の 脚 部 の 付 け根付近 で あ る 。 こ れ は 弥生土器 に 入 れ る べ き で あ っ た 。 内 器面 に は 横 ハ

ケ 目 が施 さ れ る 。

81 1 は 大型 の 二 重 口縁聾 の 口縁部分 と し た が、 全体形が不 明 で あ る 。 査 の 口 縁 の 可 能性があ る 。 外器面 に

は斜め 方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 に は横方 向 の ハ ケ 目 を 施 し 、 そ の 後 ナ デ調整 を さ れ る 。

812 は 、 頭部がや や 肥厚 し 口 唇部 ま で が短 〈 、 断面 は 急 に 細 く な る 。 胴 部 は 緩 や か に ふ く ら み 、 胴部最大

径が中位付近 に あ る 。 外器面 は縦方向 の ハ ケ 目 が施 さ れ、 内器面 は 胴部の 中位以下 は 斜め 上へ 、 頚部近 く は

横方向へのヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 製作技的 に は 、 古墳時代後期 か ら 古代 に は い る 時期 の も の で あ る 。 外器面

に は煤が付着 し て い る 。 813 は DE 層 か ら 出 土 し 、 頭部か ら 口 縁端部 ま で が短 く 、 急 激 に 外 反す る 。 胴 部 は

倒卵形 を 呈す る 。 外器面 は 中位 よ り 下 は 縦方 向 の ハ ケ 目 、 頚部近 く は横方 向 の ハ ケ 目 で あ る 。 内 器面 は や や

荒 い ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径 は 14. 6cm を 測 る 。

814 - 826 ま で は 、 土 師器 の 査形土器であ る 。 814 'ま E 層 か ら 出 土 し た 口 縁部 で 、 頭部 か ら ラ ッ パ状 に 直 に

広 が っ て い く 。 口 唇部 断面 は細 く な っ て い る 。 内器面 に は横方 向 の ハ ケ 目 に よ る 調整痕が残 る 。 わ ずか に み

え る 胴部 か ら 頭部 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径 は 1O. 0cm を 測 る 。 815 は 、 口 縁部 と 底 部 を 欠 く 胴 部

片 で あ る 。 胴部 は ほ ぼ球形 を 呈す る 。 外器面上位 に ハ ケ 目 が残 り 、 下位 に は縦方向 の ヘ ラ 削 り も し く は ハ ケ

目 で の調整がな さ れ る 。 内 器面 は 調整が明確で な い が、 下位 に ヘ ラ 削 り が わ ずか に み ら れ、 頭部付近 は横方

向 に ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 ま た 、 そ の付近 に は粘土巻上 げ痕が残 る 。 外器面 に は 黒斑があ る 。 816 は E 層 か ら

の 出 土 で 、 上 に 同 じ く 頭部か ら 胴部上位の破片 で あ る 。 胴部形態 は 球形 に 近 い 。 外器面 の 調 整 は ハ ケ 目 がわ

ず か に 残 り 、 内 器面 は 上位 に 指頭圧痕、 そ の 下位 に は縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に 赤彩 ら し き 跡

があ り 、 煤 も 付着 し て い る 。 内 器面 に は 黒斑があ る 。 聾 の 可 能性 も あ る 。 817 は D . E 層 か ら の 出 土 で 、 二

重 口縁査の 口 縁 か ら 胴部上位 ま で残 る も の で あ る 。 頭部が直立 し 、 や や 直 角 気味 に 聞 い た 短 い l 次 口縁 を な

す。 2次 口 縁 は そ こ か ら や や外反 し な が ら 立 ち 上 が り 、 端部 は や や 角 張 る 。 口 径 が23. 6cm を 測 る 。 口 縁 部

内器面 に は横 方 向 の ハ ケ 目 が残 り 、 横 ナ デが主 であ る 。 胴部 は や や 下位 に 最大胴部径があ り そ う で あ る 。 外
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第 2 節 弥生時代終末 ~古墳時代前期 ・ 中期 の遺構 と 遺物

器面 は ハ ケ 目 がわずか に み え 、 内 器面 は横方向 ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に 黒斑 が あ る 。 818 は E 層 出 土

で、 二重口縁査の破片 と 考 え ら れ て い る が、 部分的過 ぎ る た め は っ き り と は 分か ら な い 。 一 次 口 縁 か ら 二次

口縁が鋭角 で 立 ち 上 が る 。 外器面 の屈 曲 部 に は 貝 殻状の工具 に よ っ て連点が押 さ れ て い る 。 そ れ よ り 上面 は

横方 向 の ハ ケ 目 が、 屈 曲 よ り 下位 に は 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 819 は818 に 近 い も の と 考 え る 。 頚部 に は

突帯 を 貼 り 付 け て い る 。 そ の 上 に小 さ な 連点が押引 き さ れ る 。 そ の 下位 に 3 組の押 し が必要 に な る 。 内 器面

は ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 820 と 821 は査の底部で820がや や 上 げ底 で 、 821 は小 さ い底部 を 持つ 。 外底面 に は

葉脈痕が残 る 。 822 は 二 重 口 縁査 の 頭部付近 の み で 、 頭部がや や外反 し て い る 。 内 器面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 l

次 口縁が短 く 、 す ぐ立 ち 上がる よ う で あ る 。 823 は 頭部か ら 胴 部 の 半分以 上 が残 る 大型 の も の で あ る 。 頚部

は短 く 、 一次口縁が緩や か に 開 く 。 胴 部 は 不 明 で あ る ほ ほ球形 を 呈 し 、 同 張 り も 大 き い 。 内外器面 と も 丁寧

な ハ ケ 目 と ナ デが施 さ れ る 。

824 は 、 口 縁 の 短 い 小型 の 査 で あ る 。 DE 層 か ら 出 土 し て い る 。 口 縁 は 頚部 か ら 斜め 方 向 に 伸 びて 端 部 が

丸め て 収め る 。 胴部 は や や 潰 れ た 倒 卵 形 を 呈す る 。 外器面 は組 め の 縦方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は 下位が横 方 向

の ヘ ラ 削 り 、 そ の 上位 は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り 、 頚部近 く は横方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 上下 に 指頭圧痕が残

る 。 825 は 頭部 よ り 上が欠 け て い る 査で あ る 。 胴部 は や や横 に 潰 れ た 球形で底部がや や 平 ら に な る 。 外器面

は 上位が横方 向 の ハ ケ 目 、 そ れ以下 は 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内器面 は底部が上へ の ヘ ラ 削 り 、 上位 は

横方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 頚部付近 に 指頭圧痕が残 る 。 外器面 に は 黒斑 が あ る 。 826 は 、 口 縁 部 が一部

残 る も の の大部分胴部 の み の小型壷 で あ る 。 胴部 は か な り 横 に 潰 れ た 球形 を 呈す る 。 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器

面 は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 E 層 、 F 層 の 出 土であ る 。 外器面 に 黒斑があ る 。

827-834 は 高 坪 で あ る 。

827は高杯の坪部 の み で 、 脚 部 と の接合部 か ら 外 れ て い る よ う で あ る 。 杯部 自 体 は 高 さ が高 く 、 縦長気味

の も の で あ る 。 828 は 、 屈 曲 部 に孔 を 穿 つ 高坪脚部 で あ る 。 上部 は 杯部 の 底部付近 ま で残 る 。 筒 内 は へ ラ 削

り に よ る 。 829 は高杯の脚部で あ る 。 828 よ り も 屈 曲 が少 な く 、 緩や か な 屈 曲 を 示す 。 そ の付近 に孔が穿 た れ

て い る 。 脚 上位 は 縦方向 の ヘ ラ 削 り 、 下位 は ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 内 器面 も 下位 がハ ケ 目 調 整 で あ る 。 830

は 、 杯部 か ら 脚 部 の 一部 が残 る 高杯で E 層 の 出 土 で あ る 。 杯部 は 口 縁部がか な り 外反 し て 端 部 を 細 め て い

る 。 杯の屈 曲 は あ ま り 明 瞭で な い が、 一部 に稜線が巡 る 。 831 は E 層 の 出 土 で あ る 。 高 杯 と し て い る が、 器

台の脚部 と 考 え ら れ る 。 外器面 は ハ ケ 目 後 ナ デ調整が施 さ れ る 。 穿孔が 1 箇 所 あ る 。 832 は E 層 で 出 土 し て

い た 高坪の坪部 で あ る 。 脚 部 は な い が、 脚 か ら 途 中稜線があ る も の の 口縁部 ま で ほ ぼ直 に 広 が る 。 外器面 は

縦方向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は横 方 向 の ハ ケ 目 と ミ ガ キ が施 さ れ る 。 断面観察で は 、 途 中 に 接合痕跡がみ え る 。

833 は 、 高 杯 の 杯部 の み で 脚 部 が不 明 で あ る 。 調 整 は 外器面がハ ケ 目 後横 ナ デが施 さ れ る 。 834 は D 層 出 土

の高杯の杯部 で あ る 。 坪部 の屈 曲 は 明 瞭 に な っ て お り 、 脚部 と の接合面 も 今 ま で の 高杯 と は 異 な る よ う で 、

杯部が底 ま で残 り 、 製作技法 の 違 い が存在 し て い る 。 内外器面 に 黒斑があ る 。

835- 838 は鉢形土器 と 捉 え る 。

835 は頚部 と 口 縁部 を 明 瞭 に持つ タ イ プで 、 口縁は 強 く 聞 き 、 頭部か ら 胴部 は や や 張 っ て い る 。 836 は 6 層

出 土 の 鉢で あ る 。 浅 い 皿状の も の で体部 に は 多 く の 指頭圧痕が残 っ て い る 。 837 は や や 深 い 小型鉢で あ る 。

C 層 で 出 土 し 、 復元 口径が5. 2cm を 測 る 。 外器面 に黒斑が残 る 。 838 は E 層 ・ D 層 で 出 土 し た 小 型 鉢で あ る 。

口縁部が長 く 、 内 湾 し て い る 。 内 器面胴部 に ヘ ラ 削 り が入 る 。

839 は 、 C 層 か ら 出 土 し て い る 。 作 り は 聾 と よ く 似 て い る が小 型 の 鉢 で あ る 。 口 縁 は 頚 部 か ら や や 平 た く

身近 く 伸 び、 端部 は 薄 く な る 。 口縁部 内 面 は横方向の ハ ケ 目 、 胴部 は横方 向 の ヘ ラ 削 り が、 外器面 に は ハ ケ

目 が施 さ れ る 。 外器面 に 煤が付着 し て い る 。 840 は 、 こ れ は小型聾で あ る 。 遺構 の 床 面 近 く に 完形品 と し て

出 土 し た 。 口 縁部径が1 1 . 5cm、 器高 が1 1 . 2cm、 最大胴部径 が1 1 . 9cm を 測 る 。 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器面 は
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ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

841 �857は小型丸底土器で あ る 。

841 は 、 口縁部 と 胴 部 の 比率が ほ ぼ同 じ も の で あ る 。 口縁部 は 頭 部 か ら ほ ぼ直 に 伸 び端部 は 薄 く な る 。 胴

部 は あ ま り 胴張 り せず、 下半分は ヘ ラ 削 り で整 え ら れ る 。 内器面 は 指や工具 に よ っ て 削 ら れ る 。 復元 口径が

9. 0cm、 最大胴部径 と 器高 が8. 4cm で あ る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 842 は 4 D 層 出 土 で 、 口 径が最大 胴 部 径

よ り 大 き く 、 口 縁部 が胴 部 の 比 が 1 : 2 ほ どで あ る 。 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 843

は 、 や や大 き め の も の で あ る 。 口径が9. 7cm、 器高 が9. 3cm、 最大胴部径が9. 5cm を 測 る 。 内外器面 に黒斑

があ る 。 844 は D 層 か ら 出 土 し 、 口縁が ほ ぼ真上 に 直 に 立 つ 。 口径が8. 2cm を 測 る 。 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器

面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 845 は 、 842 に 似 た 形態 で 、 器壁 は 薄 く 仕上 げて い る 。 口径が8. 2cm、 器高が8. 6cm、

最大胴部径が8. 4cm を 測 る 。 胴 部外器面 は縦方向 の ハ ケ 目 後横方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ、

指頭圧痕か ら 指調 整 も 行 わ れ た 。 846 は Nd 層 出土で、 844 に 似 た 形態 を と り 、 口縁部が ほ ぼ直 に 立 つ も の で

あ る 。 胴 部 の 最 大径 は や や 下 に あ る 。 外器面下部 に は ヘ ラ 削 り が、 内 器面 は 指 ナ デ調整が施 さ れ る 。 口径が

7. 2cm、 器高 が7. 8cm、 最大胴部径が8. 6cm を 測 る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 847は 口 縁 部 が ほ ぼ直 に 伸 び る

も の で 、 最大胴部径が大 き い も の で あ る 。 胴部 に は 欠損 し て い る 部分があ り 、 わ ざ と 打 ち 欠 い て 剥 離 さ せ た

よ う で あ る 。 復元 口径が10. 2cm、 最大胴部径が1 1 . 7cm を 測 る 。 胴部外器面 は ハ ケ 目 が一部残 る 。 内 器面 は

指 ナ デで あ ろ う か。 最大胴部径 は復元で1O. 2cm を 測 る 。 848 は E 層 の 出 土 で 、 胴 部 の み で あ る が、 胴 部 側

面 に 意 図 的 な打 ち 欠 き に よ り 穴 が聞 け ら れ て い る 。 内器面 は 指 ナ デの跡が残 る 。 849 は A . B 層 の 出 土 で 、

口縁部が一部残 る が大部分 は胴部の み で あ る 。 外器面の調整は摩耗 の た め不 明 で 、 内 器面 は 指 ナ デ調 整 で あ

る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 850 は 口 唇部の み で小型査の も の と し た が、 根拠 は 薄 い 。 851 は E . F 層 出 土 で 、

口縁部が胴部 に 比 べ て 大 き い も の で あ る 。 ほ ほ 1 : 1 に 近 い 。 口 径 が8. 6cm、 器高が7. 4cm、 最大胴部径が

7. 9cm を 測 る 。 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器面 は 指 ナ デ に よ っ て調 整 さ れ る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 852 は 口 径 と

最大胴部径が ほ ぼ等 し い も の で 、 口縁部 と 胴部の比が 1 : 2 ほ どで あ る 。 口 径 が8. 4cm、 器高が7. 7cm を 測

る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が薄 く 残 り 、 内 器面 は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 853 は 、 胴 部 の み で か な り 横 に

潰 れ た 球形 を 呈す る 。 口 縁部 は な い が、 直 に 立っ と 考 え ら れ る 。 最 大 胴 部 径 は8. 1cm を 測 る 。 内 器面 は ヘ

ラ 削 り な い し 指 ナ デ に よ る 調整 、 外器面 は ハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 854 は E 層 の 出 土 で 、 一応査 の 底 部 と し

た が、 小 型 に は 入 ら な い と 考 え る 。 平底 で外底面 に 葉脈痕が残 る 。 底径 は4. 7cm を 測 る 。 内 器面 は ヘ ラ 削

り を 施す。 855は 、 胴 部 の み で あ る 。 最大胴部径が7. 5cm を 測 る 。 内 器面 は 指 ナ デ、 外器面 がハ ケ 目 調整 を

施 さ れ る 。 底部がや や 平底気味で あ る 。 856 は 、 口縁部が胴部 よ り も 大 き い も の で 、 復元 口 径がl1 . 2cm、 器

高 が8. 3cm で比率 的 に 丈が低い 。 こ の こ と か ら 小型鉢 に し て も よ い の か も し れ な い 。 857 も 口 縁部が胴部 よ

り も 大 き い も の で あ る 。 B 層 か ら 出 土 し て い る 。 た だ、 復元 口径、 復元最大胴部径 は 実測 図 の誤差があ る よ

う で正確で は な い 。 た だ、 比率的 は 1 . 5 :  1 ほ どの 差 は あ る 。

858� 860 は 小 型 の 鉢形土器 と す る 。

858は D 層 か ら 出 土 し 、 口 径が大 き く 、 最大胴部径 の 倍 ほ ど あ る 。 復元 口 径 が10. 7cm、 器高 が6. 8cm を

測 る 。 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器面 は 指押 さ え と へ ラ 削 り で調整 さ れ る 。 859 は D 層 出 土 で 、 口 径 が9. 9cm、 器

高 が6. 3cm を 測 る 。 外器面 の 口 縁部 は ハ ケ 目 、 内 器面 は ヘ ラ 削 り 後横 ナ デで 調 整 さ れ る 。 外器面 に 黒 斑 が

あ る 。 860 は 、 口縁が直 に 立 つ 形態 で 、 口 径 よ り 最大網部径が広 い 。 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器面 は 指 ナ デ に よ

る 調整が施 さ れ る 。 口径が9. 4cm、 器高が7. 9cm、 最大胴部径が10. 2cm を 測 る 。 外器面 に 黒斑があ る 。

863 は小型器台 の 脚 部 で あ る 。 上部の杯部 は な く 、 脚 部 も 余 り 広 が ら ず に 端部 を 細 く し て 収 め る 。 外器面

の ハ ケ 目 、 内 器面 の ハ ケ 目 ら し き も の で調整 さ れ る 。

863 を 除 く 861 �877 を 土製模造品 と す る 。 手握 品 を こ こ で は 土 製模造 品 と し て 扱 っ て い る の で 、 一般的 な
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模造 品 に し て は 大 き い861 ・ 862 も 入 れ る 。

861 ・ 862 は 鉢形 の も の で 他 の も の比べて も 大 き い 。 手控 に よ り 作成 さ れ て い る た め 、 指の痕跡が残 る 。 862

は 内 器面 だ けハ ケ 目 調 整 が施 さ れ て い る 。 C 層 か ら の 出 土で あ る 。

864 ・ 865は整形の も の で遺構 の 下 位 か ら の 出 土 で あ る 。 864が小振 り で あ る 。 調 整 は 手担が大部分で一部

簡単 な 工具 を 使 っ て い る よ う で あ る 。 866 は E 層 出 土 で 、 鉢71� の も の で あ る 。 867 は C 層 と E @i 出 土 の も の

が接合 し 、 全体Jl�が不 明 で あ る が整 形 に 入 れ る 。 外部面 に 黒測 があ る 。 868 は 台付聾JI� と し た 。 造 り は 丁寧

で あ る 。 869 ・ 872 は 杯形 の も の で 、 と も に E 層 か ら の 出 土 で あ る 。 調 整 が や や 異 な る 。 870 は 高 杯Jr� と し た 。

871 は 、 高均、 に 似 る が、 i不音11 の 1�f.J き 具 合 か ら 器台ll� と し た 。 仁1] ・ 下層 出 土 で、 あ る 。 873 は 壷]I� と し た 。 874 は 、

整形 に 似 る が 口 縁部 と 頚部 の 関 係 か ら 鉢71� と し た 。 D 層 出 土 で あ る 。 875 も 鉢 形 で 、 E J吾 の 出 土 で‘ あ る 。 外

器面 に 黒斑があ る 。 876 は 、 口 縁部が欠損 し て い る も の の 鉢形 と し た 。 877 は 鏡形 で 、 辿tt1lf. の 下 音1\ で 出 土 し た 。

手担で あ る が、 鏡の紐穴 は 中 心 に つ ま み 上 げて作 っ て い る 。 俸状工具で孔 も 開 け て い る 。

878 と 879 は 竹輪形の土錘で あ る 。 大 き さ は ほ ぼ阿程度で、 あ る 。 仁|ヨ 心 の 穴 は 棒状工具 を 芯 に し て 回 り に 粘土

を 巻 き 付 け 、 大 き さ を 合 わ せ て い る 。 �表面 は ナ デ調 整 で あ る 。

880 は 小 型 の 甑 で 、 BC 唐'1)5<. び l 層 か ら 出 土 し た も の で あ る 。 体部 に 一 対 の 把手 を も っ 。 把手 は 手担 に よ

る も の で 上向 き に 付 け ら れ て い る 。 仁l縁音11 は屈 |性| せず平坦で、 あ る 。 休部外器面 に は 縦方向 の ハ ケ 目 が調 整 痕

と し て 上 位 か ら 中 位 に 残 る 。 内 器面 は底部 か ら 口 縁音11近 く ま でま;1 め左方向 に へ ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 全体

的 に 器壁 は 1 cm 未 満 で 薄 手 で あ る 。 底 部 中 央部 に 穴 を 制 り 貫 き 、 整形 し て い る 。 器高が25. 6cm を 測 る 。

881 は 、 須恵器 の 杯 蓋 で あ る 。 破片 で あ る た め 全体像は つ か め な い。 口 縁部 は 、 仁l 唇 部 内 面 に 稜 を 持 ち 、

ほ ぽ直 に 立 ち 上が る 。 外器面 天 井部 に は 回 転へ ラ 削 り が施 さ れ る 。

882 は 、 E 層 か ら の 出 土 で、 あ る 。 土 師 器 の 杯 で 、 仁 i唇音1\ か ら 1cm ほ ど の 胴 部 に 最 大 径 を 持つ 。 そ こ か ら 上

位 は 内傾 し 、 仁l 唇部端 部 は や や 丸 ま っ て い る 。 磨耗 し て い る た め 、 調 整痕 は 不 明 で あ る 。 た だ 、 外器面 に 黒

斑が残 る 。 口 径が12. 1cm 、 部市が4 . 5cm を 測 る 。

883 �885は 土 玉 で あ る 。 883 ・ 884 は 高 さ に差異 は あ る も の のt1推玉状 を 呈 し て い る 。 そ れ ぞれ 上 下 か ら の

若手孔 さ れ て い る 。 885 は ほ ぼ球71� を 呈 し 、 径 は 1cm ほ ど と 先 の も の よ り 小 さ い 。 上 下 か ら 穿孔 さ れ て い る 。

円4un吋U句IA



第 E 章 調査の成果

886 � 905は 、 木製 品 で あ る 。

886 は 、 破損 し た 二又鍬の 再加工 品 で あ る 。 刃 部 の 名 残 が下位 に 残 る 。 刃 の 切 っ 先 は 欠 け て い る 。 欠損 し

た 部分 を 削 り 直 し て 、 何か別 の 用 途 に使用 さ れ た よ う で あ る 。 木取 り は柾 目 に よ る 。 樹種 は プナ 科 コ ナ ラ 属

ア カ ガ シ 亜属 で あ る 。 残存長 は30. 8cm、 残存幅が5. 2cm、 厚 み が1 . 6cm を 測 る 。 887は横槌で タ タ キ 部 に 敵

打痕が強 く 残 る 。 特 に 正面及 び裏面 に 強 く 敵打の 跡 は 強 い 。 木取 り は 芯持 ち 丸木 を 利 用 し 、 握 り 部分 は径2cm

ほ ど に 削 り 、 握 り や す く な っ て い る 。 全体的 に丁寧 な 加工 を 施 し て い る 。 樹種 は ニ レ 科ム ク ノ キ属 ム ク ノ キ

で あ る 。 縦が30. 5cm、 た た き 部 の横幅が6. 5cm を 測 る 。

888 は 一応脚 と し て お く 。 頂部 は差込部 と し て や や 薄 く し て い る 。 脚 部端 は 下 か ら 5cm ほ どの 所 に 細 い扶

り を 入 れ て い る 。 先端部 は や や 丸 く 仕上 げて い る 。 樹種 は ク ス ノ キ 科 シ ロ ダ モ 属 で あ る 。 縦が54. 6cm、 横

幅が'4. 9cm、 厚み が2. 5cm を 測 る 。 加工 は 丁寧 に な さ れ て い る 。

889 は 亀 甲 状 を 呈す る 加工木片 で 表面 に 径1mm ほ どの孔 を あ け て い る 。 孔 自 体 は 表面 近 く で止 ま っ て い

る 。 加工 は 側 面 、 裏面 に 施 さ れ て い る 。 裏面の加工痕か ら み る と 別 の器材の 一部 を 加工 し た も の の よ う で あ

る 。 木取 り は柾 目 取 り で あ る 。 樹種は プ ナ 科 シ イ 属 であ る 。 縦が1 1 . 2cm、 横が11 . 1cm、 厚 み が1 . 7cm を 測 る 。

890 は 細 木 を 利 用 し た も の で 、 丸杭 の 一 つ で あ ろ う 下部 を 尖 ら せ て い る 。 891 も 芯持 ち 丸木 を 利 用 し た 丸杭

で上部 は腐植 し て い る 。 下部 を 尖 ら せ て い る 。

892 は 、 形態的 な 特徴か ら 弓 と し た 。 芯去 り 材 の 先端部 を 部分的 に 薄 く 加工 し 、 弦 を 張 る 部分 を 造 り 出 し

て い る 。 木全体 も 面 を 取 り な が ら 細 く 加工 し て い る 。 樹種は ウ ル シ 科 ウ ル シ 属 で あ る 。

893 は 、 板材で残存 す る 下位部分 を 両面 か ら 尖 ら せ る よ う に 切 断 し て い る 。 厚 み が2. 8cm を 測 り 、 下部か

ら 15cm ほ どの と こ ろ に 縦.4. 5cm、 横.4cm の孔が開 け ら れ て い る 。 こ の 板材 の 利 用 方 法 が不 明 で あ っ た の で 、

単 に有孔板材 と し た 。 板 目 材で面 は 表面 を 一様 に 加工 し て い る 。 樹種 は ク ワ 科 ク ワ 属 で あ る 。

895 は 、 木簡様木片 で 、 ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 の板 目 材 を 利 用 し て い る 。 特 に 文字 な ど の 記載 は な

い 。 面取 り は丁寧で あ る 。 幅が2. 6cm、 厚 み が1 . 1cm を 測 る 。

897 は 、 ニ レ 科エ ノ キ 属 を 利 用 し た建築材 と 考 え る 。 他 に も 形態 的 に似通 っ た も の が 出 土 し て い る 。 縛 り

部分 を 設 け て い る 。 厚 み は2. 8 � 2. 9cm を 測 る 。

901 は ス ギ科ス ギ属 ス ギの板 目 材 を 利 用 し た 有孔板材 で あ る 。 孔があ い て は い る が何 に 利 用 し た か、 不 明

で あ る 。 903 は プ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 の板 目 材 を 利 用 し た も の で 、 長 さ も 1 . 2m ほ ど あ り 破損 し て な

け れ ば ま だ長か っ た と 考 え ら れ る 。 厚 み は2. 3cm を 測 る 。

900は 芯持 ち 丸木 を 利 用 し 、 周 り に 細 か い 加工 を 行 い 、 面 に傷 が な い よ う に し た も の で 、 柄 の 一部 と 考 え

る 。 厚 み は3. 0�2 . 6cm を 測 る 。

こ の他 に も 建築材 と し た物 や 加工木片 と し た も の が出 土 し た が、 も の と し て 十分掴 め な か っ た 。

906 � 923 は 石器類で あ る 。 遺構か ら 出 土 し て い る も の の こ れ ら の 石器の 大部分 は縄文時代 も し く は弥生時

代 の も の で あ る 。

906 は 、 E 層 か ら 出 土 し た も の で 、 石鎌の未製品 と し た 。 石材 は 黒 曜 石 で あ る 。 薄 片 を 利 用 し た も の で側

片 か ら 細 か い 剥 ぎ取 り に よ り 整形 し て い く 途 中 と 考 え た 。 た だ、 石繊の未製品 に し て は 頂部 の 尖 り が形成 さ

れ て お ら ず、 底辺の剥離痕が丁寧 な の で小型 の ス ク レ イ パ ー で あ る 可 能性 も あ る 。 長 さ は2. 65cm 以上、 幅

が'2 . 2cm、 厚 み が0. 8cm、 重量 は3 . 5g を 測 る 。

907 ・ 908 は縄文時代後晩期 の剥片鉱で あ ろ う 。 907は 主 要剥 離面 を 片 面 に 残す平基鎌で あ る 。 一部欠損 し

て い る 。 石材 は 安 山 岩 で あ る 。 908 は 、 扶 り 入 っ た 凹 基銑で刃部があ ま り 尖 っ て い な い 。 一部欠損す る 。 石

材 は黒曜石 で あ る 。

909 は磨製の石底丁の破片 で あ る 。 凝灰岩製 と し た がや や疑問 で あ る 。 5SX040の 2 層 出 土 で あ る 。 破損 し
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て い る が孔が一部残 る 。 小型 の も の で あ る 。

910 は 、 凹 石 で砂岩 を 利 用 し て い る 。 5SX040の D 層 か ら 出 土 し て い る 。 表 裏 両 面 に 窪 み が あ る 。 そ の 他

の 面 も 磨石 と し て 利用 し て い る 。

91 1 は 泥岩 を 利用 し た砥石で あ る 。 ほ ぼ四 面 と も 使用 さ れ、 か な り 磨 り 減 っ て い る O

912 も 砥石 と し た が、 こ ち ら は砂岩 を 利 用 し て い る 。 破損 し て い る た め 全体 は 不 明 で あ る 。 913 も 砥石 と し

た 。 砂岩 を 利 用 し て い る 。 5SX040の 4 層 か ら の 出 土 で あ る 。 使用 し て い る の は 一 部 で 、 磨 石 と し て も よ い 。

914 ・ 915 ・ 917 ・ 918 は 磨石 で あ る 。 914 は 石英安山 岩 を 利 用 し 、 ほ ぼ全面 を 使用 し て い る 。 一部敵石 と し

て も 使用 し て い る O 縦7. 55cm、 横7. 40cm、 厚 み6. 30cm、 重量535g を 測 る 。 915 は 、 角 閃 安 山 岩 を 利 用 し た

も の で 、 平 た い 面 を 主 に 使用 し て い る 。 一部敵打痕がみ え る 。 縦8. lOcm 、 横6. 80cm 、 厚 み3 . 90cm 、 重量

259. 30g を 測 る 。 917は 石英安 山 岩 を 利 用 し て い る 。 5SX040の E 層 か ら 出 土 し た 。 918 は 石 英 安 山 岩 を 利 用

し 、 平 た い 面 を 主 に使用 し て い る 。 縦9. 00cm、 幅8. 95cm、 厚み2. 45cm、 重量304 . 5g を 測 る 。

916 は 台石 と し た 。 砂岩 を 利 用 し 、 上面 に 磨痕が見 え る O

919 は 、 角 閃安 山 岩 を 利 用 し た磨石で あ る 。 や や 大 き い が敵打痕 も 残 る の で、 手 で、持 っ て使用 し た と 考 え る 。

縦12. 95cm、 横 1 1 . 20cm、 厚み5. 15cm、 重量862. 9g を 測 る 。

920 は 石 英安 山 岩 を 利 用 し た 凹 石 で 、 縦10. 20cm、 横9. 3cm、 厚 み4. 9cm、 重量616. 3g を 測 る 。 敵打痕が

残 る 。

921 ・ 922 は蔽石であ る 。 921 は 石英安 山 岩 を 利 用 し 、 下面 と 側 面 な ど を 使用 し て い る 。 長 さ 17. 0cm、 幅9. 05

cm、 厚 み3. 5cm、 重量749. 9g を 測 る 。 922 は石英安山岩 を 使用 し 、 主 に 下面 を 使用 し て い る 。 側 面 や 上 面 も

使用 し て い る 。 5SX040の D 層 か ら 出 土 し て い る 。 長 さ 14. 9cm、 幅8. 2cm、 厚 み5. 0cm、 重量858. 6g を 測 る 。

923 は石英安 山 岩 を 利 用 し た石皿で あ る 。 た だ 、 融石 と し て も 使用 で き そ う で は あ る 。 両 面 を 使用 し て い る 。

こ の他国化 し て い な い が、 E 層 か ら 出 土 し た安 山岩製の石鍛があ る 。 縄文時代 の 遺物 で あ る 。

05SX048 ・ 5SX054 ・ 5SX056 [ 第1 43図 ・ 第1 47図 ・ 第1 48図 ]

c - 32 グ リ ッ ド に 位 置 し 、 5SX023 と 重複 し て い る 。 軸 を N -410 - w 方 向 に 取 る 隅 丸 方 形 の 土 坑 で あ る 。

長軸が1 0 1m、 短軸がO. 9m、 深 さ 36cm を 測 る 。

5SX048 ・ 5SX054の土層 確認断面 は 大 き く 6 箇所 に 設定 し た 。 各地点 の 士層 の 状況 を 統一 し て 観察 す べ き

で あ っ た が、 十分検討で き て い な い 。 そ の た め 、 各地点の土層 断面 の 注記 を そ の ま ま 記す こ と に し た 。

ま ず、 土層 断面 a ー が は 以 下 の と お り で あ る 。

1 層 は 、 に ぶ い 黄褐 色 ( 10YR5/3) を 呈 し 、 粘性が な く 締 ま り は な い が、 乾 く と か た く な る 。 2層 は 、 黄

褐色 ( lOYR5/6) を 呈 し 、 粘性があ り 、 締 ま り があ る 。 赤褐色土 を 多 く 含み 、 黒色土 が ブ ロ ッ ク 状 に 多 少含

ま れ る 。 枯 れ た 草 な ど含 む 。 3層 は 、 暗灰黄色 (2. 5Y5/2) を 呈 し 、 粘性がか な り 強 く 、 締 ま り が あ る O 赤

褐色土 を 少量含む。 4層 は 、 暗灰黄色 (2. 5Y5/2) を 呈 し 、 粘性が更 に 強 く 、 強 く 締 ま る 。 8層 は 、 灰黄色 (2. 5

Y6/2) を 呈 し 、 粘性が な く 締 ま り が な い が、 土 は か た く な る 。 9層 は 、 褐 色 (7. 5YR4/3) を 呈 し 、 遺 構 の

埋土で は な く 、 地 山 で あ る 。 ブ ロ ッ ク 状の黒色土 を 多量 に 含 む。 粘性があ り か た く 締 ま る 。

土層 断面 b - b' は 以 下 の と お り で あ る 。

l 層 は 、 灰黄褐色 ( 10可四5/2) � 明褐色 (7. 5YR5/6) を 呈 し 、 粘性 は な い が、 よ く 締 ま っ て い る O 赤褐

色 の 土 を 所 々 に 含 む 。 2層 は 、 明褐色 (7. 5YR5/6) 及 び黒褐色 (7. 5YR3/2) を 呈 し 、 上 層 部 に 2 の 層 で 明

褐色 (7. 5YR5/6) 土があ り 、 そ の 下部 に は ブ ロ ッ ク 状 に 黒褐色土 を 多 く 含 む 層 が続 き 、 ど ち ら も 粘性 は や

や あ る が、 締 ま り が な く 、 や わ ら か い 。 3層 は 、 )天黄褐色 ( 10、四4/2) を 呈 し 、 粘性があ り 締 ま り が強 い が、

水気が な く か た い 。 ブ ロ ッ ク 状 に 赤褐色士 を 含 む。 4層 は 、 灰黄褐色 ( 10YR4/2) 土 で 、 粘性が強 く 、 締 ま
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り も 強 い 。 水気があ り 3 層 よ り や わ ら かい 。

土層 断面 c - c' ・ d - d'は 以下 の と お り で あ る 。

l 層 は 、 褐灰色 (7. 5YR4/1 ) を 呈 し 、 粘性があ り 、 締 ま り があ る 。 赤褐色土 や ブ ロ ッ ク 状の 黒 色 土 を 含

む 。 2層 は 、 灰黄褐色 ( l0YR4/2) を 呈 し 、 粘性があ り 、 強 く 締 ま る 。 赤褐色土 も 含 む 。 3層 は 、 灰黄褐色 ( 10

YR4/2) を 呈 し 、 粘性があ り 、 強 く 締 ま る 。 2層 に比べ水気 を 多 く 含 む 。 4層 は 、 灰褐色 土 で 、 粘性 は 強 い が、

水気があ り 比較的 や わ ら かい 。 赤色土 を 多 く 含 む 。

土層 断面 e - e'は 以下 の と お り で あ る 。

l 層 は 、 褐灰色 (7. 5YR4/1 ) を 呈 し 、 粘性があ り 、 締 ま り があ る 。 赤褐色土 を 含み 、 ブ ロ ッ ク 状 の 黒 色

土 を 含 む た め 黒 っ ぽ く 見 え る 。 黄灰色 (2. 5Y6/1 ) の 粘性の つ よ い 土 が塊状 で 混在 す る 。 2層 は 、 灰 黄 褐 色

( 10YR4/2) を 呈 し 、 粘性があ り 、 締 ま り が強 い 。 赤褐色土 を 含 む。 3層 は 、 灰黄褐色 ( lOYR4/2) を 呈 し 、

粘性が強 く 、 締 ま り も あ る 。 2層 よ り も 水気 を 多 く 含む。 4層 は 、 灰褐色土 で 、 粘性 は 強 い 。 桂色 (7. 5YR6/6)

土 を ブ ロ ッ ク 状 に 含 む 。

土層 断面 f- f'は 以 下 の と お り で あ る 。

l 層 は 、 灰黄褐色 (lOYR4/2) を 呈 し 、 粘性が強 く 、 硬 く 締 ま る 。 赤褐色 (2. 5YR4/6) 土 を 所 々 に 含 む 。

黒褐色 ( 1ぴffi2/2) 土 の ブ ロ ッ ク 状 に 多 く 含む。 遺物が混入す る 。 2層 は 、 褐灰色 (7. 5YR4/1) 土で 、 粘性

が強 く 、 や や締 ま り があ る 。 l層 よ り や わ ら か く 、 黒 っ ぽい 。 赤褐色 (2. 5YR4/6) 土 も l 層 よ り 少 な く 含 む 。

遺物が混入す る 。 3層 は 、 褐灰色 (7. 5YR4/1 ) を 呈 し 、 粘性が強 い 。 締 ま り は あ る が、 水気 を 多 く 含 む た め

2 層 よ り や わ ら か い 。 赤褐色 (2 . 5YR4/6) の 土塊 と l 層 よ り 大 き な ま と ま り の 黒 褐 色 ( lOYR2/2) 土 を 多

く 含む 。 溝底部付近 (最下位層 ) に は 、 よ り 水気 を 含 ん だ暗灰黄色 (2. 5Y4/2) 土が 5 �6cm 堆積 し て い る 。

土層 断面 gー ピ は 以 下 の と お り で あ る 。

l 層 は 、 灰黄褐色 ( lOYR4/2) を 呈 し 、 粘性が強 く 、 強 く 締 ま る 。 か た い 赤褐 色 (2 . 5YR4/6) 土 も 多量

に 含 む 。 同 様 に 黒褐 色 ( 町田2/2) を 呈す る 小 さ な ( 3 � 5mm 程度) 塊状 ブ ロ ッ ク を 多 数含 む 。 遺物が混

入 す る 。 2層 は 、 灰黄褐色 ( 1OYR4/2) 土 で 、 粘性が強 く 、 締 ま り は や や あ る 。 l層 よ り や わ ら か い 。 l層 と

同 様 に 赤褐 色 土 と 黒褐 色土 を 含 む 。 遺物が混 入す る 。 3層 は 、 黒褐色 ( l0YR3/2) 土 で 、 粘性 は 強 い が、 水

気 を 多 く 含 む た め や わ ら か い 。 1層 ・ 2 層 よ り 暗 い 。 赤褐色土が含 ま れ、 黒褐色 土 の塊 も 含 ま れ る 。 ま た 、

底部付近 (最下位層 ) に は 、 主 り 水気 を 含 ん だ、暗灰黄色 (2. 5Y4/2) 土が 7 � 9cm 程度堆積す る 。

5SX054底面 の 土坑内埋土 は 以下 の と お り で あ る 。

l 層 は 、 明 赤 褐 色 (2. 5YR5/6) � 黒色 (N2/0) を 呈 す る 。 焼 土 層 で あ り 、 明 赤褐 色 (2 . 5YR5/6) と 炭

化物黒 (N2/0) が混 じ っ た 層 で あ る 。 明 赤褐色土 は 固 く 締 ま る が、 黒色土 (炭化物) は や わ ら か い 。 部 分

的 に 地 山 の 粘土 (褐色) や酸化鉄 を 含む 。 2 層 は 、 灰黄褐色 (lOYR4/2) 粘土 で 、 粒 子 は 細 か く や わ ら か い 。

所 々 に 3 � 10mm の 炭化 物 、 5 mm 程 の 焼土粒、 3 � 5 mm 程 の 地 山 の 褐 色 粘土 を 含 む 。 酸化鉄 の 帯状集

積がみ ら れ る 。 3 層 は 、 灰黄褐色 ( lOYR4/2) 粘土層 で 、 2 層 と 同様で粒子が細 か く や わ ら か い 。 2 層 と あ

ま り 変 わ ら な い が、 全体的 に や や 明 る く 、 地 山 の褐色粘土 を ほ と ん ど含 ま な い た め 、 2 層 と は 区別 し た 。 2

mm ほ どの 炭化物、 帯状の 酸化鉄 ( 5 x 3 � 5 mm) 集積 を 含 む。 4層 は 、 灰色 (N4/0) 粘土層 で 、 粒子が細

か く や わ ら かい 。 2 mm � 1 cm 程 の 炭化物 、 地 山 の褐色粘土 ( 1 � 5 mm) 、 帯状の酸化鉄 ( 5 X 1 � lOmm) 

を 所 々 に 含 む 。 5 層 は 、 灰色 (5Y4/1) 粘土層 で 、 粒子が細 か く や わ ら かい 。 帯状の酸化鉄 ( 5 X 2 � 3 mm) 

を 含む 。 4 層 と 比較す る と や や 全体の色調がや や 白 っ ぽ く 、 最下層 に斜め に 堆積 し て い る 様子が窺 え る 。

05SX051 [第161図 ]

調査四 区 の 南西角 で検出 し た 遺構で、 遺構の一部の み を 確認 し た 。 他 の 大溝状遺構 と 同様の性格 を 持つ も

- 202 -



第 2 節 弥生時代終末~古墳時代前期 ・ 中期の遺構と 造物

-B ' 

937 

929 

930 

B-==主主孟主呈 B
。 5m 

第1 61 図 5SX051 実測図

っdnu

 

qL

 



第 E 章 調査の成果

の で あ る 。 ご く 限 ら れ た 範 囲 で は あ る が、 底部中心軸 に 長方形の一段下がる 部分 を 2 箇所検出 し た 。 ま た 断

面 に も あ る よ う に掘 り 込み途 中 に段が形成 さ れ て い た 。 こ の遺構 も 他の 大溝状遺構 と 同 じ く 何度 か の 掘 り 返

し が想定で き る 。

出 土遺物 の 中 で古墳時代 中 期 の 須恵器の葦が出 土 し て い る 。 出 土層 位 は 溝の埋土 中 で あ る の で遺物 の 上下

移動があ り え る が、 全体的 に 遺構の 中位層 で あ る 。 遺構 と し て は使用 の 末期近 く の も の で あ ろ う 。

埋土 の 注記 は 以下 の と お り で あ る 。

A 層 は 、 褐灰色 ( 即日4/1 ) 粘土層 で 、 硬 く 締 ま っ て い る 。 帯状の酸化鉄 ( 幅 3 - lOmm、 長 さ 2 - 15mm) 

と マ ン ガ ン 粒 ( 2 - 5mm) や 帯状の マ ン ガ ン (幅 3 - 5mm、 長 さ 2 - 5mm) の 集積が非常 に 多 い 層 で あ る 。

遺物 は あ ま り 含 ま な い 。 B 層 は 、 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) 粘土層 で 、 A 層 と 同様 に し ま っ て い る が、 幾分や わ ら

か い 。 A 層 と 同様帯状の酸化鉄 ( 同 じ ) と マ ン ガ ン 粒 ( 同 じ ) の 集積があ る が、 A 層 よ り 酸化鉄の 割合が減

り 、 マ ン ガ ン の 入 る 割合が高 く な る 。 遺物 は あ ま り 含 ま な い 。 C 1 層 は 、 褐灰色 ( 10YR4/1 ) 粘土層 で 、 や

わ ら か く 粘性が高 い 。 聞 に シ ル ト 質 の 暗灰黄色 (2. 5Y4/2) の 帯 ( 幅 2 -3mm) や砂層 ( 幅 2 - 3mm) が

所 々 に 入 る 。 C 2 層 は 、 黒褐色 (2 . 5Y3/1 ) 粘土層 で、 C 1 層 よ り や や 暗 く 、 砂 の 割 合 が高 く な る 。 聞 に 暗

灰黄色 (2 . 5Y4/2) の粒子 ( 2 - 5mm) や砂、 2- 3 層 の E 層 ( 1 -2mm) が入 る 。 遺物 は あ ま り 入 ら な い 。

炭化物粒 ( 2 - 3mm) も 所 々 に 含 む 。 D 1 層 は 、 黒褐色 ( 町田3/1 ) 砂層 で 、 木器や土器 な ど の 遺物 を 一番

多 く 含 む 砂層 で あ る 。 部分的 に は 粘 土 の 割合が高 い所 も あ る が、 全体的 に は 砂 質 で あ る 。 5mm- 3cm 程 の

炭化物 も 多 く 含む 。 D 2 層 は 、 褐灰色 ( 町田5/1 ) 粘土層 で、 所 々 に砂粒 も 含 む 。 層 と し て は 部 分的 に し か

み ら れ な い 。 炭化物粒 ( 2 - 3mm) も 含 む。 E l 層 は 、 黄灰色 (2. 5Y5/1 ) 粘土層 で 、 粒子が細 か く や わ ら

か い 粘土層 で あ る 。 黒褐色 (2. 5Y3/1 ) 粒 ( 2 -3mm) 、 青灰色 ( 10BG6/1 ) 粒 ( 5 - lOmm) 、 明 黄褐 (2. 5Y

6/6) 粒 ( 2 - 3mm) を 多 く 含 む 。 D l 層 ほ どで は な い が遺物 も 含 む 。 特 に 木 質 が多 い 。 黒褐色 の 土塊 ( 2 

- 5mm) も 所 々 に 含 む 。 E 2 層 は 、 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) 粘土層 で 、 E 1 層 よ り 色 調 が少 し 暗 い 。 E 3 層 は 、

灰色 ( lOY4/1 ) 粘土層 で 、 E 1 . E 2 層 と 同様 に 黒褐色粒、 青灰色粒、 明黄褐色粒 を 多 く 含 む が、 全体的 に

粒子が小 さ く 、 色調 も 暗 い 。 木 質 (流木や加工木) を 含 む。 E 4 層 は 、 青灰色 ( lOBG6/1 ) 砂層 で 、 ブ ロ ッ

ク 状 に な っ た 粘質黒褐色土 ( 3 - 7mm) 、 砂質青灰色土 ( 2 - lOmm) 、 砂 質 の オ リ ー プ黄 (5Y6/4) 土 を 含 む

砂質層 で あ る 。 青灰色 土 の 割合が多 い た め色調 は 青 い 。 木 質 (流木や加工木) を 含 む 。 E 5 層 は 、 灰色 ( 10

Y4/1 ) 粘土層 で 、 や わ ら か く 粘性が高 い 。 少量 の砂 も 含 む が、 全体的 に は 粘土層 で あ る 。 粒 子 が細 か く 、

金雲母が多 く 含 ま れて い る 。 流木 も 含 む 。 E 6 層 は 、 オ リ ー ブ灰色 (10Y6/2) 粘土 で 、 粒子が細 か く や わ ら

か い 。 ブ ロ ッ ク 状の 黒褐色粘土 ( 3 - 7cm) も 含 む。 全体的 な 色調 と し て は 、 ブ ロ ッ ク 状の オ リ ー プ灰色粘

土 が多 く 、 オ リ ー プ灰色 を 呈 し て い る 。 E 7 層 は 、 青灰色 (10BG6/1 ) 粘土層 で 、 や わ ら か く 粘性が高 い 。

ブ ロ ッ ク 状の オ リ ー プ灰 ( 10Y6/2) 粘土 や 黒褐色 (2. 5Y3/1 ) 粘土 も 含 む。 砂 の 割合が高 い 。 E 8 層 は 、 灰

色 (N5/0) 粘土層 で 、 最下位層 で あ る 。 や わ ら か く 粘性が高 い 。 粒子 も 細 か く 、 金雲母 も 含 ま れ る 。 ブ ロ

ッ ク 状の オ リ ー プ灰粘土 (5mm -3cm) 、 黒褐色粘土 (5mm-3cm) や オ リ ー ブ灰 色 粘 土 (5mm- 2cm) も

. 含 ま れ る 。 E 9 層 は 、 部分的 に 観察 で き た層 で あ る が、 E 8 層 と ほ と ん どか わ ら な い 。 こ の 層 か ら 土器片 が

l 点 出 土 し た 。 黒褐色 で粘性 の 強 い粘土 ( 4 - 5mm) の す ぐ下が地 山 の 黒褐色砂層 に な る 。

[出土遺物] [第162図~第167図 ]

そ の総数は 翌 日 点 、 壷 5 点 、 鉢 2 点 、 甑 2 点 、 高杯 l 点 、 器台 l 点 、 須恵、器の蓋 l 点 、 土製模造品 5 点 、

の総数28点 で あ る 。

924 - 931 は聾形土器で あ る 。

924 は 、 口 縁 は 頭部 か ら 直で伸 び て 端部 に い た り 、 上端部 を 平 ら に す る 。 胴 部 は 上位 ま で し か な い 。 外器

面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径が19. 8cm を 測 る 。 925 は D 層 か ら
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第 E 章 調査の成果

出 土 し 、 小 型 の も の で 、 口 縁 は 頚部 か ら や や 内傾 し な が ら 端部 に 至 る 。 端部 は細 く な っ て 収 ま る 。 胴部 は卵

形 を 呈す る 。 外器面 は横方向 の ハ ケ 目 、 内器面 は 縦方向 の ヘ ラ 削 り と 横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口

径 が14. 0cm を 測 る 。 外器面 に は煤が付着 し て い る 。 粘土巻上 げ痕 が残 る 。 926 は 、 口 縁 部 が頚 部 か ら や や

内傾 し な が ら 端部 に 至 る 。 端部 は 肥厚 さ せ て 丸 め て 収め る 。 胴 部 は最大胴部径が 口 径 を 上 回 り 、 倒 卵 形 を 呈

す る 。 外器面 は 上位 を 横方 向 の ハ ケ 目 、 中位以下 を 縦方向 のハ ケ で調整 さ れ る 。 内 器面 は 頚部近 く に指頭圧

痕が、 中 位 は横方 向 の ヘ ラ 削 り 、 下位 は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径 が14. 4cm を 測 る 。 外器面

に は黒色顔料 を 塗布 し た よ う に み え る 部分があ る 。 927は D 層 か ら 出 土 し 、 口 縁が頚部 か ら ほ ぼ直 に 伸 び、

端部 は 角 張 る 。 胴部 は倒卵形 を 呈す る 。 外器面 は縦斜め 方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 は 上位 は縦方 向 の

ハ ケ 目 、 中位以下 は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復 元 口 径 が18. 2cm を 測 る 。 外器面 に 煤が付着 し て い る 。

928 は D1 、 D 2 層 か ら 出 土 し 、 復元 口径が14. 0cm を 測 る 。 口 縁 は 頭部 か ら 外反 し て端部 に い た る 。 端部 は 丸

め て収 ま る 。 胴 部 は 最大胴部径 は や や 下位 に位置 し 、 卵形 に な る 。 外器面 は ハ ケ 目 調整 が な さ れ、 内 器面 は

斜 め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 粘 土 の接合痕が上位 に 残 る 。 ま た 、 外器面 に は 黒斑があ る 。 929 は 、 復元

口 径が17. 4cm を 測 る 。 口 縁 は 頚部 か ら や や外反 し な が ら 端部 に 至 る 。 そ の 間 口縁 自 体 も や や 肥厚 さ せ て い

る 。 口 唇端部 は 外側 に 弱 い つ ま み 上 げが残 る 。 外器面 はハ ケ 目 がや や 乱雑 に施 さ れ、 内 器面 は斜 め 方 向 の ヘ

ラ 削 り が施 さ れ る 。 ま た 、 外器面 に は 黒斑があ り 、 ま た 、 粘土 の接合痕がみ ら れ る 。 930 は 口 縁が頚部 か ら

や や 外反 し な が ら 、 端部 は 丸 め て 収め る 。 外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 があ り 、 内 器面 に は横方 向 の ヘ ラ 削 り が

施 さ れ る 。 胴 部 の 張 り 出 し は 大 き い 。 復元 口 径 が13. 8cm を 測 る 。 外器面 に は 黒斑 が あ る 。 931 は 口 縁 が頚

部 か ら や や外反 し な が ら 立 ち 気味 に伸 びて 、 端部 を わず か に 肥厚 し て 丸 く な っ て 収 ま る 。 胴部 は卵形か。 外

器面 は 上位 か ら ハ ケ 目 の大 き い も の でハ ケ 目 調整が施 さ れ る 。 横 方 向 の ハ ケ 目 は わず か に み え る 。 内 器面 は

横方向 の ヘ ラ 削 り を 施 さ れ る 。 復元 口 径 は 14. 8cm を 測 る 。 外器面 に は 黒斑があ る 。

932 � 934 は査形土器で あ る 。

932 は 、 頚部 か ら 直 に 口 唇部 ま で伸 び る 。 端部 は 角 張 る 。 口 縁部 は 内外器面 の 横 方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。

胴 部 は 球形 に 近 い形 を 呈す る 。 外器面 に は縦 も し く は斜め 方向 の ハ ケ 目 の後、 ナ デ に よ る 調整が施 さ れ る 。

内 器面 は 上位 が横方向 の ヘ ラ 削 り 、 中位以下が斜め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 933 は 査 で 、 口 縁が頭部 か

ら 直 に斜め に6cm ほ ど延 び て 端部 に い た る 。 端部 は 角 張 る 。 復元 口 径 は22. 0cm を 測 る 。 胴 部 は 頚部 か ら 急

に 広 が り 、 球形 に な る 。 外器面 は 斜 め ハ ケ 目 の後 ナ デ消 さ れて い る 。 内 器面 は 上位 がハ ケ 目 、 下位が横方向

の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に は黒斑があ る 。 934 は D 層 出 土 の 二重 口縁査で あ る 。 頚部 は 緩 や か に 外反

し 、 1次 口 縁 は 短 く 、 2次 口 縁 は そ こ か ら 直 に 立 ち 上がる 。 復元 口 径 は 12 . 6cm を 測 る 。 端部 は や や 肥厚 さ せ

て 丸 め て 収め る 。 胴 部 は 頭部 か ら 急 に広 が る よ う で あ る 。 外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は斜め 方 向 の ヘ

ラ 削 り がみ え る 。

935は 高杯形土器 の 脚 部 で あ る 。 上位か ら あ ま り 聞 かず、 接地面近 く で急激 に 屈 折 さ せ、 端部 に い た る 。

外面 は ナ デ、 横 ナ デが施 さ れ る 。 内 器面ヘ ラ 削 り に よ る 。 外器面 に煤が付着 し て い る 。

936 は A�B 層 か ら 出 土 し た小 型 の 器台で あ る 。 中 央部 に 穴が穿 た れ る 。

937は底部 は 不 明 な が ら 形態 的 な 特徴か ら 甑 と す る 。 形態 は 鉢形で あ る 。 口 縁端部 は 丸 め て あ る 。 復元 口

径が27. 4cm を 測 る 。 外器面 は 中位付近 か ら 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 は 上位 が横 方 向 、 中 位 以 下

が縦方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に黒斑があ る 。

938 ・ 939 は 鉢形土器で あ る 。 938 は D 層 か ら 出 土 し 、 口縁が9. 3cm を 測 る 。 底 部 が一部欠損 し て お り 、 さ

ら に 下 に 脚 な どが付属 し た 可能性があ る 。 小型品で指 に よ る 成形痕が残 る 。 そ の 上 を ハ ケ 目 や ナ デ に よ っ て

調 整 し て い る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 939は 、 口 縁 が広 く 、 器高 の 浅 い 鉢 で あ る 。 復 元 口 径 が15. 2cm を 測

る 。 口 縁端部 は や や外反 さ せ薄 く し て 終わ る 。 器壁 は 中位がや や厚 く な り 、 底部 は 薄 く な る 。 外器面 は 上位
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第 E 章 調査の成果
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が縦方 向 の ハ ケ 目 、 中位以下が横 方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内器面 は ナ デ調整が施 さ れ る 。 外器面 に 煤が付

着 し て い る 。

940 ・ 941 は小型壷で、 あ る 。

940 は 、 口縁部 と 胴 部 の 比 が1 . 2 :  1 ほ ど に な り 、 口縁が大 き な 小型査 で あ る 。 口 径 は 1O. 9cm、 器高が8. 6

cm を 測 る 。 口縁部 は 頚部か ら ほ ぼ直 に 立 て 気味 に 広 が り 、 端部 は 薄 く し て 収め る 。 胴 部 は 頚部 か ら や や 広

が っ た後す ぐ丸 く な る 。 外器面 は 口縁部が縦方 向 の ハ ケ 目 、 胴部 は ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 は 口縁部 が斜

め 方 向 の ハ ケ 目 、 胴部 は ナ デ調整が施 さ れ る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 941 は 聾形 に 近 い が、 一応小型壷 と す

る 。 口 縁 は 頭部 か ら や や 内 湾 さ せ な が ら 端部 に至 る 。 胴部 は 中 位 に 弱 く 稜線 を 見せ て 下位 に い た る 、 や や横

に 潰れ た 球形 で あ る 。 口 径 が7. 1cm、 器高が7. 7cm、 最大胴部径が8. 2cm を 測 る 。 調 整 は ナ デ に よ り 見 え に

く い が、 胴部外器面 に 斜 め 方 向 の ハ ケ 目 、 内器面の底部 に 指頭圧痕が残 る 。 外器面 に 黒斑があ る 。

942 � 945 は 、 土製模造品 で 、 杯形、 鉢形があ る 。 942、 943が杯形で、 や や 浅 く 、 皿 に 近 い形態 で あ る 。

944、 945が鉢形で大小 の 違い は あ る がほ ぼ同 ーの形態 で あ る 。 945は底部がや や 平 た く な る 。

946 ・ 947 ・ 948 は 、 紛れ込 ん だ と 考 え ら れ る 弥生時代 の 聾形土器の底部 で あ る o 946 は 聾 の 、 947 は 高 杯 の 、

948 は 聾 の 脚 部 で あ る 。

949 は 鏡形の土製模造品 で あ る 。 手握で小振 り の も の で 、 径が3. 5cm を 測 る 。 鉦 は つ ま み 状 で あ る が横 に

穴 を 開 け て い る 。 ナ デ調整 さ れ る 。 重量 は7. 0g であ る 。

950は 、 甑の把手 で あ る 。 手握で成形 し 、 ヘ ラ 削 り や ナ デ に よ っ て 調整 さ れ る 。

951 は D 層 及 び V c 層 で 出 土 し た 須恵器の葦で あ る 。 口縁端部内側 に 稜 が走 る 。 口 縁部 は 端部 か ら 直上 に

- 208 -



JTTTTI I I I I I I I I I I LJ  

U

O

 

959 ( 1 /4 )  

。

⑬ -

4 0 c m  

956 ( 1 14 )  

の

第 2 節 弥生時代終末~古墳時代前期 ・ 中期の遺構 と 遺物

受芝ヨ
宍三三Z

加工古
加工

! 1 

964 ( 1 /4 )  
二X7Zo$\5二

96 1  ( 1 /4 )  
。
k 

957 ( 1 /4 )  

ロ

958 
回

-�- � 喝

第1 65図 5SX051 出土木製品実測図

- 209 -

2 0 c m  
J 

1 ，‘' 
cエミココ

965 ( 1 /4 )  _Zl CJ 



第 E 章 調査の成果

966 ( 1 /8 )  

ー
いFFj

O 

加工1 ⑨ ，  i i 自然
968 ( 1 /8 )  

。

。

� -

\\D71 
969 ( 1 1 1 0 ) 40cm 

g 

ロ加二cm

ド:主制限川崎溺舗網笥 u

@

 第166図 5SX051 出土木製品実測図

- 210 

“JfJ噴出羽，pdMW31t、A

L
Jiq-T司・ .

1
1

i?

 

9 7 1  ( 1 / 1 0 ) 

50cm 



第 2 節 弥生時代終末~古墳時代前期 - 中期の治構 と 造物

立 ち 上が る 。 口 縁 部 と 天井 部 の 聞 に は 明 瞭 な 稜線が

入 る 。 天井部 に は 回転ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径 が

12. 8cm、 器高が4 . 7cm を 測 る 。

952 � 962 は 、 木製 品 等 で、 あ る 。 出 土位 置 は大部分

が底部付 近 に 集 中 す る 。

952 は ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 を 材 と し た 鋤

の取手で あ る 。 欠損 し て い る が柾 目 材 に よ っ て 丁寧

に 作 り あ げ‘て い る 。 953 は 、 ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ

シ 亜属 の 柾 目 材 に よ っ て 作 ら れ た鍬 の 破片 で あ る 。

柄 の 指 し 込み部分が残 り 、 柄 の 指 し 込み 角 度 が見 ら

れ る 。 954 は材不 明 の 有孔 木 製 品 で、 あ る 。 955 は ツ バ

キ 科 ツ バ キ 属 の 芯持 ち 丸木 を 丁寧 に 加工 し た 天秤棒

で あ る 。 片 方 の 端部 は 欠損 し て い る が 、 残 っ た ほ う に は 上部 に 浅 い挟 り が作 ら れ 、 ぶ ら 下 げた も の がず り 落

972 
ζ三議

与ζ司
1 0c m  O 

第1 67図 5SX051 出 土石器実測図

ち な い よ う に し て い る 。 4 . 3 � 4 .  4cm の 太 さ で 、 角 は 全 て 取 り 去 っ て い る 。 残 存 長 は 1 . 0 1 m ほ ど で あ る 。

964 . 965 は ブ ナ科 シ イ 属 の板材 で あ る 。 956 は ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ の 板材 で あ る 。 そ の ほ か は 丸

杭 な どで用 途 は よ く 分か ら な い 。

972 は 、 蛇紋岩 製 の 磨 製 石 斧 で 、 ほ ほ完形品 で あ る 。 A - B J曹 の 出 土 で、 あ る 。 刃 部 は 片 刃 気 味 で 、 他 の 磨

製 も ほ ど よ い 。 縦長が9. 1cm 、 Ijfffiが4 . 1cm、 厚みが1. 6cm を 測 る 。 重 さ は 92. 14g で あ る 。

05SX038 [第1 68図]

a - 33 グ リ ッ ド で検 出 し た 構状遺構で あ る が、 ほ と ん ど痕助、 の み で あ る 。 部 分 的 に 20cm ほ ど の 掘 り 込 み

を 確認面 と の わ ず か の 差 で確認で き た 。 確認 し た 長 さ は5. 3m 程 、 幅が40 � 50cm を 測 る 。

こ の 遺構の性格 は よ く わ か ら な い が、 一応構 と し て の機能 を 備 え て い た と 考 え る 。

[ 出土遺物] [第1 69図]

図 化 し た の は 、 長 胴 翠 の 2 点 で あ る 。

973 は 口縁部 か ら 胴 部 中 位 ま で の 破片 で あ る 。 頚部か ら 口 縁部 は 直 に 伸 びて 口 縁端 部 に い た る 。 端部 は 角

張 っ て厚 く な っ て い る 。 頭部か ら 胴音1\ 1:1:1 位 ま で は緩 や か に 膨 ら ん で い く 。 口縁部 は 内 外 器面 と も ハ ケ 日 調 整

が施 さ れ る 。 JJ阿部 は 外器面がやや左上が り の タ タ キ が施 さ れ、 内 器面 は わ ず か に ハ ケ 目 が残 る が、 大部分は

ナ デ消 さ れ る 。 復 元 口 径が14. 9cm、 復元最大胴部径が22 . 6cm を 測 る 。 974 は 、 973 に よ く 似 て お り 、 し か も

同 一遺構の 中 か ら 出 土 し て い る 。 整理段階で は接合 を 試み た が、 つ な が ら な か っ た 。 底部付 近 で 、 外器面 は

タ タ キ 、 内 器 面 は 指押 え 跡が多 く 残 り 、 製作技法の 一端がわ か る 。
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第 皿 章 調査の成果
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05SX050 [第1 70図 ]

f- 34 グ リ ッ ド � g- 34 グ リ ッ ド で検 出 し た 遺構

で、 連続す る 土坑 を つ な い だ よ う な 形 を 呈す る 。

方向 は ほ ぼ東西で遺構の つ な が り は 最後 ま で は確

認で き な か っ た 。 X 区 の 方へ伸 びて い た が、 X 区

で は確認で き な か っ た 。

形状 は並列 し た 2 つ の ピ ッ ト が浅 い 溝 で繋が り 、

そ れ ら が10個 ほ ど連 な っ た状態で あ る 。 こ れ に 類

す る 遺構 は 他 に 確認 し て い な い 。 出 土 し た 場所が

水 田 跡 の 可能性があ る と こ ろ で あ る た め 、 2列 並

ぶ杭列 の 可能性が大 き い 。 杭列 を 結ぶ 溝 は 2 本 あ

り 、 杭 と 杭 の 聞 に は あ る 。 道路 と の 見方 も あ る が

今の と こ ろ 不 明 で、 あ る 。

埋土 は 、 以 下 の と お り で あ る 。 l層 は 、 灰褐色

を 呈 し 、 砂粒 を 少 し 含 む 。 2層 は 、 灰 黄 褐 色 を 呈

し 、 砂粒 を 少 し 含 む 。 3層 は 、 灰褐色 を 呈 し 、 粘

性 を 帯 びる 。 4層 は 、 黄褐色 を 呈 し 、 l層 に 似 る 。

5 層 は 、 黄灰褐色 を 呈 し 、 4層 よ り 締 ま り 、 褐 色

カf強 く な る 。 6層 は 、 3層 に{以 る 。 粘↑生カfや や 強 く

な る 。

遺構の 時期 は 、 確認 し た 面 が少 な く と も 古墳時

代前期 の層 中 で あ る こ と か ら 、 こ れ以 降 の 時期 に位置付 け た 。

[出土遺物] [第32図]

出 土遺物 は 、 混 じ り こ み と 思 わ れ る 126があ る 。 弥生前期 の 刻 目 突帯丈 を 持つ 整形土器で あ る 。 2 層 か ら 出

土 し て い る 。 磨耗 し て い る た め 調 整 は 不 明 で あ る 。

( 7 ) 水田 に関 わ る遺構 [第1 71図 ]

水 田本体の確認 は で き て い な い 。 そ の傍証 と な る よ う な 溝状遺構、 何 ら かの 関係が想定で き る 土坑 な ど を

/ 
A一吟時品説草A

。 4 m  

第1 70図 5SX050実測図

212 



第 2 節 弥生時代終末~ 古墳時代前期 ・ 中期の遺構 と 遺物

こ こ で は取 り 上 げ る 。 水 田 跡 の 証拠 と し て イ ネ の プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル の 分析 を 行 っ て お り 、 そ の 結果 こ の 時

期 の 層 以 降 に イ ネ の栽培の 可能性が推定 さ れ て い る 。 以 下 に 個 別 の 関連遺構 に つ い て 記述す る 。

045K061 ・ 45K062

こ れ ら の遺構は こ の 周 囲 で確認 し た 土坑であ る 。

SU ' C - D 聞 の埋土 の 注記 は 以下の と お り で あ る 。

l 層 : 暗灰黄色 (2 . 5Y4/2) と も に 軟質性の 茶色粒子 と 黒色粒子 を 多 く 含 む 。

2 層 : に ぶ い黄褐色 ( 1OYR4/3) 軟性粘 質土。

3 層 : 暗褐色 (10可四3/3) 軟性粘質土。 軟 質 の 茶色粒子、 黒色粒子 を 多 少含 む 。 硬 質 の 黒色小粒子 や や

多 く 含む。

4 層 : 褐灰色 ( 10可ffi4/1 ) 軟性粘質土。 3層 の埋土 に 似 る 。

5 層 : 黄灰色 (2 . 5Y5/1 ) 強軟性粘 質土。 や わ ら か い 茶色 の 粒子 を 多 く と 、 や わ ら か い 黒 い 粒 子 を 多 少

含 む 。 黒 く て硬い粒子 を や や 多 く 含む。

6 層 : 黄灰色 (2 . 5Y4/1 ) 強軟性粘 質土。 軟性 の 茶色粒子 を 多 量 に 、 軟 質 の 多 く 軟 質 の 黒 色 粒 子 を 多 少

含 む 。

7 層 : 暗灰黄色 (2. 5Y5/2) 軟性粘質土。 軟 質 の 茶色粒子 を 多 く と 、 軟 質 の 黒 色 粒 子 を 多 量 に 含 む 。 黄

色粘土 を 部分的 に含む。 地 山 に類似 し た層 。

0450065 

SU ' E - F 聞 で土層 を 観察す る と 、 そ の 土色 は褐灰色 ( 町田.4/1) を 呈 し 、 や や か た く て ぼそ ぼそ し た 粘

質 土 で あ る 。 や わ ら か い 茶 色 の粒子 と 、 や わ ら か い 黒 い 粒子 を 共 に 多 く 含 む 。 SU ' G - H 間 も 同 様で あ る 。

自 然科学的分析 に よ れ ば、 イ ネ が栽培 さ れ て い た と 思 わ れ る 最下位層 は 、 第 l ト レ ン チ で は 第 6 層 (絶対

高約3. 80m) で あ り 、 第 2 ト レ ン チ で は 第 7 層 (絶対高約3. 60m) に あ た る 。 そ こ で調査 に お い て は 、 現在

の 4 層 が標高約4m な の で 、 そ の 高 さ か ら 20cm ずつ 2 回 に掘 り 下 げて 水 田 遺構の確認 を 行 っ た 。

こ の 溝が水 田 耕作 に 伴 っ て い る か ど う か は 現段 階で は確証 は な い 。

Eニニニz
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第1 72図 b-34グ リ ッ ド内 ト レ ン チ遺物出土状況実測図

(8 ) b-34 グ リ ッ ド内 ト レ ン チ出土遺物 [第1 72図1

こ の 一帯 は住居跡等 の 集 中 す る 地域であ る の は認識で き て い た が、 自 然堤防上の土質や 自 然条件 に よ り 遺

構 を 確認す る の に 充分で は な か っ た 。 調査の早い段階で こ の付近 に 遺構 ら し い輪郭線が見 え て い た が、 他 の

遺構 を 確認 し て い る 聞 に 風化が進み確認で き な く な り そ の ま ま に な っ て い た 。 そ こ で調査の最終段 階 で遺構

の有無 を 確認す る た め に ト レ ン チ を 開 け て み た 。 そ の結果、 遺構の埋蔵物 を 思 わせ る 遺物 の 出 土 があ っ た 。

同 じ く そ の堆積層 に は焼土 も 出 土 し 、 遺構の存在 を 窺わ せ た が、 時 間 的 な 制約 の た め そ の後 の 調査 を あ き ら

め ざる を え な か っ た 。 不十分な 調査の証 と し て あ え て こ こ で取 り 上 げ る 。

出 土遺物が含 ま れ て い た層 は 、 周 囲 で遺構 と し て確認 し た581029の埋土 や 玉名 市側 の 8 - 027の 埋土 よ り

も 明 る く 、 そ れ ら の遺構の地 山 と し て み て い た土層 中 に含 ま れて い た 。 そ の こ と か ら そ れ ら の 遺構 よ り も 古

い 時期 に遡 る も の で あ る 可能性が大 き い 。

[出土遺物] 【第1 73図]

出 土状況図 ( 第 172 図) に 図示 し た 遺物の ほ と ん ど を こ こ で 図化 し た 。 聾 が 3 点 、 査 が l 点、 器台 1 点 、

直 口 鉢 l 点 で あ る 。

975 1主要の胴部下位 で 、 底部 は や や平底 な っ て い る 。 器壁 は か な り 薄 い 方 で あ る 。 外器面 は ハ ケ 目 が弱 く

残 り 、 内 器面 は斜 め 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 中 型 の も の で あ る 。 976 も 聾 の 胴 部 下 位 で 、 底 部 は わ ず か に 平底

と な る 。 器壁 は底部が'2 . 5cm と 厚 く な る 。 外器面 は摩耗で不鮮 明 で あ る がハ ケ 目 と 指押 さ え が若 干見 え る 。

内 器面 は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り に よ っ て調整 さ れ て い る 。 978は小型 の 聾 で 口 径 の 方 が胴部最大径 よ り も 大 き い 。

口 縁部 は く の字 で あ る がや や 立 ち 気味で あ る 。 口 唇部 は丸 ま っ て い る 。 胴部外器面 は 薄 く ハ ケ 目 が見 え る 。

内器面 に も 薄 く ハ ケ 目 が部分的 に 見 え る 。

980は 、 土 師器 の 壷 形土 器 で あ る 。 口 径 は25. 0cm を 測 る 。 口 縁部 は 長 く 伸 び、 頚 部 か ら 急 激 に 外反 す る 。
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第1 73図 b-34 グ リ ッ ド ト レ ン チ 内 出 土土器実測図

口唇部断面 は 尖 っ て 収め る 。 JJ岡部 は 卵 � I�で あ ろ う 。 外器面 は 縦 方 向 の ハ ケ 目 の 後 ナ デ消 さ れ て い る 。 内器面

の 上位 は調 整 が不十分でイI�土巻上げ痕が残 る 。 そ の 下 は指頭庄j良が見 ら れ 、 下位 は 縦方 向 の へ ラ 削 り が施 さ

�'L る 。

977 は 器台 と し た が 、 l肉l 部 の み で全体の形状 は 不 明 で あ る 。 脚 部 は 接 地面 よ り や や 上 部 で 内 傾 し な が ら 尖

っ て 終 わ る 。 外器面 に わ ず か に ハ ケ 目 が残 る 。

979 は 、 直 口 縁 を 持つ 鉢 と し た 。 在地系の も の で弥生時代か ら の 伝統 を ヲ l い た 器形 で あ る 。 口 縁部 は 直 に

立 ち 、 胴 部 は つ ぶ れ た 様 に な っ て い る 。 底部 に は や や 平坦 な 部分があ り 座 り が よ い。 外器面 に は左上が り の

タ タ キ が施 さ れ て い る 。 内 器面 は ハ ケ 目 調整痕が残 る 。
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第1 74図 c-34グ リ ッ ド土器集中部実測図

(9 ) cー34グ リ ッ ド内土器集中部 [第1 74図 ]

調査四 区 の c ー 34 グ リ ッ ド で か な り ま と ま っ て 土器片が集 中 し て 出 土す る の を は や く か ら 確認 し て い た 。

出 土地点 は 旧 宅 地 の 端 で 、 す ぐ横 を 近世以降の溝が走 っ て い る 部分で、 土層 自 体か な り 乱 れ た 状況 で あ っ た

た め 、 宅地の拡張 に伴い埋 め 立 て た土 に遺物が含 ま れて い る と 判 断 し て 精査す る の を 怠 っ て い た 。 調査の 進

展 に伴 っ て 、 現況の 水 田 部分 ま で本来の 地形が伸 び、 溝 は 本来 の 地形 を 切 断 し た に す ぎ な い こ と が分か つ て

き た 。 そ こ で 、 こ の 土器の 集 中 部 も 何 ら かの遺構であ る 可能性がで て き た た め 、 精査 を す る こ と と し た 。 し

か し 、 精査 し な が ら 掘 り 下 げ た が、 明確 な 遺構 と し て は と ら え る こ と がで き な か っ た 。 た だ 、 焼土 が含 ま れ

る こ と や 遺物 が ま と ま っ て 出土す る こ と か ら 遺構が存在 し て い た 可能性 は 大 き い 。 遺物 の 集 中 や焼土 の 範 囲

を 記録 し た が、 最終的 に は 包含層 中 の ー状況 と し た 。 た だ 、 遺構の 可能性 も 捨 て て は い な い の で こ こ で集 中

し た 遺物 に つ い て 取 り 上 げ た 。

第174図 に 示 し た よ う に 遺 物 は 個 体 と し て の ま と ま り があ る 。 焼土 も 部分的 な 広 が り があ り 、 炉 と す る に

や や 難があ る 。 た だ 、 こ の 範 囲外 に は 閉 じ層位で遺物 の ま と ま り は な く な る 。

[出土遺物] [第1 75図 ・ 第1 76図】

こ こ で 図化 し た の は 聾 が 8 点 、 査が 3 点 、 高杯が l 点 で あ る 。 出 土遺物 の う ち 個体 と し て か な り ま と ま っ

て 出 土 し た も の で あ る 。

981 - 988が費 で 、 古手の も の が多 い 。 981 - 984 は胴部が砲弾形 を 呈す る 長胴聾で 、 在地系 の も の と し て 菊

池川 流域で は 多 く 見 ら れ る も の で あ る 。 981 は 口 唇部がや や 角 張 り 、 口 縁部 は く の 字 に 屈 曲 し 、 外器面 は ハ

ケ 目 の 下 に タ タ キ の痕跡が見 え る 。 内器面 は ハ ケ 目 に よ り 調整 さ れ て い る 。 982 は 同 じ く 口縁部が く の 字 に

屈 曲 し 、 口 唇部が角 張 る 。 大 き さ は981 よ り 一 回 り 大 き い も の で あ る 。 外器面 に は 横 に 平 行 の タ タ キ が は っ

き り 残 り 、 内器面 に は ハ ケ 目 調 整 が な さ れ る 。 983 は982 と 似 た 個体の胴部下位 で あ る 。 た だ。 982 と 異 な る
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第1 76図 c-34ク. リ ッ ド土器集中部土器実測図

部分 と し て外器面 に タ タ キ 痕が残 り 、 右上が り の や や長 く 残 る も の で あ る 。 ハ ケ 目 に よ る 調整が施 さ れて い

る 。 内器面 も 同 様 に ハ ケ 目 調整がな さ れ る 。 984 は長胴 で砲弾形 を 呈す る が、 981 と は 形がず い ぶ ん 異 な る 。

口 縁 は 頭部付近 で の 屈 曲 が弱 く 、 胴部か ら 口 唇部へか け て 緩や か に 伸 びる 。 口 唇部 は丸 い ま る 。 外器面 は 丁

寧 に ナ デ調整がな さ れて い る 。 内 器面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ、 部分的 に は ヘ ラ の 一部が沈線状 に な っ て い る 。

口 縁径 と 胴部最大径が ほ ぼ同 じ で あ る 。

986 は頚部か ら 底部 に か け て の 土器で、 胴 部 は 丸 く 、 底 部 は 尖 る も の で あ る 。 胴 部外器面 は ほ ぼ横方 向 の

タ タ キ で調整 さ れ、 底部付近 で や や 不規則 な 方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面上部 は ハ ケ 目 に よ る 調整が施

さ れ、 中 位 か ら 下位 は斜め左方 向 に ヘ ラ 削 り が施 さ れて い る 。 985 は981 な ど同様 に 縦 に細 長 い 器形で あ る 。

口 縁部 は 短 く 口 唇部 は 尖 る 。 外器面 は横 に平行 な タ タ キ が施 さ れ る 。 そ の 上 に 弱 く 縦方向 の ハ ケ 目 が見 え る 。

内器面 は胴 部 中 位 か ら 上位 に は ハ ケ 目 が斜め方向 に施 さ れ、 下位 に は ヘ ラ 削 り がハ ケ 目 の 方 向 と は逆方 向 に

施 さ れ て い る 。 調整方法 は986 に 似 る 。 987は986 に 似 た 器形 で あ る が、 そ れ よ り も や や 胴 部 が長 い 。 頚部 は

す ぼ ま り 査 の よ う な 器形 を 呈す る 。 口縁部 は頚部か ら や や外反 し な が ら 伸 び、 口 唇部 は 尖 り 気味 に な り 終わ

る 。 胴 部 は 倒 卵 形 を 呈 し 、 器壁 は 1cm ほ ど の 厚 み があ る 。 底部 は2cm ほ ど あ る 。 胴 部 の 外器面 は 右 上 が り

の タ タ キ が施 さ れ、 底部付近 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ尖 り 底 の よ う に し て い る よ う で あ る 。 内 器面 は ハ ケ 目 調

整 で あ る 。 口 縁部 の 内 外面 と も ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 988 は 聾 と し た が、 胴 部 がや や つ ぶ れ た 球形 を 呈す る 。

口 縁部 は 強 く 外反 し て い る 。 外器面 は 狭 い ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 990は 破

片 で あ る が、 頚部か ら 急激 に 聞 き 胴部 は か な り 張 り 出 す 。

989 は頚部か ら 外反 し な が ら 聞 き 口 唇部が丸 く 収 め て い る 。 頚 部 内 器面 に ハ ケ 目 がわ ず か に 残 る 。 胴部 は

わ ずか に残 る 範囲 で は ヘ ラ 削 り で あ る 。 992は底部 の み で 、 査 の も の と し た 。 外器面 は ハ ケ 目 と へ ラ ミ ガ キ

も し く は へ ラ 削 り が見 ら れ る 。 内器面 は ハ ケ 目 と そ れ を 消す へ ラ 削 り が施 さ れ る 。

991 は高杯の脚部であ る 。 脚 の底部付近が大 き く 聞 き 、 端部 は 角 張 る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が施 さ れ、 内 器

面 は ヘ ラ 削 り で調整 さ れ る 。
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(1 0) 包含層 出土遺物

こ こ で は そ の他の遺構 に は 伴 わ な か っ た も の の こ の 時期 の層 か ら 出 土 し た 遺物 を 包含層 の 遺物 と し て 述べ

る 。 大部分が標準層 V c 層 に 含 ま れ て い る も の で あ る O

[ 出土遺物] [第1 77図 ~第183図 ]

図化 し た 遺物 の う ち 土器類 は 、 聾が14点 、 壷が 9 点 、 高杯が 7 点、 器台が 5 点 、 杯が 4 点 、 甑が 3 点 、 鉢

が 3 点 、 小型蓋が 6 点 、 小型鉢が 4 点 、 小型査が 2 点 、 注 目 土器が l 点 、 土製模造品 が14点 で あ る 。 石 器 は

2 点 で あ る 。

993 � 1006 は 聾形土器で あ る 。 994 ・ 995 ・ 997は胴部が砲弾形 を 呈す る も の で あ る O

993 は 口縁部が頚部 か ら 直線 的 に 聞 き 、 途 中 や や 肥厚 さ せ 、 そ れ を 細 く し 、 端部 を や や 肥厚 さ せ 、 丸 め て

収め る 。 胴部 は卵形で下位 に 重心が く る 。 外器面 は上位が横方 向 の ハ ケ 目 、 そ の 下位 は 交差 さ せ な が ら の ハ

ケ 目 が施 さ れ る 。 そ の後 ナ デ調整 さ れ る 。 内器面 は 上位 は 斜 め 方 向 の ヘ ラ 削 り 、 他 は不 明 瞭 で 、 底部付近 に

は 多 く の 指頭圧痕が残 る 。 994 は長胴聾 の 系統で、 胴部 自 体が胴 部 を あ ま り 張 り 出 さ ず、 細 長 い 。 口 縁 部 は

頚部か ら や や広 げな が ら 、 直 に伸 びて 端部 に 至 る 。 口 唇部 は 角 張 る 。 口 縁 内 部 は横方向 の ナ デ、 外面 は 縦方

向 の ハ ケ 目 で あ る 。 胴 部 は や や左上が り の タ タ キ痕が残 る 。 そ の 上 に 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内外器面

に煤が付着 し て い る 。 995 は a - 34 ク事 リ ッ ド V c 層 出 土 の 聾 で 、 復元 口 径が16. 5cm を 測 る 。 口 縁 は 頚部 か ら

や や 内 湾気味 に 端部 に 至 る 。 端部上面 は 平坦 に す る 。 胴部は倒卵形で、 外器面 は ハ ケ 目 の 後 に 横 方 向 の ナ デ、

内 器商 は 上部、 下 位 で 方 向 の 異 な る 斜め ヘ ラ 削 り が そ れ ぞれ施 さ れ る 。 996 は Z - 33 グ リ ッ ド V c 層 で 出 土

し た 聾 で あ る 。 口径が胴部最大径 と ほ ぼ等 し い。 口縁は頭部か ら や や肥厚 さ せ外反 し な が ら 端部 に 至 る 。 端

部 は細 く な り 、 丸 め て 収め る 。 口縁部内器面 は横方向のハ ケ 目 が施 さ れ る 。997は 四 区 b - 34 グ リ ッ ド 出 土 で 、

復元口径が16. 9cm を 測 る O 口 縁 は 頚部 か ら や や 薄 く な り な が ら 端部 に 至 る O 端部付近 で は 肥厚 し 、 端部が

や や細 く な っ て 収 ま る 。 胴部 は あ ま り 張 り 出 さ ず、 最大径 は 下位 の 方 に あ る よ う で あ る 。 外器面 は縦 な い し

斜め 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は 斜 め 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 頚部近 く の 内器面 に 粘土巻上 げ痕がみ え る 。

998は VJ[ 区 c - 34 グ リ ッ ド の 出 土 で 、 復元 口 径が16. 0cm、 復元胴部最大径が21 . 9cm を 測 る 。 口 縁 は 頚部 か

ら 直 に 短 く 伸 び、 端部 を 丸 め て 収め る 。 胴部は卵形 を 呈 し 、 外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 を 、 内 器面 は横方 向 の

ハ ケ 目 、 下位 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 器壁 は下位のへ ラ 削 り 部分の方が よ り 薄 く な っ て い る 。 外器面 に 黒斑

があ る 。 999 は 四 区 Z - 33 グ リ ッ ド の 出 土 で 、 復元 口径が15. 6cm を 測 る 。 口 縁 は 頚部 か ら ほ ぼ直 に 伸 び、 端

部 に 至 り 、 や や摘 み 上 げ て 収め る 。 胴 部 は 緩や か に 聞 い て い く 。 外器面 は 斜 め 方 向 の ハ ケ 目 が、 内器面は横

方 向 の ハ ケ 目 が薄 く 残 る 。 ま た 、 粘土巻 き 上 げ痕跡がみ え る 。 1000 は Z - 35 グ リ ッ ド で 出 土 し た 。 口 縁 は 頚

部か ら や や 内 湾 さ せ な が ら 端部 で つ ま み 上 げ、 やや肥厚 さ せ て 収め る 。 胴 部 は 球形 を 呈す る 。 外器面 は ハ ケ

目 が残 る 。 内 器面 は横方 向 の ヘ ラ 削 り か ら 縦方 向 の ヘ ラ 削 り を 施 さ れ る 。 1001 は b - 34 グ リ ッ ド で 出 土 し た

も の で、 一応聾 に し て い る が、 形態 的 に は 鉢 に 近 い 。 口縁は頭部か ら 立 ち 気味 で直 に の び、 端部がや や 角 張

る 。 胴部 は外器面が斜め 、 も し く は 平 ら な タ タ キ が残 る 。 内器面 は ハ ケ 目 の痕跡が残 る 。 復 元 口 径 が24 . 7cm、

復元最大胴部径が25. 2cm を 測 る 。 1002 は Y- 26 グ リ ッ ド V b 層 で 出 土 し た も の で 、 復 元 口 径 が17. 0cm、 最

大胴部径が23. 1cm を 測 る 。 口 縁 は 頚部か ら 直 に 伸 び、 端部 を 丸 め て 収め る 。 内 器面 に は 短 い 単 位 の 横 方 向

の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 胴 部 は 倒 卵形 を 呈 し 、 や や 器壁が厚 い 。 外器面 は 斜 め 方 向 の ハ ケ 目 調整が施 さ れ、 内

器面 は横方 向 に 近 い 斜 め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 1003 は Y- 27 グ リ ッ ド V a 層 、 V c 層 か ら 出 土 し た 。

口 縁 は 頚部 か ら 直 に伸 びて 、 端部が丸 ま っ て 収 ま る 。 胴部 は倒卵形か。 器壁 は 薄 い 。 外器面 は ハ ケ 目 が残 る 。

内器面 は 上 位 が横 方 向 の へ ラ 削 り 、 中 位 以 下 は 斜め 方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径 が17. 4cm、 復元

最大胴部径が22. 2cm を 測 る 。 1004 は c - 34 グ リ ッ ド か ら 出 土 し た 。 口 縁 は 頚部 か ら 直 に 伸 び、 端 部 が丸 く

な っ て 収 ま る 。 胴 部 は 徐 々 に 開 い て い る 。 外器面 は調整が不 明 瞭 で あ る 。 内 器面 は 上位 が斜め 方 向 の ハ ケ 目
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で、 中 位 で は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径 は 14. 4cm を 測 る 。 1005 は Z - 29 グ リ ッ ド V c 層 出 土

の 聾 で あ る 。 復元 口径が19. 6cm を 測 る 。 口 縁 は 頭部か ら や や肥厚 し な が ら 急 に 外反 し 端部 に い た り 丸 め て

収 ま る 。 胴部内器面 は 上位が横方 向 、 中位以下が縦方 向 の ヘ ラ 削 り を 施 し 、 器壁 を 薄 く し て い る 。 外器面 は

ハ ケ 目 の 後 ナ デ消 さ れ て い る 。 外器面全体 に赤彩 さ れ て い る よ う で あ る 。

1006 は c - 34 グ リ ッ ド 出 土 の 聾 で あ る 。 口 縁 は 頚部か ら や や 肥厚 し な が ら 急 に 外反 し 端部 に い た り 丸 め て

収 ま る 。 桐部 は か な り 大 き く な り そ う で あ る 。 口縁部 は横 ナ デ、 胴部内器面 は 横方 向 の ヘ ラ 削 り が入 る 。 外

器面 は ナ デ調 整 で あ る 。

1007� 1015 は 壷形土器で あ る 。 1007 は 長胴系の も の であ る 。 1009� 1011 、 1013 は 二 重 口 縁査 で あ る 。

1007は e - 33 グ リ ッ ド L 3 層 、 V c 層 出 土 の も の で 長胴 の も で あ る 。 口 縁 は 頚部 か ら ほ ぼ直 に 立 ち 上 が り 、

端部 は 角 張 っ て い る 。 胴 部 は 長 く 伸 びる 。 外器面 に は横方 向 で の タ タ キ が入 る 。 内 器面 は ハ ケ 目 で調整 さ れ

る 。 復元 口径が13. 5cm、 最大胴部径が23. 7cm を 測 る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 1008 は 四 区 出 土 の 土器 で 、 か

な り 胴部が張 り 出 す も の で あ る 。 頭部は微妙 に カ ー ブ し急激 に外反 し 口縁端部至 る 。 口 唇部 で は や や 肥厚 し 、

角 張 る 。 外器面 に は縦方向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 胴部 は一部 し か な い が、 内 器面 に ハ ケ 目 がみ え る 。 ま た 、

口縁部 と 頚部接合痕が見 え る 。 1009 は b - 34 グ リ ッ ド 出 土 で 、 二 重 口 縁壷 の 口 縁 部 で あ る 。 口 径 は 15. 3cm

を 測 る 。 調整 は ナ デ調整の み で あ る 。 1010 は V- 27 グ リ ッ ド V c 層 か ら 出 土 し た 二 重 口 縁 壷 で あ る 。 復 元 口

径 は26 . 5cm を 測 る 。 直 に 伸 びた 口縁部 に は櫛描文や竹管文が残 る 。 101 1 は Z - 33 グ リ ッ ド か ら 出 土 し た 大
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第 E 章 調査の成果

型 の 二重 口 縁査 で あ る 。 復元 口 径が'28. 0cm を 測 る 。 1次 口 縁部 と 2 次 口 縁部 の み で 大 型 品 で あ る 。 外器面

に斜め 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 1012 は c - 34 グ リ ッ ド 出 土 で 、 弥生系 の 壷 の 底 部 で あ る 。 内外器面 と も 丁寧 な

ハ ケ 目 が残 る 。 底径 は5. 1cm を 測 る 。 1013 は X- 29 グ リ ッ ド V c 層 出 土 の 二重 口 縁査 の 頚部付近 の 破片 で あ

る 。 l 次 口 縁 と 2 次 口 縁 の 屈 曲 部 に小 さ な 刻 み 目 が は い る 。 1014 は Y- 29 グ リ ッ ド V c 層 出 土 の 土 師器 の 無

頚壷で あ る 。 復元 口 径 は 16. 4cm を 測 る 。 内器面 に は横方 向 の ヘ ラ 削 り が入 る 。 外器面 の 一部 に 赤彩 が施 さ

れ る 。 1015 は a- 34 グ リ ッ ド で 出 土 し た査 で 、 口縁部が頚部 か ら や や外反 し な が ら 伸 び、 端部 を 角 張 ら せ る

も の で あ る 。 胴部 は や や胴 長 で あ る 。 頚部外器面 に縦方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は横方向 の ハ ケ 目 か。 胴 部外器

面 に は斜め ハ ケ 目 、 内 器面 に は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 頚部付近 に は指押 さ え が残 る 。 口 径 は 15. 6cm

を 測 る 。

1016 - 1022 は土 師器の高杯で あ る 。 杯部が屈 曲 す る も の と 塊形 を 呈す る も の と があ る 。 脚部 は屈折す る も

の と 裾広 が り の も の に 分 か れ る 。

1016 は b - 34 グ リ ッ ド か ら 出 土 し た 高杯の杯部で あ る 。 口径が16. 4cm を 測 る 。 杯 の 下位 に 明 瞭 は稜線 を

も ち 、 こ こ か ら 屈 曲 し 、 口 縁端部 ま で直 に伸 びる 。 端部 は丸 く 収め る 。 1017は b -34 グ リ ッ ド 出 土 で 、 杯部

の 下位 に 明 瞭 な 屈 曲 を 持 ち 、 屈 曲 部 か ら や や外反 し な が ら 端部 に 至 る 。 端部 は 薄 く 収め る 。 復元 口 径 は 15. 8

cm を 測 る 。 1018 は Z - 29 グ リ ッ ド V c 層 出 土 し た 高杯の杯部 で あ る 。 杯部 に は 屈 曲 を 持 た ず、 丸 底 の 坪 の

よ う な 形態 を と る 。 脚 部 と の接合が断面 で観察で き る 。 復元 口 径 は 14. 1cm を 測 る 。 1019は b - 34 グ リ ッ ド

出 土 の 高 杯 の 脚 部 で あ る 。 剥 離 し た 部分が残 る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が残 り 、 そ の 後 ナ デ調整 さ れ る 。 脚 部 内

は ヘ ラ 削 り に よ り 調整 さ れ る 。 4箇 所 の 穿孔が屈折部付近 に あ る 。 1020 は a - 34 グ リ ッ ド 出 土 の 高杯 の 脚 部

で あ る 。 や や 長め で 聞 き 気味 で あ る 。 屈 曲 部 の 下位 に穿孔 さ れて い る 。 脚 部 の 内 器面 は ヘ ラ 削 り に よ り 調整

さ れ る 。 1021 は Y - 29 グ リ ッ ド の 出 土 で、 脚部基部か ら 緩や か に 聞 き 端部 に 至 る 。 端部 は や や 角 張 る 傾 向 が

あ る が、 丸み を 帯 びる 。 1022 は b - 34 グ リ ッ ド で 出 土 し た土師器の高杯の脚部で あ る 。 脚 部 は 基部 か ら や や

聞 き な が ら 伸 びて屈折部 で急激 に 聞 き 、 端部で丸 め て 収め る 。 外器面 は ナ デ に よ る 調整 、 内 器面 は横方 向 の

ヘ ラ 削 り を 施 さ れ る 。 底 径 は 10. 8cm を 測 る 。

1023 - 1027 は 土 師器の器台で あ る 。 形態が様々 で使用方法 も 異 な る か。

1023 は い わ ゆ る 鼓形器台 で 中 位 の筒部 か ら 脚部の破片で あ る 。 Y- 27 グ リ ッ ド V a 層 、 N 層 か ら の 出 土 で

あ る 。 脚 部 に は 2 つ の 穴 が 空 い て い る 。 復元底径 は 14. 0cm を 測 る 。 1024 は a ー 28 グ リ ッ ド V b 層 か ら 出 土

し た筒形の器台 で あ る 。 外器面 に は横方向 の カ キ メ と 縦方 向 の ナ デが、 内器面 に は 上部 で指 ナ デ、 下部 は ヘ

ラ 削 り が施 さ れ る 。 1025は b ー 34 グ リ ッ ド 出 土 の 器台 で、 上部 に 穴が空 き 、 脚 部 は 基部 か ら 直 に 広 が る 。 内

器面の 上位 は ヘ ラ 削 り 、 下位 は横方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 底部径が8. 8cm を 測 る 。 1026 は b - 34 グ リ ッ ド

か ら 出 土 し た も の で 、 形態 的 に 1025 に 似 る 。 上部の方が大 き そ う で あ る が全体像 は 不 明 で あ る 。 脚 部 は 直 に

の び端部至 る 。 内器面 に は指押 さ え 痕 が残 り 、 外器面 はハ ケ 目 が施 さ れ る 。 1027 は b - 34 グ リ ッ ド 出 土 で 、

こ こ で は 器台 と し て い る が、 形態 的 に は脚付鉢 と し た 方が よ い か も し れ な い 。 上部 口 径が1 1 . 6cm、 器高 が

7. 6cm、 脚部底径が9. 7cm を 測 る 。 調 整 は 摩耗の た め不明瞭であ る 。

1028- 1031 は 土 師器の 浅 い椀 で あ る 。

1028 は c - 34 グ リ ッ ド 出 土 の 塊 で 、 摩耗 し て 調 整 は 不 明 で あ る 。 口径が15. 2cm 、 器高 が5. 3cm を 測 る 。

1029は Y-26 グ リ ッ ド V b 層 か ら 出 土 し 、 復元 口 径が13. 8cm、 器高 が'4. 7cm を 測 る 。 口 縁端 部 が外反 し 、

体部 に 弱 い屈 曲 部 を 持つ 。 外器面 の 調 整 は ハ ケ 目 後横 ナ デであ る 。 外器面 に赤彩が残 る 。 1030 は Y- 26 グ リ

ッ ド V b 層 か ら 出 土 し 、 復元口径が1 1 . 4cm、 器高が3. 7cm を 測 る 。 口 縁端部が外反す る 。 1031 は b - 34 グ リ

ッ ド か ら 出 土 し 、 復元 口 径16. 2cm、 復元器高5. 0cm を 測 る 。 や や 底部 を 意識 し て 平 ら な 部分 を 設 け る 。 外

器面下位 に ヘ ラ 削 り がみ ら れ る 。
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第 2 節 弥生時代終末~古墳時代前期 ・ 中期の遺構 と 遺物

1032 - 1034 は土師器の甑であ る 。 1032 ・ 1033 は底部 に 穿孔が認め ら れ る た め 、 全体像 は 不 明 な が ら 甑 と し

て い る 。

1032 は Y-27 グ リ ッ ド V c 層 か ら 出 土 し た も の で 、 内器面 に ハ ケ 目 後 ナ デが、 外器面 に タ タ キ 痕 が残 る 。

外器面 に は黒斑があ る 。 1033 は X - 26 グ リ ッ ド V b 層 か ら 出 土 し 、 外器面 に ハ ケ 目 、 内 器面 に ハ ケ 目 や 指 頭

圧痕が見 え る 。 1034 は 、 鉢形土器 の 底 部 に 焼成前 に ー箇所穿孔 し て い る 。 e - 32 グ リ ッ ド V c 層 の 出 土 で あ

る 。 口縁部 は頚部か ら や や 外反 し な が ら 聞 き 、 端部 は 丸 く 収め る 。 胴 部 は 上位 に 最大胴部径 を 持 ち 、 底 部 は

や や 尖 り 気味 で あ る 。 復元 口 径が18. 4cm、 器高 が12 . 6cm、 復元最大胴部径が18. 4cm を 測 る 。 外器面 に は

薄 く ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は ナ デで あ ろ う か。

1035- 1037は 、 土師器の鉢で あ る 。 1037は鉢 と し た が、 杯の可能性 も あ る 。

1035 は頚部 を 持つ も の で 、 Y- 26 グ リ ッ ド V c 層 出 土 で あ る 。 復元 口 径 は 15. 2cm を 測 る 。 口 縁部 は 頭部 か

ら や や膨 ら み な が ら 端部 に 至 る 。 端部 は丸め て収め る 。 胴部 は頭部下位 で わ ず か に 膨 ら ま せ る も の の そ の ま

ま 底部へむ け て す ほ ま る 。 外器面上位 に ハ ケ 目 、 頚部以下 は ほ と ん どへ ラ 削 り が施 さ れ る 。 内器面 は縦方向

の ハ ケ 目 と 上位 は ナ デが施 さ れ る 。 1036 は b - 34 グ リ ッ ド 出 土 で 、 復元 口 径 は 19. 4cm を 測 り 、 大型 で あ る 。

内器面 に指 ナ デ調整が施 さ れ る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 1037は V - 26 グ リ ッ ド V c 層 か ら 出 土 し 、 復元 口 径

が13. 2cm を 測 る 。 口 縁端部 を つ ま み 内傾 さ せ て 内 部 に 沈線 を 造 り 出 し て い る 。 内 外器面 に 赤彩 が施 さ れ る 。

1038- 1049 は 、 小型製品 で あ る 。 1038 - 1043 は小型聾 で あ る 。 形態 的 に そ れぞれや や 異 な る が口径カ{lOcm

- 13cm に 入 り 、 最大胴部径が上位 に あ る 。 調整は外器面 に ハ ケ 目 、 内 器面 の ヘ ラ 削 り が ほ と ん どで あ る 。

1043 は 胴部 に屈 曲 し た部分があ る 。

l但4 ・ 1045、 1048 ・ 1049 は 土 師器の小型鉢 と し た 。 1似4 ・ 1045 は 二 重 口 縁 の も の で 、 と も に b - 34 グ リ ッ

ド か ら 出 土 し て い る 。 大部分 ナ デ調整 に よ る も の であ る 。 l但4 は外器面 に煤が付着 し 、 1045 は外底面 に 黒 斑

があ る 。 1048 ・ 1049 は頭部か ら 口 縁部が長 く 伸 びる も の で、 1048 は や や 内 湾 し 、 1049 は そ の ま ま 直 に 伸 ぴて

端部 を 薄 く し て 収め る 。 1048 ・ 1049 は Y- 27 グ リ ッ ド 出土 で 、 主 に V 層 の 出 土 で あ る 。 1048 は 内 器面 が指 ナ

デに よ る 調整 、 外器面がハ ケ 目 に よ る 調 整 を 施 さ れ る 。 復元 口 径 は 1 1 . 7cm を 測 る 。 1049 は 内 器面 の 調 整 が

ヘ ラ 削 り と ナ デ に よ る 。 外器面 は ナ デ に よ る 調整が施 さ れ る 。

1046 ・ 1047は小型査 で 、 形態 は か な り 異 な る 。 1046 は 口縁部がな く 胴部 の み で あ る 。 胴部最大径が下位 に

あ り 重心が低 い 。 外器面 は ハ ケ 目 が残 り 、 内器面 は 指 ナ デ に よ る 調整がな さ れ る 。 1047は 胴 部最大径の 2 倍

ほ ど 口 径 を 持つ 。 復元 口径が1O. 0cm、 器高が5. 9cm を 測 る 。 器面調整 は 不 明 瞭 で 、 ナ デ に よ る も の か。

1050 は 一応注 目 土器 と し た 。 た だ、 全体像が不明 な た め本当 に 注 目 で あ る か ど う か怪 し い 。 時期 的 に も 特

定 し づ ら い 。

1051 は 甑の底部の穿孔部分 と 想定 し て い る 。

1052 - 1062 は 土 製模造 品 で 、 手 担 の も の で あ る 。 鉢形の も の ( 1052 ・ 1054 ・ 1055 ・ 1056 ・ 1057 ・ 1058 ・ 1062) 、

杯形の も の ( 1053 ・ 1060 ・ 1061 ) 、 高杯形の も の (1059) があ る 。

こ の 他 に 土 玉 ( 1063) 、 勾 玉 ( 1064) 、 鏡 ( 1065) があ る 。 土 玉 は 、 径 が3. 1cm の 球形 の 土 に 径 5 mm ほ ど

の穴 を 穿 っ た も の で あ る 。 こ れ に つ い て は 土錘の一種 と も い わ れ る 。 勾 玉 は 、 形がや や ひ ね て お り 、 鏡 は 形

代 と し て 祭杷 的 な 行為 に 使用 さ れ た の で あ ろ う 。

石 器 と し て は 、 1066 と 1067があ る 。 1066 は b -31 グ リ ッ ド か ら 出 土 し 、 長 さ 15cm、 幅 lOcm、 厚 み2. 5cm

を 測 る 板状の石材 を 利用 し た 台 石 で あ る 。 石材 は砂岩で あ る 。 表面 は よ く 磨耗 し 、 中 央部 よ り や や 下 に 蔽打

痕が残 る 。 1067 は Y- 28G か ら 出 土 し た砥石で上下が欠損 し 、 側 面 の 大部分は使用 さ れ て摩耗 し て い る 。 石

材 は 石英組面岩 で あ る 。 残存長15cm、 最大幅7cm、 最大厚み2. 5cm を 測 る 。 使用 痕 と し て は 横 方 向 の研磨

痕が強 く 残 る 。
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第 E 章 調査の成果

第3節 古墳時代終末~古代の遺構 と 遺物

( 1 )遺構の 分布状況 [第184図 ・ 第185図 ・ 第248図]

こ こ で は 主 に 7 世紀 中 葉 か ら 9 世紀初 め ま で を 対象 と し て扱 う 。

こ の 時期 は古墳時代 か ら 古代社会へ と 時代が変革 し て い く 時期 で あ り 、 集落 の あ り 方 や 出 土遺物 に も そ の

動 き は顕著で あ る 。

こ こ で は 第 4 次 ・ 第 5 次の調査 に よ っ て 出 土 し た 遺構 ・ 遺物が主 で あ る が、 一部第 6 次 の も の も 含 ま れ る 。

こ れ ま で柳 町遺跡で は 第 2 次調査で古代 の 遺構 と 認定 し た折敷粗呆 を 施 さ れ た 大畦状遺構 を 確認 し て い た 。

こ の 遺構の構築土 に 伴 っ て 、 古代 の 土 師器 ・ 須恵器、 鉄鍛、 帯金具 (丸鞠) 、 墨書土器 な どが出 土 し 、 こ の 近

隣 に 古代 の 生活痕跡があ る と 予想 さ れて い た 。 こ の 遺構 は ほ ぼ東西方向 に伸 びて い た が、 県道 山 鹿立花線の

拡幅調査 に 伴 う 発掘調査で は こ の 遺構の続 き を 確認 し て い な い の で 、 そ れ ほ どの延長がな い か、 道路の構築

に伴い破壊 さ れ た 可能性 も あ る 。 た だ、 こ の 道路 自 体は 玉名平野条里町、 に 関係す る 畦畔であ る と の 想定 も あ

る 。 ち な み に バ イ パ ス 工事 に 伴 い水路 を 付 け替え る 工事の 際 に 立 ち 会 っ た 際 に 道路下 に 畦畔 の跡 ら し き も の

を 確認 し て い る 。

第 4 次調査 (調査 四 区 ) で は じ め て古代 の掘立柱建物跡、 竪穴住居跡、 井戸跡な ど を 確認 し た 。 掘 立柱建

物 跡 は 一部 玉名 市側 の調査区 ま で続い て い た 。 幾度 かの建替 え は あ っ た よ う で あ る が、 並 び 自 体 に は 規則 性

があ り 、 方位 を 意識 し て い る 。 こ れ は 、 竪穴住居跡 に も い え る こ と で ほ ぼ方位 に 沿 っ て い る 。 井戸跡の l 基

に は 井戸枠 と 井戸側 が残 さ れ て い た 。 井戸 の 廃棄時期 は遺物か ら 平安期 に 入 っ て か ら と 思 わ れ る が、 こ れが
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第 3 節 古墳時代終末~ 古代の遺構 と 遺物

こ の遺構群 の 終駕か も し れ な い 。

ま た 、 も う 一つ特筆的 な こ と と し て 、 井戸 と 溝状遺構 と の 組合せ も あ り 、 何 ら か の祭杷的 な 遺物 の 出 土状

況 も あ っ た 。

第 5 次調査 (調査四 区) で は 、 掘立柱建物 I 棟、 竪穴住居跡 1 基、 土坑、 井戸跡等 を 検 出 し た 。 こ ち ら は

四 区 の も と は方位的 に は 一致 し な い 。 時期 も 異 な る 可能性があ る 。

第 6 次調査 (調査 一 l 区 ) で は 、 遺構 自 体は道路状遺構でわずか に 見 ら れ る だ け で 、 こ の 遺構 は 10世紀以

降 ま で落 ち る か も し れ な い 。

( 2 ) 掘 立柱建物 跡と 柱

第 4 次調査 (調査 四 区 ) で は W- 26 グ リ ッ ド か ら a- 28 グ リ ッ ド に か け て 柱 跡 が広 が り 、 そ の 中 か ら 6

棟 の 建物 を 想定す る こ と がで き た 。 玉名市側 で も 数棟確認 し て い る 。

ま た柱跡で は あ る も の の 建物 と な ら な か っ た も のがかな り あ っ た 。 そ の 中 に は腐食 し た柱材が残 る も の あ

っ た 。

第 5 次調査 (調査四 区 ) で は 、 1棟分 を 確認 し て い る 。

04S8001 [第186図上]

調査vn 区東側 a - 27 グ リ ッ ド -28 グ リ ッ ド に か け て位置す る 遺構であ る 。 遺構の東側 が調査 区 外 に 入 る た

め 、 遺構の全容 は 不 明 で あ る が、 検 出 範 囲 よ り 、 桁行6. 4m、 梁行4. 6m の ( 3 + α) 間 X 2 聞 の 東西棟建物 で

あ る 。 桁 行 方 向 は N - 830 - E で あ る 。 柱 間 寸 法 は 桁 行 P 2 -P 1 で2. 1m、 桁 行 P 4 - P 7 で2. 3m + 2. 1m

+2 . 1m で あ る 。 梁 行 P 2 - P 4 は2. 4m +2. 2m で あ る 。 柱 穴 は 確 認 面 で 直 径36 - 55cm、 深 さ 14 - 34cm を

測 る 。 柱材の 一部が腐食 し な が ら も 柱穴 P 4 ・ P 7 以外の全て の柱穴 に 残 り 、 柱痕跡 は 全 て確認で き た 。

P 6 の柱材は樹種 同 定 に よ れ ば、 カ ヤ も し く は イ チ イ 、 P 2 ・ 3 ・ 5 の柱材 は 針葉樹 ま で は 確認で き て い

る 。

柱穴の掘 り 方埋土 は確認面がVI 層 で 、 そ の 層 と 対照 的 な 黒褐色 を 呈す る 硬 く し ま っ た 粘 質 土 で あ る 。 柱痕

跡 に 入 っ た土 は や や灰色 の か か っ た 暗褐色 を 呈す る 粘性土 であ る 。 柱材 の腐食 と と も に徐 々 に 進入 し て き た

の で あ ろ う 。

04S8002 [第186図下]

Y- 28 グ リ ッ ド - Z - 28 グ リ ッ ド に か け て 位置す る 遺構で、 48B003 ・ 481029 と 重複 し て い る 。 桁 行6. 9m、

梁行4. 4m の 4 間 X 2 聞 の 東西棟建物 で あ る 。 桁行方 向 は N - 900 - W で あ る 。 柱 間 寸 法 は 、 桁行 P 5 - P

1 で1 . 9m + 1 . 6m + 1 . 7m + 1 . 8m、 桁 行 P 7 -PlOで1 . 9m +3 . 2m + 1 . 8m で あ る 。 梁 行 P 5 - P 7 は2. 2m の

等 間 隔 、 梁行 P I - PlOは2. 3m + 2 . 1m で あ る 。 柱穴 は 、 確認面 で は 直径36 - 50cm、 深 さ 1 1 - 33cm を 測 る 。

48BOOl と 同様 に柱材 の 一部が柱穴 P l . P 7 . P 8 以外の全て に 残 り 、 柱痕跡 と し て確認で き た 。

柱穴の掘 り 方埋土 は黒色 を 呈 す る 土がほ と ん どで V b 層 に 近 い色で あ る 。 柱痕跡 も し く は 木 質 の や せ た 隙

間部分で は 、 柱 の 木 質 が腐食 し た 後 に 入 り 込ん だ土層 で埋 ま っ て お り 、 や や灰色がか っ た 粘性土 で あ る 。

P 2 ・ 5 ・ 9 の柱材の樹種 同 定 で は ア ワ プ キ 属 と し て 、 PlOの柱材 は 広 葉樹 と し て 、 そ の 他 の柱材 は 針葉

樹で あ る こ と を 確認 し た 。

04S8003 [第187図上】

Z - 27 グ リ ッ ド に 位置す る 遺構 で 、 48B002 と 重複 し て い る 。 調査工程上時 聞 が な く 、 遺構の 北西部が未調
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第 3 節 古墳時代終末 ~古代の遺構 と 遺物

査の た め全容 は 不 明 で あ る が、 検出範 囲 か ら 推定す る と 、 桁行6. 9m、 梁行4. 4m の 4 間 X 2 聞 の 南北 に 伸 び

る 建物 で あ る 。 桁行方 向 は N - 6 0  - E で あ る 。 柱 間 寸 法 は 、 桁 行 P 7 � P 3 で1 . 9m + 1 . 5m + 1 . 6m + 1 . 8 

m で あ る 。 梁行 P 3 � P 1 は2. 2m の 等 間 隔 で あ る 。 柱穴 は 、 確認面 で 直 径24 �40cm、 深 さ 1 l � 18cm を 測

る 。 柱痕跡 は全て確認で き た 。

P 3 の柱材の樹種 同 定結果 、 針葉樹 ま で は わ か っ た 。

柱穴の掘 り 方 の 埋土 は 、 黒褐色 を 呈す る 粘質土で柱痕跡 に 入 る 土 も ほ と ん ど同 じ で あ る 。

0458031 [第187図下]

X- 26 グ リ ッ ド �Y- 26 グ リ ッ ド に か け て 位置す る 遺構で、 48B034 ・ 48X021 と 重複 し て い る 。 桁行6. 3m、

梁行4. 5m の 4 間 X 2 聞 の 南 北棟建物 で あ る 。 桁行方向 は N - 1 0  - w で あ る 。 柱 間 寸 法 は 、 桁 行 P10�P

6 で1 . 5m + 1 . 8m + 1 .  4m + 1 . 6m、 桁 行 P l �P 4 で1 . 7m + 1 . 7m + 1 . 5m で あ る 。 梁 行 PlO�PI Hま2. 0m、

梁行 P 6 � P 4 は2. 4m + 2. 2m で あ る 。 柱穴 は 、 確認面 で 直径34 �66cm、 深 さ 19� 55cm を 測 る 。 柱痕跡 は

全て確認で き た 。

埋土 は 黒褐色 を 呈す る 粘性土 で き め が細 か く よ く 締 ま っ て い る 。 柱痕跡 に 入 る 土 も 同 じ く 黒褐色 を 呈 し 、

わずか に 焼土 や 炭化物 を 含 む 。

0458034 [第188図】

Y- 26 グ リ ッ ド �Yー 27 グ リ ッ ド に か け て 位 置す る 遺構で、 48B031 ・ 48IOll ・ 48XOlO と 重複 し て い る 。

桁行7. 6m、 梁行5. 5m の 4 間 X 2 聞 の 西面底南北棟建物 で あ る 。 桁行方 向 は N - 1 0  - w で あ る 。 柱 間 寸

法 は 桁 行 P13 �P17の 庇 部 分 で2. 4m + 1 . 7m + 1 . 7m +2. 2m、 桁 行 P 3 � P 7 で2. Om + 1 . 8m + 1 . 7m + 2. 伽n、

桁行 P l � P 9 で1 . 8m + 1 . 8m + 1 . 7m + 2. 0m で あ る 。 梁行 P13 �P 1 は 1 . 4m + 2. 1m + 2. 0m、 梁 行 P17�P

9 が1 . 5m + 1 . 8m +2 . 1m と 不均 等 で あ る 。 柱穴 は 確 認 面 で 直 径21 � 54cm、 深 さ 8 � 59cm で あ る 。 柱 材 の

一部が、 柱穴 P 3 . P 4 . P 7 . P 8 ・ P 9 . P12 . P13 . P17 に 残 り 、 柱痕跡 は 全 て 確認で き た 。

埋土 は 黒褐色 を 呈 し 、 粘質土 に褐色の粘土 を ブ ロ ッ ク 状 に 含 む 。 柱痕跡 は腐食 し た 木 質 部 がか な り 残 る も

の と わずか に 残 る も の があ り 、 暗褐色 か ら 灰褐色の 土が入 り 込 ん で い た 。

[柱材] 【第189図]

柱穴 P 3 . P 4 ・ P 7 . P12で は他 の掘立柱建物 の柱材 に比べ て 、 柱材 は 比較的 よ く 残 っ て い た 。 そ の う ち

の 3 本 を 図化 し た 。

1068は P 2 の柱材 で 、 保存処理 を 行 っ た 際の分析 に よ る と 樹種 は マ キ 科マ キ 属 イ ヌ マ キ で あ る 。 一 木 を 利

用 し 先端 に は加工 し た と き の痕 か 、 伐採の 際 に 斧痕が残 っ て い る 。 残存部分で の最大径 は l lcm で あ る 。

1069 は P 4 の柱材で あ る 。 腐 食部分が多 く 本来の径は 測定で き な い が、 残存 の 最 大径 は 1 1 . 1cm で あ る 。

1070 は P 3 の柱材 で 、 保存処理の 際 の樹種同定で は イ チ イ 科 カ ヤ 属 カ ヤ で あ る 。 こ の材が一番 良 く 残 っ て

い る 。 先端 に は伐採痕か加工痕があ る 。

こ の他 に も 腐食 し な が ら も 柱材 は 残 っ て い た 。 た だ 、 P l で は柱材 は 確 認 で き な か っ た が、 円 盤 状 の 木 製

品 が痕跡 を と どめ て い た 。 図化 を し た も の の 薄 く 残 っ て い た の で 、 取 り 上 げ ら れ る 際 に破砕 し て し ま い形 を

留 め る こ と がで き な か っ た 。 径 は 約20cm を 測 っ た 。 礎板の 可 能性があ る が、 こ の柱穴 だ け で あ り 疑 問 が残

る 。

ま た 、 P12 ・ P 9 の柱材 は カ ヤ 、 P13 は マ キ 属 と 樹種同定 さ れ、 他 の も の は針葉樹 ま で は 同定 さ れて い る 。
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0458036 【第190図】

Y- 27 グ リ ッ ド に位 置 す る 遺構で、 4SXOlO ・ 4SX025 と 重複 し て い る 。 調査工程上時 聞 が な く 、 遺構東部

が未調査の た め全容 は 不 明 で あ る が、 検出範囲 よ り 、 桁行2. 5m、 梁行2. 8m の ( 1 ) 間 X 2 聞 の 東西棟建物

- E で あ る 。 柱 間 寸法 は 桁行 P I -P 4 で2. 5m、 桁 行 P 3 -P 6 で2. 4m で あで あ る 。 桁行方 向 は N - 85。

る 。 梁行 P I -P 3 は 1 0 4m の 等 間 隔 、 梁行 P 4 -P 6 は 1 0 4m + 1 o 3m で あ る 。 柱 穴 は 確認面で直径31 -49cm、

深 さ 23 -60cm を 測 る 。 柱痕跡 は 全て確認で き た 。

コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節 で あ っ柱材 を 含む も の が 2 本 あ り 、 そ の う ち の P 2 の腐食 し た柱材 は樹種同 定 の 結果、

た 。

柱穴の掘 り 方 の 埋土 は 黒褐色 を 呈す る 粘質土で、 茶色 の粒子、 炭化物 ・ 焼土 を 含む 。 柱痕跡 に は 柔 ら か い

- 234 ー

灰色 の粘質土が入 る 。
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1 070 ( 1 /8 )  

4 0 c m  

0558018 【第191図1 . 

b . c - 33 グ リ ッ ド -34 グ リ ッ ド に か け て位置す る 遺構であ る 。 桁行6. 1m、 梁行3. 6m の 3 間 X 2 聞 の南北

棟建物 で あ る 。 桁行方 向 は N - l 1O - E で あ る 。 柱 間 寸法 は 、 桁行 P 2 - P 5 で2. 1 m + 2. 1m + 2. 0m、 桁行

PlO-P 7 で2. 2m + 2. 0m + 1 . 8m で あ る 。 梁 行 P 2 -PlO は 1 . 8m の 等 間 隔 、 梁 行 P 5 - P 7 は 1 . 8m + 1 . 9m

で あ る 。

柱穴 は 、 確認面 で 直径39- 55cm、 深 さ 29 - 52cm を 測 る 。 柱痕跡 は柱穴 P 2 ・ P 5 以外全て で確 認 で き た 。

掘 り 方 の 埋土 は 黒褐色 を 呈す る 粘 質 土 で 、 縄文時代 の 遺物 を を 含 む。 柱痕跡 に は や や 柔 ら か い 黒 色 の 粘性

土が入 る 。

[出土遺物]

柱穴の埋土 中 か ら 遺物 の 出 土 があ っ た の で こ こ で ま と め て 述べ る 。 た だ 、 こ れ ら の遺物 は こ の 遺構の存在

す る 微高 地 の 堆積層 の 中 に縄文時代晩期 の 遺物 を 含む層 があ り 、 柱 を 立 て る 際掘 削 し た 土 に 入 っ て い た も の

が埋め戻 し 土 に 混入 し た も の と 判 断 し て い る 。 し た がっ て 、 い ずれ も の こ の掘 立柱建物跡の構築時期 の も の

で は な い と 考 え て い る が遺物 の例 と し て こ こ で記 し た 。

第32図 の 127 は 、 壷 の屈 曲 部 で あ る 。 縄文時代の遺物であ る 。 柱穴 の 一つ か ら 出 土 し た 。 第 192 図 の 1071 は 、

安 山 岩製の打製石斧 で あ る 。 柱穴 PlOの半裁中 に 出 土 し た も の で 、 こ の 遺構 に 伴 う 可能性は 少 な い が一応記

す。 刃 部 は 欠損 し て い る 。 縦長 の 剥 片 に 両側 か ら 敵打 に よ る 剥離 を 行 い成形 し て い る 。 頭部 に も 若干 の 加工

を 行 っ て い る 。 残存長が8. 2cm、 最大幅5. 2cm を 測 る 。

1 068 ( 1 /8) 

1 069 ( 1 /8 )  。

第189図 458034残存柱材実測図
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( 3 ) 竪穴住居 跡と 出土遺物

045101 2 [第193図 ]

Y- 26 グ リ ッ ド � Z - 26 グ リ ッ ド に か け て 位 置 し 、 481

013 と 重複 し て い る 。 住居跡 の 規模 は 、 長 軸5. 85m、 短

軸5. 65m、 床面積33 . 1 m2で南北 に わ ず か に 長 い 方形 を 呈

し て い る 。 長 軸 方 位 は N - 8 0  - E で あ る 。 壁 高 は 8

� 17cm を 残 し て い る 。 床 面 に は 計 9 個 の 柱 穴 を 検 出 し

た が、 P1 、 P2 、 P3、 P 4 を 主柱穴 と す る 4 本柱 の 竪穴住居

を 想定で き る 。 柱跡 は 床 面 か ら 平均60cm 掘 り 下 げて い

る 。 床面 に顕著 な 硬化面 は 認 め ら れ な か っ た 。

遺構の北側 か ら 西側 に か け て 溝状の 痕跡があ っ た が、

性格 は不 明 で あ る 。 た だ 、 こ の 遺構の作成時 の床面成形 と 関係す る 可能性 も あ る 。

壁際 に 作 り 付 け の カ マ ド の 痕跡や そ れ を 破壊 し た よ う な 粘土 な ど も 検 出 し て い な し 、 。 し か し 、 埋土 中 に焼

土がか な り 認め ら れ、 溝 中 に 多量 の 焼土 と 粘土粒 を 確認 し た の で そ の 部分に カ マ ド な どの屋 内 で 火 を 利 用 す

る 施設があ っ た た 可能性 も あ る 。

埋土 は 、 基本的 に 3 層 に 分層 で き る 。 1 層 が灰黄褐色 ( 1OYR4/2) を 呈す る 砂 質 土 で や や焼土が混 じ る 。

2 層 は 暗褐色 ( 1OYR3/3) を 呈す る 土 で焼土粒 ・ 炭化物 を か な り 含 む。 3 層 は ほ ぼ床 面 で 暗褐色 ( 10YR3/3)

を 呈す る 粘 質 土 で 、 焼土粒 を わ ず か に 含 む 。

[ 出土遺物] 【第194図 ・ 第195図 ]

第194図 に 示 し た遺物 は こ の住居跡 の 時期 に 近 い も の であ ろ う が、 第195図 の 土 器 は 重複す る 古墳時代前期

の 遺物 で あ る 。 こ れ は 重複す る 481013の た め か、 そ の 包含層 中 の 遺物がか な り 混 入 し て い る と 想定 で き る 。

1072 ・ 1073 は須恵器の 蓋で あ る 。 ツ マ ミ の 有 無 は 欠損 に よ り 不 明 で、 あ る 。 復元 口 径 は 1 1 . 8cm を 測 る 。 1073

も 破片 で全体形 は つ か め な い が、 復元 口 径 は 15. 2cm を 測 り 、 口 径 の 差 が大 き い 。 こ ち ら も ツ マ ミ の 有無 は

不 明 で あ る 。 ど ち ら も 返 し が退化 し て い る が、 1073の方の痕跡化が著 し い 。 1074 ・ 1075 は須恵器の杯で あ る 。

1074 は 底 部 治、 ら 体部 の 立 ち 上 が り は 急 で 、 復元 口 径 が13. 4cm を 測 る 。 1075 は 、 復 元 口 径12. 9cm を 測 り 、

底径が口径 に 比べ て 半分 ほ どで体部 の 立 ち 上が り が緩や かであ る 。 こ の 2 つ は 時期差 を 示す も の で 、 1074の

方が古 い 。 1076 は 、 須恵器の高杯で あ る 。 1077は土師質 の土器で、 破片 の た め 不 明 確 で あ る が瓦器椀 の 可 能

性 も あ る 。 1078 は 焼 き の 甘 い 須 恵 質 の 土器で外器面 に櫛上工具 に よ る 刺突文があ る 。 器形 は 小 型 の 鉢で あ る 。

1079 は瓶の 口 縁部 で あ る 。 口 径 は小 さ く 立 ち 上が り は 直 で あ る 。 1080� 1O82 は 土 師 器 の 聾 で あ る 。 1080 は 口

縁部 と 胴部の差がほ と ん ど な く 、 聾 と い う よ り 甑の可能性があ る 。 1081 と 1082 は 口 縁部 が外湾 し 、 胴部が直

に 落 ち る も の で あ る 。 内 器面 は ヘ ラ 削 り 、 外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 で あ る 。 1082 は 外器面 の 調整が頚部 下 で

明 瞭 に 分 け ら れ、 稜線がみ ら れ る 。 こ れ ら の 口縁部の形態差 は 若 干 の 時期差 を 示す。 い ずれ も 古代 の も の で

あ る 。 1084 は 土 師器の 杯 と し て お く 。 外器面上部 に 丁寧 な横方 向 の ミ ガ キ がか け ら れ て い る 。 内 器面 は 放射

状の ミ ガ キ が か け ら れ て い る 。 外底面 は ヘ ラ 削 り さ れて い る 。 須恵器の模倣土器で あ る 可能性があ る 。

1083 は須恵 質 の 硯 で あ る 。 全体の 2 分の l ほ ど し か残 っ て い な い が、 住居跡の壁面 に 転倒 し 張 り 付 く よ う

に し て 出 土 し た 。 残 さ れた箇所か ら 判 断 し て 、 図化 し た よ う に 脚 部 に は 方形 の 透 か し が 4 箇 所 ほ ど存在 し た

可能性があ る 。 上 面 の 陸部 は 良 く 使用 さ れ 、 磨耗の度合いが大 き い 。 出 土 直後 に は 墨痕 を 若干認め た 。 海部

は縁か ら 5mm ほ ど の 幅 で 、 縁 の 高 さ か ら 5mm ほ どで あ る 。 上 面 観 で は 正 円 で は な く 、 わ ず か に 歪 み があ

る 。

1085 は鉄製鋤先で あ る 。 出 土 時 は ま だ こ の遺構 を 確認 し て い な か っ た た め 途 中 で取 り 上 げ た 。 そ の後 で遺

司t円毛Uワ白
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構 を 確認 し 、 出 土位 置 を 復元 し た 。 床面か ら 少 し 浮い た状態で あ っ た 。 出 土 し た 当 初 は厚 く 土 が巻 い て お り 、

蹄-鉄 と 間 違 え た 。 周 囲 の造 物 か ら 鉄製 の 鋤先 と 判 断 し た 。 整理過程 で錆 と 土 を 除去 し た が、 土 と 錆が一体 と

な っ て お り 除去 す る の に 時 間 を 要 し た 。 除去 し た結果、 本体の形状が観察可能 と な っ た 。 平面形は ほ ぼ き れ

い な U 字形 を 呈 し 、 先 の 刃 部 111]jj が5cm ほ どで 、 上部 の 方 は 2 -2.  5cm ほ どで あ る 。 木 質 は 残 っ て い な か っ

た が 、 装着部の挟み込み 部 は 1cm 前 後 開 い て い る 。 刃部の 角 度 は 10度 ほ どで あ る 。

第 195図 の 1086 ・ 1087 ・ 1088 ・ 1089 ・ 1091 ・ 1092 は 古墳時代前期 の 裂 で あ る 。 1086 は 口 縁 部 が ま っ す ぐ 口

唇部 に 伸 び、 先 が薄 く な る 。 や や 付 け根付近が膨 ら む名残があ る 。 1087 も 同様 に 口 唇部 に 伸 びる 。 口 唇 部 は

口むつJnノU】
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や や 薄 く な り 丸 ま る 。 口 縁 内 部 は横 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 1088 は 胴 部 の 張 り が強 く 、 頭部 か ら よ り 直 に 口 縁

部が立 ち 上が り 、 端部 は 尖 り 気味で あ る た め壷 の形態 に も み え る 。 口 縁 内 部 は横方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。

外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 内器面 に は横方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 1089 は 口縁部の み の破 片 で 1088

と 同様であ る 。 1091 は 頚部 か ら 胴部上位の破片で あ る 。 口縁部が頭部 か ら か な り 聞 く 器形 で 、 二 重 口 縁 の 聾

の 可能性があ る 。 外器面 に は 斜め 方 向 の ハ ケ 目 、 内器面 に は斜め 方 向 の へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 1092の 口縁部

は 頭部か ら 直気味 に 伸 び、 端部近 く で外反す る 。 内器面 は横方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 が施 さ

れ る 。 胴 部 は 頚部 か ら 大 き く 張 り 出 す。 外器面 は横方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

1090 は頚部か ら 口縁部の 一部が残 る 二重口縁査で あ る 。 頭部 に は 刻 み 目 を 入 れ た 貼 り 付 け突帯があ る 。 上

位で屈 曲 し 、 そ こ に も 刻 み 目 が施 さ れ る 。 1096 は狭い平底の査の底部で、 外器面 に は 上 部 に タ タ キ 、 下 に ヘ

ラ 削 り が施 さ れ る 。 内 器面 は細 か い ハ ケ 調 整がみ え る 。 1097は小型査の胴部片 で あ る 。 外器面 に は ハ ケ 目 が

わずか に 残 る 。 内 器面 に は横方向 の 指 ナ デが施 さ れ る 。

1095 と 1098 は高杯であ る 。 1095 は 、 杯部が二分す る も の で 、 口縁端部が尖 り 気味で杯部下部 と の接合面が

明瞭 な 稜線 を 形成す る 。 杯部 と 脚部 の接合 も 断面観察か ら 分か る 。 内器面 ・ 外器面 と も ハ ケ 目 が残 る 。 1098

は高杯の脚部の み で 、 裾部付近 で か な り 聞 き な が ら 屈 曲 し 広 く な っ て 終 わ る 。 1098 は 高 杯 の 脚 部 で 、 脚柱径

は広 く 、 裾部が急激 に屈 曲 し て広 が る 。 1099 は 鉢形の土製模造 品 で あ る 。

1 100 は砥石 で あ る 。 石材 は 凝灰岩で、 4面 と も か な り 使 い こ ま れ て い る 。 こ の 所属 時期 は は っ き り し な い

が、 古代 の も の と し て お く 。

0451016 [第196図 ]

W- 28 グ リ ッ ド -xー 28 グ リ ッ ド に か け て 位置 し 、 古墳時代 の 土 坑 で あ る 4SK006 と 重複 し て い る 。 住居

跡の規模 は 、 長軸4. 94m、 短軸4. 42m、 床面積21 . 8m2 を 測 り 、 東西 に 長 い 長方形 を 呈 し て い る 。 長軸方位 は 、

N - 910 - W で あ る 。 壁高 は 、 5- lOcm を 残 し て い る 。 床面 に は 4 個 の 柱 穴 が検 出 さ れ、 こ の 配列 か ら 4

本柱の 竪穴住居が想定で き る 。

遺構 を 検出 し た の は V c 層 を 掘 り 下 げ る 過程 で、 こ の 部分に砂質分が多 く 確認 が 当 初 十 分 に で き ず、 か な

り 上面 を と ば し て お り 、 一部 で は ほ ぼ床面 ま で掘 り 下 げて い る 。 硬化面 は確認で き な か っ た 。 埋土確認ベ ル

ト で は 、 土層上面 に 砂層 があ り 、 そ の 撹祥 し た状況が認め ら れ た 。 焼土 は 4 層 で見 ら れ、 カ マ ド の 土 の 可能

性があ る 粘土粒子 も 見 ら れ る こ と か ら カ マ ド は 破壊 さ れ た の で あ ろ う 。

4SK006 を 切 っ て い る が、 床 面 に は そ の 遺物 は 非常 に 少 な か っ た 。 遺 物 か ら の 時期 判 定 は 難 し い が、 少 な

く と も 奈良時代以 降 で あ ろ う 。

埋土 は上面 の砂層 を 除 け ば大 き く 2 層 に 分け ら れ る 。 ①層 は黒褐色 ( 町田3/3) を 呈す る 粘 質 土 で あ る 。

②層 は黒褐色 ( 10YR3/1 ) を 呈 し 、 粘土 質 で 堅 く 締 ま り 、 鉄分が筋状 に 沈殿 し て い る 。 白 っ ぽい 粘土 と や わ

ら か い茶色の粒 を 含 む。

[ 出土遺物] [第197図 ]

こ の 遺構 に伴 う 遺物 は も と も と 少 な く 、 図化で き の は須恵器の蓋が l 点 、 高杯が l 点 、 土 師 器 の 聾 が 2 点 、

高杯が 2 点 、 小型丸底査 l 点 、 聾形模造 品が l 点 、 甑の把手が I 点 で あ る 。

1101 1 ま須恵器 の 蓋 で 、 輪状 ツ マ ミ を 持つ も の で あ る 。 外器面 は 回 転ヘ ラ 削 り が天 井 に 施 さ れ る 。 内 器面 は

ナ デ調整で あ る 。 荒尾窯産 で あ ろ う 。 1 102 は 須恵器の高杯で、 杯部 と 脚部 の接合部付近 の破片 で あ る 。 や や

脚 の 長 い も の の よ う で あ る 。 1103 は土師器の聾で頭部か ら 先が細 く 短い 。 胴部 は 直 に 落 ち る 。 器壁 は や や厚

い 。 内器面 に ヘ ラ 削 り が見 え る 。 1107は 甑の把手で あ る 。 手担で作 り 貼 り 付 け た も の で あ る 。

こ の 遺構 に 混 入 し た も の で あ ろ う が、 ほ ほ古墳時代前期 の も の も 出 土 し て い る 。 1104 は 聾 で 、 口 縁部が外

- 241 -
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反 し な が ら 急激 に 広 が る も の で あ る 。 口 唇部 は や や 角 張 る 。 1105は高杯であ る 。 や や 古墳で も 古い様相 を 持

ち 、 杯部 の 組み合わせの接合部付近 で外器面 に 明 瞭 な 沈線 と 下の稜線が付 け ら れて い る 。 そ こ か ら や や外反

し な が ら 直 に伸 び、て端部 は尖 っ て 終わ る 。 調整痕 と し て外器面 に ハ ケ 目 が残 る 。 1 106 は 高杯 の 脚 部 で 、 杯部

が は げ落 ち て い る 。 1 108 は小型査 で 、 口縁部 は ほ ぼ直 に 立 ち 上が り 、 口 唇部 は 丸 め て 終わ っ て い る 。 胴 部 は

あ ま り 残 っ て い な い が、 内 器面 に へ ラ 削 り も し く は指押 さ え が な さ れ て い る 。 1 109 は 聾形土器 を 模倣 し た 土

製模造品 で あ る 。 手担 に よ る 成形で、 内器面 と 口縁部 に は指押 さ え 痕が残 る 。

0581031 [第198図]

調査四 区 の a- 34 グ リ ッ ド �b - 34 グ リ ッ ド に か け て 位置 し て い る 住居跡 で あ る 。 住居跡 の 規模 は 、 長 軸

1 . 60m、 短軸1 . 29m、 床面積20. 6m2 を 測 り 、 東西 に や や 長 い 長方形 を 呈 し て い る 。 長 軸 方 位 は N - 1020 -

W で あ る 。 壁高 は 12 � 22cm を 残 し て い る 。 床面 に は 2 個 の柱穴 を 検出 し た 。 こ れ ら の 配置状態 か ら 2 本 の

主柱穴 を も っ住居 と 考 え ら れ る 。 柱穴は床面 か ら 50cm ほ どの 掘 削 深度 を 測 る 。 柱痕跡 は 確 認 で き な か っ た 。

北壁 ほ ぼ中 央部 に カ マ ド が設 け ら れ、 カ マ ド の壁面の基礎部 は ほ ぼ残 っ て い る が、 一部撹乱の た め 削 平 さ

れて い る 。 ま た 、 床 面 の 北西 か ら カ マ ド に か け て 焼土が堆積 し て い る 。 先 の 住居跡 に 比べ小型で あ る 。 カ マ

ド上部 は破壊 さ れ、 そ の 際 に広 が っ た と 考 え ら れ る 焼土 ・ 粘土粒が西側部分 に 広 が っ て い た 。

カ マ ド 以外の埋土 は 大 き く 2 層 に分 け ら れ る 。 色調 は l 層 2 層 と も に ぶ い 黄樺色 (町田7/2) を 呈 す る が、

微妙 に色合いが異 な る 。 ま た 、 土 質 は l 層 が肌理 (粒子) 細 か な 砂 質分がや や 強 い の に 対 し 、 2層 は 粘性が

や や 強 い 。 カ マ ド で は 、 数層 に 分 け ら れ る が、 焼土 と 埋土 の両方がそ の 中 に あ る 。

[出土遺物] [第199図]

古墳時代 の遺構の 中 に あ る た め 大部分 は 、 古墳時代 の遺物 で あ る が、 須恵器 を 数点遺構内 で確認 し た 。 そ

の う ち 図化 で き た の は 2 点 で あ る 。

1 1 10は 蓋 で あ る 。 幅広 で高 さ の低い ツ マ ミ がつ く 。 口 唇部 は 返 し が な く 、 直 に屈 曲 し て 端部 に 伸 びる 。 口

径 は 16. 2cm を 測 る 。 ツ マ ミ は か な り 平べ っ た い 。 天井部の外器面 に は ヘ ラ 削 り 痕がそ の ま ま 残 る 。

円LA性向〆白
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1 1 1 1 も 蓋 で あ る 。 ツ マ ミ は 1 1 10 よ り や や 高 い 。 天井部外器面 に は ヘ ラ 削 り が残 る 。 ま た 器高 が'2 . 7cm と

高 く 、 口 唇部 は返 し が な く 直 に 伸 びる 。 1 1 10 よ り も 明 瞭 に な っ て い る 。 こ れ ら の 遺物 は 1 1 10が 8 世紀末 、 1 1 1 1

が 8 世紀 中 半 に 比定 さ れ る 。

( 4 ) 井戸 跡と 出土遺物

048E01 7 [第200図 ・ 第201図]

Y- 27 グ リ ッ ド に 位 置 す る 井戸跡で あ る 。 掘形の 平面形状 は 円 形で 当 初 の 確 認面 で の 径 が2. 2m、 掘 削 途

中 で1 . 8m を 測 る 。 遺構確認面 か ら 80cm ほ どの と こ ろ に 段 を 設 け て い る 。 径 は 確認面 で の 形 よ り や や小 さ

く な っ て 1 . 1m ほ どで あ る 。 井戸の 最下層 ま で は そ の段か ら 深 さ 2. 5m を 測 る 。

こ の 井戸 に は 井桁状 に 組 み 合 わ せ た 井戸側 と 、 そ の 中 に ー木割 り 貫 き の 井戸枠が残 っ て い た 。 井桁状の枠

は 、 横板組で 2 段積 む蒸篭形 で 、 板の 寸法 は 、 長 さ 81 �95cm、 幅25 �30cm、 井筒 (ー木朝 り 貫 き の 井戸枠)

は現在 の 残存状態 で径55cm、 深 さ 101cm を 測 る 。

こ の 井戸 の 生成過程 を 調査の 際 の 解体課程か ら 井戸枠 と 井桁状の井戸側 の 設置状況 を み て み る 。

井戸 自 体 は水脈 ま で掘 り 下 げ ら れ、 井戸枠 を 設置す る た め段が上部の 3 分の l 付近 に 造 ら れ て い る 。 そ の

段 に は井戸の掘 り 方 よ り 若干大 き め の ク ス ノ キ 製 の ー木顎j り 貫 き 井戸枠 を す え 、 井戸 内 に 落 ち 込 ま な い よ う

に な っ て い た 。 当 時 の 大 き さ は 不 明 で あ る が、 現況で 1 . 1m あ る の で 、 上 部 の 腐食 を 考 え る と そ れ以上 は あ

っ た と 考 え ら れ る 。 そ の後 、 垂木 を そ の 周 囲 に 井桁状 に 組 む 。 ま ず、 東西 に 南北方向 で平行 に 設置 し 、 そ の

上 に南北の位置 に 東西 方 向 で平行 に 設置 し て い る 。 組合せ部 に 浅い扶 り を 設 け 、 組 み 合 わ せ て い る 。 そ の 上

に板材 を 蒸篭型 に 組み合わせ て い る 。 板材 の両端 に は そ れぞれ上下か ら 板 を 組み 合 わ せ る た め の切込み を 入

れ て い る 。 現状 と し て 残 っ て い た板材 は 12点 で 、 各 面 の 下 か ら の ほ ぼ 3 枚 目 ま で確認 し た 。 当 時 は ま だ上 ま

で組み合わ さ っ て い た 可能性があ る 。

埋土 は 、 大 き く 井戸枠の外 と 内側 の も の に わ け ら れ る 。 1層 � 5 層 ま でが井戸枠の 外 の 分 で 、 l層 は 黒褐色

土 で 、 一部 に 焼土 ブ ロ ッ ク 等 も 含 む 。 2層 は 明褐色土で、 土器片等 を 多量 に 含 む 。 3層 は 灰 白 色 を 呈す る 。 4

層 は 黒褐色 を 呈す る 粘 質土 で あ る 。 横の垂木の下層 の 土 で や や締 ま り が強 く 、 粘性があ っ た 。
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井戸枠内側 の埋土 6 層 の み で 、 黒褐色 を 呈す る 粘性土 で遺物 を 多 く 含 む 。

井戸跡の外部施設 と 考 え て い る の は 、 遺構の 周 囲 に検出 し た柱跡 と し た 3 つ の ピ ッ ト 群 で あ る 。 井戸 の 南

側 が ト レ ン チ で破壊 さ れ て い る た め 、 も う l つ ピ ッ ト

が存在 し た 可能性があ り 、 4本柱 の建物があ っ た と 考

え た 。 こ の想定 し た 建物 は 井戸跡 を 囲 む形 と な り 、 長

方形に 配置す る 柱跡の 中 心 に 井戸が存在す る こ と と な

っ た 。 そ こ で こ の 建物跡 は独立 し た小屋で は な く 、 井

戸 の 周 囲 に 井戸全体 を 覆 う よ う な 上屋 を 設置 し て い た

と 推定 し た 。 柱 聞 を 3 つ の ピ ッ ト か ら や や不安 な が ら

も 測 る と 、 柱 聞 は 長 い 方 で6. 0m、 短い方で3. 5m と な

っ た 。 長 軸 で 方位 を 考 え る と 、 N - 640 -w で あ る 。

上部構造 は 不 明 で あ る 。 P 2 で は柱 の 痕跡が確認で き
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第201図 4SE01 7実測図

た 。 こ れ は 同 時 に 井戸側 の 蒸篭組の 方 向 と 合致す る 。

P 1 の埋土 は 、 1層 が暗褐色 ( 10司四3/3) を 呈 し 、 地 山 (黄褐 色 粘 質 土) の 土 が大 型 の 斑点 と な っ て 混 入

し て い る 土 を 含 む層 で あ る 。 2層 は 暗褐色 (l0YR4/6) を 呈 し 、 地 山 (黄褐色粘質土) の 中 型 の 大 き さ の 土

が斑点状 に な っ て 混 じ り 込 む層 で あ る 。 地 山 (黄褐色粘質土) の微細 な粒子が混 じ り 込 む 層 で あ る 。 4層 は

柱が腐食 し た 後 に 入 り 込 ん だ、埋土で あ る 。

P 2 で は 、 1層 が P 1 の l 層 に 同 じ で あ っ た 。 2層 は P 1 の 2 層 に 同 じ で あ っ た 。 3層 は柱根部分の腐食 に よ

る 粘質土が入 り 込ん だ層 で あ っ た 。

[出土遺物] [第202図~第205図 ]

出 土遺物 の う ち 土器類 に つ い て は 、 井戸側 周 囲 の掘 り 形の埋土 中 ( 第202図 ) 、 井戸枠内 中 上部 ( 第203 図 ) 、

井戸 内下層 ( 第204図 ) に 分 け て 記述す る 。 ま た 、 木製品 に つ い て は い ずれ も 井戸 の 中 で あ る 。

井戸側 周 囲 の 掘 り 形の埋土 中 か ら は須恵器 (蓋 ・ 杯 ・ 高坪 ・ 境 ・ 壷) 、 土 師器 (杯 ・ 塊) な どが出土 し て い

る 。 ま ず須恵器で あ る 。 1 112 ・ 1 1 13 は 蓋 で あ る 。 1112は輪状つ ま み を 持 ち 、 天井部 に は半分ほ どへ ラ 削 り が

施 さ れ る 。 輪状つ ま み は 丁寧 な 作 り で あ る 。 口縁端部 は小 さ く つ ま み 出 す だ け で あ る 。 1 1 13 は つ ま み の な い

も の で平坦化 し て い る 。 口 縁端部 は や や持 ち 上が り 気味で角 張 る よ う に つ ま み 出 す。 1 1 14 ・ 1 1 17 ・ 1 1 18 ・ 1 130

は杯であ る 。 11 14 は 、 口 縁端部が外反 し 、 体部断面が傾斜 し 、 底径が狭 く な る 。 外底面 に 墨書がわずか に 残
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る 。 1 1 17 は 底部 の み で底 径 は 広 い 。 1 1 18 は 口 縁部が外反す る も の で 1 1 14 に 近 し ミ o 1 1 1 5 ・ 1 1 1 6 ・ 1 120 ・ 1 121 ・

1 122 ・ 1 123 . 1 134 ・ 1 136 は 高 台付 杯で あ る 。

破片が多 く こ の 井戸 と の 関 係 が う かがわ せ る よ う な 遺物 は確認で き な い が、 1 1 14の 墨書土器、 1 136の 転 用

硯 、 H音文 の 入 る 土 師 器 ( 1 135) な どか ら 井戸 の 上 限 は せ いぜい 8 世紀末 か ら 9 世紀初頭で あ ろ う 。

井戸枠内 中 上部 の 遺 物 の 出土状況は井戸が廃絶 し た 後の堆積物 と 判 断で き る 。 当 然、古 い 要素 の 土 器 も 入 る

円JAせっ山



第 E 章 調査の成果

が、 須恵器の 1 138 ・ 1 144 な ど、 土 師器の 1 137 ・ 1 140 な どか ら 推定 し て 9 世紀 中 で あ ろ う 。 こ の 中 で1 138 は 墨

書土器で薄 く な っ て い る が、 内器面 に 「 田 村 ? J の文字があ る 。 同 時 に こ の 土器は転用硯 と し て も 利 用 さ れ

て い た よ う で 内 器面がか な り 磨耗 し て い る 。 1150は須恵器の小型査 で あ る が、 あ ま り 類例 の な い も の で あ る 。

頭部か ら 上が欠損 し て い る が水滴 の よ う な使用方法 も 想定で き る 。

1151 は こ の遺構か ら で た 万 子 で あ る 。 錆 び と 欠損 に よ り 傷みがか な り 進 ん で い る た め 全体の 形状がつ かめ

な い 。

第204図 の遺物 は 井戸 内 の 下層 か ら 出 土 し た も の で 、 井戸 の廃絶時期 に 近 い と 判 断 し て い る 。

1 152 は 土 師器の 聾 で丈が短い の で鍋 の 可 能性 も あ る 。 口径 は胴部最大径 よ り も 大 き く 、 胴部 も 頚部 か ら わ

ずか な ふ く ら み を 持つ だ け で底部 は 丸 く な る 。 内器面は縦方 向 の ヘ ラ 削 り が入 る 。 外器面 は縦方 向 の ハ ケ 目

に よ る 調整がな さ れ る 。 1153 � 1 159、 1 161 は杯で、 1153 は 内面 に 暗文 を 回転 さ せ な が ら 内体面 ま で施 し て い

る 。 1155 に も わ ずか に 暗文が見 え る 。 1156、 1 158、 1 159 は外底面 に 墨書 さ れ て い る が、 文字の判読 は で き な

か っ た 。 1 160は高杯の脚部で あ る 。 全体像が分か ら な い が、 脚部の外面 に は 薄 く 縦方 向 の ヘ ラ 削 り がみ え る 。

焼 き は あ ま り よ く な く か な り 摩耗 し て い る 。 1 164 は高台付塊で あ る 。 体部 の 立 ち 上が り か ら 塊 と 判 断 し た 。

1 162 ・ 1 163、 1165 � 1 167は須恵器で、 1 162 は 蓋で径の小 さ い輪状 ツ マ ミ を 持つ も の で あ る 。 口 縁部 の 返 し は
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な い よ う で あ る 。 1 165 は 高 台付杯で あ る 。 口縁端部が外側 へ少 し 反 る よ う な 傾 向 があ る 。 1 163 は 鉢 で あ る 。

1 166 は 聾 で あ る 。

1 167 は横瓶の破片 で あ る 。 井戸 の 最 下層 か ら 出 土 し 、 井戸 の水 さ し の役割持 っ て い た 可 能性があ る 。

こ れ ら 井戸 内 の 遺物 は 井戸 の廃絶時 も し く は使用 時の も の と 判 断 し た 。

次 に 木製品 で あ る が、 第205図 に 図 示 し て い る 。 木製品 の 大部分 は 、 井戸枠 内 か ら 出 土 し て い る が、 い く

ら か は 井戸枠 の 外側 か ら も 出 土 し て い る 。

1168 � 1 171 は横櫛で あ る 。 井戸枠内 の 中位か ら 低位付近 で 出 土 し た 。 材 と し て す べ て マ ン サ ク 科 イ ス ノ キ

属 イ ス ノ キ が使用 さ れて お り 、 櫛歯の作 り 方 な どか ら 同一個体 と 考 え ら れ る 。 長 さ は 少 な く と lOcm 以上 の

も の で あ ろ う 。 1172 と 1 173 は組み合わせの 蓋 も し く は底板の一部 と 考 え ら れ る 。 材 と し て は ブナ イ 属 で あ る 。

1173 は 上層 か ら 、 1173 は 中 下層 か ら 出 土 し て い る 。 そ の他の木製品 は不明確で、 あ る O

05SE059 [第206図 ]

こ の 遺構 は 、 a - 33 グ リ ッ ド に 位 置 し 、 平面形 は ほ ぼ 円 形 で 、 確認面 で、 の 径 が約 1m を 測 る 。 確 認面 か ら

60cm ほ どの 深 さ の と こ ろ に l 段 あ り 、 そ の 中 心付近 に 一 回 り 小 さ な 穴 が 開 い て い る 。 径 が50cm ほ ど で そ

の ま ま そ の 面 か ら ほ ぼ垂直 に 落 ち て い る 。 深 さ は段か ら ほ ぼ1 . 3m ほ どで あ る 。

当 初 こ の遺構 を 確認 し た 時、 直径1m の掘 り 方 の 中 心 に 径50cm の柱痕跡 の あ る 柱穴 と 考 え た 。 と こ ろ が、

掘 り 下 げ を 進 め る に つ れ て 、 中 心 に 木製の井戸枠が残 る 井戸跡で あ る こ と が分 か っ た 。

形態 的 に4SE0l7 と 類似遺構で あ る 。 た だ、 こ ち ら は ー木朝 り 貫 き の 井戸枠 の み が残 る も の で あ っ た 。 ほ

と ん ど腐食 し 、 下位部分の半分 ほ どが残 る 。

底面 は砂層 の た め 崩 れて お り 、 そ の 絶対高 は 1 . 2m ほ どであ る 。

埋土 の 注記 を 以下 に記す。

ま ず、 井戸枠がす で に腐食 し て い た め 井戸枠外側 の埋土 は 、 多少分層 し 難 い 部分 も あ っ た が、 8層 に 分 け

た 。 l層 は 暗褐色 ( 10)官3/3) � 黒褐色 ( 10YR3/2) を 呈 し 、 粒子が細 か く 、 締 ま り があ る 。 焼 土 ・ 炭化物

粒子 を 少量含 む 。 部分的 に ロ ー ム 土 ら し き 土 も 含む。 2層 は 暗褐色 (1OYR3/3) を 呈 し 、 1層 の 土 に ロ ー ム 、

砂質土の塊 を 多 く 含 む 。 ま た 粘性や が強 く 、 焼土や 炭化物粒子 を 多 く 含む 部分 も あ る 。 締 ま り は l 層 よ り や

や 弱 い 部分 と 強 い 部分があ る 。 3層 は 暗褐色 ( 10Y百3/3) を 呈 し 、 粒 子 は 微細 で 、 締 ま り があ る 。 粘性 は や

や 強 く 、 ロ ー ム も 含む 。 焼土粒子 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 3層 は 、 暗褐色 ( 1OYR3/3) � に ぶ い 黄褐 色 ( 10YR

5/4) を 呈 し 、 地 山 で あ る ロ ー ム 土 を 多量 に 含 む 。 粒子 は 粗 い が、 粘性 は 強 い 。 焼 土 や 炭化物粒子 を 多 く 含

む 。 4層 は 、 暗灰黄色 (2. 5Y5/2) を 呈 し 、 粒子が微細 で、 粘性がか な り 強 い 。 5層 は 、 黒褐色 ( 1OYR3/2)

を 呈 し 、 粒子が細 く 、 粘性が強 い 。 焼土や 炭化物粒子 を 含 む 。 6層 は 、 暗褐色 ( 1OY官3/4) を 呈 し 、 1 1層 よ

り や や 明 る く 、 粘性が強 い 。 7層 は 、 褐色 ( 10YR4/6) を 呈 し 、 黄褐色土 を 多量 に 含 む 。 締 ま り や 粘性 と も

に や や 弱 い 。 8層 は 、 黄褐色 (2. 5Y5/3) を 呈 し 、 黄褐色土粒 を 含 む 。 粘性がか な り 強 い 。

次 に 井戸 内 の 埋土 で あ る が、 上位 の層 は こ の井戸の廃棄後の堆積物 と 周 囲 の掘 り 方 の 埋土 が混 じ っ て い る

と 判 断 し て い る 。 ま た 、 分層 し に く い 部分 も あ っ た 。 こ の最初の層 を 9 層 と し 、 灰黄褐色 ( lOYR6/2) を 呈

す る 、 粒子の細 か い や や 強粘性の層 で あ る 。 焼土や炭化物粒子 を 多 く 含み 、 部分的 に ロ ー ム 土 を ブ ロ ッ ク 状

に 含 む 。 そ の 下 を 10層 と し 、 灰黄褐色 ( lOYR5/2) を 呈す る 粒子の細か い 、 や や 強粘性の 層 で あ る 。 焼 土 や

炭化物粒子 を 含 む 。 1 1層 は 黒褐色 (2. 5Y3/2) �灰黄褐色 ( 10YR5/2) を 呈 し 、 粒 子 は 微細 で 、 粘性がか な

り 強 い 。 12層 は黒褐色 (2. 5Y3/2) を 呈 し 、 木屑 や植物遺存体 を 多 く 含み 、 面 的 に 残 る 場合 も あ る 。 13層 は 、

黒褐色 (2. 5Y3/2) を 呈 し 、 粒子が細 か く 粘土 質 で あ る 。 植物遺体 を 多 く 含 む 。 14層 は 、 黒褐色 ( 10)官3/1 )

を 呈 し 、 粒子が微細 で 、 粘性がや や 強 い 。 部分的 に植物遺体 を 含み 、 ヒ ョ ウ タ ン ら し き も の も あ る 。 一部 に

- 251 -
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青灰色 (5B6/ 1 ) の ブ ロ ッ ク 土が 入 る 。 151習 は黒色 (7. 5Y2/l ) を 呈 し 、 粒 子 は 微細 で 、 肉 眼 で 観 察 で き る

ほ どの 植物遺体は確認で き な い 。 一 部 に 炭化物 ら し き も の も 含 む 。 16層 は緑灰色 (5G5/ 1 ) を 呈 し 、 青灰色

(5BG2/1 ) の 土 と 混 じ る 。 最下層 の 土 で、粘性強 く 粒子 は 細 か い 。 造物 は ほ と ん ど含 ま な い 。 湧 水層 で あ る 。

[ 出土遺物] [ 第207図 ・ 第208図1

1 178� 1180 は 須恵器の大型片 で あ る 。 い ず れ も 井戸の下層付近 で 出 土 し た も の で 、 最 下層 よ り も や や 仁位

に あ り 、 井戸i留 り の た め の も の か も し れ な い 。 大聾片 |三! 休 は 整形技法やJJ台土 か ら 見 て 同 一個 体 で あ る 。 1 181

は須恵器査の 口 縁 で あ る 。 小片 の た め |時期 は 不 明 で あ る 。

第208 図 で は 木 製 品 を 図 示 し て い る 。 1 182 � 1 184 は 径が5mm ほ どの様状の も の で 側 面 は 丁寧 に 削 ら れ て い

る 。 接 合で き な か っ た が 、 /:H 土状況か ら 考 え る と 本来 は l 本 だ っ た と 思 わ れ る 。 須恵器の大裂 の 出 土 し た付

近 に 、 半裁 し 中 を 制 り 貫い た ヒ ョ ウ タ ン が出土 し て い る 。 井戸 の 中 の ヒ ョ ウ タ ン と こ の棒状工具の組み 合 わ

せ は 、 他 県 に 類似例があ る よ う に ヒ ョ ウ タ ン に棒 を と お し て柄杓 に し た の で は な か ろ う か。

1 185は ー 木制 り 貰 き 井戸枠の残穴で、 図示 し た も の の 他 に 2 点 ほ ど小片があ る 。 調 査時 に は そ れ ら が円 形

円LFhd
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第 3 節 古墳時代終末~ 古代の遺構 と 遺物

の枠 と し て 井戸 内 の段か ら 少 し 落 ち た と こ ろ に 座 っ て い た 。 土層 断面 か ら み る と 上面 ま で伸 びて い た よ う で

あ る 。 復元径 は約70 -80cm ほ どで 、 途 中 か ら 下へ は 落 ち 込 ま な い よ う に な っ て い た 。 樹種 は ク ス ノ キ で あ

っ た 。

058日19 [第209図 ]

a - 32 グ リ ッ ド に位置す る 井戸跡で あ る 。 本来 は径が1 . 6 � 1 . 7m を 測 る 不整 円 の 井 戸 で あ ろ う が、 西側 に

舌状 に50cm ほ ど突 き 出 し た 落 ち 込みがあ り 、 上面か ら 階段状 に 3 段 に 段掘 り さ れ井戸 途 中 ま で 降 り て い る 。

深 さ は確認面 か ら 約2m を 測 る 。 こ の 突 き 出 し の 場所 は 、 井戸側 な ど を 設置 し た と き の も の か 、 井戸枠 を 抜

き 取 っ た 際 に掘 り 広 げた 跡 の も の の ど ち ら か と 推定 し て い る 。

こ の 井戸 は 当 初 、 上部 で 出 土 し て い た小型壷か ら 古墳時代前期 の も の と 考 え て い た が、 井戸 内 を 掘 り 下 げ

た段階で古代 の須恵器 な ど を 確認 し た の で古代 の井戸 と し た 。

埋土 は 、 確認面 か ら 大 き く 5 層 に 分割 し た 。 こ の う ち 、 層 と し て 確認 し て い る の は 4 層 と 5 層 で あ る 。 4

層 は オ リ ー プ黒色 (5Y3/1 ) を 呈 し 、 粘性 を 強 く 帯 び る が、 極端 に 締 ま り が な い 。 3大 の 木 片 や 炭粒 を 少量

含 む 。 5層 は オ リ ー プ黒色 (5Y3/2) を 呈 し 、 4層 に比べ粘性、 締 ま り 共 に や や 強 い 。 多 量 の 木 片 や 櫛 な ど の

遺物 を 含 む 。 こ の層 と 湧水層 の砂層 の境近 く で多 く の須恵器片 が出土 し た 。 ま た 、 使用 さ れ た 墨が こ の層 か

ら 出 土 し た 。 最 下 面 は 湧 水す る シ ル ト 層 で あ る た め 本来 の底 を 確認で き て い な い 。 絶対高 は2. 1m を 測 る 。

1 1 79 

1 1 
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第 E 章 調査の成果
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1 1 85 

50cm 

[出土遺物] 【第21 0図 ]

1 186 は土師器の高台付境で あ る 。 内外器面 と も 丁寧 な横方 向 の ミ ガ キ が施 さ れて い る 。 1 187 は 土 師器 の 杯

で底部 に 暗文 の よ う な 調 整痕があ る 。 1 188は古墳時代 の小型丸底歪で あ る 。 こ の 遺構の検出 時 に縁付近 に あ

っ た も の で あ る 。

1 189は 墨 で あ る 。 最下層 か ら 出 土 し た 。 か な り 使い 込 ん で お り 、 下方 は使用 に の た め斜め に磨耗 し て い る 。

表面 は磨耗 し て何 の 痕跡 も な い 。 本来の形態や成分な ど に つ い て確認 し て い な い 。

1 190は 木簡様の板材 で あ る 。 頭頂部が斜め に切 ら れ、 側 面 は滑 ら か に 落 と さ れて い る 。 文字 は確認で き な

か っ た 。 も う 一点 同 じ も の は あ る が、 そ ち ら も 文字 は確認で き な い 。 い ず れ も 樹種 は マ ツ 科モ ミ 属 で あ っ た 。

1 191 は櫛 で あ る 。 こ れ は最下層 か ら 出 土 し た 。 泥 を さ ら っ て水洗 し 、 櫛歯 を 20枚以上 回収 し た が、 接合は

日qL
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で き な か っ た 。 樹種 は マ ン サ ク 科 イ ス ノ キ 属 イ ス ノ キ で あ っ た 。

04SE043 [第21 1図]

Y- 29 グ リ ッ ド に 位 置 し 、 4SX038の 一部 を な す遺構で あ る 。 掘形の 平面形状 は 不 整 円 形で南北3. 1m、 東

西3. 2m を 測 る 。 底面 は砂層 ま で掘 り 切 り 、 出水が多 く 掘 り 下 げ を 断念 し た た め 不 明 で あ る が、 遺構確認面

か ら の 深 さ は3. 0m を 測 る 。 断面形態 は 上面が緩やか に傾斜 し 、 急激 に 落 ち ほ ほ V 字状 を 成 し て お り 、 最 下

面 は 尖 り 先細 り 形 を 呈 し て い る 。 井戸 と し て は 素掘 り の も の であ る 。 井戸 の 上層 か ら は 、 木簡様木製 品 ・ 木

片 ・ 種子 な どが出土 し て い る 。

4SX038 を 掘 り 下 げ 中 に 円 形の形状 を 確認 し 、 そ こ を 後 に 掘 り 下 げ た 結果確認 し た も の で あ る 。 4SX038 に

お け る 役割 を 想定 で き る が、 具体的 な 役 割 は 不 明 で あ る 。 た だ 、 4SX038が祭杷 的 な 遺構 で あ る こ と か ら 、

こ の遺構 も 水辺 の 祭杷 に かか る も の と 推定 し て い る 。

こ の 井戸跡 は 出 土遺物 を 検討 し た結果、 4SE017や5SE059な どか ら 出 土 し た 遺物 よ り 古 い 遺物 が出 土 し て

お り 、 こ れ ら よ り 古 い 井戸 と 考 え て い る O

井戸 の最下層 は や や不正確 で あ る が、 最下部の絶対高 は2. 92m 付近 で あ る 。

埋土 の 注記 は 以下 の と お り で 、 大 き く 4 層 に 分層 し た 。 遺物 は I 層 に 集 中 し て い る 。

1 層 は 、 オ リ ー ブ黒色 (7. 5Y3/1 ) を 呈す る 粘質土層 で 、 肌理が細 か く 、 よ く 締 ま る 。 あ ま り 不純物 は 含

ま な い 。 2層 は 、 オ リ ー ブ黒色 (lOY3/1 ) を 呈 し 、 基本的 に 粘質土 だが、 若干砂 も 混 じ り 、 締 ま り があ る 。
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所 々 に 灰 オ リ ー ブ色 (7. 5Y5/2) の極小の ブ ロ ッ ク 含 む。 3層 は 、 日音 オ リ ー ブ灰色 (2. 5GY3/l) を 呈 し 、 基

本 的 に 粘 質土 で そ れ に黒褐色土が混 じ っ て い る 。 所 々 に植物繊維 を 含 み 、 黄土色や青灰色 の 粒子が極 く 少量

み ら れ る 。 41層冒 は 、 緑灰色 (1 叩OG6ν11υ) を 呈 し 、 硬しいミ斗ftï í

』げT る 。

[ 出 土遺物] [第21 2図~第21 4図 ]

4SX038 と の 関係 が明確 で あ る た め 、 上 面 の も の は4SX038の遺物 と し 、 明 ら か に こ の 井 戸 の 埋土 中 か ら 出

土 し た も の を 図化 す る こ と に し た 。 た だ し 、 遺物 の 出 土層 は l 層 か ら 2 層 の 上 面 で あ り 、 下層 に は ほ と ん ど

含 ま れ て い な い 。 従 っ て 、 こ の遺構の遺物 の 大 半 は 上位 に あ り 、 そ の 中 か ら の遺物 で あ る 。

須恵器 に は 、 蓋坪 - 杯 ・ 高 台付 杯 ・ 小型壷 ・ 横瓶 な どが出土 し て い る 。

1 193 ・ 1 195 は杯蓋で、 返 し を わ ず か に 残 し 、 擬宝珠のつ ま み を 持つ も の で あ る 。 つ ま み近 く は 回 転ヘ ラ 削

り が施 さ れ る 。 口 径 は 1 193が1 1 . Ocm、 1 195が1 1 . 7cm を そ れぞれ測 る 。 口 径 の 違 い か ら 1 193 を 小蓋 と す る 。

杯 身 は 2 種 に 分け ら れ る 。 1 192の 受 け 部 は し っ か り し て い る が、 立 ち 上が り を わ ず か に持つ も の で あ る 。

底部外面 に 回 転ヘ ラ 削 り を 持つ 。 内 器面底部 に 「ー」 の字様の ヘ ラ 記号 を も っ o 1 1 94 ・ 1 1 96 ・ 1 1 98 ・ 1 199 は

口 佳 10 . 4 �  1 1 .  7cm を 測 る 杯で 器高 の 違 い が わ ず か に あ る 。 外底面 に へ ラ 削 り があ る 。 1 197 は 一 応 杯 に し て

お く が、 底 径 と 推定器高の様子 か ら 椀蓋 か も し れ な い 。 1200 は外底面 に 「井」 の 字様の へ ラ 記号 を も っ 。 底

径が狭 く 立 ち 上が り が開 く 器71� は平安時代 の も の で あ る 可能性があ る 。

1202 � 1204 は 、 高台イ寸土不 で 、 口 径 が1 1 . 9cm 前 後 、 器高が4 . 1cm ほ ど、 高 台 径 が7cm 前 後 を 測 る 。 ほ ほ 同

型 で あ る が、 高 台 の 状況が各個 体 で わ ず か に 異 な る 。 1203 の 高 台 は 直 に 伸 び端 部 がや や 角 張 る の に 対 し 、

1202 と 1204 は よ り 聞 く も の で あ る 。

1201 1ま一応椀 と す る が、 全体が不 明確で、 あ る た め こ れ以上ふ れ な い 。

1205は小型査で 、 復元 口 径6. 4cm を 測 る 。 Jl何部最大径 は 下位 に あ る 。 底部付近 に は へ ラ 削 り がは い る 。

1206 は横瓶の胴部 と 考 え ら れ る が、 頭部以上がな い の で あ く ま で も 推定 で あ る 。 Jl岡 部 の 一端 は 卵 形 を つ く

り 、 す ほめ た 所 に 粘土蓋 を f!l!i り 付 け た部分があ る 。 外器面 に は 同心 円 状の カ キ メ が残 る こ と な どか ら こ の 器
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種 と 判 断 し た 。

1207 ・ 1208 ・ 1210 ・ 121 1 ・ 1213 ・ 1216 は ほ ぼ同 じ種類の土師器の杯であ る 。 い ずれ も 上層 出 土 の 遺物 で 、

口 径 は 10. 8� 13 . Ocm、 器高 を 測 る 。 口 縁部 は 体部 の 中位付近で屈 曲 し 、 上位がや や 内傾 す る も の で あ る 。

1207 ・ 1208 は 内外器面 に 赤彩 が施 さ れ る 。 1210 ・ 121 1 は 内外器面 に 黒色顔料が塗布 さ れ て い る 。 特 に 1210 ・

1216 は 内 器面 に 暗文が施 さ れて い る 。 1213 は 、 上記の も の に似 る が 中 位 の 稜が明確で な い 。 内外器面 に は ミ

ガ キ が入 る 。

1209 ・ 1212 ・ 1217 ・ 1215は土 師器 の 杯 で 口 径が15. 8� 17. 8cm を 測 り 、 や や 差 が あ る が 口 縁 部 が開 く も の

で あ る 。 器高が 口 径 に 比べ器高が低 い 。 1209 ・ 1212 は赤彩が施 さ れ る 。 1215 は 内外器面 に 黒色顔料が施 さ れ

る 。

1214 も 土 師器の杯で、 口 径部近 く に 弱 い稜が入 り そ れ を 境 に 調整が変 わ る 。 そ の 部分か ら 下 に は 内外器面

と も ヘ ラ ミ ガ キ が入 る 。 口 径 は 13. 9cm を 測 る 。 1218 は 口 縁 か ら 直 に 底 部 へ 降 り る 。 復 元 口 径17. 8cm を 測

る 。 内外器面 に 黒色顔料が施 さ れ る 。

1219 � 1221 は 土 師 器 の 杯 で あ る 。 復元 口 径 は 15. 7 �  16.  7cm、 器高が約6. 7cm を 測 る O 器表面 に は 赤彩 が

か な り 残 っ て い る 。 ミ ガ キ 部分 も あ る 。

1222 は 一応土 師器の 杯 と し た 。 破片 で 内外器面 に は ミ ガ キ が施 さ れ、 内 器面 に底部 に は 暗文 が施 さ れ て い

る 。 黒色顔料が施 さ れ る 。
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第 E 章 調査の成果

1223 は 口 縁部 の 聞 き 具合が体部 の 屈 曲 部 か ら 開 く の で一応土 師器の 蓋 に し た 。 口 縁部径 は 12. 4cm、 器高

が5. 2cm を 測 る 。 器表面 に は横 ナ デが施 さ れ、 外器面 は 赤彩 さ れ て い る 。 天井部 は 手持 ち へ ラ 削 り が施 さ

れ る 。

122准 は 土 師器の 棄 の 破片 で 、 胴部上位 か ら 口縁部 ま で の も の で あ る 。 頭部か ら 直気味 に 胴部へ続 く 。

1225 ・ 1226 は 土 師器 の 高 坪 の 杯部 で あ る 。 か な り 口 縁 は 立 つ 。 1225 は 復 元 口 径1 1 . 0cm、 1226 は 口 径14. 5

cm を 測 り 、 大 き さ は 異 な る 。 ど ち ら も 内外器面 と も 丁寧 な ミ ガ キ が施 さ れ て い る 。 脚 部 が な い の で 全体形

は 不 明 で あ る 。

1227- 1231 は 土 師器の盤 で あ る が、 器形の特徴か ら 1227、 1228、 1229 ・ 1230、 1231 の 4 種類 に 分 け ら れ る 。

1227は 、 口 径17. 3cm、 器高3. 7cm を 測 る 。 内外器面 は ヘ ラ 削 り の 後 ミ ガ キ が施 さ れ る 。 体部 に 最大径があ

り 、 口 縁部 は 内傾す る 。 全面 に 赤彩 が施 さ れ る 。 1228は器高が浅 く 、 体部があ ま り な い 。 復元 口 径 は 17. 0cm

を 測 る 。 内外器面 に 赤彩 が施 さ れ る 。 1229 ・ 1230 は や や 異 な る も の の よ く 似 て い る 。 体部か ら や や外反 し な

が ら 端部 に 至 る 。 口 径 は22. 2 - 22.  6cm、 器高 が3. 4-3. 5cm を 測 る 。 1231 は 復元 口 径が20. 0cm を 測 る 。 外

器面 に は赤彩が施 さ れ る 。

1232 - 1245 は 木 製品 及 び木片 で あ る 。 製品 と し て 分か る も の は 1245 ・ 1239で あ る 。 1245 は小型 の槽 の破片

で 、 幅6. 0cm を 測 る 。 樹種 は ツ ツ ジ科ス ノ キ 属 シ ャ シ ャ ン ボ で あ る 。 1239 は 一応紡錘車 と し て い る 。 一 木

の マ ツ 科マ ツ 属 (二葉松類) を 長 さ 4. 7cm に切 り 取 っ た も の で、 中 心部 に は 径0. 5cm ほ ど の 穴 が通 っ て い

る 。

1240 ・ 1238 ・ 1243 は柄で あ る 。 そ の ほ か は 木片 で あ る 。

05SE024 [第215図 】

a - 33 グ リ ッ ド に 位置 す る 井戸跡で あ る 。 掘 り 方 の 平面形状 は 不 整 円 形 で 長 軸 が1 . 6m、 短軸 が1 . 4m、 遺

構確認面 か ら の深 さ が1 . 4m を 測 る 。 断面形 は 、 ロ ー ト 状 を 呈す る 。 当 初4SX038 を 掘 り 下 げて い る 際 に 青灰

色 の粘質土 中 に 環状の や や 白 み がか っ た線が見 え た 。 円形の土坑が掘 ら れ て い る も の判 断 し 、 掘 り 下 げた が

そ の と き は 明確 に 輪郭がつ か め な か っ た 。 そ の 後4SX038 を あ る 程度 の 掘 り 下 げて い く 過程 で 、 再度 の こ の

遺構 を と ら え る こ と がで き た 。 そ の 結果、 こ の遺構が4SX038 と 重複 も し く は4SX038 に 伴 う 井戸 と し て 認識

で き た 。 そ の後 は 通常 の 井戸跡の掘削方法 に あ わせて 4 分割 し 、 対面部分 2 箇所の掘 り 下 げ を 進 め た 。 そ の

途 中 で木製 品 や 土器片 が出 土 し た 。

以 下 に 埋土 の 概略 を 述べ る が、 土層 は4SX038 と も 共通す る 部分があ っ た と 推定 で き る が、 上記 の 理 由 に

よ り 、 遺構 と し て 明確 に確認で き た 以後の も の し か こ こ で は ふ れ な い 。 1層 は 暗褐色 ( 町田3/3) シ ル ト 層

で あ る 。 や や 硬 め で締 ま る が粘性 は あ ま り な い 。 0. 3- lOmm 程 の 焼土粒、 2 - 3mm 程度 の 炭化物 を 所 々 に

含 む 。 ま た 、 酸化鉄 を 含 ん だ オ レ ン ジ状の塊 も 所 々 に み ら れ る 。 多 く の 遺物 の 入 る 包含層 で 、 完形の須恵器

塊 も 出 土 し て い る 。 こ の 層 自 体 は 流 れ こ み に よ っ て で き た層 の 可 能性 も あ る 。 2層 は 、 黒褐色 (1OYR3/2)

粘性 シ ル ト 層 で 、 l層 と 比べ や わ ら か く 粘性 も み ら れ る 。 3 - 5mm 程 の 少喋 を 含 む 。 3 - 10mm の 焼土粒、 3

- lOmm の 炭化物 を 多 く 含 む 。 遺物 は 土 師器の破片 を 少量含む。 3層 は 、 黒褐色 ( lOY百3/1 ) 粘性 シ ル ト 層

で あ る 。 1 -3mm の 焼土粒 や 3 - lOmm の 炭化物粒子 も 所 々 に 含 む が、 l 、 2層 ほ ど多 く は な い 。 遺物 は 含

ま な い 。 所 々 に マ ン ガ ン 粒子 も み ら れ る 。 4層 は 、 褐灰色 (町田4/1 ) 粘土層 で あ る 。 と て も や わ ら か く 粘

性が強 い 。 3層 と 同 じ く マ ン ガ ン 粒子 を 含む 。 遺物 は み ら れ な い 。 炭化物粒子 も 所 々 に 含 む 。 5層 は 、 褐灰色

(l0YR4/1 ) 粘土層 で あ る 。 4層 と 同様や わ ら か く 粘性があ る 。 3 - 5mm の 炭化物粒子や 同 レ ベ ル の 地 山 と

な る 黄褐色粒土層 の や わ ら か い 粒子 ( 5 - lOmm) を 含 む。 遺物 を 少量含 む 。 6層 は 黒 色 (l0YR2/1 ) 粘土

層 で 、 井戸の最下位 の 埋土層 で あ る 。 粘性が強 い が、 や わ ら か い 粘土層 で あ る 。 遺物 を 少量含む 。
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第 E 章 調査の成果

\ 

[出土遺物] [第216図 1
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2m 

図化 し た の は 、 土師器の杯 1 点 、 須恵、器の高台付塊 1 点 、 土師器の聾 1 点 で あ る 。 い ず れ の 遺物 も こ の 遺

構 の 上位層 か ら 出 土 し た も の で 、 こ の井戸の使用 時期 を 示す も の で は な い が、 時期特定 の 際 の 参考 に は な る

で あ ろ う 。

1246の 杯 は 、 口 径13 . 2cm 、 高 さ 2 . 7cm を 測 る 。 口 縁部 は や や 反 る 。 底面 に は ヘ ラ 切 り 離 し の 跡 が残 る 。

1247は 須 恵 器の 高 台付塊で あ る 。 高 台 は 低 く 断面方形で先端 は や や 丸 く な る 傾 向 に あ る 。 口 径1 1 . 8cm、 器

高4. 9cm を 測 る 。 外底面 に は ヘ ラ 削 り に よ る 調整痕が残 る 。 1248 は 土 師器 の 聾 で胴 部 がや や 張 る 。 頚部 は

少 し す ほ ま り 、 口 縁部 は短 く 、 か な り 外側 に 反 り 返 る も の で あ る 。 復元 口 径 は26. 2cm を 測 る 。 内 器面 の ヘ

ラ 削 り は斜め方向 で あ る 。 外器面 に は縦方向 の ハ ケ 目 が残 る 。
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( 5  ) 土坑 と 出 土遺物

04SK040 [ 第21 7図]

V - 26 ・ 27 グ リ ッ ド に 位 置 す る 土 坑 で

あ る 。 掘 り 方 は 不 整形 で 凹 凸 があ る 。 長

軌 で30 1m、 短軸で、30 0m を 測 る 。 緩 や か

に 落 ち 込み 、 深 さ は 最大 で、確認面 か ら 10

cm ほ どで あ る 。 水 田 遺 構 に 関 係 す る 遺

構 と 推定 し た が そ れ以 降 の 遺構 で あ る 可

能 性 も あ る 。 出 土 遺 物 か ら は 、 7世 紀 後

半か ら 末 に か け て の 時 期 が想定で き る 。

[ 出 土遺物] [ 第21 8図 ・ 第258図 1 61 7]

こ の 遺構か ら 出 土 し た 遺 物 の う ち 図 化

し た の は 、 須 恵、 器杯 蓋1249、 須 恵 器坪

1253、 須恵器高杯1617、 土 師器杯1254 ・ 1255、 二|二 師器壷1256 ・ 1259で あ る 。

でこ仁二ヲグ
1 24 6 ミ七J

1 24 7 

1 248 

。 20cm 

第21 6図 5SE024出土土器実測図

須恵器蓋1249 は 、 宝珠つ ま み の つ く も の で 外器面天井部 は 回 転へ ラ 切 り 離 し痕 が残 り 、 器高が高 め の も の

で あ る 。 返 し は わ ず か に 認 め ら れ る が、 内 側 に 入 っ て い る 。 口 径 は 1 1 . 7cm を 測 る 。 i不1253 は 口 縁 か ら 体部

下部 ま で の 破 片 で 、 復 元 口 径が150 5cm、 器高が30 6cm 以 上 を 測 る 。 底 径 は稜線部分で、 lOcm ほ どで あ る 。

須恵器高杯1617は グ リ ッ ド一括 に 入 れ て い た が こ こ で述べ る 。 )阿 部 は 欠損 し 、 土不部 だ け が残 る 。 均二部 は か
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な り 直 に 立 ち 上が り 、 口 縁端部がや や肥厚す る 。 復元 口 径 は 13. 8cm を 測 る 。 底 部付近 は 回 転ヘ ラ 削 り が入

る 。

土 師器杯1254 は 、 口 縁部 がや や 肥厚 し 端部で細 く な る 。 外器面 に は 口 唇部 か ら 1cm 弱 の と こ ろ に 稜線が

巡 る 。 外底面 は手持ち へ ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 内外面 と も 黒色顔料が丁寧塗 ら れ て い る 。 在地系の 土器で

あ る 。 口径が1 1 . 7cm、 器高が4. 9cm を 測 る 。 1255は復元 口径が17. 1cm、 高 さ 5. 2cm を 測 る 大 型 の 杯 で 、 内

外器面 に は赤色顔料の痕跡が残 り 、 全面 に 塗布 さ れて い た よ う で あ る 。 口 縁 は 内湾気味 に 立 ち 上が り 、 端部

は 尖 り 気味 に な る 。 外来的要素が強 い 。

1256 は 混入 し た も の で 、 古墳時代前期 の二重 口縁査 の頭部か ら 胴部上位部分で あ る 。 頚部 は 直 に 立 ち 上が

る 。 内 器面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 1259 も 同様 に 古墳時代前期 の小型壷の 口縁部か ら 頭部 ま で の 破片 で あ

る 。 口 縁部 は か な り 直 に 立 ち 上が り 、 口縁端部 は 尖 り 気味で あ る 。

0450051 [第251図】

こ の 遺構 は 、 先 の 古墳時代 の 節 で述べて い る 溝遺構 と 平行 に な る 状況 で 出 土 し て い る 。 こ の溝 自 体 は 玉 名

市側 の調査区 ま で続 い て い る 。 断面 は緩や か に 落 ち 込み 、 途 中 で屈 曲 し な が ら 伸 びる 。 水 田 跡 に伴 う 溝遺構

と し て 考 え ら れ る 。

[出土遺物] 【第218図 ]

こ の 遺構 に伴 う の は 第218図 中 の須恵器1250 ・ 1251 、 土師器1257 ・ 1258で あ る 。

須恵器蓋1250は 、 破片 の た め頂部が欠 け ツ マ ミ の有無 は 不 明 で あ る が、 他 の類例 と 形態 か ら 判 断 し て こ れ

に は つ ま みがあ っ た も の と 推定で き る 。 か な り 水平 に 近 い が返 し部分で や や横 に 伸 びる よ う に な る 。 返 し は

ほ と ん ど退化 し 、 わ ずか な 痕跡 が残 る 。 復元 口 径 は 13. 6cm を 測 る 。 蓋1251 は 1250 よ り も 器高 が高 く 、 や は

り つ ま み がつ く も の で あ る 。 返 し は ほ と ん ど退化す る も の の痕跡 と し て は し っ か り 残 っ て い る 。 天井頂部 に

は へ ラ 切 り 離 し 痕がそ の ま ま 残 る 。 復元 口 径 は 14. 6cm を 測 る 。
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第 3 節 古墳時代終末 ~古代の遺稿 と 造物

1257は土師器のj不 で 、 口 径 は 不 明 で、 あ る が休部が立 ち 上が り 、

口縁端部がlBjt く な っ て い く 。 1258 は 土 師 器 の 牒で 、 イ本部 か ら 口

縁部 の 立 ち 上が り が割 と 緩や か で 、 外器面 に 回 転 ナ デが残 る 。

復 元 口 径 は 15 . 0cm を 測 る 。

2 m  

05SK057 [ 第21 9図 ]

c-34 グ リ ッ ド に 位 置 す る 土 坑 で、 あ る 。 造 物 の 出 土 は あ る が

近 世 の iWJ'近 く で も あ り 、 何 ら かの撹乱 に よ る も の か も し れ な い 。

不整形で あ る 。 確認 に 際 し て は何度 も 精査 し 輪郭 を 抽 出 し た が、

明確 に は で き な か っ た 。 た だ 、 埋 土 の 違 い を 頼 り に掘 り 進 め 形

態 を 石信志 し た 。 平面形 は 不 整 形 な 楕 円 形 を 呈 し て い る 。 長期11 が

1 . 2m 、 短]Iilll が0. 52m ほ ど で 、 確 認 面 か ら の 深 さ は 25cm ほ ど

で あ る 。 埋土 中 か ら 古代 の 造物が出 土 し た 。

埋土 は 、 一層 の み で灰黄褐 ( lOYR4/2) を 呈す る 、 あ ま り 締 ま り の な い 粘 質土 で あ る 。 少量粒子が混 じ り 、

極少量焼土粒子 (直径1cm 程) が混 じ る 。

[ 出土遺物] [第220図}

1260は須恵器の 片 口 鉢で あ る 。 外面胴部 に把手の痕跡が、 類例か ら 一対 持っ と 推定で き る 。 口 径 が35. 0cm、

復元器高 16. 9cm を 測 る 。 内 器商 に は 同心 円 タ タ キ 当 て 具痕が残 る 。 1261 は 須 盟、 器 の 蓋 で あ る 。 返 し が な く

な り 、 縁が直 に 立 つ 。 擬宝珠 ツ マ ミ を 持つ 。 仁l 径3 1 . OCl11 を il!iJ る 。 1262 は 須恵 器 の 長 頚 壷 の 胴 部 か ら 底 部 に

か け て の も の で あ る 。 胴 部 の 屈 曲 部 に 突帯状の突 き 出 し が回 る 。 高 台 が付 く が外 れ て い る 。 胴 部 の 最 大 径 は

O 20cm 
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第 田 章 調査の成果

27. 2cm を 測 る 。 1263 は 土 師 器 の 甑の把手で先端部 は と が っ て い る 。

05SK058 [ 第221 図 ]

こ れ も 上記 と 同様で 同 じ 性格の遺構 ? の 司 能性があ る 。 不整形 な輪郭で あ る が、 埋土 の撹乱 の 影響 も 否定

で き な い。 か な り 不整 形 で 、 調査の際の遺構の確認違 い の 可能性は あ る 。 た だ造物 の 出 土 は こ の 範 囲 に 限 ら

れ て い る の で一応以 降 と し て お く 。 確認面か ら の深 さ は 15cm ほ どで あ る 。

[ 出 土遺物] [ 第222図]

い ず れ も 須恵 器 で あ る 。 1264 は 低い ツ マ ミ の つ く 叢で あ る 。 返 し は な く 端部 の 立 ち 上が り も 低い 。 口 径 は

14. 1cm、 器高 は や や 高 く 2. 7cm を 測 る 。 1265 は杯で あ る 。 口 径 12. 4cm、 底径8. 1 cm を 測 り 、 と も に径 が広

い が、 器 高 が3 . 4cm を 測 り 低 い 。 外底面 に は 回 転 へ ラ 切 り 離 し 痕 が残 る 。 1266 と 1267 は と も に 高 台 の 付 く

盤 で あ る 。 1266 は 口 径17. 0cm、 底径13. 8cm、 器高2. 8cm を rJ!U り 、 1267は復元 口 径 18. 6cm、 復元底径14. 0cm、

器高2. 5cm を 測 り 、 ほ ぼ同 時 期 の も の で あ る 。

( 6 )  4SX038及び関連遺構 と 出土遺物

04SX038 [ 第223図~第225図]

こ の 遺構 は い く つ か の 遺構の複合 し た も の と 考 え る 。 調査四 区 で確認 し た も の で Y- 28 グ リ ッ ド の南 側 か

ら y . Z - 29へ と 青灰 色 の 粘土層 を 認 め た 。 遺物がか な り た く さ ん 集 中 す る 場所 で あ っ た 。 7世紀後 半 ~ 古

代 の 土 師器 ・ 須 恵 器 が完JI� に 近 い JI� で 次 々 と 出 土 し た。 掘 り 進 め る ヰl で井 戸 跡 (4SE043) を 確認 し た 。 先

に 延 ば し て い く と 東西 に 走 る 溝状遺構 に到達 し た 。 こ の遺構は上部 に 多量 の 古 代 の 土 師 器 ・ 須恵器 を 包含 し

て い た 。 こ の遺 構 は 調 査 四 区 に も 続 き 、 一連の遺構 と し て 処理す る こ と と し た 。 調 査 中 は 第 4 次調査 で は 井

戸 か ら 大溝状遺構 に 流 れ込 む ま で を SX - 38 と し 、 大溝状追構 を SD - 49 と し て 処 理 し て い た 。 た だ、 遺 物

ザ
亡》
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第 3 節 古墳時代終末~古代の遺構 と 遺物

取 り 上 げ に 際 し て は SD - 49の 上 面 を SX- 38 と し

た 。 ま た 、 第 5 次調査で は 当 初 か ら こ の 大溝状遺構

を S - 049 と し て 処 理 し て い た 。 も ち ろ ん そ の 上 面

に は古代 の遺物が入 っ て い た 。 こ の よ う に 調査 中 で

は遺構 に 対 し て の 首尾 一貫性がな か っ た の で整理の

際 に 混乱す る こ と と な っ た 。 そ こ で整理段 階 で は 困

難 を 極 め た が、 一応 Y- 28 グ リ ッ ド南 か ら 大溝状遺

構 に 至 る 部分 は4SE043 を 含め て4SX038 と ま ず と ら

え 、 さ ら に 大溝状遺構 の 古代 の 遺物 の 出 土す る 層 ま

で も 4SX038 に 含 め る こ と と し た 。 し た が っ て 、 大

溝状遺構 に か か る 4SX038 と 4SX049 は 一 部 共 有 す る

形 に な っ た 。 遺物 の 仕分 け は単純 に 古代 の遺物 の 入

っ て い る 層 ま で と し た が、 た ぶ ん 当 時水 の 流 れがあ

っ た 場所 と 考 え ら れ る の で、遺物 が水流 の 影響で沈み

込む 可能性があ る 。 し た が っ て 遺構の 関係 は 大 ま か

に し か と れ ら れ な い の も 事実で あ る 。

遺構 の 形状 は4SX049の 大溝状遺構 に 井戸 を 伴 う

突 き 出 し が着 い た よ う に な っ て お り 、 溝 と し て か ろ う じ て 存続 し て い た4SX049 に 井 戸 か ら の 水 を 流 し 込 む

こ と で

三二主ミミ
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第222図 5SK058出土土器実測図

1 層 は灰 白 色 ( 1OYR2/2) を 呈 し 、 締 ま っ た 土 に 細 か い 粒子 を 含 む 。 3mm � lcm の 焼土粒 、 3 � 5mm の

炭化物 な ど を 含 む粘土層 で あ る 。 乾 く と 非常 に 硬 く 締 ま る 。 粘性 は あ ま り な い 。 2層 は 黒褐 色 (5Y2/2) を

呈す る や や締 ま っ た 土 に 少量 の 酸化鉄 を 含む 。 粘性が高 く 、 や わ ら か い 粘土層 で あ る 。 部分的 に (上層 と 下

層 に 2 �3mm の 炭化物様 の 黒 色 の粒子 を 含 む。 ま た 、 全体的 に 酸化鉄 の 縦縞 や 塊 を 含 む 。 l層 よ り 灰 色 が

少 し 濃 い 。 3層 は 黒褐色 (2 . 5Y3/1 ) � オ リ ー ブ黒色 (7. 5Y3/1 ) を 呈 し 、 き め細 か い 土 に 酸化鉄 ・ 少量 の 炭化

物 を 含む 。 2層 と ほ ぼ同 じ 性 質 だ が、 炭化物粒子 ・ 焼土粒 と 思 わ れ る 赤 い粒子や黄色 い粒子 を 多 く 含 む 。 4層

は黒褐色 ( 1OYR3/1 ) � 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 き め 細 か い 土 に 酸化鉄 ・ 微量 の 炭化物 を 含 む 。 2層 と 3 層

よ り 更 に 暗灰色が強 く な っ て い る 粘土層 で あ る 。 2、 3層 よ り や わ ら か く 粘質 も 強 い 。 よ り 6 層 に 近 い 。 所 々

に 炭化物粒子や黄色 い粒子、 酸化鉄の帯 を 含 む。 5層 は 、 黒色 (5Y2/1 ) � 黒褐色 (2 . 5Y3/2) を 呈 し 、 き め

細 か い 土 に 酸化鉄 ・ 微量 の灰褐色 の 土 で 、 細 か い粒子 を 含 む。 4層 と は 明 ら か に 違 い 、 砂粒 を 多 く 含 む 粘土

層 で あ る 。 炭化物粒子、 黄色 い 粒子、 酸化鉄 の 帯 を 含み 、 更 に 6 層 に 近 い 、 暗灰色 に 近 い色 を し て い る 。 6

層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/1 ) を 呈 し 、 き め 細 か い 土 に 細 か い粒子 を 含 む 。 オ ①層 は 、 暗灰色 を 呈 し 、 や わ ら か

く て粘性の 高 い 粘土層 で あ る 。 井戸 の4SE043内 の 最上層 と 思 わ れ る 。 4SX038内 で4SE043 を 遺構 と し て 認識

で き た最初の層 で あ る 。

[出土遺物] [第226図~第242図 ]

出土 し た 遺物 に は 器種の特異性があ る O 極端 に 器種が杯等 に 集 中 す る 傾 向 があ る 。 し か も 完形 も し く は 当

時完形 だ、 っ た と 思 わ れ る も の の 多 さ で あ る 。

図化 し た の は 、 須恵器 (杯蓋48点 、 査蓋 3 点、 杯24点、 塊 6 点 、 盤 4 点 、 高坪 5 点 、 耳付杯 2 点 、 鉢 2 点 、

中 聾 6 点 、 大翠 2 点 、 査13点 、 横瓶 2 点 、 提瓶 l 点) 、 土師器 (坪蓋 4 点 、 塊 3 点 、 聾 10点 、 査 2 点 、 脚付鉢

1 点 、 鉢 1 点 、 土錘 l 点 、 古墳の 査 7 点 、 甑の把手 3 点 、 古墳聾 1 点 ) 、 金属 器 (耳環l 、 帯金具 1 ) 、 木製 品 9

点 で あ る 。
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第 3 節 古墳時代終末 ~古代の遺構 と 遺物

ζご〉

。

第224図 4SX038部分実測図

⑥竺(O)4SK即

5 m  

須恵器は 1268 � 1384で あ る 。 い ずれ も 古墳時代終末か ら 古代 に か け て の も の がほ と ん どで あ る 。 身 に 返 し

の残 る 杯 ・ 蓋 と 、 そ れが消 え て し ま い つ ま み の付 く 蓋が出 土 し 、 層 的 に 分離 は 困 難 で あ る が、 傾 向 は編年 に

沿 う よ う で あ る 。

提瓶が 1 点 出 土 し た が、 こ れ は 溝 の 上部か ら か な り 散乱 し た状態 で 出 土 し て お り 、 か な り 離れ た グ リ ッ ド

と の接合 も あ る の で 、 流水 に よ り 流 れ込 ん だ物 であ る 可能性が高 い 。

1268� 1295、 1297、 1299、 1301 、 1303 、 1305� 131 1 、 1313 � 1317、 1319� 1323、 1325 は 、 須恵器 の 坪 蓋 で

あ る 。 形態的 に は 大 き さ と 返 し の有無、 器高 な ど に よ り 細分で き る 。 時期的 に は 7 世紀後半 � 8 世紀前半 ま

での も の が主 で あ る 。 高台付坪 に お い て も ほ ぼ同 時期 の も の が出土 し て い る 。 盤 は小 型 の も の が多 い 。 聾類

は 少 な く 、 た ま た ま そ こ に 入 っ た も の の 可能性があ る 。 入 っ た も の は破片が多 い 。 遺構の 上 部 で、見 つ か っ た

も の に は他の遺構 と の接合例 が多 い 。

1268 ・ 1269 は 杯 蓋 で 古 手 の も の で あ る 。 口 径 が9. 2cm、 器高 が4. 0cm を 測 る 。 1269 は 復 元 口 径 が12. 0cm

を 測 る 。 こ れ ら は 身 に 返 し を 持つ も の の 蓋 で あ ろ う 。 1270 ・ 1271 ・ 1325 は 査 の 蓋 と 考 え ら れ る 。 体部が直 に

な っ て 口 唇部 に 至 る 。 1270 は 口 径が9. 7cm、 1271 は 口 径が9. 0cm、 1325 は復元 口 径 が9. 6cm を 測 る 。 1270 は

他の も の に比べて器形は異 な る 。 1270 ・ 1325は 天井部外器面 に ヘ ラ 記号が書か れ る 。

1272 � 1275 は 天井部 に は ツ マ ミ が な く 、 短い返 し があ る も の で、 返 し 部がや や突 き 出 す も の で あ る 。 い ず
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第225図 4SX038部分実測 図

れ も 天井部 の頂部付 近 に は 回転ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 口 径 は lOcm 前後 を 測 る 。 器 高 は2. 3cm ほ どで あ る 。

1275 に は 天井部内器面 に へ ラ 記号 が入 る 。 1276 ・ 1279 ・ 1280 も 返 し を 持つ も の で あ る が、 返 し 部 は天井部か

ら 口縁 ま で そ の ま ま 伸 び る も の で あ る 。 1276 ・ 1280の 口 径 は 10cm ほ どで 、 器 高 は 2 . 5cm ほ ど を 測 る 。 1279

は器高が2 . 9cm を 測 る 。 1280の 内 器面 に は ヘ ラ 記号が入 る 。

1277は 擬宝珠 を 持つ 蓋 で 、 返 し が や や 突 き 出 て い る 。 口 径が15. 7cm を 測 る 。 1278 は 宝 珠 を 持つ 蓋で 、 返

し は や や 出 て い る 。 復 元 口 径 は9. 8cm を 測 る 。

1281 ・ 1282 ・ 1283 ・ 1284 は 口 径 が1O. 5cm 前 後 を 測 る も の で 、 返 し は 短 い 。 1285 は 、 復 元 口 径 が12. 2cm

を 測 る 。 宝珠の 有無 は 欠損 し て い る た め不 明 で あ る 。

1286 � 1294 ・ 1303 ・ 1305 ・ 1306 は ツ マ ミ を 持つ も の で 、 ツ マ ミ は 擬宝珠で あ る 。 返 し は ほ と ん ど退化 し て

い る 。 口 径で 2 種類 に 分 け ら れ そ う で あ る 。 口 径 が1 1 . 5cm ほ どの も の と 口 径 が13. 2cm ほ ど の も の で あ る 。

1289は 内 器面 に へ ラ 記号 、 1294 は 外器面 に ヘ ラ 記号が付 け ら れ て い る 。 1301 は ツ マ ミ がな い が欠損 し て い る

だ け で あ ろ う 。 口 径 は 15. 0cm を 測 る 。 1299 も ツ マ ミ が欠損 し て い る と 考 え ら れ 、 同 様 な も の で あ ろ う 。 口

nu
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第 E 章 調査の成果

径 は 15. 2cm を 測 る 。

1295 ・ 1297 は 返 し 部が し っ か り し た も の で、 1295が よ り は っ き り と し て い る 。 口 径 は と も に 1 1cm ほ ど を

測 る 。

1307 ・ 1308 は破片 の た め 正確 で は な い が、 ツ マ ミ を 持 ち 、 返 し 部 が ま だ残 る も の で あ る 。 復元 口 径 は 16. 8

cm、 18. 0cm を 測 る 。

131 1 ・ 1310 ・ 13日� 1315 は ツ マ ミ を 持 ち 、 返 し がな く 、 口縁部が少 し 立 つ も の で あ る 。 口 径 に差があ る の

で分類で き そ う で あ る 。

1309 ・ 1317は 輪状 ツ マ ミ を 持つ 蓋 で あ る 。 1317は天井頂部 に ヘ ラ 削 り 痕があ り 、 そ こ に輪状 ツ マ ミ を 付 け

る も の で あ る 。 形態的差があ る の で本来異 な る も の か も し れ な い 。

1319� 1323 は ツ マ ミ を 持つ 蓋 で あ る 。 口縁部 は や や 聞 き 気味の立 ち 上が り があ る 。 ツ マ ミ の 形態 は や や 平

た い も の があ る 。 1322 は宝珠 ツ マ ミ で あ る が、 形態が異 な る の で杯蓋で は な い か も し れ な い 。

杯身 は 1296 ・ 1298 ・ 1300 ・ 1302 ・ 1304 ・ 1326 � 1332 ・ 1343で あ る 。 1296 ・ 1302 ・ 1327 は 口 径が異 な る が、

体部 を 立 ち 上 げた う え で 、 底部 は ヘ ラ 削 り の あ と ナ デ調整で済 ま せ た も の で 、 や や古手の も の で あ る 。 1298

・ 1300 ・ 1304 . 1328 ・ 1329 ・ 1330 ・ 1331 ・ 1332 は へ ラ 切 り 離 し の の ち 丁寧 な ナ デ調整で底部 を 平 に し て い る 。

1298 ・ 1304 ・ 1328 ・ 1329 ・ 1330 は 口 径 が1 1cm ほ ど で、 1300は や や 大 き く 口 径13. 7cm を 測 る 。 1331 は 復 元

口 径 が1 1 . 2cm、 器高 は や や 高 く 3 . 8cm を 測 る 。 1332 も 口 径 は 大 き い と 考 え ら れ る が、 口 径 は 不 明 で底径 は

7. 6cm を 測 る 。 1326 は 受 け 部 を 持つ杯身で立 ち 上が り は低い。

高 台付 き 杯 身 は 1312 ・ 1318 ・ 1324 ・ 1333 � 1339で あ る 。 1312 は復元 口 径 が13 . 6cm、 器高 が5. 1cm を 測 る 。

坪部 は 立 ち 上が り が直 で あ る 。 高 台 は 断面が明確で は な い 。 外底面 に は 爪形状圧痕があ る 。 1318 ・ 1324 は 大

き さ が異 な る も の の 、 形態 は よ く 似 る 。 や や 内湾気味の体部 と 外面 に 反 る よ う な 高 台 に 特徴があ る 。 1318の

口 径 は 12. 7cm、 器高5. 1cm を 測 る 。 1324 は 口径16. 0cm、 器高6. 2cm を 測 る 。 1333 は 高 台 がや や は ね る も の

で あ る 。 口径が1 1 . 8cm、 器高が4. 1cm を 測 る 。 1334 は 口 唇部が反 り 返 る 。 復元 口径が13. 8cm、 器高が4. 7cm

を 測 る 。 1335 は体部が内 に 内傾す る も の で、 高台底面 に 沈線が入 る も の で あ る 。 小型の も の で復元口径が10. 6

cm、 器高が3. 7cm を 測 る 。 1337は体部 か ら 反 り 返 る も の で境 に 近 い 。 復 元 口 径 が14. 8cm、 器高が5. 7cm を

測 る 。 1336 ・ 1338 ・ 1339 は底部の の み で全体 は不明 で あ る 。

1340 は 一応杯 に し た が、 口 縁部 に ゆ がみがあ る が、 別 の 器種か も し れ な い 。

塊 は 1341 � 1345 ・ 1347で あ る 。 1343 は 高 台 の 付か な い も の で あ る 。 坪 よ り も 体部 が高 い 。 口 径 が14. 3cm、

器高 が5. 2cm を 測 る 。 1341 は 高 台 が直 で 高 い も の で あ る 。 器高 は 不 明 で あ る 。 1342 は 高 台 が短 い が直 に 延

びる も の で 、 口 縁部 ま で体部 も 直 に 伸 びる 。 1344 ・ 1345 は全体が不 明 で あ る が、 高 台 の 底部 に 沈線が入 る 。

1347 も 全体 は 不 明 で あ る が、 体部 は 直 に 伸 びる よ う で あ る 。

1346 は稜塊の破片 で あ る 。 体部 の屈 曲 が入 り 段 を 形成す る 。 そ こ か ら 口 唇部 に か け て外反す る 。

盤 は 1348 � 1351 で あ る 。 高 台 の 付 く の が1348で復元 口 径 が19. 0cm、 器高 が'2 . 8cm を 測 る 。 1351 は 高 台 の

な い も の で復元 口 径が15. 8cm、 器高が2. 1cm を 測 る 。 1349 と 1350 は 破片 の た め 正確 に は わ か ら な い 。 1349

に つ い て は 査 の 可能性 も あ る 。

高杯 に は 1352 � 1356があ る 。 1352 は 口 縁か ら 脚部 ま で 図化で き た 。 復元 口 径 が13. 3cm、 器 高 が7. 3cm を

測 る 。 均二部 の 大 き さ が大 き く や や外反す る も の であ る 。 1353 は坪部が残 る も の で 口 縁部 は や や 断面が と がる 。

口 径 が9. 9cm を 測 る 。 1354 は 脚 部 の み で あ る 。 脚部径が小 さ い の で杯部 も 小 さ い も の で あ ろ う 。 1355 は 杯

部 と 脚 部 の 繋 ぎ 部 で あ る 。 1356 は 、 杯部 と 脚 の上位が一部残 る 。 口 径が17. 3cm を 測 る 。 大型 品 で あ る 。

1357 ・ 1358 は 耳付杯で あ る 。 2っ と も 耳 の 部 分 だ け が残 っ て い る 。 体部 ・ 底 部 が不 明 な た め 全体 は 不 明 で

あ る が、 類例 か ら 耳が二つ付 く も の と 思 わ れ る 。 形は あ ま り 似通 っ て い な い 。
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第 E 章 調査の成果

鉢 に は 1359 ・ 1360があ る 。 い ず れ も 口 唇部か ら 体部 ま で し か な い 。 1359 は や や胴部で緩や か な 屈 曲 を 示 し 、

外器面 に は タ タ キ が見 ら れ る 。 1360 は 口 唇端部が平坦で外器面 に カ キ メ が施 さ れて い な か っ た の か。

1361  � 1368 は 聾で あ る 。 1361 � 1363 は 口縁部 だ け で 、 短 く 外反 し た 口縁部 を 持 ち 、 外面 に 口 唇部 を 作 っ て

い る 。 口 径 は 一様で は な く 、 20cm 前後で あ る 。 全体的 に 中 型 の 聾 で あ る 。 1364 は 口 縁部が大 き く 外反 し 、

口 唇部 で屈 曲 す る も の で あ る 。 口縁部 の 長 さ は 長い。 外器面 に は櫛描 き 波状文 を 描 く 。 こ れ は 大 聾 で あ る 。

1365 も 大聾の 胴部片 で あ る 。 内 器面 に平行の 当 て 具痕、 外器面 に擬格子の タ タ キ が残 る 。 1366 は 小型 の 蓋 の

底部付近 で あ る 。 外器面 に 格子 タ タ キ 、 内器面 に 同心円 の 当 て 具痕が残 る 。 1367 ・ 1368 は 同 一 団体の 可能性

があ る が、 微妙 に 異 な る 。 口 縁部 は ほ と ん ど同 じ で や や立 ち 気味 に外反す る 短め の 口 縁部 の復元 口 径 は 14. 5

cm、 19. 5cm を 測 る 。 外器面 に は横方 向 の 平行 タ タ キ 、 内器面 に は右 回 り に つ い た 同心 円 の 当 て 具痕が残 る 。

1372 も 同 じ 器形 の 聾 の 胴 部 と 考 え ら れ る 。 外器面 に は縦方向 の タ タ キ が入 り 横 に 弱 く 回 転 に よ る 櫛 目 状の 走

る 沈線が見 え る 。 内 器面 は 同心 円 当 て 具痕が残 る 。 こ れ を 詳細 に観察 し た と こ ろ 内器面の磨耗が外器面 に 比

較 し て 強 い 。 な で る と 滑 ら か に な っ て い る 。 ま た よ く み れ ば墨 の 跡 も 見 え る こ と か ら 転用硯で あ る 可能性が

高 い 。

1369� 1371 、 1373 、 1374 � 1382、 1383 は査であ る 。 大 き く は 短頚査 と 長頚壷 に 分け ら れ、 大 き さ に よ っ て

さ ら に 分類 で き そ う で あ る 。 1369は 短頚壷 で復元 口 径が6. 4cm を 測 る 。 外器面 は タ タ キ の 後 ヘ ラ 削 り に よ

り 跡が弱 く な っ て い る 。 内器面 に は 当 て 具痕が残 る 。 1370は 高台付 き の査 の 胴 部 か ら 底部 に か け て の破片で

あ る 。 復元底径 は9. 2cm を 測 る 。 内外器面 と も 横 ナ デの跡が残 る 。 1371 は や や 口 径 の 広 い 広 口 の 壷 で あ る 。

口 径 は 12. 6cm を 測 る 。 胴 部 の 張 り は 上位 に あ る 。 内外器面 と も 横 ナ デ に よ る 調整痕が残 る 。 1373 は 、 査 の

底部で、 高台部分が残 る 。 高台 部 の 断面 は付 け根か ら 直 に 聞 き 端部 は 丸 ま る も の で あ る 。 1374 は や は り 平底

の査底部で あ る 。 外底面 に は 車輪文の タ タ キ あ て 具痕が残 る 。 1375は小型の須恵器細頚査で あ る 。 遺構上層

の 出 土 で あ る 。 頚部 か ら 口縁部 がや や傾 い て い る 。 全体的 に 回転横 ナ デ に よ る 調整 で あ る 。 1376 は 、 須恵器

の 長頚査で あ る 。 遺構の 上層 か ら の 出 土 で あ る 。 頭部 の 径 に 比較 し て 胴 部 の復元最大径が22. 0cm を 測 り か

な り 大 き い 。 1377 は 須 恵 器 の 壷 の 口縁部の破片 と し た が、 聾 の 破片 の 可 能 性 が あ る 。 復元 口 径 は8. 2cm を

測 る 。 1378 は 、 長胴瓶で上層 か ら 出 土 し て い る 。 外器面 に は格子 タ タ キ が、 内 器面頚部下 に は指 ナ デの跡が

残 る 。 1379 は長頚査 の 胴 部 か ら 底部 ま で あ る も の で、 4SX038の 北側 の 狭 い 落 ち 込み で 出 土 し た も の で あ る 。

底 部 は 平 底 で あ る 。 最大胴径17. 8cm、 底径12. 6cm を 測 る 。 外器面 は ナ デ と 肩 部付近 は 回転ヘ ラ 削 り が施 さ

れ る 。 外底面 は へ ラ 削 り さ れ る 。 肩 部 か ら 頚部の 聞 に 2 本の沈線が入 る 。 1380は壷の底部で あ る 。 1381 は横

瓶 の 破片 と 考 え ら れ る 。 胴 部 の 片 面 で カ キ メ が外器面 に 残 る 。 4SX038の 2 層 か ら の 出 土 で あ る 。 1382 は 短

頚査 の 口縁部の み の破片 で あ る 。 復元 口 径 は21 . 5cm を 測 り 、 か な り 大型 の も の で あ る 。 内外器面 と も 回 転

ナ デ調整で あ る 。 器表面 に は 口縁の屈 曲 部 に 二条 の突帯が巡 る 。 火ぶ く れがあ る 。 1383 は ほ ぼ口縁か ら 底部

ま で形態 の 残 っ た 長胴査 (瓶) で あ る 。 破片 自 体 は4SX038の 上層 か ら 四 区 の 包含層 に か な り 散 ら ば っ て い

た 。 復元 口 径 は 1O. 6cm、 復元最大胴径が20. 9cm、 器高が30. 45cm、 復 元 底 径 が12. 0cm を 測 る 。 外 器 面 は

平行 タ タ キ 、 内 器面 に は 指押 え が ほ ぼ胴部全体 に 残 る 。 1384 は提瓶 で あ る 。 4SX038の 2 層 と 、 vn 区 ・ 珊 区

の N層 、 V c 層 か ら 出 土 し て い る 。 胴部表面 に は 同 心 円 状 に カ キ メ が残 る 。 最 大 胴 径20. 5cm を 測 る 。 肩 部

側面 に は 欠損 し て い る が、 わずか に把手が残 る 。 表面 は や や平面的 で裏面 は胴張 り し て い る 。 全体的 に 焼 き

が甘 く 、 器面調整 は あ ま り は っ き り し て い な い 。 1443 は 土 師器 の 盤 で あ る 。 復元 口 径が12 . 3cm を 測 る 。 底

部 は 回転ヘ ラ 削 り さ れ る 。

1386� 1478 は 土 師器 で 、 こ ち ら も 器種 に よ る 出 土数の偏 り があ る 。 特 に 杯 の 多 さ は 須恵器の例 と 同様で こ

の遺構の特色 を 示す 。

1386 � 1395 は 蓋 で あ る 。 口縁部の形態 と 胴部の形態か ら い く つ か に分 け ら れ る 。 頚部か ら 口 唇部 ま で の 長
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さ がか な り 短 く 口縁が強 く 外反 し 、 胴部の張 り が大 き い も の と し て 1386 ・ 1387 ・ 1393があ る 。 1392 は 似 る が

や や 胴 部 の 張 り が少 な い も の で あ る 。 1386 ・ 1387は 口径が19cm 前後 を 測 る 。 1388 ・ 1389 ・ 1390 ・ 1391 ・ 1394

は 、 口 縁部 は や や 長 く 外反 し 、 胴 部 は 頭部か ら さ ほ ど張 ら ず に 降 り る も の で あ る 。 外器面 の ハ ケ 目 調整 と 内

器面 の ヘ ラ 削 り 調整が頭部 ま で縦方 向 の も の と そ う で な い も の に 分かれそ う で 、 そ れが全体の形態 的差異 に

関係す る 可能性があ る 。 1393 と 1395 は外器面 の 一部 に 赤彩 を 施 し て い る よ う で あ る 。

1396- 1399 は 蓋 と し た 。 後 に 述べ る 杯身 と し た も の と 形態的 な 差異 は さ ほ ど な く 、 わ ず か に 口縁部の 聞 き

具合が身 よ り も 聞 く た め に 蓋 と し た 。 いずれ も 須恵器の蓋 を 形態的 に模倣 し た も の と 考 え ら れ る 。 1396 ・ 1397

は 口 唇部がや や 外反 し 、 天井部 ま で の 高 さ が高 く 、 そ れ ぞれ4. 8cm、 5. 2cm を 測 る 。 口 径 は 13cm 前後 を 測

る 。 1396の 天井部外器面 に は ヘ ラ 切 り 離 し 痕が残 り 、 1397は ヘ ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 1398 ・ 1399 は 蓋 の 破

片 で 、 口 縁部 に 強 い 屈 曲 部分があ る 。

1400- 1439 は杯身 と し た も の で あ る 。 形態 的 な 相違か ら い く つ か に 分 け ら れ る 。 1400- 1403 は 5 世紀末 か

ら 6 世紀 は じ め の 須恵器の坪 身 を 模倣 し た も の と 思 わ れ る 。 た だ 、 こ の 時期 の 須恵器 自 体 は こ の 遺構か ら は

出土 し て い な し 3 。 立 ち 上が り は低 く 、 痕跡化 し た 受 け部付近 に 弱 い 沈線が巡 る 。 全体的 に は 器高 の 差 か ら 5cm

前後の も の と 3. 5cm 2 つ に 分け ら れ そ う で あ る 。 風化 し て い る も の も あ る が全体的 に ミ ガ キ が施 さ れ、 外底

面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 ま た 、 器面全体 に は 黒色顔料が塗布 さ れ て い る よ う で あ る 。 1402 と 1403 は 実測

図上で は 異 な る 個体 と し た が、 出 土状況 と そ れぞれ を 詳細 に 観察す る と 、 同一個体で あ る 可能性が高 い 。 次

に 1404 - 1408 は 体部 中 央部 よ り 上位 に に ぶ い 稜 を 持つ も の であ る 。 体部 の稜 よ り 下位 に は 手持 ち でヘ ラ 削 り

が施 さ れ る 。 1406 . 1407 ・ 1408 は体部内器面 に は横方 向 の へ ラ ミ ガ キ が施 さ れ る 。 口 縁部 は や や 肥厚す る も

の が多 い 。 口 径 は 12. 5cm 前後 を 測 る 。 1406 と 1408 に は 内外器面 に 黒色顔料が塗布 さ れ て い る 。 1409 - 1411

・ 1416 1立体部 中 央部 よ り や や 下位 に 弱 い 稜 を 持つ も の で あ る 。 摩耗 し て 調整がは っ き り し な い も の が多 い が、

外器面底部 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ て い る よ う で あ る 。 1409 ・ 1411 ・ 14 16の 口 縁部 は や や厚 み があ る が、 1410

は 薄 く な る 。 ま た 14101ま 内 器面 に 、 1416 は外器面 に 赤色顔料 を 塗布 し た痕跡が残 る 。

1413 は 口縁がや や 内傾す る も の で 端部 は 丸 め て収め る 。 復元 口 径 は 12. 2cm を 測 る 。 外底面 に は ヘ ラ 削 り

痕が残 る 。 全体 に 黒 色顔料が塗布 さ れ る 。 1416 1ま 、 遺構の上位の 層 か ら 出 土 し て い る 。 復元 口 径 は 16. 6cm

を 測 り 、 外底面 に は ヘ ラ 削 り が残 る 。 外器面 に 赤彩が部分的 に 残 る 。 1417は 上位 出 土 で 口 径 が15. 6cm を 測
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る 。 内外器面 に 赤色顔料が塗布 さ れ る 。 1426 は 、 中位付近 出 土 で 、 復元 口 径 は 14. 2cm を 測 る 。 外底面 は へ

ラ 削 り が施 さ れ る 。 内外器面 に 赤色顔料が塗布 さ れ る 。 1427は 上位 の 出 土 で 、 復元 口 径 は 14. 5cm を 測 り 、

内 外器面 に 赤色顔料が塗布 さ れ る 。 1432 は 口 縁端部が尖 り 、 や や外反す る も の で あ る 。 復元 口 径 は 13. 3cm

を 測 る 。 器表面 に は 赤色顔料が塗布 さ れ る 。 1436 は大型の杯で、 鉢 と し て も 良 い か も し れ な い 。 口 縁部 は や
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や細 く な り な が ら 立 ち 上 が る 。 復元 口 径 は 18. 3cm

を 測 る 。 全体的 に 赤色顔料が塗布 さ れ、 ヘ ラ ミ ガ キ

痕 が 内 外器面 に 施 さ れ 、 内 器面 に は 暗 文 が入 る 。

1434 は V a 層 出 土 で 、 復 元 口 径 は 12 . 2cm を 測 る 。

口縁部の 内器面 に 赤色顔料が塗布 さ れ る 。

1415 は 出 土層 が D . E 相 当 層 で遺構の埋土 と し て

は 下位 に 属 す る 。 復元 口 径 を 15. 4cm を 測 る 。 口 縁

端部内面 に は 弱 い 沈線が入 る 。 内 器面 に 黒色顔料が

残 る 。 1412 は 、 外器面 の 体部 中 位 よ り 上位 に稜が入

り 、 口縁径 よ り も 稜線部分が狭 い 。 復元 口 径 は 14. 8

cm を 測 る 。 内外器面 に は黒色顔料が塗布 さ れ る 。 1419は体部の稜付近で小 さ な 屈 曲 が入 る 。 遺構 の 上位 か

ら の 出 土 で復元 口 径 は 14. 6cm を 測 る 。 1420 は 1413 に 似 る が体部 の 屈 曲 部 がや や 肥厚 し 、 口 縁端 部 が 内 湾 す

る 。 復元 口径が12. 0cm を 測 る 。 外器面底部 に は ヘ ラ 削 り 跡が残 る 。 1421 は 、 体部 の 屈 曲 部 か ら ほ ぼ直 に 口

縁部が立 ち 上が る 。 外底面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口 径 は 14 . 1cm、 復元器高 は4. 4cm を 測 る 。 内 外

器面 に煤が付着 し て い る 。 1422 は 破片 で あ る が、 外底面の 調整痕が明確で あ っ た の で 図化 し た 。 外底面 は 丁

寧 な ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 手持 ち に よ る も の と 判 断 し た 。 内器面 に は ヘ ラ ミ ガ キ の 跡 が残 る 。 1423 は 、 体部

の屈 曲 部 か ら 口 縁端部 ま で の 長 さ が2cm ほ ど を 測 り 、 長 い 。 口 径 が11 . 7cm、 器 高 が5. 1cm を 測 る 。 外底面

Pd 

。 20cm 
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に は ヘ ラ 削 り 痕 が残 る 。 体部 の 上位 は ハ ケ 目 が施

さ れ る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 1424 は 、 遺構上位

の 出 土 で 、 口 径 が1 1 . 5cm、 器 高 が4. 8cm を 測 る 。

口縁部 は 1423 に 似 て 、 体部 か ら 直 に 立 ち 上が る 。

外底面 は ヘ ラ 削 り 痕 が残 る 。 内 器面 に は 縦方 向 の

暗文が入 る 。 外器面 に は煤が付着 し て い る 。 1425

も 上 と 同様 に 口縁部が立つ も の で遺構の上位 か ら

出 土 し て い る 。 口 径 は 13. 0cm を 測 る 。 外底面 に

は わ ずか に ヘ ラ 削 り の 跡 がみ ら れ 、 そ の 後 ミ ガ キ

を 施 し て い る よ う で あ る 。 内 器面 に は 中 心 か ら 放

射状 に 伸 びる 暗文が施 さ れ、 ヘ ラ ミ ガ キ も 行 わ れ

て い る 。 1428 は 、 口 縁部 の み の破片 で形態 的 に は

皿 に し て も 良 い も の で 内 器 面 の 暗文が し っ か り と

残 る 。 復元 口 径 は 15. 2cm を 測 る 。 1429 は 、 体 部

か ら 口縁部が直 に 立 ち 上が り 、 端部断面 は 尖 り 気

味 の も の で あ る 。 復 元 口 径 は 1 3 . 6cm を 測 る 。

1431 は 、 口 縁が体部屈 曲 部 か ら 緩や か に外反 し て

い る 。 外底面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ て い る 。 復元

口 径 は 13. 6cm を 測 る 。 器壁 が全体 的 に 薄 く 、 や

や時期が異 な る よ う で あ る 。 1432 も ほ ぼ同様の も

の で あ る 。 1433 は 口 径1 1 . 7cm を 測 り 、 口 縁 端 部

断面が尖 り 気味 の も の で あ る 。 器面調整 は は っ き

り し な い 。 1414 は 、 復 元 口 径 が1O. 8cm を 測 り 、
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他 の 杯 よ り 一 回 り 小 さ い 。 体部 に 明 瞭 な 稜線は な く 、 底部付近か ら 緩や か に や や丸 ま り 内 湾 し な が ら 立 ち 上

が る 。 断面 は や や 尖 る 。 1435は 、 外底面 の ヘ ラ 削 り は下か ら 上位 に 向 け て 施 さ れて い る 。 復元 口 径 は 1 1 . 9cm 

を 測 る 。 1418 '土 、 体部付近 に 明 瞭 な屈 曲 を 持 ち ゃ や肥厚す る 。 や や 内 湾 し 断面端 部 は 尖 り 気味 で あ る 。 1430

・ 1437は形態の 異 な る も の で 、 口縁部が立 ち 気味で 口 唇部 内 面 に 沈線が巡 る 杯 で あ る 。 1430 は V c 層 の 出 土

で 、 復元 口径が15. 7cm を 測 る 。 調整 は摩耗の た め あ ま り は っ き り し な い 。 内 器面 に 赤色顔料が残 る 。 1437

は復元 口径が17. 8cm を 測 る 。 外器面 は 口縁下 に ヘ ラ 削 り の 後 ナ デ調 整 が施 さ れ る 。 内器面 に は 赤色顔料が

残 る 。 1438 は 、 内器面 に 回 転ヘ ラ ミ ガ キ に よ り 暗文状 に 施 さ れ る 。 復元 口 径 は 、 1438が16. 4cm、 1439が13 . 8

cm を そ れぞれ測 る 。

1440� 1442 は塊で あ る 。 完形 の も の は な く 、 底部 の み で あ る 。 1440 は 平 底 の も の で 底 径 が6. 8cm を 測 る O

1441 ・ 1442 は 高 台 の つ く も の で、 回転台 を 使用 し て い る 。 1441 の 高 台 は 断面 カ マ ボ コ 状 を 呈す る 貼 り 付 け の

も の で あ る 。 1442 は底部の み で あ る が、 や や 長 く 伸 びた貼 り 付 け高台 を 持つ 。 内器面底部 に 赤色顔料が残 る 。

1444� 1454 は 盤 で あ る 。 い ず れ も 遺構の上層 で 出 土 し た も の で あ る 。 形態 か ら 3 類 ほ ど に 分 け ら れ る 。 ま

ず体部 に 明 ら か な屈折部分 を 持 ち 、 そ れ よ り 下位 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る も の で、 1444 ・ 1445 ・ 1446 ・ 1450

・ 1451 な どで あ る 。 次 に 体部 に 明 瞭 な 屈 曲 は有 さ ず、 口縁部か ら 緩や か に 底部 に 至 る も の で あ る 。 1443 ・ 1447

・ 1448 ・ 1449 ・ 1452で あ る 。 高台 を 有す る 1453が こ れ に 加 わ り 、 大 き く 3 類 と な る 。 こ れ ら は ま た 、 口縁部

や 器高 の 特徴 の 差 か ら い く つ か に 分類す る こ と は可能で、 あ る が、 点数が少 な い の で こ こ ま で と す る 。 1444 �

1450 に は そ れぞれ赤色顔料の 塗布がみ ら れ る 。 1452 は 内外器面 と も 黒色顔料の 塗布 がみ ら れ る 。 1454 は 本来

の 器形 は 不明 で あ る が、 底部付近 と 思 わ れ、 内器面 に へ ラ 記号 ら し き も の が残 る 。

1455� 1461 は 高 杯 で あ る 。 こ の う ち こ の遺構の 時期 に 相 当 す る の は 1460、 1461 で あ る 。 杯部 は な い の で 明

確で は な い が、 い ず れ も 脚 部外器面 に 縦方向 の ケ ズ リ が施 さ れ る 。 ま た 、 脚部高 も 低 く 、 器壁 も 薄 い 。 た だ、

聞 き 具合 は 若干異 な る 。 1460は外底面 に 、 1461 は外器面全体 に 赤彩 さ れ た 痕跡があ る 。 本 来 は ど ち ら も 赤色

顔料が塗布 さ れ る 高杯で あ ろ う 。 1455 ・ 1457 ・ 1459 に つ い て は古墳時代 の 遺物 の 混入 と み ら れ る 。 特 に 1455

に つ い て は杯部の底面が狭 く 、 口 縁部 に か け て ラ ッ パ状 に 急激 に 聞 く も の で あ る 。 一方で脚部 は や や貧弱 で

あ る 。 1459 は 杯部 の み で、 浅 い塊形の 杯部であ る 。 内外器面 に は赤彩が施 さ れ る 。

1456 ・ 1458 ・ 1462 ・ 1463 は器台 と 考 え て い る 。 1456は脚部の み の 破片 で 、 上部 に 穿孔 さ れ て い る こ と か ら 器

台 の 範曙 と し た 。 1458 は 小 型 の も の で脚 部 の み で 明確で は な い が、 高杯の 可 能性 も あ る が器台 と し た 。 1462

は 脚 部 の み の破片 で他例 か ら 器台 と し た 。 1463 も 同様で あ る 。 こ れ ら も 古墳時代 の 遺 物 の 混 入 品 と 考 え て い

る 。

1464 は小型の査で、 古墳時代 の 混入遺物 で あ る 。 復元 口 径1 1 . Ocm を 測 る 。 外器面 に は横方 向 の ハ ケ 目 、

斜め 方 向 の ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は 器面調整が不鮮明 で あ る 。

1465 は 口縁部が厚 く 短 く な っ て お り 、 頚部 か ら 急激 に 反 り 返 る 形で あ る 。 胴 部 の 張 り 具合か ら 一応査 と し

た が、 口縁の形状上蓋 で も よ い と 思 わ れ る 。 調整痕 は 明確で は な い が、 外器面 に ハ ケ 目 、 内 器面 に ナ デがわ

ずか に 認め ら れ る 。 外器面 に は 黒斑の他、 赤色顔料 を 塗布 し て い る 。

1466 は小型聾で あ る 。 口 縁部が短 く 強 く 外反す る も の で、 古代 の も の に 近 い 。 外器面 は ハ ケ 目 が残 り 、 内

器面 に は横方向 の ヘ ラ 削 り が残 る 。

1464 ・ 1467 ・ 1469� 1473 は小型査であ る 。

1464 は 下層 と 上層 の も の が接合 し て い る 壷で、 頚部か ら や や 反 り な が ら 短 く 伸 びて 口 唇部 に 至 る 。 復元 口

径 は20. 3cm を 測 る 。 胴部外器面 に は ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 は摩耗 し て 不 明 で あ る 。 胴 部 が最 大径 を 呈

す る 。 1467は 口縁部がや や 中位でふ く ら み 口 唇部で反る よ う な 形 で あ る 。 胴 部 は 中位 よ り や や 上位 に 最大胴

部径が位置 し 、 底部 は や や平坦部 を 有す る 。 外器面 に は ハ ケ 目 、 内 器面 に は ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 形態的 に
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は 聾 の 範鴫 に 入 れ た 方 が よ い か も し れ な い 。 1469 � 1473 は い わ ゆ る 小型丸底壷 の 範 囲 に 入 る 。 口縁部が割 と

長 く 胴部径 よ り 広 く な る 1469、 同 じ く ら い の 1470 ・ 1471 、 口径が小 さ い 1472 ・ 1473があ る 。 い ずれ も 古墳 時

代前期 の混入品 で あ る 。

1468 は鉢 と し た 。 平底か ら ほ ぼ直 に 立 ち あ が る も の で 、 口縁部付近が不 明 で あ る 。

1474 は 歪 で あ る 。 平底 で調整や全体の雰囲気か ら 弥生時代の土器が混入 し た 可 能性があ る 。

1475は細長 い や や つ ぶ れ た棒状の土塊の左右 に 二箇所の孔 を 穿 っ た土錘で あ る 。 こ の タ イ プ の 土錘 は5SX

040 な どか ら も 出 土 し て い る 。 一応古墳時代 の も の と 考 え て い る 。

1476 � 1478 は 甑の把手で あ る 。 いずれ も 胴 部 に 貼 り 付 け た も の で 、 手担 に よ り 、 指 ナ デ調 整 が施 さ れ て い る 。

金属 器 と し て は 、 1385 は 銅 製 の 耳 環 が あ る 。 径が1 . 2 � 1 . 4cm を 測 る 。 芯材 は 径 が5mm を 測 る 。 遺 構 の

掘 り 下 げ中 に 出 土 し た も の で あ る 。 次 に 1479の帯金具状の金属板があ る 。 こ れ は や や不正確 な 長方形の も の

で あ る 。 一辺が他 の 辺 に 対 し て 歪 ん で い る 。 こ の 板材 の 中 心 よ り や や 下 に 方形 の 透 か し 穴が は い る 。 ま た 、

金具の縁 と 透 か し 穴 の縁 に は 辺や 穴 に縁 に 平行 な 細線 を 引 き 、 辺 と 線の 聞 に は 直行 し た 櫛書様の細線彫 り の

文様が入 っ て い る 。 横幅4cm、 縦幅2. 3�2 . 6cm、 厚み 1mm を 測 り 、 や や 表面側 に 反 っ た よ う に な っ て い る 。

木製品 に は 、 1480があ る 。 珊 区 か ら の 出 土で あ る 。 ー木 を 割 り 抜い て 造 ら れ て お り 、 残存 し て い る の は 本

来 の大 き さ の 半 分 ほ ど と 推測 し て い る 。 残存長が26. 8cm、 幅8. 9cm を 測 る 。 樹種 は イ チ イ 科 カ ヤ 属 カ ヤ で

あ る 。 完形 な ら ば糸 巻 き に 似 て い る た め こ こ で は糸 巻 き と し た が、 通常 こ の 時期 の 糸 巻 き と し て は 組 み 合 わ

せ式の も の が多 く ー木作 り は ま れ で あ る 。 上下 に あ る 突起は何か別 の 部材 に 差 し 込 む た め に 造 り 出 さ れ て い

る よ う に 見 受 け ら れ る 。 ま た 、 真 ん 中 に は棒状の も の を 通 し た よ う な 穴が聞 き 、 か な り 摩耗 し て い る 。 こ れ

ら の こ と か ら 糸 巻 き と い う よ り 何かの他の製品 の 一部 と 考 え た 方 が良 さ そ う で あ る 。 想定 と し て は ロ ク ロ の

部材が考 え ら れ る 。 1484 は 板材 で あ る 。 上下の端が う す く な っ て お り 、 他 の 部材へ差 し 込 ん だ部分か も し れ

な い 。 表面 に は キ ズが入 る 。

こ の ほ か に建築材、 杭 な どがあ る 。 1481 ・ 1482 ・ 1483 ・ 1485 ・ 1486 ・ 1488 は建築材 と し た 。 用 途不 明 品 も

多 い 。

樹種 と し て は ツ ツ ジ科ス ノ キ 属 シ ャ シ ャ ン ボ、 プナ科 シ イ 属 、 ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ 、 マ ツ 科マ

ツ 属 ( 二葉松類) 、 ツ バ キ 科サ カ キ 属 サ カ キ な どがあ る 。

Q4SM041 [第243図 ]

杭列 の た め 明確 に こ の 遺構 に伴 う と は い え な い が、 4SX038の 溝状部分 に 対 し て 直交す る よ う に 並 ぶ こ と

か ら 、 こ の 遺構 と 関係す る も の と 考 え て い る 。 杭列 と し て 3 本がほ ぼ南北 に 直線上 に 並 ぶ状態 で検出 し た 。

た だ、 こ の並 び方が何か特定の役割 を 持つ も の か ど う か は 不 明 で、 あ る 。

流 れ に 対 し て 垂 直 方 向 で は あ る が、 あ ま り 影響 は な い の で何か別 の 目 的 で造 っ た の で あ ろ う 。

Q4SX056 [第244図 ]

4SX038 に付随す る も の と 考 え て い る が、 浅い掘 り 込み と 流 れ を 止 め る よ う な 杭列 と 横板があ り 堰状の 遺

構であ る 。 円 形状の 落 ち ( ピ ッ ト ) に板材 を 杭 で止 め て あ る も の で 、 二又鍬や編鍾 な どの木製品 を か ん で い

る 。 た だ大 き さ が、 掘 り 込み の 上面 で 1 . 5m ほ ど し か な い 。 こ の 掘 り 込 み を 溝 か ら 区切 る 物 で あ る の は た し

か で あ る 。

[木材] [第245図~第247図 ]

杭 を の ぞ く と 、 せ き 止 め に使 わ れ た 木材の 中 に は木製品 を 転用 し た 物 があ っ た 。 1490 は 二股鍬の破損 品 で

あ る 。 1491 は板材 の 一 部 で あ る 。 1492 も 下端 に の こ る カ ー ブか ら す る と 何 か の 部材 の 一部 で あ る 可能性が強 い。
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( 7 ) 道路状遺構と 出土遺物

Q6SX001 ・ 6SX002 ・ 6SX050 ・ 6SX051 ・ 6SX052 (道路状遺構)[第248図 ・ 第249図1

こ の遺構 は調査 X- l 区 で検 出 し た も の で 、 遺構番号 は 5 つ に 分 け て い る が、 l � 2 条 の 道路状遺構が重

な っ た も の と 考 え て い る 。

電も \ 

A- -A' 

A←ー L=3 .�A' 

。 1 m  

第244図 4SX056実測図
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途 中 を 表土剥 ぎ の 際 に掘 り す ぎ た た め に 各遺構間 の 繋が り が不 明確 に な っ て し ま っ た 。 た だ 、 確認層 位及

び遺構の状況 な と守が非常 に 似通 っ て い た た め 、 一連の遺構 と 判 断 し た 。

こ の 遺構の性格 に つ い て は 、 6SXOOl 、 6SX002で溝状の 落 ち 込み の 中 心 に 窪 み があ り 、 他 の 調 査例 か ら 道

路状遺構 と 呼ばれ る も の と 考 え た 。 た だ 、 こ の よ う な 遺構は緩斜面 に 造 ら れ る 場合が多 い が、 こ こ は 地形的

な傾斜 は や や南側 に 低 く く な る 程度 で 、 足がか り と し て の 窪 み に あ ま り 意味がな い よ う で あ る 。

確認 し た遺構は調査 X - l 区 を ほ ぼ南北 に40m の長 さ があ っ た 。 X- 2 区 で は 確認で き な か っ た 。 埋土 は

グ レ 一 気味の シ ル ト 土 か ら 砂質士が多か っ た 。

こ こ で は 一応古代 に 属 す る 遺構 と し て こ こ で取 り 上げる が、 出土遺物 を み る と 中 世 に 属 す る 遺物 も 多 く 本

来 中 世 の 遺構 と し た 方 が よ い の か も し れ な い 。

6SX051 の埋土 (A - A') は 、 灰黄褐色 (lOYR512) を 呈す る 砂質 (砂質70% 粘 質30% ) 土 で 、 さ ら さ ら し

て締 ま り がな い 。 酸化鉄、 マ ン ガ ン 粒子 を 多 く 含む。

6SX052の 埋土 は 、 2層 に 分離で き 、 1層 は 灰黄褐色 ( lOYR4/2) を 呈 す る 砂 質 士 (砂 質80% 粘 質20% ) で 、

さ ら さ ら し て い て 締 ま り が な い 。 酸化鉄、 マ ン ガ ン 粒子 を 非常 に 多 く 含 む 。 2層 は 、 暗褐色 ( 1OYR3/3) を

呈 し 、 砂粒 を 多 く 含み (砂質90% 粘 質 10% ) 、 さ ら さ ら し て い て 締 ま り が な い 。 酸化鉄、 マ ン ガ ン 粒子 を や や
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含 む シ ル ト 層 で あ る 。

6SX051 の 埋土 は 、 1 層 が灰黄褐色 ( 1OYR4/2) を 呈す る 砂質土で、 さ ら さ ら し て 締 ま り がな い (砂質80% 、

粘 質20 % ) 。 酸化鉄、 マ ン ガ ン 粒子 を 非常 に 多 く 含 む。 2 層 は 暗褐色 ( 10YR3/3) を 呈す る 砂 質 土 で 、 さ ら さ

ら し て 締 ま り が な い ( 砂 質90% 、 粘 質 10 % ) 。 酸化鉄 を や や 含 む 。 4 層 は に ぶ い 黄 褐 色 ( 1OYR4/3) を 呈 し 、

砂粒 を 少 し 含 ん だ締 ま り の あ る 粘土 (砂質10 % 、 粘質90 % ) で あ る 。 酸化鉄 を 少 し 、 マ ン ガ ン 粒子 を 多 く 含 む 。

6SX050、 051 、 052の C - C' 聞 の 土層 断面 の 土 層 は 、 以下 の と お り で あ る 。 l 層 は 灰 黄 褐 色 ( 1OYR4/2) を

呈す る 砂質土で、 さ ら さ ら し て 締 ま り が な い (砂質80% 、 粘質20% ) 。 酸化鉄、 マ ン ガ ン 分 を 非常 に 多 く 含

む 。 2層 は灰黄褐色 ( 10YR4/2) を 呈 し 、 l層 と 同様、 酸化鉄、 マ ン ガ ン を 含 む 。 土 は粘 り があ り 、 締 ま っ て

い る (砂質30% 、 粘質70% ) 。

D - D' 間 で は 、 l 層 は灰黄褐色 (町田4/2) を 呈す る 砂質土で、 さ ら さ ら し て い て 締 ま り が な い (砂質80

% 、 粘 質20% ) 。 酸化鉄、 マ ン ガ ン 粒子 を 非常 に 多 く 含 む。 2 層 は 灰黄褐色 ( 1OYR4/2) を 呈 し 、 酸化鉄、

マ ン ガ ン 粒子 を 含 む 。 土 は粘 り があ り 締 ま っ て い る (砂質30% 、 粘質70 % ) 0 3層 は に ぶ い黄褐色 ( 町田5/4)

を 呈 し 、 さ ら さ ら し て 締 ま り が な い砂層 (砂質 ほ ほ100% ) で あ る 。 酸化鉄 を 非常 に 多 く 含 む 。 4層 は 暗褐色

( 10可四3/3) を 呈す る 砂 質 土 で 、 さ ら さ ら し て い て締 ま り が な い (砂質70% 、 粘 質30 % ) 。 酸化鉄 を や や 含

む 。 5 層 は灰黄褐色 ( 10YR5/2) を 呈す る 、 砂質土で、 さ ら さ ら し て い て 締 ま り が な い (砂質70% 、 粘 質30

+ + + 

+ + 

+ + 

+ + 

6SX002 
+ 

。 20m 
= 
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% ) 。 酸化鉄、 マ ン ガ ン 粒子 を 多 く 含 む 。

[出土遺物] [第250図]

遺物の 出 土 は 少 な く 、 土器 2 点 と 石器 l 点 が

図 化 で き た 。 い ず れ も 埋土 中 の 遺 物 で あ る 。

1 502 は須恵器の蓋で輪状 ツ マ ミ を も つ も の で返

し は な い 。 1 503 は 瓦器椀 で あ り 、 こ の 遺構が中

世 は じ め ま で下 る 可能性 を 示す 。

石器 と し て 石鍛 を 一点 図 化 し て い る 。 1504 は

平 基倣 に 近 い 格好 を し て お り 、 縄文時代 の遺物

が混入 し た の で あ ろ う 。

こ の 他 に も 、 区l 化 し て い な い が6SX051 に は

瓦 質 土器が、 6SX050で は 土 師 質 土 器 な ど が 出

土 し て い る 。 6SX002の 上 層 で あ る V a 層 I:B 土

土 器 の 土 師器 は 高 台 付 i不で古代 末 で あ る 。 ま た 、

V a 層 の 須 恵 器 ( 古 代 ) の j不底 部 が あ る 。 6SX

052 か ら は 古代 の 須恵器杯 ? の底 部 が 出 土 し 、 6

SX050で は 近 |並陶磁器唐津系 の 血 も 出 土 し て い

る 。

( 8 ) そ の他の遺構 と 出土遺物

04S0050 ・ 4S0051 ・ 4S0052 [第251 図 ]

水 田 跡 の 周 囲 に あ る 波状遺構 で 出 土 遺物 か ら

古代の遺構 と し た 。 古墳時代 か ら 続 く も の と 考

え ら れ な く は な い が 、 同 じ 場所 に 水 田 が ど の 程

度 の 期 間 あ っ た か不 明 で あ る 。 水 田 の周 囲 に 巡

ら す構 と 考 え る 。 前 後 関 係 は 明確 で は な い 。

W - 26 グ リ ッ ド か ら W - 27 グ リ ッ ド 、 V-27

グ リ ッ ド ま で、確認 し て い る 。 玉 名 市側 に も やわ び

る 。 併 行 す る 4SD052 、 4SD050 も 同 じ か、 や や

時期 の ず れ る も の で あ る 。

こ れ ら の構が水田 跡 に 関 係 す る か と い う と 全

体的 な状況か ら 確証 は な い 。 た だ 、 水 田 の 周 囲

に 講 を 巡 ら す例 は あ る の で 、 玉 名 市側 の 調 査結

果 と 併 せ て 今後検討 し て い く 必要があ る 。

O ピ ッ ト 群

掘立柱建物 群 の 分布 す る 一帯 に は 建物 と し て

並 ばな か っ た が 、 木 片 が残 る よ う な も の も あ り

建物 と し て 認識で き な か っ た も の の土層 を 下 に

記す。 た だ し 、 全 て の Pit に 於 い て l は柱根跡、
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2 は 掘 り 方 で あ る 。 ま た 、 2層 で は 分層 で き た 場

合 a、 b、 c と し た 。

P37は 、 l層 : 黒 褐 色 (7. 町R3/1 ) 粘 土 に 褐

色 の 組い粒子 を わずか に 含 む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5

YR3/1 ) ; 1 層 に似 る が、 締 ま っ て い る 。

P38 は 、 l層 : 黒 褐 色 (7. 5YR3/1 ) 粘 土 に 暗

褐色 の組い土 を プ ロ ッ ク に 含 み 、 わずか に 焼土 も

含 む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5Y百3/1 ) ; 1 層 に 似 る が、

よ く 締 ま っ て い る 。

20?m m は 、 l層 は 不 明 。 2層 : 黒 褐 色 (日四/

1) 粘土 と 粗い褐色土 が ブ ロ ッ ク に 入 り 混 じ り 、

わずか に焼土 ・ 炭化物 も 含 む 。

P40 は 、 1層 : 黒 褐 色 (7. 5YR3/1 ) ; き め 細 か

な 粘土 に 焼土 ・ 炭 化物 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒褐色

(7. 5YR3/2) 粗い褐色土 に 粘土 を ブ ロ ッ ク に 含

む。
第250図 65X052 ・ 65X050 ・ 65X002出土遺物実測図

P41 は 、 l層 : 黒 色 (7. 5YR2/!) 粘 土 に 粗 い

褐色 の粒子 と 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) 粗い 暗褐色 の 土 に 粘土 を プ ロ ッ ク に 含 み 、

締 ま っ て い る 。

P42 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) 粘土 に粗い褐色土 を ブ ロ ッ ク に 含 み 、 わ ず か に 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。

2 層 : 暗褐色 (7. 5YR3/3) ; Pit41 、 2層 に似 る がや や 明 る い 。

P43 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) き め細 か い黒褐色 の 粘土 に や や 組 い 褐 色 土 を ブ ロ ッ ク に 含 み 、 や や

締 ま っ て い る 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 組い褐色土 に 粘土 を ブ ロ ッ ク に 含 み 、 締 ま っ て い る 。 わ ず か に

焼土 ・ 炭化物 も 含 む 。

P44 は 、 1層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) き め 細 か い粘土 に焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 )

l 層 に 似 る が焼土 ・ 炭化物 の量が少 な く 、 締 ま っ て い る 。

P45 は 、 1層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) 粘土 に 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : 黒 褐 色 (7. 5YR3/1 ) 粗 い 褐 色 土

と 粘土 が プ ロ ッ ク に 入 り 混 じ り 焼土 ・ 炭化物 も 含み 、 締 ま っ て い る 。
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P46 は 、 1層 : 注記 な し 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) や や組いが粘 質 の 土 に 茶褐 色 の 粒子 を 含 む 。

P47 は 、 1層 : き め細 か い粘土。 2層 : 不明

P48 は 、 1層 : 黒 色 (7. 5YR2/1 ) 粘土 に 粗 い 暗褐 色 の 粒子 を 含み 、 焼土 ・ 炭化物 も 含 ん で い る 。 2層 :

黒褐色 (7. 5YR3/1 ) ; 1 層 に 似 る がや や締 ま っ て い る 。

P49 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) き め細 か な 粘土、 木 質 を 残 す。 2層 : 黒 褐 色 (7. 5)宝3/2) 粗 い 暗

褐色土 に 粘土 を ブ ロ ッ ク に 含 む 。

P50 は 、 1層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) き め細 か い粘土 に わずか に 木 質 を 残す 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2)

や や 粗 い 暗褐色土 に 粘土 を ブ ロ ッ ク に 含み 、 焼土 ・ 炭化物 も 含 む。

P51 は 、 1層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) ; き め細 か な 粘土 に焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) ; 

粗い 暗褐色土 に 粘土 を ブ ロ ッ ク に 含み 、 締 ま っ て い る 。

P52 は 、 l層 : 黒褐色 (lOYR3/1 ) き め細 か な 粘土 に わずか に 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR

3/1)  ; 1 層 に 似 る がや や 粗 く 硬 く 締 ま っ て い る 。

P53 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) ; や や粗い粘土 に焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) ; 

I 層 に似 る が硬 く 締 ま っ て い る 。

P54 は 、 1層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) 粘土 に 焼土 ・ 炭化物 を 多量 に 含 ん で い る 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 )

l 層 に似 る がや や粗 く 、 硬 く 締 ま っ て い る 。

P55 は 、 1層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 粘土 に焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 ん で い る 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2)

粗い土 に 粘土 を 小 さ な ブ ロ ッ ク に 含み焼土 ・ 炭化物 も 多 く 含む。

P56 は 、 l層 な し 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) 粗い 土 に 粘土 を わずか に 含 み 、 締 ま っ て い る O

P57 は 、 l層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) き め細 い粘土 に焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 )

粗い暗褐色 の 土 に 粘土 を 小 さ く ブ ロ ッ ク に含み 、 焼土 ・ 炭化物 も 多 く 含 む 。

P58 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 細 かい粘土 に 多量の焼士 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : な し 。

P59 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) き め細か い粘土 に焼土 ・ 炭化物 を わ ず か に 含 む 。 2層 : な し 。

P60 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 粘土 に 茶褐色の粒子 を わ ず か に 含 む 焼土 ・ 炭化物 も わ ず か に 含 む 。

2 層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) 粗い 暗褐色土 に 粘土 を 小 さ な ブ ロ ッ ク に 含み 、 硬 く 締 ま る 。

P61 は 、 1層 : 黒褐色 (7. 5)況3/2) 粘土 に 茶褐色の粒子 と 焼土 ・ 炭化物 を 多量 に 含 む 。 2層 : な し 。

P62 は 、 1層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 粘土 に 粗い暗褐色土 を わ ずか に 含む焼土 ・ 炭化物 も 多 く 含 む 。 2層 :

黒褐色 (7. 5YR3/2) 粗い褐色土 に 粘土 を 小 さ な ブ ロ ッ ク に 含み硬 く 締 ま る 。

P63 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 粘土 に 粗 い 暗褐色土 を ブ ロ ッ ク に 含み焼士 ・ 炭化物 も 多 量 に 含 む 。

2 層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) 粗い 暗褐色士 に 粘土 を 小 さ な ブ ロ ッ ク に 含 み 、 焼土 ・ 炭化物 も 含 む 。

P64 は 、 l層 : 黒 色 (7. 5YR2/1 ) き め 細 か い 粘 土 で 、 焼土 ・ 炭化物 も 含 み 、 木 質 を 残 す 。 2層 : 黒 褐 色

(7. 5YR3/1 ) 粗い 暗褐色土 に 粘土 を 含み 、 焼土 ・ 炭化物 も 多 く 含 ま れ、 硬 く 締 ま る 。

P65 は 、 l層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) き め*目 かい粘土。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) ; Pit64 2 層 に 似 る 。

P66 は 、 1層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) 粘土 に 組い茶褐色の粒子 と 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5

YR212) や や粗 い 暗褐色土 に わ ず か に 焼土 ・ 炭化物 を 含 む。

P67 は 、 l層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) 粘土 に 粗 い 暗褐色土 を ブ ロ ッ ク に 含 み 、 焼土 ・ 炭化物 を 多量 に 含 む 。

2 層 : な し 。

P68 は 、 l層 : 黒褐 色 (7. 5YR3/1 ) 粘土 に 茶褐 色 の 粒 子 を 含 み 、 焼土 ・ 炭化物 も わ ず か に 含 む 。 2層 :

な し 。

P69 は 、 l層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) 粘土 に や や 粗 い 茶褐色の粒子 を 含み 、 焼土 ・ 炭化物 も わ ず か に 含 む 。
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2 層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 粗い 暗褐色土 に 粘土 を ブ ロ ッ ク に含み 、 硬 く 締 ま る 。

P70 は 、 l層 : 黒 褐 色 (7. 5YR3/1 ) 粘土 に 粗 い 暗褐色土 を 含 み 、 焼土 ・ 炭 化物 を 多 量 に 含 む 。 2層 : 暗

褐色 (7. 町R3/3) や や組 い 暗褐色土 に 粘土 を 含み 、 焼土 ・ 炭化物 も 多 く 含む 。

P71 は 、 l層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) き め細 か い 粘土 に 多量の焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR31

2) や や 粗 い 暗褐色土 に 多 量 の 焼土 ・ 炭化物 を 含む 。

P72 は 、 1層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) ; Pit71 、 l層 に似 る 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) ; Pit71 、 2層 に似 る 。

P73 は 、 1層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) き め細 か い 粘 土 に や や 粗 い 暗褐 色 土 を ブ ロ ッ ク に 含 む。 2層 : 黒褐

色 (7. 5YR3/2) や や 組 い 暗褐色土 に粘土 を 含み 、 焼土 ・ 炭化物 も わ ず か に 含 む 。

P74 は 、 1層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) 粘土 に粗い茶褐色の粒子 と 多量 の 焼土 ・ 炭化物 を 含む 。 2層 : な し

P75 は 、 l層 : 黒 褐 色 (7. 5YR3/1 ) 粘土 に 組 い 茶褐色 の 粒子 と 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒褐色

7. 5YR3/1 ; 1 に似 る が硬 く し ま る 。

P76 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) ; Pit75、 l層 に似 る 。

P77 は 、 2層 : 暗褐色 (7. 5YR3/3) 組い 暗褐色土 に 粘土 を プ ロ ッ ク に 含 み 、 焼土 ・ 炭化物 も 多 く 硬 く 締

ま る 。

P78 は 、 1層 : 黒褐 色 (7. 5YR3/1 ) 粘土 に 茶褐 色 の 粒子 と 焼土 ・ 炭化物 を 多量 に 含 む 。 2層 : 暗褐色 (7. 5

YR3/3) ; Pit77、 2層 に 似 る 。

P79は 、 l層 : な し 。 2層 : 褐 色 (7. 5YR4/3) や や 粗 い 褐 色 土 の 茶褐 色 の 粒 子 を 含み 、 ブ ロ ッ ク に 粘土

も 含む 。

P80 は 、 l層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) き め 細 か い 粘土 に 多 量 の 焼土 ・ 炭化物 と 、 木 質 を 残 す 。 2層 : 極暗褐

色 (7. 5YR2/3) ; Pit81 、 2層 に 似 る がや や 暗い 。

P81 は 、 l層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) ; や や粗い粘土 に 多量の焼土 ・ 炭化物 を 含む 。 2層 : 暗褐色 (7. 5YR3/3) ; 

粗い 暗褐色土 に 多量 の 茶褐色 の粒子や焼土 ・ 炭化物 を 含み硬 く 締 ま る 。

P82 は 、 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) ; Pit81 、 l層 に似 る 。

P83 は 、 1層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 粘土 に 多量 の 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : 黒 褐 色 (7. 町R2/2) や

や粗い 暗褐色土 に 多量 の焼土 ・ 炭化物 を 含み 、 締 ま る 。

P84 は 、 l層 : 黒 褐 色 (7. 町R3/1 ) ; Pi時3、 l層 に 似 る 。 2層 : 黒 褐 色 (7. 5YR2/2) ; pi時3、 2層 に 似 る 。

P85 は 、 l層 : 黒 褐 色 (7. 5YR3/1 ) ; Pit83、 l層 に 似 る 。 2層 : 黒 褐 色 (7. 5YR2/2) ; Pi凶3、 2層 に 似 る 。

P86 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) ; 細 かい粘土 に 多量 の焼土 ・ 炭化物 を 含む 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) ; 

1 層 に似 る が、 や や 組い褐色の粒子 を 多 く 含 む 。 焼土 ・ 炭化物 も 含 む 。

X- 26 グ リ ッ ド の ピ ッ ト 群注記 は 以 下 の と お り で あ る 。

P 1 は 、 l層 : 黒色 ( 1OYR2/1 ) 0 2層 : 黒褐色 (lOY百3/1 ) ; Pit5、 2層 に似 る が、 粘土質 の 土 が多 く や や 暗 い 。

P 2 は 、 l層 : 黒色 (10YR2/1 ) 粘質があ り き め が細 か く な め ら か。 2層 : 黒褐色(l0YR3/2) ; Pit5、 2層

に似 る 。

P 3 は 、 l層 : 黒色 ( 10YR2/1 ) ; P2、 1層 に似 る 。 2層 : 黒褐色 (町田3/2) ; P5、 2層 に似 る 。

P 4 は 、 2層 : 黒褐色 ( 10YR3/2) ; P5、 2層 に似 る 。

P 5 は 、 l層 : 黒色 (1OYR2/1 ) 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含みや や や わ ら かめ 。 2層 : 暗茶褐色 (町田3/2)

全体 に 鉄分 を 多 く 含 み ザ ラ ザ ラ し た 状態。 プ ロ ッ ク 状 に 径5mm - 10mm の 暗黒褐色 の 粘 土 を 含 む 。 又 、 焼

土 ・ 炭化物粒子 も わずか に 含 む 。

P 6 は 、 l層 : 黒色 (1OYR2/1 ) 0 2層 : 黒褐色 (1OYR3/1 ) ; P5、 2層 に 似 る が焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含み や

や 暗 い 。
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P 7 は 、 l層 : 黒色 (l0YR2/1 ) 非常 に や わ ら か く 木質が残 る 。 き め が細 か く な め ら か。 2層 : 黒褐 色 ( 10

YR3/2) ; P5、 2層 にf以 る 。

P 8 は 、 l層 : P7、 1層 よ り や や水分が少 な い程で、 ほ ほ同 じ 。 2層 : P7、 2層 に 同 じ 。

P 9 は 、 1層 : 黒色 ( 1OYR2/1 ) ; P2、 l層 に 似 る 。 2層 : 黒褐色 (l0YR3/2) ; P5、 2層 に 似 る が、 焼土 ・

炭化物 の粒子が大 き く 、 多 く 含む 。

PlO は 、 l層 : 黒色 ( lOYR2/1 ) ; 2 層 : 黒褐色 (l0YR3/2) ; P5、 2層 に 似 る が、 炭化物 ・ 焼土 は 少 な い 。

P1H立 、 l層 : 黒褐色 ( l0YR3/1 ) ; 2 層 に い う 粘 質 の 土 の 割 合が高 く 暗 い 。 2層 : 黒 褐 色 ( 1ぴ四3/2)

基本的 に は粘 質 の あ る 粒子 の 細 か い 土 で あ る が鉄分の 沈殿 し た も の や粒子の組い 土 を 含 み 全体 に ザ ク ザ ク し

た状態。 ま た 、 焼土 と 炭化物 を 含 む 。

P12 は 、 l層 : 黒 褐 色 ( l0YR3/2) 焼 土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒 褐 色 ( 1OYR3/2) ; P1 1 の 2 層 に

似 る が、 焼土 ・ 炭化物 を 含 ま ず、 や や 明 る い 。

P13 は 、 l層 : 黒褐 色 ( 1OYR3/1 ) ; P11 、 2層 の 粘 質 土 の 割 合が多 く 暗 い 。 2層 : 黒 褐 色 (10YR3/2) ; P 

1 1 、 2層 に似 る 。

P14 は 、 l層 : 黒褐色 ( 1OYR2/2) ; P13、 l層 に似 る が焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含み や や 暗 い 。

P15 は 、 l層 : 黒色 ( 1OYR2/1 ) き め 細 か い粘土 に焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒褐色 ( 1OYR3/1 )

比較的細 かい土 に 茶褐色 の 粒子 と 焼土 ・ 炭化物 を 多量 に 含 む 。

P16 は 、 l層 : 黒色 ( 10YR2/1 ) き め細 か し な め ら か。 2層 : 黒褐色 ( 10YR3/2) ; P11 、 2層 に似 る 。

P17は 、 l層 : 黒色 (lOYR2/1 ) き め の 細 か い 粘質土焼土 を 含 む 。 2層 : 黒 褐 色 ( 1OYR3/1 ) き め の 細

か な 粘土 に 茶褐色 の粗い粒子 を 多量 に 含 み 、 焼土 も 含む。

P18 は 、 2層 : 黒褐色 ( 1OYR3/1 ) ; P17、 2層 に似 る 。

P19は 、 l層 : 黒色 ( 1OYR2/1 ) 粗い粒子や焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む が、 全体 に 粘 質 土 の 割合が高 い 。

P20は 、 1層 : 黒色 ( 1OYR2/1 ) ; P19、 l層 に 似 る 。 2層 : 暗褐色 (l0YR3/3) 粗 く か た い 焼 土 ・ 炭化物

を 多量 に 含 む 。

P21 は 、 1層 : 黒色 ( l0YR2/1 ) 粗い粒子の 土 も 含 ま れ て い る が、 全体 に き め 細 い 粘 質 土 で あ る 。 焼土

・ 炭化物 を 含む 。 2層 : 黒褐色 ( l0YR3/1 ) 粘質土の 割合が高 く 全体 に 暗い 。 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。

P22 は 、 l層 : 黒褐色 ( 1OYR3/1) ; き め の細 かい粘質土 に焼土 ・ 炭化物 を 含む 。 2層 : 黒褐色 ( 町四3/1 ) ; 

l 層 に似 る が、 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。

P23 は 、 1層 : 黒色 ( 10YR2/1 ) き め の細か い粘質土 に 多量の焼土 ・ 炭化物 を 含む 。 2層 : 黒褐色 ( lOYR

3/1 ) 比較的粒子 は 細 か い が、 多 量 の 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。

P24 は 、 l層 : 黒褐 色 ( 10YR3/1 ) 粘質 の 土 に 多 量 の 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : 暗褐 色 ( 10YR3/4)

粘 質 の 土 に粗い粒子 を 多 く 含み 、 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含む。

P25は 、 l層 : 黒褐色 ( lUY百3/1 ) き め の細かい粘質の士 に焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : 黒褐色 ( 10Y百31

2) 粒子の 粗 い 土 に き め 細 か い 粘土 を 多 く 含む。 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。

P26 は 、 l層 : 黒褐色 ( 1OYR3/1 ) き め細 か い粘質土。 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : 暗褐色 (10Y百3/3)

粗い粒子 も 含む が比較的粘土質 に 近 い 。 焼土 ・ 炭化物 を わずか に 含 む 。

P27は 、 1層 : 黒褐色 ( 1OYR3/2) き め細 か い 粘 土 質 の 中 に 多 量 の 粗 い 粒 子 の 土 を 含 み 。 焼 土 ・ 炭化物

の量 も 多 い 。 2層 : 黒褐色 ( 1OYR3/2) 粗い粒子の土 に 多量の焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。

P28 は 、 l層 : 黒色 ( lOYR2/1 ) き め の細 か い 粘質土。 2層 : 暗褐色 (l0YR3/3) 粘 質 土 に 鉄 分 の 沈 殿

物 で あ ろ う 粗い粒子 を 多量 に 含 み わ ず か に焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。

P29は 、 l層 : 黒色 ( 10司四2/1 ) き め細 か い粘土 の 土 に 木 質 を 残す。 2層 : 暗褐 色 ( 10司四3/3) ; Pit28、
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2 層 に似 る 。

P30 は 、 l層 : な し 。 2層 : 暗褐色 ( 1OYR3/3) ; P28、 2層 に似 る 。

P31 は 、 l層 : 黒褐色 ( 1OYR3/1 ) き め細 か い 粘 土 質 に 粒 子 の 粗 い 茶褐 色 土 を 多 量 に 含 む。 又 、 焼土 ・

炭化物 の 量 も 多 い 。 2層 : 黒褐色 ( lOYR3/2) 粒子 は粗 く 、 や や締 ま る 。 わずか に 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。

P32 は 、 1層 : な し 。 2層 : 暗褐色 ( 1OYR3/3) ; P33、 2層 に 似 る 。

P33 は 、 l層 : な し 。 2層 : 暗褐色 (1OYR3/3) 土塊 に 黒褐 色 の 粘 質 士 を 含 む が全体 に 粗 い 土 。 焼土 ・ 炭

化物 を 含 む 。 P34、 1層 に似 る 。

P34 は 、 I層 : 黒色 (lOYR2/1 ) き め の 細 か い 粘 質土。 木 質 を 残 す。 2層 : 黒 褐 色 ( 1OYR3/2) 粗 い 粒

子 の 土 を 含 む。 焼土 ・ 炭化物 を 含 む 。

P35は 、 I層 : 黒褐色 ( lOYR2/2) き め の細 かい粘質土。 2層 : な し 。

P36 は 、 l層 : な し 。 2層 : 黒褐色 ( 1OYR3/1) 粘質土 に 赤茶色 の 粗 い 粒子 を 多 く 含 み 全体 に ザ ク ッ と し

て い る 。 焼土 ・ 炭化物 を 含む 。

P37は 、 l層 : な し 。 2層 : 黒褐色 (1OYR3/1 ) ; P36、 2層 に よ く 似 る が焼土 ・ 炭化物 は ほ と ん ど含 ま な い 。

P38 は 、 1層 : 黒褐色 (lOYR3/1 ) 粗い粒子 を 多 く 含み焼土 ・ 炭化物 も 多量 に 含 む 。 2層 : 黒褐色 ( 10、四

3/1 ) ; 1 層 に似 る がや や 明 る い 。

P39 は 、 1層 : 黒色 ( lOYR2/1 ) き め の 細 か い 粘 土 質 。 焼土 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒褐色 ( 1OYR3/1 ) 粗

い粒子の締 ま っ た 土 に焼土 ・ 炭化物 を 多量 に含む。

P40は 、 l層 : 黒色 ( lOYR2/1 ) き め の細 か い粘質土。 焼土 も 含む 。 下 か ら 20木 質 を 残す 。 2層 : な し 。

P41 ・ 杭 は 、 1層 : 黒色 ( 1OYR21 1 ) き め の細か い粘土 に 木 質 を 残す 。 2層 : な し 。

P42 は 、 l層 : 黒色 ( lOYR2/1 ) き め 細 か い 粘土。 2層 : 暗褐色 ( 1OYR3/3) 粗 く 、 締 ま っ た 土 に 焼土

. 炭化物 を 多 く 含 む 。

P43 ・ 杭 は 、 l層 : 黒色 ( 10可ffi2/1 ) き め細 かい粘土 に 木質 を 残す。

P45は 、 l層 : 黒褐色 (l0YR3/2) 比較的細 かい粘質 の 土 に茶褐色 の粒子 を 多 く 含 む 。 2層 : な し 。

P46 は 、 1層 : 黒褐色 ( 10可四3/1 ) き め細か い粘土 に焼土 ・ 炭化物 を わ ず か に含 む 。 2層 : 黒褐色 ( lOYR

3/1 ) 比較的細 か い 土 に 褐色 の 粒子 を 多 く 含み、 締 ま る 。

P47は 、 l層 : 黒色 ( lOYR2/1 ) き め細 か い 粘土 に わ ずか に 木 質 を 残 す。 2層 : 暗褐色 ( lOYR3/4) ザ

ク ッ と し た粗 く 締 ま っ た 土 に 粘土 を ブ ロ ッ ク に 含 む 。

P48 は 、 l層 : 黒褐色 ( 10YR31 1 ) 細 か な 粘 土 に 多量の粘土 ・ 炭化物 を 含 む 。 2層 : 暗褐色 ( 1OYR3/3)

組 く 、 締 ま っ た 土 に 粘土塊 を ブ ロ ッ ク 状 に含み、 焼土 ・ 炭化物 も 多 く 含む 。

P49 は 、 l層 : 黒褐色 ( 1OYR3/1 ) ; P48、 l層 に似 る 。 2層 : 暗褐色 (1OYR3/3) ; P48、 2層 に似 る 。

P50 は 、 1層 : 黒色 ( lOYR2/1 ) き め 細 か い粘土 に 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒色 ( lOYR2/1 )

l 層 に似 る が、 茶褐色 の 粒子 を 多 く 含みやや硬い。

P51 は 、 l層 : 黒褐色 ( lOYR3/1 ) ; 細 か な 粘土 に焼土 ・ 炭化物 を わずか に 含 む 。 2層 : 暗褐色 ( lOYR3/3) ; 

粗 く 締 ま っ た 土 に 黒褐色 の 粘土 を ブ ロ ッ ク 状 に 含み焼士 ・ 炭化物 も わ ずか に 含む 。

P52 は 、 l層 : 黒色 ( 町田2/1 ) き め細 か な 粘土 に 焼土 ・ 炭化物 を わず か に 含 む 。 2層 : 黒褐色 ( l0YR31

1 ) 比較的細 か い 土 に 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含む。

P53 は 、 1層 : 黒色 ( 10)官2/1 ) き め細 か な 粘土 に 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 2層 : 黒褐色 ( 1OYR3/2)

茶褐色 の粗い粒子 を 多 く 含み 、 よ く 締 ま っ て い る 。 焼土 ・ 炭化物 も 多 く 含 む 。

P54 は 、 l層 : 黒 色 (lOYR2/1 ) ; P53 、 1層 に 似 る が わ ず か に 木 質 を 残 す 。 2層 : 黒 褐 色 ( 1OYR3/2) ; P 

53の 2 層 にf以 る 。
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P55 は 、 1層 : 黒色 (lOYR2/1 ) き め 細 か な 粘土。 木 質 を 残 す。 2層 : 黒 褐 色 ( 10YR312) 褐色 の 粒 子

を 多 く 含み 、 組 く 締 ま る 。

P56 は 、 l層 : な し 。 2層 : 灰黄褐色 (lOYR4/2) 比較的細 か な 土 に焼土 を 多量 に 含 む 。

P57 は 、 1層 : 黒色 (lOYR2/1 ) き め 細 か な 粘土 に わ ずか に 木 質 を 残す 。 2層 : 黒 褐 色 ( 1OYR312)

Pit56、 2層 に 似 る が炭化物 の 量が多 い 。

P58 は 、 I層 : 黒褐色 ( 1OYR3/1 ) 粘土 に わ ず か な 木 質 を 残 す。 2層 : 黒褐 色 ( 1OYR3/2) 粘土 が主 で

あ る が粗い 茶褐色 の粒子 を 多 く 含み 、 硬 く 締 ま る 。

P59 は 、 l層 : 黒色 ( lOYR2/1 ) き め細 か い 粘土。 わずか に 木質 を 残す 。 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) 暗

褐色の 粗い粒子 に 粘土 を 含 む 。 わ ず か に 焼土 ・ 炭化物 も 含 む。

P60 は 、 I層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 粘土が主 で あ る が、 暗褐色 の 粗 い 粒子 と 焼士 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。

2 層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) ; Pit59の 2 層 に似 る o

P61 は 、 2層 : 黒褐色 (7. 5YR312) 粒子の粗い土 に粘土 も 含 む。

P62 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) き め細 か い粘土 に 暗褐 色 の 粗 い 土 を ブ ロ ッ ク に 含み焼土 ・ 炭化物 も

多 く 含 む 。 2層 : 灰褐色 (7. 5YR4/2) 粒子の粗い土 に粘土 も 含 む が硬 く 締 ま る 。

P63 は 、 2層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) ; Pit61 の 2 層 に似 る O

P64 は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 粘土が主 で あ る が暗褐色 の粗い土 や焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含 む 。 2層 :

黒褐色 (7. 5YR3/2) よ く 締 ま っ た 粗い土 に 粘土 も 含 ま れ る 。 わ ず、か だ、が焼土 ・ 炭化物 も 含 む 。

P65は 、 l層 : 黒褐色 (7. 5YR3/2) 粘土 を 主 と す る が暗褐色 の粗い土 と 焼士 ・ 炭化物 も 多 く 含 む 。 2層 :

暗褐色 (7. 5YR3/3) 粗い 土 に 粘土 を ブ ロ ッ ク に含み焼土 ・ 炭化物 も 多 く 見 ら れ る o 又 、 砂 を 多 く 含 む 。

P66 は 、 I層 : 黒褐色 (7. 5YR3/1 ) 粘土 に 多 量 の 焼土 ・ 炭化物 を 含 む。 2層 : 黒 褐 色 (7. 5YR3/2) 硬

く 締 ま っ た 粗い土 に 、 焼土 ・ 炭化物 を 多 く 含む。

P67 は 、 l層 : 黒色 (7. 5YR2/1 ) き め 細 か い 粘土 に わ ずか に 木 質 を 残す 。 2層 : 黒 褐 色 (7. 5YR312)

Pit66の 2 層 に 似 る O

( 9 ) 包含層 中の遺物 [第252図~第266図 ]

包含層 中 の 遺物の 中 に は 遺構 に伴 っ て い た 可能性 も あ る が、 遺構 を 特定で き な か っ た も の に つ い て は こ こ

で取 り 上 げる 。 古墳時代 中 期 か ら 古代 ま で と か な り 時期差があ る 。

・ 土器 [第252図~第261図 ・ 第264図 ]

ま ず土器で 図化 し た の は 、 須恵器が坪蓋23点 、 査蓋 2 点、 杯身37点 、 椀 8 点 、 盤 9 点 、 大聾 3 点 、 中 聾 7

点、 壷17点 、 横瓶 l 点 、 高杯 6 点 、 鉢 9 点 、 耳付杯 2 点、 片 口鉢 l 点 で あ る O 土 師器が聾 5 点 、 カ マ ド l 点 、

鉢 1 点 、 甑 2 点 、 杯14点 、 塊 7 点 、 盤 2 点 、 高杯 l 点 、 甑の把手 6 点 、 不 明把手 1 点 、 粘土塊 2 点 で あ る 。

1505 � 1529 は須恵器 の 蓋 で あ る 。 1505 ・ 1506 は古墳時代の坪蓋 と 考 え て い る 。 1505 は ツ マ ミ の な い も の で

口径の狭い も の で あ る 。 1506 は 輪状つ ま み を 持 ち 、 口縁端部近 く で や や 外反す る も の で あ る 。 復 元 口 径 は

12. 7cm を 測 り 広 い 。

1507 . 1508 は須恵器の査蓋で あ る 。 口縁部がほ ぼ直 も し く は や や 内 湾 し て い る 。 1509 � 1512 は 杯蓋 で 、 内

面 に か え り を も つ も の で あ る 。 こ の う ち 1512 は ツ マ ミ を持つ可能性があ る も の で 、 他 の も の に 比べ器高が高

く 、 ツ マ ミ の 周 囲 に は カ キ メ 状の痕跡が残 り 、 か え り は小 さ い 。 そ の他の も の は 口 径 が比較的小 さ く 、 身 と

の差があ ま り な い も の で あ る が、 返 し 部 の 内傾が強 い も の を 蓋 と し た 。 こ の 3 点 は 天井部外器面 に い わ ゆ る

「ヘ ラ 記号j と し て 2 本 の 沈練が入 る O

1513 � 1517 は須恵器の宝珠 も し く は擬宝珠 ツ マ ミ の付 く 杯蓋 で あ る O 口 縁部 と 天井部外器面 の 調整 に よ り
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い く つ か に 分 か れ る 。 1513 は 口縁端部が探 く や や 内 湾す る 。 1515 ・ 1516 は ほ ぼ同形で 口 縁端部がや や 反 り 気

味で角 張 る も の で あ る 。 1514 ・ 1517は 口縁端部があ ま り 明瞭で な い も の で あ る 。 い ずれ も 天井部 に は か な り

回 転ヘ ラ 削 り がは い る 。 1518- 1529 は輪状 ツ マ ミ を 持つ杯蓋で あ る 。

1530 - 1565 は杯身 で あ る 。 大 き く は高台の付か な い 1530- 1日4 と 、 高台の付 く 1545- 1565 に 分 け ら れ る 。

1530 ・ 1531 は 受 け 部 と 立 ち 上が り を 有す る も の で あ る 。 1530 は 立 ち 上が り が5mm ほ ど し か な く か な り 退

化 し て い る 。 内 器面底部 に は ヘ ラ 記号が入 る 。 1531 は立 ち 上が り が低 く 、 内傾す る も の で先 の 蓋 と の差 は ほ

と ん ど な い がや や立 ち 上が り がそ れ ら よ り も 高 い と い う こ と で 身 と し た 。 1532 は 身 と し た が ど ち ら か と い う

と 蓋 と し た 方が よ い 。 1533 は底径 と 口径の差が小 さ く 、 体部 は ほ ぼ直 に 立 ち 上が る 。 1534 も 同 様 に 体部 の 立

ち 上が り が直 に 近 く 、 口縁端部がや や 反 る も の で あ る 。 1535 は 口径 ・ 底径 と も に広 く 、 差 は小 さ い 。 口縁部

は ほ ぼ直 に 立 ち 上が る 。 器壁 は 全体的 に 薄 い 。 1537 ・ 1538 も 同様 に 口 径 と 底径 の 差 が小 さ い も の で あ る 。 口

縁部 は底部か ら ほ ぼ直 に 立 ち 上が る 。 1536 ・ 1540 は 口 径 と 底径の差がや や大 き い も の で 、 底 部 か ら 斜め 方 向

に 立 ち 上が る も の で あ る 。

1545 - 1565 は 、 須恵器 の 高 台付坪で あ る 。 口径 と 器高、 高台 の 形態 な ど に よ り い く つ か に 分類 で き る 。

1566 - 1572 は 、 須恵器 の 高 台付椀で あ る 。

1573 は 高 台 の 付 か な い塊 も し く は 鉢 で あ る 。 復元 口径が16. 3cm、 器 高 が7. 0cm を 測 り 、 一 回 り ほ ど他 の

塊類 よ り 大 き い 。 体部下位か ら 底部 に か け て は 回転ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

1574 は 、 小片で あ る こ と に加 え 、 形態上 の類似か ら 間違 っ て こ の須恵器の 所 に 入 れ た が、 緑紬陶器の境 も

し く は 皿 で あ る 。 底部 と 高台部分が ご く わずか に 残 っ た小片 で あ る が、 内 器面 に は緑粕が残 っ て い る 。 胎土

は よ く 精製 さ れ た 粘土が使用 さ れ、 淡黄 白 色 を 呈す る 。 低い高台 の接地面 に は 、 浅 い 窪 み を 入れ ら れて い る 。

長 門 産 と 考 え ら れ る 。

1575 ・ 1576 ・ 1578 - 1582 は 、 須恵器の高台付盤で あ る 。 口 径 の 違 い か ら 大 き く 2 種 に 分 け ら れ る 。 1575 ・

1576の 口 径 は小 さ く 、 1578 - 1582 は復元 な が ら 大 き め で あ る 。 器形的 な 特徴 は ほ ぼ同 じ で あ る 。

1583 ・ 1584 は 、 高 台 の な い 盤 で あ る 。

1585- 1595は 、 須恵器の大聾 ・ 聾で あ る 。 1585- 1590 は 、 口縁部が長 く 伸 び、 ラ ッ パ状 に 広 が る 大聾 で、

特 に 1585 ・ 1586 ・ 1587 は 口 唇部近 く で屈 曲 部 を も ち 、 二重口縁状 を 呈す る も の で あ る 。 1592 ・ 1591 は 、 頭部

が短い 大童 で あ る 。

1604 は須恵器の 透 か し 孔 を も っ双耳が肩 部 に 付 い た 長胴査 (瓶) で あ る 。 復元 口径 が14. 6cm、 器高 が38. 7

cm、 復元最大胴径が26. 0cm、 底径が17. 1cm を 測 る 。 外器面 に は 平行 タ タ キ が残 り そ の 上 に 回 転横 ナ デが

施 さ れ る 。 内 器面 は 回 転横 ナ デが表面 に 、 胴部上位 に は指 に よ る 成形痕、 胴部 中位以下 に は 当 て 具痕が残 る 。

外底面 に は ヘ ラ 削 り が残 る 。

1605- 1612 は須恵器の 一応長頚壷 と 考 え る 。 完形品 がな く 、 部分的 な も の がほ と ん ど な の で厳密 に 分類 は

で き な い が、 肩 部 の 特徴か ら 大 き く 2 種 に 分 け ら れ る 。 肩 部 に 突帯 を 持 ち 、 そ の 上部 に も 突帯 を め ぐ ら す も

の と 突帯が付かず カ ー ブ し て い る だ け の も の で あ る 。 底部形態 は平底 に 高 台 が付 く も の で あ る 。 形態 的 な 差

異が時期差 を 示す も の か も し れ な い 。

1613 は須恵器の横瓶 の 一部 と 考 え る 。 形態 的 に は大聾 の破片 の よ う で あ る が、 図示 し た 部分の 断面 を み れ

ば明 ら か な よ う に 聾 を 作 る 要領で卵形 を 作 っ て最後 に 蓋部分 を 被せ て 完全 な卵 を 作 り 、 さ ら に 上部の胴部 に

穴 を 開 け 、 そ こ に 口縁 を つ け る も の で あ る 。 タ タ キ 調整 は そ の 際 に行 っ て蓋がわ か ら な い よ う に し て い る 。

1614 - 1619 は須恵器の高杯で あ る 。 1614が他の器形 に 比べ 口径が小 さ く 、 縦長の 印 象 を 受 け 、 か な り 異 な

っ て い る 。 ま た 、 杯部 の 高 さ の 違 い か ら 、 1615- 1617 と 1618- 1619 に 分け ら れそ う で あ る 。 1617は 中 間 的 で

は あ る がや や小 さ い 。
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第252図 包含層出土土器実測図

- 303 -



第 E 章 調査の成果

鍾糧

て二左ヲグ 1 53 1  \て44321 530 
以 にこエJ ミJ1cJ1 53 3 1 534 1 535 

ミ三�1 536 1 537 1 53 8 

ミヰ J1 539 \:IJ モ二守--/1541 

ミ斗三ノ 建三ヨ二二亡/ て三三ごzグ1542 1 543 

てi斗� L ムJ 」占イ1 545 1 546 1 547 
\τムJ にLJ た1J1 548 1 549 1 550 

ミキノ gr2 て;三亨1 55 1  1 552 1 553 

\工よ;;;
モヨご二フ1 554 1 555 

回ヨRJ午云ヌ 1 55 8 
。 20cm 1 556 1 557 

第253図 包含層 出土土器実測図
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1614 は 、 Y- 26 グ リ ッ ド V b 層 出 土 の 径 の 狭 い 杯部の 深 い 高杯 で あ る 。 本来杯部 は復元 口 径が、 8. 4cm を

測 り 、 体部 に 2 本 の 沈線が走 る 。 脚 部 の 底 径 は 復 元 で5. 0cm を 測 る 。 全体 の 器高 は7. 4cm を 測 る 。 調 整 は

回転横 ナ デで あ る 。

1615� 1619 は 同 系統の 高杯で あ る 。 1615 ・ 1616 ・ 1617が浅め の も の で 、 1618 ・ 1619 は 深 め の も の で あ る 。

1615 は V- 26 グ リ ッ ド V c 層 の 出 土 で 、 復 元 口 径が13. 7cm を 測 る 。 杯 の 底 部 に は 回 転 ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。

1616 は W- 26 グ リ ッ ド V b 層 の 出 土 で 、 復元 口 径が13. 0cm を 測 る 。 口 縁端部が外反 し 端部 を 薄 く す る 。 底

部 に 粘土巻 き 上 げ痕残 る 。 1617は4SK040の 上層 V c 層 出 土 で 、 復元 口 径が13. 8cm を 測 る 。 杯部 の 外底 面 は

回転ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 脚 部 の 貼 り 付 け も 一部み え る 。 1618 は 、 X- 26 グ リ ッ ド V b 層 出 土 で 、 復元 口 径

が14. 0cm を 測 る 。 回 転横 ナ デ に よ る 成形で底部 に 粘土巻上 げ痕が残 る 。 脚 部 は か な り 開 く 。 1619 は Y- 29

グ リ ッ ド V c 層 の 出 土 で 、 1618 と ほ ぼ同形態 で あ る 。 口径が14. 2cm、 器高が9. 3cm、 脚 の 底径が8. 7cm を 測

る 。

1620 � 1622 は須恵器の鉢の う ち 、 形態 的 に す り 鉢 と 考 え ら れ る も の で あ る 。

1620 は Y- 28、Y- 29 グ リ ッ ド V c 層 で 出 土 し た 須恵器 の 鉢 で あ る 。 復元 口 径 が18. 0cm を 測 る 。 体部 か ら

口縁 ま で立 ち 上 げて 口 縁部付近 で 内 側 に屈 曲 さ せ 、 口 唇部上端 を 内側 に 傾 け る 。 外体部 の 屈 曲 部 か ら 下位 に

カ キ メ が入 る 。 1621 は Z - 29 グ リ ッ ド V b 層 出 土 の須恵器の鉢で、 形態 的 に 1620 に 似 る 。 カ キ メ は な い 。 復

元 口径が13. 2cm を 測 る 。 1622 は Z - 29 グ リ ッ ド V b 層 出土の須恵器の鉢で、 復元 口 径が13. 0cm を 測 る 。 口

縁部近 く の屈 曲 が強 く 明確 な 稜線 を 造 り 出 す。 体部下位 に ヘ ラ 削 り が入 札 そ の 後 ナ デ消 す 。

1623 � 1625 は 、 須恵器の 耳付鉢で あ る 。 1626 も 同 じ か も し れ な い 。

1623 は Y- 28、 Z - 28 グ リ ッ ド V c 層 出 土の も の で、 口 唇部 を 弱 く つ ま み 上 げ て 丸 め て 収め て い る 。 耳 は 細

い粘土紐の 端 を ま ず貼 り 付 け 、 そ れ を 上 に 折 り 曲 げて作 っ て い る 。 外器面 に 弱 く 平行 タ タ キ がみ え る 。 1624

は Z - 29 、 Z - 28、Y- 29の 各 グ リ ッ ド の V a� V c 層 、 Nb 層 の 各層 か ら 出 土 し て お り 、 広 く 拡散 し た 状態 に

な っ て い た も の を 接合 し た 。 復元 口径が16. 7cm を 測 る 。 体部 か ら 口 縁部 ま で 直 に 伸 ぴ、 端部 を や や細 く し

て 収め る 。 耳 は 1623 と 同 じ く 上 に 折 り 曲 げて作 っ て い る 。 1625は c - 34 グ リ ッ ド 出 土 で 、 復 元 口 縁 が18. 6cm

を 測 り 、 上記の 2 点 よ り 大 き い 。 器形 も や や胴張 り し て 口 唇端部至 る 。 端部 は 丸め て 収め る 。 耳 の作 り は 同

様であ る が、 少 し 短 く な り 整形 し て い る 。 内器面 は 同心円 タ タ キ 当 て 具痕 の 後 回 転横 ナ デ を 施す 。 1626 は Y

- 29、 Z - 29 グ リ ッ ド N層 、 V b 層 の 出 土 し た 須恵器の 鉢で、 復元 口 径が20. 0cm を 測 る 。 口 縁 部 がや や 内 傾

す る 。

1627は Y-29 グ リ ッ ド V c 層 出 土 の 須恵器の鉢で 、 口縁端部 は や や つ ま み 上 げ て 外へ屈 曲 す る 。 外器面 に

は 目 の 細 か い擬格子 タ タ キ が、 内器面 に は 同心 円 の 当 て具痕が残 る 。

1628 は c - 30 グ リ ッ ド W層 出 土 の 須恵器の鉢の破片 と 考 え た が、 外器面 に 残 る 櫛歯状の タ タ キ は 備前系陶

器の タ タ キ に 類似 し て い る 。 町層 か ら の 出 土 と い う こ と か ら 中 世 の 囲 内 産 陶 器 と し た 方が よ い 。

1629 ・ 1630 は須恵器の 耳付杯で あ る 。 口 唇部近 く に 耳 を 付 け て い る 。 1629 は b - 30 グ リ ッ ド V c 層 の 出 土

で 、 1630は a - 30 グ リ ッ ド N 層 出 土 で あ る 。

1631 は a - 27 グ リ ッ ド V c 層 か ら 出 土 し た 須恵器の 片 口 鉢で あ る 。

1632 � 1636 は 土 師器の 聾 で あ る 。 形態 的 な 差異がい く ら か あ る が、 ほ ほ同 時代 の も の で あ る 。

1632 は c - 34 グ リ ッ ド 出 土 で 、 頭部か ら 口 唇部 ま でが大 き く 外反 し て い る 。 さ ら に 肥厚 し 短 い 。 端部 は 丸

く 収 ま る 。 胴部 は や や 中位付近で膨 ら み 、 底部 に 向 か う 。 外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 と 横方 向 の ハ ケ 目 が施 さ

れ る 。 内 器面 は ほ ぼ縦方 向 の ヘ ラ 削 り で あ る 。 復元 口 径 は25. 2cm を 測 る 。 1633 は b - 29 グ リ ッ ド V a 層 の

出 土 で 、 復元 口径が27. 6cm を 測 る 。 口縁部 は 頭部か ら 急激 に 外反す る 。 端部 は や や 角 張 る 。 胴 部 は 頚部 か

ら ほ と ん ど膨 ら ま ず、 下位で小 さ く な る 。 外器面 は ハ ケ 目 が残 る 。 内 器面 は斜め 方 向 ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。
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第 皿 章 調査の成果

1634 は X- 26 グ リ ッ ド V b 層 の 出 土 で 、 復元 口径が24. 2cm を 測 る 。 口 縁 は 頚部 か ら 肥厚 し 、 急激 に 外反す

る 。 端部 は 丸 く 収め る 。 胴部 は や や膨 ら み気味で る が、 ほ と ん ど直 に 近 い 。 外器面 は 縦方向 の ハ ケ 目 が残 り 、

内 器面 は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ、 器壁が薄 く な っ て い る 。 1635 は c - 33 グ リ ッ ド 出 土 で 、 復元 口 径 が27. 0

cm を 測 る 。 口 縁部 は 頚部 か ら や や 立 ち 上が り 、 端部で や や 肥厚 さ せ て 丸 め て 収め る 。 胴 部 は ほ ぼ直 に な る 。

外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 、 内 器面 は縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 1636 は c - 34 グ リ ッ ド の 出 土 で あ る 。 口

縁部 は 肥厚 さ せ て 急 激 に 外反す る 。 口 縁端部 は や や 角 張 る 。 胴部 は や や広 が る 。 外器面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 、

内 器面 は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 復元 口径が28. 6cm を 測 る 。

1637は c- 3 1 グ リ ッ ド の 出 土 し た 土師器の カ マ ド の 一部で あ る 。 焚 き 口 の 一部 と 鍔 がみ え る 。 内 器面 は へ

ラ 削 り が施 さ れ る 。

1638 は土師器の鉢であ る 。 体部 に は外器面 に ハ ケ 日 が入 る 。 口縁部 は 頚部か ら 弱 く 外反 し 、 端部 は 角 張 る 。

口 縁部 内 面 は横方 向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。

1639 は 土 師器の鉢で あ る が、 整形技法 は須恵器的技法 を 取 り 入 れ て い る 。 体部下位 の横方 向 の 回転ヘ ラ 削

り 、 中位 に み ら れ る カ キ メ も 回転台 を 使用 し て つ け た も の であ ろ う 。 調 整 は 、 体部 は ハ ケ 目 の後 に ナ デが施

さ れ る 。 内 器面 は ナ デ と へ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外底面 に は ヘ ラ 切 り 離 し痕が残 る O

1640 ・ 1641 は 土 師器 の 甑で あ る 。

1640 は W - 26 グ リ ッ ド V b 層 出 土 の 破片 で 、 体部 か ら ほ ぼ直 に 口 縁部 ま で 伸 び る 。 口 縁端 部 は や や 角 張

り 収 ま る 。 内 器面 は斜 め 方 向 の ヘ ラ 削 り が施 さ れ る 。 外器面 に 黒斑があ る 。 1641 は a - 29 グ リ ッ ド V a� V c

層 で 出 土 し た 。 層 的 に い く つ か に ま た が っ て 出 土 し て い た も の を 集 め て 組 み 上 げた も の で あ る 。 復元 口 縁が

24 . 3cm、 復元器高が22 . 3cm、 復元底径が17. 9cm を 測 る 。 こ の 個体で は 把手 を 確認 し な か っ た 。 底 部 は ほ

ぼ全体の孔があ い て い る o 外器面 は上位~ 中 位 は タ テ ハ ケ 、 下位 は横方向 の ハ ケ 目 が施 さ れ る 。 内 器面 は 縦

方 向 の ヘ ラ 削 り を 施 さ れ る 。 口 縁部近 く に 粘土巻上 げ痕がみ え る 。

1642 � 1645 は い わ ゆ る 須恵器模倣 の杯 と い わ れ る も の であ る 。 口 径 と 高 さ の比 か ら 大 き く 2 種 に 分け ら れ

る 。 1642 ・ 1643 は 口 径 と 高 さ の比が小 さ く 、 1644 ・ 1645は 口径 と 高 さ の比が大 き い 。 口 縁部 は 一 時 的 に 肥厚

し 、 端部 は細 く な り 収 ま る 。

1642 は 、 Z - 29 グ リ ッ ド V c、 V d 層 の 出 土 で 、 復元 口 径が1O. 2cm を 測 る 。 外器面底部 に は ヘ ラ 削 り が施

さ れ る 。 内外器面 に は 黒色顔料が塗布 さ れ て い る 。 1643 は Y- 29 グ リ ッ ド V c 層 出土 で 、 復元 口 径が1 1 . 2cm

を 測 る 。 口 縁部 は横 ナ デで 、 外器面底 部 は ヘ ラ 削 り 後 ナ デ調整がな さ れ る 。 内外器面 に 赤色顔料が施 さ れ る 。

内 器面 に は ヘ ラ 状工具 に よ る 放射状の 線 に よ る 暗紋がみ ら れ る 。 1644 は Yー 26 グ リ ッ ド V 層 か ら 出 土 し 、 口

径 が1 1 . 4cm を 測 る 。 器面調 整 は 最 終 的 に ナ デ に よ る 。 外器面 に 黒斑 が あ る 。 1645 は Z - 29 グ リ ッ ド V c 層

出 土 で 、 口 径 が14. 2cm、 器高が4. 5cm を 測 る 。 外器面底部 は へ ラ 削 り の 後 ナ デ調 整 さ れ、 全体 は ナ デ調 整

で あ る 。 内外器面 に は 部分的 に 黒色顔科が塗布 さ れ る 。

1646 � 1653 は 土 師器 の 坪 で あ る 。 平 ら な底部か ら 明確 に 屈 曲 し て 立 ち 上が る も の と や や 暖昧 に 立 ち 上がる

も の があ る 。 こ の形態的 な 特徴 と 器高 の 差 で の 違 い で分け ら れそ う で あ る が、 一応 1 種 と し て お く 。

1646 は b.c - 33 、 34 グ リ ッ ド で 出 土 し た も の で 、 復元 口径が13. 4cm、 器高が3. 7cm を 測 る 。 調 整 は ナ デが

ほ と ん どで あ る 。 復元底径 は 1O. Ocm を 測 る 。 外器面底部 に は 粘土紐巻上 げ痕 が残 る 。 1647は c - 34 グ リ ッ

ド の 出 土 で 、 復元 口 縁 が13. 4cm、 器高が3. 9cm、 底径が9. 7cm を 測 る 。 外底面 に へ ラ 切 り 離 し 痕 が残 る 。

1648 は i - 37 グ リ ッ ド E 層 の 出 土 で 、 復元 口 径 が1 1 . 9cm、 器 高 が2. 95cm、 復 元 底 径 が8. 0cm を 測 る 。 外底

面 に は板 目 圧痕が残 る 。 1649 は c - 34 グ リ ッ ド L01層 か ら の 出 土 で 、 復元 口 径が14. 8cm、 復元底径が8. 9cm

を 測 る 。 内 器面 に 暗文が残 る 。 1650は Z - 29 グ リ ッ ド V c 層 出 土 で 、 復元 口 径 が13. 8cm、 復元器高が3. 1cm、

復元底径が8. 6cm を 測 る 。 外底面 に は へ ラ 切 離 し痕が残 る 。 内外器面 の 一 部 に 赤色顔料が残 る 。 1651 は 珊
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第 田 章 調査の成果
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区 で 出 土 し 、 復元 口径14. 2cm、 復元底径1O. 2cm を 測 る 。 外底面 に ヘ ラ 切 り 離 し 痕があ り ナ デ消 し て い る 。

1652 は b - 32、 33 グ リ ッ ド V c 層 で 出 土 し 、 復 元 口 径15. 1cm、 器高が3. 2cm、 復元底径が1 1 . 0cm を 測 る 。 体

部 に は ナ デが カ キ メ の よ う に 残 る 。 内外器面 と も に 赤彩 さ れ る 。 1653 は Y- 26 グ リ ッ ド V b 層 の 出 土 で 、 口

径が13. 5cm、 器高 が2. 9cm、 底径が8. 5cm を 測 る 。 回 転 ナ デ調整が大部分 で 、 外器面 に は 赤色顔料が施 さ

れ る 。

1654 - 1661 は塊で あ る 。 高 台 の つ く も の と 付か な い も のがあ る 。 ま た 器高 に よ っ て も 違い があ る 。

1654 は b、 c - 33、 34 グ リ ッ ド LOl層 出 土 で 、 体部か ら 底部 の 破片 で あ る 。 器種的 に は 土 師 器 の 高 台付塊で

あ る 。 高 台 は低 く 、 5mm 以下で底面がほ ぼ床面 に接す る く ら い で あ る 。 調 整 は 回 転横 ナ デ に よ る も の で あ

る 。 外器面 に は 赤彩があ る 。 1655 は 四 区 c - 34 グ リ ッ ド 出 土で、 体部 か ら 高台 ま で し か な く 、 高台径が8. 2cm

を 測 る 。 高台が高 く 、 端部がや や外 に 出 る 。 調整 は ナ デで あ る 。 1656 は 四 区 L01層 出 土 で 、 復元 口 径 が14. 0

ヴ1 670 
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cm、 復元器高 が6. 0cm、 高 台 底 径 が8. 9cm を 測 る 。 調 整 は 横 ナ

デであ る 。 1657は Y- 26 グ リ ッ ド W 層 出 土 で 、 復元 口 径 が13. 1cm、

器高が5. 2cm、 高台径が6. 9cm を 測 る 。 口 縁端部がや や外反す る 。

高台内 に は ヘ ラ 切 り 離 し痕が残 る 。 底 部 内 器面 に は 粘土巻上 げ痕

も 残 る 。 1658 は 区 k- 40 グ リ ッ ド 出 土 で 、 高 台 の 有無 が不 明 で あ

り 、 一応境 と し た 。 器面調整 は 回 転横 ナ デで あ る 。 復 元 口 径 は

17. 9cm を 測 る o 1659 は 区 出 土 で 、 底 部 の み の 破片 で あ る 。 一応

形態 的 な 特徴 か ら 塊 と し た 。 復 元 底 径 は8. 6cm で あ る 。 調 整 は

回転横 ナ デで あ る 。 1660は k - 38 グ リ ッ ド 町層 出土の も の で、 復元 口径が16. 6cm、 器高が4. 0cm、 高台径が

� U  
1 675 

o 5 c m  
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第262図 包含層出土石帯実測図

9. 1cm を 測 る 。 高 さ が低 い の で 高 台 の付 く 皿 で も よ い か も し れ な い が、 器形的 な 特徴 と し て は境 に 入 れ た 。

1661 は c - 31 グ リ ッ ド の V a 層 、 V c 層 で 出 土 し た 。 高台 は ほ ぼ直 に 立 ち 上 が り 、 端 部 が薄 く な る 。 体部 は

破片 の た め 不 明 確 で あ る 。 高 台径は6. 5cm を 測 る 。

1662 は 四 区 LOl層 出 土 で 、 高 台 の 付 け 根 に も う 一つ裳腰様の裾が付 く も の で あ る 。 器面調 整 は ナ デ に よ る

も の がほ と ん どで 、 内黒土器のーっ と 考 え る 。

1663 ・ 1664 は 土 師器 の 盤 で あ る 。 い ずれ も 完形品 で は な い が、 ほ ほ同 様 の 製品 で あ る 。

1663 は Z - 29 グ リ ッ ド V c 層 出 土 で 、 復元 口径が18. 6cm、 復元器高が3. 6cm を 測 る 。 外器面 に は 口 縁 よ り

下部 に ケ ズ リ が入 り 、 そ の後 ナ デ調整 さ れ る 。 内器面 は ナ デで あ る o 1664 は Y- 26 グ リ ッ ド V b 層 出 土 で 、

復元 口 径 が19. 7cm、 器高 が3. 0cm を 測 る 。 外器面 は 口 縁部下位 で は ヘ ラ 削 り 後 ナ デ調 整 さ れ る 。 内 外器面

に 黒色顔料が塗布 さ れ る 。 内 器面 に 沈線があ る 。

1665 は Z - 29 グ リ ッ ド V c 層 出 土 の 土師器の高杯 の 脚 部 で あ る 。 部分的 な た め 限 ら れ た 情報 し か な い が、

脚 の 体部 に 縦方 向 の ケ ズ リ が入 札 角 柱の よ う に な っ て い る 。 脚 自 体 は短 く 、 裾が大 き く 聞 く 。 外器面 に は

赤色顔料が施 さ れ る 。

1666 � 1672 は 土 師器 の 甑 の 把手 と 考 え て い る 。 形態が様々 で手担 に よ り 作 ら れた た め で あ ろ う 。 指押 さ え 、

指 ナ デ に よ る 成形がな さ れ、 ナ デや ハ ケ 目 も 一部使用 さ れ る 。 こ れ だ け が単独で 出 土 す る 場合が多 い が、 こ

れ だ け で も 重量があ る た め 、 他 の 破片 か ら 分離 し で も あ ま り 動 かず、残 る 場合が多 か っ た た め と 考 え ら れ る 。

こ こ で 図化 し た も の に は た ま た ま 、 X、 Y- 26、 27 グ リ ッ ド付近 に 集 中 し て い る 傾 向 があ る 。
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第 E 章 調査の成果

次 に 1678� 1680 は須恵器の小型短顕壷 で あ る 。 小片が多 く 、 全体の器形 は つ か め な い 。 こ れ ら は水滴 、 薬

査 な ど と し て使用 さ れ た も の と 推定 し て い る 。 1678が V- 26 グ リ ッ ド Va 層 出 土 の 査 で 、 外器面 に 自 然軸 が

か か る 。 1679 は 、 a - 29 グ リ ッ ド 5 層 出 土 の小型査 で あ る 。 1680は Z - 29 グ リ ッ ド W層 出 土 の 小 型 短頚 査 で

あ る 。

1681 は 査蓋の つ ま み ら し き も の で須恵質 で あ る 。 1682 は須恵質の 男 根様の把手で あ る 。 こ の把手 に 特殊 な

意味があ る の か不 明 で あ る 。 ま た 、 ど う い う 器形の も の に 着 く の か も 分か ら な い 。

1683 � 1685 は 鉄器類で あ る 。

1683 は 万 子 の 室 と 刃 部 の 下部が残 る も の であ る 。 錆びて欠損 し て い る た め 、 形態 な ど は 不 明 で あ る 。 1684

は 、 圭頭斧形鉄鉱の刃部部分で あ る 。 こ れ も 錆が厚 く 、 本来の形状 を う ま く つ かめ て い な し ミ 。 1685 は 万 子 の

刃 部 と 考 え て い る が、 こ れ も 厚 く 錆が被 り 、 本来 の鉄部分が十分に み え な い た め 、 本 当 に 刀 子 な の か疑問 は

残 る 。

・ 瓦片 [第263図]

第263図 の 1676 ・ 1677の 2 点 は 瓦 片 で あ る 。 い ず れ も 小破片 の た め 、 明確 な 分類 は不 可 能 で 、 や や 薄手 で 、

平 瓦 の 一部 と 考 え ら れ る 。 l 点 は 1676の Z - 28 グ リ ッ ド5a 層 出 土 の 平瓦片 で あ る 。 薄 手 の も の で あ る 。 1677

は 丸瓦片 で Z - 30 グ リ ッ ド5b 層 か ら 出 土 し て い る 。 表面 に縄 目 タ タ キ 痕 が残 る 。

こ れ ら は 器表面 の 調 整痕や厚 み か ら 判 断 し て 別物であ る 。 出 土数の 少 な さ と 土地 の 状況か ら こ の付近 に 瓦

を 使 う よ う な 建物 があ っ た と は考 え に く く 、 摩耗の具合な ど も 加味 し て検討 し た 結果、 遺跡周 囲 の 河 川 ( 菊

池川 な ど) の 氾濫 の 際 に 、 流 さ れて き た も の と し た 。 た だ 、 調査地点 の北東方 向 の 菊池川 沿い の 地 に 瓦 片 の

多 く 出 土す る 場所があ り 、 そ こ か ら 持 っ て き た か 、 西側正陵地 に あ る 大塚遺跡や立願寺廃寺 な どか ら 持 っ て

き た 可能性 も 否定で き な い 。 瓦 片 の 整形技法の様子か ら 平安時代 の も の と 考 え ら れ る 。

・ 石帯 [第262図 ]

石帯が l 点包含層 中 か ら 出 土 し て い る 。 器形 は 「 山 形」 の 範障 に 入 る も の で、 横 幅 が4cm、 縦長が3cm、

厚 み が8mm ほ ど を 測 る 。 表面 は 丁 寧 に 仕上 げ ら れ、 光沢があ る 。 た だ 、 器表面 は風化がす す み 、 つ る つ る

し た 面 も 一枚剥 げ る と ざ ら ざ ら し た 石材の砂粒化 し た も の がな で る と で て く る 状態 で あ る 。 裏面 に 比べ面積
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第 3 節 古墳時代終末 ~ 古代の遺構 と 遺物
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的 に や や 狭; く な っ て い る 。

裏面 に は 3 箇所の紐穴が穿 た れ て い る O 紐穴 は l 箇所 ご と に 2 穴 あ り 、 |ご 方 で両穴が貫 通 す る よ う に や や

斜 め 方 向 に 穿 つ 方法 を 取 っ て い る 。 深 さ は 5mm 前後 を 湖同 。 石材 は 石灰岩 質凝灰岩 で あ る 。

0 そ の 他の遺物 [第261図 ・ 第264図 ・ 第265図 ・ 第266図]

第261 図 の 1673 ・ 1674 は粘土塊で あ る 。 古墳時代 前 期 の 大溝状遺構 や 土 坑 で も 出 土 し て い る の で 、 必 ず し
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第 E 章 調査の成果

も こ の古墳 時代末 ~ 古代 の 遺物 と す る こ と は で き な い が、 層 的 に古代の層 に 含 ま れ て い た の で こ こ に掲載 し

た 。

第264 図 の 1683 は 、 万 子 で あ る 。 古代以 降 の も の で あ る 。 切 っ 先 を 欠 き 、 万 身付 け根 と 茎部分が残 る の み

で あ る 。 中 子 に は 木質 が わ ず か に 残 る 。 1684は 鉄鉱 と と ら え て い る 。 三 角 矢根の も の で あ る 。 1685は不明鉄

器 で あ る が、 側 片 を 刃部 と す る に は や や難があ る の で 、 先 の 方 が と がる よ う な 道具 で あ る ヤ リ ガ ン ナ の可 能

性 も あ る 。

第265図 は 土錘 を 一覧化 し た も の で あ る 。 時期 の 決 め 手 に 欠 け る が、 古墳時代か ら 中 世 の も の ま で入 る 可

能性があ る 。 大 き く は 4 種類 に 分 か れ る 。 1686の よ う な 大型 の ち く わ状の も の 、 1687の よ う な 大型 の 土 玉 の

よ う な も の 、 1688の よ う な 紐通 し の 穴 を 開 け て い る も の 、 そ の他 の 大部分は 、 1689� 1696の よ う な小 さ く 細

長 い筒状の も の で あ る 。 数の 面 で は 最後 の も の が多 い 。 大型の竹輪状の も の は他 の例 か ら 古墳 時代以来 の も

の 、 最 後 の 簡単 な も の は 中 世 ・ 近 世 は小 さ く 細長 い も の と 考 え て い る 。

1697 � 1700は土製の紡錘車で あ る 。 使用 に よ る 破損の た め か、 ほ と ん ど欠損 し て い る 。 1701 は 、 土 師器の

聾片 を 利 用 し た 円 盤状の土製品 で あ る 。
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第 4 節 中世以降の遺構 と 遺物

第4節 中世以降の遺構 と 遺物

( 1 ) 中世の遺構の 分布状況 [第266図 ]

こ こ で は 、 中 世 か ら 近 世 の 時期 の 遺構 ・ 遺物 を 主 に 取 り 扱 う 。 特 に 重要性 を み と め た 場合 は 近代以 降 の も

の も 扱: っ て い る 。

中 世 の 遺構 と し て 明確 な も の は 少 な く 、 調査班 区 で確認 し た掘立建物跡状柱列 、 池状遺構の 窪地 が 2 箇所

と そ の 聞 の狭い道、 及 び杭列 な どがあ る だ け で あ る 。 そ の 分布域 は 四 区 の 自 然堤 防 の 上 と そ の 周 囲 に 中 心が

あ る 。 遺物 自 体 は調査VH 区 で は 第 W層 の砂層 に 混入 し て 、 土器の み な ら ず銭貨 な どが出 土 し て い る 。 W層 が

V 層 を 削 っ て い る 状況 を 調査 四 区 か ら 調査四 区 か け て確認で き る こ と 、 N J曹 が洪水 な ど に よ り 形成 さ れ た 層

で あ る こ と を 考慮す る と 、 N層 の 形成時期 は 中 世 の あ る 時期 で あ る 可能性が考 え ら れ る 。

( 2 ) 掘 立柱建物 跡

055801 4 [第267図]

調査四 区 の c - 33 グ リ ッ ド に 位置 し 、 表土剥 ぎ の 途 中 か ら 明確 な 並 び を 確認 し て い た 。 柱跡径 は 約20cm

で確認面か ら の 深 さ は25cm で あ る 。 柱穴 は 3 間 x 1 聞 と 予想で き る ま で を 確認 し た が、 削 平 に よ り 段落 ち

し た 部分 に も 伸 びる 可 能性があ る 。 し た が っ て完全に l 棟分 と し て は並 ば な い 。 柱痕跡 は確認で き な か っ た 。

柱 聞 は桁行方 向 で2. 1m + 2 . 2m、 梁行約2. 4m を 測 る 。

柱跡の掘 り 方埋土 自 体 は 最終確認面 の40� 50cm 上か ら す で に 確認 し て い た が、 並 び を 完全 に 見分 け る ま

で掘 り 下 げす ぎ た 。

埋土 は古代 の 掘 立柱建物跡の も の に 比べ、 黒色の 度合い が よ り 強 い 。 い ず れ の 柱 跡 の 埋 土 も 黒褐色 (7. 5

X y z b c d e f g 
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第 E 章 調査の成果

YR3/2) を 呈 し 、 き め細 かい 土 で 炭化物 を わ ずか に含み柔 ら か い。

こ こ で は 一応掘立柱建物跡 と し た が、 削平部分以外で も 並 び方が不完全 な と こ ろ があ る 。 確認面がす で に

削 平 さ れ た 状態 で あ っ た た め と 考 え て い る が、 柵列 の可能性 も あ る 。

( 3 ) 池状遺構と 出土遺物

05SX023・ 5SX022 ・(5SK044 ・ 5SK045・ 5SK046) [第268図]

5SX023 ・ 5SX022 は 、 一部近世以 降の溝で削 ら れ、 一部は調査区外 と し た 現道の 下 に な っ て い る た め 全体

の 形状 は不 明 確 で あ る 。 た だ調査区 内 で確認 し た 遺構状況 と し て は両遺構 と も 落 ち 込み の 開始面か ら 緩や か

に 落 ち 、 底 の 立 ち 上 が り も 明確 で な い 。 遺構の規模 も 明確で は な い が 、 調 査 区 内 で 分か る 範 囲 で記 す と 、

5SX022が南北長10m、 東西長20m、 5SX023が南北長25m、 東西長15m を そ れぞれ測 り 、 5SX023の 規模がや

や 大 き い 。 こ の両遺構の 聞 に は 幅1m ほ どの通路状に な っ た 部分があ り 、 東西 に 延 びて い た 。 両遺構 の 縁 に

は杭がそ の 通路状の場所 を 護 る よ う に 打 ち 込 ま れて い た 。 杭の並びは不揃 い で 、 木杭や竹杭で あ る 。

調査時 に は 窪 み の部分の み を 遺構 と と ら え て い た が、 整理の過程 で 聞 の道状の部分 も 含め て 一 つ の 遺構 と

考 え る よ う に な っ た 。

こ れ ら 遺構の機能 は 不 明 な 点が多 い が、 5SX023 ・ 5SX022の埋土 は 非常 に 軟 弱 で 水 の 溜 ま っ て い た よ う な

状態 で あ っ た の で池状遺構 (溜池状遺構) と し た 。 こ の遺構か ら ど こ かへ水 を 供給す る よ う な 水路の存在が

調査範 囲 で は確認で き な か っ た の で 、 水 を 単 に 溜 め て い た だ け の 施設 と 考 え ら れ る 。

5SX023 ・ 5SX022 は 、 と も に底部の形状が ど ち ら も 緩や か に 落 ち 込 む ス リ パチ状 を 呈 し て お り 、 明確 な 掘

り 込み な どの 人工的加工が加 え ら れた よ う に は み え な い 。 埋土 に は と も に砂質土が下層 に 入 る こ と か ら 調査

四 区 か ら 調査団 区 に か け て広 が る 第 W層 の形成時期 と 関係 す る 可能性があ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 こ れ ら の

遺構 は 第 N 層 の 一部 を 成す洪水 に 起 因 し て 自 然 に 形成 さ れ た 窪 地 を 利 用 し 、 両遺構の 聞 に杭 を 打 ち 込み護岸

設備 と し 、 あ る 程度管理 し た遺構 と 考 え ら れ る 。 両遺構聞 の 道 と 考 え る 部分は調査区外 に延 び る た め そ の 行

方 は不 明 で あ る が、 東側 に は現在 の 家屋集 中 部があ り 、 や や高 く な っ た場所で あ る 。 調査範 囲 に 遺構 の 時期

の 顕著 な 集 落 を 確認 し て い な い の で そ の 方 向 に 集 落 な どが存在 し た 可能性 は あ る 。

時期 に つ い て は埋土 中 の遺物が少 な く と も 中 世 ま での も の し か含 ま な い の で 、 中 世 を 上限 と し て お く 。

5SX023の縁辺部 に は 調 査 時 遺構 と 考 え た
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砂質粘土 を 埋土 と す る 扶 り 込み があ ち こ ち に

あ る 。 長 く 延 びた溝状の も の で一端 に よ り 扶

り 込 ん だ よ う な 窪みがあ る 。 埋土 は砂が多 く

粘土が混 じ り 、 流水 な ど に よ り 形成 さ れ る と

考 え ら れ る 。 遺物 は ほ と ん ど含 ん で い な い 。

こ の よ う な 状況か ら こ れ ら の扶 り 込み は遺構

で は な く 、 5SX023の 縁 の み に み ら れ る こ と

か ら 5SX023 に 関 係 し 、 こ の 遺 構へ の 水 の 流

入 に 関係 し て 形成 さ れ た 自 然の 産 物 と 考 え た 。

5SX022の 埋 土 と し て は 一 層 の み を 確 認 し 、

灰黄褐色 (lOYR4/2) を 呈す る 砂 質 粘 土 で 、

酸化鉄 を 含 ん で い る 。 締 ま り は あ ま り な い 。

5SX023の 埋土 は 、 上 面 で は か な り 撹乱 を

受 け 、 砂粒 の 入 る 割合が多 い 。 全体的 に は 大
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第 E 章 調査の成果
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第269図 5SX023に伴 う 杭列断面実測図

き く 4 層 に 分 け ら れ る 。 l層 が褐色 ( 1OYR4/4) を 呈 し 、 き め が細 か く 締 ま り があ る 層 で 、 酸化鉄、 マ ン ガ

ン も 目 立 つ 。 粘性 は 非常 に 強 い 。 2層 は 、 灰黄褐色 (lOYR5/2) を 呈 し 、 き め が細 か く さ ら さ ら し た砂 質 土

層 で 、 酸化鉄 を 少量含ん で い る 。 3層 は オ リ ー プ褐色 (2. 5YR4/3) を 呈 し 、 酸化鉄 を 多 く 含 み 、 少 し 粘 り の

あ る 層 で あ る 。 4層 は 黒褐色 (2. 5Y3/2) を 呈 し 、 酸化鉄、 マ ン ガ ン を 含 む粘質土で あ る 。

[出土遺物] 【第270図~第276図 ]

05SX022の 出土遺物 [第270図 ・ 第271図]

1702 ・ 1704 は 、 白 磁 皿 の 底 部 片 で 内 器面 に櫛描文が施 さ れ、 大宰府分類 の Vll - 1c 類 と 推定 す る 。 時期 は

1 1世紀後半 - 12世紀前半 に 比定 さ れ る 。 1703 は 口 禿げの 白磁で 口縁部 の み の破片 で あ る 。 大宰府分類 の lX -

1a 類 で あ る 。 時期 的 に は 13世紀後半 - 14世紀前半 に増加す る と い う 。 1705 ・ 1706 は 糸 き り 底 の 土 師 器 の 杯

で 、 1705 は 底部 の み が残 る 。 1706 も 底部 の み で底径 は 1705 と ほ ぼ同 じ で あ る が、 作 り が異 な り 、 内 器面 に 渦

巻状の へ こ み があ る 。 1707 は 回転台 を 利 用 し た平安時代 の 土 師器の杯で あ る 。 外底面 は ヘ ラ 削 り が施 さ れ、

体部 に は 回 転横 ナ デが施 さ れ る 。 器表面 は や や赤 み
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がか っ た色調 で あ る 。

1708 は 石 鍋 の 底 部 で あ る 。 推 定底 径 は lOcm を 測

り 、 破片 か ら 円形の底部 と 推定 し て い る 。 僅か に 残

る 側 面 に は縦方 向 の ケ ズ リ 痕が見 え る 。 破損後 に 別

の 用 途 に 利 用 さ れ た の か ほ ぽ 中 心部 に 推定径8mm

の穴が聞 け ら れ て い る 。 1709 は縄文時代 の も の で紛

れ込み で あ ろ う が、 黒曜石 の 石 核 で あ る 。 各方位か

ら 細 かい剥片が剥 ぎ取 ら れ て い る 。 1710 1ま 石錘で あ

る 。 縦長で 、 表裏の 中 心位置 に 上下 、 側 面 に も 上下

の扶 り を 入れ て い る 。 こ の扶 り に 網 の 一端 を 結 ん だ

も の で あ ろ う 。 石材 は 凝灰岩で あ る 。 こ の他 に も 中

世の遺物が出土 し て い る 。

05SX023の 出土遺物 [第272図 ~第275図]

こ の 遺構 は 古墳時代 の 遺 構 で あ る 5SX040 と 重複

し て い る た め か、 そ の 時期 の 遺物 が混入 し て 出 土 し

て い る 。 1715 ・ 1718 ・ 1719- 1721がそ れで あ る 。

中 世 の 遺物 と し て は 、 171 1 - 1714 ま で を 図化 し て

内4nL
 
nJ
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い る 。 171 1 は 陵花縁の 青磁皿 で あ る 。 口縁部で内面が外反す る 。 口 唇部 に は 陵花が施 さ れ る 。 縁近 く に 2 本

の沈線が入 る 。 越州 窯系青磁皿 で あ ろ う 。 1712 は青磁碗片 で 口 縁部が外反す る 皿で 、 紬 は厚 い 。 1713 は 須恵

質 の措鉢片 、 1714 は越州窯系 の 青磁碗の底部片 で あ る 。 内器面 に紬が剥 げかか り な が ら も 残 る 組製 品 で あ る O

外器面底部 は 柚 が な く 、 ヘ ラ 削 り が施 さ れ、 須恵質土器の 雰囲気があ る 。 大宰府分類 の 碗 II - 2f 類 に 当 た

る 。 時期 は 8 世紀末 � 1O世紀 中 頃 に 比定 さ れ る 。 1722 は士錘で、 何 ら か の 芯 に 粘土 を 巻 き 付 け 焼成 し た も の

で あ る 。 時期 は不明確で、 あ る が、 中 世 の も の で あ ろ う 。

1720 は か な り 大 き な 破片 で 、 口縁部か ら 胴部 ま で あ る O こ の 遺構の底面部か ら 出 土 し て い る 。 二 重 口 縁蓋

で、 古墳時代前期 の 遺物 で 、 頚部が少 し締 ま り 、 口 縁 に 一段の盛 り 上が り 、 直 に 口 唇 部 に 伸 びる 。 1715 は古

墳時代前期 の 甑の底部で、 l箇所穿孔 さ れ て い る 。 1719 は 、 古墳時代前期 の 査 の 底 部 で 、 内 器面 に 横方 向 の

ハ ケ 目 が施 さ れ、 外器面 は縦方向 の ハ ケ 目 が残 る 。 1718 は 、 同 じ く 古墳時代 の 高杯 の 脚 部 で 、 薄 い 器壁 で や

や ふ く ら み を 持つ。 1721 は竹輪状の 土錘で、 ほ ほ完形で あ る 。 確証は な い が他 の 遺構の例 か ら 古墳時代 の も

の と 考 え ら れ る 。 1716 は古代 の 須恵器の蓋で、 やや小ぶ り の も の で あ る 。 口 縁 部 の 返 し は な く 、 折 り 曲 げた

だ け で あ る 。 つ ま み は 欠損部分の た め不 明 で あ る 。 1717 も 同 じ く の古代 の須恵器 で 、 体部 の 聞 き 具合か ら 高

台付 き 皿 と す る 。 復元径か ら や や大 き め の も の で あ る 。 こ れ ら の古墳時代 と 古代 の 遺物 は 、 流 れ込み の 可 能

性があ る 。 古墳時代 の 遺物 に つ い て は 、 こ の遺構 と 重複す る 5SX040 に伴 う 遺物 と も 考 え ら れ る 。

1723 � 1730 ・ 1734 は埋土 中 か ら 出 土 し た 木製品類で、 1 � 2 層 ま で の も の が大部分で あ る 。 製 品 と し て 分

か る も の は 少 な い 。 1723 は板材で穿孔 さ れ て い る 。 1727は小 さ い 石 鹸状の木片 で 、 何か こ す る た め の も の か

も し れ な い 。 1729 は 何 か の 部材で あ ろ う 。 長 さ 5cm ほ ど の小木片 の 両端 に 1mm 程度 の 小 穴 が開 け ら れ て い

る 。 1724 ・ 1726 は杭で端部 を 刃物 に よ っ て 尖 ら せ て い る 。 1725 は縁 を 薄 く 削 っ た板材で あ る 。 1728 は 木 片 で

あ る 。 1730 は 炭化 し た 木片 で あ る が、 非常 に 平滑 に な っ た一面があ り 刃 物 ( 万 剣 ) な ど を 研 ぐ 際 に 用 い ら れ

た可能性があ る 。 1734 は細 く 短冊状 に し た板材 の端部両側 か ら 尖 ら せ た も の で あ る 。 一 方 の 端部 は 欠損 し て

、い間門寸tr :).. 一俸-9 @ 
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い る 。

1731  � 1733、 1735� 1739 は5SX022 と 5SX023の 聞 に打た れ た 杭 の 一 部 で あ る 。 大小 さ ま ざ ま で規格性 は な

い よ う で あ る が、 両遺構の 淵付近 に 列 状 に 打 た れ て い た 。 杭の 中 に は竹杭 も あ り 、 腐 り や す い竹が残 っ て い

る と こ ろ を 見 る と 中 世 で も 新 し い 時期 で あ る か も し れ な い 。

第275 ・ 276図 は 、 こ れ ら の遺構 中 か ら 出 土 し た 石器等 を 図化 し て い る 。 時期 も 様々 で遺構の形成 時期 に伴

わ な い も の が多 い 。 1740は基部の扶 り が深 く 入 っ て い な い石鍍であ る 。 1741 は打製石斧 の破片 で あ る 。 刃 部

形状 は 丸 く な る 。 1742 � 1744 は 蔽石 の 一種であ る 。 1742 は各面が摩耗 し 、 下端部及 び側面 に 蔽打痕があ っ た 。

1743 は 各面が摩耗 し 、 表裏面 に 強 い敵打痕、 側 面 に も 弱 い 敵打痕が残 る 。 1744の 下端部 に 敵打痕があ る 。 1745

は 深 い 窪 み が残 る 凹 石 で あ ろ う 。

第276図 は 、 取 り 上 げ地点が明確で な い た め包含層 の 出 土 品 と し た が、 こ れ ら の 遺跡 に 伴 う 可 能性 の 高 い

も の で あ る 。 1746 は 滑石製石鍋 片 で体部 で あ る と 考 え ら れ る 。 外器面 に 縦方 向 の ケ ズ リ 痕があ る 。 1747は把

手 で あ る が何 の把手か は 不 明 で あ る 。 付 け根付近 の と こ ろ に 穴が開 け ら れて い る 。 1748� 1750は滑石 を 円盤

状 に 加工 し 、 穿孔 し て い る 。 一応有孔石製品 と す る 。 用 途 は 不 明 で あ る 。 他の遺跡で も 類例があ り 、 今後の

資料増 加 に 待 ち た い 。 1751 は 石錘で表面、 側面 と 上下 に扶 り が入 る 。 表面 は 十字形 に 、 側 面 は 上下 に そ れぞ

れ入 っ て い る 。 石材 は 凝灰岩で あ る 。 1752 は砂岩製の砥石で、 表面 は 非常 に よ く 磨研 さ れ、 凹 面 と な っ て い

る 。 裏面 に は破砕面 を 残す。
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( 4 ) 近世以降の遺構と遺物

こ れか ら 述べ る 近 世 の 遺構 と 遺物 は調査四 区 と 調査 X 区 の も の で あ る 。 特 に 遺物 で は調査 X 区 の も の が多

い 。 こ れ は 良好 な 廃棄遺物が集 中 し て い た か ら で あ る 。 た だ 、 こ こ で の 遺構 と 遺物 で の 構成 が こ れ ま で と 異

な り 一貫性がな く な っ た 部分があ る の は 整理作業 ・ 報告書作成時の編者 の 方針が動 い た た め で 、 見づ ら く な

っ た こ と を お詫 び し て お く 。

Q5SK016 [第277図 】

b - 32 グ リ ッ ド で検出 し た5SK016 は 遺構確認時 に は5SK017 を 切 る 遺構 と し て い た が、 埋 土 の 状 況 を 見誤

っ た も の で最終的 に は 同 一遺構で あ る と 判 断 し た 。

第275図 5SX023出土石器実測図
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遺構の平面形 は 軸 を 南北 に 取 る 楕 円 形の土坑で N - 510 - E。 長軸4. 3m、 短軸2. 3m、 遺構確認面 か ら の

深 さ は 1 . 6m を 測 る 。 断面形 は 播鉢状 を 呈す る 。 埋土 を み る と 上部80cm ほ ど は粒子細 か い 粘性土 と 砂 質 土

が交E に 交差 し て お り 、 流水が よ く 動 い た状況 を 示す も の で あ ろ う 。 そ の 下の 層 は層 変化 の 間 隔 が広 く 徐 々

に 埋 ま っ て い く 状況 を 示 し て い る 。 遺物 は 途 中 で い く ら か 出 た が さ ほ どめ ほ し い も の は な か っ た 。 た だ、 最

下層 に な る 部分 に は 木製品がか な り あ っ た 。

埋土 は 大 き く 上層 の 非常 に細 かい砂流が堆積 し た層 と 中層以下の や や 分層 し に く く 割 と ま と ま っ た 層 に 分

け ら れ る 。 上層 部分は最近 ま で水の流れの影響 を 受 け た と こ ろ で水流 に よ っ て 薄 い層 序 が形成 さ れ た も の で

あ ろ う 。 一方下層 は一定期 間水が よ ど ん だ状態 を 示 し て い た と 思 わ れ る 。

近 世以 降 に 宅地 の 範 囲 を 広 げ る た め に厚 く 客土 さ れた部分 を 掘 り 下 げて い く 途 中 で こ の 遺構 を 検 出 し た 。

遺構 は そ の 時期 、 宅地 の あ っ た高地の裾で、 近世の水路 に 面 し た位置 に あ っ た と 推定 し た 。 水路面 と 遺構 は

水 を 共有す る 関係 に あ っ た よ う で あ る 。 水が水路か ら 常 に流れ込み溜 ま る 状況で あ ろ う 。 こ の よ う な 遺構 は

私 的 な 考 え で は 、 洗 い 場的 な も の で い わ ゆ る 「 ヨ ケ J と い う も の で あ ろ う 。

こ の遺構の 中 に は 木 製 品 がか な り 埋 ま っ て い た 。 特 に 杵状の木製品 は 未使用 で あ っ た し 、 他の 品 に も 使用

前 と 思 わ れ る も の も あ る 。 木材 の 強度 を 増 す た め水漬け し て い た 可能性があ る 。

こ の遺構の 時期 に つ い て は 、 出 土 し た 陶 器 な どか ら 近世初頭 ~ 半 ば を 想定 し て お く 。
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[ 出土遺物] [ 第278図~第281 図 ]

造物 に は 近 世の肥前系陶 器 を 6 点 ほ ど確認 し て い る 。 JII1 を ' 1 ' 心 に 腕 な ど も あ る 。 そ の 他 に 土 師 質土器 も 多

少 出 土 し て い る 。 こ れ ら の 辿 物 は 細 片 の た め 固 化 し な か っ た 。 こ こ で |羽 化 で き た の は 木 製 品 と 石器 で あ る 。

1753 は 板材 で 側 面 に は め 込 む よ う な 穴 が 4 つ ほ ど 聞 い て お り 、 来日 令�:í'j の 叢 も し く は 底 で あ ろ う 。 1 754 は 厚

み が8mm ほ どで あ る が上 下 は そ れ よ り も 薄 く な っ て お り 、 ÞI� し 込 み 輩 で あ ろ う か。 1 755 も 板材 で あ る が、

特 に 側 片 に 加工 は な く 用 途 は 不 明 で、 あ る が、 1:ßî の 111\材 の 可 能性があ る 。

1756 は 短い 脚 の つ い た 批状 の も の で あ る 。 十ïE 1三1 1 15( り で あ ろ う 。 直径 は 残 さ れ た m\ 分 か ら 34 . 5cm と 推 定 で

き る 。 l肉l は 短 く 凹 胸l あ る と 忠 わ れ る 。 1757 ・ 1 758 は f'.I駄で あ る 。 1757 は 真 ん 中 に 一泊があ り 阿 1!11J に も 端 か ら

立 ち 上が る 歯があ る 。 歯 は 秘 か ら 尖 り 中心線 で三 ffJ に な る 。 航111[3 は 狭 い o kill 孔 は 6 í判所圭 い て お り 、 端 に 」 二
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第280図

で 2 穴下 に l 穴 、 聞 に 3 穴 あ い て い る 。 こ れ は 紐 を 自 由 に付け替え で き る よ う に な っ て い る も の と 思 わ れ る 。

こ の う ち 2 穴 に 紐の痕跡が残 る 。 歯 は さ ほ ど摩耗 し て い な い 。 1758 は歯がか な り す り 減 っ た 縦長 で、歯 の 幅 は

広 い 。 紐孔 は 一つ確認で き る 。 破損 し た の で廃棄 し た も の で あ ろ う 。 い ずれ も ー木 か ら 作成 し て い る 。

1759 は漆椀で 、 体部表面 に 銀箔 で 「丸 に 菱紋J の 家紋 を 描 い て い る 。 こ の 家 紋 は 調査地の も と の住民の も

の と 一致す る 。 口 縁部 は 欠損 し て い る の で 口 径 ・ 器高 は 不 明 で あ り 、 図 で は 想定 で あ る 。 高 台 は 1cm ほ ど

を 測 る 。

1760 ・ 1761 は 柄杓 の 曲 げ物 に取 り 付 く 部材で柄の差 し込み先 を 止め る も の で あ る 。 上部の扶 り は 曲 げ も の

に 縛 る も の で 、 下位 に あ る 孔 に 柄 の 先端 を 差 し 込 む。 1762 は横槌で あ る 。 長 さ が25cm、 槌部 の 幅が13. 5cm、

円LqJ
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柄 の 長 さ 9cm、 幅 が 5 �3 . 8cm を 測 る 。 1763 は 盆 と 考 え ら れ 、 厚 み が1 . 3cm、 復 元 直 径 が21 . 5cm を 測 る 。

1764 は何かの部材であ る が不 明 品 で あ る 。 1765 も 板材 で箱 な どの部材 で あ ろ う 。 1766 は 曲 げ物 の 底 で あ ろ う 。

直径 は 12. 5cm を 測 る 。 1767は 竪杵型木製品 で あ る 。 樹皮が残 り 、 部材の 直径が10. 3cm、 長 さ が1 16cm を 測

る 。 竪杵 と す れ ば未使用 品 で あ る 。 両面 は ま っ た く 使用 痕 と 呼べ る も の は な く 、 ま だ作成途 中 の 可能性が強

い。 1768 は 鐘編機の一部で脚 と 考 え ら れ る 。 縦高が35cm を 測 る 。 上部 は 面取 り さ れ 、 方形 の 差 し 込 み が 開

け ら れ て い る 。 1769 は 軸 が残 っ て い る こ と か ら 紡錘車 と 考 え て い る 。 弾 み 車 は 直径が5. 5cm、 厚 み が1 . 7cm 

を 測 る 。 ま た 軸 の 長 さ は8. 0cm 残 る 。

1770 は 石皿か。 平面 、 側 面 に は使用痕が残 る 。 1771 は 断面三角 を な す石片 で そ れぞれ の 面が研磨 さ れ て い

る 。

X区の遺構配置 {第282図 ・ 第283図]

X 区 は 、 調査区が現況 の 道路 に よ り 2 箇所 に分かれ、 北側 を 調査 X - 1 区 、 南側 を X - 2 区 と し て お り 、

近世以 降の遺構 に つ い て 述べ る 。

X - 1 区 で は調査区 の 北側 に 近代以降、 か な り 新 し い土坑 と い う よ り ごみ捨 て 穴 と 特定で き る も の が 出 土

し た 。 宅地 に な っ て い た所 で 、 も と も と 水 田 面 よ り 高 く な っ て い た 。 し か し 、 表土 を 剥 ぐ と 微妙 に 高 い だ け

で さ ほ ど ま で違 い がな か っ た 。 東西方向 に 走 る 溝状の 遺構が集 中 し て い る の を 検 出 で き て い る 。 こ れ は そ う

古 く な い 時期 の水 田 も し く は畑地 に伴 う 側 溝であ る 可能性が大 き い 。 そ の 方 向 は 現況 の 土 地 区 画 に 沿 っ た も

の で あ っ た 。 【 第282図 】

そ の 面 を 剥 ぐ と 段落 ち と 浅い土坑 を 確認 し た 。 ま た 、 そ の 北側 に は ピ ッ ト 群 を 検出 し 、 方 向性が見 ら れ、

い く つ か に は柱痕跡や柱材 の 一 部 を 検 出 し た の で、 建物跡の可能性 を 考 え て 建 て 方 を 探 っ た 。 し か し 、 い ず

れの ピ ッ ト も 確認面か ら 50cm 前後の深 さ の掘 り 込み で あ っ た も の の 、 掘 立柱建物 と し て 組合せ る ま で に は

ピ ッ ト を 並べ る こ と がで き な か っ た 。 た だ 、 ピ ッ ト の い く つ か は並 び、 そ れ に 沿 う よ う で あ る 。 【 第283 図 I

X ー 2 区 で は 、 現況か ら 少 な く と も 近世初頭 に 遡 る 溝状遺構 を 6 条 ほ ど検出 し た 。 詳細 は 後 に 述べ る 。

Q6SK004 ・ 005・ 006 【第284図上]

3 つ の 土 坑 の 切 り 合い で 、 6SK006→6SK005→6SK004の順 を 想定 で き た 。 遺物 の 出 土 は 少 な く 、 大 部 分

は近世の 陶磁器 で あ っ た 。 特 に6SK005で は 少 し大 き い 陶 器片 に離が混 じ っ て 出 土 し て い る 。

句、υ円JqJ
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い ず れ も ごみ捨 て 穴 の 可能性が大 き く 、 有機質 は腐食の た め な く な っ た も の と 考 え ら れ る 。

[ 出 土遺物] [ 第285図 ・ 第286図 ・ 第305図]

6SK004 ・ 005 ・ 030の 各遺構か ら 出 土 し た 遺物 は 少 な い の で一括 し て記す。

6SK004 の ，':B 二l二遺物 は 1772 � 1 774 の 3 点 の 土 器等 と 1 778の板状石、 第305図 の 1876 ・ 1877の 陶 器で あ る 。

1 772 は 瓦 質 の 盤 の 破 片 で あ る 。 器表面 は 丁寧 に 磨 か れ て い る 。 1 773 は 土 師 質 の 鍋 で あ ろ う か。 復 元 口 径 は

18. 4cm 、 器高 は2. 95cm を 測 る 。 1 774 は 情焔鍋 で底部 に 敷物 の 跡が残 る 。 復 元 口 径 は47. 2cm を 百!IJ り 、 か な

り 大型 の も の で あ る 。 1 778 は 長 さ 20cm、 IIJ1li8cm を 計 り 、 表面 と 側 辺 が か な り 研磨 さ れ て い る 。 下 が鋭 角 に

と が る の は 、 は め 込 む た め の細工であ ろ う 。 製品 と し て の特定 は で き な か っ た 。 1876 は 、 産地不 明 の土瓶底

部片 で あ る o Wr1J は 剥 ぎ取 ら れ煤が付着 し て い る 。 1877 は 、 産地不明 の土瓶の 口縁付近 で あ る 。 口 径 は8. 3cm

を ifllJ る 。 取 っ 手が一部 に 見 え る 。 い ず れ も 19世紀後半の も の と 推定で き る 。

6SK005の 造物 と し て 1 775 ・ 1 777 を 図 化 し た 。 1775は 瓦 質 の 小 型 火 鉢 で あ る が、 焼成 は 良好 で あ る 。 ほ ぽ

完形 に 近 く 3 本 の 脚 が付 く と 推定 し て い る 。 復元 口 径 は 14 . 9cm、 器 高 は 7. 15cm を 測 る 。 口縁端部 は 角 張 る 。

外底 面 に は 布 痕 が残 る 。 1 777 は 瓦 質 の 摺 鉢で あ る 。 内 器面 に 4 本 櫛描 き の 摺 り 目 が作 ら れ る 。 復 元 口 径 は

29. 0cm、 復元器高 は 1 1 . 8cm を 測 る 。 外器面 に 指頭圧痕が残 る 。 仁l 縁端部 は し っ か り と 作 る 。
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6SK030の 出 土遺物 と し て は 1776の 1 点 を 図化 し た 。 口縁端部 を 厚 く 平坦 に し 外 に 尖 り 気味 で あ る 鉢で あ

る 。 内 器面 に は指頭圧痕が残 る 。 全体形 は 不明 で あ る 。

06SK003・ 032 ・ 033・ 036・ 037 ・ 038 [第284図下]

いずれ も 近世末か ら 近代 ま で の 遺構で ごみ穴で あ ろ う 。 同 じ 場所 に何 回 も 掘 り 込 ま れ て い る 。 切 り あ い 関

係 は6SK032→6SK038→6SK033→6SK036→6SK037で 、 6SK003 は 検 出 状況 か ら 考 え る と 一 番新 し い 可 能性

があ る が、 切 り 合 い か ら は6SK032→6SK038→6SK033→6SK003 ま で を 確認 し た に す ぎ な い 。 出 土遺物 は 少

な く 図化で き る も の は な か っ た が、 大部分 は近世の 陶磁器片 、 土器片 で あ っ た 。

6SK033、 036、 037、 038等 の土層 は以下の と お り であ る 。

6SK037の 埋土 は I 層 の み で 、 に ぶ い 黄褐色 (l0YR4/3) を 呈 し 、 あ ま り 締 ま り が な く 、 酸化鉄 ・ マ ン ガ

ン 粒子 を 含 む 。 炭化物 の 塊 (長 さ 1cm 弱 、 幅3mm) が多 く み ら れ る (砂 質50% 、 粘 質50% ) 0 6SK036の 埋

土 は 二層 に 分か れ 、 2層 の 灰黄褐色 ( 1OYR4/2) を 呈 し 、 酸化鉄 ・ マ ン ガ ン 粒子 ・ ご く 少量 の 炭化物 を 含 む

層 (砂質70% 、 粘 質30% ) と 3 層 の 暗褐色 ( 1OYR3/4) を 呈 し 、 マ ン ガ ン 粒子が 目 立つ 層 と か ら な る 。 全体

的 に あ ま り 締 ま り が な い (砂質20% 、 粘質80% ) 0 6SK033の埋土 は 4 層 - 7 層 ま で の 困 層 を 確 認 し た 。 4層

は 暗灰黄色 (2. 5Y4/2) を 呈 し 、 さ ら さ ら し て締 ま り が な く 、 少量の 酸化鉄 ・ 焼土粒子、 炭化物 を 含 む (砂
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質50% 、 粘 質50% ) 0 5層 は 黄灰色 (2 . 5Y4/I ) を 呈 し 、 4層 と 比べ る と 酸化鉄 の 量 が多 い 。 全体的 に 締 ま り

がな く 、 さ ら さ ら し て い る (砂質70% 、 粘質30% ) 0 6層 は 、 灰黄褐色 (10、四4/2) を 呈 し 、 酸化鉄 は あ ま り

含 ま れず、 粘性が強 い 。 炭化物 ・ 焼土粒子 を 含 む (砂質30% 、 粘 質70 % ) 0 7層 は 暗 オ リ ー ブ褐色 (2. 5Y3/3)

を 呈 し 、 酸化鉄が非常 に 多 く 含み 、 粘性が強 い。 炭化物 の塊 (長 さ 1cm、 幅5mm) が少量 み ら れ る 。

6SX038の埋土 は 、 8層 は 7 層 よ り も 酸化鉄の量が多 い (砂質30% 、 粘 質70% ) 0 9層 は 、 灰黄褐色 ( 10、四4

12) を 呈 し 、 締 ま り がな く 、 粒子が粗 い 。 多量の 炭化物がみ ら れ、

焼土 を 含 む (砂 質30% 、 粘 質70% ) 0 10層 は 部 分的 な 層 で あ る 。 暗

灰黄色 (2. 5Y4/2) を 呈 し 、 酸化鉄 は ほ と ん どみ ら れず、 土 は あ ま

り 締 ま り な い (砂 質50% 、 粘 質50% ) 0 1 1層 は 、 に ぶ い 黄褐 色 ( 10

YR3/3) を 呈 し 、 酸化鉄が多 く 、 微量 の マ ン ガ ン 粒子 を 含 む 。 土 は

締 ま り 、 粘性が強 い (砂質30% 、 粘 質70% ) 0 12層 は 、 黒 褐 色 ( 10

YR3/2) を 呈 し 、 埋土 は締 ま っ て い る (砂質20% 、 粘 質80% ) 。

6SK032 は6SK003 に よ っ て 切 ら れ て い る 。 埋土 は 15層 の 一層 の み

を 確認 し て い る 。 灰黄褐色 (10YR4/2) を 呈 し 、 き め細 か く 締 ま っ

て い る 。 砂粒が ま ば ら に み ら れ酸化鉄が 目 立つ (砂 質40% 、 粘 質60

% ) 。
.L一一----斗 1 778

0 1 0cm 

第286図 6SK004出土石板実測図

6SK003 は 上 面 の 一層 は確認で き な か っ た が、 そ の 下層 で あ る 黒

褐色 (2. 5Y) 層 を 確認 し た 。 酸化鉄 の 量 が少 な く 、 粘 性 が 強 い 。

砂粒 、 炭化物 も み ら れ る (砂質20% 、 粘 質80% ) 。
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[出土遺物]

図化 で き る 遺物 は 少 な か っ た 。 そ の 中 で6SK038か ら 出 土 し た 第296 図 の 1820 を 取 り 上 げ る 。 こ の 陶 器 は 肥

前 内 野 山 北系 陶 器で器種 は 中 皿 で あ る 。 内器面 に小 さ な段が入 る 。 削 り 出 し 高 台 で 、 畳付 に胎土 目 痕があ る 。

軸 は 明緑灰色 を 呈す る 。 生産時期 は 1610年代 - 1650年代で あ る 。

O ピ ッ ト 群 [第287図]

X - 1 区 の 北側 で は 多 く の 近世以降の30数個 の ピ ッ ト 群 を 確認 し た 。 部分的 に 並ぶ も の は あ る が、 掘 立柱

建物跡 と し て は 並 ばず、 そ の ま ま ピ ッ ト 群 と し て 処理 し た 。 ピ ッ ト の 中 に は 木質 も し く は 杭 な どが残 る も の

があ っ た 。 杭 も し く は柱跡の 可能性が大 き い 。 掘 り 方 自 体 は深 く て も 20cm ほ ど し か な く 表土 か ら 掘 削 が1m

近 く 下 げて い た の で か な り 上か ら 掘 り 込 ま れ た の で あ ろ う 。 埋土 は 暗褐色、 暗灰褐 色 で あ ま り 締 ま っ て い な

い土が多 い 。 ピ ッ ト の 並 びは平面 図 か ら み る と や や 方 向 の異 な る 並 ぴが見 ら れ る 。 や や 北東方 に偏 る よ う で

あ る 。 時期差 を 示す も の か も し れ な い 。 ピ ッ ト の径 は確認面 で50cm 前後が多 い 。 い ず れ に し て も 調査区外

に 伸 びて い る よ う で あ る 。 ピ ッ ト 群 か ら は ほ と ん ど出土遺物 は な い 。 残 っ た樹痕 は 15cm ほ どで あ る 。

0調 査 X - 2 区溝状遺構集中域 【第288図 ]

柳町遺跡 の 一番菊池川 に 近接 し た場所で、 県道玉名立花線 に 隣接 し た場所が こ の調査 X - 2 区 で あ る 。 こ

の場所 は 菊池川 の 旧堤 防 に つ な が る よ う な場所で、 調査四 . IX 区 の 一角 がそ う で あ っ た よ う に 自 然堤 防 の 一

部で あ っ た よ う で あ る 。 現在県道玉名立花線は 菊池川 の堤防で は な い が、 現在 の 堤 防線が作 ら れ る 以前 は こ

こ が堤防線であ っ た 。 道路 を 越 え た 菊池川 の 隣接地 は 旧 河川敷 と 考 え ら れ る 。 試掘調査 に よ っ て も そ の こ と

は確認 さ れ て い る 。

こ の調査 X - 2 区 で は 、 現在 ま で使用 さ れ て い た も の か ら 、 中 世 末 ~ 近世初頭 ま で を 主 と し 、 最古は弥生

時代早期 ま で の流路の様々 な 時期 に 渡 る 遺構が出土 し て い る 。 主 な 遺構 と し て は 、 6条 の 溝 ・ 溝状遺構があ

る 。

現代 ま で使用 さ れ て い た6SD501 の南側 は 、 一時期宅地 と な っ て い た 部分 で 、 厚 く 客土 さ れ て い る 。 そ の

客土 中 に 多 く の遺物が含 ま れ て い る 。 遺物 の含 ま れ方 は 、 傾斜 し た状態で あ っ た 。 遺物 を 丹念 に 掘 り 出 し て

い く 中 で 、 埋土の状態 が推定で き た 。 埋土 は 主 に北西方 向 か ら 流れ込む よ う な 状況が確認で き 、 遺物 は ま ん

べ ん な く 出 土す る の で 、 複数回 の な がれ込み状況が見 ら れ た 。 こ の こ と は 用 地外 に あ る 宅地方向 に 高 く な っ

た 部分があ り 、 そ こ か ら 廃棄物 を 捨て て い っ た か、 い つ の 時期 か の 造成 に よ っ て 、 調査区 の状況がで き た こ

と が推定で き た 。 そ の 時期 は溝状遺構 の 検 出 状況か ら 一時期 で は な く 、 6時期 ほ ど に 渡 る 可能性があ る 。 た

だ 、 そ の 認識 に 至 っ た の がか な り 掘削 を 進め て い っ た結果で あ る の で 、 層 的 に 十分確認す る に い た っ て い な

し 、 。

06SX502 (第289図]

溝状遺構 で あ る 6SX504 と 6SX507 に挟 ま れ た土手状の部分で あ る 。 こ こ に は 土 手 の 土 自 体 は 旧 来 の 土層 の

堆積状況 を と どめ て お り 、 遺物包含層 で も あ る 。 そ の土 中 に は 中 世の 遺物や古代 ・ 古墳時代 の 遺物 が含 ま れ

て い た 。 上部 は砂質 の 土 で あ る た め 流水 に よ る 体積の可能性 も あ る 。 こ の あ と 土手状部分 を さ ら に 下層 ま で

掘 り 下 げ き っ て い な い た め 、 包含層 や遺構の有無 に つ い て は不 明 で あ る 。
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v 

。 5m 

第289図 6SX502 ・ 6SX504実測図

06SX503 [第290図 ]

g .  f- 44 グ リ ッ ド 、 f- 43 グ リ ッ ド で遺構 の 一部 を 確認 し た 溝状遺構で あ る 。 6SX504 に 並 行 す る よ う に 出

土 し 、 ほ ほ東西 に 走 る よ う で あ る が、 検出 し た 地点 は端部付近 で あ っ た 。 階段状 に 浅 く な っ て 終 わ っ て い る 。

確認面 か ら 最深部で約60cm を 測 る 。 確認 し た最大幅 は約2. 5m を 測 る 。 こ の 調 査 区 内 で確認 し た 長 さ は2 . 5

m ほ どで あ る 。

こ の 遺構の埋土 と し て は 主 に 9 ・ 12 . 13層 があ る 。 9層 は 暗灰黄色 (2 . 5Y4/2) を 呈 し 、 上層 と の 境界付

近 に 酸化鉄、 マ ン ガ ン 粒 が広 が り 、 砂粒 も わずか に 含 む 層 で あ る (砂質55% 、 粘 質45% ) 0 12層 は 、 灰 オ リ

ー プ色 (5Y5/2) を 呈 し 、 酸化鉄の塊が 目 立 ち 、 粘性の 強 い 層 で あ る 。 部分的 に 砂 の 塊 も 入 る (砂質40% 、

粘質60% ) 0 13層 は 、 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 酸化鉄 は 少 な く 、 マ ン ガ ン 粒 や 炭化物 を 少量 含 む 層 (砂

質20% 、 粘質80% ) で あ る 。 地 山 と し て27層 の に ぶ い黄褐色 ( 1OYR4/3) を 呈す る 層 があ る 。 少量 の 酸化鉄

・ 炭化物 ・ 多量の マ ン ガ ン み ら れ る 。 部分的 な 層 と し て 10層 の に ぶ い黄櫨色 ( lOYR6/4) を 呈す る 砂層 があ

る 。 少 し 大 き め の 白 色 の砂 も 混 じ る (砂質 100% ) 0 1 1層 は灰黄褐色 (l0YR4/2) を 呈 し 、 酸化鉄 は ほ と ん ど

み ら れず、 土 質 は あ ま り 締 ま っ τ い な い (砂質50% 、 粘質50% ) 。

19層 は 、 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 砂 質60%粘質比較的 砂 の 多 い 層 で あ る が、 9層 と 10層 と 19層 は 、 こ

。 5 m  

第290図 6SX503実測図
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の付近で入 り 混 じ り 、 撹持 し た よ う に な る 。

20層 は 、 黄櫨色 ( 10ミ四7/8) を 呈 し 、 基本的 に は粘性の土 だが、 10層 や 19層 と の 境付近 を 中 心 に 砂 質 の 土

を 多 く 含 む 。

[出土遺物] [第296図 ・ 第297図 ・ 第298図 ・ 第306図 ・ 第309図 ・ 第31 0図 ・ 第318図 ]

陶磁器 を 数点確認 し て い る が、 図化 で き た も の は 少 な い 。 い ずれ も 肥前 系 の も の と 考 え ら れ る 。

1821 は 、 産 地不 明 の 陶器の底部破片 で 、 器種 は大皿で あ ろ う 。 生産時期 は 17世紀前 半 で あ る 。 内底面 は 、

ナ デ調整後施糊 さ れて い る が、 灰軸 を 雑 に施 さ れて い る 。 胎土 目 剥 ぎ と り 痕が残 る 。 外底面 は 、 無軸 で あ る 。

1834 は 産 地不 明 の 陶 器 で 、 器種 は 中 鉢 で あ る 。 6SX504か ら 出 土 し た も の と 接合す る 。 1880は 、 朝鮮系 と

考 え ら れ る 陶 器 の 聾 で あ る 。 6SX504で も 破片 が出 土 し 、 そ ち ら で述べ て い る 。 1916 は 肥前系染付磁器の底

部片で、 生産年代 は 1690年 頃 で あ ろ う か。 直上層 か ら の 出 土 で あ る 。 見 込 に 花文、 高台 内 に 円 圏 と 「大明 成

口口年」 の 文字が書か れ る 。 1926 は 肥前系染付磁器で、 器種は 中 碗であ る 。 生産年代 は 17世紀 中 葉で あ る 。

高台 内 が削 り 出 し に よ り 斗金状 に な る 。 1937は肥前系染付磁器の底部破片 で 、 大碗で あ ろ う か。 生産時期 は

17世紀 中 葉 で あ る 。 見込 に 円 圏 内 に 菊花文 と 周 囲 に花弁が描 か れ る 。 高台 に は 二本 の 圏線が入 る 。

2005 -2007 は 瓦 質 の 火鉢であ る 。 口 縁部外側 に は 菊花文 の ス タ ン プが連続 し て押 さ れて い る 。 そ の 下の 体

部上位 に は 二本の突帯 を 貼 り 付 け 、 そ の 聞 に櫛状工具 に よ る 波状文 を 施 し て い る 。 体部 は や や外側 に 張 り 出

す 。 底部 に は 脚 がた ぶ ん 3 本付 け ら れて い た と 思 わ れ る 。 断面 で は脚 の 先 は 丸 ま っ て お り 、 貼 り 付 け後角 を

切 っ て い る よ う で あ る 。 接地面 は平 ら で あ る 。 2005 ・ 2006 は ほ と ん ど同様の形態 で 同 一個体の 可能性があ る 。

口 唇部 は平 ら に な っ て い る 。 2005の復元 口 径 は45. 2cm を 測 る 。 2007は 口 唇部がや や 丸 く な っ て い る 。 復元

口 径 は39. 8cm、 器高 は37. 3cm を 測 る 。 底部外器面 に は 当 て布痕が残 る 。 脚 は貼 り 付 け に よ る も の で あ る 。

2003 は 瓦 質 の 担鉢 で あ る 。 復元 口径が34. 8cm、 器高が12. 4cm を 測 る 。 ナ デ調整で全面 し あ げ る が、 外器

面 に は 成形時の押圧痕が残 る 。 2004 は 瓦 質 の 脚付浅鉢で あ る 。 火鉢 と 考 え ら れ る 。 復元 口 径 が15. 9cm、 復

元器高が7. 1cm を 測 る 。 鉢部 の外底面 に は 当 て 布痕 ら し き も の が残 る 。 ま た 煤 も 付着 し て い る 。 貼 り 付 け

脚 は l 本 を 確認 し た が、 3本 の 可 能性があ る 。 2084 は 瓦 質 の 火鉢 の 一 部 で 、 直 上層 か ら の 出 土 で あ る 。 口 唇

部 は平 ら で外器面 に は そ の 下 に 菊 花文 の ス タ ン プ、 一本の突帯 と そ の 下 の 波状文があ る 。

06SX504 [第289図1

こ の 遺構 は 、 調査区南側 か ら 2 番 目 の 溝状遺構 に あ た る 。 確認 し た の は溝全体 の 一部 で あ り 今後調査区外

の南東側 に 延 ぴ る よ う で あ る 。 確認面か ら の深 さ は 1 . 0m 程、 幅が4. 2m、 確認 し た 長 さ が10m を 測 る 。

埋土の 一定部分 ま で は 上部か ら の埋め込み土 に よ る も の で、 さ ら に そ の 下 は 遺構の埋土で あ る 。

こ の遺構の最下層 に お い て そ の確証が得 ら れた 。 両溝状遺構 は 、 そ れ以外の 溝状遺構 と 比較す る と 幅、 深

さ と も 勝 っ て い る 。 ま た 遺物 の 大部分が西側 か ら の 落 ち 込む状況 を 示 し て い る 。 遺物 の 中 に は肥瓶の よ う な

も の ま で含 ま れ て い た の で南西側 に屋敷な どがあ り 、 破砕物が大量 に こ ち ら 側 に 捨 て ら れ た 可能性があ る 。

そ の屋敷 は 少 な く と も 近世初頭 に さ か の ぼ る 可能性があ る 。

埋土 中 上部 に 貝 類が多量 に 混入 し 、 部分的 に 貝 捨 て場 に な っ て い た よ う で あ る 。 サ ン プル を 採取 し 主 な も

の を 分類 し て み た と こ ろ 以下 の 通 り で あ っ た 。 員 種 と し て は シ オ フ キ 、 ア サ リ ガ イ 、 ハ マ グ リ 、 オ キ シ ジ ミ 、

ハ イ ガ イ な どがほ と ん どで あ っ た 。 た だ、 埋土の上位か ら 出 土 し 、 遺構内 の埋土途 中 ま で入 っ て い な い こ と

か ら 、 こ の 貝 捨 て 場 は 遺構が埋没 し た後 に 形成 さ れ た の で あ ろ う 。

土層 の う ち A 層 か ら C 層 は こ の 遺構の 上層 に な る も の で 直接 こ の 遺構 の 埋土 と は し な い 。 し た が っ て 、

D 層 以下 を こ の 遺構 の 埋土 と 考 え る 。 か な り 細 か く 分層 で き 、 D 層 か ら U 層 ま で に 分 け た 。 ま ず、 遺構の

上の層 で あ る A-C 層 に つ い て 記す。 A 層 は 、 暗灰黄色 (2. 5Y5/2) を 呈 し 、 非常 に 酸化鉄が強 く 全体的 に
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含 ま れて い て 、 3mm ほ どの砂が ま ば ら に混 じ る 。 土 質 は さ ら さ ら し て い る (砂質80% 、 粘 質20% ) 0 B 層 は 、

黄褐色 (2. 5Y5/3) を 呈 し 、 A 層 に 比べ る と 、 酸化鉄の量 は 非常 に 減少 し 、 土 質 は 締 ま り が な い (砂 質80% 、

粘質20% ) 0 C 層 は 、 暗灰黄色 (2 . 5Y4/2) を 呈 し 、 A、 B 層 に 比べ て 、 酸化鉄 の 量 は さ ら に 減少 し 、 部分的

に見 ら れ る の み で あ る 。 炭化物 や砂粒 を 含 む (砂質60% 、 粘質40% ) 。

以下 は埋土 の 注記で あ る 。 D 層 は 、 灰 オ リ ー プ色 (5Y4/2) を 呈 し 、 酸化鉄が C 層 よ り 多 く な り 、 褐灰色

の 粘土塊が混 じ る 。 炭 化 物 ・ 小 石 も 含 む (砂 質40% 、 粘 質60% ) 0 E 層 は 、 黄 灰 色 (2. 5Y4/1) を 呈 し 、 D

層 と 同程度 の 量 の 酸化鉄 を 含 む 。 小石 ・ 砂粒が 目 立 ち 、 炭化物 も 見 ら れ る 。 土 質 は粘 質 がや や 強 く 締 ま っ て

い る (砂質45% 、 粘 質55% ) 0 F 層 は 、 褐灰色 (1OYR4/1 ) を 呈 し 、 酸化鉄 を 全体 的 に 含 み 、 層 上部 に は 、

砂 の塊があ り 、 少 し大 き め の砂粒子 を 全体的 に 含 ん で い る (砂質30% 、 粘質70% ) 0 G 層 は 、 暗灰黄色 (2. 5

Y4/2) を 呈 し 、 酸化鉄が F 層 よ り も 少 な い が、 全体的 に ま ば ら に 含 み 、 砂 の か た ま り が 目 立 つ (砂 質30% 、

粘 質70% ) 0 H 層 は 、 黄灰色 (2 . 5Y4/1 ) を 呈 し 、 全体的 に 非常 に小 石 が 目 立 ち 、 に ぶ い 黄色 の 粘土 が と こ

ろ ど こ ろ 混 じ る 。 酸化鉄 は 、 ほ と ん どみ ら れ な い (砂質30% 、 粘質70% ) 0 1 層 は 、 灰 色 (5Y4/1 ) を 呈 し 、

粘性が強 く 締 ま っ て い る 。 酸化鉄 は ほ と ん どみ ら れず、 炭化物 ・ 小石 ・ 砂粒がみ ら れ る (砂質35% 、 粘 質65

% ) 0 J 層 は 、 灰色 (7. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 少量 の酸化鉄が と こ ろ ど こ ろ 混 じ り 、 小 さ め の小石 ・ 砂粒が 目 立つ 。

締 ま り は あ ま り な い 。 炭化物 が混 じ る (砂質40% 、 粘 質60% ) 0 K 層 は 、 黄灰色 (2 . 5Y4/1 ) を 呈 し 、 弱 い

酸化鉄が薄 く 全体 的 に 広 が り 、 砂粒 も 少 量 み ら れ る (砂 質35% 、 粘 質65% ) 0 L 層 は 、 灰 色 (7. 5Y4/1 ) を

呈 し 、 酸化鉄 を 非常 に 多 く 含み 、 小石 ・ 砂 も 混 じ っ て い る 。 灰黄色 の 粘 質土が混 じ っ て い て 、 土質 は締 ま っ

て い る (砂質30% 、 粘 質70% ) 0 M 層 は 、 褐灰色 (1OYR4/1 ) を 呈 し 、 K 層 と 同 様 に 弱 い 酸化鉄が ま ば ら に

み ら れ、 若 干 、 砂粒 を 含 む (砂質30% 、 粘 質70% ) 0 N 層 は 、 灰黄褐色 ( lOY百4/2) を 呈 し 、 酸化鉄が全体

的 に 含 ま れ て お り 、 土 質 は あ ま り 締 ま り が な い (砂質50% 、 粘 質50% ) 0 0 層 は 、 黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈

し 、 少 量 の 酸化鉄 ・ 小 石 が み ら れ、 雲 母 も 混 じ る (砂 質40% 、 粘 質60% ) 0 p 層 は 、 灰 色 (5Y4/1 ) を 呈 し 、

非常 に 多量の砂 を 含み 、 灰 オ リ ー プ色 の 粘 質土 も 混 じ る 。 小石 ・ 雲母 も み ら れ、 土 質 は あ ま り 締 ま っ て い な

い (砂質50% 、 粘質50% ) 0 Q 層 は 、 灰色 (7. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 部分的 に 少 量 の 酸化鉄がみ ら れ、 雲母 ・ 小 石

も 含 む (砂 質30% 、 粘 質70% ) 0 R 層 は 、 褐灰色 (lOYR4/l ) を 呈 し 、 K、 M 層 よ り も 若 干 強 め の 酸化鉄 を

少量含み、 部分的 に 砂 の か た よ り がみ ら れ、 雲母 も 混 じ る (砂質45% 、 粘 質55% ) 0 S 層 は 、 黄灰色 (2 . 5Y

4/1 ) を 呈 し 、 酸化鉄 は ほ と ん どみ ら れず、 非常 に 粘 質 が強 い 。 淡黄色 の 粘 質土 の か た ま り も み ら れ る (砂

質10% 、 粘 質90% ) 0 T 層 は 、 灰 色 (7. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 酸化鉄 は 、 全 く み ら れず粘性が非常 に 強 い 。 小 石

・ 雲母 も み ら れ る (砂 質 10% 、 粘 質90% ) 0 u 層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/1 ) を 呈 し 、 酸化鉄 は 、 全 く み ら れず、

非常 に 粘性が強 い 。 土 質 は 非常 に な め ら かで あ る (砂質 0 % 、 粘質100% ) 。

[出土遺物] [第294図~第327図 ]

出 土遺物 に さ ほ どの差 は な い が、 こ の 遺構 と 6SX505、 及 びそ の 聞 に 出 土す る も の は近世初頭 ( 17C 後半代)

の遺物が多 い 。 こ の遺構 に伴 う 遺物 と し て 明確 に い え る も の は少 な い。 た だ 、 こ の 遺構付近 も し く は 溝 内 に

入 っ て い た も の を 抽 出 し て 述べ る 。

1779 は肥前系 陶 器の 中碗 と 考 え ら れ る 破片 で 、 生産時期 は 1600年代 - 1630年代 で あ る 。 ①層 出 土 の も の で 、

外器面 に 貼 り 付 け た 白 い細 い ひ も 状の も の があ り 、 い わ ゆ る 「そ う め ん手j と 呼 ばれ る も の で あ る 。 1789 は 、

肥前系伊万里の緑軸陶器の 中 碗 で 、 生産時期 は 17世紀後半で あ る 。 1799 は 、 肥前系嬉野 内 野 山 の 緑軸 陶 器 の

小皿 で あ る 。 生 産 時期 は 17世紀末 - 18世紀前期 で あ る 。 口 径 は 12. 4cm、 器高 は3 . 4cm を 測 る 。 見 込 に は 蛇

の 目 粕剥 ぎが施 さ れ る 。 1801 1土 、 肥前系 の灰紬陶器で、 器種は五寸皿であ る 。 生 産 時期 は 17世紀 中 葉 で あ る 。

復元 口 径 は 13. 9cm、 器高 は3. 4cm を 測 る 。 高 台 は 土見せ で紬薬 は か か ら な い 。 1802 も 肥前系 の 灰軸 陶 器 で 、

器種 は五寸皿で あ る 。 生 産時期 は 17世紀 中 葉 で あ る 。 復元 口 径 は 14 . 8cm を 測 る 。 1809 は 、 肥前系 陶 器 で 、
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内 器面 に刷 毛 目 を 施 し 、 見込 に 象献で花 を 描 く 。 器種は小皿であ る 。 生産時期 は 17世紀前期 で あ る 。 2、 3層

で 出 土 し て い る 。 復元 口 径 は 12. 8cm、 器高 は3. 6cm を 測 る 。 見込 に は 象献 で 円 圏 と 花模様が描 か れ る 。 ま

た 砂 目 が残 り 重ね焼 き さ れ た も の で あ ろ う 。 1813 は 、 肥前系嬉野 内 野 山 南 産 の 陶器で、 器種は 五寸皿で あ る 。

生 産 時期 は 16世紀末 � 17世紀初頭で あ る 。 復元 口 径 は 13. 7cm、 器高 は4. 4cm を 測 る 。 縁が二段 に な る 。 1819

は 、 肥前嬉野 内 野 山 産 の緑粕 陶器の底部の破片 で 、 器種 は 中 皿であ る 。 生 産 時期 は 17世紀後半で あ る 。 見込

に は 蛇 の 目 紬剥 ぎ が施 さ れ る 。 高台 は 無粕 で あ る 。 1823 は 、 肥前唐津系 の 陶器で、 器種 は大皿で あ る 。 生 産

時期 は 1590年代 � 1630年代 で あ る 。 口 径 は35. 5cm、 器高 は9. 4cm を 測 る 。 削 り 出 し 高 台 は 無軸 で あ る 。 1828

は 、 肥前高取系 ( ? ) の 陶器 で 、 器種 は小鉢で あ る 。 生産時期 は 17世紀初 で あ ろ う か。 口 径 は9. 3cm、 器高 は

4. 6cm を 測 る 。 削 り 出 し 高 台 で畳付 は 無軸 で あ る 。 1832 は 、 産地不 明 の 陶 器 で 器種 は 中 鉢 で あ る 。 復 元 口

径 は20. 0cm、 器高 は9. 3cm を 測 る 。 口 縁部 は 内 側 に 折 り 返 し て い る 。 内 器面 に は あ て 具痕 が残 る 。 外器面

に は 叩 き 痕が薄 く 残 る 。 内器面底部 に は板 目 痕が残 る 。 1833 も 産地 不 明 の 陶 器 で 、 器種 は 中 鉢で あ る 。 1層

と 包含層 中 の 出 土で こ の 遺構 に伴 う も の で は な い か も し れ な い 。 復元 口 径 は2l . 0cm を 測 る 。 口 縁部 は 外側

か ら 折 り 曲 げる 。 1834 も 産地不 明 の 陶器で器種は 中鉢であ る 。 6SX503、 直上層 か ら も 出 土 し 接合 し て い る 。

復元 口 径 は 18. 0cm、 器高 は 12 . 7cm を 測 る 。 内器面 に は あ て 具痕が残 る 。 外器面 に は 叩 き 痕 が残 る 。 口縁部

は外側 か ら 内側へ折 り 曲 げて い る 。 1852 は 、 肥前系 の 陶器で、 器種 は 聾 で あ る 。 生 産 時期 は 17世紀後半 で あ

る 。 包含層 か ら も 出 土 し接合 し た 。 口 径 は46. 7cm、 器高 は45. 5cm を 測 る 。 内 器面 に は格子状の 当 て 具痕、

外器面 に は タ タ キ と 描 き 目 が残 る 。 口 縁部 は 内側 に 張 り 出 す T 字形 を 呈す る 。 外器面肩 部 に は 二 条 の 縄状

突帯が装飾 と し て 貼 り 付 け ら れ る 。 軸 は鉄紬 で い わ ゆ る 「ハ ン ズ ー ガ メ 」 で あ る 。 1855は 、 肥前系 陶器 の 聾

で あ る 。 生 産 時期 は 18世紀 � 19世紀であ る 。 ①層 出土であ る 。 内 器面 に は 当 て 具痕 、 外器面 は タ タ キ 痕 が残

る 。 外器面肩部 に は縄状突帯が 1 条 と 沈線が 4 条巡 る 。 1856 は肥前系 陶器で、 器種 は 査 の底部破片 で あ る 。

生 産 時期 は 16世紀末 � 17世紀前半であ る 。 内器面 に は指押 さ え 痕が残 る 。 1857は肥前系陶器で鉄紬 を 施す 。

器種 は 瓶で あ る 。 生産時期 は 1600年代 � 1630年代 であ る 。 内器面底部 に 指押 さ え が残 る 。 1858 は 、 生産地不

明 の 二彩手の 陶 器で器種 は 瓶で あ る 。 外器面 に は 頚部 に鉄軸、 肩 ~ 胴部 は 化粧土 に よ る 刷毛 目 で横線 を 施 し

波状文 さ ら に 後 に 様 々 な 色褐色軸 で文様 を 施す。 頚部 に は耳 を 貼 り 付 け て い る 。 こ の 形態 は仏花器 と 思 わ れ

る 。 1859 は肥前系 陶 器 で 器種 は 大 型 の 瓶で あ る 。 生 産 時期 は 1630年代 � 1650年代 で あ る 。 l層 と 2 層 及 び包

含層 最下層 と 接合す る 。 胴部の最大径が上位 に位置す る 。 肩部 と 桐部上位 に 沈線がそ れぞれ二条ずつ 巡 る 。

内器面の頚部 ま で施紬が及ぶ。 胴部 に は格子 目 当 て具が残 る 。 外器面 は格子 目 叩 き 後 ナ デが施 さ れ る 。 底部

外面 に は胎土 目 痕が残 る 。

1866 は 、 肥前伊万里産 の 緑軸陶器で、 器種 は 火入で底部の破片 で あ る 。 生産時期 は 17世紀後半で あ る 。 1872

は 、 生産地不 明 の 陶器で、 器種 は火入で あ る 。 生産時期 は器形か ら 1650年代 � 1690年代 に 当 た る 。 口 径 は 12. 4

cm、 器高 は7. 7cm を 測 る 。 口縁部 は 外側 に 折 り 曲 げ磨丸め る 。 口 縁 下 の 体部 に は 化粧土 で刷毛 目 横線 を 施

し 、 雑 に 施軸 し て い る 。 1873 は肥後産 と 推定 さ れ る 陶器の水指破片 で あ る 。 1880 は 、 産地が朝鮮系 か と 考 え

ら れ る 陶 器 の 聾 で あ る 。 生産時期 は 16世紀程であ る 。 遺構内 の 中位 か ら 最下層 で 出 土 し て い る 。 外器面 に は

細 か い格子 目 の タ タ キ が丁寧 に 施 さ れ、 内 器面 に は 同 心 円 文 の 当 て 具痕が残 る 。 器壁 は5mm 前後 と 薄 い 。

外器面 に は 暗緑色 の 自 然紬 も し く は藁杯粕がかか る 。 遺構の最下層 で破片 の 一 部 が出 土 し て い る が、 6SX503

・ 6SX506で も 破片が出土 し て い る 。 こ こ で は大 き い破片 の 出 土 し た6SX504 を 主 な 出土遺構 と し た 。

こ の他 に 図化 し て い な い が、 肥前 の 青唐津の小皿が 2 点 出 土 し て い る 。 ま た 、 硬質 に 焼締 め 、 表面 に は透

明軸が塗布 さ れ た 光沢の あ る 箱形の 製品があ る 。 長方形の箱型 を 呈 し 、 中 に は し き り が設 け ら れ て い る 。 こ

の 形式の遺物 と し て江戸遺跡 の 出 土例 か ら 火打 ち 箱 と 考 え た 。 木製や磁器製の も の が多 く 、 こ の よ う な 陶器

の例 は見 ら れ な い が形態 は類似 し て い る 。 産 地 な どは不明で、 あ る 。
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1923 は 肥前系染付磁器で 、 器種 は 中塊で あ ろ う か。 生産時期 は 1640年代 � 1650年代 で あ る 。 見込 に は 菊 花

菱文が呉子で描 か れ る 。 1935 は 肥前系染付磁器で、 器種 は大境であ る 。 生産時期 は 1630年代 � 1640年代 で あ

る 。 遺構の最下層 か ら の 出 土 で あ る 。 復 元 口 径 は 12 . 0cm を 測 る 。 外器面 に は 花文 と 雲 文 が描 か れ る 。 1938

は肥前系 染付磁器の底部で 、 器種 は 中 椀で あ ろ う 。 生産時期 は 17世紀 中 葉 で あ る 。 高 台 内 に 圏線 を 描 く 。 1950

は肥前系 白 磁 の小皿で、 内器面 に 型打 ち 技法が用 い ら れ る O 生産時期 は 17世紀前半で あ る 。 1951 は 、 肥前波

佐見系青磁 の小皿 で あ る 。 生 産 時期 は 1655年代 � 1680年代 で あ る 。 口 径 は 13 . 5cm、 器高 は3. 8cm を 測 る 。

見込は蛇の 目 粕剥 ぎ が な さ れ る 。 外器面 の手Ib は 高台 ま で 及 ん で、 い な い 。 1952 は 肥前波佐見系 の 青磁の五寸皿

で あ る 。 生産時期 は 1680年代 � 171O年代 で あ る が、 17世紀 中 葉 の 可 能性 も あ る 。 口 径 は 13. 6cm、 器高が3. 8

cm を 測 る 。 見込 に は 蛇 の 目 柚剥 ぎが な さ れ る 。 1953 は肥前系 の 染付磁器 の 底 部 片 で 、 器種 は 小 皿 で あ ろ う 。

生産時期 は 17世紀前半で あ る 。 見 込 に は菊花文 ら し き も の が呉子で描 か れ る 。 1954 は 、 肥前系 染付磁器の底

部破片 で 、 器種 は 中 皿 で あ ろ う 。 生産時期 は 17世紀前半で あ る 。 2 ・ 3 層 で 出 土 し た 。 花井文が施 さ れ て い

る 。

1982 は 景徳鎮産 の 染付磁器の 底部破片 で 、 器種 は皿であ る 。 生産時期 は 16世紀後半 で あ る 。 底面見込み風

景文が描 か れ て い る 。 小野分類 で は 皿 B 群 ま た は E 群 で あ る 。 底部高台 内 銘款 と し て は 大 明 年 造 で あ ろ う

か。 1984 は 、 福建樟洲 窯系磁器の破片 で あ る O 器種 は芙蓉手の大皿であ る O 生産時期 は 16世紀末 で あ る 。 底

部 と 口縁部付近が残 る た め 全体像 は他の例 か ら 推定であ る 。 内底面 に は 山水画風でフk鳥 と 植物 が描 か れ て い

る 。 1992 は 国外産 と 考 え ら れ る 青磁の碗であ る 。 生産時期 は 16世紀で あ ろ う か。 見込 に は 印花文が押 さ れ て

か ら 施柚 さ れ る 。 体部 は 意図 的 に 打 ち 欠 い で あ る と こ ろ か ら 破損後別 の 目 的 に 利 用 さ れ た も の で あ ろ う 。

2002 は 中 国 産 と 考 え ら れ る 青磁の査で、 南瓜形 を 呈す る 。 生産時期 は 16世紀末 � 17世紀初 め で あ ろ う 。 6SX

507か ら も 出 土 し て い る 。

以下 は 土 師器、 瓦 質 土 器 な どの 土器類 を 扱 う 。 2008は 、 土 師器の小型 の 杯 で 口 径1O. 9cm、 高 さ が2. 65cm 

を 測 る 。 外底面 に は 糸 切 り 痕が残 る 。 2009 は 瓦 質 の 描鉢の破片 で あ る 。 6本 ほ ど の 櫛描 に よ る 摺 り 目 を 作 る 。

2010 は 瓦 質 の 担鉢の破片 で あ る 。 器高 は 12. 7cm を 測 る 。 201 1 は 、 瓦 質 の 片 口 鉢 で あ る 。 復元 口 径 は37. 7cm、

復元器高が14. 3cm を 測 る 。 外底面 に は 当 て 布痕 ら し き も の が残 る 。 2012 は 、 瓦 質 の 揺 鉢 で 、 遺構 の 最 下層

か ら の 出 土 で あ る 。 復元 口 径 は27. 8cm、 器高 は 13 . 9cm を 測 る 。 外器面 に は押圧痕が残 る 。 外底 面 に 当 て 布

痕 ら し き も の が残 る 。 6本の櫛描 を 交差 さ せ て 播 目 を 作 っ て い る 。 2013 も 瓦 質 の 播鉢 で あ る 。 底部付近 の み

の 出 土 で あ る 。 外器面 に は押圧痕が残 り 、 外底面 に は 当 て布痕が残 る 。 8本 の 櫛 描 を 放射状 に 口 縁近 く ま で

重ね な が ら 播 目 を 作 る o 2014 は 瓦質 の 浅鉢で あ る 。 鉢部 の 口 縁径 は 14. 2cm を 測 る 。 脚 が付属 す る が欠損 し

て い る 。

2015 は 瓦 質 の 鉢で あ る 。 復元 口 縁径 は 15. 6cm、 復元器高5. 2cm を 測 る 。 内 器 面 上部 か ら 外器 面 か け て 煤

が付着 し て い る 。 内底面 に へ ラ 記号があ る 。 2016 は 、 瓦器境 で 口 縁部 か ら 底部 ま で ほ ぼ復元で き る も の で あ

る 。 復 元 口 縁 が14. 5cm、 器高が6. 9cm を 測 る 。 境形 は 半 円 形 を 呈す る 。 器形か ら す る と こ の 遺構の 時期 よ

り も 古 い も の で あ る 。 ま た 、 2017 は 瓦 質 の 鉢 と 考 え ら れ る が、 他 の 鉢類 と は 異 な る 。 復元 口 径 が36. 4cm を

測 る 。 外器面 に 押圧 と へ ラ 削 り が施 さ れ る o 2019� 2022 は 瓦 質 の 担鉢 で あ る 。 2019 は 復 元 口 径 が39. 8cm、

器高が12. 9cm で あ る 。 l層 か ら の 出 土 で あ る 。 外器商 に は 指頭圧痕が残 る 。 2020 は 復 元 口 径 が40. 2cm を 測

る 。 器高 は 13. 4cm を 測 る 。 外器面 に押圧痕が残 る 。 2021 は 口 径が42 . 7cm、 器高 が1 1 . 3cm を 測 る 。 外器面

に は押圧痕、 底面 に は 当 て布痕が残 る 。 内 器而 に は 当 て布痕や型押痕が残 る 。 2022 は こ の遺構の北側 で 出 土

し た 。 復元 口 径 は42. 85cm、 器高が12. 8cm を 測 る 。 外器面 は押圧痕が残 り 、 底面 に 当 て布痕が残 る 。

2023 � 2026 は 瓦 質 の 火鉢で あ る 。 2023 ・ 2025の 口 唇部は 平 ら に な っ て 角 張 る 。 体部 は ほ ぼ直 に 落 ち る 。 底

部 に は 平 た い 脚 が付 け ら れ て い る 。 2023 は 1 1脅 か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 は45. 0cm を 測 る 。 外器面 に 菊花文
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第 E 章 調査の成果

の ス タ ン プ と 三条 の 突帯 を 貼 り 付 け る 。 突帯の 聞 に は 4 本の櫛描 に よ る 波状文が施 さ れ る 。 2024 も l 層 か ら

出 土 し た底 部 の 脚 部 の み で あ る 。 2025 は 、 口径が42. 5cm、 器高が36. 7cm を 測 る 。 外器面 に は ナ デや ハ ケ に

よ る 調整、 内 器面 も 同様であ る 。 外器面上位 に は 3 条の突帯が、 低位 に も l 条 の 突帯が貼 り 付 け ら れ て い る 。

口 唇部下 に は 菊花の ス タ ン プ、 3条 の 突 帯 の 聞 に は櫛描波状文が施 さ れ る 。 2026 は 2 - 3 層 か ら 出 土 し た 底

部 の 破片 で あ る 。 2025 と 同 様 に底部付近 に l 条 の突帯が貼 り 付 け ら れ る 。

2027は 大型 の 聾 で 、 口縁か ら 底部 ま で あ る 。 出土位置 は こ の遺構の確認面 の 上位 で上 か ら の 落 ち 込み の 可

能性があ る 。 復元 口 径 は76. 0cm、 器高 は63. 2cm を 測 る 。 口 唇部 は 断面三角 を 呈 し ほ ほ水平 な 面 を 有す る 。

体部 は や や外側 に 張 り 出 し 底部 に 至 る 。 調整 は タ タ キ 後 ナ デ を 行 っ て い る 。 底 部 は 平 底 で あ る 。 内 器面 に は

石灰化 し た物 質がか な り 付着 し 、 ま た 、 一枚の銭が張 り 付い て い た 。 こ の付着 し た物 質 は ト イ レ な ど に 見 ら

れ る 硝酸塩で あ る 可能性があ る 。 こ の こ と か ら こ の 聾 は ト イ レ と 考 え ら れ る 。

2倒4 ・ 2047 ・ 2052 は 土 師器の 皿 で あ る 。 い ずれ も 外底部 に は 回 転 糸 切 り 離 し が施 さ れ る 。 2似4 は 口 径 が

1O. 3cm、 器高が2. 0cm を 測 る 。 調整 は ナ デ に よ る 。 2047は 口 径が10. 6cm、 器高 が2. 3cm を 測 る 。 調 整 は 回

転横 ナ デ に よ る 。 2052 は l 層 か ら 出 土 し 、 口径6. 6cm、 器高1 . 35cm を 測 る 。

2070 は 瓦 質 の 浅鉢型 の 火鉢で あ る 。 復元 口径が16. 0cm、 器高が7. 2cm を 測 る 。 調 整 は 横 ナ デ と へ ラ 削 り

に よ る 。 三 角 形 に作 っ た 脚 が貼 り 付 け ら れ て い る 。

2081 ・ 2085は 瓦 質 の 火鉢の破片 で あ る 。 2081 は外器面 に ハ ケ 目 調整 を 施す 。 ま た 、 口 唇部下 に 菊花文 を ス

タ ン プ と し て 押 す 。 1条 の 突帯 を 付 け る 。 2085は復元 口 径 が47. 2cm を 測 る 。 口 唇部 下 に 花文 の 型押 し 、 突

帯 を 2 条貼 り 付 け 、 そ の 下 に も あ っ た と 思 わ れ る 。 そ の 聞 に櫛描波状文 を 描 く 。

2018は木製の柄 の 着 い た鉄製品 で あ る 。 万 身 の 幅 は2cm ほ ど と 細 い 。 残存長 は lOcm ほ どで あ る 。 万 身 の

断面厚 み は最高 で5mm ほ どで あ る 。

06SX505 [第291図】

i - 39 グ リ ッ ド か ら j - 40 グ リ ッ ド に か け て 位置 し 、 N - 30. -W-N -40. - W の 方 向 に 走 る 。 深 さ が確

認面か ら 50cm で 、 確認長が18m ほ ど を 測 る 。 断面形 は逆台形 を 呈す る 。 層 序 は 下記の 通 り で あ る 。

1 層 は 、 褐 色 (7. 5YR4/4) を 呈 し 、 非常 に酸化鉄が強 く 、 少量 の マ ン ガ ン 含 ん で い る 。 土 は あ ま り 締 ま

り がな い (砂質50% 、 粘 質50% ) 0 2 層 は 、 オ リ ー ブ褐色 (2. 5Y4/3) を 呈 し 、 l 層 と 比べ、 酸化鉄 は 少 な く

全体的 に ま ば ら に み ら れ る 。 砂粒が 目 立 ち 、 締 ま っ て い る (砂質30% 、 粘 質70% ) 0 3 層 は 、 暗灰黄色 (2. 5

Y4/2) を 呈 し 、 酸化鉄 ( 長 さ 3 -4mm、 幅3mm ほ ど) の塊が 目 立つ 。 粘 質 が強 く 、 砂粒が少量み ら れ る (砂

質30% 、 粘 質70% ) 0 4 層 は 、 黒褐色 (2. 5Y3/2) を 呈 し 、 上 層 部 分 と 比べ る と 、 酸化鉄 の 量 は 激減 し て お

り 、 と こ ろ ど こ ろ に み ら れ る だ け で あ る 。 少量の炭化物 を 含 む (砂質35% 、 粘質65% ) 0 5 層 は 、 褐色 (7. 5

YR4/6) を 呈 し 、 酸化鉄混 じ り の砂層 (砂質95% 、 粘質 5 % ) で あ る 。 6 層 は 、 灰黄褐色 ( 1OYR4/2) を 呈

し 、 5 層 と 比べ砂粒 は 少 な く 、 ば さ ば さ し て い る 。 微量 の 炭化物 を 含 む (砂質60% 、 粘 質的% ) 0 7 層 は 、

黄灰色 (2. 5Y4/1 ) を 呈 し 、 粘質がやや強 く 締 ま っ て い る 。 少量 の 酸化鉄 ・ 炭化物 を 含み 、 砂粒が ま ば ら に

み ら れ る (砂 質30% 、 粘 質70% ) 0 8 層 は 、 暗灰黄色 (2. 5Y4/2) を 呈 し 、 土 質 は 締 ま り が な い 。 微量 の 酸

化鉄 を 含み 、 炭化物 の 塊が混 じ る (砂質55% 、 粘 質45% ) 0 9 層 は 、 褐灰色 (l0YR4/1 ) を 呈 し 、 ま ば ら に

黄灰色 の 土 が混 じ る 。 微量の 酸化鉄 を 含み 、 炭化物 も 少量み ら れ る (砂質15% 、 粘 質85% ) 0 10層 は 、 オ リ

ー プ灰色 (2. 5GY5/1 ) を 呈 す る 地 山 の 層 。 粘 質 が非常 に 強 く 、 酸化鉄が少量み ら れ る (砂質 5 % 、 粘 質95

% ) 。

[出土遺物] [第301図 ・ 第305図 ・ 第322図】

1846 は肥前系 陶器で器種 は 揺鉢で あ る 。 6SX506で も 出 土 し て い る 。 復元 口 径 は32. 4cm を 測 る 。 内器面 に
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は 1 1本程の櫛描で摺 り 目 を 作 っ て い る 。 焼締 に よ る も の で'?nr，*IÌJ で、 あ る 。 1878は 産 地不 明 の 陶 器で 、 器種 は 査

で あ る が、 器JI� の 特徴か ら 油 徳利で あ ろ う 。 年代 は 不 明 で、 あ る 。

2028 ・ 2029 は 小 型 の 浅鉢形の瓦質土器で、 あ る 。 2028 は 、 脚 が欠 け て お り 付 け根付 近 だ け残 っ て い る 。 口 径

は 1 1 . 8cm で あ る 。 2029 は 復 元 口 径 が13， Ocm を ìWJ る 。 外底 面 に 布 痕 が残 る 。 仁川 家 音11 に 断面 を 三 角 形 に し て

い る 。 2030 は 瓦質 の 杯片 で あ る 。 破 片 の た め 詳細| は 不 明 で あ る 。 復 元 口 径 は 17. 2CI11 を 測 る 。 203 1 は 瓦 質 の

控鉢の 破 片 で あ る 。 口 縁部 近 く の み の 出 土 で 、 口 唇部 は 角 張 る 。 2032 は 土 師 質 の 控 ね 鉢 で あ る 。 包含層 か ら

出 土 し た も の と 接合 す る 。 口 径 は40. 4CI11 、 器問j は 1 1 . 4cm を 測 る 。 ナ デ に よ る 調整 が施 さ れ る が、 外器商 に

は 指頭圧痕が残 る 。 2033 は 瓦 質 の 焔;格鍋 で あ る 。 口 径 は32. 3cm、 器 高 が7 . 3CI11 を ìJ1IJ る 。 外器面 は 回 転横 ナ

デが主 で あ る が、 体部外底面 近 く に ヘ ラ 削 り を 施す 。 部分的 に 列点様の指押 え が入 る 。 外器商全体に煤 が付

着 し 、 |村器面全体 に 煮炊 き に よ る 焦 げが残 る 。 休部 に ー箇所の穿孔があ る 。 焼成後 に 開 け ら れ て い る 。

06SX506 ・ 507 [ 第292図 ]

こ の 二 つ の 構状遺構 は 切 り 合 っ て い る が、 切 り 合 い 関 係 の 前 後 は6SX507→6SX506 と 考 え た 。 い ず れ も 構

状遺構で や や 中 心線がず れ る 。
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第四章 調査の成果

6SX506は 、 調 査 区 内 で は 約 1 1m を 確認 し た 。 6SX504 と ほ ぼ平行 に 伸 びて い る 。 Illffi が2m ほ どで 、 確 認 面

か ら の深 さ 30cm ほ ど を 測 る 。 埋土 を 観察す る と 下層 に 荒 い 砂流がみ ら れ流水作 用 があ っ た こ と を う かが わ

せ る 。 そ の 後粘性土 に 変 化 し埋没 し て い っ た状況が分か っ た 。

6SX507は 、 6SX506 に よ り 切 ら れ て お り 、 調査区 内 で' 14m ほ ど を 雌認 し た 。 111日 は 確 認 面 で 1 � l .  5m を ìj[lJ

る 。 i�� さ は 確認面 か ら 30cm ほ どで あ る 。

[ 出 土遺物]

出 土造物 は 中 世 ~ 近世初頭の も の がほ と ん どで 、 数量的 に は 瓦 質土器が多 く 、 陶 器 片 がそ れ に は い る 程度

で あ る 。 下層 に い く ほ ど瓦質土器の 割 合 は 高 く な る 。

6SX506の 出 土 品 と し て は 以 下 の も の があ る 。

1 780は 、 肥前 系 の 陶 器 で 器程 は 中 碗 で あ る 。 生 産 は 1600年 代 � 1630年 代 で あ る 。 復 元底 径 は3. 5cm を 測

る 。 1 786 は 、 肥 前系 陶 器 の 中 碗 あ る 。 生 産 年代 は 1 7 世紀 後 半 � 18 世紀前半 で あ る 。 復 元 口 縁 径 は 1O. lcm、

、、

2038 官
/ 
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、、、
ど、、
、、
J、、
、\

 

\ \ 占、、
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器高5. 3cm を 測 る 。 1788 は 、 肥前系 の 嬉野 内 野 山 窯 産 の 緑紬 ( 内 野 山 系 ) 陶 器 で あ る 。 器種 は 中 碗 で あ る 。
生 産 時期 は 17世紀末 � 18世紀前半 で あ る 。 口 径 は 10. 7cm、 器高6. 7cm を 測 る 。 1804 は 肥前 系 の 陶 器 で 、 器
種 は 小 皿 で あ る 。 生 産 時期 は 17世紀後半 � 18世紀前 半 で あ る 。 口 径13. 1cm、 器高3. 4cm を 測 る 。 1814 は 、
肥前系嬉野 内 野 山 窯製 の 陶 器 で 、 器種 は小皿で あ る 。 生産時期 は 17世紀末 � 18世紀前 半 で あ る 。 口 径12. 0cm、
器高3. 7cm を 測 る 。 内 底面 に は 蛇 の 目 粕剥 ぎ が施 さ れ る 。 1826 は 、 肥前唐津系 の 二 彩 陶 器 で 、 器種 は 大鉢
であ る 。 生産時期 は 1600年 ほ ど で あ る 。 口 径 は37. 0cm、 器高 は 12. 9cm を 測 る 。 口 縁部 に は 由 化粧土 を 施 し
た後雑 に 施紬 し て い る 。 口縁部で は 白 化粧土 で櫛 目 波線後雑 に施粕 し 、 胴部 で は 由 化粧土で櫛刷 毛 目 横線 を
施 し た 後雑 に 施軸 し て い る 。 底部 に は胎土 目 痕が残 る 。 1830 は 、 肥前 内 野 山 系 の緑軸 陶 器 で 、 器種 は 中 鉢で
あ る 。 復元 口 径 は 19. 6cm で あ る 。 内底面 に は 蛇 の 目 粕剥 ぎ が施 さ れ る 。 1843 は 肥前 系 陶 器 で 、 器種 は 播 鉢
であ る 。 復元 口 径 は37. 0cm、 器高 は 1 1 . 6cm を 測 る 。 鉄紬が施 さ れ て い る 。 内 器面 に は 5 条 の櫛 描 で 摺 目 が

付 け ら れ て い る 。 外底面 に は 回転糸切 り 離 し痕が残 る 。 1846 は 、 肥前系 陶 器 で 、 器種 は 揺 鉢で あ る 。 6SX505

か ら も 出 土 し接合す る 。 復元 口 径 は32 . 4cm を 測 る 。 内 器面 に は 13条 の 櫛 描 に よ る 摺 目 が付 け ら れ て い る O

焼締 に よ る だ け で全体が無粕 で あ る 。 1860は肥後小代系 の 陶 器で、 器種 は瓶 (徳利 ? ) で あ る 。 生産時期 は

18世紀代 で あ ろ う か。 6SX502で も 出 土 し接合す る 。 外器面 に 指 ナ デあ て 具痕があ る 。 1867 は 、 肥前系 の 陶

器 で 、 器種 は 火 入 で あ る 。 生 産 時期 は 1655� 1690年 で あ る 。 口 径 は9. 3 、 器 高5. 7cm を 測 る 。 1879 は 、 九 州

内 の 産地不明 陶 器で 、 器種 は 片 口 で あ る 。 復元 口径 は22 . 4cm、 器高 11 . 4cm を 測 る 。 1889 は 、 囲 内 産 の 京焼

風陶 器で、 器種 は碗で あ る 。 見込 に は 崩 れ た 山水画が描かれ て い る O 外底面高台 内 に 「小倉」 の押 印 があ る 。

1891 も 京焼風陶器で、 器種 は碗で あ る 。 見込 に は や は り 崩 れた 山水画が描 か れ る 。 外底 面 高 台 内 に 「小倉」

の押印があ る 。 1892 も 肥前系の 京焼風陶器で 、 器種 は皿で あ る O 見込 に は 先 の も の と 同様 に 山 水画 の 崩 れ た

も の が描 か れ る 。 生 産 時期 は 17世紀後半 � 18世紀前半 に 当 た る 。 復元 口 径 は 19. 7cm、 器高6. 1cm を 測 る 。

こ れ ら の 京焼風陶 器 は 同 じ 産地 で あ ろ う 。 高 台 内 の 「小倉J 印がそ れ を 示す。 1907は 、 肥前系 の 染付磁器で 、

器種 は 中 碗 で あ る 。 生 産 時期 は 18世紀 中 葉 ~ 後 葉 で あ る 。 口 径 は 1O. 1cm、 器高5. 3cm を 測 る 。 外器面 に は

青海波文 と 菖蒲文 を 組み 合 わ せ た 丈様が描かれ る O 高台内名款 は 方形 に 変形字で あ る 。 1915 は 、 肥前系 の 染

付磁器で 、 器種は 中 碗 で あ る 。 生 産 時期 は 18世紀 中 葉 ~ 後葉 で あ る 。 6SX504で も 出 土 し 接 合 す る 。 器種 に

つ い て は鉢の可能性 も あ る 。 1928 は 、 肥前系 の 染付磁器で、 器種 は 中 碗 で あ る 。 生 産 時期 は 17世紀後半 � 18

世紀前半 で あ る 。 6SX506の 直 上層 で 出 土 し て い る 。 1960 は 、 肥前 系 の 染付磁器で器種 は 五 す 皿 で あ る 。 口

縁 は 折 り 縁 で あ る 。 生 産 時期 は 17世紀 中 葉 で あ る 。 復元 口 径 は 14. 7cm、 器高 は3. 9cm を 測 る 。 内 器面 の 口

縁 に は植物文、 見 込 に は柳 を 描 い て い る 。 1962 は肥前系染付磁器で、 器種 は 小 皿 で あ る 。 生産時期 は 17世紀

末 � 18世紀前半 で あ る 。 口 縁径 は 13. 1cm、 器高 は3. 4cm で あ る 。 内 器面 に は 大根 を 主 と し て 草葉 な ど を 描

い て い る 。 外器面 に は省 略 し た 文様が入 る 。 1981 は 、 景徳鎮産 の 染付磁器 で 、 器種 は碗で あ る 。 生産時期 は

16世紀後半で あ る 。 内 器面 に は 花文、 外器面体部 に花文が入 る 。 高 台 内 に は 銘 が入 る が読め な い 。 復元 口 径

は 、 5. 2cm を 測 る 。 小野分類で、 は 器種が碗 E 群鰻頭、心型 で あ る 。 こ の 他 国 示 し て い な い が、 陶 器 の 天 目 中

鉢や肥前系 の 染付磁器 で 、 大碗 ら し き も の があ る 。

2034 は 瓦 質土器で脚 杯 の 浅鉢であ る 。 )肉 は 欠損 し て い る が付 け根付近が残 っ て い る 。 2035 は 切 り 合い付 近

か ら 出 土 し た 脚付 き の 浅鉢で瓦質土器で あ る 。 2036 は 瓦 質 の 大費で胴部下位 ま で残 る 。 口 唇部 は 断面形がつ

ぶ れ た 「 く の 字j 状 を 呈 し て い る 。 内器面 に は指ナ デに よ る 調整が施 さ れ て い る 。

2037は 弥生土器の 口 縁の み で あ る 。 高坪の 可能性があ る 。2038 は須恵質で何 ら か の 容器の脚 で あ る と 考 え る 。

0680501 [第293図]

こ の 遺構 は現在 ま で水路 と し て 使用 さ れ て い た も の で 、 調査前 ま で、水が流 れ て い た も の で あ る 。 た だ 、 そ
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第 E 章 調査の成果

の 始 ま り は 、 最下層 の 遺物 な ど を 検討す る と 近世近 く ま で遡 る 可能性があ る 。 こ の遺構 を 当 初 は新 し い も の

と し て 表土剥 ぎ で は 水路内 ま で下 げて い っ た 。 途 中 近代 に 石垣が組 ま れ た と こ ろ で松の胴木 と 石垣 を 支 え る

縦 に打 ち 込 ま れ た 杭列 を 確認 し た 。 そ の 下層 を 調査の対象 と し た 。 こ こ で は そ の 下層 か ら 下 の 層 序 の み を 示

す 。 1層 は 、 灰色 ( lOY4/1 ) を 呈 す る 。 土 質 は 粘性の 強 い 粘 質 土 で 、 締 ま り も あ る 。 砂喋粒子 は 多 い 。 2層

は 、 灰 オ リ ー ブ色 (5Y5/2) を 呈す る 粘 質 土 で あ る 。 キ メ の 細 か な 砂粒子が全体 中 の20% 近 く を 占 め る 。 3

層 は 、 灰色 (5Y4/1 ) を 呈す る 粘質土で あ る 。 や や キ メ の荒め の砂粒子が全体 中 の35% 近 く を 占 め る 。

遺構 自 体 は現況面か ら 深 さ が1 . 5m、 幅が1 . 5m を 測 る 。 調査地点で は 東西 と な る が、 本 来 は 蛇行 し な が ら

流 れ て い た 模様で 明治時代 の 地籍 図 中 に こ の溝 に比定で き る も の が描 か れ近 世 ま で遡 る 可能性 は あ る 。 こ の

溝 は 菊池川 と の 聞 で洪水時の安全弁 と し て利用 さ れ て い た様で、 菊池川 の 水位が上 が っ た と き は 菊池J 1 1 か ら

の水が水 田 方 向 に 流 れ込み 、 水が引 け ば流れ出す よ う に な っ て い た と い う 。 増水 し た水 を う ま く 水 田 に 引 き

込 む こ と で遊水池 に し て被害 を 最小 限 に と どめ よ う と し た 工夫の一端 を 担 っ て い た と 考 え ら れ る 。 溝 と し て

は 蛇行 し な が ら 西か ら 東へ流れ、 菊池川 の方向へ と 続 く 。

[ 出土遺物]

こ の遺構 は近現代 ま で残 っ た 溝 で あ る 。 し た がっ て遺構の上位 か ら 出 土 し た 遺物 に は プ ラ ス チ ッ ク の 歯 ブ

ラ シ 、 瓶、 鉄筆、 石板 な どがあ っ た 。

陶磁器で は 1796 ・ 1797 ・ 1812 ・ 1824 ・ 1848 ・ 1920 ・ 1921 ・ 1929 . 1931 ・ 1932 . 1955 ・ 1959 ・ 1543 ・ 2074 ・
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2078 ・ 2094 ・ 2101があ る 。

1796 は 、 肥後産陶器で 、 器種 は 中塊で あ る 。 生産時期 は 18世紀末 - 19世紀前半 で あ る 。 復 元 口 径 は0. 3cm

を 測 る 。 無紋の も の で 口縁が外反す る 。 1797は 、 肥後産 陶器で 、 器種 は 中塊で1706 と 同じ器形で あ る 。 生産

時期 は 18世紀 末 - 19世紀前半 で あ る 。 復元 口 径 は 1O. 8cm、 器高 は6. 0cm を 測 る 。 1812 は 、 肥後小代焼類似

の陶器で、 内 器面 に 白 色粘土 を 埋 め 込 む 象献が施 さ れ る 。 器種 は小皿 で あ る 。 生 産 時期 は 19世紀 中 葉 で あ ろ

う か。 1824 は陶器で、 器種 は大鉢であ る 。 産 地 は 不 明 で 、 生産時期 は 器形か ら 1750年以 降 と 推定 で き る 。 口

縁部付近 は 、 灰軸後由化粧土 で刷毛 目 波線 を 施す。 外底面 に は砂 目 痕 があ る 。 1848 は 九州 内 産 の陶器で器種

は播鉢で あ る 。 生産時期 は 18世紀 中 葉 ~ 後葉 で あ る 。 内器面 に は 12本以上 の 櫛描 に よ る 摺 目 が施 さ れ て い る 。

1920は 、 肥前系 の 白 磁 で 、 器種 は 中碗であ ろ う 。 生産時期 は 18世紀後半で あ る 。 1921 は 、 肥前系 白 磁 の 中碗

で あ る 。 生産時期 は 18世紀後半 で あ る 。 復元 口 径 は 1 1 . 1cm を 測 る 。 1929 は 肥前系磁器の染付 中 碗 で 広 東碗

と 呼 ば れ る も の で あ る 。 生 産 時期 は 1820年代 - 1860年代 に 当 た る 。 復元 口 径 は 1 1 . 6cm、 高 さ は3cm を 測 る 。

外器面 に は仙芝 文が描 か れ 、 見 込 に は 一 重 圏 内 に崩れ た蕎字文が描か れ る 。 1931 は 、 肥前系磁器染付 の 中碗
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で 、 生 産 時期 で 19世紀 ~ 明 治期 で 、 復 元 口 径 が1O. 5cm、 高 さ 5. 7cm を 測 る 。 外器面 に は 山 水 文 が施 さ れ る 。

見 込 に は書 文か。 1932 は 肥前系磁器染付 の 中碗で端反碗であ る 。 生産時期 は 19世紀 ~ 明治期 で あ る 。 外器面

に は 二重格子文が施 さ れ る 。 1955 は 口 縁部付近 の破片 で 、 肥前系磁器染付 の 中 皿 で あ る 。 生 産 時期 は 18世紀

中 期 ~ 後期 で あ る 。 復元 口 径 は 18. 6cm を 測 る 。 口 唇部 に 菊花文 と 梅 が配 さ れ る 。 1959 は 、 肥前系磁器染付

の 小 皿 で あ る 。 生 産 年代 は 19世紀前期 で A 層 の 一括 出 土 で あ る 。 復 元 口 径 は9. 4cm、 高 さ は2. 6cm を 測 る 。

内 器面底部 に は蛇の 目 軸剥ぎが施 さ れ、 そ こ に 重ね焼 き の跡が残 る 。 内器面 に 簡略化 し た花文が巡 る 。

このほか時期 の異 な る 混入 品 があ り その う ち の い く つ か を 紹介す る 。 第253図 の 1543 は 須 恵器 の 杯で あ る 。

口 縁径が15. 3cm、 復 元 高 が3. 7cm、 復元底径が8. 7cm を 測 る 。 体部 は 回 転横ナデ が な さ れ る 。 外底面 に は

回転ヘラオコ シ痕が残 る 。

第326図 は包含層 出 土遺物 と し て い る が、 その 中 の い く つ はこの遺構の 上 部 か ら の 出 土 で あ る 。 2074 は瓦

質土器で浅鉢形の 火鉢で あ る 。 復元 口 径 が16. 5cm を 測 る 。 貼 り 付 け 脚 を 持つ 。 外器面 は 横ナデ、 内 器面 に

は 指頭圧痕 が施 さ れ る 。 2078 は 、 瓦質土器で獣面外耳付壷の破片 で あ る 。 獣面 は獅子 を 型 ど り 型押 し で あ ろ
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う 。 第328図 の2094 も この遺構の 出 土 で 、 瓦質土器で カ マ ド の 一部 と 推定 し て い る 。 外器面 に は 半 円 と 花火

様模様が型押 し さ れ て い る 。 内器面 に 煤が付着 し 、 火入 れ 口 が赤 く 焼 け て い る 。 第330図 の2101 は瓦質土器

の大聾 で 口 縁径が41 . 6cm を 測 る 。 胴 部 は 張 り 出 す。

0包含眉の 出土遺物
この調査 区 内 で近世以降の 遺物包含層 は X - 1 区 ・ X - 2 区 と も に 、 この 時期 の 遺構 を 確認 し た 面 よ り 上

部 で あ る 。 従 つ て な か に は 遺構確認面 よ り 上部 か ら 遺構が掘 り 込 ま れ て い る 可能性は 大 き く 、 当 然包含層 と

考 え た 層 か ら 出 土 し た 遺物 も その遺構の も の で あ る 可能性は 大 き い 。 し か し 、 ここでそこ ま で の 判 別 は 困 難

な の で 、 ここで は 各遺構の項 目 で述べ な か っ た 遺物 に つ い て の み記述す る 。 た だ 、 明確 に 遺構 と の 共伴 関 係

が十分認識で き て は い な い も の も 多 い 。 ここで はそれ ら を ー ま と め に し て 述べ る 。

ま ず、 出 土状況の概要 を ま と め る 。 調査四 区 で は標準層 位 の W層 -v層 上 面 に か けて 中 世 の 青磁 な どが

点 々 と 出 土 し て い る 。 調査珊 区 で は 、 用 地 内 に あ っ た住宅 の生活過程 も し く は 宅地 の 撤去段階で土 中 に廃棄

物 と し て 埋 め 込 ん だ陶磁器類が 出 土 し て い る 。 X - 2 区 で は 、 整地層 中 と 溝状遺構の 上面 ・ 中 位 か ら 出 土 し

て い る 。
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こ こ で x - 2 区 に つ い て 、 や や 詳しく 述べ る 。X - 2 区 は、 そ の ほと んどが滞状t立構と 整地層 で あ る 。現

在も 宅地の 営ま れ て い る 場所 で あ る が 、 こ の場所 に な る に は次々と 埋め 立て ら れて 行った 過程が 造物 の 出土

状況 、 土層 の堆積状況か ら 窺え る 。こ の 埋土中か ら 多量の 陶磁器、 土師質 土器、 瓦 質 土器な ど が 出土 した 。

造物 の 出土状況 を 詳細に 観察す る と 、 明 ら か に 調査区 南側 に 生活場所が想定で き 、 そ の北側 に 配さ れ た 構 に

対して廃 棄 した も の か 、 さ ら に 整地 作業が行わ れ た 際に ま と め て 廃棄 さ れ た も の か の ど ち ら かで あ る 。文中

で iLOl層 、 L02層 、 L03層 」 な ど は造物 包含層 を 便宜上分 け た も の で あ る 。

・ 陶器[第294図~第307図]

第294 図に 図化した も の は、 陶器の 碗類で あ る 。

1 7 81 ・ 1 7 82 ・1 7 84 ・1 7 85 ・ 1 7 87 ・ 1790 ・1 792 �1 794 は中 碗で あ る 。

1 7 81 は、 緑�fll 陶器で、あ る 。肥前 系嬉mJ内野山産 で17世紀 後半の も の で 、 表採品で、あ る 。1 7 82 は肥前 系の も

の で 、 製作時期 は1 650 年以降で あ る 。X - 1 区 の 表土剥 ぎ中 に 出土 した 物 で あ る 。底径は4. 6cm を 測 る 。

高 台 は削り出し高 台 で ケズ リ 部 に は兜巾があ り、 畳付以外に 施 利さ れ る 。17 84 は鉄車Itl を 施す 肥前 嬉野内野山

系の も の で 、 製作時期 は17世紀末 �1 8世紀前 半で あ る 。X - 2 区 か ら 出土 した 。1 7 85 は緑刺陶器で 、 肥前 嬉

野内野山系産 と さ れ る 。製作時期 は17世紀末 �1 8世紀前で あ る 。X - 2 区 g-43 クホ リ ッ ド 、 L03層 か ら 出土

した 。 復元口径11 . 5 cm 、 器高4. 3 cm を 測 る 。1 7 87 は産 地不明の も の で 、 製作H寺期 は17世紀 後半�1 8世紀 前

半に 比 定 さ れ る 。X - 2 区 g -43 グ リ ッ ドL05層 出土で あ る 。 復元口径10 . 7 cm 、 器高 6. 2 cm を 測 る 。1790

は17世紀 後半�1 8世紀前 半の 肥前 系と 思 わ れ る 中碗で あ る 。X - 2 区 g -43 グ リ ッ ド の2103 、 L03層 で 出土
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し た 。 口 径9. 4cm、 器高5. 8cm を 測 る 。 1792 は肥前系 の も の で 、 製作時期 は 1 7世紀後半 � 18世紀前半 で あ る 。

X - 2 区f - 42 グ リ ッ ド 出 土 で あ る 。 1793 は 肥前系 の 中碗で、 製作時期 は 17世紀後半 � 18世紀前半 で あ る 。

X - 2 区 b - 42 グ リ ッ ド 、 整 地 層 ①層 か ら 出 土 し て い る 。 口 径1O. 2cm、 器高6. 4cm を 測 る 。 1794 は 肥 前 系

の も の で 、 製作時期 は 17世紀後半 � 18世紀前半で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド か ら 出 土 し て い る 。 復元 口

径 1 1 . 0cm、 器高6. 7cm を 測 る 。

1795は 大碗で肥後小代産 と 推定 さ れ る 。 生産時期 は 18世紀代 ? で あ る 。 X - 2 区 の 撹乱中 か ら の 出 土 で あ

る 。

第295図 ~ 第298図 に 図化 し た も の は 、 陶器の 皿類 で あ る 。 口径の差か ら 小皿 、 五寸 皿 、 中 皿 に 分 け ら れ る 。

1798、 1800、 1803、 1805、 1807、 1808、 1810、 181 1 は小皿で あ る 。 1798は 肥前嬉野 内 野 山 産 の緑紬陶器で 、

製作時期 は 1 7世紀末 � 18世紀前期 で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド 、 L05層 か ら 出 土 し た 。 口 径12. 2cm、 器

高3. 8cm を 測 る 。 見 込 に蛇の 目 柚剥 ぎ が施 さ れ る 。 1800は肥前系 の 刷毛 目 を 施 し た も の で あ る 。 製 作 時 期

は 17世紀後半 � 18世紀前半 の も の で あ る 。 X - 2 区 g-43 グ リ ッ ド 、 L03層 か ら 出 土 し た 。 口 径 1 1 . 2cm、 器

高2. 9cm を 測 る 。 見 込 に蛇の 目 紬 剥 ぎ が な さ れ る 。 1803 は 、 肥後小代 産 と 考 え ら れ る も の で 、 製 作 時 期 は

19世紀初頭 で あ る 。 X - 1 区 の 表土剥 ぎ 中 に 出 土 し た 。 器高2. 8cm を 測 る 。 見 込 み 中 央 は露胎 で あ る 。 削

り 出 し 高 台 の 中 に は渦巻 き 高台 (右巴) があ り 、 土みせで、 高台際 に わ ずか に 削 り があ り 凹 線 と な る 。 1805

見長f ヰ3
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20cm 

は 肥前 系の 小皿 で 、 17 世紀 後半�18 世紀前 半に 当た る。 X -2 区 g -43 グ リ ッ ド か ら 出 土し た 。 口 径は 12 . 7

cm、 器高 は2. 5cm を 測 る。 見込 に 蛇の 目 利剥 ぎ で あ る。 1807 は 肥前 系の 小皿 ?で あ る。 製作時期 は 1600 年

�1630 年で あ る。 X - 2 区 g - 43 グ リ ッ ド 出 土 した。 見込 と 畳付け に 胎土日痕が残る。 1808は 、 肥前 系の 小

JIIlで 、 1690 年�1780 年に 製作さ れた 。 X - 2 区 g - 43 グ リ ッ ド で 出 土した 。 見込 に は 蛇の 目前11剥 ぎ が施 さ れ

る。 1810 は 、 肥前 系の 小皿で 、 1690 年�1780 年に 製作さ れる。 X - 1 区Pit19か ら 出 土 した 。 復元口径は4. 4

cm を ìJ1IJる。 見込 は ナ デ後施 柑 蛇の 目紬剥 ぎ が施 さ れる。 181 1 は 肥後小代焼に 類 似した 象首長の あ る小皿 で、あ

る。 19 世紀 中頃?の 製作で あ る。 X - 2 区 の 撹乱か ら の 出 で あ る。 復元口 径は8. 8cm 、 器高 は2. 8cm を 測 る。

1806 ・ 1815は 五寸皿 で あ る。 1806 は 、 藁灰柑 を か け る肥前高取 系の も の で あ る。 製作n寺期 は 17世紀前 半に

比定で き る。 X - 2 区 f -42 ，43 グ リ ッ ド 出 土 で あ る。 口 径15 . 1cm 、 器高3 . 6cm を 測 る。 1815 は 肥前 嬉野内

野山産 の も の で あ る。 製作時期 は 17 世紀 末 �18世紀前 半で あ る。 X - 2 区 f -42 ，43 グ リ ッ ド で 出 土 した 。

見込 に 蛇の 自治11剥 ぎ が施 さ れる。

1816 ・ 1817は 中皿 で あ る。 1816 は 肥前 系の 灰利陶器で、あ る。 製作時期 は 17 1並紀 中半で あ る。 X - 2 区 g

43 グ リ ッ ド の L05 層で 出 土した 。 18 17 は 肥前 系灰利陶器で、あ る。 製作時期 は 1600 年�1630 年で あ る。 X - 2

区L05 層の 出 土 で あ る。

1825 ・1835は 中鉢で あ る。 1825 は 生産地不 明 の も の で あ る。 製作時期 は 1 700 年代と さ れる。 X - 2 区 か ら

出 土 した。 復元口 径は24 . 4cm 、 器高 は 13. 0cm を ìnlJる。 口縁部 に は 化粧土が 、 胴部 に は 化粧土の 後、 白化粧

土で、櫛柑lハケ目 を 施 し、 内 器面 は 口 縁部 ~胴部 に は 化粧土の 後、 白化粧土で 櫛描ハケ日 後に 雑に 施 利さ れる。

砂目痕が 畳付け に 残る。 1835 は 生産 地不 明 の 中鉢で あ る。 X - 2 区 g - 42 グ リ ッ ド 出 土する。 口径は 19. 0cm、

器高 は9. 5cm を ìJ!lJる。 内 器面 は ナ デ後施 JffU口縁部 の み Jfrllな し。 外 器閣の 施 利l は 口 縁音1\の み で 他に は 罪IIIが な
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U 、。

1827は 生産 地 不 明 の 大 鉢で'1750 年以 降 の 生産 で、あ る。 X - 2 区 f - 42，g - 43 グ リ ッ ド のL03層 撹乱か ら 出

で 波;/犬(横 ・縦)土した 。 復元口径は42. 6cm、 復元器高 は 13. 2cm で あ る。 内器面 に は ナ デ後化粧土 ハケ目

文を 施 し た 後、 口 縁の み 雑に 施 柏、 外 器面 に は ナ デ後口縁の み 施 手II I、 外器商はナ デ後化粧土ハケ目 (横 ・縦)
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第305図 近世陶器実測図

第299 区I �第30 1 図は 橘鉢を 図化した も の で あ る。 手111 の 掛け 方 と 器高 か ら A. B の 2 種類 に 分 け る。 柑薬 を

か け て い な い も の(A) 、 か け て い るも の (B)で あ る。

1836 は 囲内 生産地 不 明 の 摺鉢で あ る。 17 世紀前 半~中期く ら い の 生産 で あ る。 X - 2 区 g -42 グ リ ッ ド の

撹乱か ら 出 土 した 。 復元口 径は38. 5cm を 測 る。 内 器面 に は 樹i掠i播目 が施 さ れる。 1837 は 産 地不 明 の 播鉢で 、

17 世紀前 半~中期 の 生産 品で あ る。 X - 2 区 g - 43 グ リ ッ ド か ら 出 土して い た 。 復元口 径は37. 1cm を 測 る。

内 器面 に は 櫛描播目 が施 さ れる。 1838 は 、 生産地 不 明 の 播鉢で 、 1 7 "1並紀前 半~中期 の 製作で あ る。 X - 2 区

g-43 グ リ ッ ド の 出 土で あ る。 復元口 径は27. 0cm を 測 る。 内 器面 に は 櫛描に よ る播目 が施 さ れる。 1839 は 、

九州内 の 産 地不 明 の 揺鉢で 、 17 世紀前 半~中期 ( 不 明) に 生産 さ れる。 X - 2 区 g - 43 グ リ ッ ド 、 L03層 か

ら 出 土。 復元口径は 12. 3cm を 測 る。 内勤面 に は 櫛描に よ る橘目 が施 さ れる。 1840 は 産 地不明 の 播鉢で 17世

紀 中期~後半 ( 不 明) の 生産 で あ る。 X - 2 区 g -43 グ リ ッ ド 出 土して い る。 復元口 径は3 5. 0cm を 測 る。

内 器面 に は 回転機ナ デ後櫛描措目 が施 さ れる。 1841 は 生産 地不 明 の 橘鉢で 、 17世紀 中期~後期 ( 不 明) の 生

産 で あ ろ う 。 X - 2 区 g -43 グ リ ッ ド、 L03層 か ら 出 土した。 復元口径は34. 8cm で あ る。 内 器面 に は 回転横

ナ デ後i櫛描播目 と沈線が施 さ れる。 1842 は 肥前 系の 摺鉢で 17世紀 中半~後半 の 製作で あ る。 X - 2 区 f - 43

グ リ ッ ドL01層 出 土で あ る。 復元口 径は3 5. 8cm を 測 る。 櫛描指目 凹線 模様が あ る。 1844は 九州内 産 の 揺鉢

で 1 7世紀 中野j�後期 に 製作さ れた も の で あ る。 X - 2 区 g -43 グ リ ッ ド 、 L03層 か ら 出 土した。 口 径は33. 9cm 、
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器高14. 6cm を 測 る 。 内 器面 に は 回 転横ナデ後櫛描 の播 目 が施 さ れ る 。 外底面 に は 回 転 糸 切 リ 痕 が残 る 。 1845

は 九州 内 産 の揺鉢で、 17世紀 中 期 ~ 後期 製作の も の で あ る 。 X - 2 区 g - 42 グ リ ッ ド の 撹乱か ら の 出 土 品 で

あ る 。 口径が33. 8cm、 器高が13. 7cm を 測 る 。 内器面 に は 回 転横ナデ後櫛描播 目 が施 さ れ る 。 外底面 に は 回

転糸切 り を 施 さ れ る 。 1847 は 、 肥前系播鉢で18世紀 中 期 ~ 後期 に 製作 さ れ た も の で あ る 。 X - 2 区 か ら 出 土

し て い る 。 口 径 は34. 6cm、 器高 は 12. 3cm を 測 る 。 内器面 に は 回転横ナデ後櫛描播 目 が施 さ れ る 。 外底面 に

は 回転糸切 り 痕 が残 る 。 1849 は 、 生産地不明 の播鉢で、 製作時期 は 18世紀 中 期 ~ 後期 と さ れ る 。 X - 2 区 か

ら 出 土 し て い る 。 口 径 は37. 6cm、 器高 は 17. 15cm を 測 る 。 内器面 に は 回 転横ナデ後、 櫛描播 目 後施粕 が施

さ れ る 。 外底面 に 回転糸切 り 離 し痕 が残 る 。

1851 は 肥前系 の 聾 で 、 17世紀後半 の 製作 で あ る 。 X - 2 区f - 42 ， 43 グ リ ッ ド の LOl層 で あ る 。 口 径 は32 . 2

cm、 復元器高 は25. 3cm を 測 る 。 内器面 に は 当 て具痕 が残 り 、 外器面 に は格子 タ タ キ 痕 が残 る 。 1853 は 、 肥

前二川焼か弓野窯 (福 岡 ) 産 の棄で あ る 。 19世紀 に 製作 さ れ た 物 で あ る 。 X - 2 区 g- 42 グ リ ッ ド の 撹乱層

か ら 出 土 し た 。 復元 口径が26. 0cm を 測 る 。 1854 は 九州 内 産 の 聾 で あ る 。 X - 2 区f - 43 ， g - 43 グ リ ッ ド 、 L

03層 か ら 出 土 し て い る 。 口 径 は33. 0cm、 復元器高 は21 . 6cm を 測 る 。 1861 は 、 肥前唐津系 の 二彩瓶で あ る 。

1650年 以 降 の 製作 で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド 、 L03層 出 土 で あ る 。 内器面 は 、 ナデ後 ( 口 縁付 近 ~桐

部) 化粧土 でハ ケ 目 で横線 ・ 波状文後雑 に 施軸 (胴部~底部付近) 化粧土 で あ る 。 高 台 はナデ後施軸、 粕 剥

ぎ と り 。 1862 は 産地不明 の瓶で17世紀末� 18世紀前期 の生産であ る 。 X - 2 区 の L05層 出 土 で あ る 。 外器面

に はナデ後化粧土が施 さ れ る 。 頚部 ~ 肩 部 に か け て は由化粧土 を か け た 後 に 雑 な 鉄粕 を 施 し て い る 。 畳付の

み無軸で 、 板 目 痕 が残 る 。

1863 は 肥前系 の瓶で 、 17世紀末 � 18前 中 期 の 製作 で あ る 。 X - 2 区f - 43 ， g - 43 グ リ ッ ド の L03層 出 土 で

あ る 。 口 径5. 1cm、 器高2 1 . 2cm を 測 る 。 口 縁 に 鉄紬 、 内 器面 の 口 縁部 ~ 頚部 に 鉄紬 他 、 白 化粧土 で横 線 ハ

ケ 目 が施 さ れ、 外底面 に はナデ後化粧土畳付軸剥ぎ さ れ、 砂 目 痕 が残 る 。 1864 は 産地不 明 の 陶胎染付 の瓶で
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第 4 節 中世以降の遺構と遺物

あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド の L03層 か ら 出 土 し た 。

1865 は肥前系 か肥後天草系 の 徳利 で あ る 。 18世紀 � 19世紀 の 製作 で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド の L03
層 か ら 出 土 し た 。

1869� 1871 は い ずれ も 肥前系 の 火入 れで あ る 。 1869は 17世紀末 � 18世紀前期 に 生 産 さ れ た も の で 、 X - 2
区 g- 43 グ リ ッ ド 、 L05層 か ら 出 土 し た 。 1870は 陶胎染付の も の で 、 17世紀後半� 18世紀前半 に 製作 さ れ た
も の で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド L03層 か ら の 出 土 で あ る 。 1871 は 1655年 � 1690年 に 生産 さ れ た も の で 、
X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド か ら 出 土 し た 。

1874 は肥後産 と 思 わ れ る 水指 の 破片 で あ る 。 口縁部か ら 胴 部 の 一 部 が残 る o X - 2 区f - 42 グ リ ッ ド か ら

出 土 し て い る 。 1875 は 肥後天草系窯生産の水注で あ る 。 製作時期 は 18世紀後期 � 19世紀 と さ れ る 。 X - 2 区

g -43 グ リ ッ ド L01層 中 か ら 出 土 し た 。

1881 � 1888、 1890、 1893 は 京焼風陶器であ る 。 器種 は碗 ( 1881 � 1888 ・ 1890) と 鉢 ( 1893) で あ る 。 1881

は 製作時期 が17世紀末 � 18世紀前期 と さ れ る 。 X - 2 区 g- 23 グ リ ッ ド 、 L05層 か ら 出 土 し て い る 。 1882 は 、

17世紀後期 � 18世紀前期 に 製作 さ れ た も の で あ る 。 X - 2 区 か ら 出 土 し て い る 。 復 元 口 径 は l 1 . 3cm、 器高

は4. 8cm を 測 る 。 1883 は 関 西系 の も の で 、 18世紀前半の生産で あ る 。 X - 2 区 g - 42 グ リ ッ ド の 撹乱及 び整

地①層 か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 は8. 7cm、 器高 は5. 7cm を 測 る 。 体部 に 文様が描 か れ る 。 1884 も 関 西 系 の も

の で製作時期 は 18世紀前半で あ る 。 X - 2 区 か ら の 出 土 で あ る 。 復元口径 は9. 5cm、 器高 は5. 7cm を 測 る 。

体部 に花文が描 か れ る 。

1885は肥前系 と 考 え ら れ る も の で 、 製作時期 は 17世紀 末 � 18世紀前半 で あ る 。 X - 2 区 g - 43 グ リ ッ ド 、

L05層 か ら 出 土 し た 。 復元口径 は 1 1 . 3cm、 器高 は6. 9cm を 測 る 。 無紋 で あ る O

1886 � 1888 ・ 1890は 肥前系 の 器高 の低い碗で、 見込 に 崩 れ た 山水文 を 共通 し て 持つ も の で あ る 。 1886 は 、

生産時期 が17世紀後 � 18世紀前半 で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド L03層 か ら 出 土 し た 。 1887は 、 生 産 時期

が17世紀後期 � 18世紀前期 で あ る 。 X - 2 区 g-43 グ リ ッ ド L03層 か ら 出 土 し た 。 口 径 は9. 8cm、 器高 は4. 5

cm を 測 る 。 1888 は 生 産 時期 が17世紀後期 � 18世紀前期 で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド の 出 土 で あ る 。 復

元 口 径 は l 1 . 1cm、 器高 は4. 6cm を 測 る 。 1890 は 生 産 時 期 が17世紀後期 � 18世紀前期 で あ る 。 X - 2 区 g-

43 グ リ ッ ド か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 は 12. 0cm、 器高 は4. 5cm を 測 る 。 見込 に は 崩 れ た 山水文が描 か れ て い

る 。

1893 は 肥前志 田 窯 の 鉢 で 、 生 産 時期 は 17世紀後期 � 18世紀前期 で あ る 。 X - 2 区 g- 34 グ リ ッ ド 、 L03層

か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 は 19. 2cm を 測 る 。 貼付 け高台で高台 は 高 い 。

・ 磁器[第308図~第31 5図]
1894 ・ 1895 ・ 1897� 1906 ・ 1914 ・ 1922 ・ 1927 ・ 1930 ・ 1933 ・ 1934 は 肥前系 を 主 と す る 染付 の 中 碗 で あ る 。

1894 は 肥前系染付 の 中 碗で あ る 。 製作時期 は 18世紀前期 ~ 中 期 で あ る 。 X - 2 区 g - 43 グ リ ッ ド 、 L03層

か ら 出 土 し た 。 内 器面 に 一条 の 線 に よ る 網 目 文が描か れ る 。 1895は 肥前系染付 の 中碗で あ る 。 製作時期 は 18

世紀前期 ~ 中 期 で あ る 。 X - 2 区 か ら 出 土 し た 。 復元 口径は9. 7cm、 器高5. 0cm を 測 る 。 内 器面 は 一 条 の 編

み 目 文、 外器面 に は 2 条 の 網 目 文 が描 か れ る 。 1897の 生産時期 は 18世紀 中 期 ~ 後期 で あ る o X - 2 区f - 42

グ リ ッ ド の 整地層 の①層 で 出 土す る 。 復元日径が9. 2cm、 器高 が5. 0cm を 測 る 。 外器面 に は梅花文 が描 か れ

る 。 1898の 生 産 時 期 は 18世紀 中 期 ~ 後期 で 、 X - 2 区 g-43 グ リ ッ ド 、 L03層 か ら 出 土 し た 。 口 径 が9. 9cm、

器高 が5. 3cm を 測 る 。 外器面 に は 梅花文 が描 か れ る 。 1899の 生 産 時 期 は 18世紀 中 期 ~ 後期 で あ る 。 X - 2

区 g- 42 グ リ ッ ド の 撹乱か ら 出 土 し て い る 。 復元 口 径 は 1O. lcm、 器高 は 5. 2cm を 測 る 。 外器面 に 形 の 整 っ

た梅花文が描 か れ る 。 1900の 生 産 時期 は 1780年 頃 で あ る 。 X - 2 区f - 42 グ リ ッ ド の 壁 際①層 で 出 土 し て い

る 。 復元口径 は9. 7cm、 器高が5. 1cm を 測 る 。 1901 の生産時期 は 18世紀 中 期 ~ 後期 で あ る 。 X - 2 区 の 側 溝
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第 4 節 中世以降の遺構と遺物

か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 は 1O. 4cm、 器高が5. 3cm を 測 る 。 外器面 に は梅花丈が描 か れ る 。 1902 の 生 産 時期

は 18世紀 中 期 ~ 後期 で あ る 。 X - 2 区[ -42 ・ 43 グ リ ッ ド か ら 出 土 し た 。 口 径 が10. 7cm、 器高 が4. 5cm を 測

る 。 外器面 に 植物文 ら し き も の が描 か れ る 。 見込 に蛇の 目 紬剥 ぎ があ る 。 1903 は 、 生 産時期が18世紀 中 期 ~

後期 で あ る 。 X - 2 区[ -42 グ リ ッ ド の 整地①層 か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 が9. 7cm、 器高 が5. 2cm を 測 る 。

外器面 に は植物 と 圏線内 に 菊花文が描 か れ る 。 1904 は 1903 と ほ ぼ同 じ 物 で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド か

ら 出 土 し て い る 。 復元 口 径 は9. 6cm、 器高が5. 1cm を 測 る 。 1905 も 同 様で、 あ る 。 X - 2 区 g-43 グ リ ッ ド 、

L03層 か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 が1O. 3cm、 器高が5. 7cm を 測 り 、 1903 ・ 1904 よ り や や 大 き く 、 高 台 が よ り

高 い 。 1906 は破片 で あ る が先の物 と 同様で あ る 。 X - 2 区 か ら 出 土 し て い る 。 器形的 に は 1903 ・ 1904 と ほ ぼ

同 じ で あ る 。 1914 は底部片 で あ る 。 染付赤絵であ る 。 生産時期 は 18世紀 中 期 ~ 後期 で あ る 。 X - 2 区 g- 42

グ リ ッ ド 、 整地①層 か ら の 出 土 で あ る 。 底部周 囲 に は日足文が巡 る 。 内 器面見込 に 松竹梅 を 環状 に 描 く 文様

を 入 れ る 。 1922 は筒形碗で あ る 。 生産時期 は 18世紀後期 で あ る 。 X - 2 区 g - 43 グ リ ッ ド か ら 出 土 し て い る 。

口径が9. 9cm、 器高 が6. 6cm を 測 る 。 1927 は 生 産 時期 が18世紀 中 期 ~ 後期 で あ る 。 X - 2 区 g - 42 グ リ ッ ド 、

L01層 か ら 出 土 し た 。 口 径 が9. 9cm、 器高 が5. 1cm を 測 る O 外器面 に は 円圏 内 に 鶴 文 が描 か れ る 。 1930 は 生

産時期 が1780年 頃 で あ る 。 X - 2 区[ -42 グ リ ッ ド 、 整地①層 か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 が1O. 8cm、 器 高 が5.

6cm を 測 る 。 外器面 に は唐草文 と 龍文 ら し き も の が描 か れ て い る 。 1933 は 、 中 碗 な が ら 端 反碗 で あ る 。 生

産時期 は 19世紀 ~ 明 治 時代 で あ る 。 X - 2 区 出 土 で あ る 。 口 径 は 1O. 5cm、 器 高 が6. 2cm で あ る 。 1934 も 端

反碗で よ り 体部下位が張 っ て い る 。 産 地 は 不 明 で あ る 。 生 産 時期 は 19世紀代 で あ る 。 X - 2 区 g - 43 グ リ ッ

ド L01層 か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 は 1 l . 3cm、 器高が6. 3cm を 測 る 。 外器面 に竹文 ら し き も の が描 か れ る 。

1909 � 19日 ・ 1917� 1919 は小碗で ほ ぼ肥前系 で あ る 。 1909 � 1913 は小丸碗 で あ る o 1909 は 生 産 時 期 が18世

紀 中 期 ~ 後期 で あ る 。 X - 2 区 の 出 土 で あ る 。 復元 口 径が8. 1cm、 器高が5. 8cm を 測 る 。 1910 も 同様 の 器形

で 18世紀 中 期 ~ 後期 の 生 産 で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド の 撹乱か ら 出 土 し て い る 。 復 元 口 径 が8. 7cm、

器高が6. 0cm を 測 る 。 こ れ ら の 外器面 に は鶴文 や竹丈 ら し き も の が描 か れ る 。 191 1 は よ り 小 型 の も の で 生

産 時期 は幕末 頃 で あ る 。 X - 2 区 の 撹乱か ら 出 土 し て い る 。 復元 口 径が5. 7cm、 器 高 が5. 0cm を 測 る 。 外器

面 に は 崩 れ た 鶴文が描 か れ る 。 1912 は 生産時期 が1780年 � 181O年 で あ る 。 X - 2 区 g- 42 グ リ ッ ド の 撹乱か

ら の 出 土 で あ る o 復 元 口 径が8. 3cm、 器高が5. 3cm を 測 る 。 外器面 に は線文 に 菊花文が描 か れ る 。 1913 は 破

片 で生産時期 は 1630年 � 1650年 で あ る 。 口縁部がや や 反 り 気味であ る 。 外器面 に は 網 目 文が描 か れ る 。 X -

2 区 g-43 グ リ ッ ド 、 L05層 か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 が9. 0cm、 器高が6. 2cm を 測 る 。 1917 は 筒 形碗 で あ る 。

生産時期 は 1780年 � 181O年 で あ る 。 X - 2 区 g-42 グ リ ッ ド の 撹乱 出 土 で あ る 。 復元 口 径 が6. 9cm を 測 る 。

外器面 に は竹文が描 か れ て い る 。 1918 も 筒 形碗で 、 生 産 時期 は 1780年 � 181O年 で あ る 。 X - 2 区 g- 42 グ リ

ッ ド の撹乱か ら 出 土 し た 。 復元 口 径が7. 2cm、 器高が5. 5cm を 測 る 。 外器面 に は七宝丈が、 内 器面 口 縁 に は

簡略化 し た 四方棒文が描 か れ る 。 見込 に は コ ン ニ ャ ク印判 がみ ら れ る 。 1919 も 筒形碗 で あ る が、 器形 は や や

異 な り 口径がす ぼ ま る 。 生 産 時 期 は 1780年 � 181O年 で あ る 。 X - 2 区[ - 42 グ リ ッ ド の 整 地①層 出 土 で あ る 。

口 径 は6. 8cm、 器高が5. 4cm を 測 る 。 外器面 に は植物文、 内器面 口 縁付近 に 四 方穆文が描 か れ る 。

1924 ・ 1925 は小杯で あ る 。 1924 は 外器面 に 文様が描 か れ る 染付 の も の で あ る 。 肥前系 の も の で 、 生産時期

は 17世紀 中 期 で あ る 。 X - 2 区 g - 43 グ リ ッ ド で 出 土 し た 。 文様 は 不 明 で あ る 。 1925 は 白 磁 の も の で 生 産 時

期 は 17世紀 中 期 ~ 後期 で あ る 。 X - 2 区[ -43 グ リ ッ ド 、 L03層 か ら 出 土 し た 。 口 径 が7. 1cm、 器 高 が4. 9cm

を 測 る 。 口 縁部がや や外反す る 。

1936 ・ 1939 ・ 1940 は 大碗で あ る 。 いずれ も 肥前系 で あ る 。 1936 は 生 産時期 が17世紀後半 こ ろ で あ る 。 X -

2 区 g- 43 グ リ ッ ド で 出 土 し て い る 。 復元 口 径 が12. 4cm、 器高が6. 8cm を
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第 四 章 調査の成果

れ る 。 生産時期 は 1680年 � 1770年 で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド 、 LOl層 か ら の 出 土 で あ る 。 口 径 は 12. 4cm、

器高が6. 2cm を 測 る 。 1940 は 体部 下位 か ら 底部 の 残 る 破 片 で 、 高 台 内 に 文 字 を 文様化 し た 線が引 か れ る 。

外器面 に は花文の一部がみ え る 。 生産時期 は 18世紀 中 期 ~ 後期 で あ る 。 X - 2 区 g- 42 ・ 43 グ リ ッ ド 、 整 地

①層 か ら 出 土 し た 。

1941  � 1947 ・ 1961 は 肥前系 の小皿であ る 。 1941 � 1943 は 同じ18世紀 中期 ~ 後期 の肥前系染付小皿で あ る 。

い ず れ も 見込 に 蛇 の 目紬剥 ぎ があ る 。 高 台径が4cm 前後で狭い。 1941 は X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド 、 L03層 出

土 で 、 口 径 が12. 5cm、 器高 が3. 8cm を 測 る 。 口縁部 に 斜格子文が入 る 。 1942 は X - 2 区表土 中 で 出 土 し た 。

復元 口 径12. 7cm、 器高 が3. 9cm を 測 る 。 見込は蛇の 目 軸剥 ぎ で 、 そこ に 重 ね焼 き 時 の紬着部がみ え る 。 口

縁部 に 二重斜格子文が描 か れ る 。 1943 も 同様で 、 X - 2 区[ -42 グ リ ッ ド 、 L01層 で 出 土 し た 。 口 径が12. 3cm、

器高 が3. 7cm を 測 る 。 口 縁部 に 、 二重斜格子文が描 か れ る 。 1961 は肥前系 の 型打 成 形 の 染付小皿 で あ る 。

生産時期 は 1820年 � 1860年 で あ る 。 X - 2 区 で 出 土 し た 。 口 径 が12. 5cm、 器 高 が3. 0cm を 測 る 。 蛇 の 目 凹

型 高 台 で畳付 は 無軸で あ る 。 1944 ・ 1945 は 高 台径が7. 5cm 前 後 で あ る 。 1944 は 肥前 系 染付 の 小 皿 で 17世紀

末 � 18世紀前 の 生産 時 期 で あ る 。 X - 2 区 で 出 土 し た 。 復元 口 径 が13. 1cm、 器高 が4. 8cm を 測 る 。 口 縁 内

部 に 雲気唐草丈、 口 縁外部 に 草葉文が描 かれ る 。 見込 に はコ ン ニ ャ ク 印判 が一部見 ら れ る 。 1945 は 肥前系染

付の小皿で、 生 産 時期 は 1750年 � 1810年 で あ る 。 X - 2 区 g-42 ・ 43 グ リ ッ ド の 整地①層 か ら 出 土 し た 。 復

元 口 径 は 13 . 1cm、 器高 は4. 2cm を 測 る 。 口 縁 内 部 に唐草文が、 口 縁外部 に 草文 が描 か れ る 。 見 込 に は 五弁

花のコ ン ニ ャ ク 印判 が見 ら れ る 。 高 台 内 に は 崩 れ た渦福が描 か れ る 。 1946 は 肥前系染付 の 小皿 で あ る 。 生産

時期 は 18世紀後期 � 19世紀前期 で あ る 。 X - 2 区 の 整地①層 で 出 土 し た 。 復元 口 径 は 13 . 2cm、 器高が4. 4cm

で あ る 。 高 台径 は 1944 な ど よ り 狭い 。 見込に は蛇の 目 軸剥 ぎ を 見 て い た 。 1947は 肥前系 の 染付の小皿で あ る 。

生産時期 は 17世紀後期 � 18世紀前期 で あ る 。 X - 2 区 g-43 グ リ ッ ド 、 L03層 か ら 出 土 し た 。 復元 口 径は12. 8

cm、 器高 は3. 2cm で あ る 。 見 込 に コ ン ニ ヤ ク 印判 。 外器面 口 縁部 に は 草丈が描 か れ る 。 1961 は 肥前系 の 染

付小皿で、 あ る 。 生 産 時期 は 1820年 � 1860年 で あ る 。 X - 2 区 か ら 出 土 し た 。 口 径 が12. 5cm、 器 高 が3 . 0cm

を 測 る 。 型打成 形 に よ る も の で 、 10弁状 に な る 。 内器面 に は 山水画 を 模倣 し た画 が描か れ る 。 外底面 は蛇の

目 凹 型高台 を 有 し 、 畳付 は 無粕 で あ る 。

1948 ・ 1949 . 1956 は 肥前系 の 五寸 皿 で あ る 。 1948 は 、 生産時期が17世紀後期 � 18世紀前期 で あ る 。 X - 2

区[ - 43 グ リ ッ ド か ら 出 土 し て い る 。 復元 口 径 は 13. 6cm、 器高が3. 0cm を 測 る 。 1949 は 同じ く 肥前系 の 五寸

皿 で あ る 。 生 産 時期 は 1750年 � 181O年 で あ る 。 X - 2 区 の表土か ら の 出 土 で あ る 。 復 元 口 径 は 13 . 8cm、 器

高 は2. 9cm を 測 る 。 口 縁 内 部 に 草花 が え がかれて い る 。 1956 は 肥前系 の 染付 で 五寸 皿 で あ る 。 生 産 時期 は

18世紀後期 で あ る 。 X - 2 区 b -43 グ リ ッ ド 、 L03層 で 出 土 し た 。 口 径8. 7cm を 測 る 。 見 込 にコ ン ニ ャ ク 印

判 が残 る 。 1963 は 肥前有 田 長吉谷窯の大皿で、 染付製品 で あ る 。 生産時期 は 1660年 � 1680年 で あ る 。 見込 に

は 草葉文が描 か れ る 。

1958 は 肥後天草焼の 中 皿 で あ る 。 生産時期 は 18世紀末 � 19世紀 で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド の 撹乱か

ら 出 土 し た 。 口 縁部 の 広 い 折縁皿であ る 。 見込 に は草花 ら し き も の が描 か れ る 。 外器面体部 に も 線状の文様

が入 る 。

1964 ・ 1965は 肥前系染付 け の 中 皿 で あ る 。 1964 は 生産時期 が1680年 � 171O年 で あ る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ

ッ ド 、 L05層 、 L03層 か ら 出 土 し た 。 口径が18. 5cm、 器高が3. 3cm を 測 る 。 型打成形で波状 口 縁 を 作成 し て

い る 。 内 器面 に は 草花 を 文様状 に 描 く 。 高台内 に は 一重圏内 に 角 「渦福j 銘が入 る 。 1965は肥前系染付の 中

皿 で あ る 。 生産 時期 を 1680年 � 1710年 と す る 。 X - 2 区[ -42 グ リ ッ ド 、 整地①層 か ら 出 土 し た 。 口 径 は 19. 8

cm、 器高 は3. 1cm で あ る 。 口 縁 内 部 の縁 に は 草 、 食物 が描 か れ る 。 見込 に は 五弁花のコ ン ニ ャ ク 印判 があ

る 。
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第31 4図 近世磁器実測図

そ の 他の 器形 と し て 中鉢 (1966)、 鉢 (1967)、 猪口(1968)、 火入 (1969)、 合子(1 970)、 イム飯器 (1971

・1972)、 油壷(197 5 ・ 1976)、 徳利(1977) な どがある。

1966 は 、 生産 H寺期 が18世紀前期 の 中鉢で、 X - 2 区 g-43 グ リ ッ ド で 出 土 し た 。 口 径は 1 5. 7cm を 測る。

外器面 に は 花芥文が 描か れる。

1967 は 、 折 縁口 縁の 鉢で 、 生産時期] は 幕末 ごろと も みら れる。 X - 2 区 g - 42 ・43 グ リ ッ ド 、 整地①層 出

土 で あ る。 口 径が13. 1cm 、 器高 が6. 1cm を 測る。 内器面 口 縁部 に 渦巻く 草葉文が 回り 、 見込 に 崩れた 山文

が 描か れて い る。 ま た 見込 に ハリ 痕がある。 外器面体部 に は 草文を 描く 。

1968の 猪口 は 、 やや内傾気味の 口 縁 を 持つ。 生産時期 は 18 世紀 ':1コ 期 で あ る。 X - 2 区 f-42 グ リ ッ ド 、 整

地層 の 出 土 で あ る。 口 径が7 .4cm 、 器高が6. 1cm を 持つ。 外器面 に は 松文と 竹文が 描か れて い る。

1969 は 筒形 を 呈する火入で 、 全体像は 破片の た め 不 明 で あ る。 生産 時期 は 18 世紀後期 で あ る。 X - 2 区 f

- 43 グ リ ッ ド 、 L03層 か ら 出土 し て い る。 復元口 径は9. 8cm を 測る。 外 器面 に は 「寄」 字や列斜線が描か れ

る。

1970 は 肥前 系染付鉢葦で あ る。 頂 部 に は 尉斗形の 紙 を 貼り付けて い る。 文様は外 総面 に 植物文が 描か れる。

生産時 期 は 1 8 世紀 後期 �19世紀前期 で あ る。 X - 2 区 f -42 グ リ ッ ド の 撹乱か ら 出 土 し て い る。 復元口 径は

8. 6cm 、 器高 が2. 8cm を 測る。

1971 ・ 1972 は 仏飯器で あ る。 1971 は J]巴前系赤絵の も の で 、 生産|時期は 1 8 世紀 後期�1 9 世紀 中期で あ る。 X

- 2 区 か ら 出 土 し て い る。 復元口 径は 5. 6cm 、 器高が 5. 7cm を 測る。 外器面 に 草花文が 描か れる。 1972 は 肥

前 系白磁の 仏飯器で あ る。 生産時期 は 18 世紀 後期 �19世紀 中期で あ る。 X - 2 区 g -43 グ リ ッ ド 、 L03層 か

ら 出 土 した 。 復元口 径7. 8cm 、 器高 5. 0cm を 測る。
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1975 ・1976 ・ 1979 は 肥前系染付の iiJl 査で あ る。 1975 は 生産 II�mJ が18 世 紀 前期で あ る。 X - 2 区g - 42 グ リ

ッ ド の 撹乱層か ら 出 土 し て い る。 仁|径が2 . 2cm を iWJる。 1976 は 生産 時 期 が17世紀後期 �1 8 世紀 前期 で 、 X

-2 区 g -43 グ リ ッ ド のL03 層か ら 出土 し た 。 仁l 径が3. 0cm を iJ!lJる。 外器面 体部 に草葉文が 描か れる。

1977 は 肥前系染付徳利で あ る。 生産 H寺期は 18 世紀後期�19 世紀前期で あ るX - 2 区 f -43 ・g-43 グ リ ッ

ドL03 J晋か ら 出 土 し て い る。 |コ径が3. 7cm 、 器高 が30. 7cm を iWJる。 底部 は削り ，'Bし 高台が あ る。 体 部 には

圏tjilと 花弁文ら し き も の が 描か れる。

・輸入磁器[第31 6図・第31 7図]

ここで 輸入磁器と し た も の は 、 今回報告書で 取り 上げた 調査VlI区 . VßI区 . X 区か ら 出土 し た 古代か ら 中 世

にか けて の 造物で あ る。 十分 に吟味し て い な い と ころ も あ り 、 挿凶作成時期 には輸入品と し て い た も の が 、

再度確認し て い く際に囲内 品と 判明 し た も の も あ っ た。 し か し 、 すで に図の 修正が 不可 能 で あ っ た た め、 そ
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第31 6図 輸入陶磁器実測図

の ま ま ここに 掲載 し た も の も あ ること を 断 っ て おく 。

1980は b - 43 グ リ ッ ドL01 J習の 出 土で 、 景徳鎮系の 染付碗で あ る。生産時期 は 1 6 世紀 後半で あ る。 I期 に

当た る。X - 2 区b - 43 グ リ ッ ドL0 1J曹中 か ら出 土 し た 。198 1 は 6 SX506出 土の 景徳鎮系の 染付碗で 、 生産

l時期 は 16世 紀 後半で あ る。小野分類 碗 E 群 鰻頭心型 に あ た る。見込 み に 草花文が :ti'lïか れ 、 体部外 器面 に は

植物が 描か れて い る。高 台内銘は 不明 で あ る。1982 は6 SX504出 土の 景徳鎮系の 染付1mで あ る。生産時期 は

16世紀 後半で あ る。小野分類皿 B 群 ま た はE 群 に あ た る。銘は 、 大 明 年造か 。底面見込み に は 風景が 描か

れる。1983 は 調査四区か ら出土し た 、 中 国産 も し く は 東南ア ジア 系の 染付瓶で あ る。生産 l時期は 、 16世紀末

�17世紀 代で あ ろ う 。文様は 不明 で、あ る。残 存 し て いるの は頭 部 の み で あ る。

1984 は 6 SX504 の 底部 付近 か ら出 土 し た 福建滞洲黛系の 染付けの 大 即で 、 い わゆる 「 芙蓉手J と よ ば れる
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も の で あ る 。 生産時期 は 16世紀 末 で あ る 。 い く つ かの破片 に 分か れ て い た が、 ほ ほ一個体の破片 と 考 え て い

る 。 器形 は稜花皿 で 、 不足部分が多 く 、 全体の文様 は つ か め な か っ た 。 見込み の 中 心部 に は葦草 と 思 わ れ る

草 の 中 に水鳥が 2羽描か れ て い る 。 内 区 に 草花が、 外区 に は波文の 聞 の 窓 に 花菱文が描 か れ る 。 高 台 内 に は

紬 がか け ら れ て い な い 。 こ の 類似 品 は堺環j豪都市遺跡 で も 出 土 し て い る 。

1985 �2002 は 、 各調査区 で 出 土 し た 白 磁や青磁 な どの小破片 を 集 め た も の で あ る 。

1985 は 中 国系 の 白 磁碗 で 、 口縁部 の み で玉縁日縁であ る 。 生産時期 は 1 1 世紀後期 � 12世紀 で 、 W 期 に 当 た

る 。 X - 1 区 h - 38 グ リ ッ ド 、 E 層 か ら 出 土 し て い る 。 1986 は 中国系 の 白 磁合子 で あ る 。 生 産 時 期 は 12世紀

代 で あ る 。 調査 X - 2 区f- 43 グ リ ッ ド 、 L03層 か ら 出 土 し た 。 口縁部 は柚か き と り で あ る 。 1987 は 中国系
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第皿章 調査の成果

白磁碗で あ る 。 生産時期 は 1 1世紀後半 � 12世紀後半で あ る 。 V 類 に 当 た る o vm 区 b - 34 グ リ ッ ド 、 4176 で あ

る 。 内 器面 に は櫛描 に よ る文様が描 か れ る 。

1988 は 白 磁 の 皿 も し く は坪で あ る 。 森 田編年 の D 群 に 当 た る 。 vn 区 X- 27 グ リ ッ ド 、 V a 層 か ら の 出 土 で

あ る 。 底部片 で底径が3. 5cm を 測 る 。 削 り 出 し 高台 で あ る 。 1989 は 同 安窯 系 青磁碗で あ ろ う か。 生 産 時期

は 12世紀 中 期 ~ 後期で あ る 。 I 期 に 当 た る 。 X - 1 区 か ら の 出 土 で あ る 。 調 整 と し てナデ後細 か い 縦方向 の

櫛 目文が描 か れ た 後施紬 さ れ る 。 1990 は 龍泉窯系青磁碗で あ る 。 生産時期 は 13 中 期 � 14世紀初で あ る 。 大宰

府編年のill b 期 に 当 た る 。 X - 2 区 g- 43 グ リ ッ ド L01層 か ら 出 土 し た 。 箆描 き 蓮弁文が描 か れ た 後施紬 さ

れ る 。

1991 は 龍泉窯系青磁碗で あ る 。 生産時期は 13世紀中期� 14世紀初 で 、 大宰府編年 の II b 期 に 当 た る 。 X -

2 区 g- 43 グ リ ッ ド か ら 出 土 し た 。 外器面 に は 箆描蓮弁文後施紬 さ れ る 。 1993 は 龍 泉窯系青磁碗で あ る 。 生

産時期 は 13世紀前 ~ 後半 で 、 大宰府編年 の I 類 も し く は E 類 に 当 た る 。 四 区 c - 30 グ リ ッ ド 、 2271 で 出 土 し

て い る 。 1994 は 龍泉窯系 の 青磁碗で あ る 。 生産時期 は 13世紀 中期� 14世紀初期で 、 大宰府編年 の I 類 も し く

は E 類 に 当 た る 。 X - 1 区 の 表採 品 で あ る 。

1995 は 龍泉窯系 の 青磁碗で 、 大宰府編年 の I 類 も し く は W類 に 当 た る 。 vn 区 X- 28 グ リ ッ ド の V c 層 の 出

土 で あ る 。 1996 は 、 龍泉窯系 の青磁碗で あ る 。 生産時期 は 12世紀前期 で あ る 。 X - 2 区 の L05層 出 土 で あ る 。

1998 は 龍泉窯系青磁碗で あ る 。 vn 区 Z - 26 グ リ ッ ド の V a 層 の 出 土 で あ る 。 外器面 に は 片 万 蓮弁が施 さ れ

る 。 削 り 出 し 高 台 は 無軸で あ る 。 1999 は 龍泉窯系青磁碗で 、 大宰府編年 の I 類 も し く は W類 に 当 た る 。 vn 区

の 側 溝か ら 出 土 し 、 層 位 は不 明 で あ る 。 2000 は龍泉窯系青磁碗で あ ろ う 。 上 田編年 の C II 類 に 当 た る 。 vn 区

V- 25 グ リ ッ ド の V c 層 上層 か ら 出 土 し た 。 20011ま青磁碗で あ る 。 vn 区 Z - 27 グ リ ッ ド の W層 か ら 出 土 し た 。

1997 は 国 内 産 の 青磁瓶で あ る 。 X - 2 区 g-43 グ リ ッ ド の L03層 か ら 出 土 し た 。 畳み付 き は紬剥 ぎ と り が

な さ れ る 。

この他 に 、 越州窯青磁 な ど古代 の も の があ っ た 。 他 に掲載 し忘れて い た も の と し て 以 下 の も の があ る 。 W

区 Z - 27 グ リ ッ ド 、 N . V b 層 出 土 の も の で 、 大宰府分類 で は碗 II - 2 類 に 当 た る 。 内 器面 は 、 紬 に ム ラが

あ り 、 あ ま り 良 く な く 剥 げる 。 胎土 は 粗 く 、 胎土中 に黒色 の斑点 を 含 む 。 重 ね焼 き の 目 跡が僅か に 見 え る 。

外器面 は 無紬 で あ る 。 外底面 は 無粕でヘラナデ調整 さ れ る 。 や や 上底気味。 径で細分が可能で あ ろ う か。 次

に vm 区 b . c - 34 グ リ ッ ド L01層 ( N層 ) 出 土 の も の で あ る 。 大宰府編年 で は碗 II - 2 類 に 当 た る 。 内 器面

は 、 軸 に ム ラがあ り 、 剥 げて い る 。 胎土 は割 と 精製 さ れ て い る が、 黒色 の斑点が僅か に 見 ら れ る 。 底部内外

面 に 重 ね焼 き の 目 跡があ る 。 外面 は 無紬で あ る 。 外底面 は ヘラナデ調 整 で あ っ た 。

四 区 b - 32 グ リ ッ ド 出 土 の も の は 、 龍泉窯系青磁で 内面見込み に何か削 り 出 し て文様 を 作 っ て い る よ う で

あ る 。 紬色 は 内外器面 と も 茶色味 を 帯 びた 淡緑色 で あ る 。 紬 は半透明 で あ る 。 外器面 の畳付 け 及 び高 台 内 部

は 無紬 で あ る 。 高 台 内 部 の 削 り は 浅 く 、 削 り 痕跡 を 残す 。 次 に 、 vn 区 出 土 の も の と X- 29 グ リ ッ ド 町層 出 土

の も の と X- 28 グ リ ッ ド W層 出 土 の も の があ り 、 これ ら は 同 一 固体の碗 と み ら れ る 。 胎土 は灰色 で毅密。 柚

は 内外器面 と も 淡緑黄色 で く す ん で、 い る 。 外器面 に 条線が調整痕 と し て 見 ら れ る 。 蓮弁の あ る 青磁 と し て は

7 点 出 土 し て い る 。 そ れ ら は 少 な く と も 3 個 体以上 あ る 。 出 土 地 点 に つ い て は 、 Y- 26グ リ ッ ド V b 層 、 X

- 28 グ リ ッ ド V c 層 、 Y- 28 グ リ ッ ド V a 層 、 W- 26 グ リ ッ ド W層 、 Y- 26 グ リ ッ ド V b 層 、 V- 26グ リ ッ ド

V a ' b 層 な どで あ る O 他 に も 同安窯系青磁碗で 、 大宰府編年 の I - c 類 か と 考 え ら れ る も の や 、 青磁皿 な

ど も あ る 。

白 磁で は 、 四 区 Z - 27 グ リ ッ ド 、 N 層 出 土 の も の があ る 。 大宰府分類 の碗 I - 5 類 に 当 た る よ う で、 刑窯、

も し く は 定窯系 の も の で あ ろ う 。 胎土 は 乳黄 白 色 を呈 し 、 か な り 徹密で あ る が、 空隙が僅か に 入 る 。 口縁 は

不 明 で あ る 。 輪状高 台 を も ち 、 肉 厚 の 角 広 台 で あ る 。 内器面 は 乳 白 色 の柚色 で あ る 。 外器面 は 高 台付 け根か
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ら 1cm ま でぐ ら い に紬 が 内 器面 と 同様 の 発色 で か か る 。 高 台 は 削 り だ し で あ る 。 さ ら に 口 剥 げの 白 磁 が あ

り 、 施粕 後 口縁端部 を 削 る 取 り 、 さ ら に 口 唇部内面 も 紬 を 掻 き 取 っ た も の で あ る 。

・ 包含眉出土土器[第324図~第330図]
包含層 か ら 出 土 し た土 器 を ま と め て み る 。 いずれ も 在地系 の も の と 考 え ら れ る が、 明確 に 産地 は特定で き

な い 。 器種 と し て は 、 土 師 質土器の 皿 、 椀、 瓦質土器の す り 鉢、 浅鉢、 火鉢、 担鉢 な どがあ る 。

2039� 2052 は 、 底面 に 糸 切 り 痕 を 残す皿で あ る 。 法量 か ら い く つ か に 分類で き そ う で あ る 。 た だ 、 数量が

少 な く 有効 な 分類 に は な り え な い の で 、 底部の形態 と 径 を 基準 に順 に 記述す る 形 を 取 る 。

2039 は 、 土 師質土器の杯で あ る 。 破片 の た め 明確 な 形状は不明 で、 あ る が、 立 ち 上が り 等 に よ り 杯 と し た 。

2040 は 、 [ -43 グ リ ッ ド 出 土 の 土 師質土器の杯で あ る 。 復元底径が7. 4cm を 測 る 。 回 転横ナデ を 主 と す る 調

整痕が残 る 。 2041 は 、 回転糸切 り の 土 師質土器の皿 で あ る 。 2042 は 、 土 師 質土 器 の 杯 で 、 g- 43 グ リ ッ ド の

L05層 の 出 土 で 、 口 径 が1. 4cm、 復元底径 が9. 5cm、 器高が4. 6cm を 測 る 。 回転台使用 の 土 師器 で 、 底 部 に

は 回転糸切 り 離 し痕が残 る 。 調 整 は 回 転横ナデ に よ る 。 2043 は X 区 g-43 グ リ ッ ド 出 土 の 土 師 質 の 皿 で復元

口 径 が1O. 8cm、 底径6. 0cm、 器高が2. 15cm を 測 る 。 外底面 に 回転糸切 り 離 し 痕 が残 る 。 2044 は X 区6SX504

出 土 の 土 師 質 土 器 の 杯で あ る 。 復 元 口 径 が1O. 3cm、 底径が8. 2cm、 器 高 が2. 0cm を 測 る 。 底 部 に は 回 転 糸

切 り 痕 残 る 。 2045 は 、 土 師 質 の 皿 で 、 g-43 ク 事 リ ッ ド L05層 か ら 出 土 し た 。 口 径 が8. 0cm、 底 径 が5. 1cm、

器高が2. 0cm を 測 る 。 外器面 の 調 整 は 回転ヘラ削 り 後ナデで 、 外底面 は 回 転 糸 切 り 痕 が残 る 。 2046 は 、 X

区[ - 42 ' g- 43 グ リ ッ ド L03層 出 土 の土師質の皿であ る 。 復元 口 径8. 7cm、 復元底径が5. 0cm、 器高が1 . 6cm

- 384 
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を 測 る 。 底部 に は 回転糸切 り 痕が残 る 。 2047 は 、 土師質土器の皿で、 口 唇部が角 張 る 。 外底面 に は 回転糸切

り が残 る 。 2048は g- 43 グ リ ッ ド L05層 出 土 の 土師質皿 で 、 口 径 が7. 7cm、 底 径 が6. 0cm、 器高 が1. 6cm を

測 る 。 外底面 に 回 転糸切 り 痕が残 る 。 内部 に は指の圧痕が残 る 。 2049 は 、 表土剥 ぎ 中 に 出 土 し た 土師質 の 皿

で復元 口径が9. 65cm、 復元底径が7. 4cm、 器高が2. 1cm を 測 る 。 底部 に は 回 転 糸 切 り 痕が残 る 。 2050 は 、 g

- 43 グ リ ッ ド L05層 出 土 の 土師質 の 皿 で あ る 。 復元 口 径が9. 0cm、 復元底径が7. 4cm、 復元器高が2. 2cm を

測 る 。 外底面 に 回 転 糸 切 り 痕が残 る 。 2051 は 、 f -43 グ リ ッ ド L03層 出 土 の 土師質 の 皿 で あ る 。 復 元 口 径 が

6. 4cm、 復元底径が4. 7cmm、 器高が1. 1cm を 測 る 。 外底面 に 回 転糸切 り 痕が残 る 。 2052 は 、 6SX504の I 層

出 土 の 土師質皿 で あ る 。 復元 口 径 が6. 6cm、 復元底径が5. 3cm、 器高 が1 . 35cm を 測 る 。 外底面 に 回 転 糸 切

り 痕が残 る 。

2053 � 2057 は 、 瓦器塊で あ る 。 た だ、 最初の2053 は底部 の小破片 で全体の形態 が不 明 で 、 高 台 の 付 き 方が

異 な り 瓦器椀で は な い か も し れ な い 。 2054 �2057 も 破片 と し て は大 き く な く 、 成形や技法 の 点 で 十分捉 え ら

れ な い ので一応遺物 の 出 土があ っ たこ と を 記す。 出 土層 は E 層 、 E 層 で あ る 。 2057は外底面 に暇か 、 記号か

不 明 の も の が入 る 。 高 台 は い ずれ も 貼 り 付 け に よ る も の で、 断面形態がや や異 な る 。

2058は 、 口 縁 か ら 胴 部 に か け て の 土師質土器椀の破片 で あ る 。 X 区 h - 40 グ リ ッ ド の 出 土 で あ る 。 回 転 台

に よ る 成形 で あ り 、 回 転横ナデが施 さ れ る 。 層序的 に は 、 V b 層 ~ 羽 層 で あ る が、 この付近 に は 撹乱があ っ

た の で上位層 か ら 落 ち 込 み の 可能性が強 い 。

2059 は X 区f - 42 ・ 43 グ リ ッ ド L03層 出 土 の 土師質土器の杯で あ る 。 口 径 が15. 2cm、 底径が8. 6cm、 器高

が3. 4cm を 測 る 。 残 り が よ く 、 硬 い 。 外底面 に 回転糸切 り 痕が残 る 。 2060 は X 区f - 43 グ リ ッ ド L03層 出 土

の 土師質土器の 皿 で あ る 。 復元 口 径 が18. 3cm、 復元底径が1 1 . 1cm、 器高 が3. 05cm を 測 る 。 外底面 に 回 転

糸 切 り 痕が残 る 。 2061 は X 区f - 43 グ リ ッ ド 出 土 の瓦質 の 大型 の 皿 で あ る 。 外体部 の 下位 に 横方向 の削 り が

入 る 。 復 元 口 径 が23. 7cm、 復元底径が18. 0cm、 器高が5. 0cm を 測 る 。 外器面 に 沈線が施 さ れ る 。 2062 は X

区撹乱 出 土 の瓦質 の把手付倍熔で、 あ る 。 把手部分 と 倍熔部分の一部の破片 で あ る 。 外器面の 下位 は横方向 の

へラ削 り が施 さ れ る 。 把手 は培熔部 を 作 っ た 後 に 貼 り 付 け て い る 。 底部 に煤が付着 し て い る の で 火 に か け ら

れ た も の で あ る 。 何 か を 妙 る の に 使 っ た ので あ ろ う 。 倍熔部の復元 口 径が15. 9cm、 復元器高 が2. 9cm を 測

る 。 2063 も 同じ く 、 四 区 の撹乱か ら 出 土 し た瓦質の把手付倍熔で あ る 。 最初土師皿 と 考 え た が、 同 器種が他

の 場所 で 出 土 し た の と 、 体部 に 残 る 剥離痕か ら この器種で あ る こ と か ら 分か っ た 。

2064 � 2066 は瓦質 の措鉢 で あ る 。 2064 は 、 W 区 W- 26 グ リ ッ ド 出 土。 2065は X 区 h- 40 グ リ ッ ド W 層 出

土 で 、 2066 は X 区 g- 42 グ リ ッ ド 5 ト レ ン チ 出 土 で あ る 。 いずれ も 6 本ほ ど櫛描 に よ る 摺 目 が施 さ れ る 。

2067は X 区 出 土 の 近世の瓦質 の風炉の一部 と 考 え ら れ る 。 内 器面 に は指頭圧痕がみ ら れ る 。 外面 に は波状

文が付 く 。 2068 は X 区 g- 39 グ リ ッ ド N層 出 土 の須恵質土器の壷であ る 。 内 器面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 外器面

に は 大 き め の格子文 タ タ キ が施 さ れ る 。

2069 は 四 区 Y- 28 グ リ ッ ド 出 土 の 瓦 質 の播鉢で あ る 。

2070� 2072 は 同 形式の瓦質 の 火鉢であ る 。 い ずれ も X 区 か ら 出 土 し た も の で 、 浅鉢形 を 呈 し 、 底部 に 3 箇

所の低い脚を持つ。2070と2071はほぼ同じ大きさで、 2073がやや小型で、ある。脚は貼り付けによるものであ

る 。

2073 と 2074 は や は り 瓦質 の 火鉢で、 よ く 似 た 器形 と 考 え る 。 先の も の よ り 深 く 口 縁部が内湾 す る 。 大 き さ

は2074が や や 大 き い よ う で あ る 。 2073 は X 区 g- 43 グ リ ッ ド L03層 出 土 で 、 2074 は X 区6SD501 出 土 で あ る 。

内 器面 に は い ずれ も 指頭圧痕が残 り 、 外器面 は丁寧 な ミ ガ キ が施 さ れ る 。 底部 に 3 脚 が貼 り 付 け ら れ る 。

2075 は 四 区 a - 31 グ リ ッ ド 出 土の瓦質の鉢で、 口 唇部 に 斜格子の 沈線 に よ る 刻 み が入 る 。

2076 は X 区 g- 43 グ リ ッ ド L03層 出 土 の瓦質 の 浅鉢形で火鉢で あ る 。 口 唇部 は 断面三角 が尖 り 、 胴 部 は や
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や膨 ら む 。 脚 は 3 脚付 く も の と 考 え ら れ る 。 脚 は 貼 り 付 け で あ る が、 付 け根 に 獣面 が付 く 。 2077 は X 区f -

43 グ リ ッ ド 出 土 の瓦質 の 浅鉢で、 火鉢であ る 。 口 唇部 に へ こ み が入 り 段 を 形成 す る 。 脚 が付 く と 思 わ れ る が、

不 明 で あ る 。 外器面 は 表面 が剥 離 し て い る 。 2078は X 区6SD50l4層 出 土 の瓦質の 獣面外耳付査 と 考 え ら れ る 。

獣面 は 造 り が丁寧 で あ る 。

2079 は X 区f - 42 グ リ ッ ド 出 土 の瓦質 の 火鉢で あ る 。 外器面 に菱型 の 刻 印文が押 さ れ る 。

2080-2085 は 深鉢形の 火鉢の 口 縁付近の破片 で あ る 。 2080は X 区 g- 39 グ リ ッ ド W 層 出 土 の瓦質 の 火鉢 で

あ る 。 口 唇部 に三角 の 突帯 を 持 ち 、 その下部 に小 さ な 三角 突帯が巡 る 。 その 聞 に 三角鋸歯文状 を 呈す る ス タ

ン プが連続的 に 押 さ れ て い る 。 低 い 突 帯 の 下 に は連子窓状 の 縦格子が入 る 。 2081 は X 区6SX504出 土 で 、 口

縁部 に 菊花文 の ス タ ン プが押 さ れ 、 その下 に低い突帯が巡る 。 その 下 は横 方 向 の ハ ケ 目 で あ る 。 瓦質 の 火鉢

で あ る 。 2082 も 同 様で あ る が、 口 唇部 と その 下2cm ほ ど に低 い 突 帯 が巡 る 。 そ の 聞 に 菊 花 文 が不規則 に 押

さ れ る 。 下 の 突帯 の 下 に櫛描 き に よ る 波状文 が巡 る 。 内器面 に は 斜 め ハ ケ が入 る 。 X区f -43 グ リ ッ ド か ら

出 土 し た 。 2083 は 文様 と 調整 は2082 に よ く 似 る が、 口唇部の造 り が異 な る 。 口 唇部 の 突 帯 が な く 、 内 器面 に

や や 肥厚 し て い る 。 X 区f - 43 グ リ ッ ド 出 土 で あ る 。 2084 は 、 X 区6SX503 の 直 上層 出 土 で あ る 。 文様調 整 は

2083 に 似 る 。 口 唇部 が両側 に 肥厚 し 、 外器面 で は 突帯 と な る 。 2085 は 、 X 区6SX504か ら 出 土 し て い る 。 口

縁部が内傾 し 、 胴部が膨 ら む よ う に 見 え る 。 口 唇部 は肥厚す る 。 外器面 に 二条 の 突帯が 口 唇部 の 下 に巡 る 。

口縁部 に は 刺 突 に よ る 文様が付 け ら れ、 低い突帯 を は さ み 、 櫛描波状文が巡 る 。 さ ら にその 下 の 突帯 を は さ

み 、 櫛描波状文が巡 る よ う で あ る 。 調 整 は 基本的 にナデで あ る が、 内器面 に は ハ ケ 目 がは い る 。 復元 口 径 は

47. 2cm を 測 る 。

2086 . 2087 は 土 師 質 の担鉢で あ る 。 2086 は X 区6SX502 出 土 で 、 その上層 の L01層 、 L03層 で も 出 土 し て い

- 387 -



第E章 調査の成果

2064 

2065 

2066 

' ，''

nヨ

化、
/

6

/
〆r
nu

f

/

J

2u
y
JF
 

LP仏Jfγ
ノ一
市
営ア

トJhUAYIdヤソfd i
F-!
?市VJ7 4fh

!

:-rd

 

，rrrFFSJλγi々
r-
一U&山花-sf，

FMM均
以J二

ぷ日バ占1v

戸tstι'μ 1日ri，，d

J、ふ一h'a討

11しpuri，一九川

JNーへ. 1HLA

-
pi
!
j

i-

-j
jf

 

l
il

 

--dli

 

p-dJれい吋hぃUぃdur

A -u，H1目、、、dlk

u山mtvA-U1

.HMmyf川町 、
Anu 、

2067 

J 
2070 

2073 

2068 

2071 2072 

2075 

2074 

.、..-一一一一一一一一回、

2078 

2076 

。 20cm 
2077 

第326図 包含層出土土器実測図

- 388 -



。∞的

図買Mm粥刊刊召哩個別

回∞ON

図hN同紙

亡コ

。白ON∞∞ON 

h∞ON 

回∞ON

CコN
 

i? 

F二コ二
z 可∞ON

∞ON 

Cコ
コ二g

mhON 

、ζ二ブF

容何哨日~経内哨(b山g，「叶「出←hTロ叫す総



第E章 調査の成果

4 b 
2091 

; im 

2095 

2093 

2097 

0 

第328図 包含眉出土土器実測図

- 390ー

2092 

X 1 
2094 

2096 

I I I í 

20cm 



/ 〆

l
l
l

 

Juu'tnnMMMW『I
I
I
l

 

l
i
-

-
-
-

、

2098 。

ノノ

2099 
。

第329図 包含層出土土器実測 図

- 391 -

第4節 中 世以 降の遺構 と 遺物

20cm 

10cm 



第四章 調査の成果

一γ
2 1 02 

、 、、 、
2 1 00 -

li 
2 1 03 

ごτモア
2 104 

2 1 0 1  

0 
ヒ二エニコ

2 0cm 

第330図 包含層出土土器実測図

る。 口 径が42 . 7cm、 底 径が27 .4cm 、 器高 が 11 . 5cm を 測 る。 外 器面 体部 に は 指 に よ る抑 圧痕が残 る。 底部

外 器面 に は 、 当て布痕が残る。 1fIJ!llj;台 に よ るナ デ調整を 主 と す る。 全体 に煤が付着 し て い る。 2087は X 区 ピ

ッ ト 中か ら出 土 し 、 2086 よ り 小振 り で あ る。 出 土 し た ピッ ト は X - 1 区 の 北側 の 宅 地跡 に あ っ た も の で あ る。

復元口 径が36 .6cm、 復元底径が27 .0cm 、 器高が10. 9cm を 測 る。 調 整は 横 ナ デに よ る。

2088 ・ 2089 は 瓦 質 の焔焔鍋 で あ る。 2088 は X 区6 SX502の 整地 I 層L03層 出 土 の 瓦 質 の 惜焔鍋 で あ る。 体

部 に 一箇所 焼成前 の 穴が穿 た れる。 ま た 内 器面底部 に は 花文の ス タ ン プが I ヶ 所押 さ れて い る。 造 り は丁寧

で 、 回転台使用 に よ る棋 ナ デと 一部ヘ ラ 削り が施 さ れる。 底部 は 当て 布 が 当た っ て い た 。 復元口 径が30. 6cm、

底径が24 .9cm 、 器高 が7. 6cm を 測 る。 日阿部 は 張 り 出 し 、 最大!阿部 径が32 .0cm を ìf!lJる。 外器面 に は煤が付 着

し て い る。 内 底面 に は 焦 げた痕跡 も あ る。 2089は X 区 g -43 、 f 、 h - 43 グ リ ッ ド 一 括 造物中のL03層 出 土 の

も の で あ る。 こ ち らに も 焼成前 の 穿孔が 2 箇所 あ る。 こ れは 紐通 し 穴 か も し れな い 。 外器面 に調 整か 、 文様

ら し き 跡 が み え る。 仁l 縁 径が31 .3cm、 底 径が26. 3cm、 器高 が6 .7cm、 最 大胴音f\ 径が32cm を 測 る。 休 部 下

位 に は 回転へ ラ 削り を 施す 。 底面 に は 当て布痕らし き も の が あ る。 全体的 に煤が付着 し て い る。

2090 は vn 区 Y - 26/27 グ リ ッ ド 出 土 で 、 瓦 質 の 鍋 の 一部 で あ ろ っ 。 2091 は 刊 区 Y - 28 グ リ ッ ド 出 土で 、 瓦

質 の 火鉢の 脚 部 で あ ろ う 。 2092 は X 区 f -42 グ リ ッ ド整地①府 出 土 で 、 瓦 質 の 口 縁部 と 考 え られる。

2093 ・ 2094 は 瓦 質 の カ マ ド と 考 え る。 焚 き 口 らし き 穴が下 に 聞 く 。 上部 は そ こ で終 わる。 形 態 的 に か な り

異 な る。 2093 はX 区 g- 43 グ リ ッ ド 出 土 で あ る。 2094 は X 区6 SD501 の A層 出 土 の 瓦 質 土 器で、 あ る。 外 器商

に は 半円 模様と 、 花火線模様で あ る。 内 器面 に は煤 を 付着 し て こ な い。 火入 れ口 は 赤 く 焼け て い る。

2095は X 区 g -43 グ リ ッ ドL03府 出 土 の 瓦 質 の 火鉢で あ る。 浅 い 円 筒 の 鉢で 、 破片 の た め 全体状況 は 不 明

で あ る。 底部が平jま で あ る。 底部外器而 に 板状の工具 に よ るの 圧痕があ る。

2096 は X 区 g -43 グ リ ッ ド 出 土 の 瓦 質 の 火鉢で あ る。 破片 で は あ るが休部 下位 と 底部 の 一部 が残る。 底部

に は 貼 り 付け の 脚が付く 。 外器聞 の 低位 に は低い突帯 が l 条巡る。 2097 も 火 鉢で 、 X 区 g-44 グ リ ッ ド の 1:1:'，

土 で あ る。 JI阿部 がか な り 張 り 出 す が 、 器形 的 な 特徴 は2096 に 似る。
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2098 は X 区6SX502出 土 で 、 土 師 質 の大童 で あ る 。 口 縁部付近 を 欠 く た め 全体 の 状況 は 不 明 で あ る 。 最 大

胴部径 は42. 2cm、 底部径が23. 3cm を 測 る 。 ナ デに よ り 調整 さ れ て い る た め 、 余 り 作成方法が不 明で、 あ る 。

2099 は X 区 g- 43 グ リ ッ ド L03層 出 土 の土師質の聾で あ る 。 胴部上位 に焼成後 に 開 け ら れ た と 見 ら れ る 径

20cm ほ どの 穴 が聞 い て い る 。 復元 口 径が55. 1cm を 測 る 。 器面調整 は よ く な さ れ る 。 内 器面 に 指 な で に よ

る 調整が施 さ れ る 。

2100 は X 区6SX502出 土 の 瓦 質 の 聾 で あ る 。 口 唇部 に 断面 三 角 形 の 突 き 出 し があ り 、 上端部 はほ ぼ平 ら あ

る 。 胴 部 は 頚部 か ら か な り 張 り 出 し て い っ て い る 。 ほほ回転台 に よ る 機面調整が行 わ れ る 。 横 ナ デ調 整 し て

い る 。 頭部下 に 五本程度 に よ る 波状文が巡 る 。 2101 も X 区6SD5013層 、 2層 及 び LOll書 出 土 の 瓦 質 の 大 聾 で

あ る 。 特 に 器面調整 な どで特徴 はそ う 多 く な い 。 復元 口 径 は41 . 6cm を 測 る 。 2102 ・ 2103 は 大要 の 口 縁部で

あ る 。 2102 は X 区 h- 37 グ リ ッ ド 出 土 の 瓦 質 の 聾 の 口 縁で あ る 。 2103 は i - 37 グ リ ッ ド E 層 出 土 し て い る 。

2104 は 聾形 の弥生土器の 口 縁部で あ る 。 j - 40 グ リ ッ ド の W層 か ら の 出 土 で あ る 。 復 元 口 径 は20. 4cm を 測

る 。

0木製品 [第332図~第334図]
近世以 降 の 木製 品 と し てここで取 り 上 げる も の は 、 X - 2 区 の 溝状遺構か ら 出 土 し た も の で あ る 。 し た が

っ て 、 近世初頭か ら 近代 ま で の も の で あ る 。

2123 �2125 は板材 で あ る 。 い ず れ も 板 目 材で あ る 。 樹種の特定は し て い な い 。 2123 は 、 や や 湾 曲 し た板材

の一部で あ ろ う 。 2124 は 、 寄板で作 ら れ る 箱 な どの材の一枚で あ ろ う か。 下部 は削 ら れ て 薄 く さ れ て い る の

は 、 隙 間 に は め 込 む た め の も の で あ る 。 上部 と 側片 に は釘跡 と 考 え ら れ る 小 さ な 跡 が残 る 。 2125 は 同じ く 板

材 で 、 側 面 の 一 方 は 元 の 加工痕が残 り 、 その 一 方 は 割 れ た跡が残 る 。 柾 目 板取 り で上端、 下端がや や 薄 く 仕

上 げて い る の で 、 何 か の は め 込み使用 さ れ て い た可能性があ る 。 表面 に は裏表 と も 細 か い刃物痕が残 る 。

2126 ・ 2127 は 円 形 に 加工 さ れ た 板材で あ る 。 曲 げ物 の 蓋 も し く は 底板 と し て作 ら れた と 考 え ら れ る 。 2126

は側 面 に 目 釘の孔がみ ら れ る こ と か ら 底板で あ ろ う 。 側 面 の 断面がや や 上下で異 な る こ と か ら も それ は 窺 え

1 1  
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E工ヱココシ
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る 。 2127は や や厚 く 側 面 が上下で異 な る の で 同 様 に 底板で あ ろ う 。 や や 板が 曲 が っ て い る 。

2128 は 下駄様の板材 で あ る 。 6 つ の 孔が 3 つ ず つ 三 角 形 を 作 っ て 上下 に 配置 さ れ て い る 。 穴 に は紐 の 痕跡

が残 る 。 縦断面 を み る と 船形状 に 上端が細 く な っ て い る 。 平面状 の 角 と り も 上部 が細 く な る 。 この板材 は 、

歯がな い も の の 草履下駄類 に 属 す る も の と 判 断す る 。

2129 は 板材 で あ る が、 2箇所の穴以外 は 不 明 で あ る 。 下 部 の小 口 を や や斜 め に 切 っ て い る 。 板材 自 体 は鋸

挽 き に よ る 目 が残 る 。 2130 も 板材 で あ る 。 厚 み は や や不規則 で 、 側 片 の 加 工 は 粗 い 。 上部 に 長方形の 穴が 開

け ら れ て い る 。 ここ に 柄 を 指 し 込 み 、 鍬 と し て利 用 し た の か も し れ な い 。 下 部 の状況が破損の た め な く な っ

て お り 詳 し い状況が不 明 で あ る 。 板 は 板 目 取 り で あ ろ う 。

2131 �2135 は 木 製 の 漆器類で あ る 。 2131 は X 区6SX506か ら 出 土 し た 椀 で 、 無 地 の も の で あ る 。 高 台 が低

く 、 底 も 薄 い 。 口径が1 1 . 3cm を 、 高 さ が5. 9cm を 測 る 。 木取 り は横木取 り で 、 樹種 は プナ科 ブナ属 で あ る 。
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第334図 X - 2 区溝状遺構出土漆椀実測図

/一一ー、、 2 1 3 5

、、

20cm 

2132 は X 区6SX507か ら 出土 し た 丸椀 で あ る 。 高台がほ と ん ど な く 、 口 径 は か な り 大 き く な り そ う で あ る 。

2133 は椀 の 蓋 で あ る 。 外器面 に は黒漆上 に銀で蒔絵が施 さ れ る 。 剥 落が多 く 文様 は 不 明 瞭 で あ る 。 高 台 内 に

赤色漆で 「本堅地J の 文字が入 る 。 内器面 に は 赤漆が塗 ら れ る 。 材 は ブナ属 で あ る 。 木取 り は横木取 り で あ

る 。 2134 は 椀 の 欠損 品 で 高 台 の低い丸椀で あ る 。 外器面が黒漆、 内器面 が赤漆で あ る 。 これ も 横木取 り で あ

る 。 2135 は X 区6SX506か ら 出 土 し た 椀 で 、 半分で体部 の 張 り が大 き い 。 口 縁端部 は 不 明 で、 あ る O 高 台 は 他

に 比 べ て 高 く 、 器壁がや や 厚 い 。 木取 り は 、 横木取 り で あ る 。 高 台 内 に 文様が入 る が、 半裁品 の た め 不 明 で

あ る 。

0石製品[第335図 ・ 第336図]
第335図 は X - 2 区 の 溝状遺構内 の 出 土 品 で あ る 。 第336図 は X - 2 区 内 の 包含層 出 土 品 で あ る 。 石 臼 ・ 石

製模造品 ・ 砥石 な どがあ る 。

2136 は確臼 の 下 臼 で あ る 。 これは6SX504か ら の底面近 く か ら の 出 土 で あ る 。 径 は36. 2cm、 厚 さ は 13 . 8cm

を 測 る 。 2141 も 同 じ く 曜日 の 下 臼 で あ る 。 径が32. 4cm、 厚 さ が9. 0cm を 測 る 。 凸 面 と な る 。

2138 � 2140は砥石 と し た 。 た だ 、 その形態 は異 な り 、 時期 の特定が難 し い 。 2140や2139 は 、 中 世 も し く は

古代 か ら す で に使用 さ れ て い た も の と 思 わ れ る 。 2138は側片が擦 り 切 り に よ っ て 切 り 取 ら れ て い る 。 厚 さ が

薄 く 、 本来の砥石 と い え る か疑問 は あ る 。 た だ 、 表面 と 研磨 と 摩耗の状況か ら 砥石 と し た 。 時期 は 新 し い と

考 え ら れ る 。 石材 は 粘板岩 の 一種 と 考 え る 。 2139 は 一般的 に 砥石 と さ れ る も の で 、 4面 と も 使用 痕 が認 め ら

れ る 。 下端が欠損 し て い る 。 使用 は 長期 に 渡 る と 考 え ら れ る 。 時期 は 不 明 で、 あ る 。 2140 も 同様で あ る が欠損

し た も の で あ ろ う 。

石製模造品 と し て2137 ・ 2142 ・ 2143 ・ 2144があ る 。

2137 は 男 根様の も の で軟質の凝灰岩で作 ら れ て い る 。 中心 に 穴 が穿 た れ、 他 の 器物 と 組み 合 わ さ っ て い た

可能性があ る 。 亀頭部付近 に は よ く 観察す る と 目 ・ 鼻 ・ 口 に 比定で き る 線引 き があ り 、 こけ し と も 見立 て ら

れ る 。 た だ、 全体的 に は 陽物 の 形態 で あ る の で本来 はそれ で あ ろ う 。 長 さ が13cm、 正 面 幅4. 3cm、 側 面 幅

5cm を 測 る 。 遊具 な の か信仰 の対象物 な の か不 明 で あ る 。

2142 ・ 2143 は 軽 石製 で 、 確 臼 の 上 臼 と 下 臼 を 模 し た も の で 、 2142が上 臼 で径 8 � lOcm、 高 さ 4. 5cm ほ ど

を 測 り 、 2143が下 臼 で 、 径 9 � lOcm、 高 さ 5. 5cm を 測 る 。 両 臼 と も 主溝 と 副溝 も 本物 を 模 し て 刻 み 込 ん で

い る 。 玩具 と し た も の で あ ろ う か。
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第 4 節 中 世以 降 の 遺構 と 遺物

2144 は 軽石製で長 さ 1O. 8cm、 残存最大幅6cm、 厚 み3. 6cm を 測 る 塊 の 内 部 を 丁寧 に 方 形 に 劉 り 貫 い た も

の で あ る 。 容器 を 模 し た と 考 え た が、 具体的 に 何 を 指す の か不 明 で あ る O 遊 具 の 一 種 で あ ろ う 。

2145 は 滑石製で、 分銅形の 下半分の よ う で あ る が、 欠損 し て い る た め 本来 の 形状 は 不 明 で あ る 。

0出土銭貨 [第337図]
出 土 し た 銭貨 は い わ ゆ る 「渡来銭j と 国 内通貨 に分け ら れ る 。

い わ ゆ る 「渡来銭J と し た も の が 5 枚 出 土 し た が、 5SD012の埋土 中 か ら 出 土 し た2148 を 除 け ば、 い ず れ

も 表土剥 ぎ 中 や 包含層 を 掘削 中 に 出 土 し た物 で あ る 。 2146 �2150 は 字面 に 従 え ば1 1 世紀 か ら 12世紀代 の も の

で あ る 。 2150 は 金銭の 「大定通宝」 で 、 九州 で は 出 土数は少 な い よ う で あ る o 12世紀末 を 初鋳 と す る 。 ま た 、

2151 は琉球 国 の 貨幣 「大世通宝」 で 、 15世紀代 の も の で あ る 。

2152 �2155 は 江戸期 の 「寛永通宝j で 4 枚 ( う ち l 枚 は破損) 出 土 し て い る 。 大部分が X 区 か ら の 出 土 で 、

6SD017か ら 出 土 し た2153 を 除 け ば、 他 は 包含層 中 の 出 土 で あ る 。

この他 に も 図化 は し て い な い が、 寛永通宝の破片 と 思 わ れ る も の が 出 土 し て い る 。

0土製人形類他 [第331 図 ・ 図版47 ・ 481
出 土 し た 人形類 に は 、 土製 ・ 陶 製 ・ 磁製の 3 種があ る 。 多 い の は土製で あ る O これ ら の 多 く は調査珊 区 の

近世以降の土坑 に 廃棄 さ れ て い た も の で時期 の特定 は で き て い な い 。 こ こ で は 、 特筆すべ き も の の み を い く

つ か選 び述べ る 。

磁器製人形 は 肥前系 か と 思 わ れ る も の があ る が多 く は な い 。 2118の 人 形 は 頭部 の み で全体つ か め な い が、

小形の章子像 と 推定 し て い る 。 現況で は 白 磁 に な っ て い る 台が一部 図 に 赤色顔料がみ ら れ る こ と か ら 本来 は

彩色が施 さ れ て い た 可 能性があ る 。

土製人形 と し て は 、 2119、 2120、 図 版47 ・ 48の2203、 2204、 2205、 2207 と 、 2206、 2208 � 22日 な ど の 2 つ

に 分 け ら れ る 。 前者 は 型 合 わ せ で 、 後者が手捻 り 成形で あ る 。 前者の モ チ ー フ と し て は 布 袋 ・ 恵比寿 ・ 鍾埴 ?

(2205) な どがあ る 。 遺物 自 体の胎土 は ほ と ん どが砂粒 を 交 え な い精製土が用 い ら れ て い る 。 焼成後 の 粘土

の色 は糧色 か ら 淡黄色 な ど を 呈 し て い る 。 ま た 、 2204の よ う に 他の も の と 組み 合 わ せ て 作 り 上 げ る よ う な も

の も あ り 、 種類 は 様 々 で あ る 。 後者の も の は 手捻 り でつ く る た め形の ば ら つ き は 大 き く 一定で は な い 。 取 り

上 げた も の は 現在玉 名 郡玉東町で製作 し て い る 木の葉猿 と 呼ばれ る 玩具の 一種 で あ る O こ れ ら に は信仰 に 関

係す る と い わ れ、 子 ど も の 誕生 を 願 う 際 に 杷 る と い う 話 も 聞 く 。 猿その も の に 形作 っ た の は2206、 2212 と

22日で あ る 。 2206 は現況の も の と 異 な り 頭 に 角 状の突起 を も ち 、 描写 も 細 か い 。 通常言 わ れ る 木 の 葉猿 で は

な い の か も し れ な い 。 2212 ・ 22日 は 、 両手 を 一物 に あ て がい上 を 向 く 姿勢 は 、 現在 で も 作 ら れ て い る 木 の 葉

猿その も の で あ る o 2204 � 2207 は 馬 形 で あ る が、 背 に 粘土がはがれた よ う な 状態 で 出 土 し た も の や 、 人形 と

思 わ れ る 胴体の一部が着 い た ま ま の も の も あ る の で背 に は 人形 も し く は 猿が乗 る と 思 わ れ る 。 この例 も 実 は

木の 葉 ざ る の ー形態 と し て 近代 ま で受け継がれて い る 。

この他 に21 15が、 い わ ゆ る 「泥面子j で あ る 。 こ れ は泥面子の う ち で も 芥子 面 で 、 猿 の よ う な 顔 を 型押 し

で成形 し て い る 。

0獣骨
調査 X-2 区 か ら は 、 多 く の 獣骨 が集 中 し て 出 土 し て い る 。 地点 は調査 X-2 区 の 北側部分で近世 ~ 近代

の埋土の 中 か ら で 、 近世陶磁器 と と も に 合 わ せ て 12点 ほ ど出土 し て い る 。 新 し い獣骨 と し て あ え て 分析 に は

か け な か っ た 。 こ こ で 図 化 も し て い な い 。 た だ 、 出 土状況等 に つ い て 若干触 れ る こ と に す る 。
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獣骨 は 、 現代 の 溝 の 近 く を 掘 り 下 げる 過程 で 出 土 し 、 ほ と ん ど部分 だ け の 出 土 で 長 さ が20cm ほ どあ れ ば

い いほ う で あ っ た 。 出 土 の 仕 方 は 高低差が大 き く 、 時期差 か と も 捉 え た が、 調査の進展 に 伴 い他 の 遺物 の 出

土状況 に あ る 程度 に 通 っ て い る 点があ る の が分か る に 及 ん で 、 この獣骨 も 上 か ら 斜面 を 流 れ落 ち て き た も の

と 理解 し た 。 し た が っ て 、 そ う 大 き な 時 間 差 は な か っ た も の と 理解 し た 。

周 囲 の 遺物 の 出 土状況か ら これ ら の 骨 は近世以降の産物 と し た 。 獣骨 の 種類 は ウ シ か ウ マ と し て 処理 し た 。

大腿骨 に 当 た る よ う な 太 い 骨 も 多 く 、 中 に は 中 足骨 を 見つ けその指の 数 を 確認す る と 二本 で あ っ たこ と か ら

ウ シ と し た 。 と こ ろ が、 そのほかの骨 の特徴 を 見直 し た と ころ 、 ウ シ だ け で な く 、 ウ マ も い る の で は な い か

と 思い、 確認 し た 中 に ウ マ の中 足骨と 思 わ れるものがあ っ た ので結論は保留 し た。

骨 自 体がなぜここ に あ っ た の か は 不 明 で あ る が、 この調査区 が さ ま ざ ま な も の を 捨 て る か 、 押 し 込 ん だ よ

う な 場所で あ る の で 、 これ ら の 骨 も ごみ と し て 処理 さ れ た も の で あ ろ う 。
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第 N章 自 然科学的分析

第 1 節 柳町遺跡の 自 然科学分析

パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 株式会社

1 . は じ め に
柳町遺跡 は 、 菊 池 川 右 岸 の 後背湿地 に位置 し 、 発掘調査 に よ り 弥生時代 ~ 奈 良時代 の 遺構 ・ 遺物 が 出 土 し

て い る 。 沖積地 に位置す る た め 、 木製品 な どの植物性遺物 が良好 な 状態で保存 さ れ 、 大量 に 出 土 し て い る 。

この う ち 、 94年度 - 96年度調査区 か ら 出 土 し た 木製品 に つ い て は樹種 同 定 が行 わ れ て お り 、 針葉樹 ・ 広葉樹

合わせ て60種類近 く が確認 さ れ て い る (大迫、 1996 ; パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 株式会社 、 1996 ; 未公表資料) 。 第

4 次調査 区 お よ び第 6 次調査区 で は 、 掘立柱建物跡、 井戸跡、 旧流路の堰状 (橋梁状) 遺構等が確認 さ れ た 。

掘立柱建物跡の柱穴 に は柱根、 堰状 (橋梁状) 遺構 に は構築材がそ れ ぞれ残存 し て い た 。 ま た 、 井戸跡 か ら

は種実遺体が出 土 し て い る 。

本報告で は 、 第 4 次 (97年度) 調査区お よ び第 6 次 (99年度) 調査区 か ら 出 土 し た 木材 ・ 種実遺体の 同 定

を 行 い 、 用 材選択や植物利用 に 関 す る 資料 を 得 る 。 ま た 、 第 6 次調査区 か ら 出 土 し た 木材 に つ い て は 、 放射

性炭素年代測 定 も 併せ て 実施 し 、 そ の 年代 を 確認す る 。 な お 、 放射性炭 素 年 代 測 定 は 、 加 速 器 質 量 分析法

(AMS 法) を 選択 し た 。

2 . 試料
( 1 ) 木材

試料 は 、 第 4 次 (97年度) 調査区の掘立柱建物跡か ら 出 土 し た柱材17点 と 、 第 6 次 (99年度 ) 調査区 の堰

状 も し く は橋梁状遺構か ら 出 土 し た構築材 4 点 で あ る 。 樹種同 定 は 全点 に つ い て 実施 し 、 年代測定 は 堰状 も

し く は橋梁状遺構の構築材 4 点 に つ い て 行 う 。

( 2 ) 種実

第 4 次調査 区 の 井戸跡 (4SE017) の埋土 中 か ら 出 土 し た種実遺体 l 点 (97TYP - 4019) で あ る 。

3 . 方法
( 1 ) 放射性炭素年代測 定

(株) 地球科学研究所 を 通じ て 、 ア メ リ カ 合衆 国ベ ー タ 社が行 っ た 。

( 2 ) 樹種同定

剃 万 の 刃 を 用 い て 木 口 (横断面) ・ 柾 目 (放射断面) ・ 板 目 (接線断面) の 3 断面 の 徒手切片 を 作製 し 、

ガム ・ ク ロ ラー ル (抱水 ク ロ ラー ル 、 ア ラ ビ ア ゴム 粉末、 グ リ セ リ ン 、 蒸留水の 混合液) で封入 し 、 プ レ パ

ラー ト を 作 製す る 。 作製 し た プ レ パラー ト は 、 生物顕微鏡で観察 ・ 同 定す る 。

( 3 ) 種実 同 定

双眼実体顕微鏡下 で 、 そ の 形態 的特長か ら 種類 を 同 定す る 。

4 . 結果
( 1 ) 放射性炭素年代測定

測定結果 を 表 1 に 示 す 。 堰状 (橋梁状) 遺構の構築材 と 考 え ら れ る 木材 の 年 代 値 は 、 2510 :t 40BP- 2640

土 40BP であ っ た。 同位体効果の補正を行 っ た 年代 (補正年代) では、 2450:t 40BP -2570:t 40BP と な る。
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表 1 放射性炭素年代測定結果
遺物番号 遺構番号 試料の質

99TY-6054 6SX054 98 木材 ( ヤ ナ ギ属)

99TY-6059 6SX054 83 木材 ( ヤ マ グ ワ )

99TY-6061 6SX054 75 木材 ( ヤ マ グ ワ )

99TY-6068 6SX054 95 木材 ( ヤ マ グ ワ )

1 ) 年代 は 、 1950年 を 基点 と し た 年数
2 ) 放射性炭素の半減期 は5568年 を 使用 し た
3 ) 測定 は 、 加速器質量分析法で、行 っ た

( 2 ) 樹種同 定 表 2 樹種同定結果

年代 13 C/12 C 補正年代

2580::t40 -27. 2%。 2540::t40 

2510土40 一28. 9%。 2450::t40 

2640::t40 -29. 1 %。 2570::t40 

2570::t40 -27. 2%。 2530::t 40 

樹種同 定結果 を 表 2 に 示 す 。 掘立柱建

物 跡か ら 出 土 し た柱材 は 、 い ずれ も 保存

状態が悪 い 。 樹種の 同 定 に 至 ら な か っ た

試料 に つ い て は 、 観察で き た 範 囲 で の 結

果 を 記 し た 。 同 定 さ れ た 樹種 は 、 針葉樹

2 種類 ( マ キ 属 ・ カ ヤ ) と 、 広 葉樹 4 種

類 ( ヤ ナ ギ属 ・ ク リ ・ ヤ マ グ ワ ・ ア ワ ブ

キ 属 ) で あ っ た 。 各種類 の 主 な 解剖学的

特徴 を 以下 に記す。

遺物番号 遺構番号 用 途 な ど

・ マ キ 属 (Podocarpus ) マ キ 科

仮道管 の 早材部 か ら 晩材部への移行 は

緩 や か 。 樹脂細胞が早材部 お よ び晩材部

に 散在 す る 。 放射組織 は 柔構成 さ れ、 柔

細胞の壁 は 滑 ら か、 分野壁孔 は ヒ ノ キ 型

で 1 � 2 個。 放射組織 は単列 、 1 � 1O細

胞高0

97TY- 4002 
97TY-4003 
97TY- 4004 
97TY-4005 
97TY-4006 
97TY-4008 
97TY-4009 
97TY-4010 
97TY-4011  
97TY-4013 
97TY- 4033 
97TY- 4034 
97TY- 4035 
97TY-4254 
97TY- 4037 
97TY司 4272
97TY- 4038 
99TY-6054 
99TY- 6059 
99TY- 6061 
99TY-6068 

4SBOOl Pit02 
4SBOOl Pit03 
4SBOOl Pit05 
4SBOOl Pit06 
4SB002 Pit02 
4SB002 Pit05 
4SB002 Pit09 
4SB002 Pit10 
4SB002 Pit1 1 
4SB003 Pit04 
4SB034 Pit07 
4SB034 Pit08 
4SB034 Pit09 
4SB034 Pit13 
4SB034 Pit17 
4SB034 Pit01 
4SB036 PitOl 
6SX054 98 
6SX054 83 
6SX054 75 
6SX054 95 

・ カ ヤ ( Torreya nucifera Sieb. et Zucc.) イ チ イ 科 カ ヤ 属

掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
掘立柱建物跡の柱材
堰状 (橋梁状) 遺構の構築材
堰状 (橋梁状) 遺構の構築材
堰状 (橋梁状) 遺構の構築材
堰状 (橋梁状) 遺構の構築材

Code No. 

Beta - 1 53692 

Beta - 153693 

Beta - 153694 

Beta司 153695

樹種
針葉樹
針葉樹
針葉樹
針葉樹
ア ワ ブキ 属
ア ワ ブキ属
ア ワ ブキ属
広葉樹
針葉樹
針葉樹
針葉樹
針葉樹
カ ヤ
マ キ属
針葉樹
針葉樹
ク リ
ヤ ナ ギ属
ヤ マ グ ワ
ヤ マ グ ワ
ヤ マ グ ワ

仮道管 の 早材部 か ら 晩材部への 移行 は や や急で、 晩材部 の幅 は狭い。 放射組織 は 柔細胞 の み で構成 さ れ、

柔細胞壁 は 滑 ら か。 分野壁孔 は ト ウ ヒ 型 ~ ヒ ノ キ 型 で 、 l 分野 に 1 � 4 個 。 放射組織 は 単 列 、 1 � 1O細胞高。

仮道管 内 壁 に は対 を な し た ら せ ん肥厚が認め ら れ る 。

- 針葉樹

軸 方 向 組織 は仮道管 を 主 と す る 。 樹脂道 は認め ら れ な い が、 保存が悪 い た め仮道管内 壁 の ら せ ん肥厚お よ

び樹脂細胞 の 有無 は不 明 。 早材部 か ら 晩材部への 移行 は や や急で、 晩材部 の 幅の狭い試料が多 い 。 放射組織

は 柔細胞の み で構成 さ れ る が、 分野壁孔の形状は不明。

い ずれ も 今回 同 定 さ れ た マ キ 属 や カ ヤ に似 る こ と か ら 、 いずれか で あ る 可能性が高 い が、 同 定 に は至 ら な

か っ た 。

- ヤ ナ ギ属 ( Salix ) ヤ ナ ギ手ヰ

散孔材で 、 道管 は 年 輪全体 にほぼ一様 に分布す る が年輪界付近 で や や 管径 を 減少 さ せ る 。 管壁厚 は 中庸 で 、

横断面で は 楕 円 形 ~ や や 角 張 っ た楕円形、 単独お よ び 2 � 3 個 が複合す る 。 単穿孔 を 有 し 、 壁孔 は 交互状 に
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配列す る 。 放射組織 は 異性、 単 列 、 1 � 15細胞高0

・ ク リ ( Castanea crenata Sieb. et Zucc . )  ブナ科 ク リ 属

環孔材 で 、 孔圏部 は 1 � 4 列 、 孔圏外で急激~ やや緩や か に 管径 を 減じた の ち 、 漸減 し な が ら 火炎状 に 配
列す る 。 道管 は単穿孔 を 有 し 、 壁孔 は 交互状 に 配列す る 。 放射組織 は 向性、 単 列 、 1 � 15細胞高0
・ ャ マ グ ワ (Morus australis Poiret) ク ワ 科 ク ワ 属

環孔材で、 孔 園 部 は 1 � 5 列 、 晩材部へ向 か つ て 管径 を 漸減 さ せ、 の ち 塊状 に 複合す る 。 道 管 は 単穿孔 を
有 し 、 壁孔 は 交互状 に 配列 、 小道管内壁 に は ら せ ん肥厚が認め ら れ る 。 放射組織 は 異性 II � m 型 、 1 � 6 細
胞幅、 1 � 50細胞高 で 、 し ば し ば結 晶 を 含 む 。

・ ア ワ ブキ 属 (Meliosma ) ア ワ ブキ 科

散孔材 で 、 管孔 は 単独 ま た は 2 � 6 個 が複合す る 。 道管は 単 ま た は 階段穿孔 を 有 し 、 壁孔は小型 で交互状

に 配列 す る 。 放射組織 は 大型 で異性 E 型、 1 � 3 細胞幅、 1 � 50細胞高。

- 広葉樹

試料の保存状態 は 悪 い 。 広 葉樹材の 特徴で あ る 道管要素が認め ら れ る 。 し か し 、 道 管 の 穿孔、 内 壁 の 形状、

道管の分布様式、 密度 、 放射組織の形状 な ど、 広葉樹材 の 同 定 に 必要 な 他 の特徴が全 く 観察 で き な い た め 、

種類の 同定 に は 至 ら な い 。

( 3 ) 種実 同 定

同定の結果、 ヒ ョ ウ タ ン 類 の 種実 で あ っ た 。 以下 に検出 さ れ た 種類 の 形態 的特長 を 記す 0

・ ヒ ョ ウ タ ン 類 (Lagenaria ) ウ リ 科ユ ウ ガオ属

種子が検 出 さ れ た 。 大 き さ は 1 . 5cm 程度。 褐色 で 肉 厚。 縁 は 肉 厚 で 盛 り 上 が っ て い る 。 表面 は 厚 く て 柔

ら か く 弾力 があ り 、 ざ ら つ く 。

5 . 考察
( 1 ) 堰状 (橋梁状) 遺構 (6SX054) の 年代

堰状 (橋梁状) 遺構の構築材 の 年代値 は 、 補正年代 で2450::f:: 40 � 2570BP 土 40BP で あ っ た 。 こ の 年代値 は 、

縄文時代晩期 末 ~ 弥生時代早期 の 年代 ( 日 本 第 四紀学会 ほ か 、 1992) に 相 当 す る 。 こ れ は 、 遺構の構築年代

と し て 推定 さ れ て い る 弥生時代前期 よ り も 若干古い年代 を 示 し て い る が、 大 き く は 矛 盾 し な い 。 年代値が若

干古 い こ と に つ い て は 、 樹齢の 問 題 や 古 材 の 再利 用 な どが考 え ら れ る (東村、 1990) 。 今 回 に つ い て も 、 試

料の径 な ど を 考慮 す れ ば、 樹齢 と 試料採取位置 の 問 題 に よ り 実際 よ り も 古 い値が出 て い る 可 能性があ る 。 し

か し 、 4 点 の 試料の う ち 、 3 点 が誤差範囲 で年代値が一致 し 、 他 の 1 点 も 大 き く ずれ た 年代 を 示 さ な い こ と

を 考慮す る と 、 遺構の構築時期 が2450 � 2550BP 頃の可能性 も あ る 。

( 2 ) 用 材選択

掘立柱建物跡の柱材 は 、 種類不 明 の 針葉樹材が多 い 。 同定 さ れ た 種類 と し て は 、 針葉樹 の カ ヤ 、 マ キ 属 、

広葉樹 の ク リ 、 ア ワ ブ キ 属 で あ る 。 4SB002 と 4SB036 を 除 く 各建物跡 で は 、 カ ヤ と マ キ 属 を 含め た 針葉樹が

多 く 利用 さ れ て お り 、 主 に 針葉樹材 を 柱材 に 選択 ・ 利用 し て い た こ と が う かが え る 。 針葉樹材 は 、 一般 に 樹

幹が真 っ 直ぐ で大径木が多 い 。 ま た 、 木理が通直で加工が容易 、 耐水性等 に 優 れ た 材 質 を 有 し た 種類が多 い 。

そ の た め 、 掘立柱建物跡の柱材 と し て は適材であ り 、 今 回 の 結果 に つ い て も 材 質 を 考慮 し た 用 材選択が推定

さ れ る 。 ま た 、 4SB036 に 認 め ら れ た 広 葉樹材の ク リ は 、 強度や耐朽性 に 優 れ た 材 質 を 有 し て お り 、 針葉樹

材 と 同 様 の 用 材 選択 と い え る 。 一 方 、 4SB002 に 認 め ら れ た ア ワ ブ キ 属 は 、 現在 の 植生 な ど を 考慮 す れ ば、

落葉性の ア ワ ブキ あ る い は常緑性 の ヤ マ ピ ワ と 考 え ら れ る 。 こ の う ち 、 ア ワ ブ キ の 材 は 、 比較的重厚 で あ る

が、 狂 い や す く て 脆い た め 、 掘立柱建物 の柱材 と し て は 適材 と は い え な い 。 一 方 、 ヤ マ ピ ワ は 、 比較的軽い
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が、 徹密で 折 れ難 い 材 質 を 有す る (柴 田 、 1957) 。 こ の こ と を 考慮 す れ ば、 木材 は ヤ マ ピ ワ の可能性が高 い 。

し か し 、 い ず れ に し て も 他 の 針 葉樹類 や ク リ と 比較す る と 材質 が劣 る こ と か ら 、 4SB002で は 他 の 建物 跡 と

用 材選択が異 な る こ と が指摘 で き る 。 こ の 背景 に は 、 建物 の 用 途 ・ 性格な どが関係 し て い る 可能性があ る が、

詳細 は 不 明で、 あ る 。

堰状 (橋梁状) 遺構の構築材 は 、 l 点がヤナギ属 で 、 他の 3 点 は ヤ マ グ ワ で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 ヤ マ

グ ワ を 主 と し た用 材選択が推定 さ れ る 。 し か し 、 点数が少 な い た め 、 実際 の種類構成で も ヤ マ グ ワ が多 く な

る か は 不 明 で あ る 。 こ れ ら の樹木 は 、 人里周辺や河畔 な ど に一般的 で あ る こ と か ら 、 周 辺 に 生育 し て い た樹

木 を 利用 し た こ と が推 定 さ れ る 。

( 2 ) 植物利 用

ヒ ョ ウ タ ン 類 は 、 栽培 の た め に 渡来 し た種類 で あ り 、 容器や食用 な ど と し て利 用 さ れ る 。 し か し 、 現在 の

と こ ろ 種子 の 形状か ら 、 ユ ウ ガオ と ヒ ョ ウ タ ン の 区別 や 、 ヒ ョ ウ タ ン 類 の形状や大 き さ な ど を 推定す る こ と

は 難 し い た め 、 具体的 な 用 途 に 関 し て は不 明 で あ る 。
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木材< 1 >

木材< 3 >

木材< 5 >

木材< 7 >

第 1 tiíï 相11111] 追跡の 自 然 科学分析

木材< 2 >

木材< 4 >

木材< 6 >

1 . マ キ 属 (97TY-4254.) 
2 . カ ヤ (97TY- 4035) 
3 . 針 栄樹 (97TY -4002) 
4 . ヤ ナ ギ属 (99TY - 6054 )
5 . ク リ (97TY-4038) 
6 ヤ マ グ ワ (99TY - 606 1 )  
7 ア ワ ブ キ 属 (97TY -4006) 

a 木 口 b : i'ïE I I  c 板 日

-・ 200 μ 111 a 
・・・・ 200 μ 111 b ，  C 

柳町遺跡出土木製品樹種顕微鏡写真 一 1 一
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b a 

ヒ ョ ウ タ ン 類 (97TYP - 4019) 6cm 

柳町遺跡出土木製品種実顕微鏡写真 一 2 ー
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第 2 節 熊本県 、 柳町遺跡 に お け る 自 然科学分析

I . 柳町遺跡 に お け る 植物珪酸体 ( プラ ン ト ・ オ パー ル) 分析
し は じ め に

第 2 節 熊本県、 柳 町遺跡 に お け る 自 然科学分析

株式会社 古環境研究所

植物珪酸体 は 、 植物 の 細 胞 内 に ガ ラ ス の 主成分で あ る 珪酸 (Si02) が蓄 積 し た も の で あ り 、 植 物 が枯 れ

た あ と も 微化石 ( プ ラ ン ト ・ オパ ー ル ) と な っ て 土壌中 に半永久的 に 残 っ て い る 。 植物珪酸体分析 は 、 こ の

微化石 を 遺跡土壌 な どか ら 検出 す る 方法 で あ り 、 イ ネ を は じ め と す る イ ネ 科栽培植物 の 同 定 お よ び古植生 ・

古環境の推定 な ど に 応用 さ れ て い る (杉 山 、 1987) 。 ま た 、 イ ネ の 消長 を 検討す る こ と で、埋蔵水 田 跡 の検証や

探査 も 可能 で あ る (藤原 ・ 杉 山 、 1984) 。

2 . 試料
分析試料 は 、 V 26 グ リ ッ ド No. 1 ト レ ン チ 、 V 26 グ リ ッ ド No.2 ト レ ン チ 、 4SE005 (井戸) の 3 地点 か ら 採

取 さ れ た 5 点 で あ る 。 試料採取箇所 を 分析結果図 に示す。

3 . 分析法
植物珪酸体の抽 出 と 定量 は 、 プ ラ ン ト ・ オパ ー ル定量分析法 (藤原 、 1976) を も と に 、 次 の 手順で、行 っ た 。

1 ) 試料 を 105"C で24時 間 乾燥 (絶乾)

2 ) 試料約 1 g に 対 し て 直径約40 μ m の ガ ラ ス ビ ー ズ を 約0. 02 g 添加 ( 電子分析天秤 に よ り O. lmg の 精 度 で

秤量)

3 ) 電気炉灰化法 (5500C . 6 時 間 ) に よ る 脱有機物処理

4 ) 超音波水 中 照 射 (300W ・ 42KHz ・ 10分間 ) に よ る 分散

5 ) 沈底法 に よ る 20 μ m 以下の微粒子除去

6 ) 封入剤 (オ イ キ ッ ト ) 中 に 分散 し て プ レ パ ラ ー ト 作成

7 ) 検鏡 ・ 計数

同 定 は 、 イ ネ 科植物 の 機動細胞 に 由 来す る 植物珪酸体 を お も な 対象 と し 、 400倍 の 偏 光顕微鏡下で、 行 っ た 。

計数 は 、 ガ ラ ス ビ ー ズ個数が400以上 に な る ま で行 っ た 。 こ れ は ほ ぼ プ レ パ ラ ー ト l 枚分 の 精査 に 相 当 す る 。

試料 1 g あ た り の ガ ラ ス ビ ー ズ個 数 に 、 計数 さ れ た植物珪酸体 と ガ ラ ス ビ ー ズ個 数 の 比率 を か け て 、 試料 l

g 中 の植物珪酸体個 数 を 求め た 。

ま た 、 お も な 分類群 に つ い て は こ の値 に 試料の仮比重 と 各植物 の換算係数 (機動細胞珪酸体 l 個 あ た り の

植物体乾重、 単位 : 10-5 g ) を か け て 、 単位面積で層厚 1 cm あ た り の植物体生産量 を 算 出 し た 。 イ ネ (赤

米) の換算係数は2. 94、 ヨ シ 属 ( ヨ シ ) は6. 31 、 ス ス キ 属 ( ス ス キ ) は 1 . 24 、 メ ダ ケ 節 は 1 . 16、 ネ ザサ 節 は

0. 48、 ク マ ザサ属 ( チ シ マ ザサ節 ・ チ マ キ ザサ節) はO. 75、 ミ ヤ コ ザサ節 は0. 30で あ る 。

4 . 分析結果
分析試料か ら 検出 さ れ た 植物珪酸体の分類群 は 以下の と お り で あ る 。 こ れ ら の 分類群 に つ い て 定量 を 行 い 、

その結果 を 表 l 、 2 お よ び図 1 � 3 に 示 し た 。 主 要 な 分類群 に つ い て 1顕微鏡写真 を 示す 。 な お 、 V 26 グ リ ッ

ド No.l • No.2 ト レ ン チ に つ い て は 、 水 田 跡 の 検討が主 目 的 で あ る こ と か ら 、 同 定 お よ び定量 は イ ネ 、 ヒ エ

属型、 ヨ シ 属 、 ス ス キ 属 型 、 タ ケ 亜科 ( お も に ネ ザサ節) の 主 要 な 5 分類群 に 限定 し た 。
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〔 イ ネ 科〕

イ ネ 、 ヨ シ 属 、 ス ス キ 属 型 ( ス ス キ 属 な ど) 、 ウ シ ク サ族型 、 ウ シ ク サ族型 (大型) 、 シ パ属

〔 イ ネ 科 ー タ ケ 亜科〕

メ ダ ケ 節 型 ( メ ダ ケ 属 メ ダ ケ 節 ・ リ ュ ウ キ ユ ウ チ ク 節 、 ヤ ダ ケ 属 ) 、 ネ ザサ 節 型 ( お も に メ ダ ケ 属 ネ ザサ

節 ) 、 ク マ ザサ属 型 ( チ シ マ ザサ 節 や チ マ キ ザサ 節 な ど) 、 ミ ヤコ ザサ 節 型 ( お も に ク マ ザ サ 属 ミ ヤ コ ザサ

節) 、 未分類等

〔 イ ネ 科 ー そ の 他〕

表皮毛起源 、 棒状珪酸体 ( お も に 結合組織細胞 由来) 、 茎部起源 、 未分類等

〔樹木〕

ブナ科 ( シ イ 属 ) 、 ク ス ノ キ 科、 そ の 他

5 . 考察
( 1 ) 稲作跡の検討

水 田 跡 (稲作跡) の 検証や 探査 を 行 う 場合、 一般 に イ ネ の植物珪酸体 ( プラ ン ト ・ オパ ー ル ) が試料 1 g 

あ た り 5， 000個 以上 と 高 い密度 で検出 さ れ た 場合 に 、 そ こ で稲作が行 わ れ て い た 可 能性が高 い と 判 断 し て い

る 。 ま た 、 そ の層 に イ ネ の密度 の ピ ー ク が認め ら れれば、 上層 か ら 後代 の も の が混入 し た 危険性 は 考 え に く

く な り 、 そ の 層 で稲作が行 わ れ て い た 可能性 は よ り 確実 な も の と な る 。 以上の 判 断基準 に も と づい て稲作の

可能性 に つ い て検討 を 行 っ た 。

1 )  V - 26 グ リ ッ ド No. 1 ト レ ン チ ( 第339図)

最上位 の 暗褐色土層 (試料 1 ) か ら 砂層 と 粘土のE層 (試料16) ま で の 層 準 に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の

結果、 暗褐色土層 (試料 1 ) か ら 褐色土層 中位 (試料 6 ) ま で の 各層 準 か ら イ ネ が検 出 さ れた 。 こ の う ち 、

暗褐色土層 の 中下位 (試料 2 、 3 ) で は 、 密度が5， 300�6 ，  100個 / g と 高 い 値 で あ り 、 古墳時代 と さ れ る 褐

色土層 (試料 4 ) で も 4， 500個/ g と 比較 的 高 い 値 で あ る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 層 準 で は 稲 作 が行 わ れ て

い た 可能性が高 い と 考 え ら れ る 。 そ の 他の 層 準 で は 、 密度が3， 000個/ g 以下 と 比較的低い こ と か ら 、 稲作

が行 わ れ て い た 可 能性 は 考 え ら れ る も の の 、 上層 も し く は他所か ら の 混入の 可能性 も 否定で き な い 。

2 )  V - 26 グ リ ッ ド No.2 ト レ ン チ ( 第340図)

最上位 の 暗褐色土層 (試料 1 ) か ら 砂層 と 粘土の互層 (試料16) ま で の 層 準 に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の

結果、 暗褐色土層 (試料 1 ) か ら 暗褐色粘質土層 (試料 7 ) ま で の 各層 準 か ら イ ネ が検 出 さ れ た 。 こ の う ち 、

暗褐色土層 (試料 1 、 2 ) お よ び古墳時代 と さ れ る 褐色土層 (試料 3 � 5 ) で は密度が5， 200�8 ，  200個 / g

と 高 い 値 で あ り 、 そ の 下位 の 暗褐色粘 質土層 (試料 7 ) で も 5， 300個/ g と 高 い 値 で あ る 。 し た が っ て 、 こ

れ ら の層 準 で は稲作が行 わ れ て い た 可能性が高 い と 考 え ら れ る 。

3 )  4SE005 ( 第34 1 図 )

古墳時代前期 と さ れ る 井戸 内 の堆積層 ( 7 層 � 10層 ) に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 イ ネ は いずれの

試料か ら も 検出 さ れ な か っ た 。

( 2 ) 植物珪酸体分析か ら 推定 さ れ る 植生 と 環境

1 ) V - 26 グ リ ッ ド No.1 ・ No.2 ト レ ン チ

- 408 -



第 2 節 熊 本 県 、 柳 町遺跡 に お け る 自 然科学分析

イ ネ 以外 の 分類群 で は 、 古墳時代 と さ れ る 褐色土層 を 中 心 に ヨ シ 属 や タ ケ 亜科 な どが検 出 さ れ た が、 い ず

れ も 少量 で あ る 。 お も な 分類群の推定生産量 に よ る と 、 褐色土層 下部お よ びそ の 下位 の 暗褐色粘質土層 で は

ヨ シ 属 が優勢 と な っ て い る こ と が分か る 。

以上の結果か ら 、 稲作が開始 さ れ る 以前の遺跡周 辺 は 、 ヨ シ 属 な どが生育す る 湿地 的 な 環境 で あ っ た と 考

え ら れ、 古墳時代 も し く は そ れ以 前 の 時期 に 、 そ こ を 利 用 し て 水 田 稲作が開始 さ れ た も の と 推定 さ れ る 。

2 )  4SE005 

井戸 内 の堆積層 ( 7 層 � 1O層 ) か ら は 、 海綿骨針が多量 に検出 さ れ、 ヨ シ 属 、 ウ シ ク サ族型、 ネ ザサ 節型 、

ク マ ザサ属 型 な ど も 検出 さ れ た 。 ま た 、 井戸底部付近 の 10層 で は 、 ブ ナ 科 ( シ イ 属 ) や ク ス ノ キ 科 な ど の樹

木 (照葉樹) も 検出 さ れ た 。 お も な 分類群の推定生産量 に よ る と ヨ シ 属 が優勢 と な っ て い る こ と が分か る O

以上の結果か ら 、 4SE005の 周 辺 は 、 ヨ シ 属 な どが生育す る 湿 地 的 な 環境 で あ っ た と 考 え ら れ 、 遺 跡 周 辺 に

は シ イ 属 や ク ス ノ キ 科 な どの照葉樹林が分布 し て い た も の と 推定 さ れ る 。 ま た 、 海綿動物 に 由 来す る 海綿骨

針が多量 に 検出 さ れ る こ と か ら 、 何 ら か の形で海の影響 を 受 け て い た 可 能性 も 考 え ら れ る 。

6 . ま と め
分析の結果、 古墳時代 と さ れ る 褐色土層 お よ びそ の 下位 の 暗褐色粘質土層 か ら は 、 イ ネ の 植物珪酸体 ( プ

ラ ン ト ・ オ パ ー ル ) が多量 に 検 出 さ れ、 稲作が行 わ れ て い た可能性が高 い と 判 断 さ れ た 。 ま た 、 上位 の 暗褐

色土層 で も 稲作が行 わ れ て い た 可能性が認め ら れ た 。

本遺跡周 辺 は 、 稲作が開 始 さ れ る 以前 は ヨ シ 属 な どが生育す る 湿地 的 な 環境 で あ っ た と 考 え ら れ、 古墳時

代 も し く は そ れ以前 の 時期 に 、 そ こ を 利 用 し て水田稲作が開 始 さ れ た も の と 推定 さ れ る O
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表 1 柳町遺跡班区 に お け る プラ ン 卜 ・ オ パー ル分析結果
検出密度 (単位 : x 1001固とg )

V -26 グ リ ッ ド No. 1 ト レ ン チ

分類群\試料 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1  12 13 14 15 16 

イ ネ 23 53 61 45 30 22 
ヨ シ 属 15 23 30 45 8 15 8 
ス ス キ属型 15 8 8 7 
タ ケ 亜科 23 15 8 8 45 45 38 52 8 8 8 8 15 8 8 

推定生産量 (単位 : kg/ m' ・ cm)
イ ネ 0. 66 1 . 56 1 . 78 1 . 33 0. 88 0. 66 
ヨ シ属 0. 96 1 . 42 1 .  92 2. 81 0. 47 0. 95 0. 49 
ス ス キ属 型 0. 19 0. 09 0. 09 0. 09 
タ ケ 亜科 0. 1 1  0. 07 0. 04 0. 04 0. 22 0. 22 0. 18 0. 25 0. 04 0. 04 0. 04 0. 04 0. 07 0. 04 0. 04 

※ 試料の仮比重 を 1 . 0 と 仮定 し て算 出 。

検出密度 (単位 : x 100個/ g )

分類群\試料 2 3 
イ ネ 60 52 60 
ヨ シ属 8 
ス ス キ属 型 7 

li' 竺 亜科 15 15 8 

推定生産量 (単位 : kg/ m' ・ cm)

4 
82 

15 

5 6 
60 38 

8 

22 38 

V -26 グ リ ッ ド No. 2 ト レ ン チ
7 8 9 10 

53 
15 22 7 30 

30 

イ ネ 1 . 77 1 . 54 1 . 77 2. 42 1 . 76 1 . 1 1  1 . 56 
ヨ シ属 0. 48 0. 48 0. 96 1 . 41 0. 47 1 . 92 
ス ス キ属型 0. 09 
タ ケ 亜科 0. 07 0. 07 0. 04 0. 07 0. 1 1  0. 18 0. 14 

※ 試料の仮比重 を 1 . 0と仮定 し て算 出 。

表 2 柳町遺跡咽区 に お け る 植物珪酸体分析結果

1 1  12 13 14 15 

8 8 
8 

15 8 15 

0. 48 0. 48 
0. 09 

0. 77 0. 04 0. 07 

検出密度 (単位 : x 100個/ g ) お も な 分類群の推定生産量 (単位 : kg/ m' . cm) 
SE005 (井戸 )

分類群 \ 試料 7 8 9 10上 10下

イ ネ 科
ヨ シ 属 6 22 14 
ス ス キ属 型
ウ シ ク サ族型 28 22 7 
ウ シ ク サ族型 (大型)

y;{里一一一一一一一l____�_____一一一一一】 Z
タ ケ 亜科

メ ダケ 節型 I 6 

13 
7 13 
7 27 

13 

ネ ザサ節型 I 6 14 14 7 
ク マ ザサ属型 I 17 29 36 27 
ミ ヤ コ ザサ節型 7 
未分類等 I 34 14 7 29 7 

そ の他の イ ネ 科
表皮毛起源 7 
棒状珪酸体 I 78 65 83 58 46 
茎部起源 I 1 1  13 
未分類等 I 330 302 486 3日 365 

樹木起源
ブナ科 ( シ イ 属 7
ク ス ノ キ 科 7 
そ の他 7 7 

(海綿骨針 I 106 151 381 230 133 

植物珪酸体総数 I 519 453 624 525 日4

- 410 -

ヨ シ 属 0. 35 1 . 36 0. 88 
ス ス キ属型 0. 09 
メ ダケ節型 0. 06 
ネ ザサ節型 0. 03 0. 07 0. 07 
ク マザサ属型 0. 13 0. 22 0. 27 
ミ ヤ コ ザサ節裂 0. 02 

タ ケ 亜科の比率 ( % )
メ ダケ 節型 30 
ネ ザサ節型 12 100 19 
ク マ ザサ属型 58 100 75 
ミ ヤ コ ザサ節型 6 

16 

0. 84 
0. 16 

0. 03 
0. 20 

14 
86 
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1 0  1 1  
No. 分 類 群 地点 試料名

イ ネ No.2 ト レ ン チ 5 
2 イ ネ No. l ト レ ン チ 2 
3 ヨ シ 属 No. l ト レ ン チ 2 

シ パIif:' 4SE005 9 
5 ネ ザサ節型 4SE005 7 
6 ク マザサ属型 4SE005 10下
7 表皮毛起源 No，l ト レ ン チ 14 
8 イ ネ 科の茎音1\起源 No，2 ト レ ン チ 1 1  
9 フ ナ科 ( シ イ l奇) No，2 ト レ ン チ 13 
10 ク ス ノ キ 科 NO.1 ト レ ン チ 12 
1 1  マ ン サ ク 科 ( イ ス ノ キ 属 ) No. l 卜 レ ン チ 3 
12 海綿骨針 4SE005 8 。 50 j(苅μ m
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第 W 章 自 然科学的分析

H . 柳町遺跡4SE005 (井戸) に お け る 花粉分析
し 試料

試料 は 、 古墳時代前期 と さ れ る 4SE005 (井戸) か ら 採取 さ れ た 7 層 、 8 層 、 9 層 、 10層 上 、 10層 下 の 5

点 で あ る 。

2 . 方法
花粉粒 の 分離抽出 は 、 基本 的 に は 中 村 (1973) を 参考 に し て 、 試料 に 以下の順で物理化学処理 を 施 し て行

っ た 。

1 )  5 %水 酸化 カ リ ウ ム 溶液 を 加 え 15分 間 湯煎 す る 。

2 ) 水 洗 し た後 、 O. 5mm の 簡 で礁 な どの大 き な 粒子 を 取 り 除 き 、 沈澱法 を 用 い て砂粒 の 除去 を 行 う 。

3 ) 25% フ ッ 化水 素酸溶液 を 加 え て30分放置す る 。

4 ) 水 洗 し た 後 、 氷酢酸 に よ っ て 脱水 し 、 ア セ ト リ シ ス 処理 (無水 酢酸 9 : 1 濃硫酸の エ ル ド マ ン 氏液 を 加

え 1 分間 湯煎 ) を 施す。

5 ) 再 び氷酢酸 を 加 え た 後 、 水 洗 を 行 う 。

6 ) 沈 誼 に 石 炭酸 フ ク シ ン を 加 え て 染色 を 行 い 、 グ リ セ リ ン ゼ リ ー で封入 し プ レ パラー ト を 作製す る 。

以上の物理 ・ 化学の各処理 聞 の水 洗 は 、 1500叩m、 2 分間 の 遠心分離 を 行 っ た 後 、 上澄み を 捨 て る と い う

操作 を 3 回 繰 り 返 し て 行 っ た 。

検鏡 は プ レ パラー ト 作製後直 ち に 、 生物顕微鏡 に よ っ て300� 1000倍で行 っ た 。 花粉の 同 定 は 、 島倉 ( 1973)

お よ び中 村 ( 1980) を ア ト ラス と し 、 所有の現生標本 と の対比で行 っ た 。 結果 は 同 定 レ ベ ル に よ っ て 、 科、

亜科、 属 、 亜属 、 節 お よ び種 の 階級で分類 し た 。 複数の分類群 に ま た が る も の は ハ イ フ ン ( 一 ) で結 ん で示

し た 。 な お 、 科 . !iI!科や 属 の 階級の 分類群で一部が属 や節 に細分で き る 場合 はそれ ら を 別 の 分類群 と し た 。

イ ネ 属 に 関 し て は 、 中 村 ( 1974、 1977) を 参考 に し 、 現生標本 の 表面模様 ・ 大 き さ ・ 孔 ・ 表層 断面 の 特徴 と

対比 し て 分類 し た が、 個体変化や類似種があ る こ と か ら イ ネ 属 型 と し た 。

3 . 結果
( 1 ) 分類群

出 現 し た 分類群 は 、 樹木花粉29、 樹木花粉 と 草本花粉 を 含 む も の 2 、 草本花粉12、 シ ダ植物胞子 2 形態 の

計45で あ る 。 これ ら の 学名 と 和 名 お よ び粒数 を 表 1 に 示 し 、 主要 な 分類群 を 写真 に 示 す 。 以下 に 出 現 し た 分

類群 を 記す 。

〔樹木花粉〕

マ キ 属 、 モ ミ 属 、 ツ ガ属 、 マ ツ 属 複維管東亜属 、 ス ギ、 イ チ イ 科 一 イ ヌ ガ ヤ 科 ー ヒ ノ キ 科 、 ヤ マ モ モ属 、

ク ル ミ 属 、 サ ワ グ ル ミ 、 ハ ン ノ キ 属 、 カ バ ノ キ 属 、 ハ シ バ ミ 属 、 ク マ シ デ属 一 ア サ ダ、 ク リ ー シ イ 属 ー マ テ

パ シ イ 属 、 プナ属 、 コナラ属コナラ亜属 、 コナラ属 ア カ ガ シ 亜属 、 ニ レ 属 ー ケ ヤ キ 、 エ ノ キ 属 ー ム ク ノ キ 、

ア カ メ ガ シ ワ 、 サ ン シ ョ ウ 属 、 キ ハ ダ属 、 モ チ ノ キ 属 、 カ エ デ属 、 ブ ド ウ 属 、 ツ バ キ 属 、 ト ネ リ コ 属 、 ニ ワ

ト コ 属 ー ガマ ズ ミ 属 、 ス イ カ ズラ属

〔樹木花粉 と 草本花粉 を 含む も の 〕

ク ワ 科 一 イ ラ ク サ 科、 ウ コ ギ科

〔草本花粉〕

ガマ属 ー ミ ク リ 属 、 イ ネ 科、 イ ネ 属 型 、 カ ヤ ツ リ グサ科、 カ ラハナソ ウ 属 、 タ デ属 サナエ タ デ節 、 ア カ ザ

科 ー ヒ ユ科 、 ア ブラナ科、 ツ リ フ ネ ソ ウ 属 、 ノ ブ ド ウ 、 セ リ 亜科、 ヨ モ ギ属
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〔 シ ダ植物胞子〕

単条溝胞子、 三 条溝胞子

( 2 ) 花粉の 検 出 状況

8 層 � 1O層 上 で は樹木花粉の 占 め る 割 合が極め最下位の 10層 下 で は 、 花粉がほ と ん ど検出 さ れ な か っ た 。

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 が優 占 し て い る 。 草本花粉で は 、 イ ネ 科や カク リ ー シ イ 属 ー マ テ パ シ イ 属 、て 高 く 、

7 層 で は 、 草本花粉の 占 め る 割 合が増加 し 、 イ ネ 科 と ヨ モ ギ属 が優 占ヤ ツ リ グサ科な どが低率 に 出 現す る 。

カ ラ ハ ナ ソ ウ 属 な どが伴 わ れ る 。 他 に ク ワ 科 一 イ ラ ク サ 科が増 加 す る 。ア ブ ラ ナ 科 、し て ア カ ザ科 ー ヒ ユ科、

4 . 花粉分析 か ら 推定 さ れ る 植生 と 環境
8 層 � 1O層 上 の 堆積 当 時 は 、 4SE005の 周 辺 は カ シ 類 や シ イ 類 を 主 と す る 照葉樹林が分布 し て い た と 考 え

7 層 の堆積 当 時 に は 、 イ ネ 科や ヨ モ ギら れ 、 草本 は あ ま り 生育 し て い な か っ た も の と 推定 さ れ る 。 そ の 後 、

カ ラ ハ ナ ソ ウ 属 な どの草本、 お よ び草本 を 多 く 含 む ク ワ 科 一 イ ラア ブ ラ ナ科、属 を 主 に ア カ ザ科 ー ヒ ユ科、

こ の 時期 に 農耕 を 伴 う 集落等のこ れ ら の草本 は い ずれ も 人里植物 で あ り 、ク サ科が増 加 し た と 考 え ら れ る 。

人為環境が拡大 し た こ と を 示 し て い る 。
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自 然科学的分析第 W 章

柳町遺跡班区 に お け る 花粉分析結果
分類群

学名 和名
Arboreal pollen 樹木花粉

Podocarpus マ キ 属
Abies モ ミ 属
Tsu，伊 ツ ガ属
Pinus su梅田. Dipolo勾，lon マ ツ 属複維管東亜属
αypo加meria japonica ス ギ
四xaceae-α1jJhalotaxaxeae-α伊IJ"essaceae イ チ イ 科 一 イ ヌ ガヤ 科 ー ヒ ノ キ 科
Myrica ヤ マ モ モ属

Ji噌ians ク ル ミ 属
Pteroc.宙ya rhoiぬlia サ ワ グ ル ミ
Alnus ハ ン ノ キ属
Betula カ バ ノ キ属
Corylus ハ シ バ ミ 属
白rp曲us・Os句'8 japonica ク マ シ デ属 ー ア サ ダ
白s伽伺 倒沼ata-Castan仰is-Pasania ク リ ー シ イ 属 ー マ テ パ シ イ 属

F増us ブナ属
Que四us subgen. Lepidobalanus コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属
Quercus subgen. Cyclobalan句副団 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属
Ulmus-Zelkova serrata ニ レ 属 ー ケ ヤ キ
Celtis-Aphananthe aspera エ ノ キ 属 ー ム ク ノ キ
Mallotus japonicus ア カ メ ガ シ ワ
Zantho勾，lum サ ン シ ョ ウ 属
Phel1odendro.沼 キ ハ ダ属
Ilex モ チ ノ キ 属
Acer カ エ デ属
開tis ブ ド ウ 属 2 
ぬmellia ツ バ キ 属 l 
Fraxinus ト ネ リ コ 属 l 
Sambucus-開bumum ニ ワ ト コ 属 ー ガマ ズ ミ 属 1 1 4 

Lo四icera ス イ カ ズ ラ 属 l 
Arboreal . Nonarboreal pollen 樹木 ・ 草本花粉

Moraceae・Urticaceae ク ワ 科 ー イ ラ ク サ科 13 6 3 
Araliace.哩e ウ コ ギ科 1 

Nonarboreal pollen 草本花粉
勾ヨロiha・Spa増加ium ガマ属 ー ミ ク リ 属
Gramine.混e イ ネ 科

。り'za type イ ネ 属 型
。ヨヨerace.混e カ ヤ ツ リ グサ科
Humulus カ ラ ハ ナ ソ ウ 属
Polygonum sect. PersicaIゴa タ デ属 サ ナ エ タ デ節
佑四opodiaceae・Amaran的aceae ア カ ザ科 ー ヒ ユ科
Cruciferae ア ブ ラ ナ科
Impatie沼S ツ リ フ ネ ソ ウ 属
Ampel，叩>sis brevipeduncula臼 ノ ブ ド ウ l 

Apiodeae セ リ 亜科 l 

Art夜明isia ヨ モ ギ属 44 6 8 3 6 
Fern spore シ ダ植物胞子

Monola鉛 砂rpe spore 単条溝胞子
E壬late tYJョe spo叩 三条溝胞子
Arboreal pol1en 樹木花粉
Arboreal . Nonarboreal pol1en 樹木 ・ 草本花粉
Nonarbol四1 pol1en 草本花粉

Total pollen 花粉総数
Unknown pollen 未 同 定花粉

Fern spore シ ダ植物胞子
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l マ ツ 属 複維管東亜属 2 ス ギ

5 ハン ノ キ 属 6 カ ノ T ノ キ 属

3 イ チ イ 科 一 イ ヌ ガ ヤ 科 4 ヤ マ モ モ 属
ー ヒ ノ キ平|

。

7 ク リ イ シ 属

‘・

‘' 

8 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 直属 9 コ ナ ラ 属 ア カ ガシ亜属

， 

10 ニ レ 属 ケヤ キ 1 1  エ ノ キ属 ム ク ノ キ 12 サ ン シ ョ ウ 属 13 ガ マ 属 ー ミ ク リ 属 14 イ ネ 科

15 イ ネ 属 型 1 6  ア カ ザ科 ヒ ユ手1- 1 7  セ リ TIE科

...， 4 
。

柳町遺跡出土花粉・胞子遺体顕微鏡写真

18 シ ダ植物�i条講胞子 19 シ ダ植物三条構胞子

4 5 μ m 
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第 W 章 自 然科学的分析

ill . 柳町遺跡4SE005 (井戸) に お け る 種実同定分析
し 試料

試料 は 、 古墳時代前期 と さ れ る 4SE005 (井戸) か ら 採取 さ れ た 7 層 、 8 層 、 9 層 、 10層 上 、 10層 下 の 5

点 で あ る 。

2 . 方法
O. 25mm 簡 を 用 い て水洗選別 を 行 っ た 。 試料の容量 は400cc で、 あ る 。 同 定 は 、 こ れ ら の 残誼 を 双眼実体顕

微鏡下で観察 し 、 形態 的特徴お よ び現生標本 と の対比で行 っ た 。 結 果 は 同 定 レ ベ ル に よ っ て 科、 属 、 種 の 階

級で示 し た 。

3 . 結果
7 層 か ら カ ヤ ツ リ グ サ 属 、 カ タ バ ミ 属 、 ア ブ ラ ナ科、 ナ ス 科が検出 さ れ、 10層 上 か ら ア ブ ラ ナ科が検出 さ

れ た 。 い ずれ も 少量 で あ る 。 8 層 、 9 層 、 10層 下か ら は 、 種実 は検出 さ れ な か っ た 。 以下 に 、 各分類群の 形

態的特徴 を 記す。

a . カ ヤ ツ リ グ サ 属 Cyperus 果実 カ ヤ ツ リ グサ科

褐色 ~ 黒色 で狭倒卵 形 を 呈す。 表面 は や や粗い 。

b . カ タ バ ミ 属 Oxalis 種子 カ タ バ ミ 科

茶褐色 で楕 円 形 を 呈 し 、 上端が と がる 。 両面 に は横方向 に 6 - 8 本の 隆起が走 る 。

c . ア ブ ラ ナ科 Cruciferae 種子

茶褐色 で楕 円 形 を 呈 し 、 下端 に へ そ があ る 。 表面 に は 長方形の網 目 があ る 。

d . ナ ス 科 Solanaceae 種子

黄褐色 で 円 形 を 呈す。 表面 に は網 目 模様があ る 。

4 . 種実同定分析 か ら 推定 さ れ る 植生 と 環境
7 層 の堆積当 時 は 、 周 辺 に ア ブ ラ ナ 科、 カ ヤ ツ リ グサ属 、 カ タ バ ミ 属 、 ナ ス 科 な どが生育 し て い た と 考 え

ら れ、 人里や農耕地 の 環境 で あ っ た も の と 推定 さ れ る 。 8 層 - 10層 下 で は 、 種実がほ と ん ど検 出 さ れ な か っ

た 。

参考文献

笠原安夫 ( 1985) 日 本雑草図説， 養賢堂， 494 p . 
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ア ブ ラ ナ 科種子
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3 ア ブ ラ ナ 科 種子
0. 5mm 
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柳町遺跡出土種実顕微鏡写真

(試料 500cc 1'1-'0 . 25日1111 !"1 飾)

4SE005 
9 層 10層 上

柳田T遺跡四区 に お け る 種実同定結果
分類群

和 名

表 4

10層 下8 屑7 層

ーよ
1ム
ηJ
1ム一po--4

部 位

実
子
子
子

果
種
種
種

草木
カ ヤ ツ リ グ サ 属
カ タ パ ミ 属
ア ブ ラ ナ 科
ナ ス 科

メぅ、 き ト仁T n 1 

不 明

学 名
Herb 

Cyperus 
Oxalis 
Cruαferaθ 
Solanaceae 

Tatal 
Unknown 
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N. 柳町遺跡出土炭化材の樹種同定
1 . 試料

試料は 、 柳 町遺跡か ら 出 土 し た 炭化材 5 点 であ る 。

2 . 方法
試料 を 割折 し て 新鮮 な 基本 的 三 断面 (木材の横断面、 放射断面、 接線断面) を 作製 し 、 落射顕微鏡 に よ っ

て75- 750倍で観察 し た 。 樹種同 定 は 解剖学的形質お よ び現生標本 と の対比 に よ っ て行 っ た 。

3 . 結果
結果 を 表 1 に 示 し 、 主 要 な 分類群 の顕微鏡写真 を 示す。 以下 に 同 定根拠 と な っ た 特徴 を 記す。

表 5 柳町遺跡四区 出土炭化材の樹種同定結果
試料 樹種 (和 名 /学名 )

① 4SI029 CS -05 

② 4SI029 CS-07 

③ 4SB001 Pit 6 柱材

④ 4SB034 P比12柱材

⑤ 4SE017 井戸枠材

散孔材

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属

カ ヤ ー イ チ イ

カ ヤ

シ イ 属

a . カ ヤ Torreya nucifera Sieb. et Zucc. イ チ イ 科

仮道管 と 放射柔細胞か ら 構成 さ れ る 針葉樹材で あ る 。

dif詑lse -porous wood 

Quercus subgen. 。匂1obalanopsis

Torreya nucifera Sieb. et Zucc. 

- Taxus cuspidata Sieb. et Zucc. 

Torreya nucifera Sieb. et Zucc. 

Castanopsis 

写真 1

横断面 : 早材 か ら 晩材への移行 は緩 や か で 、 晩材部 の 幅 は 狭 く 年輪界 は 比較的不 明 瞭で あ る 。

放射断面 : 放射柔細胞の分野壁孔 は ヒ ノ キ 型で 1 分野 に 1 - 4 個存在す る 。 仮道管 の 内 壁 に は 、 ら せ ん 肥

厚が存在 し 2 本対 に な る 傾 向 を 示す 。

接線断面 : 放射組織 は 単列 の 向 性放射組織型で 、 仮道管の 内壁 に は 2 本対 に な る 傾 向 を 示す ら せ ん 肥厚 が

存在す る 。

以上の形質 よ り 、 カ ヤ に 同 定 さ れ る 。 カ ヤ は宮城県以南 の本州 、 四 国 、 九州 と 韓 国 の 済州 島 に 分布す る 。

常緑の 高 木で通常高 さ 25m 、 径90cm に 達す る 。 材 は均 質綴密で 堅硬、 弾性強 く 水湿 に も 耐 え 、 保存性が高

い 。 弓 な ど に 用 い ら れ る 。

b . カ ヤ ー イ チ イ 防庁り"8 nucifera Sieb. et Zucc. 

ー Taxus cuspidata Sieb. et Zucc. 

仮道管 と 放射柔細胞か ら 構成 さ れ る 針葉樹材で あ る 。

横 断面 : 早材 か ら 晩材への移行 は緩 や かで 、 晩材部 の 幅 は 狭 く 年輪界 は 比較的不 明 瞭で あ る 。

イ チ イ 科

放射断面 : 放射柔細胞 は ヒ ノ キ 型 を 示すが、 l 分野 に お け る 個 数 は 不 明 瞭で あ る 。 仮道管の 内 壁 に は 、 ら

せ ん肥厚が存在す る が不 明 瞭で あ る 。

接線断面 : 放射組織 は 単列 の 向性放射組織型 で、 仮道管 の 内壁 に は ら せ ん 肥厚が存在す る が不 明 瞭で あ る 。

以上の形質 よ り 、 カ ヤ も し く は イ チ イ の い ずれか に 同 定 さ れ る 。 カ ヤ と イ チ イ は ら せ ん肥厚 の 特徴 な どで 同
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定で き る が、 本試料 は 保存状態が悪 く 、 広 範 囲 の 観察が困 難で あ っ た た め 、 カ ヤ ー イ チ イ の 同 定 に と どめ た 。

C . シ イ 属 Gastanopsis プ ナ 科 写真 2

横断面 : 年輪の は じ め に 中 型 か ら 大型 の道管がや や 疎 に 数列 配列 す る 環孔材で あ る 。 晩材部で小道管が火

炎状 に配列す る 。

放射断面 : 道管の穿孔は単穿孔で、 放射組織 は平伏細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は 単 列 の 同性放射組織型 の も の が存在す る 。

以上の形質 よ り シ イ 属 に 同 定 さ れ る 。 シ イ 属 に は ス ダ ジ イ と ツ プ ラ ジ イ があ り 、 集合放射組織の有無で 同

定で き る が、 本試料は 保存状態が悪 く 、 広範 囲 の 観察が困難で あ っ た た め 、 シ イ 属 の 同 定 に と どめ た 。

d . コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 Quercus subgen. GycJobalanopsis ブ ナ 科 写真 3

横 断面 : 中 型 か ら 大型 の 道 管 が、 1 � 数列 幅で年輪界 に 関係 な く 放射方 向 に 配列 す る 放射孔材で あ る 。 道

管 は 単独 で複合 し な い 。

放射断面 : 道管 の 穿孔 は単穿孔で、 放射組織は 平伏細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は 同性放射組織型で 、 単列 の も の と 大型の広放射組織か ら な る 複合放射組織で あ る 。

以上の形質 よ り コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 に 同定 さ れ る 。 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ E属 に は ア カ ガ シ 、 イ チ イ ガ シ 、

ア ラ カ シ 、 シ ラ カ シ な どがあ り 、 本州 、 四 園 、 九州 に 分布 す る 。 常緑高 木 で 、 高 さ 30m、 径 1 . 5m 以 上 に 達

す る 。 材 は 堅硬で強靭 、 弾力 性強 く 耐湿性 も 高 い 。 特 に 農耕具 に用 い ら れ る 。

e . 散孔材 diffuseてporous wood 

横断面 : 小型の道管が散在す る 。

放射断面 : 道管が存在す る 。

接線断面 : 放射組織が存在す る 。

以上の形質 よ り 散孔材 に 同定 さ れ る 。 な お本試料 は 変形が激 し く 、 保存状態、が悪 く 、 広 範 囲 の 観察が困難

で あ っ た た め 、 散孔材 の 同 定 に と どめ た 。

4 . 考察
同 定 さ れ た樹種 は 散孔材、 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 、 カ ヤ ー イ チ イ 、 カ ヤ 、 シ イ 属 で あ っ た 。 こ れ ら は 暖温

帯 に 生育す る 樹木 で 、 い ず れ も 高木 で あ る 。

参考文献

佐伯浩 ・ 原 田 浩 (1985) 針葉樹材の細施. 木材の構造， 文永堂出版. p . 20-48. 

佐伯浩 ・ 原 田 浩 (1985) 広葉樹材の細胞. 木材の構造， 文永堂出版. p . 49 - 100. 
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横 断面 : O . 5nUll 
1 . @ カ ヤ

横断面 : 0. 5mm 
2 . ⑤ シ イ 属

放射断面 : O.  2mm 

接線断而

接線断面 : O . 2mm 

横 断面 : 0. 4mm 放射断面 : 0. 2mm 接線断面 : 0 . 2mm 
3 . ② コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 班胤

柳町遺跡出土木製品炭化材及び木材の顕微鏡写真
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v. 柳町遺跡 に お け る 放射性炭素年代測定結果
1 . 試料 と 方法

試料名 地点 ・ 層 準 種類 前処理 ・ 調 整 測定法

NO.1  481029 炭化物 酸 ー ア ル カ リ 一 酸洗浄 戸 線法

ベ ン ゼ ン 合成

No.2 481012 炭化物 酸 ー ア ル カ リ 一 酸洗 浄 加速器質量

石墨調整 分析 (AM8) 法

2 . 測定結果
試料名 14 C 年代 δ 13 C 補正14 C 年代 暦年代 測定 No.

(年 BP) ( %0 )  (年 BP) 交点 ( 1 σ ) (Beta 一 )

NO.1  1690 :t 70 - 30. 8 1600 :t 60 AD440 1 13917 

(AD410� 550) 

No.2 1440 :t 50 - 31 . 9 1330 :t 50 AD680 1 13916 

(AD660� 720) 

(AD735� 760) 

1 )  14 C 年代測定値

試料の 14 C /12 C 比 か ら 、 単純 に 現在 ( 1950年 AD) か ら 何年前 (BP) か を 計算 し た値。 14 C の 半減期 は5， 568

年 を 用 い た 。

2 ) a 13 C 測定値

試料 の 測 定14 C /12 C 比 を 補正 す る た め の 炭 素 安 定 同 位体比 (13 C /12 C ) 。 こ の 値 は 標 準 物 質 (PDB) の

同位体比 か ら の千分偏差 ( %0 ) で表す。

3 ) 補正14 C 年代値

a 13 C 測定値か ら 試料 の 炭 素 の 同位体分別 を 知 り 、 14 C /12 C の測定値 に 補正値 を 加 え た 上 で 算 出 し た 年代。

4 ) 暦年代

過去の 宇宙線強度 の 変動 に よ る 大気 中 14 C 濃度 の 変動 を 補正 す る こ と に よ り 算 出 し た 年代 (西暦) 。 補 正 に

は 年代既知 の樹木年輸 の 14 C の 詳細 な 測定値 を 使用 し た 。 こ の 補正 は 10， 000年 BP よ り 古 い 試料 に は 適用 で

き な い 。 暦年代 の交点 と は 、 補正14 C 年代値 と 暦年代補正 曲線 と の交点 の 暦年代値 を 意味す る 。 l σ は補正14 C

年代値の偏差 の 幅 を 補正 曲 線 に投影 し た暦年代 の 幅 を 示す 。 し た が っ て 、 複数の 交 点 が表記 さ れ る 場合 や 、

複数の l σ 値が表記 さ れ る 場合 も あ る 。
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第 3 節 熊本県 、 柳町遺跡 に お け る 自 然科学分析

株式会社 古環境研究所

I . 柳町遺跡 に お け る 放射性炭素年代測定
1 . 試料 と 方法
試料名 地点 ・ 層 準 種類 前処理 ・ 調整 測定法

No. l j -40G XI 層 炭化物 酸 ー ア ル カ リ 一 酸洗浄， 石墨調整 加速器質量分析 (AMS) 法

No. 2 j - 39G IX 層 炭化物 酸 ー ア ル カ リ ー 酸洗浄， 石墨調整 加速器質量分析 (AMS) 法

No. 3 j - 39G IX 層 炭化物 酸 ー ア ル カ リ ー 酸洗浄， 石墨調整 加速器質量分析 (AMS) 法

2 . 測定結果
試料名 14 C 年代 (J 13 C 補正14 C 年代 暦年代 (西暦) 測 定 No.

(年 BP) (960) (年 BP) Beta -

NO.l  2720 土 40 - 26. 0 2700 :t40 交点 : cal BC830 141490 

I σ : cal BC885- 815  

2 σ : cal BC915-805 

No.2 2560 :t 40 - 12. 3 2770 :t40 交点 : cal BC910 141491 

1 σ : cal BC940 -845 

2 11 : cal BC1000 - 825 

No.3 2400 :t 40 - 12. 6 2600 :t40 交点 : cal BC795 141492 

l σ : cal BC81O- 785 

2 σ : cal BC820 - 770 

1 )  14 C 年代測定値

試料の 14 C /12 C 比 か ら 、 単純 に 現在 ( 1950年 AD) か ら 何年 前 か を 計算 し た 値。 14 C の 半 減期 は 国 際慣例

に従い5， 568年 を 用 い た 。

2 ) δ 13 C 測定値

試料の 測定14 C /12 C 比 を 補正 す る た め の 炭素安定 同 位体比 ( 13 C /12 C ) 。 こ の 値 は 標 準 物 質 (PDB) の 同

位体比 か ら の 千分偏差 ( %0 ) で表す。

3 ) 補正14 C 年代値

δ 13 C 測定値か ら 試料の 炭素の 同位体分別 を 知 り 、 14 C /12 C の 測定値 に 補 正値 を 加 え た 上 で 算 出 し た 年代 。

4 ) 暦年代

過去の宇宙線強 度 の 変動 に よ る 大気 中 14 C 濃度の変動 を 補正 す る こ と に よ り 算 出 し た 年代 (西暦) 。 補 正 に

は 、 年代既知 の樹木年輪 の 14 C の 詳細 な 測定値、 お よ びサ ン ゴの U - Th 年代 と 14 C 年代 の 比 較 に よ り 作成 さ

れた補正 曲 線 を 使用 し た 。 最新の デー タ ベ ー ス (“INTCAL98Radiocarbon Age Calibration" Stuiver et al， 

1998，Radiocarbon40 ( 3 ) ) に よ り 、 約 19， 000年 BP ま で の 換算が可能 と な っ て い る 。 た だ し 、 10， 000年 BP

以前 の デー タ は ま だ不完全で あ り 、 今後 も 改善 さ れ る 可能性があ る 。
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暦年代 の交点 と は 、 補正14 C 年代値 と 暦年代補正 曲 線 と の交点 の 暦年代値 を 意味す る 。 1 σ (68%確率)

・ 2 σ (95% 確率) は 、 補正14 C 年代値の偏差の 幅 を 較正 曲 線 に投影 し た 暦年代 の 幅 を 示す 。 し た が っ て 、

複数の交点が表記 さ れ る 場合や 、 複数の 1 (J ・ 2 σ 値が表記 さ れ る 場合 も あ る 。
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し は じ め に
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植物珪酸体 は 、 植物 の 細胞 内 に ガ ラ ス の 主成分で あ る 珪酸 (Si02) が蓄 積 し た も の で あ り 、 植 物 が枯 れ

た あ と も 微化石 ( プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル ) と な っ て土壌 中 に 半永久的 に 残 っ て い る 。 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル分析

は 、 こ の微化石 を 遺跡、土壌 な どか ら 検出 す る 分析であ り 、 イ ネ の 消長 を 検討す る こ と で埋蔵水 田 跡 の 検証や

探査が可能 で あ る (杉 山 、 2000) 。

2 . 試料
試料 は 、 X - 1 区 の j - 40 グ リ ッ ド 南 側 ベ ル ト 、 j -40 グ リ ッ ド 流路状遺構 (6SX049) 、 h - 39 グ リ ッ ド 南

側 ベ ル ト 、 X - 2 区 の h - 42 グ リ ッ ド北東側壁の 4 地点か ら 採取 さ れ た 計46点 で あ る 。 試料採取箇 所 を 分析

結果の模式柱状図 に 示 す 。

3 . 分析法
プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル の抽 出 と 定量 は 、 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル 定量分析法 (藤原 、 1976) を も と に 、 次 の 手順

で行 っ た 。

1 ) 試料 を 105"C で24時 間 乾燥 (絶乾)

2 ) 試料約 1 g に対 し 直径約40 μ m の ガ ラ ス ビ ー ズ を 約0. 02 g 添加 (電子分析天秤 に よ り O. lmg の精度で秤量)

3 ) 電気炉灰化法 (550"C . 6 時 間 ) に よ る 脱有機物処理

4 ) 超音波水 中 照射 (300W ・ 42KHz ・ 10分 間 ) に よ る 分散

5 ) 沈底法 に よ る 20 μ m 以 下 の微粒子除去

6 ) 封入剤 ( オ イ キ ッ ト ) 中 に 分散 し て プ レ パ ラ ー ト 作成

7 ) 検鏡 ・ 計数

同 定 は 、 イ ネ 科植物 の 機動細胞 に 由 来 す る プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル を お も な 対象 と し 、 400倍 の 偏光顕微鏡下

で行 っ た 。 計数は 、 ガ ラ ス ビ ー ズ個数が400以上 に な る ま で行 っ た 。 こ れ は ほ ぼ プ レ パ ラ ー ト 1 枚分 の 精査

に 相 当 す る 。 試料 1 g あ た り の ガ ラ ス ビ ー ズ個 数 に 、 計数 さ れ た プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル と ガ ラ ス ビ ー ズ個 数 の

比率 を か け て 、 試料 1 g 中 の プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル個数 を 求め た 。

ま た 、 お も な 分類群 に つ い て は こ の値 に 試料の仮比重 と 各植物 の 換算係数 (機動細胞珪酸体 1 個 あ た り の

植物体乾重、 単位 : 10-5 g ) を か け て 、 単位面積 で層厚 1 cm あ た り の 植物体生産量 を 算 出 し た 。 イ ネ ( 赤

米) の換算係数 は2. 94 (種実重 は 1 . 03) 、 ヒ エ属 ( ヒ エ ) は8. 40、 ヨ シ 属 ( ヨ シ ) は6 . 3 1 、 ス ス キ 属 ( ス ス キ )

は 1 . 24 、 タ ケ E科 ( ネ ザサ節) は0. 48で あ る 。

4 . 分析結果
水 田 跡 (稲作跡) の 検討が主 目 的 で あ る こ と か ら 、 同定お よ び定量 は イ ネ 、 ヒ エ 属 型 、 ヨ シ 属 、 ス ス キ 属

型 、 タ ケ 亜科 の 主要 な 5 分類群 に 限定 し た 。 こ れ ら の分類群 に つ い て 定量 を 行 い 、 そ の結果 を 表 l お よ び図

l に 示 し た 。 写真 図版 に 主 要 な 分類群の顕微鏡写真 を 示す。

5 . 考察
( 1 ) 水 田 跡 の 検討

水 田 跡 (稲作跡) の検証や探査 を 行 う 場合、 一般 に イ ネ の プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル が試料 1 g あ た り 5， 000個

以上 と 高 い 密度で検出 さ れ た 場合 に 、 そ こ で稲作が行 わ れ て い た 可能性が高 い と 判 断 し て い る 。 た だ し 、 密

- 427 ー



第 N 章 自 然科学的分析

度 が3， 000個 / g 程度 で も 水 田 遺構が検出 さ れ る 事例があ る こ と か ら 、 こ こ で は 判 断 の 基準 を 3 ， 000個/ g と

し て検討 を 行 っ た 。

1 ) j - 40 グ リ ッ ド 南側 ベ ル ト

W 層 (試料 1 ) か ら 1 1層 (試料12) ま で の 層 準 に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の 結果 、 W 層 (試料 1 ) か ら X

層 (試料 9 ) ま で の 各層 か ら イ ネ が検 出 さ れ た 。 こ の う ち 、 町層 (試料 1 ) か ら 四層 (試料 6 ) ま で の 各層

で は 、 密 度 が5， 200-6 ， 800個/ g と 高 い値 で あ り 、 医層 (試料 7 ) で も 4 ， 500個/ g と 比較 的 高 い 値 で あ る 。

し た が っ て 、 こ れ ら の層 で は稲作が行 わ れ て い た 可能性が高 い と 考 え ら れ る 。

X 層 (試料 9 ) で は 、 密度 が800個/ g と 低 い 値 で あ る 。 イ ネ の 密 度 が低 い 原 因 と し て は 、 稲 作 が行 わ れ

て い た期 聞 が短か っ た こ と 、 土層 の 堆積速度が速 か っ た こ と 、 洪水 な ど に よ っ て耕作土が流 出 し た こ と 、 採

取地点 が畦畔 な ど耕作面以外 で あ っ た こ と 、 お よ び上層 や他所か ら の 混入 な どが考 え ら れ る 。

2 )  X - 1 区 、 j - 40 グ リ ッ ド 流路状遺構 (6SX049)

VII 層 ( 試料 1 ) か ら E層 (試料1 1 ) ま で の 層 準 に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 四 層 (試料 1 、 2 ) 、 四

層 (試料 3 ) 、 ①層 (試料 6 ) 、 ②層 (試料 7 ) の各層 か ら イ ネ が検出 さ れ た 。 こ の う ち 、 四 層 (試料 1 、 2 ) 

と 四層 (試料 3 ) で は 、 密度が3， 000-3 ， 800個/ g と 比較的高 い 値 で あ る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 層 で は稲

作が行 わ れ て い た 可能性が高 い と 考 え ら れ る 。

弥生時代前期 と さ れ る 溝内堆積層 の①層 (試料 6 ) と ②層 (試料 7 ) で は 、 密度が700- 800個/ g と 低い

値 で あ る 。 イ ネ の 密度が低い原 因 と し て は 、 前述 の よ う な こ と が考 え ら れ る が、 こ こ で は 溝 の 周辺で稲作が

行 わ れ て お り 、 そ こ か ら 何 ら か の形で溝内 に イ ネ の プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル が混入 し た も の と 推定 さ れ る 。

3 ) X - 1 区 、 h - 39 グ リ ッ ド南側 ベ ル ト

W 層 (試料 1 ) か ら 町層 (試料17) ま で の 層 準 に つ い て分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 N層 (試料 1 ) か ら E

層 (試料 8 ) ま で の 各層 か ら イ ネ が検 出 さ れ た 。 こ の う ち 、 羽 a 層 (試料 3 ) で は 密 度 が9， 700個/ g と か

な り 高 い 値 で あ り 、 W 層 ( 試料 1 ) 、 V a 層 (試料 2 ) 、 VI b 層 (試料 4 ) 、 四層 (試料 7 ) 、 医層 (試料 8 ) の 各

層 で も 5， 200 - 6 ， 800個/ g と 高 い 値 で あ る 。 ま た 、 VII 層 (試料 5 ) で も 3， 000個/ g と 比較 的 高 い 値 で あ る 。

し た が っ て 、 こ れ ら の層 で は稲作が行 わ れ て い た 可能性が高 い と 考 え ら れ る 。 d 層 (試料 6 ) で は 、 密度が

800個/ g と 低 い値で あ る 。 イ ネ の密度が低 い 原 因 と し て は 、 前述の よ う な こ と が考 え ら れ る 。

4 ) X ー 2 区 、 h - 42 グ リ ッ ド北東側壁

四 層 (試料 1 ) か ら xm 層 (試料 6 ) ま で の 層 準 に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 VII 層 (試料 1 ) 、 四層

(試料 2 、 3 ) 、 ①層 (試料 4 ) の 各層 か ら イ ネ が検出 さ れ た 。 密度 は 、 い ずれ も 1 ， 500-2 ， 300個/ g と 比 較

的低い値で あ る 。 イ ネ の 密度 が低 い原 因 と し て は 、 前述 の よ う な こ と が考 え ら れ る 。

( 2  ) 堆積環境の推定

ヨ シ 属 は比較的湿 っ た と こ ろ に 生育 し 、 ス ス キ 属 や タ ケ 亜科 は 比較的乾 い た と こ ろ に 生育 し て い る 。 こ の

こ と か ら 、 こ れ ら の植物 の 出 現状況 を 検討す る こ と に よ っ て 、 堆積当 時 の 環境 (乾燥 ・ 湿潤 ) を 推定す る こ

と がで き る 。

イ ネ 以外 の 分類群で は 、 下位層 準 を 中 心 に ヨ シ 属 が比較的多 く 検出 さ れ、 ス ス キ 属 型や タ ケ 亜科 は 比較的

少量で あ る 。 お も な 分類群の推定生産量 に よ る と 、 イ ネ が出現 し た層 準 よ り 下位層 、 お よ び溝 内 堆積層 で は
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ヨ シ 属 が卓越 し て い る こ と が分か る 。

以上の こ と か ら 、 稲作が開始 さ れ る 以前の遺跡周 辺 は 、 ヨ シ 属 な どが生育 す る 湿地 的 な 環境 で あ っ た と 考

え ら れ、 弥生時代前期 と さ れ る 医 層 の 時期 に そ こ を 利 用 し て水 田 稲作が開 始 さ れ た と 推定 さ れ る 。

6 . ま と め
プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル 分析の結果、 弥生時代前期 と さ れ る 医層 、 お よ びそ の 上位 の 四層 か ら 古代 と さ れ る W

層 ま で の 各層 か ら は 、 イ ネ が多 量 に検出 さ れ、 そ れぞれ稲作が行 わ れ て い た 可能性が高 い と 判 断 さ れ た 。 ま

た 、 弥生時代前期 と さ れ る 溝 内 堆積層 か ら も イ ネ が検出 さ れ、 周辺で稲作が行 わ れ て い た 可能性が認め ら れ

た 。

本遺跡周 辺 は 、 稲作が開始 さ れ る 以前 は ヨ シ 属 な どが生育す る 湿地的 な 環境 で あ っ た と 考 え ら れ、 弥生時

代前期 と さ れ る 医層 の 時期 に そ こ を 利 用 し て水 田 稲作が開 始 さ れ た と 推定 さ れ る 。
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衰 1 柳町遺跡X 区 に お け る プラ ン ト ・ オ パー ル分析結果
検出密度 (単位 : x lOO個LgJ

地点 ・ 試料 j -40 グ リ ッ ド南側ベ ル ト
分類群 学名 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1  1 2  

イ ネ Oryza sativa (domestic rice) 52 52 68 60 68 52 45 23 8 

ヒ エ属 型 Echinochloa type 7 

ヨ シ 属 Phragmites (reed) 7 23 7 15 8 23 37 37 38 

ス ス キ属型 Miscanthus type 7 22 8 7 7 8 

タ ケ 亜科 Bambusoideae (Bamboo) 37 23 22 15 22 15 38 23 30 30 15 

推定生産量 (単位 : kg/m' ・ cm)
l イ ネ Qη'Za sa白fva (domestic rice) 

ヒ エ属型 Echinochloa type 
ヨ シ属 PhI古伊nit，ω (reed) 
ス ス キ属型 Miscanthus type 
タ ケ 亜科 Bambusoideae (Bamboo) 

※ 試料の仮比重 を 1 . 0 と 仮定 し て算 出 。

検出密度 (単位 : X lOO個/ g )
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地点 ・ 試料 h-39 グ リ ッ ド南側 ベ ル ト
分類群 学名 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

イ ネ Oryza sativa (domestic rice) 67 61 97 68 30 8 ω 52 

ヒ エ属型 Echinochloa type 
ヨ シ属 Phra伊ites (reed) 7 22 15 8 8 15 15 15 45 15 

ス ス キ属 型 Miscanthus type 30 7 8 7 7 7 7 7 8 31 8 8 

タ ケ 亜科 Bambusoideae (Bamboo) 15 15 15 37 30 7 37 30 75 38 15 n 23 15 45 7 

推定生産量 (単位 : kg/m' ・ cm)
' イ ネ Gり'Za sa白・va (domestic云同

ヒ エ属型 Echinochloa type 
ヨ シ属 Phragmites (reed) 
ス ス キ属製 Misc，四thus type 
タ ケ 亜科 Bambusoideae (Bamboo) 

※ 試料の仮比重 を 1 . 0 と 仮定 し て算 出 。

1 . 98 1 . 78 2. 87 2. ∞ 0. 88 0. 22 1 . 75 1 .  54 
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検出密度 (単位 : X lOO個/ g )
地点 ・ 試料 j -40 グ リ ッ ド流路状遺構

分類群 学名 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 1 

イ ネ Oryza sa白・va (domestic riω) 38 38 30 7 8 

ヒ エ属 型 Echinochloa type 
ヨ シ属 Phragmites (reed) 8 8 15 15 22 15 ω 45 7 

ス ス キ属 型 Miscanthus type 8 15 8 15 8 15 

タ ケ 亜科 Bambusoideae (Bamboo) 15 38 15 お ω 30 15 初 15 15 23 

推定生産量 (単位 : kg/ m' . cm) 
イ ネ O.ry沼a sativa (domestic rice) I 1 . 11  1 . 12 0. 88 0. 22 0. 22 

ヒ エ属 型 Echinochloa type 
ヨ シ属 Phragmites (reed) 0. 48 0. 48 0. 94 0. 95 1 . 41 0. 94 3. 79 2. 83 0. 47 

ス ス キ属型 Miscanthus type O. ω 0. 19 0. 09 0. 19 O. ω 0. 19 

タ ケ 亜科 Bambusoideae (Bamboo) 0. 07 0. 18 0. 07 0. 11  0. 29 0. 14 0. 07 0. 14 0. 07 0. 07 0. 1 1  

※ 試料の仮比重 を 1 . 0 と 仮定 し て 算 出 。

検出密度 (単位 : X IOO個/ g )
地点 ・ 試料 h-42 グ リ ッ ド北東側壁

分類群 学名 2 3 4 5 6 

イ ネ Oryza sativa (domestic rice) n 15 7 8 

ヒ エ属型 Echinochloa type 
ヨ シ属 Phragmi・卸s (reed) 38 30 37 

ス ス キ 属型 Miscanthus type 45 8 

タ ケ 亜科 Bambusoideae (Bamboo) 15 37 52 38 52 n 

推定生産量 (単位 : kg/ m' ・ 叩)
イ ネ O.ry四 sativa (domestic rice) I 0. 66 0. 44 0. 22 0. 22 

ヒ エ属型 Echinochloa type 
ヨ シ属 Phragmites (reed) 2. 37 1 . 92 2. 36 

ス ス キ属型 Miscanthus type 0. 56 O. ω 
タ ケ 亜科 Bambusoideae (Bamboo) 0. 07 0. 18 O. お 0. 18 0. 25 0. 11  

※ 試料の仮比重 を 1 . 0 と 仮定 し て 算 出 。
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m . 柳町遺跡 に お け る 花粉分析
し は じ め に

花粉分析 は 、 一般 に 低湿地堆積物 を 対象 と し て比較的広域 な 地域の植生や古環境の復原 に応用 さ れて お り 、

遺跡調査 に お い て は 遺構 内 の 堆積物 な ど を 対象 と し た局地的 な植生の推定 も 試み ら れて い る 。 な お 、 乾燥的

な 環境 下 の 堆積物 で は 、 花粉 な どの植物遺体が分解 さ れて残存 し て い な い場合 も あ る 。

2 . 試料
試料 は 、 平成 9 年度調査で 出 土 し た 井戸跡 (4SE017) か ら 採取 さ れ た 木枠 内 中 ~ 下 層 、 平 成 10年 度 調 査

で 出 土 し た大溝状遺構 (5SX049) か ら 採取 さ れ た D 層 と E 層 、 お よ び大溝状遺構 (5SX051 ) か ら 採取 さ れ

た E 層 と F 層 の計 5 点 で あ る 。

3 . 方法
花粉粒の 分離抽 出 は 、 基本的 に は 中村 ( 1973) を 参考 に し て 、 試料 に 以 下 の 物理化学処理 を 施 し て行 っ た 。

1 )  5 %水酸化 カ リ ウ ム 溶液 を 加 え 15分間 湯煎 す る 。

2 ) 水洗 し た後 、 0. 5mm の 飾 で礁 な どの大 き な 粒子 を 取 り 除 き 、 沈澱法 を 用 い て砂粒 の 除去 を 行 う 。

3 )  25% フ ッ 化水素酸溶液 を 加 え て30分放置す る 。

4 ) 水洗 し た後 、 氷酢酸 に よ っ て 脱水 し 、 ア セ ト リ シ ス 処理 (無水酢酸 9 : 1 濃硫酸 の エ ル ド マ ン 氏液 を 加

え 1 分 間 湯煎 ) を 施す。

5 ) 再 び氷酢酸 を 加 え た 後 、 水洗 を 行 う 。

6 ) 沈誼 に 石炭酸 フ ク シ ン を 加 え て 染色 を 行 い 、 グ リ セ リ ン ゼ リ ー で封入 し プ レ パ ラ ー ト を 作製す る 。

以上の物理 ・ 化学の各処理 聞 の水洗 は 、 遠心分離 ( l500rpm、 2 分 間 ) の 後 、 上澄み を 捨 て る と い う 操作

を 3 回繰 り 返 し て 行 っ た 。 検鏡 は 、 生物顕微鏡 に よ っ て300� 1000倍で、行 っ た 。

花粉の 同 定 は 、 島倉 ( 1973) お よ び中 村 (1980) を ア ト ラ ス と し て 、 所有の現生標本 と の対比で、行 っ た 。

結果 は 同定 レ ベ ル に よ っ て 、 科、 亜科、 属 、 亜属 、 節 お よ び種の 階級 で分類 し た 。 複数の分類群 に ま た が る

も の は ハ イ フ ン ( 一 ) で結 ん で示 し た 。 な お 、 科 ・ 亜科や属 の 階級の分類群で一部が属 や 節 に細分で き る 場

合 は そ れ ら を 別 の分類群 と し た 。 イ ネ 属 に 関 し て は 、 中村 (1974、 1977) を 参考 に し て 、 現生標本 の 表面模

様 ・ 大 き さ ・ 孔 ・ 表層 断面 の 特徴 と 対比 し て 分類 し て い る が、 個体変化や 類似種があ る こ と か ら イ ネ 属 型 と

し た 。

4 . 結果
( 1 ) 分類群

出 現 し た 分類群 は 、 樹木花粉27、 樹木花粉 と 草本花粉 を 含 む も の 4 、 草本花粉22、 シ ダ植物胞子 2 形態 の

計55で あ る 。 こ れ ら の学名 と 和 名 お よ び粒数 を 表 l に 示 し 、 主 要 な 分類群 を 写真 に 示す 。 花粉数が200個 以

上計数で き た試料 は 、 花粉総数 を 基数 と す る 花粉 ダ イ ア グ ラ ム を 示 し た 。 200個未満で あ っ て も 100個以上 の

試料 に つ い て は傾 向 を み る た め 参考 に 図示 し た 。 以下 に 出 現 し た 分類群 を 記す 。

〔樹木花粉〕

マ キ 属 、 モ ミ 属 、 ツ ガ属 、 マ ツ 属複維管束亜属 、 ス ギ、 コ ウ ヤ マ キ 、 イ チ イ 科 イ ヌ ガヤ 科 ー ヒ ノ キ 科、

ヤ マ モ モ 属 、 サ ワ グ ル ミ 、 ハ ン ノ キ属 、 カ バ ノ キ属 、 ク マ シ デ属 ー ア サ ダ、 ク リ ー シ イ 属 ー マ テ パ シ イ 属 、

ブ ナ 属 、 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属 、 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 、 ニ レ 属 一 ケ ヤ キ 、 エ ノ キ 属 ー ム ク ノ キ 、 ア カ メ ガ シ

ワ 、 サ ン シ ョ ウ 属 、 ウ ル シ 属 、 モ チ ノ キ 属 、 カ エ デ属 、 ブ ド ウ 属 、 グ ミ 属 、 モ ク セ イ 科、 ニ ワ ト コ 属 ー ガ マ
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ズ ミ 属

〔樹木花粉 と 草本花粉 を 含 む も の 〕

ク ワ 科 ー イ ラ ク サ科、 パ ラ 科、 マ メ 科、 ウ コ ギ科

〔草本花粉〕

ガマ属 ー ミ ク リ 属 、 オ モ ダ カ 属 、 イ ネ 科、 イ ネ 属型、 カ ヤ ツ リ グサ科、 ミ ズ ア オ イ 属 、 タ デ属 サ ナ エ タ デ

節 、 ギ シ ギ シ 属 、 ソ パ属 、 ア カ ザ科 ー ヒ ユ科、 ナ デ シ コ 科、 キ ン ポ ウ ゲ属 、 ア ブ ラ ナ 科、 ノ ブ ド ウ 、 ア リ ノ

ト ウ グサ属 一 フ サ モ 属 、 チ ド メ グサE科、 セ リ 亜科、 オ オ バ コ 属 、 タ ン ポ ポE科、 キ ク 亜科、 オ ナ モ ミ 属 、

ヨ モ ギ属

〔 シ ダ植物胞子〕

単条溝胞子、 三 条溝胞子

( 2 ) 花粉群集の特徴

1 ) 井戸跡 (4SE017) の木枠内 中 ~ 下層 ( 第345図)

草本花粉の 占 め る 割合が高 く 、 イ ネ 科が優 占 す る 。 草本花粉で は 、 他 に ヨ モ ギ属 、 ア カ ザ科 ー ヒ ユ科、 カ

ヤ ツ リ グサ科の 出 現率が比較的高 く 、 オ モ ダ カ 属 、 ミ ズ ア オ イ 属 、 ソ パ属 が伴 わ れ る 。 樹木花粉 は ク リ ー シ

イ 属 ー マ テ パ シ イ 属 (生態上か ら シ イ 類 と 考 え ら れ る ) 、 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 (生態上 か ら カ シ 類 と 考 え ら

れ る ) の 出 現率がや や 高 い 。

2 ) 大溝状遺構 (5SX049) の D 層 と E 層 ( 第346図)

草本花粉で は イ ネ 科 の 出 現率 が高 く 、 ヨ モ ギ属 も や や 高 い 。 他 に カ ヤ ツ リ グ サ科 な どが伴 わ れ る 。 樹木花

粉で は 、 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 、 ク リ ー シ イ 属 ー マ テ パ シ イ 属 が主 に 出 現す る 。 E 層 で は ク ワ 科 一 イ ラ ク サ

科 (生態上か ら カ ラ ム シ と 考 え ら れ る ) の 出 現率が高 い。

3 ) 大溝状遺構 (5SX051 ) の E 層 と F 層 ( 第347図 )

下位 の F 層 か ら は 、 花粉がほ と ん ど検出 さ れ な か っ た 。 上位 の E 層 で は樹木花粉の 占 め る 割合が高 く 、 コ

ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 が優 占 し 、 ク リ ー シ イ 属 ー マ テ パ シ イ 属 の 出 現率 も 高 い 。 草本花粉 は低率で あ る が、 イ

ネ 科や ガマ属 ー ミ ク リ 属 が伴 わ れ る 。

5 . 花粉分析 か ら 推定 さ れ る 植生 と 環境
( 1 ) 井戸跡 (4SE017)

古代 と さ れ る 井戸 跡 の 木枠 内 中 ~ 下層 の堆積当 時 は 、 ソ パ属 な どの畑作が行 わ れ て い た と 考 え ら れ、 周 辺

は イ ネ 科 を は じ め ヨ モ ギ属 、 ア カ ザ科 ー ヒ ユ科 な どが多 く 生育す る 比較的乾燥 し た 人里 の 環境 で あ っ た と 推

定 さ れ る 。 森林植生 と し て は 、 周 辺地域 に シ イ 類や カ シ 類 な どの照葉樹林が分布 し て い た と 推定 さ れ る 。

( 2  ) 大溝状遺構 (5SX049)

古墳時代前期 と さ れ る 大溝状遺構の D 層 と E 層 の堆積当 時 は 、 イ ネ 科 を 主 に ヨ モ ギ属 や カ ラ ム シ な どが生

育す る 比較的乾燥 し た 人里 の 環境 で あ っ た と 推定 さ れ る 。 森林植生 と し て は 、 周 辺地域 に シ イ 類 や カ シ 類 な

どの照葉樹林が分布 し て い た と 推定 さ れ る 。

F同uqd
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( 3 ) 大溝状遺構 (5SX051 ) の E 層 と F 層

古墳時代前期 と さ れ る 大溝状遺構の E 層 の堆積当 時 は 、 近 隣 に シ イ 類や カ シ 類 な どの照葉樹林が分布 し て

い た と 推定 さ れ る 。 ま た 、 遺構内 は ガマ 属 ー ミ ク リ 属 な どが生育 す る 水域の 環境 で あ っ た と 考 え ら れ る 。

F 層 か ら は 、 花粉がほ と ん ど検 出 さ れ な か っ た 。 花粉があ ま り 検出 さ れ な い原 因 と し て は 、 乾燥 も し く は

乾湿 を 繰 り 返す 堆積環境下 で花粉 な どの有機質遺体が分解 さ れた こ と や 、 水流 に よ る 淘汰 を 受 け た こ と な ど

が考 え ら れ る 。
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柳町遺跡 に お け る 花粉分析結果
分類群

学名 和 名
Arboreal pollen 樹木花粉

Podocarpus マ キ 属
Abies モ ミ 属
目ug湿 ツ ガ属
Pinus subgen. Diplo勾r]on マ ツ 属 複維管束亜属
Cryptomeria japo四ica ス ギ
Sciadopi砂宙 開!rticillata コ ウ ヤ マ キ
Taxaceae-(刷aJot8Xaxeae-G叩ressa醐e イ チ イ 科ー イ ヌ ガヤ科ー ヒ ノ キ科
Myrica ヤ マ モ モ 属
Pterocary混 rhoifolia サ ワ グ ル ミ
Alnus ハ ン ノ キ 属
Betula カ バ ノ キ 属
C切pinus-D.回trya japonica ク マ シ デ属 ー ア サ ダ
白stanea cre.沼ata-白stanopsi・s-Pasar ク リ ー シ イ 属 ーマテパシ イ 属
Fagus プナ 属
Quercus subg四• Lepidobalanu四 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属
Quercus su旬四. CyclobaJanopsis コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属
臼mus-Zelkova seTl叫a ニ レ 属 ー ケ ヤ キ
Celtis-Aphananthe aspe四 エ ノ キ 属 ー ム ク ノ キ
Mallotus japo叫cus ア カ メ ガ シ ワ
Zan幼Q勾'lum サ ン シ ョ ウ 属
Rhus ウ ル シ 属
Ilex モ チ ノ キ 属
A四T カ エ デ属 l 
Vitis ブ ド ウ 属 l 
Ela伺伊us グ ミ 属 l 
Olea四ae モ ク セ イ 科 2 
�M)k!!.ç!!.�:J!Jk!!.:æ!!.�___ ニ ワ ト コ 厘 ガマ ズ 三島ー 一一__J一一一_!�__________________J

ÄTï>orë"ãGN'onãïixrrë"ãlpoïi長
一一一

衛末ア草末花野
一一

Moraceae-lJJ地icace頃e ク ワ 科 ー イ ラ ク サ科
Rosaceae パ ラ 科
Le伊uninosae マ メ 科
___!k&i[!Q間空一一一一---------一一一一一ーヨーヨー支社一一--------ーー一一一一一一一一一一一一一-LE--一一 ー ー ー ー ー -
N onarboreal pollen 草本花粉

巧神a-Spa早田ium ガマ 属 ー ミ ク リ 属
Sagit加ゴa オ モ ダ カ 属
Gram必eae イ ネ 科
。り匂涯 のョョe イ ネ 属 型
Cyperaceae カ ヤ ツ リ グサ科
Monochoria ミ ズ ア オ イ 属
品。伊n um sect. Pe.四:icaria タ デ属 サ ナ エ タ デ節
Rumex ギ シ ギ シ 属
FagoPY1官m ソ パ属
Ch四opodiaceae・Amarantha四ae ア カ ザ科 ー ヒ ユ科
Caryophyllaceae ナ デ シ コ 科
Ranunculus キ ン ポ ウ ゲ属
0・uciferae ア ブ ラ ナ 科
Ampelopsis b叩vipedunculata ノ ブ ド ウ
HaloT;坐"{Ís-Myrioj治tyllum ア リ ノ ト ウ グサ属ー フサモ属
均油刀白砂ioid回e チ ド メ グ サ 亜科
Apiodeae セ リ 亜科
Plant，昭U オ オ バ コ 属 6 
Lactucoideae タ ン ポ ポ亜科 l 
Asteroideae キ ク 亜科 7 
Xan幼ium オ ナ モ ミ 属 2 
一__M��i.�i[!___________________一一一一一ーヨ主主昆一一一一一一一一一一一一一一一一一一一旦一一一目1旦7往生土---
F民ernτ司1 S叩poぽre シ ダ植物胞子

Monolate 砂rpe spore 単条溝胞子
n-ilate tVDe SDO叩 三条溝胞子
ArbOl四1 pollen 樹木花粉
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N. 柳町遺跡に お け る 珪藻分析
1 . は じ め に

珪藻 は 、 珪酸質 の被殻 を 有す る 単細胞植物 で あ り 、 海水域か ら 淡水域の ほ ぼす べ て の水域、 お よ び、湿 っ た

土壌、 岩石、 コ ケ の 表面 に ま で生息 し て い る 。 珪藻の 各分類群 は 、 塩分濃度、 酸性度、 流水性 な ど の 環境要

因 に応 じ て 、 そ れ ぞれ特定の生息場所 を 持 っ て い る 。 珪藻化石群集の 組成 は 、 当 時 の 堆積環境 を 反映 し て い

る こ と か ら 、 水域 を 主 と す る 古環境復原 の指標 と し て利用 さ れ て い る 。

2 . 試料
試料 は 、 平 成 10年度調査で 出 土 し た 大溝状遺構 (5SX051 ) か ら 採取 さ れ た E 層 と F 層 、 平成 1 1年 度 調 査

で 出 土 し た 流路状遺構 (6SX049) か ら 採取 さ れ た 試料 6 、 8 、 10、 平成10年度調査で 出 土 し た 大溝状遺構

(5SX049) か ら 採取 さ れ た E 層 の計 5 点 で あ る 。

3 . 方法
試料 に は以 下 の物理化学処理 を 施 し 、 プ レ パ ラ ー ト を 作成 し た 。

1 ) 試料か ら 乾燥重量 1 g を 秤量す る 。

2 )  10% 過酸化水素水 を 加 え 、 加温 し 反応 さ せ な が ら 、 l 晩放置す る 。

3 ) 上澄み を 捨 て 、 細粒の コ ロ イ ド お よ び薬 品 の水洗 を 行 う 。 水 を 加 え 、 1 . 5時 間 静置後、 上 澄 み を 捨 て る 。

こ の操作 を 5 、 6 回 繰 り 返 す 。

4 ) 残誼 を マ イ ク ロ ピ ペ ッ ト で カ バ ー グ ラ ス に滴下 し乾燥 さ せ る 。 マ ウ ン ト メ デ ィ ア に よ っ て封入 し プ レ パ

ラ ー ト を 作成す る 。

プ レ パ ラ ー ト は生物顕微鏡で600� 1000倍で検鏡 し 、 直線視野法 に よ り 計数 を 行 う 。 計数 は 、 同 定 ・ 計数

は珪藻被殻が100個体以上 に ま で行 い 、 少 な い試料 に つ い て は プ レ パ ラ ー ト 全面 に つ い て精査 を 行 っ た 。

4 . 結果
試料か ら 出 現 し た 珪藻 は 、 真 一 中 塩性種52分類群、 中 一 貧塩性種 l 、 貧塩性種129分類群 で あ る 。 計数 さ

れ た 珪 藻 の 学名 と 個数 を 表 1 に 示 す。 ま た 、 珪藻総数 を 基数 と す る 百分率 を 算定 し た ダ イ ア グ ラ ム を 図 1 �

図 3 に 示 す 。 流路状遺構 (6SX049) に つ い て は 、 珪藻分析結果か ら 分帯 区分 を 行 っ た 。

( 1 ) 流路状遺構 (6SX049)

珪藻群集の構成 と 組成 よ り 、 下位 か ら I 帯、 E 帯、 皿 帯 の珪藻分帯 を 設定 し た 。 以 下 に 、 珪藻分帯 に 基づ

い て 珪藻群集の 特徴 を 示す 。

I 帯 ( XI層 、 試料10) で は 、 真 一 中 塩性種、 内湾環境指標種群の Paralia sulcata が優 占 し 、 。rclotella

stylorum 、 Coscinodiscus marginatus カf伴 わ れ る 。 他 に 、 貧塩性種 も や や 低率 に 出現 し て お り 、 Achnanthes

lanceolata な どの好流水'性種、 中 ~ 下流性河川 環境指標種群 や 、 Fragilaria construens v. venter な どの

好止水性種が検出 さ れ る 。 ま た 、 陸生珪藻 の Navicula contenta 、 Navicula mutica な ど も 低率 で あ る が

出 現す る 。

E 帯 (②層 、 試料 8 ) で は 、 真 一 中 塩性種 よ り も 貧塩性 種 の 占 め る 割 合 が 高 く な る 。 貧 塩 性 種 で は 、

Achnanthes lanceolata な どの好流水性種、 中 ~ 下流性河J I I 環境指標種群、 Navicula mutica 、 Navicula

contenta 、 Bacillaria paradoxa な どの 陸生珪藻、 Navicula pupula 、 Navicula pupula v.rectangul81也、

Nitzschia tryblionella な どが低率 に 出 現す る 。 ま た 、 Fragil81也 construens 、 Fragil81泊 construens 
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v. venter な どの好止水性種 も 検出 さ れ る 。

E 帯 (①層 、 試料 6 ) で は 、 貧塩性種の 出 現率が高 く な り 、 好止水性種の Fragilaria construens 、 丹・'l1gil，宿泊

pinna旬 、 Fragil8.Iぜ'a construens v. venter な どが多 く 検出 さ れ る 。 他 に 、 各生態性が不定性の Navicula

pupula 、 好流水性種の Navicula elginensis v.neglec;胞 や 陸生珪藻 も 低率 に 出 現す る 。 真 一 中 塩性種で は 、

内湾環境指標種群 の Paralia sulca旬 、 Coscinodiscus marginatus 、 Cyclotella stylorum な どが低率 に検

出 さ れ る 。

( 2 ) 大溝状遺構 (5SX051 )

E 層 と F 層 で は 、 真 一 中 塩 性 種 の 出 現 率 が 高 く 、 内 湾 環 境 指 標 種 群 の Paralia sulcata 、 Cyclotella

stylorum が優 占 す る 。 他 に 、 Achnanthes brevipes な どの 海水砂質干潟環境指標種群、 Diploneis smithii、

Nitzschia granulata な ど の 海水 泥 質 干 潟 環境指標種群 な どが伴 わ れ る 。 中 一 貧塩性種 で は Rhopalodia

gibberuia 、 貧塩性種で は 好流水性種、 中 ~ 下流性河川 環境指標種群 で あ る Achnanthes lanceola旬 、 好止

水性種の Amphora ovalis 、 Fragil，宿泊 construens v. venter 、 陸生珪 藻 の Navicula mutica な どが低率

に検出 さ れ る 。

( 3  ) 大溝状遺構 (5SX049)

E 層 で は 、 真 一 中 塩性種 よ り も 貧塩性種の 占 め る 割合が大 き い 。 貧塩性種で は 、 Gomphonema angustatum、

Navicula koおchyi な ど、 各生態性が不定性で あ る 種の 出 現率が高 い 。 ま た 、 Amphora ovalis 、 Fragil8.Iゴa

construens v. venter な どの真 一 好止水性種、 Achnanthes lanceolata な どの 好流水性種、 中 ~ 下流性河

川 環境指標種群が検 出 さ れ る 。 他 に 、 Pinnularia subcapi;臼ta 、 Navicula mutica な どの 陸生珪藻、 Navicula

elginensis 、 Gomphonema gracile な ど沼沢湿地付着生環境指標種群 も 低率 に 出現す る 。 真 一 中 塩性種で

は 、 Thalassiosira spp. な どの 内 湾環境指標種群 、 Achnanthes haukiana な どの 海水砂質干 潟 環境指標種

群が検出 さ れ る 。

5 . 珪藻分析 か ら 推定 さ れ る 堆積環境
( 1 ) 流路状遺構 (6SX049)

縄文時代晩期 ~ 弥生時代前期 と さ れ る E 層 の堆積当 時 は 、 真 一 中塩性種の 内 湾環境指標種群 の 出 現率が高

い が、 貧塩性種の 好流水性種、 中 ~ 下流性河川 環境指標種群や 陸生珪藻 も 検出 さ れ る こ と か ら 、 河 川 な どの

淡水の 影響があ る 内 湾 の 環境や 、 内 湾 に 隣接す る 堆積環境が推定 さ れ る 。

弥生時代前期 と さ れ る 流路状遺構内 (①層 、 ②層 ) は 、 貧塩性種の好止水性種 を は じ め 、 貧塩性種の 好流

水性種、 中 ~ 下流性河川 の 環境指標種群や 陸生珪藻 も 検出 さ れ る こ と か ら 、 河 川 の 影響があ る 止水域で沼沢

地 の 環境が推定 さ れ る 。 ま た 、 真 一 中塩性種の 内 湾環境指標種群が伴 わ れ る こ と か ら 、 海水 な い し 汽水 の 影

響 も 考 え ら れ る 。

( 2  ) 大溝状遺構 (5SX051 )

古墳時代前期 と さ れ る E 層 と F 層 の堆積当 時 は 、 真 一 中 塩性種の 内 湾環境指標種群 の 出 現率が高 く 、 海水

砂質干潟環境指標種群、 海水泥質干潟環境指標種群 な ど も 検出 さ れ る こ と か ら 、 内 湾 か ら 干潟 の 環境 が推定

さ れ る 。 ま た 、 貧塩性種の 好流水性種、 中 ~ 下流性河川 の 環境指標種群 、 止水性種、 陸生珪藻 も 検出 さ れ る

こ と か ら 、 河 川 お よ び淡水域 の 影響 も 考 え ら れ る 。
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( 3  ) 大溝状遺構 (5SXI似9)

古墳時代前期 と さ れ る E 層 の堆積当 時 は 、 貧塩性種の 陸生珪藻、 好止水性種、 不定性種、 好流水性種、 中 ~ 下

流性河川 環境指標種、 沼沢湿地付着生環境指標種群 お よ び真 一 中塩性種 の 内 湾 環境指標種 な どが多様 に 出 現

す る こ と か ら 、 海水 な い し 汽水 の 影響 の あ る 内湾 な い し干潟 に 隣接す る 沼沢地 の 環境 で あ っ た と 推定 さ れ る 。
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6SX049 E亙J*J�@
柳町遺跡唖 ・ X 区 に お け る 珪寵分析結果表 3

種類
真 一 中塩性種 ( 海 一 i't水生種)

Achnanthes b冊目μs
Achnan幼田 h叩'中世 V. an，伊IS岨飽
Achnanthes delicatula 
Achnanthes hauki血a
Act担問yclus ehre咽be培p.Ï
Ac泊四cycJ田 no.咽anii
Actinop.砂油田 S四血宮田
Amphora cot浩田.fo.咽is
As胞団団p占a1us fl，旨'bellatus
B国cilJ.回世a paxillifer 
Ca10neis p.erma，伊a
α町田咽eis scutellum 
C08cino<五位田 curvatulus
α沼山odis，四's marginatus 
C08cinodisc回 niti吋問
α盟cin出ii町田 subu白'lis
Cyclotella Styl01官血
。岨a初油田'a weissfl傾i
Dip10ne白 血担四百p白
Dip必nei旨 smithii
Diploneis SJ泌四位・ca
Dip必ne.お 関崎:flogii
Gramma旬R占由-a macile.咽u
G;y1η唱団a ba1ticum 
q声明恒a n由雌四四
匂叫包ma sp. 
H岨idiscus 開畑flogii
Para1ia sulca飽
Navicula la四吋四a
Navi，四la m白色a
Navicula y国時間恒
Nitzschia 田町四eifo.咽i国
N必zschia co.哩stricte
Ni師chia gracile 
Nitzschia granulate 
Nitzschia lorenziana 
N必zschia punc旬抱
M師chia 唱団a
Nitzschia tryblione11a 
Ni:師chia 句拙四e11a v. debilis 
Nitzschia trybli，四e11a v. 凶Uωrise
Op.epb悶i9 m81が
Ple田明必四a fascila 
Rhaphoneお surirel1a
Rh由.白酒rph四ia abbreviate 
Suri問，lla fastu四a v. re暁d朗S
Tha1assio.崎-a fu-amaptl"Se 
Tha1assio，崎2 雌帥rpii
Tha1.凶抑曲宮 司pp.
Trach.卯eis a時旭ra
b・ゆ，liootv油田 COCCO.咽eiformi旨 2 4 2 一市=賛逸[ttflf市二夜末互葱)一一--------------------一一ー------ーー ー ー ー ー ー
Rhooa1，血ii旨 ・bb官官la 6 13 4 11 9 --賓遁在覆T 末亙賓f------一一一一ーー・ー一一一一一一一一"
Achnan泊四 c1e明
Achn血幼朗 自由ulate
Achnan幼es exJ.gua 
Achn皿油田 hu増田ぜ伺
Achnan幼白 血fla飽
Achnanthes 1.曲目o1ata
Achn四佑es 血inuti凶曲a
Achnanthes mon飽na
Achnanthes 1明白2飽
Amphora 1usiae 
Amphora m佃飽瑚
Amp命。咽 ova1お
As胞団団p占d出 血国bellatus
Aulacoseira amb�院la
Aulacosen・" {f1官nulate
αd叩eis baci11um 
αl10neis 1aute 
Ca1o.咽eis siJicula 
αr四'neis p1a沼田tula
C問。n曲 p1ace.哩tula
Q咽be11a afiinis 
。哩be11a cu司pida向
。咽be11a m血ute
。咽bel1a na吋cuh・J伽由l泊
。咽お11a s.血ua胞
Q明白11a tumid旨
Di白書ぬmella ba節目ぜ血a
Di〆佃eis ovali恒
Di〆佃eis y:a釦k混血sis
均四ithe.皿ia a曲ほite
Eunotia curvate 
Eunoti泊 p.ectinaJis v. m泊町
Euno白 p四erupte v. bidens 
F均，giJ.町1a 叩ns師四S
Fr.弓戸世田泊 四咽struens 玖 h畑町üs
FE官d副羽 田畑仕四国 v. 四国ter

5SX049 
E 層

10 1 

4 

n，“

咽A

nuu

2 

'iqun4

 
22 

13 

24 

1 3 

1 3 

2 3 

2 
2 
9 

8 

6 

5 

3 

内4

1占

唱i

30 
1 4 

42 

5 
2 
5 

4 2 

4 13 

3 

6 

2 1 

5iSXO応1
E 層 F 層

6 

'A唱An，“
1 3 
9AM--・4-nυー
42 
3 

1 1  

97 

7 

1 2 

2 

1 
8 
2 

13 

1 2 

q41晶Qd1A1A

20 

j-400@ 
3 

20 

10 

7回3

3 

2 

12 

3 

4 
句。唱ino

2 
3 

12 
1 3 
3 

1 4 

3 

2 1 
5 
1 

- 443 -

3 

8 

内4

4・

'i

l 

5 

'A'AFO

 

14 10 
8 1 

2 

5 15 

内4

n，“

司A

9 

20 2 

2 

8 1 

3 2 

m
l

m
 

1.=型画董亙

7 

2 1 

4 
5 

5 
1 

1 
18 
τAn，h'A

 

η4n，白胃Aqd

9 2 

11 

3 

5 

2 13 

自民UW

唱EA

nr“

5 
'A1A1‘η'u'A

 

3 2 

au'inMG

 

phu
内δ



自 然科学的分析第 W 章

5SX049 --E恵一一5SX051 
B 層 F 層占盤匙

柳町遺跡四 ・ X 区 に お け る 珪藻分析結果表 4
分類群

Fra留守7町四 p四・'asiti回
Fragi1.副均 p必nata
Fragi1aria pinnata v.1an四ttu1a
Fi:甲却.:ia viresc四S
Fn訓凶fa 1古omboides
Frustu1ia VI必"lU'Ís
Gompho.哩e岨岨 acum血atum
Go.四Iphonema 四伊国飽tum
白'mp.占四四咽 c1e開i
曲四Iphonem国 graci1e
曲四Ip.honema parve1um 
曲四phon問団 p.seudoa昭ur
白m団地個個a quadrip叩ctatum
G匂咽Iphonema tJ官n四tum
Hantzschia amp.占i師"
Mei<田:ira 喧p.
Me1o.sira varians 
N国四.目Ila americana 
Na円icuJa angli，四 v.subsa1sa
NavicuJa arve.田危
NavicuJa baciJ1um 
Navicu1旨 四戸飽飽
NavicuJ，百 四Ipitata v.hu昭副党2
Navicu1国 伺抑.飽ta v.五neaJis
NavicuJa c1em哩n白is
Navicu1a co.咽胞咽飽
Navicu1a cryp旬四司oha1a
NavicuJa crypωt四e11a
Navicu1a cu，甲山お飽
Naviω1a d，町且時:is
NavicuJa e.毎古'lensis
NavicuJ，国 e1gin回sis v.n唱gl，由旬
NavicuJa gaStJ唱団
NavicuJa g問pperti四a
Na玖icu1a koおch，卯i
N加ricu1，国 I四四ola臼
Navicu1a muti，回
NavicuJa mutica v.goeppertiana 
Na町切I国 muti，同州旬
Navicu1a p.seudo1.四国ola臼
Navicu1，旨 pup回復
Navicu1a pUp山富 山官飽噌uL出色
NavicuJa pygma回
Navicu1a radi田a
Navicu1a re回国
NavicuJa reinhardtü 
NavicuJa ω骨四四四
Navicu1旨 viridu1a
Ne岨ium a1百ne
Neidium 副npliatum
Nitzschia amphibia 
Nit四chia an，伊18包飽
Nitzschia b.四凶13sima
Nitzschia fJ1沼cilis
Ni.師chia littora1is 
Nitz富山ia 10ngi，抑fma v.reversa 
Nitzschia obtusa 
Nitzschia p.alea 
Nitz富山fa rec飽
Nitzschia sp. 
Pinnu1aria acrosphaeria 
PinnuJaria bore.凶s
Pinnu1mぜa b.畑山ii
R・'nnu.畑ぜa gibba 
PinnuJaria in担n百p飽
PinnuJmぜ:a micros畑町四
Pinnu.加古 obsc田宮
PinnuJmぜa schoederii 
Pinnul国ぜa schlηederii 
Pinnu1aria subt.理ipita飽
PinnuJ，出お ばridis
Rhopa1odia gibba 
Rhopa1odia gibba v. ven創出団a
8ta山刀ne.お acuta
8ta山加eis 曲目戸
8taurone.お 1au四burgi加a
S担凹官neis s.血.幼il 3 3 
8Ul古..，l1a 四伊lsta
8Ul台、.11a rob四個 V叩占回did国 l 
8urire11a tenera 
め咽edra n四pe四 v.血血iJi.自由 l 
一--$.盟E金主主台国一一一一一一一輔副ーーーーーーー一一一--------------ー--�--------------)--------一一一一一一ーーーー----ーーーーーー一一___L__一一一一一一一一一不明

2 

4
2M

 

aaτqon68q

 

ー

2 

3 

nwu

内dM

内喝U

'A

'i

qu

RM

 

13 
6 

5 
3 

胃A

nru

F拘d

nr“

aa・

n，“

内‘u

Fhv

3 

4 
3 
3 

'i

nJh・

'i

qu

4 

1 
3 

3 

4 

2 
1 

4 

3 
5 

2 

2 
1 

ヒ重盛璽

5 

2 

22 

5 
6 

2 

4 
2 
2 

2 

3 

2 
2 

5 

3 
2 
1 
4 

3 
16 
8 

戸hu

'Eゐ

《ud

nノ“

ー

po

qu

dn噌

2
1 

qd

1A

qu

nru

p内U

Rd

n4

'A

'i

qd

胃A

1 
2 

6 
4 
qru胃A胃A

主主唖軍否
関

2 

2 

3 
1 

2 

6 4 

22 
5 

'A

'A

OO

'i

 

2 

4 
21 
2 

4 
6 

1 
3 

3
1
1

 

3 

3 

一 叫4 -

4 4  
413 390 261 303 195 3ω 定 61 60 55 87 52 44 

1264 811  1405 2754 1206 673 一 一一一一一一一一試料 1 g 中 の殻数密度 5. 3 4 . 7 3 . 3 5. 7 3. 1 9. 7 
X 1伊 X 10S x 10S x 10' x 1伊 x 10S一!莞諺設1哀存率ー1和一ーーーーーーーーー一一一一一一一一一一----ii.-:C“句"一一-35:γーー一一一llï:4-------------ïïC;r--ーーーーーーー--ï7�Õ---ー一一一蕊了一一



熊本県、 柳 町遺跡 に お け る 自 然科学分析

完軍慰保存率『

_Ir--;;了聞 同 -. 

ト・ 回 同 同 』 11 

|\ 
同 � 

トード 1- �ード・ ド 同

地積物1g中町出現密度
珪藻分離市

ゆ

[

J
出

「

時間縦一

一一円

時誠

一

;

第 3 節

畠盟

SEam官員同

言量祖国

ggEEU

-申

-岳

檀茸柱状図

o@ 

l由%o 0.5 _ X 10. ト 1%未満および出現

6SX049に お け る 主要珪藻 ダ イ ヤ グ ラ ム
「寸---;6%

第348図

%
 
「lltalli--l
ll」
∞

完形殻保存率

ア1111--l
lL

一

\
一 篭d『

堆積物1g品中の出現密度
下||||1n||LLu叫

一
一

崎崎丙4『司句“u"

一生一

g吉Es吉『s診m可喜噌タラ之h

寸ll引|lll引ll」

一
瞳一

塁5g99【

一

「l山川川目

喝胃円E週呂句E民E。EE。
喧官附旦s曽持官何E同〈一

目
一

一世量量

旦号匂勾『98E
『Z列奥宮叫百司Eu言之一
l
目
一

[L)

止生生

包昼匂
5み診句自-匂E匂EU
z旨E
z吋吾望『司宝句=語一切智切智可Eh占凪三一

圃

l

一

一
好笠笠

Tlhilt-巾ーー-

国一
一

唱E5E6
宜百て一

圃
一

亘

書旨耳鼻高SEE-zz普通E

寸lJIll-川|」

一

宮
-島s島gzR民同
雪s君

「||ll|1iil|l|l|l引川l|l」

-
色川

旦号咽

一
陥也一肩帽調刷

句白EEu記EゐE也芭1匂5E芭E。寸 |ぺ ||t|L1 |」一

一
占〓出

週型。宮B『亘B口一.
I|川 ||l」-

日匝一
刊

句h口口 誌日討 、
討
討
口日討村
巾
町
州」

塩

中

司宮1百官h製選畠高吋
3;
匂:i;悶者f3唱22ρ♀噴EEgσ喜
「|
「|
『」

-'
||
|l
l
1

句
EEE切旨s与。岳号ヨ百官n5EuE口E。8
B
20A亘
書官h
寸 l
u ll--
川 l
J

4
I

EEBESEsa
- -川 1111 1」

邸調一

i司首JE見山河川安
竹川引いU品川U

水
干一

u
f
〓
E
E
l
-
-
2

「ll「
|
|l
F
l」

梅
「H

m昌之E均崎町ORCEQ一
圃

・
一

E-

hph吉田Esauqo「||圃「||JI--」

脚色

白書
i
ig言語
日引い
U
日

本
子一

R
5
34
E
2
3 じて

「lili
-
-
同il」

海3一

E号E昌司吉岡何回官て一 lit i--JE --」
閣

脳
「川

E2E口出現UE
U8山一
・

l
一
附

利一H

S2
5官民23「|回I
l--L T

海

一

圃

一
括

一

E

圃

一
櫛

Eas--句昌gDEu-
-

-
一
未

一
-

-
一%

一
圃

回
一l%

22百遣吋祖R『一
圃

圃
一一
却

525ES苦言
EgoU「 llII

lli--
||」|{

基ニ皇室盤整

内湾

5SX051 に お け る 主要珪藻 ダ イ ヤ グ ラ ム

%
 
「Illi--ーー」田

完形殻保存率
アIll111上

地積物18中の出現密度

アlili11ムω刈

11
11
1

5S
E
S
TI
-

-o

ム

一

耳ESE -ZEEB4 .58若
門川川川川川以

ラ

一

白羽L5旬、『S宮内Nヨミ一

・
一

F'

一

お
お一一日一一
位l
H
仲
ι
醐
釈

一

35222E2
36U
7|叫

|
i
m
イ

一

i
i!

トIII1「 ||叫 |
」
地
ダ

一

izl
ie-i it一

園

一
端
藻

一

旬旬旦
2
s
ヨョ
占-

l i--
」
悶

土止

一
ー

さ5吉岡Egd
hいいれいいU
ト
日

一z一

宮町吉E号昔話Z-

・
一

司F

種
雇
「|||

富E
3
5Baas
「|!J
1||」

匡

笠一z-一

号E22S員百Eh「 ||IH --ー」
ら
43

儲一
一

喝

百時お自説

明日411」「m
匂

一

一
:

S
55
5
2
自
S

EaS占

「||」回|||」
「

bi

-
-
創

号S

ESSE-

-
-一

お

一

「倣一川

苦
15
350
寸 14

||斗 「o
に

一

1
星
川

署
E
宮司
昔
邑
芝
「
||IN I
--

」

9

一

一
恨

|l

z
ヨ
自
苦
言切「

|||川 Ill--

M

一
跡一

胃
i
?
詩
igEほ
下lh|
ー一

刻

一
好涜l
a--JU3ド
叶
H
U日
T1山|l14

S

一
-下川-|

EEISE
--54EEC巳「|||固|||」

5

一
一~
-E2SOS-告書ORE自主官。。〔ハハハトハ川ハ]

「ll陪惟「白

書官gE田宮自民君主

圃
一

重

砂溺一

E岩国旦自也君ロ苦て一

圃Illi--Ill

封

水
干一

ES詰畠
E5
Eロ
宮司
寸 ||l
i li

-
-一

樹

梅質1

50E呂志向。10「 |||叫|||→

中

湾一

S3625535「 |||凪 |||」

其

内一

Ill
i --Jt一

|圃lill一

「l

EE百略国
司旬R『一

圃
-

珊

第349図

F「υA告Aせ

第350図



5 

8 

第IV� 自 然科学的 分析

、・ ・:"' J、
'r.，' 

一一一一_1:;，
2 3 4 

6 7 

9 
10μ m 

1 . MeJosira sulcata 2. CycJoteJJa stylorllflJ 3. TlybJioptycJws cocconei[ormis 4. Coscinodiscus marginatlls 

5 .  TllaJassiosira bramaplltrae 6.  ActinocycJus ei1renbergii 7 .  ActinoptycJws undulatlls 8.  Coscinodiscus 1・.adiatus

9. Hyalodisclls stelligera 

柳町遺跡の珪藻 - 1 一

- 446 -



7 

1 3  

m 3 ílíJ 熊本県、 柳 川H立跡 に お け る 自 然科 学分析

2 3 4 5 6 

8 9 1 0  1 1  1 2  

1 4  I S  1 6  1 8  

1 .  Achnanthes lanceolata 2 .  Fragilan
.
a COllstru印s 3 .  Fragilan"a constrl1ens v. ven ter 

4. Navic111a contenta S .  Navic111a nwtica 6.  Navic111a lacertosa 7 . 8 .  Achnanthes brevipes 

9. Navic111a capitata v.lineaJis 1 0. Navicl1Ja elginensis v.negJecta 1 1 .  Navicl1Ja pup111a 

1 2 .  Navic111a pl1pl1Ja v.J・ectangl1Jaris 1 3 目 Opephora mar��ヲー 1 4 .  Sta111"Oneis smithjj 

1 5 .  pjmwlaria subcapitata 1 6 . Gomphonema angl1statl1m 1 7 .  Amphora ovalis 

1 8 . Rhopalodia gibbemla 

柳町遺跡の珪藻 - 2 一

- 447 -

1 0 μ m 



第 IVï主 自 然科 学的分析

6 

1 1  

2 3 

7 8 

1 3  

1 .  A uJacoseil'a a.1l1bigua 2 .  Cocconeis pJacentuJa 

5 .  Diploneis yatukaensis 6. Nitzschia granuJata 

9 . 10 .  MeJosil'a varians 1 1 .  Nitzschia brevissima 

1 4 .  BaciJJalia paradoxa 1 5 .  Gyrosigma nodiferul11 

1 4  

. 
" 

. . 
. . . . 
. 

i : ‘・ 4・ '. . . 
-

d ; 

4 

. .， t . .J' .‘ 、 大

5 

9 

L 5  

3 .  DipJoneis smitl山ー 4 .  Diploneis ovalis 

1 0  

1 - 1 3四ーー園田ー 1 0 μ m
1 4 - 1 6ーーー圃 10 μ m  

7 .  Nitzschia trybJionella 8 .  Nitzschia cocconeiformis 

1 2 . Nitzschia cJausii 1 3 .  Nitzschi・'a longissima v.reversa 

1 6 . CaJoneis pennagna 

柳町遺跡の珪藻 - 3 -

- 448 -



V . 柳町遺跡 に お け る 種実同定
1 . は じ め に

第 3 節 熊 本 県 、 柳町遺跡、 に お け る 自 然科学分析

植物 の 種子や果実 に は 比較的保存性の高 い も の が多 く 、 堆積物 中 や遺構内 な ど に 残存 し て い る 場合があ る 。

堆積物 な どか ら 種実 を 検出 し 、 そ の 群集 の構成や組成 を 調べ る こ と で 、 過去の植生や栽培植物 を 明 ら か に す

る こ と がで き る 。

2 . 試料
試料 は 、 平 成 10年度調査で 出 土 し た 古代 の 井戸 跡 (5SE019) か ら 採取 さ れ た 2 層 、 3 層 、 4 層 、 大溝状

遺構 (5SX040) か ら 採取 さ れ た E 層 と F 層 、 平成 9 年度調査の 古代 の 井戸 跡 (4SE017) か ら 採取 さ れ た 木

枠内 中 層 、 お よ び井戸 内 (4SE0l7) か ら 出 土 し た 選別試料の計 7 点 で あ る 。

3 . 方法
ブ ロ ッ ク 試料 (堆積物 ) に つ い て は 、 以下の処理 を 施 し て 、 種実 の抽 出 お よ び同 定 を 行 っ た 。 選別 済 み の

試料 に つ い て は 、 同 定 の み を 行 っ た 。

1 ) 試料各200cc に 水 を 加 え 放置 し 、 泥化 を 行 う 。

2 ) 撹枠 し た 後 、 沈 ん だ砂磯 を 除去 し つ つ 、 O. 25mm の 飾 で、水洗選別 を 行 う 。

3 ) 残誼 を 双眼実体顕微鏡下 で観察 し 、 種実 の 同 定計数 を 行 う 。

同 定 は 形態 的特徴お よ び現生標本 と の 対比で行 い 、 結果 は 同 定 レ ベ ル に よ っ て 科、 属 、 種の 階級で示 し た 。

4 . 結果
学名 、 和 名 お よ び粒数 を 表 1 に 示 し 、 主 要 な 分類群 を 写真 に 示す 。 以 下 に 、 同 定根拠 と な る 形態 的特徴 を

記す。

〔樹木〕

モ モ Prunus persica Batsch 核 パ ラ 科

黄褐色 ~ 黒褐色で楕 円 形 を 呈 し 、 側面 に縫合線が発達す る 。 表面 に は モ モ特有の 隆起があ る 。

〔草本〕

カ ヤ ツ リ グサ科 Cyperaseae 果実

黄褐色で倒卵形 を 呈す 。 断面 は 扇 平 で あ る 。

タ デ属 Polygonum 果実 タ デ科

黒灰色 で頂端 の 尖 る 卵 形 を 呈す 。 断面 は両凸 レ ン ズ状で、 表面 に は微細 な 網 目 模様があ る 。

( 1 ) 井戸跡 (5SE019) か ら 採取 さ れ た 2 層 、 3 層 、 4 層

種実 は 、 い ず れ の 試料か ら も 検出 さ れ な か っ た 。

( 2 ) 大溝状遺構 (5SX040) か ら 採取 さ れ た E 層 と F 層

E 層 か ら タ デ属 がわ ず か に 検 出 さ れ た 。

( 3 ) 井戸跡 (4SE017) か ら 採取 さ れ た 木枠内 中 層

カ ヤ ツ リ グサ科がわ ず か に 検 出 さ れ た 。
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第 N 章 自 然科学的分析

( 4 ) 井戸 内 (4SE0l7) か ら 出 土 し た 選別 試料

い ずれ も モ モ核 で あ っ た 。

5 . 所見
井戸 内 (4SE017) か ら 出 土 し た 種実 は 、 栽培植物 の モ モ核 で あ っ た 。 モ モ 核 は 、 弥 生 時代以 降 は 西南 日

本各地の遺跡の溝や井戸 か ら 普通 に 出 土 し て お り 、 周辺で栽培 さ れて い た と み な さ れ る 。

大溝状遺構 (5SX040) の E 層 か ら は タ デ属 、 井戸跡 (4SE0l7) の 木枠 内 中 層 か ら は カ ヤ ツ リ グサ科が検

出 さ れた 。 こ れ ら の 植物 は 、 周辺の水湿地 な ど に 生育 し て い た も の と 考 え ら れ る 。
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笠原安夫 (1985) 日 本雑草図説， 養賢堂， 494 p . 

笠原安夫 (1988) 作物お よ び田畑雑草種類. 弥生文化の研究第 2 巻生業， 雄 山 間 出版， p . 131 ー 139.

南木隆彦 (1993) 葉 ・ 果実 ・ 種子. 日 本第四紀学会編， 第四紀試料分析法， 東京大学 出版会， p .  276 -2田.

金原正明 ( 1996) 古代モ モ の形態 と 品種. 月 刊考古学 ジ ャ ー ナ ル No. 409， ニ ュ ー サ イ エ ン ス 社， p .  15- 19. 

- 450 -



第 3 節 熊本県、 初11 111"].遺跡 に お け る 自 然科 学分析

l モ モ 核 2 同 左 3 モ モ 核 4 同 左
- 1 .  Omm - 1 .  Omm - 1 .  Omm - 1 .  Omm 

idkJr バi目、 司

郎11

5 モ モ 1/2核 6 同左 7 モ モ 1/2核 8 同左
- 1 . Omm - 1 .  Omm - 1 .  Omm - 1 .  Omm 

9 モ モ 1/2核
1. Omm 

仇:潤
じ.弘通

1 0  同左 1 1  カ ヤ ツ リ グ サ 科果実 12 タ デ属 果実
- 1 .  Omm 一一一一一 1 . 0mm 一一一一- 1 .  Omm 

柳町遺跡出土種実顕微鏡写真

1ょにdAせ



第 N 章 自 然科学的分析

VI. 柳町遺跡出土木材の樹種同定
1 . は じ め に

木材 は 、 セ ル ロ ー ス を 骨格 と す る 木部細胞 の集合体で あ り 、 分類群 に よ っ て特徴 あ る 組織 を も っ て い る こ

と か ら 、 解剖学 的 に概ね属 レ ベ ル の 同定が可能であ る 。 木材 は 、 大型の植物遺体で移動性が少 な い こ と か ら 、

比較的近 隣 の 森林植生の推定が可 能 で あ り 、 遺跡か ら 出 土 し た も の に つ い て は 木材 の 利 用 状況や流通 を 探 る

手 がか り に な る 。

2 . 試料
試料 は 、 平成10年度調査 で 出 土 し た 井戸跡 (5SE059) 内 の 井戸枠材 1 点 、 お よ び平 成 9 年 度 調査 で 出 土

し た 古代 の掘 立柱建物 の柱材 5 点 の計 6 点 で あ る 。

3 . 方法
カ ミ ソ リ を 用 い て 、 新鮮 な 基本 的 三 断面 (木材 の横断面、 放射断面 、 接線断面) を 作製 し 、 生物顕微鏡 に

よ っ て60 - 600倍で観察 し た 。 樹種同 定 は 解剖学的形質お よ び現生標本 と の対比 に よ っ て 行 っ た 。

4 . 結果
結果 を 表 5 に 示 し 、 主 要 な 分類群の顕微鏡写真 を 示す 。 以下 に 同 定根拠 と な っ た 特徴 を 記す 。

マ キ 属 Podocarpus マ キ 科 写真 1 ・ 2

仮道管 、 樹脂細胞お よ び放射柔細胞か ら 構成 さ れ る 針葉樹材で あ る 。

横 断面 : 早材か ら 晩材へ の 移行 は ゆ る や かで 、 年輪界がや や不明瞭で あ る 。 樹脂細胞が散在す る 。

放射断面 : 放射柔細胞 の 分野壁孔 は 、 ヒ ノ キ 型で l 分野 に 1 - 2 個存在す る 。 樹脂細胞が散在 す る 。

接線断面 : 放射組織 は 単列 の 同性放射組織型で 、 1 - 20細胞高 で あ る 。 樹脂細胞が多 く 見 ら れ る 。

以上の形質 よ り マ キ 属 に 同 定 さ れ る 。 マ キ 属 に は 、 イ ヌ マ キ や ナ ギがあ る 。 関東以西の本州 、 四 国 、 九州 、

沖 縄 に 分布 す る 常緑高 木 で 、 通常高 さ 20町、 径50 -80cm で あ る 。 材 は 、 耐朽性が強 く 、 耐水性 も 高 い 。 建

築 、 器具、 桶 、 箱 、 水槽 な ど に 用 い ら れ る 。

表 5 柳町遺跡出土木材の樹種同定結果
試料 ( 地 区 /遺構/層 位)

8 区
97TY- 400l 7 区
97TY- 4007 7 区
97TY- 4012 7 区
97TY- 4036 7 区
97TY- 4039 7 区

針葉樹 conifer 

5SE059 井戸枠一部
a - 27， 28 4SBOOl pit .1 t主
Z - 27グ リ ッ ド 4SB002 pit.4 柱
Z - 27グ リ ッ ド 4SB003 pit.3 柱
Y ー 27 グ リ ッ ド 4SB034 pit. lO キ主
Y - 27グ リ ッ ド 4SB036 pit.2 柱

横断面 : 仮道管が存在す る 。

放射断面 : 放射柔細胞 と 仮道管が存在す る 。

接線断面 : 単列 の放射柔細胞が存在す る 。

結果 (和名 /学 名 )

ク ス ノ キ
マ キ 属
ア ワ ブ キ 属
マ キ 属
針葉樹
コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節

Cinnamomum camphora 
Podocarpus 
Meliosma 
Podocarpus 
Conifer 
Quercus sect. p1ゴnus

写真 3

以上の形質 よ り 針葉樹 に 同 定 さ れ る 。 本試料は保存状態が悪 く 、 広 範 囲 の 観察 は 困 難 な こ と か ら 、 針葉樹

の 同 定 に と どめ た 。
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コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節 Quercus sect. Prinus ブナ科 写真 4

横 断面 : 年輪 の は じ め に 大 型 の 道管が、 1 - 数列配列 す る 環孔材 で あ る 。 晩材部 で、 は 薄 壁 で、 角 張 っ た小道

管が、 火炎状 に 配列 す る 。 早材 か ら 晩材 に か け て 道管 の 径 は 急激 に 減少す る 。

放射断面 : 道管の穿孔 は 単穿孔で、 放射組織 は平伏細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射寺跡裁 は 同性放射組織型 で 、 単列 の も の と 大型の広放射組織か ら な る 複合放射組織で あ る O

以上の形質 よ り コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節 に 同定 さ れ る 。 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節 に は カ シ ワ 、 コ ナ ラ 、 ナ ラ ガ シ ワ 、 ミ

ズ ナ ラ があ る 。 北海道、 本 州 、 四 国 、 九州、| に 分布す る 落葉高 木 で 、 高 さ 15m、 径60cm ぐ ら い に 達 す る 。 材

は 強 靭 で、弾力 に 富 み 、 建築材 な ど に 用 い ら れ る 。

ク ス ノ キ α'nnamomum camphora Presl ク ス ノ キ 科 写真 5

横 断面 : 中 型 か ら 大型 の 道管が、 単独お よ び 2 - 数個放射方 向 に 複合 し て 、 散在す る 散孔材 で あ る 。 道管

の周 囲 を 鞘状 に 柔細胞が取 り 囲 ん で い る 。 こ れ ら の 柔細胞 の 中 に は 、 油 を 含 み大 き く 膨 れ上 が っ た も の も 存

在す る 。

放射断面 : 道管の穿孔は 単穿孔 で 、 道管 の 内壁 に ら せ ん肥厚が存在す る 。 放射組織 は ほ と ん どが平伏細胞

で上下の縁辺部 の み 直立細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織 は 異性放射組織型で 1 - 3 細胞幅 で あ る 。 上下 の縁辺部 の 直立細胞 の な か に は 、 し ば

し ば油 を 含み 、 大 き く 膨 れ上がっ た も の が見 ら れ る 。

以上の形質 よ り ク ス ノ キ に 同 定 さ れ る 。 ク ス ノ キ は 、 関東以西の本州 、 四 国 、 九州 、 沖縄 に 分布 す る 常緑

の 高 木 で 、 通常高 さ 25m、 径80cm ぐ ら い で あ る が、 高 さ 50m、 径 5 m に 達 す る も の も あ る 。 材 は 堅硬 で 耐

朽性が強 く 、 保存性 も 高 く 芳香があ る 。 建築 、 器具、 楽器、 船、 彫刻 、 ろ く ろ 細 工 な ど に 用 い ら れ る 。

ア ワ ブ キ 属 Meliosma ア ワ ブ キ 科 写真 6

横断面 : 小型の 道管が、 単独 な い し そ の 複合部 に 1 - 2 個 の 柔細胞 を は さ ん で 、 放射方 向 に む か つ て 2 -

4 個複合 し て 散在す る 散孔材 で あ る 。

放射断面 : 道管の穿孔は 階段穿孔板か ら な る 多孔穿孔で、 階段の 数 は 少 な く 10本前後で あ る 。 放射組織 は

異性で あ る 。

接線断面 : 放射組織 は 、 異性放射組織型で 1 - 4 細胞幅 で あ る 。

以上の形質 よ り ア ワ ブキ 属 に 同 定 さ れ る 。 ア ワ ブ キ 属 は 、 本州 、 四 匡| 、 九州 に 分布 す る 落葉 ま た は常緑の

小高木か ら 高木 で あ る 。

5 . 所見
分析 の 結 果 、 井戸跡 (5SE059) 内 の 井戸枠材 は ク ス ノ キ と 同 定 さ れ た 。 ま た 、 古代 の 掘 立柱建物 の 柱材

は 、 マ キ 属 2 、 針葉樹 l 、 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節 l 、 ア ワ ブキ 属 1 と 同 定 さ れ た 。 い ずれ も 、 温帯 な い し 温帯下

部 の 暖温帯 に 分布す る 樹種 で あ り 、 遺跡周辺か ら 採取で き る 樹種であ っ た と 考 え ら れ る 。 な お 、 マ キ 属 は 九

州 と 東海で特徴的 に 使 わ れ る 選材 で あ る O
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第351 図 蛍光 X 線分析試料採取地点位置図

第352図 蛍光 X 線分析比較試料採取地点位置図
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第 4 節 柳町遺跡 出土須恵器 ・ 陶器の蛍光 X 線分析

小村美代子 (パ レ オ ・ ラ ボ)

1 . は じ め に
柳町遺跡 は 、 熊本県玉名 市 に位置す る 。 こ の遺跡で須恵器 ・ 陶 器が多数検出 さ れ た 。 熊本県の須恵器の生

産 地 は 、 荒尾窯跡群、 植木窯跡群 、 熊飽窯跡群 、 宇城窯跡群、 八代窯跡群、 球磨窯跡群 の 6 群 に 大別 さ れ る

(熊本県教育委員 会 、 1980) 。 こ れ ら 6 群の う ち 、 荒尾窯跡群 ・ 字城窯跡群が二大生産地 で あ る 。 柳 町遺跡の

あ る 玉名 市 は 、 良 質 の 粘土 が採取 さ れ る 小代 山 ふ も と の荒尾窯跡群 の 集 中 す る 荒尾 市 の 東 隣 に 位 置す る 。 よ

っ て 、 柳 町遺跡 出 土須恵器 は 荒尾 窯跡群で生産 さ れ た可能性が高 い と 予想 さ れ て い る 。

今回提供 さ れ た 試料 の 内 、 柳 町遺跡出 土須恵器13点 に対 し て 、 比較試料 と な る 字城窯跡群 に位置す る 益城

郡家跡出土須恵器 1 点 、 荒尾窯跡群丸 山 窯跡 ・ 宇城窯跡群萩尾大溜池窯跡 の 表採須恵器各10点 で あ る 。 ま ず

こ れ ら 丸 山 窯跡 ・ 萩尾大溜池窯跡須恵器胎土 の化学組成 の 違 い を 把握 し 、 柳 町遺跡の須恵器が荒尾窯跡群で

生 産 さ れ た 可能性 を 検討 し て い く 。

な お 、 提供 さ れ た 試料 に は 、 柳 町遺跡出土陶器 2 点 も 含 ま れ る 。 こ れ ら 陶 器 は 荒尾 窯 跡群 の あ る 小代 山 周

辺で生産 さ れ た小代焼 と 考 え ら れ て い る 。 こ れ ら に つ い て は 、 陶 器胎土の 化学組成 を 荒尾窯跡群 丸 山 窯跡須

恵器胎土 と 比較 し て 材科学的 に 考察 し て い き た い 。

2 . 分析方法
試料 を 以 下 に 示す 。

〈提供 さ れ た 試料 〉

- 柳町遺跡 VII 区 出 土須恵器

. 柳 町遺跡 田 区 出 土陶 器

〈 上記の試料の 比 較試料 (表採試料) >

. 下益城郡城南 町益城郡家跡採集須恵器

・ 荒尾市本井手字鐙 田 丸 山 窯跡須恵器

: 13)点

2 )点

1 )点

: 10点

- 下益城郡松橋町萩尾字高岳 萩尾大溜池窯跡須恵器 : 10点

の計36点 で あ る 。

(No. 1  - 13)  

(No.14、 16)

(No.15)  

(No. 17-26) 

(No.27-36) 

試料 は 5 g 程度岩石 カ ッ タ ー で採取 し 、 表面 に付着す る 紬薬等 を 除去 し た 。 こ れ ら を 超音波洗浄 し て 乾燥

さ せ た後、 セ ラ ミ ッ ク 乳鉢 (成分 A1203 : 93 . 4 % 、 Si02 : 5 % ) で粉砕 し 粉末化 し た 。 こ の 粉末 を 内 径20mm、

厚 さ 5 mm の 塩化 ビ ニ ー ル製 リ ン グ に 詰 め 、 500kgf/cm3 ( 約 17 t ) の 圧力 を か け て ブ リ ケ ッ ト を 作成 し た 。

測 定 は 、 波 長 分 散 型 蛍 光 X 線 分 析 装 置 (ç掬 リ ガ ク 製 System3080) を 使 用 し 、 デ ー タ 処 理 シ ス テ ム

DATAF‘'LEX- 152 (検量線法) を 用 い て 定量分析 を 行 っ た 。 測 定元 素 は 主 成 分元 素 (NB.20、 MgO、 Al203、

Si02、 P205、 &0、 CaO、 Ti02、 MnO、 Fe203) と 微量元素 (Rb、 Sr、 Y、 Zr) で あ る 。

ま た 、 試料の 詳細 及 び試料 の 切 断面 の 肉 眼観察 に よ る 須恵器 ・ 陶器の胎土 の 特徴 を 表 1 及 び表 2 に 記載 し

た 。 胎土の色相及 び明度/彩度 は 、 「新版 標準土色帖J (小 山 ほ か、 1992) に 従 っ た 。

3 . 分析結果
分析結果 を 表 3 及 び表 4 に 示 し た 。 表 4 の 丸 山窯跡 ・ 萩尾大溜池窯跡須恵器 を 見 る と 、 含有量が多 い 元素

か ら Si02が65. 86 - 73 . 45% 、 Ah03が16. 50 -24. 86% で、 全体 の 約 9 割 を 構成 す る 。 そ れ に 続 い て Fe203が
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3 . 49� 5. 51 % 、 KzO が1 . 45� 2. 22 % と な っ て い る 。 丸 山 窯跡 は 萩尾 大 溜 池 窯 跡 よ り 、 各 元 素 で最小値 か ら

最大値の 範 囲 がや や広 い傾 向 が見 ら れ る 。

4 . 考察
こ れ ら 分析値の個 々 の 違 い を 見 出 す こ と は 困難 な の で 、 化学分析値全体 を 評価す る た め に 、 分析 し た全元

素 を 使用 し た 主成分分析 に よ る 第 l 一第 2 主成分の散布 図 を 作成 し た ( 第355図) 。 な お 、 主成分分析 は 、 田

中 ほ か ( 1987) の 解析 プ ロ グ ラ ム を 使用 し 、 散布 図 の 出 力 を 一部変更 し て 用 い た 。 解析 は 、 相 関行列 の 固 有

値 に つ い て計算 し た 。

こ の 図 l よ り 丸 山 窯跡須恵器 は 図 の左側 に 分散 し て分布 し 、 萩尾大i留 池窯跡須恵器 は 丸 山 窯跡須恵器 と 一

部重複 し て分布す る こ と が分か る 。 全体の分析値か ら 見 る と 、 荒尾窯跡須恵器の No.20、 23、 24、 25 と 萩尾

大溜池窯跡須恵器 は類似す る 化学組成 を 持つ こ と が う かがえ る 。 ま た柳 町遺跡須恵器の 多 く は 丸 山 窯跡 ・ 萩

尾大溜池窯跡の重複領域付近 に 分布 す る 。

柳 町遺跡須恵器 の 1 部 (No.1 1 、 13) 、 柳 町遺 跡 陶 器 (No.14 、 16) は 一 見 し て 、 丸 山 窯 跡 ・ 萩尾 大 溜 池 窯

跡須恵器の 分布 か ら 離れ た 右側 に 分布 し 、 大 き く 異 な る 化学組成 を 持つ こ と が分か る 。 な お 、 丸 山 窯跡 ・ 萩

尾大溜池窯跡 ご と に 楕 円 で 囲 ん で、 い る が、 こ れ は 統計的 な 意味 は な い 。

a ) 荒尾窯跡群丸山窯跡 ・ 宇城窯跡群萩尾大溜池窯跡須恵器 に つ い て (No. 17�36)

第355 図 の 分析 し た全元素 を 使用 し た 主成分元素で は 、 一部 に 丸 山 窯跡 ・ 萩尾大溜池窯跡須恵器 は 類似す

る 化学組成 を 持つ こ と が分か つ た の で 、 丸 山 窯跡 と 萩尾大溜池窯跡須恵器 を 区別 す る こ と が可 能 な 元素 に 注

目 す る 。 須恵器の 産 地推定で は 、 三辻 (1983) に よ り 、 K ( カ リ ウ ム ) 、 Ca ( カ ル シ ウ ム ) 、 Rb ( ル ピ ジ ウ ム ) 、

Sr ( ス ト ロ ン チ ウ ム ) が有効 と さ れて い る 。 ま ず、 こ れ ら 4 元素か ら 見 て い く 。

表 4 よ り 、 KzO (酸化 カ リ ウ ム ) は 、 丸 山 窯跡 は 1 . 45� 1 . 84% 、 萩尾大j留池窯跡 は 1 . 72 � 2. 22 % の 分析値

を 示 し て お り 、 分類す る の に 有効 な 元素 と 考 え ら れ る 。

CaO (酸化 カ ル シ ウ ム ) は 、 丸 山 窯 跡 は0. 23 �0. 55% 、 萩尾 大i留 池 窯 跡 は0. 37� 0. 49% で 、 重複す る た

め 、 分類す る こ と が難 し い 。

Rb ( ル ピ ジ ウ ム ) は 、 丸 山 窯跡 は84. 3 �  101 . 7ppm、 萩尾 大溜 池窯 跡 は 100. 5 �  140. 3ppm で こ れ も KzO

と 同様、 分類 に 有効 な 元素 と 考 え ら れ る 。

Sr ( ス ト ロ ン チ ウ ム ) は 丸 山 窯跡50. 3 �  147. Oppm、 萩尾大溜 池 窯 跡 は70. 4 � 1 12 . 3ppm で 重複す る の で

分類す る こ と が難 し い 。 な お 、 K と Rb、 Ca と Sr は そ れぞれ同族元素 に あ る た め 、 分布傾 向 が類似す る 。

他 の 元 素 に 注 目 す る と 、 MnO (酸化マ ン ガ ン ) が丸 山 窯跡でO. 01O � 0. 017% 、 萩尾 大溜池窯跡で0. 021 � 

0 . 031 % 、 Zr ( ジ ル コ ニ ウ ム ) が丸 山 窯 跡 で206. 5�233 . 9ppm、 萩尾大溜池窯跡で 165. 2 � 187. 4ppm で 、 分

類す る の に 有効 な 元素 と 思 わ れ る 。

よ っ て 、 KzO、 Rb、 MnO、 Zr の 4 元素 を 丸 山窯跡 ・ 萩尾大溜池窯跡 を 分類す る 有効元素 と し て 使用 し て

い く 。 こ れ ら 4 元素 を 使用 し た グ ラ フ を 第354図及 び第355図 に示す。 丸 山窯跡、 萩尾大溜池窯跡 ご と に ま と

ま り が見 ら れ る こ と が分か る 。 な お 、 丸 山 窯跡、 萩尾大溜池窯跡 の分布 を 最小 限 に そ れぞれ楕 円 で 囲 ん で い

る が、 こ れ は統計的 な 意味 は な い 。 MnO、 Zr の 2 元素 は 、 こ れ ま で の 分析 に お い て 必ず し も 有効 と は 言 え

な い が、 こ れ ら 元素が熊本県の須恵器 を 分類す る の に 有効 な元素で あ る の か も し れ な い 。 し か し 、 こ こ で示

し た結果 は 、 二大生産地 の各一基分の須恵器の分析であ り 、 今後、 荒尾窯跡群 ・ 宇城窯跡群 の須恵器の分析

を 更 に 重 ね る こ と に よ っ て 、 よ り 詳細 な 情報 を 得 ら れ る と 考 え ら れ る 。
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b ) 柳 町遺跡須恵器 に つ い て (No. 1 � 13) 

第354図 お よ び第355図 よ り 、 柳 町遺跡須恵器の多 く は丸山 窯跡須恵器の 分布 と 重 な る こ と が分か る 。

丸 山 窯 跡 の 分布 に 注 目 す る と 、 第354図 で は 、 No. 1 � 1Oの柳 町遺跡須 恵器が ほ ぼ 同 じ 位 置 に 分布 す る 。 第

355図 で は 、 NO. 1 � 4 、 6 � 9 、 12の計 9 点 の柳 町遺跡須恵器が ほ ぼ同 じ 位 置 に 分布 す る 。 よ っ て 、 第354

図 及 び第355 図 共 に 丸 山 窯 跡 の 分布 と 重 な る NO. 1 � 4 、 6 � 9 の計 8 点 は 、 丸 山 窯跡 を 含め た 荒尾窯跡群

で生産 さ れた 可能性が高 い 。

第354 図 及 ぴ第355図 の 丸 山 窯跡 ・ 萩尾大溜池窯跡 ど ち ら か一方の枠内 に 属 す る 試料 は No. 5 、 No.lO、 No.

12の 3 点 で あ る 。

第354 図 及 び第355図共 に 丸 山 窯 跡 ・ 萩尾大溜池窯跡 ど ち ら の枠外 に も 属 さ な い も の は 、 NO. l l 、 13の 2 点

で あ る 。 こ れ ら 5 点 の 生 産 地 は 現状で は不明 で あ る 。

c ) 益城郡家跡採集須恵器 に つ い て (No.15)

第354図 で は 、 NO . 15は 丸 山 窯跡 ・ 萩尾大溜池窯跡 の 分布 か ら 共 に や や 外 れ て い る 。 第355図 で は 、 No.15

は 萩尾大溜池窯跡の 分布 内 に位置す る 。 よ っ て 生産地は現状で は 不 明 で あ る 。

d ) 柳 町遺跡陶器 に つ い て (No.14、 16)

2 点 と も 分析値が比較的大 き く 異 な り 、 第353図 ~ 第355図で も 丸山窯跡 ・ 萩尾大溜池窯跡枠 内 に 共 に 属 さ

ず分布す る 。 こ れ ら 陶 器 の 切 断面 の 肉 眼観察 に よ り 、 今回分析 し た 他 の 試料 の 須恵器 よ り 砂粒 が多 く 含 ま れ

て い る こ と を 確認 し て い る (表 l 参照 ) 。 こ の こ と が、 分析値 に 大 き な 影響 を 与 え た 1 つ の 要 因 と 思 わ れ る 。

よ っ て 生 産 地 は 現状で は 不 明 で あ る 。 こ の 陶器の 産地推定 を 行 う に は 、 窯 跡 出 土小代焼の分析が必 要 で あ

る 。

5 . お わ り に
今 回 柳 町遺跡か ら 出 土 し た 須恵器 ・ 陶器 に つ い て 産地推定 を 目 的 と し て 、 蛍光 X 線分析 を 行 っ た 。 そ の 結

果、 熊本県内 産須恵器 の 基礎的 な デー タ の 不足 と い う 状況か ら 、 可能性 を 示す に と ど ま っ た 。 た だ し 、 化学

組成が類似す る 須恵器 は 同 一地域の 産地の可能性 は 高 い 。 な お 、 三辻 (1982) は熊本県 内 窯 跡 出 土須恵器の

産地推定 を 行 っ て お り 、 (Rb - Sr) 、 (K- Rb) 分布 図上で荒尾 グ ル ー プ、 宇城 グ ル ー プ、 球磨 グ ル ー プ の

相 互識別 が可 能 で、 あ る と 述べ て い る 。 今 回 の 分析で も 、 第354図 の K- Rb 分布 図 で判 別 で き 、 三 辻 と お お

よ そ 同様の結果が得 ら れ た と 思 わ れ る 。

今後、 県外産須恵器 を 含め 、 県 内 産 須恵器の多角 的、 基礎的 な 分析が必要 で あ ろ う 。

謝辞 今 回 の 分析 に あ た り 、 熊本県教育庁文化課の坂田和弘氏 に 多大 な 御協力 を 頂 き ま し た 。 こ こ に感謝の

意 を 表 し ま す 。 な お 、 表採試料 は 教育庁文化課 に保管 さ れ て い る 。
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第 N掌 自 然科学的分析

第 5 節 熊本県柳町遺跡 出土木製品の樹種調査結果

1 . 試料

側吉 田 生物研究所 汐見 真

京都造形芸術大学 岡 田 文男

試料は熊本県柳 町遺跡か ら 出土 し た 農工具22点 、 紡織具 3 点 、 服飾具 3 点、 容器15点 、 祭杷具 l 点 、 文房

具 5 点、 建築部材20点、 用 途不 明 品43点の合計115点 で あ る 。

2 . 観察方法
剃万 で木 口 (横断面) 、 柾 目 (放射断面) 、 板 目 (接続断面) の各切 片 を 採取 し 、 永久 プ レ パ ラ ー ト を 作 製

し た 。 こ の プ レ パ ラ ー ト を 顕微鏡で観察 し て 同定 し た 。

3 . 結果
樹種同定結 果 (針葉樹 6 種、 広 葉樹21種、 つ る 性植物 l 種) の顕微鏡写真 と 表 を 示 し 、 以下 に 各種の 主 な

解剖 学的特徴 を 記す 。

1 ) イ チ イ 科 カ ヤ 属 カ ヤ ( Ton芭ya nucifera Sieb. et Zucc.) 

(遺物 No. 1070 ・ 1725 ・ 1480)

(写真 No. 4 - 10 ・ 6 - 3 ・ 7 - 8 )  

(表 No.40 ・ 54 ・ 69)

木 口 で は仮道管 を 持 ち 、 早材か ら 晩材への移行 は緩や か で あ っ た 。 晩材部 は狭 く 年輪界 は比較的不明瞭で

あ る 。 軸 方 向 柔細胞 を 欠 く 。 柾 目 で は放射組織の分野壁孔 は ヒ ノ キ 型 で l 分野 に 1 - 4 個 あ る 。 仮道管の壁

に は対 に な っ た 螺旋肥厚が存在す る 。 板 目 で は放射組織 は すべ て 単列 で あ っ た 。 カ ヤ は本州 ( 中 ・ 南部) 、 四

国 、 九州 に 分布 す る 。

2 ) マ キ科 マ キ 属 イ ヌ マ キ (Podocarpus macrophyllus D.Don) 

(遺物 No. 1068 ・ 1723)

(写真 No. 4 - 9 ・ 6 - 5 )  

(表 No.39 ・ 56)

木 口 で は仮道管 を 持 ち 、 早材か ら 晩材への 移行 は ゆ る や かで あ り 、 年輪界がや や 不 明 瞭で均 質 な 材で あ る 。

樹脂細 胞 は ほ ぼ平等 に 散在 し 数 も 多 い 。 柾 目 で は放射組織の分野壁孔 は ヒ ノ キ 型 で l 分野 に 1 - 2 個 あ る 。

短冊型 を し た樹脂細胞が早材部、 晩材部 の 別 な く 執方向 に連続 ( ス ト ラ ン ド) を な し て存在す る 。 柾 目 で は

放射組織 は すべ て 単列 で あ っ た 。 イ ヌ マ キ は本州 ( 中 ・ 南部) 、 四 園、 九州 、 琉球 に 分布 す る 。

3 ) イ ヌ ガヤ 科 イ ヌ ガヤ 属 イ ヌ ガヤ ( Cephalotaxus hanぜ'ngtonia K. Koch f .  drupacea Kitam.ura) 

(遺物 No. 1489)

(写真 No. 3 ー 5 )

( 表 No.25)

木 口 で は仮道管 を 持 ち 、 早材 か ら 晩材への 移行 は漸進的で、 晩材の 幅 は 非常 に狭 く 、 年輪界がや や 不 明 瞭

で均 質 な 材 で あ る 。 樹脂細 胞 は ほ ぼ平均 に散在 し 数 も 多 い 。 柾 目 で は放射組織の 分野壁孔 は ト ウ ヒ 型 で 1 分
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野 に 1 � 2 個 あ る 。 仮道管 内 部 に は 螺旋肥厚が見 ら れ る 。 短冊形 を し た樹脂細胞が早材部、 晩材部 の 別 な く

軸 方 向 に 連続 ( ス ト ラ ン ド) し て存在す る 。 板 目 で は 放射組織 は ほ ぼ単列 で あ っ た 。 イ ヌ ガヤ は本州 (岩手

以南) 、 四 国 、 九州 に 分布 す る 。

4 ) マ ツ 科モ ミ 属 (Abies sp. )  

(遺物 No. 1232 ・ 1234 ・ 744 ・ 737 ・ 740 ・ 1 190)

(写真 No. 2 - 1 ・ 2 - 2 ・ 3 - 2 ・ 7 - 10 ・ 8 - 8 ・ 10 - 9 ・ 10 - 10)

(表 No. 1 1 ・ 12 ・ 22 ・ 71 ・ 79 ・ 100 ・ 101)

木 口 で は仮道管 を 持 ち 、 早材 か ら 晩材への 移行 は比較的 ゆ る や か で晩材部の 幅 は狭 い 。 柾 目 で は放射組織

の 上下縁辺部 に不規則 な 形状の放射柔細胞がみ ら れ る 。 放射柔細胞の壁 は 厚 く 、 数珠状末端壁 に な っ て い る 。

放射組織の 分野壁孔 は ス ギ型で l 分野 に 1 � 4 個 あ る 。 板 目 で は 放射組織 は 単 列 で あ っ た 。 モ ミ 属 は ト ド マ

ツ 、 モ ミ 、 シ ラ ベ があ り 、 北海道、 本州 、 四 国 、 九州 に分布す る 。

5 ) マ ツ 科マ ツ 属 [二葉松類] (Pinus sp. )  

(遺物 No. 1485 ・ 1239 ・ 1727)

(写真 No. 1 - 5 ・ 1 - 8 ・ 6 - 2 ) 

(表 No. 5 ・ 8 . 53) 

木 口 で は仮道管 を 持 ち 、 早材 か ら 晩材への移行 は急であ っ た 。 大型の 垂直樹脂道が細胞 間 隙 と し て み ら れ

る 。 柾 目 で は放射組織 の 放射柔細胞の分野壁孔 は 窓型 で あ る 。 上下両端の放射仮道管 内 は 内腔 に 向 か つ て 鋸

歯状 に 著 し く かっ不規則 に 突 出 し て い る 。 板 目 で は放射組織 は 単 列 で 1 � 15細胞高 の も の と 、 水平樹脂道 を

含 ん だ紡錘形の も の があ る 。 マ ツ 属 [ 二葉松類] は ク ロ マ ツ 、 ア カ マ ツ があ り 、 北海道南部、 本州 、 四 国 、

九州、| に 分布す る 。

6 ) ス ギ科ス ギ属 ス ギ ( C。予tomeria japonica D.Don) 

(遺物 No.l729 ・ 901 ・ 755)

(写真 No. 6 - 4 ・ 7 - 6 ・ 9 - 1 ) 

(表 No.55 ・ 67 ・ 82)

木 口 で は仮道管 を 持 ち 、 早材か ら 晩材への移行 は や や 急で あ っ た 。 樹脂細 胞 は 晩材部で接線方 向 に 並 ん で

い た 。 柾 目 で は放射組織の分野壁孔 は 典 型 的 な ス ギ型 で l 分野 に 1 � 3 個 あ る 。 板 目 で は放射組織 は す べ て

単列 で あ っ た 。 樹脂細胞 の 末端壁 は お お む ね扇 平 で あ る 。 ス ギ は 本州 、 四 国 、 九州 の 主 と し て 太平洋側 に 分

布す る O

7 ) ブ ナ 科 シ イ 属 ( Castanopsis Sp. ) 

(遺物No.1483 ・ 1492 . 1 172 ・ 1 173 . 2155 . 2156 ・ 2157 . 2158 ・ 2159 ・ 2160 ・ 2161 ・ 2162 ・ 2163 ・ 2164 ・ 889

・ 902 ・ 904 ・ 763 ・ 738 ・ 746 ・ 965 ・ 964 ・ 66 ・ 92 ・ 91 ・ 78)

(写真No. 1 - 3 ・ 3 - 7 ・ 4 - 4 � 5 ・ 5 - 1 � 9 ・ 6 - 8 ・ 6 - 10 ・ 7 - 2 ・ 9 - 3 ・ 9 - 8 � 9 ・ 10

- 3 � 4 ・ 1 1 - 1 ・ 1 1 - 5 ・ 1 1 - 7 ・ 1 1 - 9 )  

(表No. 3 ・ 27 ・ 34 ・ 35 ・ 41 ・ 42 ・ 43 ・ 44 ・ 45 ・ 46 ・ 47 ・ 48 ・ 49 ・ 50 ・ 59 ・ 61 ・ 63 ・ 84 ・ 89 ・ 90 ・ 94 ・ 95 ・

102 ・ 106 ・ 108 ・ 1 10)

環孔性放射孔材で あ る 。 木 口 で は 孔 圏 部 の 道 管 ( �300 μ m ) は 単独 で か つ 大 き い が接線方 向 に は 連続 し
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て い な い 。 孔圏外 に 移 る に し た が っ て 大 き さ を 減 じ 、 放射方 向 に 火炎状 に 配列 し て い る 。 柾 目 で は 道 管 は 単

穿孔 と 多数の有縁壁孔 を 有す る 。 放射組織 は平伏細胞か ら な り 向性であ る 。 道管放射組織 間 壁孔 に は大型で

柵状の壁孔があ る 。 板 目 で は 多数の単列放射組織が見 ら れ る 。 シ イ 属 に は ツ プ ラ ジ イ と ス ダ ジ イ があ る が、

ツ ブ ラ ジ イ に見 ら れ る 集合 ~ 複合放射組織 の 出 現頻度が低 い 為 区 別 は 難 し い 。 シ イ 属 は 本 州 ( 関 東以西) 、

四 国 、 九州 、 琉球 に 分布 す る 。

8 ) プ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属 ( Quercus subgen. Cycloba1anopsis sp. )  

(遺物 No.395 ・ 1240 ・ 736 . 745 ・ 747 ・ 752 ・ 1490 ・ 886 ・ 903 ・ 895 ・ 741 ・ 735 ・ 764 ・ 739 ・ 953 ・ 952 ・ 61 ・

65 ・ 63 ・ 102)

(写真 No. 1 - 1 ・ 1 ー 9 ・ 2 - 3 ・ 2 - 7 ・ 3 - 1 ・ 3 - 3 ・ 3 - 6 ・ 6 - 9 ・ 7 - 1 ・ 7 - 7 ・ 8 - 3

- 4 ・ 9 - 4 ・ 9 - 6 ・ 9 - 10 ・ 10 - 2 ・ 1 1 - 2 - 4 ・ 1 1 - 8 )  

(表 No. 1 ・ 9 ・ 13 ・ 17 ・ 21 ・ 23 ・ 26 ・ 60 ・ 62 ・ 68 ・ 74 ・ 75 ・ 85 ・ 87 ・ 91 ・ 93 ・ 103 ・ 104 ・ 105 ・ 109)

放射孔材で あ る 。 木 口 で は年 輪 に 関係 な く ま ち ま ち な 大 き さ の 道管 ( -200 μ m ) が放射方 向 に 配列 す る 。

軸 方 向 柔細胞 は接線方向 に 1 - 3 細胞幅の独立帯状柔細胞 を つ く っ て い る 。 放射組織 は単列放射組織 と 非常

に 列 数 の 広 い 放射組織があ る 。 柾 目 で は 道管は単穿孔 と 多数の壁孔 を 有す る 。 放射組織 は お お む ね平伏細胞

か ら な り 、 時 々 上 下縁辺 に 方形細胞が見 ら れ る 。 道管放射組織間壁孔 は 大型 で柵状の壁孔が存在す る 。 板 目

で は 多数の単列放射組織 と 放射柔細胞の塊の 聞 に 道管以外の軸 方 向 要素が挟 ま れ て い る 集合型 と 複合型 の 中

間 と な る 型 の 広放射組織が見 ら れ る 。 ア カ ガ シ 亜属 は イ チ イ ガ シ 、 ア カ ガ シ 、 シ ラ カ シ 等があ り 、 本州 (宮

城、 新潟以南) 、 四 国 、 九州 、 琉球 に 分布す る 。

9 ) ブ ナ 科 ク リ 属 ク リ ( Castanea crenata Sieb. et Zucc. )  

(遺物 No.758 ・ 757)

(写真 No. 2 - 8 - 9 )  

(表 No.18 ・ 19)

環孔材で あ る 。 木 口 で は 円 形 な い し 楕 円 形で大体単独 の 大道管 ( - 500 μ m ) が年輪 に そ っ て 帽 の か な り

広 い孔園部 を 形成 し て い る 。 孔圏外 は 急 に 大 き さ を 減 じ 薄壁で角 張 っ た小道管が単独あ る い は 2 - 3 個 集 ま

っ て 火炎状 に 配列 し て い る 。 柾 目 で は道 管 は 単穿孔 と 多数の有縁壁孔 を 有す る 。 放射組織 は 大体 に お い て平

伏細胞か ら な り 向性 で あ る 。 板 目 で は 多数の単列放射組織が見 ら れ、 軸 方 向 要素 と し て 道管 、 そ れ を 取 り 囲

む 短冊型柔細胞の 連 な り ( ス ト ラ ン ド ) 、 軸方向要素の大部分 を 占 め る 木繊維が見 ら れ る 。 ク リ は北海道 (西

南部) 、 本州 、 四 国 、 九州 に 分布 す る 。

10) プ ナ 科 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属 ク ヌ ギ節 ( Quercus subgen. Lepidobalanus secι α!ITÍs sp.) 

(遺物 No.756)

(写真 No. 7 - 9 ) 

(表 No.70)

環孔材で あ る 。 木 口 で は 大道管 ( -430 μ m ) が年輪界 に そ っ て 1 - 数列 並 ん で孔 園 部 を 形成 し て い る 。

孔圏外で は 急 に 大 き さ を 減 じ 、 厚壁で 円形の小道管が単列 に放射方 向 に 配列 し て い る 。 放射組織 は 単列放射

組織 と 非常 に 幅 の 広 い 放射組織があ る 。 柾 目 で は 道管 は単穿孔 と 対列壁孔 を 有す る 。 放射組織 は す べ て 平伏

細胞か ら な り 向性であ る 。 道管放射組織間壁孔 に は柵状の壁孔が存在す る 。 板 目 で は 多数の単列放射組織 と

肉 眼で も 見 ら れ る 典型 的 な 複合型 の広放射組織が見 ら れ る 。 コ ナ ラ 属 ク ヌ ギ節 は ク ヌ ギ、 ア ベマ キ があ り 、
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本州 (岩手、 山 形以南) 、 四 国 、 九州 、 琉球 に 分布す る 。

1 1 ) ブ ナ 科 ブ ナ 属 ( Fagus sp. )  

(遺物 No. 1759 ・ 2131 )

(写真 No. 6 - 1 ・ 12 - 2 ) 

(表 No.52 ・ 1 13)

第 5 節 熊本県柳町遺跡出土木製品 の樹種調査結果

散孔材 で あ る 。 木 口 で は や や小 さ い道管 ( - 1 10 μ m ) が ほ ぼ平等 に 散在 す る 。 年 輪 の 内 側 か ら 外側 に 向

か つ て 大 き さ お よ び数 の 減少が見 ら れ る 配列 を す る 。 放射組織 に は 単列 の も の 、 2 - 3 列 の も の 、 非常 に 列

数の広 い も の があ る 。 柾 目 で は 道管 は 単穿孔 と 階段穿孔 を 持 ち 、 内部 に は 充填物 ( チ ロ ー ス ) が見 ら れ る 。

放射組織 は 大体平伏細胞か ら な り 向性であ る 。 道管放射組織間壁孔 に は 大 型 の レ ン ズ状 の壁孔が存在す る 。

板 目 で は 放射組織 は 単 列 、 2 - 3 列 、 広 放射組織 の 3 種類 が あ る 。 広 放射組織 は 肉 眼 で も 1 - 3 mm の 高

さ を 持 っ た 褐 色 の 紡錘形の斑点 と し て は っ き り と 見 ら れ る 。 プナ属 は ブナ 、 イ ヌ ブナ があ り 、 北海道 (南部) 、

本州 、 四 国 、 九州 に 分布 す る 。

12) ニ レ 科エ ノ キ 属 ( Celtis sp. )  

(遺物 No.897 ・ 89 ・ 1 1 1 )

(写真 No. 7 - 4 ・ 1 1 - 6 ・ 1 1 - 10)

(表 No.65 ・ 107 ・ 1 1 1 )

環孔材で あ る 。 木 口 で は お お む ね 円 形で単独の 大道管 ( -230 μ m ) が数列 で孔 圏 部 を 形成 し て い る 。 孔

圏外で は小道管が多数集 ま っ て 円形、 斜線状の集団管孔 を 形成 し 、 花総状 に 配列 し て い る 。 放射組織 は 1 -

数列 で多数の筋 と し て 見 ら れ る 。 柾 目 で は 大道管 は単穿孔 と 側壁 に 交互壁孔 を 有 す る 。 小道管 は さ ら に 螺旋

肥厚 も 持つ 。 放射組織 は 平伏型 の も の と 8 - 10細胞列 の大型の も の があ る 。 大 型 の 放射組織 は 周 囲 を 軸方 向

に 長 く や や 大型の細胞 (鞘細胞) に 取 り 固 ま れて い る 。 エ ノ キ 属 は エ ノ キ 、 エ ゾエ ノ キ 等があ り 、 北海道、

本州 、 四 国 、 九州 に 分布す る 。

13) ニ レ 科 ム ク ノ キ属 ム ク ノ キ (Aphananthe aspera Planch. ) 

(遺物 No. 1243 ・ 751 ・ 887 ・ 759 ・ 775)

(写真 No. 1 - 10 ・ 2 - 4 ・ 7 - 3 ・ 8 - 9 - 10) 

(表 No. lO ・ 14 ・ 64 ・ 80 ・ 81 )

散孔材で あ る 。 木 口 で は 中 庸 の 道管 ( - 170 μ m ) が単独 な い し 2 - 3 個放射方 向 に 複合 し て 年輪界 に 散

ら ば っ て い る 。 軸 方 向 柔細 胞 は 道 管 の周 囲 を 取 り 囲 ん だ も の や そ れ ら がつ な が っ て 白 い 帯 の よ う に 見 え る も

の (連合翼状~ 帯状柔組織) があ る 。 柾 目 で は道管 は単穿孔 と 多数の壁孔 を 有す る 。 放射組織 は 平伏 と 直立

細胞か ら な り 異性 で あ る 。 道管放射組織間壁孔は 飾状の壁孔が存在す る 。 板 目 で は 放射組織 は 1 - 5 細胞 列 、

高 さ � 700 μ m か ら な る 。 ム ク ノ キ は本州 、 四 国 、 九州 に 分布す る 。

14) ク ワ 科 ク ワ 属 (Morus sp. )  

(遺物 No.893)

(写真 No. 6 - 6 )  

(表 No.57)

環孔材で あ る 。 木 口 で は 大道管 ( -280 μ m ) が年輪界 に そ っ て 1 - 5 列並 ん で孔 圏 部 を 形成 し て い る 。
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孔圏外で は小道管が 2 - 6 個 、 斜線状 な い し接線状、 集合状 に不規則 に複合 し て散在 し て い る 。 柾 目 で は 道

管 は 単穿孔 と 対列壁孔 を 有す る 。 小道管 に は螺旋肥厚 も あ る 。 放射組織は 平伏 と 直立細胞か ら な り 異性 で あ

る 。 道管内 に は 充填物 ( チ ロ ー ス ) が見 ら れ る 。 板 目 で は 放射組織 は 1 - 6 細 胞 列 、 高 さ - 1 . 1mm か ら な

る 。 単列放射組織 は あ ま り 見 ら れ な い。 ク ワ 属 は ヤ マ グ ワ 、 ケ グ ワ 、 マ グ ワ な どがあ り 、 北海道、 本 州 、 四

園 、 九州 に 分布す る 。

15) ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ ( Cinnamomum camphora Presl) 

(遺物 No. 1484 ・ 762 ・ 1 174 - 1176 ・ 22日 ・ 743 ・ 7日 ・ 956 ・ 962 ・ 1 185)

(写真 NO. 1 - 2 ・ 2 - 5 ・ 3 - 9 - 10 ・ 4 - 1 ・ 4 - 6 - 7 ・ 5 - 10 ， 8 - 2 ・ 8 一 7 ・ 10 - 5 - 7 )  

(表 No. 2 ・ 15 ・ 29 ・ 30 ・ 31 ・ 36 ・ 37 ・ 51 ・ 73 ・ 78 ・ 96 ・ 97 ・ 98)

散孔材 で あ る 。 木 口 で は 中 庸 の 道 管 ( -200 μ m ) が単独 ま た は 2 な い し 数個 が放射方 向 あ る い は斜 方 向

に連続 し て 年輪 内 に平等 に 分布 す る 。 軸方向柔細胞は道管の周 囲 を 厚 く 鞘状 に 取 り 囲 ん で お り 、 そ の 中 に 一

見小 さ な 道管 と 見 間 違 え る ほ どの油細胞 (樟脳油貯蔵細施) があ る 。 柾 目 で は 道管 は単穿孔 と 側壁 に 交互壁

孔 と 螺旋肥厚 を 有す る 。 放射組織 は平伏 と 直立細胞か ら な り 異性であ る 。 道管放射組織間 壁孔 は レ ン ズ状の

大型壁孔が階段状 に 並 ん で い る 。 板 目 で は 放射組織 は 1 - 3 細胞 列 、 高 さ -800 μ m か ら な る 。 放射組織 の

直立細胞 や 軸 方 向 柔細胞が油細胞 に 変化 し た も の が多 く 見 ら れ る 。 ク ス ノ キ は 本 州 ( 関 東以西) 、 四 国 、 九

州 に分布す る 。

16) ク ス ノ キ 科 シ ロ ダ モ 属 ( Neolitsea sp. )  

(遺物 No.888)

(写真 No. 6 - 7 ) 

(表 No.58)

散孔材で あ る 。 木 口 で は 中 庸 の 道管 ( - 100 μ m ) が単独 ま た は 2 ， 3 個 が放射方 向 に 複合 し て や や 疎 に

分布 し て い る 。 軸 方 向 柔細胞 は 道 管 の周 囲 を 囲 ん で い る 。 柾 目 で は 道管 は 単穿孔 と ま れ に 階段穿孔、 世u壁 に

交互壁孔 を 有す る 。 放射組織 は平伏 と 直立細胞か ら な り 異性であ る 。 道管放射組織 問 壁 孔 は 長楕円状、 簡状

な い し 階段状の壁孔が並 ん で い る 。 板 目 で は 放射組織 は 1 - 2 ・ 3 細胞列 、 高 さ -700 μ m か ら な る 。 油細

胞 は ほ と ん ど見 ら れ な い 。 シ ロ ダ モ 属 は シ ロ ダモ 、 イ ヌ ガ シ があ り 、 本 州 (宮城、 山形以南) 、 四 国 、 九 州 、

琉球 に 分布 す る 。

17) ク ス ノ キ 科 タ プ ノ キ 属 (Machilus sp. )  

(遺物 No.1 177)

(写真 No. 4 - 8 )  

(表 No.38)

散孔材で あ る 。 木 口 で は 中 庸 で厚 壁 の 道 管 ( - 130 μ m ) が単独 ま た は 2 な い し 数個 が放射方 向 あ る い は

斜方向 に連続 し て 年輪内 に 平等 に 分布す る 。 軸方向柔細胞 は 道管 の 周 囲 を 厚 く 鞘状 に 囲 ん で い る 。 柾 目 で は

道管 は 単穿孔 と ま れ に 階段穿孔、 側壁 に 交互壁孔 と 螺旋肥厚 を 有す る 。 放射組織 は 平伏 と 直立細胞か ら な り

異性で あ る 。 道管 と 放射組織間壁孔 は 円形、 レ ン ズ状、 簡状の壁孔が並 ん で い る 。 板 目 で は 放射組織 は 1 -

3 細胞列 、 高 さ - 600 μ m か ら な る 。 放射組織の 直立細胞 や 軸 方 向 柔細胞が油細胞 (樟脳油貯蔵細胞) と な

っ た も の が見 ら れ る 。 タ プ ノ キ 属 は タ プ ノ キ 、 ホ ソ パ タ ブがあ り 、 本州 ( 日 本海側 は青森、 太平洋側 は岩手

中部以南) 、 四 国 、 九州 、 琉球 に 分布す る 。
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18) マ ン サ ク 科 イ ス ノ キ 属 イ ス ノ キ (Distylium racemosum Sieb. et Zucc.)  

(遺物 NO. l 171 ・ 1 168 - 1 170 ・ 1 191 )

(写真 No. 4 - 2 - 3 . 10- 8 ) 

(表 No.32 ・ 33 ・ 99)

散孔材で あ る 。 木 口 で は や や小 さ い道管 ( - 50 μ m ) がお お む ね単独 で 、 大 き さ 数 と も 年輪全体 を 通 じ て

変化 な く 平等 に 分布 す る 。 軸 方 向 柔細胞は黒 く 接線方向 に 並 び、 ほ ほ一定の 間 隔 で規則 的 に 配列 し て い る 。

放射組織 は 1 - 2 列 の も の が多 数走 っ て い る の が見 ら れ る 。 柾 目 で は 道管 は 階段穿孔 と 内部 に 充填物 ( チ ロ

ー ス ) があ る 。 軸 方 向 に は 黒 い す じ の 柔細胞 ス ト ラ ン ドが多数走 っ て お り 、 一部 は提灯状の細胞 に な っ て い

る 。 放射組織 は 平伏 と 直立細胞 か ら な り 異性 で あ る 。 板 目 で は 放射組織 は 1 - 2 細 胞 列 、 高 さ - l mm で

多数分布 し て い る 。 イ ス ノ キ は本州 ( 関 東以西) 、 四 園 、 九州 、 琉球 に 分布 す る 。

19) ム ク ロ ジ科 ム ク ロ ジ属 ム ク ロ ジ (Sapindus mukurossi Gaertn. ) 

(遺物 No. 1491 ・ 771 )

(写真 No. 3 - 8 ・ 8 - 1 ) 

(表 No.28 ・ 72)

環孔材で あ る 。 木 口 で は やや 大 き い 道管 ( -300 μ m ) が数列 で孔 圏 部 を 形成 し て い る 。 孔 圏 外 で は 小道

管が団塊状 に集合 し て い る 。 軸 方 向 柔細胞 は 幅 の 広 い 帯状 を な し て接線方 向 に 連続 し て い る (帯状柔組織) 。

柾 目 で は 大道管 は 単穿孔 と 多数の壁孔 を 有す る 。 道管 は さ ら に 螺旋肥厚 も 持つ 。 放射組織 は す べ て 平伏細胞

か ら な り 向性 で あ る 。 板 目 は 放射組織 は 1 - 3 細胞列 、 高 さ -400 μ m か ら な る 。 ム ク ロ ジ は本州 ( 中 南部) 、

四 国 、 九州 、 琉球 に 分布 す る 。

20) ウ ル シ 科 ウ ル シ 属 (Rhus sp. )  

(遺物 No.892 ・ 754)

(写真 NO. 7 - 5 ・ 8 ー 6 )

(表 No.66 ・ 77)

環孔材で あ る 。 木 口 で は や や 大 き い道管 ( - 270 μ m ) が、 単独 ま た は 2 な い し 数個 が集 団 で複合 し て 孔

園部 を 形成 し て い る 。 孔圏外 は 単独 な い し 数個複合 し て散在 し て い る 。 軸 方 向 柔細 胞 は 周 囲状が顕著 で あ る 。

柾 目 で は 道 管 は 単穿孔 と 側壁 に 交互壁孔 を 有す る 。 放射組織は平伏、 方形、 直立細胞か ら な り 異性 で あ る 。

板 目 で は 放射組織 は 1 - 3 細 胞 列 、 高 さ - 700 μ m か ら な る 。 ウ ル シ 属 は ヌ ル デ、 ヤ マ ウ ル シ が あ り 、 北 海

道 、 本州 、 四 国 、 九州 、 琉球 に 分布 す る 。

21) ア ワ ブキ 科 ア ワ プ キ 属 (Meliosma sp. )  

(遺物 No.791 ・ 209)

(写真 No. 3 - 4 ・ 12 - 1 ) 

(表 No.24 ・ 1 12)

散孔材で あ る 。 木 口 で は 中 庸 な 道 管 ( - 130 μ m ) が、 単独 な い し 柔細胞 を 聞 に 挟 ん で 2 - 4 個放射方向

に 複合 し て 分布 し て い る 。 幅 の 広 い 放射組織が幾筋 も あ る 。 柾 目 で は 道管 は 階段穿孔 ( パ ー 少数) を 持 つ 。
\ 

放射組織 は 平伏 と 直立 細 胞 か ら な り 異性 で あ る 。 板 目 で は 放射組織 は 1 - 4 細 胞 列 、 高 さ - 2. 5mm か ら な

る 。 ア ワ プキ 属 は ヤ マ ピ ワ 、 ア ワ ブキ 等があ り 、 本州 、 四 国 、 九州 、 琉球 に 分布 す る 。
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22) ツ バ キ 科 ツ バ キ 属 ( Camellia sp. )  

(遺物 No.749 ・ 955)

(写真 No. 2 - 6 ・ 9 - 5 ・ 9 - 7 ・ 10 - 1 ) 

(表 No. 16 ・ 86 ・ 88 ・ 92)

散孔材 で あ る 。 木 口 で は極め て小 さ い道管 ( �40 μ m ) が、 単独 な い し 2 � 3 個接合 し て均等 に 分布 す る 。

放射組織は 1 � 3 細胞列 で黒 い 筋 と し て み ら れ る 。 木繊維の壁は き わ め て 厚 い 。 柾 目 で は 道管 は 階段穿孔 と

螺旋肥厚 を 有す る 。 放射組織 は 平伏 と 直立細胞か ら な り 異性であ る 。 道管放射組織間壁孔 ( と く に 直立細胞)

は大型の レ ン ズ状の壁孔が階段状 に 並 ん で い る 。 放射柔細胞の 直立細胞 と 軸方 向 柔細胞 に は ダ ル マ 状 に ふ く

れ て い る も の があ る 。 板 目 で は 放射組織 は 1 � 4 細胞列、 高 さ � l mm 以 下 か ら な り 、 平伏細胞 の 多 列 部

の 上下 ま た は 聞 に 直立細胞の単列部が く る 構造 を し て い る 。 木繊維の壁 に は有縁壁孔がー列 に 多 数並 ん で い

る の が全体で見 ら れ る 。 ツ バ キ 属 は ツ バ キ 、 サ ザ ン カ 、 チ ャ があ り 、 本州 、 四 国 、 九州 に 分布 す る 。

23) ツ バ キ 科サ カ キ 属 サ カ キ ( Cleyera japonica Thunb. Pro p町te emend. S. et z . ) 
(遺物 No.1486)

(写真 No. l - 4 ) 

(表 No. 4 ) 

散孔材で あ る 。 木 口 で は極め て小 さ い道管 ( � 50 μ m ) が単独 な い し 2 � 4 個複合 し て 平等 に 分布 す る 。

柾 目 で は 道管 は 階段穿孔 と 側壁 に対列 な い し 階段壁孔 と 螺旋肥厚 を 有す る 。 放射組織 は平伏、 方形、 直立細

胞か ら な り 異性 で あ る 。 道管放射組織間壁孔 は対列状な い し 階段状壁孔が存在す る 。 板 目 で は 放射組織 は 単

列 、 高 さ � 1 . 5mm か ら な る 。 木繊維の 壁 に は 有縁壁孔がー列 に 多 数並 ん で い る の が見 ら れ る 。 サ カ キ は 本

州 (茨城、 石 川 以西南) 、 四 国 、 九州| に 分布す る 。

24) ツ バ キ 科 ヒ サ カ キ 属 (Eurya sp. )  

(遺物 No.748)

(写真 No. 8 - 5 )  

(表 No.76)

散孔材 で あ る 。 木 口 で は極 め て小 さ い道管 ( � 50 μ m ) が単独 な い し 2 � 4 個複合 し て 平等 に 分布 す る 。

柾 目 で は 道管 は 階段穿孔 と 側 壁 に対列 な い し 階段壁孔 と 螺旋肥厚 を 有す る 。 放射組織 は平伏、 方形、 直立細

胞 か ら な り 異性 で あ る 。 道管放射組織問壁孔は対列状な い し 階段状壁孔が存在す る 。 板 目 で は放射組織 は l

� 4 細胞列 で 、 高 さ � 5 mm か ら な る 。 木繊維 の壁 に は 有縁壁孔がー列 に 多 数並 ん で い る の が全体で見 ら

れ る 。 ヒ サ カ キ 属 は ヒ サ カ キ 、 ハ マ ヒ サ カ キ があ り 、 本州 (岩手、 秋 田 以南 ) 、 四 国 、 九州 、 琉球 に 分布 す

る 。

25) ミ ズ キ 科 ミ ズ キ 属 ? ( Cornus sp. )  

(遺物 No.2132)

(写真 No.12 - 3 )  

(表 No. 1 l4)

散孔材 で あ る 。 木 口 は 乾燥で収縮 し て お り 、 道管の 大 き さ 、 分布 の様子 は は っ き り と し な い 。 柾 目 で は道

管 は 階段穿孔 を 有す る 。 放射組織 は 平伏 と 方形、 直立細胞か ら な り 異性 で あ る 。 道管放射組織間壁孔は小 さ

い 。 板 目 で は 放射組織 は 1 � 4 細胞列 、 高 さ - l mm か ら な る 。
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26) ツ ツ ジ科ス ノ キ 属 シ ャ シ ャ ン ボ (l;匂 ccinium brtacteatum Thunb. )  

(遺物 No. 1481 ・ 1245 ・ 742)

(写真 No. 1 - 6 � 7 ・ 9 - 2 ) 

(表 No. 6 ・ 7 . 83) 

散孔材 で あ る 。 木 口 で は き わ め て 小 さ い道管 ( � 50 μ m ) が、 単独 あ る い は 2 � 3 個 複合 し て 散在 す る 。

柾 目 で は道管 は単穿孔、 階段穿孔 ( パ ー 数 1 � 10) と 螺旋肥厚 を 有す る 。 放射組織 は 平伏 と 直立細胞か ら な

り 異性で あ る 。 板 目 で は 放射組織 は 凸 レ ン ズ形 を 呈す る 直立細胞の単列 の も の と 、 5 � 8 細胞 列 で 高 さ が き

わ め て 高 い 多列 放射組織 ( � 2 mm 以上) か ら な る 。 多列 部 に は 鞘細 胞 が見 ら れ る 。 シ ャ シ ャ ン ボ は 本 州

( 関 東南部、 東海、 石 川 以西) 、 四 国 、 九州 に 分布す る 。

27) モ ク セ イ 科 イ ボ タ ノ キ 属 (Ligustrum obtusifolium Sieb. et Zucc. ) 

(遺物 No.750)

(写真 No. 2 - 10) 

(表 No.20)

散孔材 で あ る 。 木 口 で は き わ め て 小 さ い道管 ( � 60 μ m ) がほ ぼ単独 で 多数分布 し て い る 。 年輪界 の 道 管

は や や大 き く 孔 圏 的 で あ る 。 柾 目 で は 道管 は単穿孔 と 螺旋肥厚 を 有す る 。 木繊維 も 螺旋肥厚 を 有す る 。 放射

組織 は平伏 と 直立細胞か ら な り 異性 で あ る 。 道管放射組織間壁孔 は 中 型 の 大 き さ で あ る 。 板 目 で は 放射組織

は 1 � 2 細胞列 、 高 さ � 600 μ m か ら な る 。 イ ボ タ ノ キ 属 は イ ボ タ ノ キ 、 ミ ヤ マ イ ボ 夕 、 ネ ズ ミ モ チ 等 が あ

り 、 北海道、 本州 、 四 国 、 九州 に 分布す る 。

28) つ る 性植物

(遺物 No. 1 l4)

(写真 No.12 - 4 )  

(表 No. 1 l5)

半環孔材 で あ る 。 大 き な 道管 ( � 100 μ m ) がほ ぼ単独で年輪 に そ っ て ま ば ら に 分布 し て い る 。 小道管 は

単独 な い し 数個 が放射状 な い し 塊状の複合 し て 分布 し て い る 。 道管壁 は や や厚 い 。 柾 目 で は 道 管 は 単穿孔 と

側壁 に 交互壁孔 を 有す る 。 内 腔 に は着色物 質 がみ ら れ る 。 放射組織 は 平伏 と 直立細胞か ら な り 異性 で あ る 。

板 目 で は放射組織が多数の 端列 と 2 � 3 細胞列 の も の があ る 。
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表 1 柳町遺跡出土木製品樹種同定表

No 写真 遺物
登録番号 遺構名 器 種 樹 年重

番号 番号

1 - 1 395 97TY-4014 4SE005 泥 よ け フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

2 1 - 2 1484 97TY-4040 4SX038 盤転用 工作台 ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

3 1 - 3 1483 97TY-4041 4SX038 建築材 フ ナ科 シ イ 属

4 1 - 4 1486 97TY-4044 4SX038 建築材 ツ ハ キ 科サ カ キ 属 サ カ キ

5 1 - 5  1485 97TY-4045 4SX038 建築材 マ ツ 科マ ツ 属 [一葉松類]

6 1 - 6 1 481 97TY-4046 4SX038 建築材 ツ ツ ジ科 ス ノ キ 属 シ ャ シ ャ ン ボ

7 1 - 7 1245 97TY-4067 4SE043 +警 ツ ツ ジ手ヰ ス ノ キ 属 シ ャ シ ャ ン ボ

8 1 - 8 1239 97TY-4068 4SE043 紡錘車 マ ツ 科マ ツ 属 [ 葉松類]

9 1 - 9  1240 97TY-4069 4SE043 柄 ブ ナ科 コ ナ フ 属 7 カ ガ シ 亜属

10 1 -10 1243 97TY-4070 4SE043 4内 ー レ 科ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ

11 2 - 1  1232 97TY-4071 4SE043 木簡様木製品 マ ツ 科モ ミ 属

12 2 - 2  1234 97TY-4072 4SE043 木簡様木製品 マ ツ 科モ ミ 属

13 2 - 3  736 97TY-4108 5SX049 一木平鋤 フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

14 2 - 4  751 97TY-4109 5SX049 加工時の 除去昔日 ー レ科 ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ

15 2 - 5  762 97TY-4110 5SX049 建築材 ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

16 2 - 6  749 97TY-4111 5SX049 木錘 ツ バ キ 科 ツ ハ キ 属

17 2 - 7 745 97TY-4112 5SX049 建築材転用工作台 ブ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

18 2 - 8 758 97TY-4115 5SX049 建築材 フ ナ科 ク リ 属 ク リ

19 2 - 9 757 97TY-4116 5SX049 建築材 フ ナ科 ク リ 属 ク リ

20 2 - 10 750 97TY-4117 5SX049 木錘 モ ク セ イ 科 イ ボ タ ノ キ 属

21 3 - 1 747 97TY-4121 5SX049 ミ カ ン割杭転用工作台 フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

22 3 - 2  744 97TY-4122 5SX049 合 わ せ箱の部材 マ ツ 科モ ミ 属

23 3 - 3  752 97TY-4182 5SX049 柄付木製品 ? プ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

24 3 - 4  791 97TY-4143 4SM053 4内 ア ワ フ キ 科ア ワ フ キ 属

25 3 - 5  1489 97TY-4149 4SK056 コ マ 形木製品 イ ヌ カ ヤ 手ヰ イ ヌ ガ ヤ 属 イ ヌ ガ ヤ

26 3 - 6  1490 97TY-4151 4SK056 又鍬 ブ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

27 3 - 7 1492 97TY-4152 4SK056 板材 フ ナ科 シ イ 属

28 3 - 8 1491 97TY-4153 4SK056 板材 ム ク ロ ジ科ム ク ロ ジ属 ム ク ロ ジ

29 3 - 9 97TY-4189 4SE017 井戸枠 ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

30 3 - 10 97TY-4200 4SE017 井戸 枠 ク ス ノ キ 干ヰ ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

31 4 - 1 1174 97TY-4212 4SE017 主主 ク ス ノ キ干ヰ ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

32 4 - 2  1171 97TY-4213 4SE0l7 相f マ ン サ ク 科 イ ス ノ キ 属 イ ス ノ キ

1168 

33 4 - 3  1169 97TY-4214 4SE017 櫛 マ ン サ ク 科 イ ス ノ キ 属 イ ス ノ キ

1170 

34 4 - 4 1 172 97TY-4215 4SE017 蓋材 ブ ナ科 シ イ 属

35 4 - 5  1 173 97TY-4216 4SE017 蓬材 フ ナ科 シ イ 属

36 4 - 6 1175 97TY-4217 4SE017 容器 ク ス ノ キ 手ヰ ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

37 4 - 7 1176 97TY-4218 4SE017 柄付木製品 ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

38 4 - 8 1 177 97TY-4234 4SE017 建築部材 ク ス ノ キ 科 タ フ ノ キ 属 タ フ ノ キ

39 4 - 9 1068 97TY-4030 4SB034 柱材 マ キ 科マ キ 属 イ ヌ マ キ

40 4 - 10 1070 97TY-4031 4SB034 柱材 イ チ イ 科 カ ヤ 属 カ ヤ

41 5 - 1 2155 97TY-4190 4SE0l7 せ い ろ 組 み 井戸 枠垂木 (東傾11) フ ナ手ヰ シ イ 属

42 5 - 2 2156 97TY-41 91 4SE017 せ い ろ 組み井戸 枠垂木 ( 南側) フ ナ科 シ イ 属

43 5 - 3 2157 97TY-4192 4SE017 せ い ろ 組み井戸 枠垂木 (北傾11) フ ナ科 シ イ 属

44 5 - 4  2158 97TY-4193 4SE017 せ い ろ 組み井戸 枠垂木 (西側) フ ナ科 シ イ 属

45 5 - 5  2159 97TY-4194 4SE017 せ い ろ 組み井戸 枠板材 (西側 2 ) フ ナ科 シ イ 属

46 5 - 6  21 60 97TY-4195 4SE0l7 せ い ろ 組み井戸 枠板材 (西側 3 ) フ ナ科 シ イ 属

47 2161 97TY-4196 4SE017 せ い ろ 組み井戸 枠板材 ( 東側 2 ) フ ナ干ヰ シ イ 属

48 5 - 7 2162 97TY-4197 4SE017 せ い ろ 組み井戸枠板材 (東側 3 ) フ ナ科 シ イ 属

49 5 - 8 2163 97TY-4198 4SE017 せ い ろ 組み井戸枠板材 (北側 2 ) フ ナ科 シ イ 属

50 5 - 9  2164 97TY-4199 4SE0l7 せ い ろ 紐み井戸枠板材 (南側 2 ) フ ナ科 シ イ 属

51 5 - 10 2215 97TY-4267 4SE017 く り ぬ き 井戸 枠本体部分 ク ス ノ キ 不十 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

52 6 - 1  1759 98TY-5024 5SK016 i奈塗椀 フ ナ科 ブ ナ属

53 6 - 2  1727 98TY-5064 5SX023 研磨器 7 マ ツ 科 マ ツ 属 [ 葉松類]

54 6 - 3 1725 98TY-5065 5SX023 曲 げ 物部材 ? イ チ イ 科 カ ヤ 属 カ ヤ

55 6 - 4  1729 98TY-5067 5SX023 織具部材 ? ス ギ科 ス ギ 属 ス ギ

56 6 - 5  1723 98TY-5073 5SX023 建築材 マ キ 科 マ キ 属 イ ヌ マ キ

57 6 - 6  893 98TY-5108 5SX040 有孔板材 ク ワ 手ヰ ク ワ 属

58 6 - 7 888 98TY-5109 5SX040 脚 ク ス ノ キ 手ヰ シ ロ ダ モ 属

59 6 - 8 889 98TY-5110 5SX040 円盤状木製品 フ ナ手ヰ シ イ 属

60 6 - 9 886 98TY-5111 5SX040 又鍬再加工品 ブ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ亙属

61 6 - 10 902 98TY-5112 5SX040 板材 フ ナ科 シ イ 属

62 7 - 1 903 98TY-5113 5SX040 板材 フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ亙属

- 474 -



第 5 節 熊 本県;j'JjjJ my逃跡出土木製品 の樹種調査結果

No 写真 遺物
登録番号 遺構名 器 種 4封 種番号 番号

63 7 2 904 98TY-51 14 5SX040 板材 フ ナ科 シ イ 属
64 7 3 887 98TY-5115 5SX040 横槌 レ 科ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ
65 7 - 4 897 98TY-5116 5SX040 建築材 ー レ 科エ ノ キ 属
66 7 - 5 892 98TY-5117 5SX040 弓 ? ウ ル シ 科 ウ ル シ 属
67 7 - 6  901 98TY-5122 5SX040 有孔板材 ス ギ科ス ギ属 ス ギ
68 7 - 7 895 98TY-5124 5SX040 木簡様木片 フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属
69 7 - 8 1480 98TY-5204 5SX049 糸巻 7 イ チ イ 科 カ ヤ 属 カ ヤ
70 7 - 9  756 98TY-5205 5SX049 建築材 の一部 ブ ナ科 コ ナ フ 属 コ ナ フ 亜属 ク ヌ ギ節
71 7 - 10 737 98TY-5206 5SX049 有孔板材 マ ツ 科モ ミ 属
72 8 - 1  771 98TY-5207 5SX049 杭 ム ク ロ ジ手ヰム ク ロ ジ属 ム ク ロ ジ

73 8 - 2 743 98TY-5208 5SX049 鋭i ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

74 8 - 3  741 98TY-5209 5SX049 又鍬 ブ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

75 8 - 4  735 98TY-5210 5SX049 針I フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

76 8 - 5 748 98TY-5211 5SX049 木錘 ツ ハ キ 科 ヒ サ カ キ 属
77 8 - 6  754 98TY-5212 5SX049 弓 ? ウ ル シ 科 ウ ル シ 属
78 8 - 7 753 98TY-5213 5SX049 箱の一部 7 ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

79 8 - 8 740 98TY-5215 5SX049 板材 マ ツ 科 モ ミ 属

80 8 - 9  759 98TY-5216 5SX049 建築材 ー レ 科ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ

81 8 - 10 775 98TY-5217 5SX049 建築材 ー レ 科ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ

82 9 - 1  755 98TY-5219 5SX049 有孔板材 ス ギ手ヰ ス ギ属 ス ギ

83 9 - 2  742 98TY-5220 5SX049 容器 ツ ツ ジ科 ス ノ キ 属 シ ャ シ ャ ン ボ

84 9 - 3  763 98TY-5221 5SX049 建築材 フ ナ科 シ イ 属

85 9 - 4  764 98TY-5222 5SX049 建築材 フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

86 9 - 5 98TY-5226 5SX049 柄の一部 ツ バ キ 科 ツ ハ キ 属

87 9 - 6 739 98TY-5227 5SX049 板材 フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 直属

88 9 - 7 98TY-5229 5SX049 柄の一部 ツ バ キ 科 ツ ハ キ 属

89 9 - 8 738 98TY-5234 5SX049 板材 フ ナ科 シ イ 属

90 9 - 9 746 98TY-5236 5SX049 板材 フ ナ科 シ イ 属

91 9 -10 953 98TY-5277 5SX051 鍬破片 プ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

92 10- 1 955 98TY-5278 5SX051 天秤棒 ツ ハ キ 科 ツ ハ キ 属

93 10- 2  952 98TY-5279 5SX051 鋤の取手 フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

94 10- 3 965 98TY-5282 5SX051 加工板材 フ ナ科 シ イ 属

95 10- 4  964 98TY-5283 5SX051 板材 フ ナ科 シ イ 属

96 10- 5 956 98TY-5285 5SX051 板材 ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

97 10- 6 962 98TY-5286 5SX051 板材 ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

98 10- 7  1185 98TY-5337 5SE059 井 戸 枠 ク ス ノ キ 手ヰ ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

99 10- 8 1191 98TY-5047 5SE019 櫛 マ ン サ ク 科 イ ス ノ キ 属 イ ス ノ キ

100 10- 9 1190 98TY-5378 5SE019 木簡横木片 マ ツ 科モ ミ 属

101 10- 10 98TY-5379 5SE019 木簡様板材 マ ツ 科 モ ミ 属

102 11- 1 66 99TY-6002 6SX049 有孔板材 ブ ナ科 シ イ 属

103 11- 2 61 99TY-6003 6SX049 害�*オ フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

104 11- 3 65 99TY-6004 6SX049 木器未製品 フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

105 11- 4 63 99TY-6006 6SX049 板材 ブ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 更属

106 11- 5 92 99TY-6023 6SX054 矢板 フ ナ科 シ イ 属

107 11- 6 89 99TY一印25 6SX054 半裁杭 ー レ 科エ ノ キ 属

108 11- 7 91 99TYー印27 6SX054 矢板 フ ナ科 シ イ 属

109 11- 8 102 99TY一印42 6SX054 板材 フ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

110 11 - 9  78 99TY-6058 6SX054 矢板 フ ナ科 シ イ 属

111 11-10 111 99TY-6063 6SX054 矢板 ー レ科エ ノ キ 属

112 12- 1 209 99TY-6129 j-40ヴ リ ッ ド 鋤 ? ア ワ ブ キ 科ア ワ ブ キ 属

113 12- 2 2131 99TY-6132 6SX506 i奈塗椀 フ ナ科 フ ナ属

114 12- 3 2132 99TY-6133 6SX507 ;奈塗椀 ミ ス キ 科 ミ ズ キ 属 ?

115 12- 4 114 99TY-6138 6SX049 網代 つ る 性植物
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1 - 1 ブナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属

im 1'1 

木 口

1 - 3 ブ ナ 科 シ イ 属

木 口 柾 目

1 - 5 マ ツ 科マ ツ 属 〔二葉松類〕

木 口 柾 目

板 目

板 目

板 目
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目
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木 口

板 目

板 目
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木 口

1 - 4 ツ バ キ 科サ カ キ 属 サ カ キ

同出正

木 口 柾 目

板 目

木 口 柾 目
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木 口

1 - 10 

柾 目

木 口
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2 - 1 

木 口

2 - 3 ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属

柾 目 板 目

2 - 5 ク ス ノ キ 科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

Jマ九 EU42! 、 " 

木 口

2 - 7 ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ ill!:JP'!'

柾 目

木 口

2 - 9 ブナ科 ク リ 属 ク リ

杭 目

木 口
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板 目

第 5 í'm 熊 本 県 柳 IIrfili跡、 I I'r 土 木 製 品 の樹手間司査結果

2 - 2 マ ツ 科 モ ミ 属

木 1 1

2 - 4 ニ レ 科 ム ク ノ キ 阿 ム ク ノ キ

柾 目

木 1 1 柾 目

2 - 6 ツ バ キ 科 ツ バ キ kr!，

木 1 1

2 - 8  ブ ナ 科 ク リ J再 ク リ
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3 - 1 ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属

木 口 柾 目
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木 口
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木 口
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柾 目

木 口 柾 目
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3 - 6 ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜属

木 口 柾 目
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本 1 1
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第 N章 自 然科学的分析

第 6 節 熊本県柳町遺跡 出土近世漆椀の塗膜構造調査

1 . は じ め に

側吉 田 生物研究所 本吉 恵理子

京都造形芸術大学 岡 田 文男

熊本県 に 所在 す る 柳 町遺跡か ら 出 土 し た 漆椀 に つ い て 、 そ の 製作技法 を 明 ら か に す る 目 的 で塗膜構造調査

を 行 っ た の で 、 以下 に そ の結果 を 報告す る 。

2 . 調査資料
調査 し た資料は表 l に示す近世の漆椀 3 点 で あ る 。

表 1 調査資料一覧表
内 面 外 面

No. 登録番号 器種 樹種 *
塗 り 加飾 塗 り 加飾

l 98TY- 502准 椀 ブ ナ 属 赤色 黒色 銀 白 色 の 蒔絵でO にOの文様

2 99TY-6132 椀 プ ナ 属 赤色 黒色 高 台 内 に 赤色漆で 「本堅地」 の文字

3 99TY- 6133 椀 ミ ズ キ ? 赤色 黒色

* : 樹種 に つ い て は 別 稿 の 報告 を 参照。

3 . 調査方法
表 1 の 資料 の 内外両面か ら 数 mm 四 方 の破片 を 採取 し て 、 エ ポ キ シ 樹脂 に 包埋 し 、 塗膜断面 の 薄片 を 作

製 し た 。 こ れ を 落射光 な ら び に 透過光下で検鏡 し た 。

4 . 観察結果
塗膜断面の 具体的 な 観察結果 を 表 2 に示す。

表 2 塗膜断面の観察結果
塗膜構造 ( 下層 か ら )

No. 器種 棒I種 部位 写真 No. 下地構成 漆 層 構 造

勝着剤 混和剤 塗 り 顔料 加飾 | 顔料ほ か |
内 面 l 柿渋 木炭粉 赤色漆 ベ ン ガ ラ

l 椀 プ ナ 属
蒔 絵 | 金属 粉外面 2 ，  3 柿渋 木炭粉 透明漆

内面 4 柿渋 木炭粉 赤色漆 ベ ン ガ ラ

2 椀 プ ナ 属 外 面 5 柿渋 木炭粉 透明漆

高 台 内 6 ，  7 柿渋 木炭粉 透明漆 赤色漆 | ベ ン ガ ラ ?

内 面 8 柿渋 木炭粉 赤色漆 ベ ン ガ ラ
3 椀 ミ ズ キ ?

外面 9 柿渋 木炭粉 透明漆

塗膜構造 : 全点 と も に 木胎 の 上 に 下地 、 漆層 が重 な っ て い る 様子が観察で き る 。

下地 : す べ て の 試料 に 、 褐色の柿渋 に 木炭粉 を 混和 し た 炭粉渋下地が認め ら れた 。 上層 部 に柿渋の み の 部分

が顕著 な も の も あ っ た (No. l 外面 、 No. 2 外面 、 No. 3 内外面、 写真 No. 2 ，  5 ，  8 ，  9 ) 。

漆層 : 塗 り に つ い て は 、 3 点 と も 内面が赤色 で外面が黒色 であ っ た 。 そ の 塗膜構造 は 内 面 の 赤色部 は 下 地 の
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上 に 直接赤色漆が l 層 、 外面 の黒色部は顔料 を 混和 し な い透明漆が l 層 と い う も の で 、 資料 に よ る 違 い

は 見 ら れ な か っ た 。 外面 の 透明漆層 の 表面 は 3 点 と も 劣化 し 、 変色 し て い る 。

加飾 : NO. l の 外面 に は黒色 の 塗 り の 上 に O にO と い う 家紋風の 文様銀 白 色 の 蒔絵技法 で 施 さ れ て い る 。 こ

の部分の 塗膜断面 を 観察 し た と こ ろ 、 黄褐色 の 透明漆層 の 上 に 無色 に 近 い 漆層 が見 え 、 そ の 上 に 黄色 み

を 帯 ぴた 色 調 で 光 る 金属粒子が貼 り つ い た状態 や 、 漆層 中 に 金属粒子が沈 む 状態 が観 察 さ れ た (写真

No. 2 ， 3 ) 。 こ の 金属粒子 の 断面 は横長の形状が多 か っ た 。

ま た 、 No. 2 の 高 台 内 に は 、 や や 暗 い色調 の 赤色漆で、 明快 な 筆致 で 「本 堅 地」 と 文字が書か れ て い る 。

こ の部分は 、 透 明 漆層 の 上 に 赤色漆が l 層 み え る (写真 No. 6 ， 7 ) 。 混和 さ れ た 赤色 顔料 は 、 ベ ン ガ ラ

の 可能性が高 " ， 。

5 . 摘要
近世の漆椀 3 点 の 塗膜構造調査 を 行 っ た 。

3 点 と も 内面赤色 、 外面黒 色 の 塗 り で 、 炭粉渋下地 の 上 に 赤色漆、 透明漆が l 層 と い う 構造 で あ っ た 。 木

胎の樹種 は 、 ブ ナ 属 2 点 と ミ ズ キ ? 1 点 で あ っ た 。

No. l の外面 に は 、 黒色 の 塗 り の 上 に O にO と い う 家紋風の 文様が蒔絵 で施 さ れ て い る 。 断面 の 観 察 か ら 、

「下地 の 上 に 透明漆 を 1 層 塗 り 、 内 面赤色 で外面黒色 の漆椀が完成 し て か ら 、 施文部 に 漆 で文様 を 描 き 、 そ

の漆が固 ま る 前 に 金属 粉 を 蒔 き つ け た 。」 と い う 制作工程が復元で き る 。 金属 粉 や 漆層 の様子か ら 、 蒔絵技法

の 中 で も 「蒔放 し J と い う 技法 と 推定 さ れ る 。

3 点 の 内 面 の 赤色漆 に 混和 さ れ た顔料は、 ベ ン ガ ラ で あ っ た 。 No. 2 の 高 台 内 に 書 か れ た 文字部 の 赤色漆

の顔料 も ベ ン ガ ラ の 可 能性が高 い 。

No. 2 の 高 台 内 に 書 か れ た 「本堅地」 と は 、 漆工用 語で漆 に 地 の 粉や 砥 の 粉 を 混和 し た 下 地 を 指す 言 葉 で

あ る 。 下地 に 漆 を 使用 し て い る こ と か ら 、 製品 は 堅牢で高級品 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 断面 を 観察 し た と こ

ろ 、 実際 に は 漆の代用 品 の柿渋 に 木炭粉 を 混和 し た 炭粉渋下地が施 さ れ て い る こ と が判 明 し 、 当 時 の安価品

が高級品 の よ う に 見 せ か け ら れ た も の と 推測 さ れ る 。
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第 l 節 遺跡の 立地 と 変遷

第 V 章 調査成果の総括

第 1 節 遺跡の立地 と 変遷

柳町遺跡 の 立地す る 玉名 平野 は 、 菊池川 下流域 に広がる 沖積平野 と さ れ る 。 こ の 平野 に は 、 菊池川 を 中 心

に 、 繁根木川 、 木葉川 な どの諸河川 が流 れ 、 こ の 平野の形成 に 大 き な 役割 を 担 っ て き て い る 。 現在 で は 河川

改修が進 み 、 大規模 な 氾濫 は な く な っ て き た が、 十数年前 ま で は 河川 の 氾i監 に よ り 平野部 自 体が大 き な 影響

を 受 け る こ と も あ っ た 。 ま た 、 現在 の 海岸線 は 、 干拓 な ど に よ っ て 遺跡 の 付 近 か ら は 遥 か に 遠 く な っ て い る

が、 中 世 に は 伊倉 の 港 が知 ら れ 、 古代 に は さ ら に 内 陸 に 入 り 、 現在 の 玉 名 駅の南側 に 入江があ り 、 港 と な っ

て い た と い う 想定 も あ る 。 た だ 、 潮 の 干満 に よ る 水面 の 上下 は 、 本遺跡 よ り 上 流 の 菊水町の 白 石堰付近 ま で

現在 で も あ る 。 動物相 で も 汽水性の も の がみ ら れ る 。

菊池川 の 源 流 は 阿蘇の外輪付近 ま で遡 る が、 そ の 名 と な っ た 菊池市周辺で大小 の 河 1 1 1 と 合流 し 、 菊 水 の E

陵地 と 臼 間 山 地 に 挟 ま れ た 狭 い 平野部 を 流 れ、 一気 に 開 け て 玉 名 平野 に 入 り 、 そ の 真 ん 中 付近 を 蛇行 し な が

ら 流 れ る 。 そ し て 、 木葉川 の 南 に 張 り 出 す伊倉正陵台 地 に 打 ち あ た り 西 に 大 き く 屈 曲 す る 。 こ の付近 に 本柳

町遺跡 は位置 し て い る 。 そ の 後、 菊 池川 は さ ら に 細 か く 蛇行 し な が ら 、 伊倉丘陵 と 高 瀬 町 ま で広 が る 低位段

正 の 玉 名 台地 の 聞 を 抜 け て 有 明 海へ向 か っ て い く 。 地形図 で そ の状況 を 大 き く 眺 め て い る と 、 菊 池 1 1 1 と 玉名

平野の状況が掴 め て く る 。 目 を 転 じ て 、 玉 名 平野 に 焦点 を 当 て る と 、 伊倉正陵 と 玉 名 台地 に よ っ て 内 湖 的 に

堰 き 止 め ら れ、 盆地状 を 呈す る 平野 と も い え る 。 そ こ に 菊池川 を は じ め 、 繁根木川 や 木 葉 川 な どが、 丘 陵 と

台地の 隙 聞 を 流 れ て い く 。

菊池川 が現在 の よ う な 流 れ に 至 る ま で に 、 地 質 的 な 状況か ら こ の平野の 中 で幾度 か の 流 れ を 変化 さ せ て い

る と 考 え ら れ て い る 。 更新世後期 に は 現在 の位置 よ り 北西側 に あ り 、 縄文時代 の 海進海退期 の 変化 と 小岱山

の 隆起 に よ り 、 現 在 の 位 置 に 至 っ た と さ れ て い る 註l 。 こ の よ う な 大 き く 菊 池 川 の 流路 が定 ま る 一 方 で 、 洪

水 な ど に よ る 一 時 的 な 流 れがあ っ た も の と 考 え ら れ る 。 そ の こ と は 調査過程 で 旧 地形 を 探 っ て い っ た 際 、 現

在 の 地表面 の 平坦 さ に 比 べ 、 近世以前の 地形がか な り 凹 凸 に 富 む も の で あ っ た こ と と 砂 質土 や シ ル ト の 堆積

状況か ら 推定で き る 。 今 回 報告 し た 調査 四 区 、 四 区 、 X 区 で は 、 地形的 な 特徴 を 様 々 に 示 し て い る 。 菊 池 川

の 自 然堤 防 と そ の 後背低地、 さ ら に 複雑 な 微地形 な ど、 現在 の 地形以上 の 変 化 を 確 認 で き た 。 遺構 の う ち

人 々 の住居跡 の 多 く は 自 然堤 防上や微高地 に 形成 さ れ 、 水路や 溝 な ど は 低地 に 作 ら れて い た 。

今回 の 発掘調査で は 弥生時代前期以前の 地形状況 を 確認で き た の は X 区 に お い て の み で あ る 。 こ の調 査 区

に お い て は 、 地形 は 起伏 に 富 み 、 そ の 中 を 蛇行 し て 自 然流路が流 れ、 一 部 は 自 然堤 防 下 に 潜 り こ ん で い た 。

こ の 自 然流路内 に は堰状の杭列 や 木片 、 木器な ど を 確認で き 、 人 々 が低湿地 に 近 い 土 地 に 何 ら か の働 き か け

を 行 っ て い る こ と が分か つ て い る 。 し か し 、 予想 し て い た 水田 は確認で き な か っ た 。 遺物 だ け で い え ば縄文

時代晩期初頭の 土器片 が四 区 の 自 然堤防上で、 不整形 な 土坑 と と も に 出 土 し て お り 、 こ の 時代 に も 人 々 の 生

活があ っ た 可能性 を 示 し て い る 。 た だ 、 縄文時代後期以前の遺物 は今回 の調査地で は確認で き て お ら ず、 こ

れ ま で の 調査等 に よ れ ば、 平野部で も 山 裾 に 近い部分に 生活の 場があ っ た と 思 わ れ る 。 さ ら に こ れ ま で の 玉

名 バ イ パ ス 関連の確認調査や繁根木 1 1 1 の 試掘調査、 X 区 の ト レ ン チ で確認 し た と こ ろ に よ れ ば、 こ の 平野 の

大部分が縄文時代晩期以前 に は ア シ な どの植物 の 茂 る 湿地帯 で あ っ た と 推定で き る 。 そ し て 、 玉 名 バ イ パ ス

に 限 れば、 こ の状況が繁根木川付近 か ら 本遺跡 の 下層 ま で続い て い る こ と が分か つ て い る 。 た だ 、 一 見 同 じ

に 見 え る 植物遺体 を 含 む 泥炭層 が確実 に 同 じ 時期 と は 限 ら な い 。 周 囲 の 試掘 ・ 確認調査結果 に よ れ ば、 そ の

後の流入土 の 堆積状況 の 違 い か ら 層 位 に 違 い が生 じ 、 早 く に 微高 地 を 形成 し た 場所 と 、 中 世 頃 ま で ま だ泥炭

地 と し て 残 っ て い た場所があ る よ う で あ る 。

四 区 と X 区 の 調査か ら 、 現在 の 地形 に 近 い 形 に な っ て き た の は 、 弥生時代後半以 降 で あ ろ う こ と は 推定 で
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き て き た 。 弥生時代 の 終末 か ら 古墳時代の 初頭 に か け て は 、 多 く の遺構 を 検 出 し 生 活面 も 確認 し 、 地形的 に

も ほ ぼ現在 の状況 に 近 い 地形が形成 さ れ て い た こ と は確かで、 あ る 。 本遺跡 の 付近 で は 、 そ の 面 に 至 る ま で の

弥生時代 を 通 じ て 土砂が 1 m ほ ど堆積 し て い っ た 。 そ れがあ る 程度落 ち 着 い た 弥 生 時代終末期 か ら 古墳 時

代前期 に な る と 、 平野内 の微高地上 に 集落 が点 々 と 形成 さ れ て く る 。 VIl 区 ・ 珊 区 に み ら れ る 大溝状遺構は こ

の 集落 を 固 い込 む よ う に 巡 っ て い る こ と か ら 、 一種の環濠集落 を 形成 し て い る よ う に も 見 え る 。 し か し 、 調

査 区 内 で は 同 時期 の 遺構が こ の 大溝の外側 に も 広 がる の で、 大溝が完全 に 集落 を 囲 む と は い え な い 。 た だ 、

大溝状遺構が集 落 を 区画す る 溝 と し て存続で あ っ た こ と は 否定で き な い で あ ろ う 。 今後 こ の 周 囲 で の 調査次

第 で は 、 こ の 大溝状遺構の 正体 も 判 明 す る と 考 え る 。

調査地 で は 古墳 時代 の 中 期 ま で の 遺構 ・ 遺物 を 確認 し て い る が、 そ の 後、 7 世紀中 頃 ま で の 遺構 ・ 遺物 が

出 土 し な く な る 。 そ し て 、 7 世紀末 に な る と 再 び住居が形成 さ れて く る 。 そ れ に併 せ て 一種 の 水辺 の 祭杷 を

行 っ た よ う な 井戸 と 水路があ ら わ れ て く る 。 そ の後、 VIl 区 で み ら れ た 企画性の あ る 掘 立柱建物跡が造営 さ れ

る 。 積 み 上 げ式相 欠 け仕 口 型横板組井戸枠 を持つ井戸 も こ の 時期 で あ ろ う 。 こ の 時期 の 遺構か ら は 墨 や 円 面

硯、 墨書土器、 石帯が出土 し て お り 、 役所的 な 施設が存在 し て い た の で あ ろ う 。

そ の後 、 中 世の 遺構 は 部分的 に観察で き る も の の 、 調査 し た 範 囲 で は 非常 に 少 な く な る 。 こ の 中 世 の い ず

れ か の 時期 に 大規模 な 洪水が、 こ の 調査地 を 襲 っ て い る よ う で あ る 。 そ の 証拠 と し て調査 四 区 と 田 区 に は W

層 と し た砂 も し く は砂質土の堆積があ り 、 そ の 中 に は古代 の 遺物 に 混 じ っ て 、 中 世 の 土 師質土器や青磁片 な

どが出土 し て い る 。 砂質土の堆積 は 、 自 然堤 防 に 沿い な が ら 、 VIl 区 の 古代 の 掘 立柱建物跡の あ っ た徹高 地 を

削 る よ う に し て 聞 に 入 り 込 ん で い た 。 ど ち ら か ら 流 れ た かの特定は 難 し い が、 東西 に伸 びて い る の は確 かで

あ る 。 ま た 、 咽 区 の低地 に 池状遺構 と し た 5 SX022 ・ 23 も 出土遺物 か ら 、 こ の 時期 に 形成 さ れ た も の と 考 え

ら れ る 。

近世以降 に は 、 一帯 は 水 田 や 、 宅地、 畑地 と し て利 用 さ れ、 現在 の状況 に 近 い 形 に な っ て く る 。 自 然堤 防

上 に は 、 周 囲 よ り 地形 的 に 高 い こ と も あ り 、 あ る 程度の有力者の住居が築 か れ 、 一 方 で、 は 、 や や低い微高地

に も 宅地が営 ま れて い る 。 ま た 、 畑地 も 同様の場所 に作 ら れ て い る 。 水 田 は そ の 周 囲 の 低地 に 作 ら れ て い る 。

調 査 四 区 ・ 四 区 ・ X 区 に 畦畔 は 表土剥 ぎ 中 に確認 し た と こ ろ で は 、 現在 と や や 異 な る 場合が多 か っ た 。 水 田

の小畦畔 は か な り 頻繁 に 変 わ っ た 可 能性があ る 。

現在、 こ の平野部 で本遺跡 の位置す る 菊池川 の右岸 に あ る 周 知 の埋蔵文化財包蔵地 は 、 玉 名平野条里跡 を

除 け ば、 本遺跡、 両 迫 間 日 渡遺跡 な どであ る 。 本遺跡 や そ の 後調査 さ れ た 両迫 間 日 渡遺跡 な どの状況や 、 試

掘 ・ 確認調査の結果 に よ る と 、 こ の 平野 の 限 ら れ た部分に 遺跡が存在 し て い る よ う で あ る 。 特 に 遺跡の存在

が予想 で き る の は 、 今 回 本遺跡、 の 存在す る よ う な 自 然堤防上 や 、 柳町遺跡の I 区 . II 区 で遺構が出 土 し た 平

野 内 の埋没 し た微高地上で あ る 。 今後遺跡 の 有無 を 想定す る に は 、 明 ら か な 自 然堤 防 は 第 一 の 候補 で あ る が、

そ の他 に埋没 し た微高地 に も 目 を 向 け る 必要があ る 。 そ れ を 見 い だす に は 、 一見 ほ ほ平坦 に 見 え る 平野 内 に

も 、 細 か に 標高 を 取 っ て い く と 、 実 は微妙 に 高低差が存在 し て い る こ と がわ か る 。 地形の 高低 だ け で な く 、

微高地 に 立 地 す る 可能性の 高 い 集 落 な どの遺跡、の存在 も 推定で き る 。

註 1 r玉名 市 史』 資料篇 3 自 然民族、 玉名市史編纂室、 1996
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第 2 節 縄文時代~弥生時代の遺構 と 遺物

( 1 ) 遺構 ( 自 然流路 と 堰状遺構)

第 2 節 縄文時代 ~ 弥生時代 の 遺構 と 遺物

柳 町遺跡で は す で に 『柳町遺跡 I j に お い て 、 自 然流路 と そ れ に 伴 っ た 突帯紋土器 と そ の 同 時期 の 遺物 が

出土 し て い る 。 そ の 流路 は特 に 人工 的 に掘削 さ れ た 遺構 と は認め ら れ な か っ た 。 た だ、 杭列 を 検出 し て い る

の で 、 こ の 流路 を 何 ら かの 目 的 で利 用 し て い た の は確かであ る 。 ま た 、 こ の 流路や そ の 周 囲 で 出 土 し た縄文

時代終末期 か ら 弥生時代前期 に か け て の 遺物 は 、 大 き な破片が多 く 、 あ ま り 摩耗 も し て い な か っ た 。 こ の こ

と は 、 本調査地 の 近 く に こ の縄文時代終末期 ~ 弥生時代前期 の 生活遺構が存在す る 可能性 を 示唆 し て い る 。

今 回 の 調査 に お い て は 、 自 然流路 を X 区 で確認 し 、 そ の 中 で杭列 と は 別 に 堰状 の 遺構 も 確認 し た 。 そ の 堰

状遺構 に か か っ た 状態 の 網代 を 検 出 し た 。 併せて小破片 と は い え こ の遺構 に伴 う と 考 え ら れ る 土器類 も 出 土

し て い る 。

自 然流路で あ る 6 SX049 は 今 回 の 調査で は 、 X - l 区 の 北側 か ら 、 X - 2 区 に か け て 伸 び る と 想定 し た 。

た だ 、 X - l 区 か ら X - 2 区 に 係 る 部分が現況道路の た め に調査で き な か っ た こ と と 、 X - 2 区 で完全 に 検

出 で き な か っ た こ と か ら 、 果 た し て 同 ー の も の か怪 し い と こ ろ で は あ る 。 こ の 流路 に 対 し て は 、 堰状遺構や

杭列 、 さ ら に は横 に並べ た 伐採 さ れ た 自 然木 な どか ら 、 明 ら か に 流路 に 対 し て の 人為 的 な働 き か け があ っ た

こ と は確実であ る 。 今 回 の調査範 囲 で は確認で き て い な い の で 明 言 は 避 け た い が 、 人為 的 な 働 き か け と 水の

管理 を 行 う た め の 施設 と し て 、 取水 口 や排水 口 、 さ ら に護岸工事 な どが行 わ れ、 水路 と し て 利 用 さ れ て い た

可能性 も あ る 。 こ の流路の堆積土 の 一部 を 土壌分析 に か け て い る 。 そ の 結果の 中 で 、 イ ネ の プ ラ ン ト ・ オ パ

ー ル に つ い て み る と 、 こ の 流路 自 体での検出数量 は 少 な い が、 検査者 に よ れ ば近辺 で の 栽培 の 可能性が指摘

さ れ て い る 。

次 に 堰状遺構 と し た X - l 区 の 6 SX054 に つ い て 再度 ま と め る 。 ま ず構造 か ら み る と 、 自 然流路 6 SX049 

に対 し て ほ ほ直角 に 板状 も し く は 丸杭 、 半裁杭 を 2 列平行 に し て打 ち 込 ん で形成 し て い る 。 2 列 の 杭列 を 一

対の も の と し 、 堰状遺構 と と ら え た の は 、 こ の杭列 の並 び方が平行関係 に あ り 、 こ の 2 杭列 聞 の 上部 に板材

が乗 っ て い た 痕跡がみ ら れ た か ら で あ る 。 発掘 に よ っ て確認 し た状況で は 、 こ の堰状の杭列 が流路 を 完全 に

塞 ぐ も の で は な か っ た 。 た だ 、 対岸か ら 長 い ー木材が こ の杭列 ま で伸 びて い た の で 、 こ の ー木 に 沿 っ て 何 か

置 く こ と で流量 の 調 整 を 行 っ て い た 可 能性があ る 。 網代が流路の上流部 に あ っ た こ と も 意味 の あ る こ と か も

し れ な い 。 た だ 、 周 囲 に水の取 り 入 れ 口 と な る 遺構や こ の堰状遺構 に繋が る 溝 な ど も 確認 で き て い な い 。 し

た が っ て 、 こ の遺構でi留 め た水 を 水 固 な どへ出 す よ う な堰 と 考 え る よ り 、 こ の 遺構 に 掛か る よ う に 出 土 し た

網代 や 、 聾形土器の破片 な どの 出 土 か ら 、 こ の堰部分 に 水 を 一定量溜 め て 何 か を 洗 っ た り 、 水 に 晒 し た り す

る 場所 で は な か っ た か と 推定 し て い る 。

こ の 6 SX054の 木材 の う ち 、 4 本の杭 ・ 矢板 に つ い て樹種同定 と 年代測定 を 行 っ て い る 。 杭 ・ 矢 板 は 肉 眼

観察で い く つ かの 種類で分 け ら れ そ う で あ っ た の で 、 代表的 な も の を 選 ぴ、 分析 に か け た 。 そ の 結 果 、 材 の

樹種 は ヤ ナ ギ属 と ヤ マ グ ワ で 、 い ず れ も 落葉広葉樹で あ る 。 遺跡の 周 囲 に 生 え て い た も の で あ ろ う 。 年代測

定の結果で は 、 補正年代 で2450 ::!:: 40 � 2570 ::!::40BP で 、 縄文時代 晩期 末 ~ 弥生時代早期 の 年 代 と さ れ 、 想定

よ り も 古 い測定結果がで た と さ れ た 。 し か し 、 委託 に 出 し た 試料 に 対す る コ メ ン ト で弥生時代前期 と し て い

た た め で 、 現在 の 知 見 で は 年代測定結果 と 出 土遺物 の想定年代 と の 聞 に 離婚 は な い と 考 え る 。

( 2 ) 遺物
ア) 縄文時代晩期初頭の遺物

明 ら か に 縄文時代晩期 の 土器 と さ れ る の は 、 調査四 区 の 自 然堤防上か ら わ ず か な が ら 出 土 し た 天 城式土器

があ る 。 土坑 中 か ら 出 土 も あ る が、 こ の 土坑 に伴 う も の か単 に 混 じ り 込 ん だ も の か十 分 な確証が な い 。 層 的
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に は 、 古墳時代 の 遺構 を 検出 し て い た VI 層 上面の古代の掘立柱建物跡 5 SB018の柱跡 の 一 つ を 掘 削 中 に 、 羽

層 と 考 え ら れ る 層 か ら 数点 出 土 し て い る 。 た だ、 部分的 な 掘 り 下 げ を 周 囲 で行 っ た 際 に 出 土 は な か っ た の で 、

出 土 自 体が部分的 な 落 ち 込み の 中 に あ っ た 可能性があ る 。 し た が っ て 、 今 回 の調査で は 、 こ の vn 層 で 出 土 し

て は い る が、 時 間 的 な 制約 も あ っ て 層 位 的 に 十分 な 調査 を 行 え な か っ た の で 、 明確 に 縄文晩期初頭の 包含層

があ る と 断言で き な い 。

イ ) 縄文時代晩期末~弥生時代初頭の遺物
こ の 時期 に つ い て は 、 「突帯文土器J 及 び 同 時期 の遺物 に つ い て ま と め る 。

今 回 報告 し て い る こ の 時期 の 遺物 の 出 土量 は 多 く は な い 。 た だ 、 自 然流路や堰状遺構 に 伴 う と 考 え ら れ る

も の も あ る 。 『柳 町遺跡、 I j に お い て 報告 さ れ て い る よ う に 調査 E 区 の 自 然流路か ら 良好 な 資料が得 ら れ て

お り 、 玉 名 市 の 調 査 区 で も 同 じ よ う に 良好 な 資料 と そ れ に伴 う 木製品 の 出 土 も あ る 。

こ こ で は こ れ ま で先人 の研究成果や 『柳町遺跡 I j で の 成 果 な ど を も と に 、 今回 の調査区 の 状況の概略 を

ま と め る 。

ま ず、 「突帯文土器j と い う 用 語 の 定義 に つ い て 、 国立歴 史民俗学博物館 の 藤尾慎一郎氏 に よ る 突帯文土

器 の 定義 を 引 用 す る 。

「突帯文土器 と は 、 直 口 縁 を も っ煮沸用 土器の 口縁部や胴部 に 突帯 を 貼 り 付 け て め ぐ ら せ る 文様 を 主文様

と す る 土器 と す る 。 突帯 に は刻 目 を 施す こ と が多 い が、 時期 と 地域 に よ っ て様 々 な あ り 方 を みせ 、 刻 目 を 施

さ な い 突帯 (無刻突帯文) や 刻 目 を 施 し た 突帯 (刻 目 突帯文) な どの 単位文様 は 、 縄文 ・ 弥生時代 に 普遍的

な 文様で あ る が、 貼 り 付 け突帯が こ の 時期 の 主文様 と な る こ と に 「突帯文土器」 と い う 名 称 の 由 来があ る 。

無刻突帯文や刻 目 突帯文は査や粗製の鉢な どの他の器種 に も 単位文様 と し て さ か ん に 用 い ら れ る の で 、 突帯

文土器 と は 煮沸 用 土器 に 主文様 と し て の 突帯 を 貼 り 付 け た 土器 と 言い 替 え る こ と も で き ょ う 。 筆 者 は こ れ ま

で西部九州 の 弥生時代早期 か ら 前期 末 ま で の 時 間 幅 に 限定 し て刻 目 突帯文土器 と い う 名 称 を 用 い て き た 。 そ

れ は こ の 地域の 突帯文土器が刻 目 突帯文 を 主文様 と す る 土器 と 特徴づ け る こ と がで き た か ら で あ る 。 し か し

本稿 は 近畿以西 の 突帯文土器 を 対象 と す る の で 、 突帯上 に 刻 目 を 施 す か ど う かが問題 に な る 場合 も あ る 。 そ

こ で突帯文 を 主文様 と す る 煮沸用 土器 を 突帯文土器 と 呼ぴ、 突帯文土器の 中 に 刻 目 の有 無 で 区別 で き る 無刻

突帯文土器 と 刻 目 突帯文土器が含 ま れ る と 定義す る と し た 。j 註2

そ し て 、 ま と め て 以 下 の よ う に 突帯文土器 を 定義づけ て い る 。

突帯文土器…主文様 と し て の突帯 を 口縁部や胴部 に貼 り 付 け た煮沸用 土器

無刻突帯文土器…突帯 に 刻 目 を 施文 し て い な い突帯文土器

刻 目 突帯文土器…突帯 に 刻 目 を 施文す る 突帯文土器

さ ら に 、 「突帯文土 器 を 煮沸 用 土 器 に も つ 土器の セ ッ ト が突帯文土器様式 で あ る 。 こ の様式 は 現在 ま で の

と こ ろ 水稲 農耕 に 伴 う 最古の土器様式で 、 貯蔵用 の査、 盛 り つ け用 の 高 杯 な どの新 し く 出 現す る 器種 と 、 浅

鉢や鉢 な どの縄文時代 か ら あ る 器種か ら な る 。 し か し 一部 の 地域や時期 に よ っ て は縄文時代 か ら の 器種 だ け

で様式 を 構成す る 例 も あ っ て 器種構成 は 一様で な い 。 同 じ様式で あ る に も かか わ ら ず器種構成が異 な る の は 、

水稲農耕 を 生業 と す る か ど う かが大 き く かか わ っ て い る か ら で あ る 。j と し て い る 。 同 じ 「突帯文土器様式J

で あ り な が ら 、 器種構成が異 な る の が生業 に か か わ る と い う と こ ろ ま で述べ ら れ て い る 。

『柳町遺跡 I J で は 、 聾形土器 ・ 査形土器 ・ 鉢形土器 ・ 高杯形土器 ・ 蓋 に つ い て 分類作業 を 実施 し 、 そ れ

ぞれの 時期 的 な 組み 合 わ せ を お お ま か に 想定 し て い る 。 た だ、 知 意状 口 縁系土器 を は ず し で あ る 。 実際 こ の

系 統 の 土 器 は か な り 少 な い 。 聾 で は a - i 類 ま で 分類 し 、 さ ら に a 類 、 b 類、 d 類 に つ い て は さ ら に 2 つ に

細 分類 し て い る 。 壷 は A 類 - c 類 の 3 類 に 分類 し て い る 。 鉢 は A 類 - D 類 の 4 類 に 、 高 杯 は A、 B の 2 類

に 分類 し て い る 。 蓋 は 聾蓋 で l 点 の み を と っ て い る 。 さ ら に 聾 は I 期 、 II - l 期 、 E ー 2 期 、 E 期 に 配置 さ
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れ、 編年 さ れ て い る 。 壷 ・ 鉢 ・ 高杯 ・ 蓋 に つ い て は I 期 ~ 皿 期 に 編年 さ れ て い る 。 I 期 は縄文時代晩期終末

~ 弥生時代前期初頭 に 相 当 す る も の と さ れ る 。 E 期 は弥生時代前期 中 葉 ~ 後葉 に 相 当 す る も の と し 、 E 期 は

弥生時代前期後葉 ~ 末期 に 相 当 す る も の と さ れ る 。

今回報告 し た 調査 四 区 ・ 珊 区 ・ X 区 の調査で は 、 縄文時代晩期初頭か ら 、 こ の 突帯文土器の 出 現す る 時期

ま で の 聞 に 若 干 時 間 的 に 隙 聞 があ り 、 今 回 の 調査地点以外 で の 生活が展 開 さ れ て い た も の と 思 わ れ る 。 今 回

報告 し た 遺物 は 『柳町遺跡 1 .1 で報告 し た 遺物 と 比べ細片化 し た も の が多 く 、 遺構か ら の 出 土 も 少 な く 、 先

の調査成果 を 補 う も の と は な り 得 て い な い が、 一部 の層位的 な 出 土状況 を つ か む こ と がで き 、 さ ら に 遺構 と

の遺物 の 関係 を と ら え る こ と がで き た 。

層 位的 に と ら え た も の と し て 、 X - l 区 に 設定 し た ト レ ン チ の標準層 XIII層 か ら 出 土 し た45の 黒色磨研 の 鉢

形土器 と 50の 赤色顔料塗 布 の小型壷形土器があ る 。 出 土層 位 は 、 近接す る 自 然流路 6 SX049が形成 さ れ た 層

よ り も 古 い層 か ら 出 土 し 、 自 然流路 出 土 の 遺物 と の比較が可能であ る 。 こ れ ら の 遺物 に は 突帯文土器 は伴 っ

て い な か っ た の で 、 突帯文土器が な い の か 、 た ま た ま 含 ま れ な か っ た の か は不 明 で あ る 。 X 区 に お い て は 、

こ れ ら の遺物が出 土 し た標準層X困層 は 、 ア シ な どの有機物が残 る 灰黒色の 泥炭層 の 上面 に あ た り 、 こ の 上 に

徐 々 に 灰 白 色 の シ ル ト 層 が堆積 し て い く 。 X - l 区 で は ほ と ん どの グ リ ッ ド でXIII層 を 確認 し て い る が、 ト レ

ン チ 内 で の 観察 に 限 ら れ 、 他 の グ リ ッ ド の 同層 か ら 全体的 に 遺物 の 出 土 を み た わ け で は な い の で 、 出 土 し た

遺物が本来 こ の 層 に 含 ま れ て い た の か 、 他の何 ら かの遺構の一部 か ら の 出 土 な の か を 明確 に で き て は い な い 。

一方、 調査四 区 の VII 層 か ら は こ の層 で 出 土 し た 土器 よ り も 編年 的 に 古 い縄文時代晩期 初 頭 の 土器が出 土 し て

い る 。 四 区 の VII 層 と X 区 のX困層 と の 関 係が明確で、 は な い が、 珊 区 の VII 層 と は 地 形 的 に 2 m 近 く の 比 高 差 が

あ る 。 珊 区 の VII 層 が出 土 し た 縄文土器の原包含層 と す れ ば、 す で に縄文時代晩期初頭 に も か な り 大 き な 微地

形の 変化がす で に あ っ た こ と に な ろ う 。 さ ら に 、 X - l 区 の 東側 の調査範囲外 に 向 け た 場所 で も 縄文時代晩

期 か ら 弥生時代初頭 に か け て の遺物が出土 し て い る が、 そ の 出 土状況で も 地形 の 変化 を う かがわ せ る も の が

あ る 。 こ の 出 土場所 は 6 SX049の 一部 に も 当 た り 、 徐 々 に 遺構の肩部 に な っ て い く の で は あ る が、 同 時 期 と

考 え る 土器片 や 石器類が同遺構の 他の部分で の 出 土位置 に 比べ、 非常 に あ が っ て い く 傾 向 がみ ら れ た 。 こ の

こ と も X 区 の 東側 に縄文時代晩期 か ら 弥生時代初頭 に か け て の微高地がす で に 存在 し て い た 可 能性 を 示す も

の と 考 え る 。

今回報告 し た 調査区 内 の縄文時代晩期 か ら 弥生時代初頭期 に か け て は 、 こ の よ う な 遺構 と 層 位 的 な 状況 は

あ っ た も の の 、 出 土 遺物 量 の 少 な さ と 、 細片の も の が多 か っ た た め 、 遺構 と 遺物 の 出 土状況 を ふ ま え た 各時

期 の 編年作業 を 行 う こ と は 断念 し た 。 今後 、 玉名平野 に お け る こ の 時期 の 土器編年 に つ い て は こ の 近 隣 の 調

査 に よ っ て よ り 精般 に な さ れ る こ と を 期待す る 。 r柳町遺跡 I.l で分析対象 と な っ た 遺物 を 使用 し た 人 々 の

居住 区 や 生 産地 な どが周 囲 に あ る の は確実であ る と 考 え る か ら で あ る 。

こ の他 に 遺物 と し て は 木 製 品 があ げ ら れ る O 主 な も の と し て は 、 66の 有孔 の 不 明 木 製 品 があ る 。 全体形 は

縦長の 半 月 状 を 呈 し 、 長方形の 4 つ の孔が開 け ら れ て い る 。 何 ら かの 部材 の 一部 か 、 未製 品 と 考 え ら れ る 。

こ の他 に は 、 建築材 と し て 利 用 で き そ う な 長大 な 木材があ る 。 伐採 さ れ 、 枝打 ち ま で は さ れ て い る が、 そ れ

以上の加工痕 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 堰状遺構 6 SX054の杭列 の う ち 、 矢板状板材 に は 、 金属 器 を 使用 し

て 先端 を 尖 ら せ た の で は な い か と 思 え る ほ ど、 し っ か り し た 加工痕が残 っ て い る 。

註 2 藤尾慎一郎 「水稲 農耕f と 突帯文土器J r 日 本 に お け る 初期 弥 生 文 化 の 成 立』 、 横 山 浩 一 先 生退官記念事業 会 ・ 文 献 出 版 、

1991 
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( 1 ) 遺構

第 3 節 古墳時代 の 遺構 と 遺物

こ こ で は顕著 な 遺構で あ る 大溝状遺構 ・ 竪穴住居跡 ・ 井戸跡類 に つ い て ま と め る 。

①大溝状遺構
調査四 区 と 田 区 に お い て 、 4 SX049、 5 SX040、 5 SX051 の 3 条 の 大溝状遺構 を 検 出 し た 。 特 に 5 SX040 

は 、 確認 し た だ け で も 玉名 市 の調査区 を あ わせ る と 100m を 超 え て い る 。 ま た 、 そ の 他 の 溝 は わ ず か な 範 囲

し か調査で き な か っ た も の の 、 特徴的 に似通 っ た構造 を 呈 し 、 出 土す る 遺物 も ほ ぼ同 時期 の も の で あ る 。 た

だ 、 限 ら れ た 範 囲 で の 調 査 で あ る た め 、 こ れ ら の 遺構が同ー の も の と し て 、 大 き く 繋が っ て い き 集落 の 周 囲

に 巡 る 溝 な の か ど う か ま で は確認で き て い な い 。 ま た 、 こ れ ら の 大溝状遺構の存続期 間 は 、 最終的 な 遺物 の

出 土状況か ら 時期差があ り そ う で あ る 。 最後 ま で使用 さ れ た と い う よ り 、 再利 用 さ れ た の は 4 SX049で あ ろ

う 。 古墳時代 の 最末期 も し く は古代 の初期 に 新 た な 施設が加 わ り 、 祭杷的 な 場 と な っ た 可 能性があ る 。 こ れ

に つ い て は後述す る O

こ れ ら の遺構の底部 に は 、 何箇所 も の 長方形の 窪地が設 け て あ る 。 ま た こ の掘 り 込み は何度か掘 り 換 え た

よ う な 切 り あ い を 確認 し て い る 。 こ の掘 り 込み の存在す る 理由 は何か、 何 の た め の も の か と い う 問題 に つ い

て も 不 明 の ま ま と い わ ざる を 得 な い 。

こ の 遺構 に つ い て は 本 文 中 に も 記 し た が、 様々 な 考 え 方が示 さ れ て い る 。 貯木場説、 養魚、場説、 溝掘削 時

の単位説等 で あ る 。 以 下 こ れ ら の 諸説の検討 を 行 い た い 。

( ア ) 貯木場説
こ の 説 は 、 第 4 次調査で 4 SX049の 一部が検出 さ れ た 際 、 最下層 で 木 製 品 や 未 製 品 と 考 え ら れ る 木材が多

く 出 土 し た こ と に よ り 始 ま る 。 同 時 に底部 に み ら れ た 方形の掘 り 込み が ち ょ う ど木製 品 類 を 貯留 し て お く 場

所 と み ら れ た こ と も 原 因 で あ る 。 こ の と き 方形の掘 り 込み 中 か ら は 一 木 の 片 踏 み 鋤 が ほ ぼ完形で 出 土 し 、 杭

列 や 、 木 を 蓄 え る よ う に 配置 し た 固 い と 考 え ら れ る も の な ど も 検出 で き た 。

( イ ) 水生 (水棲) 生物の養い場説
こ の 説 は 、 専 門 調査員 で あ る 白 木原和美熊本大学名誉教授 か ら 御 教示 を 受 け た も の で あ る 。 教授 に よ れ ば、

A) 水生植物 の 栽培用 、 も し く は B) 水棲動物 の 養殖用 の ど ち ら か で あ ろ う と の 想 定 で あ る 。 A) の 場合、

浮遊す る 植物 と 想定 さ れ、 浮遊す る 植物 と し て は水草 の よ う な も の で あ ろ う か。 民俗事例 で は 中 国南部 に 類

似例が存在す る と の こ と で あ る 。 た だ し 、 特 定 の 種 は 想定 さ れ て い な い 。 4 SX049 と 5 SX051 の 埋土 中 で こ

の 区 画 内 の花粉分析結果 か ら は 、 ミ ズ ア オ イ 属 、 ガマ属 ー ミ ク リ 属 な どの 革本花粉がわ ず か に 検 出 さ れ て い

る 。 ま た 、 B) の 場合 は 魚類 も し く は昆虫が考 え ら れ る と の こ と で あ る 。 魚 類 と し て は 生 け 費 の 様 な も の と

想定 さ れ る 。 南 ア ジ ア 各地 に 類例 があ る と の こ と で あ る 。 古代 の 例 で は 、 『万葉集J に 鮒 を 歌 っ た 詩 が い く

つ か あ り 、 当 時す で に 身近 な 魚類 と し て 養殖 さ れ た 可能性があ る 。 ま た 、 見 虫 、 特 に 水棲昆虫 を 大量 に 捕食

す る の は南 ア ジ ア の 稲作地帯 に 普通 に み ら れ る 現象 と い う こ と で あ る 。

た だ 、 こ れ ら の 栽培 ・ 養殖 を 行 う た め に 大 き な 溝 を 掘削 し 、 そ の 中 に わ ざわ ざ小 区 画 を 設 け て 栽培 も し く

は養殖す る こ と を 行 う 必要があ る か疑問が残 る し 、 水の供給源、 水量 ・ 水質 の 問題 も あ る か と 考 え る 。

( ウ ) 溝掘削時の小集団単位説
最後 に こ の 小 区 画 は 、 溝掘削 に 当 た り 小集団で実施 し た こ と に よ る 見 か け 上 の 区 画 で 、 実 は掘 削 小集 団 の

単位説 で あ る 。 こ の 遺跡 で確認 し た 大溝 の う ち 5 SX040の よ う な 長 さ 100m、 幅 8 m、 深 さ 2 m 弱 を 超 え る

大規模 な も の も あ り 、 人力 で掘削 す る こ と を 考 え る と 、 か な り の 労働力 が必要で あ る 。 し た が っ て 、 そ の 掘

削作業 に あ た り 、 い く つ も の小集団 を 組織 し 、 単位 ご と に掘 り 進 め る こ と で効率的 に 作 業 が行 わ れ る 可能性

があ る 。 大枠の 溝 は そ う 変 わ ら な い が、 集 団 に よ り 掘 り 過 ぎ た り 、 掘 り 足 り な か っ た り と 、 一様で、 な か っ た
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た め に底面 に こ の よ う な 痕跡が残 っ た と い う も の であ ろ う 。 そ の作業の結果、 こ の よ う な 溝底部の小区画が

形成 さ れ た と 考 え る こ と がで き る 。 実際調査中 に 、 溝の壁や床面の状況 を 観察す る と 、 小単位 の掘削痕がみ

ら れ、 さ ら に掘 り 返 し も 行 わ れ て い た よ う な 跡があ る 。 こ れ は最初掘削 し た後 に 、 溝が埋没 し た た め の掘 り

返 し か 、 溝の拡大の た め徐 々 に 掘 り 広 げて い っ た跡であ ろ う 。 そ う で あ る な ら 、 完掘 し た 溝 の 形状 は 当 初 の

形態 で は な い こ と に な る 。 溝遺構 は い ず れ に し て も 当 初 の 形態 を 維持す る 一方 で徐 々 に 形状が大 き く な っ た

り 、 方 向 が変 わ っ た り 、 埋没す れ ば深 さ が変 わ っ た り と 変化す る も の で あ る 。 溝 と し て機能 を 維持す る た め

に は や は り 集 団 が必要で あ る 。 集 団 の 単位が少 な か ら ず影響 し て い る の が、 こ の 遺構 に刻 ま れ た 痕跡 と い え

る の か も し れ な い 。

こ の よ う な 3 説 を 大 ま か に 上 げた が、 こ の う ち どれが妥 当 な 説か以下 で検討す る 。

ま ず、 ( ア ) の 説 は ま だ大溝の全体像が掴 め な い う ち に 考 え ら れ た も の で 、 実 際 そ の 後 の 調査 の 進 展 に よ

っ て も 、 必ず し も 木製 品 や 原 木が こ の 小 区画 内 に 貯蔵 さ れ た と い う 状況 を 検 出 で き な か っ た 。 し か し 、 す で

に 持 ち 去 ら れ た と 考 え れ ば、 完全 に 否定す る わ け に は い か な い 。 た だ、 原 木 ら し き も の を ほ と ん ど検 出 で き

て い な い の で 、 こ の 説 は 成立 し な い 可能性が高 い 。

次 に ( イ ) 説 の 証左 と し て 、 大溝状遺構の底部 に あ る 区画 を よ く 観察す る と 、 流 れ の 方 向 に は 区 画 の 中 央

部付近 に 5 cm 内外 の 窪 み を 認め る こ と がで き た 。 こ の こ と は水が、 大溝状遺構 い っ ぱい に 流 れ て い た の で

は な く 、 そ の 区 画 に 満 ち る だ け の 流 れがあ っ た と 推定で き る 。 そ の 窪 み を 通 じ て徐 々 に 水 を 流 し 落 と し て い

た と 想定で き る の で あ る 。 し か し 、 こ の 大溝状遺構の埋土 の 分析状況か ら 明確 な 生物痕跡 を 確認で き な か っ

た の で 、 こ の 説の証明 は で き な い 。

次 に ( ウ ) の 説 で あ る 。 こ れ は長大 な 大溝 を 掘削す る 方法 と し て は想定可能 な も の で 、 実際後世 の 中 世城

に 巡 る 壕の掘削 に 同様の 方法が採 ら れ た と い わ れ る 。 弥生時代 の 環濠の掘削方法 に つ い て は不 明 で あ る が、

同 じ よ う な 掘 削 方法 を 採 っ た と 考 え ら れ る 。 弥生時代か ら の伝統があ り 、 そ の 方法 を こ の 遺跡で も 使用 し た

の で は な か ろ う か。 3 つ の 説 の う ち 、 こ こ で一番妥当性があ る の は こ の 説で あ る と 考 え る 。 大溝掘 削 時 の 小

人数単位 に よ る 掘削 の結果、 底面 に こ の よ う な小区画が生 じ た と す る も の で あ る 。 小 区 画 が不規則 な 形状 を

示 し た の は 、 最 初 の 掘 り 方 で は 一定の深 さ の み を 求め た た め統一的 に は掘削 で き ず、 そ の後 の 幅 だ け を あ る

程度合 わ せ た た め に こ の よ う に面積の狭い も の 、 長 さ の細長い も の と 様々 な 形状 を 示 し 、 掘 り 方 の 深 さ も 一

様で は な く な っ た の で あ ろ う 。 た だ 、 そ れ を 示す証拠は残念 な が ら 土層 断面 で は確認で き な か っ た 。

と こ ろ で 、 こ の小 区 画 が溝底 に そ の ま ま 残 っ た の に は何 ら かの 理 由 が考 え ら れ る 。 通常で あ れ ば、 底面 は

広 げた段階で平 ら に し た は ず で あ る し 、 流水が常 に あ れ ば 自 然 と こ の小 区 画 は消 え て い く と 考 え ら れ る か ら

で あ る 。 5 SX040で は 、 上流部分の調査四 区付近で は こ の よ う な 小 区 画 及 び拡幅 し た痕跡が残 っ て い た の に

対 し 、 下流側 と 考 え ら れ る 玉名 市調査部分で は 、 幅や深 さ が大 き く な り 、 小 区画 は ほ と ん ど な く な っ て い る 。

こ の こ と は 流水量 の 違 い よ る 可能性があ る 。 調査四 区 の 同遺構の う ち 小 区 画 が残 っ て い た付近で は 流水量が

少 な く 、 流 れ も 緩 や か で あ っ た と 考 え ら れ る 。 そ の 流水量 の 少 な さ は 、 小 区 画 の し き り 壁 の 中 央部 に わ ず か

に 窪 み が残 る こ と か ら も 分か る 。

こ の大溝状遺構 と 竪穴住居群 と の 関係 に つ い て次 に ま と め る 。

大溝状遺構の 全体像 は調査範 囲 の 制約 か ら 掴 め て い な いが、 多 く の住居跡 の あ る 微高 地 を 取 り 囲 む 可能性

が大 き い 。 こ の微高地 は 菊池川 の 自 然堤防上の地形で、 現在 は民家 ・ 畑地 ・ 道路 な ど に な っ て い る 部分で あ

る 。 大溝状遺構が こ の一帯で ど こ ま で広 が る の か、 今後の調査成果 に よ る 。 こ の 大溝状遺構 は 集 落 防御 の た

め や 集落への水の供給 の た め と い う よ り も 、 新 た な 耕地 の 開発 に 関係す る 遺構 と 見 た 方が よ い の か も し れ な

い 。 と い う の は 、 5 SX040 と そ の東側 に 広 が る 水 田 跡 と 想定 し た 部分 と の 聞 に 幅 5 m ほ どの遺構の な い部分

が、 5 SX040 に 沿 っ て 長 く 検出 で き た の で あ る 。 そ の部分 は水田 に伴 う 大畦 と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 そ の 大
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畦部分の 東側 に は 、 水 田 跡 と の 境界付近 に細 い溝状遺構 を 3 条 ほ ど検出 し て い る 。 こ れが水 田 の 上面 に か か

る 用 水溝 と も 考 え ら れ る が、 こ の 溝状遺構か ら 水 田 跡への水口 は 残念 な が ら 確認で き な か っ た 。 こ の小溝 は

大溝の水 口 か ら 別 れ て き た 可能性があ る 。 水 田 跡で は 、 残念 な が ら 小畦畔 を 確認 で き な か っ た 。 5 8X040の

玉名市側調査区 で は大溝の 一部 か ら 支流が分かれ て お り 、 水口 と な っ て い る と 考 え ら れ る 。 調査vn 区 . vm 区

. IX 区 に あ っ た 竪穴住居群 を 中 心 と す る 集落 は 、 調査 I 区 で確認 し た 集落 に 比べ 、 は る か に 密集 し た状態で

あ る 。 地形的 に も か な り 安定 し た土地で あ る こ と を 考 え 合わせれば、 こ の 集 落 が こ の 付 近 の 拠点 的 な 集落 の

ひ と つ で あ ろ う 。 し か も 水 田 耕作 を 主 と し た 集落 と し て 発展 し た も の と 考 え ら れ る 。

大溝状遺構 と 集落 の 関係 に つ い て は 、 弥生時代後期 噴 か ら 古墳時代初期 に 造 ら れ た 、 い わ ゆ る 「環濠集落」

と い え る 様相 を 呈 し て い る 。 熊本県 内 に は こ れ ま で多 く の 環濠集落が検出 さ れ た 遺跡があ る 。 菊池川 流域 ・

白 川 流域 ・ 緑川 流域 ・ 阿蘇 ・ 球磨 な ど で 出 土 し て い る が、 そ れ ら の ほ と ん どが台地上 に 営 ま れ て い る 。 白 藤

遺跡群 な ど は 時期 的 に は 弥生 時代前期 ~ 中 期 と さ れ る が、 自 然堤防 も し く は 氾濫平野 に あ り 、 本遺跡の状況

に類似す る 。 他県 に 目 を 向 け る と 、 本遺跡の よ う な 低地性の平野部 に作 ら れ た 環濠集落 と し て 有名 な の は福

岡 県甘木市 の 「平塚川 添遺跡J があ る 。 時期 的 に は弥生時代 中 期 か ら 後期 に か け て の 遺跡 ( 一部古墳時代前

期 に か か る ) で 、 し か も 環濠 は 複数 に 巡 り 、 河 川 の 氾濫原 に つ く ら れ て い る た め 、 断面 は V 字形 に な ら ず

に緩や か な 傾斜 を し て い る 。 環濠 に は水がは ら れ て い た 可能性があ る と い う 。 こ の 遺 跡 の 湿気 の 多 い 土 地 に

作 ら れ て い る こ と か ら こ の 環濠 は 湿気抜 き の役割 も し て い た と い わ れ る 。 こ れ ら 環濠集落遺跡の状況 と 柳 町

遺跡 に お け る 状況 を 比較す る 場合、 果 た し て柳町遺跡の 大溝状遺構が環濠 に 当 た る か と い う こ と が第 一 の 課

題 で あ る 。 す で に 報告 中 に述べ た よ う に 3 本 の大溝状遺構 の 関 係 を 調査範 囲 に お い て掴 み得 て い な い た め 、

集落 を 聞 む と は確実 に 言 え な い 。 ま た 、 集落 に つ い て も 柳町遺跡 W 区 ・ 四 区 の 古墳 時代 の 集落 の ご く 一部の

状況 し か分か ら な い 。 た だ 、 溝 内 か ら 出 土 し た 遺物 の 時期 は 集落 の 時期 と 異 な ら ず、 同 時期 に存在 し て い た

の は 間 違い な い 。 土層 や 自 然科学的分析か ら 見 る 限 り 、 最下層 部 に は水気があ っ た の は 間違 い な い が、 流水

が常 に あ っ た も の で は な く 、 湿地状の溝で あ っ た よ う で あ る 。 立 地 は似 る が、 「平塚川 添遺跡」 の溝状遺構

と 同 類 と 完全 に 同 じ と は 言 え な い も の の 近 い も の と は 考 え ら れ る 。 な お 、 大溝状遺構の 断面形態及 び底部の

状況 に似 た も の と し て 、 山 鹿 市 の 蒲生 ・ 上 の 原遺跡で検出 さ れ た 環譲 の 一部があ る 。 さ ら に こ の掘 削 単位 に

つ い て は 報告書で は 述べ て あ る 註3。

註 3 木崎康弘編 『蒲生 ・ 上の原遺跡』 熊本県文化財調査報告第 158集 、 熊本県教育委員 会 、 1996

②竪穴住居跡
古墳時代前期 の 竪穴住居跡 と し た も の は 調査四 区 、 四 区 で 合 わ せ て 8 棟 あ る 。 『柳 町 遺跡 I.i で は 7 棟 を

報告 し て い る 。 こ れ ま で県で調査 し た も の と 玉名 市教育委員 会で検出 し た も の と を 含め る と 20棟 を 超 え る 。

特 に 四 区 . IX 区 で確認 し た 住居跡 は 多 く 、 自 然堤防上の微高地一帯 に あ っ た 。

こ こ で は 、 県で調査 し た vn 区 . vm 区 で確認 し た も の に つ い て ま と め る こ と と す る 。

表 1 検出 住居跡
遺構名 長軸 (m) 短軸 (m) 床面積 ( ぱ) 方 位 炉 の 有無 柱穴数 備 考
4 81007 6 . 03 5 . 33 32. 1 N - 290 - w 有 4 
4 8101 1  4 . 65 4 . 17 19. 4 N 一 目。 - w 有 4 
4 81013 5 . 45 5 . 1 1  27. 9 N - 500 - E  有 ( 4 ) 屋根寄棟
4 81029 2 . 90 2 . 82 8. 2 N -300 - w 有
5 81029 3 . 54 2 . 72 9 . 6 N - 580 - w 有 l 
5 81033 3 . 10 2 . 72 8 . 4 N - 520 - E  鉦
5 81035 3 . 58 3 . 22 1 1 .  5 N - 330 - w 有 ( 2 ) 
5 81039 4 . 40 3 . 12 13.  7 N - O O - 8  盤 ( 4 ) 
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第360図 古墳時代の井戸跡並び に類似土坑集成図
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ま ず、 遺構 の 平面 プ ラ ン は 長 方形 を 主 と す る が、 規模 や形態 は さ ま ざ ま で あ る 。 長 軸 、 短軸 と も 3 m 弱

の も の か ら 長軸 6 m ほ ど、 短軸 5 m 強 の も の ま で あ る 。 最大の も の は 5 S1033で あ る 。 こ の 遺 構 は 炉 を 確認

で き ず、 柱跡 も 確認で き な か っ た も の の 、 形態 的 に 他の住居跡 と の 差 は な か っ た の で住居跡 と し た が、 特別

な 目 的 で使用 さ れ た 可 能性 も あ る 。 そ の 一 方 、 最小 の も の は 5 S1039で あ る 。 た だ 、 こ の 遺 構 は 規模 的 に 他

の住居跡 に 比べ極端 に 小 さ く 、 床面積 も 3. 16m2 し か な い の で生活す る ス ペ ー ス と し て は か な り 窮屈 で あ り 、

炉 の 痕跡 も な い た め 、 果 た し て 住居跡 と し て よ い か疑問が残 る 。

住居跡 を よ り 多 く 検出 し た の は 咽 ・ 医 区 の 方 で あ る 。 vn 区 の 方 も さ ら に 北側 に 遺構 の 広 が り があ る 可能性

も あ る が、 地形的 に よ り 高位 に な る の は 田 区 ・ 区 区 の 方が住居群 の 中 心 で あ ろ う 。 住居群 の 時期 的 な 組み 合

わ せ は 残 念 な が ら つ かめ て い な い が、 住居跡の埋土 中 の 遺物か ら や や vn 区側 の も の が時期 的 に 古 い よ う で あ

る 。 た だ 、 四 区側 は調査区 を 完全 に 掘 り き っ て は い な い た め確実で は な い が、 一部の ト レ ン チ か ら は さ ら に

下位 に よ り 古 い 時期 の 遺物が出 土 し 、 遺構の存在 も 推定で き る 。 ま た 、 遺構の規模 も vn 区側 が よ り 大 き い傾

向 があ る が、 検 出 し た 遺構が時期差 に よ っ て 見 か け 上 そ う 見 え る の か も し れ な い 。

③井戸跡 と 井戸類似土坑 に つ い て
こ の 時期 の 井戸 は 、 調 査 四 区 、 調 査 四 区 、 調査 X - 1 区 の そ れ ぞ れ で 検 出 し た 。 井 戸 跡 と し た の は 、

4 SE005 ・ 4 SE042 ・ 4 SE055 ・ 5 SE060 ・ 5 SE064 ・ 6 SE053の 6 基で あ る 。

い ず れ も 素掘 り の 井戸 で あ る 。 井戸跡で最大規模の も の は 4 SE005で あ る 。 こ の 井戸 は 、 上 部 径 が3. 0m、

底面標高 が1 . 8m を 測 る も の で 、 遺構の 中位付近 に 蓋形土器の完形 品 や 木 製 品 の 未 製 品 な どが埋 ま っ て い た 。

ま た 、 類似遺構 と し て は 、 こ こ で は 土坑 と し て 4 SK027 ・ 4 SK060 ・ 5 SK052 ・ 5 SK053 ・ 5 SK06 1 ・

5 SK063 ・ 4 SK004の 7 基があ る 。 こ の う ち の い く つ か は井戸 と の 明確 な 差異 は 認 め ら れず、 井戸 と し て も

よ い か と 考 え る 。

形態 的 に は 、 す べ て 素掘 り の 井戸 で あ る 。 平面形状 は 円 形 を 主 と す る が、 楕 円 形 や 不整形の も の も あ る 。

規模 も 大小 さ ま ざ ま で あ る が、 大 ま か に は径2. 0m 弱が多 い 。 断面形態 は U 字形が多 く 、 そ の 変形 と し て の

V 字形や ロ ー ト 状 の も の も あ る 。 最 下 面 の 標高 を 見 る と 1 . 5�3 . 5m ま で と 幅広 く 、 湧 水 が 不 十 分 で あ る と

考 え ら れ る も の や 、 途 中 で掘 削 を 放棄 し て 埋 め 戻 し た も の も あ る よ う で あ る 。 特 に 標高 3 m 以 上 の も の は 、

周 囲 の浸透水 に よ る 湧水 で あ ろ う と 思 わ れ る 。

こ れ ら の 井戸跡 も し く は 類似遺構の い く つ か で は 、 廃棄時 も し く は廃棄後 に 行 わ れ た と 考 え ら れ る 行為 に

類似 し た 特徴 を 示す も の があ る 。 そ れ は 、 最下層 は あ る い は 中位 で ほ ぼ完形の 費形土器が検出 さ れ る こ と で

表 2 井戸跡及 び井戸類似遺構
遺構名 平面形状 規 模 底面標高 断面形態 形 態 備 考
4 SE005 ほ ぽ 円 形 長径3. 0m X 短径2. 7m 1 . 80m U 字形 素掘 り
4 SE似2 不 整 円 形 径 1 . 6m 2. 45m V 字状 素掘 り
4 SE055 ほ ほ 円 形 径O. 7m 2. 10m U 字形 素掘 り
5 SE060 不 整 円 形 径2. 5m 1 . 85m ロ ー ト 状 素掘 り
5 SE064 楕 円 形 長径2. 24m X 短径1 . 8m 3. 36m U 字形 素掘 り
6 SE053 円 形 径 1 . 0m 3. 20m U 字形 素掘 り
4 SK004 円 形 長径1 . 1m X 短径1 . 0m 3. 50m U 字形 素掘 り
4 SK027 不整楕 円 形 長径1 . 8m X 短径 1 . 5m 3. 20m U 字形 素掘 り
4 SK060 楕 円 形 長径O. 9m X 短径O. 8m 1 . 55m U 字形 素掘 り 下部
5 SK052 不 整 形 長径1 . 7m X 短径 1 . 5m 3. 42m U 字形 素掘 り 中段有 り
5 SK053 不 整 形 長径1 . 8m X 短径1 . 7m 3. 40m U 字形 素掘 り
5 SK061 不 定 形 長径1 . 8m X 短径1 . 7m 3. 50m U 字形 素掘 り
5 SK063 円 形 長径1 . 3m X 短径1 . 2m 3. 30m U 字形 素掘 り
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あ る 。 中 に は そ れが複数個 あ る 場合があ る 。 こ の 土器の 中 に は 頭部 に 縄 を 巻い た 状態 で 出 土 し 、 釣瓶 と し て

利 用 さ れ た も の が廃棄 さ れた と 考 え ら れ る も の があ る 。 そ の 一方で、 複数個 の 聾形土器や小型 の 聾形土器 を

入 れ て い る 場合があ る 。 こ の行為 は 明 ら か に こ の 井戸乃至土坑が廃棄 さ れ た と き に行 わ れた も の と 考 え ら れ

る 。 一種の井戸 や 井戸状の土坑 を 埋め戻す際 に採 ら れた行為 と す る な ら ば、 井戸 の よ う な 深 い 穴 を 埋め る と

き に行 う 祭 り の 一種で は な い か と 考 え ら れ る 。 一応井戸 と 井戸類似の 土坑が 「井戸j と い う こ と で ま と め ら

れ る な ら ば、 井戸 の埋め戻 し に伴 う 祭紀行為 と も 考 え ら れ る 。 古代 ま で遡 る と 考 え ら れ る 井戸 の神への祭 り

が古墳時代 ま で さ ら に 遡 る の で あ ろ う か。 ま た は 、 使用 し て い た 釣瓶 を 捨 て る こ と か ら 、 祭 っ て 遠 ざけ る た

め で あ ろ う か。 今後 さ ら に類似の例が増加す れ ば、 よ り 詳 し い状況がつ か め る で あ ろ う 。

( 2 ) 遺物
① 古墳時代前期の土器
ア ) 柳町遺跡の土器分類 に つ い て

『柳町遺跡 1 .1 (以下 「柳 町 1 J と す る 。 ) で は 調査 I 区 、 E 区 な どで 出 土 し た 土器 を も と に 形態分類 を 行

い 、 さ ら に 弥生時代終末 ~ 古墳時代前期 に 渡 る 土器の様相 を 設定 し て い る 。 土器の様相 を 検討す る 前 に 、 良

好 な 一括遺物 の抽 出 を 行 い 、 口 縁部形態、 胴部形態、 器面調整、 底部形態 な どの組み合わせ に よ る 各器種の

分類 を 経て 、 系統分類へ と 進 む 。 そ の た め に は 、 ま ず こ の 遺跡 内 で の 分類 を 深め 、 遺構 に よ る 組み合わせ を

検討 し 、 さ ら に 菊池川 下流の 同 時期 の 遺跡 と の比較検討 を 行 っ た う え で 、 他地域 の 成果 を 生 か し 、 様相 の検

討が加 え ら れ る 方 向 に 進 め た い 。 た だ 、 こ こ で そ こ ま で検討す る こ と は で き な か っ た 。 と り あ え ず、 今 回 の

報告で は 、 原則 的 に 「柳 町 1 J の 分類 に 基づ く こ と に し た 。 た だ、 当 該分類 の 不備 や 、 あ ら た な 知 見 に よ り

若 干 の 修正 を 加 え る 必要が生 じ た 。 こ こ で は 、 ま ず前 回 の 分類 を ま と め た う え に今 回 の 知見 を 加 え た い 。

a 聾の分類
聾 は 、 在地系 の A�D 類 、 折衷様式の E 類、 外体系 の F � G 類 に 大別 し て い る 。

A は在地系長胴 聾 で 、 口 径18cm を 境 と し て 1 . II 類 に 分 け 、 胴部形態 や 口 縁部形態 か ら そ れ ぞれ を さ ら

に a ' b に 分け て い る 。 こ の形態 は 、 四 区 で時期 の不明確 な 溝状遺構 に 伴 い 出 土 し て い る が、 そ の他 の 出 土

例 と 併せ て 、 さ ら に 形態分類可能 か も し れ な いが、 類例 が少 な い の で あ え て 追加す る こ と は し な い 。 た だ 、

「柳 町 1 J で A II - b 類 の 例 と し て 第 3 表 に あ げ ら れ て い る も の は 違 っ て お り 、 分類 の と お り で あ れ ば、

「柳 町 1 J の 報告書の0755� 0758がそ れ に 当 た ろ う 。

B 類 は 、 台付 き の 長胴 聾 で I 類 (大型) 、 E 類 (小型) に 分 け る 。 今 回 の 報告 で は 全体像 を 示す も の は 無

く 、 脚台部 の み を 数点確認 し て い る 。

C 類 は 頚基部 及 び胴部 に 凸帯 を 有 す る 大型事 と し た 。 「柳 町 1 J で は 破片 で あ る た め 全体像が掴 め な か っ

た が、 今 回 報告 し た 中 に413があ り 、 山 陰系 の 二 重 口 縁 を 持つ大型の 聾形土器で あ る 可 能性が高 く な っ た 。

そ う す る と 、 山 陰系 二 重 口 縁聾 G の 一部 に 含 ま れ る 。 た だ 、 C 類 も 一応残 し て お き 、 今後 の類例 を 待 ち た

し 、 。

今 回 の 報告で は D 類 は 、 A 類 よ り 小 ぶ り の 在地系 中 型 聾 と す る 。 さ ら に a ' b に 分 け る 。 D - a 類 は 、 胴

部外面 に タ タ キ を 残す長胴気味の輩。 D - b 類 は 、 一部外面ハ ケ 目 調整 で球形胴 の 聾 で あ る 。

E 類 は 、 在地系長胴翠 A 類 と 畿内系精製聾 F 類 と の折衷類型 で 、 E - a 類 . E - b 類 . E - c 類 の 3 類 に 分

け ら れ る 。 E - a 類 は 、 や や 長胴 丸底気味、 胴部最大径 を 上位 に 持つ 。 胴部外器面 は タ タ キ 後ハ ケ 目 、 内 器

面 は ハ ケ 目 調整。 E - b 類 は 、 や や 長胴気味の丸底、 胴部最大径 を 中 位 に 持 つ 。 外器面 に タ タ キ を 残す。 内

器面 は ヘ ラ 削 り 。 E - c 類 は 、 器形 は b 類 に 似 て 、 外器面 は ハ ケ 目 、 内 器面 は 中位 よ り や や 上 ま で がヘ ラ 削

り 、 上部か ら 口縁部 に か け て ハ ケ 目 調整 を 施す。

つムハUFHU
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F 類 は 、 畿 内 系 精 製聾 を 示 し 、 a 類 (布留傾向型聾) ・ b 類 (布留型聾) " c 類 ( 布 留 退 行 型 聾 ) " d 類 ( そ

の他の布留型聾) に 大別 さ れ、 器面調整 は 、 外器面ハ ケ 目 、 内器面ヘ ラ 削 り を 基本 と す る 。

G 類 は 山 陰系 の 精 製聾 で 、 1 5 の 字 口 縁J と 呼 ばれ る 短 く 外反す る 頚部 と 、 直 立 気味 に 立 ち 上が る 二 重 口

縁の組み合わせが特徴 で あ る 。 口 径20cm を 境 と し て 、 以上 を I 類 、 以 下 を E 類 に 分 け ら れ、 I 類 は さ ら に

二次 口 縁接合部外面稜が シ ャ ー プ な a 類 と あ い ま い な b 類 に 分 け ら れ る 。 E 類 は や や 不 明 確 で あ る 。 先 に

C 類 で述べ た 大型 品 は 、 こ の G 類 の大型品 と 考 え 、 さ ら に 皿 類 を 設定 し G III 類 と し た い 。

こ れ ら の う ち 大型聾 C 類 は 、 「柳 町 1 J で は破片 で あ る た め全体像が掴 め な か っ た が、 今 回 報告 し た 中 に

413があ り 、 山 陰系 の 二 重 口 縁 を 持つ 大 型 の 聾形土器 で あ る 可能性が高 く な っ た 。 そ う す る と 、 山 陰系 二 重

口縁聾 G の 大型品 E 類 と 考 え 、 新 た に G III 類 と し た い 。

さ ら に 、 「柳 町 1 J で は 、 蓋 の 口縁部形 の 分類 が な さ れ て い る 。 在地系聾、 外来系 の 布 留 祖系 聾 ・ 布 留 傾

向 聾 な ど に 関 し 、 口 縁端部 の 形態 的特徴 に よ っ て 、 ア ~ コ の 10形式 に 分類 し て い る 。

ま た 、 胴部形態及 び底部形態 も 分類 の 基準 に使用 さ れ る 。

b 壷の分類
査 は 、 在地系 の A-F 類 と 外来 系 の G- O 類、 そ の 他 に 分類 さ れ る 。 A 類 は 、 在地系袋状 口 縁査 の 系 譜 を

引 く 二 重 口 縁査 で 、 頭部形態 の 違 い か ら a 類 と b 類 に 分 け ら れ る 。 B 類 は 、 広 口 査 で 頚基部 の く びれ が強

く 、 や や短 い 口 頭部 が大 き く 聞 く も の で 、 頚基部 に 刻 み 目 の 入 る 突帯や刺突文 を 持つ も の があ る 。 C 類 も 広

口 査 で 、 頚基部の く びれが強 く 、 や や 長 い 口 頭部が立 ち 気味 に の びる も の で あ る 。 胴部高 の 大小 に よ り 1 " 

E 類 に 分け ら れ る 。 D 類 も 広 口 査 で 、 頚基部が太い も の 。 E 類 は 、 口 頭部 が短 く 直立す る 直 口 壷 で あ る 。 胴

部高 の 大小 に よ り 1 " II 類 に 分 け ら れ る 。 さ ら に E II 類 は 形態 と 外器面 の 調 整 に よ り a " b に 分 け ら れ る 。

F 類 は 、 球形胴部 ・ 底部丸底 で寸の詰 ま っ た 長頚査で あ る 。

G 類 は 畿 内 系 の 二重 口 縁 査 で 、 筒状頚部 と 外傾す る 二次 口 縁 を 一般 的 特徴 と す る 。 H 類 は 山 陰系 二 重 口

縁査 と そ の他の系譜不 明 の 二重 口 縁査広 口 を 含 み 、 さ ら に 形態 に 応 じ て 、 a " b に 分 け ら れ る 。 I 類 は 、 明確

に 筒状頭部 を 持つ 瀬戸 内東部 (播磨) 系二重 口縁査 であ る 。 J 類 は 、 畿内系広 口 査 の う ち 、 基部が強 く く び

れ、 や や 長 く 中 程度 に 聞 く 口 頭部 を 持つ も の で 、 外器面 の タ タ キ の有無、 内 器面 の ハ ケ 調整 かヘ ラ 削 り かで

a " b に 分 け ら れ る 。 K 類 は 、 畿 内 系広 口 査 の う ち 、 基部 の く びれがや や 弱 く 、 短 く 聞 き の小 さ い 口 頭部 を

も つ も の で 、 胴 部 の 形態 に よ り a " b の 2 型式 に 細 別 さ れ る 。 L 類 は 、 畿 内 系 広 口 壷 の う ち 、 基部が強 く く

ぴれ、 短 く 、 立 ち 気味 に外反す る 口 頭部 を 持つ 一群で あ る 。 な で肩 、 下 ぶ く れ の 胴部 を も つ が、 底部形態 は

不明。 調整で は 、 外面 は 全 て ハ ケ 目 で あ る が、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ 、 ナ デ、 刷毛 目 の の ち ナ デ と 様 々 で あ る 。

M 類 は 、 中 型 の 広 口 査 で 、 基部が強 く く ぴれ、 内 湾 し な が ら 長 く の び る 口 頭部 を も つ も の で 、 頚基部 の く

びれ の 強 弱 、 肩 の 形態 に よ り 、 a " b の 2 型式 に 分かれ、 さ ら に 口 縁高が胴 部高 を は る か に 越 え る c 型 式 に

細 別 し て い る 。 N 類 は 、 頚基部 の く び れ の 弱 い小型広 口 査 を 全 て 含 む 。 胴 部 形 態 で 2 型 式 に 細 別 さ れ、 球

形胴 の a 型式 と 扇球形の胴部 を も っ b 型式 と に 分か れ る 。 O 類 は 、 在 地 系 以 外 の 系 譜 が不 明 で 多 様 な 二 重

口縁壷の各種 を 含 む 。

こ の他 に 型式設定 さ れ て い な い が、 査 N - a 類 に 台 を 付 し た 台付壷 や 、 底部が平底 を 呈す る 小型平底査が

あ る 。 そ の 他 に も 類別 不 能 の も の があ る 。

c 高部の分類
高杯 は 、 在地系 の A " B 類 と 外来 系 の D - G 類、 さ ら に 折衷様式 で在地外来 の 区 別 が付 け に く い C 類 と

に 大別 さ れ る 。

A 類 は 、 浅 く 、 大 き く 開 く 杯部 と 長 い 脚 部 を も っ高杯で、 在地系 の も の 。 杯部 と 脚 部 と の 形態 か ら a - e

の 5 型式 に 分類 で き る 。 B 類 は 、 鉢 F 類 に 脚 を 付 け た も の で 、 脚柱部 を 持 た な い 短脚 の a 型式 と 脚 柱部 を
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持 ち ゃ や 長 め の 脚 で あ る b 型式 と に 細分 さ れ る 。

C 類 は 、 折衷様式 で在地外来 の 区別 が付 け に く い 高 杯 の 一 群 で 、 杯部 口 径 や 形態 、 )阿 部 の 形態 か ら a� d

型式の 4 型式 に 分 か れ る 。

D 類 は 、 杯部 も し く は 脚 部 が有段 に な る も の で、 口 縁部 の 形態 や 脚 部形態 か ら a - b の 2 型式 に 細 別 さ れ

る 。 E 類 は 、 畿 内 系 で庄 内 系 の 高杯で、 杯受部 は 平坦で、 脚部外面 は へ ラ ケ ズ リ の の ち ナ デ調 整 を 施す 。 F

類 は 、 畿内系 と 思 わ れ る 高杯 で 、 杯底部径 と 口 径 の 比 が大 き く 、 坪部 は 深 い 。 均二部 と 脚 部 の 形態 か ら a - b

の 2 型式 に細分 さ れ る o G 類 は 、 畿 内 系 の低脚杯 と 思 わ れ る が、 脚 部 の み で の 分類 で 脚 部 の 形態 か ら a - b

の 2 型式 に細 別 さ れ る 。

d 鉢の分類
鉢 は在地系 の 丸底 の も の が A� H 類 に 、 系譜不明の平底が I 類 に 類別 さ れ る 。

A 類 は 、 単 純 口 縁 の 浅鉢 で 、 口 縁部 の 立 ち 上が り か た に よ っ て 、 a � e の 5 形式 に 分類 さ れ る 。 B 類 は 、

単純 口 縁 の 深鉢で、 口 縁部 は 内 湾気味 に 広 が り 、 底部形態、 か ら a - b の 2 型式 に 分類 さ れ る 。 C 類 は 、 単純

口縁の小型台付鉢。 脚形状 に よ り a� c の 3 型式 に 分類 さ れ る 。 D 類 は 、 や や 長 い 屈 折 口 縁 を 持つ 大 型 の 深

鉢 で あ る 。 く ぴれ の 強 弱 か ら a - b の 2 型式 に 分かれ る 。 E 類 は 、 鉢 D 類 に や や 長 め の 台 を 付 し た も の で あ

る 。 F 類 は 、 屈 折 口 縁 の 浅鉢 で 、 頚基部の く び れ の 強 弱 、 口 縁形態 な ど に よ り 、 a � c の 3 形式 に 分類 さ れ

る 。 G 類 は 、 ご く 短い 屈折 口 縁 を 持つ も の で 、 器壁 の 厚 み に よ り a - b の 2 型式 に 分類す る 。 H 類 は 、 鉢 G

類 に 脚 台 を 付 け た も の で あ る 。

I 類 は 、 系譜不 明 の 平底 の 浅鉢 で あ る 。 口 唇部 の 反 り に よ り a - b の 2 型式 に 分類 さ れ る 。

e 甑 (有孔鉢) の分類
甑 (有孔鉢) は 、 全 て 深鉢形の単孔式であ る 。 形態 か ら a� c の 3 型式 に 分類 さ れ る 。

f 小型丸底土器の分類
A 類 は 、 単 純 口 縁の小型丸底土器 を 一括す る も の で 、 口 縁部高 と 胴部 高 の 比 率 で a � g の 7 型式 に 細 別 さ

れ る 。 B 類 は 、 小型丸底土器の う ち 、 二 重 口 縁 を 持つ も の で 、 口 縁 か ら の 屈 曲 部 の 形 態 か ら a - b の 2 型式

に 分 かれ る 。

g 支脚の分類
支脚 は 1 類型 の み で 、 受部が傾斜 し 、 上方先端が鴫状 に 突 出 し粗い タ タ キ 調整 を 施す 。

h 器台の分類
器台 は 、 「柳 町 1 J で は 、 在 地系 の A 類 と 外来系 の B 類 に 大別 さ れ る 。

A 類 は 、 く ぴれ部 を 扶み 上半部 と 下半部 に 長方形の透か し を 持つ も の で 、 瀬戸 内系器台 の 影響 を 受 け 出 現

し た も の と 思 わ れ る 。 B 類 は 、 畿 内 系 の 精製小型器台 であ る 。 口縁の形状か ら a - b の 2 型式 に 分 け る 。

今回 の 報告分で は 、 さ ら に 器台 C を 設定す る 。 こ の 分類 に 入 る も の と し て 、 691 と 1023があ る 。 「柳 町 1 J 

の 分類 で あ る A - B の 2 類 に こ の 器台 は 入 ら な い も の で、 山 陰系土器の い わ ゆ る 「鼓形器台j の 系譜 を 引 く

も の と と ら え る 。 こ の 遺跡で は 山 陰系土器の影響 の あ る 、 二 重 口 縁査 や 翠類が存 在 し て お り 、 「鼓形器台」

も 存在 し て い る と 考 え ら れ て い た も の で 、 そ れ を 確認 し た こ と に な る 。 た だ 、 器台全体の点数か ら す れ ば非

常 に 少 な く 、 確認 し た も の も 完形で は な か っ た 。 そ れ以前の調査で も 仔細 に観察す れ ばあ っ た の か も し れ な

いが、 破片 の た め 二重 口 縁査 の 口 縁部 と 間 違 え ら れ て い た可能性があ る 。 形態上の特徴か ら 、 二重 口縁費 と

の 関 連が考 え ら れ、 様相 2 � 様相 3 に比定 さ れ よ う 。

i 小型土製模造品
「柳 町 1 J で は 、 小型土製模造 品 を そ の 祖形の形態的特徴か ら 、 蓋形土製模造品 、 童形土製模造品 、 鉢形

土製模造 品 、 坪形土製模造 品 、 高杯形土製模造品。 鏡形土製模造品 、 勾 玉形土製模造品 な ど に 分類 し て い る 。
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今回 の 報告で も ほ ぼ大差 は な い が、 出 土場所 は 、 土坑や 大溝状遺構か ら で あ る 。 特 に 4 SK006か ら 多 く 出 土

し て い る 。

イ ) 柳町遺跡の土器の変遷 に つ い て
「柳 町 l J で は 、 弥生時代終末 か ら 古墳時代前期 ま で の 編年作業が行 わ れ、 様相 1 か ら 様相 7 ま で の 変遷

を 想定 さ れ て い る 。 今 回 の 報告で も 大枠 は 異 な ら な い。 中 心 は様相 2 か ら 様相 5 ま で の 遺構が主で あ る 。 住

居跡の 出 土遺物 は 残存度合い か ら 出土遺物 も 少 な し こ の 変選 に は あ ま り 関係 し な い 。 井戸跡か ら の 出 土遺

物 は 一括性が高 く 、 遺物 か ら は ほ ぼ様相 3 ・ 4 に 入 り そ う で あ る 。 大溝状遺構で は 、 か な り 時期 幅 があ り そ

う で あ る 。 中 で も 4 SX049 で は 、 様相 7 ま で の 遺 物 が含 ま れ 、 一 定 の 部 分 か ら 古代 の 遺 物 が含 ま れ る 。

5 SX051 か ら は 6 世紀代 の 須恵器の杯蓋が出 土 し て い る 。 こ れ は様相 7 の段階で あ ろ う 。

②鏡 に つ い て
4 SX049の底面直上か ら 鏡片 が 1 点 出 土 し た 。 鏡式 は 、 内行花文鏡で あ る 。 こ の 鏡片 は 、 一応的製鏡 と 考

え て い る が、 常時水の存在す る 土 中 に 密 閉 さ れ て い た た め か 、 背面 の 文様 や 表面 の 残 り も よ く 、 欠損 し た 断

面 が見 え る 部分 も 当 時 の ま ま 残 っ て い る 。 そ の た め 舶 載鏡 か と 思 わ せ る ほ ど で あ っ た 。 復元 直 径 は 5. 6cm

を 測 り 、 熊本県内 で 出 土 し て い る 内行花文鏡の 中 で は小型鏡 に な る 。 大 き さ は 弥生時代 の 小型的製鏡 と 同 じ

で あ る が、 背面の 文様構成 は 、 前期古墳か ら 出 土す る 内行花文鏡 と 類似す る 特徴 を 持つ 。 こ の 鏡 の 紋様構成

は 、 一 の 宮 町 中坂梨の番 出 1 号墳 出土鏡や 同 町長 目 塚古墳 出 土鏡 と 類似す る 。 背面 の 周 縁部 は や や 匙面気味

の平縁で、 そ の 内側 に 平行鋸歯文 を 配す る 。 そ の 内側 の花文 は 6 花文 と 推定 さ れ、 そ の 花文 の 頂 点 に 珠点 を

1 個 配 し て い る 。 紐 は確認で き な い が、 そ の 外側 に 二重線の 圏線 を 巡 ら し て い る 。 い わ ゆ る 内行花文鏡 に 特

徴的 な 四 葉座紐 な ど の よ う な 座 紐 は な い 。 紋様 は や や な れがあ る も の の か な り 明 瞭 で あ る 。 清水康二氏 の 古

墳時代 の倣製内行花文鏡の 分類 に 従 え ば、 B l 式 に あ た り 、 古 い傾 向 の 鏡群 に 含 ま れ 、 古墳時代前期 中 葉 と

さ れ る B 3 式 よ り も 古 い 形態 と 考 え ら れ る 註4。

こ の 鏡 は 造 り と し て は か な り し っ か り し て お り 、 残存状況 も 良好で材料 と し て も 弥生 時代 の佑製鏡 と は 異

な る 可能性があ っ た の で 、 成分分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 こ の 鏡片 に 含 ま れ る 銅 と 錫 の 含有量 は 中 国南部の

鏡 と 類似す る こ と が分か っ た 。 こ の よ う な 組成成分は古墳時代初 期 の 鏡 に 多 い傾 向 と い わ れ、 分析者 は こ の

鏡が形態 的 に は佑製 と し て も 、 材料 自 体 は 中 国南部 の 鏡 に 類似 し て お り 、 弥生時代 の佑製鏡の材料が 中 国 河

北産の成分 を 主 と す る こ と と は 異 な っ て い る 。 し た がっ て 、 成分分析か ら も こ の 鏡 は 古墳時代 の も の と 考 え

ら れ る 註5。

こ の鏡が大溝状遺構 4 SX049の底面か ら 出 土 し て い る こ と が何 を 意味す る か 、 今 の 時点 で は 不 明 と い わ ざ

る を え な い 。 祭紀行為 の結果 に よ り そ こ に 落 と さ れ た の か 、 吊 る し て い た紐が切 れ て た ま た ま そ こ に 落下 し

た の か 、 流 さ れ て き た の か等様 々 な 想定が可能であ る 。 他の遺物 と の供伴関係 も つ かめ な い の で 、 そ の性格

を つ かみ得 な い の で あ る 。 今後 の 調査事例 を 待 ち た い 。

註 4 清水康二 「倣製内行花文鏡類の編年J r橿原 考古学研究所論集十一』 古 川 弘文館、 1994

註 5 別府大学文学部 淀川 奈緒子他 「熊本市 玉 名 市 で 出 土 し た 青銅製 品 の 自 然科 学 的研究J (2∞4) に よ れ ば、 提供 し た 本

鏡の鋳試料 を 鉛 同位体比法 の 測 定値結果か ら 、 中 国華南産 の材料が利 用 さ れ て い る 可能性が高 い と さ れ、 古墳 時 代 の

鏡の特徴 を 示す も の で あ っ た 。

③木製品 に つ い て
「柳 町 1 J に お い て 木 製 品 に つ い て は 、 詳細 に 分類 ・ 検討 さ れ て お り 、 今 回 報告 し た 遺物 の 一 部 も そ の 中

で触 れ ら れ て い る 。 出 土場所 は 、 井戸跡、 井戸類似遺構、 大溝状遺構等 で あ る 。 大部分 は杭や板材 な ど で 、

製品 を 明確 に 規定 で き る も の は 少 な い 。 製品 と し て確認で き た も の は 、 鋤 や 鍬 な ど の 農耕土木具や 、 横槌 な
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どの工具、 木錘 な どの編具、 天秤棒の よ う な 運搬具 な どがあ る 。 こ れ ら の遺物 と 遺構 と の 関係 が明確 な も の

は 少 な い 。 4 SX049か ら 出 土 し た 一木平鋤 は 、 こ の遺構 を 掘削 す る の に 利 用 さ れ た 可能性があ る 。 こ の 他 の

大溝状遺構か ら 出 土 し た 木製 品 は 完形の も の は ほ と ん とe な い が、 腐食 に よ っ て 崩 れ た も の だ け で な く 破損 し

た も の が集落か ら 遺棄 さ れ た 品 々 も 多 く あ る と 考 え る 。

第 4 節 古代の 遺構 と 遺物

( 1 ) 出土遺構の検討
こ こ で取 り 上 げ る の は 、 主 に 古墳時代終末 ~ 奈 良 ・ 平安時代前期 ま で の遺構で、 7 世紀後半か ら 9 世紀末

ま で の も の と 考 え ら れ る 遺構 を 取 り 上 げ る 。

a 掘立柱建物跡
調査四 区 . VIH 区 に お い て確認 し た 古代の掘立柱建物跡 と し た も の は 第 184図 、 第 185 図 で 示 し た よ う に 総数

で 7 棟 を 数 え 、 そ の 内訳 は 、 2 間 X 4 聞 が約 5 棟、 長辺 に庇の付い た 2 間 X 4 聞 の 建物跡が l 棟、 1 間 X 2

聞 の 建物跡が 1 棟、 そ の 他 に 間数が不 明 の も の が 1 棟で あ る 。 ま た 玉名市側 で も 2 棟 ほ ど検 出 し て い る 。 こ

れ ら の 遺構が形成 さ れ た 一帯 は 黒色 の 土 が ( V 層 ) 地 山 と な り 、 そ の 上 か ら の掘 り 込み で あ っ た 。 こ の層 は

明確 に 分類 で き な か っ た が、 途 中 か ら 古墳時代の層 に 変 わ っ て い く 。 調査の過程 で 四 区 と VI 区 の 境付近 に 厚

く 堆積 し た 層 の状況か ら 古代 と 古墳時代 の 聞 に 薄 く 間層 が入 る こ と を 確認 し て い る 。 こ の掘 立柱建物跡 は こ

の 古代 の 包含層 の あ る と こ ろ か ら 掘 り 込 ま れて い た 。 建物跡 に は 若干の 方位 の 異 な り が見 ら れ、 ま た 、 一部

切 り 合 う 柱跡 も あ り 、 時期差があ る と 考 え ら れ る 。

こ れ ら の建物群の性格 に つ い て 考察 を 加 え る 。

掘立柱建物跡 は 、 全体 を 傭撤 し て み る と 明 ら か に 規則 性 を も っ て 並 ん で い る 。 ほ ほ南北 と 東西 に 並 び、 し

か も そ れ ら の建物跡が さ ら に 方 形 に 並ぶ よ う に 配置 さ れて い る 。 時期 的 な 差が考 え ら れ る の で 同 時期 に こ れ

ら の 建物跡 あ っ た と は 言 え な い が、 あ る 程度見 ら れ る よ う に 建物跡が配置 さ れ て い た 可 能性 は 高 い 。

vn 区 で は 、 表土下す ぐ に 黒褐色 の V 層 が見 ら れ、 周 囲 の地籍の状況 か ら 、 こ れ ら の 遺構の 集 中 す る 部分が

当 時 は も っ と 高 か っ た と 考 え ら れる 。 残存 し て い る 柱根の 直径が20cm ほ ど あ り 、 掘 り 方 も 玉名 市側 の 調査

区 か ら 、 少 な く と も 深 さ は 1 m ほ どあ っ た と 考 え ら れ る 。 上部構造が不 明確 な の で想定す る し か な い が、

建物跡 の 方位 に 沿 っ た 並 び方 と 周 囲 の 出 土遺物か ら 何 ら かの役所的 な 施設 の 一部 と 捉 え て お く 。 ま た 、 1 棟

だ け 四 区 で確認 さ れ た が、 竪穴住居跡や井戸 も 周 囲 に は あ り 、 こ こ に も い く ら か の建物 の ま と ま り があ っ た

と 考 え ら れ る 。 特 に 四 区 は後世の掘削があ っ た こ と は確実で、 そ の 掘削 に よ り 他 の 遺構が失 わ れ た 可能性が

あ る 。

規格の 違 い は 少 な く 、 4 間 X 2 聞 の も の を 主 と し 、 方向角 も ほ ぼ方位 に 沿 っ た よ う に 建 て ら れ て い る 。 柱

聞 は 若干差があ る よ う で あ る 。 こ れが誤差の範囲か、 時期差 に よ る も の か は 不 明 で あ る 。

表 3 掘 立柱建物跡

遺構名
規 模 (m)

間取 り 桁行方向 形 態 備 考
桁行 梁行

4 SBOO1 6 . 4 4 . 6 ( 3 + α) 間 X 2 間 N - 830 - E 柱根残 る
4 SB002 6 . 9 4 . 4 4 間 X 2 間 N - 900 -w 柱根残 る
4 SB003 6 . 9 4 . 4 4 間 X 2 間 N - 6 0 - E  柱根残 る
4 SB031 6 . 3 4 . 5 4 間 X 2 問 N - 1 0 -w 
4 SB034 7. 6 5. 5 4 間 X 2 間 N - 1 0 -w 庇付 柱根残 る
4 SB036 2 . 5 2 . 8 ( 1 ) 間 X 2 間 N- 850 - E  柱根残 る
5 SB018 6 . 1 3 . 6 3 問 X 2 問 N - 1 10 - E  
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第361 図 古代の井戸跡集成図

b 竪穴住居跡
調査四 区 ・ 四 区 に お い て確認 し た 竪穴住居跡 は 、 3 棟で あ る 。 vn 区 で 2 棟、 四 区 で l 棟 出 土 し た 。

調査四 区 で検出 し た 2 棟の う ち 、 4 SI012 は掘立柱建物跡群 の 一 角 で確認 し た 。 掘 立柱建物跡 と 切 り 合 わ

な い の で 、 同 時期 に 存在 し て い た 可能性があ る 。 規模的 に は 3 棟の う ち で規模的 に 一番大型の も の で あ る 。

カ マ ド付 き の住居跡 と 考 え た が 、 カ マ ド 自 体 を 明確 に確認す る こ と は で き な か っ た 。 た だ 、 焼土等が集 中 し

た遺構の北側部分 に カ マ ド は あ っ た と 推定 し て い る 。 こ の 遺構か ら は 、 古墳時代前期 の 遺物 も 多 く 混入 し て

い た が、 こ の 遺構 に 伴 う 古代 の 遺物 と し て は か な り 少 な か っ た 。 た だ 、 包含層 中 や 壁面近 く か ら 、 鉄製 の 鋤

先や硯の破片が出土 し て い る 。 わ ず か な 遺物 は 8 世紀代 の も の が多 く 、 掘立柱建物 跡 の 存在時期 と ほ ぼ同 じ

と 考 え る 。 方位 的 に も 長軸 を ほ ぼ東西方 向 に 向 け て お り 、 掘立柱建物跡 の 規格性 に 従 っ て い る よ う で あ る 。

一方、 4 SI016 は掘立柱建物跡か ら や や 離 れ た 位置 に あ る が、 方位的 に は ほ ぼ長 軸 を 南 北 に 向 け て お り 、

や は り 掘 立 柱 建物 跡 と 関 連性 が 想 定 で き る 。 た だ 、 出 土 遺 物 は ほ と ん ど な く 、 時 期 の 推 定 は 難 し い 。
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5 SI031 は 、 四 区 で確認 し た も の で 、 古墳時代前期 の住居跡群の 間 で検 出 し た も の で 、 前 出 の 2 遺構 よ り も

規模が小 さ く 、 方位 も や や 異 な る 。 カ マ ド は痕跡 な が ら 位置 は は っ き り し て い る 。 埋土 中 の遺物 を み れ ば、

8 世紀代 の も の で あ る 。 遺構数が少 な し こ れ ら の遺構の性格 を 述べ る に は か な り 無理があ る 。

表 4 竪穴住居跡
遺構名 長軸 (m) 短軸 (m) 床面積 ( ぱ) 方 位 柱穴数 備 考
4 SI012 5 . 85 5. 65 33 . 1 N - 8 0 - E 4 カ マ ドは不明確
4 SI016 4 . 94 4 . 42 2 1 . 8 N - 910 -w 4 カ マ ドは不明確
5 SI031 3 . 16  2 . 56 8 . 1 N - 1020 -w 2 カ マ ド は痕跡

c 井戸跡 と 祭把
古代 の 井戸 跡 は 調 査 四 区 . vm 区 で 5 基検 出 し た 。 こ の う ち 、 井戸枠 な ど の 施設が残 る も の は 2 基 あ り 、

4 SE017 と 5 SE061 で あ る 。 井戸 の 形態 を 比較す る と 大 き く は 3 種類 に 分 け ら れ る 。 ま ず、 第 l 類 と し て 、

井戸側乃至井戸枠 を 配置 し 、 井戸枠下 は均等 の径で底部 ま で直 に掘 り 込 ま れ る も の で あ る 。 第 2 類 は 素掘 り

の 井戸 で 、 一定の深 さ 以下 は均等 の径で底部 ま で直 に掘 り 込 ま れ る も の で あ る 。 第 3 類 は 素掘 り の 井 戸 で 、

上部 は 開 く も の の 徐 々 に 窄 ま り 、 一定の 深 さ で底部 に な る も の で あ る 。

ま ず第 1 類 と し て は 、 4 SE017があ げ ら れ る 。 こ の 井戸 は 、 井戸枠 と 井戸側 を 持 ち 、 上部構造 ま で推定で

き る も の で あ る 。 井戸 の 周 囲 に 3 つ の柱跡 を 確認 し 、 井戸 の 上部構造 と し て 上屋 な どの外部施設 を 有す る 可

能性が推定で き る 。 ま た 、 井戸側 と 井戸枠 を 持つ形態 の 古代 の 井戸跡の確認は熊本県で は 初 め て で あ る 。 残

存状況 は 良好 で 、 井戸側 の 組 み 合わ せ は 、 下 か ら 3 段 固 ま で確認で き る も の で あ っ た 。 ま た 中 の 井戸枠 も ク

ス ノ キ の ー 木割 り 貫 き 造 り で 1 m ほ と守が残 っ て い た 。 こ の よ う な 井戸形態 の 類例 と し て は 、 井戸側 だ け を

見 れ ば、 奈 良 の 西 隆寺 出 土 の SE130が類似 し 、 形態分類上 で は 、 積 み 上 げ式横板組相 欠 き 仕 口 型 と よ ばれ

る も の で あ る 註6。 こ こ で は こ れ に 井戸枠 と し て ク ス ノ キ の ー木割貫井戸枠が組み 合 わ さ れ て い る 。 こ の 遺

構 の 時期 は 、 廃棄時 も し く は そ の後埋土、 井戸側 の埋設土 に 含 ま れ た 遺物 か ら 、 8 世紀半 ばほ どで あ ろ う 。

さ ら に 調 査四 区 の 5 SE059で も 、 同 じ く ク ス ノ キ の割貫井戸枠の一部が残 っ て い た 。 た だ 、 こ れ は 4 SE0l7

と 同 じ 構造 で あ っ た も の が、 井戸側 の み を 撤去 さ れた結果、 こ の よ う な こ と に な っ た の か 、 も と も と 井戸枠

の み で あ っ た の か不 明 で あ る 。 上部の状況 と 、 井戸枠下 の状況の類似か ら 考 え る と 、 4 SE017 と 同 じ 形態 の

井戸 で あ っ た 可 能性があ る 。 5 SE059の 時期 は 出 土遺物が少 な く 、 明確 で は な い 。

次 に 第 2 類 と し て は 、 5 SE019があ る 。 上部の平面形は不整 円形 を 呈す る が、 中位以下 は均等 な 円 形 で 直

に 底部 ま で掘 り 込 ま れ て い る 。 中位 に段があ る の で 、 こ の 井戸 も 場合 に よ っ て は 井戸側 や 井戸枠が配置 さ れ

て い た 可 能性があ る 。 こ の 井戸 か ら は墨 な どが出土 し た も の の 遺物 出 土総数 は 少 な く 、 年代 の 特定 は 難 し い 。

少 な い遺物 か ら 8 世紀半 ば ほ ど で あ ろ う か。

第 3 類 と し て は 、 4 SE043 と 5 SE024があ る 。 形態 的 に は 類似す る 。 4 SE043 は 、 4 SX038 と の 組 み 合 わ

さ り 、 一 つ の 遺構 と 考 え ら れ る 。 井戸 と そ れ に 連 な る 流路 と い う 組み合わせで あ る 。 湧水があ れ ばそ れで よ

い よ う な 感 じ で 明確 な 井戸枠 な ど は 設 け ら れ な か っ た と 思 わ れ る 。 さ ら に 、 こ れ に 周 囲 の い く つ か の 遺構が

重 な っ て い る 可能性 も あ る 。 こ の遺構か ら は 多 く の土器が出土 し て い る 。 須恵器 ・ 土 師器 で そ れぞれの器種

があ る が、 出 土す る 遺物 に は偏 り があ り 坪類が多 く 、 完形 も し く は そ れ に 近 い も の が多 い 。 こ れ ら の遺構 と

遺物 の 組 み 合わ せ は 意味 を 持つ も の と 考 え て い る 。 特 に 先 に 述べ た 井戸 と そ れ か ら の流路 は 、 井戸 と い う 人

工 的 な 泉 と そ れか ら 流 れ る 水 の 流 れ と い う 組み合わせ に つ ら な り 、 そ こ に 多 く の 完形 に 近い土器の組み合わ

せ は 、 水辺で執 り 行 わ れ た 祭把の 一端 を 示す も の と 考 え て い る 。 4 SE043 は 、 4 SX038の 時期 は 、 出 土遺物

か ら 7 世紀後半 ま で遡 る 。

同 じ 第 3 類 と し た 5 SE024 は 、 形態的 に は 4 SE043 に 同 じ で あ る 。 時期 的 に は 上位 の 出 土遺物 か ら 少 な く
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と も 8 世紀初頭 ほ ど に 廃絶 し て お り 、 井戸 は そ れ以前 の 所 産 と 考 え る 。 検 出 場所 に は 5 SE019 ・ 5 SE05 も

近 く に位置 し 、 そ れ ら と の 関係 は 良 く つ かめ て い な い 。

井戸 の 廃棄状況 は そ れぞれで様 々 で あ る が、 特 に廃棄 に 当 た っ て 、 祭杷 を 行 っ た よ う な 形跡 は 検 出 で き な

か っ た 。 水辺 の祭杷の一端 を 担 っ た と 考 え た 4 SE043で も 同 様 で あ る 。 中 で も 4 SE017で は 廃棄 後 は ゴ ミ 捨

て場 の よ う に様々 な 土器片 ・ 木片が井戸枠内 に 見 ら れ た 。 こ の遺構で は 、 井戸枠材 も そ の ま ま 残 し た状態 で

あ っ た こ と も 考慮 す れ ば、 遺跡全体の廃絶が一気 に 進 ん だ の で は な か ろ う か。

註 6 鐘方正樹 『井戸の考古学J (株) 同成社、 2003

表 5 井戸跡

遺構名 平面形状 規 模

4 SE017 円 形 径 が2 . 2m

5 SE059 円 形 径 が約 1 m
5 SE019 不整円形 径が1. 6 - 1 . 7m

4 SE043 不整円形 南 北径3. 1m、 東西径
3. 2m 

5 SE024 不 整 円 形 長 軸 が1 . 6m、 短軸 が
1 . 4m 

( 2 ) 遺物
ア ) 土器の分類に つ い て

底面標 両 断面形態 形 態 備 考

1 .  30m ロ ー ト 状 側 一木 覆屋 あ り
戸枠

2 . 63m ロ ー ト 状 一木割貫井戸 枠
2. 44m ロ ー ト 状 素掘 り 上位段状

2. 92m U 字形 素掘 り

3. 08m U 字形 素掘 り

柳 町遺跡で は 、 7 世紀後半か ら 10世紀 ま で の 土器が出 土 し 、 そ の 中 心 と な る の は 、 7 世紀後半か ら 9 世紀

前半 ま で の も の で あ る 。 多 く の 土器が出土 し た 4 SX038か ら は 7 世紀末 - 8 世紀初頭の も の が大半 で あ る 。

遺構 は溝状の遺構であ る た め 、 流れ込み等の混入 も あ ろ う が、 あ る 程度 一括性 あ る も の と 考 え る 。 そ の 他で

は遺構 と 遺物が確実 に伴 う も の と し て は 、 井戸か ら の 出 土 品 があ る 。 そ れ ら を 組み 合 わ せ る こ と で 、 こ の 柳

町遺跡 で の 土器の状況 を つ か む こ と と す る 。 こ の時期の遺物 の 中 心 は 須恵器 と 土 師器で あ る の で 、 ま ず、 そ

の分類 を 試み る 。 さ ら に 大 ま か な 柳 町遺跡 に お け る 編年作業 を 行 っ て み る こ と に す る 。

ま ず、 分類作業 で あ る が こ れ ま で大宰府編年 を も と に熊本独 自 の研究が網 田 龍生氏 に よ っ て 積極的 に 進 め

ら れ て 来 た 。 そ の 成果の な か に は 玉 名 の 資料 も 多 く 利 用 さ れ て 、 概観 は ほ ぼ ま と め ら れ て き て い る 。

a 須恵器
須恵器 を ま ず器種 ご と に 形態 に よ っ て 分類す る 0

. 杯蓋

杯蓋は坪身 と の 組み 合 わせ が必 要 で、 あ る が、 こ こ で は確実 に供伴 関 係 に な る も の を 特定 し が た い の で 、 蓋

だ け で分類す る 。 返 し の 付 く も の を I 類 と し 、 つ ま み の あ る も の ( I - A 類 ) 、 無 い も の ( I - B 類) で さ

ら に 分け る 。 ツ マ ミ の あ る も の も 大小があ る が、 出 土数が少 な く 明確で は な い の で あ え て 分 け な い 。 次 に 返

し が な い も の で は 、 ツ マ ミ の 形態 が宝珠の系統 に な る も の を E 類 と し 、 輪状 に な る も の を 皿 類 と す る 。 同 じ

蓋 で あ り な が ら 使用 法 が異 な る 可能性があ る か ら で あ る 。 E 類 で は 天 井 の 高 い も の と 扇 平化 の 進 む も の があ

り 、 前者 を II -A 類 、 後者 を II - B 類 と す る 。 ま た 、 E 類 も 径 の 大小があ り 、 大型 を III - A 類 、 小 型 の も の

を III - B 類 と す る 。 口 縁端部形状 の 変化が見 ら れ、 明確 に 返 り を 作 る も の か ら あ い ま い な も の ま で あ る 。

- 壷蓋

査蓋 は 出 土数が少 な く 、 分類す る に は 維があ る 。 こ れ に組み合わ さ る 査本体 は特定で き な い 0

. 杯身

先 の 蓋 と の 関連があ る が、 確実 な 組み合わ せが不 明 な の で 、 身単独で分類す る 。 返 し の 残 る も の を I 類 と
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杯蓋 I - A 類 士不蓋 | ー B 類 士不議11 1- 8 類

Lfh込 �ヨ=ミャ ， F雪三1三h
1 193 1295 1 3 17 

土不蓋 I - A 類 杯蓋1 1- 8 類 戸手当:不劃 - A 類

�当』ミャ 4三まミb
1 277 1 1 1 0 1 1 1 1  

士不蓋I I I- A 類 蓋 蓋 芸

1�正予ヒミ司 百雪三、 「千三可 丘 r-:r=二九
1 52 5  1270 127 1  1 508 

杯 | 類 士不 1 1  類 土不 1 1 要員 士干 1 11 類

史ヨ三三汐 」よj ミ三k7 モヨ二7
1 53 1  

1296 1 543 

高 台付杯IV類 高台付坪IV類 高台付I不V類

ミ主J \、トムノ \トエJ
1 3 1 8  1562 1 13 6  

焼 | 類 腕 1 1 類 稜焼 111 類 域 IV 類

三E td 三室二7 ミ」コ
1570 1 57 3  

盤 | 類 盤 1 1 類 皿 日 類 皿 | 類

セζ生三〆 L手ーで=仁」三吉グ γ -c=ニニプ

高士不 鉢 | 類

ヨ2 ) 提瓶

1 6 19 
1625 

鉢 1 1 類

1260  
。 20cm 
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第 V 章 調査成果の総括

す る 。 底部か ら 体部 の 立 ち 上が り が直 に 近 い も の を E 類 と す る 。 底部径 に 対 し て 器高 が低 い も の を E 類 と す

る 。 次 に 高台 の付 く も の を W 類 ・ V 類 と す る 。 こ の う ち N 類 は 体部形態が E 類 と 類似す る と す る 。 V 類 は E

類 の よ う に底部径 に 比 し て器高の低い も の で あ る 。 こ れ に は 大小があ り 、 大型 を V - A 類、 小 型 を V - B 類

と す る 。

- 塊

塊 も 先 の 蓋 と の 組 み 合 わせ を 考 え ら れ る が、 不明確 な た め 単独で分類す る 。

高 台 が付 き 、 底部 に 丸 み を 持つ も の を I 類 と す る 。 高台が付 き 、 体部が底部 か ら 直 に伸 び る も の を E 類 と

す る 。 点数は 2 点 ほ どで あ っ た が、 高 台付 き で体部 に 明確 な 稜 を も つ も の を E 類 と す る 。 高 台 がな く 、 大型

の 杯 と 鉢の 中 間 の 大 き さ の も の を N類 と す る 。

- 盤 ・ 皿

盤 は 高 台 の あ る も の と し 、 口 径 の 小 さ い も の を I 類、 口径の 大 き い も の を E 類 と す る 。 皿 は 高 台 の付 か な

い も の と し 、 口 径 の 小 さ い も の を I 類、 大 き い も の を E 類 と す る 。

- 高杯

出 土数が少 な く 、 分類す る ほ ど で は な い の で分 け な い 0

. 鉢

鉢 も 出 土 点 数 は 少 な い が、 様 々 な 形態があ り 、 4 類 に 分 け る 。 深 さ の あ る も の で 、 体部 に 耳 を も つ も の を

I 類 と す る 。 口 径 が大 き く 片 口 を 有す る も の を E 類 と す る 。 い わ ゆ る 「鉄鉢型」 の も の を E 類 と す る 。 部分

的 な 出土があ っ た底部が厚 く 、 体部が直 に 立 つ 、 い わ ゆ る 「揺鉢」 を N類 と す る 。

- 提瓶

出 土 点 数 は 少 な い 。 全体形が分か る も の は 少 な く 、 分類で き な い 。 形態が分 か る も の で は 、 胴部の片面が

平 ら で裏面 は や や胴 が張 り 出 し 、 肩 部 に 退化 し た取手 を 有す る 。 口 縁 は 不 明 で あ る 0

. 平瓶

こ れ も 出 土 数 は 少 な い が、 胴部の破片 だ け で は 聾 と の 区 別 が付 か な い の で ま だ点数があ る 可能性があ る 。

胴部が卵 形 を 呈す る も の の み を 確認 し て お り 、 分類で き な い 。

- 聾 ・ 大翠

聾 に は 大 中小 と あ る が、 そ れ ぞれで分け る だ け の 資料 を 得 て い な い の で分類 し な い 。
τ土�' :52: 
壷 の 形態 に は査蓋の組み合 わせが考 え ら れ る が、 短頚査 に つ く と 考 え ら れ る が不 明確 な た め 、 こ こ で は 触

れ な い 。 査 の 出 土数 も そ う 多 く は な い が、 形態的 に は 高 台 の つ く も の と 付か な い も の があ る 。 ま た 、 胴部高

が低い も の と 高 い も の があ る 。 さ ら に 頚部の 長 い も の と 短い も の があ る 。 そ れ ら を 組み 合 わ せ て 分類すべ き

で あ る が、 出 土 数が不足す る の で 、 高 台 の付 く も の を I 類 と し 、 付か な い も の で長頚の も の を E 類、 短頚の

も の を E 類 と し て お く 。 さ ら に 長胴化 し た も の を N類 と し 、 こ れ を 瓶 と も 呼ぶ も の と す る 。

以上の よ う に 一応分類 し た が、 そ の 時期 的 な 組み合わせ に よ っ て編年が構築 さ れ る と 考 え る 。 し か し な が

ら 、 こ の 遺跡で は 一括 を い う こ と の で き る 遺構 は ま れで あ る 。 一括 と い え る 遺構 と そ の 遺物 に つ い て 、 簡単

に 述べ る 。 4 SX038の 一角 で蓋の み が重 な っ て 出 土 し た例があ る 。 ほ ほ同 時期 の 廃棄物 と 考 え ら れ、 1299 ・

1321 ・ 13 1 1 で あ る 。 い ず れ も ツ マ ミ を 持つ も の と 考 え ら れ る 。 1299 は天井が高 く 、 返 し の 痕跡 を 有す る も の

で あ る 。 対 し て 13 1 1 と 1321 は宝珠 ツ マ ミ を 持 ち 、 返 し は な く 折 り 返 し た 口縁部 を 持 つ が、 折 り 返 し の 角 度が

や や 異 な る 。 こ れ ら の遺物が 同 時期 に あ っ た と す れば、 形態変化 と 実用 状況 は や やず れ る の で あ ろ う 。 こ れ

ら の 遺物 と 1379の 査 は 出 土位 置 が異 な る も の の 近接 し 、 同 じ 時期 の も の と 考 え ら れ る 。 こ の 他 、 4SX049 は

編年上時期差があ る も の が同 じ レ ベ ル で 出 土 し て い る O 水の流れの あ る 遺構 な の で上 下 の 移動 が考 え ら れ る
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第 V 章 調査成果の総括

が、 や や 時期 の 異 な る 遺物 が 同 時期 に 使用 さ れ て い た 可能性 を 示唆す る 。 こ の他 に 5 SK057は 片 口 鉢 ・ 杯蓋

・ 長頚査がほ ぼ一括 で 出 土 し て い る 。 こ れ も 組み合わせ と し て 重要か と 考 え る 。 他 に 井戸 の 出土遺物があ る

が、 土 師 器 と 須恵器の 関係 を 知 る う え で は重要であ る 。

こ れ ら の こ と を 踏 ま え 、 こ れ ま で研究 さ れて き た編年状況 を 照合す る と 大 ま か な 流 れ と し て は そ う 変 わ ら

な い状況で あ る 。 た だ、 先 に 述べ た よ う に編年で は 時期差があ る と 考 え ら れ る 遺物 が一括 し て 出土 し て い る

の で 、 そ の こ と の 合理的 な 説 明 が必要 で あ ろ う 。

b 土師器
土 師器 を ま ず器種 ご と に 形態 に よ っ て 分類す る 0

. 杯

古墳時代 か ら の 伝統 を 引 く も の を I 類 と す る 。 こ の 遺物 は須恵器 の 杯 身 や蓋 を 模倣 し た も の と 考 え ら れ、

よ り 古 い形態か ら 徐 々 に 変化 し て い く 。 そ れぞれ形態 の 変化 を 分類す る と 、 身 に 返 し の残 る も の を 1 - A 類、

返 し の 無い も の も し く は 蓋 の 変形 と 思 わ れ る も の を 1 - B 類 と す る 。 次 に底部が平坦で 口 縁 の 立 ち 上が り が

急 に な る も の を E 類 と す る 。 内 器面 に 沈線が入 札 口 唇部がや や 内傾す る も の を E 類 と す る 。 こ れ は 器壁が

丁寧 に 仕上 げ ら れ 、 赤採 さ れて い る 。 器口 が低 く な り 、 皿 に形状が近 く な っ た も の を W類 と す る 。 こ れ も 赤

採す る も の が多 い 。 こ の 中 に は さ ら に体部の 内外面、 底部 に 暗文 を 施す も の があ り 、 そ れ を N - B 類 と し 、

そ れ以外 を N - A 類 と す る 。 そ れ ぞれ微妙 な 変化 は あ る が、 そ れ以上分類 し な い 。

- 境

古墳時代 か ら の 大型 の境の伝統 を 百 | く も の を I 類 と す る 。 鉢の小型 に も み え る 。 須恵器か ら の 影響 を 受 け

た と 思 わ れ る 高台 を 持つ 椀 を E 類 と す る 。 こ れ も 高台の形態変化や 口 径 ・ 器高 の 変化があ る が、 こ こ で は 出

土 数が少 な し こ れ以上細分 し な い 。

- 高杯

器壁 に 磨 き を 施す丁寧 な 作 り の も の を I 類 と す る 。 脚部が短 く 縦 の ヘ ラ ケ ズ リ がは い り 、 作 り がや や 雑 な

も の を E 類 と す る 。 完形 に な る も の が少 な し こ れ以上分類 し な い 。

- 皿 ・ 盤

形態 的 に 類似 し 、 器高がや や 深 く 底径 ・ 口 径 と も に小型 の も の を 皿 と し た 。 器高 に対 し て 口径 の大 き い も

の を 盤 と し た 。 こ の盤 は 、 丁寧 な 仕上 げの も の が多 く 、 赤採 さ れ て い る 。

- 甑

底部か ら 口縁部 ま で ほ ぼ直 に 近 い 形状の も の で底部が大 き く 穿孔 さ れ て い る も の があ る 。 甑の把手 と 考 え

ら れ る も の は 多 い が、 全体の 器形がわ か る も の は ま れで あ る 。 し た が っ て 、 こ れ以上分類 し な い 。

- 蓋 ・ 鉢

聾 は古墳時代 か ら の 流 れ に従 う も の で 、 古い段階では胴部 の 張 り が強 いが、 徐 々 に 張 り が少 な く な り 、 口

縁部径が最大で ほ ぼ直 に 降 り て す ぽ ま る よ う に な る 。 調整 も 単純 な ハ ケ と 内 器面 の 縦ハ ケ へ と 変化す る よ う

で あ る 。 ま た 、 大 き さ も そ れ ほ ど違い が な く な る よ う で、 煮沸具 と し て 一 定 の 方 向 に な り 消滅す る よ う で あ

る 。 鉢 は 聾 と 同様 に 古墳時代 か ら の伝統 を 引 き 継 ぐ も の と 考 え ら れ、 須恵器 と の 関係 か ら 徐 々 に須恵器 に 変

わ っ て い く よ う で あ る 。 出 土数 も 少 な い。

以上 の よ う に 基本 的 に 土 師器 は 古墳時代 か ら の伝統 を 引 き な が ら 、 徐 々 に 古代 の 遺物 と し て 変化 し て い く 。

た だ、 古墳時代 か ら 古代 に 至 る 変化 を き ち ん と 分離す る こ と は不可能 で あ る が、 坪の よ う に 古墳時代 的 な も

の か ら 明 ら か に古代律令制 の 下 で作 ら れ た も の に は 違 い が存在 し 、 古い段階で は 地域的 な 傾 向 が強 か っ た も

の が、 律令制 の 規範 に則 っ た も のへ と 変化 し て い く 様子が う かが え る 。 そ の 変化 を 層 位 的 に確認す る こ と は
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で き な か っ た が、 先 に 述べ た 須恵器の変化 と 連動 し な が ら 、 編年す る こ と は で き そ う で あ る 。 須恵器で も 述

べ た 一括性の あ る 遺構 で 考 え ら れ る 。 例 え ば、 一般的 な 編年 に 従 え ば、 4SX038か ら 出 土 し た 須恵器 ・ 土 師

器 は 7 世紀後半 か ら - 8 世紀前半の も の が大部分で あ る 。 下位 は 4 SX049の 古墳 時代 前期 ~ 中 期 の 遺物 と 混

じ る 。 こ れ を 詳細 に 検討す れ ば、 古墳時代 か ら 古代 に 至 る 土器の変化 を つ か め よ う 。 た だ、 溝状の遺構であ

る た め 撹乱が生 じ て い る の も 事実 で あ る 。 こ れ ら の遺構は切 り あ い 関係 に な る 部分があ る の を 調査過程で確

認 し て い る 。

イ ) 編年 に つ い て
出土資料 を も と に こ こ で 、 古墳時代末 か ら 平安時代 に 至 る 土器編年作業 を 考 え る こ と がで き そ う で あ る 。

し か し な が ら 、 確実 な 一括的資料が出 土 し た 遺構 は 少 な く 、 柳 町遺跡独 自 の編年案 を 提示 で き る よ う な 結 果

が得 ら れ な か っ た 。 熊本で は こ れ ま で古代 の 遺物 の 変遷 に つ い て は研究が重 ね ら れ、 大宰府 の 編 年 や 各 地 の

窯跡調査 に よ っ て 、 さ ら に 網 田 氏 の 精力 的 な 活動 に よ り 大枠 は 固 ま り つ つ あ る 註7。 そ れ ら に 従 う 限 り 柳 町

遺跡の 遺物 の 傾 向 も 変遷 は 大差 は な い 。 た だ、 近年大宰府 で の 遺構 と 遺物 の 出 土状況の 詳細 な 検討がな さ れ

る 過程で実年代 に対す る 見直 し も 図 ら れ て い る 。 そ の と き 本遺跡の 出 土資料の位置づけ も 変 わ る も の と 考 え

る 。 特 に 7 世紀 - 8 世紀 に か け て の 遺物 に つ い て は 、 同 時期 の 遺物が出土 し 、 木 簡 ま で 出 土 し た 鞠智城跡の

出土遺物 と の 関連性 も 指摘 さ れ て い る の で 、 詳細 な 検討 は さ ら に 今後必要 と な ろ う 。

註 7 網 田 龍生 「奈良時代 肥後の土器J r先史学 ・ 考古学論究 1 J 、 1994年、 龍 田 考古会

網 田 龍生 「古代荒尾産須恵器 と 字城産須恵器J r先史学 ・ 考古学論究 N .I 、 2∞3年 、 龍 田 考古会

c 木製品
今回 の 調査で は 、 こ の 時期 の 木 製 品 は 出 土数が少 な い 。 井戸跡 と 溝状遺構か ら の 出 土 が ほ と ん どで あ る 。

井戸跡か ら の 出 土 品 と し て 目 立 つ も の と し て 、 4SE0l7や 5 SE059の 井戸側 材 や 井 戸 枠 材 が あ る 。 こ の 他

に 4 SE017や 5 SE019か ら 出 土 し た横櫛があ る 。 材 は すべ て イ ス ノ キ で あ る 。 こ の 他 5 SE059か ら 出 土 し た

半裁 し 、 中 を 割 り 込 ま れ た ヒ ョ ウ タ ン と 棒状の木製品 は組み 合わ さ っ て 柄杓 と し て使用 さ れ て い た 推 定 し た 。

4 SX038か ら 出 土 し た 1480 は 、 用 途不 明 の も の で あ る 。 糸 巻 き 具 に 類似す る が、 一般的 に 見 ら れ る 糸 巻 き

と は異 な る 。 一木 を 加工 し て い る も の で 、 中心 に軸穴があ り 、 四 本 の 突起 も し く は 差 し 込み 部 が上 下 に み ら

れ、 他 の 部 品 と 組合 わ さ っ て 道具 と な る と 考 え ら れ る 。 軸があ り 、 し か も 円形 の 穴 で あ る 点 を 考慮 す れ ば、

こ の部材 は 回転 を 伴 う 道具 と 関係す る 可能性が高 い 。 糸 巻 き 具の他 に は ロ ク ロ の 部材 と 考 え ら れ な く も な い 。

こ の場合の ロ ク ロ は 土器製作 に 関 わ る も の と 木製 品 に 関 わ る も の と があ る 。 た だ 、 こ れ だ け で は何 と も 不 明

確で あ る た め 、 今後の類例 を 待 ち た い 。

他 に顕著 な も の と し て 、 掘立柱建物跡の柱跡 内 か ら 出 土 し た柱木 の 最 下部が残存 し て い た 。 腐食 し て い る

も の が多 か っ た が、 4SB034か ら 検出 し た柱材 は 直径が16cm を 測 る も の があ り 、 掘 り 方が ほ と ん ど 同 様 で あ

る の で柱 は こ の大 き さ と そ う 変 わ ら な い と 考 え る 。

d 墨 ・ 硯 ・ 小万 ・ 水滴
こ れ ら の 遺物 は 主 に 調 査 四 区 ・ 四 区 で 出 土 し て い る 。 硯 は 住居跡か ら 、 墨 は 井戸 跡 か ら 、 小万 は 住居跡か

ら 、 水指 は 井戸跡か ら 出 土 し て い る 。 硯 は 円面硯が 2 点 、 転用硯が確認で き た も の で 4 点 の 出 土 を 確認 し て

い る 。 転用硯 は こ の他 に も 出 土 し て い る 可能性があ る 。

ま ず、 井戸跡 5 SE0l9の底面付近か ら 出 土 し た 墨1189 に つ い て 述べ る 。 こ の 墨 は 、 使用 さ れ て い る こ と 、

井戸 に 入 り 込 ん だ後 の 井戸水へ の 溶 出 、 井戸 の埋没後の水位 の 上下 な ど に よ り か な り 摩滅が進 ん だ可 能性が

あ り 、 本 来 の 形状 は 不 明 確 で あ る 。 た だ、 使用 し て い た と 考 え ら れ る 下部の摩耗痕が し っ か り し て い る と こ
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ろ か ら 、 現在 の 状況 と そ う 大 き く 本 来 の 形状が変化 し た と も 考 え ら れ な い 。 現状で は 縦長3. 2cm、 横 幅2. 2

cm、 厚 み0. 8cm を 測 り 、 や や 下 部 か ら 上部 に 向 か つ て や や カ ー ブ し な が ら 狭 く な る 傾 向 がみ ら れ る 。 下 面

は使用 に よ り 研磨 さ れ た よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 下面 自 体が側面 の 縦方 向 に 対 し 、 や や 斜め と な っ て お

り 、 使用方法が想定で き る 。

大川 原 ・ 山 路 (2003) 註8 に よ れ ば、 古代 の 墨 の 形態 は 、 舟形 (A 型) 、 箆形 (B 型) 、 筒形 (C 型 ) に 大 き

く 分け ら れ る と い う 。 A 型 は 、 身部が張 り 、 端部がす ほ ま る 舟形 を 呈 し 、 凹 部 が大 き く 、 深 く 開 く 。 A l 型

と A 2 型 に 分 け ら れ、 A l 型 が A 型 で も 整 っ た も の 、 A 2 型 は A l 型 が変形 し た も の で あ る 。 B 型 は 、 身 部

と 端部 の 幅 に 差 が な く 箆形 を 呈 し 、 側 面厚 も A 型 よ り も 薄 く な る 。 凹部が小 さ く 浅 く な る 。 B l 型 と B 2 型

に 分 け ら れ、 B l 型 は 形態 が 凹 部 を 除 く 表面 と 裏面 が単 に 平坦 で あ る も の 、 B 2 型 は 端部が反 り 返 る な ど B

l 型が変形 し た も の で あ る 。 C 型 は筒形 を 呈す る も の で あ る 。 こ れ ら の形態分類 は 、 奈 良 の 正倉 院 の伝世 品

や 、 各地の遺跡 出 土 の も の か ら 導 き 出 さ れて き た も の で あ る 。 こ の 他 に 各形態 の 特徴 と し て 、 A . B 型 と も

外側 に 張 り 出 し 、 裏面 は 平坦で あ る 。 A 型 ・ B 2 型 の縦断面 で 、 端部がや や 反 る 。 B 型 は 凹 部 の 押圧以前 に 、
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墨 の 表面 を 押圧 し て形態 を 扇 平 に す る 。 端部の平面が丸み を 帯 びる の で 、 筒形の も の を 押圧 し た の で あ ろ う

と さ れ る 。 そ し て 、 時代 的 な 傾 向 と し て 、 A 型 は 9 世紀以降の伝世 ・ 出 土事例 が な い こ と か ら 、 古代 の 墨 は

9 世紀 以 降 B 型 が主 流 と な る と し 、 さ ら に 墨 の 成形過程 の 手 間 の か け 方 か ら 、 C 型→A 型→B 型 と い う 変

遷が考 え ら れ る と し て い る 。

こ の よ う な こ と を 踏 ま え て 、 本遺跡 出 土 の 墨 を み て み る と 、 残欠 な が ら 分類 的 に は B 型 に 含 ま れ る 可 能

性が高 い 。 さ ら に B 型 で も B 1 型 に 入 れ ら れ る よ う で あ る 。 供伴す る と 考 え ら れ る 遺物 は 少 な い が、 外底

面 に 暗文 を 付 け た 土 師器杯や 、 外器面 に ミ ガ キ の 入 る 高台付 き 塊があ り 、 9 世紀末 の も の と 考 え ら れ る 。 し

た が っ て 、 こ の 墨 も こ れ ら の 遺物 と 供伴す る と 考 え れ ば、 ほ ぽ想定時期 と 違 い は 少 な い よ う で あ る 。

次 に 、 こ の墨 の 生産 地 、 製作方法、 ど こ で生産 さ れ た の か 、 どの よ う に し て 製作 さ れ た の か、 ま た 誰が使

用 し た の か な ど の 課題 に つ い て 述べ る 。

平安京 で は 、 延喜式 な ど に よ れ ば官営の工房 で あ る 図書寮工房 で生産 さ れ て い る よ う で あ る 。 こ の他 、 平

城の北、 木津川 の 上 流 で 、 恭仁京付近の和豆貨 (和都香) と い う 場所 や播磨 国 (播磨 国衛) の 工房 な どが、

正倉院文書 に 記録 さ れ て い る と い う 。 ま た 、 九州 の大宰府管 内 で も 直営工房があ っ た よ う で 、 最澄 (伝教大

師) 帰朝途 中 に 、 そ こ に 立 ち 寄 っ て 筑紫墨三丁 を も ら っ て 上京 し た 記録があ る 。 ま た 、 奈 良朝末期 に 始 め ら

れ た事が延喜式の 年科別 貢物 に 明記 さ れ て い る 。 地理的 な こ と や肥後が大宰府管 内 で あ る こ と や 、 本遺跡が

官庁 の ー っ と い う 想定 を 考慮 す る と 、 大宰府直営工房 の 製 品 で 、 管 内 に 配布 さ れ た も の と い う 見 方 が妥 当 で

あ ろ う 。

墨 の 原料は煤 と 躍で あ る 。 煤 に は 、 菜種油 な ど を 燃や し て で き る 油煙 と 、 松脂 な ど を 燃 や し て で き る 松煙

があ る 。 当 時 の 煤 は 掃墨 (松煙) で あ っ た よ う で あ る 。 勝 は 、 動 物 の 皮 や骨 な ど に 含 ま れ る タ ン パ ク 質 で 、

普通ゼ ラ チ ン と 呼ばれて い る も の で あ る 。 勝 は 、 温水 に よ く 溶 け 、 接着力 も あ っ て 、 冷 や す と 固 ま る 性質 が

あ る 。 煤 も 躍 も 独特 の 臭 い があ り 、 練 り あ わす と 少 し 臭 く な る の で 、 こ の 臭 い を 消 す の に 現在 は香料 を 入 れ

て い る 。 こ の煤や 膝 は 、 漆 や絵具 と 共 に絵師や仏像の仕上 師 な ど に よ っ て使 わ れ て い た 事 は 、 正倉院文書 に

み ら れ、 百万塔陀羅尼経の 印刷 に も 使 わ れ た こ と も 知 ら れ て い る の で 、 す で に 奈良 時代 に は 墨 は造 ら れて い

た と 思 わ れ る 。 今 回 出 土 し た 墨 に つ い て科学的分析 を 行 っ て い な い た め 、 使用 さ れ た煤が油煙 な の か 、 松煙

な の か は不 明 で あ る 。

こ の 墨 が広 く 使用 さ れ る の は 、 律令体制 の整備 に伴 い 、 公文書や 木簡 な ど に お け る 文字の使用 が広 域 に 必

要 に な っ て き た こ と 、 紙 の 普及 な ど に 伴 い 、 墨 を 公的 に造 ら れ る よ う に な っ て き て 墨 の 生産 量 が急激 に 増 え

て き た た め で あ ろ う 。 熊本で は 、 当 時 の古文書 は 残 っ て い な い も の の 、 柳 町遺跡 は も と よ り 多 く の古代集落

跡 か ら 墨書土器 と い う 形で 、 墨 が使用 さ れ た状況 を 窺 う こ と がで き る 。 墨書土器 の 出 土状況、 墨書土器の形

態 に よ り 使用 開始 の 時期 が推定 は で き そ う で あ る 。

次 に 、 墨 を 使用 す る 際 に 必 要 な 硯 の こ と に つ い て ま と め る 。 硯 に は 、 円 面硯 ・ 猿面硯、 丁字硯 な ど の よ う

に も と も と 硯 と し て 造 ら れ た も の と 、 本来 は 別 の も の で あ っ た も の が、 硯 の 不足 を 補 う た め か、 硯 と し て使

用 さ れ た 転用 硯 に 分 け ら れ る 。

ま ず、 硯 と し て 造 ら れた も の を み て い く 。 本遺跡で は 2 面 の 円 面硯が出土 し て い る 。 円 面硯 は 、 脚 台 部 の

形状 に よ り 獣脚硯 ・ 蹄脚硯 ・ 圏 足硯 に 分類 さ れ る 。 出 土 し た 円 面硯 は い ず れ も 須 恵 質 の 圏 足硯 で 、 脚台部 に

方形の 透 か し を 持 つ 圏 足 の も の ( 1083) と 透 か し を 持 た な い 圏足の も の (2156) と に 分 か れ る 。 透 か し は掘

孔が長方形 を 呈す る 。 一応 2 分類 し て 記 し た が、 2 点 と も 全体の半分 も し く は そ れ以 下 の 残 欠 で あ る た め 、

特 に 透 か し を 持 た な い 圏 足 の も の と し た2156 に も 透 か し があ っ た 可能性 は否定で き な い 。 形態 的 に は2156が

1083 に 比べ 、 小 型 で 、 一 回 り 小 さ い 印象 を 受 け る 。 た だ、 1083 は 圏 足 に 比 し て 高 さ が低 い の に 対 し 、 2156 は

圏 足 に 対 し て の 高 さ の 比 は 高 い の で よ り 締 ま っ て い る 。 一般的 に 奈良時代後半 に は い る と 円 面硯 は 小型化す
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る と い わ れ、 2156 は そ の傾 向 がみ ら れ、 時代的 に は 奈良時代後半の も の と 考 え ら れ る 。 1083 は や や そ れ を 遡

る と は 思 わ れ る が、 形状がや や 崩 れ 、 透か し も き っ ち り し て い な い の で 、 そ う 大差 の な い 時期 の 所産 で あ る

と 考 え る 。

次 に転用硯 に つ い て 述べ る 。 本遺跡、で転用硯 と し た の は 、 1 136 ・ 1 138 ・ 2157 ・ 1372 の 4 点 で あ る 。 い ず れ

も 他 の 土器 を 転用 し た も の で 、 高 台付杯 も し く は椀が 2 点 、 扇 平 な 蓋が l 点 、 平瓶の破片が l 点 で あ る o こ

の 他 に も 転用硯で あ る 可能性があ る も のがあ っ た が、 明 ら か に 転用硯 と 認め ら れ る も の の み を 取 り 上 げ た 。

特 に破片が小 さ い も の や使用 期 間 の短い も の は不明確であ る 。 1 136 は 、 高 台付坪 の 内 器面 を 使用 し て お り 、

底面がか な り 使用 に よ り 磨研 さ れて い る 。 さ ら に わ ずか に 墨痕がみ ら れ る 。 こ の土 器 は 本来食器 と し て使用

さ れ て い た も の を 上部 の 破損 な どがあ っ た た め 途 中 か ら 硯 に転用 し た も の で あ ろ う が、 場合 に よ っ て は 、 最

初 か ら 硯 と し て使用 し た の か も し れ な い 。 同 じ こ と は2157 に も 言 え る 。 こ れ も 小破片 の た め 、 全体 は不明確

で あ る が、 内 器面底部 に墨痕 と 磨研がみ ら れ る 。 1136 と 2157 は や や 時期差があ る よ う で あ る 。 1 138 は 肩平 な

蓋 の 内 器面 を 使用 し た も の で 、 裏返 し に し よ う し た も の で あ る 。 や は り 使用 面 は磨研 さ れ、 墨痕 も 薄 く 残 る 。
カ

さ ら に そ の面 に は 、 墨書 も み ら れ る 。 文字 は 「 田村…J と あ り 、 村 の 名 と も 読め る が、 人名 と も 考 え ら れ、

使用 し た 人物 の 名 で あ る 可能性 も あ る 。 以上の も の は転用 と は い え 、 土器の器種 に よ る 制約 か ら 墨が漏れ る

よ う な 状態 で は使用 で き な い の で 、 杯 ・ 塊類 に あ っ て は底部 と 、 体部 の あ る 程 度 の 残存 、 蓋 に あ っ て は ほ ぼ

全体の残存の よ う に 、 最低使用 に 耐 え る 確保 さ れ た 部分があ る こ と が前提 で あ ろ う 。 そ れ に対 し 、 1372の よ

う な 平瓶や大聾の破片 は 、 一定の 大 き さ と 安定性があ れ ば使用 で き そ う で あ る 。 1372 は 、 使用 さ れて い る の

は 全体の 一部で、 使用部分の み が研磨 さ れ、 当 て具痕が潰れ、 薄 く 墨痕 も 残 る 。 こ の土器が使用 さ れた の は 、

本 来 の 器種があ る 程度破損 し 、 硯面 と し て確保で き る 一定の広 さ の あ る 状態 で使用 し た の で あ ろ う 。 体部上

位があ っ た 状態 で は使用 し に く い で あ ろ う 。

こ れ ら の こ と か ら 、 転用硯 も 使用 さ れ る 器種 に よ り 、 大 き く 杯 ・ 塊 な どの よ う に 器種本 来 の 原 形が よ り 残

っ て い た も の が よ い も の と 、 大聾片 な どの よ う に 器種で十分使用 で き る も の と に 分 け ら れそ う で あ る 。 今後、

転用硯 を 見分 け る 際 に 注 目 す る 点 で は あ る 。

次 に小万 で あ る が、 こ れ は 万 子 で あ る 。 こ の道具は も の を 切 っ た り 、 削 っ た り す る も の で あ る 。 こ の 当 時

に は木簡 な どの記述内容 を 訂正す る た め な ど に こ の刀子が使用 さ れ て い る 。 す な わ ち 書 き 損 じ た部分 を 削 る

こ と で消 去 し て い る 。 本調査区 に お い て は 、 万 子 の 出 土 は ほ と ん ど な く 、 万 子 に似 た も の が l 点 出 土 し た 。

ま た 、 木簡様の も の は 出土 し て い る が、 文字 を 書い た も の は な い 。 貴重品 の た め 出土 が少 な い か、 使用 頻度

が少 な く 、 必要 と し な か っ た か の ど ち ら かで あ ろ う 。 た だ 、 木簡様の 木製品 も あ る の で万 子 も 使用 し た と 考

え ら れ、 ご く 一部 の 部署で使用 さ れ、 破損 し で も 大事に使用 し て い た た め に 出土数が少 な い か も し れ な い 。

最後 に 、 水滴 に つ い て 述べ る 。 こ の 道具 は 、 硯 を 使用 す る 際 に水の補填 を す る た め に使用 さ れ、 近 世 に は

特化 し た 容器が造 ら れて い る 。 し か し 、 水 を 補 う た め の 道具で あ れ ば、 他 の 容器の も の で も 代用 で き る 。 一

般的 に 水滴 と し て の役割 を 担 う も の と し て は 、 平瓶が上 げ ら れ る 。 た だ 、 こ こ で敢 え て こ の 道具 を 取 り 上 げ

た の は 、 本遺跡調査 四 区 の 井戸跡 4 SE017の井戸枠 内 か ら 出 土 し て い る 小型査1150 を 取 り 上 げ る た め で あ る 。

こ の 遺物 は 、 井戸跡の廃棄後 に 埋 め 戻 し が行 わ れ た 際の埋土 中 か ら 出 土 し た も の で あ る 。 形態 的 に は頭部 よ

り 上部 は 欠損 し て い る も の の 、 瓶の小型 品 の よ う で あ る 。

註 8 大川原竜一 ・ 山路直充 「古代 の墨J r古代の陶硯 を め ぐ る 諸問題 一 地方 に お け る 文書行政 を め ぐ っ て J 独立行政法人

文化財研究所奈良文化財研究所、 2003

e 墨書土器 ・ 刻書土器
先 の 墨 ・ 硯 な ど と 関係す る の が墨書土器で あ る 。

墨書土器 と 確認 し た の は 16点 で あ る 。 土師器 ・ 須恵器の 区別 な く 書 か れて い る が、 い ず れ も 小破片 が多 く 、

口δ噌Eム凶hu



第 4 節 古代 の 遺構 と 遺物

ぐb Q o 。
1 1 5 8 2 1 60 

2 1 58 1 1 59 

2 1 59 

A 告J U 。2 1 6 1  2 1 62 
1 1 56 2 1 6 3 

〈苅 ω マ〉 可う2 1 64 
2 1 65 2 1 67 1 1 1 4 

2 1 66 

て♂ 五コ ミ王J2 1 69 
2 1 68 1 33 2 1 33 7 

。 20cm 

第366図 墨書 ・ 刻書土器集成図

文字 を 明確 に 読 み 取 れ る も の は わ ずかで あ る 。 そ の 中 で は 、 先 に 述べ た 1 138の 「 田 村」 があ る が、 同 じ 文字

で は な い か と 考 え ら れ る の が1 159で あ る 。 文字列 の 中 央部付近 で半分 に 割 れ た 残 欠 で あ る た め 、 確実で は な

い が、 残 っ た 部分か ら そ の よ う に 見 え る 。 こ れが地名 な の か、 人名 な の か不 明 で、 あ る の で 一概 に は 言 え な い

が、 地名 な ら こ の 地域の性格 を 示す も の で あ ろ う か。 「柳町 1 J に お い て は 、 「大園 ? J と 読め る 墨書 も 出 土

し て お り 、 人名 と の見方 も あ る の で 、 「 田 村j も 人名 と も み ら れ る 。 今後 も 墨書土器資料の 蓄 積 に よ り 、 玉

名 に お け る 古代 の 遺跡の状況 を つ か む う え で大 き く 意味 を も っ と 考 え る 。

次 に 刻書土器で あ る 。 確認 し た の は 3 点 の み で あ る 。 ヘ ラ 状の 工具で彫 り 込 ま れ て い た も の で明確 な 文字

を 確認 し た の は 、 1337の 「千」 で あ る 。 そ の他 は 字画 の 一部で あ る の か不 明 で あ る 。 こ れ ら の 刻 書 は 、 土 器

の焼成前 に 彫 り こ ま れて い る こ と か ら 、 焼成後 に文字 を 書 く 墨書 を 異 な る 発想で書か れ て い る 可 能性があ る

が、 そ れがい か な る も の か こ の 出 土例 だ け で は 不 明 で あ る 。

f ["爪形状庄痕」 の あ る 土器
こ こ で い う 「爪形状圧痕j と い う の は 、 高台付杯 身 の 高 台 内 側 に ヘ ラ 先 ま た は 爪で施 さ れ た 圧 痕 の こ と で

あ る 註90 こ れ は 整 理 中 実 測 図 作 成 中 に 気づい た も の で 、 製作 時 に 付 け ら れ た も の で 、 一 つ の 特徴 を 示 し て
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い る 。 点 数 は 少 な く 、 確認 し た の は 5 � 6 点 で 、 そ の う ち の 4 点 を 図 示 し た 。 い ず れ も 高 台付 き 杯 の 外底面、

高 台 内 に あ る 。 こ れ ら の 圧痕 に つ い て は 、 製作技術や工人 ま で を 含め た 製作集団 と 関係す る こ と が指摘 さ れ

て い る 。

こ の 遺跡で出 土 し た も の は ほ と ん どが、 高 台 に 沿 っ て 、 ヘ ラ 状工具の先端で描 か れ て い る よ う で あ る 。 大

き く は 、 小 刻 み に連続 し て鋸歯文状 に 描 く も の と 、 一 つ 一 つ が間 延 び し て 弧状 に 描 く も の と に 分 か れ る よ う

で あ る 。 外底面調整 さ れ、 高 台 を 貼 り 付 け た後で、 乾燥以前 に 施 さ れて い る 。 外底面 の ヘ ラ 切 り に よ っ て 生

じ た痕跡 を 切 る 形で巡 る 。 破片 で あ る の で 円 状 に 巡 る よ う に み え る が全体 は 不 明 で あ る 。

こ こ で 出 土 し た う ち に どの よ う な 関係があ る の か今後の課題で あ る 。

出 土 数 は 少 な く 、 こ の遺跡か ら 出 土 し た須恵器の杯の全体数か ら み れ ば ご く わ ず か で あ る 。 も し こ れが製

作 集 団 の 特徴 を 示す も の で あ れ ば、 非常 に ま れ な も の と い わ ざ る を 言 え な い 。 こ の 圧痕がみ ら れた 須恵器片

は 高 台形態 や 全体 の 器形か ら さ ら に 分 け ら れ そ う で あ る 。 た だ、 点数が少 な く こ こ で の 明確 な 細 分 は 不可能

で あ る 。

註 9 同志社大学校.地学術調査委員 会 「第 4 章 考察 第 1 節 い わ ゆ る 「爪形状圧痕」 に つ い てJ rマ ム シ谷窯社発掘調査報

告書 一 同志社大学 田 辺校地内所在遺跡の発掘調査 n - j 1983 

g ヘ ラ 記号の あ る 土器
こ の 遺跡か ら 出 土 し た ヘ ラ 記号 の あ る 土器 と し て 、 16点 を 確認 し て い る 。 大部分 は 一 角 の 「ー」 の よ う な

も の 、 i x J の よ う な も の が大部分で あ る 。 た だ 、 一点 に 「大j と い う 文字 と 考 え ら れ る も の があ っ た 。

ヘ ラ 記号 は 、 内 器面 に あ る も の と 、 外器面 に あ る も の と に 大 き く 分け ら れ、 内 器面 は 内底面、 も し く は 内

天井部分 に 彫 ら れ る 。 外器面 は 大部分外底面 、 外天井部 に あ る 。 こ の刻 ま れ方 の 意味す る も の があ る の か は

不 明 で あ る 。 た だ 、 上面か ら 見や す い と い う こ と は あ る の か も し れ な い 。 焼成前 に 彫 り こ ま れ る こ と を 考 え

れ ば、 窯 入 れ も し く は 窯 出 し 後の作業 に 関係 す る も の か も し れ な い 。 点数は 少 な く 、 ま た記号 自 体 に 統一性

が な い の で、 そ の性格 に つ い て 言及す る こ と は で き な い 。 た だ 、 こ の 記号 は誰か に 示す た め に 書 か れ た と 考

- 520 一
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h 鋳具 に つ い て
こ の 遺跡か ら は鋳具が 3 点 出 土 し て い る 。 「柳 町 1 J です で に 報告 済 み の 銅 製 の 丸輔 が l 点 、 今 回 報告 し

た 調 査 四 区 出 土 の 石 製 の 山 形 (1675) 、 調査四 区 の 4 SX038の 上面 で 出 土 し た 青銅 製 の 方形 の も の ( 1479)

の 2 点 で あ る 。

『柳町遺跡 1 .1 で報告 し た 銅 製丸朝 は 大畦状遺構の形成土 中 か ら の 出 土 で あ る 。 こ の鋳帯 は 形状 か ら 裏金

具 で あ る 。 全長2. 3cm、 横 幅3. 5cm、 最 大厚 1 mm、 本体下部 の 透 か し 孔 は 3 mm X 14mm を 測 る 。 表 面 に

は 浅 い 条線が走 り 、 漆膜が焼 き 付 け 塗布 さ れ て 黒色 と な っ て い る 。 形態 は 丸 朝 で あ る 。 出 土場所 は 1 号大畦

の付近 で あ る 。 l 号大畦 は 「敷粗来工法J r敷葉工法」 に よ り 構築 さ れ、 上 幅 で2 . 15m、 確認長32 . 0m を 確

認 さ れ た 。 こ の付近 で は こ の他 に も 青銅 製耳環や鉄鉱、 ほ ほ平安時代前期 の 土器類、 墨書土器 な どが出土 し

て い る 。 移動式 カ マ ド の 破片 も 出 土 し て い る 。 こ の鋳具 も こ の 時期 で あ ろ う 。

1675 は 石材が凝灰 岩 の 一種 と 考 え ら れ、 横幅が 4 cm、 縦長が 3 cm、 厚 み が 8 mm ほ ど を 測 り 、 形態 は 山

形であ る 。 出 土層 は V 層 の 範曙で あ る が、 W層 と V 層 が混 じ る よ う な 状況 に あ り 、 洪水の 影響 を 受 け て い る

層 中 で あ る た め 、 原 地 点 か ら は 移動 し て い る と 考 え ら れ る 。 遺物の接合状況 か ら 洪水 の 流 れ を 想定す る と 、

羽 区 か ら 四 区 方 向 の南西か ら 北東へ地形の 比較的低い場所 を 流 れ て き た も の と 考 え て い る 。 し た が っ て想定

だ け で い え ば、 vn 区 の掘 立柱建物跡群 に 関係す る 可能性があ る 。 現在熊本県 内 の 石帯 の 出 土数 は 公表 さ れて

い る も の だ け で16点 あ り 註10、 そ の 中 に 「 山 形」 の 出 土 は な い よ う で あ る 。 形態 的 に は 蛇尾 に も 似 る が、 他

の 出 土例 か ら 「 山 形」 と し た 。 本体裏側 に は潜 り 孔が裏面 に 2 対 3 カ 所空 い て い る 。

1479 は か な り 腐植 し 、 表面 の 剥離が進み 、 残存状態 は 悪 い が、 表面 を 詳細 に 観察す る と 金箔 がわ ず か に 痕

跡 と し て残 る の が分か る 。 た だ 、 長方形で あ る も の の上辺 は 斜め に な っ て お り 形が査 み 、 全体的 な 作 り も 雑

な 印 象 を 受 け る 。 表面 に 毛彫 り 線 も か な り 雑 で あ る 。 厚 み は 薄 い 。 形状 は 長辺が 4 cm、 短辺 が2 . 3 �2 . 6cm、

厚 み が 1 mm を 測 る 。 四 隅 に は 鋲孔 と 考 え ら れ る 4 つ の 孔があ け ら れ て い る 。 こ れ ま で 県 内 で 出 土 し て い

る 他の帯金具 と 比べ る と 、 随分 と 調整や仕様に お い て や や 劣 る よ う に み え る 。

こ の遺物 に 類似 し た も の と し て は 、 三重県の斎宮遺跡 で 出 土 し て い る 帯金具があ る 。 こ の 遺物 は 斎宮跡西

部 の 中 垣 内 地 区 で行 わ れ た 第 137次調査で 出 土 し 、 長辺 4 cm、 短辺 2 cm を 測 る 方形 の も の で 、 長 方 形 の 透

か し があ る 。 表面 に は鍍金が施 さ れ て い た 。 外周縁 に は 二 重 に 線が巡 ら さ れ、 線 と 線の 間 を 等 間 隔 の 短線で
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第 V 章 調査成果の総括

刻 ん で、 い る 。 ま た 、 透 か し の 周 囲 に も 一重 に線が巡 ら さ れ て い る 。 四 隅 の 裏側 に は 、 草帯 に つ け る た め の鋲

が 4 mm ほ ど残 っ て い る 。 調査機関 は 出 土 し た 当 初 、 五位以上 の 宮 人 の 帯 飾 と し て い た が、 後 に 馬 具 の 飾

り 金具 と し て い る 。 た だ、 鍍金が施 さ れ る の で特別 の儀式用 の礼装 に供 さ れ た と 考 え ら れ る 。 『続 日 本後紀』

承和 9 年 (842) の 五 月 五 日 の競馬 の 節会の馬飾 り に 五位以上 に は 金銀製 品 を 使 う こ と を 許す と さ れ て お り 、

決 し て 単 な る 馬飾 り と い う こ と に は な ら な い と い う 註11。

柳町遺跡の金具 を 再度確認す る と 、 上記の三重県 出 土例 に酷似す る 。 形態的 に は ほ ぼ同 型 と 考 え ら れ、 表

面 の 意匠 も 毛彫 り に よ る も の で 、 柳 町遺跡の も の がや や雑 な 点 を 除 け ば、 良 く 似 て い る 。 し た が っ て 、 こ の

柳 町遺跡の も の も 三重県 の も の と 同 じ く 、 馬具の金具 と し た 方が良い よ う で あ る 。 表面 に わ ずか に 金箔 が残

る の が確実 な ら ば、 三重県例 と 同 じ も の と 考 え ら れ、 五位以上 の 官 人 の乗 る 馬飾 り の 可能性が出 て く る 。

こ の よ う に 柳 町遺跡で は 、 官 人 の 用 い た腰帯飾 り (石帯、 鋳帯) が 出 土 し 、 さ ら に 馬飾 り の 金具 も 出 土 し

て い る 。 腰帯等 は 、 出 土 し た 土器類が奈良時代か ら 平安時代初期 の も の で 、 他の調査例 か ら も こ れ ら の土器

類 に伴 う と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 奈良時代 の 官人が用 い た腰帯 の 制 度 を ま ずみ で み る 。

「延喜式衣服令」 に よ れ ば、 腰帯 は 金銀装 と 烏油装 と に わ かれ、 前 者 は 文官五位以上、 武 官 の 衛 門 督 と 佐、

兵衛督 が締め 、 後者 は 文官六位以 下 、 武官の尉 ・ 志 ・ 兵衛、 主 帥 が締 め る と い う 。 無位官 人 は 烏油腰帯 で あ

っ た 。 2 種の腰帯 は い ず れ も 金属 製の鋳 を 草帯 に と り つ け た い わ ゆ る 鋳帯 で あ り 、 前者 は鋳 に 金銀 を 鍍金 し 、

後者 は鋳 に 黒漆 を 塗 っ た も の と さ れ て い る 詮12。

こ の よ う な 鋳帯 は 、 『扶桑略記』 慶雲 4 年 (707) の 条 に 「天下始用 革帯」 と あ る こ と に 始 ま り 、 そ の 後官

人の腰帯 は 一貫 し て鋳帯 で あ っ た が、 延暦15年 (796) に な っ て 変化 し た 。

『 日 本後紀』 の 延暦15年12月 辛酉条 に 、 「禁鋳帯以支鋳銭也」 と あ り 、 『 日 本後紀』 の 弘仁元年 9 月 乙丑条

に 、 「又去大同 二年八月 十 九 日 下弾正台例言、 雑石腰帯。 画飾太万…等一切 禁断者、 臣等商量雑石易得、 造

売多 人 、 至子著用 、 亦復難損。 銅鋳具者、 以漆塗成、 動易剥 落 、 今難易各異。 価直是 問 、 為弊一也。 …悉聴

用 之」 と あ る 。 す な わ ち 、 延暦15年 に は 銅鋳 を 廃 し て 石鋳 に か え る が、 大 同 2 年 (807) に な っ て 再 び銅鋳

に も ど し 、 弘仁元年 に ま た 石鋳 (雑石腰帯) に 変更 し た と さ れ る 。 こ の 改廃の 理 由 と し て は 、 平城上皇の 復

古政策 の 一環 と し て 大 同 2 年 に 変更 さ れ、 そ れが嵯峨天皇 に よ っ て ま た 旧 に復 し た と さ れ る 。 制 度上 は 、 延

暦15年 か ら 弘仁元年 の 聞 に銅鋳か ら 石鋳 に 変化 し た と さ れ る 。 た だ 、 『 日 本紀略』 延暦 4 年 (795) の 「聴参

議以上着 白 玉帯」 や 、 『 日 本後紀』 延暦18年 (799) の 「勅 、 前璃帯者先聴三位以上著用 、 自 今以後五位得 同

著」 な どの 記事か ら 、 延暦以前 か ら 高官貴族の 聞 で は 、 玉やF代理で飾 る 腰帯が流布 し て い た よ う で 、 延暦年

聞 の 玉石帯へ の 変更 は 、 一般の流行 を 追認す る こ と に あ っ た と 考 え ら れ て い た 。 す な わ ち 、 7 世紀初頭 に 革

帯が始 ま り 、 そ れ に は 銅鋳が普通装着 さ れ て い た が、 8 世紀末 に な る と 石鋳が付 く よ う に な る と 制度 上 は 考

え ら れ る が、 実態的 に は そ れ以前 に も 石鋳の使用 があ っ た 可能性 も あ る と い う こ と で あ る 。

こ こ で 、 柳 町遺跡で 出 土 し た銅鋳、 石鋳 に つ い て 主 に網 回 (1999) を 参考 に み て み る 。

柳 町遺跡調査で 出 土 し た銅鋳は裏金具で 、 漆膜が施 さ れ て い る こ と か ら 、 6 位以 下 の 官 人 が用 い た 烏油腰

帯 で あ ろ う 。 裏金具 な の で異 な る も の が表金具 に 付い て い た 可能性があ る が、 他 の 事例 か ら す る と 同形の も

の が付 い て い る 場合があ る の で 、 烏油腰帯 の鋳 と み て よ い と 考 え る 。 こ の 資料 に つ い て 網 田 氏 は 、 透 か し 孔

が小型 で 、 鋲が細 く 、 器厚が薄 い こ と な どの形態 的 な 特徴か ら E 期 ( 8 世紀 中 葉 ) の も の と 想定 し て い る 。

1675は石帯 の う ち の 「 山 形」 で あ り 、 形態上底面 は 巡方 に似 て い る の で 、 巡方 の 形態 に 準 じ て 時期 を 想定

す る と 、 や は り 同様 の 時期 を 想定で き る 註130

こ の よ う な 銅鋳、 石鋳の 出 土 は 、 こ の 遺跡の性格 を 語 る う え で大 き な 意味 を 持つ と 考 え る 。 出 土状況 は 包

含層 や 流 出 土 中 な どか ら で あ り 、 決 し て 良好で あ る と は い え な い 。 た だ、 「柳 町 1 J で報告 さ れ た よ う な 大

畦 を 形成す る 古代 の 遺物 を 含 む 層 は 、 調査vn 区 の掘立柱建物群 を 検 出 し た箇所の包含層 と 共通す る と 考 え ら

- 52刈 ー
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れ る 。 大畦 の 造成土が四 区 か ら の 搬 出 土 と す れ ば、 掘立柱建物が形成 さ れ た 時期 も し く は そ れ以後 に使用 さ

れ た も の で 、 出土遺物 は掘 立柱建物群 と の 関連性 を 考 え る こ と がで き る 。 し た が っ て 、 他 の 出 土遺物 と も 併

せ、 掘立柱建物群が何 ら か の 官街的 な 施設 と し て の証拠のーっ と で き ょ う 。

註10 網 回 龍生 「熊本県か ら 出 土 し た鋳具の集成 と 考察J r先史学 ・ 考古学論究j pp. 187-21O、 1999年、 龍 田 考古会

註11 斎宮歴史博物館 の ホ ー ム ペ ー ジ (h句 : //www.pref.mie.jp/saiku/hp/h紘kutul13刀ν13可i.h回) に よ る 。 斎宮跡西部 の 中 垣 内

地区の 第137次調査で、 奈良時代前半の竪穴住居や土坑が重 な っ て い る 部分か ら 、 本遺跡出土の金銅製金具 と 非常 に 類

似 し た も のが出土 し て い る と い う 。

註12 r衣服令」 で は つ ぎの よ う に 規定す る 。

王 ・ 親王 諸臣一位 ~五位 諸 臣六位~初位 衛府督 ・ 佐 ・ 兵衛督 尉 ・ 志 ・ 兵衛 ・ 主帥 衛士

朝 服 金銀装腰帯 金銀装腰帯 烏泊腰帯 金銀装腰帯 烏t由腰帯 白 布帯

礼 服 条帯 烏泊腰帯

制u nll 無位ー烏油腰帯

註13 田 中広 明 「律令時代 の 身分表象 ( I ) 一 帯飾具の生産 と 変選 - H土曜考古第16号� p67- 124、 1991 、 土曜考古学研究会
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第 5 節 中世以降の遺構 と 遺物

( 1  ) 遺構

- 池状遺構

こ の遺構 に つ い て は 第 3 章 の 中 世以降 の遺構の と こ ろ で述べ た よ う に 中 世 ま で遡 る 遺構 と と ら え て い る 。

た だ 、 歴 史 的 に どの位置 に 置 く か は 明確で は な い 。 池状遺構 と し た が、 洪水 な どの 自 然 の 力 に よ っ て扶 れ た

た め に そ こ に 泥 が堆積 し 、 深 田 と な っ て い た場所で も あ る 。

- 掘立柱遺構

明確 に 一棟分 と し て は確認で き ず 、 ま た 、 遺物 の 混入 も な く 、 時期 の特定 も 不可 能 で あ る 。 検 出 は近世土

を 剥 い だ面 か ら で き た の で 、 中 世末 ご ろ の も の で あ ろ う 。

' X - 2 区 の 構状遺構群

こ れ ら の遺構群の う ち 溝状遺構 は 、 仁ド 世末か ら 近 世の初頭の遺物 を 含み 、 初 期 の 溝 は か な り 大 き い も の で

あ っ た と 思 わ れ る が、 一部 を 検出 し た に 過 ぎ な い 。 こ の 初 期 の 溝状遺構 で あ る 6 SX004 ・ 6 SX005 は 、 相 互

に平行関係 に あ り 、 両遺構 と も 最下面の 出土遺物 か ら 少 な く と も 17 世紀初頭 に は 存在 し た と 考 え ら れ る 。 ま

た 出 土 し た 遺物 は そ の 出 土状況か ら 調査外の 西側 方 向 か ら 落 と し 込 ま れ た こ と が読み取れ、 そ の西側部分に

そ れ ら の遺物 を 使用 し 、 廃棄 し た 主 体者が居 た も の と 考 え ら れ る 。 そ こ に屋敷等の 施設があ っ た 可能性 は 高

い 。 ち な み に こ の 場 所 は 現 在 の 小 字 は 「尾畑」 で あ る が、 宝 暦 14年 の 検 地 |帳 類 に 記載 さ れ た 下 げ名 「尾 屋

敷」 の変 わ っ た も の と 考 え ら れ る 。 そ れ は現在 周 囲 の小字 と し て 残 る 「 田 中 J . I九郎丸J . I 中 111.引 な どが

い ず れ も 「 田 中 屋敷」 ・ 「九郎丸屋敷J . I 中 |嶋屋敷j と 記 さ れ て い る こ と か ら 推定 で き る 註14。 現在 の 「尾

畑」 が 「尾屋敷j な ら ば、 そ こ が屋敷跡で あ っ た可能性 は さ ら に 高 く な る 。 そ の屋敷の周 囲 に 巡 る 溝 と し て

こ の 6 SX004 ・ 6 SX005があ っ た と い え よ う 。 さ ら に 出 土 し て い る 遺物 の 中 に は 、 王章ナト| 窯 産 の 大皿 や 、 肥前
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系 の 陶磁器 も 多 く 、 こ の場所 に こ れ ら を 使 用 で き た 人物 も し く は扱 う こ と の で き た 人物 がい た こ と を 示唆 し

て お り 、 居住場所 も あ っ た と 想定で き る 。

註 14 玉 名 市 史j 資料篇 2 地誌、 玉 名 市 、 1992

( 2 ) 遺物
中 世 の 遺物 と し て は 、 青磁 ・ 白 磁 ・ 中 世土器が出 土 し て い る 。 大部分 は 流 れ込 み と 考 え ら れ る が、 先 の 遺

構か ら も 出 土 し て い る 。 集 落 は 遺物 の 出 土量 か ら 考 え 、 や や 離 れ た と こ ろ の 可能性があ る 。

近世 に な る と 、 先 に 述べ た よ う に 中 国 産 の 陶磁器や肥前系の 陶磁器が出 土 し 、 一 方 で 土 師 質土器や 瓦質土

器 な ど 日 常雑貨類 も 多 く 出 土す る 。 遺物 の 出 土傾 向 は徐 々 に 人 々 の 居住状況 に よ る も の か新 た な微高地の 形

成 し た場所へ と 移動 ・ 拡散 し て い く 。 そ れ は 集落の発展 を 示 す も の か も し れ な い 。

第 6 節 ま と め

熊本県で調査 し た 玉名 バ イ パ ス に 係 る 「柳町遺跡J に つ い て は 、 本報告書 の ま と め に よ っ て 発掘調 査 は 終

了 と な る 。 6 年 間 の 現地調査 に よ っ て様 々 な 成果があ っ た 。 縄文時代晩期 か ら 近世 、 さ ら に 現在 ま で連綿 と

こ の 玉名平野 で 人 々 の生活が営 ま れ て き た こ と が分か っ た こ と に は 大 き な 意義 があ る O 現在 の 水 田 と な っ て

い る 土地 の 下 や 人 々 の 居住 す る そ の 下 に 、 当 時 そ こ で生活 し た 人 々 の 生活痕跡が、 住居跡や遺物 と い う 形で

現在 の 我 々 の 前 に 出 現 し た の で あ る 。

こ こ で は最後 に 柳 町遺跡の調査の 意義 と 課題 に つ い て 箇条書 き の形で簡単 に ま と め る 。

( 1 ) 熊本県 に お け る 低湿地 も し く は 低地性平野部遺跡 の調査 と し て代表的 な も の と な っ た 。 柳 町遺跡以前

に 低地遺跡の調査 は あ っ た が、 面積 ・ 期 間 ・ 予算 ・ 調査方法の各方面 で そ の 後 の 同 規模 ・ 同種の遺跡の

基準 と 見 な さ れ た 。

( 2 ) 低地性遺跡故 に 有機物 の遺物が多量 に 出 土 し 、 熊本県 の 木製品文化 を 知 る 上 で貴重 な 成果 を 上 げ た 反

面 、 そ れ ら の 保存処理 ・ 維持管理の 面で今後 に 大 き な 課題 を 残 し た 。

( 3 ) 玉 名 平野 の 中 で遺跡の形成 さ れ て い く 過程 を 追 う た め の材料 を 提供 し た 。 縄文時代 か ら 近世 ・ 現代 に

及ぶ平野部 の 利 用 過 程 の 一端 を う かが う こ と がで き た 。

( 4 ) 低地性平野 と い う よ り 沖積平野の調査は 、 丘陵地や高地性平野部 の常識で は 計れ な い 。 考古学的 な 考

え 方 に 加 え 、 自 然地理学や地質学的知識、 土壌学や生物学 な ど多様 な 分野 の 応援が必要で あ り 、 今後 の

調査体制 を 考 え る 上 で の 課題 と な っ た 。

( 5 ) 今後 こ の 地 は現在の 人 々 の 足跡 に よ っ て 大 き く 変 わ り 、 今後の 開発行為 は こ の 遺 跡 の 残 さ れ た 地下遺

構 に 大 き な 影響 を 及 ぼ し て い く こ と に な ろ う 。 特 に 有機質の遺物 は水位 の 変化 に よ り 急激 に 失 わ れ て い

く 可能性があ る 。 そ れ ら を 今後 ど う 将来 に 残 し て い く の か 、 大 き な 今後 の 課題 で あ る 。
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土器類観察衰
挿図

番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版番号 遺構 層位 器局 最大岡径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
1 0  四区 縄文土器 深鉢 c-31 G 沈線 ( 口縁部 2 条) 1 7  
1 0  2 珊区 縄文土器 浅鉢 Z.a-31 G ミ ガ キ後ナデ ミ ガ キ後ナデ 沈線 ( 口縁部) 1 7  
1 0  3 四区 縄文土器 深鉢 b-31 G Vc 層 沈線 ( 口縁部) 1 7  
1 0  4 vm区 縄文土器 深鉢 c-31 G ヨ コ ナ デ 沈線 ( 口縁部 6 条) 1 7  
1 0  5 咽区 縄文土器 深鉢 f-34G 貝殻条痕 ナデ
10  6 X 区 縄文土器 深鉢 6 SX049 ナデ， 条痕 ナ デ
1 0  7 四区 縄文土器 深鉢 4 SX049 C 層 (39. 0) 貝殻条痕 1 7  
1 0  8 vm区 縄文土器 深鉢 e-35G Vc 層 1 7  
1 0  9 四区 縄文土器 浅鉢 Z.a-31 G ヨ コ方向の ミ ガ キ ヨ コ方向の ミ ガ キ 1 7  
1 0  1 0  vm区 縄文土器 浅鉢 5 SX040 (27. 0) ナデ ナデ 1 7  
1 0  1 1  四区 縄文土器 浅鉢 c-34G 1 7  
1 0  1 2  vm区 縄文土器 浅鉢 e-35G V 層 ナデ ナデ 1 7  
1 0  1 3  vm区 縄文土器 浅鉢 5 SX040 E 層 1 7  
1 0  1 4  vm区 縄文土器 浅鉢 5 SX040 D 層 ナデ ナデ 17 
1 0  1 5  vm区 縄文土器 浅鉢 5 SX040 E 層 1 7  
1 0  1 6  vm区 縄文土器 浅鉢 f-35G ナデ ナデ 1 7  
1 0  1 7  四区 縄文土器 浅鉢 5 S801 8 半裁 ト レ ン チ ナデ ナデ 17  
1 0  1 8  vm区 縄文土器 浅鉢 砂層 1 7  
1 0  1 9  vm区 縄文土器 護 5 SX023 最下層 1 7  
1 0  20 vm区 縄文土器 蜜 c-31 G Vc 層 刻 目 文
1 0  21 X 区 縄文土器 要 6 SX506 床直上層 刻 目 文 1 7  
1 0  22 vm区 縄文土器 蜜 b-33G 刻 回 文 1 7  
1 0  23 vm区 縄文土器 書 b-33G ナデ ナ デ 刻 目 突帯文 1 7  
1 0  24 vm区 縄文土器 窪 5 SX040 E 層 E 層 ナ デ 刻 目 突帯文
1 0  25 vn区 縄文土器 蜜 4 SX049 2 層 刻 目 文 1 7  
1 0  26 vm区 縄文土器 壷 b-31 G ナ デ ナデ 刻 目 突帯文
1 0  27 X 区 縄文土器 聾 6 SX例9 ナデ唱 貝殻条痕 貝殻条痕後ナ デ 刻 目 突帯文 1 7  
1 0  28 vm区 縄文土器 蜜 c-33， 34G V層 ナ デ ナデ 刻 目 突帯文 1 7  
1 0  29 vm区 縄文土器 小型聾 c-34G V層 刻 目 文 1 7  
1 0  30 vm区 縄文土器 饗 5 SK032 ナ デ ナデ 刻 目 突帯文 1 7  
1 0  31 vm区 縄文土器 浅鉢 a-32G 
1 0  32 X 区 縄文土器 浅鉢 6 SX例9 組織痕
1 0  33 vm区 縄文晩期~弥生前期土器 蜜 5 SK036 ナ デ ナ デ 1 7  
1 0  34 vm区 縄文土器 浅鉢 b-32， おG W層 1 7  
1 0  35 vm区 縄文晩期~弥生前期土器 聾 5 SX040 E 層 ナ デ 1 7  
1 0  36 vm区 縄文土器 浅鉢 b-32， 33G W層 ミ ガ キ ナ デ ナデ ナ デ 1 7  
1 0  37 vm区 縄文土器 浅鉢 a-32，b-33G ナ デ ナ デ ナ デ ナ デ 1 7  
1 0  38 vm区 縄文土器 深鉢 5 SX023 (7. 3) ナデ ナデ 1 7  
1 0  39 vm区 縄文土器 深鉢 d-34G (8. 8) 貝殻条痕 ナデ， 組織痕 ナ デ ナ デ 内器面に煤付着 1 7  
1 0  40 vm区 縄文土器 深鉢 5 SX023 最下層. ②層 9. 3 ナ デ ナ デ 1 7  
1 0  41  四区 弥生土器 (前期 1 ) 聾 5 SX023 2 層 7. 6 ヨ コ ナデ ナ デ ナ デ 外底函に木の葉圧痕
1 1  42 X 区 縄文土器 深鉢 6 SX049 3 卜 レ ン チ ナデ ナ デ 沈線 ( 口縁帯 2 条)
1 1  43 X 区 縄文土器 深鉢 6 SX049 3 卜 レ ン チ ナデ ナデ 沈線 ( 口縁帯 3 条)
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挿図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版
番号 遺構 層位 器高 最大厨径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
1 1  44 X 区 縄文土器 浅鉢 6 SX049 ヨ コ 方向の ナ デ ヨ コ 方向のナ デ
1 1  45 X 区 縄文土器 浅鉢 g-40G x m 層 (32. 9) ヨ コ 方向の ミ ガキ ヨ コ方向の ミ ガ キ ヨ コ 方向の ミ ガキ

1 1  46 X 区 縄文土器 浅鉢 6 SX049 3 ト レ ン チー ヨ コ 方向の ミ ガキ ヨ コ方向の ミ ガキ

1 1  47 X 区 縄文土器 蜜 6 SX049 ヨ コ方向のケズリ 植ナデ ヨ コ方向の守ズリ 笹ナデ 刻 目 突帯文
1 1  48 X 区 縄文土器 蜜 6 SX049 1 ト レ ン チ ー ヨ コ ナ デ ヨ コ 方向の ナ デ 刻 目 突帯文. 炭化物付着
1 1  49 X 区 縄文土器 蜜 j-40G x n 層 貝殻条痕 ヨ コ 方向の ナデ 刻 目 文
1 1  50 X 区 縄文土器 壷 a-40G x m 層 ミ ガ キ ミ ガ キ 赤色顔料
1 1  51 X 区 縄文土器 要 6 SX049 3 卜 レ ン チ 条痕 条壷 (ヨ コ方向のケズリ) 刻 目 突帯文
1 1  52 X 区 縄文土器 蜜 6 SX049 3 ト レ ン チ 条痕 ナ デ 刻 目 突帯文
1 1  53 X 区 縄文土器 聾 6 SX049 ナデ 1 7  
1 1  54 X 区 縄文土器 浅鉢 6 SX049 1 卜 レ ン チ 組織痕の ち ナ デ ナ デ 刻 目 文
1 3  55 VIIl区 弥生土器 寮 5 SK067 ヨ コ 方向のナ デ ヨ コ 方向の ナ デ 刻 目 突帯文
1 3  56 VIIl区 弥生土器 深鉢 5 SK067 7 層 ナ デ ナ デ 刻 目 突帯文
1 3  57 VIIl区 弥生土器 重 5 SK067 7 層 ミ ガ キ ミ ガ キ 外器面に 2 条沈線. 2 条重彊文
1 3  58 VIIl区 弥生土器 蜜 5 SK067 7 層 ナ デ 不明
13  59 VIIl区 弥生土器 聾 5 SK067 7 層 (5. 2) ミ ガ キ後ナデ ミ ガ キ 後 ナ デ ナ デ ナ デ
1 3  60 四区 弥生土器 蜜 5 SK067 7 層 9. 6 ナデ， 指押 え ナ デ ナ デ ヨ コ 方向の ナ デ
32 1 1 9 四区 弥生土器 第 e-34G ナ デ ナ デ 刻 目 文
32 1 20 咽区 弥生土器 ? 蜜 5 S801 8 半裁 ト レ ン チ ハ ケ メ ハ ケ メ 刻 目 突帯文
32 1 21 羽区 弥生土器 ? 聾 5 SX023 1 層 刻 目 突帯文
32 1 22 VIIl区 弥生土器 聾 5 SX040 刻 目 文
32 1 23 VIIl区 弥生土器 蜜 5 S�例。 C 層 ナ デ ナ デ 刻 目 突帯文
32 1 24 VIIl区 弥生土器 要 b-31 G ナ デ 刻 目 突帯文
32 1 25 VIIl区 弥生土器 蜜 5 SX040 E 層 刻 目 突帯文
32 1 26 VIIl区 弥生土器 蜜 5 SX050 2 層 刻 目 突帯文
32 1 27 VIIl区 弥生土器 ? 長頭蓋 5 S80 1 8  半裁 ト レ ン チ
32 1 28 X 区 弥生土器 聾 g-43G L05層 (27. 2) ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ 刻 目 突帯文 ( 2 条)
32 1 29 VIIl区 弥生前期土器 事 5 SX023 貼付刻 目 突帯文
32 1 30 四区 弥生土器 壷 5 SK036 ( 1 1 . 4) 外器面に煤付着
32 1 31 VIIl区 弥生土器 蜜 a-31 G W層 (8. 5) 不明 不明
32 1 32 羽区 弥生前期土器 蜜 5 SX040 E 層. DE 層 5. 9 ナデ ナ デ
32 1 33 VIIl区 弥生土器 第 Z-32.a-336 2 c 層 7. 9 ナデ， 指押 え ナデ ナ デ ナ デ
32 1 34 四区 弥生土器 蜜 5 SX023 1 層 ( 1 2. 7) ヨ コ ナ デ ナデ， ヨ コ ナ デ 不 明
32 1 35 VIIl区 弥生土器 護 b-30G (7. 9) ナデ， 指頭圧痕 ナ デ ナ デ 意図的な穿乱有(*器面世ら内器面へ)

32 1 36 VIIl区 弥生土器 蜜 c-30G 8. 8 ヨ コ ナデ. 指頭圧檀 ナ デ 不 明 意図的な 穿孔有 ( 1 ヶ )
32 1 37 VIIl区 弥生土器 聾 f-34G 8. 0 ナデ. 指ナデ. ケ ズ リ ナデ ナ デ 意図的な 穿孔有 (底鄭)
33 1 38 X 区 縄文~弥生土器 鉢 g-39G 四膚 ( 1 9. 7) (21 . 0) 条痕 条痕
33 1 39 X 区 弥生土器 鉢 j-40G W層 ヨ コ ナ デ ナ デ 車1]突列点文
33 1 40 X 区 弥生土器 蜜 j-40G W層 (24 . 4) ヨ コ ナ デ， ナ デ ヨ コ ナデ， 指頭圧痕 刻 目 突帯文
33 1 41 X 区 弥生土器 聾 k-40G vn層 ヨ コ ナ デ‘ ナ デ ナ デ 刻 目 突帯文， 外器菌に煤付着
33 1 42 X 区 弥生土器 蜜 6 SX054 2 層 (31 . 6) (28. 6) ヨ コ ナ デ 指頭圧痕. ナ デ 刻 目 突帯文， 内9H聞に媒付着
33 1 43 X 区 弥生土器 (早期) 椀 j-38G E 層 (1 4 . 8) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ 丹塗 り
33 1 44 X 区 弥生土器 宣 j-39G X 層 ヨ コ ナデ， ナデ. 半円輔 ナ デ
33 1 45 X 区 弥生土器 事 h-39G，g-4偲 VI層. x m 層 ( 1 3. 2) ヨ コ ナ デ ナ デ
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挿図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版
番号 遺構 層位 器高 最大岡径 口f圭 底径 外器面 外底面 内器函 内底面
33 1 46 X 区 弥生土器 室 1j-40G x n 層 9. 7 ハケメ 桂ナデ， 指頭正富 ナ デ ナ デ 内器面に煤付着
33 1 47 X 区 弥生土器 重 h-42G 5 卜 レ ン チ ハ ケ メ 後ナデ ナ デ 外器面 に櫛描波状文
33 1 48 X 区 弥生土器 聾 6 SX049 7 . 4 ケ ズ リ 後ナ デ 7 ン ギ ン状圧槙. ナ デ
34 1 49 四区 弥生土器 聾 V-27G Vc 鼠 lV-Vb 層 (21 . 8) ナ デ ナ デ
34 1 50 四区 弥生土器 聾 W-27G Va 層 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ
34 1 51 珊区 弥生土器 聾 Z-33G 
34 1 52 咽区 弥生中期土器 聾 4 SX049 A 層 (34. 1 ) ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ
34 1 53 X 区 弥生土器 蜜 6 SX506 (24. 8) ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ
34 1 54 四区 弥生土器 壷 5 SXωo (7. 7) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨ コ ナ デ 外器面 に赤色顔料
34 1 55 vm区 弥生土器 壷 5 SX040 ( 1 0. 4) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 外器面 に赤色顔料
34 1 56 X 区 弥生土器 蜜 6 SX506 (26. 0) ハ ケ メ
34 1 57 vm区 弥生 (中期~後期) 土器 壷 e-32， 33G ( 1 0. 4) 外器面に赤色顔料
M 1 58 凋区 弥生土器 『号杯 5 SX055 ( 1 9. 2) ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ 1 7  
34 1 59 vn区 弥生土器 蜜 V-27G Vc 層 (5. 1 )  ナ デ
34 1 60 vm区 弥生土器 聾 5 SX023 1 層 (5. 7) ヨ コ ナ デ， ナ デ ナ デ
34 1 61 vm区 弥生土器 窪 d-34G 5. 7 lサメ豊ヨ コ ナデ， ヨ コ ナデ
34 1 62 vm区 弥生土器 聾 b.c-31 G 6. 6 ヨ コ ナ デ， ナ デ 指ナデ 外底面 に黒斑有
34 1 63 vn区 弥生土器 聾 Z-29G Vb 層 (6. 8) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ
34 1 64 vn区 弥生土器 聾 Y-28G v ・ VI層 6. 4 1\り豊ナデ， ヨ コナデ. 平明 ナデ
34 1 65 vm区 弥生土器 晶綜 c-33G ナデ， ヨ コ ナ デ 貼付突帯
34 1 66 vm区 弥生土器 鉢 4 SX049 ナ デ ナ デ ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ
34 1 67 X 区 弥生土器 器台 6 SX504 ハ ケ メ ， ナデ ハ ケ メ ， ヘ ラ ケズ リ

34 1 68 X 区 弥生土器 壷 6 SX507 (8. 0) ハ ケ メ . ハ ケ メ 後ナ デ へ フ ナテε痕 ハ ケ メ 後へ ラ ケ ズ リ 多方向ヘ ラ ケ ズ リ

34 1 69 vm区 弥生土器 壷 c-34G ヨ コ ナデ. ハ ケ メ 左上方向ヘラナデ種ヘラケXリ 外器面に黒斑有
34 1 70 vm区 弥生土器 ? 脚付鉢 1 1 . 4  ハ ケ メ ヨ コ ナ デー ナ デ ハ ケ 目 へ ラ ケ ズ リ 1 8  
42 2 10  V置区 土師器 書 4 S I007 24 . 35 21 . 4 1 6. 1 ヨ コ ナデ， ハケメ植ヨ コナデ ? ハ ケ メ 後ナデ ヨ コ ナデ， 1r1.リ撞ナデ ケ ズ リ 後ナ デ 外器面に黒斑有 1 9  
42 21 1 四区 土師器 蜜 4 S I007 24. 7 21 . 8  1 6. 6  3. 0 3Jti'， /l1IIm;" ハケi ハ ケ メ ハケメ 植ヨ コナデ， lr1.リ ケ ズ リ 外器面に黒斑有 1 9  
42 21 2 V置区 土締器 第 4 SI007 24 . 75 21 . 8  1 6. 5  ヨコナデ 1 ， 平明， 1\ケメ ハ ケ メ ヨ コナデ 1 ， 不明， 指駐車 ケ ズ リ 1 9  
42 21 3 羽区 土師器 蜜 4 S I007 22. 4 20. 1 1 5. 1  3Jナi'， I\'TJI3JtT， I\'TJ ハ ケ メ ハケ人 ヨ コナデ. ケXリ ケ ズ リ 内器商に煤付着. 外器面に黒斑有 1 9  
42 2 14  W区 土師器 蜜 4 S I007 2 層 ， Vc 層 ( 1 7. 1 )  ヨ コナデ. ハ守メ撞ナデ 3JtT， へm�， ハ'TJI3Jti'

42 21 5 四区 土師器 蜜 4 S I007 20. 4 1 8 . 2 1 4. 6  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ II'rJmヨコナデ， ナデ， 'r1.り ケ ズ リ 外器面に 煤付着 1 9  
42 21 6 羽区 土師器 聾 4 S I007 2 層 ( 1 6. 4)  ナデ， ハケ メ 後ナデ ナデ， へ フ ケ ス，' 1) 外器面に 煤付着
43 21 7 四区 土師器 蜜 4 S I007 20. 0 1 5. 1 ヨ コ ナデ， ケ ズ リ ヨ コ ナデ. ケ ズ リ

43 21 8 羽区 土師器 蜜 4 S I007 1 5. 0  1 4 . 5  1 3. 0  2. 6 ヨ コナデ， ハケメ 撞ナデ ハ ケ メ 後ナ デ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ X リ ケ ズ リ 後ナ デ 外器面 に煤付着 1 9  
43 21 9 四区 土師器 蜜 4 S I007 ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 外器面 に黒斑有
43 220 四区 土師器 要 4 S I007 ( 1 5. 7) ナi'， /I'TJIti'， Hキ1I/1'TJ ナデ， 指駆車， ヘラケズリ
43 221 羽区 土師器 蜜 4 S I007 1 4 . 8 ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ， ナデ ヨ コナデ. ハケメ 聾ナデ 粘土巻上 げ痕
43 222 四区 土師器 饗 4 S I007 ( 1 6. 5) ナデ， ケ知人 指駆車
43 223 羽区 土師器 蜜 4 S I007 25. 4 1 9. 2  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨ コナデ， ケズリ桂ナデ 外器面に黒斑有
43 224 四区 土師器 • 4 SI007 (23. 4) ヘ フ ケ ズ リ
43 225 四区 土師器 蜜 4 S I007 (22. 1 )  ( 1 7 . 4) ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 粘土巻上 げ疲
43 226 四区 土師器 要 4 S I007 22. 7 1 9. 9  ( 1 4 . 6) ハ ケ メ ハ ケ メ ケ ズ リ ケ ズ リ 1 9  
44 227 羽区 土師器 蜜 4 S I007 (28. 2) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハケメ 控ナデ， ヘラケXリ
44 228 四区 土師器 饗 4 SI007 ( 1 7 . 2) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ 後ナデ
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帰国 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版
番号 遺構 層位 器晶 最大岡径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
44 229 W区 土師器 要 4 51007 ( 1 6. 0) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ナ デ
44 230 羽区 土師器 整 4 51007 ( 1 6. 0) ヨ コ ナデ. ナ デ
44 231 羽区 土師器 護 4 51007 (28. 9) ( 1 8. 6) ヨ コ ナ デ， ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ 外器面に 黒斑有
44 232 vn区 土師器 蜜 4 51007 1 層 ( 1 5. 2) ヨ コ ナデ. ハ守メ 植不明 ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ

44 233 vn区 土師器 聾 4 51007 N層 ( 1 0. 8) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ
44 234 羽区 土師器 一重口緑豊 4 51007 (31 . 0) (25. 7) 3Jナ:;， 1\1113Jナ五 1111 lJIT，時j曲折'， 1則自1試 問
44 235 羽区 土師器 要 4 51007 1 8. 0  ( 1 5. 2) 1 3. 3  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ 後ナデ ヨコナデ， ヘラケXリ ， ナデ 指頭庄痕 外器面に煤， 黒斑有 24 
44 236 羽区 土師器 壷 4 51007 ( 1 7 . 1 )  ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ハ ケ メ 後ナデ司 ケ ズ リ

45 237 羽区 土師器 二重口縁童 4 51007 (22. 6) ハケメ盛ヨ コナデ‘ ヨコナデ ヨ コ ナ デ
45 238 vn区 土師器 二重口録壷 4 51007 b 層 (22. 4) ナ デ ヨ コ ナデ， ナ デ
45 239 羽区 土師器 品fiF 4 51007 ( 1 3. 2) ヨコナデ， /111量ヨコナデ ケ ズ リ
45 240 四区 土師器 晶杯 4 51007 1 1 . 4  ナデ， ヨ コ ナデ， ケズ リ

45 241 羽区 土師器 器台 4 51007 ( 1 5. 0) ハ ケ メ ハ ケ メ ， ヨ コ ナデ 指調整
45 242 羽区 土師器 器台 4 51007 ( 1 1 . 2) ナ デ 不 明 外器面に赤色顔料， 胸部に穿孔有
45 243 羽区 土師器 鉢 4 51007 ( 1 8. 6) 指顕1I1i， ハケメ 桂ナデ 指頭圧痕. へ ラ ケ ズ リ へ ラ ケ ズ リ 外器面に意図的 な打 ち 欠 き 有 28 
45 244 羽区 土師器 鉢 4 51007 ハ ケ メ 躍による民軍鼠 ヘラ守Xリ
45 245 羽区 土師器 鉢 4 51007 2 層 (1 3. 8) ナデ. ミ ガ キ 7 ナ デ
45 246 vn区 土師器 鉢 4 51007 1 2. 5  ナ デ ナ デ 28 
45 247 羽区 土師器 鉢 4 51007 ( 1 5. 2) ハ ケ メ ナ デ
45 248 W区 土師器 鉢 4 51007 (22. 6) ナデ， タ タ キ 不明， ヘ フ ケ ズ リ
45 249 W区 土師器 鉢 4 51007 第 1 層 1 4. 2  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ナ デ
45 250 四区 土師器 鉢 4 51007 2 層， 3 層. U I 1 6. 7  111m:;， 指駆車， ヨコナデ ヨコナF， 描Eよる腕Î， ナヂ ナ デ 28 
45 251 羽区 土師器 鉢 4 51007 ナデ， ハ ケ メ ナデ， ケ ズ リ 後ナデ
45 252 vn区 土師器 小型蜜 4 51007 6 . 7 1 1 . 1  ヘ フ ケズ リ 後ナ デ ヨ コ ナ デ ナ デ
45 253 vn区 土師器 鉢 4 51007 6 . 6 1 0. 0  1 0. 4  ハ ケ メ ハ ケ メ 指頭圧痕， ナデ 指頭圧痕 内器商に 煤付着 28 
45 お4 vn区 土師器 4哩二重口Ii童 4 51007 ナ デ 不明
45 255 vn区 土師器 小型壷 4 51007 (8. 4) ナデ， ハ ケ メ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ
45 256 vn区 土師器 小型壷 4 51007 ヘ ラ 調整， ナ デ ケ ズ り 指に よ る調整， ナデ 指 に よ る 調整
45 257 vn区 土師器 杯 4 51007 3 . 6 1 3. 5  ナ デ ナ デ
46 258 vn区 須恵器 蓋 4 51007 ( 1 5. 2) 自転ヘラケXリ ， 目転ヨコナデ 回転ヨ コ ナデ. ナデ 回 転 ヨ コ ナデ 輪状 ツ マ ミ
46 259 vn区 須恵器 短頭宣 4 51007 Vc 層 ( 1 4 . 0) 回転ヨ コ ナデ， H キ 回 転 ヨ コ ナデ
46 260 vn区 須恵器 長頚童 4 51007 聞 転 ヨ コ ナデ 自転ヨ コナデ， 目転ヘう';tリ
46 261 vn区 須恵器 大聾 4 51007 擬格子 タ タ キ 平行Hキ植同心円安9キ
46 262 vn区 須恵器 壷 4 51007 (9. 4) 回転ヨ コ ナデ， ナデ 回転ナデ， ヨ コ ナデ Hキ豊田!iヨコナテ. ナデ ナ デ
46 263 vn区 須恵器 品台付塊 4 51007 6. 5 回 転 ヨ コ ナデ ヘラ切 り ， 回転ヨ コナデ ナデ ナデ
50 265 vn区 土師器 蜜 4 5101 3 ( 1 5 . 3) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 植ナデ ハ ケ メ 口縁部 に 一部黒斑有
50 266 vn区 土師器 饗 4 5101 3 ( 1 7 . 9) ヨ コナデ， 1\';メ韓ヨ コナデ 1\';地ヨ コナデ， へうす1リ 外器函に 煤付着
50 267 vn区 土師器 費 4 5101 3 ( 1 4 . 4) ハ ケ メ 桂ヨ コナデ， ナデ 1\守 メ 種ナデ. ヘラケズリ
50 268 vn区 土師器 要 4 5101 3 ( 1 6. 9) ハ ケ メ 後ナデ ヨ コ ナデ
50 269 羽区 土師器 護 4 5101 3 ( 1 6. 0) ヨコナヂ， 1\';メ韓ヨ コナデ ヨコナT， ヘラケZリ豊ナテ
50 270 四区 土師器 事 4 5101 3 ハ ケ後ナデ， ナ デ ナデ， ケ ズ リ
50 271 vn区 土師器 聾 4 5101 3 ( 1 4. 8) ( 1 2. 0) ハケメ 植ナデ， 3 コ ナデ ヨ コ ナデ. ハ ケ メ 外器商に 黒斑有
50 272 vn区 土師器 晶杯 4 5101 3 21 . 6  不明. ナデ ナデ ? ナ デ ?
50 273 羽区 土師器 品杯 4 5101 3 ( 1 2. 2) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ハ ケ メ ハ ケ メ
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挿図 番号 区 種別 器種
出 土地点 法量 (cm) 特徴 備考 写真図版

番号 遺構 層位 器晶 最大胴径 口径 底径 外器面 外底面 内器酉 内底面

50 274 vn区 土師器 壷 4 8101 3 下層 20. 5 1 9. 4  1 3. 4  ハ ケ メ ハ ケ メ ハケ メ . へ ラ ケ ズ リ へ フ ケ ズ リ 24 

50 275 vn区 土師器 品書干 4 8101 3 上層 ( 1 2. 4 )  ヘ ラ ケ ズ リ ， ナデ ti， 好'1*伽ilX'1酎i 吋Ilti ヘ ラ ケ ズ リ . ナデ ナデ， ヘ フ ケ ス' リ

50 276 四区 土師器 器台 4 8101 3 ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 後ナデ 穿孔有 ( 4 ヶ )

50 277 vn区 土師器 器台 4 8101 3 (8. 8) ナデ ナ デ ナデ ナ デ

50 278 vn区 土師器 小型聾 4 8101 3 7 . 7 7 . 9 7 . 8 ハ ケ メ 後ナデ， ナデ ハ ケ メ 後ナデ ナデ， ハ ケ メ 櫨ヨ コナデ ナデ 外器面に 黒斑有

50 279 羽区 土師器 小型壷 4 8101 3 下層 ( 1 1 .  6) ナデ， ハ ケ メ 後ナデ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ

50 284 羽区 土師器 小型壷 4 8101 3 9 . 0 9. 3 ハ ケ メ 後ナデ， ナデ ナ デ 指頭圧低 ハ ケ メ 接ナデ 指頭圧痕 外器面に黛斑有

50 285 羽区 土師器 小型壷 4 8101 3 (9. 5)  1 1 . 3  ナ デ ナ デ ハ ケ メ 後ナデ ケ ズ リ 後ナ デ 30 

50 286 四区 土師器 甑 4 8101 3 ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ

53 290 vn区 土師器 箆 4 81029 1 層 1 7. 3  1 5. 2  ( 1 2. 5)  ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ ハケ メ ， ヘ ラ ケ ズ リ ヘ フ ケ ズ リ 1 9  

53 291 vn区 土師器 事 4 81029 1 層 ( 1 7. 6) ハ ケ メ 後ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ. ケ ズ リ

53 292 vn区 土師器 蜜 4 81029 1 層 ( 1 6. 6) ナデ. ハ ケ メ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ

53 293 vn区 土師器 露 4 81029 ヨ コ ナデ， ハケメ 撞ナデ ヘ ラ ケ ユ' リ . 指頭圧jÍ[

53 294 vn区 土師器 小型車 4 81029 1 層 ， V層 7. 8 (8. 8) (8. 4 )  ヨ コ ナ デ， ハ ケ メ ハ ケ メ 指ナデ 指ナデ

53 295 vn区 土師器 小型壷 4 81029 1 層 (8. 6) ハ ケ メ ハ ケ メ . ナデ ハ ケ メ

53 296 vn区 土師器 壷 7 4 81029 1 - 2 眉， 1 層 ( 1 7 . 2) ヨ コ ナ デ ハケ メ 後 ヨ コ ナデ

53 297 vn区 土師器 壷 4 81029 1 鳳 2 層 ， V層 ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ

53 298 vn区 土師器 壷 4 81029 1 層， 1 - 2 鳳 2 層 (22. 0) ( 1 3. 6) /1ケ メ 種ヨ コ ナデ， ハサメ l\j"!lti'， へ升Á'I豊富tr

53 299 vn区 土師器 小型壷 4 81029 1 膚 1 0. 3  8. 6 (7. 1 )  ヨ コ ナデ. ナ デ ナ デ ナテ\ 指頭庄痕 指頭圧痕 外器面 に黒斑有 30 

53 300 vn区 土師器 鍋 4 81029 29. 0 (33. 6) ハ ケ メ ， ナデ ケ ズ リ 後ナデ

56 303 vm区 土師器 護 5 81029 1 6. 7  1 5. 1 1 3. 1  8. 5 ナデ， ハ ケ メ ハケ メ 後へ ラ ケ ズ リ 20 

56 304 vm区 土師器 蛮 5 81029 1 7. 3  1 6  1 2. 8  1 . 8  ヨ コ ナデ司 ハケメ 桂ナデ ナデ ヨ コ ナデ. へ ラ ケ ズ リ へ ラ ケ ズ リ 20 

56 305 vm区 土師器 露 5 81029 ( 1 9. 1 )  ( 1 5. 5)  ヨ コ ナデ司 ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ

56 306 vm区 土師器 蜜 5 81029 1 層， L01 層 (1 5 . 0) ( 1 4 . 0) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ハ ケ メ ハ ケ メ . ヘ フ ケ ズ リ へ ラ ケ ズ リ . 指頭圧痕 20 

56 307 vm区 土師器 整 5 81029 1 層 ( 1 6. 2) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ハケ人 ナデ. ヘラケXリ 外器面に黒斑有

56 308 vm区 土師器 整 5 81029 ( 1 6. 4) ヨ コナデ. ハケメ 桂ナデ 3Jti'， /l1!， ナr， へうm

56 309 vm区 土師器 護 5 81029 20. 8 1 6. 3  平行H キ控ハケ 人 ナデ 1\ケ人 ナデ. ヘラケXリ 外器面に黒斑. 媒付着 20 

56 31 0 vm区 土師器 整 5 81029 1 7. 4  ヨ コ ナ デ. 不明 ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ

56 31 1 vm区 土師器 襲 5 81029 ( 1 9. 8) 3Jtr， 臨底 哨1リ桁 1 9  

56 31 2 vm区 土師器 箆 5 81029 (21 . 6) ( 1 7 . 6) ヨ コ ナデ， ハケメ桂ナデ ヨ コ ナデ. へ ラ ケ ズ リ 粘土巻上 げ痕

57 31 3 vm区 土師器 要 5 81029 1 9. 9 1 6. 2  ヨ コナデ， ナデ， ハケメ へ ラ ケ ズ リ . ハ ケ メ 20 

57 31 4 vm区 土師器 蜜 5 81029 (22. 3) ( 1 7. 2) ヨ コ ナ デ. ハ ケ メ ヨ コナデ， 1 \り， ヘうj"Áリ 20 

57 31 5 vm区 土師器 聾 5 81029 1 層 ( 1 4 . 8) ハ ケ メ ヘ フ ケ ズ リ 外器面 に 黒斑有

57 31 6 vm区 土師器 蜜 5 81029 1 4. 4  ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ

57 31 7 vm区 土師器 要 5 81029 (21 . 0) ( 1 5. 0) H キ ， ハ ケ メ ヘ フ ケ ズ リ 後ナデ 外器面 に黒斑有

57 31 8 vm区 土師器 霊 5 81029 21 . 0  1 4 . 9 ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨコナデ. 描駆車， ヘラケ1リ 内外器面 に黒斑有

57 31 9 vm区 土師器 題 5 81029 (24 . 2) 5. 9 ハ ケ メ ナ デ ハケ メ . へ ラ ケズ リ ヘ フ ケ ズ リ 外底面に煤付着

57 320 vm区 土師器 重 5 81029 1 層 1 6. 4  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 1\1人 tT， l\り自へ対1リ 粘土巻上 げ痕 25 

58 321 vm区 土師器 壷 5 81029 1 4. 3  tr， I\1!1へmキ， 3Jtr /1ケI， ti'， 自箆息 へ升1リ 外器面に黒斑有， 粘土巻上げ痕

58 322 vm区 土師器 壷 5 81029 1 7. 9  ハ ケ メ ， ヨ コ ナ デ 縮図， ハ十人 1\111�j1Á'1 24 

58 323 vm区 土師器 壷 5 81029 29. 1 ハ ケ メ ， ナデ. ヨ コナデ ナデ ヨコナr， 指駐車， ヘうj"Áり ヘ フ ケ ズ リ

58 324 vm区 土師器 一重口i録襲 5 81029 33. 8 1 5. 8  ヨ コ ナデ へ ラ ケ ズ リ 25 

58 325 vm区 土師器 壷 5 81029 33. 2 28. 9 1 8. 5  ハ ケ メ へ フ ケ ズ リ 外器面に黒斑有 24 

58 326 vm区 土師器 一重口縁嚢 5 81029 33. 7 ハj"llョコナデ， 1\j"llIナデ ヨ コ ナテ. ハケメ控ヘラケÁ'J 内緒面に結土器上l低 内器跡事色僻 1 9  
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挿図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版
番号 遺構 層位 器晶 最大厨径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底菌

59 327 VIII区 土師器 鉢 5 81029 4 . 1 ハ ケ メ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ 内外器面 に黒斑有

59 328 VIII区 土師器 脚付鉢 5 81029 7. 4 1 3  6 . 2 ナテ ヨ コ ナ デ ハ ケ メ 29 

59 329 VIII区 土師器 鉢 5 81029 7. 9 1 2. 1  1 2  2 . 1 ヨ コ ナデ， ハケメ笹ナデ ハ ケ メ 後ナデ ヨ コ ナデ. ナ デ ナ デ 28 

59 330 VIII区 土師器 I平 5 81029 3. 2 1 1 .  7 6. 2 ナ デ ナ デ ナ デ ナ デ

59 331 VIII区 土師器 土手 5 81029 3. 4 ( 1 0. 7)  (7 . 2) ヨ コ ナデ， ナデ， ハケメ ハ ケ メ ヨ コ ナ デ唱 ナデ ナ デ

59 332 VIII区 土師器 鉢 5 81029 ( 1 9. 8) ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 外器面に 煤付着

59 333 四区 土師器 鉢 5 81029 (7. 1 )  1 6. 0  ヨ コ ナデ， ナデ， ハケメ ヨ コ ナデ. 指ナデ， ナデ 28 

334 VIII区 土師器 鉢 5 81029 5. 9 1 3. 1  1 5. 6  2. 0 ヨ コ ナ デ， ナ デ ハ ケ メ ヨ コ ナデ. へ ラ ケ ズ リ ナ デ 外器面に 黒斑有 28 

59 335 VIII区 土師器 鉢 5 81029 8. 0 ( 1 3. 1 )  ( 1 5. 6) (2. 8) ヨ コ ナデ. ナ デ ナ デ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ へ フ ケ ズ リ 外器商に黒斑有

59 336 VIII区 土師器 鉢 5 81029 1 0. 6  ( 1 3 . 4)  ヨコナ王 1\1�1Iナ7'， 1\り ナ デ ヨ コ ナデ， ナ デ ヘ フ ケ ズ リ 28 

59 337 VIII区 土師器 鉢 5 81029 7. 4 1 5. 1 1 . 3  へ フ ケ ス' リ ナ デ

59 338 VIII区 土師器 鉢 5 81029 7. 5 1 5. 5  1 . 5  ハ ケ メ 外器面に黒斑有 28 

59 339 VIII区 土師器 鉢 5 81029 6. 4 ( 1 4 . 7) ( 1 . 4) 

59 340 VIII区 土師器 鉢 5 81029 6. 4 1 3. 4  1 . 2  へ フ ケ ズ リ ヘ ラ ケズ リ 後ナデ ヘ ラ ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ 内外器面に黒斑有 28 

61 341 VIII区 土師器 婁 5 81033 24. 2 21 . 5  1 6. 2  ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 20 

61 342 VIII区 土師器 壷 5 81033 (25. 8) ( 1 7. 6) ヨ コ ナデ， ハケメ 撞ナデ ヨ コ ナデ. へ ラ ケ X リ

6 1  343 VIII区 土師器 聾 5 81033 1 6. 4  ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ

61 344 VIII区 土師器 第 5 81033 ( 1 5. 6) タ タ キ 後ハ ケ メ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ 外器面に煤付着

61 345 VIII区 土師器 蜜 5 81033 ( 1 6. 0) ハ ケ メ ハケ メ ， へ ラ ケ ズ リ

61 346 VIII区 土師器 二重ロ縁蜜 5 81033 ヘラナデ， ハケメ費ヘラケXリ ヘ ラ ケ ズ リ

61 347 VIII区 土師器 二重口録壷 5 81033 (25 . 6) 3JI1，岬Il'oi:ll，晴11，島I�l� ヨ コ ナデ， へ ラ ケ ズ リ 25 

61 348 VIII区 土師器 小型護 5 81033 8. 2 1 0. 4  (9. 4)  2. 5 ハ ケ メ ハ ケ メ ヨ コナデ， ヘラによ る圧症 ヨ コ ナ デ 内外器面に黒斑有 30 

61 349 VIII区 土師器 小型壷 5 81033 9. 7 1 0. 9  1 . 6  ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ 指頭庄痕 30 

61 350 VIII区 土師器 小型壷 5 81033 9. 5 1 1 .  5 1 0. 1 2 . 2 30 

61 351 VIII区 土師器 壷 5 81033 ( 1 6. 4)  ハ ケ メ ハ ケ メ 後ナデ ナデ司 ハ ケ メ ハ ケ メ 後ナ デ

61 352 四区 土師器 脚付鉢 5 81033 1 2. 0  1 8. 6  ( 1 2. 5) ハ ケ メ ヘうケXリ ， 1\守人 ヨ コナデ ハ ケ メ �器面目舗に曜， 向車Eに側広よる純富 27 

61 353 四区 土師器 脚付鉢 5 81033 ( 1 0. 6) ナデ ナデ へラ放の工具 ヨ コ ナデ

63 355 VIII区 土師器 蜜 5 81035 1 4 . 3  ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ

63 356 四区 土師器 蜜 5 81035 ( 1 1 . 6) ハ ケ メ 後ナデ ヘラ紅真直， ヘラ何リ

63 357 四区 土師器 鉢 5 81035 ( 1 5. 2) ナデ ハ村聾ナデ， ヘラ守烈j 粘土貼 り 付 け痕

63 358 VIII区 土師器 聾 5 81035 ( 1 5. 4)  ヨ コ ナ デ 1\ケ人 ナデ， ヘラケズリ ロ縁部外器商 に赤色顔料

65 361 VIII区 土師器 壷 5 81039 1 6. 5  1 4 . 6  1 2. 6  1 . 3  ヨ コ ナデ. ハケ人 ナデ ナ デ ヨ コ ナデ. へ ラ ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ 24 

65 362 VIII区 土師器 蜜 5 81039 ( 1 6. 2) ヘ ラ ケ ズ リ

65 363 VIII区 土師器 壷 5 81039 ( 1 1 . 2) ヨ コ ナデ ヘ ラ ケ ズ リ

65 364 VIII区 土師器 裏 5 81039 (23. 0) ヨ コ ナデ， ハケ人 ナデ ヨ コ ナデ， へラケX リ

65 365 VIII区 土師器 小型事 5 81039 Vc 層 7. 6 7. 7 7 . 6 ナ デ ， ケ ズ リ 一部ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ 手提
68 367 W区 土師器 事 4 8E005 27. 6 23. 7 1 6  4 . 3 3Jtr， 1\1113ltr， 1\1/， 瑚 ハ ケ メ 後ナデ 1\1"*7'， 3Jt7'， へ対1リ ナ デ 外器面に煤付着 20 

68 368 W区 土師器 蜜 4 8E005 22. 1 1 9. 8  1 5. 5  3 . 4 ヨコナデ， 1\り種ヨ コナデ ハ ケ メ ヨ コ ナデ， へ ラ ケ ズ リ 指頭圧疲 全面に媒付着 21 

68 369 羽区 土師器 聾 4 8E005 24. 3 20. 7 ( 1 5. 4) ヨ コナデ. ハケメ 聾ナデ ハ ケ メ ヘラケ;:1) ， ケ;:1)笹ナデ ケ ズ リ 後ナ デ 20 

68 370 vn区 土師器 蜜 4 8E005 7 層 22. 5 ハ ケ メ ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ ， 指頭圧痕 ナ デ後指頭圧痕

68 371 vn区 土師器 事 4 8E005 Vb 層 ハ ケ メ ・ タ タ キ ハ ケ メ ， ヘ ラ ケ ズ リ

68 372 vn区 土師器 二重口縁聾 4 5棚，45師 Va 層. Vc 層 41 . 1  37 32. 5 6. 3 ハ ケ メ ナ デ ヨコナU�キ自ヘ71XリIIt7' ナ デ 外器面に煤付着 21 

69 373 羽区 土師器 饗 4 8E005 4 層 ( 1 5. 0) ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 外器面に黒斑有

69 374 W区 土師器 護 4 8E005 7 層 (21 . 4) ( 1 5 . 8) ハ ケ メ ヘ フ ケ ス' リ 外器面に煤付着
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69 375 vn区 土師器 箆 4 SE005 4 層， 7 層， 9 層 ハ ケ メ ハ ケ メ ナデ， ヘラケ7:'J接線証車 指ナデ 外器面 に煤付着

69 376 羽区 土師器 葱 4 SE005 V層 (21 . 0) ( 1 9. 0) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ

69 377 vn区 土師器 直口重 4 SE005 9 層 ( 1 4 . 8) ナデ， ハ ケ メ ナデ 内器粛に 黒斑有

69 378 vn区 土師器 直口宣 4 SE005 1 0層 ( 1 5. 8) ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ

69 379 羽区 土師器 壷 4 SE005 4 層 ナデー ハ ケ メ 後ナデ ハ ケ メ 外器面 に黒斑有

69 380 vn区 土師器 鉢 4 SE005 A 層 ， Vb 層 6. 1 ( 1 2. 3) ナデ. ハケ メ ナデ ナデ， ハ ケ メ ナデ 内外器面 に黒斑有

69 381 vn区 土師器 鉢 4 SE005 4 窟 5. 6 ( 1 2. 2) 板状工具のナデ ナデ 板状工具 の ナ デ ナデ 内外器面に黒斑有

69 382 羽区 土師器 脚付鉢 4 SE005 7 層 ハ ケ メ ナ デ ハ ケ メ ー ナ デ ナデ

69 383 vn区 土師器 鉢 4 SE005 Vb 層 8. 5 ( 1 4 . 1 )  ヘ フ ケ ズ リ 後ナデ ヘ ラ ケ ズ リ . ナデ ハケ メ ， ヘ ラ ケ ズ リ ナデ， 工具痕

69 384 vn区 土師器 鉢 4 SE005 7 層 9. 3 ( 1 4 . 4)  5 . 0 ハ ケ メ ， ナ デ ナデ ハ ケ メ 後ナデ ナデ 外底面に 黒斑有 1 8  

69 385 羽区 土師器 ま干 4 SE005 Vb 層 ， 4 層 2. 9 9 . 4 ナデ ナデ ナ デ ナデ 内外器面に 黒斑有

69 386 vn区 土師器 t干 4 SE005 Vb 層 ( 1 1 .  0) ナデ ヘ フ ケ ズ リ 後ナデ ナデ ナデ 外器菌 に黒鑓有

69 387 vn区 土師器 品土干 4 SE005 Vb 層 ( 1 2. 4)  ナデ ナデ 脚部に透 か し 孔有

69 388 vn区 土師器 小型鉢 4 SE005 Vb 層 ナデ ヨ コ ナデ

69 389 vn区 土師器 小型鉢 4 SE005 3 層 ナデ ナデ

73 397 vn区 土師器 壷 4 SE042 1 2. 1  1 1 .  9 1 3  底部に 穿孔有 ( 1 ヶ ) 25 

73 398 vn区 弥生土器 ? 脚付鉢 4 SE042 6. 8 ハ ケ メ ナ デ ハ ケ メ ハ ケ メ 脚部裏側 に遺冗色有

73 399 vn区 土師器 壷 4 SE042 4 層 25. 1 22. 5 1 3. 1  2. 0 ハケ メ ， ヘ ラ ナ デ 工具ナ デ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ ケ ズ リ 外器面 に煤付着 25 

73 400 vn区 土師器 器台 4 SE042 9. 1 1 0. 5  1 0. 2  ハ ケ メ 後ナデ 1\1 1釦コナ7， 1\り自ナデ ハ ケ メ ナ デ 穿孔有 ( 4 ヶ ) 27 

73 401 vn区 土師器 箆 4 SE042 3 層 1 9. 2  ハ ケ メ ハ ケ メ 後ナ デ ハケ メ ， ー部ヘラ ケ X リ ハ ケ メ 後ナ デ消 し

74 402 四区 土師器 重E 4 SE055 下層 1 7. 8  1 7. 0  1 3. 6  ハ ケ メ ハ ケ メ 後ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ ケ ズ リ 外器商に煤付着 21 

74 403 vn区 土師器 壷 4 SE055 下層 ( 1 8 . 3) ナデ， ハ ケ メ ヨ コ ナデ
74 404 四区 土師器 蜜 4 SE055 上層 ハ ケ メ ハ ケ メ . へ フ ケ ズ リ 沈線 ( 口縁部)

77 406 四区 土師器 第 5 SE060 21 . 9  20 1 5. 2  0. 8 ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ 3ltT， 3lヘ升Ã'! ， ifへ7tA'! タ ァ ヘ ラ ケ ズ リ

77 407 田区 土師器 蜜 5 SE060 6 層 ( 1 8. 0) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨコナデ， 1\り ， ヘうケt'J 内外器面に 煤付着 21 

77 408 四区 土師器 鉢 5 SE060 8. 2 1 0. 6  1 . 2  ヨ コ ナデ， ヘう調整接ナデ ヘ ラ 調整後ナデ ヨ コ ナデ. ヘ ラ調整 ヨ コ ナデ 内外器面に 黒斑有

77 409 四区 土師器 要 5 SE060 21 . 1 20. 2 1 7. 3  ハ ケ メ . タ タ キ ハり告げ 直時抑制露目糊 ハケ 人 ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ 外器面 に煤付着 30 

77 41 0 四区 土師器 聾 5 SE060 1 9. 5  1 5. 3  ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ケ ズ リ 内外器面 L煤付着 21 

77 41 1 四区 土師器 葱 5 SE060 21 . 1  ( 1 7. 1 ) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 1 \ケメ ト面ヨコナデ， ケZリ 外器面 に煤付着 21 

77 4 1 2  四区 土師器 聾 5 SE060 1 . 3  ナデ. ヘ ラ ケXリ桂ナデ へ フ ケ ズ リ ナデ. へ フ ケ ス，" ) 指頭E痕後ヘラケスP リ

77 41 3 四区 土師器 二重口縁大重 5 SE060 2 層 (57. 4) (50. 0) ハ ケ メ 1 \ケ人 工具ナデ. 指駆車 H器面に黒斑有. 内器薗に醒付着. 施主 21 

78 4 1 4  四区 土師器 一重口縁壷 5 SE060 1 4 . 9  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハJrill3lナ王 3lナT， JrÁリ 外器面 に黒斑有

78 4 1 5  四区 土師器 一重口縁壷 5 SE060 4 層 ‘ 2 層 (29. 3 ハ ケ 人 ヨ コ ナデ. ナ デ 指ナデ唱 ヘ ラ ケ ズ リ

78 41 6 四区 土師器 壷 5 SE060 24 . 3 22. 4 ( 1 7. 0) / 1ケメ種ヨ コナデ， / 1サメ ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 外底面に黒斑有

78 41 7 VJll区 土師器 一重口縁壷 5 SE060 2 層 23. 1 ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 25 

78 4 1 8  VJll区 土師器 一重口縁霊 5 SE060 Vd 層 ヨ コ ナデ， ハ ケ 人 ナ デ ナデ， ハ ケ メ

78 41 9 VJll区 土師器 『奇士平 5 SE060 ( 1 7. 0) ヨ コ ナデ， ナデ ハ ケ メ 後ナデ

78 420 VJll区 土師器 『笥土平 5 SE060 1 3. 3  ヨ コ ナデ. ハ ケ 人 ナ デ ナデ， ヨ コ ナ デ ロ縁外器面 に赤色顔料

78 421 VJll区 土師器 鉢 5 SE060 6 . 6 ( 1 5. 4) ( 1 . 2) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ ヨ コ ナデ唱 ハ ケ メ ヨ コ ナデ

78 423 田区 土師器 鉢 5 SE060 ( 1 3. 8) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 撞ナデ 外器面に黒斑有

78 424 VJll区 土師器 重 5 SE060 (29. 0) タ タ キ ヨ コ ナデ. ハ ケ 人 ナ デ 外器面に 黒斑有

80 425 田区 土師器 f奇士平 5 SE064 1 4 . 8 不明 不明

80 426 VJll区 土師器 鉢 5 SE064 ( 1 4 . 0) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナデ

80 428 四区 土師器 襲 5 SE064 24 . 5 21 . 1 1 7. 1  3. 5 ヨ コ ナデ‘ ハ ケ メ 不明 ヨ コナデ， ハケ1 ， ヘラケXリ 不明
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80 429 vm区 土師器 壷 5 SE064 ( 1 6. 5) ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ

80 430 vm区 土師器 二重口縁壷 5 SE064 (21 . 0) ナ デ ヨ コ ナ デ. ハ ケ メ 外器面に赤色顔料

80 431 vm区 土師器 二重口縁壷 5 SE064 (21 . 0) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨ コ ナ デ

80 432 凋区 土師器 壷 5 SE064 3 . 7 ハ ケ メ ハ ケ メ ヘ フ ケ ズ リ ヘ フ ケ ズ リ 外器面L黒斑有

80 433 vm区 土師器 品土平 5 SE064 1 層 ( 1 0. 3) ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ ナデ ナ デ 脚部に透か し孔有 ( 4 ヶ )

80 434 vm区 土師器 小型鉢 5 SE064 1 層 ( 1 2. 2) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

80 435 vm区 土師器 小型鉢 5 SE064 ( 1 7. 8) ヨ コ ナデ， 骨 子ハケメ ヨ コ ナ デ

80 436 vm区 土師器 鉢 5 SE064 ( 1 4. 2) ( 1 . 8) ヨ コ ナデ， ヘラケス' リ ハケ人 ナデ， ヨ コ ナデ

80 437 vm区 土師器 鉢 5 SE064 1 }冨 ( 1 4 . 2) ヨ コ ナデ， 1\ケ人 へうケ刀J ヘ ラ ケ ズ リ ヨ コ ナデ， ハケ人 ナデ ナ テ

80 438 vm区 土師器 鉢 5 SE064 6. 3 1 4. 4  2. 3 ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ハ ケ メ ヨ コ ナデ司 ナデ ナデ 外器面 に黒斑有 29 

80 439 vm区 土師器 小型裏 5 SE064 1 2. 0  ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ 外器面に黒斑有

80 440 四区 土師器 小型壷 5 SE064 7 . 1 ( 1 0. 8) 1 . 3  ナ デ， ハ ケ メ ナ テ ハケ メ ナデ， ハ ケ メ ナデ司 ハケ メ

80 441 四区 土師器 小型壷 5 SE064 6 . 4 ( 1 0. 8) ( 1 . 0) ヨ コ ナデ司 ハ ケ メ ハ ケ メ ハ ケ メ ， ナデ ナ デ

80 442 vm区 土師器 小型蔓 5 SE064 8 . 1 1 2. 5  1 . 5  30 

81 443 X 区 土師器 護 6 SX053 1 6. 2  1 3. 7  ハ ケ メ ハ ケ メ ハ ケ メ ， ケ ズ リ ナ デ 23 

81 444 X 区 土師器 小型蜜 6 SX053 8. 7 9. 2 8. 4 ヨ コ ナデ， ナ デ ナ デ ヨ コナテ， ヘラケXリ ， ナデ 指押 え 31 

83 445 vn区 土師器 蜜 4 SK027 2 層 ナデ， 歩 合 キ， ハ ケ メ ヘ フ ケ ズ リ 後ナデ

83 446 vn区 土師器 第 4 SK027 1 層 ハ ケ メ へ フ ケ ズ リ 外器面に黒斑有

83 447 vn区 土師器 蔓 4 SK027 2 層 ヨコナテ， ケ1り置ナr， 竹宮I ハ ケ メ 後ナデ. ナテ

83 449 vn区 土師器 要 4 SK027 1 層 26. 5 1 7. 7  ナ デ. ハ ケ メ ナデ司 ヘ フ ケ ズ リ 外器面に煤付着

83 450 vn区 土師器 "'詰土平 4 SK027 1 層 へ フ ケ ス リ

86 451 vm区 土師器 饗 5 SK052 25. 6 23. 3 1 8. 3  ヨ コ ナデ . ハ ケ メ l昨IlIlltr， mlltr， 十l'J ケ ズ リ fiナデ (指頭圧車) 外器面に煤付着 22 

86 452 vm区 土師器 察 5 SK052 23. 6 (21 . 0) 1 4. 5  5. 7 ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ケ ズ リ 後ナ デ ケ ズ リ 後ナデ 内 . 外器面に煤付着 22 

86 453 四区 土師器 要 5 SK052 28. 3 25. 1 1 6. 9  5 . 7 ナデ. ハ ケ メ 後ナデ ナ デ ナデ. ヘラケズリ ， ハケメ ハ ケ メ . ナデ 外器面に煤付着 22 

86 454 vm区 土師器 壷 5 SK052 1 3. 6  ヨ コ ナデ， ハケメ桂ナデ 不明 外器面に黒斑有

86 455 vm区 土師器 『笥土平 5 SK052 ヨ コ ナデ， ナデ， ハケメ 不明 不明 穿孔有 ( 3 ヶ )

86 456 凋区 土師器 器台 5 SK052 1 )脅 ( 1 0. 9) ナ デ ナ デ

86 457 凋区 土師器 脚付鉢 5 SK052 (20. 0) ナデ ナ テ ヨ コ ナ デ ナデ ナデ. ヨ コ ナ デ

87 459 vm区 土師器 護 5 SK053 28. 25 23. 4 1 7. 4  3ltT， 吋11I31tT， ハ11， tr へ フ ケ ズ リ ナデ. 指頭圧痕 線面に鮒量. 黒腕， 線 (軍面下， 1長) 23 

87 460 vm区 土師器 護 5 SK053 4 層 ハ ケ メ ハ ケ メ へ フ ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ 後指ナデ 内 司 外器面に 煤付着

87 461 vm区 土師器 護 5 SK053 V層 ハ ケ メ ハ ケ メ 後ナデ へ フ ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ 後指押 え 外器面に煤付着

87 462 四区 土師器 護 5 SK053 ハ ケ メ ハ ケ メ 後ナデ ヘ ラ ケ ズ リ ， 指頭圧痕 ヘ ラ ケ ズ リ 後指頭IUì

87 463 vm区 土師器 護 5 SK053 ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘラケズ リ

87 464 咽区 土師器 小型壷 5 SK053 ヨ コ ナデ ? 不明 ヨ コ ナデ， ヘラケスP リ

89 465 四区 土師器 葱 5 SK061 1 層 21 . 6 1 6. 8  ハ ケ メ . ナ デ ハ ケ メ . ヘ ラ ケズ リ 内外器面に黒斑有， 煤付着 23 

89 466 四区 土師器 廼 5 SK061 ソ ク ミ ゾ ( 1 7 . 6) ナ デ ヘ フ ケ ズ リ

89 467 vm区 土師器 護 5 SK061 24 . 8  ( 1 7. 0) ヨ コ ナデ， ハケメ挫ナデ へ フ ケ ズ リ

89 468 vm区 土師器 箆 5 SK061 ソ ク ミ ゾ 25. 4 1 5. 8  ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナデ咽 ハ ケ メ 内外器面に累斑有， 煤付着 26 

89 469 四区 土師器 大型蜜 5 SK061 (27. 8) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ハ ケ メ

89 470 四区 土師器 小型壷 5 SK061 ソ ク ミ ゾ ( 1 2. 3) 2 . 0 不明. 指頭圧痕 指頭圧痕

89 471 四区 土師器 小型壷 5 SK061 (9. 4) ナ デ ヨ コ ナデ

89 472 vm区 土師器 鉢 5 SK061 7 . 2 1 2. 4  2. 6 ハ ケ メ ， ナデ ハ ケ メ 後ナデ ハ ケ メ 後ナ デ ハ ケ メ ， ナ デ 外器函 L煤付着 29 

89 473 田区 土師器 壷 5 SK061 4 層 30. 9 (28. 0) (20. 0) 4 . 2 ナ デ司 ハ ケ メ ハケメ 植多方向のナデ消 し ナデ， ハ ケ メ 後ナデ 指頭圧痕 内器菌に煤付着， 外器商に黒斑有

90 474 四区 土師器 裏 5 SK063 22. 7 1 6. 3  ヨコナT， ハケ人 im/l11 ヨコtT， ヘう何リー 綴E富 外器面に煤付着 23 
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90 475 VlII区 土師器 蜜 5 SK063 0. 8 タ タ キ ー ハ ケ メ ハ ケ メ ハ ケ メ
92 476 四区 土師器 土平 4 SK004 Vc 層 1 1 .  7 ヨ コ ナ デ， ナ デ へ フ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ司 ナ デ 内外器函に 黒斑有
92 477 V宣区 土師器 饗 4 SK004 下層 24. 4  1 8. 1 ヨ コ ナデ， ハケメ 撞ナデ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ 外器函に 黒斑有
94 478 四区 土師器 一重口縁壷 4 SK01 5 1 層 ( 1 6. 2) ヨ コ ナデ， ハケメ 控ナデ ヨ コナT， N3161\ケメ 控ナデ 口縁部外器面 に黒斑有
96 479 vn区 土師器 窪 4 SK006 28. 8 (24 . 8) 1 7. 8  J\り釘コナデ， ハケ人 糊 ヨ コ ナデ λ ケZ リ ケ ズ リ 内外器面 に煤， 黒斑有 22 
96 480 vn区 土師器 窪 4 SK006 27 1 8. 8  3 JナT， Jl11!13JtT， 川1 ヨ コ ナデ， ケ ズ リ 内 . 外器面に黒斑， 煤付着
96 481 vn区 土師器 饗 4 SK006 (23. 8) 1 7. 2  ヨ コ ナデ， ハケ人 ナデ ナデ ヨ コ ナデ， ケ ス リ ケ ス リ 内外器面 に黒斑有 22 
96 482 羽区 土締器 護 4 SK006 Vd 層， Vb 層 (21 . 2) ( 1 6. 6) ヨ コナデ， ナデ， ハケメ 置ナデ ヨ コナデ . ヘラ 'r t. リ

96 483 vn区 土師器 饗 4 SK006 Vc 層 ( 1 8. 5) 1 5. 7  ヨコナデ‘ 1\り控ナT， ナデ ヨ コナデ . ヘ ラ ケ ズ リ 粘土巻上 げ痕
96 484 vn区 土師器 婆 4 SK006 Vb 層 ( 14 . 7) ハ ケ メ ハケ メ ， ヘ フ ケ ズ リ 外器面 に黒斑有
96 485 vn区 土師器 饗 4 SK006 2 層 ー 1 層 1 9. 1  ハ ケ メ 後ナ デ J\ケメ !iナデ， ヘラケZ リ

97 486 四区 土師器 護 4 SK006 (21 . 6) ( 1 5. 4) ハ ケ メ ケ ズ リ
97 487 vn区 土師器 壷 4 SK006 Vb 層 ( 1 8. 3) ナデ咽 ハ ケ メ ナデ. へ フ ケ ズ リ 外器面に 煤付着
97 488 vn区 土師器 饗 4 SK006 ( 1 3. 2) ナ デ ， ハ ケ メ ナデ. ヘ フ ケ ズ リ 外器商に黒斑有
97 489 vn区 土師器 二重口縁壷 4 SK006 1 層 1 7. 7  ナデ， ハ ケ メ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ 外器面に赤色顔料唱 黒斑有
97 490 vn区 土師器 護 4 SK006 Vb 層 ， 1 層 1 5. 7  ヨ コ ナ デ. ナ デ ヨ コ ナデt ヘ ラ ケ ズ リ 口縁部外器面L黒斑有
97 491 vn区 土師器 饗 4 SK006 Vb 層 ( 1 4 . 2) ヨ コ ナデ、 ハケメ 植ナデ ヨ コ ナデ‘ ヘ ラ ケ ズ リ

97 492 vn区 土師器 望書 4 SK006 1 層 ( 1 4. 6) ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ， ヘラ ケX り

97 493 vn区 土師器 重口縁壷 4 SK006 t里土 (20. 8) ( 1 2. 9) ナ デ ， ハ ケ メ ヘ フ ケ ズ リ ， ナ デ
97 494 vn区 土師器 重口縁壷 4 SK006 1 層 1 5. 3  ヨ コ ナテ， ハケメ!1)ナデ ヨ コ ナデ， へ ラ ケ ズ リ

97 495 1庫区 土師器 一重口縁壷 4 SK006 1 層 21 . 2 不明 ハ ケ メ 後ナデ司 不明
97 496 W区 土師器 壷 4 SK006 33. 2 27. 2 ( 1 3 . 3) ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ナデ唱 ケXリ ナデ 外器面に 黒斑有 26 
98 497 vn区 土師器 護 4 SK006 35. 6 30. 3 1 7. 2  ヨコナF‘ ハケ113Jナ王 ハ11 ハ ケ メ ナデ， ケXリ， ケズ1)接ナデ ケ ズ リ 後ナ デ 26 
98 498 vn区 土師器 土� 4 SK006 32. 7 (26. 9) ( 1 7 . 5) ケ ス リ ケ ス リ 外器面 に黒斑有 26 
98 499 vn区 土師器 一重口縁蔓 4 SK006 27. 9 (22. 8) ( 1 6. 8) ハ ケ メ ー 工具ナデ ヨ コナデ‘ ナデ， ケXリ控ナデ ケ ズ リ 後ナ デ 内器面 に黒斑有
98 500 四区 土師器 品士平 4 SK006 1 層 ( 1 1 . 6) ナデ司 ハ ケ メ ナデ! ハケメ控ナT， ヘうケ1リ ナデ ナ デ
98 501 田区 土師器 『奇士干 4 SK006 Vb 層 1 2. 1 1 7. 9  ( 1 2. 0) ナ デ ナ デ ナデ ナデ司 ヘ フ ケ ス リ
98 502 四区 土師器 品士平 4 SK006 Vb 層 1 7. 3  ナ デ ナデ， 工具痕 ナ デ
98 503 vn区 土師器 『笥士干 4 SK006 2 層司 Vb 層 23. 8 ナ デ ナ デ 27 
98 504 vn区 土師器 『笥土干 4 SK006 Vb 層司 1 層 1 4. 8  20. 4 1 4 . 0 ナ デ ナデ1 ハケメ控ナデ， ケズリ ナ デ ナ デ
99 505 vn区 土師器 f萄土平 4 SK006 Vb 層 1 4. 1 ( 1 9. 7) ( 1 2. 0) ナデ. ハ ケ メ 結紋， ナデ， ヘラケズリ ナデ ナデ
99 506 vn区 土師器 晶土干 4 SK006 Vc 層 1 6. 6  不明 不明. ケ ズ リ ハ ケ メ ， 9 9 キ痕 ? タ タ キ痕 ?
99 507 V宜区 土師器 晶土平 4 SK006 Vb 層 1 8. 6  ナ デ ナデ唱 ケ ズ リ ナ デ ナデ
99 508 vn区 土師器 晶土干 4 SK006 1 ，冨 1 4 . 7 ( 1 7 . 4) ( 1 2. 4) ナ デ ナ デ ナ デ ナデ， へ フ ケ ズ リ
99 509 vn区 土師器 品土干 4 SK006 Vb 層 ( 1 7. 5) ハ ケ メ 後ナデ. ナデ ナ デ ナ デ
99 51 0 V宜区 土師器 晶土干 4 SK006 Vb 層 1 1 . 4  ナデ， ヘ フ ケ ズ リ
99 51 1 vn区 土師器 品士干 4 SK006 Vb 層 1 2. 1  ナデ句 ヨ コナデ， ヘうケ.x l)

99 5 1 2  W区 土師器 『笥土干 4 SK006 1 層 1 2. 2  (21 . 0) ( 1 2. 8) ナデ， ハ ケ メ 後ナデ ナデ司 へ フ ケ ス リ ナデ ナテ
99 51 3 vn区 土師器 品士干 4 SK006 Vb 層 1 1 .  9 ナ五 Jl11�ナデ， へうケ1リ

99 51 4 vn区 土師器 晶士干 4 SK006 1 層 ( 1 2. 3) ナデ司 ハ ケ メ ヘ フ ケ ス リ ， ナデ
99 51 5 vn区 土師器 脚台付饗 4 SK006 ( 1 7. 0) J\ケメ控ナデ1 指駆鼠 ナデ ナデ， J\ケメ控ナデ句 指駆車

99 5 1 6  vn区 土師器 鉢 4 SK006 Vb 層 (22. 0) ハ ケ メ 後 ナ デ J\ケメ 植ナデ， ケズリ ? ナデ

99 51 7 vn区 土師器 脚付鉢 4 SK006 Vb 層 1 2. 0  1 3. 0  ( 1 3. 0) ナ デ ナデ ナ デ ナ デ 1 8  
99 51 8 vn区 土師器 品土平 4 SK006 Vb 層， Va 層 内外器函 に赤色顔料 27 
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番号 遺構 層位 器局 最大胴径 口径 底径 外器商 外底面 内器面 内底面

99 51 9 vn区 土陶器 器台 4 SK006 Vb 層 ナ デ ナ デ

99 520 vn区 土師器 小型護 4 SK006 5 ，  6 層 1 2. 5  ( 1 2. 5) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ へ 7 ケ ズ 1) ， ヨ コ ナデ 外器面L 黒斑有

99 521 vn区 土師器 小型護 4 SK006 1 J冒 ( 1 2. 5) ( 1 1 . 4) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナT， ヘ ラ ケ ス' リ

99 522 vn区 土師器 小型蜜 4 SK006 Vb 層， Vc 層 1 1  . 4  ( 1 0. 1 )  ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ ナデ， ヘ フ ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ 外器函 い 黒斑有

1 00 523 vn区 土師器 小型蜜 4 SK006 Vb 層 ( 1 0. 0) ヨ コ ナデ， 不明 不明

1 00 524 vn区 土師器 小型壷 4 SK006 Vb 層 (8. 5) 9. 2 ハ ケ メ 後ナデ守 ハ ケ メ ケ1リ韓ナT， I\ケメ控3 Jナデ

1 00 525 vn区 土師器 小型壷 4 SK006 第 1 層 9. 9 8 . 8 9. 0 ヨ コ ナデ司 ハ ケ メ ハ ケ メ ヨ コ ナデ， 指ナデ 指ナデ

1 00 526 vn区 土師器 小型重 4 SK006 Vb 層 ， 1 層 (8. 4) (2. 0) ヨ コ ナデ， ハケメ 撞ナデ ハ ケ メ 後ナデ ナ デ ナ デ

1 00 527 vn区 土師器 小型壷 4 SK006 2 層 9. 1 9 . 2 ( 1 0. 0) 2. 5 ヨコナデ， 1\ケメ植ナデ， ナデ ナ デ ヨ コ ナデ， ケズリf�ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 後ナデ 外器菌に黒斑有

1 00 528 四区 土師器 小型壷 4 SK006 2 層 ， 1 層 (7. 8) (8. 4) ハケ メ 後ナデ ヨ コ ナ デ

1 00 529 vn区 土師器 小型壷 4 SK006 2 層 9. 0 (8. 1 ) (8. 4) ハ ケ メ 後ナデ. ナデ ハ ケ メ 後ナ デ ケ X リ 後ナデ司 ナデ ケ ズ リ 後ナデ 底部に黒斑有

1 00 530 vn区 土師器 小型壷 4 SK006 1 0. 8  不明 不明

1 00 531 vn区 土師器 小型童 4 SK006 1 層 8. 5 1 . 0  ハケメ 桂ナテ. ヨ コナテ ナデ ナデ 指ナ デ 外器面L赤色顔料

1 00 532 vn区 土師器 小型壷 4 SK006 Vb 層 8. 5 1 . 6  ヨ コ ナデ， ハケメ植ナデ ナ デ ヨ コ ナデ. 指頭圧痕 ヘ ラ ケ ズ リ 後指ナデ

1 00 533 vn区 土師器 小型室 4 SK006 8 . 1 ヨ コ ナデ. ナ デ ナ デ ナデ. ヘフケズ1) 桂ナデ ヘラケXリ植ナデ. 措置圧症

1 00 534 vn区 土師器 小型壷 4 SK006 1 層 (9. 0) ハケ メ 後 ナ デ ハ ケ メ 後ナ デ ナデ， ケ ズ リ ケ ズ リ

1 00 535 vn区 土師器 小型車 4 SK006 1 層 9. 1 1 . 1  ヨ コ ナデ， ナ デ ナ デ 指頭圧痕唱 不明 指ナデ 外器面に意図的 な 打 ち 欠 き 有

1 00 536 vn区 土師器 小型壷 4 SK006 Vb 層 8. 3 ナデ ナデ ナデ， ヘラケZリ植指ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 後指ナデ 外器面に黒斑有

1 00 537 vn区 土師器 小型鉢 4 SK006 Vb 磨 ( 1 1 . 2) 指頭庄痕， 指ナデ ナデ 指頭圧寝， ヘ ラ ケ Z り ナ デ 外底面に 黒斑有

1 00 538 vn区 土師器 小型鉢 4 SK006 Vb 層 6. 0 ( 1 1 . 8) 2. 9 指ナデ， ナ デ ナ デ ナデ， 指ナデ 指ナデ 外器函に 煤付着

1 00 539 vn区 土師器 小型鉢 4 SK006 1 層 9. 1 (9. 6) ハ ケ メ 後ナ デ ハ ケ メ 後ナ デ

1 00 549 vn区 須恵器 ま平 4 SK006 Vb 層 (7. 8) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ

1 00 550 vn区 土師器 把手 4 SK006 
1 00 551 vn区 土師器 甑の把手 4 SK006 1 層 指押 え へ フ ケ ズ リ ?

1 04 556 vm区 土師器 聾 5 SK032 1 4  ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ 22 

1 04 557 vm区 土師器 要 5 SK032 1 6. 1  ヨ コ ナデ， ハケメ 控ヨ コ ナデ ヨコナ王 ハ'r t 町 へうケXり 粘土巻上 げ痕

1 04 558 vm区 土師器 饗 5 SK032 1 2. 7  ヨ コ ナデ. ハ守メ櫨ナデ ヨコナテ， ヘう'rXIJ ， 措置E富 外器面に黒斑有

1 04 559 四区 土師器 護 5 SK032 3 層 1 2. 4  ヨ コ ナデ. ナデ. ハケメ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ 外器面に 煤付着

1 04 560 vm区 土師器 要 5 SK032 1 0. 4  ハ ケ メ ， ナ デ ナデ宅 ヘ フ ケ ズ リ

1 04 561 vm区 土師器 壷 5 SK032 ( 1 3. 8) ヨ コ ナテ ヨコtT， 指駆車， ヘうケ1 リ 外器菌に累斑有

1 04 562 vm区 土師器 室 5 SK032 ヨコナデ， 1\ケメ 種ナ7， ナデ ヨ コ ナデ守 ハケメ 撞ナデ

1 04 563 vm区 土師器 晶士平 5 SK032 1 6. 0  (20. 3) ( 1 4 . 4) ヨ コ ナテ ナデ， 1\りIlナT， へうケXIJ ナデ， ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケズ リ 司 ナデ

1 04 564 vm区 土師器 品士平 5 SK032 1 5. 3  ハケ メ 後 ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ 指押 え ， ヨ コ ナデ

1 04 565 vm区 土師器 晶士平 5 SK032 3 層 ( 1 6. 1 )  ハ ケ メ 後ナデ司 不明 外器面白縁部に黒斑有

1 04 566 vm区 土師器 晶土平 5 SK032 ナデ ヘ フ ケ ズ リ

1 04 567 四区 土師器 品土平 5 SK032 1 4 . 0 1 6. 2  1 2. 1  ハケメ 桂ナデ， ヨ コ ナテ 1\ケメ控ヨコナデ， ヘう何リ ヨ コ ナ デ ， ナ デ ナ デ 意図的な打 ち 欠 き 有 27 

1 04 568 vm区 土師器 高士平 5 SK032 1 4. 3  1 6. 1 1 2. 0  ナデ 聖子ヘラー ヨ コ ナデ. ナデ ナデ ナ デ 27 

1 04 569 vm区 土師器 器台 5 SK032 ヨ コ ナデ， ナ デ ナ デ

1 04 570 vm区 土師器 鉢 5 SK032 6. 8 1 1 . 2  1 3. 1  ヨ コナデ， ハケ人 不明 不明 ナデ ナ デ

1 04 571 vm区 土師器 鉢 5 SK032 1 2. 1 1 5. 1 1 6. 3  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ナ デ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ へ フ ケ ズ リ 外器面 に煤付着

1 04 572 vm区 土師器 小型蜜 5 SK032 9 . 0 ナデ唱 不明 ナデ， 不明 ハケ人 ナデ， ヘラケズリ ヘ フ ケ ズ リ 外器面を意図的lこ打ち士いた可能性有 28 

1 04 573 vm区 土師器 小型宣 5 SK032 (3. 2) ヨ コナデ， ハケ人 不明 ナ デ司 指頭庄痕 指頭圧痕司 ナ デ

1 07 575 四区 土師器 葱 5 SK036 1 3. 9  ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ

1 07 576 vm区 土師器 宣 5 SK036 2 層 1 5. 5  ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ， ナテ ヨコナデ句 へうケÃIJ ， ハケメ
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1 07 577 四区 土師器 要 5 SK036 1 7. 5  ヨ コ ナ デ司 ナデ ヨ コ ナデ‘ ヘ ラ ケ X リ

1 07 578 VlII区 土師器 壷 5 SK036 (20. 1 ) ヨ コナデ? ナデ， 1\ケメ控ナデ ヨ コ ナ デ， ナ デ 貼 り 付 け 刻 目 突帯
1 07 579 VlII区 土師器 椀 5 SK036 6. 7 ( 1 5. 2) 3. 0 ナデ， ヘ うケズ1) (構. 右下) ナデ 外器面に黒斑有
1 07 580 VlII区 土師器 椀 5 SK036 ( 1 4 . 8) ヨ コナデ守 ヘうケズリ控ナデ ナデ 外器面に煤付着
1 07 581 VlII区 土師器 主干 5 SK036 5 . 45 1 2. 7  1 2. 5  2. 5 3 Jナ7， 11ケ人 へう何リmtT へ フ ケ ズ リ 後ナデ ヨ コ ナ デ ナ デ 29 
1 07 582 四区 土師器 土干 5 SK036 5. 4 ( 1 4 . 2) (3. 2) ナデ， へ フ 圧痕 ナ デ ナデ ナデ 29 
1 07 583 VlII区 土師器 鉢 5 SK036 25. 5 ヨコナデ， 1\ケf. ， ヘラケXリ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ

1 09 586 vn区 土師器 饗 4 SK009 (24. 0) ( 1 5. 3) ナ デ. ハケ メ ナデ. 指ナデ. ヘラケXリ 外器函に煤付着 22 
1 09 587 vn区 土師器 護 4 SK009 1 層 ， Vc 層 1 8. 8  ( 1 5. 5) 3l行， mi，吋J， I\IJm tT ヨ コナデ， 1\り 植ナデ. ナデ 外器面に黒斑有
1 09 588 vn区 土師器 察 4 SK009 Vc 層 1 8. 9  1 6. 6  1 4 . 1 ナデ， ハケ メ ハ ケ メ ナデ， ヘ フ ケ ズ リ ナデ 外器面に煤付着 22 
1 09 589 vn区 土師器 饗 4 SK009 Vc 層 1 6. 1 ヨ コ ナテ， ハケメ IIナデ ヨコナ王 へうケ1り， 指頭n

1 09 590 vn区 土師器 嚢 4 SK009 Vc 層， 1 1冒 下層 1 8. 4  1 6. 4  ヨ コ ナデ守 ナデ， 空 空 キ ヨ コ ナデ， ヘラ ケ Ã I)

1 09 591 vn区 土師器 重喜 4 SK009 Vc 層 ( 1 3. 6) ナデ. ハ ケ メ 後ナデ ヨコナ7， /\11 ， ナ王 へ対1リ

1 09 592 vn区 土師器 要 4 SK009 Vc 層 ( 1 5 . 4) ナデ， ハ ケ メ ナデー へ フ ケ ス リ

1 09 593 四区 土師器 套 4 SK009 Vc 層 ( 1 7. 8) ナ デ ヨ コ ナデ， ヘうケZリ控ナデ 内器面に 黒斑有
1 09 594 vn区 土師器 斐 4 SK009 Vc 層 1 1 . 2  ナデ， ケ ス リ 後ナデ ナデ， ケズリ ‘ 指頭圧車 内外器面 に煤付着
1 09 595 vn区 土師器 直口壷 4 SK009 Vc 層 (9. 6) ナ デ ナ デ
1 09 596 vn区 土師器 壷 4 SK009 Vc 層 (25. 1 )  ナデ， ハ ケ メ へ フ ケ ズ リ
1 1 0 597 vn区 土師器 晶士干 4 SK009 (20. 4) ヨ コ ナ デ ハ ケ メ 後ナデ ヨ コ ナ デ ナ デ 口縁部 に 一部黒斑有
1 1 0 598 vn区 土師器 晶士平 4 SK009 Vc 層 ナデ， ハ ケ メ 後ナテ ナデ 外底面 に黒斑有
1 1 0 599 vn区 土師器 器台 4 SK009 Vc 層 1 0. 9  ハケメ 撞ナデー ヨ コナテ ナデ， ヨ コ ナデ 透か し孔有 (脚部) ， 外底面に黒斑有

1 1 0 600 vn区 土師器 品土干 4 SK009 下層 ナデ， へ フ ケ ズ リ ナ デ
1 1 0  601 vn区 土師器 器台 4 SK009 Vc 層 ( 1 3. 8) ヨ コ ナ デ‘ ナデ ナデ司 不明 透か し孔有 (脚部) ， 外底面に黒斑有

1 1 0 602 vn区 土師務 器台 4 SK009 Vc 層 9. 8 ナデ， ハ ケ メ ナデ 透 か し孔有 (脚部)
1 1 0 603 W区 土師器 器台 4 SK009 Vc 層 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 穿孔有
1 1 0  604 羽区 土師器 器台 4 SK009 ( 1 8. 8) ヨ コ ナ デ ナ デ 透 か し孔有 (脚部)
1 1 0  605 vn区 土師器 小型鉢 4 SK009 (9. 4) ( 1 0. 0) ナデ ナ デ
1 1 0  606 vn区 土師器 小型鉢 4 SK009 Vc 層 ( 1 0. 7) ( 1 1 . 7) 
1 1 0 607 vn区 土師器 小型歪 4 SK009 下層 ( 1 2. 3) 
1 1 3  609 vn区 土師器 整 4 SK030 1 層 ( 14 . 0) ナ デ ， ハ ケ メ ナ7， ハケJ ， 官癒患 のw

1 1 3  61 0 vn区 土師器 饗 4 SK032 V層 1 3. 8  1 1 . 5  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘ フ ケ Ã I)

1 1 3  61 1 vn区 土師器 壷 4 SK032 1 6. 3  ハ ケ メ 後ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ;(1)

1 1 3  61 2 vn区 土師器 1笥土平 4 SK030 1 層 1 8. 1 ヨ コナデー ナデ， 1\ケi 控ナテ ナ デ ヨ コ ナ デ ナデ
1 1 3  61 3 vn区 土師器 小型壷 4 SK030 1 層 ， Vc 層 (8. 8) (8. 6) (7 . 4 ) ハ ケ メ 後ナT ， ハケ メ ハ ケ メ ハケメ控ヨコナ王 ヘうケZリ ケ ズ リ
1 1 3  61 4 vn区 土師器 小型壷 4 SK032 9. 1 1 0. 2  1 0. 5  ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ へ フ ケ ス也 リ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ X リ へ フ ケ ス リ 外器面 に黒斑有
1 1 3  61 5 vn区 土師器 高士平 4 SK032 ( 1 1 .  8) ナデ ， ハケ メ ， ケÃ リ

1 1 3  61 6 vn区 土師器 壷 4 SK032 (28. 0) ハ ケ メ ヘ フ ケ ズ リ 外器面 に 黒斑有
1 1 4  61 8 vn区 土師器 整 4 SK037 ナデ咽 ハ ケ メ ナデ司 へ フ ケ ス リ 24 
1 1 4  61 9 vn区 土師器 士干 4 SK037 ( 1 1 .  5) ヨ コ ナデ町 ヘラケ;(1) ヨ コ ナ デ 外器面に黒斑有司 赤色顔料
1 1 5  620 vn区 土師器 饗 4 SK039 V層 1 9. 1 ハケ メ ， タ タ キ 世 責 キ可 ケX リ ， ハケメ
1 1 5  621 vn区 土師器 塞 4 SK039 ( 1 4 . 8) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ケ ズ リ ， ヨ コ ナデ

1 1 5  622 vn区 土師器 套 4 SK039 ( 1 3. 8) ヨ コ ナ デ ? ヨ コ ナデ ケス リ

1 1 5  623 四区 土師器 護 4 SK039 V層 (21 . 0) ( 1 9. 4) ハ ケ メ ケ ズ 1) ， 指ナデ
1 1 5  624 四区 土師器 壷 4 SK039 V層 (23. 6) ( 1 4 . 0) ハケ後ナ デ 指 ナ デ ， ハ ケ メ ? 一部外器面 に 黒斑有
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挿図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版
番号 遺構 層位 器高 最大胴径 口径 底径 外器菌 外底面 内器面 内底面

1 1 5  625 羽区 土師器 高綜 4 SK039 2 層 ナデ， ハ ケ メ 後ナデ ナ デ ? ナ デ ?

1 1 5  626 羽区 土師器 t萄綜 4 SK039 ナデ， ケ ズ リ ナ デ

1 1 5  627 W区 土師器 晶綜 4 SK039 ナ デ

1 1 5  628 vn区 土師器 器台 4 SK039 8. 1 ナ デ

1 1 5  629 V置区 土師器 器台 4 SK039 (9. 8)  ハ ケ メ ハ ケ メ

1 1 6  630 V置区 土師器 室 4 SK022. 1lお 3 盾 ( 1 8. 2) ナデ， ハ ケ メ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ 外器函に煤f寸鑓

1 1 6  631 vn区 土師器 聾 4 SK022 1 眉 ( 1 6. 6) ナ デ唱 ハ ケ メ ナデ， へ フ ケ ズ リ

1 1 6 632 vn区 土師器 壷 4 SK026 2 層 3. 6 ナ デ ナ デ ナデ. 指頭圧痕

1 1 6  633 vn区 土師器 童 4 SK026 1 層 5. 6 ナ デ， ハ ケ メ ナ デ ハ ケ メ ハ ケ メ

1 1 6  634 vn区 土師器 臨 4 SK026 3 層 (9. 7) (2. 3)  ハ ケ メ ハ ケ メ 穿孔有 ( 1 ヶ )

1 1 8 636 vm区 土師器 建 5 SK037 ( 1 6. 1 )  ナデ. ハ ケ メ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ

1 1 8 637 vm区 土師器 壷 5 SK037 指押 え

1 1 8  638 vm区 土師器 晶士平 5 SK037 
1 21 639 W区 土師器 蜜 4 SX049 (23. 6) 1 6. 3  ハ ケ メ 後一節ナデ ハ ケ メ ， ヘ ラ ケ ズ リ

1 21 640 羽区 土師器 聾 4 SX049 下層 ( 1 9. 2) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ナデー ヘ ラ ケ ズ リ

1 21 641 羽区 土師器 事 4 SX049 下層 ( 1 5. 8) 3Jti'. /l1�.担任 補 Iサ1豊ヨコナテ. ヘう1t.リ 外器面に黒色顔料

1 21 642 羽区 土師器 聾 4 SX049 下層 1 9. 6  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ 粘土巻上 げ痕

1 21 643 羽区 土師器 塑 4 SX049 下層 ( 1 4. 8) ハ ケ メ ， ヨ コ ナ デ 不明， ヘ フ ケ ズ リ 外器商に煤付着

1 21 644 vm区 土師器 蜜 4 SX049 ( 1 5 . 0) ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ

1 21 645 羽区 土師器 聾 4 SX049 ( 1 4 . 0) ヨ コ ナデ. ハ ケ ヨ コ ナデ. へ ラ ケ ズ リ

1 21 646 vm区 土師器 聾 4 SX049 B 層 . D 層 1 5. 2  ヨコナデ. へう1t.リ. 1\1� ヨ コ ナデ， へ ラ ケ ズ リ

1 21 647 vm区 土師器 聾 4 SX049 ( 1 6. 0) ヨ コ ナデ， ハケメ 櫨ナデ ヨ コナデ. 1サ人 ヘラケXリ

1 21 648 四区 土師器 聾 4 SX049 2 層 ( 1 7. 8) ヨ コ ナデ. ハケメ 笹ナデ ヨ コ ナデ， へ ラ ケ ズ リ

1 21 649 vm区 土師器 重 4 SX049 1 5. 85 1 2. 5  1 1 .  1 ナデー ハ ケ メ ナデ ナデ-fillサ� . ケXリ. ナデ 指頭庄痕 23 

1 21 650 vm区 土師器 聾 4 SX049 1 8. 55 ( 1 5. 8) 1 2. 7  ヨ3ナi'. /11 �.3Jti'. 1\1 � ハ ケ メ 後一部ナデ ハサメ 桂ヨ コナデ. 'r t. リ ナデ 外器面に煤付着 24 

1 22 651 W区 土師器 聾 4 SX例9 ( 1 6. 3) ( 1 4 . 0) ヨ3ナi'. 1刷13Jti'. 1\1� ヘ ラ ケ ズ リ 後ナデ

1 22 652 vm区 土師器 蜜 4 SX049 B 層唱 C. D 層 ( 1 6. 8) ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ

1 22 653 羽区 土師器 聾 4 SX049 F 層 ( 1 5. 0) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ mlti'. 3Jti'. 鱒Älti'

1 22 654 四区 土師器 聾 4 SX049 ( 1 5. 2) ( 1 3. 0) 不明唱 ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 外器面に煤付着

1 22 655 V置区 土師器 蛮 4 SX049 ( 1 6. 2) 1 2. 8  不明， ハ ケ メ lサメ控ヨコナテ， ヘうケXリ

1 22 656 vm区 土師器 蜜 4 SX049 (20. 8) ナi'. 1\1�13Jtf. /l1�1ti' ナデ. 1沖地ナテ， 糊i

1 22 657 W区 土師器 蜜 4 SX049 上層 (22. 5) ( 1 8. 0) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ナデ. 指箆鼠 ヘラケXリ

1 22 658 vn区 土師器 聾 4 SX049 上層 (26. 0) ( 1 8. 8) ハ守メ聾ナデ， ヨ コナデ 1t.リ ， 綴E車. 1\1�種行 粘土巻上 げ痕

1 22 659 vm区 土師器 事 4 SX049 1 3. 7  ( 1 5. 4) ( 1 3. 0) (4. 0) ヨコナデ. ナ主 1\ケメ世ナデ ナデ ヨ コ ナデ. へ ラ ケ ズ リ ヘ フ ケ ズ リ

1 22 660 四区 土師器 書 4 SX049 1 層 (24 . 2) ( 1 6. 4) ハ ケ メ 後ナデ， 不明 ヘラケXリ， 鯨E直， 糊

1 23 661 vm区 土師器 壷 4 SX049 ( 1 4 . 6) ヨ コナデ. ハケメ笹ナデ ヨコナデ， ヘラ'rt.リ， ナデ

1 23 662 vn区 土師器 壷 4 SX049 下層 1 8. 0  ヨ コナデ聾ハケ 人 不明 ハケ メ ， へ フ ケ ズ リ

1 23 663 vn区 土師器 宣 4 SX049 中層. C 底 下層 (22. 0) ( 1 4 . 9) ナ デ唱 ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ ， 不明 外器薗 に黒斑有

1 23 664 vn区 土師器 重 4 SX049 下層 ( 1 7 . 5) ( 1 3. 6) 1\1�lm. ハケメ豊ヨコナデ ハケメ盤ナデ. ケZリ鱗ナデ 外器面に一部煤付着 26 

1 23 665 vn区 土師器 重 4 SX049 1 6. 5  ヨ コ ナ デ. ハ ケ ケ ズ リ . ヨ コ ナデ

1 23 666 vn区 土師器 壷 4 SX049 中層 25. 6 1 8. 3  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨ コ ナデ. ケ ズ リ 外器面に黒斑有

1 23 667 vn区 土師器 一重口緑豊 4 SX049 中層 22. 2 1 3. 2  3Jti'. 1\1�13Jti'. /l1� ハケメ 桂ヨコナデ， ケX リ

1 24 668 vn区 土師器 壷 4 SX049 中層 ( 1 5. 9) ( 1 1 .  0) 不明 1\1�13Jti'. ヘ711リ. ffi'

1 24 669 vn区 土師器 壷 4 SXI似9 中層 ( 1 3. 3) ( 1 1 . 1 ) 不明， ハ ケ メ ハ ケ メ . ヘ ラ ケ ズ リ

E 
N 



随

意

密

満

州m

縛図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴 備考 写真図版

番号 遺構 層位 器晶 最大胴径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
1 24 670 vn区 土師器 『笥杯 4 SX049 F 層 ( 1 8. 0) ハケ メ 後 ヨ コ ナデ ハケ メ 後ヨ コ ナデ

1 24 671 四区 土師器 晶杯 4 SX049 ( 1 7. 3) ナデ， ハ ケ メ ナデ
1 24 672 四区 土師器 晶亦 4 SX049 1 6. 6  内外器面に黒斑有

1 24 673 W区 土師器 品土平 4 SX049 下層 (1 7. 3) ナデ ナ デ. ハ ケ メ

1 24 674 羽区 土師器 高士平 4 SX049 1 3 . 4  ナ デ. ハケ メ ナ デ 外器面に黒斑咽 全体に赤色顔料有

1 24 675 vm区 土師器 高杯 4 SX049 D 層 1 5. 5  1 5. 8  ( 1 2 . 4) ナデ. ハケ 人 ヨ コナデ ナ デ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ ， ナデ 27 

1 24 676 vm区 土師器 晶土平 4 SX049 D 層 1 1 . 1  ナデ ヨ コ ナ デ ナ デ ヨ コ ナ デ， ナ デ 透 か し孔有 (脚部ー 4 ) 27 

1 25 677 羽区 土師器 I邑土平 4 SX049 1 6. 8  ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ハケ メ 後 ヨ コ ナデ ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ハ ケ メ 後ナデ

1 25 678 vn区 土師器 I笥土平 4 SX049 下層 ( 1 8. 0) ナデ ナデ
1 25 679 vn区 土師器 1萄土平 4 SX049 1 7. 4  ナデ， ハ ケ メ ナデ
1 25 680 四区 土師器 I笥土平 4 SX049 下層 (20. 5) ナデ， ハ ケ メ ナデ

1 25 681 vn区 土師器 f笥土平 4 SX049 ( 1 9. 0) ハ ケ メ ハケ人 ヨ コ ナデ， ナデ ハ ケ メ ナ デ 外器面に黒斑有

1 25 682 vn区 土師器 『奇士干 4 SX049 中層 1 7. 6  ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ ハ ケ メ ， ヨ コ ナデ ナデ 外器面に黒斑有

1 25 683 羽区 土師器 『笥杯 4 SX049 2 層 ナデ ヘ フ ケ ズ リ ， ナデ

1 25 684 vm区 土師器 『笥土干 4 SX049 (9. 4) ナデ， ヨ コ ナ デ ナ デ

1 25 685 vn区 土師器 品土干 4 SX049 ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ

1 25 686 vn区 土師器 『笥土干 4 SX049 ( 1 2. 5) ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ

1 25 687 vn区 土銅器 高士干 4 SX049 中層 ヨ コナデ， ナデ， 1\り 韓ナデ へ ラ ケ ズ リ . ヨ コ ナ デ

1 25 688 四区 土師器 器台 4 SX049 C司 D 層 ヨ コ ナ デ. ナデ ヨ コ ナ デ唱 ナデ ヨ コ ナ デ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ

1 25 689 vn区 土師器 器台 4 SX049 2 層 ハ ケ メ 後ナデ ナ デ 透 か し孔有 (脚部、 4 ) 

1 25 690 vn区 土師器 器台 4 SX049 (7. 0) ナデ ナ デ
1 25 691 vm区 土師器 鼓形器台 4 SX049 C. D 層 ヨ コ ナデ ナデ唱 へ フ ケス' リ

1 25 692 vn区 土師器 I平 4 SX049 2 層 ( 1 2. 7) 外器面に黒斑有

1 25 693 vn区 土師器 土平 4 SX049 2 層 4. 4 1 1 . 5  ナデ. ヘ フ ケ ズ リ へ ラ ケ ズ リ 板状工具痕 板状工具痕 外器面 L黒斑有

1 25 694 vn区 土師器 ま平 4 SX049 (5. 0) ( 1 1 . 8) 
1 25 695 vn区 土師器 ま平 4 SX049 中 層 5. 9 1 6. 0  ハ ケ メ ナ デ 39 

1 25 696 vn区 土師器 ま平 4 SX049 中 層 5. 0 ( 1 2. 2) ヘ ラ ケ ズ リ ケ ズ リ 7 ナデ. ヨ コ ナデ ナデ 外器面 に黒斑有

1 25 697 四区 土師器 土平 4 SX049 2 層 ( 1 5. 0) ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ ナ デ ナ デ 内外器面に煤付着

1 25 698 羽区 土師器 土平 4 SX049 上層 (1 4 . 6) 外器菌に煤付着

1 25 699 vn区 土師器 士平 4 SX049 上層 ( 1 4 . 0) 
1 25 700 四区 土師器 土平 4 SX049 中層 5. 0 1 3. 8  ハ ケ メ

1 26 701 vn区 土師器 杯 4 SX049 6 層 4 . 7 1 2. 9  ヨ コ ナデ， ナ デ ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ナ デ

1 26 702 vm区 土師器 鉢 4 SX049 5 . 65 1 2. 4  ヨ コ ナデ， ナ デ ヨ コ ナ デ， ナデ ナ デ 29 

1 26 703 vn区 土師器 杯 4 SX049 3. 3 ( 1 3. 9) (6. 8) ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケズリ ? ヘ フ ケ ズ リ ? ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ 内外器面に赤色顔料

1 26 704 vn区 土師器 土平 4 SX049 2 層 ( 1 2. 5) lJtTiへml， へimR�m\ ヨ コ ナデ後へ ラ ミ ガキ

1 26 705 vm区 土師器 鉢 4 SX049 6. 4 ( 1 0. 9) ( 1 3. 3) 1 . 8  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ ヨ コ ナデ. へ ラ ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ 後ナ デ

1 26 706 vn区 土師器 鉢 4 SX049 下層 ( 1 5. 0) ナデ ナデ

1 26 707 四区 土師器 鉢 4 SX049 下層 ( 1 1 . 9) ( 1 3. 0) ハ ケ メ ナデ後ハ ケ メ

1 26 708 vm区 土師器 甑 4 SX049 C. D 層 (20. 2) ハ ケ メ ハ ケ メ ハ ケ メ

1 26 709 vm区 土師器 饗 4 SX049 ( 1 0. 7) ヨ コ ナデ. ナデ. ハケメ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ

1 26 7 1 0  vn区 土師器 小型二重日韓宣 4 SX049 中層 . 2 層 1 0. 3  ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ 外器面 に黒斑有

1 26 71 1 vm区 土師器 小型第 4 SX049 D 層 ( 1 0. 6) ヨ コ ナ デ 指頭圧痕， 横ナデ

1 26 71 2 羽区 土師器 小型蜜 4 SX049 ( 1 2. 3) ( 1 1 . 4) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ へ ラ ケ ズ リ ， ヨ コ ナデ 内器面 に黒斑有

1 26 71 3 vn区 土師器 小型壷 4 SX049 下層 8. 5 8. 8 9 . 2 ハ ケ メ 後ナデ ハ ケ メ ハケ メ 後 ヨ コ ナデ ナデ 30 
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挿図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版
番号 遺構 層位 器晶 最大胴径 口径 底径 外器函 外底面 内器面 内底面
1 26 7 1 4  v1l区 土師器 小型壷 4 SX049 下層 1 0. 1  8. 5 ナデ. ハ ケ メ ナ デ 外器面に黒斑有
1 26 71 5 VlII区 土師器 小型壷 4 SX049 8 . 5 (8. 2) (7. 0) ナデ. ハ ケ メ 後ナデ ナデ， ハ ケ メ ナ デ， ヘ ラ ケ ズ リ 指頭圧痕 30 
1 26 71 6 v1l区 土師器 小型蜜 4 SXω9 7. 4 (6. 0) ナデ， ハ ケ メ ナ デ ナ デ ナデ 30 
1 26 71 7 v1l区 土師器 小型壷 4 SX049 下層 9. 1 7 . 9 1 \'rJ昔ヨコナデ， 1\'rJIlナデ ハ ケ メ 後ナ デ ハ ケ メ 後ナデ 30 
1 26 7 18  v1l区 土師器 小型壷 4 SX049 下層 8. 8 (7. 8) (5. 8) ナデ. ハ ケ メ ハ ケ メ ナデ， 指ナデ 指ナデ 30 
1 26 7 1 9  羽区 土師器 小型室 4 SXIω9 1 層 8. 9 8. 5 8. 1 ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ ナ デ 外器面に黒斑有
1 26 720 四区 土師器 小型壷 4 SX049 8. 3 ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 指頭圧./Ì， ヘラ状工具檀 ナ デ 外器菌に煤付着， 黒斑有
1 26 721 v1l区 土師器 小型車 4 SX049 9. 6 7 . 8 ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ ヘ フ ケ ス: 1) 30 
1 26 722 v1l区 土師器 小型壷 4 SX049 2 層 (7. 4) (7 . 0) ハ ケ メ 1\ケメ ， ヘラケXリ豊指ナデ

1 26 723 v1l区 土師器 小型壷 4 SX049 上層 (8. 7) ( 1 0. 9) ヨ コ ナ デ ナデ， 指頭圧痕
1 26 724 v1l区 土師器 小型壷 4 SXI例9 中層 (8. 1 ) ( 1 0. 0) ハ ケ メ ハ ケ 人 ヘ ラ ケ ズ リ 粘土巻上 げ痕
1 26 725 VlII区 土師器 小型聾 4 SXI例9 7 . 0 (6. 4) (8. 6) ハ ケ メ 後ナデ ナ デ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ ヘ フ ケ ズ リ 後ナデ

1 27 726 VlII区 土師器 小型壷 4 SX049 (8. 2) 9 . 0 ヨ コ ナ デ， ハ ケ メ ハ ケ メ ， ナ デ 内外器面に黒斑有
1 27 727 v1l区 土師器 小型壷 4 SX049 9. 8 8. 4 ヨコナT， I\'rJIlナデ， ハケメ ハ ケ メ ヨ コ ナデ， 指ナデ 指ナデ 外器面に黒斑有 30 
1 27 728 四区 土師器 小型藍 4 SX049 9 . 3 1 1 .  1 9. 1 ハ ケ メ 後ナデ， ハケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 後指ナデ へ ラ ケ ズ リ ， ヨ コ ナデ 指ナデ 外器面に黒斑有 30 
1 27 729 v1l区 土師器 小型車 4 SX049 7 . 5 8. 4 (6. 5) ハ ケ メ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 外器商に黒斑有
1 27 730 四区 土師器 小型壷 4 SXI似9 8. 1 1 0. 1 ( 1 0. 9) (2. 8) ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ 後 ナ デ ナデ， へ フ ケ ズ リ へ フ ケ ズ リ
1 49 798 VlII区 土師器 護 5 SXI例。 1 9. 0  1 7. 8  1 5. 0  ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナデ， へ ラ ケ ズ リ 内外器面に 黒斑有 23 
1 49 799 VlII区 土師器 護 5 SX040 C 層 1 8  口縁部ヨ コ ナデ. ナデ ヨ コ ナデー へ ラ ケ ズ リ
1 49 800 VlII区 土師器 蜜 5 SX例。 ( 1 5. 6) タ タ キ ハ ケ メ
1 49 801 VlII区 土師器 察 5 SX040 ( 1 6. 2) ハ ケ メ . ヨ コ ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 外器菌に赤色顔料
1 49 802 VlII区 土師器 蜜 5 SX040 ④区 D 層 (21 . 0) ( 1 6. 8) ヨ コ ナ デ， ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 外器面に黒斑有
1 49 803 VlII区 土師器 聾 5 SX040 F 層 ， E 層 (20. 2) ( 1 5. 6) ヨ コ ナ デ. ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 時器E口層部に躍柑鼠 内器面lこ指麗E直
1 49 804 VlII区 土師器 裏 5 SX040 E 層 ( 1 6. 4) ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 口縁部外器面に指整形痩有
1 49 805 VlII区 土師器 第 5 SX040 ト レ ン チ 1 8. 0  ( 1 5. 2) ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ
1 49 806 VlII区 土師器 葱 5 SX040 (25. 2) (20. 2) ハ ケ メ ヘ フ ケ ズ リ
1 49 807 VlII区 土師器 蜜 5 SX040 DE 層 1 7. 0  ハ ケ メ 後ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 唱 指頭圧痕 外器面 に黒斑有
1 50 808 四区 土師器 蜜 5 SX040 1 8. 0  1 6. 0  1 3. 4  ハケメ控ヨ コナデ， 1\ケメ ハ ケ メ 外器面 に黒斑有 23 
1 50 809 四区 土師器 蜜 5 SX040 D 層 1 5. 5  1 3. 1  ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ヘラケズリ ， ナデ， 不明 23 
1 50 8 10  VlII区 弥生土器 脚台付蜜 5 SX040 ハ ケ メ 後ナデ ナ デ ハ ケ メ J 、 ケナデ
1 50 81 1 VlII区 土師器 二重口縁蜜 5 SX040 (42. 7) ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ ハ ケ メ
1 50 8 12  VlII区 土師器 書 5 SX040 ( 1 9. 9) ( 1 4 . 8) ヨコナ'I， I\'rJI3J拭 1\村 ヨ コ ナデ司 ヘ ラ ケ ズ リ 外器面に 煤付着
1 50 8 1 3  四区 土師器 聾 5 SX040 DE 層 1 4. 6  ヨ コ ナ デ， ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ
1 50 8 14  四区 土師器 壷 5 SX040 E 層 ( 1 0. 0) ヨ コ ナ デ ハ ケ メ
1 50 81 5 VlII区 土師器 壷 5 SX040 (28. 2) ハサ人 不明， ヘラケXリ 1\ケ メ 接不明， ヘラケズリ 外器面に黒斑. 粘土巻上げ痕有
1 50 8 1 6  VlII区 土師器 壷 5 SX040 E 層 (22. 9) ( 1 1 . 8) ハ ケ メ ， 不明 指頭圧痕司 ケ ズ り 帰跡事餓朝， 躍骨量， 内器面E星崎
1 51 81 7 VlII区 土師器 重口縁壷 5 SX040 D ' E 層 23. 6 ハ ケ メ 後ナデ ヘラ'rt.リ. ハケメ 韓ナデ 外器面に黒斑有 26 
1 51 81 8 四区 土師器 重口縁章 5 SX040 E 層 1 \'rJ ， ナデ， 1 \ケによる鱗 ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ

1 51 81 9 VlII区 土銅器 壷 5 SX040 ヨ コ ナ デ， 不明 ヨ コ ナデ， 'rt.リ ， 1サメ 刻 み 固 有， 押 し 型文
1 51 820 VlII区 土師器 壷 5 SX040 (5. 7) ハ ケ メ ナ デ ハ ケ メ ハ ケ メ 後指押 え
1 51 821 VlII区 土師器 聾 5 SX040 5. 0 ハ ケ メ 葉脈痕 ハ ケ メ 後へラ状工具痕
1 51 822 VlII区 土師器 二重口縁壷 5 SX040 E 層 ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ハケ メ 後へ 7 ケ ズ リ

1 51 823 四区 土師器 壷 5 SX040 (59. 8) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナ デ， ハ ケ メ

1 52 824 羽区 土師器 小型壷 5 SX040 DE 層 1 3. 0  1 3. 9  9. 1 ヨ コナデ， 1\り置ナデ. ナデ 上下に指頭ケ ズ リ 25 
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持図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版番号 遺構 層位 器局 最大胴径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
1 52 825 四区 土師器 壷 5 SX040 E 層 ( 1 3. 45) 1 6. 1 7. 7 ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ハ ケ メ 3Jげ， へjm. 喝$，概自 へ ラ ケ ズ リ 外器面に 黒斑有
1 52 826 四区 土師器 壷 5 SX040 E 層 ‘ F 層 9. 8 1 2. 1 ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ ハ ケ メ ヨ コ ナデ. ヘラケズ リ へ ラ ケ ズ リ 外器面 に黒涜有
1 52 827 vm区 土師器 晶土干 5 SX040 ( 1 3. 5) ヨ コ ナデ， ケ ズ リ ヨ コ ナデ
1 52 828 vm区 土師器 品士平 5 SX040 ( 1 1 . 8) ナ デ ti. l\り釘コナテ. ケXI) ナデ 穿孔有 ( 2 ヶ )
1 52 829 田区 土師器 品土平 5 SX040 ( 1 6. 0) tT. 1\l"!13Jti'. l"1.I)lti' 不明 穿孔有 ( 3 ヶ )
1 52 830 田区 土師器 高士干 5 SX040 E 層 ( 1 7. 9) ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ ヨ コ ナデ. ケXリ 櫨ナデ ケ ズ リ 後ナ デ 27 
1 52 831 vm区 土師器 高士干 5 SX040 E 層 (1 0. 0) ハ ケ メ 後ナデ ナデ 穿孔有 ( 1 ヶ )
1 52 832 四区 土師器 晶士平 5 SX040 E 層 ( 1 8. 9) ハケメ 植都骨的ヨ コナデ ハ ケ メ ， ミ ガ キ 接合痕有 27 
1 52 833 四区 土師器 /E奇士iF 5 SX例。 (22. 4) ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ 不 明
1 52 834 vm区 土師器 高士平 5 SX040 D 層 ( 1 5. 0) ハ ケ メ 不明 内外器面 に黒斑有
1 52 835 四区 土師器 鉢 5 SX040 ( 1 3. 5) ヨ コ ナ デ 不明司 ヨ コ ナデ， ナ デ
1 52 836 田区 土師器 鉢 5 SX040 6 層 3. 9 1 2. 3  ヨ コ ナデ， 指頭圧痕 ハ ケ メ ヨ コ ナデ後指頭圧痕 ヨ コ ナデ接指頭E富雄ナデ 29 
1 52 837 四区 土師器 小型鉢 5 SX040 C 層 (5. 2) ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ 指頭圧痕後ナ デ 指頭圧痕後ナデ 外器函 に黒斑有
1 52 838 vm区 土師器 小型鉢 5 SX040 E 層 ー D 層 ( 1 2. 5) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ， ケズ 1) 接指ナデ

1 52 839 四区 土師器 小型鉢 5 SX040 C 層 9. 7 ( 1 2. 7) ( 1 3. 0) ハ ケ メ 後ナデ ハ ケ メ 後ナデ ハ ケ メ ， ヨ コ ナ デ ケ ズ リ 外器面 に煤付着
1 52 840 vm区 土師器 小型喪 5 SX040 1 1 . 2  1 1 .  9 1 1 .  5 ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ケ ズ リ ヨ コ ナデ， ケ ズ リ 内器面， 内底面に鉄粉付着
1 52 841 vm区 土師器 小型壷 5 SX040 8. 4 8. 4 (9. 0) ヨ コナデ， ハ守 人 ケXリ ケ ズ リ ナデ， ヘラケXリ接指頭E富 へ ラ ケ ズ 1) 後援頭庄痕 外器面 に黒斑有
1 52 842 四区 土師器 小型壷 5 SX040 ④D 層 7. 5 8. 0 9 . 1 ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ ハ ケ メ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ 後指押え 31  
1 52 843 vm区 土師器 小型壷 5 SX040 9. 3 9. 5 9. 7 ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ ヨコナi. ヘう'rXリ， 縮政 へラケズリ 後指頭圧痕 内外器面に黒斑有 30 
1 52 844 vm区 土師器 小型壷 5 SX040 D 層 8. 2 ヨ コ ナデ， ハケメ桂ヨ コナデ ヨ コ ナデ， ケXリ桂指押i
1 52 845 田区 土師器 小型壷 5 SX040 8. 6 8 . 4 8. 2 ハ守 メ 聾ヨ コ ナデ， ハケ メ ハ ケ メ ヨコ ナデ， ヘラケZリ ， 指押i ヘ フ ケ ズ リ 30 
1 52 846 田区 土師器 小型宣 5 SX040 ④D 層 7. 8 8. 6 7 . 2 ヨ コ ナ デ. ケ ズ リ ケ ズ リ ヨ コ ナデ， ケjl) 甚指押i ヘ ラ ケ ズ リ 後指押 え 外器面 に黒斑有 31 
1 53 847 vm区 土師器 小型壷 5 SX040 1 1 . 7  ( 1 0. 2) ヨ コ ナ デ咽 ハ ケ メ ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘラケ1リ接指押i ヘ ラ ケ ズ リ 後指押 え 31 
1 53 848 vm区 土師器 小型壷 5 SX040 E 層 ヨ コ ナデ. 9 歩 キ タ タ キ ヨ コナデ， ヘう何リ豊富押i ヘ フ ケ ズ リ 後指押 え 闘部側面に意図的打 ち 欠 き と 穿孔
1 53 849 vm区 土師器 小型壷 5 SX040 AB 層 . B 層 ( 1 0. 0) 指ナデ， ケ ズ リ 指ナデ司 ケ ズ リ 外器函 に黒斑有
1 53 850 vm区 土師器 小型壷 5 SX040 
1 53 851 四区 土師器 小型壷 5 SX040 E ' F 層 7. 4 7. 9 8 . 6 ヨ コ ナ デ， ハ ケ メ ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ 後指押 え ヘ ラ ケ ズ リ 後指押 え 外器函 に 黒斑有 30 
1 53 852 四区 土師器 小型壷 5 SX040 7. 7 8 . 4 ハ ケ メ ， ナ デ ナデ， ヘ フ ケ ス汁J へ フ ケ ズ リ
1 53 853 vm区 土師器 小型壷 5 SX040 8. 1 ハ ケ メ ケ ズ リ ヘ フ ケ ズ リ 後指押 え ヘ ラ ケ ズ リ 後指押 え
1 53 854 vm区 土師器 蜜 5 SX040 E 層 4. 7 ケ ズ リ 葉脈痕有 へ フ ケ ズ リ
1 53 855 四区 土師器 小型室 5 SX040 7 . 5 (3. 2) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ ヨ コ ナデ. ケXリ . 指頭E富 ケ ズ リ
1 53 856 vm区 土師器 小型壷 5 SX040 8. 3 ( 1 1 . 2) ハケ メ 後ナデ ハ ケ メ 後ナデ ヨコナデ， 綴IH1. ヘう'r1.リ ヘ フ ケ ズ リ
1 53 857 田区 土師器 小型壷 5 SX040 B 膚 (6. 8) ヨ コ ナ デ， ナ デ ヨ コ ナ デ， ナデ
1 53 858 vm区 土師器 小型鉢 5 SX040 D 層 6. 8 ( 1 0. 7) ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ 指押 え ヘ ラ ケ ズ リ 後指ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 後指ナデ
1 53 859 四区 土師器 小型鉢 5 SX040 D 層 6. 3 9. 9 ヨ コ ナデ唱 ハ ケ メ ハ ケ メ ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ ヘラ ケ ズ リ 後指ナデ 外器面に 黒斑有 29 
1 53 860 四区 土師器 小型鉢 5 SX040 7 . 9 1 0. 2  9 . 4 ハケ メ 植 ヨ コ ナデー ハケメ ミ ガ キ ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ 指頭圧痕 外器面に 黒斑有 31 
1 53 863 vm区 土師器 器台 5 SX040 bc 層 7. 4 ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 撞ナデ ハ ケ メ ， ヨ コ ナデ

1 54 880 田区 土師器 甑 5 SX040 BC 層 層 22. 5 25. 6 ハ ケ メ く り 由いた1I整形. ナデ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ ヘ フ ケ スe リ 31 
1 54 881 vm区 須恵器 蓋 5 SXI例。 目転ヨコナデ， 目量へうIrXリ 回転ヨ コ ナデ， ナデ
1 54 882 四区 土師器 t平 5 SX040 E 層 4. 5 1 2. 1 1 1 .  4 不明 不明 不明 不明 外器商 に 黒斑有 29 
1 62 924 vm区 土師器 聾 5 SX051 ( 1 9. 8) ヨ コ ナデ， ハ ウ メ 撞ナデ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ
1 62 925 田区 土師器 護 5 SX051 D 層 ( 1 4. 0) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 3 Jti'. 1\11Iti'. へ対XI) 外器面に煤付着， 粘土巻上げ痕

1 62 926 vm区 土師器 饗 5 SX051 ( 1 4 . 4) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨコ ナデ， ヨ コヘう， 指頭E重 外器面 に黒色顔料塗布
1 62 927 四区 土師器 聾 5 SX051 D 層 ( 1 8 . 2) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナ デ， ハ ケ メ 外器面 に煤付着 23 
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番号 区 種別 器種

出土地点 法量 (cm) 特徴
備考 写真図版

番号 遺構 層位 器高 最大岡径 口径 底径 外器面 外底面 内器函 内底面
1 62 928 vm区 土師器 事 5 SX051 0 1 . 0 2 層 ( 1 4 . 0) ヨ コ ナデ， ナデ， ハケメ ヨコナテー へう17.'1)， ヘうIti 粘土接合痕， 外器面に黒斑有

1 62 929 vm区 土師器 事 5 SX051 ( 1 7 . 4)  ヨ コ ナデ， ハケメ 櫨ナデ ヨ コ ナデ， 1 \り . ヘラケXリ 外器面に累斑有， 粘土接合痕

1 62 930 vm区 土師器 聾 5 SX051 ( 1 3 . 8) ハケ�1tT， ヨ コナデ， 1 \1� ヨ コ ナデ， ハケメ 桂ナデ 外器面に 黒斑有 24 
1 62 931 vm区 土師器 蜜 5 SX051 ( 1 4 . 8) ヨ コ ナデ唱 ハ ケ メ ハサ人 ナデ， ヘラサズリ 外器面に 黒斑有
1 62 932 vm区 土師器 聾 5 SX051 1 8. 4  ヨ コ ナデ， ハ ケ メ t7， /l1�. 3Jmt7， ヘ71tl)

1 63 933 vm区 土師器 壷 5 SX051 (22. 0) ナデ， ハ ケ メ ナテ， ハケメ ， ヘラサZリ 外器面に 黒斑有
1 63 934 vm区 土師器 二重口縁壷 5 SX051 D 層 (1 2. 6) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ 26 
1 63 935 vm区 土師器 高士平 5 SX051 ナデ， ヨ コ ナ デ ナデ. ヨ コナデ. へうケ烈j 外器面に 煤付着
1 63 936 vm区 土師器 器台 5 SX051 A-B 層 ナデ， ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ ， ナ デ 穿孔有 (中 央部)
1 63 937 vm区 土師器 甑 5 SX051 (27 . 4) ハケ人 ナデ， ヨ コ ナデ ヘ フ ケ ズ リ 外器面に 黒斑有
1 63 938 珊区 土師器 鉢 5 SX051 D 層 9. 3 4 . 2 指班痕， ハケメ 桂ナデ ハケメ 檀ナデ， 指距痕 指頭圧痕， ナ デ 外器菌に黒斑有 29 
1 63 939 vm区 土師器 鉢 5 SX051 ( 1 5. 2) (3. 2) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 指ナデ 外器面 に 煤付着
1 63 940 vm区 土師器 小型重 5 SX051 8 . 6 1 0. 9  1 . 0  ハ ケ メ 唱 ナ デ ハ ケ メ ハ ケ メ ， ヨ コ ナデ ナ デ 外器面 L黒斑有 30 
1 63 941 vm区 土師器 小型壷 5 SX051 7. 7 8 . 2 7. 1 2. 0 ヨ コ ナテ\ ハ ケ メ ナ デ ヨ コナデ司 ナデ， 指髄富 指頭庄痕 外器面に 黒斑有 31 
1 63 946 vm区 弥生土器 饗 5 SX051 9 . 6 ハ ケ メ 後ナデ， ナデ ナ デ. ヨ コ ナ デ ナ デ
1 63 947 vm区 土師器 晶土平 5 SX051 (9. 0) I\r� ， ナデ， ヘうナデ. ヨコナデ ナデ‘ ヨ コ ナデ ナ デ 透 か し 孔有 (脚部 3 ヶ )
1 63 948 四区 土師器 蜜 5 SX051 ( 1 0. 0) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ

1 63 950 四区 土師器 甑の把手 5 SX051 ヘ ラ ケ ズ リ 指ナデ， ハ ケ メ
1 63 951 vm区 須恵器 蓋 5 SX051 D 層 . Vc 層 4. 7 1 2. 8  目指 コナデ， 自転ヘラサXリ 回 転 ヨ コ ナデ
1 69 973 四区 土師器 長胴蜜 5 S0038 N層 (22. 6) ( 1 4 . 9) 1\ケメ 控ナT. ナデ， H キ ハ ケ メ ， ナ デ 1 8  
1 69 974 vm区 土師器 長胴蜜 5 S0038 Vc 層 1 . 1  タ タ キ後ハ ケ メ 指頭圧痕 指頭圧痕
1 73 975 vm区 土師器 蜜 b-34G (20. 0) (3. 4 ) ハ ケ メ ハ ケ メ 後ナデ ハ ケ メ ハ ケ メ
1 73 976 vm区 土師器 要 b-34G 3. 9 1\り接待ナテ， 綴荘重 ヘ ラ ナデ へ ラ ケ ズ リ 指頭圧痕 外器面に 黒斑有
1 73 977 四区 土師器 器台 b-34G ( 1 4 . 8) ナ デ
1 73 978 vm区 土師器 蜜 b-34G ( 1 3. 9) ( 1 5. 4)  ハ ケ メ 後 ナ デ ハ ケ メ 後ナデ
1 73 979 vm区 土師器 鉢 b一34G 1 1  1 5. 5  1 2. 6  2. 8 ナデ， 事9キ司 lサメ 豊ナデ ナ デ ナ デ 憾面， 91臨時鶴， 内器配給顔料 1 8  
1 73 980 vm区 土師器 壷 b一34G 25. 0 ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ナデ， へ ラ ナデ 粘土巻上 げ痕， 指頭庄痕
1 75 981 vm区 土師器 長胴聾 c-33G 31 . 4  ( 1 8 . 9) ( 1 6. 4)  ナi'1/l1� ， ��裕1\ケ!lti' ハ ケ メ ハ ケ メ 1 8  
1 75 982 四区 土師器 長胴墾 c-33G (20. 5) タ タ キ ヨ コ ナ デ， ハ ケ メ

1 75 983 vm区 土師器 長胴蜜 c-33G 9 タ キ ， ハ ケ メ 後ナデ ハ ケ メ
1 75 984 vm区 土師器 長胴蜜 c-33G 1 9. 2  1 7  ヨ コ ナデ， ナ デ 3Jti'. へう紅賂， へ7rtl)
1 75 985 vm区 土師器 嚢 c-33G 1 6. 5  1 5. 3  タ タ キ ヨ コナデ. ハケ人 ケXリ 1
1 75 986 vm区 土師器 聾 c-33G ( 1 8. 0) 1 . 1  タ タ キ ハ ケ メ . ヘ ラ ケ ズ リ 外器面 に黒斑有
1 75 987 四区 土師器 蜜 c-33G 26. 1 22. 3 ( 1 5. 3) 歩 9 キ， ヘ ラ ケ ズ リ ハケメ桂ヨ コ ナデ， ハケメ 外器面 と 黒斑有
1 76 988 vm区 土師器 要 c-33G 1 3. 9  1 4 . 8 1 4 . 3 2. 8 ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ ヘ フ ケ ズ リ
1 76 989 vm区 土師器 壷 c-33G ( 1 6. 8) 1\ケ� . ヘラミ針， ヘう17.'リ ヘ フ ケ ス' リ ハ ケ メ ， ヘ フ ケ ズ リ

1 76 990 vm区 土師器 葺 c-33G ヨ コ ナデ ハ ケ メ 後 ナ デ
1 76 991 vm区 土師器 高士平 c-33G ( 1 5. 0) ハ ケ メ 後ナデ. 指ナデ
1 76 992 vm区 土師器 重 c-33G /lr� . へ7li�1へj1X')， ti' 1\ケ メ ， ヘラ サズリ ， ナデ 外器面に 黒斑有
1 77 993 四区 土師器 聾 e-32G 1 9. 8  ( 1 8 . 8) ( 1 3. 3) ハ ケ メ 後ナ デ ヨコナ五 へうm， 櫛E車
1 77 994 vm区 土師器 長胴裏 a-33G ( 1 6. 9) ヨコナ7， I\r� . mll\r� ヨ コ ナ デ， ハ ケ メ 内 ， 外器函 に煤付着
1 77 995 vm区 土師器 聾 a-34G Vc 層 ( 1 6. 5) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ
1 77 996 vm区 土師器 蜜 Z-33G Vc 層 ( 1 7 . 5)  ヨ コ ナデ， 聖 書 キ聾ハケ メ ヨ コ ナデ. ハケメ 桂ナデ
1 77 997 vm区 土師器 饗 b-34G ( 1 6. 9) ヨ コ ナデ. ハケ メ 桂ナデ ハ ケ メ 後 ナ デ 粘土巻上 げ痕
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挿図
番号 区 種別 器種

出土地点 法量 (cm) 特徴
備考 写真図版

番号 遺構 層位 器局 最大胴III 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面

1 77 998 咽区 土師器 蜜 c-34G (21 . 9) ( 1 6. 0) ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ハケ人 ヘラナテ 外器面 に黒斑有

1 78 999 vm区 土師器 葱 Z-33G ( 1 5. 6) ナデ， ;空キ控ハケメ 控ナデ ハ ケ メ 後ナ デ 粘土巻 き 上 げ痕

1 78 1 000 四区 土師器 護 Z-35G ( 1 6. 8) ナデ， ハ ケ メ 後ナデ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ

1 78 1 001 vm区 土師器 葱 b-34G (25. 2) (24 . 7) タ タ キ 後 ナ デ ハ ケ メ

1 78 1 002 vn区 土師器 要 Y-26G Vb 層 23. 1 ( 1 7) ハケメ， 1\ケメ自ナテー ヨコナデ ヘラケズリ ， ナデ， ハケメ

1 78 1 003 vn区 土師器 護 Y-27G Va 層司 Vc 層 (22. 2) ( 1 7. 4) ハ ケ メ ， ヨ コ ナデ ケ ズ リ . ヨ コ ナ デ

1 78 1 004 vm区 土師器 要 c-34G ( 1 4 . 4 ) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナT， I \ケ人 ヘラケ引j

1 78 1 005 vn区 土師器 蜜 Z-29G Vc 層 ( 1 9. 6) ナ デ， ハ ケ メ ヘ ラ ケ ズ リ . ヨ コ ナデ 外器面全体に赤色顔料

1 78 1 006 vm区 土師器 箆 c-34G ( 1 5. 4) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ， へ ラ ケ X リ

1 79 1 007 vm区 土師器 壷 e-33G L03層 ， Vc 層 23. 7 ( 1 3. 5) ヨコナデ， ナデ， 平行9 宮 キ 指押i控ナテ町 ハケメ 控ナデ 外器面に 黒斑有

1 79 1 008 四区 土師器 宣 括 1 6. 7  ハ ケ メ 司 不明 不明， ハ ケ メ 口縁部 と 頚部接合痕有

1 79 1 009 vm区 土師器 一重口縁壷 b-34G 1 5. 3  ナ デ ヨ コ ナ デ

1 79 1 01 0  vn区 土師器 一重口縁壷 V-27G Vc 層 (26. 5)  ナ デ ナデ 櫛描文， 竹管文

1 79 1 01 1  vm区 土師器 重口縁壷 Z-33G (28. 0) ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ

1 79 1 0 1 2  田区 土師器 壷 c-34G 5. 1 ハケ メ ， ハ ケ メ 後ナデ ナデ ハ ケ メ ハ ケ メ

1 79 1 01 3  四区 土師器 重口縁宣 X-29G Vc 層 ナ デ 刻 目 文

1 79 1 01 4  vn区 土師器 無頚壷 Y-29G Vc 層 ( 1 6. 4) ヨ コ ナテ， ハケメ 撞ナテ ヨ コ ナデ， へ ラ ケ X リ 外器函の一部 に赤色顔料

1 79 1 0 1 5  vm区 土師器 'l:i a-34G 1 5. 6  ナ デ後ハ ケ メ ハケ1mナT， へうケt'J縦押i

1 80 1 0 1 6  vm区 土師器 品士平 b-34G 1 6. 35 ナ デ ， ヨ コ ナデ ナデ. ヨ コ ナ デ

1 80 1 0 1 7  vm区 土師器 品士平 b-34G ( 1 5 . 8) 

1 80 1 01 8  vn区 土師器 局土平 Z-29G Vc 層 ( 1 4 . 1 )  ヨ コ ナ テ ヨ コ ナ デ 司 ナ デ

1 80 1 0 1 9  vm区 土師器 品t干 b-34G ハケメ措ナT， ナT， へうケZリ 透 か し 孔有 (脚部4)

1 80 1 020 vm区 土師器 品士平 a-34G ( 1 3. 2) ナデ， ヨ コナデ‘ ヘうケX'J へ フ ケ ズ リ 透 か し孔有 (脚部)

1 80 1 021 四区 土師器 晶土平 Y-29G Vb 層 (1 1 ， 1 )  ナデ， ヨ コ ナデ， へうケZリ

1 80 1 022 vm区 土師器 品士干 b-34G 1 0. 8  ナデ ナデ， ヘ フ ケ ス リ ナデ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ

1 80 1 023 vn区 土師器 器台 Y-27G Va 層 ， N層 ( 1 4 . 0) ヨ コ ナデ ナデー ハ ケ メ 透 か し孔有

1 80 1 024 vn区 土師器 器台 a-28G Vb 層 平行夕 空 キ後ナデ 指ナデ， 平行7 ヲ キ控ナテ 外器面に カ キ メ ， 方形透か し孔有

1 80 1 025 vm区 士宮市器 器台 b-34G 8. 8 ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ ， ハ ケ メ 穿孔有 (中央部)

1 80 1 026 vm区 土師器 器台 b-34G 9. 6 ナデ. II'TI ， 糊t 揺斑富 指頭圧痕 穿孔有 (中央部)

1 80 1 027 vm区 土師器 器台 b-34G 7. 6 1 1 .  6 9. 7 ハ ケ メ 27 

1 80 1 028 四区 土師器 場 c-34G 5. 3 1 5. 2  0. 8 29 

1 80 1 029 vn区 土師器 境 Y-26G Vb 層 4. 7 ( 1 3. 8) ハケ メ 桂ヨ コ ナテ‘ ハケ メ 外器面 に赤色顔料

1 80 1 030 羽区 土師器 境 Y-26G Vb 層 3， 7 ( 1 1 . 4) 

1 80 1 031 vm区 土師器 境 b-34G (5. 0) ( 1 6. 2) (7. 0) へ フ ケ ズ リ

1 80 1 032 羽区 土師器 甑 Y-27G Vc 層 タ タ キ ハケ メ 後ナ デ 外器商に黒斑有， 穿孔有(底部)

1 80 1 033 vn区 土師器 甑 X-26G Vb 層 (3. 4) ハ ケ メ 後ナ デ ナデ ハケ メ 後ナデ 指押 え 穿孔有 (底部)

1 80 1 034 四区 土師器 甑 e-32G Vc 層 1 2， 6  ( 1 6. 8) ( 1 8. 4 ) ハ ケ メ 穿孔有 (底部)

1 81 1 035 vn区 土師器 鉢 Y-26G Vc 層 ( 1 5 ， 2) ケ ズ リ ， ハ ケ メ 後ナデ ナ デ唱 ハ ケ メ

1 81 1 036 羽区 土師器 鉢 b-34G 指ナデ ナ デ 外器函に黒斑有

1 81 1 037 vn区 土師器 鉢 V-26G Vc 層 ( 1 3. 2) ナテ ナデ 内外器面に赤色顔料

1 81 1 038 vn区 土師器 小型饗 V-27G Vc 層 ( 1 2. 2) ( 1 1 . 8) ヨ コ ナデ ケズ リ . ヨ コ ナ デ

18 1  1 039 四区 土師器 小型聾 c-34G ( 1 2. 8) ( 1 1 . 8) ヨ コ ナ7， ハ ケ メ 捷ナデ ナデ

1 81 1 040 咽区 土師器 小型箆 b-34G ( 1 3. 0) 3lナT， ハケ1， 3lへm�!i ヨ コ ナデ. ナ デ

1 81 1 041 咽区 土師器 小型箆 c-34G ( 1 1 . 7) ( 1 0. 4 ) ヨ コ ナデ， 不明， ナテ ナデ
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挿図 番号 区 種別 器種
出 土地点 法量 (cm) 特徴 備考 写真図版

番号 ìlit檎 層位 器品 最大飼径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面

1 81 1 042 vlll区 土師器 小型葱 b一34G ( 1 2. 6) ナデ司 ヘ フ ケ ズ リ

1 81 1 043 四区 土師器 小型裏 b-34G ( 1 2. 3) ナデ， 指ナデ 外器面 L赤色顔料

1 81 1 044 四区 土師器 小型鉢 b-34G ( 1 4 . 2) ナデ ナデ 外器面 L煤付着

1 81 1 045 四区 土師器 小型鉢 b一34G 外底面 L黒斑有

1 81 1 046 vn区 土師器 小型壷 Y-26G Vb 層 8. 6 ハケメ 撞ナデ， ヨ コ ナデ ハ ケ メ 後ナ テ ヨ コ ナデ 指ナデ

1 81 1 047 vlll区 土師器 小型壷 Z-31 G 5. 9 ( 1 0. 0) ( 1 . 8) ナデ ナデ

1 81 1 048 vn区 土師器 小型鉢 Y-27G Vc 層. Va 層 ( 1 1 . 7) ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ナデ ヨ コ ナデ. 指ナデ 指ナデ後ヘ ラ ケ ズ リ

1 81 1 049 W区 土師器 小型鉢 Y-27G W-Vb 層. V層 7. 4 ( 1 4 . 6) ヨ コ ナデ ケ ズ リ 後ナデ ナデ， ケ ズ リ ナ デ

1 81 1 050 vn区 土師器 注 口 土器 Y-26G Vb 層 ナテ ナ デ

1 81 1 051 W区 土師器 甑 Y-26G.27G V層
1 94 1 072 W区 須恵器 董 4 8101 2 ( 1 1 .  8) ヨ コ ナデ へ フ切 り 離 し ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ

1 94 1 073 W区 須恵器 蓋 4 8101 2 ( 1 5. 7) ヨ コ ナ デ へ フ ケズ リ 後ナ デ ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ

1 94 1 074 vn区 須恵器 土平 4 8101 2 ( 1 3. 4) ヨコナテ， へうケZ リ控ナデ ヘ フ ケ ズ リ 後ナ デ ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ

1 94 1 075 vn区 須恵器 土平 4 8101 2 北 ミ ゾ 3. 5 (6. 8) ( 1 2. 9) ナテ へ フ切 り 離 し ヨ コ ナデ ナ デ 36 

1 94 1 076 四区 須恵器 晶士平 4 8101 2 ヨ コ ナ テ ナ デ

1 94 1 077 vn区 土師器 椀 4 8101 2 Va 層 (9. 8) ハケ メ 後ヨ コ ナテ ヨ コ ナ デ

1 94 1 078 四区 須恵器 鉢 4 8101 2 ( 1 1 . 7) (9. 6) 指頭圧痕 指頭圧痕 外器面に樹歯刺突文 38 

1 94 1 079 羽区 須恵器 宣 4 8101 2 V層 (9. 0) ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ

1 94 1 080 vn区 土師器 護 4 8101 2 ナデ. ハケ メ ナデ. ケ ス リ

1 94 1 081 羽区 土師器 蜜 4 8101 2 1 J晋 ヨ コ ナデ， ハケメ 桂ナデ ナデ， ヘ フ ケ ズ リ

1 94 1 082 vn区 土師器 蜜 4 8101 2 Vb 層 ハケ メ l�ナデ， ヨ コ ナデ ケ ズ リ . ヨ コ ナ デ

1 94 1 083 羽区 須恵器 円面硯 4 8101 2 上層 5. 7 1 4. 4  回転ナデ ナ デ 透孔有 ( 3 ヶ ) 38 

1 94 1 084 vn区 土師器 士平 4 8101 2 北 ミ ゾ司 N層 (6. 0) ( 1 5 . 4) ヨ コ ナデー ミ ガ キ ヨ コ ナ デ ミ ガ キ 唱 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 内外器面 と も に 黒色顔料

1 95 1 086 vn区 土師器 葱 4 8101 2 1 層 ( 1 7. 0) ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ司 ケ ズ リ

1 95 1 087 vn区 土師器 葱 4 8101 2 ( 1 7. 6) ヨ コ ナデ ハ ケ メ 司 ケ ズ リ

1 95 1 088 vn区 土師器 護 4 8101 2 北 ミ ゾ ， Vb 麿 ( 1 4 . 8) ハケ メ 控 ヨ コ ナデ町 1\ケ メ ハケメ ， 横方向田ヘラケXリ

1 95 1 089 vn区 土師器 葱 4 8101 2 1 - 2 層 ( 1 9. 2) ナデ. 指頭圧痕 ハ ケ メ 種 ヨ コ ナデ， ケXリ

1 95 1 090 vn区 土師器 ー重口縁壷 4 8101 2 下層 ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナデ. 不明 波状文

1 95 1 091 vn区 土師器 蜜 4 8101 2 Vb 底 1層， 1 - 2 層 ハ ケ メ ケ ズ リ

1 95 1 092 vn区 土師器 要 4 8101 2 Pit 4 ( 1 7 . 5) 1\ケ人 ハ ケ メ li ヨ コナデ ヘうケXリ ， 1\ケメ 植3コナデ

1 95 1 093 vn区 土師器 壷 4 8101 2 Pit 4 ( 1 7. 1 ) ハ ケ メ 後ナデ ヨ コ ナデ， ヘラ ケズリ

1 95 1 094 vn区 土師器 宣 4 8101 2 Vb 層 (24 ， 2) ハケ メ 司 ヨ コ ナデ ケズ')控ヨコナデ， ヨ コ ナデ

1 95 1 095 vn区 土師器 品土平 4 8101 2 ( 1 7. 1 )  ハケメ ， ハケメ のちヨ コナテ ハ ケ メ ハ ケ メ ナ デ

1 95 1 096 四区 土師器 壷 4 8101 2 3. 0 タ タ キ ナ デ ハ ケ メ ハ ケ メ

1 95 1 097 四区 土師器 小型霊 4 8101 2 1 - 2 層. Vb 層 ハ ケ メ 後ナデ 指ナデ

1 95 1 098 vn区 土師器 品土平 4 8101 2 Pit 3 ( 1 3. 3) ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ

1 97 1 1 01 vn区 須恵器 蓋 4 8101 6 Vb 層 自転ヨコナデ1 自転ヘうケズリ 回転ナデ

1 97 1 1 02 vn区 須恵器 局坪 4 8101 6 Vb 層 目指ヨ コナT， 目転へうケÃ') ナ デ 外底面の一部灰柏

1 97 1 1 03 四区 土飾器 小型葱 4 8101 6 Vb 層 ケ ズ リ . ヨ コ ナデ ハケ人 ケズリ， ヨ コナデ

1 97 1 1 04 vn区 土飾器 葱 4 8101 6 1 7層 ( 1 8. 4 ) ヨ コナデ. ハケメ控ヨ コナデ ヨ コ ナデ， ケ ズ リ

1 97 1 1 05 羽区 土師器 品土平 4 8K006 Vb 層 ( 1 5. 0) ナテ\ ハ ケ メ ナデ後ハ ケ メ

1 97 1 1 06 vn区 土師器 高士平 4 8101 6 ナデ ナ デ ナ デ 粘土巻上 げ覆

1 97 1 1 07 vn区 土師器 甑 4 8101 6 Vb 層 指ナデ へ フ ケ ス リ

直ZL!!堕 vn区 ±堕器 小型蜜 4 8101 6 Vb 層 (8. 8) ハ ケ メ 後 ナ デ ハケメ 植ナデ守 ケÃ'Hlナデ
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挿図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版
番号 遺構 層位 器局 最大腕径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
1 99 1 1 1 0 VlII区 須恵器 蓋 5 SI031 1 層 3. 1 1 4 . 6 目Iiヨ コナデ， 目転ヘうケ;(1) ナデ， 回転ヨ コ ナデ 天井内器商に粘土巻上 げ痕有 34 
1 99 1 1 1 1  VlII区 須恵器 蓋 5 SI031 サ ブ ト レ② 4. 4 ( 1 6. 2) 目転ヨ コナT， 自転ヘうケ;(1) 回転 ヨ コ ナ デ
202 1 1 1 2 vn区 須恵器 蓋 4 SE01 7 掘 り 方 2. 7 1 4 . 7 回転 ヨ コ ナデ ナ デ 外器商に 自 然柏 33 
202 1 1 1 3  vn区 須恵器 蓋 4 SE01 7 堀 り 方 ( 1 3. 4) 回転ヘうケXI)目転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナデ 天井部外器面に灰付着
202 1 1 1 4 vn区 須恵器 I平 4 SE01 7 掘 り 方最下層 ( 1 3. 0) (6. 1 )  ケ ズ リ 後ナデ 回転へ フ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 外底面に墨書
202 1 1 1 5  V宜区 須恵器 品台付土平 4 SE0 1 7  掘 り 方 (9. 2) 回転 ヨ コ ナ デ 自転ヨコナ7守 自転ヘうケ;(1) 回 転 ヨ コ ナデ 回転ナテ 外底面に ツ メ 記号
202 1 1 1 6  vn区 須恵器 品台付士平 4 SE01 7 上層掘 り 方 (7. 5)  回転ナデ ヘラ切 り 後回転ナデ 回転ナ デ 回転ナデ後指ナデ
202 1 1 1 7  vn区 須恵器 士干 4 SE01 7 井戸木 ワ ヲ 内下層 (6. 0) 回転ナデ へ フ 切 り 回転ナデ， 指ナデ
202 1 1 1 8  四区 須恵器 土平 4 SE01 7 掘 り 方 回転ナテ 回転ナデ
202 1 1 1 9  vn区 須恵器 『号土平 4 SE01 7 9. 0 不明 不明 外器面に 自 然袖
202 1 1 20 vn区 須恵器 品台付土平 4 SE01 7 上層掘 り 方 回転ナデ ヘ ラ切 り ， 回転ナデ

202 1 1 21 vn区 土師器 品台付土干 4 SE01 7 掘 り 方最下層 (1 0. 7)  へ フ 切 り 痕 回転ナデ司 指ナデ 全体に赤色顔料
202 1 1 22 vn区 須恵器 晶台付土干 4 SE01 7 井戸木ワ ク 内括 (9. 4 )  回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ
202 1 1 23 vn区 須恵器 品台付士平 4 SE01 7 井戸 木 ワ ク 内 5. 65 ( 1 4 . 8) ( 1 1 .  6) 回転ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ ヘ フ 切 り 回転ナデ 回転ナデ
202 1 1 24 vn区 須恵器 壷 4 SE01 7 井戸 木 ワ ク 内 ( 1 1 . 6) 回転ナデ 回転ナ デ
202 1 1 25 vn区 須恵器 壷 4 SE01 7 上層掘 り 方 ( 1 2. 8) 回転ナデ 回転ナデ
202 1 1 26 vn区 須恵器 宝� 4 SE01 7 上層掘 り 方 回転ナデ 回転ナ デ
202 1 1 27 vn区 須恵器 壷 4 SE01 7 上層. 掘 り 方 ナデ あ て 具痕
202 1 1 28 vn区 須恵器 壷 4 SE01 7 上層掘 り 方 回転ナデ 回転ナデ 灰付着. 貼付突帯
202 1 1 29 田区 須恵器 壷 4 SE01 7 ( 1 1 . 4) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
202 1 1 30 vn区 土師器 土平 4 SE01 7 井戸 ワ ク 内 (8. 8) 回転ナデ ナ デ. へ フ切離 し 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナテ， 回転ヘラ暗躍

202 1 1 31 vn区 土師器 士干 4 SE01 7 井戸 ワ ク 内 ( 1 3. 8) (9. 4 )  回転 ヨ コ ナ デ 回転ヨ コナデ， ヘう切り離し 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 内外器面 に赤色顔料
202 1 1 32 四区 土師器 土平 4 SE01 7 最下層掘 り 方 7. 4 ヘ フ切 り ， 回転ナデ 回転ナデ 赤色顔料
202 1 1 33 田区 土締器 土平 4 SE01 7 井戸木 ワ ヲ 内下層 ( 1 1 . 6) 自転iヨ コナデ司 自転ヘラ暗組 目転ヨ コ ナテ1 自転ヘラ暗融 内外器面に赤色顔料
202 1 1 34 vn区 土師器 晶台付坪 4 SE01 7 掘 り 方 (1 1 .  4) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ナ デ ナデ 内外器面に赤色顔料
202 1 1 35 vn区 土師器 士干 4 SE01 7 最下層掘 り 方 (9. 0) 回転ヘラケZリ ， ヨ コ ナデ 回転へ フ ケ ズ リ 回転ヘ ラ ミ ガキ後暗文 回転ヘ う ミ ガキのち暗文
202 1 1 36 vn区 須恵器 品台付坪 4 SE01 7 掘 り 方 ( 1 8. 2) ( 1 3. 7) 回転 ヨ コ ナ テ 自転ヘうケ;(1) ， ヘう切り離し 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ 転用硯， 墨痕 35 
203 1 1 37 vn区 土師器 整 4 SE01 7 (23. 6) ヨ コ ナ デ， ナデ ヨ コ ナデ‘ ヘ ラ ケ X リ
203 1 1 38 vn区 須恵器 蓋 4 SE01 7 ケ ズ リ 後ナデ‘ ナテ ナデ 天井内器面に墨書， 転用硯 38 
203 1 1 39 vn区 土師器 高台付土平 4 SE01 7 土層 回転ナデ へ フ 切 り 回転ナデ 回転ナテ
203 1 1 40 vn区 土師器 士平 4 SE01 7 井戸 内t里土 1 ( 1 2. 5) (7. 7)  ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ司 ナデ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ
203 1 1 41 vn区 須恵器 晶台付土不 4 SE01 7 ( 1 1 .  4)  回 転 へ フ ケ ス リ 自転ヨ コナ王 目転ヘうケZ リ 回転ナデ
203 1 1 42 vn区 土師器 蜜 4 SE01 7 Vb 層 ， 1 層 ハケ人 ヨ コナT， ナテ ケZ リ IIナデ， ヨ コナデ
203 1 1 43 vn区 土師器 士平 4 SE01 7 北上層. Vc 層 ( 1 1 . 3) ナデ， ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ. へ ラ ケ ズ リ ナデ ナデ 内外器面に赤色顔料
203 1 1 44 vn区 須恵器 室 4 SE01 7 上層 ( 1 1 .  2) 回転ナデ へ フ ケ ス リ 回転ナデ後指ナデ 回転ナデ曹 指ナテ
203 1 1 45 vn区 須恵器 蓋 4 SE01 7 上層. 商 ( 1 3. 5) 回転ナデ 回転ナデ
203 1 1 46 vn区 須恵器 蓋 4 SE01 7 上層 司 Va 層 ( 14 . 6) 回転ナデ 指ナデ 灰付着
203 1 1 47 vn区 須恵器 鉢 4 SE01 7 1 層 ( 1 5. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナテ
203 1 1 48 V宜区 須恵器 饗 4 SE01 7 ( 1 3. 8) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ
203 1 1 49 vn区 土師器 甑 (把手) 4 SE01 7 ナデ ヘ ラ ケ ズ リ
203 1 1 50 V宜区 須恵器 小型壷 4 SE01 7 南半分 6. 9 5. 5 回 転 ヨ コ ナデ 不明 外器面に 自 然柚 38 
204 1 1 52 四区 土師器 葱 4 SE01 7 (27. 1 ) (29. 0) ヨ1ナT， ハケ!， 骨子mgナテ ヨ コ ナデ守 ヘ ラ ケ ズ り 40 
204 1 1 53 vn区 土師器 土不 4 SE01 7 最下層 ( 1 7. 0) (9. 2) ヨ コ ナデ 回転へ フ ケ ス リ 暗文 暗文
204 1 1 1 54 1 vn区 土師器 土平 4 SE01 7 最下層 (8. 8) ナ デ 指 ナ デ 回 転ナデ!i捕方向田指ナテ 指ナデ. 回転ナデ
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備考 写真図版
番号 遺構 層位 器局 最大腕径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
204 1 1 55 vn区 土師器 I干 4 SE01 7 ( 1 4 . 5) (9. 8) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転へ ラ ケ ズ リ 後ナヂ 回 転 ヨ コ ナデ ナデ後へ ラ に よ る 暗主 内外器面に赤色顔料 39 
204 1 1 56 vn区 土師器 ま平 4 SE01 7 ヨ コ ナ デ ヘ ラ 切 り 離 し ヨ コ ナ デ 外底面に 墨書
2ω 1 1 57 vn区 土師器 杯 4 SE01 7 Vc 層 6. 4 ナ デ ， へ フ 切 り ヘ フ 切 り ナデー ヨ コ ナ デ ナ デ
204 1 1 58 vn区 土師器 杯 4 SE01 7 最下層 ヘ ラ 切 り ナ デ 外底面 に 墨書
204 1 1 59 四区 土師器 杯 4 SE01 7 最下層 ヨ コ 方向の ナデ ナ デ ヨ コ 方向の ナ デ ハ ケ メ 外底面 に 墨書 40 
204 1 1 60 田区 土師器 晶士干 4 SE01 7 最下宿， 掘 り 方 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ
204 1 1 61 羽区 土師器 坪 4 SE01 7 最下層 (8. 1 )  ヘ フ 切 り 後ナデ 回転ナデ 全体に赤色顔料
204 1 1 62 W区 須恵器 蓋 4 SE01 7 最下層 回転ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ 回転ナデ， ナ デ
204 1 1 63 四区 須恵器 鉢 4 SE01 7 9. 4 回 転へ ラ ケ ズ リ タ タ キ後ナデ ナデ タ タ キ
204 1 1 64 vn区 土師器 高台付塊 4 SE01 7 (9. 5)  目転ヨコナテ， 目転ヘラケXIJ 臨3ltかう鶴L， 齢制 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナデ
204 1 1 65 vn区 須恵器 高台付t平 4 SE01 7 4. 0 ( 1 3. 3) (9. 5)  回 転 ヨ コ ナ デ 回転へ ラ ケ ズ リ 回転 ヨ コ ナ デ ナ デ
204 1 1 66 vn区 須恵器 箆 4 SE01 7 最下層 ( 1 7. 0) H キ後回転ナデ 同心円状の ち 回転ナデ
204 1 1 67 vn区 須恵器 横瓶 4 SE01 7 格子 タ タ キ 同心円文の あ て 具
207 1 1 78 四区 須恵器 大蜜 5 SE059 緩格子 タ タ キ 格子 タ タ キ
207 1 1 79 咽区 須恵器 大蜜 5 SE059 平行 タ タ キ 同心円文 タ タ キ
207 1 1 80 vm区 須恵器 大窪 5 SE059 上層 平行 タ タ キ 擬格子 タ タ キ
207 1 1 81 vm区 須恵器 小型壷 5 SE059 埋土 8. 4 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
21 0 1 1 86 vm区 須恵器 局台付椀 5 SE01 9 4 眉 (7. 8) 回転ナデ. 措方向町 ミ ガ キ 回転ナデ. ヨ コ ナデ 回転ナデ， 捕方向田 ミ ガキ 回転ナデ. 横方向由 ミ ガキ
21 0 1 1 87 田区 土師器 ま干 5 SE01 9 埋土 (9. 8) ヘ ラ ケ ズ リ ， ナデ ナ デ 舛器面， �直面に陪主有. 穿孔有(1 7 )
21 0 1 1 88 vm区 土師器 小型壷 5 SE01 9 1 ，冒 7. 2 8. 1 (7. 2) ヨ コ ナデ， ナデ， ハケメ ヨ コ ナデ. 指頭圧痩 指頭圧痕 外器函 に黒斑有
21 2 1 1 92 羽区 須恵器 ま平 4 SE043 上層 ( 1 0. 2) ßfi3lti'， 臨へ升1り， 厳ナF 回転ヨ コナデ. 回転ナデ 天井部内器面 に へ フ 記号
21 2 1 1 93 vn区 須恵器 蓋 4 SE043 上層 3. 4 1 1 . 0  lEliナデ， ヘラケXリ . ナデ 回転ナデ， 指ナデ 34 
21 2 1 1 94 vn区 須恵器 if 4 SE043 上層 3. 1 1 0. 4  7. 7 回転ナデ， へ ラ ケ ズ リ ヘ フ 切 り 回転ナデ 指ナデ， 回転ナデ 36 
21 2 1 1 95 vn区 須恵器 蓋 4 SE043 上層 司 5 A 層 3. 3 1 1 .  7 目Iiヨ コナデ， 自転ヘラケXリ 自転3ltf， ß置へ7tX1Jltf 回転ヨ コ ナデ. ナデ ナデ
21 2 1 1 96 四区 須恵器 杯 4 SE043 上層 3. 0 ( 1 0. 8) (6. 4) 回転ナデ ヘ ラ切 り 後指ナデ 回転ナデ 指ナデ 灰付着
21 2 1 1 97 vn区 須恵器 士平 4 SE043 4 層 6. 0 回転ナデ ヘ ラ 切 り 回転ナデ 回転ナデ
21 2 1 1 98 vn区 須恵器 土平 4 SE043 下層 3. 6 1 1 . 3  7. 0 目闘コナi'， へmリ自3Jti' ヘ ラ 切 り 回 転 ヨ コ ナテ・ ナデ 36 
21 2 1 1 99 vn区 須恵器 亦 4 SE043 上層 4. 0 ( 1 1 . 0) 6. 4 回転ナデ ヘ ラ 切 り 回転ナデ 指ナデ， 回転ナデ 火 ぶ く れ有
21 2 1 200 vn区 須恵器 土平 4 SE043 上層 (5. 6) ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ ナ デ 外底面 に へ フ 記号
21 2 1 201 四区 須恵器 椀 4 SE043 上層 ， Vc 層 ( 1 2. 7) 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ
21 2 1 202 vn区 須恵器 品台付t平 4 SE043 4. 1 1 1 . 1  6. 4 回転ナデ ヘ ラ 切 り 回転ナデ 回転ナデ， 指ナデ 外器面全体に燦付錆 35 
21 2 1 203 vn区 須窓器 品台付t平 4 SE043 4 . 2 1 1 . 9  回 転 ヨ コ ナ デ へ;1別邸3llT， へ官[111断倒 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヨ コ ナデ， ナデ 35  
2 12  1 204 羽区 須恵器 高台付坪 4 SE043 中層， Vc 層 (3. 6) ( 1 2. 4)  8. 0 自転ヨコナデ. 目IiヘラケXリ 回転ナデ 回転 ヨ コ ナデ ナ デ
21 2 1 205 vn区 須恵器 小型宣 4 SE043 上層 (9. 4 )  (6. 4) 回転ナデ唱 ヘ ラ ケ ズ リ 回転ナデ
21 2 1 206 羽区 須恵器 横瓶 4 SE043 カ キ メ 同心 円 タ タ キ
21 3 1 207 羽区 土師器 坪 4 SE043 上層 4. 7 1 3. 0  ナデ. ヘラケXリ揖ミ ガキ ヘ ラ ケ ズ リ 後 ミ ガ キ ナデ， ミ ガ キ ミ ガ キ 内外器菌に赤色顔料
21 3 1 208 四区 土師器 杯 4 SE043 上層 5. 0 1 2. 0  ヨコナデ， � Iíキ， ケXりItf ! ケ ズ リ 後 ナ デ ? ヨ コ ナデ， 工具ナデ 工具ナデ 全面赤色顔料
21 3 1 209 vn区 土師器 杯 4 SE043 Vc 層， ①層 5. 1 1 6. 45 不明 不明 内底面に赤色顔料， 外底面に煤 ?
21 3 1 21 0  vn区 土師器 杯 4 SE043 上層 ( 1 1 . 9) ヨ コ ナデ. へ ラ ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ 内器面に崎支， 内外器面に黒色顔料 39 
21 3 1 21 1  vn区 土師器 土平 4 SE043 上層 5. 1 1 2. 2  7Xリ自ナf， ヨコナf， m ヘ フ ケ ズ リ ミ ガキ 後 ヨ コ ナデ ミ ガ キ 全体に黒色顔料
21 3 1 2 1 2  vn区 土師器 士平 4 SE043 上盾 ( 1 6. 2) ヨコナデ， ヘラケXリ盛�1iキ ヘ ラ ケ ズ リ 後 ミ ガキ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 内外器面に赤色顔料
21 3 1 2 1 3  vn区 土師器 綜 4 SE043 上層 ( 1 0. 8) ミ ガ キ ミ ガ キ ミ ガ キ ミ ガ キ 39 
21 3 1 2 1 4  vn区 土師器 ま干 4 SE043 上層 5. 2 1 3. 9  ヘ フ ミ ガ キ ハ ケ メ ヨコナ子， Ißナflヘラミガキ 工具ナデ後へラ ミ ガキ 内外器面に黒斑有
21 3 1 2 1 5  vn区 土師器 ま干 4 SE043 上層 ( 1 7. 8) ナデ， ヘラケズ リ . ミ ガ キ 7 ミ ガ キ ， ナ デ 内外器面に黒色顔料
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21 3 1 21 6  vn区 土師器 土平 4 SE043 上層 ( 1 1 . 8) ヨ コ ナデ， ケ ズ リ ナ デ 内器面に 暗文 39 

21 3 1 21 7  vn区 土師器 土平 4 SE043 ( 1 5. 8) ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ

21 3 1 21 8  vn区 土師器 土平 4 SE043 中層 . Vc 層 (1 7. 8) ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ 内外器面 に黒色顔料

21 3 1 2 1 9  vn区 土師器 士干; 4 SE043 (6. 5)  ( 1 6. 7) ヨ コ ナデ， 不明 不明 不明 不明 外器面一部 に赤色顔料 39 

21 3 1 220 羽区 土師器 土平 4 SE043 上層 6. 9 ( 1 5. 7) ナ デ ナ デ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 内外器面に赤色顔料

21 3 1 221 羽区 土師器 杯 4 SE043 上層 (6. 6) ( 1 6. 7) ヘラ ミ ガキ， ヨ コ ナデ ヘ ラ ミ ガ キ ナデ， ヨ コ ナデ ナデ 外器面 に赤色顔料 39 

21 3 1 222 vn区 土師器 t平 4 SE043 上層 Irt.リ置ナデ， ミ ガキ控ナデ ミ ガ キ後ナデ ナ デ ナデ 黒色顔料塗布. 内器面に陪文

21 3 1 223 四区 土師器 蓋 4 SE043 上層 5. 2 1 2. 4  ヘ ラ ケ ズ リ ， ナ デ ヨ コ ナ デ ナデ 外器面 に赤色顔料

21 3 1 224 vn区 土師器 箆 4 SE043 ナ デ ナデ. へ フ ケ ズ リ

21 3 1 225 vn区 土師器 晶土平 4 SE043 上層 ( 1 1 .  0) ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ へ フ ミ ガ キ 全面赤色顔料

21 3 1 226 vn区 土師器 Iii主主干 4 SE043 1 4. 5  ヘ ラ ミ ガ キ ケ ズ リ ， ヘ ラ ミ ガ キ ヨ コ ナ デ 不 明 外器面 に赤色顔料

21 3 1 227 W区 土師器 盤 4 SE043 3. 7 1 7. 3  ナデ. ヘラサXリ植 ミ ガキ ヘ ラ ケ ズ リ 後 ミ ガキ ナデ唱 ミ ガ キ ナデ唱 ミ ガ キ 全面 に赤色顔料 40 

21 3 1 228 羽区 土師器 盤 4 SE043 上層 ( 1 7. 0) ヨコナデ， ヘラケXリ韓ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 後ナデ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 内外器面 に赤色顔料

21 3 1 229 四区 土師器 盤 4 SE043 上層 3. 5 (22. 2) ヨ コ ナデ， ケズリ 桂ナデ ケ ズ リ 後ナデ ヨ コ ナ デ ハ ケ メ 後ナ デ ?

21 3 1 230 羽区 土師器 盤 4 SE043 上層 3. 4 22. 6 40 

21 3 1 231 vn区 土師器 盤 4 SE043 上層 (20. 0) ケ ズ リ 後ナ デ ケ ズ リ 後ナデ ヨ コ ナ デ ナ デ 外器面に赤色顔料

21 6 1 246 四区 土師器 土平 5 SE024 2. 7 1 3. 2  9. 8 ナ デ ヘ フ 切 り 離 し ナデ ナ デ 36 

21 6 1 247 VDI区 須恵器 晶台付境 5 SE024 1 層 4. 9 1 1 .  8 6. 8 自転ヨ コナデ. 自転ヘラケXリ E転ヘラケXリ ， 自転ヨ コナデ 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ 35 

21 6 1 248 VDI区 土師器 饗 5 SE024 1 層 (26. 2) ヨ コナデ. ハケ メ 桂ナデ ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ

21 8 1 249 羽区 須恵器 蓋 4 SK040 Vc 層 1 1 .  7 回転ナデ， ヘラ切 り 躍 し 回 転 ナ デ

21 8 1 250 vn区 須恵器 蓋 4 S0051 2 層 ( 1 3. 6) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ

21 8 1 251 vn区 須恵器 蓋 4 S0051 V層 ( 1 4 . 6) ヨ コ ナ デ ヘ フ 切 り 離 し ヨ コ ナ デ ナデ

21 8 1 252 vn区 須恵器 蓋 4 S0066 6 - 8 層 3. 2 ( 1 4 . 7) ナデ司 ヘ ラ ケズリ 撞ナデ ナデ. ナデ後指ナデ 33 

21 8 1 253 vn区 須恵器 t平 4 SK040 ( 1 4 . 8) ヨ コ ナデ咽 ヘ ラ 切 り ヨ コ ナ デ

21 8 1 254 vn区 土師器 ま平 4 SK040 埋土 4. 9 1 1 . 7  ケ ズ リ 後ナデ ケ ズ リ 後ナデ ナデ. ヨ コ ナデ ナデ 内外器面 を 黒色顔料 39 

21 8 1 255 vn区 土師器 土平 4 SK040 埋土 (5. 2) ( 1 7 . 1 )  (8. 8) ヘ ラ ケ ズ リ ヘ フ ケ ズ リ ? ヨ コ ナデ ナデ 内外器面に赤色顔料

21 8 1 256 vn区 土師器 宣 4 SK040 t里土 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ， 指押 え桂ナデ

21 8 1 257 羽区 土師器 土平 4 S0051 a 層 ( 1 1 . 8) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

21 8 1 258 羽区 土師器 盤 4 S0051 Vc 層 ， 埋土 ( 1 5. 0) ヨ コ ナデ， へ ラ ミ ガキ ヨ コ ナデ

21 8 1 259 vn区 土師器 小型壷 4 SK040 7. 6 ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ ?

220 1 260 VDI区 須恵器 片 口鉢 5 SK057 ( 1 6. 9) 35. 0 ヨコナf. H格3JtT. Hキ m�3ユm� リ自し I .Hキ 37 

220 1 261 VDI区 須恵器 土平蓋 5 SK057 31 . 0  1 4 . 2 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 34 

220 1 262 四区 須恵器 長頚壷 5 SK057 27. 2 目転ヘう何リ. I!i転ヨコナデ 9 歩 キ 後ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ 37 

220 1 263 VDI区 土師器 甑 5 SK057 指ナデ

222 1 264 四区 須恵器 土平蓋 5 SK058 2. 7 1 4 . 1 回転ヨ コナデ種目転ヘうナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 34 

222 1 265 VDI区 土師器 土平 5 SK058 3. 4 1 2. 4  8. 1 右方向 回転ナデ 右方向回転ヘラ切 り 醸 し 左方向 回転ナデ 左方向 回転ナデ 36 

222 1 266 VDI区 須恵器 盤 5 SK058 2. 8 1 7. 0  1 3. 8  回 転 ヨ コ ナ デ ヘラ オ コ シ櫨ヘラケズ1) 回転 ヨ コ ナ テ・ ナデ

222 1 267 VDI区 須恵器 盤 5 SK058 2. 5 ( 1 8. 6) ( 1 4 . 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ

226 1 268 W区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 4. 0 9. 2 8. 2 ヨ コ ナ デ ヘラ切 り 醸 し櫨ヨ コナデ ヨ コ ナデ ナデ 赤焼 け 33 

226 1 269 四区 須恵器 蓋 4 SX038 1 層 ( 1 2. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ

226 1 270 vn区 須恵器 釜 4 SX038 2 層 2. 9 9. 7 目転ヨコナ1， 目転へう1:7:1) 回 転 ヨ コ ナ デ 天井部外器面 に へ フ 記号 35 

226 1 271 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 3. 2 9 ヨ コ ナ デ ヘラ切 り 践 し後ナデ ヨ コ ナ デ ナデ 35 

226 1 272 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 2. 1 7 . 9 回転ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ 回転ナデ， 指ナデ 33 

226 1 273 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 ( 1 0. 0) 自転ヘうIrt.リ. ii転ヨ コナデ 回転 ヨ コ ナデ
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226 1 274 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 2. 2 9. 9 回転 ヨ コ ナ デ ヘ フ 状工具のナテE 回 転 ヨ コ ナデ 回転ヨ コ ナデ後ナデ 34 
226 1 275 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 2. 4 7. 4 回転ナデー へラ切 り 回転ナデ 天井部外器面 に へ ラ 記号 35 
226 1 276 羽区 須恵器 蓋 4 SX038 2 . 3 1 0. 2  ヨ コ ナデ後ナデ ナ デ 33 
226 1 277 四区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層， Vd 層 2. 8 1 5. 7  回転 ヨ コ ナデ 自転ヨコナデ， 目転へうケXリ ナ デ ナデ M 
226 1 278 四区 須恵器 蓋 4 SX038 1 層 ， Vc 膚 (2. 9) (9. 8) 臨ヨコナテ. 自転へう1;1.リ ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
226 1 279 四区 須恵器 蓋 4 SX038 2. 9 9. 5 自転ヨ コナテ. 自転へ升Xリ 回 転切 り 離 し 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ 外器函 に 自 然紬 34 
226 1 280 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 2 層 2. 6 1 0. 0  目転ヨ コナテ， 自転ヘラケXリ 回転ヨ コ ナデ. ナデ 天井部内器面 に ヘ ラ 記号 U 
226 1 281 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 . 埋土 2. 1 1 0. 9  回 転 ヨ コ ナデ ヘラ切 り 厳 し後ナデ ヨ コ ナデ ナデ 天井部 に へ ラ 記号
226 1 282 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 1 層 1 . 9  1 0. 5  臨3JtT， 臨ヘ71刈113Jti' へ フ 切 り 離 し 回転 ヨ コ ナ デ ナデ 外器面 に 自 然柚 34 
226 1 283 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 1 層 ( 1 2. 9) 自転泊所 へう切りJi�錨 回転 ヨ コ ナ デ
226 1 284 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 2. 1 1 0. 7  回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 天井部外器面 に へ フ 記号 35 
226 1 285 羽区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 ( 1 2. 2) 回転ナデ， へ ラ ケ ズ リ 回転ナデ， 指ナデ
226 1 286 羽区 須恵器 蓋 4 SX038 2. 8 1 3. 1  回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヘラケXリ . ヨ コナデ 回転 ヨ コ ナ デ ナデ 34 
226 1 287 W区 須恵器 釜 4 SX038 2. 5 1 2. 0  回 転 ヨ コ ナデ 回転ヘラケXリ . ヨ コナデ 回転 ヨ コ ナ デ 回転ヨ コ ナデ， ナデ 34 
226 1 288 W区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 3. 3 1 3. 4  回転 ヨ コ ナ デ 1;1.リ華ナデ， 目転ヨ コナデ ヨ コ ナデ ナ デ 34 
226 1 289 vn区 須恵器 葦 4 SX038 Vc 層 2. 5 ( 1 1 . 7) 回転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ 天井部内器面 に ヘ フ 記号 35 
226 1 290 vm区 須恵器 蓋 4 SX038 A 層 ( 1 1 . 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 1ii1i3JナT， 目転3Jナi'1ti'

226 1 291 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 埋土， V層 ( 1 3. 3) 回転ナデ， へ ラ ケ ズ リ 回転ナデ
226 1 292 羽区 須恵器 蓋 4 SX038 3. 0 1 3. 8  回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヘラケXリ . ヨ コ ナデ 回転 ヨ コ ナデ 回転ヨ コ ナデ. ナデ 34 
226 1 293 四区 須恵器 蓋 4 SX038 Va 層， Vc 層 3. 9 1 4. 1 回転ナデ， ヘラケZリ ー ナデ 指ナデ， 回転ナデ 33 
226 1 294 vn区 須恵器 釜 4 SX038 Vc 層 4 . 1 1 4. 0  自転ナ主 自転ヘう何') ， ナデ 指ナデ. 回転ナデ 天井外器面 に へ ラ 記号 33 
227 1 295 四区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 (2. 2) ( 1 2. 2) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転へ ラ ケ ズ リ ヨ コ ナデ ナ デ
227 1 296 W区 須恵器 書平 4 SX038 Vc 層 4. 0 1 1 . 0  6. 9 回 転 ヨ コ ナ デ ヘ ラ 切 り 後ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ ナデ， 回転ヨ コ ナ デ 36 
227 1 297 W区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 4. 6 1 2. 2  回転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ ナデー 回転ヨ コ ナデ
227 1 298 vn区 須恵器 土干 4 SX038 Vc 層 2. 8 ( 1 0. 8) 6. 6 目!iヨコナデ， 自転ヘラケXリ ヘ フ 切 り 後ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ
227 1 299 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 1 5. 2  回 転 ヨ コ ナ デ 自転へmリ11mし， 3 Jti' 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ 34 
227 1 300 vn区 須恵器 杯 4 SX038 Vc 層 ( 1 3. 7) (9. 4 )  回 転 ヨ コ ナ デ ナデ， ヘ ラ切 り 離 し 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 外器面胴部 に 沈線
227 1 301 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 1 5. 0  回 転 ヨ コ ナ デ 目!iヘラケXリ ， Ifi!iヨ コナデ 回転ヨ コ ナデ， ナデ 回転ヨ コ ナデ， ナデ 天井外器面に 自 然軸 34 
227 1 302 四区 須恵器 士平 4 SX038 4 . 1 1 3. 2  酪3Jti'， 'r1.'J置ヨコナテ ヘ フ切 り 後ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ， 回転ヨ コ ナ デ 36 
227 1 303 四区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 2. 8 1 2. 2  回転ヘラサZリ ， 回転ナデ 指ナデ， 回転ナデ 33 
227 1 304 羽区 須恵器 土手 4 SX038 ( 1 1 . 1 ) (7. 1 )  ヨ コ ナ デ ケ ズ リ 後ナ デ ナ デ ナデ
227 1 305 vm区 須恵器 蓋 4 SX038 Va 層 ， A 層 ( 1 1 . 4) 回転ヨ コ ナデ. ヘラサXリ 回 転 ヨ コ ナ デ
227 1 306 W区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 3. 7 1 4. 2  園転ナデ， 目転ヘラケXリ 回転ナデ， 指ナデ 33 
227 1 307 四区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 1 6. 8  回転ナデ， 回転ヘラサXリ 回転ナデ
227 1 308 V置区 須恵器 蓋 4 SX038 Va 層， Vc 層 ( 1 8. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
227 1 309 四区 須恵器 蓋 4 SX038 A 層 2. 9 ( 1 3. 8) ヘラナデ， 回転ヨ コ ナデ 回転 ヨ コ ナ デ
227 1 31 0  vm区 須恵器 蓋 4 SX038 A 層 3. 5 ( 1 5. 8) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ
227 1 31 1  vn区 須恵器 蓋 4 SX038 3. 2 1 5. 3  自転iヨ コナテ. 自転ヘラケXリ 回転ヘラ守1.') 植 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ後ナデ 34 
227 1 31 2  羽区 須恵器 高台付録 4 SX038 Vc 鼠 Vj， Va 眉 (5. 1 )  ( 1 3. 6) ( 1 0) 回 転 ヨ コ ナデ 回 転へ ラ ケ ズ リ 後ナデ 回 転 ヨ コ ナデ ナ デ 外底面に爪形状圧痕
227 1 31 3  vm区 須恵器 蓋 4 SX038 Va 層 回転ヨ コナデ， ヘラケXリ 回 転 ヨ コ ナデ
227 1 31 4  vn区 須恵器 蓋 4 SX038 ( 1 4 . 8) 酪ヨコナ五 目転ヘラケXリ 回 転 ヨ コ ナデ
227 1 31 5  vn区 須恵器 蓋 4 SX038 鴎iヨコナデ. ケズリ控ナデ ナデ， ヨ コ ナ デ
227 1 31 6  vm区 須恵器 蓋 4 SX038 Va 層 ( 1 1 .  8) 自転ヨ コナデ， i!転ヘう何リ 回 転 ヨ コ ナ デ
227 1 31 7  羽区 須恵器 蓋 4 SX038 (2. 4) 1 3. 9  回 転 ヨ コ ナ デ ti'， 酪へmリ， iili3Jti' 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヨ コ ナデ. ナデ 外器面に赤色顔料， 黒色顔料
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227 1 31 8  vn区 須恵器 晶台付土平 4 SX038 Vc 層 5. 1 1 2. 7  7 . 8 回 転 ヨ コ ナ デ �iへ71;'1， �i3ltT， へ河'II� 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ， 回転ヨ コナデ 外器商 に 自 然紬
227 1 31 9  vn区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 ( 1 8. 7)  回転ヨ コナデ. 部9ァナデ 回転へ フ ケ ス リ 回転 ヨ コ ナ デ ナ デ
227 1 320 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 1 4. 5  ナデ. ヘラケZり ， 回転ナデ 回転ナデ司 指ナデ 33  
227 1 321 W区 須恵器 蓋 4 SX038 3. 8 1 8. 7  回 転 ヨ コ ナデ 回転ヘラケÃ') ， ヨ コナデ 回 転 ヨ コ ナ デ ヘ フ 状工具ナテε 34 
227 1 322 VlII区 須恵器 蓋 4 SX038 Va 層 回転ヨ コ ナデ司 ヘフケ;l.'I) 回転 ヨ コ ナ デ
227 1 323 vn区 須怠器 蓋 4 SX038 Vc 層 ， C 層 3. 7 ( 1 7 . 0) 回 転 ヨ コ ナデ 目白 コナデ， 自転へうケズリ 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ 34 
227 1 324 vn区 須恵器 晶台付土平 4 SX038 Vc 層 ， 4層 6. 2 1 6. 0  1 0. 2  E転3Jナr. へ51:(11控3JナF 自転ヨ コナデ， へう切'Jllナテ 回 転 ヨ コ ナデ ナ デ 36 
227 1 325 vn区 須恵器 蓋 4 SX038 Vc 層 (9. 6) 回転ナデ司 ナ デ 指ナデー 回転ナプ 天井外器菌 に へ フ 記号
228 1 326 vn区 須恵器 土平 4 SX038 ( 1 1 .  6) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転へ フ ケ ス、 リ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ
228 1 327 vn区 須恵器 士干 4 SX038 Vc 層 (4. 2) ( 1 0. 8) 回転 ヨ コ ナ デ へ フ 切 り 離 し 回転 ヨ コ ナ デ 不 明
228 1 328 VlII区 須恵器 土平 4 SX038 Va 層司 Va 層 2. 7 ( 1 1 . 8) (7. 2) 回転ナデー 回転ヘラ ナ デ ヘラ切 り 離 し後ナデ 回転ナデ 回転ナデ
228 1 329 VlII区 須恵器 土平 4 SX038 Va 層 2. 5 ( 1 0. 9) (8. 4) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転切 り 離 し後ナデ 回転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
228 1 330 VlII区 須恵器 士平 4 SX038 A 層 回転ヨ コナデ， ヘ ラ ケZ リ ヘ ラ切 り 離 し後ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
228 1 331 VlII区 須恵器 杯 4 SX038 Va 層 3. 8 ( 1 1 . 2) 目転ヨコナ7'il自転ヘうケX'I 回転ヘ フ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ
228 1 332 VlII区 須恵器 土平 4 SX038 Va 層 (7. 6) 回 転 ヨ コ ナデ 回転へ フ ケ ズ リ 回転ナデ後ハ ケナデ 回転ナデ後ハ ケナデ

228 1 333 羽区 須恵器 品台付土不 4 SX038 Vc 層 4. 1 1 1 .  8 7. 6 回 転 ヨ コ ナ デ 回転へうケZ リ 守 ヨ コナデ 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ 35 
228 1 334 四区 須恵器 品台付土平 4 SX038 Va 層 4. 7 ( 1 3. 8) ( 1 0. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転へ フ ケ ズ リ 回転 ヨ コ ナデ 回転ヨ コ ナデ後ナテ

228 1 335 vn区 須恵器 晶台付t平 4 SX038 Vc 層 3. 7 ( 1 0. 6) (8. 3) 回転ナデ 自転ナデ， 回転ヘラ切り 回転ナデ 回転ナデ司 指ナデ
228 1 336 vn区 須恵器 晶台付土平 4 SX038 (8. 8) 回転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
228 1 337 vn区 須恵器 品台付土平 4 SX038 5. 7 ( 1 4 . 8) (9. 6) ヨ コ ナ デ ヨコナデ1 ヘう切り離し描ナテ ヨ コ ナデ ナデ 外底面 に刻書 36 
228 1 338 vn区 須恵器 品台付士不 4 SX038 (8. 0) ナデ. ヘ ラ ケ 文 リ 撞ナ デ ケ ス リ ナ デ ナ デ
228 1 339 vn区 須恵器 局台付士不 4 SX038 (9. 0) ケ ス リ 後ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ
228 1 340 vn区 須恵器 土平 4 SX038 (7. 6) 回 転 ヨ コ ナ デ へ フ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナテ
228 1 341 vn区 須恵器 品台付土平 4 SX038 (8. 6) 髭引所 !iijへ升X'I ， 3 lti' ヨ コ ナデ， 目転ヘ7ケX リ 回転 ヨ コ ナ デ ナ デ
228 1 342 VlII区 須恵器 境 4 SX038 Va 層， Vc 層 6. 4 (9. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ ナテ2後 へ フ 切 り 回転ナデ撞回転ハケナデ 回転ナデff回転ハケナァ 35 
228 1 343 VlII区 須恵器 椀 4 SX038 Vb 層 5. 2 1 4 . 3 9. 0 回 転 ヨ コ ナ デ へうtJ'l (へう日II��) 11ナF 回転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナデ 36 
228 1 344 VlII区 須恵器 晶台付場 4 SX038 Va 層 回転 ヨ コナデ植ヘラケÃ 'I 回転へ 7 切 り 離 し 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ
228 1 345 vn区 須恵器 品台付境 4 SX038 Vc 層 8. 2 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ Z リ ヨ コ ナデ ナ テ
228 1 346 vn区 須恵器 稜椀 4 SX038 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
228 1 347 vn区 須恵器 晶台付椀 4 SX038 Vc 層 (9. 3) 回 転 ヨ コ ナ テ 自転ヨ コナUl転ヘラケZリ 回 転 ヨ コ ナ テ 回 転 ヨ コ ナ デ
228 1 348 VlII区 須恵器 品台付盤 4 SX038 A�， Va�. Va�， Vc� ( 1 9. 0) ( 1 3. 8) 回 転 ヨ コ ナテ 回転へ フ ケ ス リ 回転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ
228 1 349 VlII区 須恵器 品台付盤 4 SX038 Va 層 自転ヘう切111l� 守 自転ヨコナデ 回転ナデ
228 1 350 vn区 須恵器 盤 4 SX038 ( 1 2. 8) ヨ コ ナ デ ナ デ ナ デ ナ ァ 内底面に へ フ 記号
228 1 351 VlII区 須恵器 皿 4 SX038 Va 層 ， Vc 層 2. 1 ( 1 5 . 8) ( 1 2. 6) 回 転 ヨ コ ナ デ へ フ 切 り 後ナデ 回転 ヨ コ ナデ 回転ナデ後ハケナテ

229 1 352 vn区 須恵器 晶土平 4 SX038 Vc層， NIi!， C Ii!， 上層 (7 . 3) ( 1 3. 3) 9. 0 ヨ コ ナ テ へ7�'，1� へ?川I:J;;， �:J;i ヨ コ ナデ ナテ 36 
229 1 353 vn区 須恵器 品士不 4 SX038 Vc 層 9. 9 回 転 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ 回転 ヨ コ ナ テ ナデ 外器面 に沈線
229 1 354 vn区 須恵器 晶士干 4 SX038 (6. 2) 回転ヨ コ ナデ， 不明 不明 不明
229 1 355 四区 須恵器 晶I平 4 SX038 A 麿 ， Vb 層 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ テ 回転ヨ コ ナデ後ナテ ヨ コ ナデ
229 1 356 四区 須恵器 晶土干 4 SX038 Vc 層 1 7. 3  回 転 ヨ コ ナ テ 3 Jナ7， ケX'I， 自主ヘ7lrX'1 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ
229 1 357 VlII区 須恵器 耳付士平 4 SX038 上層 1 4. 8  ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
229 1 358 四区 須恵器 耳イ寸土不 4 SX038 上層 1 3. 4  自転ヨコナT， 自転3J行詰ナテ 回 転 ヨ コ ナ デ
229 1 359 VlII区 須恵器 鉢 4 SX038 Va 層， Vd 層 ( 1 9. 6) 平行H キ (援格子) �ti3JtT. 11待自転ヨ3ナテ

229 1 360 VlII区 須恵器 鉢 4 SX038 Va 層司 Vc 層 ( 1 8. 8) 回転 ヨ コ ナデ 回転ヨ コ ナ デ 内器面に櫛描 き 直線文
229 1 361 vn区 須恵器 護 4 SX038 Vc 層 (22. 0) 自転3Jナ?守 自干iiキm�11消し 蹴3JtT. 臥刊1:， 付キ�t7 工具痕
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229 1 362 羽区 須恵器 窪 4 SX038 Vb 層 (1 6. 8) ヨ コ ナデ. 平行合 9 キ ヨ コナデz 同心円 宣 告 キ

229 1 363 vm区 須恵器 饗 4 SX038 (21 . 8) 回転ヨ コナデ， 格子空 空 キ 回転ヨ コナT， 同心、円妙キ

229 1 364 vn区 須恵器 大聾 4 SX038 w層 ， Vc 層 回転 ヨ コ ナデ 回転 ヨ コ ナデ 櫛描 き 文

229 1 365 vm区 須恵器 大要 4 SX038 擬格子 タ タ キ 平行 タ タ キ

229 1 366 vn区 須恵器 護 4 SX038 2 層 格子 タ タ キ 同心円 宮 ヲ キ ， 指ナデ

230 1 367 vm区 須恵器 窪 4 SX038 ( 1 4 . 5) 目転ヨ コナデ町 平行付 キ 自転ヨ コナデ， 同心円台世キ 37 

230 1 368 四区 須恵器 饗 4 SX038 (36. 0) ( 1 9. 5) 平行 タ タ キ 酪3lfT鋭�m， flii舛 37 

230 1 369 vm区 須恵器 短頚壷 4 SX038 上鳳 北東ソ ヲ ミ ゾ (6. 4)  �!i3ltT， 附!R臨分間 自転ヨコナテ控ナデ， ir�鮪
230 1 370 vm区 須恵器 壷 4 SX038 A 層， Va !ll， Vc !ll (9. 2) 自転ヨコナデ， @置へうケ;(IJ 回転へフ切 り 離 し 回転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ後指ナデ

230 1 371 羽区 須恵器 壷 4 SX038 V a 層 ， Vc 層 1 7. 3  1 2. 6  回転 ヨ コ ナ デ 回転ヨ コ ナデ~ナデ

230 1 372 vn区 須恵器 大聾 4 SX038 1 層 カ キ メ . ク シ 目 タ タ キ 硯， 転用硯

230 1 373 vn区 須恵器 壷 4 SX038 ( 1 1 .  0) 回転 ヨ コ ナデ ナ デ

230 1 374 vm区 須恵器 壷 4 SX038 ( 1 0. 0) 目転ヨ コナデ， ヘラケズリ 車輪文 タ タ キ 回転 ヨ コ ナデ ナ デ後指ナ デ

231 1 375 四区 須恵器 細頚壷 4 SX038 上層， Va 層 (5. 4) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ

231 1 376 四区 須恵器 長頚壷 4 SX038 Vc 層 ， Va 層 (22. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナデ

231 1 377 vn区 須恵器 壷 4 SX038 (8. 2) ナ デ ナ デ

231 1 378 羽区 須恵器 瓶 4 SX038 W風 Va 鼠 Vb眉 ( 1 8. 1 )  'J'J械ヨコナデ， 'J'Jキ11ナデ 付キ控ナデ、 指.jlE鼠 ナデ

231 1 379 vn区 須恵器 長頚壷 4 SX038 1 7. 8  1 2. 6  回転ヨ コナデ， ヘラケXリ ナデ， ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 2 ヶ 所 に 沈線

231 1 380 VlI区 須恵器 壷 4 S8036 Vc 層 (1 5. 0) ナデ ナ デ ナ デ ナ デ

231 1 381 vn区 須恵器 横瓶 4 SX038 2 層 ハ ケ メ 指ナデー 回転ナデ

231 1 382 vn区 須恵器 宣 4 SX038 (21 . 5) 回転ナデ 回転ナデ 灰付着唱 二条突帯. 火ぷ く れ有

231 1 383 四区 須恵器 壷 4 SX038 30. 45 (20. 9) ( 1 0. 6) ( 1 2. 0) 干/jii\， 臨3l11， へjj刑13111 指押 え， 回転ヨ コナデ ナデ 37 

232 1 384 vn区 須恵器 提瓶 4 SX038 2 !1l， lVa層， Vc 層 20. 5 カ キ メ ， カ キ メ 後ナデ ナデ 38 

233 1 386 VlI区 土師器 護 4 SX038 Vc 層 1 9. 4  ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ司 ヘラ ケ7: り 外器函に 煤付着

233 1 387 VlI区 土師器 護 4 SX038 Vb 層 ( 1 8. 6) ヨ コ ナデ司 ナ デ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ り

233 1 388 四区 土師器 蜜 4 SX038 A 層 (23. 6) ヨコナデ， ハケメ 櫨ナデ ハ ケ メ ， ヘ ラ ケ ズ リ

233 1 389 四区 土師器 護 4 SX038 (27. 0) ヨ コ ナデ， ナ デ へ フ ケ ズ リ

233 1 390 vm区 土師器 第 4 SX038 Va 層 (24. 5) ハ ケ メ へ フ ケ ズ リ

233 1 391 vm区 土師器 嚢 4 SX038 北西 ソ ク ミ ゾ (26. 6) ハ ケ メ ハケメ 種ナデ， ヘラケズリ

233 1 392 VlI区 土師器 護 4 SX038 Vc 層 (1 4 . 0) ヨコ ナデ， ハケ メ 撞ナテ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ

233 1 393 vn区 土師器 護 4 SX038 1 層 (26. 5) ヨ コ ナデ， ナ デ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ 外器面に 赤色顔料

233 1 394 vn区 土飾器 嚢 4 SX038 上層 31 . 6 ヨ コ ナ デ へ フ ケ ズ リ 外器面 に 黒斑有

233 1 395 vn区 土師器 要 4 SX038 1 層 ハ ケ メ 後ナ デ ナ デ へ フ ケ ズ リ へ フ ケ ズ リ 外器面に赤色顔料

234 1 396 vn区 土師器 蓋 4 SX038 Vc 層 (4. 8) ( 1 2. 5) ヨ コ ナ デ ? へ フ 切 り 離 し 粘土巻上 げ痕

234 1 397 vn区 土師器 蓋 4 SX038 5 . 2 1 3. 5  ナデ ナ デ， ヘ フ ケ ス' リ ナ デ ナ デ

234 1 398 vn区 土師器 蓋 4 SX038 ( 1 3. 4 )  ヨコナデ植ヘう i ガキ， 不明 ヨ コ ナデ後ヘラ ミ ガキ

234 1 399 vn区 土師器 蓋 4 SX038 ( 1 3. 6) ヨ コ ナデ. ミ ガキ ? ヨ コ ナ デ

234 1 400 vn区 土師器 土干 4 SX038 Vc 層 ( 1 2 . 9)  ヨ コ ナデ. ヘラケズ リ ? ヨ コ ナ デ 外器面に 黒色顔料

234 1 401 羽区 土師器 士平 4 SX038 2 層 (5. 1 )  ( 1 3. 0) ケ ズ リ 後ナ デ ケ ズ リ 後ナ デ ナ デ ? ナ デ ? 外器商L 煤付着 39 

234 1 402 vn区 土師器 土平 4 SX038 ( 1 3. 9) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 内外器面L黒色顔料

234 1 403 vn区 土飾器 土不 4 SX038 ( 1 4 . 1 )  ミ ガキ ミ ガ キ ミ ガ キ ミ ガ キ 内外器面に 黒色顔料 39 

234 1 404 四区 土師器 士不 4 SX038 1 2. 6  ヨ コ ナデ， へ うケズ リ 7 ヨ コ ナデ. ミ ガキ ? 内器商に黒斑， 外器面に煤付着

234 1 405 vn区 土師器 士干 4 SX038 Vc 層 ( 1 3. 1 )  工具痕 ?
234 1 406 vn区 土師器 土平 4 SX038 1 層 ( 1 2. 4 )  ヨコナデ， ヘう何リI �ガキ7 ー ミ ガ キ ， ヨ コ ナデ 内外器面に 黒色顔料
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234 1 407 vn区 土師器 士平 4 SX038 4 層 4. 8 ( 1 2. 4) ミ ガ キ ヘラケズリ 後 ミ ガ キ ミ ガ キ ミ ガ キ

234 1 408 vn区 土師器 土不 4 SX038 1 2. 8  ミ ガ キ ? ミ ガ キ ? 内外器面に黒色顔料

234 1 409 vn区 土師器 士干 4 SX038 Vc 層 ( 1 2. 7) ナ プ ナ デ へ フ 記号

234 1 4 1 0  vn区 土師器 土干 4 SX038 Vc 層 司 1 層 5. 6 1 3. 2  ヨ コ ナデ後ハ ケ メ ヨ コ ナデ後ヨ コ ハケ ナ デ 内器面に赤色顔料 39 

234 1 41 1  vn区 土師器 土干 4 SX038 1 層 1 2. 9  ヨ コ ナデ， ヘフ ケズ1) ) ヨ コ ナデ ? 外器面に黒斑有

234 1 4 1 2  vn区 土師器 土干 4 SX038 ( 1 4 . 8) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 内外器面に 黒色顔料

234 1 4 1 3  vn区 土師器 土干 4 SX038 1 層 ( 1 2. 2) ナデ， へ ラ ケ文 リ ? ナ デ 7 全体に黒色顔料

234 1 4 1 4  vn区 土師器 土平 4 SX038 C 層 ( 1 0. 8) 

234 1 4 1 5  vn区 土師器 土平 4 SX038 Vc 層司 EC 層 ( 1 5. 4)  ヨ コナ デ. へラ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ 内器面L黒色顔料

234 1 4 1 6  vn区 土師器 士干 4 SX038 Vb 層 (1 6. 6) ヨ コナデ， ヘラケXリ控ナデ ヨ コ ナ デ， ナ デ 外器面に 赤色顔料

234 1 4 1 7  vn区 土師器 土平 4 SX038 Vc 層 1 5. 6  指押i控ナr， ハケ1 早 ヨコナデ ヨ コ ナ デ 内外器面に赤色顔料

234 1 4 1 8  羽区 土師器 土平 4 SX038 Vd 層 ( 1 5 . 2) 

234 1 4 1 9  vn区 土師器 士干 4 SX038 Vc 層 5. 5 ( 1 4 . 6) 

235 1 420 vn区 土師器 事手 4 SX038 Vc 層 (4. 2) ( 1 2. 0) (3. 6) ナ デ ヘ フ ケ ス リ 後ナ デ ナ デ ナ デ

235 1 421 vn区 土師器 土平 4 SX038 Vc 層 (4. 4) ( 1 4 . 1 )  ヨコナデ. へ7ケZリ 控ナテ ナ デ ヨ コ ナ デ， ナ デ ナ デ 内外器面に煤付着

235 1 422 1旭区 土師器 士平 4 SX038 3 ・ 4 層 ナデ， へ フ ケ ズ リ ミ ガ キ ?

235 1 423 四区 土師器 士干 4 SX038 5. 1 1 1 . 7  ハ ケ メ 後 ナ デ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ ナ デ 外器面に黒斑有 39 

235 1 424 vn区 土師器 土干 4 SX038 1 層 4. 8 1 1 . 5  ヨ コ ナテ， ケ ズ り ケ ズ リ ヨ コ ナ デ ナ デ 外器面に煤付着， 内器面に 暗文 39 

235 1 425 VIII区 土師器 土平 4 SX038 A 層 1 3. 0  ヨコナデ， ケZリ種ヘラ ミ ガキ ケズ リ 後ヘ ラ ミ ガ キ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ミ ガキ へ フ ミ ガ キ 39 

235 1 426 vn区 土師器 土干 4 SX038 Vd 層 ( 1 4 . 2) ヨ コ ナデ司 ヘラケス2 リ ヨ コ ナ デ 内外器商に 赤色顔料

235 1 427 vn区 土師器 士干 4 SX038 Vc 層 ( 1 4. 6) ナデ司 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 内外器面に赤色顔料

235 1 428 vn区 土師器 土平 4 SX038 ( 1 5 . 2) ナデ， ヘ フ ケ ズ リ ミ ガ キ ， ナ デ

235 1 429 vn区 土師器 土平 4 SX038 Vc 層 (1 3. 6) ナ テ\ ヨ コ ナデ ナデ町 ヨ コ ナデ， ケZリ

235 1 430 vn区 土師器 士干 4 SX038 Vc 層 ( 1 5. 7) ヨ コ ナデ， へラ ケX リ 7 ヨ コ ナデ ? 内器面 に赤色顔料

235 1 431 vn区 土師器 土平 4 SX038 Vc 層 (1 3. 6) ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ ナ テ

235 1 432 vn区 土師器 士平 4 SX038 (4. 0) ( 1 3. 3) ヨ コ ナ テ ヨ コ ナ デ 赤色顔料の下に 白 色塗布

235 1 433 vn区 土師器 土平 4 SX038 3 A 層 . Vc 層 1 1 . 7  ヨ コ ナ デ ナデ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

235 1 434 vn区 土師器 士干 4 SX038 Va 層 ( 1 2. 2) ( 1 0. 0) ヨ コ ナ デ ナ デ ヨ コ ナ デ ナ デ 口縁部の内器面に赤色顔料

235 1 435 vn区 土師器 士不 4 SX038 3 A 層 ( 1 1 .  9) ヨ コナテ. ナデ， ヘラケXリ 7 ナ デ ヨ コ ナ テ ヨ コ ナ デ

235 1 436 羽区 土師器 土干 4 SX038 ( 1 8. 3) へ フ ミ ガ キ ヘ フ ミ ガ キ へ フ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ 痕 全体に赤色顔料， 内器面に暗文

235 1 437 vn区 土師器 土干 4 SX038 Vc 層 ( 1 7 . 8) ヨコナデ‘ ヘうケ.:i')控ナデ ヨ コ ナ デ 内器面 に赤色顔料

235 1 438 vn区 土師器 F干 4 SX038 ( 1 6. 4) ( 1 1 . 2) ヨ コ ナ デ， ナ デ ヨ コ ナ デ 内器面 に へ フ 描 き 暗文

235 1 439 vn区 土師器 土干 4 SX038 ( 1 3. 8) (8. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ 内器面に ヘ ラ 描 き 暗文 39 

235 1 440 vn区 土師器 椀 4 SX038 6. 8 ヨ コ ナデ. ヘ ラ ケ X リ ヨ コ ナデ司 ナ デ

235 1 441 VIII区 土師器 品台付境 4 SX038 A 層 (9. 4)  回転ナデ 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ 回転ナデ後 ナ デ

235 1 442 四区 土師器 晶台付焼 4 SX038 ( 1 2. 6) ナデ ナテ ナデ ナデ 内底面に赤色顔料

236 1 443 vn区 土師器 盤 4 SX038 Vc 層 ( 1 2. 3) 回 転へ フ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ 40 

236 1 444 vn区 土師器 盤 4 SX038 Vc 層 1 7. 4  ナ デ ヨ コ ナ デ司 ナ デ ナ デ 内器面に丹塗 40 

236 1 445 vn区 土師器 盤 4 SX038 Vc 層 (20. 0) ヨ コ ナデ. へ フ ケズ1) へ フ ケ ス リ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 内外器面に赤色顔料

236 1 446 vn区 土師器 盤 4 SX038 3. 0 ( 1 8. 0) ヨ コ ナデ. ヘラケズリ へ ラ ケ ス リ ヨ コ ナ テ ヨ コ ナ デ 内外器面に赤色顔料

236 1 447 vn区 土師器 盤 4 SX038 Vc 層 3. 4 1 7. 2  ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ ? ヨ コ ナ デ. ナ デ ナ デ ? 内器商に赤色顔料

236 1 448 vn区 土師器 盤 4 SX038 Vc 層 司 Vb 層 ( 1 8. 0) ナデ， ヨ コ ナデ ナ デ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 全体 に丹塗

236 1 449 vn区 土師器 盤 4 SX038 2. 9 1 8. 6  外器面 に赤色顔料

236 1 450 vn区 土師器 盤 4 SX038 Vc 層 (2. 2) (20. 0) ヨ コ ナデ ヘ ラ ケ ス リ 後ナデ ナ デ . ヨ コ ナ デ ナ デ 内器面に一部赤色顔料
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番号 遺構 層位 器局 最大閥11I 口f呈 底径 外器面 外底面 内器面 内底面

236 1 451 VH区 土師器 盤 4 SX038 上層 ( 1 8. 4)  ヨ コ ナデ . ヘ ラ ミ ガキ ナデ ヨ コ ナ デ， ナ デ ナ デ

236 1 452 1庫区 土師器 盤 4 SX038 1 層 ( 1 9. 8) ケ ス・ リ 後 ナ デ ミ ガ キ ， ナ デ 内外器函L黒色顔料

236 1 453 VH区 土師器 晶 台付盤 4 SX038 Vc 層 ( 1 1 . 1 )  ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ

236 1 454 VH区 土師器 盤 4 SX038 2 層 ケ ズ リ 後 ミ ガ キ ナ デ 内底面に へ フ 記号

236 1 455 VlH区 土師器 品士平 4 SX038 ( 1 6. 5) ヨ コ ナ デ へ フ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ ナ デ

236 1 456 VH区 土師器 品士平 4 SX038 Vc 層 ハ ケ メ
236 1 457 VH区 土師器 晶土平 4 SX038 Vc 層 1 0. 4  ナデ司 ヨ コ ナ デ ケ ス リ ， ヨ コ ナデ

236 1 458 VH区 土師器 器台 4 SX038 Vc 層 (9. 1 )  ヨ コ ナデ， ナ デ
236 1 459 VH区 土師器 局士平 4 SX038 Vc 層 ( 1 2. 8) ナ デ ヨ コ ナ デ 内外器面 に赤色顔料

236 1 460 V宜区 土師器 晶土不 4 SX038 2 層 ヨ コ ナデ， ケ ス リ ヨ コ ナT， ケZリ控ヨ コナデ 外底面に赤色顔料

236 1 461 VH区 土師器 z笥ま平 4 SX038 1 0. 5  ヘ フ ケ ス リ 後ナデ ナ デ ? 全面に赤色顔料

236 1 462 VH区 土師器 器台 4 SX038 8. 5 ケズリ ， ハケ メ ， ナテ ナデ

236 1 463 VH区 土師器 脚付鉢 Y-29G Vc 層 ナ デ ヨ コ ナ デ. ナ デ ナ デ

236 1 464 VH区 土師器 小型壷 4 SX038 中層 ( 1 5. 7) ( 1 1 . 0) ヨ コ ナデ， / 1ケメ 撞ナテ ヨ コ ナ デ

236 1 465 羽区 土師器 壷 4 SX038 下層， Va 層 (20. 3) ハケメ 桂 ヨ コ ナデ， ナデ ヨコナテ， ヘラケ7:')控ナデ 外器面に黛斑有. 赤色顔料 40 

237 1 466 VH区 土師器 小型饗 4 SX038 2 層 1 4. 0  ヨ コ ナ デ. ハ ケ メ へ フ ケ ズ リ

237 1 467 VlH区 土師器 小型壷 4 SX038 D 層 1 1 .  1 ( 1 2. 0) ( 1 0. 0) (2. 0) ハケ メ 唱 ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ ナ デ 外器面に 黒斑有

237 1 468 VH区 土師器 鉢 4 SX038 Va 風 Vbl.!， Vcl'iJ (7. 9) 
237 1 469 四区 土師器 小型壷 4 SX038 中層， 2 鼠 F 層 (8. 9) ( 1 0. 8) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ flナデ ハ ケ メ 7 ハ ケ メ 後ナ デ へ フ ケ ズ リ

237 1 470 四区 土師器 小型宣 4 SX038 ( 1 0. 2) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ ， ナ デ

237 1 471 VH区 土師器 小型壷 4 SX038 2 層 (7 . 0) (8. 5)  ハ ケ メ 後 ヨ コ ナテ II'J!釘JtT， ケX')gJl1" ! ケ ズ リ 後ハ ケ メ

237 1 472 VlH区 土師器 小型壷 4 SX038 8. 0 8. 8 (7. 5) ハケメ ， ヨコナT， へう1"7:リ へ フ ケ ス‘ リ ナ デ ナ デ 外器面に 累斑有

237 1 473 VH区 土師器 小型壷 4 SX038 中層 1 0. 0  回転ナデ， ヨ コ ナデ ナデ 句 指ナデ， ヘラケZ リ

237 1 474 VlH区 土師器 室 4 SX038 B 層 4 . 4 ナ テ ナ デ ナ デ ナ デ

238 1 476 VlH区 土師器 甑 4 SX038 Vb 層 指 ナ デ
238 1 477 VlH区 土師器 甑 4 SX038 A 層 指 ナ デ ナ デ
238 1 478 VlH区 土師器 甑 4 SX038 指 ナ デ へ フ ケ ズ リ

250 1 502 X 区 須恵器 蓋 6 SX052 目転ヘラケXリ ， 目転ヨ コナデ 回 転 ナ デ
250 1 503 X 区 瓦器 境 6 SX002 1 層， Va 層 (1 5. 6) 回転へ フ ミ ガ キ 左上が り 方向ヘラナデ

252 1 505 VH区 須恵器 蓋 Y-29G Vc 層 (3 . 3) 8. 9 回転ナデ ， ヘ ラ ケ ス リ 指ナデ司 回転ナデ

252 1 506 VH区 須恵器 蓋 Y-27G Vb 層 (4 . 0) ( 1 2. 7) 回転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ

252 1 507 VlH区 須恵器 蓋 Z-31 G Vc 層 ( 1 4 . 2) 自転へうケIリ ， 目転ヨコナテ 回 転 ヨ コ ナ デ

252 1 508 四区 須恵器 蓋 Z-30G Vb 層 ( 1 3 . 8) ( 1 2. 4) 自転iへうケX') ， 目転ヨコナ7 回 転 ヨ コ ナ デ

252 1 509 VH区 須恵器 蓋 Y 紙Y-29G Vc 層 ( 1 . 4) (9. 3) 回転ヨ コ ナデ， 回転ナデ 回転ヨ コ ナデ， 回転ナテ 天井外器面に へ フ 記号 35 

252 1 51 0  VH区 須恵器 蓋 Y-29G Vc 層 2. 2 7 . 6 回転ヘラ切 り ， 回転ナデ 指ナデ司 回転ナデ 天井外器面に へ ラ 記号 35 

252 1 51 1  VH区 須恵器 蓋 Z-29G Vc 層 2. 5 8 . 4 回転ナデ咽 ヘ ラ ギ リ 回 転 ナ デ 天井外器面 に へ フ 記号 33 

252 1 51 2  四区 須恵器 蓋 Z-29G Vc 上層 ( 1 3. 8) 回転ヨ コ ナデ， カ キ 目 回 転 ヨ コ ナデ. ナデ

252 1 51 3  VH区 須恵器 蓋 Z-29G 3 . 4 1 3. 3  ヘラ ケズ リ 、 目転ヨ コ ナデ 回転ヨ コ ナデ， ナデ 33  

252 1 51 4  VH区 須恵器 蓋 Z-28G Vc 層 ( 1 3. 0) tr， �転へう1"X')， 目釘コナテ ナ デ 粘土巻上 げ痕

252 1 51 5  VlH区 須恵器 蓋 a-31 G N層 ， Vc 層 (3. 2) ( 1 7. 2) 回転ヘ7ケ7:') 町 自転ヨコナデ 回 転 ヨ コ ナ デ
252 1 51 6  VlH区 須恵器 蓋 c-30G Vc 層‘ Va 層 2. 8 ( 1 4 . 2) í!!i3JtT， 自転ヘ71"別m 目!，iナデ， 自転ヨ コナテ控ナデ

252 1 51 7  VH区 須恵器 蓋 Y-27G Vc 層 3 . 2 ( 1 4 . 3) 目!，iへうケXリ 1 目!，iヨ コナテ 回 転 ヨ コ ナ デ
252 1 51 8  V宜区 須恵器 蓋 V-26G Va 層 ( 1 7. 0) ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ ナデ司 指 ナ デ
252 1 51 9  VH区 須恵器 蓋 W-26G Vb 層 ( 1 4 . 4) 目転ヨ コナデ司 自転ヘうケズリ 回 転 ヨ コ ナ デ
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挿図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

番号 遺構 層位 器局 最大胴径 口径 底径 外器面 外底面 内器商 内底面 備考 写真図版
252 1 520 vn区 須恵器 蓋 Z-29G VcUUaU!ベル ト 2. 8 1 4 . 6 臨へ苛n 笛1折。 7i へ�;;I� ナデ. 回転 ヨ コ ナテ 33 
252 1 521 VIIl区 須恵器 蓋 c-34G 3. 8 1 6. 8  目Iiへうケズリ ， 自転ヨ コナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 天井持器面， i!器Eに自帯地 天井線画時査 33 
252 1 522 W区 須恵器 蓋 Y-26G N層 2. 7 ( 1 4 . 6) 自転ナT， 目転へうケX') ， ナデ 指ナデ. 回転ナデ 33  
252 1 523 四区 須恵器 蓋 Y-27G Vc 層 ( 1 4 . 0) 回転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
252 1 524 vn区 須恵器 蓋 W-26G Nb 層 ( 1 4 . 8) 不明 回 転 ヨ コ ナ デ 粘土巻上 げ痕
252 1 525 四区 須恵器 蓋 W-26G Vb 層 2. 8 ( 1 8. 7) 目転ヘうケX')， 自転ヨ コナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 粘土巻上 げ痕
252 1 526 VIIl区 須恵器 蓋 a-31 G Vc 層 (2 . 4 )  ( 1 4 . 8) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ， 回転ヨ コナテ 天井外器面に灰付着
252 1 527 VIIl区 須恵器 蓋 b-29G (2. 2) ( 1 5 . 3) 目転ヨコナデ， 目転ヘうケ1リ 回転ナデ‘ 回転ヨ コナテ
252 1 528 vn区 須恵器 蓋 W-27G Vc 層 ( 1 . 6) ( 1 3. 8) ナデ唱 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ ー 指 ナ デ
252 1 529 vn区 須恵器 蓋 W-26G Vb 層 司 b 層 1 3. 6  目出iヘラケZリ ‘ 自転ヨ コナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 粘土巻上 げ痕 33 
253 1 530 vn区 須恵器 t平 Y-28G W層 (9. 2) (4. 3) ヨ コ ナ デ ナ デ ヨ コ ナ デ ナ デ
253 1 531 vn区 須恵器 土干 W-27G Vc 層 (8. 8) ナ デ ナ デ ナ デ
253 1 532 vn区 須恵器 杯 Z-29G Vc 層 3. 5 ( 1 1 . 8) (7. 6) 回 転 ヨ コ ナ デ ヘフ切 り 離 し後ナテ 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ
253 1 533 V宜区 須恵器 土干 Y-28G Vc 層 司 N層 4 . 5 1 0. 4  7 . 0 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヨ コナデ， ヘう切り草し 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ナ デ 粘土巻上 げ痕
253 1 534 vn区 須恵器 土干 W-26G Vb 層司 lVb 層 4. 0 ( 1 0. 8) (7. 0) 回 転 ナ デ 回転へ ラ ケ ス リ 回 転 ナ デ ナ デ
253 1 535 四区 須恵器 士平 Y-29G Vc 層 3. 9 ( 1 3. 5) 8. 0 回 転 ナ デ 巻 き 上 げ痕後ナデ 回 転 ナ デ 指 ナ デ
253 1 536 VIIl区 須恵器 士干 a-31 G Vc 層. VIa 層 (4 . 2) ( 1 3. 3) (8. 4 )  目障iヨ コナデ町 目IiへうケZリ 回転へ ラ ケ ス リ 回転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
253 1 537 四区 須恵器 土平 4 8E043 上層司 Vc 層 3. 5 1 2. 0  回転 ヨ コ ナ デ ヘ ラ切 り 離 し後ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ， 回転 ヨ コ ナデ 36 
253 1 538 VIIl区 須恵器 土平 c-34G 3. 5 ( 1 1 . 2) 3. 5 目転ヨ コナデ‘ 目IiヘラケZリ 回転へ ラ ケ ス リ 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ
253 1 539 X 区 須恵器 土平 j-39G 3. 4 ( 1 4. 1 ) (8. 7) 回 転 ナ デ ナ デ 回 転 ナ デ
253 1 540 VIIl区 須恵器 士平 c-34G L01 層 4. 2 ( 1 4 . 2) (9. 4 ) 回転 ヨ コ ナ デ へ フ 切 り 離 し 回 車五 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
253 1 541  VIIl区 須恵器 士干 北西 ソ 7 ミ ゾ 3. 4 ( 1 3. 0) 7. 4 回転 ヨ コ ナ デ ヘ ラ切 り 離 し後ナデ 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ 内 ， 外器面に 粘土痕
253 1 542 VIIl区 須恵器 土平 c-33G (3. 4) ( 1 2. 3) (7. 8) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヘ ラ オ コ シ後ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
253 1 543 X 区 須恵器 書干 6 80501 3. 7 ( 1 5. 3) (8. 7)  へ7 ケズ リ 後回転ナデ 回転へ フ オ コ シ 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ
253 1 544 X 区 須恵器 土干 j-37G E 層 2. 4 ( 1 4 . 5) (9. 6) 回転ナデ， 目転へうケズリ ヘフ 切 り 落 と し (回転) 回 転 ナ デ 回転ナデ
253 1 545 vn区 須恵器 晶 台付録 Z-29G Vc 層 (4 . 2) ( 1 1 . 0) (7. 0) 自転ヨコナ王 目転ヘラケX') 自転ヨコナデ， ヘう切り離し 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
253 1 546 vn区 須恵器 品台付杯 Z-29G 3. 8 1 3. 0  9. 4 回 転 ヨ コ ナ デ 自転ヨ コナデ， へう切り種し 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 粘土巻上 げ痕
253 1 547 vn区 須恵器 晶台付土平 Y-26G Vc 層 1 0. 2  7 . 6 自転ヨコナT， 目IiヘラケX') へ フ 切 り 回 転 ヨ コ ナ デ 粘土巻上 げ痕
253 1 548 vn区 須恵器 品台付土不 X-26G Vb 層 4. 4 ( 1 2. 3) (9. 1 )  回 転 ヨ コ ナ テ 回転へ フ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ 全体に黒斑有， 粘土巻上げ痕
253 1 549 vn区 須恵器 品台付土平 Z-29G Vc 層 (4 . 5) (9. 7) (6. 2) 自転ヨ コナデ‘ 目転ヘラケX') 回転ヨ コ ナデ， ヘう切り離し 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
253 1 550 VIIl区 須恵器 品台付土平 b-34G 4 . 5 ( 1 1 . 4) (7. 8 )  回 転 ヨ コ ナ デ 自転ヘうケX') ， 自転ヨコナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナテ
253 1 551 四区 須恵器 品台付士平 Z-32G (4. 6) ( 1 2. 6) (8. 4 )  目転ヨコナデー 目転へうケX') 自転へうケt'). fl. 自転3JtT 回転ヨ コ ナデ， 回転ナテ 回転ナデ
253 1 552 VIIl区 須恵器 品台付土不 a-31 G (4. 2) ( 1 2. 2) (8. 0) 目転ヨ コナデ. IID転へうケXリ 自転ヘヲケ1リ 1 目転ヨコナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ
253 1 553 VIIl区 須恵器 晶台付士平 a-35G 4 . 7 ( 1 3. 0) 8. 2 目転ヨ コナデ， 目転ヘうケズリ 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ 外底面 に へ フ 記号有
253 1 554 vn区 須恵器 品台付土平 Z-29G Vc 層. Va 層 (4 . 5) ( 1 3. 8) (9. 2) 回 転 ヨ コ ナ デ 目Iiヨ コナデ1 ヘう切り離し 自転ヨコナデ1 目IiヘうケXリ 回転 ヨ コ ナ デ
253 1 555 VIIl区 須恵器 1萄台イサ士平 a-34G 4 . 4 1 3. 7  9. 2 回転ヨコナデ， 自転ヘうケ1リ 自主へうケズリ ， 自転ヨコナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ 35 
253 1 556 VIIl区 須恵器 品台付土干 c-34G 4 . 3 1 4 . 0  8. 7 醗へ刊lUiへi!li. li3l汗 自転ヘうオコ丸 自転ヨコナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ 35 
253 1 557 vn区 須恵器 品台付土平 Y-28G Vb 層. Vc 層 (4 . 3) ( 1 3. 6) (9. 0) 自転ヨ コナデe 目転へうケXリ ヘラ切り離し， 目Iiヨコナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
253 1 558 VIIl区 須恵器 品台付士平 b ' c-31G Va 層. Vc 層 (5. 6) ( 1 5. 6) ( 1 0. 4) 回 転 ヨ コ ナ デ 自転ヨ コナT. 目転ヘうケZリ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
254 1 559 VIIl区 須恵器 品台付土干 c-34G 4. 8 ( 1 1 . 4) 7. 0 目転ヨ コナデ‘ 目転へうケZリ 自転ヘうケX'J ‘ 自転ヨコナデ 回 転 ヨ コ ナデ 回転 ヨ コ ナ デ
254 1 560 四区 須恵器 品台付ま平 b-33G 4 . 5 ( 1 1 . 4) 6. 6 回 転 ヨ コ ナ デ 自転ヘうケX'J ， 目Iiヨコナデ 回 転 ヨ コ ナ テ 回転ナデ 外器面 に灰付着
254 1 561 VIIl区 須恵器 晶台付土不 北西 ソ ヲ ミ ゾ ( 1 2. 6) (7. 2) E転ヨコナデ‘ I!lliヘうケX'J 厳へ71tリ自戒 �!i3Jfl 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ
254 1 562 四区 須恵器 品台付土干 a-31 G lV)lì， Va 鳳 Vd 層 (4. 6) ( 1 3. 4) (8. 4 )  目転ヨコナデ， 目転へうケX') 自転ヘラケX'J ， I!lliヨコナデ 回 転 ヨ コ ナデ 回転ヨ コ ナデ， ナテ
254 1 563 VIIl区 須恵器 晶台付士平 a-31 G VaF.， トVa/il， Vclil (4 . 4) ( 1 3. 5) (8. 5) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転へフ切 り 離 し 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ 外器面， 外底面に 自 然紬

ー
ω旬、吋
i



出岬

審

問国

制刷

叫州

挿図 番号 区 種別 器種
出 土地点 法量 (cm) 特徴 備考 写真図版

番号 遺構 層位 器高 最大胴径 口f圭 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
254 1 564 vrr区 須恵器 品台f寸土平 Z-29G Vb 層 5. 1  ( 1 5. 7) ( 1 0. 8) 目転ヨ コナデ1 目転ヘうケ;:1) 目出ヨコナデ， 目転ヘうケZリ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
254 1 565 四区 須恵器 品台付t平 b-34G 5. 9 ( 1 6. 8) ( 1 0. 8)  目転ヨコナデ， 自転ヘうケZリ 自転ヨ コナ王 目阪へうケ1リ 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ
254 1 566 vrr区 須恵器 椀 Y-26G Vb 層 (1 4 . 8) 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ
254 1 567 vrr区 須恵器 晶台付椀 W-26G Vb 層 7. 8 回転ヨ コ ナデ， ヘラケズリ ヘラケXリ， 自転ヨ コナテ 回 転 ヨ コ ナ デ 指ナデ
254 1 568 四区 須恵器 晶台付塊 a-31 G Va 層， Vc 層 (5. 2 ( 1 5. 0) (8. 2) 目転ヨコナデー 自転ヘうケ;:1) 自転ヘうケ;:1) ， 自転ヨ コナテ 回転ヨ コ ナデ， ナァ ナデ
254 1 569 四区 須恵器 品 台付境 a-29G N層 (6. 2) ( 1 6. 2) (9. 0) 自転ヨ コナデ， 自転ヘラケZリ 回転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナデ
254 1 570 VllI区 須恵器 品台付稜境 b-30， 3 1G Vc 層 (1 0. 0) 自転へうケXリ ， 自転ヨ コナデ 自転ヘうケZリ . 目転ヨコナ7 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ
254 1 571 VIII区 須恵器 晶台付塊 a-JI，HI，ldIG Vd 層， Vc 層 7. 3 自転ヨ コナデ， I!l転ヘうケズリ 目臨ヘう切り置し1 自転ヨコナデ ヘラケズリ 。 回転ヨコ ナデ へ ラ ケ ズ リ
254 1 572 vrr区 須恵器 晶台付境 V-26， 27G Vc 層， 6 - 8 眉 6. 1 ( 1 3. 5) 6. 9 ナ デ 回転ヘ フ ケ ズ リ ナ デ 指ナデ
254 1 573 vrr区 須恵器 椀 l叩:-1aì，Y-1:(l Vbl， Vc 鼠 Val 7. 0 ( 1 6. 3) (8. 8) 回転ナデ， へ ラ ケ ズ リ 回転へ フ 切 り 回 転 ナ デ 指 ナ デ
254 1 574 四区 緑柚陶器 皿 Z-32G A 層 (L01 層) (8. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 内器面司 外器面に緑紘 長門産 38 

254 1 575 vrr区 須恵器 品台付盤 X-26G Vc 層 司 N 2. 8 ( 1 3 . 4) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ， ヘ ラ オ コ シ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
254 1 576 VIII区 須恵器 品 台付盤 c-kl，ト11，叶j目 Va 層， Vc 層 (3. 0) ( 1 4 . 6) (9. 7)  回 転 ヨ コ ナデ 自転ヨ コナデ句 ヘう切り離し 回転 ヨ コ ナ デ 回転ヨ コ ナ デ， ナ デ

254 1 577 V宜区 青磁 碗 Z-27G Va， b 層 (7. 4)  回転ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 越州窯青磁 38 

254 1 578 VIII区 須恵器 高台付盤 a-34G 3. 1 ( 1 7. 6) (6. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ ヘラケズリ ， 回転ヨ コナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ
254 1 579 VIII区 須恵器 晶台付盤 b-31 G (3. 4) ( 1 8. 8) ( 1 3. 6) 目転ヨ コナT， 自転ヘう'r;:リ 自転ヘラケZリ ， 自転ヨ コナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ
254 1 580 VIII区 須恵器 品台付盤 a-31 ， b-31G W層 司 Vc 層 3. 3 ( 1 8. 0) ( 1 4 . 0) 自転ヨ コナデ， Iillliへうケズリ 自転ヨコナデ， 目転ヘうケ1:') 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ
254 1 581 vrr区 須恵器 品台付盤 Z-29G Vc 層 (3. 0) ( 1 7. 6) ( 1 2. 8) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
254 1 582 VIII区 須恵器 品台付盤 c-34G 3. 0 1 8. 8  1 3. 4  自転ヨコナデ， 目転ヘうケXリ 自転ヘラケ1:') ， 目転ヨコナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ 内器面， 外器面 L 自 然糊 36 

254 1 583 VIII区 須恵器 盤 「却，oc-JJ，J4G L01 層 2. 2 1 8 . 4  1 5. 6  回転 ヨ コ ナ デ 回転ヘ ラ オ コ シ. ナテ 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ
254 1 584 VIII区 須恵器 盤 c-30G Va-Vc 層 2. 9 ( 1 5. 8) ( 1 0. 8) E転ヨ コナデ1 目転ヘうケ;:1) 回 転 へ フ キ リ 回 転 ヨ コ ナデ 回転ナデ
255 1 585 四区 須恵器 大要 c-羽，bc-31G Vc 風 北東ソ ヲ ミ ゾ (36. 8) 回転ヨ コ ナデ， 格子宮 世 キ 回転ヨコナデ， 同心円ヲ9キ 手提唱 外器商L櫛描文
255 1 586 四区 須恵器 大重 W-27G Vc 層 (39. 0) ナデ， 回 転 ナ デ ナデ司 あ て 具痕
255 1 587 VIII区 須恵器 大護 c.d-34G 回 転 ヨ コ ナデ カ キ メ ， 回転ヨ コ ナデ 外器面L 波状櫛描文
255 1 588 VIII区 須恵器 大要 a-31 ， b-31G Va 層唱 Vd 層 (34. 2) 回転ヨ コ ナデ， ハ ケ メ 回転 ヨ コ ナデ， ハケ メ

255 1 589 vrr区 須恵器 大葱 Y-29G Vc 層 ヨ コ ナT， ジヴザデ模様 ヨ コ ナデ
255 1 590 vrr区 須恵器 饗 X-26G W層 /1ケメ自ナT， ナT， 目出力キ メ 自転ヨ コナデ， Hキ桐明)

255 1 591 VIII区 須恵器 喜善 b-30G (24. 8) 平行叩色 回転ヨ コナデ 同心円PPき， 回転ヨ コ ナデ

255 1 592 VllI区 須恵器 蜜 c-31 ， d-31G (21 . 1 )  回転ヨ コ ナデ1 格子叩 き 回転ヨ コナデ. 岡山円台9キ

255 1 593 VIII区 須恵器 護 b-立ab-31G N層 (9. 6) 回転ヨ コ ナデ， 平行叩き 臥刊世代 問 自転3コナデ

256 1 594 vrr区 須恵器 警 a-29G 町周，Val.V!，Vc!，mi (21 . 2) ( 1 4 . 0) 回転ヨ コ ナデ、 格子宮 9 キ 目転ヨ コナデ， 岡山円9虫キ

256 1 595 VIII区 須恵器 饗 c-34G ( 1 2. 2) 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナデ
256 1 596 vrr区 須恵器 短頚登 W-26G Vb 層 ( 1 0. 8) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヨ コナデ， 合 空 キ タ タ キ の痕跡有
256 1 597 vrr区 須恵器 宣 Y-19G.Z-19G 町風 Va 風 Vc 眉 ( 1 2. 6) 不明. 回転ヨ コ ナ デ 同b円付 キ控目転ヨ コナデ

256 1 598 vrr区 須恵器 短頚壷 Y-27G Va 層 ( 1 1 .  8) Hキ措ヨコナデ1 自転ヨコナデ '191'積ヨコナデ， 自転ヨコナデ

256 1 599 vrr区 須恵器 壷 Z-1:G，Y-1:(lJ-1iIì Vblí， Vc/il， Y/iI， Va� 聖 書 キ笹ナデ， ヨ コ ナデ )! タ キ， ヨ コ ナ デ 平行 タ タ キ 平行タ タ キ
256 1 600 vrr区 須恵器 室 Y-29G Vc 層 ( 1 0. 4 ) 回 転 ヨ コ ナデ 回転ヨ コ ナデ， 不明

256 1 601 vrr区 須恵器 壷 Z-29G N層 タ タ キ 車輪文 タ タ キ
256 1 602 羽区 須恵器 壷 Y-18G，Z-19G V盾， Va 層 (1 1 . 8) 平日iH自ヘうm， mm ナ デ ヨ コナデ， 付キ控へうケZリ ナ デ
256 1 603 vrr区 須恵器 査 V-26G Vc 層 (9. 3) ナデ， ヘう'r1.リ， 99キ (自子) ナ デ ナ デ ナ デ
256 1 604 vrr区 須恵器 双耳壷 4 SX038 38. 7 (26. 0) ( 1 4 . 6) 1 7 . 1 革担問jj鶴3市， !!!I\iI11 臨3lli，1111蹴 11組F;\I'Ji ケ ズ リ 37 

257 1 605 vrr区 須恵器 長頚壷 X-26G Vb 麿 (1 1 . 5) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ テ
257 1 606 四区 須恵器 長頚壷 Z-29G Vb l， Vc 眉， W眉 (21 . 0) 回 転 ナ テ あ て 具痕後ナ デ
空立旦07 1 v宜区 須恵器 長頚壷 1-'f1立-1aì，Y-1:(l 出j， Va!， Vbl， Vcl， VI (23 . 7)  回転ナ デ ナデ， あて具痕後ナデ
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257 1 608 vn区 須恵器 長頭車 Y-18G，Y-19G Vb 厨. 町鼠 Vc 眉 ( 1 8. 0) 1 0. 2  3Jtr， 11リSナデ， Dlitr ナデ唱 回転ナデ ヨコナデ， 品て具壷. 指ナデ 指ナデ. ヨ コ ナデ
257 1 609 vn区 須恵器 長頚壷 Z-29G Vb 層 H キ唱 回転 ヨ コ ナデ づ旨 宮 キ後 ヨ コ ナテ・
257 1 6 1 0  vn区 須恵器 長頚聾 Y-18G，W-'lIG N層 司 Va 膚 自干"キ， 蹴ヨコナデ. 平明 回 転 ヨ コ ナ デ 外器商 に 自 然柏
257 1 61 1  vn区 須恵器 壷 Y-29G Vc 層 ヨ コ ナデ. 同心円 H キ ヨ コ ナ デ ナデ. ヨ コ ナ デ
257 1 61 2  VDI区 須恵器 壷 a-34G (9. 8) 格子妙 キ世田転ヘラケXリ 臨3耳T， 鼠へií別l へijJi鎗 歩 9 キ後回転 ヨ コ ナデ ナデ 自 然紬
257 1 6 1 3  羽区 須恵器 横瓶 Y-29G VaM， Vb m， UM， Vc� 格子様 タ タ キ 同心円. 円強H キ
258 1 6 1 4  羽区 須恵器 品士平 Y-26G Vb 鼠 ソ ヲ ミ ゾ 7. 4 (8. 4) (5. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 外器面に 沈線有 36 
258 1 6 1 5  vn区 須恵器 高士平 V-26G Vc 層 ( 1 3. 7) ナデ， ヘラ'r1.リ ， 回転ナデ 回転ナデ
258 1 6 1 6  vn区 須恵器 高士平 W-26G Vb 層 ( 1 3. 0) 回転ナデ， 回転ヘラケ1. 1) 粘土巻 き 上 げ痕 回転ナデ. ナ デ ナ デ
258 1 61 7  vn区 須恵器 晶土平 4 SK040 Vc 層 ( 1 3 . 8) ナデ. へ フ ケ ズ リ ナ デ 指 ナ デ
258 1 61 8  vn区 須恵器 晶土平 X-26G Vb 層 (1 4 . 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ 粘土巻上 げ痕
258 1 6 1 9  vn区 須恵器 晶土平 Y-29G Vc 層. 1 層 9. 3 1 4 . 2  8. 7 回 転 ヨ コ ナ デ 自転ヘう111) ， ナデ， ヨコナテ 回 転 ヨ コ ナ デ ナデ. 回転ヨ コ ナ デ 36 
258 1 620 W区 須恵器 鉢 Y-盟G，Y-19G Vc 層 ( 1 8. 0) 回転ヨ コ ナデ. カ キ メ 回 転 ヨ コ ナ デ
258 1 621 W区 須恵器 鉢 Z-29G Vb 層 ( 1 3 . 2) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
258 1 622 四区 須恵器 鉢 Z-29G Vb 層 ( 1 3. 0) 目転ヨコナデ. ケXリ控ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ
258 1 623 vn区 須恵器 耳付鉢 Y-18G，Z-28G Vc 層 回転ヨ コナデ， 平行H キ 回 転 ヨ コ ナ デ
258 1 624 vn区 須恵器 耳付鉢 l-lIîl-1aì，Y-;$ Vcl， Nb!. VaM. Vb! ( 1 6. 7) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
258 1 625 四区 須恵器 耳付鉢 c-34G ( 1 8. 6) 回 転 ヨ コ ナ デ 同心円H キ豊田転ヨコナデ

258 1 626 vn区 須恵器 鉢 Y-19G'z-19G N層 . Vb 層 (20. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
258 1 627 vn区 須恵器 鉢 Y-29G Vc 層 回転 ヨ コ ナデ. ケ ズ リ 自転ヨコナT， きて財蟻自ナデ

258 1 628 四区 須恵器 鉢 7 c-30G W層 ナデー タ タ キ ヨ コ ナデ
258 1 629 VDI区 須恵器 耳付土平 b-30G Vc 層 回 転 ヨ コ ナ デ
258 1 630 VDI区 須恵器 耳付土平 a-30G W層 1 5. 6  回 転 ヨ コ ナ デ 目Iiヨ コナR 自転ヘう1'1.リ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
258 1 631 四区 須恵器 片 口鉢 a-27G Vc 層 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ. ナ デ
259 1 632 VDI区 土師器 要 c-34G (25. 2) ヨ コ ナデー ハケ メ ヨ コ ナデ. へ ラ ケ ズ リ

259 1 633 VDI区 土師器 葱 b-29G Va 層 (27. 6) ハ ケ メ へ フ ケ ズ リ
259 1 634 vn区 土師器 獲 X-26G Vb 層 (24. 2) ハ ケ メ . ヨ コ ナデ ケ ズ リ ， ヨ コ ナデ
259 1 635 VDI区 土師器 箆 c-33G (27. 0) ヨ コ ナデー ハ ケ メ ヨ コ ナデ， へラ ケ ズ リ

259 1 636 凋区 土師器 重留 c-34G (28. 6) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ヨ コ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ

259 1 637 VDI区 土師器 カ マ ド c-31 G (27 . 0) ナ デ ナデ， ヘ ラ ケ ズ リ
259 1 638 VDI区 土師器 鉢 北東 ソ 7 ミ ゾ (34 . 6) (37. 2) ヨ コ ナデ， ハ ケ メ ハ ケ メ
259 1 639 VDI区 土師器 鉢 北西 ソ ヲ ミ ゾ ( 1 1 . 9) 的人 111!在tT， へうケZり ナT. へ1m， 分自1)躍し富

259 1 640 vn区 土師器 甑 W-26G Vb 層 (29. 6) ハ ケ メ 聾ナデe ヨ コ ナ デ ケ ズ リ ， ヨ コ ナデ 外器面 に 黒斑有
259 1 641  W区 土師器 甑 a-29G Vbl.VaU，祉Ucl，mi (22. 3) (24 . 3) ( 1 7 . 9) ヨ コ ナデ， 1 1ケi控ナデ. 1I1! ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ. ヘラケズ リ 粘土巻上 げ痕
260 1 642 四区 土師器 ま平 Z-29G Vc. Vd 層 ミ ゾ ( 1 0. 2) ヘ フ ケ ズ リ 内外器面に 黒色顔料
260 1 643 vn区 土師器 土平 Y-29G Vc 層 ( 1 1 . 2) ヨ コ ナ デ ヨ コナデ， ヨ コナデ韓暗主 ヨ コ ナ デ後暗文 内科器面に赤色顔料. 内器面lこは暗主
260 1 644 vn区 土師器 杯 Y-26G V層 1 1 . 4  ナデ. ヨ コ ナ デ ナデ ナデ， ヨ コ ナ デ ナ デ 外器面に 黒斑有
260 1 645 vn区 土師器 土平 Z-29G Vc 層 4. 5 1 4 . 2  ナデ ケ ズ リ 後ナ デ ナ デ ナ デ 内外器面部分的に黒色顔料 39 
260 1 646 VDI区 土師器 士平 b.c-33. 34G L01 層 3. 7 ( 1 3. 4) ( 1 0. 0) ナデ ナ デ ヨ コ ナデ 外器面底部に粘土紐巻上げ痘
260 1 647 四区 土師器 土平 c-34G 3. 9 ( 1 3. 4) 9. 7 へ ラ 切 り 離 し
260 1 648 X 区 土師器 土干 j-37G E 層 2. 95 ( 1 1 .  9) (8. 0) 板 目 圧痕
260 1 649 VDI区 土師器 土干 c-34G L01 層 (1 4 . 8) (8. 9) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヘラケXリ . ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 内器面に暗文
260 1 650 W区 土師器 t干 Z-29G Vc 層 (3. 1 ) ( 1 3. 8) (8. 6) 回 転 ヨ コ ナ デ ヘ フ 切離 し 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ 内外器面部分的に赤色顔料
260 1 651 VDI区 土師器 士平 北東 ソ ヲ ミ ゾ ( 1 4 . 2) ( 1 0. 2) 回転ヘ ラ オ コ シ後ナデ
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260 1 652 四区 土師器 土平 b-32， 33G Vc 層 3. 2 ( 1 5. 1 ) ( 1 1 . 0) 回転ヨ コナデ， 回転ナテ ナ テ 回転ヨ コナデ後ハケ メ 回 転 ナ デ 内 . 外器面に 赤色顔料
260 1 653 VH区 土師器 士平 Y-26G Vb 層 2. 9 1 3. 5  8 . 5 回転ナデ ナデ 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ナ デ 外器商 に赤色顔料
260 1 654 四区 土師器 品台付境 b.c-33，34G L01 層 (6. 6) ナデー 回転ヨ コ ナ テ ナデ. 回転ヨ コ ナデ 回転 ヨ コ ナデ 外器面に赤色顔料
260 1 655 vm区 土師器 品台付境 c-34G 8 . 2 ナ デ 35 
260 1 656 vm区 土師器 高台付境 L01 層 (6. 0) ( 1 4 . 0) (8. 9) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ
260 1 657 VH区 土師器 晶台付境 Y-26G W層 5. 2 ( 1 3. 1 ) 6. 9 ヨ コ ナ デ へ フ 切 り 離 し ヨ コ ナ デ 粘土巻上 げ痕
260 1 658 X 区 土師器 境 k-40G ( 1 7. 9) 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナデ
260 1 659 X 区 土師器 Z司F (8. 6) 回転ナデ 回転ナデ 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ
260 1 660 X 区 土師器 晶台イサ土平 k-38G N層 4. 0 ( 1 6. 6) 9. 1 回転 ヨ コ ナデ ナ デ 回転 ヨ コ ナデ ナ デ
260 1 661 vm区 土師器 晶台付境 c-31 G Va 層 ， Vc 層 6. 5 ナ デ ナ デ ナ デ ナ デ
260 1 662 vm区 土師器 品台付境 L01 層 ナ デ 回 転 ヨ コ ナ テ ナ デ ナ デ 内黒土器
260 1 663 四区 土師器 盤 Z-29G Vc 層 (3. 6) ( 1 8. 6) ケズ'J f量ナデ， ヨ コナデ ケ ズ リ 後ナ テ ナ デ ナ デ
260 1 664 羽区 土飾器 盤 Y-26G Vb 層 3. 0 ( 1 9. 7) ヘ フ ケ ス リ 後ナ デ ナ デ 内外器面に黒色顔料， 沈線有
261 1 665 VH区 土師器 z号士干 Z-29G Vc 層 へ フ ケ ズ リ ー ナデ ナ デ 外器面に 赤色顔料
261 1 666 四区 土師器 甑 (把手) Y-27G Vc 層 指押i控ナデ， 極技工具車 ケ ズ リ
261 1 667 VH区 土師器 甑 (把手) Y-27G Vc 層 指 ナ デ へ フ ケ ズ リ
261 1 668 VH区 土師器 甑 (把手) X-26G Vb 層 指ナデ ケ ス リ
261 1 669 VH区 土師器 甑 (把手) X-26G Vb 層 ユビによ6郵錦繍1:1\り ケ ス・ リ
261 1 670 VH区 土師器 甑 (把手) X-26G Vb 層 ケ ズ リ 噌 ナ デ ケ ズ リ
261 1 671 VH区 土師器 甑 (把手) Y-26G Vb 眉 指押 え 後 ナ デ ケ ズ リ
261 1 672 VH区 土師器 甑 (把手) Y-27G N層 指ナデ
263 1 676 VH区 瓦 平瓦 Z-28G Va 層
263 1 677 四区 瓦 丸瓦 Z-30G Vb 層 縄 目 タ タ キ
264 1 678 V宜区 須恵器 壷 V-26G Va 層 ( 1 0. 9) 回転ナデ 回転ナデ 外器面 に 自 然糊
264 1 679 VH区 須恵器 小型壷 a-29G V層 (8. 3) 回 転 ヨ コ ナデ 回転 ヨ コ ナ デ
264 1 680 VH区 須恵器 短頚壷 Z-29G N層 (5. 2) 目転ヨコナデ1 自転ヘうケl'! 回転 ヨ コ ナ デ
264 1 681 VH区 須恵器 蓋 Z-29G Va 層 回 転 ヨ コ ナデ ナ デ 蓋 ツ マ ミ
264 1 682 VH区 須恵器 不明 Z-29G Vc 層 装飾把手 38 
270 1 704 vm区 瓦質土器 椀 5 SX022 最下層 ナデ ナデ 持器面に武線有. 口縁外器面に媒付着

270 1 705 四区 土師器 士平 5 SX022 1 層 (7. 8) 不明. 回転品切 り 離 し 不 明
270 1 706 vm区 土師器 士平 5 SX022 回転 ヨ コ ナデ 品切 り 底 回転ヨ コナテ ナデ ナデ へ フ に よ る 渦巻痕
270 1 707 vm区 土師器 土平 5 SX022 1 層 2. 9 ( 1 4 . 3) (9. 1 ) 回転 ヨ コ ナデ 回 転へ ラ ケ ズ リ 回転 ヨ コ ナデ 回 転 ナ デ
272 1 7 1 3  vm区 須恵質土器 宿鉢 5 SX023 1 層 ナデ ナ デ
272 1 71 4  vm区 須恵質土器 壷 5 SX023 最下層 ハケ メ . ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ へ フ ナ デ
272 1 7 1 5  vm区 土師器 甑 5 SX023 2. 3 へ フ ケ ズ リ へ フ ケ ズ リ . ナデ へ フ ケ ズ リ へ フ ケ ズ リ ， ナデ 穿孔有 (1 ヶ ) ， 9�器面に黒斑有
272 1 71 6  vm区 須恵器 蓋 5 SX023 ( 1 3. 6) 目転ヨコナデ， へう切IJIlIG 回転 ヨ コ ナ デ
272 1 7 1 7  四 区 須恵器 品台付皿 5 SX023 1 層 ( 1 3. 4) 回転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
272 1 7 1 8  四 区 土師器 z笥土平 5 SX023 3 層 ハ ケ メ 川mTtT. ハ1!， mllll'Ji 指押 え
272 1 7 1 9  vm 区 土師器 壷 5 SX023 2 層 3 層 (4. 7)  ハ ケ メ ハ ケ メ ハ ケ メ ナ デ
272 1 720 vm区 土師器 二重口縁墾 5 SX023 1 層 (29. 2) ヨ コ ナデ， ナデ， ハケメ ヨ コナデ， へラケズリ
285 1 772 X 区 瓦質土器 盤 6 SK004 1 層 2. 45 (31 . 8) (29. 2) ナデ ナデ ナ デ ナ デ
285 1 773 X 区 土師質土器 鍋 6 SK004 1 層 2. 95 ( 1 8 . 4 )  ( 1 3 . 8) ナデ ナ テ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ
285 1 774 X 区 土師質土器 熔熔鍋 6 SK004 1 層 (47. 2) ヨ コ ナ デ‘ ナ デ ナ デ ヨ コ ナデ ナデ 型押 し
285 1 775 X 区 須恵質土器 浅鉢 6 SK005 1 層 7. 1 5  ( 1 5. 0) ( 1 4. 9) ナテ 無調整 回転ナデ 回 転 ナ デ
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番号 区 種別 器種

出土地点 法量 (cm) 特徴
備考 写真図版

番号 遺構 層位 器晶 最大網径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
324 2倒6 X 区 土師質土器 皿 H2G ・ g-OO ω3層 ・ カ ヲ ラ ン 1 . 6  (8. 7) (5. 0) ナデ 回転糸切 り 離 し ナデ ナ デ
324 2ω7 X 区 土師質土器 皿 6 SX504 2. 3 ( 1 0. 6) 7 回転 ヨ コ ナ デ 回転糸切 り 離 し 回 転 ヨ コ ナデ ナ デ
324 2048 X 区 土師質土器 皿 g-43G L05層 1 . 6  7 . 7 6. 0 ヨ コ ナ デ 回転糸切 り 離 し 指痕 ナ デ 4 1  
324 2ω9 X 区 土師質土器 血 表土ハ ギ 2. 1 (9. 65) (7 . 4) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転糸切 り 離 し 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ
324 2050 X 区 土師質土器 血 日-43G L05層 (2. 2) (9. 0) (7. 4 )  回転 ヨ コ ナ デ 回転糸切 り 離 し 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナデ
324 2051 X 区 土師質土器 皿 f-43G L03層 1 . 1  (6. 4) (4. 7)  回転 ヨ コ ナ デ 回転糸切 り 離 し 回 転 ヨ コ ナデ 回転 ヨ コ ナ デ
324 2052 X 区 土師質土器 皿 6 SX5ω I 層ー 1 .  35 (6. 6) (5. 3) ヨ コ ナ デ 回転糸切 り 離 し ヨ コ ナ デ ナ デ
324 2053 羽区 瓦器 塊 Z-27G Vab 層 (9. 0) ナ デ ヨ コ ナ デ ナ デ ナ デ
324 2054 X 区 瓦器 場 j-38G E 層 (7. 0) ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ナ デ
324 2055 X 区 瓦器 場 j-37G E 層 (7. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ ナ デ
324 2056 X 区 瓦器 場 j-38G E 層 (6. 2) 回 転 ヨ コ ナ デ ヨコナ11 へぅr1.リ韓ヨコナデ ナ デ ナ デ
324 2057 X 区 瓦器 塊 h-37G E 層 (6. 6) ヨ コ ナ デ ナ デ ナ デ 外底面 に へ ラ 記号 ?
324 2058 X 区 土師質土器 塊 h-40G Vb 鳳 V�困層 ( 1 4 . 8) 右上 1)方向的ナデ， 自転ナデ 回転に よ る ヨ コナデ 外器面 に沈線
325 2059 X 区 土師質土器 土平 1-42 ・ 43G L03層ー ソ ヲ ミ ゾ 3. 4 1 5 . 2  8. 6 ヨ コ ナ デ 回転糸切 り 離 し ヨ コ ナデ ナ デ 4 1  
325 2060 X 区 土師質土器 盤 f-43G L03層 3. 1 ( 1 8. 3) ( 1 1 . 1 )  回 転 ヨ コ ナ デ 回転糸切 り 離 し 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
325 2061 X 区 瓦質土器 皿 f-43G 5. 0 (23 . 7) ( 1 8. 0) 回 転 ヨ コ ナデ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ ナ デ 外器面 に 沈線
325 2062 X 区 土師質土器 把手付錯嬉 撹乱 (2. 9) ( 1 5 . 9) ( 1 3. 0) 自転ヨコナデ， 自転ヘラケZリ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
325 2063 VIII区 土師質土器 把手付錯婚 カ ヲ ラ ンー括 3. 1 1 5. 5  1 4. 8  回転ヨ コ ナデ， ヘラ守Xリ 布状の圧痕 あ り 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
326 2064 vn区 瓦質土器 摺鉢 W-26G lVb 層 ナ デ ハ ケ メ
326 2065 X 区 瓦質土器 摺鉢 h-40G W眉 (41 . 2) ヨ コ ナ デ 櫛指揮 目
326 2066 X 区 瓦質土器 摺鉢 g-42G 5 ト レ ン チ へ ラ ケ ズ リ ナデ錦織目. I\r地ナデ
326 2067 X 区 瓦質土器 鉢 (25. 2) ミ ガ キ 後ハ ケ メ ヨ コ ナデ， 指頭庄痕 外器面に波状文
326 2068 X 区 須恵質土器 壷 g-39G W膚 ナデ， 格子文 H キ ヨ コ ナデ， ハ ケ メ
326 2069 四区 須恵質土器 播鉢 Y-28G Vb 層 指ナデ 未調整 櫛描播 目 術描摺 目 櫛描に よ る 搭 目 単位 6 本
326 2070 X 区 瓦質土器 浅鉢 6 SX504 7. 2 ( 1 7 . 2) ( 1 6. 0)  ( 1 4 . 0) 3J杭 へ升;(1)1tT. へ1m ナ デ ヨ コ ナ デ ナ デ 4 1  
326 2071 X 区 瓦質土器 浅鉢 I g-42 ・ 43G L01 層 (6. 8) ( 1 7. 4) ( 1 6. 4)  ( 1 5. 6) ヨ コ ナデ後 ミ ガキ ? ナ デ ヨ コ ナデ， 指頭庄痕 脚部貼 り 付 け
326 2072 X 区 瓦質土器 浅鉢 j-42G 整地①層 ( 1 4 . 8) ( 1 1 . 4) 不明 ナ デ ヨ コ ナデ ナ デ 脚部貼 り 付 け
326 2073 X 区 瓦質土器 費 g-43G L03層 ( 1 5. 4) ( 1 2. 8) ヨ コ ナデ. ミ ガキ痕 押圧， ナ デ 臨ヨコナデ， 指駆車， ナデ 回転ヨ コ ナデ， 指駆痕
326 2074 X 区 瓦質土器 浅鉢 6 SD501 (20. 0) ( 1 5. 6) ( 1 4 . 6) 回 転 ヨ コ ナデ 押圧痕 回転ヨ コ ナデ， 指頭正富 回 転 ナ デ 火鉢の可能性有 り . 腕部貼 り 付 It
326 2075 VIII区 瓦質土器 鉢 a-31 G A 層 (1 6. 1 )  ヨ コ ナ デ咽 ヘ ラ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ 4 1  
326 2076 X 区 瓦質土器 浅鉢 g-43G L03層 (22. 5) (24 . 9) (20. 0) 回転ヨ コナデ. ヨ コ ナデ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナデ 脚部貼 り 付け， 上部に獣面装飾
326 2077 X 区 瓦質土器 浅鉢 f-43G (27. 2) (26. 2) (22. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ
327 2078 X 区 瓦質土器 獣面持耳付壷 6 SD501 W層 ミ ガ キ ナ デ 獣面
327 2079 X 区 瓦質土器 火鉢 f-42G 回転 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 外器面に菱型刻印文
327 2080 X 区 瓦質土器 火鉢 g-39G N層 (47. 0) ヨコナT. �子方向目鍛韓 ヨ コ ナデ， ヘ ラ ナ デ 外器面に印刻文 (方形) 突帯
327 2081 X 区 瓦質土器 火鉢 6 SX504 ヨ コ ナデ. ハ ケ メ ヨ コ ナ デ， ナ デ 外器面に菊花文， 突帯
327 2082 X 区 瓦質土器 火鉢 f-43G (29. 8) ヨ コ ナ デ 回転ヨ コ ナデ， ハケナデ 外器面に菊花文 ( 2 ヶ )
327 2083 X 区 瓦質土器 火鉢 f-43G ヨ コ ナ デ ナ デ 外器面に菊花文， 櫛描波状丸 突帯
327 2084 X 区 瓦質土器 火鉢 6 SX503 直上層 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ. ナデ 9憾面に菊花文. 突紘 波状文
327 2085 X 区 瓦質土器 火鉢 6 SX504 (47. 2) ヨ コ ナ デ. ナデ ヨコナデ， 型押し種1\ケナデ 外器面に 条突帯. 櫛描文
327 2086 X 区 土師質土器 提鉢 6 SX502 L01 層 . L03層 1 1 . 5  42. 7 27. 4 押庄痕 当 て 布痕 回転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 全体に煤付着
327 2087 X 区 瓦質土器 握鉢 ピ ッ ト 1 0. 9  (36 . 6) (27. 0) ヨ コ ナデ 無調盤 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ
327 2088 X 区 瓦質土器 熔熔鍋 6 SX502 聖地 1 M. 11?うン. 問E 7. 6 (32. 0) (30. 6) 24 . 9 回 転 ヨ コ ナデ ヘラケズリ， 当て布 ? 復 回 転 ヨ コ ナデ ナ デ *�(U宮崎崎. rm 胤艦刷機. lIi1
327 2089 X 区 瓦質土器 結婚鍋 g-43.I.h-43G L03層 6. 7 32. 0 31 . 3  26. 3 盛田tf. 待問自tr曜lu 1 ) 当 て 布 ? 痕 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 全体に媒付着， 穿孔 2 ケ (焼成前)
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挿図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版番号 遺構 層位 器局 最大胴径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底函
327 2090 vn区 瓦質土器 鍋 Y-2随， 27G V層 ナデ. ケ ズ リ ナ デ
328 2091 vn区 瓦質土器 不明 Y-28G W層 ， Va 層 ナデ ナデ
328 2092 X 区 瓦器 火鉢 ? f-42G 整地①層 (60. 0) 1\ケヨコナデ， ハケメ控ナデ ヨ コ ナ デ
328 2093 X 区 瓦質土器 カ マ ド g-43G ( 1 7. 3 ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ
328 2094 X 区 瓦質土器 カ マ ド 6 SD501 A 層 ナデ 内総・鮒i， :Ul!DV&(自IIM， fIj， 似鵬
328 2095 X 区 瓦質土器 火鉢 g-43G L03層 (1 4. 9) 1 8. 9  ヨ コ ナデ， ナ デ 板 目 圧痕 ヨ コ ナ デ唱 ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 41 
328 2096 X 区 瓦質土器 火鉢 g-43G (24. 6) ヨ コ ナデ ナデ唱 ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ 外器面 に突帯
328 2097 X 区 瓦質土器 火鉢 日-44G (27. 2) ナデ， ヨ コ ナ デ ナ デ 型押 し痕 外器菌に突帯， 脚自E貼 り 付 け
329 2098 X 区 瓦質土器 聾 6 SX502 (42. 2) 23. 3 ナデ， ヨ コ ナ デ 当 て 布痕 ? ナ デ ヨ コ ナ デ
329 2099 X 区 土師質土器 聾 g-43G L03層 (46. 4) 55. 1 ヨ コ ナデ， ナデ ヨ コ ナデ， ナデ， 指頭E重
330 2 1 00 X 区 瓦質土器 要 6 SX502 (36. 7)  ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 外器面 に波状文
330 21 01 X 区 瓦質土器 大察 6 SD501 3層， 2層， L01 1冒 (45. 6) (41 . 6) ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ， 表面剥離
330 21 02 X 区 瓦質土器 蜜 h-37G (29. 0)  ヨ コ ナ デ (上面) ヨ コ ナデ唱 ナ デ
330 2 1 03 X 区 土師質土器 大型饗 j-37G E 層 (31 . 6) ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ
330 21 04 X 区 弥生土器 要 j-40G W層 (20. 4) 
331 21 56 vn区 須恵器 転用硯 a-28， a-29G V層 ‘ Va 層 4. 9 1 1 . 2  臨3ltT， äi�i1l')， l!CIi綬 回 転 ヨ コ ナ デ
372 21 57 vn区 須恵器 土平 Z-29G Va 層 (7. 9) 自転ヨ コナデ， 目転ヘうケl') 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 内底面に墨痕
372 21 58 vn区 土師器 土平 一括 (2. 8) ( 1 4 . 0) (9. 0) ヨ コ ナデ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ 外底面 L 墨書 38 
372 21 59 vn区 土師器 土平 一括 (7. 8) ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 後ナデ ナ デ 外底面 に 墨書
372 21 60 vn区 須恵器 土干 X-26G N層 ( 1 0. 0) 回転ナデ 回転へ フ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 外底面に墨書
372 2 16 1  vn区 土師器 土干 一括 ヘ フ ケ ズ リ ナ デ 外底面 に墨書
372 21 62 vn区 土師器 土手 Y-28G N- V層 外底面に墨書
372 2 163 vn区 土師器 t平 一括 ナ デ ミ ガ キ 7 外底面に墨書
372 21 64 vn区 土師器 不明 Z-28G Va 層 墨書
372 21 65 vn区 須恵器 ま平 一括 (5. 2) ヨ コ ナデ ナデ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 外底面に墨書 40 
372 21 66 vn区 須恵器 蓋 Z-29G Vc 層 ( 1 5. 0) 自転ヘうケXリ ， 1i!1転ヨコナデ 回転 ヨ コ ナ デ 天井外器面 に 墨書
372 21 67 vn区 須恵器 坪 Y-26G N層 回転ヘラ切 り 咽 ナ デ 指ナデ 墨書
372 21 68 vn区 須恵器 土平 Z-29G Nb 層 墨書 ・ 刻害 40 
372 21 69 vn区 須恵器 土平 Z-27G 町 一Vb 層 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 外器面に黒色顔料， 刻書有
373 21 70 X 区 須恵器 土平 I g-43G X 層 ( 1 2. 6) 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 外器面 に へ フ 記号
373 21 71 vn区 須恵器 士平 Z-29GG ヘ ラ ケ ズ リ 後ナデ ナ デ 天井部外器函へ ラ 記号
373 2 1 72 vn区 須恵器 士平 Z-28G Va 層 (7. 7) 回 転 ヨ コ ナ デ 目転ヨ コナデ， ヘラ切り離し 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 内底面に粘土巻上げ底 へラ記号
373 2 1 73 vn区 須恵器 土平 X-28G Nb 層 (9. 2) ヨ コ ナデ ナ デ 不 明 外底面 に ヘ フ 記号
373 21 74 vn区 須恵器 土平 Y-28G Vc 層 (8. 9) 自量ヨ コナデ. 目転ヘラケXリ 回転ナデ， 回転ヘラケズ1) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ
373 21 75 VII区 須恵器 士平 北西 ソ ヲ ミ ゾ (7. 1 )  自転ヨ コナデ， 目転ヘう何リ 回転へ ラ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ
373 21 76 vn区 須恵器 士干 Z-38G Va 眉 ヘ フ ケ ズ リ 後ナデ へ フ ケ ズ リ 回転ナデ ナ デ 天井部外器菌へ フ 記号
373 21 77 四区 須恵器 坪 b-29， 30G Va 層 (3. 6) ( 1 2. 4) (7. 3) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転へ ラ ケ ズ リ 回転 ヨ コ ナ デ 回 転 ナ デ
373 21 78 vn区 須恵器 土干 X-26G Vb 層 ( 1 3. 4)  回転ヨ コ ナデ 回転へ フ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナ デ
373 21 79 四区 須恵器 高台付坪 c-30G N- Vb 層 6. 4 回 転 ヨ コ ナ デ 自転へうねシ， 1i!11iヨ コナテ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ
373 21 80 vn区 須恵器 品土平 ? Z-29G Vc 層 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ヘ フ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナ デ ヘ フ 記号
373 21 81 vn区 須恵器 壷 a-28， Z-29GG Vb 層 9. 3 回転ヘラケll) ， ヨ コ ナデ へ対ll) ， 自信網1) ， ヨコナデ ナ デ 外底面 に爪形状圧痕
373 21 82 vn区 須恵器 謹 ? X-28G W層 ( 1 6. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ 回転ナデ 外底面 に へ ラ 記号
373 21 83 vn区 須恵器 土平 Y-29G Vc 層 (8. 1 )  ナデ 回 転へ フ 切 り 回転ナデ 指ナデ 外底面 に ヘ フ 記号
373 21 84 四区 須恵器 重 c-31 G N層 . Vc 層 9. 0 回転へ フ ケ ズ リ 回転へ ラ オ コ シ 回 転 ヨ コ ナ デ 回転ナデ
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意

棚田

川羽

山川

挿図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版
番号 遺構 層位 器高 最大飼径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
374 21 85 W区 須恵器 蓋 28G W層 回転ヨ コ ナデ. 回線 多方向 ヘ ラ ナ デ 天井部内器面 へ ラ 記号
374 21 86 vn区 須恵器 蓋 Y-27G W層 ナ デ 指ナデ 天井部内器面 に へ ラ 記号
374 21 87 vm区 須恵器 小型壷 b-29G 回 転へ ラ ケ ズ リ 回 転 ヨ コ ナ デ
375 21 88 vn区 須恵器 高台付塊 a-29G Vc 層 (9. 2) 自転ヨコナデ. 目転ヘラケXリ 回転ヨ コナデ， 回転ナデ 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナデ 爪形状圧痕
375 21 89 vn区 須恵器 t干 W-26G Vb 層 (8. 0) 回 転へ ラ ケ ズ リ 押さ 1， 高告の割離した酷 ナ デ
375 21 90 vn区 須恵器 不明 a-28G Va 層 (7. 3) 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナデ 回 転 ヨ コ ナ デ 回 転 ヨ コ ナ デ 粘土巻上 げ痕， 爪形状圧痕

21 96 vm区 須恵器 蓋 回転績ナデ 蓋の把手 ツ マ ミ 38 
21 97 vm区 土師質土器 柄付姶熔 3. 1 1 5. 8  1 5. 5  1 4 . 8 回転横ナデ. ヘラケズリ 布痕 回転横ナデ 回 転横ナデ 把手剥 げ る 41  
21 98 vm区 土師質土器 脚付鍾 ? 5 SX01 6 1 5. 0  ナ デ 回転機ナ デ 回転ナデ 指ナデ 脚部の み 41  

室



出岬

審

開掴

抽加

山川

土製模造品
挿図 出土地点 法量 (cm) 特徴
番号 番号 区 種別 器種

層位 最大風径 口径 底径 外器面 外底面 内器面 内底面
備考 写真図版

遺構 器晶

50 280 vn区 土製模造品 鉢形 4 SI01 3 3. 0 4 . 0 ナデ ナデ 外器面 に指紋唱 黒斑有， 手提

50 281 vn区 土製模造品 鉢形 4 SI01 3 3. 1 4 . 5 ナデ ナ デ 外器面 に指紋が残 る ， 手控

50 282 W区 土製模造品 第形 4 SI01 3 5. 8 (5. 5) 指ナデ 指 ナ デ

50 283 四区 土製模造品 鉢形 4 SI01 3 2. 7 3. 9 ナデ ナ デ 内外器面に指紋跡残 る 唱 手担

53 301 vn区 土製模造品 鉢形 4 SI029 1 • 2 層 ー ナ デ ハ ケ メ 後ナデ

61  354 vm区 土製模造品 士平形 5 SI033 3 . 4 8. 5 1 . 5  指頭庄痕 指頭圧痕 ナ デ ナ デ

63 359 四区 土製模造品 鉢形 5 SI035 3. 1 3. 2 指ナデ 指ナデ 指 ナ デ 指頭圧痕 手控

65 366 vm区 土製模造品 鉢形 5 SI039 3. 1 5  1 . 65 ハ ケ メ ， 指ナ デ ハ ケ メ ， 指ナ デ 指 ナ デ 指ナ デ 手提

74 405 vn区 土製模造品 鉢形 4 SE055 上層 一 3. 7 6. 0 ナデ ナデ ナ デ 指押 え 手控司 黒斑有

78 422 vm区 土製模造品 土平形 5 SE060 3 . 3 8. 5 0. 7 ナデ ナ デ 外器菌 に黒斑有

80 427 vm区 土製模造品 鉢形 5 SE064 4. 0 指ナデ 指ナデ 指ナデ 指頭圧痕 手控

83 448 W区 土製模造品 壷形 4 SK027 1 層 5. 3 (3. 9) ナ デ ナデ ナ デ ナデ 手控司 外器面 に黒斑有

86 458 vm区 土製模造品 局土平形 5 SK052 指ナデ 指ナデ 指ナデ 指ナデ 手控

1 00 540 vn区 土製模造品 聾形 4 SK006 事 1 M， vb自へ Val- 5. 9 6. 0 4 . 1 指頭圧痕， ナデ ナデ 指頭圧痘， 指ナデ 指ナデ

1 00 541 vn区 土製模造品 聾形 4 SK006 7. 4 7 . 8 7 . 2 指頭圧痕. 指ナデ ナデ 指頭E壇， ケXリ . 指ナデ 指ナデ 外器面 に意図的 な 打 ち 欠 き 有

1 00 542 vn区 土製模造品 書形 4 SK006 第 1 層 ー 6. 9 7. 3 ナ テ\ 指頭圧痕 ナ デ 指頭圧痕 指頭圧痕 外器面 に 黒斑有

1 00 543 vn区 土製模造品 鉢形 4 SK006 第 1 層 4. 2 7. 3 指頭圧痕， ナ デ ナ デ 指頭圧痕 指ナデ 外器面 に 黒斑有

1 00 544 vn区 土製模造品 鉢形 4 SK006 第 1 層 2. 4 3. 8 指ナデ. ナ デ ナ デ 指頭圧痕 指頭圧痕

1 00 545 vn区 土製模造品 鉢形 4 SK006 第 1 層 2. 5 4. 2 0. 4 指頭圧i後ナデ， ナデ ナデ 指頭圧痕後ナデ 指頭圧痕後ナ デ 外器面に 黒斑有

1 00 546 vn区 土製模造品 鉢形 4 SK006 Vb 層 2. 8 (3. 3) 0. 7 ナ デ ナデ 指 ナ デ 指 ナ デ

1 00 547 vn区 土製模造品 鉢形 4 SK006 第 1 層 2. 2 4. 4 ナ テ\ 指頭圧痕 ナデ 指頭圧痕 指頭圧痕

1 00 548 vn区 土製模造品 鉢形 4 SK006 第 1 層 2. 6 (4. 9) ナ デ ナデ ナデ， 指頭圧痕 指頭圧痕

1 1 3  61 7 vn区 土製模造品 杓子形 4 SK032 

1 1 6  635 vn区 土製模造品 土平形 4 SK022 2. 2 (8. 7) (5. 2) ナ デ ヘ フ 切 り ナデ ナデ 手握

1 27 731 凋区 土製模造品 鉢形 4 SX049 4 . 9 (8. 2) 指頭圧痕唱 不明 ハ ケ メ ， 不明 指 ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 後指頭圧痕 手担

1 53 861 四区 土製模造品 鉢形 5 SX040 ケ ズ リ 指頭圧痕

1 53 862 vm区 土製模造品 鉢形 5 SX040 C 層 ー 3. 35 ケ ズ リ 後指頭圧痕 ケ ズ リ 後指頭圧痕 ハケメ 撞指頭圧檀桂ナデ ハケメ 接指髄痕桂ナデ 外器面， 外底面に黒斑有

1 53 864 vm区 土製模造品 饗形 5 SX040 c 層一， D ・ E 層ー 3 . 8 (3. 65) ナデ ナ デ 手提

1 53 865 vm区 土製模造品 裏形 5 SX040 5. 5 5 . 8 5. 0 1 . 6  指押 え 指押 え ケ ズ リ . ヨ コ ナ デ ケ ズ リ 手控

1 53 866 vm区 土製模造品 鉢形 5 SX040 E 層 指頭圧痕 指ナデ 手担

1 53 867 vm区 土製模造品 蜜形 5 SX040 C 層一. E 層ー 指頭庄痕 指頭圧痕 指頭圧痕 指頭庄痕 手提唱 外器菌に黒斑有

表 2

ー
印
。
ω
l



協

持管

醐田

淵

叫州

挿図 出土地点 法量 (cm) 特徴
備考 写真図版

番号
番号 区 種別 器種

遺構 層位 器高 最大胴径 口径 底径 外器薗 外底面 内器函 内底面

1 53 868 vm区 土製模造品 台付箆形 5 SX040 4 . 75 4 . 7 4 . 3 3. 4 ヨ コ ナ デ， ナ デ ナデ ヨ コ ナデ， ケ ズ リ ケ ズ リ 手狸

1 53 869 vm区 土製模造品 土平形 5 SX040 E 層 3. 75 1 0. 5  指押 え 唱 指紋痕 指押 え ， 指紋痕 指押 え ， 指紋痕 指押 え 唱 指紋痕 手提

1 53 870 vm区 土製模造品 t昌t平耳S 5 SX040 指押 え 指押 え 指押 え 指押 え 手担

1 53 871 vm区 土製模造品 器台形 5 SX040 中 ・ 下層 ー 4. 4 (5. 3) (4. 4) 指頭圧痕 指頭庄痕 指頭圧痕 指頭庄痕 手提

1 53 872 四区 土製模造品 土平野S 5 SX040 E 層 3. 9 8. 8 ハ ケ メ 後指ナデ ハ ケ メ 後指ナデ ハ ケ メ 後指ナ デ ハ ケ メ 後指ナ デ 外器面， 外底面 に黒斑有ー 手提

1 53 873 vm区 土製模造品 壷形 5 SX040 ハ ケ メ 後 ナ デ 指押え 屯 ヘ ラ ケ ズ リ 手提

1 53 874 vm区 土製模造品 鉢形 5 SX040 D 層 ー 5. 4 6. 6 指押 え 指押 え 指押 え 指押 え 手提

1 53 875 四区 土製模造晶 鉢形 5 SX040 E 層 ー 指頭圧痕 不明 指頭圧痕 指頭庄痕 手狸， 外器面 に黒斑有

1 53 876 四区 土製模造品 鉢形 5 SX040 4 . 25 指押 え 指押 え 指押 え 指押 え 手提

1 63 942 四区 土製模造品 ま平形 5 SX051 2. 2 (6. 2) 0. 8 ナ デ ナ デ ナデ ナデ 手担， 外器面 に黒斑有

1 63 943 凋区 土製模造品 t平形 5 SX051 A.B 層 ー 2. 4 6. 3 0. 6 ハケ メ ， ナデ. 指駆痕 ナデ， 指頭圧痕 指頭圧痕. ナ デ ナデ， 指頭圧痕 手控

1 63 944 四区 土製模造品 鉢形 5 SX051 3. 6 4 . 5 指ナデ 指ナデ 指ナデ 指ナデ 手控

1 63 945 四区 土製模造品 鉢形 5 SX051 A 層 ー 4. 4 6 . 2 (5. 5) 3 . 1 指頭圧痕後ナ デ ナデ 指頭圧痕後ナデ 指頭圧痕後ナ デ 手担， 外器面に黒斑有

1 81 1 052 vm区 土製模造品 鉢形 Z-34G ハ ケ メ 後ナデ ヘ ラ ケズ リ 後指ナデ 手提

1 81 1 053 四区 土製模造品 土平形 b-34G 3. 0 6. 6 指押 え 指押 え 指押 え 指押 え 手控

1 81 1 054 vm区 土製模造品 鉢形 b-34G (6. 7)  ナデ， 指頭圧痕 ナデ， 指頭圧痕 手提

1 81 1 055 vm区 土製模造品 鉢形 c-34G L01 層 (7. 6) ナ デ ナデ 手握

1 81 1 056 四区 土製模造品 t平形 b-32G Vc 層 2. 3 6. 5 指ナデ 指ナデ 指ナデ 指ナデ 手狸

1 81 1 057 vn区 土製模造品 鉢形 Y-26G Vc 層 3. 0 8. 0 ナ デ ナデ ハ ケ メ 後ナデ， 指押 え 手提唱 外器面 に 黒斑有

1 81 1 058 四区 土製模造品 鉢形 Y-32G Vc 膚ー (3. 4)  1 . 9  指ナデ 指ナデ 指ナデ 指ナデ 手提

1 81 1 059 vn区 土製模造品 高士平形 YーおG‘ 27G V層 ー (2. 8) 3 . 1 (3. 2) 指頭圧痕. ユ ピ押 さ え 指押 え 指押 え 指押 え

1 81 1 060 四区 土製模造品 t干形 b-34G 3. 2 1 2. 0  ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ 不明 ヨ コ ナ デ 不 明 手 提

1 81 1 061 羽区 土製模造品 ま平形 Y-27G Vc 層 2. 3 7. 0 ナ デ ハ ケ メ 後ナ デ 手提

1 81 1 062 vm区 土製模造品 鉢形 b-33G 3. 1 5. 8 ナ デ ナ デ ヨ コ ナデ 指押 え ， ナ デ 外器函に黒斑有

1 95 1 099 田区 土製模造品 鉢形 4 SI01 2 7. 8 6. 0 ナ デ ナデ 手提

1 97 1 1 09 vn区 土製模造品 聾形 4 SI01 6 4 . 9 4 . 8 ヨ コ ナデ， ナ デ ナデ ヨ コ ナデ. 指頭圧痕 指頭圧痕 手提
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玉類
挿図 出土地点 法量 (cm/g)

番号
番号 区 種別 器種 調整 備考 写真図版

遺構 層イ立 長 さ 最大胴径 穿孔最大径 重 さ

1 27 733 vm区 土製模造品 管玉形 4 SX049 A ' B 層 2. 7 1 .  76 0. 25 6. 9 ナ デ 黒斑有 り 32 

1 07 584 vm区 土製模造品 勾玉形 5 SX036 1 . 4  ナ デ 頭部欠損 32 

1 54 883 vm区 土製模造品 玉形 5 SX040 2. 5 3. 2 0. 45 21 . 2  ナ デ 手担 32 

1 54 884 vm区 土製模造品 玉形 5 SX040 E 層 2. 7 3. 6 0. 4 27. 0 ナ デ 手提 32 

1 54 885 vm区 土製模造品 玉形 5 SX040 2. 0 2. 0 0. 25 7. 0 ナ デ 手提 32 

1 82 1 063 四区 土製模造品 玉形 e-35G Vc 層 3. 0 3. 2 0. 3 23. 6 ナ デ 手控 32 

1 82 1 064 vm区 土製模造品 勾玉形 4. 5 1 . 6  0. 3 1 4 . 9  ナデ 手提 32 

21 93 vn区 土製模造品 勾玉形 Y-29G N層 3. 7 1 . 8  0. 3 1 6. 6  ナ デ 手提 32 

21 94 vn区 土製模造品 勾玉形 V-26G Vc 層 4. 6 1 . 7  0. 3 1 5. 2  ナ テ 手提 32 

21 95 vn区 土製模造品 玉形 ソ ク ミ ゾ 2. 0 2. 1 0. 3 8. 3 ナ テ 32 

-切。吋
| 鏡形

持図 出土地点 法量 (cm/g) 調整
番号 番号 区 種目IJ 器種

遺構 層位 鏡面径 鏡面最大厚 紐晶 重 さ
備考 写真図版

表商 裏面

1 53 877 四区 土製模造品 鏡形 5 SX040 4. 6 0. 5 1 1 . 6  指ナデ 指ナデ 手紙 紐一部欠損 32 

1 63 949 四区 土製模造品 鏡形 5 SX051 3. 5 0. 9 0. 9 7. 0g 指ナデ 指ナデ 手提

1 82 1 065 四区 土製模造品 鏡形 Z-33G L01 層 y 5. 3 0. 6 1 . 3  23. 4 指ナデ 指ナテ 手控 32 

協

品遭

難

掛川

山川

粘土塊
挿図 出土地点
番号

番号 区 種別
層位

重量 (g) 写真図版遺構
53 302 vn区 粘土焼 4 SI029 1 層 68. 0 

261 1 673 vn区 粘土塊 X-26G Vb 層 30. 8 

261 1 674 vn区 型土塊 X-26G V 層 34. 9 



出伸

一一還

問団

潮

叫州

挿図 種別
出土地点 法量 (cm/g) 調整

備考 写真図版
番号

番号 区 器種
遺構 層位 長 さ 最大胴径 最大穿孔径 重量 外器面 内器面

69 390 V宜区 土製品 土錘 4 SE005 5 層 7. 6 3. 5 0. 8 ナテ 2 穴 と も 両側 よ り 穿孔 32 

1 53 878 VllI区 土製品 土鍾 5 SX040 E 層 1 0. 1 4 . 2 1 . 7  1 80. 8 ナ デ 棒状工具へ の巻 き 付 け 32 

1 53 879 VllI区 土製品 土錘 5 SX040 1 0. 2  3. 9 (91 . 4) ナデ 棒状工具への巻 き 付 け 32 

237 1 475 vn区 土製品 土錘 4 SX038 B 層 7. 4 3. 6 0. 75 95. 7 ナデ 2 穴 と も 両側 よ り 穿孔 32 

265 1 686 VllI区 土製品 土錘 北東 ソ ク ミ ゾ 7. 9 3. 9 1 . 4  1 27. 2 ナデ. 摩耗 両方向 よ り 穿孔 32 

265 1 687 vn区 土製品 土錘 W-26G V層 3. 0 1 . 2  欠 損 32 

265 1 688 vn区 土製品 土錘 X-27G V層 3. 4 0. 9 欠t員司 1 穴 は両方向 よ り

265 1 689 VllI区 土製品 土錘 c-29G W層 4. 0 1 .  25 0. 4 5. 5 ナデ 両方向 か ら の穿孔 48 

265 1 690 田区 土製品 土鍾 f-35G Vb 層 3. 1 0. 95 0. 25 2. 0 ナデ 48 

265 1 691 VllI区 土製品 土錘 Z-32G A 層 5. 1 1 .  1 5  0. 2 5. 3 ナデ 48 

265 1 692 VllI区 土製品 土鍾 Z-32G A 層 4. 4 0. 95 0. 25 2. 8 ナデ 48  

265 1 693 VII区 土製品 土錘 c-30G V層 3. 7 0. 8 0. 3 2. 3 ナテ 48 

265 1 694 VllI区 土製品 土錘 a-34G 0. 8 0. 3 ナテ 欠損 48 

265 1 695 VII区 土製品 土鍾 a-32G N層 0. 9 0. 3 ナデ 欠損 48 

265 1 696 VII区 土製品 土錘 a-32G N層 0. 9 0. 25 ナ デ 欠t員 48 

272 1 721 VII区 土製品 土鍾 5 SX023 1 層 8. 3 4 . 0 1 . 5  1 50. 1 ナ デ 棒状工具への巻 き 付 け 32 

272 1 722 VllI区 土製品 土錘 5 SX023 1 層 1 . 9  0. 25 ナデ 欠損 48 

331 2 105 X 区 土製品 土錘 1 ト レ ン チ 2. 9 0. 8 0. 25 1 . 7  

331 21 06 X 区 土製品 土錘 g-43G LOl 層 4. 0 0. 75 0. 2 2. 3 

331 21 07 X 区 土製品 土錘 j-37G E 層 4. 0 1 . 5  欠損

221 0 VII区 土製品 土鍾 5 SX01 0 N層 3. 0 0. 9 0. 2 1 . 9  ナデ 48 

221 1 vn区 土製品 土錘 ソ ク ミ ゾ 3. 2 1 . 0  0. 3 2. 8 ナデ 48 

221 2 VII区 土製品 土鍾 5 SX01 6 1 層 3. 75 1 .  55 7. 1 ナデ 孔 は 貫通せ ず 48 
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そ の他土製品
挿図 番号

出土地点 法量 (cm) 特徴
番号 区 種別 器種

遺構 層位 器晶 最大飼径 穿孔径 重量 外器面 外底面 内器商 内底面
備考 写真図版

1 27 732 vm区 土製品 不明 4 SX049 2. 35 3 . 1 1 5. 2  ナデ ナ デ 頂部に横線 と 2 穴

261 1 672 百区 土製品 不明 Y-27G N層 指ナデ 把手か ?

265 1 697 vn区 土製品 紡錘車 a-28G V層 1 . 5  4 . 7 ナデ ナデ 半欠 48 

265 1 698 vn区 土製品 紡錘車 Y-26G V層 1 . 3  4 . 4 ナデ ナ デ 半 欠 48 

265 1 699 vn区 土製品 紡錘車 Y-28G N ' Ya 層 1 . 0  欠損 48 

265 1 700 四区 土製品 紡錘寧 c-30G 町層 1 . 6  (5. 4) ナデ 48 

265 1 701 vn区 土製品 円盤状土製品 X-29G W層 0. 8 4 . 0 1 9. 1 土器の再利用

331 21 08 vn区 土製品 円盤状土製品 Z-26 N盾 1 . 0  3 . 9 1 5. 6  ナデ ナ デ 土器の再利用

331 21 09 四区 土製品 円盤状土製品 Z-33G 1 . 1  4 . 2 27. 8 土器の再利用 47 

331 21 1 0  vm区 土製品 円盤状土製品 Yc 層 1 . 1  4 . 1 1 8 . 1 ナデ ナデ 土師質土器再利用 47 

331 21 1 1  X 区 土師質土器 円盤状土製品 6 SX506 0. 7 5. 2 不明 土師質土器再利用

331 21 1 2  X 区 土師質土器 円盤状土製品 f-42G 1 . 0  3 . 6 (裏面) ハケナデ (表面) ハケナデ 土師質土器再利用

331 21 1 3  X 区 土師質土器 円盤状土製品 g-43G L03層 1 . 3  4 . 3 (裏面) ナ デ (表面) ハケナデ 土師質土器再利用

331 21 1 4  X 区 土師質土器 円盤状土製品 g-43G L03層 1 . 3  5 . 5 (裏面)ヘラケ7:') (表面)ヘラ ミ ガキ車 土師質土器再利用

331 21 1 5  四区 土製品 人面 型押

331 21 1 6  X 区 瓦 丸瓦 g-43G 欠損， 一穴の穿孔

331 21 1 7  X 区 不明品 脚 f-42G (8. 5) 指頭痕 手握， 人形の一部か 7

331 21 1 8  vm区 白磁製品 童子像 表面彩色

331 21 1 9  vm区 土製品 福助人形 7

331 21 20 X 区 土人形 不明 ヘラ ミ ガキ， 葉鱗 布 目 痕 指押庄布 目 痕 布 目 痕 文様 は型押 し

331 2 13 1  X 区 不明品 不明 f-43G 

2200 vm区 土人形 不明 人形下半身 48 

2201 vm区 土人形 錘旭 人形下半身 48 

2202 vm区 土人形 木葉猿 ? 猿形 48 

2203 vm区 土人形 恵比寿 ? 鯉， 人手， 恵比寿像 か 48 

2204 vm区 土製品 木業猿 馬形 48 

2205 vm区 土製品 木糞猿 馬形 48 

2206 四区 土製品 木業猿 馬形 48 

2207 四区 土製品 木葉猿 馬形 48 

2208 四区 土製品 木葉猿 猿形 48 

2209 四区 土製品 木業猿 猿形 48 

21 99 四区 土製品 恵比寿像 頭部 47 
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陶磁器類観察表
挿図 図

種別 器種 産地 年代 区分
出土

出土地点 部位 捜存串 法量 (cm) 色調
僑考N。

番号 番号 区 口径 底径 器高 胎土 胎土 (no祖加n) 軸藁 ・ 染付 稲葉 ・ 染付 (nolalion)

1 I 316  1 983 染付 瓶 中国. 車亙 ? 1 6C 宋- 1 7C 代 ? 不明 四 頭部 4 / 4  灰 白 2. 5Y 8 / 2  明録灰 (染付軸) 藍色 7.路Y 7 / 1 悌骨軸) 3 P83.5/55 
2 I 317  1 987 白磁 碗 不明 1 1 C  後- 1 2C 後 V類 四 b-31G 底部 3 / 4  5. 8 灰 白 7. 5Y 7 / 1  灰 白 1 0Y 7 / 1  内面倒

3 I 3 17  1 993 青磁 碗 組泉窯系 1 3C 前後~後半 l / n 類 四 c-30G 底部 4 / 4  5. 6 灰 白 5 Y 7 / 1  オ リ ー ブ灰 1 0Y 6 / 2  底部削 り 出 し部に胎土 目 痘. 底部内外面施軸

270 1 702 自 滋 皿 四 5 SX022 

270 1 703 白磁 皿 VII 5 SX022 

272 1 71 1  青磁 陵花皿 四 5 SX023 ( 1 3. 4) 口縁端部輸花

272 1 7 1 2  脅磁 皿 四 5 SX023 ( 1 4 . 8) 柚厚め

4 青磁 磁 飽泉察系 1 3C 中-14C 初前後 n -b 四 b-30G 口縁~胴部 1 / 4 以下 不明 灰 白 5 Y 7 / 1  灰 オ リ ー ブ 5 Y 5 / 3  体郎外商に蓮弁文

5 青磁 磁 麗泉窯系 1 4C 初~後 上回 8- 4 四 a-33G 口録~胴甑 1 / 4 以下 不明 灰 白 N 7 / 0  録灰 7. 5GY 6 / 1  体部外面に略化 さ れ た蓮弁文

6 青磁 皿 岡安窯系 1 2C 中~後 1 - 2 b  四 Za-31 G 底部 1 / 4 凶下 推定5. 2 灰 白 5 Y 7 / 1  オ リ ー ブ灰 2. 5GY 6 / 1  高台無皿. 底部内函に箆 に よ る 宜織 と ジ ヴザ ず状の櫛点描宜

7 青磁 碗 飽泉窯系 ? 1 4C 後- 1 5C 前 上回 C- 2 四 5 SX022 口縁部 1 / 4 以下 不明 灰白 5 Y 7 / 1  明録灰 7. 5GY 7 / 1  内函文様な し . 体部上面外面に ラ マ 文

8 育磁 皿 飽泉窯系 1 2C 中~後 l - 1 -b 四 Z-32G 底部 1 / 4 制下 不明 灰白 1 0Y 7 / 1  オ リ ー ブ灰 1 0Y 5 / 2  高台無皿. 箆 に よ る 文様

9 膏磁 不明 不明 不明 不明 四 e-33G 体部 破片 明録灰 5 G 7 / 1  灰 オ リ ー ブ 7. 5Y 5 / 2  内外面 と も 無文

1 0  青磁 碗 鼠泉窯系 不明 不明 VII C一泊G 体都 1 / 4 以下 灰 白 5 Y 7/ 1 ‘N 7/0  灰 オ リ ー ブ 5 Y 6 / 2  内外面 と も 無文. 薄 〈 施柚， No. 9 と 同一個体 か ?

1 1  膏磁 不明 不明 不明 不明 四 b-31 G 口縁部 破片 不明 灰 白 N 7 / 0  灰 オ リ ー ブ 5 Y 6 / 2  NO. 8 と 同一個体か ?

1 2  膏硲 碗 縞泉窯系 7 1 3C 前後 n -b 四 b-33G ロ縁部 破片 不明 灰 白 5 Y 7 / 1  灰 オ リ ー ブ 5 Y 6 / 2  内面無文. 外面蓮弁文 か ?

1 3  膏磁 盤 歯泉熊系 1 3C 中- 1 4C 初 W以降 四 a-34G ロ縁部 破片 不明 灰 白 1 0Y 7 / 1  緑灰 7. 5GY 6 / 1  内外面 と も 無文施軸

1 4  青磁 碗 砲泉窮系 1 4C 初~後 1 - 1 - 4 四 b-31 G ロ縁部 破片 不明 灰白 7. 5Y 7 / 1 灰 オ リ ー ブ 5 Y 5 / 3  No. 1 3 と 同一個体力、

1 5  青磁 ? 不明 砲泉窯系 不明 1 - 1 - 4 四 b-31 G 体部 破片 灰 白 7. 5Y 7 / 1  灰 オ リ ー ブ 5 Y 5 / 3  No. 1 2 と 同一個体か

16 青磁 碗 箇泉窯系 1 3C 中-1 4C 初前後 n -b 四 a-羽G，H9G 体部 一 灰 1 0Y 6 / 1  灰 オ リ ー ブ 7. 5Y 5 / 3  No. 5， 1 6 と 同一個体か

1 7  青磁 碗 箇泉窯系 1 3C 中-1 4C 初前後 n -b 四 a-32G 口縁部 磁片 一 灰 1 0Y 6 / 1  灰 オ リ ー プ 7. 5Y 5 / 3  No. 1 4 ， 1 6 と 同一個体か

1 8  青磁 碗 歯泉窯系 13C 中-1 4C 初前後 n -b 四 f-35G 間部 破片 一 灰 1 0Y 6 / 1  灰 オ リ ー ブ 7. 5Y 5 / 3  No. 1 4 ， 1 5 と 同一個体か

1 9  育磁 7 不明 協泉窯系 不明 1 - 1 - 4 四 a-30G ロ縁部 破片 灰 白 5 Y 7 / 1  灰 オ リ ー ブ 5 Y 6 / 2  内外箇 と も 無文

20 青磁 7 不明 寵泉窯系 不明 1 - 1 - 4 四 b-31 G 体部 破片 灰 白 5 Y 7 / 1  灰 オ リ ー ブ 5 Y 6 / 2  内外面 と も無文

21 膏磁 観 不明 不明 n -b VII Z-32G 口縁郡 破片 灰 白 7. 5Y 7 / 1  灰 オ リ ー ブ 5 Y 5 / 3  内外面 と も無文か ?

22 青磁 7 不明 穏泉窯系 不明 1 - 1 - 4 四 c-32G 体部 破片 灰 白 5 Y 7 / 1  オ リ ー ブ灰 1 0Y 6 / 2  内外面 と も無文か 7

23 膏磁 碗 不明 不明 n -b VII Z-31 ， 32G 体部 破片 灰 白 5 Y 7 / 1 オ リ ー ブ灰 5 GY 6 / 1  外面軍軍弁か ? 内面無文

24 青盛 碗/土平 飽泉窯系 不明 E 類 四 a-30G 体部 破片 灰 白 5 GY 8 / 1 明録灰 1 0GY 7 / 1  

25 青磁 碗 不明 不明 不明 四 Z-32G 口縁部 破片 灰 白 7. 5Y 8 / 1  明録灰 7 / 5 GY 7 / 1  

26 膏磁 硯 極泉窯系 1 4C 後 不明 四 d-34G 底部 破片 灰 白 5 Y 8 / 1  オ リ ー ブ灰 1 0Y 4 / 2  柏厚め

27 青盛 硯 筒泉窯系 不明 上回 CD- 2 四 5 SX023 ロ縁部 磁片 灰 白 7. 5Y 8 / 1  録灰 1 0GY 6 / 1  軸厚め

28 青磁 血 飽泉窯系 1 4C 以降 不明 四 5 SX023 口縁部 磁片 灰 白 7. 5Y 8 / 1  オ リ ー ブ灰 1 0Y 6 / 2  ロ縁端部輪花， 陵花皿

29 青磁 皿 間安窯系 1 2C 中~後 1 - 2  四 一 口縁部 被片 灰 白 5 Y 7 / 2  オ リ ー ブ灰 5 GY 6 / 1  軸薄め

30 青磁 碗 髄泉窯系 不明 よ 回 W類 四 a-30G 口縁部 破片 灰 白 5 Y 7 / 1  オ リ ー ブ灰 2. 5GY 6 / 1  No. 29 と 同一個体か

31 青磁 碗 寵泉窯系 不明 上田町類 四 a-31 G 体部 破片 灰 白 5 Y 7 / 1  オ リ ー ブ灰 2. 5GY 6 / 1  No. 28 と 同一個体か

32 脅磁 碗 不明 不明 n -b 四 f-30G 体部 破片 灰 白 7. 5Y 8 / 1 オ リ ー ブ灰 1 0Y 5 / 2  外面に蓮弁文か

33 青磁 碗 不明 不明 上回 8- 4 以降 四 b-31 G 体部 破片 灰 オ リ ー ブ 5 Y 6 / 2  オ リ ー ブ灰 1 0Y 6 /2， 5/2， 4/ 2 

34 青磁 ? 不明 砲泉窯系 不明 1 - 1 - 4 VII b-31 G 口縁部 破片 灰 白 7. 5Y 7 / 1 灰 1 0Y 6 / 1  内外面 と も 無文

35 青信 ? 不明 同安窯系 不明 I 類 四 z-お，Y-34日 口縁部 破片 灰 白 5 Y 7 / 1  オ リ ー ブ灰 2. 5GY 6 / 1  No. 3 と 同種の軸か

36 青磁 ? 不明 飽泉窯系 不明 1 - 1 - 4 四 b-31 G ロ縁部 破片 灰 白 7. 5Y 7 / 1 主主賛 2. 5Y 7 / 4  

37 青磁 ? 不明 不明 元以降で不明 不明 四 b-3 1 G  体 部 破片 灰 白 5 Y 7 / 2  オ リ ー ブ灰 I OY 5 / 2  

38 青磁 ? 不明 寵泉窯系 不明 1 - 1 - 4  四 a-33G 体部 破片 灰貧 2. 5Y 7 / 2  灰 オ リ ー ブ 5 Y 5 / 3  火 ぷ 〈 れ有 り
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種別 器種 産地 年代 区分

出土
出土地点 部位 残存率 法趣 (cm) 色調No 

番号 番号 区 口径 底径 器高 胎土 胎土(間同tion) 紬譲 ・ 染付
備考

軸薬 ・ 染付 (no祖tion)

39 青信 ? 不明 飽泉窯系 不明 1 - 1 - 4 四 f-32G 口縁部 破片 灰白 5 Y 7 / 1  灰 白 7. 5Y 6 / 1  

40 青磁 ? 不明 不明 不明 不明 四 5 SX例1 口縁部 破片 灰貧 2. 5Y 7 / 2  明 オ リ ー ブ 5 GY 7 / 1 

41 青磁 ? 不明 飽泉窯系 不明 W類以降 四 a-31 G 底部 ? 破片 灰 白 2. 5Y 7 / 1  明録灰 1 0GY 7 / 1 

42 青信 ? 不明 飽泉窯系 不明 1 - 1 - 4 四 f-35G 体部 破片 灰貧 2. 5Y 7 / 2  に ぷ い賛 2. 5Y 6 / 3  内外面 と も 無文

43 青磁 碗 不明 不明 n -b 四 一 口縁部 破片 灰白 2. 5Y 8 / 2  に ぷ い黄 2. 5Y 6 / 3  内外面 と も 無 文

4 4  警滋 碗 薗泉窯系 1 3C 前後~前 上 回 目ー 2 四 一 ロ縁部 破片 灰白 2. 5Y 7 / 1  オ リ ー ブ灰 ・ 灰 オ リ ー ブ 1 0Y 5 / 2 ・ 5 Y 5 / 2 外面に薄 〈 謹弁文. 直口縁

45 青盛 碗 簡泉窯系 1 3C 前後~前 n -b 四 一 ロ縁部 破片 灰白 5 Y 7 / 1  オ リ ー ブ灰 5 GY 6 /1 ， 5/ 1 外商に蓮弁文

46 自 E瞳 皿 同安窯系 l l C  後-1 2C 前 I - l b  四 a-30G 底部 破片 推定4 ， 4 灰 白 1 0Y 7 / 1  灰 白 7. 5Y 7 / 2  

47 白 磁 碗 不明 1 2C 代 V類 7 VII 5 SX022 体部 破片 灰 白 1 0Y 8 / 1  灰 白 1 0Y 7 / 1  内面に短い櫛 目 文

48 白 磁 不 明 不明 不明 森 田 D 四 a-30G 体部 破片 灰 白 5 Y 8 / 2  浅黄橿 1 0YR 8 /  4 柏薄 < ， 細 か い貫入有 り ， No. 47 と 同一個体 か 7

49 白 磁 不 明 不 明 不 明 森 田 D 四 a-30G 口信部 破片 灰白 5 Y 8 / 2  浅黄櫨 1 0YR 8 /  4 柏薄 < ， 細 か い貫入有 り ， NO. 46 と 同一個体 か 7

50 自催 t干 不明 不明 森田 D 四 f-3 1 G  口縁部 破片 灰 白 5 Y 8 / 1 灰 白 5 Y 8 / 1  ロ縁輪花 を 有 す る と 思 わ れ る 貫入有 り

51 自 磁 不 明 不 明 不 明 森田 D VII Z，a-33， 34G 口縁部 破片 推定7.7 灰白 2. 5Y 8 / 1  浅黄 2. 5Y 8 / 3  貫入有 り

52 白磁 皿 不明 不明 IX 類 7 V四 Z-30G 体部 破片 灰白 1 0Y 7 / 1  明緑灰 7. 5GY 7 / 1  

53 自信 碗 不明 不明 四類- 2 1 四 f-35G ロ縁部 破片 灰白 5 Y 7 / 2  灰オ リ ー プ 5 Y 6 / 2  貫入有 り

54 白磁 碗 不明 不明 森田 C? 明 a-30G 口縁部 破片 灰 白 5 Y 7 / 2 灰 7. 5Y 6 / 1  口縁部外反

55 自信 皿 不明 不明 n / m ? 四 c- Pil 口縁部 破片 灰白 1 0Y 8 / 1  明 オ リ ー ブ 灰 5 GY 7 / 1 口縁部外反

56 自磁 不明 不明 不明 森 田 D 四 5 SX023 ロ縁部 破片 灰白 2. 5Y 8 / 2  灰 白 5 Y 8 / 2  賀入細か く 有 り

57 白磁 皿 不明 不明 IX 類 四 5 S�α22 ロ縁部 破片 推定1 1 . 0 灰 白 1 0Y 8 / 1  灰 白 1 0Y 7 / 1  わ ず か に外反. 口縁部周辺施紬後に 紬剥 ぎ取 り

58 白磁 皿 不明 不明 IX 類 四 Z，a-33， 34G ロ縁部 磁片 推定1 1 . 0 灰 白 7. 5Y 8 / 1  明 オ リ ー ブ灰 5 GY 7 / 1  わ ず か に外反， 口縁部周辺施紬後に紬剥 ぎ取 り

59 白E瞳 皿 不明 1 3C 後-1 4C 前 IXー 1 類 四 a-32G 底部 破片 推定7. 2 灰 白 7. 5Y 8 / 1 明録灰 7. 5GY 8 / 1  

60 白磁 碗 不明 不明 IX 類 四 Z-32G 口縁部 破片 推定12. 0 灰 白 1 0Y 7 / 1  明 オ リ ー ブ灰 5 GY 7 / 1  わ ず か に外反， ロ縁部周辺施柚後に軸剥 ぎ取 り

61 白磁 皿 不明 1 2C 中113C 桂-14C 前 IX 類 四 Z-お， Y-34G 底部 1 / 4 推定6. 0 灰 白 2. 5Y 7 / 1  明縁灰 7. 5GY 8 / 1  

62 白磁 不明 不明 近世 ? 不明 四 c-30G 口縁部 破片 浅黄檀 1 0YR 8 / 4  に ぷ い黄 2. 5Y 6 / 3  火ぶ く れ気昧有 り . 胎土があ ま いの で 陶器か ?

63 青E誼 碗 飽泉窯系 不明 n -a 類 VII ー 体部 破片 灰 白 2. 5Y 8 / 1  に ぷい黄 2. 5Y 6 / 3  細 か い貫入有 り

64 青磁 碗 不明 不明 不明 四 一 体部 破片 灰 白 l OY 8 / 1  灰 白 1 0Y 7 / 1  

65 自 鑑 蜜類 不明 1 2C 中~後 n / m  VII 1 - 体部 破片 灰 白 N 7 / 0  明 オ リ ー ブ 灰 2. 5GY 7 / 1  

66 自 磁 瓶 ? 不明 近世 ? 不明 咽 5 SK005 胴部 7 破片 灰賞 2. 5Y 7 / 2  灰 白 5 Y 7 / 2  内面紬無 し

67 白磁 碗 不明 不明 w VII ー ロ縁部 破片 灰 白 5 Y 7 / 2  灰 白 7. 5Y 7 / 1 五縁口縁組 い貫入

68 白磁 皿 不明 1 2C 中~後 v-町類/VlI 四 一 ロ縁部 破片 灰 白 5 Y 7 / 2  灰 白 7. 5Y 7 /1 ， 7/ 2  

69 白磁 碗 不明 不明 不明 四 f-35G 体部 破片 灰 白 5 Y 7 / 2  灰オ リ ー ブ 5 Y 6 / 2  紬譜 い

70 白磁 碗 不明 不明 不明 四 f-3 1 G  体部 破片 灰 白 5 Y 7 / 2  明 オ リ ー ブ灰 5 GY 7 / 1  柚薄 い

71 白磁 碗 不明 不明 不明 四 f-3 1 G  体部 破片 浅黄 2. 5Y 8 / 3  灰 白 5 Y 7 / 2  外面途中 が ら 軸無 し ， 細 か い貫入 が 晶 る

72 白磁 碗 不明 近世 ? 不明 四 f-3 1 G  ロ縁部 破片 灰賛 2. 5Y 7 / 2  灰黄 2. 5Y 8 / 2  軸極め て 薄 く 司 胎土があ ま い の で陶器 か ?

73 染付 碗 ? 景徳鎮系 1 6C 前~中葉 小野 C? 四 e-33G 体部 破片 ア 付 ; ') ホ ワ イ ト 5 Y9. 0/1 . 0 (透明柏) 藍 自 (染付軸) 藍色 唾鴨川凪 5/2. 0 制掛 川1 5/5. 5 No. 74 と 同種

74 染付 観 景徳鎮系 1 6C 前~中葉 小野 C? 咽 一 体部 破片 灰 白 5 Y 8 / 1  (透明柚) 藍 自 (染付柚) 藍色 瞳捌 5凪 512. 0 憎骨組 31'8l 5/5. 5 No. 73 と 同種

75 染付 不明 肥前 か ? 不明 不明 四 Z，a-33， 34G ロ縁部 破片 灰白 N 8 / (透明柚) 藍 自 (染付柚) 藍色 置鱗1 588. 5/2. 0 鮒酎 3P8l 5/5. 5 口縁部の内外面に 一重囲線

76 染付 不明 不明 不明 不明 四 c-29， 30G 口縁部 破片 灰白 7. 5Y 8 / 1 (重明軸) オ イ ス 世 ー (聾付軸) 藍色 幅制 5y7. 5/1. 0 1量制 3P田. 5/5. 5

77 染付 不明 不明 不明 不明 四 5 SXI∞o 体部 破片 灰 白 1 0Y 8 / 1  (遺明柏) 藍 白 (聾骨柚) 浅 � な だ 団附 5国. 5/2. 0 1韓関1 3P凪 腕 5

78 染付 皿 不明 不明 小野 B 四 f-30G ロ縁部 破片 浅黄櫨 1 0YR 8 / 3  (透明紬) サ ロ ー (染付軸) 藍色 唖駒 5y7目 5/2. 0 1鮒軸1 3P8l 5/5. 5 組製

79 染付 皿 不明 不明 森田 E 四 a-3 1 G  底 部 破片 灰 白 2. 5Y 8 / 2  (透明柚) オ イ ス 貴 一 (透明紬) 5 Y7 . 5/1 . 0  底部貼付. 染付部分無 し

80 青滋 皿 肥前系 1 7C 中 E 期 四 一 底部 1 / 4 5 浅黄 2. 5Y 7 / 3  明録灰 7. 5GY 7 / 1  底部内部見込. 蛇 ノ 目 軸剥 ぎ， 内外面施柚. 底部外商紬無 し

日 1 闘器 砲 内野山系 1 7C 後 m . w期 四 一 底部 3 / 4 以下 4. 4 に ぷ い黄櫨 1 0YR 7 / 3  (重明軸) !Ji自 (銅輯軸) '!I ( し ょ う (透明目11 1OYR8/ 1 1:鰯樹 3 G5. 0/5. 0 内面透明柚. 舛薗銅緑紬司 外底面軸無 し

l
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出岬

芯

醐掴

抽加

山畑

No. 挿図 図
種別 器種 産地 年代 区分

出土 出土地点 部位 筏存率 法盤 (cm) 色調
備考

番号 番号 区 口径 底径 器晶 胎土 胎土 (no凶:lion) 軸薬 ・ 染付 軸議 ・ 染付 (nolal;on)

82 陶器 碗 内野山系 1 7C 後 m . w期 四 一 底部 1 / 4 以下 1 0. 8  4 . 6 6. 5 にぷい賛橿 1 0YR 7 / 3  {置附) !x自 閣制 Zレーげトン (通用軸) 1町R8/ 1 (髄軸) 31川 1/2. 0 内面透明軸. 外面鏡縁組. 外底面柚無 し

83 陶器 皿 内野山系 不明 不明 四 一 底部 4 / 4  4. 2 灰 白 2. 5Y 8 / 2  {透明柚) 浅黄 (銅録軸) 暗膏灰 (湖軸) 5Y 7/ 3  (，醐) 5 8 4 / 1  向輔自， 雌磁J �閥措土目ト3 t 1 )蝿閣制直醜L島土目(3--4 t 1 )

制 陶器 碗 内野山系 不明 不明 四 b-34G 口縁部. 体部 1 / 4 制下 に�3:ぃ賞鐙 1 0YR 7 / 2  (銅録柚) 録灰 {銅線紬) 7. 5GY 6 / 1  内函透明軸， 外面銅録紬

85 陶器 碗 7 内野山系 不明 不明 咽 a-33G 体部 破片 に;.;.い黄橿 1 0YR 7 / 3  {透明柚) 灰白 {銅緑柏) 録灰 611職制 � 5Y8/2 偶語軸) 5 G 5 / 1  内面透明軸. 外面銅緑軸

86 陶器 碗 内野山系 不明 不明 四 一 口縁部 1 / 4 制下 1 0. 6  灰賛 2. 5Y 7 / 2  (透明紬) 灰 白 (透明細) 7. 5Y 8 / 1  内外面 と も透明紬

87 陶器 皿 内野山系 不明 E 期 四 5 SK01 6 体部 1 / 4 制下 灰 白 2. 5Y 8 / 2  (透明紬) 明緑灰 ( ま れ に ) l量明軸) 7. 5GY 7 / 1 (ま れに) 内外面透明軸， 内底面蛇 J 自 細事j ぎ か . 外底面紬無 し

88 陶器 皿 内野山系 不明 E 期 珊 酉倒 ト レ ンチ 回線~底部 1 / 4 以下 3 . 5  灰 白 5 Y 7 / 1  {透明軸) 灰 白 (透明紬) 5 Y 7 / 2  内外面透明軸， 内底面鈍 ノ 目 軸 剥 ぎ . 外底面軸無 し

89 陶器 皿 肥前系 不明 不明 四 5 SK01 6 底部 1 / 4 4. 6 灰 白 2. 5Y 8 / 2  灰 白 5 Y 7 / 1  内科面 と も遭明軸. 肉底面曲J 目鞠剥ぎ. 時底面軸U， 胎土目富島 り

90 陶器 皿 肥前系 不明 不明 四 5 SK01 6 底部 2 / 4  4. 8 灰 白 1 0YR 8 / 2  灰 白 N 8 / 0  順調軸. 嫡口轟面倒軸. 内i路盤J 目糊I!， 底部内同面臨土目車川

91 陶器 皿 ? 胞前系 不明 不明 四 5 SK01 6 底部 1 / 4 5. 2 灰黄 2. 5Y 7 / 2 ー 内外面透明軸. 内底面胎土 呂 ， 外底面袖無 1-， わずか に抱巾

92 陶器 碗 7 ne前系 不明 不明 四 5 SK01 6 底部 1 / 4 4. 2 灰 白 l OYR 4 / 2 1 - 内外面透明軸. 外底面軸無 し

93 陶器 皿 肥前系 不明 不明 四 5 SK01 6 口縁部 1 / 4 ( 1 3 . 4) 灰糞 2. 5Y 7 / 2 1 - 内面施軸. 外面ロ縁の み施紬

挿図 番号 区 種別 器種
出土地点 法量 (cm) 特徴

備考 写真図版番号 遺構 層位 器高 最大胴径 穿孔径 重量 外器面 外底面 内器面 内底面
270 1 702 VJIl区 白 磁 皿 5 SX022 ①層一括 ナ デ ナ デ

270 1 703 四区 白 磁 皿 5 SX022 一括 ナ デ ナ デ

272 1 71 1  VJIl区 育館 陵花皿 5 SX023 ①層 ( 1 3 . 4) ナ デ ? ナ デ ? 口縁端部輪花

272 1 71 2  四区 青磁 皿 5 SX023 ②層 ( 1 4 . 8) ナデ後施粕 ナデ後施租 糊厚め

l
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出陣

さ

謹

湘刺

繍

挿図書号
法III (cm) 調整 色調

図番号 種別 器種 産地 年代 区骨 出土区 出土地点 備考 写真図版
口径 底径 器高 最大田甚 内面 舛面 内底面 外底面 胎土 胎土 (no胞尚n) 柏薬 ・ 染付 紬薬 ・ 染付 (no也加n)

(柏) シ ?- 'j リ
怨4 1 779 陶器 中硯 肥前 1 6∞-16羽 X - 2  6 5X504 ナデ ナデ れ ん が色 4 YR4. 0/6. 0 ー ン ・ パー ルホ ワ (柚) 5 Y2. 5/1 . 5 ・ N8. 5 中鶴か ?

イ ト

怨4 1780 陶器 中碗 肥前 1 6∞-16却 X - 2  6 8X506 (3.5) ナテ 削 り 出 し高台 樺色 IOYR4.0/1 1 . 。 (軸) シ ず- 'j リ (紬) 5 Y2. 5/1 . 5  中綿か ?--， ‘ 
怨4 1781 陶器 ・ 緑紬 中醜 ? 肥前 ; 1 7C 後半 E 4 . 6  ナ デ 削 IJ t却 し高官 サ ロ ー 5 Y7. 5/2. 0 (柚) オ リ ー ブ ヴ { 軸 ) 3 GY3. 5/5. 0 中碗 か ?館野内野山 リ ー ン

削 り 出 し高官.
ブ
(灰
灰

軸) 明オ リ ー辺4 1 河2 陶器 中硯 ? 肥前葺 略目年以降 X - l  4 . 6  ナデ後施紬 兜巾. 畳付以 灰白 5 Y 2 / 1  (灰軸) 5 GY 7 / 1  中碗か ?
外施軸

2倒 1 783 陶器 ・ 縁組 中碗 肥前 . 1 7C 後半 m w  X - 2  6 5X回2 4. 4 ナ デ 削 り 出 し高台 ベー ジ ュ 8 YR7. 5/2. 。 (紬) マ ラ カ イ ト (柏) 3 G4 .0/8. 5 中儲か ?嬉野内野山 デ リ ー ン

294 1784 陶器 ・ 鉄紬 中碗 肥前 ; 17C 末-18C 前 m w  X - 2  1 1 . 3  4. 3 6. 8 ナデ ナデ ナ デ 削 リ 出 し高台 ベー ジ ュ 8 YR7.5/2.0 (軸) 金茶 ・ 焦革 (柏) 8 YR5. 0/1 1 . 0 ・ 8 YR
嬉野内野山 2. 5/1 . 5  

肥前 ; (柏内面) ア イ ポ (紬内面) 5 Y9. 0/1 . 0  294 1 785 陶器 ・ 録軸 中碗 鱒野内野山 17C 末-18C 酎 m w  X - 2  g-43G (1 1 . 5) 4 . 3  6. 9 ナデ ナデ ナ デ 削 リ 出 し高台 ベー ジ ュ 8 YR7. 5/2. 0 リ ー ホ ワ イ ト (紬 (柚外面) 3 G5. 0/5.0 外面) ろ く し よ う

沼4 1 786 陶器 中碗 肥前 17C 桂-18C 前 m w  X - 2  6 5X506 (1 0. 1 )  4 .0  5. 3 ナデ ナテ ナ デ 削 り 出 し高台 灰汁色 5 Y5. 0/1 . 0  龍茶 {化笹土) ヲ 8 YR2. 5/1 . 5  
リ ー ム イ 工 ロ ー (化経土) 2 Y9. 0/6. 0 

淡黄 ・ ヲ リ ー 2. 5Y 8 / 3 ・ 2 Y (鞍) i浅黄 ・ 枯草 (柏) 2. 5Y 7 / 4 ・ 5 Y7. 5 
m 1 787 陶器 中碗 不明 17C 植-18C 前 m w  X - 2  g-43G (10. 7) 4 . 4  6. 2 ナデ ナデ ナ デ 削 り 出 し高台 ム イ エ ロ ー 9. 0/6.0  色 {鉄柚) 黒褐 ・ /6. 0 (鉄 柏) 7. 5YR 3 / 2  

黒柿色 • 4 R2. 0/1 . 5  

陶 器 ・ 緑 轍 肥前 ; 憎 ・ 向酎 オ リ ー ブ ド う (柏 ・ 内 函) 5 Y4. 5/2. 0・ 3
怨4 1788 (内野山系) 中碗 嬉野内野山 17C ま-18C 前 m w  X - 2  6 5X506 1 0. 7  4. 6 6. 7 ナデ ナデ ナ デ 削 り 出 し高台 オ イ ス 11 - 5 Y7 .5/1 . 0  j . ムーンライ ト7ルー (軸 PB8. 0/2. 0 (紬 ・舛 函) 5 Y  - 耳語) 油色 ・ õ ( し ょ う 6. 0/6. 0 ・ 3 G5. 0/5. 0 

(柚) オ リ ブデ (柏) 3 GY3. 5/5. 0 ・ 3 PB2例 17;ω 陶器 ・ 録細 中碗 肥前 ; 伊万里 1 7C 後半 E X - 2  6 5X却4 (4 .5) ナ デ 削 り 出 し高官 れ ん が色 4 YR4. 0/6. 0 リ ー ン ・ コ バル ト 中碗か ?
ブルー 3. 5/10. 0 

怨4 げ90 陶器 中観 肥前嘉 ? 17C 接-18C 前 m w  X - 2  g-43G 9. 4 4 .0  5 . 8  ナデ 箆削 り ナデ削 り 削 り 出 し高台 灰黄 ・ サ ロ ー 2. 5Y 7 / 2 ・ 5 Y (紬) 費褐 ・ ラ セ (紬) 2. 5Y 5 / 3 ・ 2 Y4 . 0
7. 5/2. 0 ッ ト ゴ ー ル ド /5. 5 

お4 1 791 陶器 中碗 肥前系 17C 撞-18C 前 田 町 X - 2  6 8減却2 (1 0. 1 ) (4. 4) 6. 1 ナデ ナデ ナ デ 箆削 り . 削 IJ 淡黄 ・ サ ロ ー 2. 5Y 8 / 3 ・ 5 Y (軸) に ぷい黄橿 (柚) 10YR 6 / 3 ・ 4 YR6. 0 
出 し高台 7. 5/2. 0 - 香色 /2. 0 

お4 げ宮2 陶器 中碗 肥前果 17C 撞-18C 前 m w  X - 2  f-42G 3. 9 ナデ ナデ ナ デ 箆削
高
り

台
. 削 り に ぷい黄櫨 ・ 1 0YR 7 / 2 ・ 5 (粕) にぷい黄 ・ (軸) 2. 5Y 6 / 3 ・ 2 Y4. 0 中碗か ?出 し サ ロ ー Y7. 5/2. 0 ラ セ ッ ト ゴー ル ド /5. 5 

箆削 り . 削 り 2. 5Y 7  / 2 ・ 5 Y (軸) 明膏f H Kオ リ {稲) 5 PB 7 / 1 ・ 7. 5Y 6
怨4 1793 陶器 中磁 肥前系 17C 桂-18C 前 m w  X - 2  b-4泊 1 0. 2  3. 9 6 .4  ナデ ナデ ナ デ 出 し高台 灰黄 ・ サ 口 一

7. 5/2. 0 
- 1 ・ ミ ス ト 'i リ ー ン / 2 ・ 3 GY7. 5/2. 0 ・ 3 PB- ムーンライ トブルー 8. 0/2.0 

怨4 1794 間器 中碗 肥前嘉 17C 桂-18C 前 m w  X - 2  g-43G (1 1 . 0) (4 .6)  6. 7 ナデ ナデ ナ デ 削 り 出 し高台 灰 白 ・ オ イ ス 5 Y 7 / 2 ・ 5 Y
・
(軸
ブ

)
ロ

灰オ リ ー ブ {軸) 5 Y 6 / 2 ・ 5 Y4 . 0/
11 - 7. 5/1 . 0  ンズ 5. 5 

怨4 1795 陶器 大碗 肥後 ; 小代 ? 18C 代 7 V X - 2  5. 1 ナデ 削 り 出 し高台 ト ー プ 4 YR3. 0/1 . 0 (紬) 露草色 ・ オ (柚) 3 PB5 . 0/ 1 0. 0 ・ 5 Y
イ À lI - 7.5/1 . 0  

怨4 1 7弱 陶器 中碗 肥後 18C 末-19C 前 V X - 2  6 5D501 (1 0. 3) ナデ ナデ 灰白 ・ サ ロ ー 2. 5Y 8 / 2 ・ 5 Y (柚) オ リ ー ブ黄 {柏) 5 Y 6 / 3 ・ 5 Y6. 0/ 
7. 5/2. 0 - 油色 6.0 

2倒 1 乃7 陶器 中碗 肥後 18C 束-18C 前 V X - 2  6 8D501 ( 10. 8) 4 . 9  6 . 0  ナデ ナデ. 削 り ナ デ 削 り 出 し高台 淡黄 ・ ヲ リ ー 2. 5Y 8 / 3 ・ 2 Y (軸) 浅黄 ・ 小量 (融) 2. 5Y 7 / 3 ・ 8 YR7. 0
鶴 ?ム イ エ ロ ー 9. 0/6. 0 色 /6. 5 
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出岬

き

強

制相

仙川

法盛 (聞1) 調整 色闘
儲考 写真図版挿図番号 園番号 種別 器種 産地 年代 区骨 出土区 出土地点

口径 底径 器高 最大国笹 内薗 舛面 内底面 舛底面 胎土 飴土 (n回a盟国n) 軸藁 ・ 染付 稲葉 ・ 染付 (notation)

風
館

前
野内

;
野山 紬

ナデ
剥

.
吉

蛇の 目 (軸内面) ス レ (軸内面) 3 G4 . 0/2. 0 
怨5 1 7羽 陶器 ・ 緑柚 小皿 17C 末-IBC 前 m w  X - 2  g-43G 12 . 2  4. 2 3 . 8  ナデ ナデ 削 り 出 し高台 ベ ー ジ ュ 8 YR7. 5/2. 0 ト デ リ ー ン (租外 (軸外面) 5 Y7. 5/2. 0 

薗) サ ロ ー

肥前 ;
軸
ナデ

剥
.
ぎ

蛇の 目 (内面) ろ く し ょ (内面) 3 G5. 0/5.0 
泊5 1 799 陶器 ・ 録柚 小皿 館野内野山 17C 末-IBC 前 m w  X - 2  6 SX5!同 12 .4  4 . 4  3. 4 ナデ ナデ 削 り 出 し高台 ヲ リ ー ム色 2 Y9. 0/2. 0 う (外面) オ イ ス {外面) 5 Y7. 5/1 . 0  

� -

濁5 1 8∞ 陶器 ・ 刷毛目 小血 館前 17C 撞-IBC 前 m w  X - 2  g-43O 1 1 . 2  4. 3 2. 9 ナデ ナデ 拍
ナ

車
デ
11 ;ぎ

蛇の 目
削 り 出 し 高台 小麦色 8 YR7. 0/6. 5 怠色 (化経土) ハ 4 YR4. 0/2. 0 

ニ ー ス イ ー ト (化油土) 2 Y7. 5/6. 0  

295 1 801 陶器 ・ 灰軸 五寸皿 肥前 1 7C 中 X - 2  6 SX印4 (1 3. 9) 4. 3 3. 4 ナテ測 り ナデ ナデ 削 り 出 し高台 イ エ ロ ー オ ー 8 YR6.0/6. 5 ラ
{紬

ブ
) オ リ ー ブ ド {紬) 5 Y4. 5/2. 0 44 

カ ー

295 1802 陶器 ・ 灰軸 五寸皿 肥前 1 7C 中 X - 2  6 SX504 (14 . 8) ナデ， 削 り ナ デ (軸) ミ ス ト '/ リ (柚) 3 GY7. 5/2. 0 ・ 8 YR 制ー ン ・ サ ロ ー 5. 0/1 1 . 0  

回転ナデ. 見 目'1 出 し高台昌幸8 冒旦邑さ頭理笠え盟輯詮F国高間札官押� 2邸 1803 陶器 小皿 肥後 ， 小代か ? 1 9C 初 X - l  5.0 2. 8 ナデ後施軸 ナデ後施紬 込み中央且露 齢舘(b相feJAE目Mil目-量車 種 7. 5YR 6 / 6  (柚) Iこぶい黄色 (柏) 2. 5Y 6 / 3  
胎

2笥 1 却4 陶器 小皿 肥前 17C 植-IBC 前 m w  X - 2  6 SX割高 13. 1 4. 1 3 .4  ナデ ナデ. へ ラ ケ ナ
柚剥

デ.
ぎ

蛇の 目
削 り 出 し高台 ア ン テ ィ ー ヲ 4 YR3. 0/6. 0 ト ー プ (化潜土) 4 YR3. 0/1 . 0  

X リ ブ ラ ウ ン 鳥の子色 (化経土) 5 Y9. 0/2.0  

匁5 1805 陶器 小皿 肥前 17C 櫨-IBC 前 m w  X - 2  g-43白 12 . 7  4 .0  2. 5 ナデ ナデ. ヘ ラ ケ ナ
軸

デ
剥

.
ぎ

蛇の 目
削 り 出 しi高台 ア ン テ ィ ー ヲ 4 YR3. 0/6. 0 ト ー プ (染付) オ 4 YR3. 0/1 . 0  

X リ ブラ ウ ン イ ス ゴ抱 一 (染付) 5 Y7. 5/1 . 0  

ス テ ィ ー )�'/ {融) ラ セ ッ ト ゴ
。
柏
/

)
5.

2 Y4 . 0/5. 5 ・ 3 PB 怨5 1 鈎B 陶器 ・ 富灰 五寸皿 肥前 . .高取高 1 7C 前 X - 2  1-42. 43G 1 5. 1  5 .9  3. 6 ナデ ナ デ ナデ 削 り 出 し高台 レ イ 3 PB3.0/1 . 0  - )� I' ・ 浅は な だ 5. 0/5. 5 ・ 5 Y7. 5/1 . 0 結花 44 
- オ イ ^ � -

295 1 807 関器 小皿 ? 肥前轟 1匝ト1旬。 X - 2  g-43O 4. 5 ナデ胎土 自 痕 削
胎土

り 出
目 蜜

し高台 灰 オ リ ー ブ IOY 6 / 2  (灰軸) 灰 白 ( 紬 ) 1 0Y 7 / 1  兜巾高台
か ?

お5 1808 閤器 小皿 肥前嘉 1690- 1 7加 X - 2  g-43O 4. 4 蛇の 目 軸剥 吉 削 り 出 しi高台 灰黄 2.5Y 7 / 2  ・
(軸
陪褐

) 灰オ リ ー ブ (鞠) 7. 5Y 6 / 2 ・ 1 0YR 3
/ 3 

舗5 1 8ω 陶器 ・ 刷毛目
小皿 肥前 17C 前 X - 2  6 SX刷 (12. 8) 4. 4 3 .6 ナ デ. 護状の ナデ ナデ. 量儀. 削 り 出 しi高台 弁柄色 7 R3. 5/6. 5 (紬) 窟色 ・ ヲ リ (軸) 4 YR4. 0/2. 0 ・ 2 Y 44 - 車蝦 ハ ケ メ 砂 目 ー ム色 9. 0/2. 0 

舗5 18 10  閤器 小皿 肥前 1 690-17，伺 X - l  (4 .4) ナデ後施軸 ナデ後施軸蛇 削 り 出 し高台. 灰白 2. 5GY 8 / 1  (紬) 灰 白 ( 軸 ) 5 Y 7 / 2  
の 目 柚剥 ぎ ナ デ唱 無紬

2笥 18 1 1  陶器 . 1l蝶 小皿 肥櫨 ; 1 9C 中 ? v X - 2  (8 . 8) 3. 5 2 .8  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 しi高台 オ リ ー ブ ド ラ 5 Y4. 5/2. 0 (軸) ブロ ン ズ{化 {鞠) 5 Y4. 0/5. 5 
小代か ら も類似品 ブ 盤土) 自 申 り 色 (化駐土) 8 Y9. 0/2. 0 

2笥 18 12  陶器 ・ 量世 小皿 肥植 ; 1 9C 中 ? V X - 2  6 S0501 ナデ ナ デ ナデ 削 iH 却 し高台 鳶色 4 YR4. 0/2. 0 土
(軸) 焦茶 (化経 (

(
柏
化

)
盤土

B Y
)

R
5
2.

Y
5
9
/
. 0

1
/
. 5  

2. 0 小代か ら も頚似品 ) 鳥の子色

m 1 8 13  陶器 五寸血 肥前 ; 1 6束-17C 初 X - 2  6 SX504 (1 3 . 7) 4. 9 4 . 4  ナデ ナ デ. ヘ ラ ケ ナ デ 削 り 出 し高台 ヲ リ ー ム色 2 Y9. 0/2. 0 烏の子色 (桔) 5 Y9. 0/2. 0 
倍野内野山南 ズリ

2舗 1814  陶器 小皿 肥前 ; 17C 末-18C 前 m w  X - 2  6 SX田S 12 .0  4 . 6 3. 7 ナ デ ナ デ 柚
ナ

剥
デ.

ぎ
蛇の 目 へ ラ ケズ リ .

台 オ イ ^ � - 5 Y7 . 5/1 . 0  (柚) 泊色 (柏) 5 Y6. 0/6. 0 
鏑野内野山 削 り 出 し高

お6 18 15  陶器 五サ皿 ? 肥
錨

前
野内

;
野山 17C 末-18C 前 m w  X - 2  1-42. 43G 4. 2 ナ デ ナデ 柚

ナ
剥
デ.

曹
蛇の 目

削 り 出 し高台 オ イ ^ � - 5 Y7. 5/1 . 0  (軸) ブ ロ ンズ (軸) 5 Y4. 0/5. 5 

296 18 16  院器 ・ 灰軸 中皿 ? 肥前 1 7C 中 X - 2  g-43O 5.0 ナデ 削 り 出 し高台 小麦色 8 YR7. 0/6. 5 (柚) 灰汁色 (柚) 5 Y5. 0/1 . 0  

。、-J ，þ.; 



随

意

捕掴

抽羽

山河

議量 (cm) 調盤 色調
挿図書号 図書号 種別 器種 産地 年代 区骨 出土区 出土地点 備考 写真図版

口径 底径 器高 最大田甚 内面 外面 内底面 舛底面 胎土 胎土 (no回目。n) 馳藁 ・ 染付 軸藁 ・ 染付 (no凶on)

型高 1 8 1 7  陶器 ・ 灰柚 中皿 肥前華 1 6∞-16却 X - 2  7. 9 ナ デ 削 り 出 し高台 オ イ ス 章 一 5 Y7. 5/1 . 0  {紬) サ ロ ー {紬) 5 Y7.5/2. 0 

紬
ナ

剥
デ.

ぎ
蛇の 目 ト ー プ

ブ
(化

ド
粧
ラ

土
ブ

) 4 YR3. 0/1 . 0  (化粧土) 5 Y  296 18 18  陶器 中皿 肥前 17C 後-18C 前 m lV  X - 2  6 5X5位 19 . 8  8 .6  5. 7 ナデ ナデ 削 り出 し高台 れ んが色 4 YR4. 0/6. 。 オ リ ー 4. 5/2. 0 ・ 2 Y9. 0/2. 0 ? リ ー ム 色

肥
嬉野

前
内
;

野山 軸
ナ

剥
デ，

ぎ
蛇の 目

ブ
{軸
ず

肉面) オ リ ー (粕 内 函) 3 GY3. 5/5. 0 ・
296 1 8 19  陶器 ・ 緑穂 中皿 17C 後半 E X - 2  6 5X504 (7. 3) ナ デ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ス 聖 一 5 Y7 . 5/1 . 0  リ ー ン ・ 露草 3 PB5. 0/10.0 

色 {柚外面) 油色 (柚外面) 5 Y6. 0/6. 0 

肥前 ; 園。J出 L直音. ナ
296 1820 陶器 中皿 内野山北畢 1 610-1650 X - l 6 5KG犯 ナ デ後施軸 ナデ後施粕 ナデ後施軸

晶
デ

鰍

土目盛風
和鮒j lこ 灰白 lOY 8 / 1  {軸} 明録灰 (柚) 5 GY 8 / 1  

ナデ種施稲緯 ナデ高台削 り 量 {紬} 灰 オ リ ー ブ
(
(
灰
軸

軸
) 5 Y 4 / 2  296 1 821 関器 大皿 7 不明 1610  X - 2  6 5X回'3 ? 9. 8 に灰軸 軸. 蹟土目剥ぎ にぷい橿 7. 5YR 7 / 4 {灰軸) 灰 白 ) 5 Y 8 / 1  44 

と り 富晶 リ

296 1 822 陶器 大皿 不明 X - I  6 5�∞3 (29. 6) (8 .0) 7. 6 ナ デ後施軸 ナデ後口縁~ 園転ナデ胎土 ナ
し高

デ
台
. 削 り 出 に，l�い櫨 5 YR 6 / 4  {紬} 灰賛褐 {柏) 1 0YR 5 / 2  闘部雑に施紬 目 痩

2錨 1823 陶器 大皿 肥前 ; 1富津嘉 1 590-16却 X - 2  6 5渇仰 35. 5 9 . 7  9 .4  ナデ後飽柏 ナデ後施紬 ナデ後施鞄 削 り 出 しi高台 オ イ ス 章 一 5 Y7. 5/1 . 0  {柚) 油色 {組) 5 Y6. 0/6. 0 

ナ デ後維に施 ナデ盤l口臨時町 削I}出 しi高台砂 (輸) 黒 ・ オ リ ー ブ {軸) 7. 5YR 2 / 1 ・ 5 Y 3
297 1 殴4 陶器 大鉢 不明 1 7回以降 X - 2  6 5日目1 12 .0  軸

車
ナデ. 砂 回 復 目直ヘラ切 り 葺 灰 赤 7.5R 4 / 2  畢 (jt瞳土) 暗審匝 /

{
2
自
. 7
化経

{化
土
駐
)
土
7
)
.

5 R 3 / 2  
と し削 l}ìI>h {由化誼土) 庇自 5Y 8 / 1  

ナ佃デ卸置(値日紛土{豊t盤自土仕 ナデ後自化粧 高回ナデ台り措酎
和

量E1j .
lこ{融t桂自置土 <f!:tll土) 轟i8i (由化 {

(
化
自

経
化

土
粧土

) 2
) 
. 5YR 4 / 1  

297 1825 陶器 中鉢 不明 171∞代 X - 2  (24 .4) 10. 0  1 3 .0  土 に，ltぃ橿 2. 5YR 6 / 4  
世北

土極
土
) }lこ橿ぶ暗い責轟橿蝿 (里 lOYR 7 / 2  置土で蝿盟毛目1ft {黒化粧土) 5 YR 2 / 3 

ナ デ後口縁部 ナデ後化植土 [樹 餓 ・ オ リ ー11 (柚) 8 YR2. 5/1 . 5 ・ 3 GY
却7 1826 陶器 ・ ニ彩 大鉢 肥前 ; 唐津嘉 1 6∞ X - 2  6 5X却B 37. 0  1 2. 8  1 2. 9  由化魅土後雄 胎土回復 削 り 出 し高台 れんが色 4 YR4. 0/6. 0 リ ーン ・ 7口�X (f憾 3. 5/5. 0 ・ 5 Y4. 0/5. 5 45 

に施柏 土1 1' イ ポ リ ーホワイ ト (化粧土) 5 Y9. 0/1 . 0  

1-42. ナデ副随土周毛目 ナデ後口緯の 岡
ナ

毛
デ後

目
化

{機
魅土

・
{白化粧土) 灰白 {由化経土) 7. 5Y 8 / 1  

却7 1 位7 同器 大鉢 不明 1 7回以降 X - 2  
g-4鉛 (42. 6) 04 .6) 03 . 2) 骨 量 ・ 量紋笹口 み施軸 削 リ 出 し高台 灰赤 2. 5YR 5 / 2  {柚) オ リ ー ブ褐 (軸) 2. 5Y 4 / 3 ・ 3 / 1島町線に鍋 縦) - 累褐 ・ にぷい黄 ' 6 / 3  

削 り 出 し高台 {拍) 陪褐 ・ 赤黒 (軸) 7. 5YR 3 / 3 ・ 1 0R1 . 71
298 1828 陶器 小鉢 E前 . .高取 ? 17C 初か ? X - 2  6 5X504 9. 3 3. 8 4 . 6  ナデ後施軸 ナデ後施轍 ナデ後施軸 畳付僚組 にぷい褐 7. 5YR 5 / 2  - 灰 白 ・ 灰 ・ 灰 オ /1 . 21 ・ 5 Y 8 / 1 ・ 8 / 2 ・ 5 Y 6 小鉢か 7

リ ー ブ ・ 瑠潤色 ' 6 1 2 ・ 6 P図 5110. 0

削 り だ し晶台 (柏) 黒 ・ 暗赤褐 {柚) Nl . 5/ 0 ・ 8 / 0 ・
錦8 1829 陶器 IJ'鉢 肥前 ; 高取 ? 1 7C 初。 ? X - 2  6 5烈珂7 3.6 5. 0 ナ デ後施軸 ナデ後施柏 ナデ後施紬 量付柏剥 吉 と 黄灰 2.5Y 6 / 1  - 灰 ・ 自 ・ 紺青色 5 YR 3 / 6 ・ 1 0Y 6 / 1 ・ 小鉢か ?

リ 6 PB2. 5/9. 5 
(租 ・ 向酉) オ リ -11 (柚 ・ 内 面) 3 GY3. 5/5. 0・

298 18却 陶器 ・ 縁組 中鉢 肥前 ; 内野山系 X - 2  6 5X506 ( 1 9 . 6) ナデ ナデ 蛇の 目 軸剥 ぎ へ ラ ケX リ ザ ロ ー 5 Y7. 5/2. 0 リ ー ン . 1草色 (軸 ・ 時 3 PB5. 0/10.0  
õiil l'イ ;1( リ ー事ワ イ ト (柚 ・ 外面) 5 Y9. 0/1 . 0  

ナデ. 蛇の 目 オ リ ー ブ ド ラ ラ セ ッ ト ゴール ド 2 Y4. 0/5. 5 298 1 831 陶器 ・ 刷毛 目 中 鉢 肥前 1 780-1 860 V X - 2  6 5X502 お.0 7 .4  7. 8 ナ デ ナデ ナデ 軸剥 曹 ブ 5 Y4. 5/2. 0 (jt経土) 鳥の子 (化粧土) 5 Y9. 0/2. 0 色

298 l a担 陶器 中鉢 不明 X - 2  6 5X印4 (20. 0) 9 .8  9. 3 (20. 8) 晶 て 具蜜 叩 き 槙 回転ヨ コ ナ デ ナデ板 目 痕 赤黒 ・ 明赤褐 2. 5YR 2 / 1 ・ 5
浅鉢/ 6 1 -

泊8 1 833 陶器 中鉢 不明 X - 2  6 5X504 (2 1 . 0) ナデ ? ナデ ? に ，l�い赤褐 2. 5YR 4 / 3 

298 1834 関器 中鉢 不明 X - 2  6 5X504・ 08 . 0) 0 2 . 2) 1 2 . 7  08. 71 あ て 具痕 叩 害 復 陪赤灰 1 0R 3 / 1  6 5犯由3

ナ デ後施紬ロ ナデ後施軸口 1 0R 4 / 1 ・ 5 / (粕) オ リ ー ブ黒 {柚) 7. 5Y 3 / 2 ・ 5 Y 5 /怨8 1 835 陶器 中鉢 不明 X - 2  g-42G 19 .0  6. 0 9 .5  縁部のみ柚な 縁部のみ穂な ナデ ? 後施柏 回転ナデ無柚 暗赤褐 ・ 審褐 4 - 灰 オ リ ー ブ 3 し し

-
m
吋
切
|



脳

神智

岡田

淵

糊

挿図番号 図番号 産地 年代
法畳 (cm) 踊整 色飼

極別 器種 区骨 出土区 出土地点 備考 写真図版
口径 底径 器高 自主限 内面 舛面 内底面 外底面 胎土 胎土 (notation) 輪薬 ・ 染付 柏葉 ・ 染付 (no凶on)

299 1回S 陶器 指鉢 園内. 不明 1 7C 前町中 (不 E 期 X - 2  g-42G (38. 5) ナデ. 櫛描娼 回転 ヨ コ ナデ 褐灰 5 YR 4 / 1  明) か ? 目

2鈎 1 837 陶器 指鉢 園内. 不明 1 7C 前~中(不 E 期 X - 2  g-43G (37. 1 )  回転 ヨ コ ナデ 回転ヨ コ ナデ 黒褐 5 YR 2 / 1  明) か 7 後櫛描摺 目

299 1 838 陶器 指鉢 圏内. 不明 1 7C 前~中(平 E 期 X - 2  g-43G <27. 0) 回転 ヨ コ ナテ 回転 ヨ コ ナデ 暗赤灰 7.5R 3 / 1  明) fJ> ?  後櫛描抱 自

299 1 8羽 陶器 摺鉢 止州内. 不明 17C 前~中 (不 E 期 X - 2  g-43G 02. 3) 櫛錨指目 回転ヨ コ ナデ 櫛描摺目 ナデ 赤橿 IOR 6 / 6  明) か ?

2鈎 1 制。 閤器 指鉢 園内. 不明 1 7C 中~後(不 E 期 X - 2  g-43G (35. 0) 回 転 ヨ コ ナ デ 回転 ヨ コ ナデ 明赤褐 2. 5YR 5 / 6  (化粧土) に ぷ い (化経土) 2. 5YR 5 / 3  明) か 7 後櫛錨摺 巨 赤縄

1 7C 中~後(不 E期 回転ヨ コ ナデ
299 1 841 陶器 指鉢 圏内. 不明 明) か ?

X - 2  g-43G (34. 8) 後櫛錨摺 目 . 回転ヨ コ ナデ ー 赤 IOR 4 / 6  (化艦土) 褐灰 {化粧土) 5 YR 6 / 1  
�線

m 1 842 陶器 指鉢 肥前嘉 1 7C 中~後 E期 X - 2  f-43G (35. 8) 街錨指目 目録 回転ナデ 赤信 10R 4 / 3  (柚) 黒褐 (柏) 2 .5Y 3 / 2  模犠
草田 1制3 陶器 指鉢 E前菜 X - 2  6 SX田S (37. 0) 03 .0) 1 1 . 6  回転ヨ コ ナデ. 回転ヨ コ ナデ. 回転ヨ コナデ 回転品切 り 隠 褐灰 5 YR 5 / 1  (鉄柏) 黒褐 {鉄輪) 5 YR 3 / 1  45 鉄柚 鋲軸 後悔描指目 し

3∞ 1 844 陶器 指鉢 丸州内 1 7C 中~後 E期 X - 2  g-43G お. 9 1 1 . 9  1 4 . 6  回転 ヨ コ ナデ 回転ナデ. ナ 樹描摺 目 回転品切 リ 落 に .. �い赤 7. 5R 4 / 4  (軸) 極措褐 (柏) 7. 5YR 2 / 3 後櫛描編 目 7 と し

制 1 845 陶器 摺鉢 止州内 1 7C 中~後 E期 X - 2  g-42G 33. 8 1 3 . 3  1 3. 7  回転 ヨ コ ナデ 回転 ヨ コ ナデ 図転ナデ後櫛 回転品切 り 落 赤褐 IOR 4 / 3  (紬) 累褐 (柚) 2 .5Y 3 / 2 後櫛描揺目 描宿目 と し

却1 1 制S 陶器 揺鉢 厄前嘉 X - 2  6 SX505. (32. 4) 回転ヨ コ ナデ 回転 ヨ コ ナデ 褐灰 5 YR 5 / 1  灰赤 2. 5YR 4 / 2  焼締. 篠
鉛S 後悔描摺 目 後償措鋼 目 軸

初1 1 847 閤器 信鉢 肥前嘉 1 8C 中~後 VIIII X - 2  34. 6  1 1 . 6  12. 3 回転 ヨ コ ナデ 回転ヨ コ ナデ 櫛描揺目 回転品切 り 灰赤 2. 5YR 4 / 2  (軸) 陪赤褐 (軸) 2.5Y 3 / 2 後櫛播宿目

回転 ヨ コ ナデ 園転ヨ コ ナ デ 回転へ ラ 削 り .
初1 1 848 陶器 指鉢 止州内 1 8C 中~後 V期 X - 2  6 S0501 (39. 5) 1 7 .0  15 .9  後櫛搭摺目

- へ ラ 削 り 後 櫛描摺 目 高台へ ラ 削 り . 明赤褐 2. 5YR 5 / 6  (軸) 暗稼禍 {柚) 2. 5YR 3 / 2  
ナデ へ ラ切 り

回転ヨ コ ナデ 街描摺 !l l量施 回転品切 り 酸 {粕 ・ 外)黒褐(軸 (軸 ・ 外) 2 .5Y 3 / 2  羽1 1 849 陶器 揺鉢 圏内. 不明 1 8C 中~後 V期 X - 2  37. 6 1 1 . 0  17. 1 5  後街措指 目 後 回転ヨ コ ナ デ 紬 し. ヨ コ ナデ に ぷ い赤 7.5R - 内) に ぷ い賛橿 (柏 ・ 肉) 1 0YR 7 / 2  
施軸

H キ. ナデ. (柏 ・ 外面) 暗赤 (柚 ・ 外面) 1 0R 4 / 1  
初2 1850 陶器 壷 肥前 1 7C 後半 X - 2  6 SX5位 21 . 6  19 .2  31 . 3  28. 4 51 51 キ. ナデ 工具ナデ 51 51 キ. ナデ れ ん が色 4 YR4. 0/6. 0 灰 {紬 ・ 内面) 赤 (軸 ・ 内 面) 1 0R 4 / 4 ・ 1 0カ キ メ ?

褐 ・ 暗赤灰 R 4 / 1  

ヨ コ ナデ.
デ

9 ヨ コ ナデ.
デ

9 (柏 ・ 外
・

面
内面

) 陪
) 灰

赤 (柏 ・ 外面) 7. 5R 3 / 1  
302 1邸1 陶器 蜜 肥前 1 7C 後半 X - 2  f-42. 43G 32. 2 (25. 3) 37. 3 れ んが色 4 YR4. 0/6. 0 灰 {紬 (柏 ・ 内 函) 1 0R 4 / 2 ・ 1 0世 キ. ナ 9 キ. ナ 色 ・ 赤褐 R 5 / 4  

H キ. ナデ. 量 生 キ. ナデ. 一
(柚 ・ 外面) 陪赤 (粕 ・ 外面) 2. 5R 3 / 1  302 1 852 陶器 聾 肥前 1 7C 後半 X - 2  6 SX504 46. 7 21 . 8  45. 5 52. 4 ナデ れ ん が色 4 YR4. 0/6. 。 灰 (紬 ・ 内面) 褐ヨ コ ナデ カ キ メ 7 灰 (輸 ・ 内面) 5 YR 4 / 1  

肥前 ; ニ川焼か弓 7{軸・ 鼻翼面幅) fX自 ・ オ リ ・ (軸 叫 面) 5 Y 7  / 2 ・ 5 / 4 訟宜半周却3 1 853 隠器 蜜 野窯 (福岡) 1 9C X - 2  g-42G (26. 0) ナデ ナデ に ぷ い橿 5 YR 6 / 4  - オ リ ー ブ星 • 2 / 2 ・ 2.5Y 3 / 1 (租 ・ 肉 聾{目 ・ 向劃 E自 ・ 阜商 面) 2.5Y 8 / 2 ・ IOYR 3 / 2

f-43. 制 緩・ コ-tーガウ (柚1) 8 Y限.5/1 . 5・ 8 YR3. 5
却3 1 邸4 陶器 蜜 九州内 X - 2  お.0 (21 . 6) 31 . 2  ロ ヲ ロナデ ロ ヲ ロナデ ー テ ラ コ ッ 9 7 R5. 0/6. 5 ン ・ ?イ利一オ IJ - j F /5. 0 ・ 5 Y9.0/1 . 0 ・ 5 Y4 .5

g-43G ラ7 仙却 7イ利ー /2. 0 (化種土) 5 Y9.0/1 . 0  
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挿図番号 図番号 年代
法量 (cm) 調整 色調

種別 器種 産地 区分 出土区 出土地点 備考 写真図腹
口径 底径 器晶 最大圏在 内面 外函 内底面 外底面 胎土 胎土 (notation) 軸薬 ・ 染付 組華 ・ 染付 (notation)

ヲ 生 キ. ナ デ . � � キ. ナテ. (紬) ア ンァ イ ツ (穂) 4 YR3. 0/6. 0 ・ 4 YR羽3 1855 陶器 聾 肥前 1 8C-19C V X - 2  6 SX叩4 14 . 2  (23. 4) 24. 4  ナ デ ナ テ ト ー プ 4 YR3. 0/1 . 0 ? ブ ラ ウ ン ・ ト ーヨ コ ナデ ヨ コ ナデ プ 3. 0/1 . 0  

303 1856 陶器 壷 肥前系 1 6末-17前 X - 2  6 SX504 1 2 目 8 ナデ ナ デ 指押 さ え ナテ消 し チ ャ コ ル デ N3. 0 (粕) 集莱 ・ オ リ (軸) 8 YR2. 5/1 . 0 ・ 3 GY
レ イ ー ブ ヅ リ ン 3. 5/5. 0 

(粕) 7' ン ァ イ ツ (糊) 4 YR3 . 0/6目 0 ・ 5 Y初4 1857 陶器 ・ 鉄砲 瓶 肥前 1 6∞-1630 X - 2  6 SX504 (8. 0) (1 2. 0) 指押 さ え ナデ 灰汁色 5 Y5. 0/1 . 0 ヲ ブ ラ ウ ン ・ シ ヂ 45 
ー デ り ン 2. 5/1 . 5  

ナfll(目白)話相 E内 に ぷ い 檀 ・ 褐 7 .5YR 6 / 4 ・ 1 0 (自u士1 ft自 (陸自色 ( 白 化粧土) 2. 5Y 8 / 1  (緑
加4 1858 陶器 瓶 不明 X - 2  6 SX504 1 0 . 3  ナテ 目釦Itl士自毛目純 一 軸) 賠オ 1) - 1 ・ ボル ト ず 褐色粕 ) 5 Y 4 / 3 ・ 3 G3. 0 自獄tll患に鍋色白 灰 YR 6 / 1  

リ ー ン (量軸) オ リ 7黒 /4. 5 (鉄粕) 5 Y 3 / 2  
{軍部)晶軸(肩苗) 格子 目 � � キ (軸) 暗事褐 ・ 赤 (柚) 5 YR 3 / 2 ・ 2 . 5YR

304 1859 陶器 海 肥前系 1 630-1 6叩 n - 1  X - 2  6 SX切4 (12 . 0 (1 8 . 0) 回転ナテ鋼部)描 後ナデ屑部沈 回転ナデ 胎土 目 痘 灰黄 2. 5YR 6 / 2  1 . 7/ 1 ・ 2 . 5Y 6 / 2 ・ 1 0 45 
子目 1 宮 キ桂ナデ 線施軸 黒 ・ 灰黄 ・ 灰黄褐 YR 5 / 2  

初4 1860 陶器 題 (徳 肥後 ; 小代 1 8C 代 ? 町 X - 2  6 SX502. (14 . 6) 指ナデ晶て具 不 明 ト プ 4 YR3. 0/1 . 0  (軸) 油色 ・ コ (穂) 5 Y5. 0/6. 0 ・ 8 YR手IJ ? ) 506 ヒ ブ ラ ウ ン 3. 5/6. 0 

tii'OI#á-UやE ナデ後施租品 (由化埴土) f)i自 (量 (白化桂土) 7. 5Y 8 /  1 (鉄
304 1 861 陶器 ・ 二彩 瓶 肥前 ， 唐津果 1650以降 X - 2  日-43G 10 . 2  1 6. 8  ナテ ilI毛iU'都l!l( ナ デ 台畳付稲剥 ぎ 灰褐 7 . 5YR 5 / 2  軸) 暗掲 ・ ろ く し ょ 秘) 1 0YR 3 / 3 ・ 3 G5. 0/ 45 腕園、gil細胞 と り う (理軸) 椙庇 5. 0 (泥柚) 1 0YR 4 / 1  

ナデ撞化植土覇~ ナデ後施柏畳 7. 5Y 5 / 1 ・ 1 0 Ilt睦土) にぷい事掲 ・ (化 粧 土) 5 YR 4 / 3 ・ 3
却4 1 862 陶器 獅 不明 17C 末-18C 前 X - 2  5. 3 1 6 . 7  ナデ 肩自にかけ自化担 ? 付のみ無柏町 灰 ・ 灰黄掲 YR 6 / 2  黒褐(自It韮土líX自(軸) / 1  (白化粧土) N 8 / 0 (柏)

土桂躍に酷軸 板 目蜜 あ り にぷい黄揖 ・ オ リ 1ft 1 0YR 4 / 3 ・ 10R 4 / 2 

1 7C 束 - 1 8前 1-43. ナデ可 口縁に (日韓~頭部) ナデ後化粧土 (鉄粧) 黒 (化粧 (鉄柏) 7 . 5YR 2 / 1  (化粧却4 1 863 陶器 瓶 肥前系 中期 N期 X - 2  
g-43G 5. 1 6. 7 21 . 2  1 1 . 9  鉄稲 量軸他由化粧土 ナテ 畳付 融剥 吉町 に ぷ い褐色 7町 5YR 5 / 3 土) 灰白 土) 5 Y 8 / 2  で構輯ハケメ 砂 目 痕

304 1864 陶器 ・ 漉 不明 X - 2  g-43G ナデ ナデ オ リ ー ブ ド ラ 5 Y4. 5/2. 0 灰汁色 (聾付) ス 5 Y5. 0/1 . 0  
陶胎染付 フ ブルー ス (染付) 3 G2. 0/0. 5 

ハニ ー ス イ ー (軸)枯草色(聾甘) (泊) 5 Y7. 5/6. 0 
304 1 865 陶器 徳利 肥前 か肥植 ; 天草 1 8C-19C WV X - 2  g-43G 8. 8 ナテ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 ト 2 Y7. 5/6. 0 オ リ ブ ヴ リ ン ・ (染 付) 3 GY3. 5/5. 0 ・ 5

オ リ ー ブ ド ラ ブ Y4. 5/2. 0 
(軸) オ リ ー ブ デ (泊) 3 GY3. 5/5. 0 ・ 5 PB305 1866 陶器 ・ 緑粕 火入 肥前 ; 伊万里 17C 後半 E X - 2  6 SX5倒 4 .9  ナテ 削 り 出 しi富台 れ ん が色 4 YR4. 0/6. 0 り ン ・ サ ッ ヲ ス

ブル 5. 5/5. 0 

305 1867 陶器 火入 肥前 1 655-1 690 X - 2  6 SX506 9. 3 5 . 3  5. 7 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 棒色 1 0R4. 0/1 1 . 0  (化埴土) ト ー プ (化粧土) 4 YR3. 0/1 . 0  

羽5 1 8印 陶器 火入 肥前果 ? 17C 桂-18C 前 ill W X - 2  6 SX502 1 0. 8  4 . 5  5. 6 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 灰汁色 5 Y5. 0/1 . 0  (柏) 枯草色 ・ 龍 (柚) 8 YR4. 5/6. 0 ・ 8 YR
茶 2. 5/1 . 5  

305 1869 陶器 1(入 肥前呆 17C末-18C前 ill W X - 2  g-43G (10 .0) (6. 0) 5. 75 ナテ ナ デ ナデ 削 り 出 Gí高台 灰白 ・ サ ロ ー 5 Y 7  / 2 ・ 5 Y (軸) オ リ ー ブ黄 (軸) 5 Y 6 / 3 ・ 5 Y6. 0/ 
7. 5/2.0 - 油色 6目 。

305 1 870 陶胎染付 大入 肥前系 17C 桂-18C 前 ill W X - 2  g-43G ナテ ナテ 褐 7. 5YR 4 / 4  (白土施糊) 灰(染 ( 白 土施粕) 1 0Y 6 / 1  (染
付) 録灰 付) 7. 5GY 5 /  1 

305 1 871 陶器 火入 肥前 1 655-1 690 X - 2  g-43G 9 . 7  4 . 6  6. 1 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 慢色 l OR4 . 0/1 1 . 。 (化粧土) 草葺 (化粧士) 8 YR2. 5/1 . 5  45 

ナテ後口縁の ナデ控 (口tト由自 (白化経土) 灰白 ( 白化経土) 5 YR 8 / 1  
305 1 872 陶器 火入 不明 1 650-1 6切 X - 2  6 SX504 1 2. 4  6 . 6  7. 7 6. 5 み施軸 町みI lt置土で聞毛 ナデ ナテ 笹 2. 5YR 6 / 6  (紬) 累褐 ・ 灰 {軸) l OYR 3 / 1 ・ 4 / 2目暗躍世躍に施軸 黄褐 ・ オ リ ー ブ灰 • 5 GY 4 / 1  

(軸) ア ンァ イ ツ (穂) 4 YR3. 0/6目 0 ・ 5 Y羽5 1 873 陶器 本指 肥後 7 不明 X - 2  6 SX5倒 ナデ ナ デ エ ポニ ー 5 Y3. 0/0. 5 ヲ ブラ ウ ン ・ ブ ロ
ン スJ 4 .0/5. 5 
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法盈 (cm) 調整 色調
備考 写真図版挿図番号 図番号 種別 器極 産地 年代 区骨 出土区 出土地点

口径 底径 器高 最古田在 内面 外面 内底面 外底函 胎土 胎土 (n叫a陶n) 柏薬 ・ 染付 柏薬 ・ 染付 (notation)

却5 1874 関器 水指 肥桂 ? 不明 X - 2  f-42G ナデ ナデ エポニ 5 Y3. 0/0. 5 (柏) 麓色 ・ ブ 口 (馳) 4 Y R 4 .  0/2. 0 ・ 5 Y
ン ズ 4.0/5. 5 

305 1875 関器 水;主 肥桂 ; 天草 18C 後-19C X - 2  g-43G (6. 9) 9. 8 ナテ ナデ イ エ ロ ー オ ー 8 YR6. 0/6. 5 (柚) ミ ス ト ヴ リ (紬) 3 GY7. 5/2.0 カ ーー ，、， 
回 転 ナ デ 施 ナデ後自化経 ( 由化粧土) 灰 白 ( 由化粧土) 1 0YR 8 / 1  

却5 1876 陶器 土甑 不明 1 9C 後半か ? X - 1 6 SKOO4 7 .6  軸 ? 土. 煤付着 (全: にぷい事褐 2. 5YR 5 / 4  (軸) 褐灰 (紬) 5 YR 4 / 1  
面)

ナテ桂施穂E手
305 1877 闘器 土煩 不明 19C 後半か 7 X - 1 6 SK∞4 8. 3 ナデ のよ う ii ものが にぷい事褐 5 YR 5 / 4  (軸) 褐 (粕) 7. 5YR 4 / 6  

あ る 師昌平明

(外) 極暗褐 ・ 灰 (外) 7. 5YR 2 / 3 ・ 5 / 2
羽5 1878 陶器 油徳利 不明 X - 2  6 SX505 ナデ ナデ撞施軸 回転ナデ ナデ， 砂付薗 黒褐 1 0YR 3 / 1  褐 (内) 明褐 (酸 (内) 7. 5YR 5 / 8  ' 1 0YR 

化鉄 1 ) ・ 褐灰 5 / 1  

回転ナデ後施 5 Y円 5 / 1 ， 7 . 5 (粕) 暗赤灰 ・ 赤 (粕) IOR 4 / 1 ・ 5 / 1 ・
305 1879 陶器 片 口 九州内. 不明 X - 2  6 SX506 (22. 4) (7. 0) 1 1 . 4  施軸 ナデ後施紬 ナデ 褐灰 灰 ・ 褐灰 ・ に ぷ い 5 YR 4 / 1 ・ 1 O Y R  6 / 4 

粕 YR 5 / 2  黄櫨 (無粕) 灰褐 (無紬) 7. 5YR 5 / 2  

3邸 188日 閤器 聾 朝鮮 7 1 6C? X - 2  6 SX50ι 1 9. 5  (28. 7) 35. 8 9 9 キ， ナデ 空 f旨 キ. ナデ ナデ ナテ 灰汁色 5 Y5. 0/1 . 0  (粕) モ ス デ リ ー (柚) 3 GY5. 5/5. 5 日3 ノ
羽7 1881 京焼風間器 碗 肥前菜 7 17C 章-18C 前 m lV  X - 2  g-23G 5. 1 ナデ 削 り 出 し高台 ヲ リ ー ム色 2 Y9. 0/2. 0 (紬) 浅黄 ・ 油色 (軸) 5 Y 7 / 3 ・ 5 Y6. 0/

6.0  

307 1882 京焼風陶器 硯 肥前系 7 17C 桂-18C 前 m lV  X - 2  ( 1 1 . 3) 4 . 2  4 . 8  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 しi寄台 鳥の子色 5 Y9. 0/2. 0 (租) 浅黄 ・ 枯草 (柏) 2. 5Y 7 / 3 ・ 5 Y7. 5 
色 /6. 日

307 1883 京焼風陶器 碗 関西系 1 8C 前 町 X - 2  g-42G (8. 7) (3 .0) 5 . 7  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 灰 白 ・ 鳥の子 5 Y 8 / 2 ・ 5 Y (柚) 浅黄 ・ 油色 (稲) 5 Y 7 / 3 ・ 5 Y6. 0/
色 9. 0/2. 0 - シ �ー デ リ ー ン 6. 0 ・ 5 Y2. 5/1 . 5  

却7 1 回4 京焼風陶器 碗 関西系 1 8C 前 w X - 2  (9. 5) 2. 8 5 . 7  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 淡黄 ・ 7 り 2. 5Y 8 / 3 ・ 2 Y (柏) 淡費 ・ 油色 (軸) 5 Y 7 / 3 ・ 5 Y6. 0/
ム イ エ ロ ー 9. 0/6. 0 6 .0  

307 1 885 京焼風間器 碗 肥前系 ? 17C 末-18C 前 m lV  X - 2  g-43G (1 1 . 3) (4 . 6) 6. 9 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 フ リ ー ム イ 工 2 Y9. 0/6. 0 (柏) 浅黄 ・ ハニ {柚) 2. 5Y 7 / 4 ・ 2 Y7目 5
口 ー ス イ ー ト /6.0  

羽7 1886 京焼風関器 碗 肥前 17C 撞-18C 前 m lV  X - 2  g-43G 3. 7 ナデ ナデ ナデ ナデ後削 り 出 灰 白 ・ ヲ リ ー 2. 5Y 8 / 2 ・ 2 Y (紬) 浅黄 ・ 油色 (柚) 2. 5Y 7 / 3 ・ 5 Y6. 0 
し高台 ム色 9. 0/2. 0 (染付) 薫げ華 /6. 0 (染付) 8 YR2. 5/1 . 5 

灰 白 ・ ベ ル 2. 5Y 8 / 2 ・ 8 (柚) 嵩 黄 ・ ハ ニ (軸) 2. 5Y 7 / 3 ・ 2 Y7. 5307 1887 京焼風陶器 碗 肥前 17C 桂-18C 前 m lV  X - 2  g-43G 9. 8 4 .0  4 .5  ナテ ナテ ナデ 削 り 出 し高台 ベ占ー ン、，ユ YR9. 0/2. 0 -À イ ー ト (聾付) /6. 0 (染付) 2 Y9. 0/5. 5 ラ セ ッ ト ゴール ド

灰 白 ' 7 リ ー 2. 5Y 8 / 2 ・ 2 Y (柏) 淡黄 ・ ヲ リ (柚) 2. 5Y 8 / 3 ・ 2 Y9. 0307 1888 京焼風陶器 碗 肥前 17C 桂-18C 前 m lV  X - 2  g-43G ( 1 1 . 1 ) 4. 3 4 . 6  ナテ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 ム色 9. 0/2. 0 ー ム イ エ ロ ー (染 /6. 0 (染付) Nl . 5  46 
付) 墨色

307 1889 京焼風陶器 碗 圏内 X - 2  6 SX506 4 .2  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し 高台 浅黄 2. 5Y 7 / 3  (染付) 灰黄 (透 (捧付) 2. 5Y 6 / 2  印「小銘倉」 46 明柚) i浅黄 (透明柚) 2 .5Y 7 / 3  

307 1 890 京焼風陶器 磁 肥前 17C 桂-18C 前 m lV  X - 2  g-43G (1 2. 0) 4. 1 4 . 5  ナデ ナデ ナテ 削 り 出 し高台 灰 白 ・ サ 口 2. 5Y 8 / 2 ・ 5 Y (軸) 浅黄 ・ 油色 (軸) 2. 5Y 7 / 3 ・ 5 Y6. 0 
7. 5/2. 0 (染付) 龍げ葺 /6. 0 (染付) 8 YR2. 5/1 . 5  

307 1 891 京競風陶器 碗 圏内 X - 2  6 SX506 12 .2  4 .2  4 . 5  ナテ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 浅黄 2. 5Y 7 / 3  (染付) 灰 オ リ ー (染付) 5 Y 5 / 3  印銘 46 ブ (透明粕) 浅黄 (透明軸) 2. 5Y 7 / 4  I小倉J
羽7 1 8盟 京焼風間器 皿 肥前菜 17C 桂-18C 前 m lV  X - 2  6 SX506 ( 1 9 . 7) 1 2. 1  6. 1 ナデ ナデ ナテ 削 り 出 し高台 ヲ リ ム色 2 Y9. 0/2.0  油色 (染付) ポ ト 5 Y6. 0/6. 0 

ル ヴ リ ー ン (染付) 3 G3. 0/4 .5  
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挿図書号 図書号
法量 (cm) 調整 色闘

種別 器種 産地 年代 区骨 出土区 出土地点 備考 写真図版
口径 底径 器高 最大限 内面 舛函 内底面 外底面 胎土 胎土 {問抱世間) 軸薬 ・ 染付 軸薬 ・ 染付 (n剖誠司on)

却7 1893 京焼風館器 鉢 肥前 ; 志田 17C 後-18C 前 m w  X - 2  g-34G ( 19 .2> ナデ 箆削 り ナデ 箆闘 り . 付 吋 オ イ ;;\ :!r - 5 Y7. 5/1 . 0  ( 柚 ) j喜賞 ・ 拍車 (軸) 5 Y 7 / 3 ・ 5 Y7. 5/ 
高台 色 ・ モ ス デ リ ー ン 6. 0 ・ 3 GY5. 5/5. 5 

お8 1 8倒 磁器 ・ 染付 中碗 肥前轟 1 8C 前~中 町 X - 2  g-43G (9. 4) ナデ ナデ パールホ ワ イ N8. 5 フ ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  
ト {染付) 藍色 (染付) 3 PB3. 5/5. 5 

却8 1鈎5 硲器 ・ 染付 中碗 肥前轟 1 8C 前~中 w X - 2  (9. 7) (4.0) 5. 0 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台
パー ル ホ ワ イ N8. 5 フ ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  
ト {染付) 盤色 {染付) 3 PB3. 5/5. 5 

磁器 ・ 染付 18C 前~中
オ イ ;;\ 11 - (聾骨) 5 Y7. 5/1 . 0  (染付) 3 G3. 0 犯8 問錨 中醜 肥前轟 町 X - 2  6 S別院 10. 2 4 . 0  6. 1 ナデ ナデ ナデ 削 I} III し高台 鳥の子色 5 Y9. 0/2. 0 ボ ト ル デ り ー ン ・ 47 
オ リ ー 1'/ リ ー ン /4. 5 ・ 3 G3. 5/5. 0 

7 ロ ス テ イ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 G4 . 0  羽8 1897 磁器 ・ 染付 中磁 肥前嘉 18C 中~後 町 X - 2  f-42G (9 . 2) (3.4) 5. 0 ナデ ナデ ナデ 剖 り 出 し高官 オ イ ;;\ :!r- 5 Y7. 5/1 . 0  {染付) ス レ ー ト
デ リ ー ン ・ 〈 り 色 /2. 0 ・ 4 YR2. 0/0. 5 

フ ロ ス テ イ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5. 0 3ω 1898 盛器 ・ 染付 中磁 肥前菜 1 8C 中~後 町 X - 2  g-43G 9. 9 3. 7 5. 3 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;;\ :!r - 5 Y7. 5/1 . 0  {染付} 浅I: � だ 47 
- 黒緑 /5. 5 ・ 3 G2. 0/1 . 5 

パールホ ワ イ シ ル バ ー デ レ イ N7. 5 (染付) 3 P邸. 0/5. 5 ・3四 18!田 信器 ・ 染付 中碗 肥前畢 18C 中~後 町 X - 2  g-42G (10. 1 >  (3.6) 5. 2 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 N8. 5 {染付) 浅I: � t.:ト - 黒緑 3 包. 0/1 . 5

パー ル ホ ワ イ 7 ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5. 0却8 市∞ 磁器 ・ 染付 中碗 肥前畢 1780頃 wv X - 2  f-42G (9. ]) 3. 4 5. 1 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 N8. 5 (染付) 浅1: な だト - 混藍 /5. 5 ・ 3 PB2. 0/5. 0 

パー ル ホ ワ イ 7 ロ ス テ ィ ヴ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5. 0初8 1901 磁器 ・ 染付 中碗 肥前系 18C 中~後 町 X - 2  ソ ヲ ミ ゾ (10. 4) (3.6) 5. 3 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 N8. 5 (染付) 議1: 主 だト - 混盤 /5. 5 ・ 3 PB2. 0/5. 0 

ナ柏デ剥.吉蛇の 目 7 口 Z テ ィ ず レ イ {捧 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 G4 .0  羽目 1902 磁器 ・ 染付 中碗 飽前轟 18C 中~後 町 X - 2  ト42， 43G 10. 7 4 . 0  4 . 5  ナデ ナデ 削 り 出 し高台 香色 4 YR6. 0/2. 0 柑) " レ ー ト Ij リ ー
ン . ;f. トル デ リ ー 〉 /2. 0 ・ 3 G3. 0/4. 5 

7 ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5. 03明 1 叩3 磁器 ・ 染付 中碗 肥前轟 1 8C 中~後 w X - 2  f-42G (9. 7) 4. 2 5 .2 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高官 烏の子色 5 Y9. 0/2. 0 (染付) 議I: � だ
- 紺膏色 /5. 5 ・ 6 PB2. 5/9. 5 

パールホ ワ イ 7 ロ ス テ ィ ず レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染 付) 3 G4 .0  3ω 同制 磁器 ・ 染付 中磁 肥前畢 1 8C 中~後 百 X - 2  g-43G (9. 6) (3. 4) 5. 1 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高官 N8. 5 (染付) ス レ ー トト ず リ ー ン ・ 紺青色 /2. 0 ・ 6 PB2. 5/9. 5 

3邸 1905 磁器 ・ 染付 中碗 肥前轟 18C 中~後 町 X - 2  g-4お (10. 3) (3. ]) 5. 7 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台
パール寧 ワ イ N8. 5 7 ロ ス テ ィ ず レ イ 3 G7. 5/1 . 0  47 ト (染付) 議 I: � だ (染付) 3 P邸. 0/5. 5

シ ル バ ー ず レ イ N7. 5 (染付) 3 PB5. 0/5. 5 ・却8 惜儲 自量器 ・ 染付 中碗 ? 肥前嘉 18C 中~後 町 X - 2  (4. 3) ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;;\ :!r- 5 Y7. 5/1 . 0  (染付) 浅1: な だ
- ボ ト J�'/ リ ー ン 3 G3. 0/4. 5 

7 ロ ス テ ィ ず レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5. 0却B 1釦7 磁器 ・ 染付 中碗 肥前轟 18C 中~後 町 X - 2  阿波郡 10. 1 4 .2  5. 3 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;;\ :!r - 5 Y7. 5/1 . 0  (染付) 議 It � だ
- 濃麓 /5. 5 ・ 3 PB2. 0/5. 0 

却8 19附 磁器 ・ 染付 小砲 肥前轟 1 8C 前~中 町 X - 2  6 S波由直 8.6 3 .4 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 ス ノ ウ ホ ワ イ N9. 5 フ ロ ス テ ィ ず レ イ 3 白7. 5/1 . 0 (染付) 3 PB5. 0
ト (染付) 浅lま な だ /5. 5 

パウ 1f - 1J� ミ デ ィ 7ム ず レ イ
羽目 1909 磁器 ・ 染付 小碗 肥前J匹 1 8C 中~後 w X - 2  佃. 1 > 3. 6 5 .8  ナテ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 3 PB6. 5/2. 0 (染付) ボ ト J� '/ N5. 5 (染付) 3 G3. 0/4. 5 47 

リ ー ン

パールホ ワ イ シ ル バ ー ず レ イ N7. 5 (染付) 3 PB3. 5/5. 5， 3ω 1 910  磁器 ・ 染付 小碗 肥前畢 1 8C 中~後 町 X - 2  g-4鉛 (8. 7) 3. 7 6. 0 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 N8. 5 {染付) 藍色 ・ 鉄 47 ト 色 5 BG2. 5/4. 5 

フ ロ ス テ ィ ず レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5目 。耳E 191 1  磁器 ・ 染付 小観 肥前畢 幕末頃 V X - 2  (5. ]) 3 .0  5 .0  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;;\ :!r - 5 Y7. 5/1 . 0  {染付) 浅 は な だ 湯飲み
- 藍色 /5. 5 ・ 3 PB3. 5/5. 5 

-
q3
l

 



陣

措置

繭掴

湖

糊

産地 年代 出土区 出土地点
法量 {師) 調整 色闘 備考 写真図版挿図番号 図書号 種別 器種 区骨

軸薬 ・ 染付 {no凶on}口径 底径 器高 最大路 内面 舛面 内盤面 外底面 胎土 胎土 {no回目。n} 粕l!Ií ・ 染付

ア イ ポ リ ホ ワ イ 5 Y9. 0/1 . 0  3ω 1912 磁器 ・ 染付 小碗 館前畢 1 7，回-1810 'NV X - 2  g-42G {8. 3} {3. 4} 5. 3 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し 高台 オ イ ス 聖 一 5 Y7. 5/1 . 0 ト {染付} 浅 は t.t (染付} 3 PB5.0/5. 5 溜飲み
だ

羽目 1913  磁器 ・ 染付 小碗 肥前轟 1 6羽-1650 1 2  X - 2  g-43G {9. 0} {4. 2} 6. 2 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台
パー)�本 ワ イ N8. 5 付

{軸
} 藍

) 裏
色

禁色 (染 (
(
軸
染付

)
) 
3 G7. 0/2. 0 

ト 3 PB3.5/5. 5 

磁
絵

器 ・ 染付赤 7 イ ポ り - ;j; オ イ 7. 1 - {
紺
龍村

色
) 5 Y7.5

-
/
6
1
P
. 0
B2

(染
. 0/

付
5
) 3 PES- 0 

却9 1914 中碗 肥前轟 18C 中~後 w X - 2  g-4お 2. 9 ナデ 削 り 出 し高台 ワ イ ト 5 Y9. 0/1 . 0  浅 は 暑 だ ・ /5. 5 . 6 PB2. 0/5. 0 ・ 7 R 湯飲み
ラ ッ カ ー レ ッ ド 3. 5/1 1 . 5  

6 5X506. ア イ ポ リ ー ホ リ リ ー ホ ワ イ ト 3 G9. 0/1 . 0  {染付} 6 PB3. 5 却9 1915 磁器 ・ 染付 中碗 ? 肥前嘉 1 8C 中~後 町 X - 2  
切4 {5. 4} ナデ ナデ ワ イ ト 5 Y9. 0/1 . 0  

・
{染
紺

付
色

) ス マ ル ト /5. 5 ・ 6 PB2. 0/5. 0 鉢 が も

初9 1916 硲器 ・ 染付 中硯 ? 肥前 1 6卯年頃11' 1 X - 2  6 5深田3 1 5. 0 ナデ ナデ削 り 出 し 灰 白 2.5GV 8 / 1  {染付} 瑠風色 {染付} 6 PB3. 5/10. 0 
高台

リ リ ー ホワイ ト (捧 3 G9. 0/1 . 0  {染付} 3 PB5. 0 3ω 1917 磁器 ・ 染付 小磁 肥前嘉 1 780-1810 'NV X - 2  g-42G (6. 倒 ナデ ナデ 削 IJ オ イ ス 聖 一 5 Y7. 5/1 . 0  付) 浅 且 t.t tf. ・ ミ /5. 5 ・ 3 PB1 . 5/1 . 5 湯飲み
ッ ドナイ ト 1)�-

ス ノ ウ ホ ワ イ ア イ ポ リ ー ホ ワ イ 5 Y9. 0/1 . 0  {染付} 3 G4. 0 羽9 1918 磁器 ・ 染付 小磁 肥前轟 1 7811-1 810 'NV X - 2  g-42G {7. 2} 3. 5 5. 5 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 ト N9. 5 ト
デ
{染
リ

付
ー

)
ン

ス レー /2. 0 ・ 3 G2. 0/1 . 5 湯飲み
ト ・ 黒緑
7 ロ ス テ ィ 'f レ イ 3 61 5/1 . 0

1
{
.
染
5/

付
1
)
.
3 PB5. 0 羽9 1919 磁器 ・ 染付 小碗 ? 肥前轟 1780-1810 'NV X - 2  f-42G 6. 8 3. 3 5. 4 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ 7. 1 - 5 Y7. 5/1 . 0  (捧甘l i喜I� t tt ・ /5. 5 ・ 3 PB1 . 5/1 . 5 渇飲み

ミ ッ ドナイ ト ブルー

初日 1920 磁器 ・ 自信 中碗 7 肥前菜 18C 後 V X - 2  6 50501 5. 1 ナデ ナデ ナデ 削 IJ 出 し高台
パールホ ワ イ N8. 5 リ リ ー ホ ワ イ ト {軸} 3 G9. 0/1 . 0  ト

初9 1921 磁器 ・ 自信 中碗 肥前嘉 18C 後 v X - 2  6 50501 0 1 . 1 l  ナ デ ナデ シルバー デ レ N7. 5 リ リ ーホ ワ イ ト {馳} 3 G9. 0/1 . 0  イ

パールホ ワ イ わ さ び色 ・ オ イ Z 3 G6. 5/5. 0 ・ 5 Y7. 5/1 . 0 却9 1922 磁器 ・ 染付 中碗 肥前畢 1 8C 後 V X - 2  g-43G 9. 9 3. 6 6. 6 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 ト N8. 5 聖 一
ブ
{染
ル

付
ー

} パ ウ {染付} 3 PB6. 5/2. 0 'J-
フ ロ ス テ ィ デ レ イ 3

(
G
染

7
付
. 5

}
/
N
1
1
•• 0 

5 ・ 3 PB2. 0/5. 0 3国 1923 磁器 ・ 染付 中確 ? 肥前 1640-1650 1 2  X - 2  6 5泌却4 4. 5 ナデ ナデ ナデ 削 IJ 出 し高台 オ イ ス 章 一 5 Y7. 5/1 . 0  {染付} 盈色 ・ 源
藍

1 2  ア イ ポ リ ー ホ オ イ 7. 1 ー [染 5 Y7. 5/1 . 0  3ω 1924 磁器 ・ 染付 小* 肥前 1 7C 中 E X - 2  g-43G 2. 2 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 ワ イ ト 5 Y9. 0/1 . 0  付) ボ ト ル タ リ ー (染付) 3 G3. 0/4.5  ‘ 〆
3四 19:お 磁器 ・ 白磁 小i干 肥前畢 1 7C 中~後 E X - 2  f-43G 7. 1 2 .8  4 . 9  ナデ ナデ ナデ 則 。J 出 し高台 オ イ 7. 11 - 5 Y7. 5/1 . 0  自 申 り 色 (軸} 8 Y9. 0/2. 0 

310 1926 磁器 ・ 染付 中碗 ? 肥前 17C 中 1 2  X - 2  6 5X回3 4 . 4  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 しi高台 オ イ ス 11 - 5 Y7.5/1 . 0  フ ロ ス テ
紺
ィ タ レ イ 3 G
染

7
付
. 5

)
/

6
1 . 0  E (染付) 色 {!111#} 6 PB2. 0/5. 0 

シルバ ー 'f レ イ {捧 N7. 5
。
(染
1/2

付
. 0

) 3 PB5. 0/5.5・310 1鐙7 磁器 ・ 染付 中硯 胞前嘉 18C 中~後 百 X - 2  g-42G 9. 9 4. 0 5. 1 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ス 11 - 5 Y7. 5/1 . 0 骨) 浅 陣 立 正 ・ 2 3 G4. レー ト ヴ リ ー ン

310 1 9潤 磁器 ・ 染付 中磁 ? 肥前轟 17C 後-18C 前 m 'N  X - 2  6 5X田S ナデ ナデ オ イ 7. 11 - 5 Y7. 5/1 . 0 7 ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  
(染付) 麗納戸 {染付} 6 PB5. 0/5. 5 

310 1929 盛器 ・ 染付 中碗 肥前嘉 18C 末-1鉛 前 v X - 2  6 5日開1 {1 1 . 6} 4 . 3  6. 3 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台
パー ル ホ ワ イ N8. 5 シ ル バ ー デ レ イ N7. 5 {染付} 3 PB2.0/5. 0 ト (染付) 混藍

7 イ ポ リ 一 本 リ リ ー ホ ワ イ ト 3 G官. 0/1 . 0 {染付} 3 PB5. 0 310 1930 磁器 ・ 染付 中碗 肥前畢 1780頃 'NV X - 2  f-42G O O. 8} {4 . 2} 5. 6 ナデ ナデ ナデ 制 。J 出 し高台 ワ イ ト 5 Y9. 0/1 . 0  (染付) 浅 l主 主 だ /5. 5 ・ 3 PB2. 0/5. 0 - 浪藍

富



跡

部留

蘭掴

拙桐

叫m

持図書号
議量 (cm) 調整 色調

図書号 種別 器種 産地 年代 区骨 出土区 出土地点 備考 写真図版
ロ径 底径 器高 畳大圏i 内面 外面 内底面 外底面 胎土 飴土 (no凶;on) 柏薬 ・ 染付 柏薬 ・ 染付 (no祖tion)

310 1 931 磁器 ・ 染付 中碗 肥前畢 19C-明治 v X - 2  6 50却1 ( 10 .5) (3. 6) 5. 7 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台
パ ー ル ホ ワ イ N8. 5 フ ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G75. /1 .0  
ト {染付) 浅 U 主 だ (染付) 3 PB5. 0/5. 5 

310 1932 磁器 ・ 染付 中碗 肥前嘉 1 9C-明治 v X - 2  6 50501 ( 10. 3) 3. 8 5. 1 ナデ ナデ 軸
ナ

剥
デ.

吉
蛇の 目 削 り 出 し高台 一 パ ー ル ホ ワ イ ト N8. 5 (染付) 6 PB2. 5/9. 5 (染付) 鮒青色

310 1 9お 磁器 ・ 染付 中碗 肥前系 1 9C-明治 V X - 2  10 .5  4 . 6  6. 2 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;;1， 11 - 5 Y7. 5/1 . 0  7 ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  
(染付) ス マ )� ト (染付) 6 PB3. 5/5. 5 

7 ロ ス テ イ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5. 0 310 1934 硲器 ・ 捧付 中碗 不明 19C 代 V X - 2  g-43G (1 1 . 3) 4 . 0  6. 3 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;;1， 11 - 5 Y7. 5/1 . 0  (染付) 露草色 ・
ボ ト ル デ リ ー ン /10.0 ・ 3 G3.0/4 .5

ナデ染付後施 削 り 出 し高台 (軸) 明宵灰 {染 (融) 10BG 7 / 1  
310 1 幻5 信器 ・ 捧付 大碗 肥前轟 1 6却-1640 1 - 2  X - 2  6 5X504 ( 1 2 .0) (5. 0) ナデ後施柚 柚 ナデ後施軸 後施柏 灰白 N 8 /  付) 紺色 ・ 藍色 (染付) 6 PB2. 0/5. 0・ 3 PB 47 

3. 5/5. 5 

ア イ ポ リ ー ホ ラ イ ト 1} レ イ (染 N7. 5 (染付) 3 PB5.0/5. 5・310 1 9謁 磁器 ・ 染付 大碗 肥前果 1 7C 後 7 E X - 2  g-43G (1 2 . 4) 5. 1 6 .8  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 ワ イ ト 5 Y9. 0/1 . 0  付) 浅 は な だ ・ 浪 3 PB2. 0/5. 0 藍

310 1937 磁器 ・ 染付 大碗 7 肥前 1 7C 中 n 2 X - 2  6 5X503 5 .2  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ス 歩 一 5 Y7. 5/1 . 0  ラ イ ト デ レ イ {染 N7. 5 (染付) 3 PB3. 5/5. 5・E 付) 藍色 ・ 滋藍 3 PB2. 0/5. 0 

310 泊施 磁器 ・ 染付 中碗 ? 肥前 1 7C 中
n 2 X - 2  6 5X5倒 (4.4) ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 7 イ ポ リ ー ホ 5 Y9. 0/1 .  0 ブルー ウ ォ ッ シ ュ 3 PB8. 5/1 . 0 E ワ イ ト (染付) ス マ ル ト {染付) 6 PB3.5/5. 5 

310 19羽 磁器 ・ 染付コ 大砲 肥前果 1680-mo 町 X - 2  g-43G 12 .4  4. 3 6. 2 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;;1， 11 - 5 Y7. 5/1 . 0  シ ル バ - 1} レ イ N7. 5 (染付) 3 PB5.0/5. 5 ン ニ ャ ヴ 印申j (染付) 設 は It t�

310 1940 盛器 ・ 染付 大硯 ? 肥前菜 18C 中~後 町 X - 2  g-42. 43G 5. 4 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ス 11 - 5 Y7. 5/1 . 0 フ ロ ス テ ィ ヴ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  
(染付) 議 l主 主 だ (染付) 3 PB5.0/5. 5 

柚
ナ

剥
デ.

ぎ
蛇の 目 パールホ ワ イ ブルー ウ オ ツ ンュ (捧 3 PB8. 5/1 . 0  (染付) 3 G4 .0  31 1 1941 鑑器 ・ 染付 小皿 肥前嘉 18C 中~後 町 X - 2  g-43G 12 . 5  3 .8  3 .8 ナデ ナデ 削 り 出 し高台 N8. 5 甘) Á レ ー ト ヴ リ ー卜 ン ・ ボ ト ル デ リ ー ン /2. 0 ・ 3 G3. 0/4. 5 

軸
ナ

剥
デ，

ぎ
蛇の 目 シ ル バ ー デ レ イ

31 1 1942 磁器 ・ 染付 小皿 肥前系 18C 中~後 w X - 2  ( 1 2. ]) 4 . 4  3. 9 ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;;1， 11 - 5 Y7. 5/1 . 0  (染付) ス レ ー ト N7. 5 (染付) 3 G4. 0/2. 0 
1} リ ー ン

31 1 1943 磁器 ・ 染付 小皿 肥前系 18C 中~後 w X - 2  f-42G 1 2. 3  4 . 4  3 . 7  ナデ ナデ 粕
ナ

剥
デ.

ぎ
蛇の 目 削 リ 出 し高台

シルバー デ レ N7. 5 フ ロ ス テ ィ ず レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 5 刷 。
イ (染付) 納戸色 /5. 0 

シルバー 1} レ イ (聾 N7. 5 (染付) 6 PB3. 5/5. 5・31 1 1944 磁器 ・ 染付 小皿 肥前畢 17C 末-18C 前 w X - 2  ( 1 3. 1 )  (7. 3) 4 . 8  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;;1， 11 - 5 Y7. 5/1 . 0  村) ス マ )� ト ・ ミ
ッ ドナイ ト ブルー 3 PB1 . 5/1 . 5  

31 1 1 945 磁器 ・ 接付 小皿 肥前系 1750-1 810  w v  X-2  g-42. 43G ( 1 3. 1 )  (7.]) 4.2 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し;高台
パー ルホ ワ イ N8. 5 7 口 Z テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB3. 5 
ト (染付) 藍色 /5. 5 

軸
ナ

剥
デ.

ぎ
蛇の 目 ス ノ ウ ホ ワ イ

パ ー ル ホ ワ イ ト
31 1 1 946 磁器 ・ 染付 小皿 肥前畢 18C 檀-19C 前 v X - 2  ( 1 3 .2) 4 . 6  4 .4  ナデ ナデ 削 り 出 しi高台 ト N9. 5 (染付) さ び 晶 さ N8. 5 (染付) 5 BG4. 5/5. 0 

ぎ

31 1 1 947 磁器 ・ 染付 小皿 肥前果 17C 撞-18C 前 m w  X - 2  g-43G ( 12 .8) 6. 6 3. 2 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 シルバー デ レ N7. 5 7 ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 .0  
イ (染付) 納戸色 (染付) 5 84. 0/5.0 

ア イ ポ リ ー ホ リ リ ー ホワイ ト (捧 3 G9. 0/1 .0  (染付) 3 PB5. 031 1 1 例8 磁器 ・ 染付 五寸皿 肥前嘉 17C 桂-18C 前 m w  X - 2  f-43G (1 3 . 6) 18 .4  3 .0  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 5 Y9. 0/1 . 0  甘) 浅 は 主 だ . ;;1，ワ イ ト レ ー ト デ リ ー ン /5. 5 ・ 3 G4. 0/2. 0

31 1 1949 艦器 ・ 染付 五寸皿 肥前嘉 17田-1810 wv X - 2  ( 1 3 . 8) (7.6) 2 .9  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ス 章 一 5 Y7. 5/1 . 0  フ ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5. 0
(染付) 浅 は な だ /5. 5 

l
m
∞H

|

 



蹄

神智

醐掴

抽加

山河

法量 (cm) 調整 色調
備考 写真図脹挿図番号 図書号 種別 器種 産地 年代 区骨 出土区 出土地点

柏欝 ・ 染付 (nDtation)口径 底径 器高 最大田tl 内面 外面 内底商 外底面 胎土 胎土 (問凶;on) 稲葉 ・ 接付

312 19印 磁器 ・ 白磁 小皿 肥前 1 7C 前半 n 1 X - 2  6 SX504 1 3. 5  6. 2 3. 4 型打 ヘ ラ ケ ズ リ . ナデ 削 り 出 しi高台 ア イ ポ リ ー ホ 5 Y9. 0/1 . 0 7 ロ ス テ ィ デ レ イ (鞠) 3 G7. 5/1 . 0  
ナ デ ワ イ ト

312 1 951 磁器 ・ 青磁 小皿 肥前 : i富佐見 1郎-16即 E X - 2  6 SX印4 1 3. 5  4 . 6 3. 8 ナデ ナデ ナデ. 蛇の 目 削 り 出 し高台 オ イ ス 11 - 5 Y7. 5/1 . 0  {柚) ろ く し よ う (軸) 3 G5. 0/5. 0 
柚剥 ぎ

312 1952 磁器 ・ 曹磁 五寸皿 肥前 ; i富佐見 1680-1710 n 2 X - 2  6 SX日4 13 . 6  4 . 5  3. 8 ナデ ナデ ナ
柚剥

デ.
ぎ

蛇の 目 削 り 出 し高台
パールホ ワ イ N8. 5 ろ 〈 し ょ う (柏) 3 G5. 0/5. 0 

( 17C 中) E ト

ナ
し 高

デ.
台

削 り 出 パー ル ホ ワ イ フ ロ ス テ ィ タ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB3. 5 
312 1953 磁器 ・ 染付 小皿 ? 肥前 17C 前 n 1 X - 2  6 SX504 5. 2 ナデ 卜 N8. 5 {染付) 藍色 ・ 紺 /5. 5 ・ 6 P81. 0/5. 0 43 

色

312 1954 磁器 ・ 染付 中皿 7 肥前 1 7C 前 n 1 X - 2  6 SX印4 (5.5) ナデ 削 り 出 し高台， ス ノ ウ ホ ワ イ N9. 5 藍自
・
(染
紺

付
色

) 浅は 5 B8. 5
-
/
6
2
P
. 0
B2

{
.
染
0/

付
5
)
.
3 P邸. 0 43 ナデ ト t.I: だ /5. 5 ' 6 P81. 0/5. 0 

7 イ ポ リ ー ホ 7 ロ ス テ ィ グ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 P郎.0
312 1955 磁器 ・ 染付 中皿 肥前轟 1 8C 中~後 w v  X - 2  6 S0501 ( 1 8 . 6) ナデ ナデ ワ イ ト 5 Y9. 0/1 . 0 

・
{染
溜

付
藍

) 浅は な だ /5. 5 ・ 3 PB2. 0/5. 0 

削 り 出 し高台 ス ノ ウ 本 ワ イ リ リ ー ホ ワ イ ト ・ 3 G9. 0/1 . 0 ・ 3 G6. 5/5. 0
312 1956 磁器 ・ 染付 五寸皿 肥前轟 1 8C 後 v X - 2  b-43日 8. 7 ナデ ナデ ナデ N9. 5 わ さ び色 (染付)

P
(
B
染
2.

付
0/

)
5
3
. 。

PB5. 0/10. 0 ・ 6(蛇の 目 高台) ト 露草色 ・ 紺色

312 1957 磁器 ・ 染付 小皿 肥前轟 1 8C 前 w X - 2  6 S:泣耳目 (13 .2) 7. 5 3. 2 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台
パー ルホ ワ イ N8. 5 シ ル バ - '} レ イ N7. 5 (染付) 3 PB5.0/5. 5 ト (染付) 浅 且 t.I: だ

フ ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 P殴. 0
312 1958 磁器 中皿 肥後 ; 天草 18C 宋-19C V X - 2  g-43O ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;t. 1I - 5 Y7. 5/1 . 0 {染付) 浪藍 ・ 藍 /5. 0 ・ 3 PB3. 5/5. 5 色

ナ
柚剥

デ.
ぎ

蛇の 目 オ イ ;t. 9 - (聾柑) 5 Y7. 5/1 . 0  (染付) 3 GV3. 5 
312 1 田9 磁器 ・ 染付 小皿 肥前畢 19C 前 V X - 2  6 S0叩1 (9. 4) 4 . 0  2. 6 ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;t. 1I - 5 Y7. 5/1 . 0  オ リ ーブデ リ ー 〉 ・ /5. 0 ・ 9 04. 5/5.0 ・ 5 V5.と 〈 喜色 ・ 庇汁色 。 /1 . 0

313 1 9印 磁器 ・ 染付 玉寸皿 肥前轟 17C 中 n 2 X - 2  6 SX506 ( 14 . ]) (7. 2) 3. 9 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ス 11 - 5 Y7. 5/1 . 0  ラ イ ト ず レ イ (染 N7. 5 (染付) 3 PB5.0/5. 5 46 E 付) 浅 は な だ

313 1961 磁器 ・ 染付 小皿 肥前事 1820-1 8印 V X - 2  1 2 . 5  6. 7 3. 0 ナデ型打成形 ナデ型打成形 ナデ 鯨の目 聞型高 ス ノ ウ ホ ワ イ N9. 5 ブルー ウ ォ ッ シ ュ 3 PB8. 5/1 . 0  
台量付録柏 ト (染付) 浅 は な だ {染付) 3 PB5. 0/5. 5 

オ イ ;t. 1I - (染 5 Y7. 5/1 . 0  (染 付) 3 PB5. 0313 1962 磁器 ・ 染付 小皿 肥前畢 17C ま-18C 前 m w  X - 2  6 SX田S 13. 1 7. 7 3 . 4  ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;t. 1I - 5 Y7. 5/1 . 0  付) 浅 は t.I: だ ・ 浪 /5. 5 ・ 3 PB2. 0/5. 0 藍

313 1963 磁器 ・ 染付 大皿 肥
宥

前
団長

; 吉奇窯 1660-1680 E X - 2  ( 12 . 8) ナデ 削 り 出 し高台 ス ノ ウ ホ ワ イ N9. 5 パ ー ル ホ ワ イ ト N8. 5 (染付) 6 P邸. 0/5. 5ト {染付) 蕗納戸

313 1 部4 磁器 ・ 染付 中皿 肥前 1680-1710  mw X - 2  g-43O 1 8 . 5  1 1 . 6  3. 3 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;t. 1I - 5 Y7. 5/1 .  0 オ イ ス 安 一 {染 5 Y7. 5/1 . 0  (染 付) 3 PB5. 0 
付) 鉛色 ・ 濃藍 /1 . 0 ・ 3 P81. 0/5. 0 

オ イ ;t. 1I - (染 5
(
Y
染

7
付
. 5

)
/

3
1 . 0  313 19邸 磁器 ・ 染付 中皿 肥前 1680-1710 mw X - 2  1-420 1 9 . 8  12 . 8 3. 1 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;t. 1I - 5 Y7. 5/1 . 0  付) ス テ ィ ール タ PB3. 0/1 . 0  レ イ

ア イ ポ リ ー ホ フ ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5.0 314 19随 磁器 ・ 染付 中鉢 肥前轟 18C 前 町 X - 2  g-43G 15 .7  ナデ ナデ ワ イ ト 5 Y9. 0/1 . 0  {染付) 浅li t.l: だ /5. 5 ・ 3 P殴. 0/5. 0- 浪藍
フ ロ ス テ ィ ヴ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5. 0 314 1967 磁器 ・ 染付 鉢 肥前轟 幕末頃 v X - 2  日-42. 43G 13. 1 4. 5 6. 1 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ;t. 1I - 5 Y7. 5/1 . 0  

鉄
染付

舗
) 浅世 主 だ /5. 5 ・ 5 81. 5/4. 5

7 イ ポ リ ー ホ オ イ ;t. 1I - (染 5
(
Y
染

7
付
. 5

)
/

N
1 .
5
0
. 5 ・ N1 . 5314 1 鉛8 磁器 ・ 染付 猪口 肥前轟 1 8C 中 町 X - 2  1-420 7. 4 4 . 8  6. 1 ナデ ナテ ナデ 削 り 出 し高台 ワ イ ト 5 V9. 0/1 . 0 付) 抱ずみ色 ・ 昼L 色

g 
N 



跡

事

麹

粉

仙川

挿図書号 図書号 種別 産地 年代 出土区 出土地点
法量 (crn) 闘整 色飼器種 区骨 備考 写真図版

口径 底径 器商 品太田甚 内面 舛面 肉底面 外底面 胎土 胎土 (no姐tion) 軸薬 ・ 染付 租麓 ・ 染付 {同組伽n)

7 イ ポ リ 一 本 フ ロ ス テ ィ ず レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 6 PB3. 5 314 19臼 磁器 ・ 染付 火入 肥前系 18C 後 V X - 2  f-43G 伺. 8) ナデ ナデ ワ イ ト 5 Y9. 0/1 . 0  染
紺

付
色

) ス マ 11- ト /5. 5 ・ 6 PB2. 0/5. 0 

7 イ ポ リ ー ホ 7 ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB6. 5 314 1970 磁器 ・ 染付 鉢蓋 肥前系 18C 後-19C 前 V X - 2  f-42G (8. 6) 2. 8 (9. 6) ナデ ナ デ 5 Y9. 0/1 . 0  {染付) わすれなワ イ ト ぐ さ 色 ・ 鉄紺 /5. 5 ・ 5 B2. 5/4. 5 

ナデヘ ラ ケズ ス ノ ウ ホ ワ イ フ ロ ス テ ィ ず レ イ 3 G7.5/1 . 0  314 1971 磁器 ・ 赤絵 仏飯器 肥前畢 18C 後-19C 中 v X - 2  (5. 6) 3. 7 5. 7 ナデ リ ナデ 削 り 出 し高台 ト N9. 5 (染付) :7. tJ ー レ {染付) 7 R5. 0/14.0 ッ ト

314 1972 磁器 ・ 白磁 仏飯器 肥前系 18C 後-19C 中 V X - 2  g-43G (7 .8) 3 .9  5. 0 ナデ ナデヘ ラ ケ ズ ナ デ 削 り 出 し高台
パールホ ワ イ N8. 5 フ ロ ス テ ィ デ レ イ {軸) 3 G7. 5/1 . 0  リ ト

オ イ ス iE -
Jb

{染
ず 5 Y7. 5/1 . 0  315 1973 磁器 ・ 染付 福 肥前嘉 17C 後 E X - 2  6 8泥田2 7.0 ナデ ナデ ナデ 削 り 出 し高台 オ イ ス ゴ量 一 5 Y7. 5/1 . 0  付} ス テ ィ ー

レイ {染付) 3 PB3.0/1 . 0  

シルバー デ レ シ1.パ ずレイ {捧 N7. 5 (染付) 3 PB3. 5/5. 5 ・315 1974 磁器 ・ 染付 徳利 肥前嘉 17C 後 m lV  X - 2  6 8X502 (5. 6) (6. 2) 24. 9 1 1 . 5  ナデ. 晶 て 具 ナ デ ナデ. 晶 て 具 削 り 出 し高台 N7. 5 甘) 藍 色 ・ 2 レ ーイ ト 'j リ ー ン ・ 黒録 3 G4. 0/2. 0 ・ 3 G2. 0/1 . 5

315 19'市 磁器 ・ 染付 油壷 肥前嘉 18C 前 百 X - 2  g-42G 2. 2 晶 て具. ナデ ナデ 灰褐 ・ エ ヲ リ 7. 5YR 6 / 2 ・ 8 {軸)
ー
香

ブ
色
黒

{染付) (軸) 4 YR6. 0/2. 0 (染付)ユ YR7. 5/1 . 0  オ リ ・ 焦茶 5 Y 3 / 2 ・ 8 YR2. 5/1 . 5

ス ノ ウ ホ ワ イ '11.ー ウ :t ッ シ ュ 3 PB8. 5/1 . 0  (染 付) 3 PB 315 1976 磁器 ・ 染付 油壷 肥前系 17C 後-18C 前 m lV  X - 2  g-43G 3.0  ナデ. 晶 て 具 ナデ N9. 5 {染付) 浅It � だ卜 . ，y. ト ル デ リ ー ン 5. 0/5. 5 ・ 3 G3. 0/4. 5 

f-43. パールホ ワ イ フ ロ ス テ ィ ず レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB5. 0 315 1977 磁器 ・ 染付 徳車j 肥前系 18C 後-19C 前 V X - 2  3 .7  8. 1 却. 7 1 9. 0  ナデ. 畠 て 具 ナデ ナデ 削 り 出 し高台 N8. 5 {染付) 浅 は な だg-43G ト - 藍色 /5. 5 ・ 3 PB3. 5/5. 5

315 1978 磁器 ・ 染付 海 胞前系 1 8C 代 百 X - 2  6 8滅却2 8. 0 ナデ ナデ
パールホ ワ イ N8. 5 7 ロ ス テ ィ デ レ イ 3 G7.5/1 . 0  
ト {染付} ス マ ル ト (染付) 6 PB3. 5/5. 5 

パールホ ワ イ リ リ ー ホ ワ イ ト 3 G9. 0/1 . 0  (染付) 3 PB5. 0 315 19'乃 磁器 ・ 染付 油壷 肥前嘉 1 8C 前 w X - 2  6 8波i02 3. 1 5. 0 9. 3 1 0. 5  ナデ. 畠 て 具 ナデ ナデ 削 り 出 し高台 N8. 5 {染付) 浅 は な だト - 溜墜 /5. 5 ・ 3 PB2. 0/5. 0 

316 1980 磁器 ・ 染付 鶴 景徳鎮 16C 後 X - 2  b-43G ナデ ナデ オ イ ス 宮 ー 5 Y7 .5/1 . 0  藍色 (染付) 浅は 5 闘. 5/2. 0 43 な だ {染付) 3 PB5. 0/5. 5 

316 1981 磁器 ・ 染付 磁 景徳鎮 16C 後 I X - 2  6 8X国6 (5. 2) ナデ 削 り 出 し高台 7 イ ポ リ ホ ワ 5 Y9. 0/1 . 0  藍自 (染付) コ バ 5 回. 5/2. 0 議 43 イ ト 1. ト ブ1"- (接付) 3 PB3. 5/1 0. 0 

ラ イ ト ず レ イ
ブ
{染
1. 316 1982 磁器 ・ 染付 皿 聖徳鎮 16C 後 I X - 2  6 8X田4 7.6 ナデ 削 り 出 し高台 オ イ :7. 11 - 5 Y7. 5/1 . 0  付} コバル ト N7. 5 (染付) 3 PB3. 5/10. 0 43 

316 1983 磁器 ・ 染付 旗 中国 7 車彊 ? 16C 車問17C {O 国 残存高 施軸 施軸 灰白 2. 5Y 8 / 2  明録灰 ・ 藍色 7. 5GY 7 / 1 ・ 頚部のみ 43 8.0 3 PB3. 5/5. 5 設存

7 ロ ス テ ィ ず レ イ 3 G7. 5/1 . 0  (染付) 3 PB3. 5 316 1984 磁器 ・ 染付 大皿 福建湾洲窯轟 16氾 宋 X - 2  6 8X504 オ イ :7. 11 - 5 Y7. 5/1 . 0  (染付) 藍色 ・ ミ 43 
ッ ドナ イ ト '11レー /5. 5 ・ 3 PB1 . 5/1 . 5

317 1985 磁器 ・ 白磁 碗 中国 l l C 後-12C 町 X - l h-羽白 ナデ後施稲 ナデ後施柚 ー 灰白 N 8 / 0  (軸) 灰白 (軸) 2. 5GY 8 / 0  王縁日録

ナ デ 後 施 柚 ナ デ 後 施 軸
317 1986 磁器 ・ 白磁 合子 中国 1 2C 代 X - 2  f-43G (4. 8) (口縁軸 か き (目録積 か き ナデ後施軸 ナデ 灰白 10Y 8 / 1  {柏) 灰白 (軸) 5 白Y 8 / 1 合子の身

と り } と り )

317 1987 信器 ・ 白磁 磁 中国 I 1C 檀-12C 聾半 V類 四 b-34G 5. 8 槌 施柚後削 り 施柚 無柚 灰白 7.5Y 7 / 1  灰白 10Y 7 / 1  削 り 出 し
高台

g 



随

意

醐田

淵酬

叫畑

法量 (cm) 調整 色踊 信者 写真図版挿図書号 図書号 種別 器種 産地 年代 区骨 出土区 出土地点
軸藁 ・ 染付 (no担世間)口径 底径 器高 量士園甚 内面 外面 内底面 外底面 胎土 胎土 (no祖tion) 軸薬 ・ 染付

317 1988 磁器 ・ 白磁 皿. 不明 不明 森田 咽 X-27G 3 . 5  ナデ， 施軸 ナデ へ ラ ケ ズ リ Aロ 7 イ ポ リ ホ ワ 5 Y9. 0/1 . 0  鳥の子色 5 Y9. 0/2. 0 高台裏に
野 7 D 群 削 り 出 し高 イ ト 墨書 7

ナデ後細fpい ナ
施粕

デ後櫛 目 後317 1989 磁器 ・ 膏磁 岡安窮嘉 1 2C 中~後 X - l 縦の櫛 自 主後 灰白 10Y 7 / 1  (柏) 灰 オ リ ー ブ {紬} 5 Y 5 / 2  
施馳

317 市叩 磁器 ・ 膏磁 硯 龍皐窯嘉 1 3中-14C 初 mb X - 2  g-43白 ナデ ナデ箆描 曹 謹 一 灰白 7.5Y 7 / 1  (柏) 灰 オ リ ー ブ {紬} 7. 5Y 6 / 2  
弁主後施軸

317 1991 磁器 ・ 青磁 碗 躍皐窮果 13C 中-14C 初 R b  X - 2  g-43G ナデ 弁
ナ

紋
デ

後
・ 箆

施
描
軸

謹 ー 灰白 N 7 /1 O (轍) 明録灰 (軸} 7. 5GY 7 /  1 

317 1992 磁器 ・ 青磁 硯 ? 圏外 16C ぐ ら い か ? X - 2  6 8.泥沼4 4. 0 印花後施柏 削 り 出 t..i高台 灰白 l OY 8 / 1  {軸) オ リ ー ブ賛 {紬} 7 . 5Y 6 / 3 ・ 6 / 2 類告吋函
- 灰オ リ ー ブ 援

317 1993 磁器 ・ 青磁 磁 極皐窯系 1 3C 前~後半 l or 租 c-羽白 5. 6 施租 施紬 灰白 5 Y 7 / 1 オ リ ー ブ灰 6 Y 6 / 2  
底
出

部
し

削
部に

り

E 類 胎土目 痘

317 1994 磁器 ・ 膏健 磁 飽皐繋系 13C 中-14C 祖 I X  X - l 5. 2 ナデ後施輸 削 り 出 し 高台 灰白 5 Y 7 / 1  {柚) 録灰 {軸} 7 .5白，Y 6 / 1E 
317 1 鈎5 磁器 ・ 青磁 碗 筒皐窯系 中世 l or 四 X-28G 5. 1 施柏 ナデ. 削 り 削 リ 出 しi高台. オ リ ー ブ ド ラ 5 Y4. 5/2. 0 ブロ ン ズ 5 Y4. 0/5. 5 冒頭 ? ナデ ブ

317 1 弱8 磁器 ・ 膏儲 観 簡皐離系 1 2C 前~ R b  X - 2  5. 4 ナデ後施柚 削 1)1却 し高台 灰白 7.5Y 7 / 1  {軸} 灰オ リ ー ブ {柚} 7 . 5Y 5 / 2  鏡蓮弁

ナデ
吉

後
の

施
軸

軸
剥蛭

317 1 田7 磁器 ・ 青錨 旗 圏内 中世 X - 2  g-43G 5. 4 ナデ ナデ ナ デ 付 ぎ にぷい黄櫨 IOYR 7 / 3  (軸} 明録灰 {柚} 10白，Y 7 / 1
と り

317 泊鑓 iII器 ・ 青磁 碗 歯皐窮系 中世 E 類 百 Z一泊G (5. 2) 柏
片刀謹弁. 施 ナデ. 施紬. 削 り 出 し高台. オ イ Á lI - ・ 5 Y7. 5/1 . 0 ・ 7 ろ 〈 し ょ う 3 G5. 0/5. 0 

削 り 無軸 テ ラ コ ッ 9 R5. 0/6. 5 

317 間鈎 磁器 ・ 青磁 磁 簡皐窯系 中世 l or 百 5 . 8  ナデ. 削 り ナ デ ナ デ 削 り 出 し高台. サ ロ ー 5 Y7. 5/2. 0 7ロ ン ズ 5 Y4. 0/5. 5 W題 ? へ ラ ケ ズ り

上回 パールホ ワ イ317 2000 磁器 ・ 青信 磁 7 箇皐富嘉 中世 C R  百 V-25G ナデ ナデ. 片 刀 り ー ト N8. 5 ろ 〈 し ょ う 3 G5. 0/5. 0 類
317 耳旧1 儲器 ・ 青磁 碗 不明 中世 咽 Z-27G ナデ. 型 ナデ

パー ルホ ワ イ N8. 5 ろ 〈 し よ う 3 G5. 0/5. 0 ト

317 初02 磁器 ・ 青磁 壷 中回世 16束-17初 X - 2  6 SX504. ( 10 .5) 初. 4 ロ ヲ ロ ナデ ロ ヲ ロ ナ デ ー 43 
却7

陶器 小皿 不明 X - 2  g-相日 4. 6 ナデ ナデ 蛇の 目 軸剥 ぎ 削 り 出 し高台 にぷい褐色 7. 5YR 6 / 4  (軸) 灰白 ・ 灰褐 {紬} 7. 5YR 8 / 1 ・ 7. 5YR 高

愚
「丁
容

台
j

に
の4 /.2 

ナヂ種目車総悶
灰

(軸
褐

)
・ 灰

累縄
白

・
・

縄
録灰

・ {軸
4 /

) 1 0YR 2 / 3 ・ 4 / 6
陶器 大鉢 肥前 ; 唐津嘉 1 6鈎-17印 w X - 2  g-43G 面白{出i土で自国毛 ナデ後施穂 ー 褐灰 10YR 4 / 6  2 ・ 5 Y 8 / 1 ・ 1 0GY目T滋鏡に軍閥 - 黄褐 ・ 貧灰 6 / 1 ・ 2. 5Y 5 / 6 ・ 5 / 1

(軸 ・ 舛
ブ

面
{馳
) 灰

・
オ 軸

内面
・ 外

)
面} 5 Y 5 / 2  (租陶器 大鉢 肥前 1 7C-I8C X - 2  g-43G ナ デ ナデ 民 7. 5Y 6 / 1  リ ー 内 5 Y 6 / 1  薗) 灰

褐
褐

灰
・ 灰

・ に �5{ い 1 0YR 4 / 1 ・ 5 (灰軸) オ リ ー ブ陶器 ・ 青磨海 小皿 肥前 ; 唐津 1捌-1捌 1 - 1 X - 2  6 SX捌 4. 2 ナデ後施軸 ナデ後施穂 ナデ種施柚 削 1) 出 し高台 / 1 ・ 7. 5YR 5 / 灰 {軸} 10Y 5 / 2 ・ 4 / 2 丸皿
4 

塁



蹄

持母

蹄田

湘籾

叫州

挿図番号 図書号 種別 器種 産地 年代 区骨 出土区 出土地点
法盤 (cm) 調整 色闘

備考 写真図版
口径 底径 器高 | 量大目笹 内面 外箇 内底面 外底面 胎土 胎土 (no坦tion) 柏葉 ・ 染付 輸薬 } 染付 (no畑出n)

陶器 ・ 青唐津 小皿 肥前 ; 唐津 1 580-1 594 1 - 1 X - 2  6 SX却4 (10. 2) ナデ後施柏 ナデ修施紬 ー 灰 10Y 5 / 1  (Ii!i軸) オ リ ー ブ (柏) 10Y 5 / 2 ・ 4 / 2 克皿灰

磁器 ・ 白磁 小耳 圏外 X - 2  6 SX関4 4 . 5  2. 0 3 .0  ナデ後施軸 ナデ後施紬 ナデ後施秘 削 り 出 し高台 灰白 5 Y 8 / 1  (軸) 明録灰 (軸) 10GY 8 / 1  

| 好土部曜) 豊韓揖羽に(日置韓明毛)自目化明瞳 I �仔珊削叩土閉附デ舟航削で曲控飢帥附周唄毛(旧崎口晴釦目置届釦)韓鉱に董 一 2. 5Y 5 /1 ， 4/1 ， 

ブ

(
(軸
灰

自 化
)

(
責
駐

無

土

軸
・ オ

灰

灰
リ

縄

白
ー

{由化桂土) 5
1
7
0
.

Y
Y
5

7

Y
4
R

/
/
5

2

/
2

(軸

3
・

)
E 陶器 大鉢 不明 16!旬以降 X - 2  6 SX504 黄褐 7. 5YR 5 / 3  5 Y 7 / 6 ・

/ 2  (無軸)

陶器 ・ 天 目 中鉢 不明 X - 2  6 SX506 ナデ後施柏 ナデ後施軸 ー 灰黄 2. 5Y 6 / 2  (軸) 極陪赤褐 ・ (軸) 10R 2 / 2 ・
黒 7. 5YR1 . 7/ 1 

機器議r<� 褐灰 ・ に ぷ い 畢重{揖明創軸出日)朝i却ろ軸〈Eiし自iよZ(黄量う 虜(畠) 7
/
.
(
5
由

3
Y
化
H
(

睦

揖
2 1

遺

土)

明
2
2.

紬

5
(重
G

)

Y

3
明
B

G

/
軸
5.

1
)
0/

(盤
5
5
Y
.

理

0
7 
) 

陶器 大鉢 不明 X - 2  6 S溺倒 (47. 6) ナデ後鉄泥柏 ー 5 YR 5 / 1 ・ 5
赤褐 YR 5 / 3  

陶器 ・ 天 目 中鉢 不明 X - 2  g-43G ナデ後施軸 ナデ後施軸 一 灰費 2. 5Y 6 / 2  (軸) 極暗赤褐 ・ (柚) 10R 2 / 2 ・
黒 7. 5YR1 . 7/ 1  

陶器 ・ 天 目 中鉢 不明 X - 2  日-43G ナデ後施柏 ナデ後施租 ー 灰白 2. 5Y 8 / 2  (柏) 黒 (軸) 7. 5YR1 . 7/ 1  

暗赤褐 ・ に ぷ 2
R
6

. 5

/
3
Y
/
R

4 

3
2
/

・
2 ・ 1 0

閤器 香炉 ? 不明 X - 2  6 SX田4 6.0  ナデ ナデ (工具 1 ) ナデ (閥毛 1 ) ナデ い費鐙 1 0YR I -

陶器 壷 肥後 ; 小代 18C-19C X - 2  f-43G 11 11 キ ケ ズ 1) 後施柚 ー 暗オ リ ー ブ褐 2. 5Y 3 / 3 ・ 2. 5 (柚) 赤黒 (軸) 2. 5YR1 . 7/ 1  - 暗赤褐 YR 3 / 3  

磁器 ・ 青磁 鉢 割鮮半島か X - 2  f-43G ナデ後施柚 ナデ後施粕 ー 灰 ・ に ぷ い 黄 5 Y 6 / 1 ・ 1 0 (軸) 灰 オ リ ー ブ (柚) 5 Y 6 / 2  橿 YR 7 / 3  

信器 ・ 青磁 碗 穂皐葉栗 12C 前~ n b  X - 2  ナデ後施柚 ナデ後施紬 ー 灰白 7. 5Y 7 / 1  (柚) 灰オ リ ー ブ (軸) 7. 5Y 5 / 2  鏡蓮井

陶器 鉢 中国 か ? X - 2  ナデ後施軸 ナデ後口縁部 灰費 2. 5Y 7 / 2  (紬) 黒 ・ 黒褐 (稲) 2. 5Y 2 / 1 ・
のみ施粕 7.5YR 3 / 2  

磁器 ・ 青磁量 鉢 ? 朝鮮半島 か熊本 1 5C 前半世 ? X - 2  ナデ後施軸 ナデ後輩誠 一 灰 lOY 5 / 1  土
灰

(
)
オ

白土
黒
リ

)

ー
(
灰
青
ブ

磁
白

軸
(鐘
) 

(
(
(
緒
膏

白

磁

土
土

)
)
柏

1
N
)

0Y
2
7.

/
自

5Y

/
O
5

1 

/ 2 磁

磁器 ・ 青磁 硯 ? 砲車窯系 1 5C 後半 B上-回1 X - 2  ナデ後施軸 先
ナ

蓮
デ後

弁
筒袖剣 一 にぷい費 2. 5Y 6 / 4  (稲) オ リ ー ブ灰 (柚) 10Y 6 / 2  

陶器 壷か瓶 不明 16日以降 X - 2  
ナ
で
・

出
謹

デ撞
国
躍

毛
)

由化

檀
目

笹

施
(
土輔
軸

灰赤 2. 5YR 5 / 2  (白士)灰白 (軸) (白土) 5 Y 7 / 1  
暗 オ リ ー ブ褐 (柚) 2. 5Y 3 / 3  

磁器 ・ 青磁 碗か皿 箆泉窯嘉 X - 2  8 .2  回転ナデ後施 削 り 出 し高台 灰白 ・ に ぷ い 7. 5Y 8 / 1 ・ 2. 5 (軸) オ リ ー ブ灰 (砲) 1 0Y 6 / 2  柚 施柚 赤褐 Y 5 / 4  

陶器 中碗 ? 萩 ? X - 2  6 SX503 ? ( 10 .0) ナデ後施柚 ナデ後施柏 ー 灰黄褐 10YR 6 / 2  (柚) 明 オ リ ー ブ (軸) 2. 5GY 7 / 1 灰

n 2  ナデ後施軸 ナデ後施柏削 (粕) 明 オ リ ー ブ磁器 ・ 青磁 皿 肥前 : ii佐見か ? 17C 中頃か 7 X - 2  6 SX印'3 ? 4 . 6  ナデ ナデ (蛇の 目 ) り 出 し 高 台 灰白 10Y 8 / 1  灰 (柚) 5 GY 7 / 1  
(高台無柏)

陶器 大鉢 ? 不明 X - l  6 S�∞7 ナデ後施柚 ナデ後施軸 灰 10Y 5 / 1  (柏) 暗オ リ ー ブ (柚) 2. 5Y 3 / 3  褐

-
U
∞
ω
|

 



出陣

替

繭掴

湘湘

酬刈

挿図番号 図書号 種別 器種 産地 年代 出土区 出土地点
法量 (cm) 闘整 色調

備考区骨 写真図版
口径 底径 器高 量大田甚 内面 外面 内底面 外底面 胎土 輸土 (00祖目。n) 軸譲 ・ 染付 軸藁 ・ 染付 (n曲目。n)

磁器 ・ 青盛 碗 趣皐寝藁 13C 以降 X - 2  h-40G ナデ後臆紬 ナデ後施租 灰白 5 GY 灰
(軸

・
}
オ

蹟オ リ ー ブ {軸) 5 GY 7 / 1 ・ 6 / 1 上限が元リ ー ブ灰

磁器 ・ 青盛 硯 箇皐窯畢 13C 中-14C 初 I b X - l  ナデ後施軸 ナ
り

デ
だ

後
し

廼
後

#
施

削鞠 灰白 2. 5GY 8 / 1  (粕} 明録灰 (軸) 1 0白Y 7 / 1

磁器 ・ 青磁 碗 組皐器系 13C 中-14C 初 ll b  X - l ナデ後施軸 ナ
り

デ
だ

後
し

遺
後

弁
施

削
軸
ー 灰白 IOV 7 / 1  

{軸) オ リ ー ブ灰 (軸) 5 GY 6 /1 . 7 ' 5 GY - 鰻灰 6 / 1  

磁器 ・ 膏磁 碗 飽皐寝轟 1 4C 後以降 X - l j-37G ナデ後施軸 施
ナ

軸
デ後陰書g後 ー 灰白 7. 5Y 8 / 1  (軸) 灰オ リ ー ブ (軸) 7. 5Y 4 / 2  明

磁器 ・ 青磁 碗 岡安帯革 1 2C 中~後 I X - l ナ デ後施軸 ナデ後施軸 ー 灰 白 7.5Y 7 / 1  {紬) 灰 オ リ ー ブ (軸) 7. 5Y 6 / 2  

磁器 ・ 捺付 大碗 7 肥前華 1655-1 670 E X - 2  6 8犯却B ナデ ナデ サ ロ ー 5 Y7. 5/2. 0 フ ロ ス テ ィ タ レ イ 3 白，7. 5/1 . 0 (染 付) 3 PB5. 0 
{染付} 浅lま な だ /5. 5 一

器



石器類観察表
出土地点 法量 (cm . g) 写真図版 取 り 上 げ挿図番号 番号 種類 石材 備考

地区 遺構 グ リ ッ ド 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量 刃部長 刃部幅 刃部角度 No目 No. 

37 200 四 b-33 vn層 1 0. 1 - 6. 25 1 . 00 82. 76 2. 60 4. 50 25 打製 緑色片岩 基部 を 欠損 1 1 668 

37 201 vm 1-34 5. 9- 9. 40 1 .  65 1 06. 66 2. 70 9. 20 58 まT製 流紋岩質安山岩 基部 を 欠損 1 48 

37 202 vm e-34 Va 層 5. 5- 2. 25 1 .  35 34. 1 8  磨製 石英片岩 刃部 を 欠損 一括

37 203 vm 1-35 L03層 6. 8- 2. 55- 1 . 40 36. 33 磨製 頁岩 刃部 を 欠損 一括

37 207 vn a-30 Vc 層 5. 60 3. 60 0. 95 32. 70 0. 80 3. 60 50 磨製 粕板岩 小型石斧

1 05 574 四 5 SK032 1 1 . 1 - 5. 9- 4. 4- 31 6. 40 磨製 珪質頁岩 刃部 を 欠損 58 1 1 306 

1 67 972 四 5 SX051 A-B 層 9. 00 4. 60 1 . 60 92. 1 4  2 . 50 3. 70 75 磨製 蛇紋岩 58 7076 

1 92 1 071 四 5 SB01 8 8. 3- 5. 45 1 . 00 57. 35 打製 緑色片岩 基部 2882 

275 1 741  vm 5 SX023 1 層 9. 95- 8. 1 0  1 . 05 1 22. 4 1  2. 30 6. 50 40 打製 緑色片岩 基部 を 欠損 4854 

表 4

l
m
∞斗
l

価

替

醐掴

蛸刷

刷用

石庖丁
出土地点 法量 (cm ' g) 写真図版 取 り 上 げ挿図番号 番号 実測 No. 石材 備考

地区 遺構 グ リ ッ ド 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量 刃長 刃 角 度 孔径 No. No. 

37 1 99 E001 vm 1-35 Va 層 4. 2- 4. 6- 0. 50 1 1 . 68 550 
粘板岩 58 1 50 

37 206 E074 X - 1 h-40 vn層 4. 70 9. 25 0. 65 43. 1 1  0. 1 5  650 1 . 2  黒雲母片岩 58 1 283 

1 59 909 マ061 vm 5 SX040 2 層 3. 45- 6. 5- 0. 60 1 6. 00 750 0. 8 凝灰岩 58 



随

意

開田

淵

糊

出土地点 法量 (cm . g) 
写真図版 No. 取 り 上 げ No.挿図番号 番号 石材 備考

地区 遺構 グ リ ッ ド 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量

36 1 93 W X-28 W層一括 4. 6 3. 1 0. 65 1 1 . 1 頁岩 砥面 2 ， 両側面は擦 り 切 り 痕

36 1 95 羽 a-29 Vb 層 7. 5- 7 5. 55 392 砂岩 砥面 1

51 289 四 4 SI01 3 9. 7 8. 2 4 . 1 690. 5 石英安山岩 砥面 3

1 01 552 W 4 SK006 A-A'間ベル ト 一括 7. 9 4 . 6 2. 6 79 砂岩

1 01 554 W 4 SK006 Vb 層 8. 9- 5. 4 4. 7 269 石英粗面岩 砥面 4

1 07 585 四 5 SK036 6. 6- 3. 65 3. 1 5  79. 01 石英粗面岩 全面使用 1 0 1 29 

1 1 0  608 W 4 SK009 1 6. 4  1 1 . 5  3. 6 760. 3 砂岩 砥面 4 ， 鼓打部 2

1 59 91 1 vm 5 SX040 6. 8 3. 1 2. 8 56. 47 泥岩 砥面 4 面 8779 

1 59 91 2 四 5 SX040 6. 45- 1 0. 75 1 . 6  1 78 . 1 6  砂岩 1 函欠損， 砥面 1 面 1 1 1 63 

1 59 91 3 vm 5 SX040 4 層 6. 3 5. 6 1 .  55 67. 24 砂岩 摩耗， 砥函 1 面 891 9 

1 83 1 067 W Y-28 V - VI 層 7. 9- 4. 75 2. 7 1 1 3. 8  石英組面岩

1 95 1 1 00 四 4 SI01 2 1 層 9. 95 4 . 3 3. 35 1 58. 2 泥岩 砥面 4

276 1 752 羽 Z-29 lVb 層 ベル ト 一括 7. 05- 5. 85 2. 6 1 21 . 2  砂砦

281 1 770 vm 5 SK01 6 1 層 1 1 . 6  6. 9 2. 6 268. 45 石英粗面岩 煤付着唱 1 面欠損， 砥面 3 面 一括

281 1 771 vm 5 SK01 6 1 }雷 3. 6 4 . 35 2. 45 33. 63 石英組面岩 砥面 3 面 一括

335 21 38 X - 2  6 SX506 直上一括 7. 25 1 . 4  5 64. 38 頁岩 両側面 は擦 り 切 り 痕. 砥面 2 面 一括

335 21 39 X - 2  6 SX504 1 0. 45 4 . 65 2. 8 1 78. 57 砂岩 砥面 4 面 2259 

335 2 140 X - 2 6 SX504 1 層 8 4. 05 2. 6 87. 86 石英粗面岩 欠損有 り 唱 砥面 2 面 261 5 

vm 5 SK01 6 b-32 1 0. 85 5. 3 4 . 8 2 14 . 74 砂岩 一括

X - 2 6 SD501 1 層 1 0. 7  4 . 3 4 . 25 2 12 . 5 石英粗面岩 砥面 1 面， 両側面に 調整痕 一括

X - 1  6 SK031 一括 1 6. 4  9. 1 6. 5 1 4 1 8  石英安山岩 一括

X - 1 j-38 E 層 6. 9 4. 2 1 . 9  63. 22 滑石 91 5 

X - 2 f .  g-43G 一括 5. 2 3 . 2 2. 3 46. 6 不明

砥石

器



随

意

盛

綱桐

山m

出土地点 法量 (cm . g) 写真図版 取 り 上 げ挿図番号 番号 種別 石材 備考
地区 遺構 グ リ ッ ド 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量 先端角 度 挟 り 長 扶 り 幅 No. No. 

35 1 71 打製 羽 a-31 Vd 層 4. 2 2. 5 0 . 5 3. 22 60. 0. 5 1 . 6  安山岩 売形 58 538 

35 1 72 打製 四 e-34 L03層 1 3. 2  2. 4 5 . 5 2. 41 52. 0. 2 1 . 1  黒曜石 完形 58 546 

35 1 73 打製 四 b-31 Va 層 2. 55 1 . 7  0 . 5 1 . 04 540 0. 3 1 . 5  安山岩 基部一部欠損 58 541 

35 1 74 打製 VllI e-34 Vc 層 3 2. 4 0. 5 2. 52 580 黒曜石 58 545 

35 1 75 打製 VllI 1-33 N層 2. 7 1 . 8  0. 55 1 . 97 530 0. 1 5  1 . 5  黒曜石 剥片鎌. 完形 58 547 

35 1 76 打製 VllI e-34 Vc 層 2. 4 1 . 5  0 . 5 0. 86 550 0. 65 1 . 1  黒曜石 元形 58 544 

35 1 77 打製 VllI a-31 2. 7 2. 2- 0. 7 2 . 1 1  730 0. 55 2. 2- 黒曜石 基部一部欠損 58 537 

35 1 78 打製 四 1-34 L03層 2. 2 2. 25 0 . 45 1 .  71 680 黒曜石 基部一部欠損 58 285 

35 1 79 打製 四 b-32 Vc 層 2 1 . 2  0. 5 0. 62 39 0. 1 5  0. 8 黒曜石 58 542 

35 1 80 打製 VllI b-30 lVb-Va 層 2. 4 2. 6 0 . 55 2. 52 90 0. 2 1 黒曜石 58 一括

35 1 81 打製 VllI c-30 Va 層 2. 25 1 . 8- 0. 45 1 . 37 黒曜石 先端部唱 基部一部欠損 58 543 

35 1 82 打製 VllI Y-32 N層 1 . 75- 1 . 75- 0. 45 750 0. 1 - 1 . 75- 黒曜石 基部先端欠損 58 一括

35 1 83 打製 VllI c-30 lV-Vb 層 2. 7 1 . 95 0 . 65 2. 69 0. 1 1 . 25 黒曜石 先端部欠損 58 1 64 

35 1 84 打製 四 1-34 L03層 1 . 4- 2. 0- 0. 45 1 . 32 0. 1 1 . 2  黒曜石 基部の み残存 280 

35 1 85 打製 四 1-34 VY 層 1 . 75- 1 . 55- 0. 45 0. 77 76 黒曜石 先端部の み残存 58 一括

36 1 88 打製 羽 V-26 Vc 下層 1 . 75 1 . 6  0. 45 0. 66 67. 0. 2 黒曜石 基部一部欠損 58 4543 

36 1 89 打製 W W-28 Vc 層 ? 1 . 95 1 . 65 0. 35 0. 71 61 " 0. 3 サ ヌ カ イ 卜 基部一部欠損 58 一括

36 1 90 打製 VlI Y-27 N層 2 1 . 8  0 . 3 0. 74 51 0. 2 1 . 7  黒曜石 aフ-zn 宜，引f� 58 一括

36 1 91 打製 VlI X-29 ・ 28 V眉 (粘土) 3. 25 1 .  85 0. 45 1 . 7  38 0. 3 1 . 6  サ ヌ カ イ ト 売形 58 一括

37 205 磨製 X- 1  j-40 IX層 7. 65 1 . 7  0 . 3 4 . 9 60. 
頁岩 磨製凸基有茎鍛唱 風化 58 1 222 

1 39 788 打製 vm 5 SX049 3. 4 2. 1 5  0 . 4 2. 25 56 0. 9 1 . 8  黒曜石 言明片鍛 58 553 

1 59 906 打製 四 5 SX040 E 層 2. 65- 2. 2- 0. 8 3. 5 73 黒曜石 未製品 58 41 8 

1 59 907 打製 四 5 SX040 E 層 2. 45 2. 4 0 . 5 1 . 91 75 0. 1 0. 5 安山岩 58 521 

1 59 908 打製 四 5 SX040 1 . 9- 1 . 8- 0. 4 0. 91 55 0. 4 1 . 3  黒曜石 先端部 と 基部の一部欠損 58 551 

250 1 504 打製 X - 1  6 SX050 2 眉 1 . 7  1 . 6  0 . 4 0. 58 540 0. 2 1 . 4  黒曜石 58 

275 1 740 打製 四 5 SX023 1 層 3. 2 1 . 9  0. 5 1 . 62 50 0. 25 1 . 3- 安山岩 基部 58 550 

石鍍

包c.o 



出削

替

醐田

淵羽

山畑

石皿 ・ 台石
出土地点 法量 (cm . g) 

取 り 上 げ No.指図番号 番号 石材 器種 備考 写真図版 No.
地区 遺梅 グ リ ッ ド 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量

51 287 w 4 SI01 3 29. 75 34. 2  5. 65 6500. 0 安山岩 台石 1 84 

1 39 784 四 5 SX049 D 層 1 6. 4- 1 6. 6- 1 0. 2- 3697 . 5 安山岩 石皿

1 39 785 咽 5 SX049 28. 05 1 8. 1 1 2. 6  1 1 000. 0 安山岩 石皿

1 39 787 咽 5 SX049 D 層 1 5. 35 1 3. 5  3. 9 1 329. 4 石英安山岩 台石 1 0291 

1 59 91 6 VlIl 5 SX040 1 1 . 0- 1 1 . 1 - 2. 5 506. 61 砂岩 台石 1 1 1 97 

1 60 91 9 VlIl 5 SX040 1 2. 95 1 1 .  2 5 . 1 5  862 . 9 角 閃安山岩 石血 7238 

1 60 923 VlIl 5 SXωo 1 3. 65 1 3. 95 4 . 9 1 534. 7 石英安山岩 石皿 皿部 に磨面， 敵打部 1 0324 

1 83 1 066 VlIl b-31 1 5  9. 45 2 . 8 746. 6 砂岩 台石 3976 

出土地点 法量 (cm ' g) 
取 り 上 げ No.挿図番号 番号 石材 倫考 写真図版 No.

地区 遺構 グ リ ッ ド 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量

36 1 94 vn Z-28 Vc 層 6. 1 5  5. 95 3. 75 1 94 . 6 石英安山告 58 

37 204 四 b-33 vn層 4. 4 1 1 .  1 2. 7 1 58. 1 6  砂岩 摩耗 1 1 673 

1 01 553 vn 4 SK006 Vb 層 5. 8 7. 5 2 . 2 1 44 . 5 角 閃安 山 岩 58 2734 

271 1 71 0  四 5 SX022 1 1冒 9. 3 8. 1 6 499. 1 7  安山岩 8523 

276 1 751 vn W-27 Vc 層 8. 5 6. 3 5. 7 367. 3 砂岩 未完 1 038 

石鍾
ー

ωUO
|



磨石
出土地点 法量 (cm ' g) 

挿図番号 番号 石材 備考 写真図版 No. 取 り 上 げ No.
地区 遺構 グ リ ッ ド 層位 長 さ 幅 厚 さ 霊量

31 1 1 8  X - 1 6S�倒9 ト レ ン チ No.l 一括 2. 95 2. 8 2. 6 28. 1 5  石英安山岩

36 1 96 vn Y-26 W層一括 1 1 . 7  9. 7 4 . 65 922. 6 輝石安山岩 磨面 2 . 鼓打部 2

36 1 97 W Y-29 Vc 層 1 0. 6  8 4 . 8 652 石英安山岩 磨面 2 . 敏打部 3 2 1 0  

5 1  288 vn 4 S101 3 9 7. 25 5. 1 440. 4 角 閃安山岩 全体に磨痕 5 

63 360 四 5 S1035 1 0. 45 9. 2 6. 4 921 . 7  石英安山岩 磨面 は 3 1 1 1 1 4 

1 01 555 vn 4 SK006 8. 05 6. 4 4 . 7 336. 3 石英安山岩 全体 に磨痕唱 敵打部 1 43 

1 59 91 4 V1II 5 SX040 7 . 55 7. 4 6. 3 535 石英安山岩 磨面 3 . 敵打部 2 1 0928 

1 59 91 5 V1II 5 SX040 8. 1 6. 8 3. 9 259. 3 角 閃安山岩 磨面が 2 . 磁打部 あ り 6889 

1 60 91 7 V1II 5 SX040 E 層 1 2. 35- 7. 9- 4. 1 - 363. 02 石英安山岩 1 / 2 程度欠績， 磨面 は 2 8056 

1 60 91 8 四 5 SX040 9 8. 95 2. 45 304 . 5 石英安 山岩 磨面は 3 671 5 

275 1 743 V1II 5 SX023 2 層 1 0. 7  5. 85 3. 2 334 . 59 黒雲母片麻岩 全体に磨痕. 敵打部 2

ー
旬
。H
|

凹石
出土地点 法量 (cm ' g) 凹部 石材 備考 写真図版 取 り 上 げ

挿図番号 番号 No. No. 地区 遺構 グ リ ッ ド 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量 長 さ ・ 表 長 さ ・ 泉 幅 ・ 表 幅 ・ 哀 深 さ ・ 表 深 さ ・ 裏

70 391 vn 4 SE005 4 層 1 0. 6  8 5 . 6 447. 6 4 3. 1 3. 9- 3. 5 1 . 6  0 . 4 石英安山岩 井戸

1 39 783 vn 4 SX049 Y-30 オ 下層 6. 8 6. 6 5. 1 329. 9 3. 2 3. 2 3. 4 2. 9 0. 6 0. 4 石英安山岩 凹部 2 . 敵打部 5 58 

1 39 786 V1II 5 SX049 1 2  9. 65 4. 8 1 21 0  3. 3 2. 7 0. 2 石英安山岩 1 0246 

1 59 91 0 V1II 5 SX040 D 層 1 0. 2  9. 75 5 . 25 653. 7 4 . 2 2. 3 3. 7 2. 6 0. 45 砂岩 使用面 2 面に凹部が 2 . 融打部 1 7241 

1 60 920 V1II 5 SX040 1 0. 2  9. 3 4. 9 61 6. 3 3. 8 3. 2 2. 9 3. 7 1 . 2  0 . 1 石英安山岩 881 1 

275 1 745 四 5 SX023 1 層 1 0. 5- 1 2. 1 5- 5. 5- 625 3. 2- 3. 2- 0. 6 石英安山岩 ス リ 凹部 4845 

出岬

替

問団

満

州m



随

意

棚田

淵籾

山畑

石核 ・ ス ク レ イ パー
出土地点 法量 (cm . g) 

挿図番号 番号 石材 器種 写真図版 No 取 り 上 げ No.
地区 遺構 グ リ ッ ド 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量

31 1 1 5  X - l 6 SX049 一括 2. 8 2. 65 2. 5 1 8. 9  黒曜石 石核 54 

31 1 1 6  X - l 6 SX049 3 層一括 1 . 7  4 . 05 1 . 7  9. 1 2  黒曜石 石核 2 

35 1 87 vm b-31 W膚 3 2. 35 1 . 1  6. 49 黒曜石 ス ク レ イ ， �- 58 84 

35 1 86 四 a-30 W層 3 1 . 45 0. 5 1 . 36 黒曜石 石錐の未製品 58 一括

36 1 92 vn V-26 Vc 層 2. 55 2. 65 0. 9 5. 1 4  黒畷石 ス ク レ イ I � ー 58 5285 

37 1 98 vm e-34 4 . 6 5. 65 1 . 6  26. 1 6  安山岩 ス ク レ イ H- 一括

1 39 782 vm 5 SX049 5. 5 6. 05 3. 8 1 22. 92 安山岩 石核 9886 

271 1 709 vm 5 SX022 理土 3. 7 3. 05 1 . 6  1 6. 2  安山岩 石核 一括

四 5 SX040 E 層 6. 65- 6. 5- 0. 9- 48. 49 不明 石核 ? 81 78 

CJ1 c.o hコ
石臼

出土地点 法量 (cm . g) 
挿図番号 番号 石材 備考 写真図版 No. 取 り 上 げ No.

地区 遺構 グ リ ッ ド 層位 高 さ 径 芯穴の径 重量

335 21 36 X - 2 6 SX504 1 3. 8  36. 2 3. 7 30. 1 kg 安山岩 下臼 59 3301 

336 2 14 1  X - 2 h-40 W層 9. 0 32. 4 3. 5 1 1 . 1 kg 安山岩 下臼 59 2432 

336 21 42 X - 2  g-42 L01 層 6. 8 9. 95 1 . 2  1 91 .  85 浮岩 ミ ニ チ ュ ア 59 1 0  

336 21 43 X - 2 g-42 LOl 層 3. 5 9. 1 1 . 6  96. 66 浮岩 ミ ニ チ ュ ア 59 9 」 ー



蔽石
出土地点 法量 (cm ' g) 

挿図番号 番号 石材 備考 写真図版 No. 取 り 上 げ No.
地区 遺楠 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量

48 264 W 4 SI01 1 1 3. 9  6. 2 3. 1 430. 2 石英安山岩 議打部 4 58 B 

1 60 921 vm 5 SX040 1 7  9. 05 3. 5 749. 9 石英安山岩 議打部 2 . 磨面有 り 8787 

1 60 922 vm 5 SX040 D 層 1 4 . 9  8. 2 5 858. 6 石英安山岩 7242 

275 1 742 vm 5 SX023 1 層 1 7. 4  6. 3 4 . 1 6 16 . 3 石英安山岩 4844 

275 1 744 vm 5 SX023 1 層 8. 9- 7. 65 5. 3 455. 28 安山岩 先端 と 側面に敵打部 5768 

四 5 SI026 1 7. 45 7 . 7 3 676. 8 石英安山岩 多用途 1 1 854 

出陣

審

問団

摘桐

山畑

そ の他
出土地点 法量 (cm . g ) 写真図版 取 り 上 げ

挿図番号 番号 石材 備考 No. No. 地区 遺構 グ リ ッ ド 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量 孔径

31 1 1 7  X - 1  6 SX049 3. 9 1 . 7  0. 8 2. 5 黒曜石 剥片 6 

37 208 X - 1  j-40 V 層 3. 1 1 . 6  0 . 5 1 . 66 黒曜石 細石刃 38 

262 1 675 W XY-28ノてル ト V層粘土一括 2. 9 3. 9 0. 65 1 6. 7  結品質石灰岩 ? 古代. 石帯

271 1 708 vm 5 SX022 1 層 6. 55- 1 2. 1  1 . 9- 207. 1 3  滑石 石鍋

276 1 746 vn W-28 N庸一括 3. 3- 4. 85- 1 . 3  29. 5 滑石 中世， 石鍋片

276 1 747 W W-28 Vc 層 ベル ト 5. 6 3. 6 1 . 9  46. 7 滑石 滑石製品再加工品

276 1 748 vm Z-32 W層 3. 2 3. 05 1 . 4  21 . 23 1 .  1 5  滑石 有孔滑石製品 59 一括

276 1 749 vm Y-32 W眉 3. 2 2. 55 1 . 45 1 7. 56 1 . 1  滑石 有孔滑石製品 59 一括

276 1 750 vm b-33 3. 2- 2. 1 - 1 . 25 7. 32 滑石 有孔滑石製品 59 一指

286 1 778 X - 1 6 SK004 1 層 1 4. 5- 6. 85 1 . 3  1 48. 3 頁岩 石板 7 一括

331 21 22 X - 2 6 SX501 4. 2 0. 8 石硯， 下端欠損

335 21 37 X - 2  6 SX504 一括 1 4 . 85 4. 25 5. 45 1 07. 76 1 . 1  浮岩 岩偶 59 一括

336 21 44 X - 2 調査区内 一括 1 0. 5  5 4 . 4 61 . 79 浮岩 半分が欠損. 石型容器 ? 59 一括

336 2 1 45 X - 1  j-38 E 層 3. 1 2. 45 1 . 0  8. 5 滑石 滑石製分銅 ? 91 4 

21 92 vm区 1 . 5  0. 6 0. 3 0. 6 0. 1 滑石 32 227 

巳刀t.O ι心



出陣

芯

強

制榊

叫m

石片等一覧表
調査区

出土地点
一括 種別 石材

法量 (震大値， cm . g) 
欠損状況 備考 挿図番号No. 

遺構 層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

四区 4 51007 O 黒曜石 1 .  70 1 .  50 0. 70 2. 06 自 然様 ロ ー ム 中

2 四区 4 5E01 7 最下層 O ijIIJ片 黒曜石 2. 60 1 . 60 0. 50 1 . 93 

3 羽区 4 5X038 6332 剥片 黒曜石 4. 50 3. 50 1 . 20 1 0. 92 

4 W区 4 5K039 20 剥片 黒曜石 2. 70 2. 00 0. 50 2. 21 

5 W区 4 5K039 20 剥片 黒曙石 1 .  70 1 . 40 0. 60 1 . 1 7 

6 W区 4 5K039 O 測片 黒履石 2. 30 2. 00 0. 80 3. 07 

7 vn区 4 5X040 ロ ー ム 中 自 然様 黒暇右 1 . 60 1 . 30 1 .  1 0  2. 58 自 然様 ロ ー ム 中

8 vn区 V-26G Vc 下層 4536 使用痕有剥 片 ? 黒騒石 3. 20 3. 60 1 . 00 7. 99 加工 か使用痕有 り

9 vn区 V-26G Vc 層 42倒 剥片 黒曜石 3. 00 2. 70 0. 90 4. 79 Core， 自由l片 は ぎ と り

1 0  vn区 V-26G Vc 層 4265 自由l片 黒曜石 2. 1 0  1 . 60 0. 60 1 . 83 

1 1  vn区 V-26G Vc 下層 4534 石銭 黒蝿石 1 . 75 1 .  60 0. 45 0. 66 1 88 

1 2  vn区 V-26G Vc 下層 4535 自由j片 黒躍石 1 . 80 1 . 60 1 . 20 3. 00 

1 3  vn区 V-26G Vc 下層 4535 使用痕有罰j片 黒曜石 2. 80 2. 70 1 . 00 4. 09 

1 4  羽区 V-26G Vc 下層 4537 使用痕有剥片 黒曜石 2. 00 2. 50 0. 60 1 . 98 

1 5  W区 V-26G Vc 下層 4538 剥片 黒曜石 2. 40 1 . 40 0. 50 1 . 33 

1 6  vn区 V-26G Vc 窟 51 56 剥片 黒曜石 3. 60 2. 00 0. 90 4. 1 7  

1 7  vn区 V-26G Vc 層 5282 剥片 黒暗石 4. 50 2. 90 1 . 40 1 5 . 04 

1 8  vn区 V-26G Vc 眉 5283 剥片 黒幡石 3. 1 0  1 . 60 0. 40 1 .  1 8  

1 9  四区 V-26G Vc 層 5283 チ ッ プ 黒暇石 2. 00 1 . 90 0. 60 2. 08 

20 田区 V-26G Vc 屑 5283 チ ッ プ 黒暇石 1 . 50 1 . 00 0. 20 0. 1 8  

21 W区 V-26G Vc 層 5284 宮崎片 黒曜石 3. 1 0  2. 30 0. 30 1 . 55 

22 四区 V-26G Vc 屑 5284 言明片 黒躍石 1 . 80 1 . 30 0. 40 0. 53 

23 四区 V-26G Vc 層 5285 ス ク レ イ I fー 黒曜石 2. 55 2. 65 0. 90 5. 1 4  オ レ 1 92 

24 1皿区 V-26G Vc 層 5286 剥片 黒曜石 2. 60 3. 1 0  0. 90 5. 64 

25 四区 V-26G Vc 層 5286 剥片 黒帽石 2. 70 1 .  00 0. 40 0. 65 

26 W区 V-26G Vc 厨 5287 剥片 黒随石 2. 90 1 . 50 0. 90 3. 82 オ レ

27 1皿区 V-26G Vc 眉 5288 チ ッ プ 黒曜石 1 .  70 1 .  40 0. 30 0. 46 

28 羽区 V-26G Vc 眉 5289 剥片 黒躍石 3. 80 2. 70 0. 80 4. 1 3  

29 四区 V-26G Vc 眉 5289 剥片 黒曜石 2. 20 0. 90 0. 40 0. 42 

30 四区 V-27G Vc 層 221 2 割j片 黒曜石 3. 1 0  2. 00 0. 90 5. 1 6  

31 四区 V-27G Vc 層 21 90-2214  チ ッ プ 黒曜石 0. 90 0. 80 0. 1 0  0. 04 

32 四区 V-27G Vc 厨 51 66 剥片 黒曜石 2. 20 1 . 40 0. 40 0. 93 

33 羽区 V-27G Vc 厨 51 67 チ ッ プ 累積石 1 . 40 1 . 40 0. 30 0. 43 

34 vn区 V-27G Vc 層 5390 割l片 黒曜石 2. 80 1 . 60 0. 70 1 . 84 オ レ

35 W区 V-27G Vc 層 5391 使用痕有ijIIJ片 黒曜石 2. 80 3. 1 0  1 . 00 5 . 62 

36 vn区 V-27G Vc 厨 5392 調j片 黒躍石 3. 20 3. 1 0  1 . 00 5. 08 

37 vn区 V-27G Vc 膚 615 1  剥片 黒曜石 2. 40 1 . 80 1 . 00 2. 44 オ レ

ー
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陣

ぎ

耐掴

揃桐

山川

調査区
出土地点

一括 種別 石材
法量 (最大値. cm ' g)  

欠損状況 備考No. 
庖位 取上 No. 長 さ 幅

挿図番号
遺構 厚 さ 重 さ

38 羽区 V-27G Vc 層 6350 言明j片 黒畷石 3. 30 2. 60 1 .  1 0  5 . 78 

39 1皿区 V-27G Vc 層 63日-6352 チ ッ プ 黒曜石 1 . 30 1 . 20 0. 1 0  0. 1 2  

40 vn区 V-27G Vc 層 6351 剥片 黒曜石 2. 40 2. 60 0. 60 2. 80 オ レ

41 vn区 V-27G Vc 層 6352 剥片 黒曜石 2. 60 1 . 80 0. 40 1 . 1 9 

42 vn区 V-27G Vb 層 O 剥片 黒積石 2. 60 2. 00 0. 60 1 . 85 

43 vn区 V-27G Vb 層 O 剥片 黒暇石 2. 00 1 . 50 0. 70 1 . 58 オ レ

44 田区 V-27G Vb 層 O 事j片 黒櫨石 2. 1 0  1 . 50 0. 40 0. 99 

45 vn区 V-27G W層 -V層 O 自由l片 黒曜石 2. 20 1 . 40 0. 50 1 . 42 

46 vn区 V-27G W層-Vb 層 O 言問l片 黒曜石 3. 20 1 .  1 0  0. 60 1 . 68 

47 vn区 V-27G Vc 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 80 1 . 30 0. 50 0. 90 

48 羽区 V-27G Vc 下層 O 剥片 黒曜石 2. 90 1 .  70 0. 70 2. 50 

49 W区 V-27G Vc 下層 O チ ッ プ 黒曜石 2. 40 1 . 40 0. 70 1 .  53 

50 vn区 V-27G Vc 下層 O 剥片 黒曜石 1 . 60 1 .  70 0. 50 1 .  1 5  

51 vn区 V-27G Vc 下層 O 剥片 黒曜石 2. 1 0  1 .  70 0. 40 1 . 08 

52 vn区 V-27G Vc 下層 O 剥片 黒曜石 2. 30 1 . 80 0. 40 1 . 06 

53 vn区 V-27G Vc 下層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 70 1 .  1 0  0. 30 0. 46 

54 vn区 V-27G Vc 下層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 60 0. 90 0. 20 0. 24 

55 vn区 V-27G Vc 下層 O チ ッ プ 黒曜石 2. 1 0  2. 00 0. 60 1 .  26 

56 vn区 V-27G Vc 下層 O 剥片 黒曜石 3. 00 2. 00 0. 90 5. 27 

57 vn区 V-27G Vc 下層 O 剥片 黒曜石 2. 60 1 . 60 0. 80 2. 61 

58 vn区 V-27G Vc 下層 O チ ッ プ 黒曜石 2. 20 1 . 40 0. 80 1 . 80 

59 vn区 V-27G O 言明j片 黒曜石 2. 00 1 . 80 0. 40 0. 93 

60 田区 W-27G Va 層 O 使用痕有剥片 ? 黒曜石 2. 70 1 .  70 0. 50 1 .  24 

61 羽区 W-28G Vc 層 ? 石銭 サ ヌ カ イ ト 1 . 95 1 . 65 0. 35 0. 71 ベル ト 上 1 89 

62 羽区 W-28G V層 O ロ ー ム 中 自 然様 黒曜石 2. 20 1 .  70 1 . 1 0 4 . 26 オ レ 自 然様 ロ ー ム 中

63 W区 X-27G Va 層 O 剥片 黒曜石 2. 20 2. 1 0  0. 60 1 .  35 

64 羽区 X-27G Va 庖 O ロ ー ム 中 自 然様 黒曜石 2. 60 1 . 80 1 .  70 8. 43 自 然様 ロ ー ム 中

65 W区 X-28G Vc 層 3823 剥片 黒曜石 4. 1 0  2. 30 1 . 20 6 . 87 

66 vn区 X-28G Vc 層 6286 剥片 黒曜石 1 . 60 2. 1 0  0. 50 1 .  1 8  

67 1皿区 X-28G Vc 層 O 剥片 黒曜石 2. 50 2. 40 1 . 00 5. 28 

68 vn区 X-28G 5 層 O ロ ー ム 中 自 然磯 黒曜石 1 . 90 1 .  50 0. 90 3. 47 自 然磯 ロ ー ム 中

69 vn区 X-29G Vc 層 O チ ッ プ 黒畷石 1 . 30 1 .  1 0  0. 30 0. 26 

70 vn区 X-29'X-28ベル ト V窟 (粘土) O 石鎗 サ ヌ カ イ 卜 3. 25 1 . 85 0. 45 1 . 70 1 91 

71 四区 Y-27G W層 O 石鎌 黒曜石 2. 00 1 . 80 0. 30 0. 74 1 90 

72 vn区 Y-27G Va 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 .  70 1 .  20 0. 50 1 .  04 

73 vn区 Y-27G 試掘 ト レ ン チ O 原石 ? 黒曜石 3. 70 1 .  90 1 . 20 9. 52 

74 四区 Y-28G Va 層 O 剥片 黒曜石 2. 30 1 .  40 0. 50 0. 92 

75 羽区 Y-29G W暦 O 使用痕有剥片 黒隠石 2. 20 1 . 40 0. 50 1 . 45 
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出岬

替

問団

抽湘

山河

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法盆 (最大値. cm ' g)  
欠鍋状況 備考 持図番号No. 遺構 層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

76 四区 Y-29G W層 O 自 然磯 ? 黒騒石 2. 70 1 . 20 0. 90 2. 31 部告的に剥離有. 人為的世不明
77 vn区 Z-27G 町層-Vb 厨 O 使用痕有剥片 ? 黒曜石 2. 20 1 . 50 0. 90 2. 42 

78 vn区 Z-27G Vab 層 O ロ ー ム 中 自 然様 黒曜石 2. 50 1 . 80 1 . 30 5. 52 自 然様 ロ ー ム 中

79 羽区 Z-28G W層 O 使用痕有劉j片 黒曜石 3. 1 0  1 . 90 0. 80 3 . 4 1  

80 四区 Z-28G Va 層 O ロ ー ム 中 自 然様 黒曜石 3. 20 2. 00 2. 60 9. 06 自 然様 ロ ー ム 中

81 W区 Z-28G Va 層 O ロ ー ム 中 自 然礎 黒蝿右 2. 1 0  1 . 50 1 . 20 3. 47 自 然礎 ロ ー ム 中

82 四区 Z-29G Va 層 O 剥片 黒曜石 4. 30 2. 30 1 . 00 8. 84 加工痕

83 vn区 Z-29G Vc 層 O ロ ー ム 中 自 然磯 黒曜石 2. 00 1 . 50 1 . 00 3. 70 自 然磯 ロ ー ム 中

84 vn区 Z-29G Vc 層 O 使用痕有剥片 7 黒曜石 3. 1 0  2. 20 0. 90 4 . 90 ガ ジ リ 7

85 vn区 a-28G 町周 O ロ ー ム 中 自 然聖書 黒曜石 1 . 80 1 . 40 1 . 00 2. 79 自 然様 ロ ー ム 中

86 vn区 a-28G W層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 50 2. 30 0. 60 3. 61 加工有 り

87 vn区 a-29G W層 O 割j片 ? 自 然様 黒曜右 2. 90 1 . 80 1 .  1 0  5. 1 6  

88 vn区 ソ ヲ ミ ゾ 剥片 黒曜石 3. 1 0  2. 20 0. 50 1 . 94 

89 vn区 ソ ク ミ ゾ 言明j片 黒暇石 3. 30 1 . 40 0. 40 1 . 05 

90 vn区 ソ ク ミ ゾ 言明l片 黒曜石 2. 20 1 . 30 0. 60 1 . 40 

91 vn区 ソ ヲ ミ ゾ �J片 黒暗石 2. 90 1 . 50 0. 50 0. 97 

92 vn区 ソ ク ミ ゾ �J片 黒幅右 2. 40 1 . 60 0. 60 1 . 81 

93 vn区 ソ ク ミ ゾ ljIIJ片 黒躍右 3. 50 1 . 70 0. 60 2. 57 

94 vn区 ソ ク ミ ゾ 使用痕有剥片 黒曜石 2. 1 0  1 . 80 0. 40 0. 97 

95 四区 ソ ク ミ ゾ 剥片 黒随石 2. 50 1 . 70 0. 60 2. 94 

96 四区 ソ ヲ ミ ゾ 使用痕有剥片 黒畷石 1 .  70 1 . 30 0. 50 1 . 1 4 

97 W区 ソ ク ミ ゾ 使用痕有剥片 黒曜石 3. 00 2. 1 0  0. 70 3. 52 

98 vn区 ソ ク ミ ゾ 使用痕有剥片 黒曜石 2. 1 0  1 . 80 0. 60 2. 08 

99 四区 5 80002 ①層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 30 1 . 50 0. 70 2. 73 

1 00 vm区 5 8K005 原石 黒鴫石 2. 50 1 . 80 0. 70 3. 30 

10 1  凋区 5 80009 石核 黒噂石 2. 70 1 . 70 1 . 20 4 . 78 

1 02 四区 5 8X01 2 ・0 13 剥片 黒曜石 2. 70 2. 1 0  0. 70 2. 09 

1 03 四区 5 8001 5 (溝) 埋土中 (北東部) 石被 黒曜石 1 .  70 2. 1 0  1 . 20 3. 77 

1 04 四区 5 8K01 6 ①層 剥片 黒曜石 2. 60 1 . 70 0. 70 2. 26 

1 05 四区 5 8B01 8-P 5 剥片 黒曜石 1 . 90 1 .  70 0. 60 1 . 57 半裁 ト レ ン チ一指

1 06 vm区 5 8B01 8-P 5 調j片 黒曜石 2. 50 2. 20 0. 60 2. 36 半裁 ト レ ン チ一括

1 07 四区 5 8B01 8-P 9 使用痕有罰l片 黒曜石 2. 40 2. 50 0. 80 3. 01 半裁 ト レ ン チ一括

1 08 vm区 5 80021 使用痕有自由j片 黒曜石 1 . 印 1 . 00 0. 50 0. 59 

1 09 vm区 5 8X022 ①庖 O 石核 黒曜石 1 .  70 1 . 60 1 . 80 3. 22 

1 1 0 四区 5 8X022 ベル ト O 自 然様 黒曜石 1 . 印 1 . 40 1 . 00 2. 1 3  

1 1 1  四区 5 8X022 ベル ト O 使用痕有割j片 黒曜石 2. 70 1 . 80 0. 70 2. 97 

1 1 2  vm区 5 8X022 Jて)j， ト O 使用痕有�J片 黒畷石 2. 00 1 . 40 0. 50 1 . 1 3 

1 1 3  vm区 5 8X023 ①層 O チ ッ プ 黒瞳右 1 . 50 1 . 20 0. 30 0. 66 
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出岬

持守

閣掴

揃榊

山m

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法量 (最大値司 cm ' 9) 
欠損状況 備考 挿図番号No. 

遺構 層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 吉 重 さ

1 1 4  vm区 5 SX023 ①層 O チ ッ プ 黒曜石 2. 00 1 .  40 0. 50 0. 93 

1 1 5  vm区 5 SX023 ①層 O チ ッ プ 黒臨石 2. 00 1 . 40 0. 30 0. 67 

1 1 6  vm区 5 SX023 ①層 O 剥片 黒曜石 3. 30 2. 00 0. 80 3. 62 

1 1 7  vm区 5 SX023 ①層 O 言明片 黒曜石 2. 70 2. 00 0. 60 2. 45 

1 1 8  vm区 5 SX023 ①層 O 残核 黒曜石 3. 40 1 . 60 1 . 30 5. 1 3  

1 1 9  田区 5 SX023 ①層 O 残核 黒曜石 2. 40 2. 00 1 . 50 5. 95 

1 20 vm区 5 SX023 ①麗 O 剥片 サ ヌ カ イ ト 3. 30 2. 30 0. 60 5. 1 7  加工有

1 21 四区 5 SX023 ①層 O 自 然様 黒曜石 2. 50 2. 30 1 . 50 8. 98 

1 22 四区 5 SX023 ①層 O 自由j片 累曜石 2. 00 2. 30 0. 50 1 . 88 

1 23 vm区 5 SX023 ①層 O 剥片 黒曜石 1 . 90 1 .  1 0  0. 20 0. 36 

1 24 vm区 5 SX023 ①眉 O 剥片 黒曜石 1 . 90 1 . 20 0. 40 0. 82 

1 25 vm区 5 SX023 ①眉 5560 剥片 黒曜石 5. 00 3. 60 1 . 30 1 9. 09 加工有

1 26 vm区 5 SX023 ②層 5599 剥片 or 石核 黒曜石 2. 90 2. 00 1 .  1 0  5. 23 加工有

1 27 vm区 5 SX023 残核 ? 針尾系 ob 3. 00 2. 60 0. 90 6. 65 加工有

1 28 vm区 5 SX023 使用痕有剥片 黒曜石 2. 40 3. 30 0. 60 2. 47 

1 29 vm区 5 SX023 石核 黒曜石 2. 1 0  2. 50 1 . 5自 8. 1 2  

1 30 四区 5 SX023 剥片 黒曜石 2. 50 1 . 90 0. 60 2. 23 

1 31 四区 5 SX023 剥片 黒曜石 3. 20 2. 1 0  0. 60 3. 1 1  

1 32 vm区 5 SX023 剥片 黒曜石 2. 40 2. 1 0  0. 80 2. 04 

1 33 vm区 5 SX023 最下層 O 剥片 黒曜石 3. 40 2. 20 0. 80 3. 61 

1 34 四区 5 SX023 最下層 O 使用痕有剥片 黒曜石 1 . 60 1 . 90 0. 50 1 .  38 

1 35 vm区 5 SX023 最下層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 90 2. 60 1 . 20 8. 68 

1 36 vm区 5 SX023 ト レ ン チ O 石核 黒曜石 4. 80 2. 80 2. 1 0  29. 80 

1 37 vm区 5 SX023 ①層 1 5  O 石鍛 安山岩 3. 20 1 . 90 0. 50 1 . 62 1 740 

1 38 vm区 5 SK024 ③層 O 剥片 黒曝石 2. 1 0  1 . 60 0. 80 2. 23 

1 39 vm区 5 SI026 O 剥片 黒曜石 2. 80 2. 50 0. 70 3. 39 

1 40 四区 5 SI026 O 言問j片 針尾系 ob 2. 00 2. 50 0. 50 2. 21 

1 41 vm区 5 SI026 上層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 90 0. 80 0. 60 0. 89 

1 42 四区 5 SI027 O 言問j片 黒曜石 4. 1 0  2. 00 0. 70 4 . 21 

1 43 vm区 5 SI027 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 40 2. 00 0. 50 1 . 85 

1 44 vm区 5 SI027 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 60 2. 30 0. 50 2. 32 

1 45 vm区 5 SI029 771 1 剥片 黒檀石 1 .  70 1 .  50 0. 50 1 .  1 8  

1 46 vm区 5 SI029 使用痕有罰j片 黒瞳石 2. 50 1 . 20 0. 30 0. 93 

1 47 vm区 5 SI029 使用痕有剥片 黒曜石 1 . 80 1 .  80 0. 50 1 . 46 

1 48 四区 5 SI031 チ ッ プ 黒曜石 1 . 60 0. 90 0. 20 0. 27 

1 49 vm区 5 SI031 剥片 黒曜石 2. 70 1 .  50 0. 70 2. 48 

1 50 凋区 5 SI031 剥片 黒曜石 4. 00 2. 40 0. 80 5. 53 

1 51 vm区 5 SI031 剥片 黒曜石 2. 1 0  1 . 40 0. 40 1 .  00 
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意

醐掴

摘柑

山畑

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法量 (最大値. cm ' g)  
欠損状況 備考 挿図番号No. 

遺構 層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

1 52 vlll区 5 SK032 サ プ ト レ ンチ① O 石核 黒曜石 2. 30 1 . 80 1 .  70 7. 66 

1 53 vlll区 5 SK032 O 調j片 黒曜石 3. 60 2. 00 0. 80 4. 06 

1 54 四区 5 SK032 O 剥j片 黒曜石 2. 30 1 .  90 0. 40 0. 97 

1 55 四区 5 SK032 6686 剥片 黒曜石 2. 60 1 .  60 0. 40 1 . 08 

1 56 四区 5 SI033 O 剥片 黒曜石 2. 30 2. 1 0  0. 60 2. 61 

1 57 四区 5 S I033 O チ ッ プ 黒曜石 1 .  90 1 .  20 0. 30 0. 43 

1 58 vlll区 5 SI033 O 残核 黒曜石 3. 00 2. 40 1 . 40 8. 42 

1 59 四区 5 SI035 O ス ク レ イ I �ー 黒曜石 2. 60 2. 20 0. 90 5. 01 

1 60 四区 5 SK036 O 剥 片 黒曜石 2. 60 1 .  30 0. 60 1 .  91 

1 61 咽区 5 SK037 45 剥片 黒曜石 2. 40 2. 50 0. 50 2. 31 

1 62 vlll区 5 SX040Cï:区 A 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 .  20 1 . 20 0. 20 0. 35 

1 63 四区 5 SX040Cï: 区 A 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 .  50 1 . 20 0. 30 0. 48 

1 64 四区 5 SX040Cï: 区 C 層 O 剥 片 黒曜石 3. 20 2. 20 0. 50 2. 45 

1 65 vlll区 5 SX040Cï: 区 ①~③層 O 剥 片 黒曜石 2. 80 1 . 20 0. 50 1 .  22 

1 66 vlll区 5 SX04C陪区 ①層 O 石核 黒曜石 3. 20 1 .  80 1 .  70 8. 1 9  

1 67 四区 5 SX04隠;Q)区間 ベル ト 付近 O 石核 黒曜石 3. 1 0  2. 40 1 .  90 1 1 .  88 

1 68 四区 5 SX040③区 A-B 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 .  40 1 .  40 0. 30 0. 40 

1 69 四区 5 SX04ぽID区 E 層 O 剥片 黒曜石 2. 50 1 .  50 0. 30 0. 85 

1 70 四区 5 SX040③区 E 層 O 剥片 黒曜石 2. 50 1 .  20 0. 40 0. 67 

1 71 四区 5 SX040③区 E 層 O 剥片 黒曜石 2. 60 2. 20 0. 80 3. 1 6  

1 72 vlll区 5 SX040③区 E 層 O 剥片 黒曜石 2. 20 1 .  60 0. 80 2. 02 

1 73 vlll区 5 SX040③区 E 層 O 石核 黒曜石 3. 30 3. 20 1 .  80 1 6. 1 7  

1 74 vlll区 5 SX040③区 E ' F 層 O 言明片 黒曜石 2. 70 2. 90 0. 60 2. 96 

1 75 vlll区 5 SX040③区 F 層 O 言明片 黒曜石 1.  90 1 . 80 0. 40 0. 92 

1 76 四区 5 SX040③区 F 層 O 昔日j片 黒曜石 2. 90 1 .  80 0. 90 3. 72 

1 77 四区 5 SX040@区 E 層 O 石銭 安山岩 2. 45 2. 40 0. 50 1 .  91 907 

1 78 四区 5 SX04αID区 E ' F 層 O 剥 片 安 山 岩 3. 30 2. 90 0. 70 5. 68 磨石器

1 79 四区 5 SX040GX1)区 DE 層 O 剥 片 黒曜石 2. 50 1 .  1 0  0. 50 0. 98 @⑪区ベル ト
1 80 四区 5 SX040GX1)区 DE 層 O 剥 片 黒曜石 2. 1 0  1 .  90 0. 70 2. 23 aXI 区 ベル ト

181  四区 5 SX040GX1)区 DE 層 O 剥片 黒曜石 2. 90 2. 20 0. 90 5. 1 0  aXI 区 ベル ト

1 82 四区 5 SX04()(叡�区 DE 層 O 残核 黒曜石 3. 00 3. 40 1 .  00 10 . 33 @通区ベル ト

1 83 四区 5 SX04oGXI:区 DE 層 O 残核 黒曜石 3. 1 0  2. 1 0  1 . 50 8. 1 1  @ゆ区ベル ト

1 84 vlll区 5 SX040④区 A 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 1 .  80 2. 20 0. 40 1 .  46 

1 85 vlll区 5 SX040④区 A 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 30 1 . 30 0. 40 0. 99 

1 86 四区 5 SX040④区 A 層 O 石核 黒曜石 2. 60 2. 20 1 . 50 7. 71 

1 87 vlll区 5 SX040④区 A-E 層 O 剥片 黒曜石 2. 50 1 . 20 0. 60 1 . 23 

1 88 四区 5 SX04@区 C 層 O 石核 黒曜石 3. 00 2. 40 1 . 20 7. 75 

1 89 vlll区 5 SX040④区 C 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 70 2. 70 1 . 00 7. 05 
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綱相

山m

No. 調査区
出土地点

一括 種別 石材
法量 (鼠大{直. cm . g)  

欠鍋状況 備考 挿図番号
遺構 厨位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

1 90 vm区 5 SX04崎区 C 厨 O 使用痘有剥片 黒騒石 2. 60 2. 30 0. 60 3. 52 

1 91 vm区 5 SX04(旭区 c 厨 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 30 1 . 60 0. 40 0. 51 

1 92 田区 5 SX04【⑤区 c 眉 O 使用車有剥片 黒曜石 2. 70 2. 50 1 . 1 0 5 . 97 

1 93 vm区 5 SX04【陪区 D 厨 O 残核 黒曜石 2. 50 2. 30 1 . 40 7. 53 

1 94 vm区 5 SX04(崎区 D 鱈 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 20 1 .  70 1 . 00 1 . 00 

1 95 vm区 5 SX04(⑤区 D 厨 O 剥片 黒曜石 2. 60 2. 1 0  0. 90 3. 96 

1 96 vm区 5 SX040@区 D 厨 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 00 1 .  90 0. 50 1 . 58 

1 97 田区 5 SX04崎区 C 厨 O 剥片 黒曜石 2. 80 1 .  50 0. 30 1 .  3 1  

1 98 四区 5 SX040@区 c 厨 O ス ク レ イ パー 安山岩 5. 80 3. 70 1 .  30 21 . 70 

1 99 田区 5 SX似崎区 c 厨 O 使用痕有剥片 黒礎石 4. 60 2. 40 1 .  1 0  9. 51 

200 vm区 5 SX似崎区 O . E 厨 O 使用痩有剥片 黒曜石 2. 40 2. 00 0. 40 1 . 54 

201 vm区 5 SX似崎区 O . E 厨 O 剥片 黒曜石 3. 40 1 . 70 0. 70 2. 38 

202 四区 5 SX似崎区 O . E 厨 O 石核 黒曜石 2. 70 2. 1 0  1 . 30 5. 08 

203 四区 5 SX似時区 O . E 厨 O 剥片 黒曜石 2. 60 2. 00 0. 40 1 . 58 

加4 四区 5 SX似崎区 O . E 厨 O 剥片 黒曜石 1 . 80 1 .  60 0. 40 0. 76 

205 vm区 5 SX040@区 O . E 層 O 剥片 黒曜石 2. 1 0  1 .  1 0  0. 50 0. 58 

206 vm区 5 SX040⑤区 O . E 厨 O 剥片 黒曜石 1 . 50 1 .  60 0. 30 0. 54 

207 vm区 5 SXω0⑤区 E 居 O 剥片 黒曜石 3. 50 2. 00 0. 60 2. 57 

208 vm区 5 SX040⑤区 E 厨 O ク サ ピ状 黒曜石 2. 30 2. 20 0. 70 2. 92 

209 vm区 5 SX04(⑧区 E 厨 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 30 2. 70 0. 90 4. 88 

210  四区 5 SX04(⑤区 E 居 O 石銭 黒曜石 2. 65 2. 20 0. 80 3. 50 朱製品 906 

21 1 四区 5 SX040@区 E 厨 O 使用痕有露出j片 7 黒曜石 2. 00 1 .  60 0. 50 0. 94 

21 2 vm区 5 SX04αID区 O . E 居 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 00 2. 90 0. 70 4. 37 

21 3 vm区 5 SX040@区 O . E 厨 1 0685 チ ッ プ 黒曜石 1 . 30 1 .  1 0  0. 40 0. 56 

214 田区 5 SX040⑤区 1 0681 チ ッ プ 安山岩 1 . 90 1 . 20 0. 30 0. 57 

21 5 四区 5 SX04(旭区 1 0769 ス ク レ イ I �- 安山岩 4. 60 3. 20 1 . 80 24 . 83 

21 6 四区 5 SX040 中 ・ 下層 O 剥片 黒曜石 2. 40 2. 1 0  0. 50 1 . 82 

217  四区 5 SX似O 中 ・ 下庖 O 剥片 黒曜石 2. 40 1 .  80 0. 50 1 . 89 

21 8 田区 5 SX040 A 層 O 剥片 黒曜石 2. 50 1 . 90 0. 80 2. 84 加工有

21 9 四区 5 SX凶O A /iil O 言明J片 黒曜石 3. 00 1 . 50 0. 70 2. 1 5  

220 vm区 5 SX040 A 庖 O 剥片 黒暇石 2. 1 0  2. 40 1 . 00 4. 55 

221 vm区 5 SXωo A 庖 O 石核 腰岳 ob 2. 60 1 . 80 1 . 30 6. 80 

222 四区 5 SX040 A 庖 O 石核 自 然様 ob 2. 60 2. 1 0  1 . 40 5. 80 

223 四区 5 SX例。 A 厨 O 剥l片 黒曜石 1 . 70 2. 20 0. 40 1 . 29 

224 vm区 5 SX040 日 厨 O 使用疲有剥片 黒曜石 2. 70 1 . 60 0. 70 1 . 87 

225 vm区 5 SX040 E 厨 8244 使用寝有言明j片 黒曜石 1 . 40 1 . 40 0. 40 0. 85 

226 田区 5 SX040 E 厨 O 都j片 黒曜石 2. 90 1 . 80 0. 70 2. 46 

227 vm区 5 SX040 ①厨 O 石核 黒曜石 2. 30 1 . 60 1 . 20 4. 1 2  
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陣

持管

問団

抽湘

山m

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法量 (最大値司 cm ' g)  
欠損状況 備考 挿図番号No. 遺構 層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

228 四区 5 SX例。 ①眉 7239 自由l片 黒躍石 3. 80 2. 80 1 .  1 0  7. 50 

229 四区 5 SX040 中 ・ 下層 O チ ッ プ 安山岩 1 . 50 1 . 20 0. 30 0. 39 

230 VII区 5 SX040 E 層 ・ 最下層 O 自由j片 安山岩 4. 00 2. 50 0. 80 6. 72 麿石器

231 VII区 5 SX040 ⑥層 42 O 右鍛 黒癒石 1 . 90 1 . 80 0. 40 0. 91 908 

232 VII区 5 SX048 ①眉 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 50 1 . 20 0. 40 0. 81 

233 四区 5 SX048 ①層 O 割j片 黒曜石 1 .  50 2. 50 0. 40 1 .  31 オ レ

234 四区 5 S0049 B 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 60 2. 00 0. 90 4. 1 6  

235 咽区 5 S0049 O 自 然様 黒曜石 3. 30 2. 1 0  2. 20 1 6. 64 自 然様

236 VII区 5 S0例9 D 層 1 1 440 石核 黒曜石 5. 1 0  3 . 90 3. 50 60. 1 2  

237 四区 5 S0049 a ' b 屑 O 剥片 黒曜石 2. 90 1 .  70 0. 70 3. 46 水磨馨 し い

238 四区 5 S0049 D 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 50 2. 00 0. 70 3. 83 

239 VIII区 5 S0ω9 石銭 黒曜石 3. 40 2. 1 5  0. 40 2. 25 788 

240 四区 5 SX051 A ' B 眉 O 剥片 黒暇石 2. 1 0  2. 80 0. 40 2. 02 

241 VIII区 5 SK053 ①層 O 石核 黒曜石 2. 00 1 . 50 1 . 40 3. 75 

242 四区 5 SK057 ①層 O 石被 累暗石 3. 40 2. 20 1 . 40 6. 57 

243 四区 5 SE059 ③屑 O 劇l片 黒曜石 2. 00 1 .  80 0. 40 1 . 06 オ レ

244 咽区 5 SK065 剥片 安山告 2. 70 2. 1 0  0. 50 2. 02 

245 四区 Y-33G W層 O 剥片 黒曜石 1 . 60 1 . 80 0. 40 1 . 28 オ レ

246 咽区 Y-33G Vc 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 80 3. 1 0  1 . 20 8. 28 

247 VIII区 Y'Z ' a-32G lVa-b 層 O 剥片 黒曜石 3. 1 0  1 . 30 0. 60 1 .  79 オ レ

248 VIII区 Y' Z 'a-32G lVa-b 層 O 剥片 黒曜石 2. 1 0  2. 1 0  0. 80 3. 60 加工有

249 VIII区 Z-31 G W眉 O 調j片 7 黒曜石 2. 60 1 . 50 0. 80 2. 20 

250 VIII区 Z-31 G N眉 O チ ッ プ 黒曜石 0. 70 0. 80 0. 40 0. 57 

251 四区 Z-31 G Vc 庖 O 使用痕有言明片 ? 黒曜石 2. 80 1 . 80 1 . 20 5. 75 

252 珊区 Z-32G 町周 O 剥片 黒曜石 1 .  90 2. 1 0  0. 40 1 . 48 

253 四区 Z-32G N窟 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 1 0  1 . 60 0. 60 2. 1 8  

254 四区 Z-32G W層 O 剥片 黒曜石 3. 90 2. 50 0. 70 6. 78 

255 VIl区 Z-32G W居 O J1J片 黒曜石 2. 20 1 . 1 0 0. 40 0. 54 

256 VIl区 Z-33'Y-34G W層 O 自 然諜 黒曜石 2. 50 2. 00 1 . 80 9. 00 自 然磯

257 VIII区 Z-33G Vc 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 20 1 . 80 0. 60 1 . 97 

258 四区 Z-34 ・ 33G 砂層中 O 石核 or ク サ ピ ? 黒曜石 3. 20 2. 70 1 . 40 1 0. 44 

259 VIII区 Z'a-33G・34G LOl 居 O 剥片 黒曜石 1.  70 2. 1 0  0. 60 2. 1 7  加工有

2ω 凋区 Z'a-33G・34G L01 層 O 剥片 黒眠石 2. 40 1 . 70 0. 50 1 .  54 加工有

261 四区 Z'a-33G・34G LOl 層 O 剥片 黒曜石 4. 40 2. 20 1 . 00 5. 61 

262 VIII区 Z'a-33G・34G LOl 層 O 言明片 黒曜石 2. 20 1 . 40 0. 40 0. 72 

263 咽区 a-30G W層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 70 1 . 50 0. 40 1 .  1 2  ノ ッ チ

264 四区 a-30G W層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 50 2. 30 0. 70 3. 44 

265 VIII区 a-30G W層 O 剥片 黒曜石 2. 70 1 . 80 0. 70 1 . 72 
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協

骨骨

岡田

淵桐

山m

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法盛 (最大値. cm ' g) 
欠損状況 備考 挿図番号No. 

層位 長 さ遺構 取上 No. 幅 厚 さ 重 さ

266 四区 a-30G W窟 O 使用疲有剥片 黒曜石 2. 60 2. 40 0. 80 4. 24 

267 四区 a-3OG W層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 1 0  2. 70 0. 90 8. 52 

268 澗区 a-3OG W層 O 使用痕有割j片 黒曜石 3. 00 1 . 60 0. 70 2. 67 

269 vm区 a-30G N層 O 使用痕有剥片 黒随石 2. 30 2. 20 0. 60 2. 82 

270 vm区 a-30G W層 O 剥片 黒曜石 3. 00 1 . 45 0. 50 1 . 36 加工痕 1 86 

271 四区 a-30G IVb 層 O 割l片 黒曜石 2. 80 1 . 60 0. 70 2. 46 

272 vm区 a-30G IVb 層 O 残核 ? 安山岩 3. 90 3. 70 1 . 40 21 . 1 1  加工有

273 vm区 a-30G Vb 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 1 0  2. 1 0  0. 90 4 . 01 

274 四区 a-30G Vb 屑 O 剥片 黒曜石 2. 80 2. 20 0. 60 2. 90 

275 四区 a-3OG Vc 層 O 剰j片 累曜石 2. 30 2. 40 0. 40 1 . 80 加工有

276 四区 a-3OG Vc 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 30 2. 1 0  0. 50 3. 35 

277 vm区 a-30G Vc 眉 O 剥片 黒曜石 3. 20 2. 00 0. 80 4. 47 

278 凋区 a-30G Vc 層 O 事j片 黒曜石 2. 80 2. 20 0. 50 2. 02 

279 v!l区 a-30G Vc 層 O iJ\lJ片 黒曜石 3. 20 2. 20 0. 70 4. 02 

280 凋区 a-31 G 町層 O 自 然様 黒曜石 1 .  90 1 . 20 1 . 00 2. 04 自 然様

281 vm区 a-31 G W層 O 使用痕有剥片 ? 黒曜石 1 .  90 2. 00 0. 50 1 . 67 

282 vm区 a-31 G Vc 層 O 剥片 黒曜石 3. 00 2. 40 1 . 20 6. 25 

283 vm区 a-31 G Vc 層 O 石核 黒曜石 3. 60 2. 30 1 . 00 7. 97 

284 vm区 a-31 G Vc 層 90 O 石銭 黒曜石 2. 70 2. 20 0. 70 2. 1 1  未製品 1 77 

285 VII区 a-31 G Vd 層 O 剥片 黒曜石 2. 00 2. 20 0. 50 1 .  73 

286 vm区 a-31 G Vd 層 O 石銭 サ ヌ カ イ ト 4. 20 2. 50 0. 50 3. 22 1 71 

287 vm区 a-31 G 層位不明 石核 黒曜石 2. 1 0  1 . 90 0. 70 2. 58 

288 咽区 a-32G N層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 50 1 .  30 0. 70 1 . 35 

289 咽区 a-32G N層 O 石核 黒曜石 2. 60 2. 50 1 . 30 7. 69 

290 咽区 a-32G W層 O 自 然様 黒曜石 2. 00 1 . 90 1 .  1 0  4 . 1 7  自 然礎

291 咽区 a-32G W層 O 言問l片 黒曜石 1 . 80 1 . 60 0. 70 2. 09 加工有

292 咽区 a-32G 町層 O 石核 黒曜石 2. 90 2. 50 1 . 80 9. 78 

293 四区 a-32G W層 O 原石 黒曜石 3. 30 1 .  70 0. 70 4. 07 

294 四区 a-32G W層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 40 2. 20 0. 60 2. 49 

295 咽区 a-32G Pit64 O 剥片 黒曜石 2. 1 0  1 .  30 0. 70 1 . 65 

296 vm区 a-32G Pit67 O 剥片 黒曜石 3. 40 2. 20 0. 80 5. 1 3  

297 vm区 a-32G 層位不明 剥片 黒曜石 2. 1 0  1 . 80 0. 50 1 . 32 

298 vm区 a-32G 厨位不明 剥片 黒曜石 2. 80 2. 60 0. 60 3. 1 3  

299 vm区 a-32G 層位不明 剥片 安山岩 3. 20 1 . 90 0. 30 2. 57 ソ ク ミ ゾ

300 vm区 a-33GG N層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 50 1 .  90 0. 80 3. 68 

301 四区 a-33G W層 O 剥片 黒曜石 2. 50 1 . 30 0. 30 0. 76 

302 VII区 a-33G 層位不明 石核 黒曜石 1 .  90 1 . 40 1 . 20 3. 1 1  自 然奇襲使用

303 vm区 a-33G Vc 層 O iJ\lJ片 黒曜石 1 .  90 1 . 40 0. 20 0. 48 
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出削

替

溜

淵桐

山畑

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法量 (最大値. cm . g) 
欠損状況 備考 挿図番号No. 遺構 厨位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

初4 vm区 a-33G カ ク ラ ン 剥片 黒曜石 2. 70 1 . 30 0. 40 0. 76 

305 vm区 a-32 ・ 33G N層 O 使用疲有剥片 黒曜石 3. 20 2. 1 0  0. 80 4 . 52 

306 四区 a-34G N庖 O 不明 黒曜石 2. 1 0  1 . 20 1 .  1 0  2. 85 

307 四区 a-34G 4 - 5 庖 O 使用疲有劉j片 黒曜石 2. 00 1 .  70 0. 30 1 . 1 0 

308 四区 a-34G Vc 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 50 1 . 50 0. 70 1 . 67 

309 vm区 a-34G Vc 庖 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 1 0  2. 00 0. 60 2. 61 

310 vm区 a-34G Vc 鹿 O 使用痕有剥片 黒暗石 2. 60 2. 30 0. 50 1 .  56 

31 1 四区 a-34G Vc 層 O 剥片 黒曜石 3. 30 3. 1 0  0. 70 6. 06 

3 12  vm区 a-34G L01 層 剥片 黒曜石 2. 60 1 . 80 0. 90 2. 77 

31 3 四区 a-34G 層位不明 使用痘有劇j片 ? 黒曜石 2. 30 1 .  70 0. 70 1 . 45 

31 4 vm区 a ' b-32G W庖 O 剥片 黒曜石 2. 00 2. 00 1 . 20 3. 77 加工有

31 5 田区 a' b-32G. 33G 町厨 O 剥片 黒曜石 1.  50 2. 30 0. 40 0. 71 

3 16  vm区 a' b-32G. 33G W屑 O 剥片 安山岩 2. 40 2. 00 0. 20 1 . 1 1  

3 17  四区 a' b-32G. 33G 町厨 O 剥片 安山岩 3. 1 0  3. 00 1 .  1 0  5. 26 

3 18  vm区 a ' b-33G W厨 O 使用痘有�J片 黒曜石 2. 40 1 . 30 0. 70 1 . 64 

31 9 四区 a ' b-33G W屑 O 尉j片 黒曜石 2. 30 2. 20 0. 70 3. 28 加工有

320 vm区 a ' b-33G N- Vc 厨 O 石核 安山岩 2. 60 2. 30 1 . 00 6. 05 

321 四区 a ' b-33G Vc 層 O 言明j片 黒曜石 2. 00 1 . 40 0. 50 0. 81 

322 四区 a ' b-33G Vc 層 O 使用痕有剥 片 7 黒曜石 2. 20 2. 80 0. 70 3. 30 

323 四区 a ' b-33G Vc 厨 O 宮崎片 黒曜石 2. 80 2. 00 0. 60 2. 49 

324 四区 b-30G Nb-Va 眉 石銭 黒曜石 2. 40 2. 60 0. 55 2. 52 来製品 1 80 

325 凋区 b-30G Va 屑 O チ ッ プ 黒曜石 2. 30 1 . 20 0. 80 2. 32 破片

326 vm区 b-30G W層 O 剥片 黒曜石 2. 30 1 . 20 0. 70 1 .  74 

327 四区 b-30G W居 O 使用疲有剥片 黒曜石 2. 00 2. 80 0. 70 3. 1 8  

328 四区 b-30G Va 厨 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 20 1 . 00 0. 30 0. 56 

329 四区 b-30G Va 厨 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 30 1 . 60 0. 70 2. 29 

330 四区 b-30G Va 厨 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 90 1 . 80 0. 70 3. 50 

331 四区 b-30G Va 厨 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 80 2. 40 0. 60 2. 59 

332 四区 b-30G Va 眉 O 使用疲有剥片 黒曜石 3. 20 2. 30 0. 90 6. 09 

333 四区 b-30G Va 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 40 1 . 40 0. 80 1 . 40 

334 四区 b-30G Va 厨 O 磯 安山岩 4. 1 0  2. 70 0. 70 1 0. 30 加工有

335 四区 b-31 G W厨 O 剥片 黛曙石 3. 20 2. 30 1 . 1 0 5. 80 

336 四区 b-31 G 4 b 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 1 0  2. 1 0  0. 40 1 . 98 

337 四区 b-31 G 町周 O 使用疲有剥片 黒曜石 2. 20 2. 00 1 .  1 0  3 . 54 

338 四区 b-31 G W厨 O 使用痕有事l片 黒曜石 2. 40 1 . 30 0. 80 1 . 83 

339 田区 b-31 G N居 O 使用痘有自由l片 黒曜石 2. 50 1 . 30 0. 30 0. 67 

340 vm区 b-31 G N厨 O 使用痕有剥l片 累曜石 3. 80 1 . 80 0. 70 4 . 04 

341 vm区 b-31 G N厨 O 使用痕有割j片 黒瞳右 2. 50 1 . 80 0. 80 2. 21 
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出陣

替

開問

抽羽

織

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法盤 (是大値. cm . g)  
欠損状況No. 備考 挿図番号

遺構 眉位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 吉

342 四区 b-31 G 町庖 O 劃l片 黒曜石 2. 50 1 . 80 0. 60 1 . 60 

343 VDI区 b-31 G W層 O 剥片 黒曜石 2. 40 1 . 60 0. 60 2. 29 

344 VDI区 b-31 G W層 O 剥片 黒曜石 2. 20 1 . 80 0. 50 1 . 64 

345 VDI区 b-31 G W厨 O 剥片 黒曜石 1 . 60 1 . 40 0. 50 0. 88 

346 VJIl区 b-31 G W層 O 調j片 サ ヌ カ イ ト 2. 20 1 .  70 0. 70 1 .  76 

347 VDI区 b-31 G N層 O 使用痕有割l片 黒曜石 2. 00 2. 90 0. 50 1 . 99 

348 VDI区 b-31 G W層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 60 1 . 40 0. 30 0. 75 

349 VDI区 b-31 G 町層 O 使用痕有剥片 黒曜石 1 . 80 1 .  70 0. 40 0. 87 

350 VDI区 b-31 G W眉 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 1 0  1 . 50 0. 50 1 .  28 

351 VII区 b-31 G W窟 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 00 1 . 50 0. 90 3. 60 

352 VDI区 b-31 G W層 O 石核 黒曜石 3. 40 2. 80 1 . 1 0 9. 52 

353 VDI区 b-31 G N層 O 石核 黒躍石 2. 70 2. 20 1 . 1 0 4 . 80 

354 咽区 b-31 G N眉 O 石核 黒曜石 2. 80 2. 1 0  1 .  1 0  4 . 40 

355 四区 b-31 G W眉 O 原石 黒曜石 4. 30 3. 20 2. 20 26. 37 

356 VDI区 b-31 G W厨 1 1 3  O ス ヲ レ イ I �ー 黒曜石 3. 00 2. 35 1 .  1 0  6. 49 1 87 

357 VDI区 b-31 G W層 O 原石 黒曜石 3. 40 3. 00 2. 1 0  20. 25 

358 VDI区 b-31 G W層 O 使用痘有剥片 黒曜石 2. 1 0  1 . 90 0. 50 1 . 97 

359 VIl区 b-31 G W居 O 剥片 黒暗石 2. 80 1 . 40 0. 50 3. 33 

360 四区 b-31 G W庖 O 剥片 黒曜石 2. 00 2. 30 0. 60 1 . 43 

361 四区 b-31 G W層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 50 3. 00 0. 80 7. 93 

362 VII区 b-31 G W層 O 剥片 黒曜石 1 .  70 1 . 60 0. 40 0. 97 

363 VDI区 b-31 G W厨 O 剥片 黒曜石 2. 80 1 . 60 0. 40 1 . 77 加工痕

364 VII区 b-31 G Va 居 O 剥片 黒曜石 2. 40 1 . 印 0. 50 1 . 43 

365 四区 b-31 G Va 居 O 石核 累曜石 2. 20 1 .  70 1 . 40 4. 65 

366 VDI区 b-31 G Va 周 O 石核 黒曜石 2. 70 2. 20 1 . 60 5. 43 

367 VDI区 b-31 G Va 眉 O 剥片 黒蝿石 3. 00 2. 50 0. 70 4. 94 

368 VDI区 b-31 G Va 屑 O 事l片 黒躍石 3. 00 1 .  70 0. 90 3. 1 2  

369 四区 b-31 G Va 眉 O 原石 黒隠石 4. 20 4 . 0也 2. 90 47. 90 

370 VII区 b-31 G Va 眉 O チ ッ プ 安山岩 2. 00 2. 30 0. 40 1 .  81 

371 VDI区 b-31 G Va 眉 O 自由j片 黒曜石 3. 40 1 .  30 0. 50 2. 1 2  

372 VDI区 b-31 G Va 眉 1 1 3  O 石鍛 安山岩 2. 55 1 .  70 0. 50 1 .  82 1 73 

373 VJIl区 b-31 G Vc 層 O 剥片 黒瞳石 3. 00 2. 50 0. 80 3. 87 

374 VDI区 b-31 G Vc 居 O 司自l片 黒畷石 2. 60 1 .  90 0. 50 1 . 68 

375 四区 b-31 G Vc 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 60 2. 40 0. 60 2. 57 

376 VDI区 b-31 G Vc 層 O 剥片 黒曜石 2. 80 3. 60 0. 70 4. 52 

377 VDI区 b-31 G Vc 眉 O 剥片 黒曜石 2. 40 1 . 40 1 . 00 2. 78 

378 VII区 b-31 G Vc 眉 O 剥片 黒曜石 3. 00 0. 50 0. 70 0. 92 

379 四区 b-31 G Vc 層 O 剥片 黒曜石 3. 20 2. 1 0  0. 50 1 . 77 
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志

岡田

湖

糊

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法量 (最大値. cm . g)  
欠損状況 備考 挿図番号No. 遺構 層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

380 vm区 b-31 G Vc 層 O 言明片 累曜石 3. 30 2. 80 0. 70 4. 81 

381 四区 b-31 G Vc 窟 O 使用痕有罰l片 黒曜石 3. 40 2. 80 0. 70 6. 05 

382 田区 b-31 G Vc 厨 O 号車j片 安山岩 3. 1 0  1 .  90 0. 50 2. 49 

383 田区 b.c-31G  Vd 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 1 .  50 1 . 30 0. 40 0. 74 

384 vm区 b-32G W層 O 割l片 黒曜石 2. 20 1 . 60 0. 40 0. 9日

385 vm区 b-32G N層 O 使用痕有剥片 黒曜石 1 .  90 2. 00 0. 30 1 .  1 6  

386 vm区 b-32G N層 O 割l片 安山岩 3. 40 3. 00 1 . 30 1 1 . 30 

387 四区 b-32G Va 層 O 剥片 黒曜石 2. 80 2. 20 0. 50 2. 47 

388 田区 b-32G Va 層 O 石核 黒曜石 2. 20 2. 00 1 . 00 4. 26 ロ ー ム 自 然諜 ロb を 使用

389 vm区 b-32G Vc 層 L01 厨 剥j片 黒眉石 2. 00 1 . 60 0. 50 0. 96 

390 羽区 包-32G Vc 厨 O �J片 黒殖石 2. 30 2. 1 0  0. 40 1 . 89 

391 四区 b-32G Vc 層 O 言明j片 黒曜石 2. 00 1 . 30 0. 30 0. 77 

392 vm区 b-32G Vc 麿 O 使用痕有剥片 黒曜石 1 .  90 1 .  40 0. 50 0. 93 

393 vm区 b-32G Vc 庖 O 都j片 安山岩 5. 40 3 . 90 0. 80 1 5. 22 

394 vm区 b-32G Vc 屑 O 右鍛 黒曜石 2. 00 1 . 20 0. 50 0. 62 1 79 

395 vm区 b-32G ・ 33G W層 O 原石 黒曜石 4. 80 3. 60 2. 1 0  38. 61 

396 田区 b-32G ・ 33G N厨 O 使用痕有罰j片 黒曜石 1 . 90 1 . 90 1 . 00 2. 刀

397 vm区 b-32G ・ 33G W厨 O 剥片 黒曜石 2. 1 0  1 . 90 0. 50 1 . 51 

398 vm区 b-32G ・ 33G W厨 O 剥片 安山岩 3. 20 2. 1 0  0. 80 4. 88 

399 vm区 b-32G ・ 33G 1V1i!l O 使用疲有�J片 安山岩 3. 40 3. 40 0. 80 7. 41  

400 vm区 b-32G ・ 33G L01 厨 O 剥 片 累騒石 2. 20 1 . 30 0. 30 0. 56 

401 vm区 b-32G ・ 33G L01 庖 O 剥片 累畷石 2. 40 1 . 80 0. 80 2. 78 

402 vm区 b-33G 1 層 O 剥片 安山岩 3. 00 3. 40 0. 80 8. 20 

403 vm区 b-33G N窟 O 使用痕有�J片 ? 黒畷石 3. 1 0  2. 1 0  0. 50 2. 52 

404 四区 b-33G W層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 70 1 . 00 0. 60 0. 72 

405 vm区 b-33G W庖 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 30 1 . 40 0. 50 1 . 66 1 760 

406 vm区 b-33G W眉 O 破片 or 石核 黒騒石 1 . 70 1 . 50 1 . 00 1 .  96 

407 四区 b-33G W屑 O 使用檀有剥片 黒躍石 2. 1 0  1 . 30 0. 30 0. 86 

408 四区 b-33G W眉 O チ ッ プ 黒暇右 1 .  20 1 .  1 0  0. 40 0. 38 

409 vm区 b-33G Vc 屑 O 自由l片 黒騒石 2. 40 1 .  70 0. 50 1 . 30 

4 10  vm区 b-33G Vc 眉 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 80 2. 30 0. 70 3. 54 

41 1 vm区 b-33G Vc 厨 O 自由l片 黒曜石 1 . 80 1 . 20 0. 40 0. 85 

4 12  四区 b-33G Vc 層 O 割l片 黒曜石 2. 30 1 . 20 0. 70 1 . 08 

4 1 3  四区 b-33G Vc 層 O 調l片 安山岩 2. 90 2. 60 0. 50 3. 1 4  オ レ

414  四区 b-33G Vc 厨 O �J片 安山岩 3. 50 1 .  1 0  0. 50 2. 20 

4 15  四区 b-33G L01 屑 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 20 1 . 80 0. 50 1 . 97 

4 16  四区 b-33G 褐色層 使用痕有自由l片 黒碩石 3. 00 2. 1 0  0. 80 3. 80 

4 17  羽区 b-33G 褐色層 使用痕有事l片 黒曜石 1 . 60 1 . 40 0. 40 0. 67 
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芯

醐田

川淵

山m

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法盈 (掻大値. cm ' g)  
欠損状況 備考 挿図番号No. 

遺構 層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

418  VDI区 b-33G 褐色厨 チ ッ プ 黒曜石 1 .  70 1 .  20 0. 40 0. 28 

4 19  四区 b-33G ・ 34G W厨 O 剥片 黒曜石 2. 20 1 .  30 0. 40 0. 95 

420 四区 b-33G ・ 34G W厨 O 事j片 安山岩 3. 50 2. 90 1 . 20 9. 30 加工有

421 VDI区 b ' c-33G L01 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 1 . 90 1 .  30 0. 60 1 . 29 

422 VDI区 b-34G V庖 O 言明l片 安山岩 3. 00 2. 50 0. 60 4. 32 

423 VDI区 b-34G L01 厨 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 40 2. 00 0. 70 2. 81 

424 四区 b-34G L01 厨 O チ ッ プ 黒躍石 1 . 70 1 . 50 0. 40 0. 88 

425 田区 b-34G L01 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 80 3. 1 0  0. 70 6. 47 

426 四区 b-34G L01 庖 O 使用車有剥片 ? 黒曜石 2. 50 1 . 90 0. 60 3. 20 

427 田区 b-34G L01 居 O チ ッ プ 黒幅石 1 . 50 0. 80 0. 40 0. 29 

428 VDI区 b-34G L02眉 O 自由l片 黒曜石 2. 90 1 . 60 0. 50 0. 97 

429 VDI区 b-34G L02厨 O 剥片 安山岩 2. 60 2. 00 0. 40 1 .  40 

430 VDI区 b-34G L02層 O 使用痕有剥片 安山岩 2. 90 1 . 60 0. 80 5. 57 

431 VDI区 b-34G L02居 O 剥片 安山岩 3. 20 3. 1 0  1 . 00 9. 62 

432 四区 b一34G 剥片 黒曜石 2. 1 0  1 . 50 0. 90 1 . 89 

433 VDI区 b-34G 石核 黒曜石 2. 70 1 . 40 1 . 40 5. 23 

434 VDI区 も . c-34G N層 O 事j片 黒曜石 1 . 90 1 .  70 1 . 00 2. 89 

435 VDI区 b'c-32 ・ 33G L01 厨 O 使用疲有事j片 黒曜石 1 . 30 0. 80 0. 30 0. 25 

436 VDI区 b'c-33・ 34G L01 暦 O 剥片 黒曜石 2. 30 1 . 40 0. 50 1 . 1 0 

437 VDI区 b'c-33・ 34G L01 居 使用槙有剥片 黒曜右 2. 1 0  2. 30 0. 50 1 . 53 

438 VDI区 b'c-33 ・ 34G L01 層 O 剥片 黒曜石 2. 1 0  1 . 30 0. 70 1 .  38 1 98 

439 VDI区 b' c-33・ 34G LOll雷 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 00 1 . 60 0. 40 0. 82 

440 VDI区 b'c-33・ 34G L01 屑 O 剥片 黒曜石 2. 20 1 . 50 0. 50 1 .  1 2  加工有

441 四区 b' c-33 ・ 34G L01 厨 O 破片 黒曜石 1 . 20 1 . 20 0. 70 0. 69 

442 四区 b'c-33 ・ 34G L01 厨 O 剥片 黒曜石 3. 00 2. 1 0  0. 60 0. 62 

443 VDI区 b'c-33 ・ 34G L01 厨 O 石核 ? 黒曜石 2. 40 2. 00 1 .  1 0  5. 03 

444 VDI区 b' c-33・ 34G L01 庖 O 自由l片 黒曜石 2. 70 3. 20 0. 60 4. 57 

445 田区 b ' c-34G L01 庖 O 使用檀有剥片 黒曜石 1 .  1 0  1 . 20 0. 50 0. 71 

446 VDI区 b ' c-34G L-02 O 剥片 黒曜石 2. 40 1 . 80 0. 40 1 .  37 

447 四区 b ' c-34G L-02 O 剥片 安山岩 4. 1 0  2. 80 0. 80 7. 20 

448 VDI区 c-29-30G Vc 周 O 剥片 黒曜石 2. 50 1 . 80 0. 70 3. 22 オ レ 拡張区

449 VDI区 c-30G Va 層 O 剥片 黒曜石 2. 30 2. 50 0. 40 2. 30 

450 田区 c-3OG Va 庖 O 剥片 黒曜石 2. 00 1 . 50 0. 50 1 . 29 

451 VDI区 c-30G Va-Vc 眉 O 使用痕有測片 黒曜石 2. 30 1 . 90 0. 80 3. 63 

452 VDI区 c-30G Va 眉 O 剥片 黒曜石 2. 80 1 . 60 0. 50 1 .  59 

453 VDI区 c-30G Va 眉 O 使用痕有剥片 7 黒瞳石 2. 40 2. 00 0. 90 3. 47 

454 VDI区 c-30G Va 厨 1 26 O 石鍛 黒曜石 2. 25 1 . 80 0. 45 1 . 37 1 8 1  

455 VDI区 c-30G Vb 居 O 使用痕有剥片 安山岩 4. 30 2. 1 0  0. 80 5. 26 
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蹄田

淵酬

叫州

出土地点 法盈 (最大値. cm . g )  
No. 調査区 一括 種別 石材 欠領状況 備考 挿図番号 l 

遺構 眉位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

456 vm区 c-30G V層 O 使用痕有動j片 黒曜石 2. 70 2. 00 0. 50 2. 66 

457 四区 c-30G W-Vb 眉 使用痕有剥片 黒曜石 2. 40 2. 20 0. 70 2. 50 

458 四区 c-30G W-Vb 盾 1 25 石録 黒曜石 2. 70 1 . 95 0. 65 2. 69 来製品 1 83 

459 四区 c-30G W-Vb 層 O ス ヲ レ イ I f- ? 安山岩 3. 80 2. 50 0. 80 6. 73 

460 V圃区 c-30G Vc 眉 O 剥片 黒曜石 2. 50 2. 1 0  0. 30 1 . 1 1  

461 四区 c-30G Vc 眉 O 石核 ? 黒曜石 2. 80 1 .  50 1 . 1 0 3 . 87 

462 四区 c-30G Vc 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 1 . 90 1 .  80 0. 60 1 .  71 

463 vm区 c-30G Vc 層 O チ ッ プ 黒曜石 3. 20 2. 20 0. 70 3. 61 破片

464 四区 c-31 G N層 O 剥片 黒曜石 3. 00 2. 60 0. 60 2. 00 

465 珊区 c-31 G W層 O 剥片 黒曜石 3. 1 0  2. 00 0. 90 4. 64 

466 四区 c-31 G W層 O 使用蜜有言明片 黒曜石 1 . 90 1 . 20 0. 50 1 . 02 

467 四区 c-31 G W層 O 剥片 黒曜石 2. 60 1 .  70 0. 40 1 .  1 2  1 次加工有

468 咽区 c-31 G Va 層 O ス ク レ イ I � ー ? 安山岩 2. 80 2. 50 1 . 00 6. 33 

469 四区 c-31 G Vc 層 O 剥片 黒躍右 1 . 80 1 .  50 0. 60 1 . 00 

470 四区 c-31 G Vc 層 O 剥片 黒曙石 2. 1 0  1 .  20 0. 50 0. 89 

471 咽区 c-31 G Vc 層 O 石核 黒曜石 2. 40 2. 20 1 . 30 5. 64 

472 VII区 c-31 G Vc 層 O 自 然様 黒曜石 2. 60 2. 20 1 . 20 5. 97 

473 vm区 c-33G 剥片 黒曜石 2. 90 1 . 40 0. 80 3. 55 

474 四区 c-33G Vc 層 O 自由j片 黒曜石 2. 60 1 .  90 1 . 80 2. 66 

475 vm区 c-33 ・ 34G LOl 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 50 1 .  1 0  0. 20 0. 25 

476 四区 c-33 ・ 34G LOl 層 O 使用痕有剥片 黒椙石 3. 40 2. 80 0. 90 6. 1 0  

477 VBl区 c-33 ・ 34G LOl 層 O 事l片 黒曜石 2. 30 1 . 50 0. 60 1 . 39 

478 vm区 c-33 ・ 34G LOl 層 O 事l片 累曜石 2. 40 1 . 70 0. 50 1 . 44 

479 四区 c-33 ・ 34G LOl 層 O 言問j片 黒曜石 2. 00 1 .  70 0. 60 1 . 49 

480 vm区 c-34G LOl 層 O 使用疲有剥片 黒曜石 2. 90 2. 20 0. 70 3. 1 3  

481 vm区 c-34G LOl 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 60 1 .  40 0. 50 0. 83 

482 四区 c-34G LOl 屑 O 剥片 黒曜石 2. 20 1 . 90 0. 60 1 . 49 

483 四区 c-34G L01 層 O 剥片 黒曜石 2. 40 1 . 70 0. 40 1 . 00 

4例 四区 c-34G LOl 層 O 剥 片 黒曜石 2. 00 2. 00 0. 70 1 . 67 

485 四区 c-34G LOl 層 O チ ッ プ 累積石 1 . 70 1 . 20 0. 50 0. 46 

486 vm区 c-34G LOl 層 O 使用痕有剥片 黒隠石 1 . 60 1 . 30 0. 40 0. 69 

487 vm区 c-34G 剥片 黒曜石 2. 80 1 . 1 0 0. 40 0. 93 

488 VIII区 c-34G LOl 層 O 割j片 黒曜石 2. 70 2. 1 0  1 . 30 6. 42 

489 VII区 c-34G LOl 暦 O 親j片 黒曜石 2. 40 2. 90 0. 60 2. 66 

490 VlIl区 c-34G L01 層 O 震j片 安山岩 2. 90 0. 80 0. 50 0. 90 オ レ

491 VBl区 c-34G L02眉 O チ ッ プ 黒幅石 1 . 20 1 .  1 0  0. 60 0. 80 

492 vm区 c-34G カ ク ラ ン チ ッ プ 黒曜石 1 . 90 0. 70 0. 20 0. 1 4  

493 凋区 c-34G カ ク ラ ン チ ッ プ 黒曜石 1 . 1 0 1 . 1 0 0. 20 1 . 24 
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湘羽

山畑

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法量 (最大値. cm ' g) 
挿図番号 | No 欠損状況 備考

遺構 層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

494 vm区 c-34G カ ク フ ン O 使用痕有剥片 安山岩 4. 1 0  3. 50 1 .  70 20. 68 

495 珊区 c-34G LOl 層 O 剥片 黒曜石 2. 70 1 . 20 0. 70 1 . 27 古代混在層

496 四区 c-34G LOl 層 O 言明片 黒曜石 3. 20 2. 70 1 . 20 6 . 69 古代混在層

497 vm区 c-34G L01 眉 O 言明片 黒曜石 3. 1 0  2. 20 0. 70 2. 27 古代混在庖

498 四区 c ' d-31 G Va 層 O 剥片 黒晦石 2. 40 1 . 30 0. 50 1 .  1 8  

499 四区 c ' d-31 G  Va 層 O 剥片 黒噛石 3. 1 0  2. 70 0. 80 4 . 36 

印。 vm区 c . d-31 G Va 層 O 剥片 黒曜石 2. 1 0  1 .  1 0  0. 30 0. 62 

501 vm区 c .  d-31 G Va 層 O 自由j片 黒曜石 2. 30 1 . 40 0. 60 1 .  1 0  

回2 四区 c .  d-31 G Va 層 O 調j片 安山岩 2. 20 1 . 60 0. 30 1 .  34 輝緑凝灰岩

503 vm区 c ' d-31 G  Va 眉 O チ ャ ー ト or 剥片 7 安山岩 2. 60 2. 30 0. 60 3. 61 

504 vm区 d-31 G Vc 層. L03層 使用痕有事J片 ? 黒曜石 3. 60 2. 80 0. 90 5. 1 8  

505 vm区 d-32G Vc 層. L03層 剥片 黒曙石 1 . 90 1 . 40 0. 20 0. 4 1  

506 四区 d-32G Vc 層. L03層 剥片 黒曜石 4. 60 2. 60 1 .  1 0  1 1 . 1 5 

507 四区 d-32G Vc 眉唱 L03眉 石核 黒曜石 3. 00 2. 50 1 .  70 1 1 .  33 

508 四区 d-33G W層 O 剥片 or 石核 黒曜石 3. 1 0  2. 50 1 .  1 0  7. 48 

関g 四区 d-33G W層 O 使用痕有言明片 安山岩 5. 00 3. 20 1 . 40 1 5. 66 

5 10  四区 d-33G 町層 O 剥片 安山岩 5. 00 3. 40 1 . 00 1 4. 36 磨石器

51 1 vm区 d-33G N層 O 剥片 安山岩 5. 40 3. 90 1 . 印 32. 92 磨石器

512  vm区 d-33G Vc 層. L03層 使用痕有剥片 黒曜石 1 . 60 1 . 20 0. 40 0. 72 

51 3 湖区 d-33G Vc 眉. L03層 使用痕有剥片 黒曙石 1 .  70 1 .  70 0. 60 1 . 72 

5 14  四区 d-34G Vc 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 50 1 . 50 0. 90 1 . 37 

5 15  四区 d-34G Vc 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 70 1 .  70 0. 60 2. 06 

51 6 四区 d-34G Vc 層 O 割j片 安山岩 3. 60 1 . 80 0. 50 3. 64 加工有

517 凋区 d ' e-32G 剥片 黒檀石 3. 20 2. 20 0. 70 3 . 36 加工有

518  凋区 e-32G W層 O 調j片 黒幅石 3. 50 2. 20 1 . 00 6. 39 

51 9 四区 e-32G Vc 層 O 剥片 黒曜石 3. 1 0  3. 1 0  0. 70 4 . 37 

520 四区 e-33G N層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 30 2. 00 0. 60 1 .  79 

521 vm区 e-33G 'N眉 O 石核 黒躍石 3. ∞ 2. 80 0. 90 5. 60 

522 四区 e-33G N層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 鈎 1 . 30 0. 30 0. 40 

523 vm区 e-33G W層 O 使用痕有言明j片 黒曜石 2. 30 2. 00 0. 40 1 . 80 

524 四区 e-33G Vc 層 O g，lJ片 黒曜石 2. 1 0  1 .  70 0. 60 1 .  98 

525 vm区 e-33G Vc 眉 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 90 1 . 00 0. 30 0. 56 

526 vm区 e-33G Vc 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 40 1 . 40 0. 40 1 . 46 

527 四区 e-33G Vc 眉. L03層 O 剥片 黒曜石 2. 20 1 . 60 0. 50 1 . 24 

528 vm区 e-33G Vc 層. L03層 剥片 黒曜石 3. 00 2. 30 1 .  00 7. 1 8  

529 vm区 e-33G Vc 層 O 残核 黒曜石 2. 60 2. 40 0. 90 4. 30 加工有

530 VII!区 e-33G Vc 層 O 使用疲有割j片 黒曜石 3. 00 1 . 1 0 0. 50 1 . 1 8 

531 vm区 e-33G Vc 層 O 自由j片 安山岩 3. 70 3. 50 0. 80 1 1 . 49 加工痕
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協

意

耐掴

揃桐

山畑

調査区
出土地点 一括 石材

法墨 (最大値. cm ' g)  
欠損状況 備考 挿図番号No. 

遺構 眉位
種別

取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

532 四区 e-33G Vc 層 O 朝j片 安山岩 2. 90 2. 30 0. 80 5. 48 

533 vm区 e-33G 5 Y 層 O 剥片 黒曙右 2. 00 1 . 20 0. 50 1 . 26 加工有

534 vm区 e-33G 5 Y 層 O チ ッ プ 累畷石 1 . 50 0. 90 0. 50 0. 54 

535 四区 e-34G L03層 O 使用疲有剥片 黒曜石 1 .  70 1 . 00 0. 80 0. 89 

536 四区 e-34G L03層 O 剥片 黒曜石 2. 90 1 . 40 0. 60 1 .  57 

537 vm区 e-34G L03層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 00 1 .  70 0. 40 0. 75 

538 vm区 e-34G L03層 O 剥片 黒曜石 2. 00 1 . 50 0. 30 0. 88 

539 vm区 e-34G L03層 O 石鍛 黒曜石 3. 1 0  2. 40 0. 50 2. 41  1 72 

540 咽区 e-34G Va 層 O 使用痕有剥片 黒纏石 2. 70 1 .  70 0. 60 2. 23 

541 四区 e-34G Va 層 O 自由j片 黒暇石 2. 70 2. 00 0. 50 1 . 72 

542 四区 e-34G Va 層 O 剥片 黒曜石 2. 20 2. 20 0. 50 2. 31 

543 vm区 e-34G V a 層 O 剥片 黒曜石 2. 1 0  1 .  1 0  0. 30 0. 71 

544 四区 e-34G Va 層 O 剥片 黒幅石 2. 30 1 . 60 1 . 00 4. 38 加工有

545 vm区 e-34G Va 眉 O 石核 黒曜石 2. 50 2. 20 1 . 20 5. 82 

546 vm区 e-34G Va 層 O 剥片 黒曜石 2. 00 1 . 80 0. 70 2. 1 6  

547 四区 e-34G Vc 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 3. 1 0  2. 1 0  0. 60 3. 09 

日B vm区 e-34G Vc 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 00 1 . 30 0. 60 0. 95 

549 四区 e-34G Vc 層 O チ ッ プ 黒曜石 2. 1 0  1 . 30 0. 30 0. 54 

550 四区 e-34G Vc 層 O 破片 黒曙石 3. 70 1 . 80 1 . 60 7. 61 

551 vm区 e-34G Vc 層 O 剥片 黒曜石 1 . 90 1 . 40 0. 60 1 . 08 

552 四区 e-34G Vc 層 O 剥片 黒曜石 4 . 00 2. 60 1 .  70 9. 01 針尾系

553 vm区 e-34G Vc 層 O ス ク レ イ I �- 黒曜石 3. 20 3. 1 0  1 . 1 0 9. 52 

5日 vm区 e-34G Vc 層 O 割l片 黒曙石 2. 50 1 . 20 0. 40 0. 80 

555 咽区 e-34G Vc 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 80 1 . 00 0. 40 0. 55 

556 四区 e-34G Vc 層 O 剥片 黒曜石 2. 90 2. 1 0  0. 50 1 . 92 

557 四区 e-34G Vc 眉 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 70 1 . 30 0. 30 0. 49 

558 四区 e-34G Vc 層 O 石核 黒曜石 3. 80 3. 20 2. 1 0  1 5. 88 

559 vm区 e-34G Vc 層 O 石録 黒曜石 2. 40 1 . 50 0. 50 0. 86 1 76 

560 四区 e-34G Vc 層 O 石鍛 黒曜石 3. 00 2. 40 0. 50 2. 52 1 74 

561 vm区 e-34G VY 層 O 加工チ ッ プ剥片 安山岩 2. 70 1 . 60 0. 40 1 . 31 加工有

562 vm区 e ' f-33G Vc 眉 O jlJ片 黒曜石 2. 40 2. 1 0  0. 60 2. 52 

563 vm区 e ' f-33G Vc 眉 O 残核 黒暇石 2. 80 2. 20 1 . 50 6. 99 

564 咽区 e ' f-33G Vc 層 O 残核 累積石 3. 60 2. 1 0  0. 90 4. 82 

565 vm区 e ' f-33G Vc 眉 O チ ッ プ 黒曜石 1 .  70 0. 90 0. 20 0. 40 

566 四区 e ' f-33G Vc 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 40 1 .  1 0  0. 50 0. 56 

567 咽区 e.f-33G '34G c-03 O 剥片 黒曜石 3. 00 2. 1 0  0. 80 2. 91 

568 田区 e.f-33G・34G c-03 O 剥片 黒曜石 1 . 60 1 . 80 0. 50 0. 96 

569 vm区 e.f-33G ・34G c-03 O 剥片 黒曜石 1 . 60 2. 20 1 . 00 2. 93 
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路

神智

問問

拙訓

仙川

No. 調査区
出土地点 一括 種別 石材

法量 (最大値. cm ' g)  
欠損状況 備考 挿図番号

遺構 層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

570 四区 e.f-33G '34G c-03 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 90 1 . 00 0. 40 0. 43 

571 四区 e.f-33G '34G c-03 O 自由l片 黒曜石 3. 00 2. 20 0. 50 2. 59 

572 VDI区 e.f-33G '34G c-03 O 使用痕有製j片 黒曜石 2. 30 2. 70 1 . 00 3. 71 

573 四区 e ' f-34G Vc 層、 L03眉 使用痕有親j片 黒曜石 2. 40 1 . 60 0. 50 1 . 57 

574 凋区 f-33G N層 O 剥片 黒曜石 1 . 80 2. 70 1 .  1 0  3. 80 破片

575 四区 f-33G N層 O 剥 片 安 山 岩 3. 20 3. 20 1 .  1 0  1 1 . 28 加工痕

576 凋区 f-33G N層 O 使用痕有剥片 安山岩 5. 40 2. 30 0. 90 7. 46 

577 珊区 f-33G W屑 O 剥片 安山岩 4 . 00 2. 30 0. 80 7. 94 

578 珊区 f-33G W層 O 自 然 レ キ 安山岩 3. 30 2. 20 1 . 80 1 8. 20 

579 四区 f-33G N層 O 石鎌 黒曜石 2. 70 1 .  80 0. 55 1 .  97 1 75 

580 四区 f-33G Va 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 70 2. 30 0. 70 3. 27 

581 四区 f-33G Va 層 O 言明片 黒曜石 2. 1 0  2. 20 0. 80 2. 58 

582 VDI区 f-33G Va 層 O 事j片 黒隠石 1 . 80 1 . 20 0. 40 0. 84 加工有

583 VDI区 f-33G Va 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 50 1 . 00 0. 20 0. 27 

5例 VBl区 f-33G Va 層 O チ ッ プ 黒曜石 2. 00 1 . 20 0. 40 0. 98 

585 VDI区 f-33G Va 層 O 石核 黒曜石 2. 80 2. 1 0  1 . 印 9. 50 

586 VDI区 f-33G Va 層 O 右核 黒曜石 2. 90 2. 90 1 . 40 5. 88 

587 VDI区 f-33G Va 層 O チ ッ プ 安山岩 1 . 50 1 .  1 0  0. 20 0. 28 

588 VDI区 f-33G Va 層 O 剥片 安山岩 3. 70 2. 80 1 .  1 0  1 0. 91 

589 田区 f-33G VY 層 O 剥片 黒曜石 1 . 80 1 . 90 0. 60 1 . 56 

590 咽区 f-33G VY 層 O 剥片 黒曜石 1 .  90 1 . 40 0. 60 1 .  1 6  

591 VDI区 f-33G VY 層 O 剥片 黒曜石 2. 50 2. 1 0  0. 60 3. 36 加工有

592 VDI区 f-33G L03層 O 剥片 安山岩 3. 20 3. 20 1 .  1 0  8. 83 

593 VDI区 f-34G Va 眉 O 石核 黒曜石 2. 70 3. 00 1 .  70 10 . 39 

594 四区 f-34G Va 層 O 剥片 黒曜石 1 . 80 0. 70 0. 30 0. 45 

595 四区 f-34G Va 眉 O 剥片 黒曜石 3. 60 2. 50 1 . 00 4. 71 

596 四区 f-34G Va 層 O 剥片 黒曜石 2. 40 2. 1 0  0. 40 2. 1 6  

597 VDI区 f-34G L03層 O チ ッ プ 黒曜右 1 . 70 0. 80 0. 40 0. 33 

598 VDI区 f-34G L03層 O 石鍛 黒曜石 1 . 20 2. 00 0. 45 1 . 32 1 84 

599 VDI区 f-34G L03層 O 剥片 黒曜石 2. 00 2. 40 0. 70 3. 39 

600 VDI区 f-34G L03層 O 剥片 黒曜石 3. 00 3. 00 0. 80 4. 89 

601 VDI区 f-34G L03層 O 剥片 黒曜石 2. 50 2. 50 0. 90 5. 00 

602 VDI区 f-34G L03層 O 剥片 黒曜石 1 . 70 1 . 60 0. 40 1 .  1 7  

603 VDI区 f-34G L03層 O 右鎌 黒躍石 2. 20 2. 25 0. 45 1 . 71 1 78 

604 四区 f-34G L03層 O 石核 黒曜石 2. 00 1 .  50 1 .  1 0  3. 02 再生 ( 7 ) 打面切

605 VDI区 f-34G L03層 O ノ ッ チ 黒曜石 3. 1 0  2. 60 0. 90 5. 91 

606 VDI区 f-34G L03層 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 60 2. 80 1 . 00 4. 48 

607 VDI区 f-34G L03層 O 割j片 黒曜石 3. 20 1 .  50 0. 40 1 .  65 
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脳陣

ぎ

醐田

淵

仙川

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法量 (最大値. cm . g)  
欠損状況 備考 持図番号No. 

遺構 層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

608 四区 f-34G L03層 O li\IJ片 黒曜石 2. 90 1 . 00 0. 50 0. 93 

609 VII!区 f-34G L03層 O 使用痕有言明片 黒曜石 2. 80 1 .  70 0. 70 2. 32 

61 0 VII!区 f-34G L03層 O 剥片 黒曜石 3. 00 2. 1 0  0. 80 4 . 92 

61 1 vm区 f-34G L03層 O 剥片 黒曜石 2. 50 1 . 80 0. 90 3. 82 

61 2 VIl区 f-34G L03層 O 7 黒曜石 1 . 30 1 . 00 0. 70 0. 86 

61 3 VIl区 f-34G L03層 O 使用痕有剥片 黛騒石 2. 00 1 .  1 0  0. 30 0. 67 

614  四区 f-34G L03層 O 使用複有言明j片 黒曜石 3. 00 2. 20 0. 70 3. 07 

61 5 田区 f-34G L03層 O 使用痕有剥片 黒暗石 2. 70 2. 30 1 . 00 4 . 78 

61 6 VIl区 f-34G L03層 O 剥片 安山岩 3. 1 0  2. 60 0. 60 3. 74 

61 7 VIl区 f-34G L03層 O 自由j片 安山岩 3. 30 1 . 50 0. 40 1 . 30 

61 8 vm区 f-34G L03眉 O 石核 安山岩 3. 90 4. 70 2. ω 44. 03 

61 9 vil区 f-34G L03層 言明片 黒騒石 2. 40 1 . 20 0. 70 1 . 50 

620 vm区 f-34G VY 層 O 剥片 黒曜石 2. 80 2. 20 1 . 00 6 . 32 加工有

621 vm区 f-34G VY 層 O 電車j片 黒幅右 1 .  70 2. 00 O. 印 1 . 66 オ レ

622 四区 f-34G VY 層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 50 1 . 00 O. 印 0. 68 

623 咽区 f-34G VY 層 1 48 O 石鍛 黒曜石 1 . 75 1 . 55 0. 45 0. 77 1 85 

624 vm区 f-34G VY 層 O 剥片 黒曜石 3. 20 1 . 90 0. 50 2. 01 

625 vm区 f-34G VY 層 O 剥片 黒随石 2. 80 1 . 20 0. 50 1 . 48 

626 vm区 f-34G VY 層 O 剥片 黒曜石 2. 80 2. 00 1 . 40 5. 31 

627 vm区 f-34G VY 層 O 剥 片 黒曜石 2. 60 1 . 20 0. 50 1 .  1 4  

628 vm区 f-34G VY 層 O 剥片 黒曜石 1 . 90 1 .  1 0  0. 30 0. 38 

629 咽区 f-34G VY 眉 O 剥片 黒曜石 1 . 90 1 .  70 0. 40 1 . 00 

630 VIl区 f-34G VY 層 O 使用痕有剥片 黒曜石 5 . 00 2. 00 0. 90 5. 30 

631 VIl区 f-34G VY 層 O 剥片 安山砦 5. 20 3. 1 0  1 .  70 1 8 . 47 

632 VIl区 f-34G VY 層 O チ ッ プ 安山岩 2. 00 1 . 00 0. 30 0. 59 

633 vm区 f-34G VY 層 O 剥片 安山岩 2. 20 2. 30 0. 50 2. 35 

634 四区 f-34G VY 層 O 剥片 安山岩 2. 50 2. 50 0. 40 2. 51 

635 vm区 f-34G VY 層 O 使用痕有剥 片 黒曜石 3. 1 0  2. 00 0. 80 3 . 47 加工痕. 使用痕有

636 VIl区 f-35G Vb 眉 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. ∞ 1 . 30 0. 30 0. 85 

637 VIl区 f-35G L03層 O 使用痕有剥片 黒暗石 3. 20 2. 1 0  1 . 1 0 5. 36 

638 VIl区 f-35G L03庖 O 使用痕有剥片 黒糧石 3. 30 2. 1 0  0. 70 1 .  91 

639 VIl区 表土ハ ギ 使用痕有剥片 黒曜石 2. 90 1 .  70 0. 70 2. 46 

例。 四区 表土ハ ギ 剥片 黒曜石 3. 30 2. 20 1 . 30 4. 38 

641 四区 L01 層 O 石核 黒曜石 3. 40 2. 00 1 . 60 8. 69 

642 四区 vn層 O 石核 黒曜石 3. 00 2. 30 1 . 60 1 0. 67 

643 VIl区 ス ク レ イ I �- ? 黒曙石 2. 90 3. 00 1 . 20 9. 1 7  北西 ソ ク ミ ゾ

644 VIl区 剥 片 黒曜石 2. ∞ 1 . 50 0. 80 1 . 83 

645 VII!区 剥片 黒曜石 3. 00 2. 1 0  0. 70 3. 47 
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随

意

開祖

揃桝

山畑

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法量 (最大値. cm ' g) 
欠損状況 備考No. 

層位 取上 No. 長 さ 幅 厚 さ 重 さ
挿図番号

遺構

646 四区 剥片 黒曜石 4 . 20 2. 1 0  0. 60 5. 00 加工有

647 vm区 ハ ラ ス 材 安山岩 2. 80 2. 20 0. 30 3. 30 北酉 ソ ク ミ ゾ

648 vm区 vn層 O 割j片 安山岩 1 . 50 0. 80 0. 20 0. 1 5  加工有

649 四区 四層 O �J片 安山岩 3. 1 0  3. 20 1 . 00 1 0. 36 加工有

650 四区 ド リ ル ? 安山岩 3. 70 2. 70 0. 80 6. 68 

651 四区 5 SX022 ①層 O 剥片 安山岩 5 . 05 3. 40 1 . 30 1 9 . 00 使用痕有

652 X - l 区 6 SX049 1 層 O 石核 黒瞳石 3. 1 3. 8 1 . 2  1 0. 46 

653 X - l 区 6 SX049 3 層 O 石核 黒曜石 4 . 1 1 . 9  1 . 3  9. 1 3  縄文

654 X - l 区 6 SX049 3 層 O 剥片 黒曜石 3. 3 1 . 4  0 . 6 2. 32 縄文

655 X - l 区 6 SX049 3 層 O 縦長調j片 黒曜石 2. 4 2. 0 0 . 5 2. 1 9  縄文

656 X - l 区 6 SX049 ト レ ン チ No. l O 剥片 黒曜石 2. 5 2. 3 0 . 7 3. 1 3  

657 X - l 区 6 SX049 1 670 縦長剥片 黒曜石 3. 9 1 . 7  0 . 8 2. 52 

658 X - l 区 6 SX049 1 671 剥片 安山岩 3. 0 1 . 4  0 . 5 2. 1 1  

659 X - l 区 6 SXω9 O 剥片 黒曜石 1 . 9  1 . 6  0 . 6 1 .  22 

660 X - l 区 6 SX049 O 剥片 黒曜石 3. 1 2. 2 0. 7 4 . 04 

661 X - l 区 6 SX049 O 剥片 黒曜石 2. 9 2. 2 0 . 7 3. 23 

662 X - l 区 6 SX049 O 使用痕有剥片 黒隠石 2. 9 2. 2 0 . 6 2. 67 

663 X - l 区 6 SX049 O 割j片 黒曜石 3. 1 1 . 4  0. 6 2. 1 1  

664 X - l 区 6 SX049 O 剥片 黒曜石 1 . 7  2. 0 0. 8 2. 27 

665 X - l 区 6 SX049 O 罰l片 黒曜石 1 . 8  1 . 6  0. 4 0 . 49 

666 X - l 区 6 SX049 O 剥片 黒曜石 1 . 4  1 . 8  0. 3 0. 81 

667 X - l 区 6 SX例9 O 剥片 安山岩 2. 7 1 . 4  0. 4 1 . 31 

668 X - l 区 g-38G 1 663 使用痕有剥片 安山岩 2. 7 3. 0 0. 9 6. 24 ス ク レ イ パ- ?

669 X - l 区 g-39G 町層 460 使用痕有剥片 黒曜石 2. 5 1 . 9  0. 4 2. 22 

670 X - l 区 g-40G Vb 層 421 石鍛未製品 黒曜石 2. 4 1 . 8  0. 5 2. 24 

671 X - l 区 h-37G W層 1 309 剥片 黒曜石 2. 5 2. 3 0. 7 3. 84 

672 X - l 区 1-38G E 層 925 使用痕有剥片 黒曜石 1 . 7  2. 2 0. 7 2. 05 

673 X - l 区 1-39G vn層 1 643 言明片 黒曜石 3. 3 2. 4 0. 9 6. 1 0  

674 X - l 区 1-40G Vb 層 O 剥片 黒曜石 1 . 5  1 . 5  0. 3 0. 63 

675 X - l 区 j-39G O 原石 黒躍石 1 . 6  1 . 2  0 . 7 1 .  31 

676 X - l 区 j-40G W層 493 来製品 黒隠石 3. 2 2. 3 1 . 0  5. 35 

6刀 X - l 区 j-40G N層 1 259 剥片 黒曜石 2. 5 2. 0 0 . 8 3. 40 

678 X - l 区 j-40G 剥片 黒曜石 2. 9 1 . 8  0 . 6 2. 27 

679 X - l 区 j-40G W窟 1 260 剥片 黒曜石 2. 4 1 . 6  0 . 5 1 .  56 

680 X - l 区 j-40G W層 1 262 剥片 黒曜石 2. 7 2. 4 0. 7 3. 25 

681 X - l 区 j-40G W層 1 263 剥片 黒曜石 1 . 8  1 . 8  0. 2 0. 60 

682 X - l 区 j-40G W層 1 268 調l片 黒曜石 1 . 9  1 . 2  0. 3 0. 66 

683 X - l 区 j-40G Va 層 51 1 割l片 黒曜石 2. 1 1 . 6  0. 4 1 . 60 

-
O
]己
|



跡

部留

醐田

淵籾

山畑

調査区
出土地点 一括 種別 石材

法量 (晶大値. cm . g) 
欠損状況 備考 挿図番号No. 

遺構 層位 取上 No. 長 さ 桶 厚 さ 重 さ

684 X - l 区 j-40G V -A 眉 O 使用痕有剥片 黒曜石 2. 3 2. 4 0. 5 2. 86 

685 X - l 区 j-40G Vb 層 O 剥片 黒田豊石 2. 6 1 . 6  0. 4 0. 89 

686 X - l 区 j-40G vn層 O チ ッ プ 黒曜石 1 . 2  1 . 3  0. 5 0. 76 

687 X - l 区 j-40G O チ ッ プ 黒曜石 1 . 1  0. 6 0. 2 0. 1 0  

688 X - l 区 j-40G L1 05層 O 都j片 黒曜石 2. 4 2. 0 0. 4 1 . 93 

689 X - l 区 j-40G O 縦長自由l片 黒曜石 2. 1 1 . 6  0. 4 1 . 65 

690 X - l 区 j-40G O 剥片 黒隠右 3. 2 1 . 5  0. 3 1 . 23 

691 X - l 区 j-40G O 剥片 黒騒石 1 . 9  1 . 8  0. 4 1 .  1 9  

692 X - l 区 j-40G O 剥片 黒曜石 1 . 5  1 . 2  0 . 2 0 . 33 

693 X - l 区 k-40G 四層 1 061 石核 黒曜石 3. 2 3. 1 1 . 8  1 3. 1 3 

694 X - l 区 k-40G 区層 O 剥 片 黒曜石 3. 2 2. 4 0. 8 3. 73 

695 X - l 区 k-40G ト レ ン チ O 自問j片 黒曜石 2. 1 2. 5 0 . 7 2. 52 

696 X - l 区 91 0 言明片 安山岩 4 . 6 3. 2 0. 9 1 1 . 66 

697 X - l 区 O 右核 黒曜石 3. 6 2. 7 1 . 3  1 0. 63 

698 X - l 区 O 原石 黒曜石 2. 2 1 . 7  1 . 2  5. 1 7  

699 X - l 区 O 使用痕有劃j片 累曜石 2. 8 1 . 9  1 . 1  3. 46 

700 X - l 区 O 剥 片 黒曜石 2. 0 1 . 9  0. 6 1 . 82 

701 X - l 区 O 原石 黒曜石 1 . 6  1 . 3  0. 9 2. 23 

702 X - l 区 O 剥 片 黒曜石 2. 5 2. 6 0. 9 5 . 71 

703 X - l 区 O 使用痘有剥片 黒躍石 2. 6 1 . 0  0. 4 0. 95 

7倒 X - l 区 O チ ッ プ 黒曜石 0. 8 0. 4 0. 3 0. 06 
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山畑

鉄器一覧表
No. 挿図番号 図番号 登録番号 種類 地区 遺構 層位 取上 No. 一括

法量 (cm . g) 
備考

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
写真図版

97TYF-00l 鉄浮 W X-27G Vc 層 3371 

2 97TYF-003 ? vn Y-28G N層 O 

3 97TYF-004 鉄湾 vn Y-28G Vb 層 847 

5 97TYF-006 vn a-29G Va 層 O 

6 97TYF-007 鉄津 vn ソ ク ミ ゾ ソ ク ミ ソ

7 97TYF-008 ? vn a-29G Vc 層 4239 

8 97TYF-009 vn 4 SE01 7 北半分 O 

9 97TYF-Ol 0 vn W-27G Va 層 O 

1 0  97TYF-Ol l W X-27G Vc 層 O 

1 1  97TYF-0 1 2  vn Y-26G W層 O 

1 2  97TYF-0 1 3  鉄津 W Y-27G Va 層 O 

1 3  97TYF-014  vn Y-29G Va 層 3664 

1 4  97TYF-01 5 vn ソ ク ミ ソ ソ ク ミ ソ

1 5  264 1 683 97TYF-01 6 鉄製品 OJ子) W b-33G O 6. 0 1 . 4  0. 5 7. 2 

1 6  97TYF-0 1 7  鉄製品 1皿 W-27G Va 層 O 

1 7  264 1 685 97TYF-01 8 鉄製品 (鉄万 ? ) vn X-28G N層 O 7. 8 1 . 7  1 . 0  1 7. 9  

1 8  264 1 684 97TYF-0 1 9  鉄製品 (鉄鉱) vn X-28G Vb 層 O 

1 9  97TYF-020 鉄製品 W ソ ヲ ミ ゾ

20 97TYF-021 鉄製品 vn ソ ク ミ ソ

21 97TYF-022 鉄製品 vn ソ ヲ ミ ソ

22 1 94 1 085 97TYF-023 鉄製品 (鋤先) vn 4 SI01 2 581 20. 3 1 7 . 0  0. 5 204 . 7 

23 98TYF-033 鉄津 vm 5 SX040 ②区 D 層 O 

24 98TYF-034 鉄浮 四 5 SX040 ①区 A 層 O 

25 98TYF-035 鉄湾 vm 5 SX040 ③区 F 層 O 

26 98TYF-036 鉄浮 vm 5 SX040 ③ 区 O . E 層 O 

27 98TYF-037 鉄浮 咽 5 SX040 ③区 O . E 層 O 

28 98TYF-038 鉄浮 vm 5 SX040 ③区 E ・ F 層 O 

29 98TYF-039 鉄淳 澗 5 SX040 ③区 F 層 O 

30 98TYF-041 鉄津 四 5 SX040 ③区 F 層 O 

31 98TYF-042 鉄浮 vm 5 SX040 ④区 D 層 O 

32 98TYF-043 鉄湾 四 5 SX040 E 層 8239 

33 98TYF-044 鉄浮 vm 5 SX049 O 

34 98TYF-045 鉄津 vm 5 SX022 ①厨 O 

表 5
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意

耐田

淵加

山川

挿図番号 種類 地区 層位 取上 No 一括
法量 (cm . g) 

備考No 図番号 登録番号 遺構
長 さ 幅 厚 さ 霊 さ

35 98TYF-046 鉄涛 VJ[ a-30G Vc 層 O 

36 98TYF-047 鉄津 四 a-31 G NI冒 O 

37 98TYF-048 鉄津 四 a-31 G Vc 層 O 

38 98TYF-049 鉄津 四 a-32G N層 1 6 1 5  

39 98TYF-050 鉄浮 VJ[ b-29G Va 層 O 

40 98TYF-051 鉄津 VJ[ b-29G Va 層 O 

41 98TYF-052 鉄淳 四 b-30G Va 層 O 

42 98TYF-053 鉄i宰 四 b-30G Va 層 O 

43 98TYF-054 鉄津 四 b-30G Va 層 O 

44 98TYF-055 鉄浮 VJ[ b-30G Vc 層 O 

45 98TYF-056 鉄湾 四 b-31 G Vc 層 O 

46 98TYF-057 鉄津 VJ[ b-31 G Vc 層 O 

47 98TYF-058 鉄津 VJ[ b-32 ・ 33G W層 O 

48 98TYF-059 鉄津 四 b .  c-33 ・ 34G O 

49 98TYF-060 鉄浮 四 c-30G Va 層 O 

50 98TYF-061 鉄浮 VJ[ e-34G Vc 厨 O 

51 98TYF-062 鉄津 VJ[ f-34G VY 層 O 

52 98TYF-063 鉄湾 四 f-35G 水 田 層 O 

53 98TYF-064 鉄i宰 四 Z-30G N層 O 

54 98TYF-065 鉄海 四 Z-32G Vc 庖 O 

55 98TYF-066 鉄涛 四 4483 

56 98TYF-067 鉄涛 VJ[ 8234 

57 98TYF-068 鉄浮 VJ[ L01 層 O 

58 98TYF-069 鉄浮 四 L01 層 O 

59 98TYF-070 VJ[ 5 8K01 6 O 

60 98TYF-071 鉄製品 VJ[ 5 8D009 O 

61 98TYF-072 鉄器 ( 万子 ? ) VJ[ b-29G Nb 層

64 99TYF-001 鉄涛 X - 1  1-38G 91 7 

66 99TYF-003 鉄製品 X - 1  O 

67 99TYF-004 鉄製品 X - 1  O 

68 99TYF-005 鉄製品 X - 1  O 

69 99TYF-006 鉄製品 X - 1  客土層， 仰l溝 O 

70 99TYF-008 鉄片 X - 1  O 

71 99TYF-009 鉄片 X - 2  6 8D501 A 層 O 
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No. 帰国番号 図番号 登録番号 種類 地区 遺構 厨位 取上 No. 一括
法量 (cm - g) 

備考
長 さ 幅 厚 吉 重 吉

写真図版

72 99TYF-01 0 鉄片 X - 2  g-43G L05層 O 
73 99TYF-Ol l 鉄片 X - 2  1 ト レ O 
74 99TYF-01 2 鉄片 X - 2  調査区内 O 
75 99TYF-01 3 鉄製品 X - 2  6 S0501 O 
76 99TYF-014  鉄製品 (釘) X - 2  f - g-43G O 
77 99TYF-01 5 鉄製品 X - 2  g-43G LOl 層

78 99TYF-01 6 鉄製品 (農具) X - 2  g-43G LOl 層 O 
79 99TYF-01 7 鉄製品 X - 2  g-43G L03層 O 
ω 99TYF-01 8 鉄製品 (釘) X - 2  g-43G L03居 O 
81 99TYF-01 9 鉄製品 X - 2  g-43G L05層

82 99TYF-020 鉄製品 X - 2  g-43G L05眉 O 
83 99TYF-021 鉄製品 X - 2  2255 

倒 99TYF-022 鉄製品 X - 2  調査区内 O 
85 99TYF-023 鉄製品 X - 2  O 
86 99TYF-024 鉄片 X - 2  6 SX田4 31 71 -
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湘別

叫州

木製品等観察表
挿図 図番号 登録番号 器種 分類

出土地点 法量 (cm)
木取 り 樹種 写真図版No. 

番号 地区 遺構 層位 全長 幅 . f圭 厚 さ

208 22 61 o 99TY-6003 割材 A x 6 SX049 55. 6 1 2. 2  4. 5 ブ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ亜属 49 

21 2 22 62 99TY-6007 割材 B 1  X 6 SX049 77. 7 9. 0 0. 9 

21 1 22 63 o 99TY-6006 板材 B 1  x 6 SX049 24. 3 4 . 4 1 . 2  板 目 ブナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ亜属

210 22 64 99TY-6005 杭 A X 6 SX049 20. 0 2. 7 2. 3 芯持 ち 丸木

209 22 65 o 99TY-6004 木器来製品 A x 6 SX049 53. 2 23. 0 8. 2 芯去 り ブナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ亜属 49 

207 22 66 o 99TY-6002 有孔簿板 A X 6 SX049 58. 1 1 6. 2  1 . 4  柾 目 ブ ナ 事ヰ シ イ 属

255 23 67 99TY-6064 割材 A X 6 SX054 55. 2 6. 0 6. 0 板 目 材 49 

21 7 23 68 99TY-6026 矢板 A x 6 SX054 57. 6 7. 5 2. 5 柾 目

243 23 69 99TY-6052 割杭 A X 6 SX054 77. 0 1 0. 5  4. 6 

21 5 23 70 99TY-6024 矢板 A x 6 SX054 60. 9 4 . 0 3. 1 柾 目

21 9 23 71 99TY-6028 丸杭 A X 6 SX054 54. 6 4 . 2 4. 0 芯持 ち 丸木

256 23 72 99TY-6065 矢板 A x 6 SX054 57. 6 7 . 8  5 . 8 

220 23 73 99TY-6029 半裁杭 A x 6 SX054 58. 4 5. 0 4 . 6 

223 23 74 99TY-6032 割杭 A x 6 SX054 72. 7 6. 5 6. 6 

252 24 75 99TY-6061 割杭 A x 6 SX054 72. 5 5 . 9 6. 0 ヤ マ グ ワ

238 24 76 99TY-6047 割材 A x 6 SX054 73. 0 8. 0 5. 5 柾 目

244 24 77 99TY-6053 割杭 A x 6 SX054 61 . 8 4 . 5 4 . 5 

249 24 78 o 99TY-6058 矢板 A x 6 SX054 72. 5 1 2. 5  5. 3 柾 目 ブ ナ科 シ イ 属 49 

224 24 79 99TY-6033 半裁杭 A X 6 SX054 73. 3 8. 2 9. 0 

230 24 80 99TY-6039 矢板 A X 6 SX054 61 . 1  6 . 5 3. 4 柾 目

241 25 81 99TY-6050 害�;jjt A X 6 SX054 66. 4 6. 2 4 . 7 

247 25 82 99TY-6056 割杭 A x 6 SX054 51 . 1 6 . 2 6. 3 

250 25 83 99TY-6059 割杭 A x 6 SX054 66. 6 4 . 1 3 . 8 ヤ マ グ ワ

232 25 84 99TY-6041 半裁杭 A x 6 SX054 56. 0 7 . 9 4 . 8 

240 25 85 99TY-6049 矢板 A x 6 SX054 94. 8 9. 0 6. 2 柾 目

236 25 86 99TY-6045 矢板 A x 6 SX054 89. 8 9. 2 6. 0 柾 目

257 25 87 99TY-6066 矢板 (割ヰオ) A X 6 SX054 72. 6 6. 2 3. 4 柾 目

228 26 88 99TY-6037 矢板 A X 6 SX054 1 6. 3  9. 6 4 . 6 柾 目

21 6 26 89 o 99TY-6025 半裁杭 A x 6 SX054 56. 9 8. 2 5. 4 ニ レ科エ ノ キ属 49 

222 26 90 99TY-6031 丸杭 A X 6 SX504 76. 8 4. 6 3. 6 芯持 ち 丸木

21 8 26 91 o 99TY-6027 矢板 A X 6 SX054 74. 7 1 0. 0  2. 6 ヰ正 目 ブ ナ科 シ イ 属

表 6
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挿図 器種 分類
出土地点 法量 (cm)

No. 
番号 図番号 登録番号

地区 遺構 層位 全長
木取 り 樹種 写真図版

幅 ・ 径 厚 さ

21 4 26 92 @ 99TY-6023 矢板 A x 6 SX054 63. 6 1 5. 0  3 . 1 柾 目 ブナ科 シ イ 属 49 

221 26 93 99TY-6030 丸杭 A x 6 SX054 73. 7 8. 7 8. 4 芯持 ち 丸木

225 26 94 99TY-6034 丸杭 A x 6 SX054 71 . 7  9. 5 7 . 1 芯持 ち 丸木

258 27 95 99TY-6068 割杭 A x 6 SX054 41 . 6  3. 8 2. 4 柾 目 ヤ マ グ ワ

237 27 96 99TY-6046 半裁杭 A x 6 SX054 69. 0 8. 0 5 . 6 

251 27 97 99TY-6060 丸杭 A x 6 SX054 69. 6 6. 8 6. 2 芯持 ち 丸木

245 27 98 99TY-6054 丸杭 A x 6 SX054 87. 3 6. 7 6. 5 芯持 ち 丸木 ヤ ナ ギ属

242 27 99 99TY-6051 矢板 A x 6 SX054 83. 8 4 . 7 5 . 0 柾 目

248 27 1 00 99TY-6057 丸杭 A x 6 SX054 68. 7 6. 5 7 . 5 芯持 ち 丸木

235 28 1 01 99TY-6044 割杭 A x 6 SX054 64. 6 9. 5 6. 2 

233 28 1 02 。 99TY-6042 板材 A x 6 SX054 30. 8 8. 5 2. 8 飯 田 ブナ科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亙属

246 28 1 03 99TY-6055 割杭 A x 6 SX054 46. 4 5. 2 2. 7 

226 28 1 04 99TY-6035 矢板 A x 6 SX054 90. 4 9. 4 4 . 5 柾 目

239 28 1 05 99TY-6048 矢板 A x 6 SX054 82. 6 1 4 . 6  4 . 5 柾 目

253 28 1 06 99TY-6062 割杭 A x 6 SX054 80. 5 7 . 0 3. 5 

234 29 1 07 99TY-6043 丸杭 A x 6 SX054 50. 4 5 . 7 5 . 0 芯持 ち丸木

231 29 1 08 99TY-6040 割杭 A x 6 SX054 64. 8 5 . 6 5. 4 

229 29 1 09 99TY-6038 丸杭 A x 6 SX054 64 . 0  ? 5. 5 芯持 ち 丸木

227 29 1 1 0 99TY-6036 矢板 A x 6 SX054 55. 4 9. 6 2. 6 柾 目

254 29 1 1 1  。 99TY-6063 矢板 A x 6 SX054 63. 7 6. 2 6. 4 柾 目 ニ レ科工 ノ キ属 49 

260 29 1 1 2 99TY-6070 矢板 B 1  x 6 SX054 29. 8 8. 5 1 . 7  柾 目

259 29 1 1 3  99TY-6069 キオ B 1  x 6 SX054 1 42. 5 9. 0 1 0. 0  芯持 ち 丸太

21 3 30 1 1 4 。 99TY-61 38 網代 A x 6 SX049 40. 0 40. 0 20. 0 つ る 性植物 49 

274 38 209 。 99TY-61 29 鋤 A x j-40G 21 . 8  1 1 . 7  2. 7 板 目 ア ワ ブ キ 科 ア ワ ブ キ 属 49  

4 71 392 @ 97TY-4280 縄 ? A W 4 SE005 5. 7 植物

6 71 393 @ 97TY-4282 タ ワ シ ? A vn 4 SE005 9. 7 植物

5 71 394 @ 97TY-4281 タ ワ シ 7 A W 4 SE005 1 0. 5  植物

71 395 。 97TY-401 4 2尼 よ け A vn 4 SE005 中下層 29. 0 22. 5 5. 0 柾 目 ブ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ亙属

2 71 396 97TY-401 5 木片 B 1  W 4 SE005 中下層 36. 0 2. 5 2. 5 芯持 ち丸木

1 60 1 29 735 。 98TY-521 0 鍬の泥よ け部 A vm 5 SX049 1 9. 5  1 5. 7  1 . 0  柾 目 ブナ科コ ナ ラ 属 7 カ ガ シ亜属 52 

36 1 29 736 。 97TY-41 08 一木平鋤 A W 4 SX049 93. 5 1 3. 9  2. 7 柾 目 ブナ科コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属 53 

1 56 1 29 737 。 98TY-5206 有孔板材 A 四 5 SX049 97. 6 1 8. 6  2. 5 板 目 マ ツ 科モ ミ 属

1 78 1 30 738 @ 98TY-5234 板材 B 1  四 5 SX049 1 8. 9  6. 1 2. 0 板 目 ブナ科 シ イ 属
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挿図 図番号 登録番号 器種 分類
出土地点 法量 (cm)

木取 り 樹種 写真図版No. 
番号 地区 遺構 層位 全長 幅 ・ 径 厚 さ

1 75 1 30 739 � 98TY-5227 板材 8 1  VlIl 5 SX049 33. 5 9. 0 2. 0 板 自 ブナ科 コ ナ フ 属ア カ ガ シ亜属

1 65 1 30 740 � 98TY-521 5 板材 A VlIl 5 SX049 67. 1 1 0. 0  1 . 8  板 目 マ ツ 科モ ミ 属

1 59 1 30 741 � 98TY-5209 又鍬 A VlIl 5 SX049 49. 6 6. 3 1 . 6  柾 目 ブナ科コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属 53 

1 70 1 31 742 � 98TY-5220 容器 A 四 5 SX049 20. 7 5. 2 1 . 8  柾 目 ツ ツ ジ科ス ノ キ属 シ ャ シ ャ ン ポ 52 

1 58 1 31 743 � 98TY-5208 容器片 コ ブ割抜 A 四 5 SX049 20. 2 1 1 .  0 1 . 3  柾 目 ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ 52 

50 1 31 744 � 97TY-41 22 両面共整形の板 A 四 4 SX049 62. 7 1 0. 2  1 . 3  追い柾 目 マ ツ 科モ ミ 属 53 

40 1 31 745 � 97TY-41 1 2  建築材転用工作台 A W 4 SX049 65. 5 9. 0 6. 8 ブ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ亜属

1 80 1 32 746 。 98TY-5236 板材 8 1  四 5 SX049 36. 4 7 . 0 1 . 3  板 目 ブ ナ科 シ イ 属

49 1 32 747 。 97TY-41 21 ミ カ ン割杭転用工作台 A vn 4 SX049 64. 3 1 6. 0  4 . 4 柾 目 ブ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ E属 53 

1 61 1 33 748 � 98TY-521 1 木錘 A 四 5 SX049 1 3. 8  8. 4 7 . 2 芯持 ち 丸木 ツ バ キ 科 ヒ サ カ キ属 52 

39 1 33 749 � 97TY-41 1 1  木錘 A W 4 SX049 1 4 . 0  6. 3 4 . 5 芯持 ち 丸木 ツ バ キ 科ツ バ キ 属 52 

45 1 33 750 。 97TY-41 1 7 木錘 A vn 4 SX049 1 6. 0  7 . 8 6. 0 芯持 ち 丸木 モ ク セ イ 寺ヰ イ ボ タ ノ キ属 52 

37 1 33 751 � 97TY-41 09 動物偶 A W 4 SX049 5. 3 3. 5 3. 3 ニ レ科ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ 52 

67 1 33 752 。 97TY-41 82 円霊形台 A W 4 SX049 6 . 5 6. 5 1 . 5  柾 目 ブナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ亜属 52 

1 63 1 33 753 � 98TY-521 3 箱の一部 ? A VlIl 5 SX049 44. 5 1 2. 8  2. 0 ク ス ノ キ手ヰ ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ

1 62 1 34 754 � 98TY-521 2 弓 7 A VlIl 5 SX049 54. 2 2. 0 1 . 9  芯去 り ウ ル シ科 ウ ル シ 属 53 

1 69 1 34 755 � 98TY-521 9 有子L木片 A m 5 SX049 1 9. 7  2. 2 1 . 1  板 目 ス ギ科 ス ギ属 ス ギ

1 55 1 34 756 � 98TY-5205 加工材 A VlIl 5 SX049 1 8. 3  8. 3 5 . 8 芯持 ち 丸木 ブナ科コ ナ フ 属 コ ナ ラ 直属 ク ヌ ギ節

44 1 34 757 � 97TY-41 1 6  建築材 A 羽 4 SX049 82. 8 7 . 2 5 . 4 柾 目 ブ ナ科 ク リ 属 ク リ

43 1 34 758 � 97TY-41 1 5  建築材 A 羽 4 SX049 83. 0 6. 5 9. 0 芯無角 ブ ナ科 ク リ 属 ク リ

1 66 1 34 759 � 98TY-521 6 建築材 A VlIl 5 SX049 63. 4 4 . 0 3 . 5 芯無 し ニ レ科ム ク ノ キ属 ム ク ノ キ

1 8 1  1 35 760 98TY-5237 材 8 1  VlIl 5 SX049 71 . 2 3. 5 3 . 1 芯持 ち 丸木

1 77 1 35 761 98TY-5233 加工木片 8 1  VlIl 5 SX049 29. 2 3. 7 3. 4 芯去 り

38 1 35 762 � 97TY-41 1 0  建築材 A 羽 4 SX049 52. 5 3. 1 2 . 6 芯持 ち 丸木 ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ 53 

1 71 1 35 763 � 98TY-5221 建築材 A VlIl 5 SX049 94 . 0  8. 0 5 . 6 芯持 ち 丸木 ブナ科 シ イ 属

1 72 1 35 764 。 98TY-5222 建築材 A VlIl 5 SX049 1 65. 7 7 . 0 4 . 8 芯持 ち 丸木 ブ ナ 科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ亜属

42 1 36 765 97TY-41 1 4  杭 A W 4 SX049 47. 5 5 . 5 4 . 0 芯持 ち 丸木

47 1 36 766 97TY-41 1 9  丸杭 A W 4 SX049 22. 0 8. 9 6. 0 芯持 ち 丸木

46 1 36 767 97TY-41 1 8  杭 A vn 4 SX049 64. 0 4 . 0 4 . 0 芯持 ち 丸木

48 1 36 768 97TY-41 20 杭 A vn 4 SX049 45. 0 6. 0 5 . 1 芯持 ち 丸木

41 1 36 769 97TY-41 1 3  杭 A 四 4 SX049 25. 8 5 . 0 4 . 4 芯持 ち 丸木

51 1 36 770 97TY-41 23 杭 8 1  W 4 SX049 24. 0 3. 5 3. 5 芯去 り

1 57 1 37 771 � 98TY-5207 杭 A VlIl 5 SX049 29. 3 5 . 5 5 . 6 芯持 ち 丸木 ム ク ロ ジ科ム ク ロ ジ属ム ク ロ ジ
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挿図 出土地点 法量 (cm)
No 図番号 登録番号 器種 分類 木取 り 樹種 写真図版番号 地区 遺構 層位 全長 幅 ・ 径 厚 さ

1 73 1 37 772 9BTY-5223 丸杭 7 B l  VlH 5 SX049 20. 3 4 . 6 4 . 2 

52 1 37 773 97TY-41 24 柱転用材 B l  羽 4 SX049 1 9. 0  2. 9 3 . 0 柾 目

1 79 1 37 774 9BTY-5235 材 B l 四 5 SX049 67. 5 3. 0 2. 4 芯持 ち 丸木

1 67 1 37 775 。 9BTY-521 7 建築材 A 四 5 SX049 60. B 2. 5 2. 2 芯無 し ニ レ干ヰム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ
l B2 1 37 776 9BTY-523B 丸杭 B l VlH 5 SX049 42. 0 3. 4 3. B 芯持 ち 丸木

1 64 1 3B 777 9BTY-521 4 大型杭 A VlH 5 SX049 l B7. 0 B. 2 9. 0 芯持 ち 丸木

1 74 1 3B 77B 9BTY-5224 丸杭 B 1 VlII 5 SX049 l B . 5 2. 4 2. B 

1 76 1 3B 779 9BTY-5231 丸杭 B 1 四 5 SX049 1 7. 0  2. 5 2. 5 芯持 ち 丸木

66 1 3B 7BO 97下(-4 1 Bl 杭 ? A W 4 SX049 24 . 0  3. 7 4 . B 芯持 ち 丸木

1 6B 1 3B 7Bl 9BTY-521 B 丸杭 A 四 5 SX049 40. B 2. 7 2. 0 芯持 ち 丸木

53 7B9 7B9 97TY-41 39 丸杭 A W 4 SM053 41 . 0  6. 2 6. 0 芯持 ち 丸木

55 1 41 790 97TY-41 41 丸杭 A W 4 SM053 46. 3 4. B 4 . 4 芯持 ち 丸木

57 1 41 791 ((d) 97TY-41 43 柄 A W 4 SM053 37. 0 2. 6 2 . 2 ア ワ ブ キ科ア ワ ブ キ 属
56 1 4 1  792 97TY-41 42 丸杭 A vn 4 SM053 2B. 5 2. 9 2. 3 芯持 ち 丸木
54 1 4 1 793 97TY-4 1 40 丸杭 A W 4 SM053 43. 0 5. 3 4. 9 芯持 ち 丸木

5B 1 42 794 97TY-4144 丸杭 A W 4 LA054 29. 5 4 . 3 4. 0 芯持 ち 丸木

59 1 42 795 97TY-41 45 丸杭 A vn 4 LA054 26. 0 5. B 5. 0 芯持 ち 丸木

60 1 42 796 97下(-41 46 丸杭 A W 4 SE055 50. 0 4 . 6 4. 0 芯持 ち 丸木

61 1 42 797 97TY-41 47 丸杭 A W 4 SE055 34. 0 5. 7 5. 0 芯持 ち 丸木

1 37 1 55 BB6 。 9BTY-51 1 1 文鍬 A VlH 5 SX040 30. B 5. 2 1 . 6  柾 目 ブ ナ科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亙属 51 

1 4 1  1 55 BB7 ((d) 9BTY-51 1 5  績槌 A 四 5 SX040 30. 5 6. 5 6. 5 芯持 ち 丸木 ニ レ科ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ 51 

1 35 1 55 BBB ((d) 9BTY-51 09 脚 A VlII 5 SX040 54. 6 4. 9 2. 5 ク ス ノ キ科 シ ロ ダ モ 属
1 36 1 55 BB9 ((d) 9BTY-51 1 0  円盤状木製品 A VlII 5 SX040 1 1 . 2  1 1 .  1 1 . 7  柾 目 ブ ナ科 シ イ 属 51 

1 52 1 56 B90 9BTY-51 26 丸杭 ? B l  四 5 SX040 7 1 45 . 1 3 . 0 3. 4 

1 53 1 56 B91 9BTY-51 2B 丸杭 B 1 VlII 5 SX040 23. 1 4 . 0 4 . 1 芯持 ち 丸木

1 43 1 56 B92 ((d) 9BTY-51 1 7  弓 7 A 四 5 SX040 27. 7 1 . 7  1 . 6  芯去 り ウ ル シ科 ウ ル シ属 51 

1 34 1 56 B93 ((d) 9BTYー510B 有孔板材 A 四 5 SX040 54. 7 1 6  2. B 板 目 ク ワ 科 ク ワ 属

1 49 1 57 B94 9BTY-51 23 丸杭 B 1 VlII 5 SX040 1 6. 7  4 . 0 4 . 0 芯去 り

1 50 1 57 B95 ((d) 9BTYー51 24 木簡様木片 B l  VlII 5 SX040 1 5. 7  2. 6 1 . 1  板 目 ブ ナ科 コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 亜属

1 46 1 57 B96 9BTY-51 20 加工木片 B l  VlII 5 SX040 1 6. 4  2. 7 1 . 6  板 目

1 42 1 57 B97 ((d) 9BTYー51 1 6 建築材 A 四 5 SX040 50. 3 2. B 2. 9 ニ レ科エ ノ キ属 51 

1 44 1 57 B9B 9BTY-51 1 B  角 材 B 1 四 5 SX040 39. 7 6. 0 2. 9 

1 47 1 57 B99 9BTY-51 21 加工木片 B l  VlII 5 SX040 30. 7 4 . 5 1 . 4  柾 目

-
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挿図 図番号 登録番号 器種 分類
出土地点 法畳 (cm)

木取 り 樹種 写真図版No. 
番号 地区 遺構 層位 全長 幅 ・ 径 厚 さ

1 51 1 58 900 98TY-51 25 柄の一部 9 1  vl[ 5 SX040 24. 5 3. 0 2. 6 芯持 ち 丸木

1 48 1 58 901 i(d) 98TY-51 22 有孔板材 9 1  四 5 SX040 24. 6 5 . 0 1 . 1  板 目 ス ギ科 ス ギ属 ス ギ

1 38 1 58 902 i(d) 98TY-51 1 2  板材 A vl[ 5 SX040 1 9. 6  4 . 2 1 . 3  柾 目 ブナ科 シ イ 属

1 39 1 58 903 i(d) 98TY-51 1 3  板材 A vl[ 5 SX040 1 20. 1 1 3. 5  2. 3 板 目 ブナ科コ ナ フ 属ア カ ガ シ亜属

1 40 1 58 904 i(d) 98TY-51 1 4  二次加工板 目 板 A vl[ 5 SX040 33. 2 1 1 .  6 3. 0 板 目 ブ ナ 科 シ イ 属 51 

1 45 1 58 905 98TY-51 1 9  板材 9 1  凋 5 SX040 24. 4  6. 0 1 . 1  板 目

1 85 1 64 952 i(d) 98TY-5279 鋤の取手 A 四 5 SX051 8. 8 8. 5 2. 3 柾 目 ブナ科コ ナ フ 属 ア カ ガ シ亜属 50 

1 83 1 64 953 i(d) 98TY-5277 鍬破片 A vl[ 5 SX051 20. 5 4 . 3 2. 3 柾 目 ブナ科 コ ナ フ 属ア カ ガ シ 亙属 50 

201 1 64 954 98TY-5296 有孔木 製 品 9 1  四 5 SX051 1 2. 9  2. 6 2. 4 

1 84 1 64 955 i(d) 98TY-5278 天秤棒 A 四 5 SX051 1 01 . 4  4 . 4 4 . 3 芯持 ち 丸木 ツ バ キ 科 ツ バ キ属 50 

1 91 1 65 956 i(d) 98TY-5285 板材 A vl[ 5 SX051 21 . 1 1 0. 1 1 . 0  板 目 ク ス ノ キ科ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ

1 97 1 65 957 98TY-5291 加工板材 9 1  四 5 SX051 1 3. 2  4 . 7 1 . 4  板 目

202 1 65 958 98TY-5297 加工木片 (木屑 ) 9 1  vl[ 5 SX051 23. 1 1 . 8  1 . 7  

200 1 65 959 98TY-5295 木片 9 1  vl[ 5 SX051 1 3. 7  4 . 5 3. 2 芯持 ち 材

1 98 1 65 960 98TY-5292 加工木片 9 1  四 5 SX051 1 3. 3  2. 7 2. 5 芯持 ち 丸木

1 96 1 65 961 98TY-5290 加工木片 9 1  vl[ 5 SX051 1 1 . 5  2. 2 1 . 0  柾 目

1 92 1 65 962 。 98TY-5286 板材 A vl[ 5 SX051 7. 2 4 . 8 1 . 0  板 目 ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ

1 95 1 65 963 98TY-5289 建築材 9 1  vl[ 5 SX051 64. 8 4 . 4 5 . 2 芯持 ち 丸木

1 89 1 65 964 i(d) 98TY-5283 板材 A vl[ 5 SX051 29. 7 5 . 3 1 . 2  板 目 ブ ナ寺ヰ シ イ 属

1 88 1 65 965 i(d) 98TY-5282 加工板材 A vl[ 5 SX051 28. 8 7 . 5 1 . 4  柾 目 ブ ナ幸ヰ シ イ 属

1 90 1 65 966 98TY-5284 丸杭 A 四 5 SX051 80. 2 3. 2 3. 5 芯持 ち 丸木

1 94 1 66 967 98TY-5288 割杭 9 1  vl[ 5 SX051 26. 6 4 . 7 4 . 1 柾 目

1 86 1 66 968 98TY-5280 丸杭 A vl[ 5 SX051 79. 5 3. 5 3 . 4 芯持 ち 丸木

1 93 1 66 969 98TY-5287 大型丸杭 A vl[ 5 SX051 1 05. 8 8 . 5 6. 5 芯持 ち 丸木

1 99 1 66 970 98TY-5293 丸杭 9 1  vl[ 5 SX051 97. 3 2. 2 2. 3 芯持 ち 丸木

1 87 1 66 971 98TY-5281 建築材 ? A vl[ 5 SX051 E 層 1 88. 6 4 . 5 4 . 0 芯持 ち 丸木

7 1 89 1 068 i(d) 97TY-4030 柱材 A W 4 S9034 24. 5 1 1 . 0  1 0 . 0  芯持 ち 丸木 マ キ科マ キ 属 イ ヌ マ キ

9 1 89 1 069 97TY-4032 柱材 9 1  W 4 S9034 37. 5 1 1 . 1  1 0. 0  芯持 ち 丸木

8 1 89 1 070 i(d) 97TY-4031 ヰ主材 A vn 4 S9034 52. 5 1 3. 0  1 6. 3  芯持 ち 丸木 イ チ イ 科 カ ヤ 属 カ ヤ

89 205 1 1 71 i(d) 97TY-421 3 櫛 A vn 4 SE01 7 上層 9. 1 9. 0 0. 8 柾 目 マ ン サ ク 科イ ス ノ キ属 イ ス ノ キ 55 

91 205 1 1 72 i(d) 97TY-421 5 葦材 A vn 4 SE01 7 上層 1 5. 0  1 4 . 9 0. 5 ブ ナ科 シ イ 属 55 

92 205 1 1 73 i(d) 97TY-421 6 蓋材 A W 4 SE01 7 中下層 1 6. 5  1 6 . 2 0. 5 ブ ナ科 シ イ 属 55 

88 205 1 1 74 i(d) 97TY-421 2一」竺 �一W一一一ー|ーー一一一一4 SE01 7 47. 0 1 9. 0  4 . 2 ク ス ノ キl4 ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ
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挿図 出 土地点 法量 (cm)
No 図番号 登録番号 器種 分類 木取 り 樹種 写真図版番号 地区 遺構 層位 全長 幅 ・ 径 厚 さ

93 205 1 1 75 。 97TY-421 7 容器 A vn 4 SE01 7 20. 0 5 . 7 2. 7 柾 目 ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ

94 205 1 1 76 。 97TY-421 8 柄付木製品 A W 4 SE01 7 最下層 32. 0 1 7. 5  1 . 0  ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ

95 205 1 1 77 。 97TY-4234 建築部材 A 羽 4 SE01 7 最下層 7. 3 7. 3 5 . 2 柾 目 ク ス ノ キ科 ヲ ブ ノ キ 属 ヲ ブ ノ キ

204 208 1 1 85 98TY-5338 井戸枠 A VßJ 5 SE059 42. 3 30. 6 5 . 0 板 目 取 り ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ

1 1 6 21 0 1 1 90 (Q) 98TY-5378 木簡様木片 B 1  四 5 SE01 9 最下層 9. 7 1 . 4  0. 6 柾 目 マ ツ科モ ミ 属
1 1 5  21 0 1 1 91 。 98TY-5047 櫛 A VßJ 5 SE01 9 最下層 7. 0 7. 0 0. 8 柾 目 マ ン サ ク 科イ ス ノ キ属 イ ス ノ キ 55 
22 21 4 1 232 (Q) 97TY-4071 木簡様木製品 A W 4 SE043 中下層 4. 5 2. 2 4 . 0 マ ツ 科モ ミ 属
30 2 1 4  1 233 97TY-4079 木片 B 1  vn 4 SE043 中下層 8. 8 3. 5 0. 9 芯去 り

23 21 4 1 234 。 97TY-4072 木簡様木製品 A V宜 4 SE043 中下層 8. 3 3. 2 5. 0 柾 目 マ ツ 科モ ミ 属
29 21 4 1 235 97TY-4078 木片 B 1  四 4 SE043 中下層 8. 0 3. 0 0. 8 柾 目
27 21 4 1 236 97TY-4076 木片 B 1  W 4 SE043 中下層 6. 3 4. 8 0. 4 柾 目

31 21 4 1 237 97TY-4080 木片 B 1  四 4 SE043 1 1 . 0  4. 2 2 . 0 芯去 り

24 21 4 1 238 97TY-4073 杭 A W 4 SE043 上層 31 . 0 2 . 2 1 . 5  芯持 ち 丸木
1 9  21 4 1 239 (Q) 97TY-4068 紡錘車 A 四 4 SE043 上層 4. 0 4 . 7 4 . 0 マ ツ 科マ ツ 属 [二葉松類]
20 21 4 1 240 (Q) 97TY -4069 4丙 A vn 4 SE043 中下層 1 3. 0  2. 7 2. 5 フ ナ科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ E属
28 21 4 1 241 97TY-4077 木片 B 1  vn 4 SE043 中下層 1 9. 0  4 . 1 1 . 8  柾 目
26 21 4 1 242 97TY-4075 木片 B 1 W 4 SE043 中下層 1 7. 5  6. 8 1 . 4  芯去 り

21 214 1 243 。 97TY-4070 柄 A 四 4 SE043 中下層 73. 8 2. 2 2. 1 ニ レ科ム ク ノ キ 属 ム ク ノ キ
25 21 4 1 244 97TY-4074 半裁丸杭 A vn 4 SE043 42. 5 4 . 6 2. 5 

1 8  21 4 1 245 (Q) 97TY -4067 檎 A vn 4 SE043 中下層 1 4. 0  3 . 0 6. 0 ツ ツ ジ干4ス ノ キ属 シ ャ シ ャ ンホ 55 

1 54 240 1 480 。 98TY-5204 糸巻 7 A 四 4 SX038 26. 8 5. 4 8. 9 イ チ イ ヰヰカ ヤ 属 カ ヤ 55 

1 6  241 1 481 。 97TY-4046 建築材 A V宜 4 SX038 48. 0 9. 2 6. 2 ツ ツ ジ科ス ノ キ属 シ ャ シ ャ ン ポ

1 7  241 1 482 97TY-4274 杭 B 1 vn 4 SX038 53. 4 3 . 5 4 . 0 

1 1  241 1 483 (Q) 97TY -404 1 建築材 A W 4 SX038 95. 5 9. 1 4 . 6 ブ ナ手ヰ シ イ 属
1 0  241 1 484 (Q) 97TY-4040 盤転用工作台 A vn 4 SX038 48. 5 1 5. 5  2. 4 ヲ ス ノ キ手ヰ ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ

1 5  242 1 485 。 97TY-4045 建築材 A vn 4 SX038 84. 5 1 0. 0  9. 4 マ ツ 科マ ツ 属 [二糞松類]
1 4  242 1 486 。 97TY-4044 建築材 A 四 4 SX038 55. 0 6. 0 5 . 0 ツ バ キ 手ヰサ カ キ 属 サ カ キ
1 3  242 1 487 97TY-4043 鞍型の木製品 B 1  vn 4 SX038 32. 7 8. 6 2. 4 

1 2  242 1 488 97TY-4042 建築材の先端部分 B 1  羽 4 SX038 1 3. 0  5 . 1 5. 0 

62 245 1 489 。 97TY-4 1 49 コ マ 形木製 品 A 羽 4 SX056 6. 0 5 . 4 5. 2 芯持 ち 丸木 イ ヌ ガヤ草4イ ヌ ガヤ 属 イ ヌ ガ ヤ 50 

63 245 1 490 。 97TY-41 51 又鍬 A 四 4 SX056 63. 0 3. 0 3. 2 ブ ナ科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜属 50 

65 245 1 491 。 97TY-41 53 板材 A 四 4 SX056 1 01 .  0 1 0. 8  2. 5 板 目 ム ク ロ ジ手ヰム ク ロ ジ属 ム ク ロ ジ 50 

64 245 1 492 (Q) 97TY-4 1 52 板井オ A W 4 SX056 73. 0 1 0. 7  2 . 0 板 目 ブ ナ科 シ イ 属
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挿図 図番号 登録番号 器種 分類
出土地点 法量 (cm)

木取 り 樹種 写真図版No. 
番号 地区 遺構 層位 全長 幅 ・ 径 厚 さ

72 245 1 493 97TY-41 57 丸杭 A W 4 SX056 60. 0 3. 4 3 . 5 芯持 ち 丸木

76 246 1 494 97TY-41 61 半裁丸杭 A 羽 4 SX056 34 . 5  4. 1 1 . 9  

70 246 1 495 97TY-41 55 丸杭 A V宜 4 SX056 34 . 0  2. 5 2. 5 芯持 ち 丸木

69 246 1 496 97TY-4 1 54 杭 A vn 4 SX056 28. 5 3. 4 3. 0 芯持 ち 丸木

71 246 1 497 97TY-41 56 丸杭 A W 4 SX056 63. 0 3. 0 3. 2 芯持 ち 丸木

75 246 1 498 97TY-41 60 丸杭 A W 4 SX056 50. 5 6. 5 6. 3 芯持 ち 丸木

68 247 1 499 97TY-41 50 杭 A W 4 SX056 60. 5 4 . 4 4 . 3 芯持 ち 丸木

74 247 1 500 97TY-4 1 59 丸杭 A vn 4 SX056 67. 0 6. 5 7 . 8 芯持 ち 丸木

73 247 1 501 97TY-41 58 丸杭 A vn 4 SX056 53. 3 6. 1 6 . 0 芯持 ち 丸木

1 26 273 1 723 o 98TY-5073 建築材 A vm 5 SX023 1 2. 0  4 . 7 2. 1 柾 目 マ キ 手ヰマ キ 属 イ ヌ マ キ

1 32 273 1 724 98TY-5080 丸杭 8 1  vm 5 SX023 1 4. 8  3. 5 3. 4 

1 1 8  273 1 725 o 98TY-5065 曲 げ物部材 7 A 四 5 SX023 1 0. 3  3 . 6 0 . 5 柾 目 イ チ イ 科 カ ヤ 属 カ ヤ

1 1 9  273 1 726 98TY-5066 丸杭 A 四 5 SX023 1 1 . 9  2. 3 2 . 4 芯持 ち 丸木

1 1 7  273 1 727 o 98TY-5064 研磨器 ? A 四 5 SX023 9. 1 4. 1 2 . 1 板 目 マ ツ 科マ ツ 属 [二葉松類] 56 

1 30 273 1 728 98TY-5078 加工木片 8 1  四 5 SX023 6. 2 3. 8 3. 8 芯去 り

1 20 273 1 729 o 98TY-5067 織具部材 ? A vm 5 SX023 1 2. 8  1 . 4  0 . 8 板 目 取 り ス ギ科 ス ギ属 ス ギ 56 

1 25 273 1 730 98TY-5072 木片 A 四 5 SX023 2. 9 0. 8 0 . 9 板 目

1 27 273 1 731 98TY-5074 丸杭 A vm 5 SX023 54 . 3 4. 5 4 . 0 芯持 ち 丸木

1 31 273 1 732 98TY-5079 丸杭 8 1  四 5 SX023 39. 5 4 . 7 4 . 4 芯持 ち 丸木

1 28 273 1 733 98TY-5075 丸杭 A vm 5 SX023 44. 5 3. 5 3. 6 芯持 ち 丸木

1 29 274 1 734 98TY-5076 加工杭 ? A 四 5 SX023 29. 3 3. 1 1 . 4  柾 目

1 23 274 1 735 98TY-5070 丸杭 A vm 5 SX023 21 . 7 4 . 1 4 . 2 芯持 ち 丸木

1 22 274 1 736 98TY-5069 丸杭 A vm 5 SX023 1 7. 9  3. 3 3 . 3 芯持 ち 丸木

1 21 274 1 737 98TY-5068 丸杭 A vm 5 SX023 84. 3 7 . 5 8. 6 芯持 ち 丸木

1 33 274 1 738 98TY-5081 丸杭 8 1  vm 5 SX023 46. 3 2. 9 3 . 5 

1 24 274 1 739 98TY-5071 丸杭 A vm 5 SX023 39. 0 4 . 2 3 . 5 芯持 ち 丸木

1 03 278 1 753 98TY-501 1 板材 A vm 5 SK01 6 25. 3 1 7. 6  2 . 0 板 目

1 02 278 1 754 98TY-501 0 幽物底板転用品 A 凋 5 SK0 1 6  23. 7 23. 7 0. 8 柾 目

1 1 0 278 1 755 98TY-5022 板材 A vm 5 SK01 6 2 層 21 . 0 20. 9 0. 9 板 目

1 07 278 1 756 98TY-501 7 脚付円形盤 A vm 5 SK01 6 33. 8 1 0. 4  5 . 6 縦木取 り

1 06 279 1 757 98TY-501 6 下駄 A vm 5 SK01 6 1 7. 4  7 . 6 3 . 2 

1 00 279 1 758 98TY-5006 下駄 A vm 5 SK01 6 1 8. 6  6. 7 1 . 3  

1 1 2  279 1 759 o 98TY-5024 漆塗椀 A vm 5 SK01 6 9. 2 7 . 4 7 . 6 ブ ナ科 ブ ナ属
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脳

神ぽ

開田

淵湘

仙m

挿図 出土地点 法量 (cm)
No. 

番号 図番号 登録番号 器穏 分類
地区 遺構 層位 全長 幅 ・ 径

木取 り 樹種 写真図版
厚 さ

1 1 4 279 1 760 98TY-5381 曲物の柄杓の部材 A 四 5 SK01 6  2 層 7. 4 2. 1 1 . 0  

1 1 3  279 1 761 98TY-5032 幽物の柄杓の部材 A VJI[ 5 SK0 1 6  6. 0 2. 1 1 0. 0  

98 279 1 762 98TY-5004 績槌 A 四 5 SK01 6 25. 0 1 4 . 0 1 4 . 1 芯持 ち 材

99 279 1 763 98TY-5005 蓋 A 四 5 SK01 6 21 . 0  20. 7 1 . 8  柾 目

1 09 280 1 764 98TY-5020 脚部 (ニ宝等の) A 四 5 SK01 6 2 層 20. 2 2. 0 0. 9 

1 01 280 1 765 98TY-5008 板状木製品 A VJI[ 5 SK01 6  1 9. 7  1 9. 6  0. 8 板 目

1 08 280 1 766 98TY-501 8 蓋板 A VJI[ 5 SK01 6 2 層 1 3. 0  1 2. 8  0. 8 柾 目

1 05 280 1 767 98TY-501 3 竪杵 A VJI[ 5 SK01 6 1 1 4 . 6 1 0. 0  1 0. 7  芯持 ち 材

1 04 280 1 768 98TY-501 2 編み 台の脚 A VJI[ 5 SK01 6 35. 2 9 . 5 3. 6 芯持 ち 丸木

1 1 1  280 1 769 98TY-5023 紡錘車 A VJI[ 5 SK0 1 6  2 層 7. 8 5. 3 5 . 3 紡茎， 芯持 ち丸木

276 31 9 201 8 99TY-61 36 木製柄付鉄器 A x 6 SX504 1 9. 5  2. 7 1 . 3  

262 332 21 23 99TY-61 09 板材 8 1  x 6 SX504 1 7. 5  4 . 5 1 . 0  板 目

271 332 21 24 99TY-61 1 6  容器の部材 8 1  x 6 SX507 22. 5 2. 3 0. 5 

268 332 21 25 99TY-61 1 5  板材 A x 6 SX506 28. 2 4 . 4 0. 5 板 目

265 333 21 26 99TY-61 1 2  容器の蓋 A x 6 SX505 1 1 . 6  1 1 . 2  0. 6 板 目

266 333 21 27 99TY-61 1 3  底板 A x 6 SX505 1 1 . 7  1 2. 4  1 . 1  柾 目

2倒 333 21 28 99TY-61 1 1  下駄 (有孔木製品) A x 6 SX505 1 7. 7  5. 9 1 . 2  柾 目

267 333 21 29 99TY-61 1 4  板材 8 1  x 6 SX505 41 . 8 1 0. 9  0. 8 板 目

263 333 21 30 99TY-61 1 0  桶の一部 ? A x 6 SX505 26. 3 9. 2 1 . 6  柾 目

269 334 2 13 1  。 99TY-61 32 漆椀 A x 6 SX506 1 1 . 3  5. 9 6. 0 検木取 り ブ ナ科 ブ ナ属

272 334 21 32 。 99TY-61 33 漆椀 A X 6 SX507 1 1 . 8  1 1 . 8  2. 8 検木取 り ミ ズキ 科 ミ ズキ属 7

261 334 21 33 99TY-6085 椀蓋 A x 6 SD501 1 1 . 6  9. 2 1 . 2  

275 334 21 34 99TY-61 35 漆椀 A x 不明 4. 5 

270 334 21 35 99TY-61 34 漆椀 A x 6 SX506 0. 0 6. 5 0. 0 機木取 り

78 200 21 55 。 97TY-41 90 せ い ろ組み井戸枠垂木 (東側) A W 4 SE01 7 98. 0 6. 0 ブ ナ科 シ イ 属 54 

79 200 21 56 。 97TY-41 91 せ い ろ 組み井戸枠垂木 (南側) A vn 4 SE01 7 1 00. 0 7 . 0 ブナ科 シ イ 属 54 

80 200 21 57 � 97TY-41 92 せ い ろ 組み井戸枠垂木 (北側o A 四 4 SE01 7 87. 0 3. 0 ブ ナ科 シ イ 属 54 

81 200 21 58 。 97TY-41 93 せ い ろ 組み井戸枠霊木 (西側) A 羽 4 SE01 7 96. 0 5. 0 ブ ナ科 シ イ 属 54 

82 200 21 59 。 97TY-41 94 せいろ組み井戸枠板材 (西側 2 ) A vn 4 SE01 7 80. 0 2. 0 ブナ科 シ イ 属

83 200 2 160 � 97TY-41 95 せ い ろ 組み井戸枠板材 (西側 3 ) A vn 4 SE01 7 97. 0 3. 0 ブ ナ科 シ イ 属 54 

B4 200 21 61 。 97TY-41 96 せ い ろ組み井戸枠板材 (東側 2 ) A vn 4 SE01 7 1 34 . 0 0. 8 ブナ科 シ イ 属

85 200 21 62 。 97TY-41 97 せ い ろ組み井戸枠板材 (東側 3 ) A W 4 SE01 7 99. 0 2. 7 ブナ科 シ イ 属 54 

86 200 21 63 。 97TY-41 98 せ い ろ組み井戸枠板材 (北側 2 ) A 四 4 SE01 7 95. 0 3. 0 ブナ科 シ イ 属 54 
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脳陣

ぎ

醐掴

潮

山畑

挿図
図番号 登録番号 器種 分類

出土地点 法量 (cm)
木取 り 樹種 写真図版No. 

番号 地 区 遺構 層位 全長 幅 ・ 径 厚 さ

87 200 2 1 64 。 97TY-41 99 せ い ろ 組み井戸枠板材 (南側 2 ) A m 4 SE01 7 88. 0 1 . 5  ブナ科 シ イ 属 54 

2. 7 2. 6 0. 6 
90 205 1 1 68， 1 1 69， 1 1 70 。 97TY-421 4 術 A vn 4 SE01 7 2. 6 2. 5 0 . 7 柾 目 マ ン サ ク 科 イ ス ノ キ属 イ ス ノ キ 55 

1 . 6  1 . 7  0 . 7 

4 . 0 1 . 2  1 . 9  
205 208 1 1 82， 1 1 83， 1 1 84 98TY-5340 棒状工具 A vm 5 SE059 7. 8 1 . 3  1 . 2  芯去 り

1 8. 3  1 . 1  0. 9 

77 97TY-41 66 杭 8 1  vn X-26G 42. 0 4 . 4 4 . 3 柾 目

96 200 221 7 。 9汁Y-4283 く り ぬ き 井戸 枠本体部分 A 四 4 SE01 7 76. 0 50. 0 芯抜 き 丸木 ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ 54 

97 98TY-5001 下駄 A vm 5 SK004 7. 8 6. 6 3. 0 

203 。 98TY-5337 井戸枠 A vm 5 SE059 1 9. 5  1 8. 2  5 . 0 板 目 取 り ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ属 ク ス ノ キ

273 99TY-61 1 7  大型杭 A x h-38G 92. 4 4 . 7 5 . 0 芯持 ち 丸木

32 97TY-4081 板状木片 8 2  vn SE-43 1 27. 0 1 8 . 0 芯去 り

33 97TY-4082 木片 8 2  羽 SE-43 26. 5 7 . 0 0. 0 芯去 り

34 97TY-4083 木片 8 2  vn SE-43 0. 0 0. 0 0. 0 芯去 り

35 97TY-4085 加工木片 8 2  四 SE-43 0. 0 0. 0 0. 0 芯去 り
l

o
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随

意

開祖

湖

州知

古銭観察表
出土地点 法量 (mm . g)

挿図番号 番号 実測番号 種別 銭貨名 種類 背文 材質 初鋳年 備考 写真図版
地区 遺構 層位 外径 穿径 厚 さ 重量

337 2 146 岩543 W X-28G 渡来銭 治平元宮 無 銅 23 6 1 . 2  1 . 3  1 064年 57 

337 21 47 岩544 羽 表土剥 ぎ 中 渡来銭 県寧元賓 築書 無 吉田 25 6 1 . 4  3. 1 1 068年 57 

337 21 48 マ062 四 5 8D01 2 埋土一括③ 震来銭 元祐通費 策審 無 銅 25 7 1 . 4  2. 5 1 086年 57 

337 21 49 マ065 vm a-32G 砂層中 渡来銭 紹聖元賓 真 無 銅 23 6 1 . 4  2. 1 1 094年 57 

337 2 1 50 7064 vm b-31 G 4 b 層一括 (砂層) 渡来銭 大定通貨 無 銅 26 5. 5 1 . 3  3. 6 1 1 78年 57 

337 2151  7063 四 e-32G 4 層 琉球の貨幣 大世通費 無 銅 24 5 1 . 3  2. 8 1 454年頃 57 

337 2 152 マ055 vm z-31 G 4 層一括 新寛永銭 寛永通費 伏見手 無 鍋 24 6 1 . 2  2. 8 1 736年~ 江戸時代 57 

337 21 53 マ∞1 X - 1  6 8D01 7 ③ 新寛永銭 寛永通賓 秋田小字 (隆宝) 無 鍋 24 6 1 . 0  1 . 5  1 738年 57 

337 21 54 7002 X - 1 表採⑩ 新寛永銭 寛永通費 無 銅 24 6 1 . 1  2. 7 1 740年頃 57 

337 2 1 55 岩003 X - 2 6 8X506 撹乱中 新寛永銭 寛永通貨 無 銅 2. 6 57 

銅 : 600-700. 
マ056 四 5 8X041 撹乱土筑 小型50銭黄銅貨 五十銭 有 亙鉛 : 1 9  1 . 5  2. 2 1 948年 昭和

400-300 

四 b-32G L-03層 不明 不明 不明 小片

表 7
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X - l 区 6SX049 ト レ ン チ 内木製品 出 土状況 X - l 区 6SX049内遺物 出 土状況

X - l 区 6SX049内網代出土状況 X - l 区 j -40 グ リ ッ ド遺物 出土状況

X - l 区 j -40 ク‘ リ ッ ド 内磨製石鉱出土状況 h -40 グ リ ッ ド 内 石庖丁出土状況

図版 2 調査X ー 1 区 遺物出土状況



451007完掘状況 45101 1 内遺物 出 土状況 ( 北 東 か ら )

45101 3完掘状況 (南東 か ら ) 451029完掘状況 ( 北 東 か ら )

551029内遺物 出 土状況 (南南東 か ら ) 551029内遺物 出土状況

図版 3 調査四 . VIII区住居跡検出 状況 ・ 遺物 出 土状況



581029完掘状況 ( 北 か ら ) 581035完掘状況 ( 南 か ら )

581039完掘状況 ( 北 か ら ) 48E005検 出 状況 ( 東 か ら )

ご .... . ー ー ー ー ' ー ー

: ご 三 二 三 三 過密密'è�[.:> ミ ?

48E005内遺物 出 土状況 ( 東 か ら ) 48E005 内 出 土土器 (頚部 に 縄痕跡)

図版 4 調査四区住居跡完掘状況 ・ 井戸跡検出 ・ 遺物 出 土状況
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〉転 出 ( 到 団 法u ψ )

印 ω m 0 2 泊 詰 栄 出 ( 到 uq u 川V )
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(心長田恒)用実判古雲剰在何回OXω旧
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5SK061 完掘状況 ( 北 か ら )

4SK004土層断面 (南西 か ら )

守，>， 司ミャ ー ー ・士 、 、
町、 _，4

、 、 "，-..;...��: � . :>� :. 

4SK006 ・ 4S I0 1 6遺物 出 土状況 ( 北 東 か ら )

4SK01 5完掘状況 ( 南 か ら )

4SK009内 遺物 出 土状況

図版 7 調 査官 . VJ[区土坑遺物出土状況 ・ 完掘状況



4SX049完掘状況 ( 東 か ら ) 4SX049内木製品 出土状況 (北 か ら )

4SX049内遺物出 土状況 (南 か ら ) 4SX049内 炭化物検 出状況 ( 東 か ら )

4SK059内杭列 出 土状況 5SX040内磯出土状況

図版 8 調査四 . vm区大溝状遺構遺物 出土状況 ・ 完掘状況



5SX040内 遺物 出 土状況 ( 東 か ら ) 5SX040内喋出土状況 ( 東 か ら )

5SX051 内 遺物 出 土状況 ( 北西 か ら ) 5SX040完掘状況 ( 北 か ら )

水 田 遺構完掘状況 ( 東 か ら ) 5SK050完掘状況 ( 北 か ら )

図版 9 調査四区大溝状遺構遺物出土状況 ・ 完掘状況
溝遺構 ・ 連結土坑完掘状況



4S8001 完掘状況 ( 西 か ら ) 4S8001 柱跡半裁状況

4S8002完掘状況 ( 西 か ら ) 4S8031 完掘状況 ( 南 か ら )

4S8034完掘状況 4S8034柱跡 内 円 盤状板材 出 土状況 ( 北 か ら )

図版1 0 掘立柱建物跡完掘状況 ・ 柱検出状況、 円 盤状板材出 土状況



488003完掘状況 ( 東 か ら ) 58801 8完掘状況

48101 2内 円 面硯 出 土状況 48101 2内鋤先 出 土状況

48101 6完掘状況 581031 完掘状況 ( 南 か ら )

図版1 1 掘立柱建物跡完掘状況、 竪穴住居跡遺物 出 土状況 ・ 完掘状況



4SE01 7検 出状況 ( 南 か ら )

4SE01 7井戸側部分 (北西 か ら )

4SE01 7井戸側 出 土状況 ( 南西 か ら )

4SE01 7井戸枠土器 出 土状況 ( 西 か ら )

品湖沼 :...:..:(1 '.: cf-.� � \ 惜�.. ��'.�
4SE01 7垂木検 出状況 ( 南 か ら )

図版1 2 調査四区蒸篭形井戸跡検出状況 ・ 井戸枠 ・ 遺物 出 土状況



4SE01 7井戸枠 出 土状況 ( 西 か ら )

4SE01 7最下層遺物 出 土状況 ( 南 か ら ) 4SE01 7完掘状況 (商 か ら )

5SE059井戸枠出土状況 ( 南 東 か ら ) 5SE059完掘状況 ( 北 西 か ら )

図版1 3 調 査四区井形井戸跡井戸枠 ・ 部材検 出状況、 遺 物 出 土状況
井戸跡遺物 出土状況 ・ 完掘状況

震込



4SX038 内遺物 出土状況 ( 西 か ら ) 4SE043完掘状況 ( 北 か ら )

4SX038内土器 出 土状況 4SX038内土器出 土状況

4SX038内耳環 出 土状況

図版1 4 不明遺構 (4SX038) 検 出 ・ 遺物 出土状況、 井戸跡遺物出土状況 ( 2 ) 
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蝶畑山寺誼畑，重弘北

(心nnm帳)照美里出向NO×ωω
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(心FQ旺)民主器開寸NO凶∞旧
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叫如実刊亜



X 区全景 ( 南 か ら ) X - 2 区 6SX503 内遺物 出 土状況 ( 東 か ら )

X - 2 区 6SX506内遺物 出 土状況 (北 東 か ら ) X - 2 区 6SX504内石積出 土状況 ( 東 か ら )

X - 2 区 6SX504内 遺物状況 (北 か ら ) X - 2 区 6SX505 ・ 506 ・ 507完掘状況 ( 東 か ら )

図版1 6 調 査 X - 2 区 遺構検出 状況 ・ 遺物 出土状況 ・ 完掘状況
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図版1 7 縄文時代晩期~弥生時代 中 期土器
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図版1 8 弥生時代後期~古墳時代初期土器
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図版1 9 古墳時代前期土器 ( 1 ) 聾



3 1 3 
3 1 4 

304 

ヤー ーー

缶詰ト
。 306 

341 369 367 

図版20 古墳時代前期土器 ( 2 ) 聾
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図版21 古墳時代前期土器 ( 3 ) 聾
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図版22 古墳時代前期土器 ( 4 ) 聾
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図版23 古墳時代前期土器 ( 5 ) 聾
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図版24 古墳時代前期土器 ( 6 ) 聾 ・ 壷
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図版25 古墳時代前期土器 ( 7 ) 壷
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図版26 古墳時代前期土器 ( 8 ) 壷
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830 

400 

676 

1 027 

352 

図版27 古墳時代前期土器 ( 9 ) 高坪 ・ 器台



1 034 
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338 340 
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図版28 古墳時代前期土器 ( 1 0 ) 鉢
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図版29 古墳時代前期土器 ( 1 1 ) 鉢 ・ 珂
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図版30 古墳時代前期土器 ( 1 2) 小型壷
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図版31 古墳時代前期土器 ( 1 3 ) 小型査 ・ 土製模造品 ・ 甑
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図版32 古墳時代前期土製模造品 ・ 土製勾玉 ・ 土玉 ・ 砥石 ・ 土錘
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図版33 古墳時代終末~古代須恵器 ( ， ) 蓋
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図版34 古墳時代終末~古代須恵器 ( 2 ) 蓋
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図版35 古墳時代終末~古代須恵器 ( 3 ) 蓋 ・ 高台付坪 ・ 境
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図版36 古墳時代終末~古代須恵器 ( 4 ) 高台付郎 ・ 珂 ・ 高坪
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図版37 古墳時代終末~古代須恵器 ( 5 ) 壷 ・ 鉢類
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図版38 古墳時代終末~古代須恵器 ( 6 ) 堤瓶 ・ 小型査 ・ 緑紬陶器 ・ 越州窯青磁 ・ 硯 ・ 墨書等
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図版39 古墳時代末~古代土師器 ( 1 ) 部
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図版40 古墳時代末~古代土師器 ( 2 ) 杯 ・ 盤 ・ 聾 ・ 墨書 ・ 石帯 ・ 金環
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図版41 中世~近世土師器部 ・ 瓦質土器
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図版42 中世~近世瓦質土器 担鉢 ・ 火鉢 ・ 大聾
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図版43 輸入磁器 皿 ・ 鉢 ・ 瓶 ・ 壷



1 81 3  

1 809 

1 806 

図版44 近世陶器 ( 1 ) 皿
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図版45 近世陶器 ( 2 ) 鉢 ・ 香炉 ・ 瓶 ・ 措鉢
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図版46 近世陶器 ( 3 ) 近世磁器 ( 1 ) 
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図版47 近世磁器 ( 2 ) 土製人形 ・ 土製品類
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図版48 土製人形 ・ 土製品類
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図版49 弥生時代前期木製品 ・ 網代
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図版50 古墳時代前期木製品 ( 1 ) 
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図版51 古墳時代前期木製品 ( 2 ) 
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図版52 古墳時代前期木製品 ( 3 ) 
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図版53 古墳時代前期木製品 川 )
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図版54 古代井戸枠 ・ 垂木 ・ 井戸側
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図版55 古代井戸 出 土木製品 ・ 古代不明遺構出 土木製品 ・ 古代掘立柱建物柱
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図版56 中世 ・ 近世木製品 、 ウ ミ ガメ 甲羅
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図版57 鉄津 ・ 鉄器 ( 万 子 ・ 鋤先 ) ・ 貨銭 ・ 小万 ・ キ セ ル
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図版58 出 土石器 石鍛 ・ 石斧 ・ 磨石 ・ 凹石 ・ 磨製石鍍 ・ 石庖丁 ・ 台石
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図版59 石製品 滑石製有孔石製品 ・ 石鍋 ・ 軽石製模造品 ・ 石臼
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あ と が き
こ の報告書 の 完成 に あ た り 、 本調査か ら 報告書の上梓 に い た る ま で多 く の 方 々 の協力 と お 世 話 に よ っ て 、

こ こ ま で き た と い う こ と に 対 し て 、 感謝の念で い っ ぱいです。 本調査の現場 で は 、 暑 さ 、 寒 さ の 中 ひ た す ら

発掘調査 に 従事 し て 下 さ っ た 多 く の 方 々 、 整理作業 で は 、 水洗 い 、 注記、 接合、 実測 、 ト レ ー ス な どの 報告

書作成 の作業 に あ た ら れ た 方 々 、 こ れ ら の 方 々 の働 き な し に は こ の 報告書 は 、 完成 に は至 り ま せ ん で し た 。

改 め て 下記 の 方 々 に 御礼 を 申 し 上 げ ま す。

現場作業員

荒木冨士子、 伊子和 来子、 伊藤和子、 井上 チ ヨ 子、 植 田 夏代 、 岡 田 キ ヨ 子、 岡 田 ト モ エ 、 小 山 ナ ツ ミ 、 小

山 奈美 、 城戸 シ エ子、 五郎丸芙智子、 境エ ミ 子、 坂崎 ク ニ エ 、 坂崎征子、 品 川 四番男 、 品 川 タ ケ ノ 、 積守 タ

ネ 子 、 財部久美子、 田 上鶴子、 田 上房子、 寺 田哲也、 寺 田 ト ミ 子、 寺 田 弥市 、 寺 田八千代 、 中 本 フ タ ミ 、 西

川 美代子、 西川 テ ル ヨ 、 西村幸雄、 野 田 カ シ 子、 畠 田 ト メ ノ 、 畠 田 ト ヨ ミ 、 福 田 ツ ヨ 子、 前川 八重子、 松 島

克也、 三嶋邦子、 源民代 、 森 田 繁美 、 山 内 恵美子、 山 崎末子、 吉本妙子、 吉本 タ マ エ 、 米 岡小雪 、 畠 田 ア ヤ

子、 松本博幸 、 吉 田 政博 、 大倉千寿、 松本憲一 、 木村剛 、 吉本喜吉、 中 川 毅人 、 鍛治真理子、 中 川 藍、 田 中

良一、 国 武勝代、 宇野信子、 上杉政光、 広瀬弘邦 、 松 島誠、 森川 絹代 、 西村 ミ ヨ 子、 坂崎和仁 、 植 田 孝子、

甲 斐 し き み 、 戸上弘明 、 荒木隆宏、 植 田 正美 、 末永崇 、 藤江望 、 新里亮 人、 石 川 ま どか、 亀井莱津子

整理作業員

上野虞 由 美 、 黒 田 良子、 村上 由 佳、 藤本久美、 一柳朱里、 藤井ゆ き 、 村上桂子、 山 本美枝、 西 島 久美 、 林

正信、 平木智子、 平川 江里子、 岩下恵美子、 古 閑 知子、 益 田 久子、 川 井 田 久子、 戸 由 紀美子、 境美恵子、 陶

山 千鶴子、 塩 田 喜美子、 徳永み ど り



熊本県文化財調査報告 第218集

柳 町 遺 跡 E
一般国道208号玉名 バ イ パ ス 改築事業 に 伴 う 埋蔵文

化財発掘調査報告書

平成16年 3 月 31 日

編集 ・ 発行 熊本県教育委員 会
熊本市水前寺 6 丁 目 18 - 1 
干 862 - 8609 ft096 -383 - 1 1 1 1  

印刷 ・ 製本 株式会社 サ ン カ ラ ー

熊本市御領 2 丁 目 19 - 13
干 862 - 0935 ft096 - 380 - 8131 



�士一 ーも手、‘ ぞ胃、 一/'

、

15 教委 教文
② 0 0 8  



 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 218集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 

 

書名：柳町遺跡 

発行：熊本県教育委員会 

     〒862-8609 熊本市中央区水前寺 6丁目 18番 1号 

     電話： 096-383-1111 

     URL：http://www.pref.kumamoto.jp/ 

電子書籍制作日：2015 年 12月 24日 

 

 なお、熊本県文化財保護協会が底本を頒布している場合があります。詳しく

は熊本県文化財保護協会にお問い合わせください。 

   熊本県文化財保護協会 

     URL：http://www.kumamoto-bunho.jp/
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